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カール. ョー ハン. マキシ モ^ネ ツチの 傅 

お 邡 <t      ！ V 


CARL  JOHANN  MAXIMOWICZ. 

By  Kingo  Miyahe. 

(With  a  Portrait). 


泰西の 植物 學 者に して 本邦の 植物 を 研究 したる 者 多 しと 雖 も、 
露國の カール、 3 一  ハン、 マキシ モヴヰ ヅチ 氏の 如く 綿密^ 到なる 
^究 を Ä せし 者 は 恐らく 他に なかるべし。 吾人 Ü 國の 植物 を舟究 
する に當に 同氏の W 究 したる 跡 5： 釋 ぬるに， 其 §E2|t の 明^に して 
斷 案の 正確なる に、 不知 不^快 fcfi と 敬^の 念の 典る を ^ ゆ。 本邦の 
植物 I： 廣く 植物が 界に 紹介せ し歐 米の 植物 學^ 屮， 親しく 我 國土 
に 渡来して， 其^ 究に從 ^せし 老は. 氏 を 外 にして は 僅かに クンべ 
ル ク' (Thunberg), ジー ボルト （Sieboldj  、サバ チヱ :Savatier ) , チズ ルマン 
(Kjellmann)  あ る に 過 ざず 、他に 皆 採集 家の した る 材料に 就て， 其 
自國に 於て 硏究 したる 者の みなり。 然れ ども マキシ 乇ヴヰ ヅチ氏 

の 如き は、 今よ り 凡 四十 な 五 ネ 前 》 お つて 戕國に 渡来し、 s svf , m m、 

畏 W の 三 所に 三年^ föt を W して、 其 地方の 植物 5： 採集 者？ f し、 國 
の 後 も^ ほ 其 忠^な る從 戾极川 長 之 助 を して、 本邦 各地の 植物 ト 
探桨 せしめ， 期く して 得た る豊ぉ なる 材料 を 死に^る 迄 W 究し以 
て. 本邦 植物 學 史上に 湮滅す ベ か ら ざる 深 iß なる 印 3?： を^したり。 
予は刚 治 二十 ニ^の Ä'、 米國ょ b 欧州 を 0. てお 初 す る に' Ä に 

殆ん どニ迥 u の nn、 聖彼 得^ 帝國 植物 is 內に 於け る 同氏の 家に お 

[Trans.  Sap.  Nat.  Hist.  Sue.  Vol. 1. し 05.〕 
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となに お i しく 其 45 咳に お' し、 _!]. つ lr'1 氏の 0f 究に從 ^す る ^况 J;  n 
^する の榮 を 得た 6  。 

斯 かる 密 お-な る fö! 係 ヒ ^が 怵 物 ゅ界に n する、 同氏の 經膝 を 

^に 紹介す る は 極め て 仃^ な る がと じじ. 今お: に札榥 博物 學 ff 
報を玆 行す るに 常 に I め の 略 傅 を IE する ， とせり 0 傅屮 記 拔 す 
ると こ の W  TT は ァヅシ Ä ル 、, ン Asckrson) 及へ ムス レー （ Hemsley 

兩 氏に ふ 所 多し と雞 も， 予が轵 しく マ 氏 よら I1H 知 し た る ものに 
して、 ぶ PC 世 に 公に せら れ ざる もの 亦^ しとせ ず. 
, マキシ モヴネ ヅチ氏 は純扦 なるお 西亞 人に して， T- 八 丫1' 二十 
七 り： （文 政 十 お 十一 パニ 十三 H  ,    ^斯 科府ょ り^ 力 >  ら ざる ヒュ 
(Tula) と 稱 する 一 市 に 生る。 父 は ^ を 以て^と な し、 性 極めて 祯物 

學 5: 愛 好 せ に ifii して JL: 愛 兌 を Wi 物 ゆ^た ら しめん ß めに、 家庭 lie 
宵の 方針 は 全 く  物に 對 す る 嗜好 心 5: .货 揮せ し し' るに ありし^ 以 
て， 其 邸內 に 花 IS を 作に 多く のな 木 5： おお し、 愛兒 をし て 其' な 化 
をな さ しめた に 氽がマ 氏の 家に <i\  h し fl な， 氏 は ^ に 一 ；1? を-^ して 
Fl く 『^ れ氽が 幼^の^ お 生せ しもの ヒ ^父 か' 故 ら に 我がお めに 
むから^ 本せられ しもの な り j と 

氏 は Yf に 期 かる 特殊の 敎^ によ りて. も!; 細に^ 物 を M おお^ 

す る の 性 を 成 したる も のに し て k 他 1.1 植物^ 界に 雄飛す る の輯 

も . 亦 に 玆 にあ しと 忍 は る 氏 が U 初 に ゆ k 條 め れ る ゆ 校 
は^ 都の S3 乙新敎 派に, おする セ f ント、 ァ ンゆ 校に して T- 八 i'i  I'M 十 

n   に 之 を や ^し、^ に m ん て ；：ミ ゆ を 修 むろ ^ めに ト 'ノ^_、' ト尺 ゆ 

に 入 れ 6  ：； 

エル づ! 尺 ゆに は 常時〃 《な ろ Wi 物 ゆ 者 7 レキ サン デル. ブン 
ゲ (Alexander  Bunge: お ^ を 化 b  V； に お古 &び北 ^ 支 の 被 物 m 究 
は從^ 中な 5 き。 fi    なる マ 氏 は In] 奴 は に 就 き Hi 物 ゆ k  ^ 究 せる 

nsi に， j«; の强さ h£ 化 k   け， \'\ か ら ！ a ?5 の m 物 に n  ^を^し、^ に ； 
m  k 松 て 、 m 物 ^  »f 究に一 生 お j# ぐるの 念 -C  ^したら o 
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氏此 校に 於て^ を卒ふ る や, 千 八 百 五十^  Ml 大^ 植物 闳 の filj  U 
に 任ぜられ、 ブンゲ 教授の It 業 を 助 く る こ と 三^. 千 八 H 五十二^ 
露 都帝國 植物 囤 flg^ 室 係員に 轉 任し、 千 八 百 九十 一汗 氏の 死に 至 

る 迄て 此 植物 閣 と は 密接なる BÖ 係 を 絕たざ 6 き。 

千 八 Ü 五十三^ Ä 國政府 は^ 艦デ * ァ ナ （Diana) を して 世界 を 週 

遊せ しめ. 嘴く 學術 上の^ 檢 をな さしむ る' It を 企阏 せに マ 氏は植 

物 ゆ 者と して 同 艦 乘込を 命せ られ、 同 ^秋:) t の 木阈を 出 帆せ (>  ,m に 

氏 二十 六 Ä な 6 き c 

軍 艦 デ * ァ ナ は m 米、 i(\ 西 兌の テ'、 ジャネ イロ、 お' 利 の ご ヒ」 、- 

ラ ィ ゾ 及び 布 哇のホ ノル 、等に せ M. 更に 锊 じて） IUP 西 比利亞 沿 
/V: 州 に 於 け る テ *、 カストリー ^に 入港せ h 足れ Tf に 千 八 ü' 五十 四 
^七 W  二十 三 fcl にして、 此處に 於て 初めて ク リ ミ ヤ^^の 起り し 
It を 閱 知せ （>  とに 而 して テ%ブ 十 は 特別なる 勤務 を 命ぜられ たる 5r 
以て， マ 氏 は 其 地に 上^し^/ iir 方面の 梳物抆 檢に從 W する がと 
なれに 斯く本 國の災 厄 は 却って マ 氏に 取に 又と 得難き 好機^ を 
與 へぬ。 氏 は 此新颌 土に W る こと 凡そ 三が ü さに 艱難辛^ を 宵め、 
充分に 其^ 檢抹 Ä を逑 げ, 千 八！^ 五十 七^三 M 同地 を 出發 し 西 比 利 

亞を横 りて ^ 都に w  6 たり 0 此 時よ ら氏 は一 切の^^ を 抛 m し、^ 
心 黑^は 州 よに 斑ら し^れ る^ 本の 瀾^ に從^ する？ u  二 年、 其 結果 

として Primitiae  Flora  Amurcnsis 黑龍江 地方 植物 志 を 世 K 公 はせ be 

此-, '5 "'は 露 都 帝 R1 科 ゆ^ よ 6 出版せられ しもの に して、 五 Ü 餘 は 
の r クヮ ト-」 '大冊 をな し、 附す る に 0 版 十 枚 及 地 —  紫 を 以てし、？ f  ^ 
に 於て は， 九 な 十五!^ の 分布 形状' や を ^犯し.^^ に 於 て は，^  jJ". 方 
面の 地理, 象 、樹木の 分布, Wi 物^. 植物の 铳, ひ, 近^ フ" ラ」 と の 比敉， 

ff 用 及 坊^ 植物、 人お に 依り 「フ" ラ- の' け: n に 及ぼせ し^ 化 等 を 精細 
に^し. 又 附錄と して 北 m 及^ 古^ 植物 n おを^げ た bo 此^ は -- 
地 方の 植物^の 椟  m  た  る も のに して、 氏 はれに 之れ に 依 b て 植物 分 

«i 學者, 植物 地理 ゆ 者 及^ 術^ föA と して の 名^の^ 礎 を 闳 く  ^き 
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a  b き c 

常時 チ £ ドク (DemidoflF) な るお 豪 あ に^ 術 上の 大 著述に 赏汆を 
m る W  5： 公 にせし が、 マ 氏の 著 — ÄÄm- に當ら Ä 金 を 得る に 至れ b  • 氏 
は 之 を 以て、 苒 び滿洲 地方の^ 撿を 試み 又 B 本に 渡航す るの 决心 を 

なし、 千 八 rr 五十 九 ^ « 都 を發し 南方 西 比利亞 を^て 黑^ 洲に 達し' 
ウス リ及 スンガ リニ 支流 地方の 植物 調 杏お 遂げ. 千 八 び 六十^^ 延 

元 の 秋 我が^！ 館に 到 若し、^ 地に W ま る こと 一が^ 除、 其 附近の 植 
物 採お 及 澜な に從^ したに 又 *  ^ 滞在 屮银 Ml 長 之 助 を 僕と な し、 

^  く る に 植物採集の 方法 I： 以てし、 又 採集 旅行に は 必ず 同道せ しむ 

る 乙と とせ 5。 斯く 永く 一ヶ所 に 滞在 したる は ；! t: 地方の 植物 を 最 
も 完全に 研究 せん が^に して、 氏の 如 き は實 に: は 曰 お 惜^ず して、 蘇 
ら ポ^の 完か らん^ を 货 圆 したる 者と 云ぶべし o 氏 は 又 軍に 植物 
標本 を採羝 せし に 止ま らず. 新鮮なる 花^ を 解剖 して 》 其 綿密な るお 

/fe 闼 を 製し 》 色、 ^ の 如き 變し 易き ^性 n は 悉 く 之れ を 細 記 し、 お  1 と 共 
に^ 本に 添附した に  . 
文久元 がの 秋 ゆ^を 出帆し 橫谘に 趣き、 同 港に 《 まること 四十 

餘 n に して ß ぬに 渡航し * 翌^^. お び tö?Ä 【こ 出て. 秋復 たお^に ほ 
る 0 時 恰も 鎩 國^ あの 說 盛に 行 はれ. ii'i 人 横行し， 外人の 敁 も危險 
を 威 じたる 時な b し o  の生麥 事件の 如き も 氏の 橫浓滞 as 巾 に 'is 
b し 出来^に して、 氏の^ら れ し 所に 依れば、 他の 外人 と 其に一!^ は 
武 装 し、 死 ぉ决 して 戰 はんと せられし 山 c 

文久 三年 即ち 千 八 — 白— 六十 三^ は^ 崎に 殆ん ど 仝  一 ^ を おし. 化 

地方の 植物 を 究^した に おぬ お^ 地よ &數 ill 以外の 地： こ は 旅行 

を 許され ざ （） し を 以て 凾砣ょ ら作ひ 米れ る 長 之 助に 命じて 九 州 务 

地方、 特に K 山 の W【 物 を 採^せ しめたに 此ぉ能 く  ：k 人の: な: を 本 じ、, 'ぶ、 
ff に 氏の 'は:^ を 助 け れ b  、故 に 氏 は ^ に ， ひ んが はめ に^ 之 助 の 
名 i- 附 したる 植物の 敉颇る 多 し o 

同^の 末 許 多の 腊葉 及び lift 木 類 を^し 帆前船に 乘し 畏 崎 を 出 
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帆し、^ 望^ を 通 ら て、 翌千八 百 六十 四 年 本國に Wfit した bo 此 行た 
る や 氏の 探檢 旅行の 最終に して、 爾後 三十ず 問 一 恋 朿亞 植物の 硏究 
に從 事し、 千 八 百 六十 六 年-以降 賴々 Ä 結果 を 公に せら。 

千 八 百 六十 九 年 露 都 帝 B 植物 ffl の 舉術怖 長 （1 fead  Botanis り に 榮 
進し、 死に 至る 迄で 此 職に 忠勒な 6 き 0 又 千 八 百 七十 一^に' Ä 都 帝 
S 科 學會の 正 會 貝に 推舉せ らる、 Ä れ霖 國の學 者と して Ä 大の名 * 
と す る 所た bo 

千 八な 八十 四が 霧 都に 植物 學及 阒錄^ 萬國 ff 遴 開催せられ し 
時， 本邦よ り は 田 代 安定 氏 派遣せられ 同氏が 琉球 ^島に 於て 採集 

せられた る 標本、 及 束 京帝國 博物^ n 及 田 中^ 男 氏の 採集せ られし 

もの を K ら して、 マ 氏の 調査 5: 仰 さし 以來、 本邦の 植物^ 者に して 同 
氏に 標本 を 送らて 其 羝定を 請 ひたる 者 は， 矢田鄯 ä 告氏、 &村任 三 

氏、 牧 太 88 氏、 俘 踩 篤太郎 氏及予 にして、 其硏究 の 結果 は I  ^i^noscs 
Plantarum  Novarum  AsiaUcarutn.  VI-VIH.  (1886-1893). 中に 饯表 せられた bo 
國の筏 檢者プ ルツ ヱ ヴァル スキー (Przewalsky) 及ぴ ポタ- 
ン (Potanin) の 来 部 中央 亜 細 亞 及び 支那の 內 部に 於て 採集した る植 
物 標本 は、 悉 ( マ 氏の 手に 委ね ら れ、; 《； 硏究を 仰 く'^ と なれ に 其 結 
果の一 部 は « 表せられ しも， 成 を 兄る に 至ら ざ b し o 

氏の 研究の 方法 は 、事物 を 根本的 に 精 杏す るに ありて、 决 して 其 
結果 i: 公に する に 急な らず. 充分 に 時 を ^し. W 究に 硏究を ：す [ね， 初め 
て 出版す る 5： 常と せ ん 故に一 度 ひ 氏の 調 杏を雜 たる 植物の 部類 
は W 確に 整理 せらる ゝ を 以て、 後進 者 を して： It- 進路の 平坦なる ぉ溧 
く  ^せし む。 又 氏 は 雜典及 黴お の 外、 獨、 佛、 英の 語に 通 し， ft 山に 
此等 によ （>  て&話 且つ 著述す る を 得た に 

氏は晚 年、 日本 植物 志 を編述 する の 志 を 立て 半 は 其 緒に 就 さし 
に 終に; U: 目的 I： 迮せ すして 永眠せ ら れた り 。 氏の 余に 語られし 所 
に 依れば 「余 も 旣に老 $ に^ し， 餘命 もなか るべ ければ、 大说模 の 日 

も 慷物志 を 著す こと 叶 ふま じ、 殊に 友人 ほの 勸めも あるに 依 、約 
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ニ^に て^ 成す る稃度 を 以て 着手す る^な り J と， 而 して 各 科及稱 

に 其 性 n を^ はす に 必要 なる 園^ を^む 計 苗に して、 其 si ^ の 如 さ 
も 過 1- ゆ- m しあ ら たに 天 若し マ 氏に 假す に t な ほ 敏^の r パ を 以て 
せ ば， "や 人は此 人ぶ: 述を 了-にす る を 得て、 至大の 利益と 光^と ^得 
た （>  しな ら ん0  . 

氏はタ I'  ^強 3« 威厳 を 備 へ 、一見 近づき 難き 趣 ある も，一 度 近く 接- 
すれば，  ^外? ßi の 下 （こ 親切ぽ 怙の滿 ち^るる を認 むる に 雜か h ず 
氏 は 多 く の轵々 ir  rr し、 又 常に 世人の 敬愛 を 受けた b し， 氏の 後進 

おに 對し钗 切に して 且つ b  m に 凡: 锈^ に 勅め られ し一 例 t  m け ん 
に、 余が せて 千 ^ 祯 物. お を 著 はさんと する に 常 ら其 企阖を m 氏に 報 
した 6 し に、 氏 s て 曰 く  r 余 は ^以來 カム サグカ ^物 目 ぉ《 お 編 

せんが 爲め常 地 M 物^ 及け 力 デ ミ -」 附^ 腊 葉^の 標本 t^r^ する 
に 常に 千 に 於て 採^された る 標本 を 見當る 毎に Jii 敏し a さたる 
もの^に rr 九 M( に 辻 チ b . 之 れ h:  n  n に s す宂 しく  ft 由に 此を 使用 
せ ら れ ん 'it を m  isi と Ii. つ f な ほ 附 (ig せられし 處に 依 れ ば、 過去 十 ギ- 
f!!l 數 十万の^ 本 巾よ に此 等少數 の 千^ 植物 を 见 出 し た る は， 恰 か 
も 牧 な 屮 に 針 を 索め 得 たる 成 あ 6 しと o 

氏 は 千 八 n 九十  一^二  h 十六 Ii 都 帝 ^植物 ^內 'I や ^ に 於 て 
流 行 忱 成 ß に はされ、 除痫 の^す る^とな に^に 逝去 せら る、 行 ザ- 六 

十四お な b しつ 

予 の 氏の 家 に 'K た b し 時. た 人 及^^より^ も：^^ なる^  1' 
•5 け た b , 夫 人 は锐切 ^ 雅 なる 贵 U 人； こして 能く 佛、 ！ k フ^ ンラ ン ビ 

sr; に m じ，^ 嬢は颇 ぶ る n m ^ ^ にして ^»W.fls.i/v  k 能 く 〖ハぉ w — 

病 K の埒 師 ドク トル、 ルー ニン Dr.  Lunin; 氏に 嫁せ ら る. 又 -人の 分 

& ある 山な れ ど も m 好す る 乙と t'  n ず、 且つ 又 ii- 消 お. を も 知る を 得 

ざ もし: 
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マキシ モウ' 4 ヅチ 氏^ 述ほ錄 


1859. 一 l'nnmia;  i* l<M'a"  Ainurcnsis. -、 lit  io l  .ifcli)  und  einer  karte.  ^. l -50J.. 
\【em。ircs  (！ c 1' Ac;u!c'nii._-  Imperiale  (K  s  Sciences  do  St.- IVtt  rsbourjf.  VII"  Serie. 
T.  IX.) 

1861. ― Golowninin,  cine  neue  Gattung  tier  Gentianeon.  Mit  1  Tafel.  (Mclan- 
gi.'s  hiologiqucs.     !'.  IV.  p.  37  44 r 

1866.~Rlianinc;f  ( )rinitrili-.\>iaticit.  C  um  tab.  1.  pp.  _'o.  (Mem.  Acad. 
Imp. (1. Scirnccs  (に' St.-lVttr>h. 'に X.  \c.  1  1  ；. 

1866.  —  Diagnoses  hrt-vrs  riatitarum  nov.inmi  J;i|>'>!ii.x  it  .Mandshuri.x. 
I  >ccas   I.    (Mr!,   bid. 1. \  I.   p.  19-26：. 

1867.  —  /'/〃".  Dec.  I 卜 VI. Mel.  hi;,l. に VI.  p.  200-205,  p.  206-214, 
['•  258-276,  p.  367-376,. 

1867. 一 Rcvisio  I  Iytli  an^carum  Asi.e  ( )ricntalis. し um  3  tab.  pp. 小 S.  (Mem. 
Acad.  Imp.  Sc.  St.-Pctcrsb. 'に X.  N<».  16  vt  demier;. 

1870. ― KlKKlixk-ndrL.L-  Asi 丄' Orientalin.  C  um  4  tab.  pp.  5.;.  i Ditto.  Y. 
XVI.  No.  9.) 

Iö70.-  -  Opliiopo^cuiis  Species  in  J に' rhariis  lVtrop')litaiiis  scrvatas  cxposnit. 
Mcl.  biol. T.  VII.  p.  320-331  ；. 

1870.  ― Diagnoses  brt-ves  llaiUaruni  finvaruin  Jaj)(>nia-  t-t  MaiulshuriL-.  Dt-cas 
\  II-VIIl.    (Mcl.  biol.  • 'に VH.  p.  332-342.  p.  553-564). 

-D/iio.    Dccas  IX-X.    (MOI.  biol. T.  VIII.  |>.  1-21.  p.  367-421). 
】871.-.- ト: in    Naclitra^    zu    iiKincr    Abhandlun«;    "  Kh<"lod("Klrt'a'  Asi;e 
< )ricntalis."    (Mcl.  biol. T.  V'lll.  p.  150-167). 

1871.  — Einfluss  fremden  P«>llens  auf  die  Korni  der  erzeugten  I'ruclit. 一 
St.-Petcrsb. 

1872.  -  Diagnoses  riantarum  X'»varuin  Japania:  ct  Mantlshuriiu. 1 )ccas 
XI-XI1I.    iMOl.  biol. に VIII.  P.  506-562, 1».  59«-65o,  T.  IX.   p.  1-30.  1}. 

1873.  -  / ク 々な Decs  X に-- XVI.  ;Mc!.  biol. 丁.  IX.  p.  ^1-76,  p.  14S-1.SS. 
1».  214-270,. 

Iö73. -一 Syn«>|^i>  ( Ti  i)cri> 1 . し' sp" に za:,  Micha ux.  pp.  59.  i  Fcstd  scmisiiLxulari 
l»-'rti  linucrialis  botanici  l'ctroiK»Iitani,  die  22  Martii  eclebrato.  pracscntata). 

1874.  一  —  Diagnoses  riaiitaruni  Nov.inmi  J.ijjDiiia.'  ct  Maiitlshuria.*.  Dec  as 
X\'ll  -XIX.    {.Mcl.  biol. T.  IX.  p.  2.S  1  -374,  [).  ^94-452  ；. 

1876.— A>/^.    IVcas  \\.    fMi-l.  biol. 'に IX.  P.  5 ヌ 1—660.  pi.  1.1 
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1876.— Atiunibratio  spccicnmi ^ ncris  Chrysosplcnii  L.    (Mcl.  biol. 'に IX. 

1876. — Diagnoses  I'lant.iruni  Nova  rum  Asiaticanmi.  I. i Mcl.  biol. 'に IX. 
p.  ； 0S-H31). 

H 一 Ditto.  II.     Mcl.  biol.  T.  X.  p.  43-134). 

1879.  — Ad  I*  I  or  a:  Asi.-e  Oriontalis  co^nitiom 111  mcliorcm  fra^nicnta. 
PP-  73- 

1879.  Adnotationcs  dc  Spiracaccis.    pp.  XI,  156. 

1880.  — Diagnoses  Tlantarum  Xovaruni  Asiaticarum.  III.  Mcl.  biol. 'に X. 
P-  567-741》 

1881  -Ditto.  IV.    (Mcl.  biol.  r.  XI.  p.  155-  350.    pi. に!' 

1831. 一 Üc  Coriaria,  Ilicc  et  Monocliasmatc,  hujusquc  ^encribus  proxitivc 
affinibus  Bun^ca  ct  Cymbaria.  Cum  tab.  4.  pp.  70.  (Mem.  Ac;"!.  Imp.  Sc. 
St.-rOtc-rsb.    T.  XXIX.    No.  3). 

1881.  一 Ucbcr  J.  J.  Kein,  Japan  nacli  Reisen  unci  StiuJicn.  (  Hot.  Zeit.  lid. 
XXXIX.  S.  272-277). 

1 883.  — Diagnoses  I'lantarum  novarum  Asiaticunu  V.  Mel.  biol. I .  XI. 
p.  623-876.  pi. 

1884.  一 Sur  Ics  collections  botanitjucs  ilc la  M01 、に， lie  ct ilu  Tibet  septen- 
trional (Tangout)  recuctllies  recemment  par  des  voyagcurs  Kusses  ct  conscrvees  ； 1 
St.-rctt-rsbourg.  (Bull,  du  Congr も s  international  de  botanique  et  d' horticulture  k 
St.-Pctcrsbour*;.  p.  1  196). 

1885.  ― Amaryllitlacca;    Sinic<)-Jai>oiiic;i:. ：ト: "に 1" Mot.    Jahrb.     Hd.    \  I. 

1886.  — Spiraea  bullata  Maxim.    :(,;irtcnflora,  lid.  XXXV.  p  .65-66). 

1 886.— Diagnoses  riaiitarum  novarum  Asiaticiiriirn.  VI.    (Mcl.  biol. T.  XII. 

1».  415-5/2)- 

1888.  — AV/a,  VII.    (Mel.  biol. T.  XII.  p.  713-934.  pi.  4-) 

1889.  ― Plant.jj  Chincnsos  I'otaninian.t*  iu:c  won  l'iasizkian.x-. 1 halaniiflorn: 
ct  I )isciflnrie.    (Acta  Horti  Tctroixjlitani.    Vol. 入 1. p.  1-1 12). 

1889. 一 lüninicratic  l'lantaruni  hucus(|uc  in  Mongolia  ncc 11011  atljaccntc 
parte  Turkcstani.x  sinensis  lcctaruni. I -'a  sc.  1.  Ihalaniiflorx  ct  I  )isciflora\  Cum 
tab.  14.  pp.  IV.  i や S. 

1889. ― Flora  Tangutica,  sivc  I  -nnnicratio  l'lantaruni  rc^ionis  I'.in^ut  ；  Anuln ) 
l'r い vincia:  Kaiisn.  ncc  tion  I  ibctia:  pracscrtim  oricntaliborcalis  at (ド 1 し' Tsaühim. 
Kx  collcctionihus  N.  M.  IVzcwalski  utqm:  (■;•  N. l'otanin.  I-'asr.  I.  Thalamiflor.-v- 
ct  Disci llor ；»-.    Cum  tab.  31.  pp.  Will,  no. 
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1890. ― .Snp])knicntum  ad  MaxiiHf>\\ iczii  Diagnoses  plantaruni  Asiatitariini, 
VII.    (Mel.  bio].  T.  XII.  p.  935-93«-  l'l-  3)- 

1892. 一 Diagnoses  plantiiruni  novaruni  Asiatic.irmn.  VIU.  p.  1-41. 


- ~ •  • ^_ r 
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須 川 長 之 助 植物採集 談 

山 田 卞. 太 郎 


TSCHÖNOSKE  SUGAWA,  A  FAITHFUL  SERVANT 
AND  COLLECTOR  TO  MAXIMOWICZ. 

\\\  Gkm  aro  Yam ada. 

l",<ifos<)i  öl  Hot  .my.  Agricultural  .in<l  riciulroloyical  CoIIcrc,  !Mwi'、l、:'. 


^  HI 長 之 助 は ^ 屮 N3 紫 波 邶 水分 村 卞 下 松 本の 人な 6  。  tP 
て^ 闭 植物^ 者 マキシ モヴ * ツチ 氏の^ めに. 效 く 木^の 植物 を 
採^し， は 名海タ I、 に 聞 ゆ。 マ 氏 長 之 助の «t'A- し、 il; 名 を 以て 

桢 物に 命ず る もの 十 神. に feit る o ザ-六 拾 も' n. 先 き に お r- を 'k 

ひ、 孫兑 お^ひて ß 耕 に 從 ， す o  三十 七 が 二 パ . 余 始めて 同 
人と +H 見る の 機 を 得て. 採集^ を ÜH  く. 今 化 大要 を^す 0 唯一 

&i の ^ 話 による もの なれ は '、跺 m  m  iiH の 少なから ざ る は は i め 謝 

する 所な bc 

^筅の 由 * 長 之 助 は ^  tir め て ： •. 十. 凾 m に ！ is  ^ し * 先づ 人- X 
の 家 に Ä し、 後 八幡お の 別 常に 僕た し が、 マ キ シモヴ * ヅチ 氏の 來 

朝に 際 し、 友人の 勸 めに よ 6 て 風呂 赉と^ 除と を 狭と し， H 众兩 二分 
にて マ 氏に 仕 ふ、 時' ぱ に文久 元^ 三月な b さ o  (後 次^に ニ兩 *  二  H!' 
二 分、 三 兩を' 3-  くるに 至れ り）0  ^る こと 十餘 ü  、マ 氏^ぬ るに 植物 

[Traill  >ap.  \.it.  Hi 、し Sk:.  \ け 1. 【， 1<ゃ5.】 
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の名稱 を 以て す, 長 之 助 知 る こと 多から ずと 雖 ども、 IU 野の 問 に 人 と 
な りたる こと 、て、 多少の 知る 所 ある 5： 答へ たるに、 マ氏大 にさ び， 
然 ら ば來れ と て， 杉 山 （臥 牛 ill) に 上 （》 て 植物採^の 法 を 授け， 後に は 
植物 を 指名して 採集に 赴かし めた るに、 忘れて 採 &來ら ざる ものな 
ど あると き は、 ？ お く；^ 問せられ たに 斯 くして 次 あ に 熟 楝 する に從 
ひ, マ 氏の 念 5: 滿 すに 至 (》 ぬ、 S: れ 長; ^助が 植物 を 採集す る に 至りし 
始めな bo 

抹篥の 地方 o 初めは 凾 föf 近郊 を 採集し、 文久 元年 五 M に^に 
マ 氏に 從ひ、 大野 を搽て 駒 ケ^. 鹿^に 採集し. 來海^ を 通 りて^れ 
bo 同^ 秋に 及び 果 'ff を も 採らざる ベから ず とて、 長 之 助 をして W 
び 駒 ケ焱に 採集せ しめたり o 十月 マ 氏 ßi^ に航 せんとす るに 際し、 
長 之 助 を 同行 せんと て、 大に勸 ^せし に， 長 之 助 も 初めは 踩锘 顧旗容 
易に 决せざ b しが. 遂に M 行 を鍩 する に 及び， マ 氏 は'! ■'(： に歡^ の 情 
に堪 へざる が 如 くな りしと ど。 奉行所 よ b マ 氏の 從老と して 
免狀を '5 'け、 タト 國 船に て橫? Ä に航 し、 居る こと 四 I' 賒 I しお RH 僅かに 
其 附近 を 採集せ り 0  [Hj 年 十二； 1 す( ^ 崎に 着す、; ^ はお 崎 附近！: 採 

m し、 翌^ ^再び 橫 濱に來 り 秋 まて 滯 在し、 又 長 w に w 航す 夂久 

三^ は 九州 各地 七 W 涉 し、 汔山、 阿蘇、 W  ß の 諸髙條 に攀 登せ b 唯 
薩州 のみに は^ 艦砲^ 時代の ことなれば,^ 險を瓛 6 て Id  ^ 入る 乂 
を 得ず、 签しマ 氏は赏 時自 山に 旅行す るの 便な きを 以て、 長 S 助に 

採桨 せしめた るな に 同^ 秋^ 度び 横瑢に 出で、 X 治え^  -  Ii マ 氏 
の M 國する と共に、 長 之 助 は ニコライ 氏の 許に 使 はる o 

マ 氏 Wf 國後其 依賴 にて 麼應 、二の 兩^  Ifil 植物採^に 從 せ す 、 
年 は^ 州 地力-、 次^ は 南 ZfM 也 力に て お 手 山， 早 池 峰、 駒 ケ^ (秋 出 垸) 及 
恐 山 等 を 採集せ し it 後明 治 二十 年 マ 氏よ 6 せ 信 あ 6 て 再び 採集 
を 命ぜ られ, 六 H 頃よ I) 出て ゝ 信 州の 木 竹、 駒 ケ^、 御嶽, 八ケ！ &、  i«  fill 
山、 ぉ士 山. 天 城 山 まの 峻 蜂に ^  h て， 十 パ に し、 二十 一年の 存、 菱 
川 周 作と いふ 人 を 冲^ と して 伴 ひ， 伊勢に ば'】 ひ、 もれよ b  ^智山 に 
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«6 て、 太 坂に 出で 四國に 渡に 又两 海に 航し薩 州に 入る こと！： 得 

た し 二十 ニ^に は 齋踩松 太 郎と云 ふ 人 を 語ら ひ、 山^ 道に 進み, 

京都に 至 b て 名所 ß  KM こ 採集 し， W じて 加^の ft 山>  越 中の 立山 に 
登に ß 海に 向 ひしが 降雪の Ä めに 登らず して K る。 此 IH] に; Ö 手 山、 
早 池 峰 山 等に も 登山せ に 其 後 マ 氏の 逝去す るに 及びて 其^ を 嗞 せ 

抹^の 方法 長 之 助 は 旅行 中 現今 使用 せらる ゝ 如き 採^ 雜 5: 

携 へずして. 澳返、 仙^紙， を； Hfö の RH に 沛 みて 携行 し， n に一 回 
紙 を 取換へ.^ おに 若けば 糸に て糾 に 爐 逸に 立て 、乾燥せ しめた 

bo 初めは一^ 三十 個の 檁本を 採に^ら しきものに 至りて は 四十 
個お 採る もの あに 二十^ 後に は一^  I 個の 找本 ^製す、 花 又は ff 
なき もの は 採らず， 一度 得た る もの は ば び^め ざる を 'おとす、 故 に 
後に は  一^ t 發 Ä する にも 容 Ä ならざる なに 植物の tOi さ 及 所 生 
の 埸 所 （山 と か とか 木の 上 など） は一々; 1E 战 し 上下の 葉、^ の 根^ 
は 注： なして 嵬め たり 0 竹て マ 氏 S 之 助に 諭へ て 曰 はく  "山の 植物 
は 花^き *W 成 る 僅かに 三十 II に して 了 る、 努力す る 所 あれと。 マ 氏 
國 後の 採集 は， め 職 加 特立 教付の アナ トリ ウス 氏の 監 する 所 に し 
て、 月 拾五圆 旅 《  —  U  二十 錢 荷物 運 U  — ill ニ錢七 受け 入用の 物品 は 
をれ々 物に て 支給せられ た 6, 

マ 氏の 平 生； マ 氏 は^の 丈 五 尺 四 五寸， ^形に して ， 弒 少しく 
^く， 僅かに^ あに 多く 室内に あ &て. 始終お 册 5: 手に して ^究せ 
ら れ、 植物の II 本名な どを轧 さ れ て S 已 しぬ かれ た " bfi  ffi に 在り し 
時, は 3 語 不通の 爲 めに、 返答に^ V しむ こと あり しが， 後に は 邦語に 
て U さる、 に 至に^ あれば^ 令の^ 話 を 試みられ た ') c  ^  ^せら 
る、 もの は铋 物の みなら ず *,ひ ^、蛇、 ®、ß 虫 の^に 及 ぶ、 U  W に 在 b 
し 時 は、 ジ— ボルト 氏と ^来せられ た に マ 氏 竹て ジ 氏の 桢物 採^ 
の垛所 を^ ら ざる に 苦し I； と？？ はれた る こと あ り o 


マ 氏の 使用す る 所 は， 長 之 » の 外, 夫、 [Ü  丁， 小 使 及 び Fi  T 各 一 
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人 あ に 或る U 長 之 W, マ 氏の 宝 內！： 掃除す るに 常に 二: 朱^の 退 失 
せる あ り し;^ は'、 之 を 机上に S きしに， マ 氏 は汝の ものな らんと て 
之 5: 返し 、 も、 長 之 助 固 く 拒て' まけず して カ爭 せし かば、 マ 氏 深く 
長 之 》 の正ビ C ぼ 威 じ、 他の 使用人に 對 する と 趣 を^に する に 至れに 
九州？： 旅む する に 常 りて， IT  ^ 五十 <\r. ヒ 待ち 行かし めて 殘& あれば 
與へ、 詳細の 詮^ を なすこと なかり しも. 签し長 之 助が 正 お の 致す 
所 な& しなん c 
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DIE  HEMIPTEREN  FAUNA  VON  RIUKIU 

(OKINAWA). 

VON 

Dr.  S.  Matsu.mura. 

(Mit  Tafel  I). 
- ♦><■  

Die  Hcmiptcrcn-I;aun;t  von  Okinawa  wurde  bis  licutc  von  Niemanden  studiert 
und  veröffentlicht.  Im  Jahre  1S94  hat  Herr  Dr.  AJ3ÜLF  FRITZK  eine  Broschüre 
„"Die  Fauna  der  Liukiu  Insel  Okinawa  "  veröffentlicht,  darin  erwähnte  er  30  Ikmiip- 
teren- Arten,  voji  ih  nen  nur  ilic  folgenden  13  Arten  mit  den  Namen  dargestellt  sind. 

1 .  Cantno  occllatus  THUNB.  ^  Cantao  dispnr  A  M.  et  SER  V. 

2.  Chrysocoris  nobilis  L. 

Diese  Art  habe  ich  von  dieser  Insel  noch  nicht  erhalten,  indem  die  prachtvolle 
Art  L  alliphava  cxccllens  BURM.  dort  häufig  ist.  Wahrscln-inlirh  hätt し' er  irrtüm- 
lich «lieso  Art  als  C.  nobilis  L.  determiniert. 

3.  A" aphi^dsU  r  sviara v/iula  F.    Ni  ;iira  virnuda ゾ,. 
4-    Aconthcroris  sordid  us  /'//(/X/>. 

5.  Strac/iiti  ortiata ん.— /:'〃/- リマん〃 w. 

6.  A  lydus  fusats  F. 

Uicsu  Art  kommt  wctlcr  in  Japan  noch  Okinawa  vor,  wiihrsclicinJicli  liat  er  die 
haüfigstc-  Art  Riptortus  davatus  THUNH.  ； il>  A.  fuscus  /'、.  .lctcrminicrt.  Der 
letztere  ist  nicht  selten  in  Kornrnsa. 

7.  Hojnococcriis  />/(i^ialus  CtRM. 

1 Jicsc  Art  habe  ich  auch  von  dii  scr  Inse  l  niclit  gvsdu'n,  sie  ist  wahrscheinlich 
H.  unipunetatua  SJ/lL. 

S.    A nisoscelis  ornnlalis  HALL    Lcpto^hmus  membranaems  ノ に. 

Iii  an«.    S り、. Xat.    Iii ん Sh..    V い!.  I.  1905.] 
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リ. l.vgacits  eitlen  la  tin  /'.~J)ys</trc//s. 

10.  Lygaeus  nigriccps  DA  LL.  ―  Oncopcltus. 

11.  A nisops  nivciis  /''. 

1 2.  Xof/inu  guttifroin  \  VK.  ―.  M yiuiura  fust  at  a  h. 
l ん ly In tr pleura  Kacmpfcri  F. 

1 4.'  P I  at y pleura  cvlorata  S  TAL.  ―  (iraptopsaltria. 
Ausser  ilea  obigen  ^ab し' r  tiarin  ilic  folge  nden  Insekten  mit  nur  den  (iattun- 
j,'snamcn  an. 

Platinopus,  Erga,  Piczoiiorus.  I,cf>tocoi'i"i,  Mm  i  odcvtii,  Pira"'s、  Hua^oras, 
Prostemma,  Acanthia,  A  radtts,  Hyilroutctra^  Ratmtra,  Corixn,  Ricnnin  und 
luiieina. 

Tin  Jalirc  1903  hat  Herr  V.  IKUM  A  beschric!)  die  Cicaciincn  \  on  ( )shima  in 
iN  A\V'.\'S  Konchu-sckai  (Insect  World!  \V>|.  Ck^-jo,  mit  zwei  I'afcln  5.  und  7.  Die 
Ucschrcibun^rii  siiul  ziemlich  i^iMiau,  fclilt:n  sie  jedoch  die  I  I;iiiptm し Tkmalc  mut 
die  lateinischen  Namen.  Durch  die  Abbildungen  kann  man  jedoch  die  folgenden 
Arten  ermittlen  : 


ri.  v. 

r' に 

1  - 

Keptiotcttix  tipiiolis  MO  I  SC  IL 

fig. 

A  conn r a  producta  A/A'J'S. 

に 

6. 

\irvaua  pallida  ME  L/C//. 

fi に 

Parabolocratus  okinawensis  MA  VS. 

リ. 

ntti^onui  ,ilba  \YK. 

1*1.  vi. 

！  1. 

Euru  ania  ocellus  \VK. 

1 1  err  T.  K じ I く  （） に VA  hat  mir  Jit:  z.ihtrciclKii  weit  vollen  Materia  kn  aus 
Okinaw  a,  w  t-lchcr  seit  langer  Zeit  dort  als  der  Director  an  der  liiiulwirthschaftlichcn 
Schule  angestellt  ist.  hierher  eingeschickt.  Unter  250  Arten  habe  ich  S  Jlomo- 
])tm  n  und  20  Hctcropturcn  ^t-fimdcn.  von  denen  7  Arten  üh し' rliaupt  füv  die  wis- 
s«  nsehaftliclu:  Welt  nein-  sind. 

Herr  T.  MI  VAGI  aus  Okinawa,  welcher  als  der  Student  in  unserer  Akademie 
stutlicrt,  hat  mir  auf  seiner  }Icimatrcisi-  nach  ( )kina\va  (in  letzten  Sommerfericn) 
auch  ziimilich  viclr  Mattrialcn  ^irsaninu-lt. 1 K-rr  S.  UCI IIDA,  wclcluT  der 
StutUnt  in  der  laml wise litscliaft liehen  Akademie  zu  Tokio  ist.  bekam  aus  Diiito- 
jinui  (eine  kleine  Insel  nahe  "Vacyama::  eine  schöne  ('crcoj)idc,  welche  von  Herrn 
l'AMAOKI  gesammelt  würfle,  n:ichti.-  mir  hiirrlur  über.  Kleine  I  Iomoptcrcu  und 
1 fetcropteren  aus  dieser  Insel  sind  überhaupt  trar  nicht  bekannt,  niüsstc  jedoch  dort 
zahlreicln;  Arten  vorkommen.  Zweimal  vcrliess  ich  Sapporo  auf  die  Reise  n.icli  (Oki- 
nawa, wurde  jedesmal  unglückliclK-rwcisc  durch  den  Mangel  der  Schiflcn  des  Jap.- 
RussischL-n    Krieges  uc^t  ii  vorhindert.    So  möchtr  icli  diismal  (1 に- nur  mir  wohl 
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bekannten  grösseren  Arten  veröffentlichen.  Hierzu  beschreibe  ich  noch  eine  neue 
der  Cosmopsaltria  oshimensis  sehr  ähnliche  C.  ogasawarensis  aus  Ogasawara. 


HOMOPTERA. 
CICADIDÄ. 

1. Platypleura  Eaempferi  P. 

Irttt^mut  K.i^m^/trrt  F.,    Lnt.  Syst.  VI.  \\  23,  "，  23, 1 794. 
C"a(/"  K<nmpfni  \VK.,    List.  llom.  I.  p.  117,  n.  j 善， 1S50. 
Plafyplct$ra  fmcav:-uiis  BLTI..,    Cist.  Knl. ！,  p.  l8«u  n.  2(>,  1874. 
FtaiypUuta  Katmpfari  UUTI'.,   Cist.  Bnt.  I,  p, n,  27,  1874; 

DIST.,    Moiiog.  fVicut.  i.  uad.  p.  20,  T,、l).  I.,  fig.  14«  a, 1' ； 

M.aTS.,    Summary  J.ip.  Cicul.  )>.  2,  Tab   I.，  (i^*.  •、，  h，  S<;S. 
Pfaiy/Z^ura  hyttHmMw^aia  S1C.X.,    BulL  Soc  EnL  J  r.  (6)  t  I,  p.  XIJI,  1HS1  ； 

ATKINSON,  Journ.    Asiac.  S^c.  Itcn^.         IV，  p.  150,  iHS6. 
/y./Zi/A/.r,/  rrpauda  U!'L.  (Ncc.  F.)，  rioc.  Nat.  Mu 、-.  V.  S.    r.  rj (ヽ 

1'  uiKlort  :    Okinawa,  Miyako. 

Sonstige  l^undorten  : llok.'  I  fonshu,  Shikoku,  isjushu,  Formosa,  China. 
2.   Graptopsaltria  colorata  STÄL. 

Cr^^s^/tna  ichrata  STAU  Un  lin.  Fnt.  A  it.  X.  p.  169,  1S66 ; 

DIST,    M<>n<v-  Oicnt  Cicad.  p,  25,  Tab.  II"  fig,  8,  a,  h,  1S91  ； 
MATS.,    Sum.  J;ip.  Ckad に 冬 Ii- ヌ. ;i,  l>,  iS<>S. 

3.  Cryptotympani  postulata  F. 

/i/Zi^ß/Zii  pttstuhxut 1', Mant.  Ins.  \\s  y.  2"6，  17S7, 
T^fti^onia  atrata  F.,    Mant.  Ins.  II, ト ュ( ゥ, i jSo. 
Cifatia  ni^rn  OLIV.,    Enc.  M れ h.  V.  \\  750,  1  ;on. 
fididna  hil'O  \VK.，    I-i".  Horn.  j>.  2S,  iS^o. 

Cry  ftütympafia  fustulata  DIST.,  Monog.  p.  87,  Tah.  \1, r 'に. io,  a,  b,  : 
MATS,    Sum.  Cicad.  p, は, Tab.  I  ßg,  Ii,  a,  b,  189S, 
Fundort  :    Okinawa,  Miyako. 

Sonstige  Fundorten  :    Honshu,  Kiushu,  Kormosa,  China,  Philippinen,  Malay. 

4.  Cryptotympana  facialis  WK. 

CuoLi  faciaiis  、V に， U<,  Horn.  Suppl. p.  ； 0，  iS5S. 

fatiaUt  STÄI-.t  Oefv.  vrt.  Akad.  Ka>l,. r.  4*3,  1862; 
DIST,   Manog.  Orient.  Cicad.  p.  90,  1892,  Tah.  XI,  fig.  11.  a,  b: 
MATS.,    Sum.  J:i|>.  Cit.til. \>.  11,  flg. 10,  x, 1>, 1S9S. 

Fundort :    Kiashu,  Riukiu  (Okinawa),  China.  Siam. 
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5.  Cosmopsaltria  oshimensis  n.  sp. 

Fundort  :    Osliima  und  Kikaijjashima.  ^csaninK-it  von  Herrn  A.  OWSTON. 

6.  Leptopsaltria  tuberosa  SIGN. 

Cicaiia  ！" t'ww  SIGN" ,    Ami.  Soc.  Ent.  1'r.  p.  22 リ, 1X47. 
Dtmdubin  tuberosa  \VK.    I.is«.  Horn.  I.  p.  78,  1S50. 
J,fftof>saitria  tubfrosa  S1ÄI-,  Herl.  Ent.  Zeit.  y.  70,  i860  ； 

DIST.,    Mono に Orient,  dead.    p.  34,  Tab.  Mil, "に 7,  .'.  I'.  iSr)2  ; 

MATS.,    Sum.  Jap.  C'ic-i',.  p.  S  Hr.  7,  n.  I>,  189S, 

J'undort  :    Daitojima,  gesammelt  von   Herrn    TAMAOKI  ；  Sonstig し' Fund- 
orten sind  Kiushu. 1 ">nsl"i.  Sikkim.  Khasia  Hills.  Java. 

CERCOPIDiC. 

Subfani.  CERCOPINJE. 
7.   Cosmo8carta  TJehidaB  n.  sp. 

Fundort  :    Daitojima.  ^osamm«*!t  von  Herrn  T.  TAMAOK1. 

FULGORIDiE. 

Subfani.  RICANIINÄl. 

8.  Ricania  binotata  WK. 

Kitanui  binotata  WK.,    Journ. 1 ,inn.  Sx\  /.<k>!.  X, ].. 14').  1S70: 
MEL1CH.,    Mnn.>K'.  d.  Ricanid.  p.  230,  189S. 

l**undort :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  'に KUROIW  A  ；  sonstig  Kund- 
ort し'" sind  Neu-Guinea.  Borneo,  Aru-Inscl. 

9.  Euricania  ocellus  WK. 

Äüam'a  aellus  WK.,    List.  Horn.  II,  P.  42.).  1S51  ； 

STÄL,    üefv.  Vet.  Ak;ul . l  üih..  p.  49'.  "^'2. 
Eitticuiia  ocflltts  MELICW.    Monop.  Kk.mi<l.  \>.  260,  lat. IX,  I， に 2 も iSyS. 

Fundort  :    Okinawa,  ^csamnult  von  Horm  T.  KUROIWA  ；  sonstige  Fund- 
orten sind  Ostindien.  Sikkim.  I.aklion.  Assam,  China. 

10.   Mindura  fascata  F. 

Cicada  fuscata  K.,    Lnt.  Syst. IV,  ]>.  z$, 1794. 

Flala  fuuata  V Knt.  Syst.  Suppl.  p.  51S,  179S  ；  Syst.  Kliyn.,  p.  47, 1S03. 

Fochazia  obscura  STÄL,    Ofv.  \Vt.  Ak.id.  1-r.rl... ]».  1(0.  1X65  ；  Horn.  Fahr 11, \\  104.  iWW». 
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A'o^  ：/i'ni 人'"〃 '/'■"'〃  \VK..    Journ. 1 .inn.  Sh;.  /.'jo!. ]>. l6|,  1 87^ : 

rKITZIÜ    Die  lrauna  <k-r  Okinawa,  \\  70,  1S94  ；  M KI. ICH.,  Munog.  Kio.ini.l. p.  336. 
A/ni.ütrj  fustala  MEI-1CIU  Monog.  KicamVl. p.  301,  Tab.  XIV,  fig.  13a,  1898. 

I-'niulort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUROIWA  ；  sonstige  FujuI- 
ortun  sind  J;iva,   Tranqucbar,  Morty,   Ncu-(niinca,  C'cram.  Sula. 

Subfam.  DICTYOPHORINiE. 
11. Dictyophora  okinawensis  n.  sp. 

lMind'>rt  :    Okinawa,  gesammelt  von  】"k'rrn  'に KUROIWA. 

12.  Anagnia  splendens  GERM. 

/•/a/.j  .ゾ ん GliKM.,    Thon.  Are ，に II,  p.  2,  48,  1830. 
Dictyophora  indiana  WK.,    List  Horn.  II,  p.  310,  1851. 
Orthopa^is  lunulifer  Ulli..,    FVoc.  Nat.  Mus.  I".  S.  p.  279.  lS«/> : 
MATS 一    ICnt.  Nach.  26,  p.  207,  1900. 

Fundort  :    Oshima,  gesammelt  von  Herrn  V.  IKUMA.    Diese  kommt  auch 

häufig  in  Tokyo  vor. 
Sonstig し' Finulortt  n  :    Malay.  Iiulirn. 

Subfam.  FLAUNT. 

13.  Geisha  distinetissima  WK. 

IWitiopUra  <ih",i"i"",ia  WK.,    List  llojn.  D.  M.  Suppl.  p.  1 14,  185S. 

Fundort  :    Okinawa  und  Oshima,  gesammelt  von  Herren    T.  MI  VAGI  uml 
Y.  IKUMA. 

Subfam.  CIXIINiB. 
14.   Bidis  vittata  n.sp. 

Fundort:    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUROIWA  ；  sonstiger  Fund- 
ort ist  (\Msa\var;i.  gesammelt  von  Autor  selbst  auf  einem  l'arn 
kraut. 

Subfam.  ISSINJE. 

15.   Hemisphaerins  flavimacula  WK. 

I lentis phatrtut  fiinimaiuh  WK.,    List.  Horn.  II,  p.  3；».  1S51  ； 

UHU,  ？ nc  Nat.  Mos.  V.  S.  p.  282,  1896. 
Iffmis^hacrius  -jariabilii  BUTI..,    Ann.  Map,  X. II.  XVI, j.. リ S 1S7— ; ; 

MATS.,  Nach.  26,  \\  210,  1900. 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  I  Icrm 1 . KUROIWA  ；  sonstig  Mund- 
orten  sind  Honshu,  Kiushu.  China.  Malay,  Indien. 
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JASSIDiE, 

Suhfatn.  JASSINiE. 

16.   Tartessns  malayus  STÄL.   (I'l. 1. fig.  2. 

Z;〃 ゾ' ..（、'/■、■  mii'.iytii  S  I  ド re に. Ku^ctikN, い. 2<p,         ；  Vet.  Ak.id  .  p.  I  y\.  1、'；《；: 

SKIN.,    Ann.  Sk-.  Knt.  Fr.  ！,.  357, 11. り， f.-.  S2, 1SS0. 
lartrssui  /.  rru^tims  S'l  Äl.,    Vcl.  Aka<l.  p.  7  ?S,  1S70  ； 

S1'A\<  ；.,    Vol.  Aka<].  p.  7,  1S7S. 

iMindort  :  Okinawa,  g し' sammelt  von  I  Icrrn  'に KUROIWA.  Diese  konimt 
auch  sehr  liäuftg  in  Ilachijojinia  vor  und  ziemlich  schädlich  fi'ir 
( )bstpfl;nizcn  wie  \  Orangen  u.  s.  、v. 

Sonstige  l-undortcn  : lMiilippincn,  China,  Malay,  Indien. 

17.   Nephotettix  apicilis  MÖTSCH. 

/'"'/V,, ,1  ;,.„/<!  MÖTSCH  .    Kttid.  Kr.t.  [>.  im,  iSsu, 

Mi ゆ sit  nigromacuJatttt  MÖTSCH.,    Etud.  En»,  p.  111,  1859. 

rkanmotfltix  nigropicta  ST.\I„   Oefv.  V し-し Akml.  XXVII,  p,  740,  1870. 

l'iuulort :    Osliini  i.  «gesammelt  von 1 Icrrn  Y.  IKUM  A. 

Sonstige  I-'undorton  :    Ftirmosa,   China,   Malay,    PliHippiiicn,   Indit  n,  Ja \  a, 
Bornct»,  Africa, 
v.u .  ""'！:""  rui.. 

SthttotctMui  iimlitfpt  l  III     Proc.  Nat.  Mu、. に S.  ,>.  393,  iNx». 
I;und'<rt  :    <  )>hima. 

Sonstige  Fundorten  :    Honshu,  Shikoku,  Kiushu.  China. 

18.  Eutettix  discigutta  WK. 

At^L,,''',^//'!  1// .'' ソ、 1  \\  K„   j.ia-  n. 1 im).  S:ic.  I,  p.  1 72,  |S^7, 
/'hiumu  r.  !ltx  "！! Ulli-.,     l'roc.  I     S.  \IX,  jt.  2リ ,■  ，S.i<'. 

l--uU!;,x  .(<  //.:；,„  MA  I  S..     IVrin.  Ku7<-1.  \\V,  p    ;S|.  ！' "リ. 

Mri.H  ir ,  umhi,  d  vi. i>. i.s.), ト )o ん 

l'u nd ort  :     ( )shim;i. 

S<Mi>t;^c  }•  undortcii ： ！  f i  >!j>ihi.    k に i、lui. <  Malay,   I'hilipj)iniTi,  imlii'ii. 

Au-tr.ilini. 

19.  Aconura  producta  MATS. 

-.J.-， リ', り/' リ,' /」'..<'■',)  MA  IS, '1 じに. i  .i,-.-!.  \XV,  r>.  —VS.  1..0J. 

Kundort  ：    ( )shima. 

S'>n-t>;>':  |-'uiuiorU  :i : J  |(>nslui,  I く m、lui.  U: ベ： しに！、、'. ir:i.  C  liin.i. 
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Subfam.   TETTIGONII 蘭. 
^0.   Tettigonia  alba  WK 

THtigama  aOa  WK..   Lisi  Ito».  III.  p.  766,  1S51  ；  SIGN.  Ana.  Soc  Ent It.  p.  663,  PI. 21,  fig.  3,  1863. 
Fundort :    Oshima,  gesammelt  von  Ikrrn  V.  IKUMA. 
Sonstigt'  Fundorten  :    China.  Malay,  Indien. 

Subfam.  ACOCEPHALINiE. 
21. Parabolocratus  okinawensis  n.  sp. 

I'uiuiort  :    Okinawa,  gesammelt  von  I  krrn  T.  KUKOI  WA.    Dit  sc  kommt 
häufig  ;uich  in  Kiushu  und  I  lonshu  vor. 

22.  Nirvana  pallida  MELICH. 

.\'  f  r  ui,t  ^alhda  Ml'LTClI.,    I lom.  I'.iuna  v.  Ceylon,  p.  16S,  1904. 

I'tmdort  :    Oshima.  gesammelt  von  Herri)  \.  IKl'M  A.    I  >icsc  kommt  auch 
häufig  in  Ka^oshima  vor. 

HETEROPTERA. 
PENTATOMIDiE. 

Subfam.  SCUTELLINJE. 

23.  Cantao  ocellatus  THUNB. 

( imtx  "Mitt".  THUNB.,  Nov.  Ins.  Spec.  Ill,  [>.  60,  fig.  72,  1784;  GMEIJN,  ed.  Syst.  Nat.  I  (4),  p.  "33,  17S8. 
C/W.r  disf>ar  ¥.,  Ent.  Syst.  IV,  p.  Si,  1794;  1")N(:»VAN,  Ins.  China,  Hem.  t.%1. 13,  tig. 1, 1 798. 
/'ベ，' äisf>nr  F.,  Syst.  Rhyn«.  p.  129,  iSoj;  SCIlIÜnTF:,  Kioyer's  Nat.  Tnhskr.,  IV,  p.  2S1,  1842. 
CaMdta  dispar  BURM.,  Ilandb.  II.  p.  394,  1835;  Herr.  SCIIÄFF"  Waiu.  Ins.  III,  p.  99,  tat ヌ 24,  iSj$. 
C.t!li(<hora  .iispur  GKKNJ.,  Zeit.  I,  p.  123,  ".{リ. 
CtiJ/iiit-a  cteilatii  WEST.,  Donov.  I.  t.  p.  47  t.  20,  liy,  1S42. 

S^uUll^a  Jisfitr  Bl.ANCHAKD,  HiM.  N'.it.  Ins  III,  |>.  158,  Hein.  tat.  Ji,  Iijj.  2,  1840. 

Cnntao  Jis/>ar  AM.  et  SF.KV.,  Hist.  In*.  Ikni. p.  2 リ, ;  F KITZE, いに' l'auivi  d.  Okinavv.i,  \>.  Inj,  1^4. 

Cmtt.io  rußpts  DALLAS,  List  Hem. 1, j..  17,  1S51  ；  WK.,  Cat.  Hct.  I,  \\  14,  1867. 

Omtao  occlt.Uus  DAI.T..,  L  c.  p.  17,  1851  ；    VOLLKN"    Faune  Ent.  l'Arch.  Indo-Ndcrl.,  I,  p.  10,  1863; 

WK.,  I.  c.  i>.  14. 1S67  ；  STÄI.,  11cm.  l  uhr.,  I，  1».  <), iS«>X  : —— Ofv.  Vet  Akad.  p.  616,  CS70  ； 
— -i:num.  Mem.  III. 卜 lo,  1873;  "IST..  Ann.  MaK.  X.H.III, に 44,  1879;  ATKINSON. 
Notes  on  Ind.  Khyn.  No.  2.  p.  149,  1S87. 
I-"undort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herren  T.  KUROIWA  unci  A. 1'  KH'ZE. 
Sonstige  Fundorten  :    China,   l'hilippiiun ド on"。s:i,  Malay.    Indien,  Java, 
Sumatra. 

Futtcr|)flan7x'n  :    Ih'schoffia  javanica  HI.. 
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24.   Calliphara  iChrysophara»  excellens  BÜRM. 

Tttyra  txcelitns  HL  KM.,  Nov.  Act.  Ac.  \jsap.  Vol.  16,  Supp!.  !,  p.  287,  PI.  41, iig.  2,  1834. 

Callidta  rxcdhus  AM.  et  SERV  .,  Ilist.  Htm.,  p.  32 184,5. 

Ca 耻 a  nobilis  GEKM.,  Zeit.  I':"t.,  Vol. I,  p. 117, ，む リ. 

Ttcloayris  obsnua  WIST.,  in  Hope  t  at.  Hem.,  p.  Ii,  18^7. 

CalliJra  obsewa  ATKINS.,  Journ.  As.  Soc.  Heng.,  V.J.  56,  p.  ",5,  18X7. 

CaJlidca  frastinia  DM, レ， IJst.  Hem.,  Vol. I,  \>.  24,  1S51. 

CaltiJea 卞 (iota  WHITE,  Zool.  Mis に.. p.  80,  1X42. 

Calüfhara  exce/Uns  DIST.,  Fauna  Brit.  Ind.  Khypch.,  Vol. I,  p.  53,  1902. 

lMindort  :    Okinawa  und  Üaitojima.  ^tsanmurlt  v<m  Hcnx-n  i.  KU  ROI  WA 
und  TAMAOKI. 

Sonstig し' l*utulf>rtcti : China  ■  Hon^kon^).  Philippinen.  Nc])al.  C  cIcIks. 

25.   Brachyaulax  myakonus  n.sp. 

Fundort  :    Myakojima   in   Okinawa    Archipel. に a's:"i""dt    v。ii    Herrn  T. 
KUROIWA. 

Subfam.  PENTATOMINJE. 
26.   Aenaria  Lewiai  SCOTT. 

Afnari.i  ！ d  SCOTT,  Ann.  Mag,  Nul.  Il;st.  (4)  14,  p.  2^6,  1874. 

I'utidort  :    Okinawa,  gesammelt  von  T.  KUROIWA.    Uicsc  kommt  auch  in 
Honshu  und  Kiushu  v«»r.  st  hr  schädlich  für  dkr  Kcispflanzt  n. 

27.   Massocephalos  maculatus  DALL. 1 

Matsoetfhahu  matuialm  DAM  ..  Lisi  Hem.  1. 1>.  2  \\,  II <>, Kg.  i.  1S51  ；  SlÄl , ト: ,""".， >. |i. 75,  1876. 
I-'urnlort  :    Okinawa.  t;csa 111 mult  von  Utrrn  T.  KUK(  )I\V.\.     I  )icsc  kommt 
auch  in  Kiimamoto  Tiokanoslio  1  und  l'hi)ii>|)iiu-n  Insel  vor. 

28.    Eysarcoris  ventralis  WEST. 

Rntatom.i  vtntralit  WEST,  in  Hope  Cat.  Hem.  I,  |，.  ？ ''■  «f.?7  ；  STAJ.  Kimm.  Hcm.  |».  \3f\  1^76. 

Pttitatoma  pallitorm$  WEST.,  t.  、    \>.  S, 1857 

Eysara^ris  .iistnt/a  DAI.I..,  l  ist  Ihm.,  I.  p.  2i6.  iSsi. 

Stfillia  reetiptt  EU.EN"  Nat.  Tidsskr.  Neil.  Ind.  24,  |».  150,  tig.  in,  1863. 

Stollia  Jisliutti  STÄT,.  Knuut.  I Km.  5.  p.  S2,  1S75. 

F.ysarcorit  (？)  vtntraln  ATKINS.,  J(.u,n.  Asit.  S.h-,  It 、"ん WA, 1 VII,  II  III.       ,1.  'SSS. 

Kumlort  :    Okinawa,  -csaniim  lt  von ト Icrrn 1 . KUROIWA.    I  )it  si   Art  ist 

ziL-nilich  liätifij;  audi  in 1 loiishu  uml  Kiuslui. 
Sonstig-  Fimilort し," ： l^n^al,  C  liina,  |a\  ;i,  Sumatra,  rhilij^iiiu-n. 
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29.   Carbula  obtusangula  REUT. 

Carhtla  okmsomgmta  REUTER.,  Bot  Moa  Mag.  XVII.  p.  233,  1881. 

Fundort  :  Okinawa,  jicsanmiclt  von  Herrn  'に KUKOIWA.  】）ks<j  kommt 
auch  in  China  vor. 

30.   Eurydema  ornatum  L. 

Cirrtfx  Amatus  1..,  Sysl.  Xal.  10  eti.  |).  446,  1758. 
Straeha   /icrbatttf  II  AI  IN,  Wanz.  Ill,  p.  13,  tig.  239,  iUjS. 
Strachia  ornafa  FRITZE,  Fauna  <1. Okinawa  |>.  69, 1894. 

Fundort  :    Okinawa  gesammelt  von 1 krrn  T.  KUKOIWA  (häufig). 
Sonstiger  I'undort :  Kurojxi. 

31. Nezara  viridula  L. 

Cimex  virhiuitu  I..,  Syst.  Isaf.  j>.  444，  1758. 

Cifmx  smara^dulm  F.,  Syst.  Ent.  p.  744,  "75.  . 

Cinux  spirant  F"  Ent.  Syst.  Saf^l.  p.  53.?,  '79«. 

Cimex  viridis  si  mm 〜VO 乙 l''F，  Icon.  \\  55， 11. VI,  h に リ, iSoi. 

Cim^x  variabilis  DE  VILLEKS,  Knt.  Suet..  |».  505.  178.1. 

Cinux  transvertus  THUN1!.,  Diss.  Cut  Nov.  Ins.  1 1,  p.  40,  1783. 

Fentaloma  unicaitn-  WKST.,  in  Hope  Cat. 1. |>.  38,  1837. 

Peniatom«  subsericen  WEST.,  I.  v.  \k  38. 

/W,/o/。"w  l.tii  WEST.,  I.  c.  1,.  38. 

P""W, 丽 Iripumligtra  WKST.,  I.  c.  p. ヌ X. 

JVuUitoma  prexim,i  WIKI  ., 1. c.  |、.  38. 

I'tntatonta  (hineitsis  WI'.S'I'.,  I.  1.  p.  3S. 

I'^ttalouM  (hhyri,  WEST.,  I.  c.  |>.  38. 

Pfnlatoma  chhrocepkala  WEST..  ].  r.  \>.  .;S. 

P^nlalouui  />ro/>infua  WEST..  I.  c.  \>.  J9. 

Pmtiilonui  bcrylina  W'KS'l'.,  I.  c.  p. お. 

l'fnlatoma  pli(ali<ollis  Ll:CAS,  Kxpl.  Alg.  Ins  |,.  S7, II cm:.  11 ふ hi;. <). 1S40. 

Cimex  hemichlori^  GKRM.,  in  SilLcrm.  rev.  5.  ！.. i64.,  18^7. 

Rhaphgasttr  fr'""""  D.M.!  .,  List.  Hem.  p.  274,  1S51. 

Rhaphi^asln  orbus  STAI-,  Ofv,  Vet.  Aka<).  V>vh.,  |..  221.  1S53. 

X^tara  atproximat.t  KKICIIK  et  KA1KM  ,  \  »y.  Ahw..  hy.,  P.  44 ん 1847. 

ヽ' nar"  viridis  SCOTT. ん， n.  Ma に N.  11. (4)  、',>!.  14,  |..  2yo,  1874. 

ド umlort  :  Okinawa,  gesaninu'lt  von  Herrn  T.  KUKOIWA:  Uicsc  kommt 
auch  in  Honshu,  Kiuslni.  Shikuku  und  (^asawara  vor.  sehr 
schädlich  für  Sctaria  italica  1  Awa). 

Sonstige  Fumlortcn  :    Chi" ；，.  Philippine  n,  Malay.  Indien.  Africa,  lüirojia. 
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32.   Plautia  Stili  SCOTT. 

Fl.wlia  Stäh  SCOr  r.  Ann.  Mag.  Nat.  H.  (4)  iA,  j>.  2 リリ. iS74. 

Fundort .    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  丁.  Miyagi.    Diese  kommt  auch 
nicht  selte  n  in  ]  fonshu  und  Kiushu  vor. 

Subfam.  ASOPIN£. 

33.  Zicrona  coerulea  L. 

<  ihux  itrru/iu  L.,  Syst.  Nal.  10  <-'l. p.  445,  175S. 
Pcntatcnta  (ottdmiit  Wl'ST.,  in  Hope  Cat.  i,  \\  39,  ?7 
Pfntaloma  violacen  \VI'_ST.,  in  I  lri|ic  C.it.  \\ や）. l8^S. 
Zicrona  illmlris  AMVO  l"  et  SFKV.,  Hein.  ]».  S7, 18.1v 
Zicrona  cu/rea  DALL.,  List.  Hfiri.  |>.  1 11S,  1851. 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Ik'rrn  T.  KU  ROI  WA.   Diese  kommt 

auch  in  I  Ionshu  und  Kiushu  vor, 
Sr>nstiLTc  Fundorten  :    China,  Indien.  Malay,  Philippinen.  Africa,  luiropa  und 

N.  America. 

Subfam.  PHYLLOCEPHALINJE. 
34.   OoDop8is  affinis  UHL. 

Gonopsis  .ißinis  l'ML.,  IVcx.  Acad.  VhiU'\.  p.  224,  iSfio 
Miuritta  vacillans  W'K.,  dl.  Tlet,  m,  p.  497,  1S6S. 

Fundort  :    Okinawa,  gcsanunclt  von  Herrn  'に KUROIU'A  imd  T.  Mn"A(.I. 
I  )icsr  kommt  auch  in  Ilotislui  und  Shikoku  v(> に 

lam.  COREIDiC. 
Subfam.  HOMOEOCEEINiE. 
35.    Homoeocerus  onipuuctatus  THUNB. 

Cimex  wüpmutatut  Uli  . NR,  Nal.  Ins.  tl,  p.  38,  PI, 2,  f.  52, 1 783. 
7'iiponius  umfutictatiis  S'l AL,  DitI.  F.nt.  Zeit.  10,  |>.  160,  iSw>. 
Homoeotfrui  unipunttatus  STAL,  Mnuin.  Hein.  III,  ]>.  60,  1S73. 

l'iindort  :    Okinawa,  cjesammclt  von  Herrn  T.  KUKOIW  A.     Diese  kommt 

auch  in  Kiushu  vor. 
Sonstiger  l''umIort  :  China. 

Subfam.  ANISOSCELINiE. 
36.   Leptoglossus  membranaceus  F. 

' 'に' "h、"i<i,:u.<  F..  Sik-c.  11,  p.  351,  17S1. 
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An. )>. 16,  1S44. 

Anisoscelis  orictiialis  DAI.I..,  List  Hem.  p,  454,  1852  ；  FRITZE,  Fauna  d.  Okinawa,  p.  69,  1S94. 
Anifi'scelis  ßav<ipuH(ta!us ト1<  ;>>••,  in  Maillarrl  Nut.  sur  l'ik'  de  !a  KÄunion.  Ii ド. |>.  27,  PI.  21,  lig.  4. 

Fundort:    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUROIW  .-v. 
Son*iti^<- ド im(l()rtcn  :    C  hina.  Malay,  Philippinen,  Indien.  Africa. 

Subfam.  PHYSOMERINiE. 
37.   Acanthocoris  sordidus  THUNB. 

( rnicx  sonüJus  THUM!.,  Nov.  Ins  Sp.  11.  p.  4»,  1783. 

Aran/hocoris  s.aber  (pro  for/,-)  ST 人 し Ucrl.  Y.ni.  Zeit.  \,  p.  158,  1806. 

Fundort :    Okinawa,  gesammelt  von  Herren  T.  KUROIWA  und  T.  Ml  VAGI. 

In  Honshu  und  Kiuslui  kommt  diese  Art   sehr  häufig  vor  und 

ziemlich  schädlich  für  tinsi-rcn  Solanaceen. 
Sonstiger  Kurulort  :  China. 

Subfam.  GONOCEBINJE. 
38.   Cletus  trigonus  THUNB. 

Linux  tn^onut  THUM5..  Nov.  It ト. Sji. 1 1,  \\  37,  17X3. 
Cimex  fM^tt,Uor  F.,  Maut.  2.  |>.  287,  17S7. 
Cletus  bislillatus  r»OMKN,  Stett.  Knt.  Zdt.  21,  V.  403,  1S60. 
Ci.tus  tri.iym"  ST  AI-,  Enum.  Ilcm.  [>.  7S,  1873. 

I'untlort  :    Okinawa,  ^samniclt  \  <m  Herren  I .  KUROIWA  und  T.  MI  VAGI. 
Sonstige  Fundorten  :    Philippinen,  China,  Malay,  Ceylon,  Pon^al. 
Futt じ rpflanzen  :    Reispflanzcn.  ziemlich  scluidlicb. 

39.    Cletus  inütscatus  n.sp. 

Fimclort  :    Okinawa,  ^csanimtlt  von  Herrn  丁.  KUROIWA. 

Subfam.  LEPTOCORISINiE. 
40.   Leptocori&a  varicornis  F. 

(Jems  viiriiwr/iK  I''.,  Syst.  Uliyn.  p.  260,  1S0 ん 
I^fptoiorisa  a/>iaiJit  WEST.,  in  lf(,|n，  f'a«.  Ilcm. 1 1,  p.  iS,  iSj7. 
Gerrit  ßavida  GUERIN,  \"t>y.  Cck|.  las.  j>.  17S,  PI.  12,  fip. 12.  iS  ?o. 
l.rptoiorisa  (hitunsis  DALI," 1 1, \t.  4S3,  1S52. 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herren  'に KUROIWA  und  T.  MIVA(iI. 

Diese  kommt  auch  in  Honshu  und  Kiushu  vor,  ziemlich  schädlich 

für  die  Kcispflanzeii. 
Sonstige  Ftimlortcn  :    China,  Philippiiu  n,  Formosa,  Malacca,  Ceylon,  Foua. 
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Subfam.  ALYDINJE. 

41.  Biptortas  clavatus  THÜNB. 

Ctmtx  iiov.Uta 1 IIIMI.,  Nov.  Ins.  s|>.  ，i,  j».  34,  II. 2,  hg.  4, 1783. 
Ct%mptopus  annulatu$  Ulli,,  Proc.  Acad.  Philad.  j>.  225,  1S60. 

Fiinclort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herren  T.  KUROIWA  und  T*  MIYAGI. 
•  】） に' sc  kommt  auch  in  Japan  häufig  vor  und  ziemlich  schädlich 

für  Lcguminacecn. 
SonstiVo  Fundorten  :    China,  Java,  Australien. 

n  LYGAEIDjC. 

Subfam.  LTOAEINAL 

42.  Oncopeltus  nig^ieeps  DALL. 

Li%ri/i us  nt^rietps  I  >A1.1 -,, List  Hem.  p.  537, 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  A. ド RITZ ト:. 
Sonstiger  Fundort  :  Indien. 

43.   Ly^aeas  hospes  F. 

Ly おな"，" ho ゆ" l'.，  Ent.  Sysl. IVr  p.  150,  1794. 

Lv^atus  aßms  WOLFF,  loon.  Iii,  p. ， 10，  fi^.  104.  iJ^oi. 

Ly^ams  "tu",  IT.  SCHAFF.,  Wan/.  Ins.,  VIJ,  p,  21,  Kr^.  705,  1S44. 

Lyi^srns  squaiidtts  MONT.  et  SH;N'.，  Ann.  S<*c,  Eilt.  l'V.  p.  00，  1S61. 

ト' umlort  :    Okinawa,  gesammelt  von  I【em】 T,  K し， 1")I\VA. 

Sonstige  l-tindorttn  :    China,  Phil  lippinen,  Malay,  Indien.  Ncu-Calctlonicn.  ， 

Subfam.  APHANINL 
44.   Ahanus  fallaciosus  n.sp. 

I^undort  :    ( )kina\va,  gesammelt  von  Herrn  'に KL  KOIW  A. 

lam.  PYRRHOCORIDÄ. 

Subfam.  LARGIN^:. 
45.   Physopelta  albofasciata  DE  GEER. 

Cimtx  atböjatäala  DK  UEER,  Mem.,  lit,  p.  33s, れ XXXIV.  fiK.  1,  1773. 
Ci'"(x  .•nthn-nuhs  (； M Kl. IX,  Syst,  I,  ]..  217!,  17HS. 

rhvtof.lt a  „ffinii  AMYOI"  et  SI:KV..  Ht-m.      272,  |S4V  • 

Fundort  :  <  )kina\va.  gesammelt  von  Herrn 1 . KU1« JlWA. 
Si)iisti^i-  Fiuulortfi) : lMirniosa,  C liin.i,  Malay.  Indien.  Jav;». 
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46,    Physopelta  Schianbuschi  F. 

( imex  Sck!imim"kt  ¥.t  Mant.  Inf.  II，  p.  299,  1787. 

Fundort :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUK(  )I\VA. 
Sonstige  FunclortL'n  :    Formosa.  China.  Indien»  Malay. 

Subfan).  PYRRHOCOEINJE. 
47.   Dysdercus  cingulatus  P. 

( hitr.x  ciM^tt/atus  b'.f  Syst.  Kui.  j..  710.  1 775. 

it  mux  super  sdtiosus  THUXlk,  Nov. "ト. s い. III.  p.  55,  li^.  66,  17K4. 
し/"/"  Ko,-m^i  F.，  Syst.  Eiit.  p.  720,  1775. 

Astemma  Kotningii  BLANCH^  Hist  de  Ins.  p.  12S.  ，，  H.  IV,  fig.  S. 1840. 
lyrrhocoris  Stilus  II.  SCHAFF.,  Wanx.  Ins.  V】I,  p.  17,  fig,  699,  1S44. 
I\rrh0toris  solenis  II.  SCHÄFF"  I.  c,  p.  iS,  lit;.  700,  1 844. 

l^unJort :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  Kl 了 K(>I\\        In  Honshu  imd 
ハ  亀 
Kiushu  kommt  er  auch  vor. 

Sonstige  l'undortcn :    China,   Philippinen.  Malay,  liornco.  Java,  Sumatra, 

Indien,  Xcu-Guinca. 

ド a'"  HYDROMETRIDiE. 

Subfam.  GERRIN^:. 
48.   Gerris  paludam  F. 

Gfrrh-  fnludum  1''.,  Kllt.  Syst.  IV,  ]>.  iSS,  1794. 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KL'KOIW  A.    Uii-sr  kommt 

auch  häufig  in  Honshu.  Shikoku  und  Kiuslui  vor. 
Sonstiger  Fundort  :  I^uropa. 

49.    Halobates  serioens  ESCH. 

Jlali^it.^  scicui  1.SCH.,  IlntomoKraph,  1,  \>.  loS,  t.  11,  Ii«.  4,  1S22. 

I -"und ort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  A.  FKIT/.Iv. 

Diese  Kommt  auch  häufig  in  Honshu  und  Kiushu  vor. 
Sontiyc  Fundorten  :    China,  Philippinen.  Malay,  Australien,  Indien,  Africa. 

Fam.  REDUVIIDiE. 
Subfam.  ECTRICHODINL 

50.   Ectrychotes  Andre»  THUNB. 

Um"  rni  Nii.. ヽ り、'， ins.  く  1».  in,  v.  56, 17X4. 
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r.oriitri:s  nxil.',i";  COSI'A,  Ann.  II, 【). 79,  1S64. 

l'tuulort  :    Okinawa,  gesammelt  von  I  li  rrn  'に KUKOIW  A. 

51. Echtrichotes  okinawensis  n.sp. 

l\mclort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  'に KUKOIWA. 

Subfam.  HARPACTOEINJE. 
52.   Endochus  marginalis  n  sp. 

Ktindort :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  丁.  KL'ROIW  A. 

i 狐 CIMICID>E. 

53.   Cimex  lecturalias  L. 

""に t  /^iura/im  I.,  Syst.  Nat.  loci. p.  441,  1758. 

Fundort :    Okinawa,  gcsanitm.lt  von  i  lerrn  A.  l''KJTZl':. i )icsc  c«>smo|><>li- 
tanische  Art  schleppte  auch  in  Uokkaidö  ein. 

iam.  NOTONECTIDiC. 

54.   Notonecta  bivittata  MATS. 

X い!,'"""，  />i:  iltal„  MA  I  S.  Joiirn.  S.ip|>oro  AKri'I  College  \'o!.  II,  pt.  2,  p.  59,  T.if.  1.  tik'.  9,  1005. 

l'undort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  MIY  A(iI. 

55.   Ani8ops  niveus  F. 

Xt'/c/h  ./ti  11h:  us  I'.,  V.wX.  Syst.  IV,  p.  58,  1794. 

Fundort  ；    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  A.  FRI  I  ZI..    Diese  kommt  auch 

in  Ogasawara  (Bonin  Insel)  vor. 
Sonstige  Fundorten  :    China,  Malay,  Indien. 

Fam.  NEPIDÄ. 

56.   Nepa  braehyura  HORV. 

Nepa  hradryura  HORV.,  Term.  Vüt.  II!,  p. 10,  1879. 

Fundort:    Okinawa,   gesammelt   häufig    v(,n    I  Icrni A.  VliM'/A'..  Diese 
kommt  auch  in  Honshu  uiul  Kiushu  vor. 


Digitized  by  Google 


MAThUMURA  : 1IEMI1-TKKKN  OK  IN  AW  AS. 


29 


Die  Beschreibung  der  neuen  Arten. 

Cosmopsaltria  ogasawarensis  n.  sp.  (PI. 1,  i.j 

'S"  K<>r|)cr  grün  und  schwarz.  Scheitel  so  lang  als  zwischen  den  Augfii  breit, 
ein  schwarzer  I-leck  am  Hint し' rran (に' nahe  den  Augen,  an  dessen  innerer  Seite  je 
mit  einem  eingestochenen  schwärzlichen  l'unktchcn.  Kin  breiter  schwarzer  Oucr- 
band  kreuzt  die  Ozcllcnrc^ion.  I-Vons  schwarz,  an  der  Basis  heller.  Stirn  mit 
tiefen  seitlichen  Oucrfurchcii,  in  der  Mitte  schwarz,  im  oberen  Thcilc  einen  hellen 
Iüingsstricli  cinschlicsscnd  ；  die  seitlichen  Oucrfurchcii  oben  und  unten  schwarz,  in 
der  Mitte  aber  grünlich.  Antennen  schwarz.  2-4  Glieder  an  der  Basis  heller. 
Pronotum  in  der  Mitti:  mit  einem  sclnvarzcn  Liin^sstrich,  welcher  in  dor  Mitte 
einen  helleren  spicssförmigen  Längs—strich  einschlicsst,  an  den  Seiten  mit  drei  langen 
und  zwei  dreieckigen  Flecken,  von  denen  (Jk:  letzteren  am  Hinterecken  auf  sitzt 
sind.  Scutclliun  schwarz,  die  zwei  nach  hinten  divergierende  kurze  Mittellinien 
grünlichgelb,  an  den  Seiten  mit  zwei  grossen  Längsflecken  und  vor  der  kreuzför- 
micrcri  Vorraguni1'  mit  zwei  kleinen,  die  letzteren  oft  mit  den  seitlichen  l;lcckcn 
verschmoltzen  sind  ；  der  hintere  Theil  grünlich.  Elytren  glasshell,  Nerven  gelblich- 
braun, gegen  die  Spitze  hin  dunkler,  der  Costal  nerv  grünlich.  Der  erste  und 
der  zweite  Qucrncrv  des  Coriums  schwärzlich  geraucht.  Hinterflütfcl  an  <lcr 
Basis  bläulichgrün,  in  der  Mitte  des  Costa  Irand  es  gelblich,  Nerven  an  der  Ha  sis 
grünlich,  gegen  die  Spitze  liin  schwärzlich.  Beine  grünlichgelb,  Vordcr-imd 
Mittol-tibicn,  die  änssersten  hcllt-n  Spitzen  ans^enommen,  sowie  auch  die  Tarsen 
dunkel,  Hintcrtarsen  ,  gelblich.  ( )iKrcuhim  ziemlich  lan^,  erreicht  etwa  die 
Mitte  des  vierten  Segmentes,  grünlichgelb,  .im  Inncnranclc  schwär/lich.  selten 
an  der  Spitze  bräunlich  j^rsiUinit  :  an  der  Spitze  schmal  abgerundet,  in  der 
Mitte  auswärts  nulic  der  liasis  stark  cin^ecn^t.  Ahclonun  schwarz,  weiss! ich 
behaart  und  pulvert.  Jedes  Rückuiisc^nicnt  am  l  liiitcrrandc  grünlich,  1-4 
Segmenten  am  Rücken  und  an  den  Seiten  gelblich  gefleckt. 

孚. Die  'Zeichnung  etwas  lallcr  als  b じ im も， der  Plan  jedoch  derselbe,  nur 
die  Zcichun^cn  auf  dem  Abdominalriickcn  verschwunden. 

Hauch  an  der  Spitze  schwärzlich,  (icnitalplattcn  hräimlicli^cll). ""ず"、 
die  Spitze  hin  etwas  verengt,  fclblich  behaart. 

^.  Hauch  gelblich,  in  der  Mitte  der  L;i nt^'c  nach  schwarz  (mindest し' ns  an 
der  (icnitalplattcn  schwarz),  auf  tlcm  letzten  Hauchsc^nicut  an  Jen  Seiten  jo  mit 
etnem  schwarzen  Punktchen.  Legcschcidc  sehr  lang,  etwa  4.5mm  von  der  Spitze 
der  Schcidcnpolstcr  hervorragend,  an  der  Spitze  schwarz,  gelblich  lang  behaart. 
SchLiilcnj)olstcr  gelblich,  an  dvn  inneren  Ränclcrn  unci  an  der  Spitze  schwärzlich. 
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Länge  :  ^  32mm.,  $  30mm.  ；  bis  zur  Spitze  der  Klytrcn も 45min..  $ 
42mm  ；    Breite  des  IVonotums 念 $  io-i2mm. 

Fundort  :  Ogasawara,  gesammelt  vom  Autor  selbst  ；  zahlreiche  Kx'cmplare 
in  meiner  Sammlung. 

Der  l'orm  nach  der  iiordchincsischcn  Art  C.  mongolica  Dist.  etwas  ähnlich, 
diese  Art  weicht  jedoch  in  der  Form  des  Operculums  und  in  der  Färbung  des 
Körpers  ab. 

Cosmopsaltria  oshimensis  n.  sp. 

Dir  honn  und  dem  Plan  nach  tier  vorher^chciulcn  Art  sehr  ähnlich, 
diese  weicht  aber  wie  folgemls  ab  : 

さ. Viel  grösser.  iiSmlich  Kfirpcr-Ian^c  37min..  und  bis  zur  Spitze  der 
l':lytix'n  50mm. 

Auf  dem  Vortkrflü^cl,  der  erste,  der  zweite  und  der  dritte  Quernerv  sch- 
wärzlich gefleckt  und  die  alle  Apicalmrvcn  an  den  Spit/cn  mit  schwarzen 
Fleckchen  versehen. 

Operculum  langer,  ^e^cu  die  Spitze  hin  wird  es  viel  schmäler  und  am 
Rande  schwärzlich  ^esiiumt.  A bd om i na 1 r üc k c  11 ohne  helleren  】''k'clccn  ；  deni- 
talplattcn  ganz  schwarz,  an  di-r  Spitze  kurz  kegelförmig  zugespitzt,  mit  schwar- 
zen Härchen  versehen. 

%.  Kaum  vcrselidtlbar  von  C.  ogasa 、、- ai で nsis.  die  S|)it/.c  th  r  Utztcn  Tibien 
jedoch  immer  schwarz. 

Fundort  :  Yaw  Männchen  gesammelt  von  Herrn  A.  OWS  TON  in  Oshima 
und  ein  WVibchcii  in  Kikai^ashima,  die  beiden  Inseln  gehören  dem  Okinawa 
Archt'ixl. 

Cosmoscarta  Uchidse  n.  sp.  (PI.  I,  4/1 

%.  Kopf,  I'ronotuni  und  Abdomen  schwarz.  】《ostruin.  Beine,  Meso-  und 
Mtt.i-sternuni,  Sciitcllum.  (icnital segment  sowie  auch  das  liisalscgmcnt  des 
Abdomens  koralroth.  Scheitel  vorne  stark  gewölbt,  bräunlich  kurz  behaart. 
IVonotum  sehr  gross,  rautenfünni^.  sehr  fein  punkturiert  und  bräunlich  behaart  : 
am  hintern  Rande  abgerundet.  Sciitcllum  kurz,  fein  aber  deutlich  punkturiert. 
Klytrcn  schwarz,  die  Basal hälfte  des  Clavus,  die  Naht,  die  Basis  des  Coriums, 
ein  grosser  C-förmi^cr  Makel  in  der  Mitte  dos  Coriums  koralroth.  Der  letzterere 
Make]  mit  der  rothen  Wurzel  des  t'oriums  und  tks  Clavus  durch  einen  rothen 
Strich  verbindet  wird,  bildet  eine  <rrossc  S-förimitic  Zeichnung.  Die  Nerven  des 
Apic.ilfeldcs   m-t/.arti^  anatomosiert.     I-'lüi;vl    subhyahin,    etwas   gebräunt,  die 
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Basis  koralroth.  Genitalscgment  und  Heine  <fanz  roth,  nur  an  der  Spitze  der 
Tarsen  schwärzlich.  Mcsosternuni  mit  zwei  kcgelfürniißcn  .brUunlichen  Vr>r- 
rapungen. 

Länge  ：  $  7.5mm.  ；  Kxp.  35mm. 

Fundort  :  I3aito-jima,  gesammelt  von  I  It- rrn  S.  Uchida. 

Die  Gattung  Costnoscarta  gehört  eigentlich  den  malayischcn  Gebieten  und 
zwar  in  Japan  wurden  bis  heute  von  Niemanden  gefunden.  Mein  Freund  Herrn  S. 
Uchida  hat  das  schöne  Thierchen  von  der  Insel  Daito  im  Okinawa  Archipel 
durch  die  Einsendung  von  Herrn  TAMAOKI  erhalten.  Es  hat  keine  Aehnlich- 
keit  mit  andern  Cosmocarta- Arten. 

Nur  ein  Ivxcmplar  in  meiner  Sammlung. 

Dictyophora  okinawensis  n.  sp. (IM.  I,  fig.  7.) 

Schmutziggelb.  Kopf  viel  länger  als  das  Pronotum  und  das  Scutcllum  zusam- 
men. Scheitel  etwas  dunkler,  schmal  und  lang,  bis  zur  Spitze  fast  von  gleicher 
Breite  ；  in  der  Mitte  läuft  eine  schmale  weissliche  Längs-linic  ；  unten  gelb,  mit 
zwei  mennigrothen  I'ängslimtm,  und  an  der  Spitze  schwärzlich  gefleckt.  Rostrum 
an  der  Spitze  dunkel,  die  Kielen  gelblich.  Pronotum  in  der  Mitte  roth,  der  Kiel 
gelb.  Scutellum  in  der  Mitte  der  Liingc  nach  heller,  mit  zwei  bräunliche 
I^ngslinicn,  an  der  Spitze  gelb.  I;.lytrcn  lang  und  Schmal,  die  Basalgciklcr 
gelblich,  die  Ptcrostigma  und  Xctzncrvcn  bräunlich,  die  erstcre  dreieckig  und 
gross  ist.  Beine  gelblich,  die  Coxcn  vorwiegend  schwärzlich,  die  Schenkel 
schwarz  gestreift,  die  Spitzen  der  Tibien  und  Tarsen  schwärzlich.  Abdominal- 
rücken bräunlich  gefleckt,  der  Bauch  clor  Län<,'c  nach  breit  schwarz. 

Länge  :  ^  gmm.  ；  ？  I2mm.  ；  bis  zur  Spitze  der  Klytrcn  ^ に mm.,  $  15mm. 

Fundort  :  Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  K じ ROIWA. 

IX-T  Form  nach  kein  andere  Dictyophnridcn  ähnlich,  es  ist  deutlich  sch- 
mäler als  die  bekannten  asiatischen  Arten.  Unsere  gemeine  Art  D.  sinica  \VK. 
unterscheidet  sich  gleich  von  seinem  Zutritt  der  grünlicher  iJin^slinicn  auf  dem 
Scutcllum. 

Bidis  vittata  n.  sp.  (PI. I，  fig.  5.) 

Schmutzijjgclb,  etwas  grün  beschattet.  Schoitt- 1 zweimal  so  |aiu>  als  zwis- 
chen den  Augen  breit  ；  am  Vorderthcilc  jeclcrseits  mit  einem  schwarzen  I.ilngs- 
flecke.  I-'rons  schmal,  mit  dem  Clypcus  zusammen  spindelförmig,  spärlich  gelb 
behaart,  in  zwei  Reihe  der  Länge  nach  mit  helleren  rundlichen  Fleckchen  vers- 
chen, von  denen  die  oberen  Fleckchen  viel  deutlicher   sind.    Antennen  sehr 
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lang,  das  (ilicd  2  im  oberen  Thcilc  tiunkcl,  (lit，  iiusscrstc  Spitze  heller,  viel 
länger  als  das  Glied  i,  die  ICntl borst  so  lan^  wie  tlic  beiden  Glieder  zusammen. 
Der  Mittel  kiel  des  Pronotums  ilunkcl,  am  Hintcrrandc  jederseits  bräunlich 
gefleckt.  Die  fünf  Kiele  auf  dem  Scutclltim  dunkclbräunlicli.  Klytrcn  glasshell, 
die  Nerven  vorwiegend  dunkelbraun,  thcilw じ isc  gelblich,  gekörnt  und  spärlich 
^clb  behaart  ；  im  Apicalfcl (に mit  einem  breiten  langen,  bräunliclicn  Fleck に 
welcher  auf  den  Qucmcrvcn  unterbrochen  und  daselbst  gelblich  ist,  die  alle 
Apical/.cllcn  an  der  Spitze  bräunlich  gefleckt,  lkinc  gelblich,  die  Tibicn  vor 
der  Spitze  und  die  Tarsen  bräunlich.  Abdomen  grünlichgelb,  beim  °  röthlich 
^cllcckt. 

Liln^c  ： も 5.5mm.  7111m.  ；  $  7.5mm.  ；  bis  zur  Spitze  ik'r  Elytrcn  ^  9mm., 
？  lOmm. 

Fuiiclort  :  Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  'に KUROIWA.  Dieselbe  Art 
habe  ich  auch  in  Ogasawara  (Bonin  Insel)  auf  einer  Ptcridis-Art  gefangen. 

Der  Koriii  nach  der  indo-malayischcn  Art  Jiidis  notivena  WK.,  Joum.  Linn. 
Soc.  Zool,  vol. I，  pi. IV,  fig.  2,  2.1, 2b,  (1856〕  sehr  ähnlich,  durch  tlcn  deut- 
lichen bräunlichen  Län^sdcck  und  (lk-  Apicalfli-ckcn  litr  ApicalzclUn  jedoch 
ganz  vcrschictlcn. 

Parabolocratus  okinawensis  d.  sp. (1，1.  I,  fig.  3.) 

$  Ulassgrün.  Scheitel  vorn  parabolisch  abgerundet,  so  lang  wie  zwisclnrn  tlen 
Aucjcn  breit,  am  Hintcrrandc  in  der  Mitte  mit  einer  kurzen  Lün^sfurchc.  Stirn  in 
(ler  Mitte-  sehr  flach  gewölbt,  am  Vortlcrand じ mit  einer  von  einer  \\\^  bis  zur 
andern  Ang し' ziehenden  undeutlichen  dunkelgrünen  Höhenlinie.  Pronotum  quer- 
runzelig,  in  flcr  Mitte  spärlich  punktiert.  Scutcllum  so  lang  wie  das  Fronotum. 
glatt.  Elytron  kurz,  subhyalin,  fein  qucrrunzelig  und  weisslich  grün,  mit  gldch- 
fUrhigen  Nerven.  Ikin«.:  wcisslicli,  (Ii し' Ilintoischciikcl  grünlich  bcscliattct,  die 
Klauen  an  der  Spitzenhälfte  bräunlich.  Jeilcs  Hauchsc^mcnt  am  Hintcrrandc 
weit  aiis^ctlclint  wcisslicli ； letztes  Bauchs しヌ m じ nt  zwiimal  so  lang  als  das  vor- 
hergehende Bauchsc^nicnt,  weidlich,  in  der  Mitte  I  IinU  rraiulo  ein  wein^ 
hervorragen  und  an  dessen  Seiten  je  mit  einer  kleinen  Ausrandun«;.  Lc^e- 
scluriilc  ein  wdng  länger  als  die  Sclu-itlcnjiolstcr,  an  der  Spitze  ^i  lblich. 

Länge  :  $  8.5mm.  ；  breite  des IV り m'ünm  2.5mm. 

l;uiKlort  :  Okinawa,  ^csaniniclt  von  J  Icrrn  T.  KUROIWA. 

Der  Form  nach  der  philippinischen  Art  P.  pallescens  STAL*  etwas  ähnlich, 
der  Scl)citel  jcnloch  breiter  und  kürzer. 
•  Ann.  Soc.  Eni.  France,  p.  41, PI. 7.  fig.  24,  1880. 
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Brachyanlax  miyakonns  n.  sp.  (PI.  I.  fig.  9.) 

Blau,  etwas  purpur  einspielend.  Unterseite  mctallischgrün,  Jas  Conncxivum 
orangcngelb.  Coxcn,  I lüften,  Schenkel  hcllbräunlichgclb.  Scheitel  konisch 
dreieckig,  etwas  länger  als  zwischen  den  Aiigcn  breit  ；  Stylus  ein  wenig  Hinter 
als  das  Jochctück,  grob  runzelig  und  spärlich  punktiert.  Antennen  schwärzlich 
braun,  das  Glied 1 an  ckr  liasalhälfte  gelblich,  2  ein  wenig  kürzer  als  1,  3 
so  lang  wie  1  und  2  zusammen,  4  und  5  von  gleicher  Ulngc  und  viel  länger 
als  3.  Rostrum  schwarz,  erreicht  die  Hintcrcoxcn,  an  der  Hasis  und  in  der 
Mitte  gelblich.  Der  Thcil  zwischen  dem  IVosttriuim  und  der  Gula  wachsgclb. 
Die  Mittclqucrfurchf  des  l'ronotums  ziemlich  tief  und  grob  punktiert,  hinten 
gewölbt  und  spärlich  fein  punktiert.  Die  ^)ucrwülstc  an  der  Hasis  des  Scutcl- 
Iums  spärlich  punktiert  ；  Scutellum  breit  konisch,  an  ill  r  Spitze  abgestützt,  mit 
4  undeutlichen  rundlichen  schwarzen  r lecken,  von  denen  die  v«)rclcn-n  zwei 
fast  3mal  grösser  als  die  hinteren  ；  sehr  fein  aber  spärlich  jninkticrt. 

Länge  :  ^  $ 12mm.  ；    Breit し' des  l'ronotums  5.5mm. 

Fundort:  Miyako-jima,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUROIWA. 

Der  Form  nach  der  B.  ru/omaculnta  STAL  aus  Philippinen  etwas  ähnlich. 

Cletns  infuscatus  n.  sp.  (PI.  I,  fig.  s.) 

Korper  oben  schmutziggelb,  unten  blassgclblich.  Kopf  Hinter  den  Augen 
je  mit  einem  schwarzen  Längsstrichc.  Rostrum  an  der  Spitze  schwärzlich.  An- 
tcnnalglicd 1 ein  wenig  länger  als  2,  4  ein  wenig  länger  als  3  und  dick.  Pro- 
notaldorncn  lang,  scharf  zugespitzt  und  von  schwärzer  l''arbc.  Scutellum  in  der 
Mitt じ heller.  Ilemdytmi  cinfärbig,  nicht  heller  an  der  Costa,  am  Innenwinkel 
des  Coriunis  ohne  blassen  Fleckchen,  das  Corium  am  Ausscnraiulc  gelblich- 
braun.  Membran  dunkel,  ein  wenig  bl;ui  einspielend.  Hauch  mit  6  I^ln^sreihen 
von  sclnvilrzen  Fleckchen,  die  Pleuren  je  mit  einem  schwärzen  Kkckchcn. 
Heine  einfarbig  blassgclb,  die  Coxen  mit  einen  schwärzen  Fleckchen. 

Länge: も %  i imm.  ；  Breite  des  Pronotums  mit  den  Dornen  5.5mm. 

Kundort  :  Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUKOIW.A. 

Der  Form  nach  dorn  C.  trigonus  THUN  Ii.  sehr  ähnlich,  tk-r  cinfiirbi^c 
Costalrand  und  die  dunklen  I  fcmclytren  lässt  sich  aber  ganz  leicht  unterscheiden. 
Ks  ähnelt  sich  auch  den  C .  bipunetatus  U.S.,  durch  das  Fehlen  der  Antcnnal- 
tlorncn,  die  cinfärbi^cn  ProivHumskaiitcn  uml tli し' dunkle  Membran  tier  I  Icnicly- 
tren  jctloch  vcrschictli  n. 
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Apbanos  fallaciosus  n.  sp. (l'l.  I,  fig.  10.) 、 

Körper  oben  briiiinlichgolh.  unten  schwarz.  Kopf  schwarz,  spitzdrei- 
ecki^  ；  zwischen  <lcn  Augen  mit  zwei  rötlichen  l-'lcckclicn.  Antennen  gelblich, 
Glied  i  hrüunlich  ^t-fleckt,  2  länger  als  3,  4  so  lang  wit:  3  ；  alle  an  den  Spitzen 
bräunlich.  3  und  4  \f>r\\ ic^end  bräunlich,  4  nur  an  tier  Basis  gelblich.  Prono- 
tuni  <|uailratisch.  ein  w  eni^  nach  vorn  verschmälert,  au  der  Vordcrhälftt! 
schwärzlich,  hinten  hräimlic))  punktiert.  Scutcllum  lang,  an  der  Basis  schwärz- 
lich, in  ikr  Mitt«.-  heller. 1 Icmclytrcn  bräunlich  |nmktiert,  das  Corium  an  (1er 
Spitze  »mkI  vor  tier  Mitte  bräunlich  gefleckt,  die  Membran  dunkclbräunlich. 
Abdomen  schwarz,  am し onn に、 ivum  gelblich  gefleckt.  Heine  gelblich,  die 
Schenkel  bräunlich  gefleckt,  an  den  Spitzen  schwiirzliclibrauii,  die  Vonlcr- 
schcnkcl  stark  verdickt. 

Längt—'  :  $  9m ii). ； Breite  des  IVoiiutums  3mm. 

lüuulort  :  Okinawa,  zwei  Kxcniplarc  gesammelt  von  Herrn  T.  KURdIWA. 
Her  I'orni  nach  di  r  A .  japonicus  STAL  etwas  ähnlich,  der  Körper  aber 
länger,  die  Beine  gelblich,  indem  beim  A .  japonicus  die  Beine  pechschwarz  sind. 

Ectrychotes  okinawensis  n.  sp.  (1*1. I,  fi^. 1 1.) 

%,  Glänzend  schwärz.  Scheitel  an  den  Seiten  deutlich  der  Länge  nach  ge- 
fürcht,  kurz  zahlreich  qucr^cstrichclt.  Fühltr  ^egen  die  Spitze  liin  schmal,  Glied 
1 etwas  kürzer  als  Glied  2,  Glied  3-S  sehr  kurz  und  an  der  Spitze  etwas 
heller.  Rostrum  kurz  und  dick,  l'roiiotuni  an  tlcn  Seiten  der  l-än«,'c  nach 
deutlich  gefurcht,  mit  S-9  eingestochenen  riinktchcn,  indem  in  der  Ccntralfurchc 
mit  4  Pünktchen  versehen  sind,  die  Scheibe  deutlich  quergcfiircht.  Hcmclytrcn 
schwarz,  am  C*>stalraudc  an  der  liasis  ^clblicli. 

C'onncxivuni  gelblich.  Abdomin.il-rückcn  blutroth.  zwei  Apicalse^mcntcn 
sowie  auch  drittes  und  viertes  Segment  an  den  Seiten  auch  schwarz. 

Hauch  bhitrotli,  ^länzciul. ：' der  Spitze  und  an  den  Seiten  scliwarz,  in 
der  Mitte  der  I'üiigi'  nach  mit  «lr».i  crcsccntförmi^cn  schwarzen  Flecken,  welche 
oft  mit  den  seitlichen  schwarzen  Flecken  verbunden  sind  ；  an  den  Seiten  sieht 
man  4  kegelförmig し' 11 Fk'ck し'， wi-lclic  oft  an  der  H;isis  mit  den  seitlichen  schwar- 
zen Rändern  vcrschmoltzcn  sind.    Die  beiden  äussersten  Ränder  blutroth. 

I>än^e  :     14mm. ； lkcitc  des  l'ronotuins  3.7mm. 

Fundort  :    Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KuKOIWA. 

Der  I'orm  nach  Ii.  httt'"tcttwistt'>'  sehr  ähnlich,  dieses  fehlt  aber 

die  seitlichen  schwarzen  I' ，に' ck し' 11 und  die  Schenkel  an  ilcr  Basis  nicht  blutroth 
wie  beim  7/acmato^astcr. 
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Endochus  marginalis  n.  sp.  (1)1. I，  fig.  6.) 

Körper  blutroth  ；  Antennen,  ein  grosser  Iiingsflcck  auf  der  hintern  Hälfte 
des  Pronotums,  die-  Dornen,  die  Mitte  des  Scutcllums,  der  Clavus,  der  Hinter- 
rand des  Coriums  in  der  Mitte,  das  Sternum,  der  Abdomen,  das  rothe  Conncxi- 
vum  und  den  rothcn  Vent ra 1 lä n^sstrcifcn  ausgenommen,  schwärzlichbratin.  Kopf 
ein  wenig  kürzer  als  das  l'ronotum,  spärlich  weiss  behaart.  Rostrum  gelblich, 
an  der  Spitze  bräunlich.  Antcnnalglied  i  viel  länger  als  der  Kopf,  das  l'ronotum 
und  das  Scutcllum  zusammi  ti,  an  der  Basis  und  an  der  Spitze  gelblich,  l'ronotum 
kurz  weisslich  behaart,  dessen  Vordcrhälftc  mit  den  kurzen  Dornen  zusammen 
gclblichroth  ；  die  Dornen  der  H  inter  hü  Ifte  sehr  lang  und  schmal,  an  der  Spitze 
scharf  zugespitzt.  Hemclytron  beim  ^  ein  wenig  kürzer  und  beim  ^  ein  wenig 
länger  als  das  Abdomen,  das  Corium  blutroth,  der  Costal  nerv  gelblich,  die 
Membran  hyalin,  bräunlich  geraucht,  die  Nerven  gelblich.  Abdominalrücken 
an  der  Basis  und  am  Conncxivum  blutroth,  das  übrig し' ganz  schwärzlichbraun. 
Hauch  in  der  Mitte  der  Länge  nach  breit  blutroth  gestreift.  Beine  gelblich, 
Coxcn  blutroth,  die  Schenkel  mit  drei  schwarzen  Läggsstrcifcn,  an  der  Spitze 
schwärzlich,  an  der  äusserst し 'n  Spitze  aber  röthlich,  die  Tibien  bräunlich,  an 
der  Nahe  der  Basis  mit  einem  chinkkrn  Flecke,  die  Tarsen  schwärzlich,  die 
Klauen  gelblich. 

Länge  ：         «3-5»>">- ； 早 14mm.  ；  Breite  des  I'ronotums  ^  g  3mm. 

Fundort  :  Okinawa,  gesammelt  von  Herrn  T.  KUROIWA  ；  vier  Exemplare 
in  meiner  Sammlung;. 

Diese  Art  gehört  eigentlich  tk'r  Stalischcn  Subgenera  Pnirsus.  Der  l'orm 
mich  dem  Stälianus  HORVÄTH  Ten" し s.  Füzet.  p.  9.  Tab.  VII,  fig.  4 
( 1 879)  etwas  ähnlich,  durch  dii-  Fürbimg  und  die  Pr'niotaldornen  aber  ganz 
verschieden. 

14. ヽ •(■'、'•  1905. 


Erklärung  der  Tafel I. 

1.  Cosmopsaltria  ogasawarensis  n.  sp. 

2.  Tartessus  malayns  STÄL. 

3.  ParaboloeratDs  okinawensis  sp. 

4.  Cosmos  carta  UchidsB  n.  sp. 

5.  Bidis  vittata  n.  sp. 

6.  Endochus  mar^inalis  "•  sp. 
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7-  Dictpphora  okinawensis  n.  sp. 

s.  CletuB  infuscatus  n.  sp. 

9.  Bracbyaulax  miyakonus  n.  sp. 

10.  Aphanus  fallaciosus  n.  sp. 

11.  Ectrychotes  okinawensis  ".  sp. 


搁 要 

本邦 煞帶^ に埯 せる 冲綑諸 の ßiä 羝は^ てァ ドル プ、 ク V  y 
ヅへ 氏に よ りて 多少 研究せられ たれ ども 蝶 類の 外 は 殆んど 暗黑界 
と 云 ふ も 過^に あらず o 本年 余 は 友人 黑岩恆 氏の 採集に 係る 同 島 
多 數の見 Ö を 得 たれば 愛に 記載す る^とせ ん然れ ども 其數の 多き 
到底 一時に 其 完成！： 期し 難し 故に 今回 は M  ^ に產 する 半翅 類の み 
を發 表すべし c  余の 知れる 同 產^ 翅^ の 總 數は 五十六^に 
して Ä 內九^ は 新饨な bo  fill h 下 の 如し 

M 翅亞目 （Homoptera) に 15 する もの 

!.  Platypletira  luiaupfcH  F.        に レ>  【 こ いぜみ 

2.  Graptopsaltria  colorata  S l'AL.  あぶらぜみ 

3-  Cryptotympana  pustulata  F.        く まぜみ 

4-  C.  facia/is  WK. むきな はく まぜみ 

5.  Cosviopsnltria  Oshinunsis  n.  sp. も ほ し^ぜみ 

6.  Liptopsaltria  tnbcrosa  SIGN. ひめ は るぜみ 

7.  Cosmoscarta  Uchidte  n.  sp. ベ に— ふ z が し ら あ わ メ、 き (第 四 鬮) 

8.  Ricania  hinotata  WK. ふた ほ し は ご 7、  % 
リ. ！ :.ufka，tia  ocellus  WK. ひとつめ は ご 7、 も 

10.  .Vymi"m  fi"c"t"  V.       ^ もな 力； は ごる も 

11.  Dictyoplwra  Okinawensis  n.  sp. おさな はてん ぐす けば （第 七 脚） 

12.  A  nn^nia  splaidt  ns  (  iKRM. つ ま く"  7、 す け ば 
I ネ. iit'"/ta  dislittaissiwa  \\  K.        ^  Y  M' Ii こ" /) も 

14-  Buiis  vittata  n.  s い. し だ す け ば も どき いお 五 föi) 

IS. 1 {finis t>nacr ms  ßavoiiiacuux  \\  K.        "3" るラん 3、 

l6.  Tartcssns  vialayus  ST 入し        はち じょう よ 乙 ばい 第二 1SD 
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17-  Nethotettix  apicalis  MÖTSCH. つまぐ ス よ/ばい 

do.        Var.     einet iceps  UP  IL. 錢蹄 

1 8.  Eutcttix  discigntta  W'K. ひし もんよ こ 【dT い 

19-  ^ conura  producta  MATS.       つるぎよ こ (if  V» 

20.  Tellig  ot it  a  tiibtt  WK.        しろ； ほ よ 乙ば い 

21.  Parabolocratus  okitunvaisis  n.  sp.      きな はさ じょ 乙ば い (第一 國版 第三 

22.  Nirvana  pallida  MKLICH.       [f  f さじ よ でげ い 

半翅亜 目 （Heleroptera) に屬 する もの 

2  3-  CantiW  ocellatus  TIIUxNH. あ 力、 ざ 力、 めむ し 

24.  CaUiph 鎖 txcdlens  B じ RM. な ゝほ しきん 力、 めむ し 

25.  Brachyaulax  viiyakonus  n.  sp. みや 乙-き んカ、 め \； し (第 九 JJ^j 
26  Acnaria  Lticisi  SCOTT.       いね 力、 め ひ し 

27.  .Uassoaphalus  maculntus い ALL? ほ しあ 5： 力 ， めむ し 

28.  Eysarcoris  ventralis  WllST. し ら ほ し かめ ひし 

29.  Carbula  obtusangula  RKUT. 力、 たびろ 力、 Ä ひし 

30.  Eurydema  ornatum  L.       ：&• きな はな 力 5 め 
31-  Nczara  viridula  L. あ- 1： 力 1 めむ-し 

32.  Plautia  Stall  SCOTT. はね あか あ をが め 

33.  microtia  coertilea  L. るり 力、 めむ し 

34.  Gonopsis  affinis  UHL. ゑび い 7> かめむ し 

35-  Homoeocerus  uni puncto tus  THUXH. ほしへ り か め \S し 

3<3.  Lcpto^hssus  mcmbranacais  F. ひろ あしへ &カ、 め if し 

37-  Acanthocoris  sordidus  TU  UNI  J. ほ 、づら 力、 めむ し 

38.  CUtus  trigonus  TU  UN  Ii. はり 力 》 めむ し  . 

39- に infuscatus  n.  sp.  は り ばり かめむ し (第 八 H) 

40.  Lcptocorisa  vari conns  V.        く も： A 、め ひし 

4L  Riptortus  davatus  TIIUNIt. ほ をへ 6 力、 め ひ し' ひ 9 ふ ß  , 

42.  Oncopeltus  nigrieeps  ÜALL.        くろ づ^ だら 力 》 めむ し 
お. T.ygaeus  hos  pes  V.       ：&« さな はまだらかめ むし 

44-  Aphauus  falhxciosus  n.  sp.  きな は 力； いた （第 十 B) 

45-  Physopclta  albofasciata  DKG. しろじ ゆ じかめ むし 

46.  P.  Schlanbuschi 1'. はら あか ほし かめむ し 

47.  Dysdercus  cingulatus  V. あかぎ ほ しかめむ し 

48.  Gems  {Hydromclra)  palluJum  Y. ひ め 力 、はぐ も 
49-  IMobates  Seriems  KSCK. うみく' も 
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50.  Ectrychotes  Andrew  THUNP. あ 力 、へり るり さし zp め 

51.  /:.  okinawensis  t、.  sp.       ：£? きな はる （>  さしが め (第 十— 國) 

52.  Endochus  marginalis  n.  sp.        く  ； S —ひげな 力、 みし o 、め 、《5  /ヽ 19) 
ei.  Citnex  Iccturalius  L.        とこし -り— み 

5  a.  Notonecta  bivittata  MATS. お きな は^ ク もむ し 

55.  Anisops  niveus  F.       ^ き な はこ まつ もむ し 

56.  Nepa  braehyura  IIORV. ひめみ づ かまき り 


Digitized  by  Google 


Matsumura  ： 一 I  Icmi|)U  rcn  (^kinawas. 


Tram.  Sapporo  N.  H,  S»  Vol,  J.  PI.  I. 


Digitized  by  Google 


本' 邦に 於け る 麥類銹 病の 種類に 就て 

向榷良 直 


NOTES  ON  CEREAL  RUSTS  IN  JAPAN. 

(With  an  English  rfeumtf). 

Y.  Takahasiu. 

ItoUuiist  to  the  Hokkaido  Agricultural  Experiment  Station,  Sap[  oro. 


余 は 植物 學雜誌 第二  6— 十三 猇 （ゆ】 治 三十 七 年 十月 發行） に 於て、 ， 
歟洲に 存在す る 六 種の 麥類 銹菌が 悉く 本邦に 產 する こと を 述べし 
力5. 今 又 此小锒 を 公に し 聊か 作物 病害の 硏 究に從 事す る 人 * の參考 
に 供 せんとす o 

本邦 は 於て 見出さる、 麥類 銹痫の 揷 類 5： 承げ 其 特微を IE すれ 
ば 次ぎの 如し。 但し 各種 锈 谌の條 下に 舉 ぐる 標品 は、 怫 十の 手 
元に 集钕 せる ものと 、余の^ する ものと 5：^ したる ものな bo 

(1) 黄弒。 これ 白 井 氏の き はしぶ と稱 する ものにして. 小麥、 
大麥、 裸麥、 らいむ ぎ 及び 數 棟の 禾本 植物 を 害す o 

病原菌 は Pitccinin  glumarum  (Schm.)  Eriks,  et  Henn. と稱 し、 ERIKSSON 

氏 は 之れ を 若干の 變 種に 分つ c 即ち （ィ） 小麥を 侵す もの、 （"） 大麥及 

び 裸麥を 侵す も の， レ、） _ら_1 ぎ を 侵す もの. 及び 他の 禾本科 植物に 
寄生す る一 二の 變秭 是れな h> 但し 此 等の 變 fifi は 其 外形に 於て は 
全然 同一なる も 生態 的に 界 なれに UU  Vr は 小麥に 寄生す るの み 
に して 大麥、 らいむ ざ 等に 寄生す る ことなく、 （口） は大麥 及び 裸麥に 
寄生す る も 其 他の 麥頻 に^ 生せ ざるが 如き 之れ な に 

黄锈 菌の锈 胞子 （じ r"^l>or は） は 多く は桥 Bü 形の^ 圈 (Sori)   Y 爲 

(Traw.  Sa| や un,  Nat.  I  list.  Soc.,  Vol.  I.  i<jo5.] 
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な m -本 邦に 於け る麥 n m  m の h<  m に st 


して 葉の 兩 面に 生じ、 此^の 集 图は其 色 黄に して 规刖 正しく 線狀に 
縱列 すつ 之れ 黄锊の 一大 特 欲な ら (锈 胞子 好 生の 初めに 於て は 其 集 
團顯 著なら ざる を 以て、 細 親せ ざれば 恰も 黄色の 條班を 生ぜる が 如 

き觀 あら o  m 胞 子 は 又-了 • ir の 穎 片 （Ghmu^x 杧等 にも 生ずれ ども， 此 
ゆの 場仓 (こ 於て は 唯 不規則なる 然 面を爲 すの みな い」 

锊 胞子 は 球形 苦しく は 少しく 枒 面 に 傾き 其 長さ 十八 「ミュ- j 位 
よ り 二十 八 「ミュ- 」 位に 迮し、 其 內容は « 色 i: 帶 ぶる も胶は 透明に し 

て 表面に 刺 あ h 好 芽 孔は數 個 あれ ど も兒 易から ず （Klebahn 氏 
の說 によれば 發芽孔 は 八 個 乃至 十 個、 若しくは 十二 個に 迮 する こと 
あ 6  h 刺の 離 は 一. 五 : ミ ュ [の^さ も 同じく 一. 五'' ミ ュ -」 あ h 
次に 終 AO 胞子 （Tdcutosporc-s) の 免 圃 は黑 色の 小點 とな {> て 現 は 

れ、 葉 鞘 上に 縱 になら び 規則正しく 線狀 irS す o  Ä れ 此锈菌 の特微 
の 一な に 但し 右^  M は 葉 面に も 生ずる こと あれ ど、 此場仓 に不说 
則に 散在す c 此^の 集 ffl は 表皮の 下に 生じ、^ 曲せ る 棍棒 狀の 絲狀 

體 (Paraphyscs) によ りて 二三の 小 ほに K 割 せら れ、 ：几 坷 隅に も 同樣の 
絲狀體 あに 而 して 永く お 皮に 蔽はれ 外部に お出す る 乙と なし:」 終 
局 胞子 は 荧揭色 を^び、 共 形 左右 齊 整なら ずして、 多く は一 方に 曲 
に 共 上端 或は W 平なる あ に 細長く 延 ß せる あ に一 二の 短小なる 
突起 を ひする あに 或は 又 不規則に^ 張れる あ <» て 如る 多樣な れ ど 
も、 槪 して 上位の 細胞と 下位の 細胞との 間に 多少の 《れ を 有し 且つ 
胞子 上 JS の はおし く^き を^と す。 終局 胞子 は 其 ß さ W 十 乃至 
七十 「ミ ュ -」 以上、 幅 は 十五 六 「 ミ ュ つ 乃至 二十 五六 门 ュ つに 迚 し、 柄 

は 甚 n 短 小 な b  a 

n 锈 は 本 邦 各 地 に ゆ 通に 發 生し、 小麥、 大麥、 裸麥を * する を 見 

る 0 就' I， 小麥 は^も 多く 之れ に 侵され 、大^ は 之に佼 さるる 乙と 一 

55 に 少し； 裸麥の 被' おも 亦 頗る^ 通な b 

^ ォ の P えに ある^ 本の 出 ルぉ を 示 せ ば 下 の 如しつ 但し II は銹 
胞 子 時 代. ni は 終 ん) 胞 子 時 代 k 小 す。 以 下 皆 同 じ。 
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小 麥 —— M 本 «  «  iJ£  Ä 出水 ff  明 ^ミト 七 年 R 月ト H ,  &  *f  ß  - 
氏〕、 松 山 （H. 明 fö  =  t 六 年 H 月、 千 石 « 太 KI  Ä) 、島 Ä  ÄS  ("T.  W  ?Ö 三十 
六 年、 S 崎 常 氏）、 兵 Mfföl^lUffiB« 寺 村 (Ii.  in.  iflfö 三十 W 年 六月 十 B、ffi 
m  K 直:)、 大 fi  (n.  W  » 三十 A 年 六月 十二 日、 出 田 新 氏 ）、 « 京 小石 川 植物 ffl 
(明 三 ナニ年 六； 1 ra  n パ; £  K  ft 助 氏）、 新 Ä  K 三 ß  CT 寺 W  (に 明 s 十 
六 年 ra 月 十三 日、 吉 we  —  ä)、 仝 古志 es  «$ 戸 fr  〔11. "w 叫 三十 六 年 六 a  、お 
w  ö  — 氏） 、岩 手 m  üs  wi en- 1«    三十 七 年、 « 待 初 邸 氏）、 抉 田 縣 （H. 川. m  ?ö 

三 t 七 年、 «  ffl  A 次 邸 氏 ）、 ，#  « 縣 （UI. 叫抬三 -I- 六 年、 中： ff  »  A:  hk  Ä) 、石 狩 
國礼 (II.  III.  «« 治 三十 六 年 七月 以 《、  ffi  «  K  iff) 、天 Ä  B 初 山 M  T1 ？ 6 
S 十六 年 七月 二十 一 曰 、お 《  K  &)o 

裸 麥 一 e  iK!  m       11 明拍 三十 a 年 六月、 si  m  r< 平 戊)、 *  is 縣 松 山 

(II 明 fö 三十 六 年 M 月、 千 石 Ä) 、束 京 (II.  治 三十 二 年 六； 1 四 日、 草 野 
« 助 ft)、SW« 下 K 井 《5  (II-  M  ffi 三十 六 年 六 山 ；^、 石 》  B 對鳜衬 
(II.  Wfö  ニナ 八 年 七月、 金 苦 Ä) 、石 W 鬮 *LW  (II.  W 治 H  t 三年 七 il 二 

十 にお 《  iE 八 氏)、 仝 上 （iL  in. 叫 抬三 十六 年 七 刀 n  r*、ffi  ffi  K  Ä) 、天 a  a  « 
乇 c".  w  f& 三十 六 年 七 m  二十 b,  ä  «  h 直） 、仝 ゥ *  ， シ ぺ *  n  cm.  m  m 

S 十六 年 七月 二十 二 日、 S は H  Ä)o 

大 麥 一〜 m 本 « (in.  三十 七 ^、吉 w ほ 一 氏)、 <; n  8 钆 w  叫 m 
三 ナ 六 年 七 カ）0 

因に 記す、 此锈菌 の 腔 胞子 時代 （Acxidhmi-sta が） は 末た' 發 見せら 
れ ざるな K 恐く は 全然 之れ を 缺如 する ものな らんつ 

(2) 黑^ c 是れ白 井 氏の く ろ はしぶ と稱 する ものにして， 小 
麥、 裸麥， 大麥、 燕麥 * らいむ ぎ 及び 諸種の 禾本 植物 iT 害す。  ' 

病原 谢は P""i"i"  xraminis  Pers. にして， ERIKSSON 氏 は 之れ を 

若干の 變 種に 分つ。 即ち （ィ） らいむ ざ及ぴ 大麥、 棵麥を はす もの * 
ひ） 主と して 小麥を ほす もの， い、） 燕麥 及び 二三の 禾本科 他物 5： 侵 
す もの、 外に 他の 禾本科 祯 物に 寄^す る 二三の^ 钝 Ü れな り o 

黑銹 脔の锈 胞子 は 細 ß き 赤^色の^  ffl をお して; iT Ifii 葉靳ォ に 

生じ. は 不規則に 散^し 其 ß さ 四:/ U«P: 以上に 迮 する こと あ bo 

锈 胞子 は 榜囬形 を なし， さは 三十 「ミ ュ つ 以外 乃 ボ 五十 『ミ ュ つ 

位、 輻は 十五 六 「ミ ュ -」 73* 三十 リ ュ -」 位な る を 以て， さは 大抵 

幅の 二 は-内外 ある を^と す c 胞子^ は 灰 黄色 t 呈し， 二' ミ ュっ內 
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外の 厚さ を 有し、 表面 は 钿 刺？： 带ぴ、 刺の 距離 は 二 「ミュ-」 內外 あに 
又 發芽孔 は 四 個 あ b て （Klebahn 氏の 說に よ れば 稀れ に 三 又は 五 
個の 2： と あ 6 と) 胞子の 中央部 (赤道) に 互に 同 距離 5: 隔て ゝ扣對 す o 
斯 かる 徘 S は 他の 種類に は 之 れ き し C 

終局 胞子の 羝圈は ^及び 葉 稍に^ じ、 細く 延長し、 Ä 皮に 蔽は 
れ ずして タト 間に^ 出 し、 ^色 す c 各 胞子 は 褐色 5r^f び、 其^ さ 
四十 乃至 七十 「ミュ つ 位、 幅 は 十五 乃至 二十 五 「ミ ュ つに し、 其 柄 は 
透明に して 非 TiV に fi さ を 以て 他の^ 頹ょ り 見 分く る こと 極めて 容 
M な b  0 

黑銹は 本邦に 於て は大寄 あるお 見ず、 盖 し其發 生^だ 遲く し 

て 大抵 寄 主の 成熟に 近つ け る？ I なる を 以てな bo 

余 等の 手元に ある 標本の 出 處を鈀 すれば 下の 如し 二 

小 麥 —— m 本 ö  «  ；ほ w 大 《 村 ひ". uuö 三 t 七 年 六 ガ个九 b  ,ä  ff  ß 
― ä)、  m 地方 ni.  in. 明^ 三十 八 年 六 H.Ü  Jf ほ 一氏)， w  93 IB  §a 两 （Ii.  m  at 

三 t 八 年 六お 十 31  B、JR は れ 平氏)、 * 兒 ß 縣 &事 K 驗 》 鬭 ひに 叫 fft 三十 

六 年 七^  s 日、 田 Ii 次 ä-x 石れ 礼 《 邶 ü  a 衬 （川. w  ^  二十 七 年 八月 二 

十五 B  、平 《 直 次 Ä) 、石 W 礼 W  (II- I«  Wffi 三十 七 年 八月 ャ七 U««,J5« 

此の 如く 余 等の 有する 被^ 標本 はすべ て小麥 に^し、 大麥裸 

麥 等の 被害 概本 は一 も 之れ 5: 冇 せず c 盖し本 邦 に て は 小麥以 外 の 

麥頹が 全く 黑锈に ß されず と は，; ふ 能 はざる も、 其 被害の 少きは 疑 

を 容 れ ず C 

人の 知る 如く、  mi»  M の 腔 胞子 時代 は Berber" 上 に 現 はる ゝ 
ものに して， 余 等の 手元に は 札幌， 函骱、 礎お 後志 及び 樣似 （口 商 
にて 採^せる と   <>  とまらず (Berbens  vulgaris) に 寄生せ る ほ' 時 代 

の ほ 品 あ 

(3) 小 麥の赤 銃つ 一に^ 色锈 （Brow"  rust) 又 あ か は し ぶ と稱す 
る ものにして、 病 K (菌は Puccini ひ triticina  Eriks. と稱し 小 麥に特 ff な 
る ものと す. 
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锈 胞子 集 m は赤掲 色^しく は 黄 » 色 を呈し 不規則に 葉而 （殊に 
其 上面； に 生じ 、不規則に 散在し、 三 四 m の ß さ に 達す。 胞子 は槪し 

て 01  く、 其 表面に 細微なる 刺 を 有し， 數 個の 發芽孔 を 具 ふ C 胞子 校 

は 始め？ Ä 色 透明なる も 老成 すれば 稱色 を fl? ぶ メかゝ る 胞子 を 麼し浪 

して 空虚に すれば， 容易く 發芽孔 の 存在 及び 歧の揭 色 5: 呈 する こと 
を界 取す る S: 得べ し、 锈 胞子 は 其 i£ 筏 二十 四 五 「ミ ュ -』 乃至 二十 八 

r ミ ュ  - M な り。 

終ん) 胞 f 'の 集 簡 は，: 色の 小點状 5:  Ä し、 主と して 萊面又 多少 
葉 箱に も 生じ， 不说 則に 散在し、 表皮に 蔽 はれ ある は Ä 锈に W じ、 胞 
子 は 淡褐色 I： 得び、 黄銹に 於け るが 如く 脊曲 せる もの 少く、 又 其: 上 
端は漠 » 色に して 槪 して 舄 なる もの 多く、； II： 下 « 即ち 柄に 接する 
所 も亦浪 褐色 を冇す c 胞子の ^ さは 三十 「ミュ -」 乃至？ LI- 「ミュ-」 位、 
M は 十五 乃至 二十 f ミュ-」 あ h 柄 は 至って 短し。 

此 毪 類 は 礼榥 地方に て は 最も 普通に 發 生し 大害 をな す o 

棟 品の 出處 下の 如 し c 

顧 Hl H  Ü  H  ("I.  »W  W  二 十 八 <r- 六月 十五 H、2S  ;S  J4 平氏）、 ÄS 本 縣嶒； it  W 
ffl  *  «  (Hi.  W  ift 三十 七 年れ W 八 B 、其 W  ß  —  Ä) 、兵 W お^  KS  «15  H  W 

.t  ft  (IL  W  tft 三十 Ö 印- 六 十一 H.ifS  m  JS.  Ä) 、大 PS  (».  W 泊 z£ 个 八 午. 六；！ 
十二  B, 出 IU 新 ß 入 牡せ •  Ä 大 W  ft 上祛 W、"W 方 衬 ("- W     三ナ --. 年 万. 刀、 山 
tl X:\ 束 京 小 〗il  ("-  I".  M 泊 三 t      ¥ 六 刀 W  B 、な 野 W  Ä) 、束 Ä  W ケ 
(Ii  »I.  wj  fö  H 十 K  tv- 六 n 七 ti.ti  S»f  ß  —  ft) 、束 m  A 王子 附近 (IN.  m  rix 

■：  f 六 年 六月 f  —  n  、や w  » 助 氏)、 新 iu  « 古^  w  ä  w  (ii.  w  ?6 三 + 六 年 

K 月 八！]、 吉 W お一 #:im»^fflA««-  (II.  IP! 拍三ナ H 年 六；！ 五 B  、德 
«I 永 次 BP 氏)、 HÄWtff*Wfii*W  Ol  hi. 明拍 H1- 二 年 七月 二  t 三 日、 山 
田 ク. 太 恥 氏)、 》 志 H  ^  ft  er.  «  ffi  «  (川. 明 二十 K 年 a 月、 a  * 某)、 石 狩 

H     W  ("•  "I-  m  rit  二 十 K  <!'- 以後、 中 W  «  —  Ä 、德 id  >k 拍 氏、 Ä  sr. 金 7f 氏、 

山田玄 *  a;  n、tt  «  re 八 ira  «  h  at、） 石 w  w 花 川 n  w 治ョ 十八^ 七 
； J  、鶴 it 安 tö  ä  、、石 n 上 川 re せ 川 (" 明^ 三十 二 年 十月一 h  、川 I.  ^  m 氏)、 
仝 上 川 都 永 m  n     m  m ー丄 十 七 年 七月 二十 e 日、 ä  m  u 茈）、 

此锈菌 も 腔 胞子 は 末お 好 見せられざる ものな 6o 

ゆ 大麥^ 麥の赤 鈕. 大麥 及び 裸麥の 赤锈は f 矮形锊 お/小 锈」 ， 
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お W —本 邛に 於け る麥 額釾 病の H 類に Ä 


等の 異名 を 有する ものにして、 病原菌 は Pucdnia  simplex  (Körn.)  Eriks, 
et  Henn. と 稱し大 麥裸麥 に 特有 なる ものな り。 

此 歯の 锈 胞子 集 W は 黄褐色 を呈 し， 不規則に 葉 面に 散在 し、 其 
形 Ö た' 少さ く 僅々一 二 厘の^ さある に 過 ざず o 胞子 は囬 形お し く 
は楕圓 形に して、 囬 きもの は直徑 二十 「ミ ュつ內 外， 楕 回の もの は 其 
長さ 二十 乃至 ミ十ゴ ミュつ 位に して、 祺 色を帶 び、 お 面に 剌 を 有し、 
數 個の 發芽孔 を 具 ふ 3 刺と 刺との 距離 は一 半 乃至 二 「ミュ -」. 胞子 
の 股の はさ は 一半 r ミュ ，內外 あり c  ' 

終 お 胞子 は^ 粕 若しく は萊 面に 生じ、 Ä 皮に 蔽 はれ 微小な る黑 
點狀の ißffl を なし 、共 排列に 一定の 规則 なし o 胞 了-は 稱色を 瑭ぴ他 
の 何れの 稗 類と も界 にして、 多く は單一 の 細胞よ 6 成に 其 形一 定 

せず c      K 長さ は 二十 八 乃至 四十 「ミュ-」 位， 幅 は 十六 乃至 二十 五 「ミュ 

- j 位 h  bo 

要するに 此 《I 菌 は其锈 胞子 柒 IS の 小なる こと 、、終 《 胞子の 
槪 して 一室より 成る こと、 を 以て 特徴と す。 腔 胞子 時代の 聆兑せ 

ら れ さ' る は黄銹 及び 小 麥 赤 m に 同 じ。 
標 品 の出處 を すれば 下の 如し。 

一大 麥——怖 本縣 《  ;:C  n  j* 取 Br      «w 拍 三十し- ¥  ft  n 廿 六 ü 、吉 ä,f  t& 
― ä) 、仝 m 本 en. 叫^ ョ 十八 年 五 月 二十 艽 h  、仝 Ä)、 次 «  *R  ft  w  ?v  SR  w 

つ l. 明； 台 三 f  —  ip 十二月 二 ト K  fl 、も' 引 X  )、*L  «  dl-  HI. 明 iö  -  f 七 か 八 Jl 

一 n  、其 他、 K  m  k  ifOo 

裸 麥 —— n 本 （II.  »I.  W      «t  L-  ¥  ?i  fl 十一 H, 其 他 、吉！ Pf  «  —  Ä) 、兵 * 

«  »s 路 en- 明^ 三十 w 年 六月 ャ 一 b  、な m  u 直 V 人 k  en.  m  ut 三 -I- 七 年、 m 
田 新 ä〕 、相 州， k ル «  en.  rö  w  ra  ¥  a  n 四 瓿金晋 ik\m 路 a  *  » ラ 
y  en-  w  fs  ニナ 七 年 七；] ニ个九 n、^    企？？ 氏)、 札 m  fö  - 十八^ 八 

ガ、' Ä  8H  &  Ä  &〕、 仝 （比 I". 明 fö i.f- 六 年 t 刀 f  ？:  11,31： 他, Ü5  HS バ ffi)、 石 狩 編 
上 川 W 永 山 W  (I'-  W1 だ： S 十七 * 七；！  二  t  H 日、 な た 上 川 W 比ォ i  W 
•«J      三 ナ七年 七 力 ニナ 七 U  、な HS), 大 • 18  W 初 山 别 (iL  m  rit  -. 1- 六 ^ 七 月 

二十一 n, な 仝^で' ^ 刀 廿 h  、は 坫）、 奥 k  en.  «jj  m  二十 三^ 七；！ 廿 

七 H  、：' %  ^      戊- )o 

(5) らいむ ぎの 赤^         ^ れ 亦 ^色^と も 呼ぶ も のにして、^ 

Digitized  by  Google 


TAKAIIASHI  ：  NOTES  OS  CK  REAL  UUSTS  IN  JM'.W. 


45 


%  m は P""i"üt  dispersa  Eriks,  et  Henn. と 秫 しらい むぎに 特^なる も 

の と す 0 

锊 胞子 は赤祸 色の 集 mi: 爲し 主として 葉の 兩 面に 生じ *  %  m 

及び 胞子の 外 觀形狀 等 は 小麥赤 ff 菌 の^れに 類せ り C 

終局 胞子 は 微小なる 黑點狀 の 笫！！ I を 爲 して 31 箱に 生じ （余 は 未 
た' 其 葉に 生ぜる を 見し 乙と なし)、 表皮に 藪 はる。 胞子 は 短 柄 を 有 
し 赤 W 色 5： 布び、 其 長さ 四十 f ミュ つよ 六十 fi ユ-」 ^ てのもの 最 
も 多く、 幅 は 二十 「ミュ-」 内外 あに 

此銹菌 は歐洲 にて は 紫 草 科 植物 A  nc/iusa  arvensis 及び 爿. oßici- 
"a!" に 其 腔 胞子 を 生ずる ものにして、 ^胞子の 後生す る は 八 九月 
頃なる に 拘らず 秋蒔^ irß す 乙と 極めて 少く、 翌年 六月に 至り 
« に 之れ 5： 俊す と 云 ふ ü 去れば 本 銹谘が 如 W な る 狀悠に て 越^す 
る や は一 の 疑問な bo 而 して 北海道に 於て は礼榥 鹿^ 校 及び 北海 
道 農事 試 翁 場に て 試作す る らいむ ざ は ず- 々之に 侵され、 铋 に锈胞 

子 ir 生ずる も 終局 胞子 を 生ずる こと 極めて 稀れ な" 若し 失れ 此 
菌の腔 胞子 時代に 至りて は、 余 等 は 未た' 之れ を 北海道に 於て 發見 
せず。 思 ふに 本锈菌 は札幌 地方に ては锈 胞子の 狀 態に て 越年す る 
ものに あ ら ざる 力、 c 余 は^た • Iff 地 轼驗 によ りて 此 事！： 確かめず と 

雖 も、 Kronaus 額に 寄生す る 赤锈 菡の锈 胞子が 冬 を 凌く' の 力 ある は 

Marshall  Ward 氏の 觀 察せる 所、 又 想锈繭 尸'" ァ, の^ 胞 
子が 礼 W 地方の 冬 t  ^く' の 力 ある は 余の W 見せる 所な be 

らいむ？ は 本邦に 於て は 特殊の 堪 所に 試作せ らる ゝに 通ざる 

を 以て、 此锈菌 は 現 時 m 要なる 病害に あらざる は 勿^なり 而し 
て 余 等の 檁 品 は 凡て 北海 逬 に 於て 採^せる に 係に 府縣ょ り來れ 
る もの は 一 も 之れ 無し じ 今； u; 採 m 地 七*  く れ丄 下の 如 しし 

石 は W 上 川 W 永 山 W  (H-        三十 ヒ年 七；] 二 ャ H  n  、な はバ ifiü、 仝 «. 
1%  (II.  W  ifl  二  "I 八 年 六 ； i  i iL  II、  ß  iPJI 水拍 BP  Ä 、其 他 PMlfl  * 次 Ä、Ui  m  iL 

太 《5  ä、k  «i  jf  ä) 、钆 w  (出 m  ui ョ 十七 年 a  )i 二 十 七 u、3B  «  a  a)o 
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(6) 燕麥の 冠狀銪 、つ 燕 麥其他 禾本科 植物に 寄生す る 冠狀锈 

(Crown  rust) は 以前 はすべ て一 沌 {Puccbiia  coronata  Corda) と 見做され 
しが、 KLEBAHN 氏 之れ を (T)  P-  coronifera  Kleb. と （乙） 尺 coronata 
(Corda)  Kleb. との 二種に 分ち たる は 人の 知る 所な " (甲） は 其腔胞 
子 を Rhavinus  cathartica 上に 生じ、 （乙' は 之れ を Frangula  Alnus 上に 生 

ずる ものにして、 锈 胞子 及び 終局 胞+ 時代に 於ても 其 外形 上兩搔 

の 間に 多少の 相逮 あり 0 而 して Eriksson 及 ぴ Klebahn 氏の 硏究 

に よ れば P.  coronifera の 中に も 若干の 變種ぁ り て、 燕麥に 寄生す る 
もの は P'  coronifera  A  vatac  Eriks. 是れ なり。 要するに KLEBAHN 氏 
の硏 究に從 へば、 燕 麥の冠 狀锈菌 は P'  coronifera に^する ものな bo 
外、 に 一の r ゲァ ライ テ 一」 あ 6  0 尸. Corona"  var.  himahnsis  Barclay 是ォ I 
It  bo 而 して 本邦の くろうめ も U   {Rhavinus  japonied) に 寄生す る 
Accidium は從來 尸. coronifera の 腔 胞子 時代 即ち 版 Rhamni  Gmel. に 
^常す る ものと 思惟せ ら れ し が、 近^  P   DIETE し 氏 は 〈スラ め も 
どきに 生ぜる "Watlium を 日本よ 6 得 之れ を 八 hitnalcnsis  (Crda.)  Die. 
tel {  =  P.  coronata  var.  himalensis  Barel.) に甩す る ものと 査定し、 Ä 後 MC 
に 又 我 邦よ り 同 寄 主に 生ぜる Accidium を 得 之れ を 新沌と Ä し バ ば' 
Rhamni  japonici と 命名せ り c 果して 然 らば くろうめ もどき の 八 し' d_ 
dium は 燕麥の 锈菌と 全く 無關 係なる や、 將又 以上 二種の き"""" 
の 外 J" .  Rhamni  Gmel. も 亦く ろ 5 め も ど j に 寄生す る や。 此 等の 
疑問 は 今 之れ I： 解决 する 能 はざる も、 兎に角 汆 等が 礼 幌 にて 見る 
所の 燕 麥冠狀 诱は少 く と も Ä 锈胞 子 時代に 於て 八 coroniferex に 吻 
合する を 見るな に 但し P.  MAGNUS 氏 は 此^の 本名と して 尸- Lolii 
Niels. を 用ゐハ coronifera を 以て 其) 川 名と 爲 すべき を 指摘し、 SYDOW 
氏の 銹菌譜 にも 尸. Lolii を 本名と 爲 しあれ ども、 余^ は 姑 ら く 尺 
coronifera を 用 ゆる 事と し， 其性狀 を Oß すれば 下の 如しつ 

锈 胞子 its 圃 は 萊の兩 面に 不规刖 に 愀1 在 して 生じ、 Ä 揭 色お 箝 
び， 胞子 は PÜ 形 又は 短^  1111 形 t  U し [Hl 形の もの は^ öt 徑 二十 乃至 
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三十 飞 ュ -」 に 達し， 炎色に して 表面に 微小な る 刺 あ りつ 扱は迻 
にして 約 ニ飞ュ つの 厚さ！： 有し、 發芽孔 は 三 四 個 あ 》0 次に 終 W 
胞子 は黑 色の 小點 を なして 31 に 生じ、 一種 特別の 形狀を 有する を 
以て 容易く 之れ！: 識別す る を 得。 特別の 形狀 とほ 胞子の 上端に 數 

個の Ä 狀 突起 5： 有する こと 足れな I 伹 し此特 欲が P.  co,<mife,a に 
も 八 coronata にも 共通なる は^ を 俟 たず 0 

Klebahn 氏の 說に よれば 尸. coronata  (Corda)  Kleb. の绣 胞ィは 

葉の 下 面に 生じ、 之れ に反して 八 coronifaa の銹 胞子 はまの 兩 面に 
現 はれ、 加 之 八 coronata  (Corda) のよ ら 少しく 大に して 且ゥ顯 著な 
る 集 I« をお す c 次に 終局 胞子 時代に 於け る兩 種の 相 逮を见 るに 八 
coronata  (Corda) の 終 W 胞 了-集 團は 點狀 おしく は 短線狀 I： 呈し， 八 ^roni- 
Ära の 其れ は 锈胞干 狻圈の 坷圃に 不規則な る輪狀 5TÄ すの 差 あ 、o 
若し 夫れ ク. himalmsis に 至りて は 其 腔 胞子 小形なる のみならず、 終 
^胞子 集 ü は 表皮に 蔽 はれず して 裸出す る 特徴 あ " 
標 品の 出 處を舉 くれば 下の 如しつ 

^本 《  W  W  fä 三 1- 四 年 八月、 川上 滟钃 Ä), 仝 «  3t  W  ßl ホ 村: Hi. m 

拍三 十七 年 七； J  +  H  B、 吉 ！W  —  Ä) 、石 狩 B 札 «  (iL  W 抢 二十 五 年 十；!、 
'Ä  SK  &  ^ 氏)、 仝 （II.  W 抬三 十七 年 八 刀 廿四 B  、其 A  、お Hl  iL  Ä)0 

上 iKl 標本 中 札榥 にて 採笫 せる 銹 胞子 時代の もの を 見る に 前述 
の 如く 其形狀 A  coronifcra に 吻合す る を兑る も、 末お 終ん) 胞子 時代 
の もの を 手に入れざる を« みとす コ 然るに 熊 本 地方よ 6 来れる 檁 
品 を 见 る は， 其 外觀は 却って 八 coronata  (Corda) に 類す るが 如しつ 此 
等の 事に 就て は 今後 硏究の 上 更に 報 すべし： 猜 又札榥 港に て は 

上 SE 锈菌の 發生期 だ 遜き 5： 以て 燕麥 耕に 對 して は W     上 無 'おな 

b  c 


今麥 «i  —  H ゥ 、に對 し 之れ を^お する^ 病の 種 «fit  示 すれ 
ば 下の 如 し。 
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iß  W —本 邦に 於け *麥《»病の《8!'-欲 


小 


麥 


Puccinia  gravtinis    (^( 诱） 


大 
裸 


麥 
麥 


らい む ぎ 


P.  ^himarum  (-ぉ 统 •） 
P.  triiu  inn    \  tf\\ 统） 
尸. graminis   (黑銹 ） 
■  P.  glumarum  (-お 
1\  simplex    (赤 綉、 小 锈、 矮形锈 
P.  gra  minis    (黑銹 ） 
P.  glumarum  (： お 诱） 
P.  dispersa    (赤 锈） 
gravunis    (a^  %if, 
ノ\  coronifera    (冠 狀銹） 
上に^ したる 如く 各 穂の 麥 を 害する 锈病は 三種 若しくは ニ毺 
ありて、 札 桃 地方に て は 小麥， 大麥^ は 同一^ 葉に 赤锈 と^ 锈を浞 
生す る こと 珍ら しからず 0 今 便せ-の ため 以上 六 楝の锈 菌の檢 索 表 
を揭 く' れば 下の 如 し 3 


燕 


麥 


甲、 銹睢子 （üredospores) はよ る^ 索 表 ü 
一、 饬 胞子 集 1«! は Ä 色 を S し 规則正 しく 併 列して 萊而に 線狀を 


■fr す  -  J\  glumarum. 

二、 锈 胞子 集 W は不规 IUI に妝 在し、 黄色 を呈 せず 

A  、锈 胞子 は^ 精 卯 形 を呈 し、 ß 徑は 大抵 短徑の ニ侪內 外め 

^  P.  gravunis. 

B, 锈胞 —JP は Uli 形れ : し く はお;: 格 四 形 を 打す 

(ィ） 小麥を 侵す もの ノ''  triticina. 

(t») -人麥 、裸麥 V 铰す もの  P-  simplex. 

し、） らいむ ぎ を ß す もの P'  ^sfcrsa. 
(―' 燕麥を 浸す もの 尺 ^ronifcra. 
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乙、 終局 脍 子 （Teleutospores) による 核 索 表つ 

— * 終局 胸 子 集 園 は 寄 主の 表皮の 外に^ 出し、 其 表面 黑粉 狀を呈 

す  P.  graminis. 

二、 終局 胞子の 集團は 表皮 （こ S はれ、 從ゥて 其 表面 は 粉 狀を呈 せ 
ず 

に 終局 胞子の 集 顧 は 葉 稍に 生じ 線 狀は併 列す/ V ぶ/"" 

B、 終局 胞子の^ W1 は 葉 面 若しくは 葉 鞘に 生じ 線 狀に併 列 
せず 

(ィ） 終局 胞子 は 多く は 一室よ！ • 成る P-  ^plex. 
*  (") 終局 胞子 は 二 室よ i» 成る 

〇 胞子 は 其 上 « に角狀 突起 お 有す ••••  P-  coronifera. 
〇〇 胞子 は 突起 を 有せず 

ム 小麥 お 侵す もの P.  triticina. 
么ム らいむ ぎ を 侵す もの  P.  dispersa. 


終らに 臨み、 余 は 本稿 を 草す るに あた 鄯 博士よ り 有益な 
る 助言 を 得た る ことと、 博士の 手元に 集れる 檁品 を貸與 せられた 
る I とに 就て 謝意 を^し、 且つ 本文に 記した る 胞子の 形狀、 大さ等 
は 北海 逬 《I 事轼驗 場に 於て 余の W 査 せる 所に 從 へる ことと、 大方 
の 鈕贤 に 街し 標 品の 寄與を 希望す るの 極めて 切なる 乙と お 玆に附 
記す o 

主 もなる 參考赉 

t.  P.  Dietel,  Urcdincre  japonicsc.  V.  (Engk'r ゝ Itotan.  Jahrb.  B<J.  XXXIV.  1005.) 

2.  J.  Eriksson  und  B.  Henning,  Die  Getreiderr»te.  1896. 

3.  H.  Klebaho,  Ein  Beitrag  zur  Gctrvidcfragc.   《Zcitschr.  t  Pflanzcnkr.  Bd.  VIII.  1898.) 

4.   ,  Die  wirt wechselnde  Kostpil«c.  1904. 

5-  Em.  Manhall,  Researches  »ur  la  rouillc  des  C^rfales.  1903. 

6.  P.  et  H.  8ydow,  Monoßraphta  Uredincarum.    V.J.  1.  1904. 
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RESUME. 

Puccinia  graminis  Pers.,  /).  gluviarum  (Schm.)  Eriks.  t:t  Henn.,  P.  triticina 
Eriks.,  P.  dispersa  Eriks.,  P.  simplex  (Körn.)  Eriks,  et  Heun.  and  P.  coroni- 
fera  Kleb,  are  all  found  in  Japan.  In  other  words,  all  the  species  of  the 
ccrca]  rusts  reported  from  Kuropc  occur  on  our  grain  crops. 

(Generally  speaking,  of  these  six  species,,  P.  glumaruvt  is  the  most  common 
in  Japan,  attacking  wlicut  and  barley  to  a  I  urge  extent.  P.  trittcina  and  P. 
simplex  are  of  common  occurrence  in  Hokkaido,  seriously  attacking  their 
respective  host.    These  two  sjKcics  arc  found  also  in  Honshu  (the  Main  Island). 

P.  graminis  appears  on  wheat  much  later  than  cither  P.  gluuiarum  or  P. 
triticina  both  in  Honshu  and  Hokkaido,  and  causes  a  very  little  or  almost  no 
d .image  to  the  crop.  P.  coronifera  is  also  practically  of  no  economic  impor- 
tance in  Japan.  So  far  P.  dispersa  is  known  only  from  Mokkaidö,  where  rye- 
is  cultivated  at  sonic  places  for  experimental  purposes.  The  at'cidiuni  stage 
of  this  species,  how  ever,  is  not  yet  found  by  us,  and  its  tclcutosix>rcs  arc  very 
rarely  (brmol  in 1 Iokkaidö,  as  far  as  my  observation  is  concerned.  The  fact 
may  be  that  the  fungus  jiasscs  the  winter  in  its  urcdo  stage. 

Finally  it  must  be  added  that  at  present  nothing  is  known  about  the  rela- 
tion of  our  oat  rust  to  Aecidimn  Rhamni  japonici  Diet"  which  occurs  on 
Rhamnus  ja  panic  a  in  Japan.  Acciditun-form  of  Puccinia  hhnalensis  (Barel.) 
Diet,  has  also  been  reported  by  DlETEL  on  the  same  host  from  Japan. 

Sapporo,  Nov.  25, 1905. 
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八 田 三郞 
村 田庄次 郞 


A  PRELIMINARY  LIST  OF  THE  BIRDS  OF 

HOKKAIDO. 

HY 

S.  HATTA, 
Professor  of  Zoology  in  Sapporo  Agricultural  Cotle^c, 

AND 

SHOJIRO  MURATA, 

Assistant  Curator  of  the  Colle^  Museum. 

The  collection  of  the  bird  s  skins  in  our  College  Museum  now  amounts 
tci more  than  2500  in  number.  Among  these  arc  included  the  "  Kaitakushi " 
collection,  and  many  from  that  of  BLAKISTON  in  Hakodate  ；  the  largest  part, 
however,  has  been  collected  iluring  the  last  30  years  by  several  naturalists 
connected  with  the  Museum,  but  chiefly  by  our  enthusiastic  collector,  Mr.  S. 
MURATA.  The  birds,  which  arc  enumerated  in  the  present  list,  arc  confined  to 
those  which  inhabit  and  frequent  the  islands  of  Hokkaido,  the  Kurilc  Chain 
inclusive,  while  those  from  other  localities  will,  it  is  hoped,  be  published  on  a 
future  occasion  in  the  form  of  an  explanatory  catalogue,  in  which  the  birds  in 
the  present  list  will,  of  course,  be  included,  while  their  nests  and  cgg-cl、aracters 
as  well  as  their  food  and  habits  will  be  added. 

The  systematic  arrangement  adapted  in  our  list  is  based  on  the  classifica- 
tion tn  "  The  Birds  of  the  Japanese  Empire "  by  Mr.  II.  Seebohm  (London, 

1890、.  and  also  in  the  "  List  of  the  Birds  of  Japan  "  by  Prof.  I.  Ijima  (Tokyo, 

1891). 

S.  Hatta. 

Nov,  20、  tgo§- 


[Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc„  \'ol.  I.  1905.] 
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八 田、 衬 W — 北海道 Sftfif 目 《* 


我札蜈 Ö 舉校附 W 博物館に 藏 する 所の 烏 類の 標本 は 其數、 今や 

二 千 五 百 以上に 迮 した o 此 中には 開拓 使 芝 博物^の 様 本 も あに プ 
ラ キス トーン 氏の 採集 i こ 係る 揮 本 も 含む、 だか 》 其 大多數 は 我 博物 
館 係せ る 多數學 者が 過る 三十 年間に 蒐集せ る ものである o 就 
中 我 熟 心なる 採集 家、 村 田庄次 が 採^した る もの は實 に其大 
部分 を 占める。 玆は 公に す る 所の 此目錄 に は此多 數の剡 製の 中、 北 
海遨 本島 及び 千島 群島に 住し 若く は 来遊す る 種類の み を 載せる て 
ととした o 本道 以外に 產 地！: 有する 標本 は 他日、 說明附 の 鳥講と し 
て 世に 公に せんこと を 期す るので ある 力 ; 、其 中には 本 表 中の 总類を 
加入す る は 勿 》 、卵、 巢、 及び 常 翌の說 明 を も 加へ たい 賦も である o 
本 表の 配列 は 専ら 飯 島 博士の r 日本の 烏 目 錄及 び シーポ 

の rB 本 帝國の 鳥類 j の 分類法 は據 6 たるの て ある。 

明治 三十 八 年 十— 月  Ä 田 三郞識 す Q 
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2. 


3- 


4- 


6. 


8. 


9' 


io. 


ii. 


12. 


Subclass  PASSEREFORMES. 

Suborder  PASSERES. 
Family  PASSEEIDJE. 

Subfemily  TURDIN/E. 

Geocichla  varia,  {Pall.) 
White's  Ground-Thrush  ぬ ゑ じない， と らっ ぐみ 

 sibirica,  {Pali.) 

Siberian  uround-Thrush  ま み じ ろ. 

Merula  cardis,  (7".) 
Grey  Japanese  Ouzel  く ろつ く-み， 

 fascata,  {Pall.) 

Dusky  Ouzel  つ ぐみ， ちゃう ま. 


Red-tailed  Ouzel  は ちち • や 5 つく' み. 

 pallida,  {Gm.) 

Pale  Ouzel  しろ はら. 

 chrysolaug,  (7；) 

Brown  Japanese  Ouzel  あか は ら, ちゃ にない. 

 obscora,  {um.) 

Dusky  Ouzel  ま みち やじない. 

ErithacuB  akahige,  (T.) 
Japanese  Robin...  乙 まど も. 

 calliope,  {Pall.) 

Siberian  Ruby-tnroated  Robin  の ご ま. 

 cyaneas,  {Pall.) 

Siberian  Blue  Robin  Z る b  • 

Monticola  cyanus  solitaria,  (Müll.) 
Kastc+n  Blue  Rock-Thrush    い も ひよ V  ^  - 
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i3-   Cinclns  pallasi,  T. 

Siberian  Black-bcllicd  Dipper  か はが ら す • 

i4.   Accentor  montanellns,  {Pall) 

？  ？ 

15-   rnbidas,  (T.  &  S.) 

Japanese  Hcdgc-Sparrow...  力、 や く  M り，ぁほざヾぃ. 

1 6.   Fratincola  maura,  {Pall.) 

Siberian  Stoncchat  のびた ぎ， 乙 あが b  - 

i7-   Bnticilla  aurorea,  {Gf/i.) 

Daurian  Redstart  -..  じ ゃラ びた ぎ. 

i8.  Tarsiger  eyanurus,  {Poll.) 

Siberian  Hluc-tail  …る り びた ぎ. 

k>   Niltava  cyanomelseua,  (T.) 

Japanese  Blue  l'lycatchcr  あほる 6. 

20.  Siphia  lnteola,  {Pall.) 

Mugimaki  Flycatcher  乙つ ばめ' む ざま さ. 

21.  Xanthopygia  nardssina,  ( T.) 

Narcissus  Flycatcher  き びた ざ. 

22.  Mnscicapa  sibirica,  Gm. 

Siberian  Flycatcher  さ めび た ぎ. 

23.  latiroBtris  Raffles. 

Brown  l'lycatchcr  こさめび たさ. 

Subfamily  CRATEROPODIH^, 

24.  Hypsipetea  amaurotia,  (T.) 

lkown-cared  Bwlbul  ひ よどい 

25.  Zosterops  japonica,  T.  &  S. 

Japanese  Whitc-cye  め じ ろ. 

Subfamily  SYLVIH/E 


26.   Fhylloscopns  coronatos,  ( T.  &  S.) 

Tcmminck's  Crowned  Willow  -Warbler 


せんた' いひし く い. 
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27.  Phylloscopus  xanthodryas,  Sw. 

Swinhoe's  Willow-Warbler  め ぼ も. 

28.   tenellip^,  Sw. 

Pale-Iggcd  Willow-Warbler  太 どむ し く い. 

29-   Acrocephalos  orientalis,  (7：  &  5.) 

Chinese  Great  Rcod  Warbler.  あほ よしきり， よし はら 

す 《め. 

30.   bistrigiceps,  Su>. 

Shrcnck's  Rccd-Warblcr  て よ し さ り. 

31.  Locustella  fasciolata,  {Gray) 

Liray's  Grasshopper- Warbler  え ど せ ん に 5. 

32.   ochotensis,  {Midd,) 

Middendorfs  Grosshopper-Warblcr  しません に う. 

32.   Cettia  squamiceps,  (Sw.) 

Swinhoe's  Bush-Warbler  …し を さ s: ぃ， やぶさめ. 

33-   cantans,  {T.  &  S.) 

I^arge  Japanese  Ikish-Warblcr  う く' ひす. 

34.   cantillans,  ( T,  &  S.) 

Small  Japanese  Hush-\V;irblcr  Z  5  くひす. 

Subfamily  PARING. 

35.  Regains  cristatos  orientalis,  Seeb. 

Eastern  Goldcrcst  き く いた \： き. 

Japanese  Marsh-Tit  乙 力；^. 

37-   ater  pekinensis,  Seeb. 

Eastern  Cole-Tit  ひ が ら. 

38.   atriceps  minor,  (T.  &  S.) 

Manchurian  Great-Tit  し 、， う 力 i ら. 

39.   varias,  T.  &  S. 

Japanese  Tit  や まがら. 

40.  Acredola  caudate,  {L.) 

Continental  Long-tailed  Tit  しま ゑ なが. 

Digitized  by  Google 


56 


八 田 、村 i«— ft 海遒^  abritt 


41.  Troglodytes  fumigatus,  T. 

Japanese  Wren  み も さ に い. 

42.  Certhia  familiaris,  L.  ： 

Common  Creeper  き ば し ら， 

43-  Sitta  casia  amurensis,  (5? &.)  、•  > 

Daurian  Nuthatch  き ま は り， ごち- ラ か ら. 

44.  araleims,  {Licht.) 

Siberian  Nuthatch....  し ろ はらさ ま はり. 

45-  albifrons,  (Tacz.) 

Kamtschatkan  Nuthatch  しろび たいき "^は 


Subfamily  C0RVIN/E. 


46.  Corvus  corax,  L. 

Raven  わ た& がらす. 

47-   macrorhynchus  japonensis,  {Bp.) 

Japanese  Oriental  Raven  は しぶと か ら す. 

48.   corone,  L. 

Carion-Crow  は しぼ もから す. 

49-    danriciu,  Pall. 

Pallas'  Jackdaw  乙 くまる 力； 欠す. 

5。.  Nudfraga  caryocatactes,  {L.) 

Nutcracker  ほ しがら す， だけ 力； ら す. 

51-  Oarruloa  brandti,  Ewrsm. 

Brandt's  Jay  み やまかけす. 


Subfamily  LANIIN/E. 


52.  Laniiu  major,  Pall. 

Pallas'  Grey  Shrike  も ほ もず 

53.  - —— ― superciliosns,  Lath. 

Japanese  Rcd-tailcd  Shrike  あ 力、 も ず. 

54.   bucephalus,  T.  &  S. 

Bull-headed  Shrike  もず. 
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Subtemily  STURNINJE. 


55-   Sturmis  cineraceus,  T. 

Grey  Starling   む く ど り. 

5 6.   Stornia  pirrhogenys,  (T.  &  S.) 

Rcd-chockod  Starling  Z  if  く， しま ひ く ど ft  . 

57-   Ampelis  gamilns,  L. 

Bohemian  Waxwing  きれん じ や く. 

58.   japonicus,  Sieb. 

Japanese  Waxwmg  ひれん じ や {  • 

Subfamily  MOTACILLINJE. 

59-    Motacilla  lugens,  Kitt!. 

Kamtschatkan  Wagtail  ラ す ST みせき れい， は く 

せきれい- 

60.   japonica,  Sw. 

Japanese  Wagtail  せ く • ろせ きれい. 

61.   boarula  melanope,  {Pall.) 

Eastern  Grey  Waetail  さ せ さ れい. 

Gz.   Anthos  maculatus,  Hodgs. 

Kastern  Trce-Pipit  びんず い， き ひば b  ' 

63.   spinoletta  japonicus,  、T. み 5.) 

Japanese  Alpine  Pipit  た ひば i> . 

64.   C€(rvinu8,  {Pall.) 

Rcd-throatcd  Pipit  ひね あかた ひば b  - 

Subfamily  ALAUDIN£. 

65.  Alau^U  arvensis  pekinensis,  Sit/. 

Large  Japanese  Sky- Lark  ち しま ひば i> . 

66.  japonica,  ( T.  &  S.) 

Small  Japaneso  Sky- Lark  ひ ば (> . 


Subfamily  FRINGILLIN え. 


6ん Caccothraiutes  vulgaris,  Pall. 
Common  Fawfink   


しめ. 
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68.   personatiu,  T.  &■  S. 

Japanese  Hawfink   い 力 》 る, 

fyg.   Loxia  enrvirostra,  L. 

Common  Crossbill  い す か. 

7o.   Pinicola  enncleator, (ん. ) 

Pinc-Grosbcak  ぎんざん 爻 しし 

7 し Carpodacas  roseas,  (Pa//.) 

Rosc-Fink  あ ほ ましし 

72.   8angninolentns,  ( T.  &  S.) 

Japanese  Rosc-Fink  ベ に ま しこ, さ る ま し 乙' 

73-  erythrinn8,  (Pa//.) 

Scarlet  Rosc-Fink  あ 力、 ま し て' 

74-  Pringilla  spinus,  L. 

Siskin  ま CA わ. 

75.  linaria, し 

Mealy  Rcdpolc  べに ひ わ. 

76.    montifringilla,  L. 

lirambling  あと り. 

77.  sinica,  L. 

Chinese い reennnk.  力、 は t> ひわ. 

78.   kawarahiba,  T. 

Japanese  Grccnfink  t'ä 力、 I よ ら ひわ- 

79-   Montifringilla  brunneinncha,  (Brandt.) 

Fapancsc  Snowtink.  は き ^ し Z  - 

80.  Pyrrhula  griseiventris,  Lofres. 

Oriental  Bullfink   ラ も， に ほひ 5  k- 

81.    rosacea,  iSirb.) 

Rosy  Oriental  Hullfink  て りラ も, あ 力、 ラ も- 

82.  Passer  montanus,  (/：.) 

Trtc-Sp;irnnv  1— V： め. 

s  v  — ~ -  rntilans,  (  7".) 

Russet  Sparrow  【こ うない 1 《 め- 


Digitized  by  google 


II  ATTA  AND  MUKATA  ：  THK  BIRDS  OF  HOKKAIDO. 


59 


H4.    Dmberiza  ciopsis,  Bp. 

Bonaparte's  Japanese  Hunting  ほ ゝ じろ. 

85.   yessoensis,  Siv. 

wvinhoe's  Japanese  l^untintr  な ベ か む b  .  Z じゅ b  A  • 

86.   schoeniclu8  palustris,  {Savi.) 

Kastcrn  Kccd  Bunting  ちほ じ ゆ b ん. 

S/.    rustica  Pall. 

Rustic  I ん" tii 、は  …-.  かしら た' が. 

88.   foscata,  Poll. 

Grcy-headeti  Bunting.  ほ 、 あ 力；. 

89.    personata,  T. 

Temminck's  Japanese  Hunting  ,..  あ 5： じ. 

90.   elegans,  T. 

'lemminck  s  \  cllow-browcd  lUinting   みやま ほ 、 じろ. 

91.    rntila,  Pall. 

Rubby  Bunting  

92.   aureola,  Pnll. 

Ycllow-brcasted  Bunting  しま あ if じ. 

93-   variabilis,  T. 

Grey  Bunting  -.  .  く ろ じ. 

94.  nivalis,  L. 

Snow  liunting  ゆき ほ 、 じろ. 

95-  lencocephala,  Gm. (尸） 

Whitc-hcadcd  Hunting  し ろ あたま ほ、 じん 

Subfamily  HIRUN DININ/E. 

96.  Hirnndo  rustica  gatturalis,  (Scop.) 

Kastern  Chimney-Swallow  

97.   javanica  namyei,  {Stejn.) 

Looclioo  Hun^alow-Swallow  

98.  Chelidon  dasypus,  Bp. 

Black-chinned  Martin.  
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99- 


ioo. 
101. 

I02. 

103. 
104. 
105. 
106. 


107. 


108. 

109. 


1 10. 


Cotyle  riparia,  (L.) 

Sand-Martin  す なむぐ りつば め， しゃ 

う どうつ ばめ. 

Suborder  SCANSORES. 

Oecinns  canns,  (Gm.) 
Grcy-headcd  Green  Woodpecker  や"^ げ^. 

Picns  martins,  L. 

Great  Black  Woodpecker  …く ヰげ に. 

 lenconotii8,  Bcchst. 

White-backed  Woodpecker  え どお ほ あがげ ら. 

 maior  iaponictis,  (Sceb.) 


Japanese  Great  six>ttcd-Wood  pecker  あ が げら. 

 minor, し 


Lessor  S  potted- Wooil|K*ckcr...  こ あ 力； げら. 

Iyngipi 纏 kizoKi  seebohini)  IL"' ズ. 
llargitt's  Pygmy  Woodpecker  乙 げ ら. 

lynx  torqnilla, (ん） 

Wryneck  あ り すい，： &ほぁ 6 すい. 

Suborder  UPUP/E. 

upupa  epopSi  L. 

Hoopte  や つがし ら. 

Order 

Suborder  COLUMB/C. 

Turtur  orientalig,  {Lath.) 
Eastern  Turtle- Dove  き じばと. 

Treron  sieboldi,  (T.) 

Japanese-  (irccn  I'i^con  あ を と. 

Order  COCCYOES. 
Suborder  CUCUL に 

Cuculus  canorns,  L. 

Common  Cuckoo  力 i  O  Z う,： fe1 ほむし くい. 
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in.   CncoluB  intermedins,  Vahl. 

Himalayan  Cuckoo...  つ V, ど ぽん ぼんと い 

1 12.    poliocephalus,  Lath. 

Little  Cuckoo  ほ と、 ぎす. 

1 13-   hyperythnw,  Gld. 

Amoor  Cuckoo  じ 5 いち, ち * しんて う. 

Subclass  OORACIIFOMES. 

Order  IPICAIR ェ JE- 
Suborder  HALCYONES. 


1 14.  Halcyon  coromanda,  {Lath) 

Ruddy  Kingfisher  みゃ^し やう びん， あか 

しゃう びん- 

1 15.  Alcedo  ispida  bengalensis,  (Gm.) 

ICastcrn  Common  Kingfisher   力、 はせ み， しゃう びん. 

I  »6.  Ceryle  guttata,  ( Vigors.) 

Oriental  S|kiU.m1  Kingfisher  か はて ふ， やませみ. 

Suborder  CORACI/E. 

1 1/.  Cypselii8  pacificas,  (La/A.) 

Whitc-rumiK-d  Swift  ない ^ つばめ， あま つば 

め. 

1 1 8.   Chaetura  caudocuta,  {Lath.) 

Need  Ic-tai  led  Swift  は & を あまつばめ. 

1 19-  Caporimolgas  jotaka,  (7：  &  S.) 

Japanese  Goatsucker  よ /2 力 、，力、 す ひ ど b  ' 


Svibclnss 

Order       AIPTOIRES - 

Suborder  STRIOES. 


120.   Bubo  blakistoni,  S"'b. 

Wakiston's  lCaglc-owl 


しま ふくろ- 

Digitized  by  Googl 


62 


八 田、 村 田 一 * 海 air  m 


121.  Surma  nvctea, (ん. ) 

Snowy  Owl  しろ ふ く ろ. 

122.  Nyctale  ftinerea,  {Bp.) 

Tcngmalnvs  Owl  き んめ ふくろ. 

123.  Strix  uralen8i8,  Pall. 

Ural  Owl  ふ く^ふ. 

124-    0tO8,  L. 

I 力 ng-earc(l  Owl   ... •■• . .. と らふ づく. 

125.   brachyotns,  Forst. 

Short-carctl  Owl   .. 乙 み ゝ つ く. 

126.  Ninox  scutulata,  (Raßes.) 

Krown  Owlet  あ を Ii "づ く. 

127.  Scops  8emitorque8,  (T.  &  S.) 

Fcathcrcd-tocd  Scops  Owl  ^ ほ このは づ く. 

128.   scops,  (L.) 

Scops  Owl  このは づく， か きづく. 

Suborder  ACCIPITRES. 

129-   Falco  peregrimis,  Timst. 

Peregrine  Falcon  はやぶさ. 

i3〇.  snbbnteo,  L. 

Hobby  ちご はやぶさ. 

13 し ― —— asalon,  Tunst. 

Merlin  Z ちゃう げんぽう. 

132.  Pandion  hali»tus,  (L.) 

Osprey  み さ こ〜 

133.  Milvus  ater  melauotis,  (T.  &  5.) 

Siberian  Black  Kite  と ぴ， と む ぴ. 

134.  Haliaetas  albicülns,  (L.) 

White-tailed  I-.a^lc  を じろ わし. 

135-    pelagicus,  {Pali.) 

Stcllcr's  S に' a-cag に、  お ほ わ し. 
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136. 

»37- 
13«. 

139- 
140. 

，4 し 

142. 

143- 


Aquila  lagopus,  {Gm.) 
Rough-leggcd  Huzzard-caglc  けあしの す り. 

Spizatn8  nipalensis,  (Hägs.) 
Indian  crested  Kaglc    く またが. 

Buteo  vulgaris,  Lcach. 
Common  Huzzard  す ft. 

Circus  eyaneua,  (L.) 
IIcn-Harricr  は いいろ ち 5 ひ. 


Beruginosus, 


Marsh- Harrier  ち う ひ. 

Accipiter  palmnbarios, (ム） 

Goshawk  お ほた が. 


― nisus,  (Z,.) 


common  Sparrow-nawk  は い れ 力、 (罕) Z の も .(で） 

― gnlariB,  (T.  &  S.) 


Chinese  Sparrow-hawk  -.… つ み， （？） え つ さ い. （タ） 


Subclass  ANSERIFORMES. 

Order  PEiLECAJSTO-HEIiOX) ェ OISTES. 

Suborder  STEGANOPODES. 

144.  Phalacrocorax  capillatns,  ('/: み S.) 

Tcmminck  s  Cormorant  

145.   pelagicru,  Pall. 

Rcsplcndcn  Shap  

146.  bicristatus,  Pall. 

Bare-faced  Shag  

Suborder  HERODIONES. 

147.  Ardea  cinerea, し 

Heron  あ を さぎ， み ど さぎ. 

"8.   alba  modesta,  (J. ん. Cray.) 

South-eastern  I':gret  こ も も じ ろ. 
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149.   Ardea  garzetta,  L. 

Little  Kgrct  し らさ ざ， こさ ぎ， いつば 

i5〇.   Nycticorax  nyctioorax,  {L.) 

Night-heron   せ く' ろごね さぎ. 

15  f.   Botaunw  stellaris,  (L.) 

Bittern   さんかの ごわ. 

152.   sinensis,  (Gm.) 

Oriontal  Little  Bittern  よ しご わ， ぼんの 5 さぎ. 

153-   eurythma,  (5i ジ •) 

Schrcnck's  Little  Bittern  あほ よ しごね. 

Suborder  P し A 丁 A し . 

154-  Ibis  nippon,  7： 

Japanese  Crcstctl  Ibis  と さ. 

Suborder  ANSERES. 

IS 5'   Cygnus  mnaicos,  Bechst. 

Hopper  Swan  も ほ は く て 5. 

け6.   Anser  cygnoides,  Gm. 

し hmi'sc  Ijooso  さ 力、 つ ら 力 》 ん. 

157-   segetnm  serrirostris,  S:v. 

Eastern  Bean-Goose  ひしく い， ぬまたろう. 

158.   albifrons,  {Scop.) 

White-fronted  uoosc  力、 h 力； ね,"^ 力、 ん. 

159-   minntus,  Naiwt. 

Lesser  Whito-frontod  Goose  こか り 力； ね. 

160.   hyperboreus,  Pall. 

Snow>Goosc    は く がん' 

161.  hntchinsi,  Szvains.  &  Rich. 

Hutchi ns  Bcrnaclc  Goose    •• し 《 う 力、 らがん. 
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162.  Anas  clypeata,  L. 

Shoveller  はしび ろが も， くちが も. 

163.   boscha8, し 

Malhml  ま が も. 

164.  ——  zonorhyncha,  Sw. 

Dusky  M.illard  力、 る 力； も. 

165.   crecca,  L, 

Common  Teal  こ が も. 

166.  —— ^ -  falcata,  (ieorgi. 

Kalcatctl  Teal  よ しが も. 

167.   acuta, し 

Entail  を な がが も. 

168.   penelope,  L. 

Widgeon  ひ ど り が も. 

iCk>   galericolata,  L. 

Mandarin  Duck  を しどり. 

i/O.    Fuligula  americaua,  (Su-aitis.  &  Richards.) 

American  】<lack  Scoter  く ろが ち.  ' 

|/ i.    fusca  stejnegeri,  {Ridg-ivay^ 

Velvet  Scoter  び ろう どきん くろ. 


172.    glacialis,  (L.) 

Long-tail し' tl Duck  

i/3-    clangula,  (L.) 

Golden- Ivy  c  

174.   histrionica,  (  L.) 

i  tar1cc|tiin  Duck  

175.   baeri,  (Ru<Me.) 

Siberian  \Vliitc-cy<-.l  Duck  あ 力 、はじろ， ひす い 力； も. 

ヮ6.   ferina,  (L.) 

l'ochard  ほし はじろ. 

177-    cristata,  (Leach,)  . 

Tufted  Duck  き ん くろ はじ； S. 
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178.   Fuligula  marila,  (L.) 

Scaup  すずが も， なき はじろ. 

179-   Somateria  spectabüis, (ん.） 

King  l':Wcr  け わたが も. 

i8o.   Mergus  merganser, し 

(ioos«intli:r  , 

i^i.   serrator,  I'. 

Rcd-brcastctl  Merganser 

182.   albello8,  L. 

Smew   み こ あい さ.、 

Subclass  GALL1FORMES. 

Order  TTJBIITAiaES- 

183.  Diomedea  albatrus,  Pall. 

Steiler 's  Albatross  

1S4.    derogata,  Szc 

Swinhoc'.s  Albatross  

185.  Pn&nus  leucomela8,  (T.) 

Sicbold's  Shearwater  

1 86.   griseus,  (Gm.) 

Sooty  Shearwater  

1X7.  Frocellaria,  leachi,  T. 

Leach's  Fork-tailed  Petrel 

1 88.   furcata,  Gm. 

Circy  Fork-tailctl  l'ctrcl  ... 

Order  OAHO—GItAaLIG JE. 
Suborder  GAVI/E. 


189.  Alca  troile,  (L.) 

Guillemot  5 み 力； らす. 

190.   carbo,  {J'all.) 

Sooty い uillonot  け いま ふり. 


.か は あいさ. 
.ラ みあい さ- 


あ ほ  う ど も- 
くろ  あほ  ラ  どい 

お ほ みづな ざと b 

はいいろ みづな ざ と い 
こし じる うみつばめ- 

はいいろ 5 みつばめ. 
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i リし Alca  antiqna,  Gm. 

Ikri^'s  r.uillcniot  う みすずめ. 

\<j2.    wnmisozume,  T. 

icmniinck's  (niillcmot  力、 んむ b うみす ずめ. 

193-  Fratercula  cirrhata,  (Pall.) 

Tufted  Puffin  ゑ と び $ か. 

194-    monooerata,  {Pall.) 

Hom-billca  Puffin  う と う， ぜんちて 5. 

195-   cnstatella,  (Pall.) 

Crested  l'uffin  ゑと ろぶ う みすずめ. 

uj6.   pygmaa,  {Gm.} 

W'hiskeretl  Puffin  しら ひげ ラ みすす め. 

197-    piuilla,  (Pall.) 

Least  ruffin  Z ラ みすずめ. 

Stercorarius  pomarinus,  (T.) 
Pomarine  Skua  と ラどく かもめ. 

199-   Lanis  glaaens,  Brün. 

Glaucous  Gull  し ろ か も め. 

200.    glaucesoen8,  Naum. 

Glaucous-win^cd  Gull  わ しかもめ. 

201.   marinus  schistisagus,  (Stcjn.) 

Eastern  Great  Black-backed  Gull  お ほせく， ろ 力、 もめ. 

202.   cachinnans,  Pall. 

Pa  lias's  Herring-gull  せ ぐろ か も め. 

203-   crassirostis,  Vicill. 

Tcmminck's  (iull  ラ みね Z  - 

304.   canns,  L. 

Common  ("ill  ち、 も め. 

20S-   tridactylus, し 

Kitthvakc   みつゆびかもめ. 

2o6.   ridibundus,  L. 

Black-hcatkd  Gull  ゆ も かもめ. 


Digitized  by  Google 


6S 


八 田、 w 田- -* 海道 產 n  Ii 


207.   Larua  saundersi,  (.s"'.)  づ く，  /) か も め. 

Suborder 


20S. 

209." 
210. 

2\\. 
212. 

213- 

215. 
2l6. 

217. 

219. 
220. 


Charadrin8  falvus,  Cm. 

Asiatic  GoltKn  l'lovcr  む、 な く' ろ， あい く  • ろ. 

 helveticos, (ん •) 

(jrcy  Plover  お いぜん > 

 minor,  Waif.  &  Meyer 


Little  Kinged  IMDvcr  こち どら， こに ゆん. 

 Placidus,  (iray. 


I  locl^son  s  Killed  Plover  い 力、 る ち ども，： ほじ ゆ 

ん くびた まち どり- 

 nioDglicufl,  Pall. 


Mongolian  Sand-l'lovcr   めだ V» ち V  j» . 

Vanellu8  cristatns,  Wal/.  &  Meyer. 
Common  Lapwing  た げ i» , なべけ り. 

Haematopus  oscnlans,  Szv. 
Japanese  Oyst し' rcatch じ r  …みや こどり. 

Numeniiu  arquatas  lineatas,  Cuv. 
Common  Curlew  だいしゃく しぎ. 

 cyanopns,  Vicill. 


Australian  (-  urkw  ほ ラ ろく  L さ. 

Phalaropus  fulicarius,  iL.) 

Grey  riialarojK-  はいい 

 hyperborens, (ん. ) 


Red -necked  l'lialarojic  あ 力、 え b ひれ あ し しぎ. 

Totanus  fuscus,  (Z.) 

Dusky  Kccl-shaiik   つ るし ざ. 

 glottis,  iL.) 

('""shank  ……- あ を あしし ざ，！： じろ し 

ぎ， 

221.    8ta6rnatilis,  LWAst. 

Marsli-saiulpi|)cr  乙 あ を あしし さ. 
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222. 


224. 


225. 


220. 


22/. 


Totanus  incanus,  {Cm.) 

Asiatic  Wandering  Tattler  き あしし ぎ， 5 すずみし 

ざ- 

 glareoia,  (L.) 

W.xHl-Sandpipor   た かぶ し ぎ. 

 ochropns,  (L) 


(ircen  Sandpiper  く さしぎ， 乙 力 i ねっき. 

 terekios,  {Lath). 

Tcrck  S«iiKl])i{>cr  l' らは しし？ T. 

—— —— hypoleaca8, (ム) 


し onunon  Sandpiper   い を し 

 pugnax, (ん） 


22S. 


221> 


Kufif  ゑ 6  t 

Limosa  rnfa,  nrouvgialis,  (G/</.) 
Kastern  Bar-tailed  God  wit  あ ほ そ 

 melannra  melaimroides,  (GU) 

】':astcrn  Black-tailed  Godwit  5： ぐろ 

230.   Strepsilas  interpres,  (L.) 

Turnstone  き や 5 

Tringa  crassirostris,  T.  &  S. 

Japanese  Knot  を ば し 

 alpina  pacifica,  {Cones.) 


231- 

233- 
^35- 

2  36. 

^37- 


Pacific  Dunlin  ji ま し 

 arenaria,  L. 


Sandcrling  み ゆ び 

 miüuta,  Lcisl. 


ざ， む しばみ • 
きし？. 
ら はしし ぎ. 
し ぎ. 

じょし ざ- 
ざ. 

ぎ， はしな 力 5. 
し ざ- 


Littlc  Stint  と うねん. 


Spoon-billed  Sand  pi  per  へ ら し *f 

 acuminata,  {Horsf.) 


Siberian  Pectoral  Sandpiper  5 づに、 し ざ， さるし ff. 

Scolopax  australis,  Lath. 
Latham's  Sni]>c  お ほ ち • しぎ. 
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238.   Scolopax  soitaria,  {Hodgs.) 

Japanese  Solitary  Snipe  あ を し ざ. 

2 3 リ'  megala,  (Sit 

Swinhoc  s  Snipe  .. 

240.   gallinago,  L 

Common  Snipe .... 

241.   msticola,  L. 

Woocl-cnck  

Suborder  GRALL^ 

242.  Grus  japonensis,  {Müll.) 

Sacred  Crane  

243.  leucauchen,  T. 

Whitc-n.ipcd  Crane. . 

244.   virgo,  L. 

Demoiselle  Crane  

Suborder  FULICARI 疋. 


245.  Otis  dybowsku,  Tacs. 

ICastcm  Groat  liustard   の が ん. 

246.  Crex  fasca  erythrothorax,  ( T.  &  S.) 

Siberian  RiKkly  Crake  ひ く ひな ，なつく ひな. 

247-   Rallus  aquations  indicus,  {Blyth.) 

Kastern  Water-rail  く ひな， ふゆ く ひな. 

24«.   Fuhca  atra»  L. 

Co 则 ion  Loot  1j> ほ ばん. 

249-  Gallinula  chloropus,  (A.) 

Watcr-licn  ばん. 


Suborder'  PYGOPODES. 


ち うぢし ぎ. 

v し ざ, n し ぎ- 
やまし ぎ， ぼ としぎ. 


たんて う • 
ま まづる. 
あね はづ る. 


2  50.   Colymbus  adamsi,  Gray. 
White-billed  Diver …-. 


はし じろ あ び- 
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251.  ColymbuB  arcticus,  L. 

Black-throated  Diver  ぁ ほ は む. 

252.   septeutrionalis,  L. 

Rcd-tliroatccl  Diver  あび. 

253.  Fodioeps  rubricollis  major,  丁,  &  5. 

ICa stern  Rcd-ncckcd  (irt'b し,  あ 力、；^  5 力、 いク む い 

254-    nifirricolllS,  Brehm. 

Jilack-ncckcd  virebo  は じ/) か v» つむ b  . 

255'    cormitas,  (Cm.) 

Sclavonian  (ircbc  •  み み 力、 いつむ い 

256.   minor,  {Cm.) 

Little  Grebe  力、 いつむ f)  ,  If  く， も. 


Suborder  CALLING. 

257.  Tetrao  mntus,  Montin. 
Common  Ptarmigan  

258.   bonasia, し 

I  [a/.cl-^rotise  

259.  Coturniz  communis,  Bon//. 

Common  Quail  

260.  japonica,  S"b 

ト: aster"  C'onimon  Quail  

 ( Till':  KN1) ) 


らいて ラ- 

ゑぞ やまどり， ゑ どらい 
て 5- 

うづら- 

あかの ど うづ ら. 
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チゃシ 即ち 蝦夷の 砦 

河 野 常 ど 

(»  二 画 JK) 


CHASHI  OR  FORTRESSES  OF  THE  AINU. 

T.  Kuno. 

(WUh  Mate  H.) 


北海道に 於け る 人短學 上の 遺跡 中、 顯 著な る もの を、^ 穴 及び 
チ ヤシと なす： 而 して^ 穴に 就て は、 從來 研究した る 人、 鈀 述 した 

る、 吖羝 少なから ざれと も， チ ヤシに 就て は 松 浦 竹四郎 氏の； K  *s 夷 日 
2£、 其 他 同氏の 日 ば 顿、 永 田 正方 氏の 北海道 《6 爽 地名 解， 其外數 
» のせ 锊屮に 僅に 傲 見す るに 過き ず o 而も 其 記述^だ 節 略に して、 
チ ヤシなる 者の 形狀性 ff を 知る に 足らずつ 彼の ff 并 博士の 如 さも、 
亦チ， シに 就て は 多く 說く 所な し o 盖しチ ヤシ は^ 來、 多く アイヌ 
の 地名に よ らて * 知られた る ものにして， W 際 之 を 調^した る 人 稀 
なる のみならず， ^く亘 りて 鑭 杏した る 人なければ、 未た'^ 仝に 併 
究 せられず と 云 ふ も 可な りつ Ä れ予が 玆に予 の 硏 究 せる 大略 を述 

べんと 欲す る 所以な も 0 

チ ヤシの 定 S 

チ ヤシ は、^^  §5 即ち アイヌ にして、 一地 域に 人のお^ に 入 
る 能 はざる やう、 四方 を 朗 ひたる を 云 ふつ ジ， ン. バチ 1 ラー 氏の ァ 

[Tran-.  Sapporo  Nal.  lli、t.  S."  V.,1.  I.  ir^S.l 
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河 野ーチ ヤシ 即ち の Ä 


ィ ヌ 英和 辭典に は * 園、 塀， 城と 譯せ" 故に アイ ス は铬、 虔等 
を 以て 園ね たる 砦の 如 さもの を もチ ^ シと 云へば、 又 土  S  、木 柵' さ 

を 以て 圃ゎ^ る 牧場の 如き もの をもチ * シと稱 するな に 而 して 

北海道の 人類 學的 遺跡と して， 此處は IB ふ 所の チ， シは、 古昔の^ 
(又 城、 塞、 館、 堡、 S 等と 譯す) にして、 今日 普通 チ ぃン- ッ嚇 Ät) と' 稱す 
る ものな I 又 其 大小 其 他 狀况に よ て、 ホ '"チ V ゾ 大呰ん ボ ン チヤ 
'ン (小 キム ンチ ヤシ (山砦)、 ク * ンチ， シ (惡砦 )》 ライ チヤ シ （瑭 砦'， ク フ 

ィ チ ケ シ (燒 砦) 等 の 名 を 以て 呼ばる る もの あら c  m し カム イチ ヤシ (神 
^) と稱 する ものの 如き は、 槪ぬ一 搏の 迷信よ も 、命名せ る もの なれ 
ば、 其 人の 遺跡なる 蹬 ある ものの 外 は、 此處 にき ふ 所の チ ヤシの 內 
に は、 加へ ざる ものと す 0 

チ ヤシの »* 

チ， シは、 北海道 本 地 千 ^ を 除 さたる 北海道 を 中心として、 南 

は 奥 羽 地方の 北部， 北 は 千島 列 W の 大部分に 存 在 す o 

陸 奥 國のチ パン に 就て は、 明治 二十 尔朿 京 人類^^ 報^ 第 十二 

號に、 佐^  IS 氏の 北^ 輕邯 iSSff 村に 於け る狄節 (ィ ヌ タテ の, Iii 事 あ 6  o 

又 mi 治 二  I 三^ M 畢^ 翁^ 第五 十一 號に * 住 藤重弒 氏の 上 北郡竪 

穴の äli 事 巾、 同 郡 》I 渾、 及び 中 7 おの^の^ を^せ たに 今 之 5: 桷錄 
すれば 下の 如 し 0 


北 m 

is  n 

な 

vf  fr 

ik 館 〔佐 

M 氏)。 

3/. 前 の 束 北え そ 五 ，ド、 小 ß さ 丘 I： あ 

、)。 

w 外 

m  m 

ん 

リ、 各 

♦  ft 湘 

,r 

S らし， 

外 « は « 機？ f  «  二  w 餘 、內 8K は 一 nr 

餘 な 

土  » 

そ 百 

片、 »  n- 

M も }ft 

へ >)o 

上 * 

m 

衬 r- 

在る も 

U) 

(佐藉 flt  ft! 氏： )。 JK さ K 入 PH の £      に- h  »)o 

E 上 

. 南 北 

：--. 十 鬭 

ff 

不 fll  M 

な *  »     ffi  f5  ^ な し、 一方 は »  ^  w 

て 0i 

')、：•: 

方 11 

« 

m  i: 

f& み、 其 

屮 

r  r-  ms 

リ て 一^の 六尺の もの^ 

折 IH 

し、 w 

iSt 共 

I： 

鑭 •: 

介 マ, Ä 

然 

小 «  n 

リ0  * 內 s 穴 の 《  二 十 二  a  h り て、 

大 な 

る 穴 中央 

I： 

ft す, 

乂  IW  2£ 

i  * 穴 

あ リ、 お 內 ß 掘の 《 な かり し が、 粗 末 

な る 

u  « 

十- 2J 

被 片 

二  H  IH  ^  « ひ は 

n  »Jo 

上 *  W 中 志 «*tt((4ilCK«l 丘 》 の 鼻 《  35 さ 二  I 丈 IKE  I-  M ん 
—方に W り一 BR  ^  II する ： と^ ほ に-同し、 * 中 ぼに は^  m けざる 《 ぁ る 
のみ o    %  ft 束 W  二 十 Ii  W  、南 北 I  m 两 、穴 の ft  7uU  «  士.  》 の 小 破片め り0 
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Ä  ü 方 ffl 俗鱲^  ^、父 は 砣址と w す る iü^R お r- めリ。 箭 E 上 に- id ふ 
て  一 IR 冬 《 へ、 ft! も Ä らし Ö 冬 ß  く、 其內容 は、 tg 浮 、中 志の a  W の to  くに- て、 
准與 なる は》 穴の 有無の み 0 

盖し兩 氏 は、 北海 近に 於け る チ  >  'ン なる もの を 知らず、 牮に其 

地方に 於け る 遺跡 を、 報した るに 過ぎす と雖も * 其; IG 事に よ りて 觀 

れ 、其 遺跡 は、 北海道の チ ヤシと 仝く  M  — に し て、 陸 奥地 方に は^ 

な syr 、少なから ざる を 知るべし。 羽後國 にも 之に 似寄りた る is 跡 あ 
^ と の^ 話 ヒ閗 きたる こと ある も烊 かな らず、 奥 羽 地方 は ^一段 
ゆ^ 査を耍 すべさ ものと す O 

北海道 木地に は、 チ， シの敉 》 だ 多し。 今 其 地名に おする 所の 
もの、 並に 地名に おせざる も、 明はチ ヤシと 認 むべき もの を 下に 舉 
げん。 但し 引用 寄 $» は 之 を 記 する も、 问一 の チにン にして 數毪 の^ 
籍 に^する もの は、 炽 を 厭 ふて 其 著述 年月の 古き ものの み を 記す 

るに 止む o 又谘 箱に 見えず してお 話に UÖ きたる もの は 談話 者の 氏 

名 5:  311 し、 谘铩 にも Ä えず 談話に も BB きたる ことなく して、 予の見 

出した る もの は 予の名 を； It! す C 

渡島國 

お ffi  k  «  «» 山の 蝦夷 I« (舊園 )0  *  i»  itt  «  ä  is  *  *  «cw  ft 草に e 离 5» 

培 名 w と re す） に は チ ヤシ ， •> と sc  to 其 形 今 《 して 存在せ ず o 

检山 《 扛塞町 《 夷 tt(»  w  «  «  n  ai)0 闳 u  au に-口く， a  ä  土  w  « 今 に 
b 然れリ o  ß iw は ä 人の 首 & 住 な し 由 屮 》 へ り o 古 》  * に-矢 《 石、 8 斧 
石、 » 重 «  » な «  » ろ - と 多し と。 «  ä  a 地 名 解に は チヤン- ク と.; u す- 
w の *  « に- h リ o 

後志 國 

A 尻 IB* 石 M チヤ レ in お fi  «  H お 0  « 爽 SS 地名 《 に は、 往 I*  /ィヌ 
の ft な，） し が, Ä  « 三 や. Ä  W  fö 廣 A  Ä に 《  » し、 ff  I*  S  tt ぜ 》) と 5 ふぶ し 

な X す 0 

W  «B  «5 利 JM  W 利 M 川 左库 （東 fT«  U  tt〕0  M  B  » に- H  く  、チヤ シゥ ^ ナ 
ィ、 Ä ま 《  »  /) リ 0 是は 太古 か Ä き し 由 I： て、 》 ぶ リ ±  S の 《 れ、 勾 iE,«, 
AI の «i 石 》 出 るな り と、 其 ift 物 i  "  » すれば 人の J2 リ しもの な らん。 

•0  tt  W  tt 泥 Ä  W チヤ Ä  iff 地 * 解 )。 

«  w  w 觀株衬 チヤレ コ »cw  rx%a  »)0 
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i"J  ？ f— チ ャ V  W ち 《 夷 の^ 


fit 丹 W 余 チヤ ジ 3  ！ KM 上)。 


余 
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て 

今 

に 在 

■■) 

何人の 36 さしもの なるや 

と、 力 

ム 

ィ 

チセは 神の * の * な 

る 

'、 

m な 

ベ 

しと 籽ぜら ろ、 此 外同衬 1- 

は ム 

•> 

ヤシ と ^ ふ 地名 ぁリ。 

大 

斧 V 

(is 爽志ね 》)o  s  «  « 炎 n 

m に 

<1 

ば、 此 外 H  M に は チヤ シゥシ と 二- ふ 地名 わ リ 0 

捉 IB  W 捉 《S 內保 W 內保川 右 ゆ 河 野 «  'iOo  El  ß  I： 在リ て^  » も # 
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小 砂 E の ffl  H に-空 濠の 
诋さ 丘上に あり 3  tff 々 
以下 W ケ Ä 皆空琅 のお 

'レ コ' >  冬 11 て 地名と す 0 

幌^、 占 守の ニ^に は數處 上陸せ る も、 予は チ ， シの ^跡 を 見 

ざ b さ。 ャ―コ ク^に 質問す る も、 古戦場の 跡 は あれ ども， 千い ノ 
は オン ネ コ タン^ を 限りと し、 ^ 以北の 諸 に は絕 えて 之な しと 

云へ も。 但 し榥 Üfö の 南部 * ぺ， ト ボ めと 'ン - ペ， ト ホ '招 と の 間に， 
チ〃 ラ トイなる もの あ {>。 チ〃 ラは 運ぶ 教、 トイ は 土の 義 にて、 卑 
辗の 地に 土 を 運び，^ 約 三 町、 幅 約 二 町、 商 約一 丈稃に 築きた る もの 
ft  bo 比較的 大工 事に して、 耍 害のお め 築きた るかと 思 はるれ ど 
も、 此處に は 暫く チに ンの內 にお 入せ ず O 

樺 太 ^ に は、 其 南西 ゆ， ノ ト n 岬と 白 主との 間、 グイと 云へ る 
地の 山の 裾に、 トイ チ ヤシ （又は チ， シ） と 椀す る もの あ？^  土 砦と 云 
ふ義 にして、 方形 をな し 0  :Ji: 幅 五六 十 f«l 、三面に 堤 を 築き、 堤 下 は 
空^ を^つ o 砦 內！： 掘る とき は钝 々の 土器 出づ ると 云 ふ o 而 して 
^の 来歷に 就て は 、^夷 草紙 後 箱に は、 蝦^の 申 傅へ は 往古 日本の 

軍勢 Ä 城した る 跡な り と 云 ふと IB し、 北夾談 に は、 老爽 に^ねる も 

何者の 造 》 たる やお 知る 者な し、 一老夷 は 昔 胡 人の 作る 所と 営 傅 

ふと 云 ふよ し irSE し、 北 16 夷 圆說に は、 何者の 造る 所に や 知る ベ か 
ら ずと 311 し、 再航 蝦^  n  U に は、 小人^の 城跡な b と 云へ も と^せ 

bo 然れ ども 此^ は、 北海 逬に眢 通お 在す る 所の チ V シと 稍々 異る 

點な さは あらず。 假令同 PI 頓の ものと する も、 同 に は此 他に 絕 
免て チ， シ ある 乙と を 聞か ざれば、 此嗞に は 樺 太 ß を 、チヤン 分布 K 
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ä 形^  a したる も、 お ほ 》w に 《 形^ 見る。 
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^存 すと i ふ o 
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河' J'f —チヤン BP  'ゥ tf!^ の^ 


域 以外に S き、 更に 他日の 調 杏 5： 待つ こと と すべし 0 

チヤ シの 位茧 及 ひ大さ 

チヤ シは 如何なる 地に 設く る や、 之 I： 铀說 すれば 多樣 は涉 ると 
雖も、 之 I： 槪括 すれば、 普通 海 又 は^ね、 叉 は 河川に 近 さ 丘 神、 若 く 

は 丘 k の M にして、 其 附近 に 於て 负 介;^ 他 食料 i: 採る に 都合よ く、 
又 淡水 あ も て飮料 を 汲 ひ お 得べ く、 又 形勝 耍 害に して、 且つ 土地 乾 
慷 、衛生に 適する 處 とす。 

此處に 丘 w と 云 ふ は、 共 形 必ず し も 一定せ るに あらず、 多く は 

丘険の 横に 細 ß  く 斗 出した る處 なれ ども、 又 些少の 斗 出に 止まる 

處 あり、 平坦なる 高奎 地の一 端なる あ 6、 稀れ K 山腹の 傾お 棱かは 
して 少しく 斗 出した る Ä あり 0 又此 I« に 丘 JH と 云 ふ は、 多く は凸 

起せる 丘陵の m なれ ども、 亦 或は 横に 迷延 せる 丘 頃 中更に 痛の 如 

く凸 起せる 處ぁ り 、或は 平! Pf 中 辗に髙 き 小 地 按の蹇 地 あに 或は 海 

^の一 小 砂丘に 過き ざる もの あり o 而 して H に 示した る、 釧路國 

釧 路町 モシ タ ャのチ ヤシの 如き は、 丘陵の 一 Ä に 於て 一段 髙き處 に 

あ （》 て、 丘 呻と 丘 頃と を 併せた る 地勢！：  ^する ものと す。 

^考 :， w お ß  ^ ィ に-わろ ト イチ * シ は、 e  » に 《 ら t して、 m  a の醣 なる 

平地 に K けれり、 是れ Ä に Ä  W たり。 はれ ど も 北 《f  itt の チャン 中、 予 
の见ざ A ものの 內に は、 Ä は 之に 似て E  W  «  く は £  »に » ら ずして、 
平 低 塊 に 平地と 同し iß さ、 X は 平地よ リ ffr*ß  く、 ％ け f:  & もの あ a 
や も 知ろ へからず 0    W  it  W  ffi  Ji.  S- す o 

チ ， シ 所れ 地の 高さ は、 其 丘陵の 酡な る 平 低地 よ に 又 海 ゆ に 

在る もの は 海 而 よ り、 直 立 二三 十 尺 乃至 七 八十 尺 を 苦 通と す、 稀に 

甚だ 低き もの あり。 振國 千^ 邶畏郴 衬カマ 力に 在る ものの 如き 

は、 平地に 濠 を 桡 らし、 呰^ の W さ 僅に 四 K 尺に 過き ず。 又 IU] 令 fif 

尺 以上の Ä 地に 在る もの あり c   13 高 國三石 郎姨布 W 姨布 市街の Ä  ' 

山、 十膀國 中川邯 猿 別 市 術の 西 山， 釧路國 厚岸 郡ォ ソ ナイ 山 に 在る 

まの 如き は、 iö: 立 概^  二百 尺內外 あるべし と 思 はる o 要するに 除 

も 低き もの は 要害なら ず、 商き に 過る もの は、 U 常の 食糧 、飲水！： 

採る にも 槪ね不 使 なれば、 炙く は斯の 如き 處に 設け ざり しな らん。 

Digitized  by  Google 


KÖNO  ：  CIIASHI  OR  FORTRESSES  OF  THE  AINU. 


»3 


チ， シの大 さは 甚だ 一定せ す O 其间麵 二三 十 間よ も 杓 百 問に 
至る も、 して 小形の もの 多し、 又 稀れ に大 なる もの あに 其 例 を 
^くれは、^ 扳 國伊逮 村タチ 山の 丘き に 在る もの は、 其 形 略 ほ 三角 

形 をな し、 束 西 約 三十 nn  、南北 約 三十 五 問. 尙ほ 其一 方 を 仕切りた 
る 二 m 添の 幅 合せ 八 九 閒 あ t»0 其 他 前に 記せる、 睦奥國 牝铯輕 郡 
高 野 村、 牝見困 綱 走衬翻 木禽衬 に 在る ものの 如き は、 予は之 を鬼 さ 
る も *會籍 は 記す る 所に よれ は、 弒る大 なる ものな も。 

チヤ シの形 及 ひ '構造 

チ ^ シの 平面に 於け る形狀 は、 槪ね 不規則なる 精圓 形、 其他不 
規彻 なる B 形 なれ ども、 ヌ © 線、 直線よ も 成れる、 不規 刑の 三角形、 
又は 方形に 属する もの 等 あに 盖し 築造 索の 見込と、 天然の 地勢 
とに 依に ^やの 形狀 をな す は 富然の 事な らん。 其 * 造 も 亦 各 砦 
多少 奥なる 所 あ 今 便 立の ため 丘師に 在る ものと  >  丘琅は 在る 
ものとの、 二種に 分 ちて 說明 せん 0 

チ ヤシの 丘娜 にある もの は、 其 丘 k は賴 ける 方に、 必ず a 線 若 
く は 疽 線の 空埯に 掘 も通 して 之 を 仕切 に 其^  & たる 土 は、 チ * シ 
の 方に « り 上げて 七 手お 作 に 或は 外 都に 碰 ら 上げた る もの あ b、 
或は 土手 を 造ち ザして、 ； Ii: 土 を 他の 修築^に 用 ひ しかと、 思 は る る 
もの あに ^の 深さ は现狀 に 於て、 大抵 三尺 乃至 十二 尺、 幅 は 上部 

K 於て 六尺 乃至 十 入 尺 位と す、 之よ も大 なる もの は 稀な り o 锒は 

^通一 なれ ども、 又 二  ^は 設けた る ものな きに あらず o 又丘辦 
の 細長く 斗 出した る 者に 在りて は、 前後 ニケ 所に 空 濠 を 掘りた る 

もの ある は 問 や 見る 所な り O チ V シの丘 岬 は權 かざる 方 は、 断崖の 

場合に はお «m こなし 》 き、 ^他 は 自然の 頻斜に 任す る ものと、 段陏 
を 設けた る ものとの ニ樣ぁ り0 段 擀 の 作 も 方 は、 丘 项 に 近 さ處、 又 
は 半 Bta に、 « を 》1 らした るが 如く、 段階 を 接ら し、 其兩 お； を 空 廉 

の铕 Jfe に 連接せ しむ。 稀に一 方に のみ 段階 を S3： けたる もの あに 構 

造の 精粗 一様な らず 0  ' 
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f?.  K にある チにン は、 丘の 周豳に 空ぬ を桡 らし、 ^よ 掘り 収 
6 たる 土 は， 之 を 外 侧に遒 り 上げ、 或は 外側に 出さず して、 砦 内の 
修築^に 用 ひたる かと、 思 はるる もの あり。 稀に 小 丘の 周 幽に幅 
狭き 平地 を檨 らし、 更に 31； 外部に ぬ を 繞 らし、 砦 形 恰も 緣 ある 《1 子 
に 似た る もの あ &  。 又 丘 頃 更に 瘤の 如 く 突起せ るチ， シに 在りて、 

幾 部分 天然の 丘の 傾斜 を 以て 耍辔と なし 得る もの は、 JC. 部分 は 
铋 になし 骰き、 他の 丘 頃の 平坦 部に 镄く 方に のみ 濠！： 掘 り たる も 
の あ！ >。 又チ， シ にして 全く^ を^け ず、 唯 丘 側 お 切'!） 下げて 要害 
となした る もの あに 稀れ に は Jt 人工の 極めて 粗漏に して、 ー兒し 
たる 所に て は、 殆んど 人工 お 加へ ざる かの 如く 疑 はるる もの あ り。 
チにン の 內部 は、 或は 天: 然の 地勢に 任せ、 或は 少 し く 手入れ t 
なし、 或は 丁寧に 手入れ をな せに 從て餒 かなる 傾斜 をな す もの あ 
b、 平坦なる もの あに 一^分 平ナ n. にして  一^分 餒斜 せる もの あ 
に 又^ 外 まても 手入れして 立派に 造りた る もの あ に而 して 玆に 

も 注: なすべ さは、 ^內に Hü  ❖ 1^ 穴え'々: する もの ある こと 是な bo 
此事^ は 頗る^ 究 すべき ffi 値 あるお 以てお J ほ 後に 說く 所 あるべし o 

チヤ シ內の 遺物 

チ * シ 内の^ 物に 就て は、 松 '南 竹 四 » 氏の B お: 中に、 'お 斧、 石 

銀， 土器 片等 ir 出した る 敏^の1 K  5:^1 し、 又 佐 »蒱 氏、 佐 Ü 重 ^氏 

の Uli 事屮 にも， 陸 奥國 の^ 趾ょ b 石 器、 土 器 片 を 出せる -?K お II し、 
其 他チ， シ 内 よ り 是 等の 逍 物？： 得た る 乙と は、 IUI 々聞く 所な bo  fAf 
ほ 予が轵 し く 調^した る數例 を 述べん に、 後志 國余 市町の チ， シに 

於て は、 nrjf, 石鏃、 石 匙、 骨 拚、 铋鈎、 煉玉， 只 塚 土器 片、 负 it,  m 
骨、 u 殻、 木炭 ゃを 拾 ひ、 殊に チにン の 一側面に ある 只 塚に 於て 多 
く 之 を 得た i»c 又釧跻 國釧路 町 モシ リャの チにン に 於て は、 石镞、 
れ 塚:!： 器片 * 鳅釘 ( 船^^ 採集し， m 町お^ 所^の チにン の 切^ した 
る ^ に 於て は、 a 檢， •[•)• 椅， 铋の附 き れ る ii- 1  r 塚 上 器 片、 ä お'、 m 
竹、 只 殻 ^ を^た り〕 又 釧 m  m  h u  * m  u のチ、 シ に 於 ては鳅 刀、 
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铋鈎 (船 釘 を 曲け し も の Ut^、  Ä 骨， 獸化， ^ ガ 1、 木炭 等 を 採集した 
る も. 石器 及び 只 塚 土器の 類 を 見ず o 其 附近に ある 竪 穴の一 を 堀 

b たる も、 亦 鉞片、 饺石を 得た るに 過き ざ b き. 又 同 郡; 7- ゆ 町ォソ 

ナイ 山の チヤ' ンに 於て は、 少許の 牡 «5 效の 外，一 も 得る 所な かう き。 

チ ヤシの 內、 或は 石器， 只 塚 土器 i: 出す もの あ 6、 或は 石器. 只 
塚 土器と 共に 铋器 を 出す も の あ に 或は^^ を 出 して 石器、 只 塚 土 
器 を 出さざる もの あ に 其 一 樣 ならさる 事赏 は、 頗る 研究すべき fH 
敏 ある ものと す o 想 ふに チ， シの 主人公た りし 人 ^は、 最初 石器 及 
び 只 塚 十. 器 を 使用し， 娥器 Ä 他 便利の 器物 5: 得る に 從ひ之 を 交へ 

ma, 終に^ 器^に て^ 足る に 至り 石器 及び 貝塚 十 器の 使用 を 麼 

せし ものなら ん歟。 ifn し て 其 船 釘の 比蚨的 多く 出づ る！： 見 れば. 赏 
d.V 敉 等が 如 何 に鄉 を Ä  -15： し、 又 如 W に 苦心して 《I を 得た るか お 推 
おする べし 3 此 件に 就て は尙ほ 十分 iß 跡， 逍物を 調査す るの 
必耍 ある 5rf,t す o 

チ， シの內 部， 並に Ä 傍に む: 在す る^ 物の 钝羝、 ^物の 材料の 
品質、 及び 逍 物の 多少 は、 其 主人公た る 人^の 生 W 狀態を 知る の、 
好材料 たるの みならず、 又チ * シ 使用の 時代、 並に 居 期 1：11 の ß 短 
巧 をャ1 定す る 好材料た f,o  '  . 

チ ヤシと 竪穴 との ai 係 

チヤ シは、 悉く^ 穴と KH 係 ある ものに あらず と雖 も， 其 或 る も 
の は、 確に お 穴と 密^の BS 係 を 有せ り0 即ち 陸與國 上北邯 、及 
び 中 志 * 石 狩 國雨龍 Hl; 深 川 村 納內、 日 商國三 石邯姨 布 衬シ， ，ブ、 十 
膀國屮 川郎旅 来お!"、 釧路國 ^ゆ 邯後静 W クライ コ タンの チ， シの如 
き は *S§ 内に^ 穴 あに 其他チ ヤシの 附近に 堅 穴 ありて、 兩 者の fill 
に^お-の 關 係 ある こと を， 想像せ しむる もの 少しと せず o 且つ 予 
の 數所は 於て 際 取 脚べ たる 所  < こよれば、 チヤ シ內 の逍物 も、 ：J ね附 
近に 在る^ 穴の 遺物 も、 W —  にして 別に 差與ぁ り と^め ざれば， 或 

る 時代、 或る 地の 住 W は，^ 穴 を も 作に チ^ン 5： も 造りた 6 と、 晰 
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定 する を 得へ し c 

チヤ シは 何人の 遠 跡 か 

チヤ シは 何人が 何のた めに； さらわる や アイヌに 問 ふに、 或 

は 知らず と 答 ふる あに 或は コ" ボタ クルの 逍 跡な b と 答 ふる あに 

或は 紳の逍 跡な りと 云 ふ もの ありと 雖も、 亦 アイヌの 逭跡 なりと 

断言す る 者 少なから ざる を 見れば、 之お 造りた る 主人公 其 者 I： 推 

定す るに 難から ず o 又 陸 奥 國及ひ 渡^ 國 にある チヤ シは、 夷舱又 
は狄跎 等の 名稱 を^し、 而 して 狄 （イスの 字 は 彼の地 方に て アイ Ä 
に 使用した る 字に して、 W に 其 アイヌの 泣？ 亦た る お 示せに ^ほ 
舊 IE 類に 就て 賙变 する に、 ：(!(： 文 九^ ( 西^ 1669 れシ プ チヤ ^今の H 高 

國靜 內邯) の^ 長 シャダ シャイ ンの ÄL5:HE せる 數 種の ^中には、 彼^ 
が 砦！： 設けて 之に 據 6 たる こと を 鈀し、 又 涞輕一 統 志の 内 シャダ 
シャイ ン ÄI の 時の iEW 中に、 瀨棚、 余 市、 及び 石 狩の 奥に アイ ヌの大 
將の 居城 ある こと 等 を 鈀 せり、 降て 天明 元年 r 西^ ヮ^  ^ 松 前鹰 g 

氏 著述の 前 志《夾 風俗の 部に 下の 如く 云へ に 

夾方 I： て不 《  ^ なし、 或は わる もの I：  (1、 寶 物^ 出さす る^ 法と す、 
是 4. タク ナイと S ち m に 1T さて W  ^  in さ ざ れ け 、翻 爭 I：  Ä ぶ、 其 咚 it  $ 

« 冬 》 ち、 »  ^  « れへ戰 ^な マな リ 0 故に 大 s の ほ 《 たろ もの は、 《,  -r 一 

W の！ (5 山 ^、チ ャレ と 名つ け *C  、！ H:  I： 據 るな リ。 
天明 W^IU 西 Sfi7S4 年-立 松 東 作 氏 著述の 遊鈀に n  く  、 

名 はも: れ たれ ど も、 ju  in  w に： a: なる チヤシ^ 待ズ ろ^ も リ、 w 方險 ffi 

|- し て、 《 つ な に す が リて 出入 す （中 略)、 チ ャレと は fi 爽 の r;} 所 w  ä の 如 * 

ものな^  -t-o 

» 島 雄 iE« 著述^ 代不 m に 曰く、 

チ ヤシと 云 ふ は、^ のこと に て、^ 害 I： よりて 作り、 f»  ^ かさ h げ、 中 ： 

リ 毒矢^  W  ！ It  to 

； a: 他チ， シが アイ ヌの呰 なる 乙と は、 二三の に 散 兑 すれ ど 

も、 最も fJI 値 ある は、 安政 五^: 西杼^ 5« 年 I 松 浦 竹 四 SI5 氏の 來 蝦夷 日 

^の 一節に して、 釧路國 釧路町 附近に ある チ， シ の來腋 に付き 下の 

如く  3 已せ b。 
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久 ffl  所の 《 に- チ ヤシ 3 タ リ、 ft   « に は、 玄 = ト ムレと i' へる もの 

住せ し 由、 今き 《8 の PS  »、X  « 石、 》  ff 石 * な 《 出 す ： と もり と （中 ゆ)、" ト 

*、x  ä に » めり、 ä  ft  ^ 乙 名なる メ ン 力 クシに 轡す に、 《  » が 先 a な る 

ふしに て、 左 の to  く  » ふ。 

«I 代ォ- ト ムシ、 此 者 天よ り 下 リ、: h 人の M な 5 と し "C  、上なる 《 に ft 
tf しと。 *  = シは 3?、 トム レはト ウレに て 下る と Ä ふ 《 にても' リ 0 其^ 
の 名 は 知ら ysi し。 其 子、 ト ミ カウ アイ へ tt 者 ハル トルの き 》 

住 t« し が、 《  S、》 岸、' I' »  H  ^  i リ攻來 リ 》  «  I：  Ä び、 《 サ^シ ナイ I：  W な 
» き 唐 リ し ま れ Ä 來り し が、 W のれ J» な 堀と な して tt さ' ，利〜 ffl、W も 

子に Ü リ、 -シぺ 'タの 方に 行 さ 住 ぜ しと、 名 我 金 と 5 ふ «   U リと C ト * 

チヤ アイ ノ、  ft 者 » あ W 、シ ラ 1 9 ト * の 上 1:« な 築 さ、 * 利、 «I 室の 兵と R 
ひ Ü し と、 名 R 金 ^<B し 如く  ÄÄft ろ と S ふ R なり と。 * サ ト ミ 力 
7 ァ イノの 伴）、 A  *  ♦  ^  V ナ  <の« に-て SÄ 方の 敵 か 防 ギ しも、 名 の 
合 ふと 5 ふ 《 な 》)o へケレ = セ 50 なり:!、  Ä 者 今の， サ ゥシの 城に 展 
») しと 0 

Ä の 如く 速 «  » 代、 今 の IÄ 乙名メ  y 力 ク シ 家の 先祖の なリ しと 
話し けれ ば、 S に K し ü  く： とぬ リ 0 

以上の 内、 松 前 志 は 高山と 云 ふが 如き、 柬遊 鈀1 こ 藤 綱に すがら 
て 出入す と 云 ふが 如き は、 如何 かと 思 はるれ ども、 是れ 著者が 實^ 

«| たるに あらず レて、 聞き し 儘 を!5 きたる に よ る もの なれば、 敢て 
やひる に 足らず。 兎に ft 此 等の 禆 中に 記す る 所 を槪括 すれば、 チヤ 
-ンは アイ ヌの 城砦に して、 其據 守の 爲 めに 造らた る ものた る は、 復 
/2 毫も 疑 ひ を容れ ざるな i>。 然れ ども 當時 戰爭 あれば とて、 铒立 
せる 各部 審、 必 しも 皆チ ヤシ を 構へ たらと 云 ふ は あらず、 甲 部落に 

はチ ，シぁ i> しも、 乙 部落に は チ ヤシな きこと も あ もしな らん 0  m 

振 83«； 田の アイヌ 明 石 和 敏» が、 予に 释 らおる 口碑の 中に 曰く、 古 
背忙闳 アイヌと 余 市 アイヌと 戰爭 したる 事 あ i> し 力;、 其時汆 市に 
はチ * シぁ b しも、 田 はは チ， シ なかり き 云 * と、 亦 以て 一^とす 
ベ レ c 

チ ヤシ 使用の 年代 

ァ ィ ネ が « 多の 部落に 分れ、 ^*， 立して 譜诲は 傲 在し、 平 率 
は 耳 は 交際せ る も、 呤と して は 平和 破れ、 互に 劇し く戰爭 したる 乙 
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と ある は、 彼等の 口碑 等に よ わ て 略 ぼ 之 を 知る を 得べ し、 又 松 前^ 

の 雲已錄 によれば、 潘祖武 BHrt 塽以來 》 アイヌと 和 人との 戰爭、 及び 
アイ ヌ間 相互の 戰爭 は、 十 賒回ぁ は bo 而 して 遺跡， 退 物 調 杏の 
桔果 によ れ ば、 チ， シには 或は 酋長、 若く は #14： の 外 身分 ある-. 部 
の 者まで、 長く  Ü: 居した る もの も あ ら しならん， 或は 爭亂の 際の み 
—時 立 816 たる もの も あらしなら ス o チヤ シ创始 の^代 は、 今 之 を 
詳に する 能 はずと 雖も、 使用の 終期 は 略 ぼ 之 を 知る お得べ し 0 即 
ち 今よ 6 ぱ 二十 餘^ 前、 天 刚 の 顷迄は 間 々チ ヤシに 據 $ 居た る 者 あ 
り し は、 松 前: お、： rtC 遊 8 已に鈀 する 所 はて^ かな $  o 盖し アイ ヌの爭 
亂は、 宽政 元年' 西暦 ヮ8 りが) 國後ァ ィヌの ÄI を、 終りと する が 故に、 
寬政^ 問 を 以て チヤ シ 使用の 終ら となす は， 盖し適 営なる 推定なる 
べき 歟0 

コ ロポッ クル 貌の錤 謬 
アイ スの 口碑に よれば、 往古 此 地に コ o ホ*  ，ク/ V と稱 する 矮小 
人 11 あり。 竪穴は 勿論、 逍跡よ り 出つ る 石器、 よ 1 塚 土器の 類 は、 智 
此人 棟の 使 川した る ものに て、 ァ ィ ヌの 使用した る ものに 非ず と 

稱し、 接 だしき はチ ヤシ 5： もコ n ホ'， クルの ^跡な りと 云 ふ もの あ 
ら o 伹北千 ^アイヌ 今の 色丹セ 人 】 には此 口碑な し。 而 して 坪 并^ 

-上の 如 さは、 此 n 碑 を 殆ど 全然 ^ 用し、 多^ 之 を唱逬 し， 其 說大に 世 

に m ま b サと b  o 然れ ども アイヌ 以前に * 此 地に 他の 人^が jg 住せ 
しゃ 否や は 、別問題と して 之 を 措き、 ^穴、 石器、 只 塚 十. 器 を 指して 

皆 他の 人 褪 の it 物な に ァ f ズの 使； n したる ものに 非ず と 云 ふ は、 
糙に誤 s たる を 免れず o 其 蹬は^ 々あれ ども、 玆には 之 お 略し、 單 
にチ * シ硏究 の 結果よ 6 之 を ぎ はん。 

チヤ シカ； アイ ヌの使 川した る ものなる こと は， 前に 記 るす 所に 
よら 旣に imnft にして 坪 井 博士と 雖も、 恐く は 之に 反對 する こと 能 
はざる ベ し。 然 ら ば チ * シ I 人 j の ^物た る 石器、 及び 只 塚 土器の 類 は、 

之 を アイヌの 使用した る ものな りと 云 ふ も、 亦 恐らく は 反駁す る 
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の辭 なかるべし O 又チ ヤシと 密接の 關係を 有する 或る 竪穴 も， 之 を 
アイヌの 使用した る ものなら と 云 ふ も， 亦 恐らく は 之 を 否定す る 

21 と 能 はざる べし o 想 ふに 坪并 博士 は， アイヌの 口碑に 1： き 5：® 

さ、 逍 跡逍 物の 繭査 を 疎かに した S が爲 め、^ 怨に陷 りたる にあら 

ざる 献0 夫れ 未 開 人の 口碑に は ^  ^あらて U\ し 難き こと 少なから 
ず。 矮小 人種に 關 する 口碑の 如き は， 他の 未開人 間に も Iii] ❖ 博 ふ 
ふる 所に して、 之 を 口碑と 云 はんよ b も、 廖ろ 未^人の 小 說と云 ふ 

を 適 常と すべし o 殊に アイヌ は、！:！ 己の 知らざる 追跡、)' Ö 物 を兑れ 
ば、 B ら に 之をコ 。ホ '，クルに^ する の 惡癖ぁ &  。 間く 人 注意せ ざ 

る 可らず o 


CHASHI  OR  FORTRESSES  OF  THE  AINU. 

(RESUME.) 
Hv    T.  KÖNO. 

(With  VUW  V.) 

\.  Definition  of  Chashi.  C  has  in  is  an  Ainu  word  a|>plic«.l  to  a  fortress 
enclosed  either  by  i\n  open  ditch  or  earth  embankment,  or  protected  by  steep 
slopes.  It  is  at  present  generally  known  by  the  name  of  Chashikot  which 
means  the  site  of  a  fortress,  or  the  place  where  a  fortress  was. 

2.  Distribution  of  Chashi.  Chashi  arc  distributed  throughout  the  main 
island  of  Hokkaido  or  Yczo,  where  more  than  ninety  remains  in  different 
localities  have  already  been  rccorcktl.  Tlicy  arc  also  found  in  the  northern 
provinces  of  Honshü  and  in  tlic  Kurilc  Islands. 

3.  Position  and  Size  of  Chashi.  A  Chashi  is  generally  built  on  tlu"  top 
of  a  hilt,  or  on  the  projecting  point  of  a  terrace  near  the  sea,  lake  or  river. 
Generally  tlicy  arc  located  in  such  places  、vhcre  tlicy  can  easily  procure  food  and 
water,  and  can  comniand  a  wide  view  of  the  surrounding  country.  Their  height 
is  from  20  to  80  feet,  but  seldom  reaches  to  more  than  200  feet.  Their  circum- 
ference is  from  120  to  600  feet.  Chashi  of  smaller  size  arc-  more  abundant 
than  the  larger  ones. 
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4.  Shape  and  Coostrnction  of  Chashi      The  shape  of  C  has  hi  is  mostly 

irregularly  oval  or  circular  in  outline,  or  rarely  irregularly  square  or  triangular. 
A  Chashi  situated  on  the  projecting  portion  of  a  terrace  is  generally  separated 
from  the  rest  of  the  elevated  land  by  an  open  ditch,  the  remaining  side  being 
left  in  its  natural  slope,  or  encircling  steps  formed  on  the  declivity.  That  which 
is  built  on  the  top  of  a  hill,  has  generally  an  o|>cn  ditch  (Jug  round  its  base-, 
or  has  its  slope  mat に' very  steep. 

5.  Remains  in  the  Inside  of  Chashi.  Remains  tlu^  out  from  within  the 
enclosure  of  Chns/ii  vary  a  great  deal  in  different  localities.  In  some  places, 
fragments  of  pottery  and  stone  implements,  such  as  stonc-axes  and  arrow-heads 
arc  found  ；  in  others  besides  these  remains,  iron  implements  arc  also  found  ； 
while  in  others  only  iron  implements  are  dug  out.  All  tlicsc  remains  are  (juite 
similar  in  character  to  those  found  in  pits  near  by. 

6.  Relation  between  Chashi  and  Pits.  Pits  may  be  found  cither  within  or 
outside  the  enclosure  of  Chashi,  or  sometimes  they  may  be  entirely  absent  from 
the  vicinity  of  a  Chashi.  From  these  facts,  \\c  may  s;ifcly  infer  that  sonic 
people  in  sonic  period  built  botli  Chashi  ;uul  pits  toffotlicr  at  the  same  place. 

7.  By  whom  were  Chashi  built  ？  According  to  old  Japanese  litoraturt: 
relating  to  the  subject,  Chashi  were  built  by  the  Ainu.  Moreover,  in  the 
traditions  of  this  people,  it  is  transmitted  that  their  ancestors  built  these 
Chashi  in  time  of  war. 

8.  Date  of  the  Making  of  Chashi.     Although  、、で can  not  tell  when 

Chashi  first  bc^au  to  be  built,  yet  \vc  know  the  latest  period  of  their  use  to 
be  about  one  hundred  years  ago,  i.  e.  ut  the  end  of  the  eighteenth  century. 

9.  Erroneous  Views  concerning  the  Koropokgurn.  According  to  the  tra- 
ditions of  the  Ainu,  there  lived  in  Vezo  a  dwarf  race  called  the  Koropokguru  ； 
and  pits,  stonc-iiTiplcmcnts.  shell  mounds,  and  pottery  arc  all  the  relics  of  this 
people.  Hut  there  arc  many  strong  prnofs  against  the  veracity  of  this  tradition. 
Even  from  the  studies  of  Chashi  alone,  it  is  evident  that  the  Ainu  used  at  first 
stone  implements  and  pottery,  ami  abaiuloncd  tlu.ir  use  at  the  iiitrruhiction  of 
iron  implements  ；  and  that  the  Ainu  lived  in  pits  at  some  period. 
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日本 産蟠嫂 科の 新種 

素 木^  — 


NEUE  FORFICULIDEN  JAPANS. 

Von   丁.  Shirakt. 

(Tu  ilctn  EntomolalKjl-itoriuin  tier  I .antlu  irth.«cha(llichcn  Hochscliulc  zu  S  jjijxho.) 

(Mit  Tafd  III.) 

In  der  Monographie  der  Forficulidcn  Japans  (Journ.  Sapporo  A^r 1 Coli, 
vol.  II.  pt.  2.  1905；  habe  ich  mit  Herrn  Professor  Dr.  S.  Matsumura  zu- 
sammen 3  neue  und  5  bekannte  Arten  veröffentlicht. 

Da  ich  seitdem  5  neue  Arten  gefunden  habe,  möchte  ich  hier  diese  Diagnosen 
bekannt  machen. 

- Diese  wertvollen  Materia  Ion  wurden  von 1 Icrrcn  Dr.  S.  MATSUMURA.  T. 
NACASAWA,  H.  OKA  MOTU  und  \V.  ISIIIü  A  ^csammolt,  dafür  möchte  ich  hiermit 
meinen  herzlichen  Dank  aussprechen.  Ferner  muss  ich  hier  meinen  verbindli- 
chsten Dank  veröffentlichen,  dass  ich  unter  Herrn  Prof.  S.  Matsumura's 
Leitung  diese  Arbeit  fertig  gemacht  habe. 

I.  (;:itt.  Labidurodes  Horm. 

1879.    Labidurodes  (Typ.  :  L,  robustus),  DunRow  (Hormansj  in  :  Ann. 

Mus.  Gciiova,  v.  14  p.  355. 
1900.    Labidurodes,  A.  De  Horm  ans  u.  II.  Kuauss,    Ticrr.. ド orf.  imd 

Hemimcr.,  p.  39. 

2  Neue  Arten  : 
1.    Labidurodes  ni^riius  n.  sp. (i'i に i). 
Körper  kräftig,  jiliinzcnd  schwarz.    Kopf  schwach  konvex,  länger  als  breit. 

[Tratis.  SapjKiM  Nat.  lli^t.  Soc.,  \<>l.  I. 1905.， 
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rülilcr  2C-L?licdn^  :  (iin  il ，. lan^  und  dick  ；  2.  sehr  kl し' in,  kugelig  ；  3.  last  so 
das に， aber  dünner  als  d  is  1.  ；  4.  un 1 5.  sehr  klein,  kugelig  ；  die 
übrigen  (ilicdcr  wie  bei  Labidnra,  schmutzig  schwarz.  l'ronotum  fast  recht- 
winklig, kaum  so  breit  wie  der  Kopf.  Der  Hintcrran<I  ck-s  Pronotums  ein  、、で， lig 
abgerundet,  l'lügcklcckcn  vorhuntlcn,  etwa  doppelt  so  hing  wie  das  I'ronotum. 
I'Mii^clsclnipiK-n  hervorragend.  Scutcllum  bedeckt.  Reine  mittel  lang,  ziemlich 
kriittig,  seitlich  zusammengedrückt,  schwarz  ；  Schenkel  ein  wenig  verdickt  ； 
Tarsen  wie  bei  Labidura  riparia,  kastanienbraun.  Hinterleib  bei  den  beiden 
(icschlcchtcrn  mit  Scitcufaltcn,  Glied  3.  und  4.  von  der  Basis  bis  zum  Vortlcr- 
nuulc  des  letzten  Tcrgitcn  deutlich  verbreitert  ；  Unterseite  kastanienbraun. 
Letztes  Hintcrlcibssc^mcnt  :  beim  Männchen  breit,  fast  quadratisch  ；  beim 
Weibchen  nacli  lit'ntcn  etwas  verschmälert.  Zange  schmal,  symmetrisch  ；  beim 
Männchen  stehen  sie  an  der  Basis  auseinander  und  viel  kürzer  als  die  Körperlänge, 
sehr  schwach  t'ingebogen,  an  den  Innenseiten  mit  einem  feinen  Zahn  und  mclircrc 
kleine  Zähnchen  versehen  ；  beim  Weibchen  an  der  Basis  zusammen  Hegen, 
unbt-ziihnt  und  viel  kürzer  als  die  Körperlänge.  l'y^iclium  deutlich,  beim 
Männchen  dreieckig,  beim  Weibchen  fast  (iiiadratiscli,  an  den  Seiten  je  mit 
einer  Vorragun^. 


Korpcrlängc  : 
Pronotunislän^c  : 
1'n.inotumsbrcitc  : 
ト' I  ütje  Klcckcnlä  nge 
l''lü^cldcckcnbrcitc 
Uinlcrlcibslänt^c  : 
1 fintcrlcibsbrcitc  : 

l-ülilcrlüii.^- : 
Zang じ n は 1 ず ： 

Nur  zwei  Kxunplare        vi. 罕) aus  Jüzankci. 

OKAMOTO  (Juli,  auf  einer  liaumriiitle). 

Trivialnamc-  :  Kurc-Jiasamiviushi. 


^  14  mm. ； 
^ 1.7  mm. ； 
^  1.6  mm. ； 
^  3.2  mm. ； 
^  1.3 誦' ； 
'S"  7-5  mm. ； 
'S"  3  mm. ； 
^  8  mm. ； 
^  12  mm. ; 


孚 
罕 


I    5  mm. 
1 .7  mm. 
1.6  mm. 

3 画 • 

7  mm. 

3-3 

8  mm. 
3.S  mm. 
gesammelt 


von    Herrn  II. 


2.    Labitiuroilcs  fortnosauits 11. sp.    (Fi に. 2). 

KörjH,r  zart,  sclnnutziggclb  etwas  rötlicli  einspielend.  Kopf  schwach 
konxcN,  mit  (lern  roten  Scheitel  und  dem  hellen  Muiultcil.  Kühler  schnuitzig- 
^elb,  20-y;licc1rig  (  ？ )  :  Glied  1 . lang  ；  2.  sehr  klein,  kugelig:  3.  ein  wellig 
kürzer  als  das  1.  ;  4.  sehr  klein,  kugelig;  5. laiig  ;  die  übrigen  wie  bei  Labidura 
riparia,  aber  etwas  sclimiilcr.    I'ronotum  fast  quadratisch,  breiter  als  der  Kopf. 
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Fronotum  an  den  Seiten  und  am 1 lintcrraiide  niatt,  blassgelb,  in  der  Mitte  mit 
einer  braunen  Lilngslinie,  (lie  sich  über  die  Ntiht  der  l;liigcldecken  und  Schuppen 
erstreckt  ；  Flügeldecken  und  Schüppcn  strohgelb,  an  den  Seiten  schwärzlich. 
Scutcllum  bedeckt.  Beine  strohgelb,  mittellang;  Schenkel,  l'üssc  und  I lintcrlcib 
wie  beim  L.  nigrittts,,  das  letzte  glänzend  und  rötliclibraun.  Zangen  beim 
Männchen  an  der  Basis  auseinander  stehen,  g し' lblichbraun,  allmählich  nach  aussen 
gebogen  uiul  an  (k'r  Spitze  zusammenstossctKl.  Pygidiimi  beim  Männchen  wie 
beim  L.  ni grit us. 


Körpcrliiiigc  : 

8.5  mm. 

Pronotumslaii^e  : 

i-5  mm. 

Pronotumsbrcitc  : 

1.2  mm. 

1* lügcldcckcnian^o  : 

2.s  mm. 

l;lütrcldcckciibrcnc  : 

公 

o.8  mm. 

I  lintcrlcibslilugc  •• 

公 

3,5  mm. 

Ilintcrlcibsbrcitc  : 

古 

2.  i  mm. 

I;lü};cllän^e  : 

公 

1 1  mm. 

公 

3.6  mm. 

Nur  ein  llxamplar  (^)  aus  Formosa  (August),  gesammelt  von  Herr" 'に 
Na  GAS  AW  A. 

Trivialnnmc  :  Suji-hasamimushi. 

Ii.  (iatt.  Anisolabis  Fieh. 
3  Neue  Arten  : 

1.       nisolabis  pallipt  s  n.  sp. (ド ig.  3). 

%  Körper  oben  kastanienbraun,  gliinzeiid.  Mundteil  gdbbraun.  Fühler 
15 - gliedrig,  wie  beim  A.  viarginalis,  dunkler  ；  Glied  1.  imtl  2.  gelbbraun, 
(ilicd  12.  und  13.  gdb.  l'ronotum  kastanienbraun,  der  schmale  Scitenrand 
gelbbraun.  Die  rückgcbildctc  (seitlich  stehende)  lClytrc  schmal,  elliptisch,  cK  ii 
Scitcurand  des  Mcsotiotum  bedeckend.  Mctanotum  wie  beim  A.  maritima 
gebildet.  Beine  Iichtgclb,  zuweilen  mit  dunkler  Iibial basis.  Scitcnfaltcn  am 
2.,  3.  und  4.  Ab<lominaltcrp;iten  vorhanden,  aber  kaum  sichtbar,  letztes  Tcr^it 
trapezförmig,  muten  stark  verschmälert,  in  der  Mitte  mit  einer  Längsfurchc. 
Zangcnarmc  an  der  Basis  zusanimcnlicgciKl,  oben  dreikantig,  unten  platt  und 
an  der  Innenseite  mit  mehreren  kleinen  Zähiichcn.    l'ygidiiim  unsichtbar. 

Körperlängc  :  ^  7. 1  nun. 

Pronotum.s länge  ：        罕 1.2  mm. 

Pronotumsbrcitc  :        ^  1.15  mm. 
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MesonoUims ほ ngc  ：       ？  0.65  mm. 

Mctanotumslän^c  ：      ？  0.25  mm. 

lrlü^cldcckcnlän^c  ：     ^  0.7  mm. 

Hintcrlcibslän^c  ：        $  2./5  nini. 

Uintcrlcibsbrcitc  ：        $  2.3  mm. 

l^ühlcrlän^c  ：  $  3.5  mm. 

Zangcnlängc  ：  ^  1.6  mm. 

Nur  ein  I']xcmplar  (£)  aus  Takasago  tn  der  samnilun^  von  Herrn  Dr.  ？ >• 
M  ATS  UM  l"  RA. 

Trivial  name  :  i\tashi-hasainimushi. 

2.    A  ni so  lab  is  fa!Lix  n.  sp.        に 4). 

l''orn、  wie  beim  A.  mar^innlis,  aber  kleiner.  Körper  oben  pechbraun, 
glänzend.  Miuultdl  gelbbraun.  1'ühKr 16  glicdri^,  wie  lxim  A.  vtarginalis, 
dunkler  ；  Glied  1.  und  1 1. (ein  Teil)  gelbbraun,  Glied 12.  und 13.  (oder  ein 
Teil)  ^clb.  Hru.stschild  und  Heine  schniutziggclb  ；  die  liasalhälftc  der  Schenke! 
so  wie  auch  die  Schienen  etwas  dunkler.  Uic  6.  und  7.  H intcrlcibsscgmcntcn 
am  llinterrandc  nicht  heller  w  ie  beim  A  mat^inaHs,  letztes  Segment  bisweilen 
dunkler.  Bauch  heller,  gdb  behaart.  Zangen  bei  den  beiden  C.cschlochtcrn 
wie  beim  A.  mar^iiuilis,  aber  deutlich  dünner. 


Kürperläii に e  : 

9-5 

mm. ； 

12.5—9.5 

rronotumslän^cr  : 

公 

1.3 

mm. ； 

I  -5  "  1 .3  nini. 

rronotuinsbreite  : 

公 

i.i 

mm. ； 

i.i  mm. 

Me^onotumslün^c  : 

公 

0-7 

mm. ； 

0.9  mm. 

Motanotumslün^c  : 

公 

ü.5 

mm. ； 

O.65-0.5  mm. 

Hintcrlcibslüiii;c  ; 

5-5 

tum. ； 

6.0-7.5  mm. 

HintcrJcibsbrtitc  : 

公 

- 1  xj  mm. ； 

2.5  -2.0  mm. 

FühlcrUingc  : 

公 

nun. ； 

5.5  mm. 

Zangcnlängc  : 

公 

Liiiksarni 1 .6 

mm. 

广 
zz 

罕 

2.2-2  mm. 

7  Exemplare  (3  ^  u.  4       aus  Insel  Ogasawara,  gesammelt  von  Herrn  Dr.  S. 
MatsUM じ und  ein  Kxamplar  aus 1 Iamana,  j^csumnitlt  von  I Tcrrn  "\V.  ISHIDA. 
Tri  via  I  na  me  :    Ko-hi^eshiro-!tasa  minins  hi. 

3.    /J  nisolabis  piccus  n.  sp. 


IAt  Form  uiul  der  Färbung  nacli  wie  beim  ノ！.  fallax,  Fühler  uikI  Heine 
aber  einfarbig,  der  erstcre  22 …に lktlrig.    Zangen  bei  den  beiden  ( icschlechtcrn  wnt- 
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cinaiulcr  iihnlicli,  und  wie  beim  ？  von  A.  marginalis  gebildet  und  gefärbtsind. 


1 ^                   1 tf 

Korpcrldngc  : 

公 

9.5  mm. ； 

12.5  9-5  mtn. 

Pronotumslango  : 

公 

1.3  mm. ； 

1. 5-1-3  mm. 

rronotutnsbrcite  : 

2.1  mm. ； 

2.3  mm. 

Mcsonotumslängc 

： 公 

i.i  mm. ； 

1.1 mm. 

Mctanotumslängc 

o.6  mm. ； 

0.7  mm. 

Hintcrlcibslänpc  ： 

公 

5  7.8  mm. ； 

6.5  mm. 

Hintcrlcibsbrcitc  ： 

3-5-3  «  mm. 

ruhlcrläiurc  ： 

公 

10. 1  mm. ； 

孚 

10.1  mm. 

Zan^cnliliiLrc  ： 

公 

3.5-4.0  mm. ； 

3.5-2.7  mm. 

mplarc  ( 2  'S"  4 

孚) in  der  Sammlung 

von  Herrn  Dr.  S.  MATSU- 

Insel  Opjasawara 

(August). 

Trivialnamc  :     Y'n  nitro  -//dsn  mi  mush  i. 
15.  Nov.,  1905. 


Fi に 

ト' ig. 
I'ig. 
Fig. 


1  - 

a. 

4- 
a. 


ERKLÄRUNG  DER  ABBILDUNGEN. 

Tafel  in. 


I.abidurodcs,  fii^ri/its  n.  sp. 
Männclicn  ； に Tarsen  ； ( 
Lautdiirodes.  formosattus  n.  sp 
A  nisolabis  palli/>t's  n.  sp.  ^ 
Atu'sohbis  fallax  n.  sp. 
Weibchen  ；      b.    Zange  des  'J" 


Zan^c  des 罕 


-  桷  耍 

ü き に. 余 は理學 忖松年 先生と 共に. 本邦に 於け る 噴 

を札榥 I 良學 校紀 耍に Monographie  der  Forficulidcn  Japans として、 A  ff! 
を記敏 せり。 其の 中五锺 は 新^な b  5c 今が 先生 及び 永 灣定ー ß、 
SBfD  =  « 苕 並に 學友闭 本 半 次 鎮《 の 四 氏の 採集 物 中に 五 種の 新 

種 ある 事 を發兑 せ に 依て^ に Neue  lorficulick-n  Japans と して 發丧 す。 

其の 名を附 せる 事 下の 如し： 

Digitized  by  Google 


* 木 一 B 本 科の 新 《 


1.  Labuiurodcs  mgrilus  n.  sp.     く. ス はさみ ひ し  ト' ig.  I. 

2.  L.  for  mo  saints  n.  sp.  す も 'は-さ みむし  二 
ん Anisolabis  folia  x  n.  sp.  乙 ひげ し /) はさみ むし Fiß.  4. 

4-  パ. piceus  n.  sp.  やにい^ はさみむし 

5-  ん か〃 ひ" ". sp.  さあし はさみ むし  ド i に 3- 

此^ 各 新!！ に 就き 簡^なる 說明 をな さんに 

Labi  du  rod  es  7tigritus  n.  sp.        く  _ ろ I よ 3  _ み V  _ し 

仝 SS 黒色に して 光^ あ に 稱 二十 節 》 鋏 子 は 雄 虫の もの は钿 

, ほ にして 内側の 中央に一 本の 小齒を 有し、 雌蟲の もの は m 力、 くして 

微小， を仃 せず 3    figß 四分六 厘 乃至 四 分 三 厘 0 

L.  formosanus  n.  sp. すち' はさみむし 

前 稗と 同 Ä にして、 體 は汚荧 色を呈 し、 fWft  二十 節 （？  ），  ^胸^ 
の 中央よ り 粕 翊の 屮央を 通過して 後翅 端に 至る 一本の 稍 太き Ä 色 
の縱線 を^す。 鋏 子 は 黄祸色 を呈 す q 體径 二分 七厘。 

Anisolobis  fa/lax  n.  sp.       ^ひげし みは さみむ し 

全 gg ひげし 7) はさみむし に 似れ ども、 其 異なる 點は fig の 小なる 
と、 » 角 十八 節よ 6 成に 笫一 及第 十一 節の 一部 は黄稱 にして^ 十 
二 及第 十三 節 (或は 其の一 部分 は- Ä 色を呈 する， と な bo  三分 
乃至 四 分 o 

A.  piscus  n.  sp. やにい ろ はさみ ひし 

形態 及び ÜS 色前钝 に^し く、 大 さも 稍^ 大 なり。 され ど 脚^ 及 
び 脚 は 全 58 同色な bo  - 
A.  pallipes  n.  sp. き あし はさ し 

仝 fiß 黑铒 色に して 光澤 强く、  《 角は扮 五節よ & 成に 第一 及び 
筇ニ節 は 荧祸第 十二 及ビ第 十三 節 は K 色 を呈す 0 鞘 翅は幅 狭く し 
て、 屮胸 背の 兩 側に 存在して 短 かく、 後翅 を 缺くポ 前 二 棟に 等し o 
脚 は谈^ 色 を呈 す。 體^  二分 五 厘 0 

札 幌鏖ゅ 校 a 蟲學 w 驗 室に 於て o 
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本邦 產 S 薇 科 植物の 菌核病 


半渾徇 


SCLEROTINIA-DISEASES 
OF  ROSACEOUS  PLANTS  IN  JAPAN. 

J  UN  HAN/AWA. 
Aslant  Professor  of  Botany  in  the  Sa|ipnro  Aprical  tum)  College. 


蕃 後科棣 物の 果赏の 皮^ に 灰色の 小 瘤 を 生 じて， 果贲を 《 色に 
腐敗せ しむる^ 害 は、 歐氷幷 ひに 本邦の 果樹 面に， 普く 見る 所の も 

のに して、 炎' 米 に て は Brow"  rot  or  Black  rot  of  fruits, 獨逸 にて は 
Sch\var7.Päulc,  Moniliafaulc  oder  Volstolschimmcl, 佛 ||^' 河 【こ て は Rot  brim 
des  fruits  ä  noyaux, 本邦に て は も にら や ^. 黑 腐^ 又は 灰 星^と い 

ふ G 

乙の 病害 は 夙に 學術界 に 知られた b し を 以て、 Jt: 硏究 も 多く， 

從 てまた 鈀 事に おめ り 0 ル 始めて 菌^ 的 軒究 にお 手せ し 者 は、 PER- 
SOON  (I/-96) に し て、^ 接せる 果 Iff に、 ー锺の 死物 寄 や. 菌な る、 Torula 
fructigena の 寄生す る て と I： 报' おせ し 後 五^に して 仝 氏 は この^ 
K (菌を Moniita 属に 移し、 M.frmtig。ui となせ （>  c 而 して V.  THUMEN 

幷 ひに Hallier が この^ 害の 扭 » 的 fft  ßß を叭^ してより、 E.  Smith, 
Cavara,  Briosi,  Humphrey,  Galloway,  Schroeter,  Wehmer, 

(Trans  Saj>)ion>         Hist.  Six-.,  V<)1.  I.  1905.I 
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WORONIN,    FRANK,    KRUGER,  ADERHOLD 等の 研究す る 所と な 

て、一 般果榭 の 恐るべき 病害と して 知らる るに 灣 り Wo 

又木 邦に 於ても 果榭裁 培 業の «Hi と共に、 も に 》 や 病の 籩延を 
来たし. 農^  士千石 》太》 氏 は W 治 二十 七 年 （1894) に 北海道 果樹 協 
fT 雜 誌に 李， 苹果の もに り や 病 を I& 載し、 白并理 學士，  SB  B 幷に山 田 
二 塵 學士氏 等の 植物^， 學畨に は 灰 、又は 黑麻 病と して 多少の 
鈀载ぁ り、 予も亦 明治 ヌ: 十四^  に 北海道 農せ 報に もに り や 病 

に W する一 般の鈀 載 5： なせ bo 

上述せ る 如 く もに り や 病 は、 夙に 多 くの 菌^ 者に よ 6 て， 硏究 
せらる、 にも 拘 はらず、 菌 の-せ 活史を 明かに 知る こと を 符ざ りし を 

以て， 其の 具 正なる 分類 學 上の 位 ffi は、 不明 は Ä せり o 然るに iQO2 

年に Norton" は子囊 «を發 見した るに よも、 今迄 紛 々た 6 し所 

說も 明かと な に SCHROETER が豫 ^ の 如く  Sclerotinia 屬 屮 に 入る 
べき ものと なに な^ 來 襲用せ し /""'t^"a なる 菌名 は、 只 に該 
病害の 一分 生 胞子 時代の 名に 過ぎざる に 到れ も 0 

其 後 Aderhold 幷 びに Ruh し and"  二 氏 は、 詳細なる 軒究 を 
な し、 今迄 果樹の も に b や 痰 と して IE 載せられし ものに、 三^の 異 

な る?? i  .哎 澳、 即ち Sckrotinia  /nictigniti,  Sei.  laxa, お： び に S 丄 cinerea 
のお 在せ る 乙 と を 確め た bo 


元來 果樹の もに り や 病^ 锒科桢 物の 菌核 病； たる, 急激に 果樹 
を 枯死せ しむる 等の ことなしと 雖も、 花、 葉、 枝幷 びに 果货^ 果^の 
諸 部に 寄生 效病 して 少なから ざる を與 ふるものなる 力 vh に， W 
と 共 に 益 々おの 被お お 增加 する 傾向 あ れば， 予 は 玆に化 の 一般 を紹 


] j    Norton ：  S 、レ い' fnjui^ で r".— 'I  nm',  "  -、、  ,'！.  <»t トレに" し、. >>[ M. 1 い m つ 、i''.  Ail.  1 902.  p. リ 
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介して、 世人の 注. なお 催 かし、 以て 該祸 豫防 «S 除の 一助と なさん と 

すつ 

予は此 W 究 5： なすに 営り 恩師き »れ？ 士は 懇切なる 指 »  I： 垂れ 
られ、 且つ'; t 輩 ^氏 殊に 平 塚 直 治、 山 田玄太 ». 西 田 ü 次 氏^ は 打 益 
なる I» 助 を 與 へられた る 乙と を玆に 深く 謝す-つ 

被害^ 物 

薔薇 科 槌物屮 M 核 病に か 、、る もの は P《)"wük,e と Prumidw と の 
二  ffi 科に して 梨、 苹果， ^^等 は 前^に^ し 根、 杏、^, 桃幷 びに 梅 
等 は 後^に^ す つ 

病  繳 

本 病害 は 花、 萊、 枝及果 货の銥 部に 寄生 發病 する もの なれば、 從 

て ルの病 欲に も 亦 多少の 差與ぁ に 今 各部に 就て 之れ 5: 說明 すれば 
花の 病微 -— 花く され 蘇 と稱 し梗幷 びに 苹榭の 花期に 睽し 

て發^ し 恰も 筘 害に a ひ たる が 如 く、 花 輩 全部の 枯死 を來 たし 瀾 

垂 する ものな ら0 而 しても の 狻 色 は 花の 柱頭よ もす る も あれば、 

又 葉の 屮肋 部に一 小鏺色 部お 生じ 漸次 慷 大して 葉柄に 入 6、 花 « 
の 基部に 達し o 之れ よ b 逆上して、 花梗は 侵入し 、遂に 全 花 *$： 枯 
死せ しむ ü 而 して 被害^の 全面 t こ は 灰 ft 幷 びに 谈枏 黄色の 小 瘤 
を 生じ， 多^の 細 粉 を 飛散せ しめ、 且つ 果^園 內に 悪臭 を 放散す じ 
果 》 の病擻 -一 果^の ^桁に 附着せ る と 、地上に 落下せ し 後 

と を 問 はず、 其一 邡  <こ《 色の 小斑點 を 生じ， 漸次 IT 色 部 を 人し 
て 仝 果而に 及び、 狻色部 はは 環狀 又は 不规刖 に 多數の 灰色 又は 淡 
« 色の 小痫 5r  ^ 生し， 之れ に » 手 すれ は 粉痕の 附^す る お ^ ひ 0 
惡臭 を附隨 し、 被害の 果肉 内に は黑 色の 脔 核の 形成す」 

萁の 病' 嶽 —— ^及び 苹^ の^に 見る 所に して. 初めに^ 色の 
小 斑の 生 じ 、 後 其 の 輪^  5: 壻 太して 葉心幷 びに^ 柄に^ 延し. J I： 
部に 灰甶 色の 小榴 お 生ず o 

^の^ 擻 —— FRANK 弁び に KRÜGER 兩 氏が^ お j の もに b や 
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おに 就て なせる W 究 によれば、 被^ 果^ 及び 花、 葉 を 附着す る 枝 
は，^ お 苗 絲の佼 入す る 所と な に 枝の 锒害 部と fit 全部 との 堺界 
に は、 f ゴム 』K 物！： 分泌す るに よ に 之れ を 認識すべし といへ い 

ぉ原菌 

(Mycelium) 一一 菌絲は 被^ 部の 扭織內 に Ä 出され、 無 
色) き 《S はして 化 細胞 内 K は 多 核、 多 空 胞！：  U し、 原形 ff は 細 ft に 
富み、 多 く の 脂肪 球お 舍 ff す c 幅 は t こして、 稀に がなる も 
の あり。 多蚨に 分かれ、 外皮 細胞に 並行し. 又は ff 々の 方向に 迂 
[ul し、 或は: iß 復 し、 或は 互に ^  して H  '-f. 形 を なし， 表皮の 直下に 
^まりて， 小 塊と な に 益 か 分蚨し 遂に^ 皮 を 破りて 外方に 出で、 
果 面に 小 痫を 生じ、 こ こ に 胞子 を 形成す C 

分 生 86 子 (Conidia) 一  分 生 胞子に 大小の 二  fi あ りて、 大！： 

大形 分 生 胞子 (Macroconidia) とい ひ、 小 を 小形 分 生 胞子 （Micro 
conklia) とい ふ し' 共に^ 胞 よりなる。 普通 被害 部に ü 出さる る も 
の は、 大形 分 生 胞子に して、 菌絲の 先端に 念 球 狀に附 若し. 相互 相 
接する 所に l'apiH* ありて、 之の 部よ 6 分離す c 胞子の 形成 法 は 
先 «J 後' Ii  (Acrojrcnc) にして 设 上部の もの^ 新な に 之れ^ 法 
(Adding) によ りて 形成 せらる るが ためなり c 胞子 は 投^く、 內容 
一はに して 無色、 多 核， 多空胞 ir 冇し， 卵形 或は 榜 BQ 形に して、 大さ 

榊 JTI に よ つて M じからず r 小形 分 や-胞子 は 又 被害 部幷 びに 坊^ 
中に 兄 出され 大さ 2.-45^  ^ufc 也 にして 球形お なし、 無色 透 
な に 先^ 弘前幷 びに ネ 支 廳管內 よ り 来たれる 苹果の 花  <  さ 
辻^の 被害 部. 幷びに 大 形 分 生 胞子の 坊赉屮 に 小形 分 生 胞子 を Ä 
出せ 60  ^小形 分 生 胞子 は 其 後の 發冇不 ^ なる ものにして. 旣に 
DE  BARY は 之れ を お' はしき 精 子 (Doubtful  Spcrmatia) と 命名し、 尙 

ほ 附^して 恐ら く は 子^ 菌 科の ,i ！戒 作； n を も' する ものな らんと 
いへい 先^ぶ it 子^ 盤の 好 化せられ ざ b し 時 に は 此の 小 形 分 

. t 胞子の 存在す る によりて Sclerotinia  «5 に 切 すべさ ものと なせ 
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も， 即ち WORONIN  (1888) は Sclerotinia  Voccini の 研究の 際 Monilia 
に 類した る大 形 分 生 胞子 幷 びに 小形 分生胞 了- お 發兑 し、 該 Monilia 
は Sclerotinia の 不^全 時代の ものにして 小 形 分 生 胞子 は 兩斶の 連 
結^? なるべし とい ひ つ %  WINTER は Monilia を Sclerotinia の Chlamy- 
dosporc の 時代と 小形 分 形 胞子の 時代の み を^ し 其の 他 は 悉く 泔 
诚せ る ものな もといへ に 

菌 桟 (Sclerotium) —— 被^ 部の 組織 ft 又は 培桊基 上の 菌絲 
は 早 晚密に 集合して、 外 餍に黑 色の 色素 5: 形成して 菌核 となる o 

越年 性 を 有し、 形成 後 二 年 を經て 子淞继 を» 生す。 MonilUt  f,'UC- 

/か//" 菌の菌 核 を 形 Ä する こと は 翁に 知られた る？ |t If にして、 
Wehmer は 大形 分 生 胞子 を 培養せ る 際に 液 巾に 菌絲の 粗に 龃 

合して 1-2.  mm 大の菌 核お 形成せ る を 豚め， 又 TUBEUF は 苹 果の 
乃 木^ 狀果 Ä の 表皮 下 又は 表皮 上に 菌 核の 存在 を K め. WORO- 
NIN も  亦苹果 内に  ニ^の 異なれる  菌核  を  發 見した  も0    然れ ども 

何れも 其 後の 發育を 認ひ る こと 能 は ざり き 0 予も亦 明治 三十 二 
年 （'899) に 礼^ 區內 なる 水 原 果樹 (8 にて 採集せ る 梨果の^ 皮下 
に， 果心 を 豳耪 して 數多 の黑色 塊 を發 見せし？： 以て 、之れ！: 较下 
に險 せし に 確かに一 棰の菌 核な b さ 0 依て 乙れ を 常時 W 究 巾な 
b し S""ü  T.ibcrtiann の菌 核と 比较 せし に菌絲 の細少 にして 其 

の龃 合法の 粗なる の 外お も 差 ある 5： 兌 ざり き c 之れ を 地 巾に Ä 
め 其 後の 鋰 遇を兑 しに 終に 子 の 發生を ^ め 得 ざり きつ 今日 
に 至って 之れ を 思へば、 其钮 合方の 粗なる は诳 核の 未だ 成熟せ 
ざるの 故にして， 子^お を 我 生せ しめ ざ り しも 亦 ひべ なりし な 
に Aderhold 幷 びに Ruh し and  氏に よれば 總ての 被害 果 
TT は 其 年內に 未熟の 菌核を 生じ 、翌^に 到って 微密 とな に 第三 
^に 及び 子 《«を 發生 すと いふ o 此^ 赏は^ 通の 菌 核と 其 趣き 

に異 にす る ものにして、 永き nn  了 '痰 盤の 知 ら n ざ \> しも 亦此に $ 

くもの なりつ  • 
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子 H  ^  (Apothecia)  —  f-  M  « は 鲔狀父 は 緞 斗 狀 にして >  土 
色 をな し、 柄の 長さ 約 .5-5.  cm  iß; 徑 1.5-3.  mm 镀 の -れ 沲 ん- 5-  mm 巾 
央に 凹み あ に 子 囊 及び 絲 狀微 をず f す。 

子囊 （Ascus) —— ffltt 狀 又は. 視棒狀 に して mJÖfit  く 無色 透 

刚 にして 顶 端に 沃 度に 染色せ ざる 孔ぁ り 0  了 • 褒 の 太 さは fifi 頹に 
よって 同じから ず g 巾に 八 個の 胞 了-を 藏す c 

子囊 16 子 （Ascospore) — 卵形 又は 枒圓 形に して 兩 端 尖れ 

る あ り 純 圆 なる あに 透明に して 大さ 钝+ぁ 6  — 列 又は 二列に 徘 

列 す (： 

糠狀黼 （Paraphyses) -— 多 胞の 細絲に して 幅 2.5^ にして ß 
さは 略 ぼ 子爽と 同じ a 

生活 ま 

脔核病 は 其 端緒 を * 榭の 開花 期に 發し， 被 寄 部に 逑 Ä 狀 大形 分 

生 胞子 を 形成 し、 又は 小形 分 生 胞子 を 形成す C 大形 分 生 胞子 は 秋期 

果實を 襲 ふて 其の 表面に 灰ひ幷 びに 淡 橙 黄色の 小痫を 生じ、 逋は胞 
子 を 形成して 病害 を 傅 搬沫 行せ しめ、 果肉 內の菌 絲は密 に 集合して 
菌核 とな り、 ニ^の 後 子 I» 盤を發 生して、 子囊 胞子 を放揿 し、 病害 を 

新ら たに 起さし I/o 乃 木^ 狀に乾 縮せ る 被害の 果赏は 共 Wfe 越年し 

て s 年 適せ-の^ a I： 得れば 再び 小 瘤 上に 大形 分 生 胞子 を 形成す r 
又榭 枝の 組織 內に 潜^せる i お 核 も 多^ 生活力 を 失 はずして * 々胞 

子 を 形成す 0 

胞子の Q ス 方法 

萌核 病菌 胞子 の^人 方法に 關 して は Smith,  Galloway, 
Aderhold 氏 等の 詳铀 なる 硏究ぁ もて 充分 t«n!n となれ に Ader- 
hold は 其の 疫人 個所？： お 弱せ る 場所 又は 柱頭な り とい ひつ Frank 
と Krüger 兩氏は 葉 よ り ^入 して 後花^ を氾 かす とい ふ Wehmer 

は 侵入 作用 は 果！？ の 熟、 不熟、 又はお^ の 多少に よ {> て 差 あ りて. 堅 
皮の もの はの は f お 口よ （>  人 6  、 軟 皮の もの は ^ の^ 在に よって 茈 
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ちに 皮 « を S 通し 核果 は 氣孔ょ り 入る とい へら c 予が弘 前 地方に 
て 開きた る 所 又 本^ 软《 地方よ 送り 来たれる 苹果の 花く され 病 
に 就て は旣に 其の 病徵の 部に て 鈀 載せる が 如く、 脔の 侵入 は 柱頭 又 
は 葉よ りし， 果？ T にて は谌ロ 又は 虫の 入 （) し 跡 及び 病果に 附着す る 
健全 無傷 部 よ b す c 

R  因 

杲榭菌 核 病の 脒闪 とな 6 得べき 事赏は 次の 場合な りと す C 

1.  ) 多^^^ 幷ぴに 大風 等の 甩 々なる Mi 介 0 

2.  )      土 壤の诋 ^なる 場合 0 

3-) 窒素 皙 肥料 を 多 施せる 場仓 c 

4.  ) 光線の 透 通 幷びは 通風 あしき 場合 c: 

豫防 S 除法 

低^の 地 は 高燥の 地に 比して 被害^く、 空 Ä の 流通よ く 日光の 
透 通 善良なる 果榭 園に は 被害 少なく c 铳酸銅 幷びは 硫酸 截 等に は 
該 病菌 胞子 は 死滅す る 等の 事 W よ り 方^ 除の 法 を 案出 すれば 

Ä 防 法 

■•) 果樹 BB 內には 適 赏の徘 水 を 行 ふべ し 0 

2.) 適當 なる 剪枝 法！： 年令 行ぶべし O  , 

3-) 榭の間 B に 生石灰 を 傲 布すべし 0 

4) 被害 果榭幷 びに 鍵 全なる 果^ は 共に 秋期 落^前 幷 びに ^  ^ 
開花 前に ボル ドク 合 劑を满 注すべし c 
鼸纖 ä 

5.  ) 被害の 花 ^ 、^、枝 幷 びに 果 IT は 悉く 集めて 燒き棄 つべ し c 

病原菌の 稽頻 

Aderhold 幷びに Ruhland  en 氏に 從ひ^ 薇 科 植物の 菌核 
病菌 を鈀 すれば 下の 如し。 
I. 果 面に 生ずる 小 瘤 は 淡黄色 大形に し て 子 森 胞丫は 兩端尖 

れる もの (^果 幷 ひに 梨果 は 寄 生 す \っ Sei.  fruetigena. 
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果 面に 生ずる 小 瘤 は 灰色 小形に し て子褒 胞子 は兩 鈍囬 

なる もの o  n. 

II. 子囊 の長徑 に 《Vi 以上、 子 j| 胞子の ß 筏 ioM 以上なる もの 

(杏に 寄生す^  Sc/.  laxa. 
子 強の ß 徑 じ0 一  以下、 子 资 胞子の 長徑 m/x 以下なる もの 

排、 等に 寄 や す )o  Sd.  cinerea. 

Sclerotinia  fruetigena  (Pers.)  Schroeter.  (1893) 

Monilia  (Sub.  Sect.  Tonila)  fruetigena,  Pers.  (1801) 
Sporotricfuim  fructigenmn  Link.    ( 1 833) 
Oidiiim  fruetigenum  Link.  (1833) 
Tornla  fruetigena  Pers.    ( 1 796) 
Stroviatinia  fructigtva  Ritz.  Bos.  (1903) 

谌 核 は^ ir の 内部に 果心 を阀 棱 して 形成 せらる る もの なれ ど 

も 時に 外部に も 生す る こ と あ り、 ほさ I  mm, 外部 は 黑く內 部 は Ü し、 
ニ尔の 後子銮 «5： 形成す、 « の 柄 は 平滑に して 長さ る- ii  cm 幅 I  mm, 

« は 銪状泥 斗 形に して 屮' ちに 僅かの 窪み あり、 平潸 にして iö: 徑 3- 

5.  mm、 灰黑 色。 子铋は 棍棒 狀圓柱 形に して JH  JÖ は 鈍 El 、基部 は CK か 
に 細く なれ 6, 先媳の 孔は沃 度に て^ 染 せず、 U さ iW-iSo/^tösM^o 
子^ 胞子 は斜に 一列 乂はニ 列 に 徘 列し、 卵状 紡綞形 をな し、 兩端尖 
れ に迻 刚 にして 長さ Ii- に. 5.". 幅 5.6_6.8/'o 絲状^ は 多胞ょ りな b 

& さ り- 5- は。,". 幅 2.1:1 ひ 

大形 分 生 胞子 （ガ" '"'//"  fruetigera  Pers.) — 小 瘤 は櫞狀 おな し 環状 
又は 不規則に 形成す、 初めは 白色 轼 毛の 如 く 後 大形 分 生 胞子 お生じ 
淡 校 黄色と な る， 大形 分' k 胞子 は述銪 状に 長 く 分岐し、 卵 IB1 又は 楕 
B1 狀卵 IÜ1 狀を なす、 長さ 1«-^3« 幅 9-'3/'o 

小 形 分 生 胞 f- は 子體の 先 na に m m 狀 に 生 じ， 球形に して 透 mi 

直 徑 2 -4 ふ" (普 Ii  3," つ 
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苹榭 及び 梨の 果 Yt'i: 腐敗せ しひる こと 苷通 なれ ども 又 苹榭に 

在って は 花 を 打す る 枝 ひて， 其の 枭 及び 花 4： 腐改せ しひ、 先年 弘 
前 地方 幷 びに 室 80 支 ÄS 管內 よ 6 の 花く さ れ 病害 標本に は 小形 分 生 
胞子 t のみ 存在して 大形 分 生 胞子お もせ ざり さ， 之れ 予が該 標本に 
接せる は 何れも 八 W 下句に して 權 病の 時期よ 6 多く の U 牧 I： 經過 
せし 後 なれば、 旣 t こ 大形 分 牛. 胞子の 飛散し 去 6 たる 後な りしな らん、 
然 れ ども 其 龃樣內 に は 確 か に もに （>  や 菌 の菡絲 を 含^せり。 然る 
に 本 ^六お 膽 振國抆 胱 村 よ り來 たれ る 花く され 病の 襟 本に は多數 
の 大形 分 生 胞子 を 附卷 せに 又 山 田玄太 《 氏の 通信 は よれば 《 岡 地 
方の 苹榭に 於て も此衛 のおめ に 襲 はれ 其の 被害 部に 大形 分 生 g 子 
を Ü 出せ &と O 

本病菡 は歐 米に 在って は 梨， 苹果の 栽培 地に^ 通に W 出さる る 
もの なれば、 本邦に 於ても、 之れ が 裁 培地た る 本邦 北部の 地方 即ち 
來 北、 幷 びに 北海道に は 多少 介在す る ものなる べし 予が今 U まで, 该 
菌 お If 見せる の 地 は 盛 岡、 弘 前、 礼榥. 余 市 、校 鼈^な （>  とすつ 

Sclerotinia  laxa  (Ehrenb.)  Aderh.  et  Ruhl. 

Monilia  laxa,  Sacc.  et  Vogl. ( i  <S>S6) 
Oospora  laxa,  Walk.  (1S33) 
Acrosporium  Itxxuvi  Pers.  (1S22) 
Oidium  laxum  Ehrenb.  (1818) 

菌核 は^ 皮下に 生じ、 外部 黑色內 部 穴 色、 さ I  '"">  ニ^の 後 
子 堪继を 形成す、 « の 柄 は ほさ 卜2  cm 幅 1 mm, 平滑な 6  c 盤は錄 
狀瀨斗 状に して 扁平， BS^ 色 は し て緣 汾 僅かに 淡色、 直徑 3-6i"m0 
了- 澳は W1 柱狀 にして 1H  JSJ 鈍 問. 9C 端 に は 沃 度 に 肝 染せ ざる 孔を U 
す、 長さ 121.5-149-9^ 幅 S.5- 1 子遨胞 子 は 八 個に して 常 に - 列 に 
m 列す， 兩 «8 鈍 ttil にし て ß さ に 5- リ. 5.". 幅 5-2-6.0//0 絲状 ffi は 子铋と 
同 ß にして 幅 2.5/'o 
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大形 分 生 胞子 リん" /れ laxa  Ehrenb.) — 萌 絲は 細く して « 毛の 如 
く、  A 色な り、 小痫は 35 状に 卞 じ、 大 形 分 生 胞子 は 連鎖 状 にな &て咴 
く 分岐 し、 卵圓狀 レモン 形に し て、 透 W 又は 灰色、 長 5 じ4-2» 幅 
9-3-»  5«5^o 

小 形 分卞 胞子 は 谀 子 體の孭 端に 逨筘 状 は ^ じ 球 状、 透明、 ^徑 

2- 小 5."       通 3,")c 

杏の 果' ff を 腐敗せ しむ 0 

Sclerotinia  cinerea  (Bon.)  Schroeter.   ii's リ 3、 

Sclerotinia  fruetigt  ua,  Nort.    ( 1 902 ) 
Monilia  cinerea,  Boi).  (1S51) 

Mouilia  Kusanoi,  P.  Henn.,  Kn^l.  Iiot.in.  Jnlub.  lkl. ^2. 
(1903)  S.  45 

谌核は 表皮 下に 生じ 時に 衣 皮 上に も 生ず、 外部 は黑 く、 內部は 
白し、 厚さ I  nimc 子 雜盤は 多 敏 に 形成せられ、 « の 柄 は Ü さ 3-5  cm, 
幅 i.S_3cm  、基部 は m 色に して、 頃 部 は 淡色な に 盤 は 始め^ 狀 を な 
せど も 後 扁平と なる， 直徑2 -15  nun  (齊 通 5- 8  mm)  B き 色な に 子 ^ は 
囲柱狀 はして、 現 端 僅かに 厚く、 先 《Ö には^ 度に 化染 せざる 孔 お ff 

す、 ß さ 《9.3- io7々"、 幅 5. リ- 6  メク、 r  mm -fa 八 個に して、 斜に一 列 に 

徘列 し兩 Ä 鈍 K)、  Ik さ 6.2-9.3/», 幅 3 卜 4.6〃。 

大形 分 生 胞子 {Monilia  cinerea  Bon.) ~ 小 撺は 灰色に し て 菌 絲 も 
亦 灰色. 大形 分 生 胞子 は 楕囬狀 二  ^ 形に して 長さ 9.3 14.5"、 幅 C,2- 
，2.4〃  ほ' 通 9.3,"). 淡 灰色な 

小形 分 生 胞子 は 》 子體の ÜÖ に^  狀に'|-:し、球狀透明にして 

iA: 徑 2-4 や ( ift-  M  3.^0 

樫、 桃、 せいや ラすも も、 梅 ォ の 'も n 幷ぴ に樱 葉に 寄生し 之れ を 
腐敗せ しひ、 札 W 附近に 見出 さるる もの は果 W の 病お に して、 衆の 

m 宵 は :4i  )；•： 附 近に^る、 予は 明治 三！" 三^ 西 田廛ゅ 士 が 束 京に 於 
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て 採集せ る、 山 棚 の^の Monilia おなる もの を、 氏の^ 意に よ らて^ 

檢 する 5r 得、 恐ら く は 《n«f を氾す ものと m —物な らんと^お せに 然 
る に P,  Hennings は Inj 年 间 所 は 於て、 萆^ 理學 十が 採集せ る山樱 

の^の Mo"ilia 痫 菌に對 し、 之れ を 新！！ と して、 之れ に Monilia  Kusanoi 
なる 名 稱を附 せり， これよ く    J/.  cinerea とお i 似す ると 雖 ども、 只 其 大形 
分 生 胞子の 大さ に 於て 稍 小 なる は、 後名-よ 6  IS 別すべき の點な i» と 
せ に而 して 氏が せる. 1/.ル""""'の大形分生胞子の大さは、《  12  . 
X  7-iOfi にし て、 此れ を Saccardo,  Syllo^c  lüin^orum  IV.  P.  34 に g(l す る 
J/.  cinerea の 15-17  x  10-12// に 比すれば: X- し く 小なる が 如しと 雖も， 

之れ 5：  Aderhold 幷 びに Ruhland 兩 氏が 鈀 載せる ものに 比すれ 

ば、 殆んど 大差な さが 如し、 即ち 兩氏 は^ 通の 大 さに 於て 9.3-14  5  X 
6.ン じ 4," となせ と雖 も、 兩 氏が 觀 察せし ある 堪 合に 於て は， リ. 3," 
以下の 小なる もの あに 次に 之れ を 鈀 載 すれば、  ' 


櫻 花 

9-3  4-5  X  6.2  12.4," 

2. 

新撰な る 

mir 

6.2-22.4 X  3-4 - 15.5," 

ん 

乾 操せ る 《?tf 

9.2-18^x8.15-11.5/« 

4- 

苹 一 

よ b 接 削 

9-3"' 5-5  X 6.2-1 1.9^ 

苹 果第 ― 

l  b  f さ f-f!) 

12.4— 14;5  x  6.2-9.3," 

6. 

m 實 (第 三 

よ !k 接種) 

2^-18.6  X  2.5  — 15'5ク 

X  b 接 m 

4-6-1 6.1  X  3. 卜 15.5," 

S. 

の純粹 培赘） 

14.S- 18.8  X  12.5," 

《> 

麵飽， 六 

の純粹 m 養) 

5.1 - ほ 6x3. 卜 15,5," 

元來 胞子の 大 さは 寄 化する 部分の 粗 璩の如 幷 びに 餐 分の it 

^によって異なる？ H は旣に WORONIN がな せる 試驗 によっても HJ1 
かなる？ ft にして. 氏 は ガ， の もや 養 試驗に 於て X  13-2/^ の 大 
形な る 胞子 を 'ff 兑せ に 予も亦 .JA  fruetigena の坳 合に 於て K の果赏 
に 寄生す る ものと 其の^に 寄' k する ものとの 問に 於て^ しき 大さ 
の 差. 興 を 見たり、 即ち 果 Tf に 於け る もの は のお 徑を U す る 
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に お に 於 け る もの は 《-  に 過ぎ ざり き、 之れ 啻に 一回の 赏驗に 

止まる を 以て 玆に哳 ^する こと 能 はずと 雖も 、概して 葉に 形成 せら 

る ゝ もの は 其 果' A' の ものに 比し 小形なる を ^ とせる ものに あら ざ 
る なきや， 


丁 h し' si-hrcthiia  disease  is  one  of  the  we'll  known  and  widclv  distributed 
tliscascs  in  orchards.  In  Kuropc  and  Anu  rica.  it  attacks  several  kinds  of  fruit- 
trevs,  such  ns  apple,  pear,  i>cach,  plum,  apricot  and  cherry.  Sclcrotitiia 
fnicti^itta  ( Pers. )  Schrot,  on  apple  and  pear  trees,  Sc/,  laxa  (Ehrenb.;  Aderh. 
ct  Ruhl.  on  plum  and  apricot  trees,  and  Sc/,  cinerea  (Bon.)  Scüröt.  on  cherry 
trees  arc  all  found  in  I Iokkaidö  and  in  sonic  other  places  in  Japan.  Fruits 
arc  tlu-  portion  generally  attacked  by  these  fiing に Tlic  cases,  where  the 
flowering  branches  arc  affected,  arc  only  known  to  us  in  apple  and  cherry 
trees.  The  former  is  more  prevalent  in  northern  Japan,  often  doing  great 
<lama<,'c.  According  to  m>'  own  observations,  the  yoimg  leaves  on  a  flow じ ring 
branch  stem  to  be  the  portion  commonly  attacked  at  first.  The  discolored 
l>ortion  generally  appears  along  the  midrib.  The  mycelium  of  tlic  fundus 
extending  along  the  vascular  bundle  reaches  the  branch,  where  at  length 
^rowin^  into  tlic  cavities  of  vessels,  it  hinders  tlic  ascent  of  sap,  causing  the 
withtrin^  of  flowers  and  leaves.  On  the  discolored  spots  on  the  leaves  and 
branches,  microconidia  or  macroconidia  may  be  produced  according  to  circiun- 
stanccs.  I  found  tnicroconidia  in  several  previous  occasions,  but  macroconidia 
for  the-  first  lime  tliis  >car. 

In  lyoo,  I  found  Iari;c  irregular  shaped  black  sclcrotia  in  a.  fallen  decaying 
pear.  Their  texture  was  looser  than  that  of  Sclerotinia  Lilnrtiana.  Although 
I  kept  them  buried  in  the  ground  during  a  winter,  no  ajiothccia  developed  on 
tlicm.  The  matter  was  mafic  clear  by  the  late  discovery  by  NORTON,  and  by 
the  confirm;itor>'  results  obtained  by  AnKKllOl.K  ami  Rum. AM)  of  the  facts, 
tliat  the  sclcrotia  reach  tlu-ir  maturity  after  two  )-cars'  hibernation,  and  that 
tlic  aiK>thcci;i  ； ire  only  formed  on  them  in  the  third  year's  spring. 


In  1903.  I'. I  Jennings  publislucl  tin:  tlcscri]>ti<>ii  of  ； 1  new  spL-cics  of 
Moni /in い" the  lca\ cs  (:'f  the  Japaiu-si-  cherry,  /'rnniis  I\<tin/occrnsits .  collected 
in  T い kyö,  untK-r  tlic  name  «»f  Monilia 八'〃.、 v? '/<■'/.     Ik'  1"' い—' s,  that  the   speck -、  is 


RES じ ME. 
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nearly  related  to  Monilia  dru/ta,  from  which  it  ciiffcrs  in  the  smaller  size  oi 
its  conidia.  Hut  when  \vc  compare  t!ic  measurements  <>f  tlic  sports  given  by 
P.  HENNINGS  to  those  of  Schrotinia  cinerea  ^iven  by  Adkkiiold  ami 
RUIII-AND,  \vc  find  almost  no  (lifTctviic し' between  them,  an<l 、、'し' arc  inclined  to 
believe,  that  Monilia  Kusanoi  is  nothing  more  than  a  synonym  of  the  wide 
spread  Sclerotinia  cinerea,  which  is  common  on  the  cultivatcl  cherry  in 
I  lokkaitlö. 

X<»v.  1905. 
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岡 本 半 次 郞 


NEUROPTEROUS  INSECTS  OF  HOKKAIDO. 

UV 

Hanjiuo  Okamoto. 


予は 目下 本邦 產脈 ill ü の倂究 屮 な るが， ^北海道の 部 は一 先づ 

：»； 取調べ を 終へ たる を 以て、 今 之れ を 公に せんと す o 伹し予 が 不敏 

なると 垒者番 の 不足と によ $ 、 充 分の 結果 を 得る 能 はざる は だ 遣 

城の 至らなり とすつ 而 して 此の^ 究 5: なすに 常ら. 垒考 として 用 わ 

し 害 Ö の 主なる もの を Ü すれば 次の 如し。 

1.  Burnieister,  H.  ：     I  landbuch  der  l':"tomol(>gi じ (183 リ). 

2.  Rambur,  M.  P.:    Histoirc  naturelle  des  Inscctcs  (1S42). 

3.  M'Lachlan,  R.  ：      A  Sketch  of  our  present  Knowledge  of  the  Neu- 

roptcrous  l-'auna  of  Ja|>an  (1875). 

4-     Ä 村 Ä 年： 千 焱蹁解 (>W4)- 

此 研究 I： なすに 常 に 恩師 tt 村 博士に ß ふ 所 《 た 多し、 依て 玆 
4 こ ^謝す o 

I.  Sialidae 

II.  Chrysopidae 
HI.  Hemorobiidae 

IV.  Osmylidae 

V.  Coniopterygiclee 

VI.  Myrmeleonidae 

[Truu>.  t»i>iK>ro  Nut.  lli，i.  S.c.. 、い，. I.  1905.! 

Digitized  by  Google 


蛇 ！ tft  tu 科  2  species 

草锿蛤 科  5 

姬蛸蛤 科  I 

^  m  蛤 科  i 

粉^ 蛤 科  t 

姣 m 蛉 科  4 


1 12 


W 本 一 北海道に 於け ろ Kill  H 


以上の^ 科の 外に 本邦 に は 

Rhaphididae 駢駝 Ü 科 
Mantispidae 擬 崃科 
Ascalophidae       長 闪 蛸 蚣 科 

の 三 科 あれ ども 未だ 本道に 發生 せる を a ざるな に 


1. Sialidae 蛇 ttHH 

1.  Nturowus  gr.utdis  THUNB. へび とんぼ 
採 鬼 他-… 札幌 附近。 

ff3 は 暗 黄 。萌大 にして 扁平な に一 兑 蛇の 頭 狀！： なす、 故に 此名 
あ 6o 複吸は 小に して 突出す、^ 吸は大 にして 三 個、 « 角 は 黑色基 
節は荧 色な に 前 胸 は 細 ß  く兩 側に 一個の^ 縱條 あに 翅は^ 陪 
色、 翅脈 は陪掲 にして Ä 脲を 混ぜに 前翊 は後翅 より 稍 大なも c 腹 
部 は 黄揭、 脚 は Ä 色、 跗節は 暗 黄色な に 幼盘は 水中に あに 世俗に 

孫 太郞虫 と秫す o 體長 一寸 五分 內 外，^ の 開 吸 三寸 六分內 外。 

2.  Sialis  frequens  MATS.     (".  sp.) せんぶ & 
採集 地 —— 礼幌、 石山、 登 別、 厚別 c 

8S は黑色 0 頭 は 小， 褀 吸 は 小 なれ ど も餘 b 突出せず 0 翠眼を 欠 
け" « 角 は 全 fit 黑毛を 以て 覆る： 前 胸 は 矩形、 屮 * 後 胸 は 短く 背 
上膨 起す C 翅 は 半透明に して 前錄、 後躲、 外緣は 暗色 を^べ h 翅脈 
は蹐 W  、腹部と 脚部 は黑 色な ^ 幼淼は 水屮に 注 せに 體長 三分 三 

m 內 外、 m の 開 張 一寸 內 外つ 

II-   Chrysopidse 草 蛸 蛤 科 

ん Chry.^opa  pcrh  L.        くさ かげ/) う 
採集 地 一一 札榥、 石山、 藻 岩 c 

^は 綠色。 頭 及 は Ä 色、 後 Ä の 間 に X 字形の^ 紋ぁ bo  m 

に W 個の 黑紋ぁ be 後 Wi に も 四 偶の ^枚 あ に 前 胸 は 細長、 六 個の 
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黑钦ぁ も O 中 胸に も 六 個の^ 紋ぁ i> 翅は 透明、 Ä 珠樣の 光 渾を有 
せ も O 縱 脈は綠 色、 横 脈の 大部 は 褐色な " 脚部と 腹部と は綠 色、 跗 
節 は 黄裕な «»0 體 長 三分 內外、 翊の搠 張 一寸 內 外。 

4.  Chrysopa  bipunctata  BURM. ふた ほし く さかげろう 

採集 地 —— 札幌 附近 o 

體は綠 色 o 觫角 黄色に して 其 間に X 字形の 黑钦 を. 有せず 0  ^ に 
四 個の 黑紋 あに 而て 上の 二 黑钦は 基 節の 直下に 位せ に 下唇 
鬚 Ä 色。 前 胸細畏 く、 前、 屮、 後 胸苷の 中央 i: 通じて 一の 大 なる 黄綠 
色の 縱線 あり。 翅は 透明、 翅脲 は綠 色に して * 前 緣脲ょ ら 出る 横 脈 
は黑 色な に 腹^と 脚部 は綠 色、 跗節は 贲祸な &。  figß 四分內 外、 
翅の開 張 一寸 四分內 外 o 

5.  Chrysopa  septcmpunctata  WESM. なな ほしくさ かげろう （新 稱） 

採集 地 一一 札 K 附近 o 

體は錄 色 0 顿、 預頂 及前顷 に 黑紋ぁ も o 解 Ä は 墓 節と 第一 節と 
5： 除きて 得 色な bo 下唇 鬚 は黑祸 色。 脚は跺 色、 跗節は 淡^色な り。 
Ö 脈 は錄 色、 前綠 脈の 横 脲は黑 色 を呈せ i>o  三分 五 厘內 外、 翊 

の 開 九分 五 厘 内外 o 

6.  Chrysopa  microcephala  BRAUER? こがしら く さかげろう （新 稍 I 

採集 地 —— 札幌 附近、 定山溪 o  ' 

ff§ は綠色 oltfi 部 は Ä 色 、股 识に 黑钦を 有せず、 颊都 にの み黑敉 あ 
bo    »ダ1 は^ W 色に して 基 節 は Ä: 色な i>。 下唇 鬚 は 黄褐色、 跗節は 

淡 》な に 翅の縱 脈は綠 色、 横 脈 は 悉く 黒色 を 呈 せら。 三分 內 
外、 翊の搠 弦 九分 內 外。  • 

7-     Chrysopa  intima  M'L. ひと ほしくさ かげ スぅ (新 栩） 
« 集 地 —— 札幌 附近。 

體は綠 頭部 は 黄色、 は 黄^色に して； K:RII に 明 了なる 一 
個の 铰 を 装へ 6。 顔に 六 個の 黑紋ぁ ^ 後 ßfi に 二 個の 黑紋ぁ 5。 前 

胸 短く、 翅は速 明 は して 錄 色の 》5: 有せり。 腹部 及 脚部 は綠 色、 W 
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節 は黄祸 な？ )0   fig 長 三分 五厘內 外、 翅の開 張 一寸 内外 o 

III.   Hemorobiidae      m  tri  ff 

8.  Megalovms  punctatus  MATS.  (n.  sp.)        く び 力、 く しかげ^  5 
採集 地 一一 札榥 附近、 苫小牧 o 

體は黑 褐色 o»Ä 糸狀 にして 述筘狀 I： 呈し、 黑 色な し 頭部 は 
前 胸 下に 匿れ て 能く 見へ ず o 前翅 は 《 色 、翅脲 は 多し と 雖 も 横膝少 
なく、 前綠室 を 除く の 外黑钦 と白敉 I： 散在せ &  o 後翊は 前翅よ》 小 

く、 暗 Ä 色に して 紋 を 欠げ に 脚 は 色なん ffiß 二分 五 厘 ^ 
外、 翅の開 張 九分 內外 0    (此 科に^ する もの 數翊 あれ ども 他日 を 期 

して 發 表せん 0) 

IV.  Osmylidae      )Ä 翅蜻蛤 科 

9.  Osmylus  flavicornis  M'L. ひろば かげろ ラ 
採集 地 —— 礼榥 附近 o 

fig は淡荧 にして K 敉 を 装 ふ o 頭 in の 中央 は^ 色、 黄色なる 三 個 

の H 股！： 苻 せに 解 角 は 述鎖狀 にして 黄色 且つ PM 毛 を 装 ふ o 前 胸 
長し o 翅は透 こして； ft  く0 翅 脲は荧 色と 黑 色の 班！： 成せら o 前 
翅の前 緣室は 基部に 於て 廣 く、 緣铰 黄色 其兩 側に 黑紋 あに ヌ後綠 
の 中央よ （》 稍 基部に 近く一 個の 黑钦 あり 0 佝 內惻に 小黑紋 あに 後 
翔 は 前翅よ Ö 小な 6。 腹部 暗 W 、脚 は 淡 Ä、  四分內 外、 翅の開 

張 一寸 二分 內外 o 

10.  Osmylus  tcssdlatus  M'L. まだら ひろば かげ スラ (新 稱） 
採集 地 一- 定山溪 o 

S3 は黑 色に して 灰色の 毛 5： 生ず o 頭部 は膨 起し 軍 眼 小に して 

黄色な に 觫角逨 鎖状 ^ 基部に 於て 荧 色の 環 あ ^ 顔 は 黄色、 m 
角の fin に 枝 を 有せる 黑紋ぁ ち。 前 胸^の 前の 中央に 黄色の 小點ぁ 

bo 脚 は 淡 黄、 WI 節の 末端 は 力 色 5: 箝 ベり。 前翅 は廣く 且翅脈 多く 

其 大^ は^ 色な り、一 部 は fl 色な り o 副前緣 脈と 徑 脈と は 黄色に し 
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て黑 色の 小枝 lr 出せん 翊の 中央に 網 狀脲ぁ り0 前綠、 外躲 及後緣 
K は 縱瞰枝 多く  iL つ 廣く慷 も て 灰色お 呈し、 翅は怆 も 縫合した るが 
如さ觀 を 呈せ （>。 緣 紋は黑 色、 後翊は 前翅よ も 小な &。 其 後緣は 淡 
^色なら o  figß 四 分 五厘內 外、 翊の開 張 一寸 六 分內外 o 

11.  Osmylus  hyalinatus  M'L.      くろ ひげ ひろば 力、 げろう （新 稱） 
採集 地 —— 礼榥 附近 o 

頭 は 多く 黄色、 （時に W 色の もの あ も b  は 連鎖 狀 にして 黑 

色 O 前 胸 背 も黑色 O 腹部 は^ 色に して 黄褐色の 毛お 生ぜり o 脚 は 
黄白色。 前翅 は塽 く外緣 ^に 於て 鋭角 をな す 0 翅は迻 明に して 虹 

色 i: 放てり c 翅脲黑 く 副 前綠 脈と 筏 脈 は 黄色な り。 前翅の 中央 及 
翘 Ä に^ 色の 紋 あら o 前緣 脈の 橫脈は 枝 5： 有せら o 緣校彬 色、 後翅 

は揭敉 I： 有せず、 只^ 色の 緣紋 あるの み o 體^ 五分 五 厘 ft 外、 翅の 
閉 強 一寸 八 分 内外 0 

V.   Coniopterygidae 粉 蛸 蛉 科 

12.  Coniophrynx  abdominalis  MATS.    (n.  sp.)  な 力、 げろ 5 
採集 地 —— 礼幌 附近， 錢函っ 

觭^ は述 鎖狀、 ^ 色に して 鱧よ b  U し、 Ä 毛 を 有せ り 0 前 胸 極め 
て 短く、 二 双の 翊は 殆んど 同大 o 翅は 牴 色 を^び、 翅脈 は皤祸 色な 
に而 て楝脲 非常に 少く 緣钦を 欠け》 o  « に Ö 粉 を ^ふ。 脚 は 黄色、 
腿 節の 末 JÖ は 得 色、!/ 付 節 は^ 褐な bo 札幌 附近に 多し。 體長一 分 二 
厘內 外、 翊の開 張 三分 二 厘內外 o 

VI.   Myrmeleonidae 蛟蛸蛤 科 

，3.    Acantluxdisis  mohvnttus  MATS.  (n.  sp.)      i ど あほうす かげ^  5 
採集 地 一一 璲岩、 定山溪 0 

«は昭灰色0«)^1ょ黑^に して 棍榨狀 5:  M し 赤 W の 輪 環 あ i>0 

親 は 黄色。 前 胸 背に は 三 個の 咴き 横满ぁ &。 兩 側に は黄抆 あ に翅 

は 透 姘脲 はれ 色と m 色との 斑 をな し 抆 5： 散在す 0 前 $13 の綠 

Digitized  by  Google 
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抆は 白色、 其內侧 に黑敉 あに 前緣に は 五^形の 細胞 あ！ ► て 二列に 
排列す。 基部と 尖端に は 此を缺 け に 後翅は 前翊と 大、 白色の 綠 

紋 あらて 黑钦 なし O 胸 下に 白 毛 を 密生す 0 腹部 斑 杖な く  O 脚 は 白色 

と黑 色の ß 毛 を 密生し 黄色な !>。 腿 節 及び 脛 節の 末 Ä 幷に跗 節 は 

黒色 0  ^は揭 色 0 本道 珍ら しき 種 額に して 本年 始めて 此を 採集せ fto 
體 ^一寸 一分 內外、 翅の開 張 二 寸八分 ^ 外。 

，4.     Myrmelcon  formicarius  L. 乙— 5 すば 力、 げ 7) -ラ. 

採集 地 一一 *L 幌 附近、 浦 河 0 

ffi は灰树 。頭 及 解 角 は^ 色、 口 部 K 色、 下唇 鬚は黑 色な 6o  Ä 角 
基 節の 大部 及 基部 は 黄色、 敉 吸の^ 陴も亦 黄色、 前 胸 背の 前 兩惻は 
Ä 色 o  ^は 透明、 翅脈は 黄色と ^色の 斑 をな す。 前 緣の横 脈は黑 色、 
^底に あ る も の は 黄色， 緣抆 炎色、 後^ は 前翊 よ b 遙に細 小。 第五 
腹 節よ に 至る 迄^ 節の 後緣 は荧 色な bo 脚は黑 色に して 傅 

節 及 腿 節の 基部 は- Ä 色な &。  m  ^一寸 IS 外， 翅の は】 張ニ寸 パ 分 內 外 o 
1 5-     Myrmeieon  m^rivcnosus  MATS.  (n.  sj>. )    く/) みゃく  5 す は' かける 5 

採^ 地 —— 札^ 附近 o 

S3 は黑糾 0艉 角 及 顔は黑 色、 口 部 は Ä 色な も。 榔 ffl の 墓^と 钹吸 
の JÄIBÜ は Ä 色 を呈せ &o 前翅 は 透明に して^ 色の 脈 あに 拔前緣 

脈と 胚 脈と は 黄色なら 0 綠紋は 卵形に して Ä 糾 色なら o 後 翅は前 

433 よ ケ稍 小， 黄祸の 緣紋は 前翅に 比し て^に 小 形。 胸 下 は Ä 色。 脚 
はお 色に して 轉節腿 節の 人-部 及肫 節の 墓 部 は Ä 色な bo 體^ 一寸 
四分內 外、 翅の開 张ニ寸 九 分 ^ 外。 

i6.     Glcmims  pupillaris  GEHST. ほし うすばが げろう 
採集 地 一一 お 內0 

體 は 昭 mo  m  m は t; 色、 顔 は n 色、 解 ^ は ^'色 にして ^ 色の 環 あ 

bo 其 末端 は黑 W にして 膨大す o 幼 は 透明、 白色の 緣抆ぁ り o 翊 * 

は m に み: 色、 後緣の 屮央に 71 ^色の 短 かき 斜條ぁ り。 尙後緣 の外緣 に 
近き 處に大 なる 白色 敉 あり o 後 は 前^より 細 小に して 後緣の 末 
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ffi に 近く 黑 色の 大紋ぁ i)o 尙外綠 暗色 を呈す O 腹 節の 後緣は 黄色 0 

脚 は 黄白、 脛節蜴 及び Kl 節 端 は黑 色な bc  S9ß —  寸 一分 內外、 翅の 

ニ寸 五分 內外 o 


小 

6. 


The  species  of  Ncuroptcrous  insects  found  in  Hokkaido  arc  comparatively 
few  in  number.  In  the  following  list,  five  species  seem  to  be  new,  and 
the  descriptions  of  them  will  shortly  bc  published  by  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA. 

I.  Sialidae. 

1.  Nfitromus  grandis  THUNB. 

2.  Sialis  ft eqtiens  MATS.    (n.  sp.) 

H.  Chrysopidae. 

Chrysopa  perla し 
C.  bi punctata  BURM. 
C.  septempunctata  WESM. 

C.  microcephala  BRAUER  ？ 

7.  C,  intima  M'L. 

III.  Hemorobiidae. 

8.  Mcgalovius  punctatus  MATS.    (n.  sp.) 

IV.  Osmylidae. 

9.  Osmylus  flavicornis  M'L. 

10.  0.  tessdlatus  M'L. 

11.  0.  hyalinatits  M'L. 

v.  Coniopterygridae. 

12.  Coniopieryx  abdominalis  MATS.    (n.  sp. 
VI.  Myrmeleonidae. 

13.  Acanthaclisis  mokvanus  MATS.    (n.  sp.) 

14.  Myrmeleon  formicarius  L. 

15.  M.  nigrivenosus  MATS.    (n.  sp.) 

16.  Glenurus  papillaris  GERST. 
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各種 昆布の 「ペン ト ーザン J 及 「メチー^、 ペン ト ーザン J 

の 含量に 就て 

J^J  木 


ON  THE  AMOUNT  OF  PENTOSAN  AND  METHYL- 
PENTOSAN  IN  LAMINARIACEvC. 

BY 

Y.  Suzuki. 

(From  llic  Chcmiciil  I-ahuratary  of  tltc  Sapi»ro  Ayricdtural  Colkye.) 

 —攀—  

第一、 雜 鎗、 

r ペン ト-ザ ン】 及 r メ チ - 〃、ベ ン ト -ザン j は 互 に 相伴 ふ て 植物 

界に廣 く 存在す る ものなる べき はゥ * ヅ トク— 及 トーレン ス兩氏 
(WlDTSOE  u.  TOLLENS— Berlin,  Bcr.  D.  chctn.  Gcs.  33. (1900)  p.  143) の 
硏究 並びに 大 島及ト —レンス 兩氏 （OSHIMA  u.  TOLLENS— Herlin,  Bcr. 
D.  ehem.  Gcs.  34.  (1901)  pp.  1 425-1426.) の按 出に 掛 る1 "メ チ 一〃、 フ^フ 
"  一/^ に對 する r スぺク ト/^ 反 ffi の應 用に よ b、  Ä々 W なる K 至れ 

に而 して 從來の 「ペン ト -ザン j の 定量 法に 依 &ては 「ペン ト -ザン j 
を 全く  r メチール 、ベント-ザ ン j より 分離す る 能 はさる の缺點 あ》 o 

故 i こ其定 i なる もの は不確 實 なる を 免れざる と 共 は 、又リ チ ぺ 
ン ト - ザン』 I： 定: & し 得べき 方法な か 6 し、 然るに 本年に 至り エレ^ 
ト及 トーレン ス兩氏 （ELLETT  u.  TOLLENS— Berlin,  Her.  D.  chem.  Gcs. 
38.  (1905)  pp.  492-499.) は r ベント-ザ ン j と r メチ- グ、 ぺ ント -ザン 、と 
[Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.,  vol.  I.  1905.] 
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を 全く 分離し 各 * 別に 定 Ä し 得べき 方法 を 公に せ も、 然&と 雖もロ 

尙ほ a  く 末た' 之を蹈 用し、 各種の «[ 物に 就て 轼墩す るに 至らず、 從 

て 植物 巾に 於け る ソチ- ノレ、 ペン ト - ザン」 の 含 Ä に 關 する 吾人の 
智識 は 極めて 狭^な b とす o 

見 布 科槌物 巾に ソ チ-ル 、ペン ト -ザン j の 存在 すべさ は W にし 
て大 A 氏 (北海道 水產調 赉報吿 第三 號ニ 〇 ニー 二 〇 ミ頁) は ß 布の 加 

水分 解 物 中に 「フ - コ - ゼ」 （Fucosc) の 存在すべき 事 を 云へ も 次て £ュ 
一 タル 及 トーレン ス兩氏 （MUTHER  u.  TOLLENS — Berlin,  Ber.  D.  ehem. 
Ges.  37  (1904)  p.  306) も 亦 ^ 布の一^  (Lammana  di^itata) の 加水分解 
物に 就て 研究し、 其 內にリ -コ- ゼぷ菊 菊 糖の 存在 を 確め たり、 余 

(札 幌農ゅ 校 卒業 Ifir 文 一明 治 三十 八 年 六月） は 本年 大島 敎授 指^の 下 
に とろ、 こんぶの 成分に 關 する 硏究 を 行 ひ 其 加水分解 物 中に フ - 
コ-ゼ j 及菊萄 糖の 存在 を蹬 明す る！: 得た に 

今玆 に： t レサ ト及 トーレン ス兩氏 (引照 前 出) の 法に 從 ひて 各 楝 
見 布の r ペン ト -ザン ；及【 メ チ -〃、ペン ト - ザン」 を 定量せ る 成 跹を 
報^せん と す。 

第二、 供 試 

供轼品 は 先苹大 fö 敎授が 北海道 產齐種 ß 布の 成分 を 弒驗 せる 

際に 用 わし ものにして 北海道 迪水產 課に 於て 探 集せ る ものな も。 

第 三、 試 is 方法、 

粉碎 せる 轼料ニ  ä を 取ゲフ ラス コパこ 入れ 之に 比靈 一•〇 六な る 
^故 一 〇〇 立方 糠 を 加へ て 蒸溜し^ 十分 i!n に 蒸溜 液ョ 〇 立方 欐ぉ 
得る と共に 更に 三 o 立方 《 の 理酸を 注入し 絕 えず 蒸溜し 其 蒸溜 液 

に 就て r7 ルフ" - /«^Är  メ チ-〃 、フ/ ^フ 》»  - だ j の 存在 を ffi めざるに 
至りて 止む O 

'フ〃 フ "-〃 」の 存在 は 酷 酸ァ ユタ ン ir 以て 之 を檢し r メチール、 

フル フ "- /^の 存在 は大塵 及ト— レンス 兩氏 (引照 前 出) の r ス ぺクト 

り反應 (蒸溜 液の 五 立方? 8 を 取 & 之に 小 許の リ "、グ ルチ ン 』の墮 敌 
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溶液と 等量の 强 を 加へ て 五分 閒靜^ し 生ずる と ころの 「フル フ 
"一 A\ フ" 、グ〃 チク ド」 の 沈澱 を « 別し： 其38 液の 吸收 「* ぺク トル j を 
梭し 特冇な る黑裕 の 存否 如何 を撿 す） に R る而 して 余の 試敏に 於て 
はリ ルフ " - め は 十回 目 乃至 十四 回 目 蒸溜 液一 回 は 三 〇 立方槱 宛) 
まで 「  メチ- 〃、フルク" - ノレ」 は 十六 回目 乃至 二十 四 回目まで 存在す 

る を K めた bo 

斯く して 得た る 蒸溜 液 は ヱ ルレ マイ ヱル氏 ラ ラス コ J に 桨めウ 
"、グダ チ ン』 の 《敌 溶液 を 加入し 能く 振淇し 之に 盥酸 (比 m しめ を 
加へ て 其惣容 * 五 百 立方 樋と し 翌日 まで 靜 《 し 更に 少 せの 「フ " 、 
グダ チン^ 液 を 加入し 沈 》 の 生ずる や 否や を揿し 全く 沈 》 を 生ぜ 

ざるに 於て 豫め 乾操枰 ft せ: る ヅ―チ 氏 坩堝お 用 Ö て瓛 過し 一QO 

乃至一 五 〇 立方 糲の水 を 以て 洗滌し 百度 (攝 氏、 に 於て 三時 間 乾 垅し 
後 秤 a す其赏 ä は 即ち r フル フ。 -ノ匕 及 「メ チ - へフ， フ " - めの 「フ " 

、 グ〃 チ ッ ^ な bo 後！ tr フ n  、 グ〃 チ ツ ドぷ 入れた る 坩堝 を 小な 

る r ビ- 力 一： に 入れ 之に 九 五 河の 酒精一 五 立方櫪 を 加入し 六 〇 度の 

水 港 上に 於て 約 一 O 分 問 Ä めて 後洒 精液 を Ü8 去し 更に 之に 洒精一 
五 立方 «を 加へ ffl めて » 去し 谳 液の 全く^ 色せ ざるに 至る 迄數 [eJ 
之 を 反 IS し 後 一〇0 度に 於て 二 時間 乾燥 秤！: す而 して 酒精に 溶解 
せる もの は 「メ チール， フ/^ フ 口-ノレ、 フロ  、グ 〃 チクト *J にして 不溶 

解なる もの は 「フル フ 口-ノレ、 フ P    、グル チクド j な （>  o 

リ 。 、 グ 〃チ ッ ド j の^ よい ベント- ザン j 若し く は 「メ チール、 
ペン ト- ザ ン j に 改算 する 法式 は 左の 如し 0 

r フル フロー  ノ レフ" 、グ 〃チッ ド j よ り r ベント-ザ ンパ こ改算 する 方式 
(Ph  +  i.82—o.oi04)X  1.88 -Pentosan.         *  (Ph の ニ芄 以^  ノ 場合） 
(Ph は 得た る ルフ n  - 〃、 フ o   、グ〃 チプ ド j の 量） 
r メチ -〃、 フ/^ フ "-〃 、フ" 、グ 〃チタ ド j は 先 づ「 ラム ノー  セ つ に 換 
算 し 更に 之に 'AI: 乘 じて 「メ チ - ノレ、 ペン ト -ザン j と なす。 
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(Pli X  1.65-rh.2  i.84  +  o.oio)  =  Rhamnosc 
Rhamnosc  x  .8  =  Mcthylpcntosan 

(l'h は 得た るメ チ 一へ 7  ~ フ ロー/^、 フ n  、グ 〃チ ク ドの 货レ 

第 四、 試 Ü 成 接、 

前^ 方法に 依ら 得た る 試驗成 跆 左の 如し、 伹し氣 乾物 百 分 中 c 
\\\\ loo  parts  of  air-dry  substance) 


m 

類 

Water. 

Pentosan. 

Mcthyl- 
pcntosan. 

ま て んぶ 

Laminaria  japonica. 

10.97 

573 

1.68 

みゥ いし 乙ん ぶ 

L.  angttstata. 

9.1X 

6.22 

1-53 

6 し！ > 乙ん ふ' 

L.  ociiotcnsis. 

779 

6.7 【 

1-46 

ながこん ぶ 

L.  longissinia. 

943 

5-37 

1.66 

ほ もめ こんぶ 

L.  reltffiosa. 

6.10 

1-79 

ね 乙 あし こんぶ 

Arthrothamnus  bifidus. 

8.32 

5.50 

i -92 

とろ ゝ こんぶ 

Kjelhnanniella  gyrata. 

10.00 

5-57 

1.97 

無水物 IT 分 中に 改箅 せば 左の 如 し o 


(in  100  parts  of  watcr-frcc  substance) 


m 

類 

Pentosan. 

Mcthylpcntosan. 

まこん ぶ 

Laminaria  iafiomea. 

6.42 

1.88 

みついし こんぶ 

し angustata. 

6.85 

1.68 

b しり こんぶ 

L.  ochotensis. 

1.58 

ながこん ぶ 

L.  loitgtssima. 

5-97 

1.83 

ほ をめ こんぶ 

L.  rcligiosa. 

70S 

2.06 

ねこあし 21 んぶ 

A  rthrothavmus  bifidus. 

6.00 

2.09 

とろ、 乙ん ぶ 

Kjellmanmella  gyrata. 

6.19 

2.19 

以上の 表に 就て 兑 るに 供 轼各撖 昆布 は 何れも r ベント -ザン JL 
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リ チ- /^ぺ ン ト -ザ 乙の 二者 I： 共有し 其 含量 は镩 類に ょ& 大差な 
き が 如し 而 し て 「ぺ ント- ザ ン 」ょ「  メ チ - 尺 ペン ト- ザ ン j の 約 三倍 乃 
至 四 倍 t こ して 之 を ヱ レヅト 及ト— レンス 兩氏 (引照 前 出) の 硏究に よ 
る 氣乾フ -クス （Fucus) 中の 含 置 （ぺ ント- ザ ン j 六. 三 三 ％リ チ -〃、 
ペン ト -ザン j 三. 四 六 ％ に 比すれば r ペン ト -ザン 量 は 略 同一 な る 
も r  メ チ -〃 、ペン ト - ザン, の 量 は 著しく 少 きを 見る o 

終ら K  、本 軒究 中^に 親しく 指導せ られ たる 大 S 敎授に 謝意 を 
表す。 
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THE  ALPINE  FLORA  OF  MT.  MAKKARI-NUPURI. 

BY 

JUN'  HANZAWA. 

Assistant  IVofcssor  of  BoUoy  in  Sapporo  Agricultural  College. 


Makkari-iuipuri  is  one  of  the  highest  mountains  among  the  Islands  of  Hok- 
kaido : it  is  situated  bctwci  it  the  Provinces  of  lburi  ;md  Shiribcshi,  and  lies 
in  latitude  420  59'N.,  the  longitude  being  1490  48' K.  Standing  alone  with  a 
truncated  conical  form  on  the  Kutchiin  Plain,  this  dormant  volcano  presents 
an  exquisite  scene  approaching  clost-ly  that  of  Mount  Fuji  ；  and  011 this 
account  it  is  also  known  popularly  by  tl 、し- nanu-  ')f  tlu:  "  Yczo  Fuji."  TUc 
memory  of  the  last  eruption  lies  buried  in  the  ilt:pth  of  tlic  past,  and  its  true 
age  can  not  be  determined. 

It  attains  the  height  of  1857  metres  and  has  three  extinct  era  tors  on  its 
top.  The  largest  one  is  situated  on  the  southern  portion  of  the  top,  aiul  it 
is  so  extensive  that  it  takes  about  5  hours  to  walk  'around  the  top  of  the 
cr.itor  wall.  The  era  tor  is  almost  entirely  covered  with  vegetation  and  at  its 
bottom  the  melted  snow  forms  a large  pond  having  .1 diameter  of  429  fect  in 
early  summer,  but  its  water  gradually  decreases  by  ivajioration.  Among  the 
plants  covering  the  cratnr  wall  almost  to  the  cdj^c  of  the  i>ontl.  arc  found 
Cartiat/iim'  rcsedifolia,  Carcx  flavocuspis,  A I  Hum  lineare,  Li  Hum  avcnacaim, 
Orchis  arista/a,  Polygonum  Wcyrichu,  P.  polymorph  utn  var.  alpinum, 
Aquilt'gia  flabdlata,  Thalictrum  aquilcHf  oliu tn ,  A  rain's  amplexicaulis,  J\"',tas- 
sia  palustris,  Geranium  t'，'ituitht，，i、  Evtpetrum  nigrum^  Hypiricuvi  kamtschati- 
"i，m,  Viola  Scikirkti,   V.  crassa,  Picris  nana,  Pliyllodocc  taxifolia,  Diapensia 

l'I'rans.  Sapporo  Nat.  lli.t.  Sue.,  vol.  I.  1905.] 
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lapponit'a,  v  cromca  Sc/tmnitiana^  Dicrvi/ia  Muidtndcrffiana,  Patrima  sib  men, 
Solidago  Virga-autfa,  A  rtcmisia  norvegica,  Salix  Reimt,  Stcllaria  ruscifolia 
and  Saitssunn  tu  uminata.  But  the  greater  part  of  the  crator  wall  is  thickly 
covcrctl  with  creeping  stems  of  Pinns  pmnila,  and  under  its  entangling 
branches  IJntuea  borcalis  is  found  in  abundance.  Two  other  crators  arc 
situated  to  the  north  of  one  just  mentioned,  each  having  a  pond  at  the  bottom. 
In  one  of  them  \vc  found  Juncus  curvntus.  Around  this  pond  arc  found 
Po"""ilhi  Miyabei,  P.  ^c/iWa,  Polygonum  fwlymo ゆ hum  var.  alpinum, 
Pentstvmon  )rutesct'ns  and  Campanula  lasiocarpa  which  were  in  full  bloom 
when  we  visited  there.  Little  lower  clown  there  is  a  small  lake  called  the 
" Unsen- Ko,"  which  retains  drinkable  water  for  ； i longer  time.  Fields  and 
slopes  annnul  this  pond  arc  covered  with  thick  alpine  vegetation,  rich  in 
species,  i)rcscntin^  a  beautiful  scenery.  Here  、、'し' found  Phyllodocc  taxifolin, 
Artemisia  norvegica,  Rhododemhon  chrysanthum,  Liliitm  avenaccum^  Rubus 
japonic  a  t  Geranium  erianthum,  Hypericum  kamtschaticuvt,  Dtcrvilla  Middcn- 
dorffiana,  Sedum  Rhodiola  var.  Tas/iiroi,  Parnassia  palustris,  Soliifn^o  Virga- 
aurca,  etc. 

The  first  botanical  collection  was  made  by  Mr.  T.  ISIIIKAWA.  a  geologist 
to  Hokkaido-  cho  in  September  ]8o^.  It  was  late  in  season  for  alpine  plants, 
and  most  of  the  specimens  collected  were  from  the  eastern  slope  of  the 
mountain.  In  1895  Mr.  K.  TOTSU,  then  a  student  in  Sapporo  Agricultural 
College,  accompanied  a  si: に' ntifit:  party  for  nictcolo^tcal  observations  and 
stayt  fl  nearly  a  month  from  July  to  August  on  the  top  of  the  mountain  mak- 
ing observations  and  collecting  plants  on  the  summit.  A list  comprising  46 
alpine  plants  thus  collected  by  Mr.  TOTSU  was  published  in  the  "  Report  of 
the  Mctroloi^ical  Observations  on  Makkari-nupuri.'' 

In  1905  the  Vczo  Tuji  Ascending  Club  was  organized  by  the  people  of 
Kutchan  aud  a  pass  was  opened  up  to  the  summit  making  the  ascent  tolerably 
easy.  ■ 

( >n  August  6th,  Trios,  Vrof.  MiVABE  and  myself  together  with  many  students 
ascended  the  mountain  and  pass",  a  night  on  the  top  making  as  complete  a 
collection  as  jxjssible  by  exploring  different  parts  of  the  crators. 

Our  collection  as  wxll  as  those  of  Messrs.  ISIIIKAWA  and  TOTSU  arc  all 
preserved  in  the  Herbarium  of  Sapporo  At'riculturnl  College.  The  following 
is  a list  of  the  alpine  ])lants  of  Makkari-mipur^  based  011 these  collections, 
which ヽ、: に believe  fairly  represent  the  character  01  its  vegetation. 
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マッカリ ヌブリ は 北海道 膽振國 虻田 郡に 在に 北緯 四十 二度 五 
十分、 朿搌 gf 四十 度 四十 八 分 は 位し、 其 形 富 》 に 似た る を 以て 瑕 夷 
窗 士と稱 せらる o 高さ 六 千 百 有 除 尺に して、 北海道 山微巾 ß お の一 

な し ^唄 火の^ 代^く して 祥 かに 之れ を 知る^ かたく、 今 は^く 
死火山に して、 植物 は Ä: 噴火口 內 にも 生ず 。頂上よ （>  抢 七 町 即ち 約 

四千 四 TT 尺の 所に て、 ダケ カン ノ' 絕ぇ， ハヒ マ' ノ帶 となに 五 千 四百 

尺の 所よ ら类 なる 商山橄 物の 生 茂 を 見る c 項 上に は 三 個の！ "ft 火 n 

と 一個の 小 湖と ありて 设大 なる 喷 火口 は、 ß 南 高所に あり、 nmk 
一周す るに は 約 五 時間 を 要すと いふ、 深さ 百 除 尺、 按雪は 融けて 湖 

水と な にな 期に 至れ は 全く 消失す、 予 等が 登山せ し 時 は 水の 大部 

は 蒸 後し 去 6 て 僅かに Bö: 徑 五六 問 の潴 水を殘 し、 其 西北 側に は 一而 

に 閉花 中の ミヤ マク P スゲを 見^; >0 此 附近 及び 1】^ の 所 々 岩石の 霖 
出. して 濕^ を^べ る 所に は， ィ ハナ ヅナの 連れば せに 哚け る あに 

浸水 部 以上に はチシ マラ ツキ ャク、 ィハ ハタ ザホ， ヒメ ミ ャ マス I 

レ, タ カオ， ス * レ, シゴ タン ハゴ へ •》 力 ラマ クサ ゥ- オダ マキ、 ウメノ、 • 

チサ ゥ、 ク コンク ウギ、 アキ メキ リ ン サゥ， サマ ニョ乇 ザ， イジ、 ギキ 

ャゥ、 コメハ ♦ クカ， ザク V  > ェゾヅ 力 * ザ クラ、 イノ、 クメ、 ミヤ マ ヒメ ト 

ラ /—ヲ ， ゥラジ p タ^;'、  A  メ、 ブク. w、  5 ャ マヤ 十— ギ、 力 ♦ ン 力 ゥ ラ ン、 メ、 

ク サン チドリ、 ク〃 マユリ 等 を 生じ、 此ょ {»  口 使の JH 上に 至る まで 

(西方の 一部 を 除き）" t マ ク據 るが 如 く に 生じ、 其 初旬せ る 枝の 陰 
に は、 姿 やさし き リンネ サク の數多 咬き 出で たる、 思 はず 採集に 時 

を 通さし む。 他の 二 個の!1 Ä 火口 は 最大なる ものの 北に 位し、^ 內最 

小の ものの 底 部に は 小: a の 水 あらて、 此にェ ゾ *  y ヰ を 密生す 故に 

之れ！： ねぐ さの 池と 命名す、 此の 池の 附近に メ アカン キン パイ， ミ 
ャ _ マキ ンノ、 • ィ 、ィ メ、 ブ. ク "、ィ ハ _キ キヤ— ク、 チ y  ， キン— レ ィ―ク ヮ , * 

ソバ オン タチ • 等 を 生ず o 敁 北の ものの 池 中に一 個の 大岩 あに 上に 
イノ、  》  メ  k 瑛 生す。 乙 の 北侧 に 位して 类 なる 小 湖ぁ& 名つ けて '上で 
泉 湖と いふ、 長 時 水を^え、^ 山 者 初めて^ を 癒す るの 所^り c  ^ 
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附近に はゥ コンク ツギ、 キノ、 • ナ シャク ナゲ、 サ マ-  a 乇 ギ、 ァ-キ ノ 
キ タン サク、 等の 黄花 を附 くる ぁ&、 或は ェゾク ガザ クラ、 チシマ 

フク p、 の^: 紫 花 ir 綴る あ り、 或は ク メ ハ * チサ クの白 花 を も-する 等， 
美なる 高山 橄物 の密は 生 茂して、 瘐努 せる 登山者 を して Ä えず 快 
哉 J: 絕叫 せし む、 御花^の 名 あ も、 乙の あたらに、 ィ "ベンケ ィ、 
シラネ ァ プヒ、 カラ マッサ ク、 ィ ハオ ドギ タ， マ〃 ハ • シ モッ ケ、 ゴェ 

フ イチ ゴ等を 生ず 0  ^^湖 よ り卩 fl 火 U に^ る 途中 に ユー ラン タイ、 

ハナ ゴケ 、 オヤ マリン ダウ、 3 ケモ * 等の 生 茂す る を Ü た り。 

札 稅 ゆ 校腊^ r おに ！ゅ 炔 しある お お 上 植物の 採集;？; は、 る 川 

貞治 氏と 戶 5$ 高 知 氏に して、 石 川 氏 は 明治 二十 六^ 九月 下旬 登山し 

て 十 八钝 の？ 3 山 植物 を 探^し， 戶津氏 は Jl: 後 二  s?i  I： 轷て K 山 氣奂觀 
測^に 從ひ 行き、 滞在 約一 ケ W (七片 よ 6 八 川、 植物 を 採集す る こと 
四十 六 の^ 名 は 栽せ て マッカリ ヌブリ ^象觀 測 gB に あ $0 

本お (H 知 安村 Ü  、^夷^  士 登山 會 なる もの を龃 蛾し、 山道 を 開 
さて 登山に 便に す、 依って 八；！ 六 11 宮部^  士 井び に札榥 學校^ 生 
生徒 十數 名と ■% に^ 山し、 山 JH に一 ffi して 植物の をな せ 此行 
によ 6 て 得た る山孭 植物 は 七十 四 隨 にして 新 た に マッカリ ヌブリ 
高山植物 ^ に 加 ふへ き も の は ョ ブス マ サ " 、 タ 力 ネ て 、新 fi5). ヱ 
ノ レバ ヒレア ザミ、 カク' z リナ、 リンネ サゥ、 才ホハ ♦  ノ ョ ッ ハ， ム グラ， 
才ャ マリン ダウ、 ィ'、 ヒゲ、 イブ キセ リ、 ォ ホカサ モチ， 》 力 ネス 
ミレ 、ヒメ ミヤ マスミ レ、 ミヤ マ 力 タメ、 • ミ、 メ  7' カン キン ハ *ィ、 ウメ 
ノ、 • チサ ゥ 、シ ラ ネア フ ヒ、 才 ダマ，、 シ コ タン ハコべ， マヒ ヅ/^ サゥ、 
チシ マラ— ク キヤウ、 ク/^ マユリ， ェゾ— ホソ ヰ、 ミヤ マ —ズ メ/ ヒェ， 
ハ リス ゲ、 タカ ネヌカ ホ- 、コ メス、 キ、 キ ン スゲ, 等な 6 とす 。 此の 
内タ カネて ザ ミは木 邦に 於て 初めて 狻 見せられ たる ものにして 大 

^火口 来 方の ロ^に 生 U せ り o 

今 了'^ が 採集せ る檁 本、 幷 びに 石 川. 戶漳、 池 田の 三 氏が せ 

られた る檩 本に よ b て、 該 山山】 Jfi 植物！： 列 Sil すれば、 次の 如し o 
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A  LIST  OF  PLANTS  GROWING  ON  THE  SUMMIT 
OF  MAKKARI-NUPURI. 

Compos は ae. 菊 科。 


Ishikawa  (If.,  Sept.  23.  1893);  TOTSU  (fl.，  July  30.  1895)  ；  MlYABE 
&  HANZAWA  (fl"  Aug.  6.  1905). 

2.  Artemisia  norvegica  Fr. サマ 二  »  * ギ、 

ISH.  (If.)  ；    TOTSU  (fl.)  ；    M.  &  H.  (fl.)- 

3.  Cacalia  hastata  L.    s ブス マサ ク、 

M.  &  H.  (fl.).  ， 

4.  Saussurea  acuminata  Turcz. タカ ネア ザミ、 

M.  &  H.  (fl) 


此锉は 本邦に 於て 始めて 發 Ä せられた る ものに て、 孭上大 
喷 火口の 口 壁に 生せ も 、丈け は 5-15  cm にして 莖葉 共に ft! 蛛樣 
の 白 毛 IrW て掩は る、 葉は椭 IBI 状 又は 卵 狀披針 形に して、 下葉 
は 長柄 I： 有し、 上 葉 は 無 柄な bo 花序 は 聚橄狀 にして 》  4-8 個 
の 頭 花の 集合 よもな &、 龜苞片 は 外部の も の は 卵 狀披針 形に し 

て 先 Ä 尖い 內 部の もの は 披針形 又は 長披針 形に して 先 48 尖れ 
bo 


,. Ctrcium  kamtschatuum  Ledeb.  var.  Grayanum  Maxim. マ /^ハ *b レア ザ 


Solidago  Virga-aurea  L. アキノ キ J ンサク 


M.  &  II.  (fl.). 


Pier  is  hieracioiaes  L.  var.  japonica  Regel. カク *Z リナ 
M.  &  II.  (fl.)- 


Campanulaceae. 枯梗科 o 


Campanula  lasiocarpa  Cham. イジ、 ギ キヤ ク 
TOTSU  (fl.,  July  25.  1895);    M.  &  H.  (fl.)- 


I30  半^ 一  "》   ，力 サ 3« プ 1 山 物 

Valerianaceae. 敗轡 

8.  Patrinia  sibirtca  Juss. チシマ キン レイク ヮ、 タカ ネヲ ミナ ヘシ、 

Totsu  (fl"  July  30.  1895)；  M.  Kawasaki  (fl.，  July  20.  1905)  ；  M-  & 

H.  (A-)-  •  •  • 

此種 はャク カタ ヌブリ Ä 象 慨 測 3 已 に rupestris と し 

て 鈀 載され しが、 右 はお W /(次 氏が 明治 二十 四 年 八月 千島 國擇 
捉 にて 採笫 せる チシマ キン レイク プと 同— 種に して、 其 標本の 
不完全な りし Ä め 尸- rupestris と假定 せし によ る ものにして、 今 
回 多數の 完全な る 標本 を 得 之れ そ 繭べ しに、 牧» 氏が 植物 學雜 
^第 十九 卷第 二百 二十 四 號に鈀 載され し 如く  P*  sibirica な る 
Z と を 知れ 6。  パ '' い' -' 

Caprifoliaceae. 忍 冬 科 0 

9.  Lin 賺 borcalis  Gronov. タ ンネ サク、 メ オト パナ、 ェ ゾァ 、 ドク シ、 

M.  &  H.  (fl.). 

10.  Diervilla  Middendorffiana  Carr. ゥ コ ンク ツギ、 

TOTSU  (fl.,  July  30-  1895)；    M.  &  H,  (fl.  &  fr.). 

Rubiaceae. 茜 草 科 o 

11.  Galium  kanUschatuum  Stell. ォ ホ ハ， ノ  3 ッノ 、，ムダラ、 

M.  &  H.  (fr.). 

Scrophulariaceae. 立^ 科 o 

12.  Pentstcmon  frutcscens  Lamb. ィハブ ク"、 タ/ ^ マイ ナク 》 

ToTSU  (fl.,  July.  30.  1895)；    M.  &  H.  (fl.)- 

13.  Veronica  Schmidtiana  Reg. ミヤ マ ヒメ トラ ノヲ、 

Totsu  (fl.,  July  30.  1895)；    M.  &  H.  (fl.). 

Gentianaceae. 龍 膽 科。 

14.  Gcntiana  triflora  Pall. オヤ マリンダ ク、 

M.  &  H.  (bud). 
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15.  Gcntlana  Amarclla  L.  var.  uligmosa  Griseb. ヲ ノへ リ ン ダウ, 

K.  IKEDA  (fl.，  Aug.  13.  1905). 

Diapensacese. 岩 梅 科。 

1 6.  Diapensia  lapponica  L.  var.  osiatica  Herd. イジ、 クメ、 

Ish.  (If.)  ；    TOTSU  (fl.，  July  15.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.  &  fr.), 

Vacciniaceae. 越 橘 科 0 

17.  Vacciiiium  V  itis-Idcea  Ii. ゴケ. モモ、  -. 

ISH.  (fr.)  ；    TOTSU  (fl.,  July  30..  1895);    M.  &  H.  (fl.  &  fr.). 

18.  Vaccinium  ovalifolium  Smith. ク ts ウス ゴ、 

TOTSU  (fl.,  July  15. 1895). 

Ericaceae. 石 南 科。 

19-    Ledum  palustre  L.  var.  dilatatum  Wahl. イソ グ 、ジ、 ェゾ シャク ナゲ. 
ISH.  (fl.)  ；    TOTSU  (bud,  July  15.  1895)  ；    M.  &  H.  (fr.). 

20.  Rhododendron  chrysanthum  Pall. キノ、， ナ ノ シャク ナゲ、 

Ish.  (fl.)  ；    Totsu  (fl.,  July  15.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.). 

2 1 .  Phyllodoce  taxifolia  Salisb. ェゾヅ 力 * ザ クラ、 

Ish.  (fl.)  ；   Totsu  (fl.,  July 15.  1895)  ；   M.  Kawasaki  (fl.-,  July  20. 
1905)  ；    M.  &  H.  (fl.). 

Ifel^ 新開 第 H 號に 於て 牧« 氏 は 日本 產プ ガザ ク ラ羼の 品 

種 中 Phyllodoce  taxifolia  Salisb. にェ ゾクカ • ザク ラの新 名！： 附し內 
地 產のプ 力 • ザ クラ を Phyllodoce  nipponica  Kak. となし 之れ を 區別 

せ ' 

22.  Cassiope  lycopodioides  Bon. ィハ ヒゲ、 

M.  &  H.  (fr.). 

23.  Pieris  nana  Mak. コメ パク 力' ザ クラ， 

Ish.  (fl.);  Totsu  (fl.,  July  15.  1895)1   M.  &  H.  (fr.). 

Comaceae. 山 茱萸科 o 

24.  Cornus  canadensis  L. ゴ センタ チズ、， ナ、 . 

Isu,  ()(.;  ；    To'rsi:   iL.  July  vj.  iSmv  ；    M.  &  II.  (Ii.). • ' . 
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Umbelliferae. 馓形科 0 

25-    Carum  holopetalum  Maxim. ィ ブキゼ タ、 
M.  &  H.  (fl.). 

26.  Pleurospermum  attstriaaim  Hofifm. ォホ カサ 乇 チ、 

M.  &  H.  (fl.)- 

Oenotheraceae. 柳^ 菜 科 o 

27.  Circaea  a  I  pi  na  L. ミ ヤマタ ユタ デ、 

K.  IKEDA  (fl.,  Aug.  l6.  I905). 

Violaceae. 翦荣科 c 

28.  Viola  Sclkirkii  Gold. ヒメ ミヤ マスミ レ、 

M.  &  II. (If.). 

10.    Viola  crassa  Hak. タ. 力 ネス ミレ,  * 
M.  &  H.  (fr.). 

Guttiferae. 金 絲桃科 o 

30.  Hypericum  kamtschatiatm  Ledeb. イノ、 ォ ト * ギ 9  » 

ISH.  (fl.  &  fr.);    ToTSU  (as  H.  ercc/ um. —bud,  July  30.  1895)；    M.  & 

H.  (A-)- 

Empetracese. 岩 高 蘭 科 o 

31.  Entpetrwn  nigrum  L. 力 • ン カク ラン 》 

ISH.  (If.)  ；    TOTSU  (If.,  July  30.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl) 

•  ,  Oxalidaceae. 酢漿草 科。 

32.  Oxalis  Acetosella  L. ミヤ マ カタ ハ* ミ、 

M.  &  II.  (fl.)- 

Geran  iaceae. 風 露 草 科。 

33-    Geranium  crianthmn  DC. チシ マフ クロ、 

Totsu  ((!.,  July  12.  1895)；    M.  &  H.  (fl.)- 
Rosaceae. 蘅薇利 。 

34.    St'ircva  bctuUfolia  Pall. マ/^ バシ乇 ッ ケ、 
TOTSU  (fl"  July  30.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.). 

Digitized  by  Google 


HANZAWA  ：  THE  ALPINE  FLORA  OF  MT.  MAKKARI-NÜPURI.  133 

35-    Pirns  sambucifolia  Cham,  et  Sehl. タカ ネナ、 力 マド、 ミヤ マナ、 力 マド， 

TOTSU  (fl.，  July  15.  1895). 
3°«    Rub  ms  japonicus  Fock. ゴ ä クイ チ ゴ- 

TOTSU  (fl.，  July  25. 1895)；    M.  &  H.  (fl.). 
37«    Potentilla  gelida  C.  A.  Hey. ミ ャ マキ ンノ、 ♦ ィ 、 

TOTSU  (fl.,  July  25.  1895);    M.  &  H.  (fl.). 
38.    Potentilla  Miyabei  Mak.    メ アカン キン ハ， ィ、 

M.  &  H.  (fl.). 

Saxifragaceae. 虎 耳^科 0 

39*    Pamassia  palustris  L. クメ  < ^チサ ク 
M.  &  H.  (fl.). 

Crassulaceae. 景天 科。 

40.  ^edum  Rhodiola  DC.  var.  Tashiroi  Fr.  et  Sav. イノ、 ペン ケィ 》 ィ メ、 

キ タン サク、 
TOTSU  (fl..  July  15.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.  &  fr.). 

Cruciferae. 十字 花 科 0 

41.  Cardaminc  rcscdifolia  L. ミヤ マ タネ クケ メ、，         ィ ハナ ダナ、 

TOTSU  (fl.  &  fr"  July  30.  1895)；    M.  &  H.  (fl.  &  fr.). 

42.  A  rabis  ample xicaulis  Edgew. ィ >  、メ、 タザ ホ 

ISH.  (If.);    TOTSU  (fl.,  July  15.  1895);    M.  &  H.  (fr.). 

Ranunculaceae. 毛茛 科。 

43-  Olaucidiuvi  pahnatum  S.  et  Z. シラ ネア フヒ、 

M.  &  II.  (fr.). 

44-  Aquilegia  flabellata  S.  et  Z. ，ダマ キ、 

M.  &  H.  (fl.). 
45.    Anemone  dcbilis  Fisch. ヒメ ィ チゲ、 

TOTSU  (fl.  &  fr"  July  15.  1895);    M.  &  H.  (fr.).  ' 
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46.  Clanatts  alpitta  Mill. ミヤ マハン ンャク ヅグ、 

TOTSÜ  (fl.,  Aug.  2. 1895)  ；    M.  &  H.  (fr.). 

47.  Thalictmm  aquile^ifolium  L. カラ マッサ ク-、 

TOTSU  (fl.,  July  25.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.). 

Caryophyllaceae. 石竹 科 o 

48.  Stellaria  rttscifolia  Willd. シコ タン メ、 コべ、 

M.  &  H.  (fl.). 

Polygonaceae.     % 科 o 

49-    Polygonum  polymorphum  Ledeb.  var.  alpinum  Ledeb. ホソパ オン タ デ、 
TOTSU  (fl.,  July  30.  1S95);    M.  &  H.  (fl.). 

50.  Polygonum  Wcyrichii  Fr.  Schm. クラ ジ ロタ デ、 

ISH.  (If.)  ；    TOTSU  (fl.,  July  30.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.). 

Salicaceae. 楊柳 科 0 

51.  Salix  Reinii  Fr.  et  Sav. ミヤ マヤ ナギ、 

TOTSU  (fl.,  July  15-20.  1895)  ；    M.  &  H.  (fr.). 

Orchidaceae.      m  ?b 

52.  Orchis  aristata  Fisch. ハク サン チ ドタ、 

TOTSU  (fl.,  July  30.  1895)  ；    M.  &  H.  (fl.)- 

Liliaceae. ほ 合 科。 ■ 

53.  .Uajanthemuvi  bifolium  DC.  var.  kavitscJtatictim  Trautv.  et  Mey.       -r  b 

ヅノ レサ ク、 
M.  &  H.  (fl.). 

54.  A  Ilium  lineare  L. チシ マラ ク キヤ ク、 

M.  &  H.  (fl.). 

55.  Li  Hum  avcnacaim  Fisch. ク^ マユ ヅ、 

M.  &  H.  (fl.). 

Juncaceae.     *2 心 草 科 0 

5 り. Juncus  curvatus  Buch. ェゾホ ソ ヰ、 
M.  &  H.  (fr.). 
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57.    Lusula  campcstris  DC.  var.  multipra  Celak. ミ ャマ スズメ  ノ ヒェ、 
M.  &  H.  (fr.).  , 

Cyperaceae. 莎 草 科。 

$8.     Carcx  Onoci  Fr.  et  Sav.    メ、 リ スゲ、 

M.  &  H.  (fr.).  . . 

59.  Carex  flavocuspis  Fr.  et  Sav. ミヤ マク" ス ゲ,. . 

TOTSÜ  (fl.,  July  30.  1895)；    M.  &  H.  (fl.). 

60.  Carex  scabrinervia  Franch. 

ISH.  (If.)  ；  M.  &  H.  (fl.). 

61.  Carex  pyrettaica  Wahl. キ ン スゲ、 

' M.  &  H.  (fl.). 

Graminae. 禾本科。 

62.  Agrostis  canina  L. タカ ネヌ カボ、 

M.  &  H.  (fl.). 

63.  Dcschampsia  ßexuosa  Trin. コ メス スキ、 

M.  &  H.  (fl.)- 

Pinaceae. 松 柏 科 0 

64.  Pinns  pumila  Kegd. ハヒ マツ、 

ISH.  (fl.);    TOTSU  (1 に July  30,  1895)  ；  M.  &  H.  ffr.). 

Lycopodiaceae. 石お 教 o 

65.  Lycopodium  alpinum  L. ミヤ マヒカ ゲノガ ヅラ、 

ISH.  (If.)  ；    TOTSU  (If.,  July 15.  1895);    M.  &  H.  (sp.). 

66.  Lycopodium  Selago  L. コス ギラン、 

ISH.  (If.)  ；    TOTSU  (If.,  July 15. 1895);    M.  &  H.  (sp.). 

Musci.    m 苔 m。 

67.  Sphagnum  Girgctisoknii  £ius. ホ ソハ， ミ ヅ ゴケ、 

TOTSU  (July  30.  1895)  ；    M.  &  H. 

68.  Polytrichum  contortum  Lesq. ヌギ ゴケノ  一 滩、 

ISH.  ；    M.  &  H. 
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69. 


70. 


71' 


72. 


73- 


74- 


75- 


77- 


Polytrichtim  gracile  Oicks. ス ： ^ゴケ ノ 一  稀、 

Totsu  (July  30.  1895)；    M.  &  H. 
Hyp  Hum  crista-castrucnse  L. クジ ャク ゴケ、 

TOTSU  (July  30.  J  895);    M.  &  H. 
Hylocomium  triqu4:trum  (L.)  Br. ォホ フサ ゴケ， 

Ish.  ;  TOTSU  (July  30. 1895);    M.  &  H. 
Climacium  rut/wniacum  (Weinm.)  Lindb. ホ クラ イサク、 

Ish.;  M.  &  H. 

„  Lichens. 地衣類。 

Cetraria  islandica  (L.)  Ach. エー ラン タイ、 イスラント • ゴケ、 ャ 

マツ ノマ タ、 

TOTSU  (July  30.  1895)；  M.  &  H. 
Cladonia  rangiferina  Web.    メ、 ナ ゴケ 》 

TOTSU  (July  30.  1895)  ；    M.  &  II. 
Cladonia  gracilis  (L.)  Nyl. 

TOTSU  (July  30.  1895);    M.  &  H. 
Cladonia  fttrcata  ； Hoffm, 

Totsu  (July  30.  1895);    M.  &  H. 
Sticta  pulmonacea  Ach. カフ， ト ゴケ、 

TOTSU  (July  30.  1895)；    M.  &  H. 

Dec.    15.  1905. 


附記. 一一 本論 文の 印刷 、栗 野 宗太郞 氏 は 植物 學雜誌 第 九卷第 
二百 二十 七號に 於て、 昨年 七月 十三 口 幷ぴに 八月 二十 四 日の 兩度 K 

登山して 採^せられ たる マッカ！ > ヌブリ 山の 植物 九十 六锺 をお 表 

せられたり。 内 山 in 植物 と して 舉 げられ しも の は 四十 六 稀-に して、 

其の 内 Aquilc^ia  akitcnsis  Hettb. ミヤ マヲダ マキ、 Astübe  chinensis 
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Maxim,  v.ir.  japonic  n  Maxim. ァメ, 乇タ シャ クマ， 幷 びに Taraxacum  of- 
ficinah  Web.  var.  latidum  Maxiia. タ 力 ネタ ンボ ポ、 の 三 f| は 全く 予等 
が 採 鬼に 洩れた る ものと 思考せ ら る、 然れ ども Carex  macrochaeta  C. 
A.  Mey. ミヤ マタヌ キラン、 Cam  Buxbaumi  WaM. チシ マス ゲ、 Salix 
arctica  Pall. チシ マヤ ナギ、 Thalictrum  tuberifcrum  Maxim, ミヤ マ カラ 
t ッ 、 Cotykdon  malacopkylla  Pali.  var.  japonica  Fr.  ct  SftV. ィ ジ、 レンゲ、 
Gentiana  aurtculata  Fall チ' ンマ 、) ン ドク、 Saitssu な a  Reideri  Herd  ？の七 

揮 は 本 IST 文に ffi 載せる ものと 或は 同 物 異名 iC あらざる かとの 疑 あ 
い 今 暫く 此に配 載して 後日の 確蹬を 待つ o 
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• ： マッカ リ ヌブリ 採集 蟲類 

-  素 木 得一 及 岡 本 半次郞 

INSECTS  COLLECTED  ON  MT.  MAKKARI- 

NUPURI. 

nv 

T.  Shiraki  and   H.  Okamoto. 
'"ト  

明治 三十 八 年 八； 1 六日， 余 等 相携へ a 蟲採 集の 目 的 を 以て、 m 
爽富士 登山 を 試 ひ0 同 山 は 本名 をマプ カタ. * ブタ と 云 ひ 北海 逍、 朥 
拫國、 俱知 安原 頭に 聳え、 商 六 千一百 二十 九 尺。 共 形 恰も 富^の 如 
く、 四時 秀魔、 亦 以て 吾人が^^ の餺 を 慰む るに 足る もの ありつ 故 

に 北海 逬鉞逬 開通 以來、 觀 光《 山の 客 頗る 多 しとい ふ 0 然れ ども ß 

淼 採集の n 的 を 以てする もの、 余 等 自ら 先鞭 者と 稱 する を惮ら ざる 
な bo 是 を 以て 勇 氣と 希望と は 胸間に 充ち、 前^ 俱知安 僻^の 睡夢 

亦 安 か ら ざる もの ありき 0 

此 日 我 校 植物 學 敎授、 S 都 理^博士、 同 助 敎授、 半 »fö 學士  5： 初 

めと し、 學生々 徒^^の 同行 せらる 、あ b、  Ä めに 銥般の 便 Ä を 得 
^る は、 深く 威 謝に 1» えざる 所な ら o 

登山の 口、 中腹にして 雨に 遭 ひ， 山 頓に露 宿す o 夜半 風雨 来に 

« 曰 下山に 際して 益々 甚だしく、  Ä めに 採集 物の 少な かりし は大に 

退铖と する 所なら。 

採集 に して 殊に 珍ら しきもの は、 LEHDOPTERA  (狭翅 屮 
蛾 類の Boar""" 铖の 一種、 HYMENOPTERA  (胶翊 目） 巾 Siricidae  (榭 K 
科) の Sir" 屬の ニ铋、 COLEOPTERA  (粽 翅 H) 中 Elateridae  (叩 頭焱 科） 

[Tiam.  Sapporo  Nat.  Hist  Soc.,  vol.  L  1905J 
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の  一^、  MECOPTERA  m^  m 中 Panorpidae  (瘳 尾巌 科） の Pano 卞 
獨の一 钝等 にして、 何れ も 余 等の 究に よ れば 、恐 らく は 新 極と し 
て 世に 紹介すべき 儍 (ifi ある ものと ß ず o 然れ ども 巳 上の 各 科に 就 
て は 未だ 充分の 軒究桔 果なき を 以て、 暫ら く 疑問と して 暴に 採集 

類 中 Pidon"  remota  Wk. しス した ほたるが 及 Arichanna  jaguaria  G'n 
へ 5 もんえ だしゃく の 如 き は、 此行 によ &て 本道に も產 する ものな 
る！： 確め 得た も o 而 して 雨中 採集した る もの なれば、 破損せ る もの 
頗る 多く  * 一々 駝 載す る 能 はざる もの あり o 共 他^ 名の 明かなら ざ 
る もの は 唯た 'sp. を其甩 名の 下に 配す るると 、せり 0 

余 等の 認めた る 巾、 最も 多き は D1PTERA  (双翊 目） にして、 之れ 
に 次く もの は HYMENOPTEIIA  (JBJ 翊目） なる が 如し。 而 して 山 項に 
ありて は COLEOPTERA  (稍翅 目） 中、 Cerambicidae  (天牛 科） の Mesosa 
japonica  Bat. 及 ぴ (LBPIDOPTERA  (睐翊 目） 屮 Geometridae  (尺 if 峨科) 
の) Boarmia  sp. のニ搔 類の 外. Psyllidae  (葉 S [科） の Ps)'lla  sp. のみな 
b  Mesosa  japonica  BAT. は 本道 至る 處 に^ 在し、 且つ 此の 如き 高 

山の IH 上に も產 せる を 欲 見した る は 其 分布 上 大いに 艇眛 ある 事 を 
紅 れ b0  ,  - 

マ タカ タ ヌブリ に產 する 昆巍 の 多少 は 今の 採集 品の みに よ b 
判定す る こと 能 はざる は 勿論な ら と雖も 其數は 比铉的 多から ざる 
が 如 し。 

本稿 を 草す るに 常 6  *& 村 博士に^ ふ處 甚だ 大 なり、 これ 余 等が 
深く 謝する 處な 6o 又た 本稿 は 精査の 間 暇な からし 爲め、 或は 多少 

の tülg なき を 保し 難し 0 凍^, 之 を^ せよ o 

I   ODONATA. 蜻蛉 目. 

I.  Aeschnidae. 靖^ 科. 

Ainito^astcr  Sicl'oläii  SELY. をに やん"^. 
uytiacantha  sj). 
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II.  EÜPLEXOPTERA. 疊翅 目. 

i.   Forficuldae. 蠼嫂科 

Forficula  tomis,  KOLEN.  ぬき はさみむし. 


III  ORTHOPTERA. 

i.  Acrididae. 

Podisma  alpina  KOLL. あしま だら いなこ *. 
Tettix  sp. 

2-  Locustidae.     ^斯 科- 

Decticus  japonicus  BOLIV.  い ,{* さ、' す 

Phaneroptera  nigroantcnnata  BRUN. つゆむ し • 


RHYNCHOTA. 有吻 目. 

V    HOMOPTEBA. 闳翅 gg 目. 
a.   DIMERA. = 節 頻. 
I-   Psyllidae. 萁孬 科. 

Psylla  sp.  , 

b.    TRIMERA. = 節 類. 

i.  4assidae. 浮 Ä 子 科. 

Epiacantkus  Straminen  MÖTSCH. 

Epiacanihus  gutügcra  Um..  く わき よ こばい. 

Phkpsius  Jshidie  Mats.  りんご またら よこばい. 

Selenocephalus  clongatus  Mats. 

2.  Cercopidae. 泳 ％ 蟲科. 
Pcuceptyelus  nigroscutcllatus  Mats. 
Aphroplwra  costalis  Mats.         まへ き あは ふき. 
Aphrophora  intermedia  Uhl. し/ )  5： び あは ふき- 
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ApJirophora  putealis  MATS. ひめし/) をび あわ ふさ. 

3-   Membracidae. 角據 科. 

Triciiitrus  fiavipcs  Uhl. つの ぜみ. 

4-  Cicadidae. 蜂 科. 

Cicada  bihamata  MuTSCH.        Z  t どせ み， 

R.    HETEUOPTEBA. 異翅 3S 目. 
•  a.  GEOCORES. 陸樓 類. 

i.  Pentatomidae. 椿 袤 科. 

Carbula  humerigera  UlIL. と げカ、 め む し. 
Elasiiitic/ia  Putori  SCOTT. 
Elastmicha  sp. 

Elastnostethm  Scott"  Rent. 
Elasmostethus  sp. 

2.   Capsidae. 盲 椿 象 科. 

Deraocoris  pallidus  Horv. 
Denracoris  sp. 

V.  MECOPTERA. 蠍蟲 目. 

i.   Panorpidae. 暴 尾 S 科. 

Panorpa  sp.  . 

Vi   LEPIDOPTERA. 鱗翅 B • 

A.    BHOPALOCERA. 蝶 gg 目. 
i.   Papilionidae. 風 蝶 科. 

Papilio  bianor  Cram.  var.  Maackii  MEN. みやま 力 s ら すば あげ は. 

Papiüo  x  at  has  T,.        あ t ぞは のて ズ、.  ■  .、 

Digitized  by  Google 


SHIRAKI  &  OKAMOTO  ：  INSECTS  COLLECTED  ON  MT.  MAKKARI-NUPUR1. 143 


Pieris  rapic  L. 
Pieris  napi  L. 
Colias  hyale  L. 


2.   Pieridae. 粉 蝶 科. 

もんし ス て ふ. 


す おく スて ふ. 
もんき て ふ. 


3.   Nymphalidae. 蚨蝶 科. 

Araschnia  levana  L.  var.  proisa  L.        あ 力 、まだら. 
Vanessa  Urtiae  L.  ひめ ひ： fe« どし. 

Vanessa  xanthomelas  L.  ひ あどし. 

Vanessa  to  L.  くじゃくて ふ. 

LctJu  callipteris  Butl.  ひめき また • ら ひかげ. 

Neope  Gaschknvitschii  MEN. きまた • ら ひか げ. 
Pararge  {Pronophila)  Schrenckii  Men. も ほひ 力 1 げ- 

4-  Lycaenidae. 小 灰 蝶 科. 

Zephyrus  Oricntalis  MURR.       ^. 【J み ど J> し 、'一み. 

5-  Hesperidae. 禱蝶 科. 

Parnara  jansonis  UUTL.  みや ちゃば ねせ 

Thanaos  {Nisoniades)  montanus  Brem. みや" * せゝ h  • 

B.   METER O CERA.     18 亞 目. 

i.   Arctidae. 燈娥 科. 

Miltocnnsta  gratiosa  GüER.  z け が. 
Spilosoma  {Dionychopius)  niveus  Mkv. しろ ひと 上. 

Lithosia  griscola  IIb.  きした ほそば- 

2.  Zygaenidae. 斑娥 科. 

Pidorus  {Laurion)  remola  WK. しろした ほ たるが. 

3-  Lymantridae. 

Lymantria  dispcr  L.       ^い^ い 力 5. 
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4.  Geometridae. 尺 蛾 科. 

Acidaria  steganioides  Butl. ふたな みみび ひめし やく， 
Artchanna  jaguaria  Guen.         へう も /1 えだし やく. 
ßoarmia  sp. 

VII.  DIPTERA. 龍 目. 

し Muscidae. 荣熥 科. 

Eggisoncura  formosa  WIED. べゥ z ラ げぃ. 
Eggtzoiuura  sp. 

2-   Syrphidae. 食蚜熥 科. 

Sericmtiyia  borealis  Fall.        あほ しま は な あぶ. 
Eristalis  tenax  L.  はな あぶ. 

し hrysochlamys  sp. 

3-  Asilidae.      ÄfiJC 科. 

Laphria  Mitsukurii  COQ.  ほいし あ ぶ. 

Laphrta  sp. 

•  '  4.  Tabanidae.     IC 科 

Tabanus  chrysurus  LOEW, あ 力 ） 5 しあぶ. 

5.   Bibionidae. 毛蟈 科. 

Bioto  japonica  MÖTSCH. や けげ い. 

VIII.  COLEOPTERA. 鞘 翅目. 

I.   Coccinellidae.  科. 

Ptychanatis  axyrydi;  Pall. て 入 とう む し. 

し tuxi'Mdhi y- punctata  L.  な、 ほし てん ふう. 

2.  Chrysomelidae. 金 花 蟲 科. 

Chrysomcla  guttata  GEBL. は つか は む し， 
t  hrysomcla  sp. 
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3-  Cerambicidae. 天 牛 科. 

Prionus  insularis  Mötsch.  の 乙ぎ に 力、 みさ 丄. 

Megascmum  quadricostulatum  Kr  a  at.       ；&ほ く スカ、 み J  b  - 
Lepttira  ochraccofasaata  Mötsch 
Le/titra  succedanea  Lkw. 
Lffttira  gramilata  Hat. 
C hloridolum  thnliodcs  Hat. 
Rosalia  Hatesi  Hak. 
Monochammus  fraudator  HAT. 
Monochammus  luxnriosus  Ii  AT. 
Mt  svsa  japonica  HAT. 
Mesosa  longipennis  Hai-. 
Mesosa  hirsuta  Hat. 
A palimna  liturata  Rat. 
A cantltociiws  oppositus  ClIKVR. 

4-   Curculionidae. 象 鼻^ 科. 

Hylobins  transversoguttata  GOEZ. 

5.  Oedemeridae.      <Ö 天牛 科. 

Xanthochroa  Water  housci  HAK. る 6 かみき 6 だまし. 

6.  Tenebrionidae.      IS 歩行 3 科' 

Plesiophtalmus  tencus  MÖTSCH.  きま は し 

Plesiophtalmns  ni^ratus  MÖTSCH.        く^き ま は い 

Cantharidae. 勞科. 

Dutyopterus  atrorufus  Kl  ES.        く/) すち"" ほた ろ. 
Carphurus  plagiatus  Kies. 
Podabrus  viacilentus  Kl  ES. 

s.   Elateridae. 叩薛 3 科. 
Elater  rubridorsus  Lew. あか 乙め つ _|. 


はなかみ き h. 
あか はなかみき い 
お ほ はなかみき 6. 
る （>  かみ さ 6  . 
る り ぼし かみ さ b. 
びみう どかみ さ 6. 
せんの かみき b. 
まだら かみ さ b- 

ひげな がま n ら も—n い 

ひめ まだら かみき 6. 
ひげな が ほ しかみ さ い 
ひげな が もんかみ き b. 


I4r> 
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MtlttmUus  sp. 
A thous  sp. 
A //tons  sp. 

9-  Scarabidae. 金 S 子 科- 

Gcotrupcs  lievistriatus  Mötsch.  せんち 乙 力； ね' 

Popilia  japonica  New.  まめ 乙 力； ね. 

Anomala  testaccipcs  Mötsch.  % あ し 乙 力； ね' 

Trichius  japonicus  J  WS.  とら は なむく' い 

Heptophylla  picea  Morsen.  $ いろ 乙 JÖ 、ね. 

,  »o.   Platyceridae. 鍬 形 S 科. 

Macroiivrcits  rectus  MÖTSCH.  く は 力 i た む し， 

Macrodorcus  striatipennis  MÖTSCH.  ひめ く はがた if し. 

Macrodorcus  mbrofeutoratus  Sn.  v.  Voi.i.KNli. あか あしく は 力； ブ？. 

U.   Silphidae. 馊葬 蟲 科. 

Parasilpha  pcrfomta  GERI-. ひ- ら_ た に で ひ し. 

12.  Carabidae. 歩行 囊 科. 

Carabus  arbor  at  s  LEW,  く  /) を さ If し- 


Damnster  ru^ipenuis  MÖTSCH. 
Dolic/ms  hnlctisis  SCUAI-I.. 
Pi び ostü'lius  Thnnbcr^ii  Mo に 
A  nisodactylus  si^uatm  It.l.JG. 


i どまい まい かぶ 
せ あかごみ ひし- 
なが ごみ ひし. 


み IT 


し. 


IX.  HYMENOPTERA. 膜 翅目. 

A.    TEREB11A  A  TIA. 有 錐 亞目. 
a.   PHYTOPHAGA. 食 萁頻. 

1. Siricidae. 樹蜂 科. 

.S/'/r.r  sj).  一 
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Sircx  sp.  ..  • 

l>.  ENTOMOPHAGA.      f ほ^ 
し Ichneumonidae. 姥蜂 科. 

Mtsostt  tmis  sp. 
R/iyssa  sp. 
Hcmephialtcs  sp. 

Ophion  pintfrens  SMITH. よ と う ひめば ち. 
Pnnsicus  sp. 
Pi  vi  pin  sp. 

2.   Braconidse. 小 薪 蜂 科. 

/j/tTroti  sp. 

R  ひ/^ ITA 有釗亞 目. 

し Formicidae. 蟻 科. 

I'ortfitCit  justa  L.  var  mppomtisis  r  OK. 

2.   Vespidae. 胡 ^科. 

Vre>pti  ciJtgidtita  Mocz. ち-ば U. 


札^ c'im 校 敎^ に 於て o 


RESUME. 

On  the  6th  of  August,  1905,  we  ascended,  for  the  purpose  of  collcctinpf 
insects,  Mt.  Makkari-nupuri,  an  extinct  volcano  rising  to  about  6200  foct  above 
the  sea-levct.  As  wc  were  probably  the  first  entomologists  who  ever  climbed 
this  high  pea に it  was  expected  that  some  interesting  species  would  certainly 
be  fomu!  tlu-rc.  Put  to  our  great  regret,  the  day  was  stormy,  and  perilous 
that  it  was  quite  unfavourable  for  such  an  undertaking.  Nevertheless,  wc  were 
so  fortunate  as  to  be  able  to  collect,  those  enumerated  in  the  foregoing  pages, 
― a  ^ncxWy  number  of  specimens  -  am<m^  wliicli  arc  included  some  new  species, 
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as  \vc  believe.  Full  accounts  of  these  are,  however,  omitted  in  the  present 
paper  as  it  is  hoped  to  describe  them  elsewhere.  At  present,  we  can  only 
remark  that  Pidorus  {Laurion)  rcmota  Wk.  and  A  ricltanna  jaguaria  G's.  are 
the  species  which  are,  together  with  the  now  species,  looked  upon  as  new 
aditions  to  the  insect-fauna  of  Hokkaido. 
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本會 iE 事 

(明治 二十 四 年よ り 三十 八 年まで） 

 ，内^ W^^Ji 一 I,  一  ^v^-,  

MINUTES  OF  MEETINGS. 

(1891— 1905.) 
一 "  

創 2： 會及 總集會 

本會は 創立 以来 年 を 閱 する こと 十 有 五、 其 創立 及 ひ 羝集會 に 就 
き て は數 多の 事^ あ i> と雖も 》 玆に炽 を 厭 ひて 其 大要 を揭 ぐるに 止 

む o 總该會 の 會場は 皆 札 «鹿 學校敎 ^に 於て せる が 故に一々 之 を 

記さず o 

釗立耸 本 會は勑 物學 * 植物^、 人^ 學. 地舉 を倂究 し、 殊に 北 

海道 は 8» する 事项 5: 讕査 する 5: 以て 目的と し、 明治 二十 四 年一 月 八 
U  、石 川贞 治、 撟本 左^ 郎、 淵 永 治郞、 横 山 壯 次郞、 ^橘 良お、 村 
越銥之 助、 野澤俊 次郞、 小 田切榮 三郞、 小川 ニ郞、 黑澤 ü 平、 fe 村 松 
年、 小 寺 W 子 二、 南 鹿 次郞、 ^部^ 吾、 神 保 小虎、 招 山^ 利、 須藤義 
銜 杏村 喜一 郞の 十八 名、 札幌 ß 學校 に集& して 之 を 創立し 、規 
則 5：« 成 し 役员 5: 選^せに 员の赏 選 は會^ 宮部 金お^、  fui- 小 
寺^ 子 二君、 «iE 黑渾 Ü ザ-お'、 小 田 切 榮三郞 /V な ho 

第— 總菓食 im 治 二十 w ザ 十二月 十九 u  m 會。 庶務 & üi- の 银 

吿、 規則の 改正、 の 改^ あ b、 役 u の^^ は會 k 祌保 小虎せ、 會 

計 淵， Je 次郞 君、 さ;!!! 村 越 銃 之 助 君、 菊 地 俘？ T な bo 

第二 總^ 會 15! 治 二十 五^ 十二 パ 十 n  1)9  fTo 庶務 ^計の 粮お、 

役員の 改 選 あに 役 貝の 常 選 は^おお^ 金 吾;/ V  、會計 榣本左 五郎； 《•、 
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贫記出 田 新 君、 ぉ衬 fe 年 君な に 

第三 總^  S 明治 二十 六^ 十二月 九日 開 ^0 庶務^ 計の 報吿、 

の改 3 あに 0: 員の 常 選 はきお^ 部 金 吾 ö、 會; H 小 寺 iP 子 ニ荇、 
^記 西お 淸ニ郞 君、 川上 瀧 な bo 

第 四^ 集 食 明治 二十 八 年 一月 十九 n 開 #0 庶務 & 計の 報お、 
ö の 改選 あ 6  、 役 ß の 常 選 は ^お宮 部^^  ft 、食 計锒沏 永 治 郎君、 
畨記 ^ 橘 良 平 塚^: 治 君な り。 

第五^ 築 食 明 治 二十 八ず-十二月 二十 一 h 開 會0 庶 i» 會 針の 
報 化'、 fitfi の 改選 あ に f3rü の 常 選 は fTßÄ 邡^ 吾 君、 會計大 島^ 
-太郎お、 ^鈀 松衬松 年苕、 川上 瀧彌 君な 6o 

第六緦 集會 W 治 二十 九^ 十二月 十九 n  |阁 き c 庶務 會計 の银 
*、 役 ß の 改選 あに öfl の 當選は 含 ß 宮部佥 吾 君、 會計小 寺 甲子 二 
君、^ 鈀髙捣 ^直 君. 山 田々: 太郞: n な bo 

第 七 緦柒會 明治 三十^ 十二月 四 LI B8  fro 庶務 會 計の 報 化、 0： 

员の改 is あに 赏選は fr  K お^  ^  ！ v  n.  fr  ； n-  k( 十 i: 村、 ,'if  sb 西 田 藤 次 

-t: 渾洵 君な り、 乂札榥 附近 祯物 Fl 錄編 慕の ^5:^ 决し會 ^の 指 

名 を 以 て德淵 永- 大郞， 川上 瀧彌、 1 ：澤^ の 二れ に該編 »i: 委任す c 

第 八 緦宾食 W 治 三十 一 W 十二； 1 I-  II  ！!; i  fTc 庶務 ft 計の 報 ' お, 

Ml 則 の 改正、 Vi.  A の ft  )1 をな す、^ ひの 常 ^ は ^ お^  ^  ^  IT  、&  3 ト 

u 十 太 vi,  a  tu 川 上 mm    西 田 m 次 m な b 。 

第 九 栊集會 m 治 三十 二 年-十二  h  二十 三 『i 1射 付。 庶務 & 計の 

f お 化-、 役员の 改^ をな す、 當選は fr^^ 部 金^^、  fr; 汁 R 十-太 哲、 ä 

Sil 川上^ 彌？ 中 ^徇 君な に 

第 十^ 集 食 明治 三十 四^ ーパ 十九 n  [in #o 庶務 fr 計の 報 *、 
の 改^ をな し、 終て 懇親 fr を um く、 の當 ü は 十 太 君、 

frßl« 新岛蕃 ia»、      山 田: お 太 » 君、 半 君な ら 0 

第 十一 » 集會 W 治 三十 四 年-十二 パ 二十一 UIJHfTo 庶務 會 ff 
の 報:1; •*  Öii の 改選 あ に ^選 は 付長宮 部^ 吾お、 fT3 ト山 田: ぉ太郎 
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S、 害 鈀 半 SS» 君、 三宅勉 君な に 

第 十二  JÄ 集會 明治 三十 五 年 十二月 二十 九日 閉^ 0 庶務 &計 

の 報^. 役 良の 改選お なす、 常 迸は會 ß お 邡金吾 君、 fr 計 山 田玄太 

«5 君、 ぉ鈀 半澤洵 君， 三宅勉 君な bo 

集 十三 緦集會 明治 三十 七 年 二月 六 U 開 會 0 庶務 會計 の报^ 、 

役員の 改選 をな し、 又 報' お 編 慕の^?:^ 决す、 s 員の 食遝 はせ ß お 
部^ 吾 君、 編 慕 委貝大 ^ 金太郞 ©、 松 村 松 年 君、 會計 石田昌 人君、 寄 

鈀 三 宅 勉^、 河內 完治 君な i>o 

第 十四 總集含 明 治 三十 —月 二十一 日開會 o 庶務 會； ！トの 

報告、 Ö 員の 改選 をな す、 常遝は 付 長宮邡 金 吾お 、^計 半^ 洵 お、^ 

鈀河內 完治 ft 、尜木 得一 仏 編^ 委 ß は frß の 指名 を 以て a 田 三 郎、 
河 野 赏吉、 河內 完治の 三 ß' と定 ひ。 

第 十五！？、 集 食 明治 三十 八^ 十二月 二十 三 u 開 會0 庶務 &計 

及び fr 報 第一 卷編赛 に 關 する 银クに fr 刖の 改正、 ö 員の 改選！： な す、 
當選は fr ほお 部 金 吾お， 通^^ 記大 ß 金 太郞 お、 綠 ^»配 松 村 松^ 
せ、 食 針 半渾徇 ひと し、 又^ ß の^ 名に よ 6 編輯 委 RA 田 三 郎^、 

河 野 常み お、 脚せ 委 H 半澤 洵れ、 せ31 铺助素 木 得 一君、 鈴 木 力 治/ 1. 
未光铳 8 "と定 む。 

月次 會及 演題 

月次 &は. 札幌^ ゅ校敎 室内に 於て 之 を 開き 、事務の 報 Ä 及 ひ I» 

•15  5: なす を 例と し、 又 臨時 適宜の 場所 を 選 ひ， 公開 Ä 說 を な したる 

乙と あ に 今お 細の 記事 を 略し 開 fr の^ 月 u 及 ひ 淤 題の みお 祸く 'o 
明治 二十 四 年 

« —回 月次 食 —月 tu 

r-ßBB& 丹 ß の a  m. 山肚次 郎 

だ «tt 力 Ä の 》3  ！ l'f ほ ßl  *  185 

»•  FG^JÄ  %  ±  ^ 
第二 回 月次 會 ニ^ニ  t— B 

iy^'n ネのは  ffl  iia  r\  *  ifl! 


十 WKWH 近の 地 tt  « 山 吐 次 RR 

北海^の 鲑  野^ 位次 m 

第三 回 月次 會 ヨガ 二す 八 H 
Wfiß の 地勢 ÄCfüK  石 W  fl  » 

北 war の 布 《 山 》 利 

JSHrws i ±rt.niE  « 小虎 


Digitized  by  Google 


(4) 
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第 四 回 月次 會 四月 十 AB 

核 物 貯 《法  宮部金 5 

ft«»*ffil:KÄ 法  野 》tt 次 ほ 

に貯 《 ま  小 寺 w 子 二 

* 石化 石 並に 《4M« 集 は- m  « 小 《 

第五 回 月次 食 五刃 九 B 

》na 物 $大 家 マキシ モ サイ 》チ《 の » 

%  % 

第 六 回 月次 酋 六月 十三 B 
* 邦 寄生 《»Öi» —、 ぺ n  ノス ポレー 

»  8K 

北海 a* 草 烏 KB ド て       %  m 

wiiä(«  二） 

" 九月 I 八 B 

宫 《K 金苻 
fö 本 衣 五耶 
置 次 W 

十月 二十 四 B 

»  » 小 戊 
» 部 Ä 晋 


第 亡 回 月次 會 


*蟲 の 2S- 
北 «逬 の ä ゆ 
第 八 回 月次 食 

*fÖittlll 川の 班 面 

ゥ, レププ ft の 稱色海 》 

第 九 回 月次 會 十一 月 二 f  AB 

, ブタ テシ ♦ 山の IS 
北 JUS の 地理と 氣眩 

お 力 面の 

笫 十回 月次 齒 トニ ガ九 IJ 
北 as の 地理と 氣 《(«) 
Jika に w する アイヌの 考 

明治 = 十五 年 

第 十一 回 月次 食 （公！) BffiÄ) 
U 本 動物 地 € 分布 

札^ Wffi の ®i® に tt て 
ルザ s^uiffitft 巧一 斑 
北 Wlü のぬ て 


山肚次 

18； 

石 

川 A 

IS 

山 清 

利 

石 川 A  fö 

神 保 小 戊 


一刀 三 1' II 


石 川 rft 

噴 Hi 肚次 ns 
和 田據三 

^ 保 小 /J6 

永 in 力' ff. 


it 苦 


金 咅 
金 

PI 


第 十二 回 月 ^會 二月 二十日 

^m^m^e>mv.        s  u  &  9 

第 十三 0 月次 會 三月 二十 六 B 

アイ * 利; B の 植物  ffi  » 

千 島國= ク チレ uft の ß  « 山 »  *  KJ 

第 十四 回 月次 食 W 月 二十 三 B 

北海 Ä の 地形  祌 》 づ、 《 

アイ 》 利用の tö»V«)  官 《  Ä 音 

第 十 2E 回 月次 曾 五 力 二十 一 B 

水產 M 査の ほめ 本州 iSBl の M 括 野 ^後 次 膠 

* 海 at に B す *  n 木 海^ 中の 胩 ft 

石 川 A  M 
第 十六 回 月次 會 六月 二十 EB 

ほ 物 分布 »  ^  m  at  ^ 

iuä に st て  ^木 左 五 as 

第 十 セ 回 月次 食 九；] 二十 四 H 

嘏 爽の 《 法  *  ra 方 as 

天 に fit て  水 《 七！ £ 

第 十八 回 月次 會 十 力 二  I  二 B 

北海 の 小 寺 W 子 ニニ 
片 W ほ 從58 行 R 多 HUSIUSOI の 千 ßtt«! 

： に'； %  st  n 

千 ßUJß の 多 班お Ä  W5 

第 十九 回 月次 會 十一, 1 二  I 六 B 

八 山 は^ SU  «  iffl 永 *  BP 

U 本の W に Ä て  松 H 松 年- 

化石の. は  石 川 fl  » 
第二 十回 月次 會 に-/] 十 R 

'^■M\  « 本 左 X  Hi 

北? 《ai の 石 k 石 i:a て         《 山 壯 次 a; 
明治 = 十六 年 

第二 十一 回 月 ^食 —力 二  I  — B 

北 ftSBl: て ttl:?JJltl し 石！;^ 地 

石 川 A  » 

北が ジ <Pf 究 «  «B  &  ^ 
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第二 十二 回 月次 會 （公 UflÄK)  二； J 十— B 

有益な sä^  fa 本 左 五 «5 

札 wit; 街の に «t て « 學 上の 考^ 

石 川 Ä  ?d 

太 SK>3S 命  97  m  Ht^fß 

に 於け る 共 は 同 fr  'Ä 部 金？ f 

ifcö* アイヌ JS の 9 [ひ 方 ジ， V  、パチ 《 ラー 

第二 十三 回 月次 會 二 力 十八 曰 

駆 稱《に-01 て  小 寺 甲子 二 

*m«i に 》 て  ！W  ^ 饯次 BP 

の 》* け の なる す 

Ä        企 苦 
第二 十四 國 月次 食 W 月ト五 B 
乎 »れ《 の 土石 »  rft  *  ?t  *  BP 

アイ * の 》 定法に tt て  W ぽ>  方 « 

4WTit の 小 多に ィ HP な る 《 焖 に- it て 

中 野 «  —  H5 


第二 十五 回 月次 會 

Panmixic  (O  jSt 

H 本 分布に- tt て 

awwi: 就て 

第二 十六 回 月次 食 

礼« の 介 《龜 に- a て 
北海道 カゲ * 雇 て 

第二 十七 回 月次 食 

石 狩 川 m 岸 穴捃 探究 
« 手 山め am» 

第二 十八 回 月次 酋 

北 if^ö 石! HS —斑 

Cnflling  Mcrth. 


w  m  «  -k  is 


二月 九 B 

ffi 山 肚次邸 


五^二 十七 H 

ISS  » な iff 

沼田 iE  iff 

小 ザ 子 二 

六月 十七 B 

M 本 左 71 
W         *  W 

九月 三十 H 

Jf5  «H  Ä  - 
Ä 怖 会^ 

十月 tHB 

ffi 本 左 五 BP 


千島の 動物 
第三 十回 月次 食 

ポ a  a シ， ßie 行 

明治 = 十七 年 

第三 十一 0 月次 食 —刃 十三 B 

*Ä 菌科に Ä て  千 石 «  W 

北海 iamm 東方 地 K 境 &の大 S 石 川贞^ 
第 = 十 =0 月次 食 SWt 七 B 

•K  'J ネ シャ 人種 1:« て  消 *  Ä  *  I» 

千 ftM 物に 《t て  《 節 金^ 

，サ * ，，ブ ，  石 川 Ä  fft 

第三 + 三回 月次 會 （公 eaawd) 四刀 三 n 
今 ü 化 0 の w 向  «  h  e 牟 

ft» 物の 口 て  IE  flj  Ä 六 

Ä 肉 Wl^  'if  SB  &  7f 
第三 十 H 回 月次 食 K 力 二す 六 B 

北海道 大多 ffi  ぬ ÜB  A 次 HC 

Knlomophthorc« に 躭 て  i*    Ä 平 

捉 島の 一大 WW  接 山肚次 BP 

千 fi» 默 ©tS  W     tt  H5 

第三 十五 回 月次 會 六另九 n 

ft 海 U1W 木 分布 ül 
ほ ％ に-^ すろ 新 

第 S 十六 回 月次 會 九； It 五 8 
羽» 園& 海山 M 物 ^化 淡  川 

の ÄJBIi:tt て  野 

a 布の 粘 欲孔 at の お 


«  J»  &  71 


北 iitifl のム シ 9  tür-tt^ 小 ：ヤ ip  r-  二 

第二 十九 回 月次 食 十一 ル卜づ 1 

«： 海 ä の ttß  松 衬松尔 

fflSRit 方と 地方と 物 W! 布上據 係^ 

有する 1¥報  お SK   &  7? 


第三 十七 回 月次 食 f/J 十 SB 

林 《 李 《)13 の ャ病  千 
t« 切 法み 

»= 十八 回 月^ # 

他の AltMflÄ^nifif      の 力 ß 
f ふ rAI^J-x'^-; fll し露ゥ -き ES  お 

ffi 時 # 十一;!  二十 七 H 
Wit 判 ffi« む »  祌 


上 iSl 

fi « 次耶 

部^? f 

石！ N 太 恥 

左 E  n 

HJ  K 直 

金- 7? 

fS- 小 お 
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本 食 SU  4MW 拍 ニナ 四 年 ふ リ三ナ /、年 ま や 


第 S 十九 回 月次 食 t  二 八 B 

千 Ä 邁ぉ Ä  H 川 Ä  m 

植 の R 水化物  大 烏金 太 W 

明治 = 十 /V 年 

第 四十 回 月次 會 一月 十九 0 

ゴ * に- 躭て  お SB 佥 S 

千 チヤ チヤ ， ブ， 登山の 3C 石 川 Ä  W 
秋 田 趣 B 所见  和 田 》 三 

第 四十 一回 月次 會 ョ 刀 十六 H 

ぺ ト 生 M の W^ZH: 於け る 

核の S 化  SR  f»  ß 平 

刀 山 tt 物の K  川 上 iitii 彌 

«tt の 钐&  ^  f r  G  ^ 

第 四十 二回 月次 會 五; mo 

诲産 生物と 海水 OS との MfH 野^  ($ 次 邸 
蘊 ffi の ißJi 望 * 同化 l:tt て 平 《  K 治 

北海 iö の 森 钵  ffl 田馋 RJ 

as 保 i--jt て  ま 81; 佥咅 

第 四十 三回 月次 S 九 力 二十— n 

チヤ レ y タヤ- 中 戎ポ 項 に 

tt て  w  使 次 ia; 
«l 物 は 有 ä«j 冬 類 化し 得る や 大 ft 公 次 恥 

茄立枯 《«h の 研究  m  m  Ji  a 
第 四十 四 回 月次 會 十 刀 二  i-,';n 

«jäfiVtt 物 探 äs«  川 上^  « 

ば » -tti* 園の «tut  w  « (春 太 hp 

B 本錄域 $ 名め giS  松^ は 年 

小 JR タ^ミ ft に JJt て  小 ：ー》 rp  二 

第 四十 五 回 月次 會 十- ガ 十六 H 

ÄM%tt と WUMt の 化 $ 的销 Ö の一 ö に 

B8 する 研 ％  平 《  Ä  « 

平 》 作 氏 《WÄtf る 公 》榭 の 

に (WT る て  宫 部&? f 

第 四十 六 0 月次 會 i--n^~ü 
^« に us する *ä  mitm^m 
北 iwi に 於け る 金の 產出に at て 石 川 ä  fö 


明^:: 十九 * 

第 四十 七 回 月次 會 一力 十八 H 

« 水 ä'  I:  a ての » お  小 in 切 * 三 bp 

*«进 塵の 山 t«?  ft  ra  » 切 

第 四十 八 回 月次 會 ご ^十 ÜH 

麥 K 科の 一 WuÄ て  Ä  «  Ä  ffi 

a&«« に 躭 て  松 w 松 年 

木 &所兒  田 町 Ä 三 《5 

第 四十 九 回 月次 會 ョカ 二十- B 

tH^ä の 柳 ％  德 權 永 次^ 

小 多の SftK 類  人 •  ft 金太耶 
rw  ^ ド氏 の «1» に 躭 て J& 近の 研究 

Ä  8K 金 吾 
第五 十回 月次 會 H 月 十 AB 

ザ ラメに て  Ä  ffll 金 5 

fflffi の 矢： ♦： 久太 耶 

第五 十一 回 月次 會 31 月 ニナ 二 H 

北 《J 道增 上の ÖÄ 石 川 Ä  W 

第五 十 '= 回 月次 會 六; J  二 1H 

メ  >y プ ソフ菌 て  平 《 直 W 

'ダス チヤ ライヒ'' に 就て PM9  ft 次 邸 

第五 十 = 回 月次 食 AHiAU 

I！ 本 *Wr 蛉の 分^  松 衬 松 年 

の,？ 枯 W に-就て  や 《   fi  « 

ÄS 十四 回 月次 會 |  fl 二十— H 

利お 山 ÄtW の 一二  《 灌 ff 

利 W 山 tt^ の »tt-:  W  « 金 if 

第五 十五 回 月次 會 |— 月 二  t 一 B 

石 化 ゆ 的 ÄJtfiäg^^lT す 大 ft 金 *  » 
ハ y  ノキ、 ャ チヤ ナギ， er! 等の ft 癯の 

«üfÄ び 44 川  営 《 金 音 

第五 十六 回 月次 食 t  二;] 十九 B 

小 寺 甲子 二 

ssiaiiWKia  w  ^  « 次^ 
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第五 十 七 回 月次 食 —月 二十 三 b 
K^iffi 镧の奇 * に Ä ぼす » 化 ft  ^ 幸 次 185 
お « の珊 WWÄ の 性 JC  ÜB 永 次 RK 

，，林の 害 萧  佐々 木 籾 « 

棄の架 魔 ft,: Ä て  松 》 松 年 

第 3E 十八 回 月次 會 二月 トミ B 

Ä  小 田 切 * 三 恥 

mmi^  小 寺 甲子 二 

第五 十九 回 月次 會 四月 +  a 

北海道 冬 於け る Ä» 害お 

« 松 年 

子 Ä 两^ の 分 域 * 上の tt^        :《 《  & 杏 
第 六十 ® 月次 食 五 SAB 
Ä 布^ 新 ttütt て  窗 9K 金 咅 

第 六十— 回 月次 食 七月 三 B 

iMfltffitftÄ  松 W "松 年 

*a に 寄生す * 天ぬ » 痢に- ä て 宫 sk  & 咅 
^mm^abk^m  fc       * it 幸 次 

lSitS«9SX  A 田 & 

第 穴 十二 囫 月次 食 九月 

«#W 寒 '&び M あ 湖の 物 

M 上^ 

* ラス *rt の 表せ 神 めお 屁 十 太 
第 六十 =H 月次 會 ナカ 十六 B 

n^mi^mmih  山 田玄： t 邸 

*ft»«Ä  松 衬松年 

ブ 7 車ル ftawiww 作用に 麵 する 新 a 

大島金 太 《5 

業 六十 H 回 月次 會 t— 力 二 tB 

神 "ず' 二 &] 水 會の Ä«     Sf  ff  « 次 W 

第 六十 SB 月次 會 十二月 HB 

«ft 分 》i-tt て  »       f 太 


明治 三十一 年 

第 六十 六 回 月次 會 二 刀 十二  B 

人 2の 害 Ä  Cm[hiclitha  sp.  I： 躭て 

ß    « 松 年 

* 海； in: 於け る ö 楊 ffl め 分布! 》.hä ぴ 

生 ß 量に 》 て  《  m  &  a 

北 《na の 天 》 林に 於け る 針 菜樹 田 中^ 

第 六十 七 @ 月次 會 三月 f  二 B 

Ä 布の Ä 分  大 ft     太 HJ 

第 六十 八 回 月次 愈 二十 三 曰 

AHnit に ft て  山 田 玄太邢 

减 ttfl"5ii: 耽て （»)  »      t 太 

第 六十 九 回 月次 會 五月 二十 AB 

有讦推 Wtti の IB ゆ  》: 十 * 

第 七十 回 月次 食 六お 十 — B 

«內& び 《#JW お W 中に て《» し た る 坑中 
ト ド ，クの 支拄〜 ß#Ä 蝕す る Ö 色び 繳薦 

に- » て  Sf  &孖 


第 七十 一 0 月次 會 九月— II 

W 士  9 山 »  松 W 松牟 

三 *»fi£i»'Ä« 所の！:  W  I" 太 

第 七十 二回 月次 食 十 力 二' I'nB 

千 ßÄHHÄÄ の 《物  川上 跑 

千 ft 植物 探 《 の 沿苹  宮 Si: 金 5 

第 七十 三回 月次 食 十月 十九 曰 

攻现の 天 ft]Ä 病  山 田玄； fc  BK 

分子] 子 &ogtw«i:a て ir  s ホ m 
第 七 十四 回 月次 會 十二 另ャ曰 

牡丹ん 5« の 立枯 «  戸诈高 Ä 

w のス 》， ブスに ä て         松 衬松年 

明治-十： 年 
笫セ 十五 回 月 ^會 二 日 

て  ^ 田 s 
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本 # 記 AI  (明 二十 E 年ぶ り H 十八 年 i や 


人な の 寄生 «s  松 fr 松 牟 

吸口 a の 生 las»  m 十 太 

第 セ 十六 回 月次 舍 三 a 十— Ei 

フス マと Ä 海7 ス， て 

川 J  m  m 

k 種に w て  野^ 浚 次 恥 

北 《fitt 康 R 布 て 窗 邡 & 香 
第 七十 七 回 月次 食 四 八 B 

丘理學 Wi: の S ず B ト-ム ほ、 ト 太 

mm\--& も 多く  ü 出す る 下 》麵« の 

W 究法  矢木久 HP 

第 七 十八 回 月次 會 五月 二十 n 

外 子 量 《ftr-s* て  ra  m  » 次 

小 WHS の ゆ iß 生 n»i--tt て （動物の 31:) 

m     I-  乂 


同上 （《I 物の SB) 

•JjfiJR の S  ノム *✓ 
第 七十 九 回 月次 食 

第 八十 回 月次 會 

*- ， ャ) に tt て 
ミ ダスト マの 筋肉 糸^ 

第 八十 一回 月次 會 

利 の filtJj 
北 »iö の si;& 


j  ^  SK  & 晋 

. 松衬 松^ 
九月 H 

^  ft  s  at 

1 1 二十, \ 月 

半 m  it] 

»:  i- 太 

ナ 一；!  二十 

"I 上 «I 
河 野 « 吉 


« 山 «I 物の^ 性 Ä び 分布  'if  SK 金 苷 

銪 八十 二回 月次 Ä     I— f-nn 

*： 海 iä の 铋饧 尕  Hi 屮 m 


第 八十 三回 月次 會 一力 二十 n 

アイ ヌ のな » に; n ゆる ィ ナチに 就て 

ジ 3y 、バチ X？ 一 

第 八十 四 回 月次 會 -^=n 

の 《,Tf 的 研究  & 个 M 


第 八十 五 回 月次^ 

ャ ブマメ  l:tt ての 

ファ-プゾ ゥ屬に at て 
スチ ：》 プリ フに 躭 て 

第 八十 六 回 月次 會 

二三の « 生物に «t て 

第 八十 七 回 月次 台 

«： 千 も アイ * 


W 月 二  t 九 B 

川 上 m  m 

平 «  K  m 

山田玄 太 BP 

五月 二  t 六 H 

矢 * 久； fc  HI 
新 ft  ^  Ä 

九月 二 1- 二 B 

河 野常吉 


本邦"! 羊 鱺顦に 寄. 1:. す&  二三の 誘 蘆に 

tt て  平 《 直 ？Ä 

»/V+ 八 回 月次 會 十 fltSH 

不 《HÄügtK 分に s* て fü 本 左： a  H! 


吸口  Ä の 生 》Ä» に Ä て 
第 八十 九 回 月次 會 

*Wß の铋物 
海洋の 


HC 十 太 
I  二月 八 B 

川上 湖^ 
野 f'g     次 HP 


-; j  ah 

川 上 雠 囊 

新 ft 善 £ 

二；! ナ六 B 


石 ro 


A 


第 九十 回 月次 會 

fil*t2 と «5 小 iÄ 
小 »Ä に St て 
第 九十 一回 月次 會 
海 ゆの 
呀 Ä に- tt て 

第 九十 二回 月次 會 

アル ひ 山 I： 於け る 故 枚 H の 状 ft 

*  ic  it 耶 

厶山の ほ  石 川 £1  ?6 

第 九十 三回 月次 會 B お 二十 HB 

北 にて ÄB« する 方法 

川上 Ü«  Ä 

中に 生す る Ä 布 に 《t て 

«  8K  ft  5 
第 九十 四 回 月次 會 六月 二 十 九 B 

*饼 に- する Ö 蛾 ft|--8t て 吉川 春 次 
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大 s の 蒲 核お 

第 九十 五 回 月次 會 

動れ は It 拔行 Ä 
第 九十 六 回 月次^ 

北 iKS 白垩系 ^ 

第 九十 "fcSfl 次會 

稱の «玟 に Ä て 


半^ 拘 

九月 十四 n 

f お 十 太 

十一 月 二  B 

矢部县 Ä 

1 *— n 十三 b 

石 ra  g 人 


m  b 

t— 月— H 

川 上 

十二月 二十 九 B 


善 ffl 
常 き 


上' 3« 地方に 》fcrf る 》fRi 
に tt て  械 * 左な BR 

第 九十 八 回 月 次會 十二 月 ニヤ— B 

^Ä^vV^.Ä  f  'iisu/aeiiim  pirintuii に 

tt て  Ä  «  K  ffi 

SffifS ケ年 IUI: ねけ 蘭^ 究の 

進歩  矢 水 久；/ k  W? 

明 »= 十五 年 
第 九 十九 回 月次 會 ―； J  ニナ 


fflUWlftl:« て 

第 百 回 月次 會 

ァ ィ * の 戸口 
パク テ， ァのほ 
« み色钐 


( 公 PBÄR ) 


山 ra 玄大恥 
* 十 太 

ニ刀卄 二  3 

sr  as  *  vT- 

山 ffl お； fc  H? 

m  9f ii  a 

矢 木久太 BP 

w  ft 善 直 


rhydtww 科 i:B する 密 ß に 
Ät て 

第 S 四 回 月次 會 

桷の 

お PtHLWrafö' む, 淡 

第 ^ 五 回 月次 會 

w 洲 I： 於け る na 學の現 w 松 w 松 年 
明 » 三 十六 年 • 

第 5 六 回 月次 會 一月 ミト— B 

^6» の 小 SÄ -sc"b'u»  i:«t て 新 A 善 

本邦 產 fiymnosporaiifiium  ffiü^ て 

宫 SR 

第 百 七囬 月次 會 二月 十四 n 

了-の 牙 布 て  松 w 松 牟 

北 »ittft ハヒ て 一  好 9tt 次 K 
第 S 八 回 月次 會 三月 十 55B 

人 »! の « 命に 就ての * る?! fx    m 1- je 


ftÄitt 拓 の Ä 歩 I： 伴 ひ S 见 tf られ す: る 

石 川 a  m 
ä     t-  * 
第 3 —回 月次 食 ra;if 九 b 

象に at て （《)  屎ナ太 


ネ钳の 皮 /f 痢 i:ä て 
第 S 九 H 月次 會 

n 本 ää と 其 消 化 率 
第 百 十回 月次 會 

林 * の »52 に Ä て 


山田玄 * ほ; 

カ、ガ 二十 n 

大島金 太 《p 

九月 二十 六 B 

新 fi 善 iff 


チシケ tttft««» 


H 宅 


ヒ ßBB の^お 菌 Kaw'akamia  Cypcri に 

も 9n    S  ff 


材ド -it て 
第 5 二 面 月次 食 

ヌ L 州 fiKxJf?" 

»S=0 月次 會 

^s« に 《 て 


Ä 部 ft 杏 

H 月 f  一  H 


十 力 HB 


Ä て 

十一 回 月^ 會 

*額 の^ W に て 
Äia 探 ％tt 行 は 

第 百 十 = 回 月次 會 

アサ クサ ノ  ，の 成分 


村 《 夫 


离 ffi な iff 


十 十一 B 

Ä  «  H  K 

松 W  ß 年 

f— お 二-卜— B 

大 Ä 金 太 HJ 
ど、^ 始 JÄ に- て 

Ä  8K 金 5 

チヤ- ンコタ （Ätt) に tt て  W  5'f   % 亩 

IrS" 十 =© 月次 會 十二 刃ニト 六 B 

サ 〜力 -め Bfijj  (roMrum) の に 就て 

Ä 十 太 
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木き 記事 i 台 二十 w 牟 i  ^三十 八 年 まて》 


浮 《T に-まて  松 衬松年 

明治 三十 七 年 

第 S 十四 0 月次 會 二；! 六 B 

の 《彩養》  松 M 松 年 

»& の パグデ ，ァ  WS 本 左 iL  «5 

第 百 十五 回 月次 食 anxB 
多 ffl 中の^ »r-tt て  藤 田 w 

千 ftA 守 ft の 植物に tt て '；! r  SK  ^  7f 

第 百 十六 回 月次 食 E^nf-AH 
おの ^ 害に はて  ^格： S 直 
ダ ルビ v+ —  Ä 本邦 康 コマ ネダ i と ft 洲 
S ハ! >> カネ ゲ s との に IB する 研究に 
tt て  t  * 

第 5 十 セ 回 月次 會 u 十 sn 

»l=t:»E 家庄の BÄffiltR 松 衬松年 
ャ タメ ゥナギ ©ぉ  八 田 S  BP 

第 S 十八 回 月次 會 ヤー 月 二十 六日 

*Wftt 搽 枯死の »:Hi:Ä て 三 宅 n 
W*:ä^®»¥  河 W  * さ 

明涪ョ 十八 年 


第 百 十九 回 月次 食 

* ァ ラ ス b\ 


— _n  二十— b 

# 川 松 柏 


第 百:: 十回 月次 會 三月 十— B 

の «tiÄ^f« 防 法  石 田 fl 入 

水中の Aft 半 $s« に tt て  松 fr  12 年 
第 百 二十一 B 月次 會 ra 月 ü "二  b 

毒 J»«iS  K        ii  Ä 

木 て  新 ft 善 at 

第 S  二十 =0 月次 會 六お 十七 B 

* ダ， タの 心お 腐 et^* に a て w 內 ä  » 
s'c 、の ä 分 i: 讓マ imitVM 大 も 金 * 摩 

« の 《 とャ タメ ®«i との »t に て 

八 田^  BP 
第 百 二十 三 @ 月次 會 九 力 11 SB 

ギ の MiaJKl: 於け る» 化に a て 

S   ^ 忸 方 
本年 tLWWffi に 於て 》Äti る 寄生 裔に 
就て  《  «  ii  ft 

第 百 二十 四 回 月:^ # 卜— ル I— B 

木邛 SÄffü 方 Ä4Ä に て 《 衬 松 

坭 て  I*  tt  —  《 

第 5  二十 五 回 月次 會 トニ  ^廿 

ffic»  和 田 《  二 


'一 ~" ^"  f  - -- 
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CONSTITUTION  OF  THE  SAPPORO  NATURA し 

HISTORY  SOCIETY. 



(刚 治 三十 八ず. 十二月 二十 三 口 改正, 
第一^ 名稱 

第 一條 本 會！： 礼 榥 博物 學 會と栩 す 
第二 章 目的 

第 一條 本會の 目的 は 勦物學 植物 學人顦 學及ひ 地^の 諸舉科 
ir#f 究 する i こ あり 

第三 草 會只 

第 一條 ^員を 分ち て 名眷會 員正 frn 准會 員と す 
第二 條 名 # 食 員 は 第二 章 第 一條の 學 科に 功 镟 ある ゆ 者よ I, 
推 逭 する ものと す 

第三 條 正せ W は 第二 車 第 一條の 學科 若し く は 之に 密接の ßfl 

係 ある 學科を 専攻す る ものた るべ し 

第四條 准 會贝は 第二 車 第 一條の 舉 科に 旃. おの もの たるべし 

第 五條 正 會員は S: 员の «ff 舉被 ßf 舉 及び 會秭 を；？ [: 議 する の權 

を 有す 

笫六條 准會 は Ö:f4 馔舉 の權を 有す 

第七條 は 本會所 败の圆 #t 佾覽 する こと を 得 

第 四 承 入會及 ひ' 返 會 
第 一條 名譽會 ß は 飆會に 於て 出席 正 & 只 三分の 二 以上の 间 
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第二 條 正會员 として 入會 せんと 欲する もの は 正 會员ニ 名の 
紹介 を 以て 本 食に 巾 込むべし 

第三 條 准會员 として 入會 せんと 欲する もの は正會 貝一 名の 
紹介 を 以て 本^に 申込むべし 

第四條 入 酋の中 込ぁ& たると き は 例 fr に 於て if. 會 a 出席者 
ぉ數 の决議 によ り其锘 否を决 する ものと す 

第 五條 准^ n よら 正會 は に^ぜんと 欲する もの は 新に 入^ 
する ものと 同一の 噸序を is べき ものと す 

第六條 返钤 せんと 欲する もの は 番類を 以て 本 fr に w け出づ 

ベ し 

第七條 ^貝に して 本 食の 名^ は 係 はるが 如き 汚 行 ある もの 
は 線、 fr 出席 員三 分の 二 以上の 决^ を 以て 之 を 除名 す 
第五 章 役 貝 

第 一條 本 仔 は 役 貝と して^ ß  — 名^ 鈀ニ名 fr 計 一名 編輯 委 
贝ニ名 及び 園^ 委 R —  名 を s  く 

第二 條 役 ri は毎牢 一月の 總^ に 於て 無記名投票 により 之 を 
撰 祭す 但 し 編^ 委 ひ 及び 委貝は 投^に 據ら ず^ 長の 指名に よ 
りて 就任す る ものと す 

第三 條 役 故 あ &て擗 任した ると き は fr 長の 指名 は 依る 
もの ^ 外 臨時 us. 仔 を 開き 之 を攒^ す  - 

第四條 付 長 は^ 記铺 助と して 准 fr 贝 中に 二 名 以上 を 指名す 
る こと お 褂 

第 五條 役贝の 扛* 期は滿 ーケ 年と して 毎^ 二 m —  日 よ も 始ま 
ら翌^ 一月 三十 一 ij に 終る 

ぉ六條 は 本 fr の 事務お 摁理し 又 本^ ピ 代^ して 諸般の 
^務を 行 ふ 

第七條 お 311 は 通 信^ 記と 錄^^ IB と し 通信 喾 IE は內 外の 通 
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信 を 掌&錄 事^  §B は會 の鈀 錄其 他の^ 務を 掌る 
第 ノ\ 條 會計は 金 Ä の 出納 を 掌る 

第九條 編畊 委資 は^ 報の 編 » 及び 發 行の 事務 を窣る 
第十條 園' # 委貝は 脚 ^ の 管理 整理 及び 借^の 事務 を牮る 
第六窣 集會 

第 一條 & 食 5: 分ち て 及び 例會の 二と す 

第二 條 例 會は七 八兩； 15： 除き 毎月 一回 之 I： 開き 第二 や:^  — 
條は揭 く' る銥學 科に 就き 談話 講演 をな す ものと す 

第三 條 總^ は^ 年ーバ 例^に 锒き之 を 開き^ 務の報 Ä  ö  ii 
の 撰 * をな し 又 fr 務を 抨琅す 

第四條 會 ^必要 あ 6 と憨 むる とき 又は 正 fr ひ 五名 以上の 請 
求 あるとき は 臨時 總# を 1)9  く ものと す 
第 七 車 fr 资 

第 一條 正 ^ n の ^  ^ は 一ヶ^ 金 三 mi m 會^ の ^ は お ^ m 
拾錢 とす 但し ft » は  一 H 五月 及び 几 月の 三 m に 分納す るお を^ 
第二 條 正^ 员に して一 時に 金^ 拾 四 を即枘 したる もの は fr 
« を 要せず 終身 正&員 たる ことお 得 
第 八 章 fr 報 

第 一條 本 i は 本 付記 5 は 及び ゆ 術 w 究裉文 ゆお ^ げ たる^ 報 
を 發 行す 

筘ニ條 會報は 邦文お しく は 歟文を 用 ゆ 

第三 條 fr 報 はお^ ニ问^ し く は 二回 以上 好 兌し  一: n:- —  お 

と す 

第 四 條 fr 報 は 凡て 付 貝 に 各 -- 部 宛 m  r  ^を 以て 之 を m  o 
ar$  ä 條 ^  « を钠 めざる ものに は &  tu の^ 送 お は 止 す 

第 九^  ^產及 び 經 n 
第 一條 本 fr の-な, t は 5iffi,tfrß の: と し in  fr 只 の^ 格 if!' 
滅 と 同時 は 其權利 消滅す 
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第二 條 本 會の资 產は會 針 之 を 保管し fr 長 之を監 僭す 

第 H 條 本 會の搽 《 は^ 费 基本 財產ょ 6 生じた る 利子 及び 雑 

收 入！： 以て 支 辨し其 剰賒^ は 没 員 會の决 議を經 て 本會の 基本 財產 

に 編入す 

第 w 條 前條の 剩餘金 及び 有志の 指定に 係 はる 寄附 金品 を 以 
て 本^の 基本 財廒 とす 

笫 五條 本會 基本 財 逢の 管理 方法 は總. 食 出席者 三分の 二 以上 
の 同意 を 以て 之 を 處 Ji す 
第 十 車 雜 刖 

第 一條 本會 規則に 關 する 細則 は 利 に 之 を定む 

第二 條 本會规 1W の改 お は 終 食出 虎 者 三分の 二 以上の 同意 お 

以て 决す 
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會 計及國 ぶ: 委^ 
半 澤  ^ 
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(明治 三十 八^ 十二； 1 卄三 n 現在〗 


LIST  OF  MEMBERS. 

 • 鲁^  

安 顧 乙 次 （W(Ä^ 士） 祌^ 川 縣足柄 下^ 久野 村舟ケ 原、 

有 元 新 太 &6       %  Proctor  Arboretum,  Topsheld,  Mass.,  U.  S.  A. 

3 并 郁太郎 （理 舉士） 文部省 圆^? r だ' fY、 来 m 麴町 üj; 平 河 町 7t'. 

T 目 三 七、 

John  Batch elor,  Kcv.(      k.  g.  s.) 礼 IS 北 三 條西七 T  ß. 

俘 逮直知 お 城縣立 學校 助敎 諭、 

聽并欽 吾 三 Hl 縣! S 事試驗 場 技手、  ' 

m 田 學士） 札^ 麥消 fr 祉技 師、 
半 m  » m ±> 礼幌 校 助教授、 
m 十 太 （理學 1:) さ け？ 院敎授 、束 京 牛 込 ル' ケ谷 加^ 町 二 丁 

目 二^地, 

欏本 左 五 ftUCJ ゆ- 1.) 礼幌は ゆ 校 敎投， 礼幌 K 北 九條 西 /LTH、 
八 田 三 » 礼榥 ß 學 校^^、 礼幌 ^ 南 一條 西 凡 丁  13、 
平 Ä みか 礼 W 高な なか 校 ま H お. 

平 垓 直 治 （fö  ^  ±) 石 n  h 礼 m  in; 新 奪 ぬ m 線 所 長， 

出 田 新^め 十） 大ぉ 府立^ ゆ^^^. 人 r^u お 區天玉 寺 

M お I  *H 町、 

m 幸 四 up  (煦 ゆ 上） n お m  ^ 林 町 八 二  n , 
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池 田 金 則 後志 國小撙 中 學校敎 ffe、 
5 田 墨 人 熊 本縣立 農學校 敎識、 

石 川 貞 »(Ä 荸士）         《麇 商^  ffi 長、 インタ- ナシ 3 ナル、 オイ 

/V  、コンパ ユイ 顧問、 札幌區 北一 條西 五丁目、 

一色 «g» 北海道 拓戒 銀行 员、 札幌區 北一 條西七 丁目 三番 

地脇屎 方、 

伊膝鹰 幾 （媵 學士） 北海道 JSI 會副侉 頭、 石 狩 國タ狠 郡 ffi 田衬 

字 旭台、 

^  m  u  ^s. 礼幌 鏖^ 校學 生、 

神 保 小 虎 （理^ 士、 理學 傅士） 朿 京帝國 尺^ 理科 大學 敎授， 

角 田 啓 U(Jg^ 士）     IS 岡躲 技師 兼 林業 iS 回敎 師、 福 岡 縣筑紫 

邵住吉 村 大字 住 吉千七 百 五十八 番地、 
笠 原 十 11( 鏖^ 士 j 札稅麥 洒^ 社 技師、 

柏并 a —  （農 學士） 齊森縣 北 珑輕郡 立提學 校長， 责森睬 北 律 

輕郡 五所川原 町 * 
加膝忠 治 （逸 ゅ士） 千 葉 縣立茂 原農學 校長、 
河 田 力 （盥 學士） 山形 縣立村 山鳥 學校敎 諭、 
in 上 观 彌 學士）    ^»總 赞府 民 政 部 铋產局 農商猓 技師 

^1试 凝^ 技師 兼 時^  » 糖 務局 技師. 
^  m 春太郎 妙' 架 園 主、 朿京 府袢原 郡 南 品 川 町 字 三グ木 三十 

番地、 

菊 地 禅 （虔^ 士）     i&-T- 縣 技師 * 废事 試驗 場^、 

菊 池 謹 《(JS^ 士） 愛嫒縣 立 塍^ 校敎 論、 

菊 地 奉 次 *( 廣學士 ） 千 葉 縣立茂 原！！， 校 教諭， 

木 下^ 道^ 藝化 舉士） 柅木縣 立造學 校長^ fö^ 轼 《f* 長、 

'3 內宪 5Ö( 逸お- _b  帝闳 大巧 J!S 科 大ゅ林 ゆ 科 介钸、 

小 寺 甲子 = ぼ ゅ士） 畏野縣 立 ß 野巾學 校長、 

近 » 金 吾 札榥 學校 植物^ 助手、 
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河 W 常告 北海道 fifö^ 托、 札 北一 條西七 丁目、 
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ほつ ぷの新 病原菌 

ベロ ノブ ラズモ パラ ヒ ユー ミ ユリ 一に 就て 

宮部金 吾 

松' 良 DTi: 


A  NEW  DISEASE  OF  THE  HOP-VINE  CAUSED  BY 
PERONOPLASMOPARA  HUMULI  N.  SP. 

Hv 

KlKGO  MlYABE,  SI)..  Rigakukakushi. 

Professor  of  Botany  in  the  Sap[»ro  Agricultural  (.'ollcge. 

AND 

Voshinao  Takahashi,  Nogakushi. 

Botanist  to  the  Hokkaido  Agricultural  Experiment  Station,  Sajiporo. 


It  was  in  the  early  summer  of  1905  that  our  attention  was  first  drawn  to  a 
diseased  appearance  of  the  leaves  of  the  cultivated  hop- vinos  in  the  c-xi)crimcnta] 
plat  of  the  Hokkaido  Agricultural  Experiment  Station  in  Sapporo.  An  examina- 
tion showctl  at  once  that  it  was  due  to  a  kind  of  downy  mildew,  having  a  close 
affinity  to  that  of  cucumber.  Our  interest  was  naturally  aroused  leading  us  to 
inquire  into  the  extent  of  the  damage  done  in  other  hop  ficlus  about  Sapporo,  aiul 
also  into  its  occurrence  .01、  the  wild  hop,  which  is  not  uncommon  in  this  vicinity 
as  well  as  in  other  districts  in  northern  Japan. 

In  the  hop-field  belonging  to  the  Sapporo  Brewery  Company  a  careful  search 
was  made  on  June  15th  this  year,  and  we  found  the  mildew  t«>  have  already  bejrun 
to  spread  to  an  alarming  extent  throughout  the  field.  A  portion  -  of  the  ficlil 
adjoining  the  place  where  the  hop- vines  were  collected  and  burnt  thg  previous 
autumn  was  very  badly  attacked.  The  low  er  leaves  of  the  vine  wcrr  at  that  time 
most  infected,  but  the  disease  had  already  spread  to  some  of  the  upper  lcav^. 
Judging  from  the  extent  to  which  the  fungus  ha<1  spread  in  the  field,  we  may  safely 
infer,  that  the  disease  had  existed  there  for  many  years  without  drawing  attention»' 

[  Tr.vn».  SaP,  Nat.  Hist.  S.o.  V, 1. !.  I'art  2] 
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Messrs.  S.  Fuilta  and  J.  Kasahara  of  the  Company  struck  with  the  seriousness  of 
the  eise  at  once  took  active  measures  to  combat  the  disease.  liy  thoroughly  spray- 
ing with  the  Bordeaux  mixture  and  by  systematic  picking  of  the  affccfrcil  leaves, 
they  were  able  to  prevent  the  spread  of  the  disease  for  the  rest  of  the  year. 

The  fungus  in  question  seems  to  be  peculiar  to  Japan,  as  there  are  no  records 
of  the  occurrence  of  the  downy  mildew'  on  tlie  hop- vines  cither  in  Europe  or 
America,  for  such  a  destructive  parasite  on  such  an  imjx)rta»t  crop  is  scarcely  likely 
to  have  passed  unnoticed  there. 

】n  August  of  1905.  Mr.  J.  Hanzawa,  an  assistant  professor  of  botany  in  tlic 
Sapporo  Agricultural  College,  found  on  the  wild  hop-vine  Hmnulus  Lnpulus  1-. 
v.ir.  cordifolins  Maxim,  the  same  fundus  at  Zcnibako  about  12  miles  from  Sapporo. 
At  about  the  same  time.  Prof.  0.  Tamada  of  the  Morioka  Agricultural  and  Dcndrol- 
opcal  High  School  also  collected  the  same  jjarasite  on  the  same  host  in  the  vicinity 
of  Morioka  in  Northern  I  {onshQ.  These  facts  prove  beyond  doubt,  that  the  mildew 
fungus  is  indigenous  to  this  country  gro、viiig  on  the  wild  hop-vine,  and  lias  recently 
founil a  more  congenial  host  in  the  cultivated  hop-vines  introduced  from  America 
and  Europe. 

The  diseased  leaves  show  at  first  small  yellowish  spots  limited  by  the  vein  lets 
und  scattered  irregularly  over  their  surface.  Finally  these  spots  become  confluent 
often  forming  large  irregular  brownish  or  dark  brown  patches.  On  the  ui】（k'rsurfacx' 
of  the  leaf  at  the  discolored  portion  is  formed  a  thick  downy  growth,  which  is 
whitish  at  first  but  later  turns  to  dark  gray.  The  leaves  having  larj;c  affcctcil 
spots  along  their  margin  or  midrib  show  occasionally  conspicuous  bullations  in  the 
adjoining  green  portiöii  of  the  blade. 

From  two  to  five  conidiopliorcs  spring  out  of  ； 1  stoma.  Their  Icn-^th  \>  variable 
ranging  from  200  to  460  ft,  sometimes  attaining  even  600/1.  Tin  y  are  slightly 
swollen  at  the  base  ；  and  their  average  diameter  at  abgilt  the  middle  is  6-7  ft. 
The  first  branching  takes  place  at  about  2  3  or  3/4  from  the  busc.  The  bra nc li 
system  is  5-6  times  dichotomous  and  rather  spreading  ；  and  its  ultimate  branches 
arc  cither  straight  or  slightly  curved  inwards  or  occasionally  outwards,  tapering 
to  a  blunt  jx>int. 

Conidia  arc  broad  elliptical  or  obo\ ate.  22~2<~)  fi long  anil  1  5-18  ft  brood,  c»f 
a  \vA\X.  smoky*  color,  and  with  a lighter  colored  or  colorh-ss  blunt  epical  papilla 
(1.5-2  a  in  height  and  4  n  in  breadth \  The  tl"cketi"l  septum  of  the  conitlium 
often  remains  as  a  short  papilla  at  its  base,  but  generally  it  dissolves  away  when  it 
is  mounted  in  water.  The  germination  takes  place  in  about  three  or  four  hours. 
The  contents  break  up  into  about  eight  zoospores,  which し' scape  through  an  o]x:n- 
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i"g  formed  at  the  ajncal  papilla.    The  zoospores  arc  kidncy-shapcd  with  two  cilia 
attached  to  its  lateral  side. 

The  oospores  are  formed  in  abundance  in  the  mcsophyll  of  the  discolored  spots. 
They  art'  spherical,  smooth,  28-34  /t  in  diameter,  and  light  brownish  in  color, 
rhe  w  all  of  the  oogonium  is  persistent  and  loosely  surrounding  the  oospore.  The 
diameter  of  the  oogonium  is  about  40  ft. 

This  fungus  with  its  dichotomously  branched  conidiophores  and  with  its 
conidia  germinating  by  zoospores  shares  the  characters  of  two  genera  Pcronospora 
and  Plasmppara,  and  may  form  an  intermediate  genus  together  with  the  downy 
mildew  fungi  of  cucumber  and  Ccllis.  In  1901,  Berlese1  created  a  new  subgenus, 
Pcron ゆ lasiti。p<"'(t,  in  the  ltciuis  Plasvtopara  and  placed  under  it  Peronospora 
l  ubensis  Ik-rk.  et  Curt,  and  Peronospora  Ccllidis  Watte.  Sostowzew3  reported  in 
1903  a  detailed  account  of  his  study  on  different  species  of  the  Pcronosporaceae, 
but  especially  on  Peronospora  cubensis  B.  et  C,  on  which  he  founded  a  new  genus 
Pseudaperottospcra,  apparently  without  knowing  the  above  mentioned  work  of 
Bertese. 

lit  1904,  Clinton3  made  a  critical  study  of  the  cucumber  mildew  and  came  to 
a  similar  conclusion  in  regard  to  the  recognition  of  its  generic  position.  But  re- 
garding Berlese's  submenus,  Pcronoplas tnofiara ,  because  of  priority  of  publication, 
and  also  because  it  was  givt'n  definite  descriptive  characters,  as  deserving  prefer- 
ence over  Rostowzaw's  rather  indefinite  PscmlopcroHospora,  Clüiton  elevated 
Peronoplasmopara  to  generic  rank  and  included  under  it  two  species, —— Peronoplas- 
mopara  cubensis       et  C.)  Clint.,  and  Peronoplas viopara  Celtidis  (Waite)  Clint. 

In  the  present  paper,  \vc  have  adapted  Clinton's  view  and  named  our  fungus 
fU'rono が as'nop ぼ a  Hnmuli  Myb.  tt  Tak.,  thus  adding  another  species  to  this  in- 
teresting genus. 

In  this  connection,  it  may  be  interesting  to  know,  that  Peronosplasmopara 
Ct  ltidis  is  also  found  in  Japan  on  Celtis  sinensis.  It  was  collected  by  Mr.  E. 
Toshino  in  the  Province  of  Kchigo  in  1903.  The  specimen  was  sent  to  one  of  us 
for  determination,  and  it  was  proved  to  correspond  exactly  with  the  descriptions 
and  figures  of  Pi  ronospora  Celtidis  Waite.4 

An  apparently  rare  species  Peronospora  cannabina  Otth  parasitic  on  the  leaves 

1.  Berieae,  A.  N.    PAitm.'/an,  t  Nh,mis  (H.  et  C).    Riv.        Vcg.  Vol. g.  p.  123-6.  i<>ot. 

2.  Rostowzew,  8.  J.，    Beiträge  zur  Kenntnis  »ler  rcronos|K)rcen.    Flora.  Kd.  92.  p.  405 -43a  1903. 

3.  Clinton,  O.  P.,    l>owny  mildew,  or  Rllght,  PttoHoplasitntpirrii  cubfrntis  (B.  h  C-)  Clint.,  of  Musk 
Melons  and  Cucumbers.    Report  of  the  Conn.  A^ric.  Exp.  Stat  Car  tl>c  Year  1904.  p.  329-362.  1905. 

4-    WaitP,  M.  B.，    Description  of  I  «o  New  H;x-clos  of  Peronospora.   Journ.  of  Mycology.  Vol.  VII.  j>. 
105-109.  PI.  XVIII.  1892. 
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of  Cannabis  sativa,  was  also  recently  found  in  this  country  by  Mr.  T.  Goto  in  the 
Province  of  Shimotsukc.  The  fungus  was  first  found  in  Switzerland,  and  described 
by  Otth1  in  1 868,  and  later  by  Massalongo*  in  Italy.  Unfortunately,  tlie  original 
papers  of  these  autliors  ;ire  not  accessible  here,  aiul  \vc  cannot  tell  whether  the 
germination  of  its  conidia  was  determined  or  not.  At  any  rate,  \vc  hope  we  shall 
be  able  to  settle  the  question  (luing  the  next  season,  and  thereby  may  possibly  be 
able  to  add  another  species  to  the  genus  under  consideration. 

Let  us  licrc  enumerate  the  species  of  Pcronophxsmopara  in  Japan,  giving  its 
liosts  and  distribution. 

1. Peronoplasmopara  cabensis  (H.  et  C.)  Clint. 
Syn.       Peronospora  cubensis  H.  et  C. 

Plasviopara  cubensis  Humph. 

Pseudopcronospora  cubensis  Rostow. 
Hosts  and l ク istrib.    On  Cucumis  sativus  L. 

Hokkaidö.  Prov.  Ishikari :  E.  Miyabe,  1890,  1891 ； E.  Tokubnchi,  1894  ；  Or. 
Kurosawa,  1  «95  ；  T.  Miyagi,  1905.  Prov.  Kitami  ：  K.  Miyabe,  1894.  lVov. 
Tcshio  ：  K.  Miyabe,  1894. 

Honshu.  Prov.  Musashi  ：  Y.  Tanaka,  K.  Tamari,  1888  ；  S.  Hori,  1895  ；  K. 
Shirai,  1896;  K.  Miyabe,  1897  ；  N.  Nambu,  1S99;  T.  Nishida,  G.  Tamada,  1900. 
Prov.  Rikuchu  ：  G.  Tamada,  1904.  Prov.  Uzcn  ：  G.  Yamada,  1901.  Prov. 
Kchigo  ：  E.  Yoshino,  1903.  Prov.  Mino  ：  £.  Tokubuchi,  1 S9S.  IVov.  I  sc  ： 
E.  Tokubnchi,  1898. 

Kyushu.    Prov.  Higo  :  K.  Yoshino,  1905. 

On  Cucumis  Mclo  L. 

Honshu.  lVov.  Musashi :  K.  Tamari,  18S8  ；  N.  Nambu,  1897  ；  S.  Hori,  1900. 
Prov.  Ko/.uke  ；  K.  Tamari,  188S. 

Kyusliü.   Prov.  Higo  ：  K.  Yoshino,  1905. 
On  Cucumis  Melo  L.  var.  C  otto  won  Ma に 
Honshu.    Prov.  IMusaslii :  T.  Nishida,  1900. 
On  Cucurbita  Pcpo  L. 

I  lonshn.    Prov.  Musashi :  Y.  Tanaka,  1SS8  ；  S.  Hori,  1901. 
On  Cucurbita  maxima  Duch. . 
Honsliü.    Prov.  Musashi:  N.  Nambu,  I 


1.  Otth,  MitteiJ.  d.  Xatort  G«ell.  in  Hero.  1868.  p.  6 ふ一， ledwlgisu  lid,  35,   Kepcrtoriom.  \\  XXIL 

2.  Massalong'O,  C,    I— 1  I  't-rono>pora  dell  i  C.iti  ipi.    Agriculture  l''cri;ire-c.  iS<j8.  c.  tab. 一 Saccanlo, 
Syllogr  Pong.  V(',，.  XIV.  p.  46a 
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2.  Peronoplasmopara  Celtidis  1  Waitc)  Clint. 

Syn.       Pcronospora  Celtidis  Waitc. 
Plasmopara  Celtidis 】i し 'rl. 
Hosts  and  Distrib.    On  Celtis  sinensis  Pcrs. 
I  lonshü.    Prov.  Echigo  :  Fukudo-mura,  K.  Yoshino,  Oct.  10,  1903. 

3.  Peronoplasmopara  Humuli  Myb.  ct  Tak.  n.  sp.  , 
Spots,  small,  irregular,  limited  by  nerves,  scatterctl  or  confluent  forming  large 

irregular  patches,  at  first  yellowish,  then  brownish  Conidiophores  2-5  from  a 
stoma,  200-460^  long,  6-7  u  wide,  5-6  times  dichotomous,  rather  spreading  ；  th じ 
first  branch  at  about  2/3  to  3/4  from  the  base;  the  ultimate  branches  straight,  slight- 
ly  arcuate  or  sometimes  deflcxed,  tapering  to  a  blunt  point.  Conidia,  broad  cllij> - 
tical  or  obovatc,  22-26  ft  x  15-18  /a,  of  light  smoky  color,  with  blunt  apical  papilla, 
and  germinating  by  zoospores.  Oospores,  spherical,  smooth,  25-40  //  in  diameter, 
and  light  brownish. 

Hosts  and  Distrib.    On  the  leaves  of  Humulus  Lupulus  L.  (cult). 

I  lokkaidö.  Prov.  Ishikari  :  at  the  experimental  fields  of  the  Hokkaido  Agricul- 
tural Experiment  Station,  Sapporo,  Y.  Takahashi,  July,  3,  1905  ；  K.  Miyabe,  July 
29.  1905.  I  lop-fields  belonging  to  the  Sapporo  】{rc、vcry  Company,  Sapporo,  K. 
Miyabe,  June  15,  1906. 

On  Humulus  Lupulus  L.  var,  cordifolius  Maxim,  (wild). 

Hokkaido.    Prov.  Shiribcshi.  at  Zcnibako.  J.  Hanzawa,  Aug.  1905. 

Honshu,    l'rov.  Kiktichü,  at  Morioka,  6.  Yamada,  July  1905. 

Dec.  20, 1906. 

 -* ^a^J2Sl^—^~^ "- •  

撟  耍 

歟 米に 於て I ょホ ッ プ 、H 画 h"  Lupulus し） を f ま 害する 菌類 少な か 
らざれ ども 未た' 之れ に 寄生す る^!?！  (Pcronosporaccac) ある を かず 0 
然る に 昨年来 北海， 道 Ä 事 試驗埸 （札 幌） の ホ ッ ブ阅 は一^ の^ 菌に 
害せられ、 又大 U 本麥洒 會社札 幌支坳 の ホップ I« に 於ても 本^ 之 

れが發 生 5: 認め 其害少 々にあら ざり き o  iftfö^ 士半潘 ^氏 は 昨年 

八月 後志 a 錢 函 に 於て、 又 之れ と 殆んと 同時に ä 學士山 田玄太 w 
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氏 は 睦屮國 阅附 近に 於て、 何れも 此菌の 野生 * タブ 即ち カラ ハ 

ナサ ク （//.  Lupulus  T.  var.  cordifolius  Maxim.) に 寄生せ る もの を採笫 
せられた に 之れ によ （>  て 之れ！： 觀れ ば、 本 » は從來 野生 ホ 'ノズ に 
寄生して 生存せ る 本邦^ 有の^ 菌 にして， 《 々舶来^ ホププ の^ 
植 せらる ゝに 及び 之れ に傳 描せ しもの なるや 疑な し c 余^ は此脔 
を一 新 钝と^ 定し、 Pen"" ゆ Ltsm 巾， r,i Humuli と 命名した 6  c 

^の 《 生 期は六 Ji 初 句に して、 S 色の 病 班 は 被害 葉の 上面 に 
現 はれ、 始めは 其 形 小に し^ 脈 を 以て 限られ 茵々 孤立す る も. 後に 
は 互に 瘃 fr して W 色 の 人お 班と なる o 又 病 班 部の 下 面に は 軟毛状 

の * を 生じ、 其 色 始め A  £ なる も 後に は 灰色 に^ず 0 

拇子梗 は-. 乃至:/ Ü 本づ、 笼の下 面の^ 孔ょ ö  ^ 生して 上；] Ii の 

如き 軟で狀 の * を Ä し、 tf. 乃至 六 回 二股 狀に 分岐す c 分 生 胞子 は咴 

又は 倒 卵形に して. 淡 黑色を 呈し其 上 《B に 乳お 狀突 ^ あ 6。 分 
生 胞子お 水 に 投 ずれ ば 三， 四時 閒 にして 發 芽す c 即 ち 其 内容 は 分裂 
して 八箇內 外の 游走 千と な に 胞子の 上端に^ ぜる孔 よ &脫 出す- 
游走子 は？？  I« 形に して， ：其 凹 惻にニ 本の 《 1!  I： 具 ふ c 本銪! よ 又 卵 
胞子 を M す c 卵 胞ィ -は粱 の 被 '大 ： ^の 葉肉屮 【こ 生 じ、 球 形に して 平 
滑なる 而 を W し、 微か に^ 色 5: 带ぶ c  S 卵^の 股 は綏 かに 卵胞 子 
を 豳 校し 永 存 す。 

Peronoplasmopara ぬ の 特 お は , 其 Ä 千 機 二 股狀に 分岐し リ、 き 
nostra に 於 け る が 如 く  ),  Hü し て 其 分 生 胞子 は 游走子 J: 生ずる {Ptas- 
Jiti'^iUti に 方 さけ る 力； 如 し）； こ な h  r. 此 Pcn»!cf<liisu:optira お $ た る や *  (|；  ^ 

A.  N.  Beriete 氏が キ ク リ の 35  Ä と *■ ' キの Ä  iW  {P<rouospora  Cdtidis 
Waitc)  t 收 おせんが はめに Plasmopara の！ £  と して 設 定 したる も 
の i こして， 近 ^  G.  P.  Clinton 氏 は % 位 :fi'  ■；； 引 上け て！ 13 立の  一 Ä と Ä 

し, キ ク リ のお 曲お /  Wonpplasmopara  cidunsis  (H.  et  C.)  Clint. と改 ffl 
せり 之れ よ り 先 S.  J.  Rostowzew 氏 も キゥリ の 焖 を 以て 一面の 抑 
•if.  /おと^し， Psendoperoiwspora て ふ 新 ®  't 設 けたる も， 氏 は J»、: 待 j% 
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を 截然 說 示せ ざ 6 き 0 盖し氏 は Beriese 氏の？ g 屬 ある を 知ら ざり し 

もの、 に 似た &  c 故に 余 等 も Clinton 氏の 說に 同意して Peronoplas- 
mopara を 採ら、 Pscudoperonospora を 以て 之れ が 異名 と ß す。 

Pcrouoplasmopara  Celtidis  (Waitc)  Clint. も 亦 本邦に 產 す。 即も吉 ^ 
殺 一氏 は數年 前に 越後に 於て 之れ！： 採集せられ た bo 

之れ を耍 する に 現今 Peronoplasmopnra に 屬 する もの 三種 あ 1>  、 
何れ も 本邦に 存在す o 即ち、 > 

I.    Ptronoplasmopara  cubensis  (B.  et  C.、  Clint. 

Pcronospora  cubaisis  B.  et  C. 
^^Plastnopara  cubensis  (B.  et  C.)  Humph. 

Pscudoperonospora  cubensis  (B.  et  C.)  Rostow. 
キ ゥ リの 外、 水 瓜、 南瓜 等に 寄生す o 本邦 各地に 仲 通つ 

2-  Peronoplasmopara  Celtidis  (Waite)  Clint. 
Pt-ronospora  Celtidis  Waitc. 
Plasvwpara  Celtidis  (Waitc)  Bcrl. 

エノ キに 寄生す。 採集 地一 越後 （吉 》 殺 一氏、 明治 三十 六 年) c 

3-  Pcronflplasmopara  Humuli  Myb.  et  Tak.  nov.  sp. 

舶来 蹄 ホップ 及び 野生 ホップ （力 ラハ ナサ ゥ） に 寄 

生す つ 

採集 地 一礼 幌 00 し 舶來^ ホ ッ プに 寄^せる も の). 

後志 國錢函 （但し 力 ラハ ナサ ゥは 寄生せ る もの， 半 

3 洵氏. 明治 三十 八 年 >  陸 巾 國盛岡 （仝 上、 山 田玄太 

» 氏 仝 上 )o 

本 病害 は r ボル ド -j 合劑の 撒布に よ b て豫 す る を 得べ し 0大 

n 本 麥洒會 社の 礼幌に 於け る ホップ ig にて は. 本^ 其 被^ を^む 

る や ift  K 全阅に 之れ が 撒布 お ff ひ 好 成^  5: 得た に 

( W  rfi 三十 九 年 十二/ J  二十 ir) 


異名 


,圍 . 
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素 木 得一 


DIE  TETTIGIDEN  JAPANS. 

V(  )N 
T.  SlUliAKI. 

(Aus  rleni  Eiituniolalxjlatcwiuin  <ler  I-indwirtlischafUichcii  llochscliulf  zu  .Sipiioro.) 


Die  bis  jetzt  mir  bekannt  gewordenen  Tctti^idcn  Japans  sind  sehr  wenig.  Es 
kommen  liier  nämlich  die  folgenden  10  Arten  vor,  von  welchen  nur  als  neue  zu 
bezeichnen  sind  : 

1.  C ladonotus  t^ibbosus  de  Hann. 

2.  Criotettix  bispinosus  Dahn. 

3.  Tcttix  japouicus  Boliv. 

4.  Tettix  loiigulus  n.  sp. 

5.  Tettix  formosamts  n.  sp. 

6.  Paratettix  singtilaris  n.  sp. 

7.  Paratettix  histricus  Stil. 

8.  Paratettix  hachtjoensis  n.  sp. 

9.  Paratettix  gracilis  n.  sp. 
IO.    Hedotcttix  arcuatus  n.  8p. 

Dk.  Adlof  Fritze  ^ab  in  .seiner  "  Die  Fauna  der  Liu-kiu-Inscl  Okinawa  "  ； in, 
class  die  Art  Tettix  cingalensis  in  Okinawa  (Japan)  vorkommt,  d に 'se  ist  mir  jedoch 
ganz  unbekannt. 

Aus  OKINAWA  habe  ich  nur  eine  einzige  Art,  es  erwarten  lässt  jedoch,  class 
dort  noch  mehrere  Art し' 11 vorkommen  、vi:rden. 

Diese  wertvollen  Materialien,  welche  von  Herrn  Dr.  S.  Mateumura  gesammelt 
wurden,  zum  Studium  zu  benutzen  möchte  ich  liii'r  mit  demselben  Professor  meinen 
verbindlichsten  Dank  aussprcclu-n. 

Tabelle  zur  Bestimmung  der  Gattungen. 

1.    Frontal rippc  ^Costa  frontali)  zwischen  den  Au^cn  Ljabc] förmig,  tlic  zwei 

Acstcn  sehr  divergierend  und  abgerundet  1. Cladonotus  SaUBS. 

[Trans.  Sap.  Nat  Hist.  Soc.  Vol.  I.  Part  2.] 
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I.  I.    Frontalrippc gabelförmig, die  zwei  Acstcn mässig divergierend  oder  par.il lc- 
licrcnd,  meistens  sehr  schmal  einteilig. 

2.    Scitcnlappcn  des  Pronotums  am  Hinterrand  Spitzig  

 ...2.  Criotettix  Boliv. 

2.  2.    Scitenlap|x;n  des  Pronotums  am  Hinterrand  nicht  spitzig. 

3.    Kühler  ist  an  dem  Vorderteile  der  Augen  verschon. 

4.    Scheitel,  von  oben  ^eschen,  breiter  als  (las  Auge,  vor 
das  Au^c  v"r にし 'zogen,  winkelig  oder  stumpf.  

 ふ Tcttix  Charp. 

4.  4.    Scheitel  höchstens  so  breit  als  die  Augen,  nicht  über 
die  Au^cn  vor^ezo^cn,  stumpf.... .4.  ParaUttix  fioliv. 

3.  3. l'".ühlcr  ist  in  Her  Mitte  der  beiden  Augen  versehen  

5.  Ilcdotettix  Boliv. 


I.   r.att.  Cladonotus  Sauss. 

Saussure  ：  1861,  Soc.  ent.  France,  p.  478. 
Bplivar  ：    1887,  ICssai  sur 1. T し' "ig.,  p.  34. 

J.  L.  HailCOCk  ：     1906,  (iencra  Ins.  Orth.  Acrid.  Tctri^ina.'..  p.  16. 
In  Japan  kommt  eine  Art  vor. 

C.  Gibbosus  de  Haan. 
De  Hann  W. :    Bijdra^..  p.  167  u.  169,  pi.  XXII,  llg.  14?. 

Bolivar  ： 1887,  Kssai  sur 1. Tt'tti に.. p.  35. 
Ich  habe  nicht  die  Materialien. 

II.   ('.m.,  Criotettix  Boliv. 

Bolivar  ：    1887,  Fssai  sur  i.  Tt:ttik'., 】 乂  4's. 
In  Japan  kommt  eine  Art  vor. 

C. みん/ >///.、-.、-.'/.、■  Dalm. 

Dalman  {Acrydium  bispinosnui) :    1H18,  Vet.  Ak,  Hand.,  p.  77  ；  1S23,  Ahnal.. 
p.  86. 

De  Hann  yAcrydium  bispinosuvi) ： liijilr.t^..  p.  16 リ. 

Stil C  ( Tettix  bispinosits) :    1^73-1875.  Kcccus.  Orth.,  1.  p.  1  50. 

Bolivar  ： 1SS7.  Kssai  sur  ！.  'i'ctti に.， p.  S9. 
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Körper  dunkcl^rau  bis  braun.  Kopf  kurz.  Scheitel  quadratisch,  breiter  als 
das  Auge,  in  der  Mitte  mit  undeutlicher  kante.  Frontalrippo  zwischen  den  Fühler 
sehr  erhoben.  Fühler  dick  und  kurz,  ^clb weiss  oder  gelbbraun,  in  der  Spitze 
dunkler.  Pronotum  ein  wenig  flatt,  zwischen  den  Schulter  gewölbt,  an  dem  Vorder- 
rand abgeschnitten.  Mtttclkante  des  Pronotums  in  der  Mitte  ziemlich  undeutlich, 
knötchenförmig  ；  Hinterteil  des  Pronotums  lang  und  schmal.  Der  2.  Scitcnlappen 
des  Pronotums  am  Hinterrand  sehr  scharf,  stachelig,  gelblich.  Hinter  <lcm 
Vorderrande  des  Pronotums  an  der  beiden  Seiten  der  Mittelkante  mit  je  einem 
kurzen  kante.  VonJerdügd  Jän^lichovalförmig,  an  dem  I-'ndc  spitzig  ；  Hmterflügd 
leicht  bcräuclu  rn,  Vorderraml  schwärtzlich.  gleich  lang  wie  das  Pronotum.  Kante 
des  Vordorschcnkcls  deutlich,  sehr  wollig  gewellt.  Hintcrschcnkcl  weni^  länt-cr 
als  das  Hinterleib,  die  kante  des  Obcrscitcs  ziemlich  gewellt  ；  Hintcrschicnc  ziem- 
lich richtig,  rötlich.  Die  Klcinkisscu  ties し Hinter tarscn^licilos  rundlich,  je ler 
drei  ivtsscn  ist  etwa  ähnlich  lanj;. 


V り r (に' rfliigcllüngc  ： も 2.5-2.0  mm.;  $  2.5-2.3  mm. 

Hinterflügt'lläii に c  :       ^ 14. -12. 5  mm.;  ？   16.-14.  mm. 

6  Kxcm|)larc  (4  ^  u.  2  i"  ilcr  Sammlung  、''"、  Herr"  Dr.  S.  Matsumura 
aus  Tokyo  (Juli)  und  Taisanzi  (Juli). 

S< »nsti^c  Kundortcn  :    China.  Java,  llornco. 
Trivial  name  :     To. く trhh/übntt'i  oder  Tsuchibatta. 


Charpeutier :    1S41,  Germ.  Zdtschcr.  III, 1，. 3 1 5. 
ßronner :    1SS2,  Prodr.,  p.  234. 

BdÜVOr  ： 1887,  ICssai  sur  I.  Tetü に.， p.  S3. 
Fischer  : 1853,  Orth,  curop.,  p.  419. 

J.  Redteilbacher  ：     1900,  Derma t. 11.  Orth,  üs に 'に ii.  ilcutscli.. i). 41. 
R.  Tümpel ： 190 し (nr.ulf!.  niittc!cur<>|).,  [>.  253. 

Llttreille  P.  A.  ：     1X02-1X05,  Iiis'"  Crust.  Ins.,  XII,  ]).  i  (>.\  (  i  \t  rix). 

£romel8ter  : 1S39,  I  huKlb.  l'.nt..  II,  \>.  057  ( J.irix). 
J.  L.  Hancock  :    1900,  Genera  Ins.  Orth.  A  er  kl.  Tetrilin«',  [>.  57.  (7'tfiri.v). 
In  Japan  koninun  3  Arttn  vor. 

Uebsrsicht  der  Arten : 

1.    Pronotum  sehr  länger  als  das  Hinterleib.   longulus  n.  sp. 


KörjK-rlängc  : 
Pronotumslän^c  : 


^  1 1 . -リ. mm.; 
^ に). - 1 5.  mm.; 


$  1 3  mm. 

%  JS.5-  20.  mm. 


III.   <iatt.  Tettix  Charp. 
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l. i. IVonotum  so  lang  wie  das  Hinterleib. 

2.    Seitcnlappen  des  Pronotums  am  Hinterrand  deutlich  zweilappig  

 japonicus  Boliv. 

2.2.    Seitcnlappen  des  Pronotums  am  Hinterrand  ziemlich  zweilappig  

 formosanus  n.  sp 


i.    Art.    T.  japonicus 
Bolivar  ： 18S7,  Essai  sur 1. Tetti に， p.  89. 

Körper  grau  bis  schwarzbranii,  sehr  verschiedenfarbig,  runzelig.  Kopf  klein  : 
Scheitel  etwas  quadratisch,  in  der  Mitte  mit  einer  kante- ； l'rontalrippc  ein  wenig 
erhoben,  zwischen  den  Augen  mehr  oikr  weniger  ßcbo^ciul.  Fühler  fadenförmig, 
braun,  in  der  Spitze  schwürzüch.  Pronotum  am  \ronJ じ rrand  abgeschnitten,  hinten 
scharf,  fast  erreichtet  tier  Hintcrsclicnkclspitzc  ；  Rücken  länglich  rautenförmig, 
meistens  schwar/braun  aber  diese  Färbung  sehr  verschieden,  allgemeine  Ex- 
cmpl«irc  mit  4  schwarzen  Punkten,  selten  mit  2  grossen  schwarzen  Punkten,  sehr 
selten  ohne  Zeichnungen.  Mittclkantc  des  l'ronotums  vorn  und  hinten  sehr  、、で nig 
gcbogcnd,  in  der  Mitte  richtig.  Schultcrwinkcl  sehr  stumpf,  mit  einer  Kante. 
Vorderflügcl  länglichovalförmig  ；  Hinterflügel  fast  gleich  lang  wie  das  Pronotum. 
Kante  auf  der  Oberseite  des  Vordcr.schcnkcls  richtig.  Ilintcrschcnkcl  lang,  die 
l'ronotunisspit/.c  übcrra^ciid  ； 1 lintcrschicncr  nach  hinten  ziemlich  ver  breitet. 
Das  Hintcrtarscnglicd 1. sehr  ersii^ij;,  die  1.  und  2.  Klcinkisscn  sehr  wenig  länger 
als  das  3.    Hinterleib  braun,  zuweilen  dunkler  gefleckt. 

Körpcrlän^c  :  ^  6.5-9.  nim. ；  ネ S.-io.  mm. 

Pronotumsläni,'c  :        ^  6.-7.5  nim- ：  罕 7.5-8.5  mm. 

Vordcrflügclslän<[e  :  1.2-1.5  mm -  ；         ？  1.2- 1.3  mm. 

Ilintcrflügclslängc  ：      ^  4-5_5-  nlnl- '>  $  5-~5-5  mni 

Hintcrlcibslängc  ：        ^  3~5-  mni- ；  $  5.5— 6.  nim. 

Zahlreiche  Exemplare  aus  Tokyo  (Juni),  Takasago  (Juni  bis  September), 
Siipporo  (Mai  bis  Juli),  Aomori  (Juni),  Numatzu  (Juni)  und  Insel  Hachijo  in  der 
Saninilungc-ii  von  I  krren  Dr.  S.  Matsumura,  M.  Ishida,  T.  Hirano,  8.  Miteujiaslii, 
H.  Okamoto  und  in  meiner  S:imnilim に 
Trivial  name  :  Hisliibatta. 

2.    Art.     T.  foi  viosanus  n.  6p. 

Ähnücli  wie  T.  japonicus,  mir  ist  T.  /ontiosamts  click  iiihI  ohne  auf  dem 
Pronotum  fiirbi^cn  Flecken.  Scheitel  ist  so  breit  wie  das  Aug し'， I-Vontalrippc  ist 
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sehr  erhoben,  der  1.  Scitcnlappcn  des  l'ronotums  am  Hinterrand  ist  sehr  stumpf, 
(lie  Kante  auf  der  Unterseite  des  Vordcrschckels  sehr  wenig  gewellt,  Fühler  ist 
fast  zwischen  den  Augen  versehen,  Scheitel  ragt  nicht  über  die  Augen  licrvor,  die 
Mittclkanto  des  l'ronotums  ist  fast  nicht  gebogen,  Vordcrflüpcl  ist  länger.  Hintcr- 
fliigcl  ist  krüzer. 

Körper  braun,  sehr  runzelig.  Kopf  mössig  gross,  braun.  Pronotum  einförmig. 
Beine  dunkel  geflecktot. 


Körpcrlän^c  : 

io.  mm. 

Körj>crbrcitc  : 

3.9  nun. 

rronotumsliltigc  : 

9- 

V'ortlcrflüßcl  länge : 

孚 

1.5  mm. 

I 【int し' rfl き Hänge  : 

4.5  mm. 

Hintcrlcibslilngc  : 

5.5  mm. 

Hintcrsclu  nkollänt,'o  : 

6.3  mm. 

Hint し' rsch に nt'iiläng し' ： 

5-3  nim. 

Nur  ein  l^xcmplaro  ( in  der  Sammhing  von  Herrn  Dr.  S.  Mats 誰 ura  aus 
Formosa  (August). 

Tn\  lalnanu- :  'J'tiiwait-hishibnttn. 

3.    Art.    T.  loii^uliis  n.  sp. 

Ahnlich  wie  J',  jafxuiinis  Boliv.,  nur  ist  T.  lon<^iiliis  diu  Vcrliingcrun^  clcs 
'ro*"iotiims  länger  als  das  Hinterleib,  die  Mittclkanto  des  l'ronotums  ist  nicht 
ん' し 'bogen,  (las  rronotum  ist  schmäler,  die  Kante  auf  der  Ober-  und  Utcrscitc  der 
' rj>»"c_lcr-  und  MittcIsclKnkol  etwas  gewollt,  der  2.  Scitcnlappcn  des  l'ronotums  «im 
fl *     terrain!  ist  länger. 

Körper  braun  bis  aschbraun,  sehr  wciii^  runzelig.    Kopf  klein  :  Scheitel  zicni- 
lic 1-1 cjuadratisch,  in  der  Mitte  mit  einer  Kante  ；  Frontalrippc  ein  weni^  erhoben, 
7 入、' 》sehen  den  Augen  mehr  oder  weniger  ^ebo^end.    Fühler  fadenförmig,  gelbbraun 
otl"r  braun,  in  der  Spitze  ilunklcr.    Pronotum  am  Vonlcrrand  abgeschnitten,  hinten 
die  Hintcrschcnkclspitzo  überragend  ；  Kücken  nitlich  braun  bis  wetsslich 
bT;"，n.  mit  zwei  deutliche  schwarze  Flecken,  selten  diese  Flecken  sehr  undeutlich 
rt^\^r  4  thcilcn«!.     Scluiltcrwinkcl  sehr  stumpf,  mit  einer  Kante.  VonlcrflÜKcl 
nv; "化 irinig  ；  Hiiitx'rflüg し -1 sehr  länger  als  das  Pronotum.    Hinterleib  schwarzbraun 
*^k'r  gelblich,  7.11  weilen  gelblich  geflockt.   Reine  braun  <xlcr  gelblich  braun,  meistens 
dunkler  gefleckt,  selten  ciiiförbi^  :  Hintcrschcnkcl  gross  und  lang  ；  Hiiitcrschicnc 
"ach  hinten  ziemlich  erweitert  ；  das  Ilintcrtarscnglicd  1.  sehr  ersägig,  die  1.  1 に 2. 
Kleiiikisscn  etwa  länger  als  der  3. 
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rvorpcritiiijjc  . 

7'5 ひ i"ni, ， 

p 

y.o— 1 J>*  IIIIII* 

KorjKT breite  • 

r% 1 ^ 雷、、 t"  • 

+ 

4*2  nini. 

rronotumsiangc  . 

•  •    •  *  a  «^、 
g i i.-i i -2  mm. , 

o 

1 1 .0- 1 2.5  iiini. 

v  ordcrnu^clJan^c  : 

2I.O-20.  mm, ； 

0 

1.8-2*  mm. 

Hintcrflü^cllän^c  : 

^  9.5-10.5  mm. ； 

1 1.-1 1  2  mm. 

Hintcrlcibsliingc  : 

^ 小- 4'2  nim. ； 

孚 

6.5-6.6  mm. 

I  linterschenkcllängc  : 

さ 5*5 - S-  mm. ； 

6.-7.  mm. 

Uintcrschicncnlängc  ： 

^  5  - 4 ヌ mn、. ； 

5.8-6.  mm. 

l;ülilcrlän^c  ： 

め 3'5  mm. ； 

3.8  mm. 

pi a  re  (7  $  u.  2  ^  )  aus 

I  Iajfi t  August),  I  ototr 

l (Ai 

i^just)  und  Sapporc 

1  August)  in  der  Sammlun^tMi  von    Herrn   Dr.  S.  Matsumura,  W.  Ishida  und 

it:  meiner  Sammlung. 

Trivialnamc  :  Ö-Inshibatta. 

IV.   Gatt.  Paratettix  Boliv. 
Bclivar  :    1SS7,  Kssai  sur 1. Tettig.,  p.  96. 

J.  Redtenbacher  :    1900.  Dcrmat.  u.  Orth,  östcr.  u.  deutsch.,  p.  43. 
J.  L.  Hancock  ：    1906.  Genera  Ins.  Orth.  Acrid.  Tctri^ina:,  j>.  55. 
In  Japan  kommen  4  Arten  vor. 


Ueberaicht  der  Arten : 

1 .    Kö|K.r  höckerig. 

2.  Vorderflügel  gross,  in  der  Spitze  stumpf  winckeli^  

 HucJiizoensis  n.  sp. 

2.  2.    Vordcrflü^cl  länglicho\'alförmig,  in  der  Spitze  rundlich  

 histricus  Stal. 

(. 1. Körper  runzelig. 

3.  Körjxr  dick  und  kurz,  Mittel  kante  des  Pronotums  sehr  erhoben  .. 

 singularis  n.  sp. 

3.  3.    Kör|x;r  schmal  uikI  lang.  Mittclkantc  des  Pronotums  sehr  wenig 
erhoben    gracilis 


1.    Art.    /'.  siiijrularis  n.  sp. 

Körper  kl dn  und  dick,  rötlichbraun.  Kopf  mittclgross,  fast  senkrecht,  mit 
der  glänzenden  schwarzen  Augen,  die,  von  Seiten  gesehen,  nicht  höher  als  der 
höchste  Theil  der  Mittclkantc  des  Pronotums  ；  Scheitel  fast  quadratisch,  sehr 
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wenig  schmäler  als  das  Auge,  mit  einer  Mittclkantc,  die  streckt  die  Transvarsal- 
kantc  aus.  Pronotum  breit  und  lang,  den  Hinterleib  weit  überragend,  nach  spitze 
abgebogen,  rötlich  braun,  mit  zwei  schwarze  dreieckige  Flecken,  Mittclkantc  sehr 
deutlich,  zusammengedrückt.  Der  1.  Scitcnlnppcn  des  l'ronotums  am  Hinterrand 
rcchtwinckelig.  Vordcrflügcl ほ nj^iclicn''alförmig,  braun  ；  Hintcrflügel  länger  als 
die  Verlängerung  des  Pronotums.  dunkel.  Heine  kurz  und  dick  :  Vordcrschcnkcl 
mit  fast  gerader  kante  auf  der  Oberseite  ；  Hintcrschcnkel  hell  braun,  die  Kante 
mässig  scharf  ；  das  Hintcrtarsciiglicd  1.  fast  gleich  lang  wie  das  3.  Jede  Klcin- 
kissen  des  3.  Hintertarsengliedcs  spitzig,  fast  ähnlich  lang.  Hinterleib  kurz  und 
dick,  {»elblichbraun. 


Körperlänire  : 

念 

7.0-7.2  mm. : 

7-5 

mm. 

jvorperbreitc  : 

Ort 

3 
3 

2.9 

mm. 

I'ronotumslängc : 

8.5-8.6  mm. ; 

8.5 

mm. 

Vorderflügel  länge  : 

も 

0.9  mm. : 

孚 

i.i 

mm. 

Hinterflügel  länge  : 

8.0-8.1  mm. ； 

孚 

8.3 

mm. 

Hintcrlcibslängc  : 

3.0-3.2  mm. ； 

3-5 

mm. 

Hintcrschenkcllängc  : 

4.0-4.3  mm. ： 

4.9 

mm. 

Hinterschicncnlängc  : 

3.8-4.1  mm. ； 

4-5 

mm. 

Fühler  länge  : 

^  2.8  mm. 

Nur  3  Exemplare  (  2  ^  und  1 孚) in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Hatsn- 
mura  aus  Kormosa  (August). 

Trivialnamc :  Futahoshi-hishibatta. 

2.    Art.    /'.  histruns  Stil. 

Körper  runzelig,  braun  bis  .schwärzlichbraun.  Kopf  schwärzlichbraun,  klein  ； 
Scheitel  quadratisch,  ragt  über  die  Augen  hervor,  mit  schmaler  erhobener  Mittcl- 
kantc und  undeutlicher  Transvcrsalkantc.  Fühler  mässig  lang,  nach  vorn  sehr 
wenig  dicker,  braun,  l'ronotum  schmal  und  lang,  mit  einer  undeutlichen  Kante, 
den  】ii，üt'rleib  weit  überragend,  nicht  gekrümmt,  mit  zwei  undeutlichen  Flecken. 
Vordcrflügcl  länglichovalförmig,  braun,  in  der  Spitze  rundlich  ； 1 lintcrflü^cl  länger 
als  die  Verlängerung  des  Pronotums,  dunkler.  Reine  massig  lang,  die  Kante  fast 
richtig,  schwärzlich  gefleckt :  das  Tarscn^lictl 3.  gelblich,  in  der  Spitze  schwärz- 
lich ； die  1.  und  2.  Kleinkissen  des  3.  Hintcrtarscnglicdcs  sehr  länger  als  der  3. 
Hinterleib  braun,  zuweilen  dunkler  gefleckt.  Jede  Klcinkisscn  des  3.  Hintcr- 
tarscngliedcs  sehr  spitzig. 

Körperlänge :  ^  6.3-6.5  mm. ； 罕 7.0-7.3  mm. 

Körperbreite  ：  ^  2.4-2.8  mm.  ；       %  27-3-0  mm. 
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Hronotumslan^fj  ： 

小 
公 

9- 3  "9- 5  nim. ； 

o 

mm. 

Vorderflügd ほ nge  ： 

公 

i.o  mm. ； 

i.i  mm. 

Hint し' rflügcllängc  ： 

8.0-8-5  mm. ； 

8.3-9-°  inni- 

l  linttrlcibslün^'c  ： 

公 

3-2-3-5 誦' ； 

3-5-4-0  mm. 

1 1  i  n  tcrschcnkcl  länge  : 

公 

4.0 - 4.S  mm. ； 

4.6-5.0  mm. 

I  lintcrschicncnliln^c  : 

4  2-4.3  nini. ； 

4.3—4.6  mm. 

Fühlcrlän^c  : 

公. 

？  3-1 mm. 

Zahlreiche  Mxcmplarc  aus  Tokyo  (Öktobcr)  und  Takasa^o  (September)  in  der 
Sammlung  von  Herren  Dr.  S.  Matsumura,  S.  üitsnhashi  und  in  meiner  Sammlung. 
'1 nvialnamc  ；  I lanenaga-hishihaita. 

3.    Art,    P.  hitt  /ujiH-nsis  n.  8p. 

Sehr  ähnlich  w  ie  /*.  his(ru  tts9  nur  ist  J\  haaujoemis  dicker  und  hat  auf  dem 
IVonotum  meisten  Höclccrchcn,  V'ordcrflüycl  ist  grösser  und  in  der  Spitze  stumpf 
winckcli^,  die  KIcinkisscn  des  3.  Hintcrtarscn^Hcdcs  ist  sehr  schmäler  und  spitziger, 
clic  Mittclkantc  des  Kopfscheite  Is  ist  sehr  undeutlicher  und  die  Transversalkantc 
ist  sehr  deutlicher  und  höher.    Die  Körpcrfärbun^  ist  schwarz. 


K り rperläw  : 

^  6.0-6.3  mm. ； 

<S.o-S.8  mm. 

KörjK  rbreite  : 

^  2.3-2.5  mm. ； 

3-1-3-5 節". 

l'ron り tumsläng し' : 

^  8.7 ーリ .0  mm. ； 

10.0- 1 1.0  mm. 

\rordorfliic;cll;in^c  : 

1.3  nim. ； 

1. 3-1.4  mm. 

1  Iintcrflü^cl länge  : 

os  S.i -8. 3  mm. ； 

10.3-12.0  mm. 

Hiiitcrlcibslän^c: 

2.5-2.S  mm. ； 

3- -~4- 3 譲. 

I liiitcrschc  nkclliin^c  : 

^ 小. レ 小 6  nun. ； 

4.8-5.0  mm. 

Hint(jrschicticnlänLrc-- : 

》 4.o  4-2  mm. ； 

孚 

4.2-4.4  mm. 

l'、ülil い rlünyc  : 

^.  g  3.8  mm. 

Zahlreiche  Kxcmplarc  in  der  Sammlung  von  Herrn  S.  Takahashi  aus  Insel 
Hachijf). 

Trivia Ir.anu-  :    ILu  lujo-h is Iiibalta . 

4.    Art.        ^r, K  ilis  n.  Sp. 

Kör[)cr  braun  bis  schw.ir/ljraun.  Kopf  nn'tssi<r  gross,  scliicf  ；  Frontalrippc 
zwischen  den  Aiif  cn  gewölbt,  ziemlich  g し. b。gcml.  l'ronotuni  laiig  und  schmal, 
fdn  runzelig  braun  bis  gelblich  ；  die  Mittclkantc  des  Pronotums  deutlich,  aber 
nicht  erreichtet  dem  Vorderrandc  des  Pronotums,  an  dem  Vorderteile  der  Kante 
ziemlich  zus.iinmcn^cdrückt.  Dor  2.  Seiten  la  pptJii  des  l'ronotums  am  Hint し 'rr:in(l 
winckclit^.   VordL-rflü^cl  länglithovalförmig,  braun  o(.!cr  ' に clblicl、 ； I  lintcrfliigel  sehr 
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länger  als  die  Verlängcning  des  l)ronotums,  dunkel  und  mehr  oder  weniger  fleckig. 
】5eim，  gclblichbraun,  zuweilen  dunkel  fleckig  :  Die  Kante  der  Schenkeln  richtig  ； 
die  Klcinkisscn  des し Hintcrtarscnßlicdcs  scharf  spitzig,  die  1.  und  2.  Kleinkissen 
kürzer  als  der  3.    Hinterleib  schwärzlich  fleckig. 


KörpcrlänKc  : 

^  6  6-7.0  mm. ； 

8,o  -  9.1  mm. 

Körperbreite  : 

公 

2-3""2. 5  nun. ； 

30-31  mm. 

lVoiiotumslän^c : 

公 

8.0-8.5  rum. ； 

孚 

1 1.0-13.2  mm. 

Vordcrflügellän^c: 

公 

1.2  mm. ； 

1.5-1.8  mm. 

Hiiiterflü に' Hänge : 

公 

8 た cu  mm. ； 

孚 

1 1.5-14.2  mm. 

Hintcrlcibslängr  : 

2.7 — や 2  mm. ； 

4.0-4.2  mm. 

Hintcrschenkf  Ilän^c  : 

公 

3.8-4  0  mm. ； 

5.6-6.O  mm. 

] Iintcrschicncnliln^c  '• 

公 

スズ— 3'。  mm. ； 

4.9-5.7  mm. 

Fühl  erlange  : 

公. 

^  4-0  mm. 

S lvxcniplarc  (3  uml 5  ^)  in  der  Sammlung  von 1 Itrrrn  Dr.  S.  Matsumtira 
aus  1'ormosa  (August). 

Trivialnaim; : lloso-hishibatto. 

V.  r'att.  Hedotettix  Boliv. 
Bolivar : 1887.  Kss.-ii  sur 1. Tctti^.  p.  109. 

J.  L.  Hancock  ： 1906,  Genera  Ins.  Orth.  Acrid.  Trtritjina;,  p.  60. 
In  Japan  kommt  cine  Art  vor. 

//•  (xrcuatus  n.  8p. 

Körper  convex,  runzelig,  rötlichbraun  bis  braun.  Kopf  klein,  /.u  w  enij;  Ikt- 
vorstrecken,  braun  ；  Scheitel  ziemlich  stumpf  winckelig,  schmäler  als  das  Au«c,  in 
der  Mitte  mit  einer  /usammcngcdrücktc  Kante,  (l に' vorn  transversale  Kante  Hervor- 
st recken  ； Frontalrippc  zwischL-n  den  Fühler  bo^cr.nrti^,  zwi seilen  den  Augen  nicht 
gebogeml.  Fühler  kurz,  ist  zwischen  tlcn  Althen  versehen,  braun.  Pronotuni 
schmal,  länger  als  das  Hinterleib,  vorn  ziemlich  stumpf  winckcli^,  auf  dem  Rücken 
mit  2  schwarzen  langen  Flecken  ；  «lic  Mittclkantc  tics  Pnjiiotums  sehr  deutlich, 
fast  dachförmig.  Vortk'rflügcl  län^lichovalförmi^,  schwarzbraun  ；  I  lintcrflü^cl 
nn^cfiihr  so  l.m^  wie il に' Verlängerung  des  l'roiiotums.  Beine  zusanini^cilrückt, 
braun  bis  schwarzbraune'  :  Kanten  tics  Vordcrsc，、cnk し' Is  nicht  ^cwcllcut  ；  Kanten 
<lcs  I  Iint<  rsclu*nkcls  ^ebo^e  nd  ；  I  fiiitcrtarscn^lit  dt  r  ühnlicli  wie  das  ■/.' ノ •',/>,'〃/〃". 
Hinterleib  braun,  fast  einfarbig. 

KorjKrlUn^c  :  "J"  7.0  mm.  ；  $  S. 5-10.0  mm. 

K<")rpcrbrcitc  :  ^  3.1  mm.  ；  ？  3-5"37  mm- 

1'r リ" otun】,lii "が：  ^  10.0  mm. ；         罕 1 1.0-12.1  mm. 
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— B 本產 ひし n: つ f:  w 


Vorder flügcl länge  ： 
Hintcrflügcllängc  ： 
Hinterlcibslängc  ： 
Mintcrschcnkc! länge : 
1 lintcrschicnenlängc  : 
Fühlcrlänge : 


'J" 1.7  mm. ； 
^  9.7 inm. ； 
'S»  2.8  mm. ； 
'ふ、 5.o  mm. ； 
^  4-3 麵' ； 


$  1.8  nun. 

$  1 1. 1-12. $  mm. 
罕 4  0  4-3  mm. 

$  6.0-6.1  mm. 

g  «5.0-5.2  mm. 


古. %  3.5 麵. 

Nur  3  Exemplare  (i  ^  und  2  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Matsu- 
mura  aus  Formosa  (Juli). 

Trivialname :  Sedaka-hishibatta. 

17.  Nov..  iyo6. 


摘 耍 

本邦 產 ひしば つた 額 は 其の 數 甚だ 少なく 僅かに 四 11 のみな 6 

し ä 先年 小 笠 啄^に 本年^ 灣 に^ 虫 採集 お 行 はれた る 我が 最も 敬 

愛する 理學 博士お 衬 fö 年 先生の 採集 物！： 得て 稍々 其の 數を增 加せ 

ら^ 人の 研究 結果 下の 如き もの を 發 見せ 6、 

1 - し ladonotus  gibbosus  de  Haan. 

此の Fl は De  Haan 氏に よ もて;] 2 載せられ たる ものにして 本邦 

產な 6 と Ä へど も 未だ 此の 楝を 發 見した る 事な し 依て 和名 l:W せ 
ざるな に 

2.  Criotcttix  bispinosus  Dalm. とげ ひし ばつ た （新 つ ち ば つた） 

分布： 本州、 支那、 じ やば、 ほ' るね を、 

3.  Tcttix  jaf>onicus  Boliv. ひし つた、 

分布： 北海道. 本州、 

4.  T.  fornwsaniis  n.  sp. たいわん ひし IdT つた， 

分布： 

5.  T. ん" ぶ"//〃  n.  sp. も ほひし 【I つた、 

分布： 北海 逍、 本州， 
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6.  Paratettix  singularis  n.  8p. ふた ほし ひしば つた 

分布： 博、 

7.  P.  histricus  Stil. はねな が ひしば つた. 

分布： 本州、 

8.  />.  hathijocnsis  n.  sp. はち じゃラ ひしば つた， 

分布： 八 丈お、 
9-    P.  ^ran/is  n.  8p. ほそ ひしば つた、 

lo.    HedoUttix  arcuatus  n.  sp. せ お かひ し 【ズ つた、 
分、，： ^ 
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二三の 本邦 産 寄生 菌に 就て 

l,,,JS  flfL 


NOTES  ON  SOME  PARASITIC  FUNGI  OF 

JAPAN. 

V.  Takahashi, 

liota";st  to  the  Hokkaido  Agricuitura!  Kx|Krrimcnt  Station,  Sapjxjro. 


近年 諸學 者の 扠究に よ に 本邦 諸 所に 於て 撿出 せられた る 寄生 
菌類の 頗る 多數 なる は 人の 知る 所な る 力;, 余^ も 近時 新に お: 干の 寄 

^菌 k 見出し、 又 知友 よ 6 送附の 標本に よ ら 其々: 在 を 認知した る も 
の 救 棟 あ 6  o サ玆に 其 内の 二三に 就て 記す る 所 あらんと す。 

1. Ustilago  Sacchari  Rabenh. (廿^の 黑 穂菌） 

余 は— 阼年 農^ 士羞 塲ョ鲕 氏よ り':？ 倾 せる 檁本 によに 此菌の 
香川縣 下に^ 在す る $： 知 b  n るが, 學士 川上 漉彌 氏の 私 ß に よ れ 

ば ^» はも 之れ あ ら と 云 ふ。 忠 ふに 他の 廿^ 栽培 地に 之れ が效生 

を 見るな らむ歟 o 

此蔺は 廿^の を ほす もの に して、 被 杏 は 一條の 細ね き鞠狀 

物に 化し， 全體 少し く 黄^色！：^ びた る黑 粉に^ はる ^^は 夥多の 檩 
木 を 檢せ ざれ ど、 兎に ft 被害 构は典 flt に 仲 はせ ず して、 大抵^ 曲す る 

もの ゝ如 し (余の 挖本 中、 被害 W- の 尖端の 略々 螺旋 状 に卷 さたる もの 

あ も^ 黑粉 即ち 胞子 は 秤-の^ 皮の 下に 造成せ られ， 农 皮 は 灰白色の 

沔 股と な 6 て 最初 胞 T-J: 包 岡す る も 後に は 破碎股 離して 後名-を R 
出せし む る 乙 と， す、 さ 其 他の Ihtiltw  Kiis^noi  Sydow に 於け るが 如し。 
胞子 は 球形に して. 淡 Ä 埚 色を呈 し.； ！ぃな 徑 45 つん 被)! 3 は 平滑な につ 

•  iTr.i.is.  Sap.  Nat.  Hist.  S«.  V.J.  I.  Part  2.\ 
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今 Saccardo's  Syllo^c  Fuiigorum  (Vol.  VII) 所載の Ustilago  Sacchari の |ß 
诹を 看る に、 胞子の 大さ 8— と あ b て 余の 測定せ る大 さに 比すれ 
ば 著し さ 差 あ 6。 故に 此點ょ り 云へば, 上 纪黑穗 菌は全 く 別 ® に^ 
する が 如くなる も. Buüer 氏'' が: K: 近著 「ベ ンゴ- ^地方の 甘蔗 病害』 
中 に U.  Safari と して 記述し ある もの は 正しく 余の 標本に 叻仓す 
る を 以て、 余 も 此^ 名 を 邦 產廿賴 ^秘澳 に充っ o  *T  Saocardo に は單に 
"Sorisatris" と ありて， Sori の 表皮 下に 造成せ らるゝ を 記載せ ざれ ど、 

こ は盖し 標本の 不完^な （》 しに ih るな らん。 

Butler 氏の する 所に よれば、 被害？, I は 其 上部よ 6 枝 5: 生ぜ ざ 
る も， 下部よ り は 比 较的多 牧の枝 を 抽出し、 而 して 此^の 枝 は 何れ も 
主稃 と同樣 の病狀 を呈 すと。 抑々 本 病 は痫原 粥の 谢絲 I： 含める 親 
株よ f り 取ら^る 苗 を 用ね たるが ß めに 發生 する i と あるべく、 又 苗 
が I な 接 に 胞子の ために 侵さる 乂 こと も あるべし。 Butler 氏 曰く  「苗 
が往々 にして f« に 二三 尺の^ さに 達せる 時^く も 固有の 痫狀 を S 
する は、 病原 を 含める 苗 を 栽 «I した ものなる ベく、 之れ に反して Ä が 
ぼ£ 接に 胞子に よ b て ほされた る 場合に は 其 成熟に 近づきた る^に 
あら ざれば^ 狀 i: 呈 せず、 现 に ジ ヤノ、 に て 行へ る 接 H  U 驗 に 於て は 

接 a 後 約 一^にして 發 病せ に 又 余の n * せし 所に よ れば、 植附後 

九 ヶ月 若しくは 十ケ； 1 にして 病狀 を S する もの/もも 多し。 此 等の 

被害 株 は 無病 苗が 1 なおに 狍子 のために 浸された る ものなら ひ』 と 0 

倂 氏の 酖？5？ に よ れば. 廿^の 品種 中 本^に 饺さ る k は 細？ V.  Ft  Tl"'n  or 

iced- like  cam) 【こ PR  b  、 タ Jjj にべ ンゴー ノレの Khari 種、 ホ' ン ベ-の Sauna 
Hilc  マ ド ラ スのサ ウス. ァ - づ タト 地方の ヽ'. mal  M は 被 寄の ift も 多 
き 品 M に 扇 し、 Poumla  or  Bourbon 梨 の 廿 親 に 至 &ては 未 fi 被 害 あ !> 
し を Hfl かずと 0 

^は 木 た' 此 ^の 胞子 を發 芽せ しめ ざれ ど、 Butler 氏の 银 文に よ 

I )    Butler,  E.  J-,  i'i:::: ひ 卜 '1 い し いし、 "1 S 化：,"、、" i:i  i!i I しいに il.    Mrtn.  ol tin い q に"' tm(":  öt  -、 ズ にし iJtur ピ m 
lii'i      Vol,  I,  No ん い,'—/'. 
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れば, 小 子 （SporülüM は 短 かさ 前菌絲 (Promycelium) に 着 生し、 其 形 細 ß 
に して、 所 RH ん dding によ 6 增殖 すと。 

Ustila^o  Saa/iari の 欲 見地と して Saccardo に 記載し ある は 伊太 
利 、ナタ - ル 滟亜 米 利 加め 二 地に 過き ざれ ど、 Raciborski 氏 のジャ パ 
產 寄生 脔集 (Kxsicata) に は此菌 お 載せ * 又 Butler 氏 は 前 IE の 如 く ペン 
1 一- ル地 方の 甘镀 病害の一 と して 之れ を 算ふ。 

2.    Us/ih^o  Sor^/u  (Lk.)  Pass. (菊 黍の 黑秘蘭 1 

支那よ り 輸入せ る 53 黍に 此病 の發 生す るると は權 氏の 農作物 
病學 にも 記す 所な るが、一 昨年 本道 諸 所に 於て 满洲 よ &  » 入の 高 梁 
t 試作せ しに、 何れの 試作 圃に 於ても 此黑 穂の 發生颇 る 普通な りき o 

此 黑穂菌 は、 蜀黍の 絲 :JS  m 繭 （ひ. Reiliaiux  Kühn.) おし く は 黍黑穂 
Ä の 如 く に、 德全體 t 一箇の 黑稹擻 (Smutgall) に變 形せ しむる にあら 
ず して 、笛 々の 子 ^ を 短 B 锌 形の 黑穂 * に變ぜ しむる ものに して、 各 
黑毯^ は 其 中央 K 寄 主の 粗纖 よ & 成れる 軸 柱 （Columdla) を 具へ、 周 
ffl に 白色の 被 肢 I： 有す。 而 して 黑粉 胞子; は 被 歧と轴 柱との 問 に 介 
在す る は nl: 俟たず o 白色の 被 校 は 子^の 表皮と 菌の 無性 細胞 
(Sterile  cells) とより 成 り 無性 細胞 は 透 刚 に して 回く、 厚さ 30O ク 以上の 

！ »を《 す。 今 一铕 の 黑粉瘦 お 横断して 其晰 面お 檢す るに、 黑 粉の 靥 
は 袖 柱よ 6 放射 状に 被胶に 達する 所の 無性 細胞の 層の ために 夥多 

方に 成熟し 来る 5： 見るな 6。 旣 にして 胞子 成熟す る や、 被 碟は其 上 
» に 於て^ 阅 して 胞イ - を 飛散せ しめ、 軸 柱 を 裸出せ 'むる に 至る 0胞 
子 塊 は 炭 力 色、 胞 子 は 球 形 にして ^黑， れ M  6-s  «,  r< 而 T、 滑な bc 

铋铋と 病穗と I： 比较 する に，^ 秘に あ b て は 凡ての 花が 悉く 結 
Ä する にあらず して、 谷小秘 巾 結 l'f す る も の は  一二 筒に 止に？ I 餘の 
花 は 結« せず して * 枯死 すれ ども. 病 穂に あ 6 て は 凡て の花悉 く  ^铋 
* に狻 ずる を 以て、^ し く 剁密 の^ を 加 ふ る を 見る f 
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Busse 氏' 》 の 報 文に よれば 黑德瘦 及び 其 軸 柱 (Colmnclla) の 形、 大さ、 
及び- Ä 被歧の 性状の 如き も^ 黍の 品^の 異なる に從ひ 著しき 差逮 

あ b と 云 ふ o 

Clinton 氏" は 此 ，; 穗遨を Sphacdothcca 獨に 移した {►  c 盖し氏 は 
Us"lago  ^の 黑穗 ^にして 胞子; ff の 阁豳に 無性 細胞の^ を 有し 且つ 

中央に 寄生の 钮锒ょ （》 なる 軸 注 を TT する もの を 凡て 該^に 編入せ 
る ものにして 》 此分愆 法に 從 ひば、 米國 に は 同） おに^する もの Sph. 
Hvdrotipcris の 外 十四 钝ー變 ^あ に 

植物 名 W 蹈考^ 類笫一 卷 (人) に 『稔^』 の ^刚ぁ に 『稔^ J と は 
蜀桊の 黒穂病の 謂 ひなり。 其 文に 曰く、 

稔頭, 一名 灰 包、 S3 黍 之不成 TT  ^ , 忽作一 dl » ft 瓤如菱 瓜、 小 Ä 
榭取 Ä 之、 昧 卄 而 酥、 能 ゆ 人、 亦 —4 作 茹、 老 !W  !V: 樓迸出 成 灰、 亦 
有お 粒 者、 輙 即 3 枯、 地不 熟、 功 不至刖 至、 余偶以 宵客戯 ^ 之 
円、 山 西 謂爲^ 子、 俗 亦^ 苽爲 茶, 郯康 成、 以 苽 列 九 穀》此 不 可 
謂 苽耶、 お曰^ 食菱瓜 》 而 不知 爲彫 胡、 食^ 尜而 不知 も稔 F/Ü 

微 s  t 吾 w 不辨 ä  二 穀、^ 作 食 ^、以 充 吾 5 れ 勿 談 太 元 以 m 
吾^、 

上文に ü 之不成 ir  、忽 作  一 &  老 則 m 樓 进 出』 と ある は 

絲黑穗 （び"〃" ク' 尺"〃"""） 5： 指 し、 r 亦 rr 作 粒  j と ある は u ふ rgki 

に 外なら ざるが 如し。 ffii して 稔如 5:  ä 川 に 供 し 得る は 上文 に 記 す 

る 所 な る 力;, 余 も 知々 よ り 滿洲の 小 兒 力； a"  m の ,ぉ m  m  (ひ. ふなか'） を 
ä する こと を閗及 ペレ 又 往 年お-手 縣 下にて^ の 閗 知せ る 所 に よ 

れば ふ】 地 方 村 n の 小 兒 は ひ.、/〃'^,'  ^唸り 食す と 云へ 6。 


I)  Busse,  WM  I  "tt::、ULimr ，ゾピ ri  tilx-:  <I:t-  K に, i" レ トに 、は l; い der  S  m vliuiu-l  I ir-t*.  An  eil.  .tu^  der  ！; i りい に. '、し teil, 
fiirl-antl-  und  For*t\vIrtfch,  am  Kain^rl.  Oc^uiKlhcUsantc.    B<l.  IV,  1904. 

a)  Clinton,  G.  P.,  North  Armerican い" :i" にに に". iVoc.  of  the  U'btun  Society  ol  Natural  Hwlory,  Vol, 
31.  No.  n.  1004. 
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3.    Lhii" ず OxoUdis  EU.  et  Trac. (か れ ば み の ： で: %  M) 

此 1?4 は 始め 北 米 U; リ - 州に 於て 發兑せ られ 、爾 後 コンネ クチ 
カット 其 他の 諾 州より 知られた る ものにして、 北米に て は Oxalis 

strict;,  5： 寄生と する ものなる 力;,^ は 昨年 九月 札幌に 於て 其 か なば 
み に 寄生せ る もの！： 得た 6  c 

此堪は 寄 ± 植物の^ 子 を 赤 W 色の 粉末に 變 ずる ものに して、 被 
W 莢は铋 莢に 比すれ ば 其 形^ 小 なれ ど 著しき 興狀 なさ を 以て、 之れ 
5: 發兑 する に 困 《I な b。 胞子 は 黄色 (胞子 塊 は 赤彬) に して、 球形？;: し 
く は 長 B1 形 5: 呈し， ifC 彼 リー2 o,", 表面 は 粗ら に 小突 起 を^ぶ つ 胞子 

» 芽の^ 樣は不 nn な bo 

G.  P.  Clinton 氏の 「モ ノグラ フ」 "に よ れば、 Oxalis  "ricta の 被害 花が 
其葯 上に 透明なる 球形 分 生 胞子 を 夥しく 生ずる は. 竹 通の 現象に し 
て， 此 等の 胞子 は葯 のお 面に 抽出す る 短 き 菌絲 線に 生じ. 花粉の 如 く 
i も袅 によりて 運び去らろ 、に 適せ （>  と 云 ふ 0 氏の 說 によ れば * 上記 
分 生 胞子 は此 に〃/" ぶ'' 菌 に^する ものな るが 如しと 雖も， 氏の 行へ 
る 一回の 接沌 轼驗は 無効に 終れ 6 と 云 ふ。 網 又 氏の 說に よれば、 此 
菌の菡 絲は笾 の 下方の M 尔部 及び 莖節 に^まる ゝ を 見れば 恐ら く 
ば 多年 性な らんと。 

4.     TilLtm  /  Commdiinc  Rom. (つゆく さの 黑秘 菌》 

此 M 菌 は Komarow 氏 :) が iffi 綠 Ü1 沿 /V- の 某 地に 於て 效兒 せる 所 
に 係に 未た' 其 他に 於て 知られ さ 6 し M 額な る 力;. 三 宅 Ä 氏 は  一 Bfe 年 
十 n 陸屮 に 於て 之れ を 採^し、 余 は Jl: 檁本を ß ゆ 士山田 玄太郎 
氏 よら 得た （>0 支那 產の もの も、 本邦^の もの も、 共に つ— ゆ く さ に 
生せ る ものな bo 


1)  しん cit, 

2)  Jaczewski,  Komarow,  Traozschel, ト u ，― に'、、 に、 ぐ \に に "i. トユ、 i.  V.  i.v^.  (Hohvi に IM. 
XXXVIII.  1S99.) 
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此菌は 子房の 内容 を紫掲 色の 粉末に 锼 ずる ものに して、 子房 壁 
も 大半 破垅 せられ 粉末 お 露出せ しむ。 胞子 は 球形に して， 淡 紫 M 色 
を 呈し、 直徑 Ii 一 18,". 表面に は W る顯 著なる 網目 状の 腌抆ぁ &o 脈 
牧は 六角形の 目 を 形造に 被聰 面よ り 降 起す る 己 と2 — 35 クな り 0 

胞子 發 芽の 狀未だ W1 かな ら ざる を 以て、 今 此菌の 所 I お を 確定す 
る 能 はざる は 勿 Ifr なる 力;, 恐く は Til レ tia 甩の ものに 相逯 なかる ベ 
し o 

5.     'Hiecathora  liyalina  Fingerh. (ひる か ほの 黑秘 菌） 

此黑 穗菌は 夙ば 歐 州に 於て 知 ら れた る 稗 類な るが、 內山繁 太 » 

氏 ( 北海道 ß 事試驗 J« 技手 は— 咋年ー M ひるが ほの 枯莖 上に 之れ を 
見付け、 Ä 後 同年の 九 H 幷に 昨年 十 « 同一^ 所に 於て 之れ お 採集せ 

bo 

此菌は 子 ほの 內 部に 胞子 を 生ずる ものにして、 一 株の 来 《I ょ悉 
く 之れ に 侵さる 0 而 し て 被害 あの 内部 は 全 く  W 色の 粉末 もて 充さ 
れ 少しも^ 子の 痕跡 を も-せざる を' おとす る も * 屮 に は 半ば 粉末に 玆 

ぜる楝 子 を 含 ひもの 無き： こ あらず o 子^ 壁 は^に 寄 を 被らざる を 

以て、 被辔^ は外龃 上健荧 に 巽な らず G 

胞子 は 數简^  く 結 介して 球状 をな し、 幼稚なる 胞子 球 は95 化せ 

る菌絲 線に よ b  iö) 桡 せらる o —  胞子 球 は、 大抵 7f. 乃 至 八 偶の 胞子 よ 
6 成る も 、凡より 多き も又少 さも あ" 胞子 球の iSÖi は lS  — が." あ 
bo 胞子 は 不正 多 Ä 形に して、 淡糾色 t  V- し、 大さ '4 っ0,'、7— 154、 其 

遊 離 而 に は 夥 多 の 微小なる 突起 あり o 

現 時 Thecaphora に する 黑穆 港 約 十 お ® あ れ ど、 其 內 胞子の » 
芽 行 Ä の 見届けられ た る は Th' し" h お ri  Kühn と Th.  hyalime の 二  )S に 
過き ず。 即ち Brefeld 氏1' の 研究に よれ ば、 ！に し'! h'n は 細^ き 前 蔺 


I)    Brefeld,  '■  >.,  1'し に、 u 、つ" に^に i .iu^  a.  n. に 《• 、山に：'. 1'. 小' i'  M— 、■ し し ウド. II.  ； V. ，ト お. 
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絲を氣 中に 抽き て^ 尖 《 に紡锤 形の 小 子一 個 を 生ずと 云 ふ 0  T/K 
hyalina にあ （>  て は， 胞子 被 芽して 分岐せ る 前 菌絲を 生ずる こ と は 歐 

州の 學 者の 確め たる 所な る 力; 、未だ 其 小 子の 形成 お 見た る 人 ある を 
M かず 0 

此菌は 瞅洲に 於て は Couvohntus  spesium,  arvcnsis 及 び Soidawlla 上 
は 見出された b つ 

6.    Pua  inin  Hcliantlii  Schwein. ' 'ひま は 6 の诱 病^, 
此锈 病蒴は 始めて 北米 サ ゥ，、 キ ャ n 十 ィ ナ 及びぺ ソ シ ノレパ - 
ャニ 州： こ 於て 效 見せ られ、 其 後^ 國 のひ寸 は 6 作に 大害を 與へ、 次 い 
で英、 1« 西 等に 於て 其な- <t を 認めた る f《; 額なる が、 ^は 一昨年 北海 

道 事 試^場 札 ♦» に て^ 坊 せる ひま は  <>  上に 之れ を 兌 付けた be 

Pinciiiia  Hclianthi は 丄 の 外 / ん //",'〃/""  ^の 諸種に 寄生す る 
ものにして， 北米に て は き く い き (Helianthus  tubcrosus) も 亦 之れ に 害せ 
らるゝ と 云 ふ。 然れ ども Woronin 氏 及び Jacky 氏'' の 接 fifi 轼驗 にて 
は 、ひま は b に 寄生せ らる もの は きくい もに 傳は ら ざり しと 云へば. 
き くい もに 寄生す る ものと ひま は 6 に 寄生す る ものと は 生 旗 上 刖 
筒の^ ff を 形成 せらる ものなら/ U  m  Tracy 氏 及び Arthur 氏が 他 
の トに lia"th"s 樅 物に 就て 行へ る 接^ 試驗 によ る も、 麥 頹の锈 ^  な ど 
に 於 け る 如 さ特 主適應 (Specialization) の 現象 は 此锈菊 はも 之れ ある 
か' 如 し ゆ' ischcr 氏の r 乇 ノカ * ラ フ尸參 照) c 

此 锈 tÜ が W 主 正プ クチ- ャ脔 rAut-cu  ruccinia) なる は Worouin 氏 
の お' 試驗 によ 6 て ^  m せ ら れ n る 所 な る 力;， P 及 び H.  Sydrow 氏 

は ひま は t> 上 に 此 化 の \"i<nut" の玆见 せられた る 例な し と れ m  iU 

に よ b   Woronin 氏の 説に 對 して 疑 を！ H き、 Accidiun, を缺^ する もの 


I，   Jacky,  £rnaty  Beitrag  zur  Kenntnis 1 に Kc4tpt'!/c.  I  entra"»,.  f.  Uakt.  etc, 11. Abt.  Ii  I.  IX.  1902. 

Fi き eher,  Ed., い: ひ VraUuwu  r!or  K  h'v, 'し. i リ' リ. 
3)    8ydow,  P.  rt  H.,  M  n<vra;  hi.i にに （1' ド. "um.  V"'.  I.  19  ^. 

Digitized  by  Google 


«fft     -  二の 本 《 キ'. Vilftütt て 


と Ä 做 しれ b。 然 れ ど も 其 後 Jacky 氏の 行へ る掊^ 試驗の 結果に 
よ れば、 本 I 為 は 立派に Accklium 及 び l'yaiidia を打 する ものにして. 
Fischer 氏 も 之れ を^ 主正ブ クチ- ャと爲 せ ö  0 今 之れ が標微 を HU 
すれば 次の 如し し Accülium  fl び lVcniilia に關 する 記お: は Fischer 氏 の 

「モ /グラ フ パ こ よ る） 0 

に"" 'üb  ii 透 RJ1 に して ？ i  ifiM 形 若 しく は不規 JW なる 集合 I： 爲 
し ， VcWia は. 輪 狀 に 併 列し，:?',： し く は密 免して 圆 形 又は ß  く 咴き群 
5：爲す0  Accidia の 外被 (Pcridia) は f ビ- 力 -j 状 お 爲し、 Ä 上緣は 外方 
に 反 卷し腔 胞子 (Aecidiosporcs) は 娥狀に 逢績 して 生じ, 精 M 又は 多^ 

M  k  ^し.^ さ 幅 is —2 リ'、 铍胶は ^く. 密 に 細 刺 を 帶び. 內 'H は稅 Ä 色 

を M す。 銹 胞子 堆 (UrcclosjKTc  sori) は 萊の兩 面に 現 はれ、^ 色に して 
小點 狀を爲 し、 某而に 散在す。 锈 胞子 は 長 ET おしく は 卵形に して、 

25  -  35"  >:  ^—2—'/ へ 被 m は^お 色に し て、 お 而 に 小 刺 t  u す。 終/ «0 胞子 

堆 (Tclcutsporc  sorij は 微小に して^く， 其 形 圓 く して 黑揭色 5： 呈し、 主 
と して 薬の 下而 に％ は るれ ど 、又 多少 其上而 に も 生じ， 互に^^ せず 

して fii らに揿 在す る もの 多し o 終お 胞 子 は 楕 im, 卵 形、 Ti しく は枨 
形 等 を 呈し、 先 «8 は ^平 若 しく は秧 細と なに 下ぬ は 狭 細に して 柄と 
1.0  —の 幅 を rfL.il さ 3s-c>3^ 幅 20-28/., 被 m は n 糾色 にして^ 

胞子の 上 JB にて は^し く 膝 く、 柄は强 ^  ； こして. so," 以 上のお さ を Tf 
し、 透明 な bo 

7. 1- im  i  >iia  /'〃/-/"/-",  Cooke. (も ム 乙' の坊 \\\) 

此 m iV4 は 從來^ 太 利、 印^、 ジ ャ ハ'. 北 米、 ffi 非 利 加 に 於て 

Sorghum 上に 現 はれ、 又 38 非 利 加 十- タル 地 方 に て 玉 13 尜上は 見 出 
されし ものなる が， W.  Busse'> 氏 は 近年; U' 部 亞 非 利 加の 獨逸^ K 地 

I)    Busse,  W.,  I  t  \r  ^lcr. 【く' M 小-" ヽパ L:lH;i:.-Hii>c  in  I  1 卜 0、 し h  II  I に:' . 'I.  I  Vu いに h. し>:. ('い. j. 山 r"'. 

XX.  V^2. 
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の Sor^Iium 圃に 於て 此^の 存在 を 認め 之れ が ,ば 細 なる 記說を 公に 

せ ！>。 本邦に 於て は、 吉^ 毅 一氏 (® 商務 '/Tfö 事 試^場 九州 支^ 技手， 
は 去る 三- ト七年 九月 熊 本 市の 附近 大江^ に^て 之れ を 採 化せられ 

n  bo 

此 i?4 の锈 胞子 堆は と し て 葉の 下 面に 現 はれ、 其 色^ 色に し て 

卵形 又は 細長 形 を 呈し、 葉脲に 併行し， 而 して 堆の坷 脚 は 赤紫 色を呈 
す 反對の 面に 同色の 斑紋 を 4: ず。 锊 胞子 は殆ん と 球形、 若し く は 卵 

形^に して、 ß さ 28  —  40 队 幅 26-  28«. 被^ は^^ 色に して ： 其 ^ 面 に 

黑 w 色の 太 さ 刺 を 有し (刺 は 殊に 胞子の 上 as に 多 しし 發芽孔 は 胞子 

の 赤道 帶に PIHW 又は 五 個 あ り。 夥多の 絲狀體 (Paraphyscs, あ I) て胞 
子 に iß 生す。 終局 胞子 堆も 主と して 葉の 下 面に 生じ、 其 色 赤^色な 
f>o 絲局 胞子 は树 色に し て、 枒 阅， 長 形、 若 しく は 中央に 於て 少しく 
« れ 、長さ 35 — 56,' へ 幅 "  一 3^、 各 細胞に 荧色 球形の' 汕 滴' 大抵 一茵七 

告む c 胞子の 柄 は 透 m にして、^ さ loo," に ü し、 胞子よ り/ k  く 離れ 

ず。 終局 胞子 堆 にも 絲狀糨 あ b0 胞子の 大 さは Sydow 氏の Mono- 
fija 川1 ia  Urcdinacrum に よる、 但し 余の 測定せ る もの も 大同小異な ゥ c 

Puccinia  purpurea の Aecidium は宋 だ發 見せられず 0 又此 菌 の 生 
態に- Iftj して は玆に SU 敉 すべき 材料な し 0 

8. し/'"/〃 ひ/〃〃/〃 '/,/(-<,//〃〃  Dietr. (力 一 ラ ソ ト のぎ 秀ダ お） 
ひ'"" び/"/" の 終ん) 胞子 は 夥多 結合 して 柱狀を 呈 し、^^ に は忪 も 

毛の 如 さ K  5： 冇 する は 人の 知る 所な に 而 して rihicohtn, は 绣 胞 
子 及び 終局 胞子 時代に 於て は 力 - ラ ン ト其他 多く の Kibes  ^の 植 
物'' こ 寄生し、 腔 胞子 ^代 (Aecidium  stak'c) に 於て は Pinns  Strohns, に 
Ccmbnx やに 寄生す る ものに して、 終ん) 胞子 は 成^ 後 寄 主 より 脫 落せ 
T に 茈に發 芽して 上記 rinus を 襲 ひ，^ 内 に Pye  nid  ia を 形成し，^ 年： こ 
至 6 て Acci(Iium を 形成す る ものな り0 此菡は Pim は Strohns の 原産地 

たる 北米 に は^ 在せ ざれ ど、 欧洲に 於て は昝 通な る 锈菌の 一なる が、 
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余 は -昨^ 九月 北海道 農事 試 at 場 ( 札榥 にて 栽培せ る 力-ラント 上 
に 之れ を 兄 出し、 又 «i^±'  = 宅 勉氏 は^ 年 樣 太し ヒヒ十 ィ チ―ャ 山 道) に 

於て 其 Ki!，"  rubrvm  L.  var.  silv:strc  Eehb. に 寄生せ る もの を 採集 せら 
れた bo 

此菌の 腔 胞子 時代 は /Vr/flVr"""/"  StroH  Kleb. の 名 を 有し、 其 巨大 
な る Aed 山 a は 前 SE l'im.s の 枝の 皮 看 を 破&て 夥多 煤 生し、 l'ycnidia 

は Ä 色の 小突 起と な & て 皮 上に 現 はる ゝ ものなる が 》 余 は 未た' 此 
時代 を 見出さず （PinM  Strohns は 札 榥農犖 校 及び 北海道 農事 轼驗場 
構内に 二三 株 栽植 しあり o  ^し ^raminis の 如き も Accidium 
なしに 生存 し^る こと は 谤洲、 印度^に 於て 想め られ たる 事實な 
れ ど， Ct" 謂 ribkolnm に 於て は 終^ 胞子 は 成熟 後 忽ち 發芽 する 
を 以て 》  Ü に 中間 寄 主 （即ち 前記 l'inus  Strohns 其 他） に 寄生ず るに あ 
ら ざれば 越年す るの 途 なかるべし o 此點に 就て は 更に 探究の 上 « 

吿 すべし。 «8 西に 於て も 此菌の 終局 胞子 時代の 發； i 後數年 i:« て 
ScheUenberg 氏' 1 之れ が 腔 胞子 時代 5： 發 見せ &0 

C  ribicolum の銹 胞子 堆は寄 主の 薬 の 下 面 に 現 はれ、 舄 平にして 
黄色 を 呈し、 外 被 (I'erkUa) を 有す o 锈 胞子 は椅 ® 又は 卵形に して， 長さ 
26-  32,«. 幅 15-21ト 被 眩 は ifW に して、^ 面に ^ ら に 細 剌を ^ふ 'o 終 
局 胞子の 結合 體即 ち 柱 （Colmm り は 多少 弓狀 に^ 曲し、 商 さ 一「ミリ ミ 
- ト 〜内外、 始め 黄 赤色 、後に W 色 5： 呈 す。 終局 跑子は 長さ/ —o/ へ 幅 

21  U に逮す 0 而 して 終^ 胞子^ が銹 胞子 堆の 中央よ も 抽出し、 柊^ 

胞子が ー窗の 細胞 よ り 成る は 實 に 此屬の 特徴の-な bo 

前に IE し /2 る 如 く 此菌は 多 く の Ribcs  ^他物に 寄生す る も の 
な るが, 之れ に 威染す るの 度合が 寄 主の 種類に よ も一 樣 ならざる は 
元よ り 其 所に して、 Klebahn 氏" の 研究に よれ ば、 Kib じ s  nigrum と R. 


1)  Bobellenber£Ft  D.  H.  C.,  I->cr  lila>etu-ost  der  Arve.  Naturw.  Zcitscli.  f.  Land-  und  Forstwirtscn. 
Jahr"'.  II.  Heft  6. 1904, 

2)  Klebalui, H.,  Die  n  irtsucchycliulcn  Rostj-il/c    1 904 
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reum と は 最も 之れ に 侵され Ä  く、 に alpinum と K.  ruburum と は 其 次 
に 位し、 R.  sanguinale は 更らに 侵され 親く、 又/ Grossulana も 浸され 
雜 しと 雖も、 K  aurcum に 接 木した る R.  Grossularia は比敉 的 '容 易に Ä 
染 すと 云 ふ。 又 P.  Hennings 氏" も一 と 年 Dahk'm 植物園に 於て 二十 
E 種の Ribcs 屬 植物 及び 其 铤棟、 間 種が 此菌に 筏 さる ゝ お 目^した 
るが、 其う ち /?.  nigrum,  R.  bracteosum 及び/?'  rubrum のョ 搠 は 被害 fii 
も しく  》 葉而は 全く 銹 胞子 堆に « はれ * 終局 胞子 柱 は 一 モ タ メ-ト 
，j 竿 の 長さに 逮 したる も、/?,  americanum にて は銹 胞子 堆は 粗ら に 分 
钣 して 現 はれ 且つ 其 形の 細 小な 6 しのみ な らず、 終局 胞子 柱の 長さ 
は 多く は 半 「ミ タメ- ト 〃, 乃至  一 「ミ リメ- ト  〃j; こ 過 きざ 6 し と 云 ふ o 
もの 說 によ れば. 寄 主の 葉の 性質 は 病 斑の 色、 形、 銹 胞子 堆 の形狀 、終 
局 狍 子 柱の 大さ 等に 著大なる 差 逢 を 呈 せしめ 恰も 別 稗の 如き K あ 
らしむ る ものにして 、ぶ. nigrum^  R.  bracteosum 及 び 人》. riibunnn に 於て 
な 菜 は 肉 厚さ ヒ W て 菌の發 連 良好な る も、 R.  americanum の 葉 は 薄く 

し て 餐 分に 乏 しき お 以て 菌は 不良な る發 宵！： Ä し、 R.  s "，"画 t ヒ 

Vi.  <turcnui との 間钝 なる R.  Gordonianum は葉汾 にして 且つ 厚 肉の 方な 
るが， 南の 生育 狀 は 略々 人'. rubrum に 同じく、/?,  aurcum,  R.  teni/olüo/i, 
及び/ aureum  var.  leibotrys にあ f» て は 葉 滑に して 且つ 比 狭 的 薄く、 從 
つて 誘 胞子 堆は點 +分 1» し 且つ 形 小なる 5： 常と し、 又 Grossularia 區 
の 寄 生 は 於て は 胞子 堆は 多く は點々 分歉 して 現 はる ゝ 5： 常と すと 
云 ふ o 

余 は此小 報お 公に する は 臨み、 镩々 の點に 就き 宮部 博士の 助力 
を 得た る を 深謝す つ 

(明治 四十 年一 月 


M  Hennings,  P.,  Beobachtungen  über  das  verschiedene  Auftrctc-n  von  C  loitartium  nüicola  I>»etr.  auf 
»erschiedenen  Ribcs-Arten.    Zcitsch.  f.  Pflazcnkr.  Bd.  XII.  1902. 
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RESUME. 

The  follou  in^  arc  sonic  of  the  parasitic  fungi  found  recently  in  Japan. 

1.  Ustil'i: ぐ、 .S' "(丫 ん〃 •/  Rabenh. 

On  Sactharinn  oßicinarum.  Pro  v.  S.inuki  (S-  Kayaba.  1905).  Mr.  T.  Kawa- 
kami  informs  mc  that  the  fundus  is  also  found  in  l-'ormosa. 

The  spores  arc  formed  under  the  epidermis  of  yoim に stem,  the  latter  becoming 
； i long  whip-like  body.  In  its  earlier  stages  the  alTL'cted  stem  is  sheathed,  as  in 
Ustilago  KiiSiXtitH  Syd.,  by  the  silvcry-whitc  epidermis  which  sooji  ruptures  ； ind 
exposes  the  black  spore  masses,  as  described  by  Butler  ii、 the  Memoirs  of  the 
Department  of  Agriculture  in  India.  Vol.  I,  No. ん lyofi. 

2.  Ustila^o  Sorghi  (Lk.  >  Pass. 

Tht-  fundus  apjK-arod  very  abundantly  in  Hokkaid«»  in  1905  on  vul- 
gare introduced  from  ^Manchuria.    It  is  also  known  from  Ilonshiu. 

In  a  Chinese  bonk  we  find  an  account  of  two  forms  of  smut  on  Sorghum,  of 
which  one  can  be  idcntifictl  with  Ustihi^<>  Rciliana  and  tlic  other  witli U.  Sorghi. 
In  Cliina  tlicsc  tu<i  arc  held  to  be  edible ひ- lien  y'uin に. 

3.    Ustilit^o  Oxaliiiis  £11. ct  Trac. 

On  (\valis  ,oruititlatn,  S:ipi>or(),  Prov.  lshikari  lY.  Takahashi,  Sept.  1906；. 

The  fundus  hitherto  reported  only  from  N«>rtli  America,  wlicrc  it  is  fmiiid 
parasitic  on  Ox<ilis  sft  i.  fn,  is  now  known  to  occur  also  in  Hokkaido.  The  reddish 
bnuvn  spm で masses  arc  formed  in  sct-ds,  tin-  diseased  ovaries  bein^  scarcely 
(listii)guishablc  from  the  lualthy  ones  by  their  outward  appearance.  Tin  spores, 
arc  yellow,  spherical  or  avoid,  verrucosc,  and  13—20,«  in  diameter. 

4.  'Fi IL- tiü  f  Couuin  liiiiC  Kom. 

On  Comvu  liua  coiinutmis,  Morioka,  l'rov,  Rikuchiu  (Ch.  Miyake,  Oct.  1905  1. 

This  smut  fundus  found  on  C oi)in:diiia  roatiiiuiiis  by  Komarov  in  \S(j/  in  a 
valley  near  the  River  Valu  occurs  also  in  Japan  on  tin-  same  host.  The  cluKolatc- 
brown  spon:  masses  arc  formed  in  ovaries  and  the  spores  arc  light  chocolate- 
coloured,  spherical,  and  1 1 ― iS,"  in  diameter.  i.-])isporc  b じ in に furnished  w  ith  ridges 
which  form  ； 1  hcxa<4f)n.i I -meshed  network. 
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5.  Tliecaphora  hyalina  Fingerb. 

On  Calystegia  sepium,  Sapporo  (S.  Uchiyama,  Jan.  1905). 

The  brown  spore  masses  are  formed  in  seeds,  the  affected  ovaries  scarcely 
differing  from  the  normal  in  shape  and  size.  Although  usually  no  trace  of  seeds 
is  contained  in  the  affected  ovaries,  yet  sometimes  a  few  partially-destroyed  seeds 
are  found  in  them. 

6.  Piii  t  inia  Helianthi  Schwein. 

The  fundus  was  found  in  1905  on  Helianthus  tinnitus  in  the  garden  of  the 
Hokkaido  Agricultural  Experiment  Station  at  Sapporo.    As  yet,  however,  no 
serious  damage  has  been  caused  to  the  plant. 

The  aecidium  stage  of  the  fungus  is  not  yet  found  with  us. 

7.    Puccinia  purpurea  Cke. 

On  Sorghum  vulgare,  Pro  v.  Higo  (E.  Toshino,  Sept.  1905). 

The  present  species,  which  has  hitherto  been  recorded  from  India,  Java,  and 
other  countries,  is  now  known  to  occur  in  Southern  Japan.  But  to  what  an  extent 
the  crop  is  damaged  there  by  the  fungus  is  not  yet  known  to  me. 

8.    Cronartum  ribicolum  Di6tr. 

On  Rib"  rubrum,  Sapporo  (Y.  Takahashi,'  Sept.  1905)  and  on  Rtoes  rubrum 
var.  silvestre  Rchb.,  near  Tonnaicha,  Saghalin  (T.  Miyake,  Oct.  1900). 

This  well-known  parasite  on  various  species  of  Rjbcs  in  Europe  appeared  very 
abundantly  on  two  or  three  plants  of  Ribes  rubrum  in  the  garden  of  the  Hokkaido 
Aguricultural  Experiment  Station  in  1905.  The  aecidium  stage  {Pcriiicrmitnn 
S/rodi  "Kleb.)  of  the  fungus,  which  occurs  on  Pinns  Strohns,  Pinns  Ceinbra,  etc.  in 
Europe,  is  not  yet  found  with  us. 
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日本 産耀 ^科 及黩蠊 科の 新種、 . 

棄木 得一 

NEUE  FORFICULIDEN  UND  BLATTIDEN 

JAPANS. 

VON 
T.  SH  IRAKI 

<Aus  den  Kittumolabolatorio«  der  LandwirthschaWichen  HochschtAt  r«5^poro.) 


In  der  "  Mooographic  der  Forficuliden  Japans "  (Journ.  Sapporo  Agr'l  coli, 
vol.  II.  pt.  2.  1905)  und  der  "  Neue  Forficuliden  Japans  "  (Trans.  Sapporo  n.  h.  s. 
vol. I.  pt.  1905-1906)  habe  ich  8  neue  und  5  bekannt ト' orficuliden,  in  der  "  Blat- 
tiden  Japao6 "  (Annot.  Zool.  Jap.  vol.  VI.  pt.  1.  1906)  6  neue  und  7  bekannt 
Blattiden  veröiTentlicht. 

Da  ich  seitdem  5  neue  Forficuliden  und  3  neue  so  wie  auch  2  bekannte 
Blattiden  gefunden  habe,  möchte  ich  hier  diese  Diagnosen  bdcannt  machen. 

Vo«  diesen  neuen  Arten  habe  ich  2  neue  Gattungen,  nämlich  Kurokia  und 
Mesolabia  begründet,  von  denen  die  erstere  den  Blattiden  und  die  zweite  den 
Forficuliden  gehört. 

Kehn,  ki seiner  "  Studies  of  Old  Wold  Forficulids  or  Earwigs  and  Blattids 
or  Cocbroachcs "  an  gab,  dass  die  Art  Periplaneta  pailipalpis  Serv.  in  Kioto 
(Japan)  zu  Hause  sein,  diese  Art  habe  ich  jedoch  nicht  in  Japan  gefunden,  sondern 
nur  aus  Formosa. 

Dr.  A.  Fritze  erwähnt  in  seiner  "  Die  Fauna  der  Uukiu-Insel  Okinawa 
•'  Paratropa  histrio  Saou.  und  Phyllodromia  adspersic^llis  SltöL  als  Japanische 
Arten,  diese  ist  mir  jedoch  ganz  unbekannt. 

Diese  wertvollen  Materialien  gehören  grösstenthcils  zu  der  Sammlung  von 
Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumurft)  mit  seiner  Krlaubniss  habe  ich  mich  unter  seiner 
freundlichsten  Leitung  sie  eingehend  cu  studieren  beschädigt,  gestatte  ich  mir  hier 
«nit  meinea  herrlichen  Dank  auszusprecheB. 
(T«kns.  Sap.  Nat.  Hist.  Soc.  Vol.  I.  Part  2]. 
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I.   Gatt.  Phyllodromia  Serv. 

ト         2  '  Nciic  Arten  : 

1 . P.  nigripronota  n.  sp. 

Körper  klein.  Kopf  herzförmig,  schwärzlich  gelb.  Scheitel  gelb.  Netzaugen 
braun".  P.ujikt う ugen  lochförmig,  blassgelb.  Fühler  fein  borstenförmig,  kürzer  als 
die  Körperlänge,  braun :  Glied  i. lang,  walzenförmig;  die  übrigen  fadenförmig. 
Pronotum  halbkreisförmig,  schwarz,  mit  gelbbraunem  oder  gelbem  Rande,  seitens 
in  der  Mitte  mit  einer  braunen  Längslinie.  V'ordcrflügel  mässig  lang,  schmutzig- 
gelb  ； Radialadcr  entsendet  nach  dem  Flügclrand  zahlreiche  Nebenadern  ；  auf  der 
Hinterseite  nur  eine,  welche  ungefähr  in  die  Richtung  der  Kadialadcr  selber  fällt  ； 
Radialadcr  nicht  mit  der  vorderen  Ulnaradcr  am  Uründc  verschmolzen.  Hinter- 
flüerel  durchscheinend,  alle  Adern  schwärzer.  Hinterleib  oben  gläzend  schwarz, 
mit  gelbem  Seitcnrantlc,  unten  schmutzig  schwarz  mit  gelbem  Scitcnrande.  Hintcr- 
lcibsegmenten  mit  je  einem  gelbem  Hintenrandc.  Hinterleib  des  Männchens  lang, 
das  des  Weibchens  breiter,  aber  kürzer,  licinc  mässig  lang,  schmutzig  gelb; 
Schenkel  zusammengedrückt,  ein  wenig  stachelig  ；  Schienen  so  lang  wie  der 
Schenkel,  mit  zahlreichen  Stacheln  ；  Tarsen  kürzer  als  die  Schienen,  das  Glteil  i. 
sehr  lang,  das  letzte  mit  sehr  kleinen  Knillcn  und  grossen  Haftlapj)cn.  Cerci  und 
Griffel  ziemlich  kürz,  gelblich. 


7  Exemplare  (2  ^  2.2  und  3  Larb.)  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S. 
MatSUmara  und  T.  Eawakami  aus  Kormosa  (Juli  un<l  Oktober). 
Trivial  name  :  Seguro-gokiburi. 

2.    P.  litnata  n.  8p. 

Körper  sehr  klein.  Kopf  gross  und  dick,  schwarzbraun  ；  Scheitelgclb. 
Netzaugen  schwarzbraun.  Punktaugen  lochförmig,  dunkel. 1 'Uhler  fein  borsten- 
förmig, し' in  wenig  kürzer  als  die  Körper  länge,  braun  :  Glied 1. lang,  walzenförmig  ； 


Pronotumsiangc  : 
Pronotumsbrcitc  : 
Vorderflügellänge 
Hinterlei bslänge  : 
H  inter  Icibsbreitc : 
l^ühlcrlängc  : 


Kör  per  länge : 


Cercislänge : 


'S*  9.1 -10.  tum. ； 
^  2.5-2.6  mm. ； 
^  4.0-4.1  inm. ； 
^  8.0  9.5  mm. ； 
'S"  5-0-5.5  mm. ； 
^  4.0-5.0  mm. ； 
》 u.  ？  8.o  nim 
^  11.  $  1.2  in  m 


孚 9.0-9.5  mm. 

？  2.o-2.i  mm. 

？  3-5-3-2  mm. 

9  7.O-8. 1  mm. 

？  4.8—5.2  mm. 
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die  übrigen  fadenförmig.  Pronotum  halbkreisförmig  braungelb,  mit  2  schwarzen 
breiten  Längsbänden.  Färbung  und  Geäderung  des  Flügels  ganz  ähnlich  P. 
nigripronota,  Hinterleib  ähnlich  P.  nigripronota,  aber  oben  und  unten  glänzend 
schwarz,  mit  gelbem  Scitcnrandc.  Beine  lang  und  dick,  gelblich.  Cerci  und 
Griffel  mässig  lang,  gelblich  schwarz.  Vorderflügel  ein  wenig  länger  als  die  Ver- 
längerung des  Hinterleibs. 

Körperlänge:  ^  7.8  mm.  ；  ^  8.1  mm. 

Pronotumslüngc  :  ^  1.9  mm.  ；  ^  2.0  mm. 

Pronotumsbrcitc  ：  罕 3.2  mm.  ；  ^  3.3  mm. 

Vorderflügcllänge  :         ^  5.8  mm.  ；  7.0  mm. 

Hintcrlcibslänge  :  $  4.3  mm.  ；  ^  4-5  mm. 

Hinterlcibsbrcitc  :  $  3.7  mm.;  3.1  mm. 

Fühlcrlängc  :  《 u.  $  6.8  mm. 

Ccrcislänge  :  ^  u.  ^  1.2  mm. 

Nur  2  Exemplare  (1  $  und 1 お in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  B.  Matra- 
mum  aus  Formosa  (Juni). 

Trivialname :  Himc-gokiburi. 


II.   (iatt.  Epiiampra  Barm. 

\    Neue  Art : 
F.formosana  n.  8p. 

Körper  lang,  schmutziggclb.  Kopf  mässig  gross,  dick  und  breit,  von  Pro- 
notum ganz  nicht  bedeckt.  Stirn  convex,  braun  ；  Netzaugen  auf  dem  Scheitel 
genähert,  braun  ；  Punktaugen  schwarz.  Fühler  ein  wenig  kürzer  als  der  Hinter- 
leib, schwärzlich  braun,  borst enförmig  ；  Glied  1.  gross  und  lang,  schmutziggelb. 
Kiefertaster  sehr  lang,  gelbbraun,  das  letzte  Glied  spindelförmig,  schwärzlich  grau, 
so  lang  als  das  vorletzte,  Glied  1.  kürz,  braun.  Pronotum  etwas  rautenförmig, 
bräunlichgelb,  zerstreut  schwärzlich  punktiert,  auf  der  Scheibe  mit  4  kleinen 
runden  Verfiefungcn  in  der  Mitte,  am  Hinterrande  in  der  Mitte  mit  stumpfen 
Winkel.  Färbung  und  Geäderung  des  Flügels  ähnlich  E.  guttigera  Shirab. 
Hintcrlieb  flach :  beim  Weibchen  kürz  und  breit  beim  Männchen  ein  wenig  lang. 
Afterdecke  :  beim  Weibchen  halbkreisförmig  ；  beim  Männchen  trapezförmig.  Beine 
schlank  und  lang,  gclblichbraun  :  Schenkel  zusammen じ drückt,  schlank,  an  der 
Innenseite  mit  kleinen  Stacheln  :  Schienen  stark  stachelig,  lilngcr  als  der  Schenkel ； 
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Tarsen  kürzer  als  die  Schienen,  Glied  f.  so  lang  als  die  folgenden  Gliedcn,  letzte 
Glied  mit  2  kleinen  krallen  und  einem  Haftlappcn.    Cerci  kürz,  bräunlich  gelb. 


Körperlänge  : 

公 

26,o  mm. 

20-0  mm. 

Pronotumslänge : 

公 

5-9 

mm. 

5.5 

mm. 

Pronotumsbreite : 

7-5 

mm. 

mm. 

Vorderflügcl länge  : 

25.8 

mm. 

、 罕 

24'o 

mm, 

Hintcrlcibslängc : 

タ 

14.0 

mm. 

1 I.I 

mm. 

Hinterleibsbrcitc  : 

公 

8.5 

mm. ； 

9.0 

mm. 

Fühlerlänge  : 

22.1 

mm. 

孚 

21.7 

mm. 

Cersislänge  : 

公 

2.0 

mm. , 

3-0 

mm. 

Nur  2  Exemplare  (1 タ und  1  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  8.  Matsu- 
mura  aus  Formosa  (Juli). 

Trivial  name :  Ko-uiadara-gokiburi. 


HI.  (;att.  Periplaneta  Burm. 

1    Art : 

P.  pallipalpis  Serv. 

Serville  (Kakvrlac  pallipalpis) :    1S39,  p.  71. 
De  Haan  ：    Bizdrag.,  p.  49. 
Brunner:    1 865,  Syst.  Blatt.,  p.  238. 

》 Körper  kastanienbraun.  Kopf  konvex,  herzförmig  ；  Stirn  dunkelbraun, 
l'unktaugen  lochförmiß,  gelb  ；  Nctzaugcn  braun.  Fühler  borstenförmig,  länger  als 
die  Körpcrlätige,  gelbraun.  Kiefertastcr  sehr  lang,  gelblich.  Pronotum  etwas 
halbkreisförmig,  konvex,  cinfärbig  kastanienbraun,  glänzend.  Vorderflügcl  länger 
als  die  Verlängerung  des  Hinterleibs,  pergamentartig  ；  alle  Adern  deutlich,  aber 
U Inalader  undeutlich.  H inter flügel  hellbraun,  das  Vorderfekl  ein  wenig  grösser 
als  das  Hinterfcld,  häutig,  mit  deutlichen  Langsadorn,  gleich  lang  wie  Vorder- 
flügcl. Hinterleib  lang,  das  letzte  liauchscgment  ein  wenig  gewölbt,  mit  den  sehr 
schmalen  kurzen  Griffeln,  daneben  mit  eben  so  langen  schwert-formigen  Cerci 
verschen  ；  das  letzte  Rückcnscgmcut  kaum  liingt-r  als  breit,  etwas  häutig,  welches 
am  Hinterrande  abgeschnitten,  fast  quadratisch.  Heine  sehr  lang  und  schlank, 
kastanienbraun  ；  die  Schenkel  zusammengedrückt,  an  der  innen  Kante  des  Untcr- 
scites  stachelig  ；  Schienen  stark  stachelig  ；  Tarsen  kürzer  als  die  Schienen,  das 
let/.tc  Tarsciiglictl  mit  schmalen  krallen  und  sehr  kleinen  I  Iaftl.ippcn. 
Körpcrliitific  :  ^  25.0  mm. 
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Pronotumslängc  :  》 6.9  mm. 

Pronotumsbreite  :  *J»    7.2  mm. 

Hinterleibslänge  :  ^  13.0  mm. 

】 {intcrleibsbreite  :  ^    8.1  mm. 

Vorderflügellänge  :         ^  23.0  mm. 

Cercislänge :  》 4.1  mm. 

Fühler は nge  :  ^  33-0  mm. 

Nur  ein  Exemplare ゆ) in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Matsumum  aus 
Formosa  (Juli). 

Trivialname :  Usu-iro-gokiburi. 

Sonstige  Fundorten  :    Java,  Padang,  Nouvclle  Hollande. 


VI.   Gatt.  Chorisoneura  Brun. 
Brauner:    1865,  Syst.  Blatt.,  p.  255, 1'ig.  26, 

l Art: 
C.  flavoantennata  Brun. 
Brunner:    1865,  Syst.  Blatt.,  p.  257. 

Bnrmeister  ：    1839,  Handb.  Ent.,  II,  p.  497.  {Blatta  Hterata  klg)  ？ 
De  Saussnre :    1862,  Rev.  et  Mag.  de  Zool., p.  167.  {Blatta  gracilis)  f 

Körper  massig  lang,  kupfergclb.  Kopf  jjross  und  flatt,  fast  dreieck- 
förmig,  vom  Pronotum  jjanz  nicht  bedeckt.  Netzaugen  auf  dem  Scheitel  nicht 
genähert,  schwarz.  Fühler  ein  wenig  kürzer  als  die  Körperlänge,  gelblich,  faden- 
förmig. Kiefertastcr  mittclangc  ；  das  letzte,  Glied  spindelförmig,  länger  als  das 
vorletzte,  gelbraun  ；  das  Glied  r.  sehr  kurz,  hellgelb.  Pronotum  etwas  halbkreis- 
förmig, kupfer braun,  in  der  Mitte  ein  wenig  heller,  mit  durchscheinbaren  breiten 
Seitcnrande.  Vordcrflügcl  mässig  lang,  gelbbraun  ；  alle  Adern  weisslich,  aber 
Radial-  und  Uln.irader  braun,  Analader  und  Axillaradern  scheinbar,  Scapularader 
vielästig.  I  linterflügcl  Schwärzlich  gelb,  mit  der  Apicalflächc  (campo  apicali). 
Die  beiden  Flügeln  mit  deutlichen  Längs-  und  Queradern.  Hinterleib  flach. 
Ccrci  mässig  lang,  hellgelb.  Afterdecke  gmss,  halbkreisförmig.  Beine  hellgelb  ； 
Schenkel  zusammengedrückt,  ohne  Stachel,  Scheinen  stachelig,  so  lang  als  der 
Schenkel ； Tarsen  halb  so  lang  wie  die  Schienen,  Glid  1.  so  lang  als  die  folgenden 
Gliedern,  das  letzte  mit  dunkelen  zwei  krallen  und  etwas  grossen  Haftlappen. 
Körperlänge  :  *^  8.3  mm. 

Pronotumslängc  -J»  2.5  mm. 
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l'ronotitmsbrcitc  ：  .3.2  mm. 

hinterleibslängc  ：  $.1  mm. 

Hinterlcibsbrcitc  ：  3.8  mm. 

Vorderflügel  länge  ：  7.5  mm. 

Ccrcislängc :  o.8  mm. 

Fühlerlänge  ：  8.1  mm. 
Nur  ein  Exemplare  (^»)  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  8.  Matsiuniira  aus 
Formosa  (Juli). 

Trivialnamc :  Usu-doiro-gokibnri. 
Sonstige  Fundort :  Brasilen. 


V.   Gatt.  Kurokia  n.  g. 

Type  :    Kurokia  nigra  n.  sp. 

Körper  sehr  flach,  oval,  oben  konvex,  unten  koncav,  aber  an  dem  Hinterteile 
ziemlich  konvex.  Kopf  klein,  herzförmig,  ohne  Punktaugen.  Fühler  sehr  kurz, 
kaum  halb  so  lang  als  der  Leib,  borstenförmig  ；  Glied  1.  gross  und  lang,  kugel- 
förmig ； das  2.  klein  ；  das  3. länger  und  schmäler  als  das  1.，  walzenförmig.  Mund- 
theile  ohne  Auszeichuung,  nur  die  beiden  letzten  Kiefcrtastergl iedem  etwas  dicker  ； 
das  Kaustück  kurz.  Pronotum  gross,  halbkreisförmig,  mit  feiner  nach  oben 
aufgeworfener  Seitenrand  Randleiste.  Vorderflügel  und  Hinterflügel  beim  beiden 
Geschnechtcrn  ganz  fehlend.  Beine  mittellang,  zusammengedrückt  ；  die  Schenkel 
stachellos,  so  lang  als  die  Schienen,  doch  ziemlich  breit  ；  Schienen  stark  4-kantig, 
kurz,  stachelig.  Tarsen  so  lang  als  die  Schienen  ；  das  Glied  i.  kürzer  als  die 
übrigen  ；  das  letzte  ein  wenig  gross,  so  lang  als  die  zwei  vorletzte,  mit  2  kleinen 
krallen  und  ziemlich  grossen  Haftlappen.  Hinterleib  so  lang  als  die  3  Brustrin- 
gen, fast  rundförmig.  Lamia  subgcnitalis :  beim  Weibchen  sehr  klein,  halbkreis- 
förmig, vom  letzten  Abdonialsternit  ganz  bedeckend  ；  beim  Männchen  gross,  fast 
dreieckförmig  konvex.  Lamia  supranalis  :  beim  Männchen  ein  wenig  konvex, 
ziemlich  breiter  als  die  Länge  ；  beim  Weibchen  fast  platt,  breiter  als  die  Länge. 

Ccrci  sehr  klein,  fast  blumcnknospförmig. 

'  I 

I    Neue  Art  : 
K.  nigra  n.  sp. 

Glänzend  schwarz,  haarlos.  Kopf  gläzend  schwarz  ；  Nctzaugcn  gelblich. 
Fühler  gelbbraun.    Kiefertaster  braun  ；  Oberlippe  mit  einem  gelblichen  Quer- 
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bände.  Schenkel  und  Schienen  glänzend  schwarz.  Tarsen  gelblichbraun  ；  das 
letzte  Glied  braun,  mit  ziemlich  dunkleren  Haftlappen.    Ccrci  schwach,  behaart. 


KörncrliinP'c : 

mm. ： 

•        /     *1暴 暴 1 暴 *  y 

+ 

12 ズ mm. 

Pronotumsläncc ; 

な 
o 

1.6  mm. ； 

个 

%m  S  ri^  TT] . 

Pronotumsbreite  •• 

公 

o 

u.Ä  rnni. \ 

9 
十 

6.5  mm. 

Mcsonotumslänge  ; 

公 

o 

1.7  rnm. ； 

十 

置 .1 mm. 

Me^onotumsbreite  : 

含 

o 

7» 1 mm. ； 

十 

7.0  mm. 

IVTi^t i tk  »t  1  im  t: 1 'i  nc/*  • 

丄， li-ldllLltUll 凰 dldllgt  • 

0 

重 a  rnm 

p 
キ 

1 *\J 11X111* 

Metanotumsbreite : 

6.9  mm. ； 

6.6  mm. 

Hintcrlcibslänge : 

公 

8.o  mm. ； 

6.5  mm. 

Hinterlcibsbreitc  : 

公 

7.2  mm. ； 

6*4  mm* 

Fuhlerlänge  : 

公 

6.o  mm. ； 

6.2  mm. 

Cercislängc : 

公 

o.4  mm. ； 

0  25  mm. 

Hinterschcnkcllänge  : 

3.o  mm. ； 

3.0  mm. 

Hinterschienenlängc  : 

2.5  mm. ； 

2.5  mm. 

Hintertarscnlängc : 

公 

2.2  mm. ； 

2.2  mm. 

Nur  zwei  Exemplare  (1  ^  und  1        in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S. 
Matsumura  aus  Formosa  (Juli). 

Trivialname :  Mar2t-gokiburi. 

Neue  Forbiculidcn. 
I.  Gatt.  Labidurodes  Borm. 

2    Neue  Arten  : 

1 . L.  Okinawaensis  n.  8p. 

Form  und  allgemeine  Färbung  wie  bei  L.  formosanus  Shirakl,  aber  Flügcl- 
schuppe  fehlend.  Kopf  rötlich  hellbraun.  Das  letzte  Abdominaltcrgit :  beim 
Männchen  quadratisch,  am  Hinterrand  stachelig  ；  beim  Weibchen  nach  hinten  sehr 
schwach  schälert,  nicht  stachelig.  Zangenarmc  wenig  und  regelmässig  gebogen 
bis  zu  den  sich  berührenden  oder  sich  kreuzenden  Spitzen  ；  beim  Männchen  mit  2 
Zähnchen  ；  beim  Weibchen  schwach  gczähnelt.  Grösser  als  die  L.  formosanus 
ShiraM. 

Köri>crlängc  : 
Pronotumslängc  : 
Pronotumsbreite  : 
Flügeldecken ほ ngc 
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^  9.9-10.0  mm. ； 
》 1.3-1. S  mm. ； 
》 1.1-1.2  mm. ； 
^  2.0-2.1  mm. ； 


ネ 8.5-8.7  mm. 

g  1,5-1,8  mm. 
% 1.2-1.3  mm. 
罕 2.3-2.8  mm. 


ゆ 


素 木 一 B* 


FKigeldeckenbrcite  ： タ 0.6-0.7  mm.  ；  $  0.8-0.95  mm. 

Hintcrleibslänge  ：          ^  4  5-5  0  mm.  ；  $  6.5-7  0  mm. 

Hinterleibsbrcite  ：           ^ 1.8-2.  ！  mm.  ；  ？  2.3-2.5  mm. 

Fühlerlänge  ：                 -J»  8.3  mm.  ；  g  8.0  mm.  (？) 

Zangcnlängc  ：                    3  » 一 3,5  mm.  ；  $  3-5-4-4  mm - 

4  Kxemplare  (2  •$»  und  2 ギ) m  der  Sammlung  von  Ii errn  T .  kuroi wa  aus 
Okinawa  (Mai). 

Trivial  name  :  Okmawa-hasamimushi. 

2.    L.  singularis  n.  sp. 

Form  und  Fäibung  wie  bei  L.  nigritus  Shiraki,  aber  Pygidium  sehr  scharf  und 
lanzigfbrmig.    Köper  kleiner  als  die  L.  nigritus. 


Körperlänge : 

公 

9.0-9.3  mm. ； 

ネ 

7.8  mm. 

Pronotumslängc  : 

1.8  mm. ； 

1.3  mm. 

Pronotumsbreitc : 

i.j  mm. ； 

1.4  mm. 

ト Kigeldeckenlänge  : 

2.3—2.5  mm. ； 

2  4  mm. 

Flügeldeckenbreitc  : 

令 

i  .2  mm. 

1.0  mtn. 

Hinterleibslänge  ； 

4.3-4.5  mm. ； 

3.5  mm. 

Hinterleibsbreite; 

令 

2.5—2.6  mm. ； 

2. 1  inm. 

Fühlcrlänge : 

5.8  mm. ； 

4.0  mm. 

Zangcnlängc : 

'S"  6.3-6.6  mm. ； 

5.0  mm. 

3  Exemplare  (2 タ 1  ？ )  in  der  Sammlung  von  Herr"  M.  Ishida  aus 
Sapporo. 

1 nvialname  :  Gi-kuro-hasamimushi. 


II  Gatt.  Forficura  L. 

I    Neue  Art : 
F.  rufieeps  n.  sp. 

Körper  schwach,  lang  und  konvex,  glänzed  kastanienbraun.  Kopf  herz- 
förmig, nicht  länger  als  breit,  glänzend  kastanienbraun.  Fühler  !2-gliedrig,  braun  ； 
das  Glied 1. keulenförmig,  hellbraun  ；  das  2.  klein,  kaum  länger  als  breit,  hell- 
braun ； 3-  walzenförmig,  ziemlich  lang  ；  4.  kleiner  als  d.is  halb  3.  ；  und  6. langsam 
wachsend,  länglich  ；  die  übrigen  walzenförmig,  allmählich  schlanker  und  länger 
werdend.  Pronotum  ein  wenig  schmäler  als  der  Kopf,  hellbraun.  Flügeldecken 
strohgelb,  an  den  Naht  der  Flügeldecken  und  Schuppen  und  an  dem  Seiten  der 
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Fliigcldcc ken  schwarzbraun.  Beine  von  jfnässigcr  Länge,  schmutzi^jelb  ；  Schenkel 
seitlich  abgeplattet,  ein  wenig  breit  ；  Schienen  fast  ebenso  lang  wie  der  Schenkel ； 
Tarsen  mit  langem  und  dünnen  1  Glied  und  dem  3.  ；  das  letztere  etwas  kürzer  als 
das  erstere,  2.  klein,  herzförmig  verbreitert.  Abdomen  lang,  mit  vier  deutlichen, 
höckerförmigen  Seitcnfaltcn.  Letztes  Abdominaltcrgit :  beim  Männchen  rechtwin- 
kelig, an  dem  Hinterrand  mit  zwei  KroirfTörmigen  Falten  ；  beim  Weibchen  nach 
hinten  schwach  verschmälert,  nicht  bewerbt.  Vorletztes  Stern  it  mit  halbkreis- 
förmigen Hinterrand  ；  das  letzte  beim  Männchen  zum  grössten  Teil,  beim  Weibchen 
ganz  bedeckend.  Zanßenarmc  :  beim  Männchen  an  der  Basis  fast  ganz  zusammen- 
liegend, gewohnlich  verbreitert,  platt,  mit  gezähncltcm  Innenrande,  dann  regel- 
mässig gebogen  ；  beim  Weibchen  leicht  gebogen,  fast  vollständig  zusammenliegend, 
wenig  gebogen  bis  zu  den  sich  kreuzenden  Spitzen.  Pygidium  sehr  klein  ；  beim 
Männchen  halbkreisförmig  ；  beim  Weibchen  quadratisch. 


Körper  lange  : 

《 »o.o-i 1.0  mm. ； 

8.0-8.2  mm. 

Pronotumslänge  : 

'S"  1 .0- 1 .  i  mm. ； 

0.0-1.0  mm. 

Pronotumsbrcitc  : 

^  1.1-1.2  mm. ； 

i.o-i.2  mm. 

Flügcldcckcnliingc  : 

タ 2.5  mm. ； 

罕 

2.1  mm. 

Flügeldeckenbreite : 

^  0.8-0.9  mm. ； 

0.8  mm. 

Hintcrleibslängc  : 

^  5-0-5-3  mm. ； 

4.1 mm. 

Hinterleibsbrcite  : 

^ 1.8-2.0  mm. ； 

1.5-17  mm. 

Fühlcrlüngc  : 

^  5.5  mm. ； 

5.5  mm. 

ZangcnlUnge  : 

^  3.5-6.0  mm. ； 

2.3  mm. 

4  Kxcmplarc  (2 《 untl 2  ^)  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Matsuinura 

aus  Formosa  (Juli,  August). 

Trivialnamc :  Kasshoktt-hasamitttHshi. 


III.   Gatt.  Apterygida  Westw. 

3    Neue  Arten  : 
!.    A.  acris  n.  sp. 

^  Körper  schlank,  glänzend  braun,  unbehaart.  Kopf  herzförmig,  ziemlich 
gewölbt,  ungeföhr  so  laut;  wie  breit,  kupferfürbig,  mit  den  Schwarzen  Augen. 
Fühler  1 3-^'liedrig,  schwarz  braun  :  das  Glied  1. lanKkculcnförmig  ；  das  2.  klein, 
kaum  länger  als  breit  ；  3.  walzenförmig,  ziemlich  lang;  4.  fast  gleich  lang  als  das 
3.  ；  die  übrigen  walzcnfiirmig;  10" 1 !.  und  13,  braun  ；  an  tier  Basis  der 10.  und  1 1. 
heller.    Pronotum  schmäler  als  der  Kopf,  in  der  Mitte  mit  einem  Querstriche, 
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seitciirand  hellgelb.  Flügeldecke  und  Flügelschuppc  kupferfarbig,  mit  sclnväz- 
lich  braunem  Nahtbande.  Beine  schwarzlich  braun.  Seitenrand  des  Abdomens 
fast  parallel.  Zangenarme  leicht  gebogen,  fast  vollständig  zusammenliegend,  von 
der  Basis  bis  zur  scharfen  Spitze  an  Dicke  abnehmend,  schwärzlichbraun. 
Pygidium  klein,  quadratisch. 


Körperlänge  : 

io.o  mm. 

Pronotumslängc : 

孚 

1.2 

mm. 

. Pronotumsbrcitc  : 

min. 

Flügcldeckenlängc: 

2-5 

mm. 

Flügeldeckcnbrcitc  : 

1.2 

mm. 

Hintcrlcibslänge  : 

ei 

mm. 

Hinterleibsbreitc  : 

1.7 

mm. 

Fühlcrlängc  •• 

8.1 

mm. 

Zangcnlänfjc  : 

5.1 

mm. 

Nur  ein  Exemplare  (ネ) in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Matsumura  aus 
Formosa  (Juli). 

Tri  via 1 name :    Doga  ne-hasamimushi. 

2.    A.flavocapitata  n.  sp. 

'S"  Körper  schlank,  langgestreckt,  glänzend  schwärzlich  kastanien  braun, 
unbehaart.  Kopf  herzförmig,  ziemlich  gewölbt,  ungefähr  so  lang  wie  breit,  gelb. 
Augen  schwarz  ；  Mundthcil  schwarzbraun.  Fühler  12-glicdrig,  schwärzlichbraun  : 
das  Glied  1.  keulenförmig;  das  2.  klein,  kaunilängcr  als  breit  ；  3.  walzenförmig, 
ziemlich  lang  ；  4.  fast  gleich  lang  das  3.  ；  die  übrigen  w  alzenförmig.  Pronotum 
schmäler  als  der  Kopf,  mit  dem  halbkreisförmigen  Hintcrrandc  und  einer  V- 
förmigen  Mittclvcrticfung,  Seitenrand  hellgelb.  Flügeldecke  schmal  und  lang, 
sclimutzigbraun  ；  Fl ügcl sc h u ppc  schwärzlich  kastanienbraun,  mit  einem  grossen 
gelben  Flecke  versehen.  Beine  von  massiger  Länge  ；  Schenkel  ein  woiig  ver- 
breitert ； Schienen  fast  ebenso  lang  wie  der  Schenkel ； Tarsen  mit  langem,  aunnetn 
1.  und  3.  Glied,  das  letztere  etwas  kürzen  als  das  erstre,  2.  Glied  herzförmig  mit 
deutlichen  Scitcnlappcn.  Hinterteil  der  Schienen  und  der  Tarsen  hellbraun. 
Hinterleib  parallclseitig,  mit  vierd  cutlichcn.  höckerförmigen  Seitenfalten  ； letztes 
Abdominaltcrgit  fast  quadratisch,  an  dem  I  linterrand  mit  zwei  kleinen  kropf- 
förmiKcn  Falten  ；  vorletztes  Stcrnit  mit  halbkreisförmigen  behaarten  Hinterrande, 
das  letzte  zum  grössten  Teil  bedeckend.  Zangcnarmc  stehen  an  der  Basis  ausein- 
ander, dreikantig,  oben  mit  kleinem  Hasalhöcker  uiul  bis  zum  Kndc  des  1.  vicrtcls, 
w  o  ein  klein,  schief  nach  innen  und  schief  nach  oben  gerichteter  Stachel  steht, 
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regelmässig  gebogen  bis  zu  den  sich  kreuzenden  Spitzen.  Pygidium  halbkreis- 
förmig, behaart. 


!Cöri>f»rUinfT<»  • 

J、 リ 1 l ん I  Jul l^v.  • 

^  13.0  mm. 

Pronotumslängc : 

公 

1.5  mm. 

Pronotumsbreitc : 

1.4  mm. 

Flügeldecken ほ nge  : 

3.1  mm. 

Fliifjcldcckenbrcitc  : 

1.2  mm. 

Hinterleibs は nge  : 

7.0  mm. 

I  linrcrlcibsbrcite : 

公 

2.0  mm. 

Fühler  länge  : 

公 

8.0  mm. 

Zangcnlilngc  : 

10.0  mm. 

N'ur  ein  Exemplare  ('S")  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  S.  Matsumnra  aus 
Formosa  (August). 

Trivialname :  Ki-ii<is/üra-h<isatnimus/ii. 

3.    A.  crinitata  n.  sp. 

Körper  konvex,  schwarz,  behaart.  Kopf  schwarzbraun.  Kühler  1 3- 
gliedrig,  schwarzbraun  ；  das  Glied  1.  gross  und  dreikantig  ；  das  2.  klein  ；  3.  walzen- 
förmig, ziemlich  lang  ；  die  übrigen  walzenförmig  ；  das  11.  und  das  12.  blassbraun, 
l'ronotum  kaum  schmäler  als  der  Kopf,  mit  den  braunen  Seiten-  und  Hintcrrandc. 
Flügeldecke  schwarzbraun,  mit  braunen  Scitcnrandc.  Flügelschuppe  glänzend 
schwarz,  mit  gelbbraunem  Knde.  Schenkel  schwarzbraun  ；  Schienen  und  Tarsen 
gelbbraun.  Hinterleib  hinten  verbreitert,  mit  vier  deutlichen  höckerförmigen 
Scitcnfalten  ；  letztes  Abdominaltcr^it  fast  quadratisch,  fast  glatt  ；  vorletztes  Sternit 
mit  halbkreisförmigem ト linterran(k ヽ das  letzte  zum  grössten  Teil  bedeckend. 
Zangenarme  stehen  an  der  Basis  auseinander,  hin  und  her  gebogen,  mit  schwachen 
Krümmungen,  Innenrand  von  der  Basis  bis  zu  einem  sehr  scharfen,  zähnchen- 
förmigen,  ungefähr  in  der  Mitte  sitzenden  Dorn,  ein  wenig  deutlich  gekerbt,  Kreuz- 
ung vor  den  Spitzen,  nach  tier  Basis  von  der  Mitte  an  dem  Innenrand  mit  zwei  st'lir 
kleinen  Zähncbcn.    Pygidium  fast  spitzig. 


Körperlänge  : 

1 1.0 

mm. 

l'ronotumslän^c  : 

匁 

1.6 

mm. 

l'ronotumsbrcitc  : 

mm. 

Flügcldcckenlän^c  : 

3.0  mm. 

Flügeldec  kenbreite : 

公 

mm. 

Hintcrlcibslängc : 

公 

46 

mm. 

Hinterlcibsbreitc  : 

2.6 

mm. 
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rübler  länge  ：  $    8.2  mm. 

Z«ingenlän£?c  :  'S*    /.o  mm. 

Nur  ein  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herrn  Dr.  8.  Hatsumara  aus 
Formosa  (August). 

Trivialnamc :  Kc-hasamimushi. 

VI.  Gatt.  Mesolabia  n.  g. 

Type  :    M.  mitakaensis  n.  8p. 

Unterscheidet  sich  von  der  sehr  ähnlichen  Gattung  Labia  nur  durch  das 
weniger  gerundete  Vorlctztabdominalsternit,  den  freien  Letztcssternit,  das  sehr 
Kletnung  der  3.  und  4.  Antennalgliedern  und  durch  die  wie  bei  Pygitiicrana 
geformte  Scutcllum. 

Nur  in  weiblichen  Geschlecht  bekannt  ！ 

Körper  konvex.  Kopf  ziemlich  konvex,  länger  als  breit.  Fühler  über  8(?)- 
glicdrig  ；  das  Glied  1. lang,  walzenförmig  ；  2.  sehr  klein  ；  3.  kleiner  als  das  2. ； 小 
sehr  kleiner  als  das  3.  ；  die  übrigen  kegelförmig,  regelmässig  sich  verlängernd. 
Pronotum  ziemlich  schmäler  als  die  Kopfsbrcitc.  Flügeldecken  vollkommen  ent- 
wickelt ； Flügclschuppe  fehlend.  Beine  mittel  lang  und  schmal  ；  das  Tarsalglied 
I. länger  als  das  3.  ；  2.  walzeniormig,  sehr  klein  ；  3.  sehr  schlank.  Krallcupclottc 
fehlend.  Abdomen  in  der  Mitte  mehroder  weniger  verbreitert  ； letztes  Tcrgit  nach 
hinten  schmal,  mit  sehr  deutlichen  Analsegmenten  ；  vorletztes  Sternit  ein  wenig 
abgerundet,  das  letzte  Sternit  fast  nicht  bedeckend.  Zangenarme  gewöhnlich 
susammcnlicgcnd. 

1    Art : 

AT.  niitakaensis  n.  sp. 

rvorper  glänzend,  schmuteig  gclbbrairn.  ivopf  ein  wenig  behaart,  scbmKtzij^ 
gelb.  Augen  klein,  schwarz.  Fühler  1 2(?>gHedrig,  schmutzig  gelb  :  das  Olied  '. 
lang  ；  2.  sehr  klein  ；  3.  walzcnkegelformig,  lang,  aber  nur  halb  so  breit  wie  das  r. ； 
die  übrigen  kq^clformip,  regelmässig  sich  verlängernd.  Sturn  mit  3  braunen 
Puncktchcn.  Pronotum  schmäler  als  der  Kopf,  st^ea  wenig  behaart,  an  dem 
Vorderteile  mit  4  braunen  u »rege! mässigen  Makeln,  an  dem  Seitenteil  mit  je  einer 
braunen  Linie  und  in  der  Mitte  mit  einer  braunen  Linie  versehen.  Flügeldecke 
vollkommen  entwickelt  ；  Flügetoc huppe  fehlend.  Bekie  gelb.  Abdomen  mässig 
schlank,  glänzend  dunkclgclb,  in  it  schwarzbraunem  Seitenfalten.    Letztes  Ab- 


Digitized  by  Google 


SHIRAKI  ：  NEUK  F0RFICUL1DEN  UND  I1I.ATTIDEN  JAPANS.  195 


dominaltergit  in  tier  Mitte  mit  2  bruanen  Längsstreifen  und  an  dem  Seiten  mit  je 
einem  Schiefen  braunen  Längsstreife.  Zangenarme  sehr  schmal  und  klein,  zuletzt 
mässig  nach  innen  gebogen,  hcllgclbbraun.  Pypidium  sehr  klein,  mit  ziemlichen 
schafen  Spitze  heHbraun. 


Körperlänge : 

9.5  mm. 

Pronotumslängc : 

* 

1.5  mm. 

Pronotumsbreitc : 

1.2  mm. 

Flügeldecken ほ ngc : 

1.6  mm. 

Flügcldeckcnbrcite : 

1.2  mm. 

Hinterleibslänge  : 

5-5  mm. 

Hinterleibsbreitc : 

2.6  mm. 

Fühlerlängc : 

6.0  (？)  mm. 

Zangenlänge : 

3-5  mm- 

Nur  ein  Exemplar は) in  der  Sammlung  von  Herrn  T.  Kawakami  aus  Nütaka 
(Formosa  Oktober). 

1 Tivialname :  Xiitaka-hasamimuski. 

17.  Nov.,  1906. 


搁  要 

今年 Ä 期 我が * もお 愛する Ä の理ゅ Wtfö 衬柽年 先生 嫁 く 台 
« へ 採笫 I： 轼 みら る 其の 探 集 物 中 吾人の 研究 中になる ffl 嫂 科 

及び ö 蛾 料中數 ft の新楝 及び le 知 揮 にして 未だ 本邦に 發見 そられ 

ざ！ > しも の ぉ》 見せ i» 下の 如し 
養 纏 科 

1.  Phyllodromia  nigripronota  n.  sp. せく • ろ ごさぶ 

分布： 台 寿. 

2.  P.  lineata  n.  sp. ひめ ごきぶ も. 

分布： 

3-    Epilampra formosana  n.  sp. こまだら ごさぶ も. 
* 布： 台》. 
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4.  Periplaneata  pallipalpis  Serv.         5 すいろ ごきぶ 

分布： 台灣， じ やば， ば だん. 新 和 

5.  Chorisonenra  üavoantciinata  Brum.        フ すと フぃハ こ' きぶ &  • 

分布： 台灣， ぶら じる- 

6.  Kurokia  (n.  g.)  nigra  D.  sp.         "X る ごき^、  9  • 

分布： 台？^ 
權も安 科 

1 .  Labidurodes  okinawaensis  n.  sp.  きな はは さみ if し' 

分^ f|j  : 沖 

2.  L.  sittgularis  n.  sp. ぎくろ はさみむし- 

分布： 札幌. 

此の 種 は ん. nigritus  ShiraJri と 全く 同一 物と して 今日 迄で 之れ を 
分類し S きたる が 此の度一 層 深き 軒究を 行へ る處全 く 別種な る 事 
IT 兌 出したり 之れ 石 田昌人 氏の 採集 物 中よ も 三 毪を》 兌せ るを以 
て 明白と な b たれ. ば 此の 處は 新權と し て « 表せるな も 

3-    Forficura  ruficeps  n.  sp. かっしょく はさみむし- 
分^ J  :    cJ  f^- 

4.  A ptcryguia  <eris  n.  Bp. とう； 0» ねは^み LT し- 

分布： 台 》•  " ' 

5.  A.flavocapitata  n.  8p. きがしら はさみ む し- 

分布： 台 》. 

6.  A.  crinitata  n.  sp. け はさみむし. 

分布： 台 》. 

7.  Mi-solabia  nütakaensis  n.  sp. にい たかは さみむ し- 

分布： 台醐新 ffi 山；. 

此の 揷は河 上': JS 哉 氏の 採集に か ゝるも のな い ： 


礼^^ ゆ 校 a 虫^ it  室 は 於て- 
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岡 本 半次郞 


ON  THE  PROCIDiC  OF  JAPAN. 

BY 

II.  OKAMOTO. 


本邦 產 茶柱 患に 就き て 邦人の 研究せ る もの ある ir 聞かざる と 

同時に 外人の 之れ が調奄 に從^ せる 者 亦 極めて 稀な り。 而 して 余 

の 知れる « 鬭內に 於て は一 千 八 百 八 十 二 年に コルべ 氏が 唯一 即 
ち I) 謂 s  ja^nicus  Kolbe を鈀 載せる のみ 0 然るに 先頃 恩師 松 W 博士 
の «  B] 博物 It 內 コルべ 氏 に 寄 送せ られ たる 標本に 就きて Dr.  G.  En- 
derfein 氏 は 之れ が硏究 を なし 發 表せし もの 四 科九属 十七 Hi あ 60而 

して 此內 十四 種 は 新 ff にして 二  ^は 瞅洲の ものと 同 搏 な bo 九 Ä 
屮ニ屬 は 新^に て 其の 一は 松 村 博- 1： の 名^の Ä めに Matsuimtvaidla 

と 命名せ 6。 

同氏 報吿の 外に 余の 研究に よれば 本邦 產 茶柱 蟲は： U: n. m u た' 

多く 从:^ 名の 知れ ある もの 赏に ii 三^の 多 さに 逮 せり。 尙此 外一 
新甩 並びに 二十 餘 ff の新镩 ある 5： 信ずれ 雖も个 記す る I： 止め 下に 

ti 知噴焱 口の 學名 和名 を 列鈀し 採集 地 及 分布 を 付して n 錄を 調製 
し 本邦 產 茶柱 豳を 鋼杳 せんとす る士 の^^に 供さん とす。 


PsocidfiB. 茶柱 廳科 

第一 囊      Psocus  Latr.  1796. 

i'soan  L'"r'，t","i;  Enderl.  1906. 

ft 名 お ほす LT  t, やれ て （新 f«) 
»  » 地 北 21( 扎 快. 定 山 
本 A(«  JM 


2.  P.  lokyomnt  Enderl.  1906. 
和名 すじち やす： て 〖«  f»> 

本 ß (朿 京. ffiÄ.ff  ftTJd) 

3.  ゾ'. Steph.  1S36. 

Hi 名 かばいろ ちゃれ "c  (*i  m 

[Trans.  Sap.  Nat.  Utst.  Soc.  Vol.  I.  I'art  2.] 
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ffif^it 北海道 (*LW. 定山め 
本 JM 

分 布 歐 お ^ ペイ 

4.  l\japi>tii<us  Kolbe.  1882. 

« 名 ひげな がち やれて （新 稱> 
不明 

5.  P.  obtusus  Hagen.  1858. 

«1 « は-もんち やたて （新 稱） 

ffilfcilt 本 ß (払 

分布 

第二  H     Amphig«rontia  Kolbe. 

18S0. 

6.  Amthi^rotttia  kolbti  Enderl.  1906. 

和名 くろみ やくち やれて （新 
ffl) 

九州 （化兒 ft) 

7.  A.  nuhila  Ender] .  1906. 

m  « お ほひげ ちゃた^  t  »f  m) 

n%ft 北》 道 (定山 ほ) 

お 三 m     Matsumuraiella  Enderl. 

S. .， んん' 請 "■,■〃■.'〃。  rnJioficta  Enderl. W. 
« 名 はぐる 3t ちゃた て （澌ゅぃ 

北海 at ぼ 小 枚 '札 w. お m 
溪） 

本 ft(««.« 車. 叫 7«. 束 *) 
九 《(«  a  &) 

第四 驅 TBBnioetigmaEnderl.  1001. 
9.    'IVniati  ^fM  i"w  Enderl. 1 リ 03. 

«I  « まだら ひげち や f- ズ （新 


分布 m mm m 

(ft  H.  m     Stönopiocu»  Hag.  1S66. 
io.    tiinw/'soais  ,"srr  Enderl.  1906. 

«1 t,       くろほ そちゃた て （新 W) 

. «m*     海 im 札 小 w 

u.  .V.  .xphidifcrmis  Enderl.  1906. 

«I  « ほそち やたて （新 《) 

北 W 进 (札 W.äfö. 定 山溪） 
本 ß (大 山 ^叫 石. 鬥 "1* 京 > 

K 州 (ffi  ft  ft) 

12.  .V  fn^wriif  Enderl.  1906. 

«I 名 すかし ほそち やれて （新 
稱） 

« $ 堆 北海 m 

本 ß(«  j^4c  w  n  a) 

六親 Oraphopsoou«  Kolbe.  1883. 

13.  Craflioii'tut  ir  Ii  du  (us  Li. 

和名 i つもん ほそち やたて 

(新 w) 

«»地 九州 (a %  ft) 

'it 布 や 3 ォ- n 

Csecüiidffi. 毛 茶柱 蟲科 （新 恥 

U     Dasypsocu»  Enderl. — . 

14. , 入" /•"/»'""''-"■' Enderl.  '9°*'' 

和名 >  er  f.  t>  t:  x  («ffi) 

採 » 地 M  ß (束 M. な 門 »Ö> 

九 

^二  ffi     Kolbca  Bertkan.    'S リ. 

15.   A't'/üti  ,""(""'.: v.、"  Endrel.  19"、 

tO  t,      くるみ やくけ ちゃた て 
(新 ffl) 
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*^  2t (扎 tt) 
本 Ä(flI«.iT5  «J») 
JP,  SIE     Ciecilius  Curt.  1837. 
16.    Citciliiis  oynmai  Enderl.  1906. 

和名 しろ もんけ ちゃた て （新 

W) 

抹％« 北海 ifi (礼 桷. fitt> 

本 A(jU 京） 

«7-   C  gonoxli^ma  Enderl.  1906. 

tfl  « べに もんけ ち" p  V. て （新 

m) 

九 州 (ま ft  ft) 

18. し， ド f\m"us  £naerL  1900. 

«名 さいろ みち やたて 1 新 ぼ' 


Ä     %     DypgocuB  Hag.  1866. 
19.  ！ h'psoats  (oleoNeraltis  Hag'en.  iStS. 

和名 ひげぶ とちやす： て （新 《) 

探％ 地 
分布 親 《i 

Myopsocidat». 星 茶柱 袅 科 ぼ 

Dt  — 雇 Myopsocu*  Hag.  1866. 
30.   Myoptoais  muscosus  Enderl.  1906. 


tt 名 ざん ほしち やたて （新 稱) 
本 ß (束 ft. 人久 は. 屮 W 

Mesopsocidee.    Iii 茶柱 焱科 《新 w 

^  —        Mtßopsocus  Kolbe.  1S80. 

21.  Mfto^it'dis  unifumltUus  Müll.  1776. 

tt 名 i るら やたて (Orffi) 

採 ％ 地 北 m  is けし 幌） 
Atropid». 小 茶. 柱蟲科 （新 w 

9t   -  )i     Atropus  I>each. 

22.  Alro/>iis  />nls.!triiit  L.  1758. 

お 1 名 しちや れ て （新 w> 

« st 地 *  m  it) 

分; fti 全世界 

Troctida. 紛 茶柱 蟲 科 • （新 稱） 

お 一 Ii     Trocti«  Burmeister.  1839. 
2.?.    Tmdis  Jiotiiatonia  Müller.  1776. 

Hl 名 '、なむし 父 はこな ちゃ f: 

探！ 6 地 北海 逝札緲 

分^     * It  W 
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A  UST  OF  THE  CERAMBICID/E  OF 

HOKKAIDO. 

BY 

S.  MlTSUlIASHI. 


北海道 產 天牛 科の 種羝は 甚だ 多く 旣 知の もの n 二 欉新糨 の も 

の 九 種 あ も 其の 目錄 を 示せば 下の 如 L0 锊ほ 他に 學名 不明の 種類 
少なからず 此等は 研究の 上银吿 すべし。 又 新種に 係る もの は 近き 
將 来に 於て 松 W 博士に X りて 好 表せら る ゝ なるべし 0 

本 目錄は 北海道 產 のみな b と雖 他の 產地 にして 其 分布の 知れ 

ある もの は 悉く 之れ が 鈀 人 J: なせ i» 是れ 其の 分布 關係 を 知る に 便 

ぁ&と 思考せ るに よる o 表屮 *を 附 したる もの は 未だ 當敎 室に^ 

本な き も 本道 産と して 知られた る ものな も 其の 他 は 悉く 當敎 室に 

所藏セ b  o 

今玆に 一言すべき I あ り 夫 は 松 村 博士が 其 著^ 千 焱画解 第三 

港 第 TT  PJ 十一 頁 （お8) に Saperda  sul/>hurata  Gebl. シ ナカ ミキ リ として 
iE 載せられた る もの 及び 同 卷第百 三十 艽 頁 （686) に —rd(t  UJra- 
sti，a  Bat' ハン ノカミ キ リ として 記載せられ たる もの は 共に^ に 
して 前者 は l:.'ttctr—a  variicomis  Bat. シ ナカ ミ キ リ、 後者 は Sd/u マ 
sangmnolenta  Thoms. ハン ノカ ミ キ リな るる を 後に 錄兑 せられた るに 

よ 6 近 ♦ 之れ が 訂正 を 行 はる、^ な &と云 ふ o 本 表 中には 之れ を 
改 記し Ä きた bo 

[Trans.  Sap.  Nat.  Hist  Soc.  Vol  I.  Part  ？.] 
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終に 臨み 本^ を 完全す ると i: 得た る は 全く 松 村 博士の 多大な 

る 助力 を 得た るに よる。 依ってな に^く 謝する « なり 0 


Cerambicidfe. 天 牛 羊 千. 

1. Privntis  insula)  is  Mötsch. の 、、 

み き リ- 


') か 


2.  Psefhttitut  r/migtr  Har. ： ば \\ か み 

さ 

3.  - ，《'"ひ w"  sit""""  White. i "T  (f  ^ 

+  »j. 

礼 «，i«M; 兵 《. 

4.  Me^aifmum  '"'titi>'"、'""hf，i"i  Kraatz.  ü 

ほ <  Ä かみきり. 

扎 定 山 《 ;  n  山. 

5.  As"'"""  .tmiireiist  Kraatz.     i る くび ひ 

ら f. かみき リ. 

ぶ 山 a;  mm- 

<").    Tetmpium  luridtim  Linn. と 、'まつく 
ろかみ さり. 
定 山«;    « 洲. 

7.  S/,  ii)x>  ir,um  4->":lat!i»i  Bat.        i っぽし 

かみ き リ. 

礼 W, 油 —木木, 来^, 東 Ä- 

8.  Xecfdafii  ebtnia  Bai. つ P ほそ ： ば 11 

かみ さ 

«         十 和 W. 
ぶ v. あ, Lewis. ほそ： ば れ 
か h  \ リ. 
fti* 13；    B 光- 


10.  .\Wy<Jahi  so/idi  Bat. お ほほ そ ： If れ 

かみ 令 »J. 
礼 «  ；    U 光. 

1 1 .  Distmia  gradlis  Bless. 

礼《,定山《,も龙； f 和 田, WW 山, 


12.  (ム 'ズ。'".'-） "'び Bat. ふ 

V. ： ぶ る リ か みさ リ. 


lt.    Ai/arha^iiim  itiquintttr  L. はい A  i 、み 
*  'ハ 

礼«， 定山 «;     P  *• 

14.  Gr,"'""of<t,-r,i  amfiitattx  Bat.      tt  ~T  V  It 

なかみき リ- 

4L«； 箱 《,B  *， 大 ill. 

15.  Fackyta  eretina  Bat. ま 4 が す： は な か 

みさ 》)• 

礼 M  ；  P  *• 

，6.    /.rftlint  ,i/,riim,i  Mötsch. ぬす 力. は 
なかみき り. 
礼 は- 

17.    UiXura  tamtttx  Bat. やつ ぼし はな か 
みさ *，. 

n«;  n*,Ä 鑤' 

ih.   /..fin,-,!  '.、w:"i  Gebl. i, ら i' れ かみ さ 》)  • 
II 光. 

ly.    I.rf-tura  :<;ui:ui<ita  Bat. お： £  It な t、 
*  »I. 


化 M; 定 in  a- 
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20.  I.fptura  mi  mutt  Bat. つ さわ はなかみ 

さ «). 

礼 W，»«; 十 和 田, 《W,U  *• 

21.  l.<ptura  ockrai  /ofasciat,!  Mötsch.      I つ 

す V  II なかみ さ り. 

扎«;   *  fH,^  iÄ.Ä  *»• 

22.  /ノバ, が" siti/i/is  Bat. 1 i つす V はな 

かみき リ. 
扎 M  ；  H 

23.  ん //"r"  suiccdanta  Lew.      i) 力、 {1 な か 

みさり. 

礼《，定山88； 

*24-    I^ptura  ！ ！"、  rad(a  Creutz. ぜ あか は な 
かみ さ 》J . 

礼 14;  洲. 

25-    I^ptura  vicaria  Bat. ふ た す V は な か 
み さ >)• 

礼 «;  n 

20.    Euslrangalia  Jisleinnd.-s  Bat.       くろ す V 
は なかみき り. 

礼 W;  H*. 

27-    StrangaJia  at,-"  F.       くろ はなかみ^ 
'し 


2S.   Strangnlia  Maindtoni  Pic. お ほ I す V 

II なかみ さり. 

北海 道； 本州. 
29.    Siran^ria  8-^,ltal,i  Mats.  (n.  sp.)      i, し 

ぶ i はなかみ さ »I. 

♦L«;   &  Hi  \%- 

3°-    S/rangalia  r な, Wis  Bat. お ほ むつ もん 
It 11 か みさ リ. 


札 伊 It- 

•31.    Thranius  varit^atus  Bat. 

かみ 去り • 


32. 


ふ It な 


33- 


TA- 


ZI- 


Corvnis  serifata  Bat.      く ぴ If そ あ 力 》 カ, 
みは 

七 ffi(öitt);    H 光 手. 

Aromia  tnoschata  L.  var.  amlfvsiiua  Stev. 
く び あか かみき 》)• 

*l  is,  A  nr. 

Chloridolum  thaliodes  Bat. お ほ もな か 
み *  '). 

礼^;  mp. 

Chfiuhmuwi  tptadncolk  Bat- あ 4 かみ 


リ. 


： 


36. 


37. 


Ckalliihtom,!  Unuatwu  Bat. み どリか 
み^り. 

礼 《;    « 京, 神^. 

Rosalia  R.iUn  Harold,    h リぼ しかみ 

さ 

礼 K  ；    »  *• 

♦38.    Rhopalofvs  sisnatkolli s  SoUky.       く び 

もん ひらた かみきり. 

•39.    SemmuHus  '-hh、r し， us  Solsky.       i、 ん ひ 
ら 1： も、 みき リ. 

*L«;    «I 洲- 

40.  CalliJium  all<iamti,m  Bat. しろんび か 

みさり. 

4L  m- 

41.  Ccllidium  ,1 ん", - ズ'' Kraatz.    il めか i 、み 
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丄 « — *  W 道 天 牛 斜ほ本 目 は 


さ 

m  ；  h  *• 

42.    Collidium  violauinn  L.       くろ ひらた *» 

み さ り. 

冬し 稱； 兵 庫. 
*43-    C/ytus  aurifilis  Bat. さんけ とら *, み 


44-    Cfytus  caprouLs  But. さす V と らカ、 み 
t さ ')• 

*L«i; —本木， 東京- 

45.    Cfytus  itimidialut  Mats.  (n.  sP.) ひ A と 
らかみ  >  り. 
定山 R. 

•46.    Clytus  melanus  Bat. ふらけ と ら かみ 


し 


47.    Cfytanthus  ：グ tuili お fs  Faid. ほそめ 
らか みき り. 

ぉ键； «Iß- 

4«.    CM.mlkus  iali fas,  talus  Fisch.  く 

らか みさ 、), 

*L«;    ff«, 束 京, »扛. 

49-    Clytanlhus  vtoiwanus  MaU.  (".  S[>.) 
はと らか みさ，). 

mm 岩). 

50.  Cfytanthts  opf>*isttHs  Ohevr. 么 A 

と らか みさ リ. 

钆 《; 背 》,Ä«，ÄW* 

51.  Chtaulhm  -、 Bat. ほそ とら 

さ ')• 

钆蟋： en- 


v 


かみ 


52.    Xyhttfthus  albißlis  Bat. きめし とら 
かみき り. 

定山 «*. 

S3-    Xyh'trethus  thinatsis  Chevr. とら *» み 

さ 'し 

札 m  ：  n  n, 東 ネ, 兵 庫, w  m,K 
州. 

*54-    .\yio(re(lmi  chrim»  Bat. つ i きとら 
かみ さ *). 

«  ai- 
ss.   Xylolt  tthui  Grovit  White. ： と らかみ 

さ *J. 


6o. 


56.   Xylotretkut  A'i'vsivar'i"'  Mats.  (n.  sj'.) 
はや ま とら かみ * り. 


S7. 


•59. 


Xylotrfthns  f<iniidipeiini$  Stat き. （i，. 
すいろ とら かみきり. 
札«. 

Xylol'tthu:  rufilius  Bat.       く ぴもか 
ら かみき 》). 

札 菜. 

Phigii'iiotui  puldur  Blesaig. じゅん 
いと らか みさ リ. 


62. 


lltacln-chtHS  sinzii/.tris  KraaU. あかれ 
とら かみ さリ. 

钆桃； «Hl- 

Pnrao'iyciylus  .xai/Ois  Bat.    •$«  Ä と ら *， 
み さ り. 

n.  w.ä 山 ほ. 

Ai^itffhis      ん' /. ん'' リノ .'j  Bat. ふろへ" 
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と ら かみ * り. 

礼《;    ft 洲- 

63.  ,",/"""-"'"  speilaiilis  MotBCb. へ 》) 

ぐ ろ ベ に かみ さ リ. 

钆说， 定山 兵 

64.  Phh(tidola  metallua  Bat. ォ） i>  i', れ *» 

み » り. 


65.  lluplohamtmis     (MoiuxhatiiMUs)  fraudator 

Bat.     ^ろう どかみ さり. 
*LW; 十 和 田, 兵 庫, も 崎. 

66.  llaplohammiis    (MoMocfiarnimis)  iuxurioius 

Bat. ぜんの かみ さ リ. 

钆 m， 定 u>  \%M  n- 

67.  Afonotkammut  Abieti  Mats.  (n.  i  y 

まつ ひろ かみき り. 

定山 a- 

63.    Mi>noihantmus  ^randit  Waterh. ひげな 
がく  Ä かみき »). 

礼《，定山《；    Q  *• 

69.  Monotluinnimt  subfudalus  Bat. ひめ ひ 

げ なが かみ さり. 

札》;    &  4- 

70.  Monoditimmus  Itssfruio  White. ま だ ら 

かみき り- 
定山 《;    Ä  SH 

71.  Mctiinausttr  chinemis  Forst. ごま だら 

かみ さり. 

束 京, な， 兵 

72.  Urttdui  b"m"i!'，t"  Thorns. やはず か 

みきり. 

北海道； ？ X, 束 京. 


73.  Maytnpus  pubuorms  Bat. い f  ： や； 6, み 

♦tw; 大分- 

74.  Mtssosa  carinala  Mats.  (n.  sp.) ひ A ご 

まふ かみ $ 
定山 

•75.  criLrata  Bat. ふ た す V ご 良 

ふかみ さリ. 
礼^- 

76.    Mefiosa  hirfuta  Bat.      *. たじろ ごま ふ 
おみき »). 


77- 肘 '雷 a  j,i^mra  Bat. ：： まふ かみ^ 
»J. 

礼 M, 定山 》; 束 京， 来 ff ，も 

7».    Af<-ssos.)  hngipetmh  Bat. な が ま ふ 

かみ さ »). 

札 M; 東京, 京 ffi, 良^. 

•79.    'V""' お' />。"",、  Bat. あし i だら：： ま 
ふかみ さり- 
み  *;    n 光. 

So.   Mtsscsa  /mlfiilit  Mats.  (n.  sp.)    くろご ま 

ふかみ さ リ. 


Si.    Mcssosii  senilis  Bat.      f. てす V  ；：• ま ふ 
かみき リ • 

礼«，»*；    U  *• 

82.    Apatimna  ttlnrat.y  Bat. ひけが ごま ふ 

かみ さ リ • 
札 は • 

•8^.    Rhod^f-ii  f Bat.      tt/r  "f  V  4«  f> 
さ 'し 
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一三 « — 北 海 ar 大 tu 據本 n  n 


« 海 ifi; 兵 W. 

«4.    haoutha  aMSitila  Bat. あ  >   じろ さび 
かみき *)• 

礼 W; 

S$.    Vraotu'.hii  ju^osa  Bat. な か じ^かみ 
さ '，• 

北海 逝； *«r,a*9. 

SC).    Pnuvutfn,  ri^/j  Bat.       *,  >) じる かみ 
さ ')• 

札 W ，定山 溪； 京 ffi ，お 寒， ft 崎 • 

87-    rraotuUia  zonala  Bat. さび かみ さり. 

礼 《; 横 ぁ 束 京, 来 ,ß 

SS.    Xyitripsis  mimica  Bat.      く        じる かみ 

H 先, 律 太. 

*S9.     Teriiiu-a  .Uro/usci  Bat.     く ろ ちび） ft. み 

90.    ro^onoJuTtus  wmimv.its  Bat. ほじろ か 
み- >  リ. 

礼繞, 定山 ö8;  «  je- 

，9，.    Rhof^iloscchi  l>i  fail  at  Ins  Kraatz.  f: 
す V さび かみき リ. 
钆 幌, 《 

*92.    R!it>pnli>sielis  mii/asu,i!us  Bless. ひ と 
す V  ？ びかみ さ *)• 

钆 w,» 茱； mvk- 

93.    ActtttkxHimis  griims  F.      i しぶと かみ 
さ 'レ 

钆 W;  ^庫. 

リ 4,     .  h  <tnthot!t:tiS  fft  'iT^fZ/rrr  SLatS.  (11.  s]>.)  ひ 

の も 、ぶと 4. み-) リ. 


*L  W (薄 Ä). 

95- -' レ'' "〃"，'•'.,'".'■  "//<'.('〃"  Chevr. しろ 4» 
び も もぶ とかみき リ- 

札 《;   ^山 《. 

<X).   Aiitntho,  I  nut  m  Uni  tit  Bat. ごま プ ごら 

i もぶ とかみき リ. 
礼《，》«；   B  *. 

07-   .^"A'i't^u"  liix.uoioiih  Donovan. 【f  i 
た' らか みき ■')■ 
礼 《,»  «• 

■>8. —'な' ザ,",/ ん', F. け ひげ かみ 
さ 

钆 ！《• 

Q9.     Aiffr.ia  , Bat.  なの 《 

. h ふ か み さ り- 

札 w;  >f «,« m- 

IOO.    Saprr:ia  .i,  u-m/>rinf/,i/,i  Oebl. と Ii し か 
み さ り. 
«  鎮' 

'ioi  o.ionuu ul.it. t  Bless.      ^ つ ほ' 

ふかみ さ '). 

|02.  (/,/  snii^itiiti'.'fit't!  TMomB. はんの 

かみき り. 
北海 ？ i *• 

*  103.    Saperda  sulphurata  OeDl. さいろ かみ 

钆 mm- . 

104.  Eutetrapha  thrytargyrer  Bat. はんのお 

Ii ろ '） かみ さ リ. 

105.  £〃/,-//•'// 力" :•  ；»-；/-  L-r///'.v  Bat. し なかみ 
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さ «J. 

« 06.    GUiUit  fortunfi  Saund.  P かつら かみ 

107.  Gl.nta  oulatA  BftC. やつ A かみ さり. 

定山 《;     fK.H  «• 

108.  Gh;ua  rdnta  Pa»C. ムら' えし かみ さ 

♦IW.«  »fl; 來 W ，大 《. 


I09.    r.ir.i^euta  ihiys,H  hlori  i  Bat. はんの ろ 
リか みさ リ. 

礼 w  ；  e  *. 

HO.    r,ira^/,iica  fximia  Bit.       :  P つ If し 
かみきり. 


•in.    rjmg/mta  fkeafhia  Bat. じゅ う に ほ 
ふかみ さり. 


礼幌 S 學校 K  ä\ ゅ钕^ に て 
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本會 iE 搴 

治 三十 九 年 一月 よ り 四十 年 一月まで) 


MINUTES  OF  MEETINGS. 

(Jan.  1906— Jan.  1907.)  . 
崎 1 一   

糖集會 

第 十六 總集^ 明治 四十 年一 九日 午後 六 時より 開 庶 

務、 會計 及會報 編寫に BW する 報告 * 本 食 規刖の 修正 及 役 员の改 撰 
をな す、 新撰の 役員 は 次の 如 し。 

役 i  i    W 治 十 年） 
OFFICERS  FOR  /go/. 

President. 
KlNGO  MlYABE. 

Corrosjx)iHlin^  Secretary. 
KINTARO  OSHIMA. 

Recording  Secretary. 

Shonen  Matsumura. 

'rn-astircr  Directors. 
JUN  HANZAWA. 
TOKUICHI  SHIRAKI. 

Publishing  Committee. 

Saburo  Hatta. 

TSUNEKICHI  KONO. 
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會  m 
き 郁 金 香 雲 

通 付 ^  »fE 
大島金 太 郎君 

m  m  ^  m 
松 衬松年 君 

食 Ji- 幹 事 
半 洚 ^君 
素 木 褐ー君 

編辑 委員 
八 田 三 郎君 
お 常吉君 


(2 一') 


本會 SU  WW 治 I- 九 年 i リ W  I "年よ て) 


1S1 杏 を ß  I  librarian  L  <»mmittcc. 

半^^       *  J  UN  HANZAWA. 

^    Hd  f お 助  Secretary  Assistances. 

岡 本 零 次站君  HANJIRO  Okamoto. 

小 筋        W     M  Kan  Kokuma. 

規則の 改正 は& 員の ^額 中 ^助會 加へ， ^三 章 笫一條 5： 
下 の 如く 改ひ 0 

^-條 fTRi: 分ち て 名お &ほ、 ^助 frtu iF.  &      ^會 u 

と す o 

第二 條の 次に 新に一 條 を 加へ^ 助^  U の ß 格 及 ig 舉法を 定む o 
第三 條 赞助會 U は 本 會の趣 It お ^ 成し 金品お しく は 其 他の 

方法に 依 6  ^ を拨 助され たる 者に して^ 員&に 於て 推 舉 した 

る老 とす o 

第三 條 以下 第 七條迄 を— 條づゝ 繰 下く "o 

第 七 章 第 一條 淮^ 貝の 會 s  — ケ 年金' き囬 二十^な り し i:^ 

W  Hfl 五十 鈕と改 ひ o 

月次 會 

月次 & は札幌 ß ゆ 校內に 於て 之 お開き. ^回; iliOi の 報吿、 入 

食^ 望 者の 諾否の 决^ 及; 》 演 を なす 下に^^の 大要 を揭 Co 

簾 百 二十 六 回 月次 會 明治 三十 九^ 三月 八 n0 

アイヌ 研究の 來膝  ジョン. ノ、' ，チ！ ：ラ - 右 

同氏の u 教師と して 北海道に 渡来せられ たる 綞腠 及ァ ィ *  ili 

併究の 来^ を^ 悉に 述べられた 6。 氏の 本道に 在る ゃ玆に 三十 打 

余 年. 其 出 1 布教の 傍 ァ ィ ヌ 部落に ^おし 苦心 して アイ ス の；! 35ÄfS 
等 を 硏究し 之れ を 著述して 世に 錄农 せられた be 

其 著 非^に 多 さも 其 中 有名なる もの V み を 記 すれば 
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1.  瑕お 今昔 物語 （邦文）  1884. 

2.  An  Ainu-Knglish-Japancsc-  Dictionary.  1889. 

3.  T1k' Ainu  of  』apan.  1892. 

4.  The  New  Testament  in  Ainu.  1897. 

5.  The  Ainu  and  their  Folk-lore.  1901 . 

6.  A  Grammcr  of  the  Ainu  I^anguagL'. 

7.  An  Ainu-Kn^Hsh-Japancsc  Dictionary  and  Grammar. 

Second  lülition.  1905. 
第 百 二十 七 回 月次 會 四月 十 Ho 

本邦 產 柳^の 類に 就て 士 半 坪 洵君 


柳 w 研究の 困難なる 事 及び 本邦の 柳 ä 研究の 沿革 i:  3， 述 せら 

れ而 して 本校 措 葉 室の 標本 を 示された bo 

鍊に 就きて  ^ ゅ士 野澤 俊次郞 Ö 

北海道の 練 は 本道 海 產物中 最も ま- 耍 なる のみな らず 世界に 於 
て 有名なる 事 を 述べ られ、 lit 界に 於け る 漁場 &其產 額、 更に 進みて 本 

2£ に 於け る 錄業好 Ü の 沿革に 及び. 時期に よ り tt の K 分ヒ 示さる 曰 
く ハシリ 中觫、 後觫、 奧觫。 

又 表に よ b て 其 《 漁の 狀 ^i: 示され， 且 つ 近來觫 笫に對 し將來 望な 
さ を說く  、事 寶 は 必ずしも 然らず 唯 目下 此の 如き 外 觀！： 呈す るの 
みとて 1 理由 を 示されたり 0 

I. 該^に 從事 する 人數の nr せし に 係らず 仝收 量の 增さ 

ぬ '^o 

2- 漁火の 生 《リ 物 ffl の 《  Ä の Ä めに 因 難と なりし 事 O 

3. 用法の 不適 當 なる 
第 百 二十 八 回 月次 食 五月 十九 日。 

落花生の 菌核 病に 就きて iS^  士 半^ 洵 G 
昨年. 武 Ä 國秩父 邯大宮 在 小 川 三 策 氏 寄 送の 落花生の 菌核病 は 

^發生 中 f ボ ト タ チス j 形の 分 生 胞子！： 形成す る1^ 並に 子囊胞 了-の 性 
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本會 SC 事 (W 拍三 f- 九 年 i リ四！ ■  «T. まて) 


岡 丧 委員  Librarian  Committee. 

半 ；ま  沟 君  J  UN  HANZAWA. 

;Hf-    ijjj    |g  Secretary  Assistances. 

岡 本 半 次 郎君  HANJIRO  OKAMOTO. 

小 痛        n      M  Kan  Kokunia. 

规 則の 改正 は^ 艮の 額中赞 助會 Ä',  5： 加へ. ^三 車 第 一條 ヒ 
下の 如く 改 む。 

^一條 ^艮 を 分ち て 名お 會 ^助 IR^fl. 准會 U 
と す o 

ニ條の 次に 新に一 條を 加へ^ 助 fr  U の 資格 及 選 * 法！: 定ひ o 

第三 條 赘 1W 會 fi は 本會の 趣旨 5:^ 成し 金品^ しく は 其 他の 
方法に^  6 其 事^ 援助され たる 者に して ^ 貝會に 於て 推舉 した 

る- ff と 3  o 

第三 條以下 第 七條迄 を —條づ 、繰 下 く'。 

第 七 章 第一 條 淮せ 員の 會 «  — ケ 年金' ま EI  二十 锬な f> しお^ 
リ 五十 玆と改 む o 

月次 會 

バ次& は 礼 榥襲ゅ 校內に 於て 之 お開き. i お 回 此 事の 裉吿、 入 

會 ^^-者の 諾否の 决^ 及 講演 をな す 下に 講浪の 大要 を揭 く' 0 

第 百 二十 六 回 月次 會 W 治 三十 九^ 三； 1 八 11。 

アイヌ； ほ 研究の 來 in  ジョン. バ， チ！： ラー 君 

同氏の 'な 敎師と して 北海 an こ 渡来せられ たる 經 ß 及ァ ィ ヌは 
倂究の 来^ を 詳 悉に 述べられた レ 氏の 本道に 在る ゃ玆に h 十 tr 
汆 年. 其 問 布教の 傍 アイ ヌ 部落に ひ: おし 苦心して アイ ヌ の：! •  2 き！ ä 俗 
等 を w 究し 之れ を 著述して 世に 淤 衣せられ た " 

其 著 非^に 多 さ も 其 中 有名な る も の 、み を 記 すれば 
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i- 今昔 物語 （邦文）  i8S4. 

2.  An  Ainu-Knglish-Japancsc  Dictionary.  1889. 

3.  The  Ainu  of  Japan.  1892. 

4.  The  New  Testament  in  Ainu.  1 897. 

5.  The  Ainu  and  their  Folk-lore.  1901. 

6.  A  Grammcr  of  the  Ainu  Language. 

7.  An  Ainu-Kii};lish-Ja|>ancse  Dictionary  and  Grammar. 

Second  Edition.  1 905. 
第 百 = 十七 0 月次 食 四； 1 

本邦 產柳 ä の^ 類に 就て 農^ 士 半 深 mm 


柳^ 研究の 困難なる 事 及び 本邦の 柳^ 研究の 沿革 を^ 述 せら 

れ而 して 本校 措 葉 室の 檁本を 示された bo 

練に 就きて  農^ 士 野澤俊 次郎せ 

北海道の » は 本 逬 海 產物中 最も 丰耍 なる のみならず 世界に 於 
て 有名な る 事 5: 述べられ, 1H: 界に 於け る 漁場 及其產 額. 更に 進みて 本 
逬に 於け る « 業 好 迮 の 沿革に 及び. 時期に よ り 練の 區分を 示さる 曰 
く ハ 'ン リ «, 中 鰊， 後 鰊、 奥 棘0 

又 表に よ i> て其歸 漁の 狀况 ir 示され、!]. つ 近來鰊 笼に對 し將來 望な 
さ を 說く  、事 IT は 必ずしも 然らず 唯 目下 此の 如 さ外觀 を 呈す るの 
みと て 1 理由 を 示された bo 

1-  該^に 從 事す る人數 の^せし に 係らず 仝收 Ä の坩さ 

ぬ %o 

2-  漁火の 生, i' ト物 (S の 《Ä の Ä めに 因 難と なりし 事。 

3-  用法の 不適 當 なるお c 

集 百：： 十八 回 月次 會 五月 十九 Ho 

落花生の 菌核 病に 就きて 學士 宇 ^ 洵君 
昨年. Ä« 國秩父 邯大宮 在 小 川 三 策 氏 寄 送の 落花生の 衛核病 は 

生 中 『ボ ト タ チス j 形の 分 生 胞子 を 形成す る 1 に 並 は子澳 胞子の 性 
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+：  fr お 本 (明 fö 三 I- 九 年 I リ ra 十 年 i  <) 


狀等 によ 6 て r スクレ チ-ャ J« 中の 新 神-なる 可 さ 事 を报吿 せられた 

9  O 

礼 幌のャ クメク ナヤ 及 ャッメ ゥナギ の 雌雄 興 態 

八 田 三 郎^ 

元来 國に 於け るャ ク メ クナギ は 大小 二  あに 而 して 本道の 
大形 ャ ッメ ゥ ナ ギは內 地の もれと^ しき も、 小形に は 内地 產 のと 同 
形なる もの 、外，一 ü 大 なる 形 あ 6  0 然れ ともこ は P、  Ä 大 さの 差の 
みに して ルイ' 玄ネ 異形、 in: 齒、 い.） Onxla'm'、 其 他 解剖 學 上の 點ょ b 

見れば 仝く 小形の ものと^ 魄 にして 且つ 內地 小形 の^と も 亦 同 種 
ともなりと 說 3 降壇 せらる 0 

捭 太の 植物に 就きて  理 昂 博士 も '部^: 吾© 

拂太 植物 探險及 研究の 沿革 を 述べられ 特に シュ ミ ッ ト 氏の 研 
究に钛 さ 論ぜられた "又 同ね 占 傾 以来 は 本校に 閥 係 ある ^氏に よ 
ら採悠 され 本校 措 紫 室に 寄附され たるとの 二 巨四 ft 十^ あ b と 0 

第 百 二十 九 0fl 次會 十月 H 八 n0 

撐太 桢物 採集 談  s 學士 三 宅 勉 s 

三 宅 氏 は flfc 皮 若化掙 太 民政 署，^ 囑鈀 となられ 殆半 年披 地に 

7 おられた るな 6 せし ば 、かり にて 腹案なければ とて 唯 榨 太の 略酾を 
^き 0 ら ftfi 物 採集の 爲蹈 破せ し 所 を 示して 降 地 せらる o 

^^の ß 蟲  FP ゆ 博士 松 吋 松 年 君 

fe 村 ± は^？ の 足蟲を 翁 じて 同 昆虽は 半 熱^ に埯 する 

を m 示 せ られ、 次 に 廿 蓰 の^ 蟲に說 さ 及ぼして ジャ ハヽ マ ユラに 產 
する M 植物の 害蟲と 等しき もの あり と 云 ひ, 更に 輪 人 植物と ポ 逸 と 

の B« 係 を 詳しく ぶせられ、 W 後に 枘同 の ß 蟲に對 する 哳案は 明^ 

お^^の 上に すべし と 降 桢 せらる。  ' 

樺 太の 祯物  理ゅ 博- 1 お 部 金 

氏 は 本年 3 約 五十 n 間 樺！: K 政署の 嘱託に よ ？）  ^^の 櫬物調 
杏に 從> はされ、 其 旅行 屮觀^ せ られ たる 事項の 中 ^ も 典 眛 ある もの 
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に 就て ^演ぜら る。 

可成 短 時 B に 於て 充分なる 調査 をな さ んか爲 め 三 宅 氏 は內部 

の 調査 5: なし、 氏 は 宮城 農學士 と共に 御用 船に て 仝 岛 束西兩 沿^の 
海琅 及び 陸上 植物の 1R 査 を なし /4C は テ/ ^ぺ ニヤ 畔 附近よ 6 西はビ 
レ ヲ^ に 至る、 其 間に 於て 海 SI の 分布 上最 も 意外に 威せ し^は. 仝 ^ 
の 最南に 位する ノ ト の 西 ゆ 凡ナ里 許の 間 は 海水の 诅度 最も 低 

く ほ季 八月に 於て も攝氏 五六 度 以上に 羿 らず、 而 して 此厫域 內には 

ラ' 8# 岛 に 座 T るチ シ マネ コア シコ ンブ， ェ ナカ ♦ ォ ュ コ ンブ 、力 • ゴ' 
3 ンブ， ォニ ヮ カメ 等を產 する， 及び テルべ- ャ宇岛 に 於 t+ る 「 ッ ヮ 
ン ドラ j& びコノ レサ ゴフ， ゥ フジ ミ o フカの 中 問に ある re —  ス』 の 槌 物 
に BM する， 等よ り 進んで コ ダサ コフ 附近 植物の 高山 性な る^と 内 

部に 於け る クラ ジミ 。フカ 附近 M 物の 狀旗 北海道 旭川 附近の 植物 

景に 類す る 事 やに 就 さて 話された に  . 

第 百 三十 回 月次 會 十 - づ！ 十七 U0 

九州 植物採集^  虔舉士 半 澤 ÄJ^ 

本 AT 阿蘇山， ffl 泉 岳、 楞 岳.^  岳、 市 房 山 並に 英汔 山の 六 岳に 
登山し 植物 i: 採集せ る^^に 就て 講演せられ、 其の 採集 品 は數千 m 
に 迮 せし も 氏が 採集 品屮典 正の^ 山 植物と 稱 すべさ もの 極めて 傲 

少なり しと o 

マー シャ -ル、 ヮ-ド 氏 傅 理學 博士 お 部 金 
英國ケ ンブリ ク 尸大學 摊 物 學敎授 ドク ト ノレ. ユタ チ. マ-シャル， 

プ - ド氏は 本年 八； 1 廿 六日： /〔 十二 歳 5: —期と し て 永眠す o 同氏 は 

世界 著名の trft 物 病理^ 者な bo 而 して 氏 は 他の 一般の 同病 理學 お 

と は 界も 、： a "(に 植物 病理の 羝 flu となるべき m'^ なる 問題に 解决' X： 下 
し 其 貢献す る 處 莫大な 6 き。 年歯/に 十 益々 祉&を 益 せんと し 不幸 
にして 二 整に 仆る 同學の 爲め惜 むべき な り。 

謹んで 追 吊の 意 を 表し、 終り に 同氏 研究の 大^ を iß 介せられ た 

bo 
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第 百 三十 一回 月次 會 十二  H 八 tu 

北海道 谷地 泥炭に 就 さて 農^ 士 時 任ー彥 ß 
泥炭に は 高位 泥炭 及び 低位 泥^ あ &而 して 本道 各地に 散在せ 
る 泥炭地 は 此の 二^の もの 及び 二 神-の iß 合せる もの あ & 其の 所在 
及び 調赉 の大耍 を 述べ られ、 Ä の fö 耕地 と して 使 用 する 可否 おおせ 
られた （>  o  ' 

新 高山の ß 淼に 就て  晷 ^博士 松衬 松 年 《 

新 商 山の ^ 蟲に 就て 話す けれど も ü  の 饨 菊 非常に 多が 故に 
令 は 唯 蝶 妬の みに 就て 述べん とて、 宵て 本邦 奄蝶額 は 僅に S' 六ナ沌 

な b しが 台 ^產の もの ヒ 加へ S  十二の 大數 に迮せ と， 其の 分布 
のお 樣 及び^お launa の 研究の 膝史 及び 研究者 を 語られ， 本年 博士 

自ら 渡^し 採集せ し撐 品に 就き 整 研究の 結果. 三十 四钝 は新饨 と 
兑 SS られ たり と 其の 學名 の發 お^あ 6 た ba 
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神 保 小虎 


PRELIMINARY  NOTES  ON  THE  GEOLOGY 
OF  JAPANESE  SAKHALIN.* 

DY 

'  KOTOKA  JlMBö. 

 ―攀—  

The  island  of  Sakhalin,  which  lies  to  the  north  of  the  larger  island  Hokkaido, 
is  about  900  km.  in  length  but  less  than  160  in  the  greatest  width.  The  following 
brief  note  was  written  principally  after  my  own  observations  in  1906  and  1907,  and 
after  the  knowledge  gained  by  the  geologists,  Mr.  KAWASAKI  and  Mr.  KATAYAMA, 
and  by  the  two  young  students  of  the  Imperial  University  of  Tokyo,  Messrs. 
SHIMOTOMAI  and  MURATA. 

The  general  report,  (147  pages,  in  Japanese),  on  the  mineral  resources  of 
Sakhalin, 十 written  in  1907  by  KAWASAKI,  Chief  Geologist  to  the  Japanese  Civil 
Administration  of  the  island,  contains  a  geological  map  compiled  by  him,  u  general 
topographical  and  geological  sketch,  and  also  his  observations  on  the  northern  half. 
Besides,  this  work  includes  observations  made  by  KATAYAMA  in  the  south,  and  my 
own  on  the  greater  part  of  the  boundary  line  of  the  50th.  Parallel  and  on  the  river 
I'oronai  ；  also  numerous  maps,  profiles,  views,  and  so  forth. 

*//  is  to  be  remembered  that  ivhere,  in  this  paper,  tlu  word  "  Sak/mlin  '， 
occurs,  it  means  only  that  part  of  the  island  which  belongs  to  Japan, 
while  the  expression  "  Island  of  Sakhalin  "  is  used for  its  whole.  In 
the  present  paper,  the  transliteration  of  place-names  runs  made  as 
exact  as  possible,  such  precaution  being  made,  however,  not  to  render 
them  so  scientific  as  to  appear  foreign-sounding.  The  consonants 
are  to  be  pronounced  as  in  ordinary  English  spelling  and  the  vowfls 
as  in  Italian.  This  simf>ie  rule  was  adopted  in  our  Romanisation 
of  Japanese  and  Ainu  words.  The  Russian  x  is  rendered  by  kh, 
and  the  u  by  y,  while  the  sound  like  the  G a  vian  umlaut  nf  o  is 
a/so  written  with  0. 

t 棒 * 讓 《OTftftfii 

[Trims.  Sap.  Nut.  Hint.  Soc.  Vol. II. 19080 
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Air.  is.EN/0  VV  ADA.  in  his  "  Report  of  Reconnaissance  of  the 1' ishcrics  in 
Sakbalii^  ".  1907.  (184  pa^cs,  with  numerous  maps,  diagrams,  and  views,  all  in 
Japanese),  gavt'  in  the  introductory  notes,  descriptions  of  the  coast  line,  the  sca- 
boUom.  the  meteorological  conditions,  and  the  oceanic  currents  of  the  island. 

The  Strait  of  Söya  or  La  Perouse,  is  regarded  by  our  zoologists  as  an  im- 
portant line,  showing  the  presence  of  very  different  faunas  on  both  sides  of  it. 

The  main  fields  of  my  geological  observations  in  Sakhalin  were  (1)  the 
mountains  Ixtwccn  Dubki  and  Chipcsani,  (2)  the  eastern  coast  of  the  island 
Kaibatö,  also  called  Todojima.  Toclonmshiri,  or  Moncron  Island,  {3)  several  places 
on  the  west  coast  of  the  main  island,  (4)  the  boundary  region  of  the  50th.  Parallel. 
(5)  th«-  main  course  of  the  river  I'oronai,  and  (6)  the  coast- line  from  Shitka  to 
Dubki.  Those  parts  of  Sakhalin,  for  which  I  must  make  use  of  observations  by 
other  eyes,  arc  cliicfly  ( 1 )  the  greater  part  of  the  west  coast,  (2)  the  greater  part 
of  the  coast  of  Aniwa  bay,  (  3)  the  coast- line  from  Cape  Shirctoko  (called  Jüzö-zaki 
after  the  Russo-Jap«incsc  warj  to  Tunnaicha.  (4)  the  greater  part  of  the  coast-line 
from  the  river-mouth  of  the  I'oronai,  round  Cajx:  l'aticnce  (Mys  Tcrpycniya  in 
Russian.  Shinnoshirctoko  in  Amu,  and  Kataokazaki  again  in  our  new  nomenclature) 
as  far  as  Taodö  on  the  east  coast,  besides  the  inland  routes  taken  by  K  at  a  v  am  a  or 
Kawasaki's  parties.  These  routes  are  (1)  011 the  Tokiiso  mountain  in  the  North- 
eastern M(nmtain-land,*  (2)  on  the  river  Aokoro  I  whose  watercourse  was  actually 
found  to  be  a  very  short  one,  with  its  source  far  to  the  south  of  the  50th.  Parallel), 
(3)  011 the  rivers  Kboi  and  Xayashi.  (4)  on  the  rivers  Msturu  and  Shiruturu,  (5) 
on  the  rivers  Xaibuchi  and  Tomanai,  (6)  on  the  Uriu  river  on  Aniwa  bay.  besides 
in  other  places. 

I  must  here  cxjircss  my  most  cordial  thanks  to  Mr.  Kumagaya  of  the  Civil 
Administration  and  to  Mr.  Oshima  of  the  Boundary  Commission  for  rendering  me 
many  travelling  facilities,  but  tlic  name  of  the:  old  savant  of  St.  l,et じ rsbur に the 
Academician,  Mr.  ]-*REDERICK  liOGDANOVITCH  SCHMIDT,  must  be  specially 
mentioned.  He  was  in  the  island  of  Sakhalin  about  nine  months  altogctlicr  in 
1860-61,  and  visited  several  places  in  this  land.  His  companion,  ÜI.EIIN.  was 
there  about  twenty  months  in  1S60-62.  They  brought  to  ICuropc  a  good  collection 
oj  iossils,  mostly  Tertiary,  which  Mr.  SCH MIDT  kindly  allowed  mc, (luring  my  stay 
in  St.  】Vtfrsburg  of  a  month  and  a  half,  to  compare  witli  similar  fossils  in  my 
collection  from トレ' kkaidö  and  with  recent  shells  from  northern  seas,  preserved  in 
the  zoological  museum  of  the  Academy  of  Sciences  in  the  town,  ins  list  of  pre- 
liminary detennination  of  the  Tertiary  fossils  from  the  island  of  Sakhalin,  then  not 

*  St'-  p.  4. 
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yet  published,  was  rev  ised  at  tho  same  time  :  and  this  little  study  of  fauna  mad し' 
the  real  beginning  of  my  researches  on  the  geology  of  that  island.  I  very  mucli 
regret  that  I  have  not  yet  found  occasion  to  visit  the  \cr>'  rich  fossil  locality  of 
Mgatch.  lying  to  t!ic  north  of  Ak  xamlrofsk.  which  furnished  him  witli  the  greater 
part  of  his  Tertiary  Mollusks. 

With  regard  to  the  geology  of  the  island  o\  hakhalin  in  general,  very  little  has 
been  published,  before  the  appearance  of  Kawasaki's  work.  In  Ir.un>j)can 
languages.  SCHMIDT'S  descriptions  of  the  Cretaceous  fossils  frotn  CajK-  Jc la 
Jonqnierc  near  A に' xandrofs に the  ^iMicral  import  of  travels  by  SCHMIDI'  and 
GlbUN,  and  BaTSEVITCH'S  "  Materials  for  the  Study  of  the  Amur  region,"  in 
Russian.  ma>-  bo  mentioned  as  important.  Hut  the  designation  of  rocks  by 
SCHMIDT  and  (ii.KHX  sometimes  led  Sui:ss  to  misumlerstaiHlin^s  about  the 
geological  structure  of  the  island,  in  his  '•  Antlitz  tier  I'lnlc."  in  which  he  pves  a 
list  of  works  connected  with  the  island. 

I.    Topographical  Subdivision  of  the  Island  of  Sakhalin. 

Sakhalin  consists  of  two  longitudinal  mountain  ranges,  making  the  outer  and 
inner  znnvs  <>f  sedimentary  rocks,  separated  from  each  otlicr  by  the  Median  line  of 
Depression,  as  was  already  recognized  Dy  IN.AWASAKI  in  his  manuscript  report  for 
the  year  1905.  There  is  only  one  dci>entlent  island  of  large  size,  callc-d  Kaibatö, 
and  the  coast  of  the  main  island  is  almost  free  from  islets  and  large  rocks.  The 
Kaihyötö  (Azarashijjma.  or  Robben  Island)  is  a  little  islet  of  great  importance, 
lying  among  the  series  of  rocks  extending  from  Cape  Patience  far  to  the  south.  It 
is  a  breeding  place  for  the  sea  mammals.  The  well-known  Danger  Rcof  (Kamen 
Opasnoti)  lyinp  off  Cajx-  Xotoro  (Cape  Crillon.  also  called  Koiulüzaki  after  the 
war )  is  a little  mass  of  eruptive  rock,  measuring  about  7  meters  in  height,  7  in 
width,  and  30  in  length.  Flat  reefs  and  submarim-  shelves  arc  however  of 
common  occurrence  round  the  coast. 

The  Median  Depression  is  formed  by  the  valleys  of  the  Susuya  and  Takoi 
rivers  on  the  south,  and  of  the  Poronai*  and  l'ymi  rivers  on  the  north,  and  includes 
broad  plains,  which  on  both  sides  of  the  Poronai  river,  assume  the  character  of 
tundras.  This  depression  formed  antl  still  forms  a  part  of  the  chief  way  leading  from 
Alcxandrofsk  over  low  mountains  clown  to  the  valley  of  Tymi,  and  further  passing 
over  to  the  town  of  Korsakoff.  On  the  south,  the  Russians  succeeded  in  improving 
the  primitive  Ainu  track,  which  naturally  proceeded  on  that  beaten  by  boars.  But 

*  'Iii  is  river  is  also  cftllol ••  Pi  vi  "   in  Glehns  rt^iort,  in IV  it  rüge  ztir  Kenntniss  dcR 
RuHsi«fhen  Il«kln«,  Ac  ls<'.K.   I liejird  the  nume  "  Siing.-slm  "  uw'"  by  the  On.'kko. 
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the  roati  on  the  west  side  of  the  Poronai  river  has  Ion ビ been  abandoned,  and  now- 
loaded  horses  find  pains  next  to  death  in  passing  the  mini じ rous  and  extensive-, 
tundras  on  the  way.    It  is  very  remarkable  to  find  that  water  is  still  very  little 
utilized  in  the  inland  communication  of  the  island. 

The  Outer  Zone,  or  the  eastern  side  of  the  depression,  shows  extensive  regions 
of  PaK-eozoic  rocks  and  Crystalline  Schists,  with  less  extensive  Tcrtiarics  and 
Cretaceous,  besides  Eruptive  Kocks.  This  zone  is  formed  by  the  Northeastern 
Mountain-land  extending  on  the  cast  of  the  Poronai  river,  and  the  Susuya  Moun- 
tains lying  between  Cape  Shirctoko  and  Dubki.  There  wc  find  a  region  with 
the  lakes,  Tunnaichn,  Cht|x.sani,  and  so  forth,  which  in  tho  opinion  of 
KAWASAKI,  may  represent  a  minor  zone  of  depression,  corrcs}x>nding  to  the  region 
ending  at  Cape  Patience,  and  carrying  the  lakes,  Solcnuiya  and  others,  on  the 
peninsula. 

About  the  northern,  that  is  to  say,  the  Russian  part  of  Sakhalin,  our  observa- 
tions are  restricted  to  the  post- road  from  Alexandrofsk,  across  the  low  mountains 
with  wide  valleys  on  the  west  side  of  the  Tymi  river,  clown  to  Dc-rbcnskoe,  and 
further  southward  to  Grodckovo,  lying  almost  on  the  line  of  the  50th.  Parallel. 
There  wc  must  follow  the  "  Saklialinski  Kalendari  ，'，  for  the  yc-ar  1898  and  regard 
the  Western  Range  as  assuming  «1 plat し' au-Iik じ character  on  the  extreme  north,  w  licrc 
GLEHN  mentions  a  ridge  of  about  2000  ft.  in  height,  projecting  out  towards  the 
northern  extremity  of  the  Sakhalin  Island.  1 1c  points  to  the  occurrence  of  only  four 
exposures  of  rock  (fossil -less  sandstone)  to  the  north  of  Oidktö  ；  in  that  region 
there  are  usually  found  wide  tundras  along  the  coast.  A  remarkable  contrast  of 
the  river  Tymi  with  the  Poronai  is  tliat  the  valley  of  the  former  is  more  narrow 
and  is  covered  with  woods  and  grasses,  nowhere  showing  the  nature  of  the  tundras. 
The  cast  side  of  the  Tymi  has  not  yet  been  described ,  but  it  is  no  doubt  ;i  part  of 
the  Northeastern  Mountain-land. 

The  Inner  Zone,  or  the  west  side  of  tlic  Mccli.m  Depression,  consists  essentially 
of  the  Cretaceous,  Tertiary,  and  Volcanic  rocks  ；  but  the  Older  Eruptives  there  are 
also  of  importance.  、 

II.   General  Geology. 

The  tri— zonal  structure'  o(  Sakhalin,  w  hich  has  just  been  mentioned,  is  at  once 
recognized,  by  looking  at  any  one  of  the  now-existing  maps  of  the  island,  however 
inaccurate  they  may  be  in  clcpri:c.  On  the  "  Th(，  (iuidc  for  Immigrants  to 
Sakhalin,"  1906,  published  in  Japanese  by  our し ivil  Administration,  a  map  with 
well  revised  place-names  was  given. 1 Ik-  t^nat  uncditt:d  map  by  the  famous 
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JajKine.sc  explorer  MatSUUUa  contains  a  great  many  names  well  transliterated  into 
the  Japanese  kana  (syllabic  signs)  ；  the  outlines,  however  are  naturally  wronjj. 
Just  the  reverse  is  found  in  our  charts,  published  by  the  Hydrographie  Office. 
The  coast-line  to  the  north  of  Cape  Patience  is  very  wrong  in  almost  all  maps. 
In  order  to  trace  the  principal  geotec tonic  lines  of  Sakhalin,  one  must  first  look  at 
the  Geological  Map  of  Hokkaido,  prepared  by  my  joint  work  principally  with 
Messrs.  T.  IsiUKAWA  and  S.  VoKOVAMA.  One  will  very  easily  find  the 
striking  similarity  of  rocks  ；" id  fossils  collected  in  these  two  islands.  The 
north-south  line  is  very  important  in  the  Island  of  Sakhalin,  which  is  meridional ，>' 
elongated,  with  its  narrowest  portion  on  about  480,  and  a  big  depression  on  the 
cast,  forming  Patience  bay  (called  after  the  war  "  Shichirö-wan '")  or  the 
broken  part  of  the  outer  zone  of  sedimentary  rocks. 

Hut  the  principal  difficulty  in  the  geological  structure  is  to  trace  the  southern 
prolongation  of  the  Median  Depression.  The  Cretaceous  terrains  on  the  west  side 
of  the  axis  of  old  rocks  in  Hokkaido  arc  similar  to  those  on  the  west  side  of  the 
Depression  in  Sakhalin.  Tlicrcforc  the  Median  Depression  of  the  former  has  no 
equivalent  in  the  latter. 

The  occurrence  of  Cretaceous  fossils  on  tlic  cast  coast,  towards  the  north  of 
Cape  Patience,  is  of  special  interest,  since  Hokkaido  also  has  the  same  on  its  far 
eastern  part. 

The  island  of  Kaibatö,  lying  on  the  northern  continuation  of  a line  joining 
RLshiri  and  other  volcanoes  in  Hokkaido,  must  form  with  them  u  single  zone 
of  volcanic  eruption,  though  there  is  no  regular  volcanic  cone  on  tlic 
Kaibatü.  . 

The  Kaihyötö,  whose  name  is  always  heard  when  speaking  about  the  fisheries 
in  Sakhalin,  is  geologically  a little  piece  of  land,  detached  from  the  region  of  Cape- 
Pa  tience,  just  like  smaller  rocks  in  its  vicinity. 

The  strike  of  many  coal-scams  and  generally  of  various  sedimentary  strata  is 
very  often  cither  exactly  or  nearly  north  to  south.  Also  many  lar^c  rivers  show 
the  greater  part  of  their  watercourse  meridional.  Striking  examples  «ire  founu  m 
Pilcvo,  Agncvo,  Khoi.  Shitka,  Nitui,  Makunkotan,  Cliikaporoiiai,  Naibuchi,  Rütaka 
and  others,  not  to  mention  particularly  the  main  rivers  on  the  Median  Depression. 

The  oldest  geological  formation  in  Sakhalin  consists  of  Crystalline  Schists, 
which  compose  tlic  whole  northern  part  of  the  Susuya  Mountiins  and  a  little 
portion  of  the  Northeastern  Mountain-land.  Tliey.  arc  an  alternation  of  gray  and 
black  scricitc-schists,  with  various  <,frccn  schists  ：  among  tlic  essential  components 
of  the  latter  wc  find  pyroxene,  hornblende,  and  chlorite.    A  gray,  dirty-looking 
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quartzitc  is  also  lound  there.  A  black,  minute-scaly  biotitc-schist  is  obscrvctl  on 
some  places  on  the  sea-coast  between  Dubki  and  Ochopokka  ；  a  ^abbro-tiioritc  is 
also  found  there  associated  with  the  schists.  There  arc,  however,  remarkably 
"'anting  the  picdmontitc-schist  und  spotted  schists,  which  arc  characteristic  to  a 
similar  formation  in  the  mountains  to  the  "orth-、vcst  of  Tökyö.  W'c  can  not  tell  at 
present,  whether  these  schists  in  Sakhalin  represent  one  or  other  of  Mikabu  and 
Sambagawa  Series  of  this  region.  Moreover  the  occurrence  of  diabasc-tuft*  amongst 
the  schists  in  Sakhalin  raises  the  question  as  to  whether  it  makes  a  concrete  part  of 
the  schistose  scries  or  not.  The  character  of  stratification  can  only  be  observed  in 
the  Susnya  Mountiins,  where  the  strikes  arc  most  frequently  meridional. 

The  next  older  rocks  are  the  ordinary  Palaeozoic  Scdimctits.  such  us 
sandstone,  phylüte,  clayslatc,  (|iiartzitc:  (both  red  and  gray),  diabasf-tuff  (red  and 
tureen),  and  IimcstoiK-.  the  last  of  which  is  sometimes  intcrbedded  in  the  tuff.  The 
gr'iy  quartzitc  is  sometimes  so  very  irregularly  cracked,  as  to  look  breccia  ted.  for 
instance  on  the  northrrn  shore  of  the  larger  basin  of  the  Chiix-sani  lake.  Xo 
fossils  have  yet  been  found  in  the  Palaeozoic,  except  indistinct  Radinlaiian  remains 
in  sonic  n:d  quartzitcs.  Most  of  the  exposures  show  distortions,  but  where 
the  stratification  is  rather  regular  as  on  a  very  limited  jx>rtioti  of  tin-  50th.  J'aralld, 
\vc  find  the  meridional  strike  prevailing. 

F.ruptioiis  of  di.ibase  in  the  form  <jf  masses  and  intcrstratificd  tuffs  ,uc  of 
common  (KCtirrcncc  in  tlic  Palaeozoic.  】iut  the  hornblcnclc-granitite.  which 
changed  the  strata  by  contact  action,  must  bo  sjKcially  mentioned. '1 lie  principal 
locality  of  the  granite  is  at  Cape  Shirctoko  and  its  vicinity,  where  Katavama 
found  a  biotitc-honifcls  on  the  contact.  On  the  boundary  region  of  the  50th. 
l'arallcl,  the  granite  appears  as  boulders  iti a  river,  but  the  extent  of  contact 
metamorphism  is  not  very  limited.  There  is  ； 1  vt  ry  well  cloavc-d.  coni[)act  biotitc- 
hornfcls,  and  a  green,  massive,  and  compact  ； miphibolitc.  'l'lic  former  is  no 
doubt  derived  from  the  clayslato  and  the  latter  from  a  tuff'  although  "り gradual 
transitions  from  those  sediments  are  observed  in  the  field.  Kawasaki  also  found 
a  hornfels  on  the  mountain  Tokuso  in  the  Northeastern  Mountain-land.  Large 
boulders  of  granite,  found  on  the  Kaihyötö  and  near  Ca|x;  l'atic  ncc  and  nuuiy  otlicr 
places  on  tlic  coasts  of  Sakhalin,  indicate  .1  ratlurr  wide  distribution  of  this  rock. 
I'cbbli  s  of  quartz-dioritc  and  a  contact  slate,  witli  characteristic  hexagonal  trillings 
of  cordicrite.  ； is  those  abundantly  found  at  scvi  r.il  plaa's  in  Japan,  have  been 
met  with  on  the  river-bed  of  the  Naibuthi. 

The  Mesozoic  rocks,  whose  total  aroa  is  next  to  that  of  tin;  Tcrti;irii  s,  show 
tlu:ir  principal  dcvcloj^mcnt  in  a  broad  zone  。门 the  west  side  of  the  Mcilian 
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Depression.  The  oldest  known  and  the  best  explored  locality  of  the  Cretaceous 
fossils  is  that  of  Capo  dc la  Jonquierc  near  Alcxandrofsk.  The  very  rich 
locality  on  the  lower  course  of  the  Naibuchi  river,  called  "  Pctrefactenschlucht  "  by 
Lopatin,  who  lost  ail  his  collections  from  there  on  his  boat  turning  upside  down, 
was  studied  particularly  for  the  coal-scams  found  there  in  the  Tertiary.  There  arc 
several  other  places  in  Sakhalin,  where  more  or  fewer  specimens  of  Cretaceous 
fossils  have  been  already  (bund  ；  as  for  instance  at  the  Gilyak  hainlct  of  Pilevo  and  at 
Wcnchishi,  both  on  the  west  coast,  on  the  rivers  Khoi,  Shim  turn,  and  Makunkotan, 
besides  at  Wäre  and  Otasan  on  the  coast  of  Patience  Hay,  Takinosawa  on  the 
pass  from  V ladimirotka  (the  future  scat  of  the  local  government)  to  Mauk.i  across 
the  Western  Range,  and  Motsnai.  Tomarionnai.  &c.  on  the  west  coast  of  Aniwa 
bay.  liesiclcs,  ScilMlOT  states  the  occurrence  at  Manue  on  tlic  coast  of  l'atiuncc 
bay,  also  at  Cape  Patience,  at  Cape  Bellingshausen,  and  near  Rymnik.  However  I 
only  found  finely  broken  shells  of  Inoceramus  in  collosal  amount,  enclosed  in  a 
black  shale,  at  about  8  km.  to  the  north  of  Xarumi  on  the  east  coast.  The 
Mcsozoic  region  near  Toni,  observed  by  KATAYAMA,  affords  no  fossil. 

The  Cretaceous  rocks,  which  very  often  show  a  meridional  strike,  and  carry 
tufaccous  admixtures  as  the  Tertiary  sediments  do.  arc  sandstones  (in  part 
glauconitic,  as  on  the  river  Naibuchi  and  on  the  west  of  Takinosawa),  besides  shales 
(gray  or  dark  in  colour,  and  sometimes  hard  as  on  the  Khandasa  river,  and  usually 
carrying  marly  noclnlcs.  which  may  grow  together  in  layers),  and  conglomerates. 
The  Cretaceous  conglomerates  must  not  be  confounded  with  those  on  the  boundary 
of  the  coal-bearing  Tertiary  and  the  Cretaceous,  as  observed  at  Pilcvo  and  on  the 
Khandasa  river.  A  peculiar  light-gray  marl. (m  the  lower  course  of  the 
Naibuchi  and  on  the  Khandasa  too.  is  without  any  fossil.  Well  preserved  fossils 
arc  to  be  sought  for  in  marly  nodules  in  the  shale,  but  less  common  in  tht-  shale  itself 
or  in  sandstone.  It  is  usually  very  difficult  to  draw  a  line  of  boundary  between 
the  Cretaceous  and  Tertia  rics,  which  art?  always  found  si  tic  by  side,  and  wlioso 
potrc^jraphical  characters  arc  in  tnost  cases  ]>crfcctly  identical.  Only  ； i  peculiar 
\vhitc-sjx)ttcd  appearance  after  weathering  of  a  gray  snndstimc  in  the  Cretaceous, 
as  on  the  Khandasa  and  Pilcvo  rivers,  is  to  be  noted. 

The  principal  fossils  arc  Nucula,  Cucul/aca,  Inoceramus  ,PJiylloccras,  Puzosia, 
Pachydiscus,  Gaudryc-  rns,  Hamites,  TrocItocyatJms,  L,idaris,  A  nanchytinaruin, 
&c. 

The  horizon  represented  in  the  Cretaceous  of  Sakhalin  will  correspoml  to  the 
uppermost  parts  of  the  samt;  formation  in  Hokkaido.  A  regular  meridional  strike 
is  often  observed  on  the  river  Khandasa  (wlu-rc  no  fossils  were  collected),  on  the 
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NaiDucln  river,  and  other  places. 

The  Jurassic  has  only  been  observed  in  the  Russian  part  of  the  island  ；  Mr. 
FREDERICK  KLEVE,  in  Alexandrofek,  who  lived  there  for  many  years,  showed  me 
a letter  from  Professor  E. ト、 RAAS  (dated  Feb.  22,  1904)  stating  that  the  fossils  in 
marly  nodules  from  And rcc- 1 wa iiofskoe  near  RykofT  may  be  identical  with  the 
A  starte  depressa  from  the  Lower  Oxfordian  of  North  America. 

Tlic  Tertiary  rocks  occupy  the  largest  area  in  the  island,  and  arc  especially  well 
developed  in  the  Western  Rang に where  various  beds  with  characteristic  fossils  arc 
met  with.  The  rocks  arc  sandstones,  which  are  sometimes  siliceous,  sometimes 
tufuceous,  sometimes  glauconitic  and  sometimes  banded  with  lighter  and  darker 
coloured  portions,  and  often  broken  in  plates  ；  shales,  which  are  sometimes  very 
dark,  but  sometimes  tufaceous  with  gray  or  almost  white  colour,  and  in  many  cases 
contain  marly  nodules  with  or  without  enclosed  fossils,  and  various  con- 
glomerates ； besides  tuffs  of  different  colours,  white,  gray,  green,  and  so  forth,  as  well 
as  agglomerates,  both  of  which  arc  sometimes  as  extensively  developed  as  in  some 
parts  of  Hokkaido.  Applomcratcs  with  associated  tuffs  are  observed  on  the  cast 
coast,  about  16  km.  to  the  south  01  Xarumi,  near  Wäre,  at  and  near  Cape  Notoro, 
also  near  Ushoro  on  the  west  coast.  The  diatom -earth,  attaining  in  Hokkaido  ； 1 
great  thickness  of 12  meters,  is  not  found  in  Sakhalin. 

Although  the  relative  ]>osition  of  various  fossilifcnms  bods  in  the  Tcrtiarics 
has  not  yet  been  made  out,  the  plant-bed  with  several  broad  leaves  and  one  or  two 
kinds  of  Sequoia  leaves  associated  with  coal-scams  in  the  Naibuchi  and  Serutonai 
coal  fields  and  on  the  river  Kliandasa  on  the  boundary  region,  can  directly  be 
compared  with  that  in  Jlokkaidö,  which  was  also  formerly  believed  to  be  Miocene. 
The  coals  of  Sakhalin,  which  arc  often  more  than  3  meters  in  thickness,  resemble 
in  part  those  of  the  Ikushumbcts  mini:  in  Ishikari,  Hokkaido.  Besides,  the  pale- 
gray  tufaceous  sandstone,  associated  with  many  coals  in  Sakhalin,  strikingly 
resembles  that  in  several  coal-fields  in  Hokkaido,  as  tliosc  of  Ikushumbcts  and 
Poronai.  The  mineral  resin,  which  is  observed  in  sands  of  sea-bcaches  on  the  coast 
of  I'aticncc  bay  and  other  places,  seems  to  have  been  derived  from  the  coal  by  its 
disintegration.  Silicific-d  wood  is  fountl  not  only  in  coal-fields  but  also  in  several 
other  places. 

In  the  Tcrtiarics  of  Sakhalin,  the  follow  in^  beds  with  animal  fossils  arc 
distinguished  : 

(l.j    Shale  with  ca leite  i)scutlomorphs  resembling  thinolito. 
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(2.)  Gray  sandstone  with  Pech  n  Peckluxmi  (Mcrd),  and  gray  tufaccous  shale 
with  small  shells  of  the  same  species  (Kushunnai). 

(3.)  Gray  shale  with  Thyrasia  bisccta  (Shiraraka  and  Tomarionnai),  and 
with  Echinarachnius  sp.  (Takinosawa)  ；  and  greenish-gray  shale  with  Tdlina  sp. 
(Mauka  and  environs). 

(4.)  Gray  tufaccous  shale  ("  Kushunkotan  Shale  ")  with  an  inflated  form  of 
Yoldia,  showing  a  very  wide  distribution,  as  for  instance  at  Korsakoff  and  its 
vicinity. 

(5.)  Gray  sandstone  with  several  species  of  Mollusks  (Wcnrucsan,  Porotomari, 
etc.  near  Ushoro  ；  and  other  places). 

(o.)    Dark-gray  marl  with  sponge  remains  (Peshuturu). 

(/.}  Soft  gray  sandstone  with  Mya  crassa  (the  lower  course  of  tlic  iNaibucm 
river),  and  similar  sandstone  with  large  shells  of  a large-tared  species  of  Pectcn 
fthc  same  locality  and  】)eshuturu). 

KAWASAKI  endeavoured  to  subdivide  the  Tertia rics  of  Sakhalin,  without 
taking  the  difference  of  fossil  contents  much  in  consideration,  (see  his  report,  p. 
16-17).  ' 

Whether  the  above  enumerated  beds  arc  really  inck'pciick'nt  of  one  another 
can  not  yet  be  definitely  answered  ；  but  wc  must  remember  that  many  fossil  forms 
arc  also  met  with  in  Mokkaidö.  Thus,  ?  ftyrasia  bisecta  occurs  at  Mörai  in 
Ishikari  province,  and  other  places  ；  Echinarachuius  at  Kanikarushi  in  Hidaka, 
the  inflated  Yoldia  in  the  oil-field  of  Mörai,  and  at  Wakkanai  in  Kitami  ；  Mya 
crassft  at  lVnaanrubeshbc  in  Tokachi.  and  Fcctcn  Peckhami  at  Yödö  in  the  same- 
province.  The  numerous  Molluscan  species  of  Wenruesan  and  other  places  will 
correspond  to  those  in  the  shell  bed  of  Piratoriushnai  in  Hidaka. 

The  Quaternary  rocks  in  Sakhalin  arc  clays,  sands,  gravds,  ami  peat.  The 
you 11^  deposits  composing  the  coast  terraces  sometimes  attain  a  great  thickness 
of  more  than  60  meters.  Gold  placers  were  discovered  mostly  in  the  valleys  of 
Palaeozoic  regions.  Volcanic  detritus  niiiy  be  met  with  on  the  slo|K_-s  of  the 
conical  mountains  of  Ushoro,  but  it  has  never  yet  been  actually  observed  by  us, 
anywhere  in  the  island.  Tlic  dc|x>sits  of  sca-tcrr«accs,  which  usually  level 
the  irregular  surface  of  underlying  hard  rocks,  sometimes  lie  upon  the  wcll-shavcd 
horizontal  face  of  rocks,  as  at  Ocliopokka  and  other  places. '1 l»s  fact  is  of 
special  interest  in  connection  with  the  shift  of  sea-level  in  past  periods,  when  wc 
remember  the  extensive  dcvcloinncnt  of  subinariiu:  shelves  on  the  present  sca- 
coast,  esj)ccially  in  the  regions  o(  Tcrtiaiy  rocks. 

The  formation  of  thick  |K!.it  uiKK-nicath  the  still  growing  mosses  and  lichens 
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of  the  tumlras  is  best  studied  at  Khaiulasa  on  the  right  bank  of  the  l'oronai 
river,  far  to  the  south  of  the  ojx:ning  of  the  river  Khandasa.  There  the  dricd- 
up  mosses  at  an  eroded  margin  of  a  tundra  make  a  transition  into  a  brown  layer  of 
tlic  same  stufT,  about  half  a  meter  in  thickness.  Below  this  layer  there  is  a  dark- 
brown  [)cat  more  than  6  meters  in  thickness,  resting  upon  ； i light-gray  bed  of  clay. 
Vast  masses  of  peat,  detachc«!  from  such  ;t  cliff  in  flood,  now  lie  upon  sands  and 
pebbles  of  the  rivcr-bctl,  and  look  like  small  tjrass-tlntclKcl  roofs  of  hut,  when 
first  observed  from  a  good  distance  by  a  new  visitor. 

Thin  layers  of  ptat  arc  also  found  on  heaths,  which  extend  on  low  wet 
grounds  as  at  several  places  on  the  50th.  Parallel,  on  the  south  of  Nayoro  on  the 
coast  of  Patk'ncc  bay,  and  to  the  south  of  Kusluiiinai  on  the  west  coast,  also  on 
the  plain  c»f  Mitslyof  ka  on  the  Susuya  river,  anil  so  forth. 

The  shcll-mouiul  of  Soloviyof  ka  near  Korsakoff,  which  consists  of  recent  shells 
of  Östren  sp"  Mactra  sachalinensis,  and  other  forms,  lies  chiefly  on  a  terrace,  about 
35  meters  :ibovi:  the  sea  level,  at  a  direct  distance  <>f  less  than  half  a  kilonutcr 
from  tlic  coast.  丁 his  locality,  \v hich  remained  alni' st  unexplored,  has  this  year 
rcwartlcd  IVofcssor  h.  TsUP.Ol  witli  numerous  finds  «>f  arclucolo^ical  interest. 

Of  the  Older  Eruptive  Rocks,  granite  (hornblende-  granititc)  has  been  already 
mtrntioiicil  in  connection  witli  the  contact  nictamorphisni  in  t!u.-  I'al.io/oic  regions, 
where  ordinary  diabase  is  also  extensive. 

Various  facies  of  granitoid  ilia  base  are  observed  near  Shiranushi,  and  on  the 
west  coast  of  the  boiuulary  n-^ioti  of  the  50H1.  l'arallrl.  Tlicrc  arc  granular,  aphanitic, 
as  well  as  pc»rphyritic  varieties  of  the  same  rock.  Olivine  is  sfjnictinics  observed  in 
this  eruptive.  Columnar  joint,  with  the  axis  perpendicular  to  the  face  of  contact 
with  the  underlying  sedimentary  rock,  arc  observed  in  the  similar  tliabas«'  of  Pilcvo, 
where  the  rock  appears  like  an  intrusive  slu  t-t.  The  saim-,  forming  :i  small  roCK  in 
the  si-a  of  Am  bets,  is  a^ain  irregularly  cracked  with  planr  faces  of  fracture, 
beautifully  covered  with  minute  scales  of  dark-brown  mica.  The  contact  of  the 
rock  with  a  dark  shale  on  the  south  of  Pilcvo  sovms  to  have  exerted  no  influence 
in  the  pctrographical  characters  of  either  one  of  the  rocks. 

liut  the  occurrence  of  gabbro  is  very  limited. 

Ordin.iry  dioritc  with  its  jjorpliyritic  niodificiitions  arc  met  with  on  the  sotli. 
Parallel,  though  never  found  in  great  extent 

Volcanic  Rocks  arc  abundant  iii Sakhalin,  but  n り l  <)f  such  i,'rcat  importance 
as  those  in 】 I(— 'k'kaidö. -ヽ' o  active  crati  rs  arc  known 【り exist.  Tliorc  arc  only  two 
or  more  conical  mounts*  on  the  otherwise  quite  low  mountains  of  Ushoro,  whose 

1  'i  bf  wi  ll  known,  vt  rj'  <-')nH].ic-U(.ns  "—'了"'       Ki，"iwlii.n"i>，iri  (,'r  Kitonstii-]«il)  on  tbe  w^t 
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gcoloyry  was  only  j^icsscd  at  by  the  nature  of  pebbles  in  a  river  descending  from 
them,  and  the  actual  presence  of  andestte  exposures  at  Ushoro  and  its  environs. 

The  volcanic  rocks  of  Sakhalin  arc  mostly  pyn)x<_'iie-and じ site,  sometimes 
making  a  transition  into  basalt.  The  anclcsitt-  often  shows  columnar  and  other 
joints.  Some  specimens  present  an  old  aspect,  as  at  Ware.  Basalt  occurs  at  ( )tek- 
koro,  Xotasam,  the  island  Kaibatö,  and  other  places.  Liparite,  which  occupies  in 
I  lokkaklö  a  very  extensive  area,  especially  round  the  mountain-mass  of  Optatcshkc, 
is  here  almost  restricted  to  the  region  of  Shiraraka,  w  here  a  reddish-gray  compact 
specimen  with  a  fluid.il  structure  is  met  with.  A  white  silicificd.  (decomposed 
liparite  occurs  at  Ruionaibo  near  the  same  place. 

The  cliab;isic  rock,  which  turned  the  coal  of  the  Scrutonai  coal-field  into  natural 
c«>kc,  resembles  that  found  in  the  Chiku-Hü  coal-field  in  KyüshQ  under  the  same 
condition. 

1'rctty  pebbles  of  white  chalcedony,  fdiuul  near  Nayuro  and  other  places  in  the 
main  land,  and  at  many  localities  in  Kaibatö,  attract  the  eyes  of  every  tourist,  and 
an-  derived  from  the  cavities  in  lavas  and  agglomerates  of  usually  andesitic  nature. 

The  vast  deposit  of  pumice,  so  widely  distributed  in  Hokkaido  and  also  on 
Kunashiri  and  f)thcr  islands  belonging  to  it,  has  never  yet  boon  observed  in 
Sakhalin. 

As  regards  the  distribution  of  volcanic  rocks,  \\c  may  only  state  that  their 
princii>al  districts  arc  in  the  Western  Kan^c,  not  only  on  its  west  coast,  but  also  at 
several  places  between  Nayoro  and  Manuc  on  the  cast.  On  the  river  Poronai,  hills 
of  :iik1 し' sit し' and  a^lomcrato  arc  found  not  far  bdnw  S.ikai  (formerly  probably 
known  by  the  name  "  Poronai  "  after  thr  river  itself),  that  is  the  place  where  the 
2nd.  Astronomical  Point  of  the  50th.  Parallel  is  fouiul  (»n  this  river.  On  the 
coast  of  the  Okhotsk  sea,  similar  rocks  were  observed  about  16  km.  to  the  south  of 
Narumi. 

Thv  form  of  the  aiulesite  mountain,  :ihm^  the  sea -const  «>f  the  region  01  I'upviaipo 
on  P.itionco  bay,  shows  its  formation  as  a  dyke. 

HI.   Geological  Consideration  of  Topographical  Features  of 
Different  Subdivisions  of  Sakhalin. 

Now  wc  proceed  to  the  characteristics  of  diflTcrcnt  parts  of  Sakhalin,  c<> 翻 ，し' 11c- 
inR  with  the  Median  Depression  of  fundamental  imi>ortancc.     On  its  northern  part 

ooot*t  to  the  Dortb  of  Pilevo,  is  of  Hamlstonc  utt-ortliny  to  St  bmidt.    Tb«1  Tusso  mountam  on 
Iba  ooMrt  of  Pfttience  bey  is  of  volracic  rocks,  and  lodlra  conical  ouly  in  one  dilution. 
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I  observed  the  whole  length  of  the  Japanese  jiortion  of  the  1'oronai  river  from  a 
boat.  On  the  south,  both  the  Susuya  and  Takoi  rivers  were  only  visited  within  a 
small  limit. 

The  Median  Depression. 

licforc  F906,  \vc  had  no  reliable  map  of  the  river  Poronai  accessible,  and  the 
place-names  on  it  were  often  very  carelessly  copied  from  one  map  into  another.  It 
is  felt  that  a  certain  knowledge  of  at  least  three  different  languages,  Ainu.  Orokko, 
ami  (»ilyak  is  there  necessary,  all  of  which  occur  in  the  names.  Such  a  complexity 
of  nomenclature  is  found  in  no  other  place  in  Sakhalin.  This  great  river  has  large 
branches  only  on  the  western  side.  On  the  eastern  side,  Muigö  and  liolmöksha 
arc  wortli  mentioning.  Many  tributaries  show  narrow  mouths,  compared  with  their 
width  a little  above  them.  The  main  river  is  about  230  meters  wide  at  the  mouth 
and  about  45  on  the  50th.  Parallel.  The  river  is  navigable  up  to  I'oroto,  with  a  small 
steamer  of  about  4 も ft.  draught.  The  main  course  shows  a  great  meandering, 
which  proiluccd  several  crcsccnt-shapcd  lakes,  by  drift-wood  chokintr  up  one  of  the 
canals,  into  which  the  river  is  often  split  up.  The  hugest  heap  of  this  wood  is  found 
about  8  km.  direct  distance  from  the  2nd.  Astronomical  Point  It  was  a  good  piece 
of  labour  to  rcmovo  a  j>art  of  the  accumulation,  measuring  about  500  meters  in 
length,  by  blasting  the  wood  with  picric  powder.  The  river-bed  seldom  shows  in 
the  Japanese  part  pebbles  larger  than  20  cm.  in  diameter.  Hoth  sides  of  the  river 
arc  flat  plains,  with  the  exception  of  only  a  few  places  above  】ioln、iiksha,  where 
the  spurs  of  hills  reach  the  river  and  end  abruptly  in  high  cliffs  of  volcanic  rocks, 
sometimes  more  than  50  meters  in  height.  Where  the  flood -water  has  eroded  away 
a  margin  of  the  tundras,  the  formation  of  peat  is  best  studied.  A  gray  clay  usually 
forms  the  basement  of  the  peat,  which  attains  tlic  thickness  of  more  than  6 
meters.    Otherwise  the  main  river  shows  nothing  of  geological  interest. 

I  Iowcvcr,  the  pure  forests  of  poplar-trees  {Populus  suovcolens),  and  of  larches 
(Larix  dakurica),  the  forests  of  Picea  ajanvnsis  mixed  with  Abies  sachalincnsts, 
and  those  of  birches  {Betula  alba  and  Ermanni)  attract  the  attention  of  all 
observers,  cs|)ccially  in  Autumn,  when  the  leaves  assume  tlic  beautiful  colours 
peculiar  to  themselves.  Tlic  luxuriant  growth  of  such  and  other  trees  is  by  no 
means  welcome  to  surveyors,  concealing  nearly  everything  at  a  short  distance. 
In  grxxl ^  cathcr  one:  can  enjoy  the  distant  scctu-rtcs  of  the  gigantic  mountain 
Ninkutnupuri  or  Anibarmait  (abcnit  1200  meters  hi^h,  according  to  Kawasaki 
who    ascended  it),  to^ctlicr    with  elevations    connected    with    it.     The  lower 
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clcv.ntions  on  the  other  side  of  the  river,  that  is  to  say,  along  the  eastern  sea -coast, 
can  be  seen  only  on  the  lower  course  of  the  rive に 

The  so-callca  f undra  *  of  the  plain  of  Poronai  is  a  flat  land,  occupying  its 
greater  part  and  covered  with  lichens  ( Cladonia,  Stereocaulon,  etc.)  and  mosses 
(Sphagnum,  Poly  trie  hium,  etc.),  besides  shrubs  such  as  Ledum  palustrey  Vaccinium 
furtum,  Betula  nana,  and  so  forth,  also  a  remarkably  crippled  form  of  Larix 
dahurica.  The  tundra  is  more  or  less  wet  with  the  brown  water  of  bogs,  on  which 
the  pedestrian  sinks  into  a  depth  of  at  least  one  third  of  a  meter.  Close  to  the  side  of 
flowing  water,  however,  drainage  is  complete,  and  no  character  of  tundra  is  there 
observable,  and  \vc  find  forests  of  coniferous  as  well  as  broad-leaf  trees.  The  ground 
was  frozen  in  the  very  height  of  summer  below  the  depth  of  more  than  one  meter,  at 
a  tundra  just  on  the  west  side  of  Sakai,  and  also  on  the  eastern  bank  of  the  Poronai, 
about  8  km.  (direct  distance)  below  Sakai.  In  the  midst  of  the  tundras,  there  are 
often  found  heaths  where  the  ground  is  more  dry.  Among  the  low  mountains  and 
in  valleys,  also  on  the  sides  of  the  tundras,  there  arc  extensive  heaths. 

The  large  lagoon-lakc  of  Taratka  on  the  north  coast  of  Patience  bay  has  a 
long  spit,  across  which  a little  boat  may  be  draped  by  those,  who  want  to  pass  from 
the  bay  by  the  shortest  distance  into  the  lake,  and  then  over  the  narrow  land  on 
the  west  side  up  to  the  Tarankotiin  river. 

The  southern  part  of  the  Medi.m  Depression,  occupied  by  the  plains  witli  the 
rivers  Susuya  and  Takoi,  shows  the  character  of  vegetation  different  from  that  on  the 
Poronai,  there  being  observed  no  tundra,  though  heaths  arc  found  at  Mitslyofka 
and  other  places.  The  whole  region  is  a  plain,  with  low  tcrracc-lands  lining 
some  of  the  hills,  but  without  high  cliffs  of  rock,  extending  right  clown  to  the 
river  side.  Cultivation  is  going  on  in  the  former  Russian  settlements,  which 
makes  a  great  contrast  with  the  wet  and  sterile  character  of  the  main  part  of  the 
Poronai  plain.  The  principal  lands  selected  to  introduce  immigrants  from  Japan 
are  mostly  found  on  the  lower  course  of  the  rivers,  Susuya,  RQtaka,  and  Xaibuchi  ； 
and  on  the  low  plateau  to  the  west  of  the  Tunnaicha  lake. 

No  marked  feature  revealing  any  fault  character  of  the  Median  Depression  has 
been  yet  recognized.  The  presence  of  volcanic  rocks  just  on  the  bank  of  the 
Poronai  river  is  however  remarkable. 

The  two  bays.  Patience  and  Aniwa,  may  here  be  treated  in  connection  witJi 
the  Median  Depression  on  land.    These  arc  the  only  two  large  bays  in  S;iKhalin, 

•  We  poflBeaa  no  particular  Jfti»nfso  word  for  auch  a  sort  uf laud.  Tli*、  R\>«*tiAn8  cull  it 
••  Tandm,"  which  votd  wnn  introducwl  to  as,  nfter  oar  nmking  ftcmuiintwnoo  with  it  uft^r 
the  war.   This  veon\  in  nntumlly  often  corrnptod  by  the  .Tiijuines«»  into  Ts>m-do-rn ! 
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with  their  terminations  formed  by  the  C.ipcs  Patience.  Notoro,  and  Snirctoko. 
There  arc  no  other  well  marked  promontories  in  Sakhalin.  The  existence  of  the 
three  capes  and  the  narrow  form  of  land,  measuring  only  about  30  km.  from  Manuc 
to  Kusluinnai  on  about  48°,  arc  very  important  when  taken  in  connection  with  the 
oceanic  currents,  meteorological  conditions,  and  the  distribution  of  marine  plants 
and  animals. 

Patience  bay  is  very  shallow  (K.  Wada,  p.  12-13).  When  a line  is  drawn 
between  Caj)c  Patience  and  Cape  Toni,  the  breadth  of  tlic  sea  enclosed  on  the 
west  side  of  it  is  1 00  sc;i-milcs  in  maximum,  but  the  dc|)th  rarely  exceeds  50 
fathoms.    I'atk-ncc  bay  is  particularly  shallow,  showing  a  flat  sandy  bottom. 

On  the  other  side  of  the  line,  the  real  sea-bottom  is  found  at  about  15  sea  miles 
to  tlic  cast  of  Toni,  showing  there  a  depth  of  12 5- 1 60  fathoms. 

AniVa  ba>'  is  also  shallow  (K.  WADA,  p.  13),  tlic  tk'ptli  being  generally  about 
25  fathoms  on  the  inside  of  the  line  from  Cape  Notoro  to  Cape  Snirctoko.  Sound- 
ing of  50  fathoms  or  more  were  rarely  made  there. 

The  Western  Bange. 

The  general  topographical  features  of  this  part  of  Sakhalin,  whose  watershed 
lies  a  little  to  the  west  of  the  real  median  line,  shows  a  marked  contrast  with  the 
cast  side  of  the  Median  Depression. 

Here  \\  v  rtnd  a  ^'rcat  development  of  the  Tcrtiarics  and  the  Crctiiccous,  with  a 
less  extensive  one  of  Volcanic  and  other  Eruptive  Rocks.  The  Cretaceous  forms 
liißli  mountains,  among  which  the  Ninkutnuptiri  shows  lofty  peaks  witli  stiow 
rcnutininjr  in  summer  in  some  jiarts  of  narrow  vallcvs. 

On  the  cast,  liowcvcr,  wc  find  particularly  rugged  sceneries  of  PahL-ozoic 
rocks  with  subordinate  Crystalline  Schists,  besides  the  Tcrtiarics,  the  Mesozoic,  and 
Eruptive  rocks,  which  arc  all  more  limited  in  area.  The  Volcanic  Rocks  arc, 
however,  not  wanting  in  the  cast. 

Now  look  at  the  west  coast  of  the  Western  Ran^c  (K.  Wada,  p.  2-5  and  1  3), 
which  consists  essentially  of  the  Tcrtiarics,  in  which  diabase,  andcsito  and  other 
eruptives  uppcar  in  various  forms.  Turning  round  Cape  Notoro  from  Aniwa  bay, 
\vc  pass  over  to  the  coast  of  the  Jajian  sea,  measuring  more  than  500  km.  up  to 
Ambt.ts  on  the  lx>undary.  Our  Chart  published  by  the  Hydrographie  Office  puts 
the に'; "x;  at  45°  54'  N. し The  general  straightness  of  the  coast-line  is  remarkable 
in  Sakhalin,  especially  to  the  north  ot  L-apo  Patience. 

i\long  the  west  coast,  a  depth  of  loo  fathoms  is  often  observed  even  at  a 
distance  of  10  miles  from  the  beach  line  ；  that  of 10  fathoms  is  found  at  about  one 


Digitized  by  Google 


JIMÜÖ  ：  GKOI.OC.V  OF  J  A  PAN  lis  K  SAKHALIN. 


'5 


mile  At  a  place  50  miles  to  the  west  of  Mauka,  Mr.  Nakami  ua.  on し' of  the 
assistants  of  Mr.  K.  W'aDA,  found  a  line  190  fathoms  lon^  not  reaching  the  bottom. 
From  Kushunnai  to  Kaichishkn.  a  sounding  of  20  fathoms  is  made  beyond  5  miles  off" 
the  coast.  At  Ushoro.  water  is  deeper,  showing  50  fathoms  at  the  same  distance,  a 
gradual  shallowing  being  however  observed  towards  the  north,  as  \vc  proceed  on 
into  the  Mamiya  strait  (Strait  of  Tartary),  which  is  only  about  5  miles  -wide  and 
allows  a  free  passage  on  sledges  across  the  frozen  sea  in  winter. 

Between  blunt  capes,  mostly  consisting  of  andesites  and  other  eruptive  rocks, 
there  arc  slight  concavities  of  coast  line  which  arc  only  used  in  summer  seasons, 
wiu-n  the  sea  is  calm  with  easterly  winds  prevailing.  I**rom  the  later  autumn  to 
the  next  sprine.  rough  wester)'  winds  sweeping  over  the  Asiatic  coast,  leave  no 
shelter  to  ships  011 that  coast.  From  Cape  Notoro  to  Tokombo  (about  90  km.)  there 
is  no  plain  on  the  bottom  of  coast-hills,  and  tl»crc  swift  currents  and  numerous 
serio  of  reefs  bindor  the  progress  o(  tlu-  fisheries.  From  Tokombo  to  Cape 
Chiikai  ！  a  bout  120  km.)  the  gen じ rally  terra  cc-sh;i[x.d  character  of  the  coast  land 
卜 conspicuous.  The  only  exception  is  the  sandy  |、lai"  、vith  dunes,  f'mnd  at  Notoro 
(not  to  be  confounded  with  Cape  Notoro  on  the  south),  which  is  said  to  be 
slowly  decreasing,  on  its  whole  length  of  about  20  km.  On  the  terrace  coast,  there 
arc  level  grounds,  from  about  10  meters  to  nit)rc  than  100  in  width,  extending  alon^ 
the  beach.  There  an-  again  more  or  less  level  lands  on  the  back.  6  to  50  meters 
in  height  ；  and  equally  flat  shelves  in  front,  covered  by  water  of  2  or  3  ft.  in  depth. 
These  submariiu:  shelves  of  rock,  which  arc  found  not  only  on  this  part  of  the  sea- 
const  but  also  at  many  other  places  of  Sakhalin,  where  the  Tertiary  rocks  are  pre- 
vailing on  the  coast,  is  particularly  well  developed  on  a  stretch  of  about  72  km.  from 
丁 （> レ onibo  to  Tokotan.  Their  width  varies  from  about  30  to  300  meters.  The 
depth  of  water  over  them  is  3  to  5  ft.  at  their  margin,  where  it  is  deepest,  ami 
beyond  which  \vc  find  a  sounding  of  3  to  5  fathoms.  From  Tokotan  to  Kushunnai, 
sliclvirs  are  found  hero  and  there  ；  on  the  north り f  Ushoro,  they  lie  t に' し' i>cr'in  the 
water,  which  is  011c  fathom  in  depth し 'lose  to  the  beach  line. 

The  terrace  coast  shows  the  continuation  of  valleys  cutting  the  shelves  in  the 
form  of  broad  clefts,  which  admit  at  Mauka  imtrancc  to  small  steamers  of  about  200 
to  300  tons.  The  most  important  roads  for  ships  there  are  Tokombo,  Oko,  Ohoto- 
mari,  Mauka  (the  most  important  and  now  well  jxjpulatcd  town  on  the  west  coast), 
Rakumaka,  Notasam,  and  others. 

From  Chiikai  to  Kushunnai  (about  55  km.)  topograph)'  of  the  coast-line  is 
very  different  from  that  of  the  above  mentioned  region.  The  hil!  coming  more 
close  to  the  sea-coast,  often  shows  precipices  of  about  30  meters  in  height, 
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descending  directly  into  the  sea  water.  There  the  principal  roads  are  Otekkoro, 
Torna rioro,  Oronbentomari,  Ilpekecnrun,  Shiraroro,  and  others,  of  which  Tomarioro 
is  of  some  importance. 

The  region  of  Kushunnai  shows  broad  and  flat  sandy  shores. 

Between  Paikoshakushi  and  Kbishi  (about  20  km.),  hilly  lands  come  close  to 
the  sea  water. 

To  the  north  of  Raichishka,  where  a  large  lagoon  of  the  same  name  is  found, 
we  observed  a  mountain  of  andesite,  on  which  stand  the  conical  mounts  of  Ichara, 
Kotanturu,  and  so  forth.  There  Cape  Uslioro  shows  steep  cliffs  of  rock  with  big 
boulders  underneath,  which  is  a  feature  not  commonly  observed  on  the  west  coast. 

On  the  stretch  of  160  km.  from  Ushoro  to  Am  bets  on  the  50th.  Parallel,  the 
coast-line  shows  very  few  slight  concavities.  They  are 1 lorokeshi,  Omuto.  Itonai, 
and  Nayashi.  These  places  show  shallow  waters,  and  with  the  exception  of 
Nayashi,  arc  lined  with  stcop  cliffs  with  narrow  grounds  below. 

Now  the  west  coast  of  Aniw.i  bay  (K.  WaDA,  p.  6).  There  arc  Tertiary 
rocks,  besides  Volcanic  Rocks  and  the  Cretaceous  of  a limited  extent.  There  arc 
numerous  high  rock-cliffs,  chiefly  of  andesite,  descending  directly  into  the  sea  water. 
A  bay  on  the  south  of  Cape  Chishiya  forms  the  only  road  for  smaller  ships  on  the 
、vhok'  extent  of  the  coast,  which  incasuros 120  km.  from  Xotoro  to  the  opening  of 
the  KQtaka  river. 

We  now  pass  over  toward  the  north  of  Korsakoff,  and  make  observations  from 
Dubki,  along  the  cast  coast  of  Sakhalin,  up  to  \ay<iro,  (K.  \V  .\KA,  p.  9). 

I'Vom  Dubki  to  Shiraraka,  there  is  a  sandy  coast  with  many  lagoon-bkes, 
show  in^  a  very  broad  plain  on  the  mouth  of  the  Naibuchi  rive に There  arc  many 
hug し' dunes  on  this  plain,  where  travellers  wonder  at  the  abundance  of  dw.irf 
pines  (Funis  pitmila),  which  arc  to  be  seldom  observed  on  the  other  coasts  of 
Sakhalin.  All  the  lagoon-lakes  aro  m>thi"g  but  the  bends  of  rivers,  which  arc,  on 
both  oast  ami  west  coasts  of  the  Western  Rang し'. usually  ilirt-ctud  towards  the 
north.  The  sea- bottom  shows  .1  gentle  slope,  tlic  reefs  art-  not  tlieiv  abiindant, 
and  only  at  Wäre  \\c  find  a に' or  shelter  for  boats. 

To  the  north  of  Shiraraka,  t-spccially  in  the  region  between  Wäre  and  Makun- 
kotan,  the  mountains  form  steep  precipices  directly  descending  into  the  dc^p  sea, 
where  numerous  reefs  arc  also  observed.  The  well-known  Tusso  mountain  belongs 
to  this  part  of  tht:  sea-coast. I'h し' re  arc  also  terrace  lands.  Hctwecn  Shiraraka 
antl  roroiiaipo,  the  sca-bottom  is  irregular  and  carries  many  revfs  on  it.  lictwecti 
\\  arc  and  Poronaijio  there  arc  submarine  shelves. 

To  the  nortli  of  Makunkotan,  the  coast-line  allows  free  passage  to  observers. 
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just  as  on  the  south  of  Shiraraka,  the  beach-sand  being  broad  especially  on  the 
river-mouths  ；  from  Poronaipo  to  Nayoro,  the  sea  bottom  is  flat  and  sandy.  The 
rugged  movjnt;iin-ranp;c  along  the  sea-coast  of  the  region  of  Poronaipo,  stands  in  front 
of  low  mountains  of  Tertiary  rocks.  This  range  is  of  such  an  antk-site,  as  that 
occupying  a large  area  in  the  region  01  Makuiikntan,  and  found  also  at  many  other 
places  on  the  coast-line  from  Dubkt  to  N'ayoro,  where  the  exposures  are  mostly 
Tertiary  sediments.    Liparitc  is  founded  only  near  Shiraraka. 

The  east  coast  of  Sakhalin  has  in  general  fewer  rough  places  for  observers 
proceeding  on  foot  than  the  west  coast,  although  the  region  near  Cape  Shiretoko  is 
naturally  an  exception. 

The  East  Side  of  the  Median  Depression. 

Hcginnin^j  our  observation  at  the  region  of  Korsakoff  (original  Ainu  name, 
••  Kushunkotan  ")  on  Anivva  bay  (K.  Wad  A,  p.  6),  we  find  first  of  all a  terrace 
coast,  ext じ rniing  about  50  km.  from  Tretiya  Padji  down  to  Chipcsani.  with  charac- 
teristic submarine  shelves.  The  rocks  exposed  are  mostly  Tertiary,  though  at  and 
near  Chipt'sai"',  there  arc  Pala-ozoic  strata.  Here  lies  the  badly  sheltered  anchorage 
of  Korsakofi",  the  present  seat  of  local  government.  To  the  south-east  of  Chipcsani, 
there  is  a low  sandy  coast  with  tlic  interesting  Busse  lake,  with  oyster  banks  and 
other  marine  products,  ami  said  to  possess  an  opening  with  water  12  ft.  in  depth, 
though  this  has  not  yet  been  confirmed  by  our  observers. 

Further  to  the  south,  wo  have  the  stet'p  rocky  coast  of  the  region  of  I'ala  ozoic 
rocks,  w  ith  granite  at  Cape  Shiretoko  and  its  immediate  vicinity,  wlicrc  the  cliffs  arc 
very  pictunsquc  and  attain  about  100  meters  in  height.  Here  the  principal  barrier 
to  communication  is  tin-  roughness  of  ground,  while  on  the  north  the  opening  of  the 
Rütaka  river  prevents  an  t-asy  passage  from  the  sea  into  lanil. 

leaving  Shiretoko  and  passing  over  to  the  external  sea  (K.  Wada,  p.  71.  tlie 
stretch  of  land  from  Shiretoko  to  Cape  Toni  (about  So  km.  long)  shows  several  dreary 
sceneries  of  l，igh  and  sttx'p  clifTs  of  Pala  ozoic  rocks,  dtlier  tlcscenclinfj  directly  into 
the  deep  sca-water  or  with  a  narrow  land  below.  There  arc  many  reefs  in  the  sea.- 
water.  Ixss  rugged  is  tlu;  northern  part  of  this  region,  which  consists  of  M《's。zoic 
rocks  without  fossils  so  far  discovered. 

bay  011 the  west  side  tu  l'öni  shows  a  narr<n\-  plain  in  front  and 
a  hill  behind,  .mil  there  is  the  best  road  for  ships  niniiing  ； iIon^r  the  cast  L«»ast, 
cs|x:cially  in  the  principal  fishing  season,  when  the  northeast  wind  seldom  sweeps 
over  the  sea. 

1 he  immediate  vicinity  of  Tumiaiclui  is  a  bn >atl  sandy  bi-ach. 
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From  Tunnaicha  to  Ochopokka,  \\c  find  a  terrace  const  with  cliffs  of  Tertiary 
rocks,  above  sandy  beaches  with  submarine  shelves. 

On  the  south  of  Tunnaicha,  there  is  the  large  lake  of  the  same  name  ；  the  hills 
on  its  south  coast  scj>a rating  it  from  the  northern  basin  of  the  Chipcsani 
lake,  which  again  communicates  with  a  narrow  opening  to  the  southern  or  smaller 
one.  Although  the  latter  basin  is  separated  from  the  sea  by  a  sandy  ground  of 
slight  elevation,  the  larger  one  as  well  as  the  Tunnaicha  lake,  and  its  western 
neighbour  the  Omutö,  can  not  be  simply  regarded  as  lagoons  on  sandy  shores. 
The  o}xjning  of  tlic  last  lake  into  the  sea  lies  between  Tertiary  terrace-lands,  while 
the  shores  of  the  Tunnaicha  lake  arc  hills,  and  not  the  simple  eminences  of  Quater- 
nary deposits.  The  sand  of  the  sea-side  on  the  cast  oi  runnaicha  covers  the 
Tertiary  rocks  of  the  hills. 

From  Ochopokka  to  Sakaihama,  wc  observe  the  stec|H:r  side  of  the  apparently 
asymmetric  meridional  range  of  the  western  part  of  the  Susuya  Mountains.  Except 
on  the  southern  region,  which  consists  of  Tertiary  rocks,  \vc  find  there  rough  sceneries 
mostly  of  crystalline  schists,  but  partly  of  ordinary  sediments  of  the  Palaeozoic. 
There  arc  |x;rjx^ndicular  rock-cliffs  with  hug し' boulders  below,  and  reefs  and  rocks 
in  the  sea  water. 

Now  wc  go  over  the  sea  directly  to  the  north  coast  of  Patience  bay,  and 
observe  the  Northeastern  Mountain-land.  Fi'om  Nayoro  to  Nokoro,  there  is 
geologically  speaking  not  much  to  be  observed,  for  the  whole  coast  is  a  sandy 
plain  of  the  river-mouth  of  the  Poronai.  From  Nokoro  to  Cape  Patience,  there  arc 
tcrracc-cliffs  of  Tertiary  rocks,  in  which  andesite  occupies  a  small  area  near 
Yangcnai.  The  so-called  "  Funakosht  (that  is  an  overland  passage  for  a  small 
boat  ！) lies  on  the  lake  Solcnuiya.  Here  the  natives,  who  wish  to  pass  over  from 
Patience  bay  to  the  outer  sea,  drag  their  boat  over  a land  of  only  about  150  meters 
in  width  lying  between  the  lake  and  the  bay,  and  thou  row  out  to  the  sea,  in 
order  to  save  the  time  and  labour  of  turning  round  Cajx:  Patience,  projecting  out 
like  the  end  of  the  elephant's  proboscis.  On  the  north  coast  of  Patience  Bay,  we 
usually  observe  the  westward  bend  of  rivers  at  their  opening  into  the  sea. 

The  small  island  Kaihyötö.  or  "  the  island  of  sea-dogs,"  as.  it  is  not  very 
properly  named,  is  a  breeding  place  of  the  other  sea-mammals.  It  is  nothing  but  a 
little  land  detached  from  the  peninsula  on  its  north,  just  like  a  scries  of  smaller 
rocks,  making  hindrances  to  navigation  round  the  cape  by  a  short  course.  The 
island  is  a  very  flat  piece  of  land  of  about 1 5  meters  in  average  height  with  sandy 
plains  all  round,  and  consists  of  Tertiary  rocks,  granite  (?)  being  there  found  only 
as  huge  boulders.    The  whole  length  of  tlie  island  is  only  about  700  meters. 
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The  eastern  sea-coast  forms  a  gentle  curve  from  C.ipc  Patience  up  to  beyond 
Narumi,  everywhere  with  sandy  beaches.  On  this  part  the  sea  is  covered  with  mist 
very  frequently  in  spring  and  summer  ；  and  often  at  the  end  of  August,  even  under 
a  jx:rfcctly  clear  sky,  the  horizon  is  still  found  misty. 

That  part  was  geologically  observed  by  Kawasaki  and  his  party,  as  well  as 
by  myself.  Commander  Y.  W ADA  observed  the  presence  of  sh;vlc  (?),  making  cliffs 
between  Fl«it  Bay  and  Cape  Bellingshausen.  Kawasaki's  observation  extends 
from  Cape  Patience  to  a little  before  the  TaodG  lake,  which  he  did  not  observe.  My 
route  along  the  sea  was  between  the  mouth  of  the  Akhmameticff  river  and  the 
andesite  cliff,  lying  about  16  km.  to  the  south  of  Narumi,  and  also  at  a  place  on 
the  north  side  of  Cape  Povorotoni,  which  I  touched  last  year. 

Kawasaki  has  coloured  as  Cretaceous,  in  his  geological  map.  the  whole- 
coast  from  the  west  side  of  Funakoshi  just  to  Narumi,  and  Schmidt  has  mentioned 
the  occurrence  of  tlic  Cretaceous  at  Cupc  Bellingshausen  «ind  near  Cape  Rymnik. 
However  that  part  of  the  region  which  I  observed  consists  essentially  of  Tertiary, 
Pal.xozoic,  and  Mesozoic  rocks,  with  andesite  and  agglomerate  both  of  a limited 
extent. 

The  peninsular  part  ending  at  Cape  Patience  is  described  as  a low  hilly  land, 
gradually  rising  up  to  the  region  of  the  Flat  Hill  and  Bratkofsk.  Flat  Bay 
has  a  number  of  lakes  on  the  back  ground,  which  is  extremely  low.  Beyond  the 
bay.  there  extend  low  coast-hills  and  terraces,  forming  the  margin  of  high 
mountains  of  the  interior,  which  consist,  near  the  50th.  Parallel,  entirely  of  Palaeozoic 
rocks.  In  the  Palaeozoic  region,  there  arc  many  peaks  to  be  observed  from  a  steamer 
running  off  the  coast. '1 he 1 mra,  which  name  is  found  in  nearly  all  maps  of 
Sakhalin,  close  to  the  500,  can  not  be  easily  distinjjiiished  from  the  other  equally 
high  points  round  it,  by  looking  at  the  Chart  of  Sakhalin  or  the  original  work  of 
Krusenstcrn,  who  first  named  it. 

The  coast-cliffs  between  Cape  Patience  and  Narumi  seldom  fall  directly 
into  a  deep  sca-watcr.  That  jxirt  of  the  coast  still  remaining  unobserved  can 
probably  be  easily  examined  by  geologists  going  on  foot  along  the  sea -beach,  and 
no  river  of  great  depth  will  be  met  with  on  his  route.  For  this  part  wc  must  now 
be  contented  mostly  with  our  observations  from  the  steamer  Daircimaru,  which 
ran  last  year  very  close  to  the  coast  line. 

The  swell  of  the  sea  is  constantly  present  on  the  coast  to  the  north  of  Cape 
Patience,  and  consequently  the  sandy  beaches  fall  into  the  rumbling  sca-water  by- 
low  but  abruft  slopes,  liesicks.  almost  all  the  rivers  are  said  to  have  a  very- 
shallow  opening  to  let  fishers'  boats  in  at  the  time  of  storms.    Thus  the  rivets 
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arc  generally  still  full  of  fishes.  Bear-tracks  abound  along  them,  where  thc\-  catch 
fish  for  food,  and  look  at  unexpected  human  visitors  with  curious  eyes,  without 
running  away  at  the  first  si ま. 


Wc  now  turn  our  eyes  into  the  interior  of  the  niountain-laiKls  on  both  sides  of 
the  Median  Depression.  Mountains  arc  almost  everywhere  covered  with  dense 
forests,  and  valleys  and  plains  arc  grown  with  tall  grasses.  Not  only  this,  but  the 
abundance  of  fallen  trees  is  f。"ml  after  heavy  storms  and  forest  fires,  the  latter  of 
which  arc  peculiarly  frequent  and  long-lasting  in  Sakhalin.  Trees  have  usually  short 
roots  and  easily  fall  down  by  the  pressure  of  u  iinl,  and  this  makes  great  obstacles  to 
cx])Iorcrs  pushing  deep  into  the  mountains.  There  arc  however  frequently  found 
good  tracks  of  bears,  which  may  easily  bo  mistaken  f>r  those  of  natives.  The 
growth  of  bamboos  :iik1 s じ veral  tendril  plants,  uliich  em  harass  observers  in  Hok- 
kaido, is  less  luxuriant  in  Sakhalin.  What  makes  a  ^rrat  impression  to  travellers 
even  from  】IokkaidO,  which  in  several  respects  closely  resemble  S.ikluilin.  is  the 
great  extent  of  forests  of  straightly  ^rowinjr  larches,  and  a  gcncmllv  k-ss  varic^atod 
appcarcncc  of  vegetation,  when  compared  with  that  of  Hokkaiilö.  Tlierr  arc 
many  plant-forms,  which  wc  do  not  six-  in  {lokkaklO.  amoni^  uhicli  the  medicinal 
plant  of  tlic  family  Coin  posit  ac,  known  l.,y  Russians  as  Kcnvishka  "  ； uul cvtry 
where  found  in  Russian  settlements,  may  be  counted. 

The  clouds  of  mosquitoes  ami  at  least  f'uir  other  Dbnoxiotis  insects  cause  much 
suffering  to  poor  explorers.  The  land  is  by  no  mc-ans  actually  free  from  poisonous 
snakes.  I  met  with  four  or  five  of  them  in  a  single  day,  when 【 was  going  up  the 
Akhniamcticff  river  on  August  18th. 

June,  July,  and  August  are  the  driest  months  in  Sakhalin.  The  great  lie; it  of 
summer  is  felt  only  during  a  few  hours,  and  in  nit'ht  and  "toming  it  becomes  s<i cool 
that  mosquifoes  retreat  from  their  daily  work  of  pirrsccittion.  But  on  the  bank  of 
the  lower  course  of  the  I'oronai  and  simitar  rivt-rs,  u. し' find  an  uiifortim;itc  exception 
to  this  rule.  Snow  falls  first  toward  the  end  of  September  in  the  mountains,  and 
much  later  on  the  s し' :i-coast  and  knv  regions.  Snow  disappears  from  the  ^nuind  at 
tli し' cntl  of  April  in  warmt  r  places. 

My  <n\n  observations  across  the  mountainous  lands  art'  】imit"l  to  the にに k'n  of 
tlic  bomulary  line  of  the  50th.  r.inillcl,  and  only  a  few  other  i>I;\lh  s  as  along  the 
J;m»;\ik'sc  part  of  the  Pnionai  river,  from  Korsakoff  to  Tunnaiclia  and  Ochopokka, 
a lout;  sonic  rivers  on  the  v.. し し' ni tlink  of  thtr  Crystalline  Schist  rc<;ion  r>f  the  Sustiva 
m(Jiintainst  and  on  a  part  of  tliu  path に';" ling  from  Viadimirofka  tow  arti  Mauka  on 
tlic  west  coast.    But  ,'ihmit  tin-  ty]tic;il ！ .^ol'^ical  prr.fiks  of  (！ itT し 'rent 【'し' "'ir'ns  uc  have 
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； it  present  not  much  to  discuss.  The  thick  vegetation,  hiding  all  the  inner  structures 
of  land,  is  one  never  seen  in  South  Manchuria,  wlicrc  natural  geological  profiles  arc 
cx'ixiscd  in  many  places  to  travellers,  who  v  ainly  seek  for  the  shade  of  trees.  In 
Sakhalin,  the  princij^al  fault-lines  and  axes  of  folding  arc  not  yet  known.  Clefts 
in  submarine  sliclves,  found  at  Rakumaka,  Mauka.  Ohotomari,  Asannai.  Oko. 
and  Moirtttomart,  have  already  been  spoken  about.  They  are,  according  to 
KatavAMA,  probably  ditch-like  depressions  along  prevailing  fault  lines  of  local 
im])'M  tancc,  parallel  tf.)  w lucn  rivers  run. 

(kncrally  sj>cakmLr.  the  mountains  of  Sakhalin  arc  characterized  by  gently 
sloping,  open  valleys,  without  many  hi^h  precipices  on  the  side  of  rivers.  Water- 
falls arc  seldom  mt-t  with,  though  rapids  and  gorges  arc  found.  Kxccptions  to  this 
arc  found  in  the  region  of  older  rocks,  especially  in  the  Northeastern  Mountain- 
l;md.  ( )ne  indcixl  wonders,  -when  he  first  looks  at  the  almost  dricd-up  beds  of 
many  rivers,  running  across  the  highway  leading  from  Korsakoff  to  Dubki,  and 
then  ]>rocccds  only  a  few  kilometers  up  those  rivers  to  fiml a  w  ild  flow  of  abundant 
cold  water  cvlii  in  summer. '1 he  rilled  sceneries  on  t】 、し' eastern  part  of  the 
50th.  Parallel  is  a  more  remarkable  one.  Naked  peaks  of  rock,  horns  of 
quartzitc.  stonc-dcscrts  «>n  mountain-slopes,  torrents  descending  almost  vertical  cliffs 
more  than  100  meters  hiub.  many  gorges  and  rapids  :-  all  these  surprise'  observers 
cominc;  new  from  the  flat  plateau-lands  round  Korsakoff:  In  the  region  of  >oungcr 
rocks,  howewr, "で must  generally      to  coast-clifls  to  find  good  exposures. 

Usually  no  topographical  boundaries  between  different  formations  can  be 
drawn,  l'or  instance,  the  mountains  of  PaK-cozoic  contact-rocks  011 the  50th. 
Parallel  arc  very  low  and  flat.  It  gradually  rises  up  to  the  rtgion  of  crystalline 
schists  on  its  side,  while  further  on  we  find  ordinary  Palaeozoic  sediments,  to  which 
they  make  toj>ographicalIy  a  gradual  transition.  Only  on  the  main  watershed  of  the 
Xf>rthc;istcrn  Mountain-land,  the  above-mentioned  wild  sceneries  begin  to  ap|>car. 

丁 lie  Mcsozoic  region  on  the  50th.  Parallel,  to  the  west  f»f  tlic  l'oronai  river,  also 
s]k>\\ s  high  cliffs  on  rivers.  There  arc  certain  liij^h  mountains  as  Aimiyama,  on 
both  sides  of  which  usually  tjuitc  different  conditions  of  atmosphere  arc  observed. 

Yhc  height  of  the  mountains  in  Sakhalin  arc  only  roughly  cstimatctl  in  former 
jiublications.  Where  actual  surveys  were  made  in  recent  times  tjuitc  a  different 
re-suit  w  as  ]>rcsciitcd  in  the  numbers.  On  the  cast  of  the  Median  Doprussion.  the 
height  of  900  meters  near  Okimiyatna  will  be  taken  as  one  of  the  highest  elevations. 
(^>n  the  west  we  have  about  1100  nicUrs  011 the  Aiini>ania,  about  1200  meters 
estimated  b>-  KAWASAKI  for  the  N'inkutiuipuri,  wliich  he  ascciulccl,  and  about  iooo 
meters  cstimatctl  for  Mount  Sp:inbcr;j[  etc. 
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No  peaks  in  hakhalin  seem  to  attain  the  snow  line.  The  snow,  which  we 
found  remaining  in  summer  in  valleys  of  the  ral.cozoic  mountains  on  the  50th. 
Parallel  all  melted  away  in  the  same  year. 

Alpine  plants  are  found  not  only  on  ridges  of  high  mountains,  but  occur  also 
on  tundras  and  even  on  sea-coasts.  In  Sakhalin,  where  plants  of  different  zones 
occur  together  along  hill-slopes  and  beaches,  it  must  have  been  a  great  task  for 
Schmidt  to  subdivide  the  zones  of  vegetation. 

The  Island  of  Kaibatö. 

This  island  lies  alone  in  the  sea  to  the  west  of  Moirctomari  on  the  west  coast 
of  Sakhalin.  From  this  place,  the  Amu  pass  on  their  small  boats  to  the  island,  on 
calm  days  in  the  proper  season,  to  hunt  sea-mammals.  I  myself  observed  only 
the  eastern  side  of  the  island.  The  Kaibaio  consists  of  andesites,  agglomerates, 
and  the  Tertiary  rocks,  tuffs,  shales,  and  sandstones.  The  eruptives  are  found  as 
sheets  and  dykes.  The  coast  line  is  everywhere  rugged  with  reefs,  and  high  cliffs 
often  with  waterfalls.  The  mountains  however  show  gentle  slope's,  which  arc 
mostly  grown  with  grasses.  The  sea  abounds  in  isolated  rocks,  on  which  sca-lions 
are  sometimes  founu  in  crowds.  Hence  the  name  Kaibatö,  Todojima,  and  Tcxlo- 
mosliiri,  all  meaning  the  "  island  of  sca-lions."  No  crater-shaped  topography  is 
observed  in  new  maps  of  the  island,  prepared  after  actual  surveys. 

IV.    On  tlie  Annexed  Geolosrical  Map. 

1'he  annex"!  geological  map,  011 which  my  own  routes  arc  cutcrctJ,  is  for  the 
greater  part  a  miniature  copy  of  KAWASAKI'S  geological  map,  compiled  in  1907. 
Among  the  changes,  which  I  made  in  the  geology,  the  most  important  arc  those  on 
the  region  of  the  50th.  Parallel,  and  on  tliat  of  the  lakes,  Tunnaicha.  Chipcsani. 
Wawaitö,  and  Buss に 

Only  a little  part  of  the  latter  region  was  observed  by  Katayama.  \\  host- 
observations  were  used  by  KAWASAKI  in  makintj  tlic  whole  region  Quaternary.  The 
northern  coast  facing  tlie  Okhotsk  sea,  and  the  southern  facing  .Vniwa  bay 
were  observed,  besides  the  locality  of  coal  on  the  west  side  of  the  nortbcn  basin  of 
the  twin  lake  of  Chipcsan に But  he  did  not  sc し' the  shores  of  the  Tunnaicha  lake, 
as  wc  jud^c  from  his  descriptions,  nor  the  interior  of  the  mountains  on  the  sides  of 
these  four  lakes. 

1 found  the  whole  northwest  shore  of  the  Tunnaicha  lake  t()  consist  of  Tertiary 
rocks.  The  land  is  found  very  low,  between  the  southern  shore  of  this  lake  and 
the   northern    shonr  of  the   northern    basin  of  Chipcsani,  which    one  crosses 
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by  a  narrow  track  on  his  way  from  Tunnaich.i  to  Chipcsani  after  passing  over 
the  former  lake  by  boat.  But  the  hill-slope's  on  the  shores  of  the  Tunnaicha  lake 
arc  generally  too  high  to  be  regarded  as  of  Quaternary  formation,  although  they 
are  covered  with  dense  forests  and  no  rock  exposures  were  actually  observed  on 
my  way  across  the  lake.  On  the  north  shore  of  the  northern  basin  of  Chipcsani. 
vvc  find  exposures  of  Tertiary  and  ?al«xozoic  rocks. 

A  study  of  microscopic  slides  after  the  publication  of  KAWASAKI'S  map  has 
necessitated  some  changes  in  colouration  of  the  areas  of  Eruptive  Rocks. 

No  fossil  localities  are  distin^juished  by  signs  in  the  map.  The  cretaceous 
localities  have  been  already  all  mentioned  in  the  text.  Those  in  the  Tcrtiaries  will 
be  seen  in  the  following  tabic,  the  place-names  occurring  in  which  arc  mostly  to 
be  found  on  the  map,  and  all  the  localities  observed  by  myself  as  well  as  those 
by  Messrs.  SHIMOTOMAI  and  MlTRATA  are  given.  Of  the  other  localities  there 
may  be  some  omissions  which  arc  due  to  mistakes  in  my  notes. 

Table  of  Principal  Localities  of  Tertiary  Fossils  (mostly  Mollusks)  in  Sakhalin. 

(1.)  On  the  w  est  coast  of  the  Western  Range  ： 一 Ambcts,  Sorutonai,  Nayashi 
near  Scnitonai,  Morochi,  Horokcshi,  Rikuntomari,  Ushtomanai,  Porotomari,  Wcn- 
mc-san,  Komoshirara.  Kushunnai,  N«iyoro,  Shiraroro,  Torna nai,  Tom«irioro,  Otck- 
koro,  Ussu,  Chiikai.  Töbuts,  Mauka,  Tea,  Pirochi,  Tokombo,  Nayashi  on  the 
southwestern  part  of  the  island,  Erumnai,  Peshtomanai,  etc. 

(2.)  On  the  cast  coast  of  the  Western  Range  ： 一 Toniarionnai,  Dorogawa, 
Pcshuturu,  and  Uriu  on  Aniwa  bay  ；  Itatakushnai  to  the  south  of  Otasan,  r^hiraraka, 
Tomichishi,  Poronaipo,  near  Repungcnai,  Shiruturu,  near  Cliakamaushnai,  the 
Nayoro  river,  etc. 

(3.)  In  the  interior  of  the  Western  Range  ： 一 Shimizu,  near  Takinosawa,  near 
Nadcjdinskoe,  &c.  on  the  .\aibuchi  river,  the  lower  course  of  the  Khandasa  river,  etc. 

(4.)  On  the  cast  coast  of  the  Nortlieastcrn  Mountiiin-land  ： 一 Xarunii  and 
many  places  on  the  stretch  of  about  12  km.  to  its  south. 

(5.)  In  the  interior  of  the  Northeastern  Mountain-land  :— The  lower  course 
of  the  AkhmamcticfT  river. 

(6.)  On  the  cast  coast  of  the  Susuya  Mountains  :— between  Ocho^wkka  and 
'l  unnaicha,  and  near  Omutö. 

(7.)  On  the  west  coast  of  the  Susuya  MoimUiins  ： ―- Mcrci  and  many  places 
on  the  sea-coast  from  Mcrci  to  Soloviyofka  and  on  the  road  from  the  latter  up  to 
Golyi  Mys. 
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V.   Occurrence  of  Minerals. 

The  Mineral  Industry  in  the  island  of  Sakhalin  is  still  in  its  infancy.  Before 
the  Kusso-J;ipanesc  War.  1904-05.  tlie  only  mines  in  work  were-  the  four  coal-minos 
near  Alexandrofsk,  said  to  have  then お ven  only  about  fifty  thousand  tons  altogether 
a  year.  Tlic  oil-fields  at  the  Nabil  lagoon  and  other  places,  mentioned  in  almost  all 
geographical  notes  connected  w  ith  the  island,  remain  still  unopened.  The  Sctu- 
tonai  coal-field  was  only  worked  for  a  time  and  tlicn  abandoned.  There  arc  no 
mines  at  all  now  in  progress  in  the  Japanese  part. 

After  tlic  rcaniK-xation  of  Sakhalin  by  japan,  the  island  was  visited  by  our 
geologists,  including  myself,  who  belong  or  belonged  to  the  Local  (iovcrnmcnt. 
Many  coal-seams  as  well  as  some  localities  of  gold-placers  were  discovcrd,  (sec 
Kawasaki's  report).  It  is  a  wonder  that  the  Russians  in  this  "  Prison  Island  " 
did  not  care  about  the  easily  workable  minerals,  such  as  coal  and  phiccr-^old. 
The  island  is  very  long  but  not  broad  ；  and  it  is  therefore  not  difficult  to  traverse 
the  island  from  one  coast  to  another,  or  from  the  valley  of  lar^o  rivers  towards 
the  sea.  More  discoveries  of  useful  minerals  will bu  made  in  the  nearest  future,  and 
will  tend  to  the  speedy  opening  of  the  land's  interior  by  Ihc  wonderfully  attractive 
jxn\  cr  of  gold  and  other  substances. 

Coal8.  In  the  Tcrtiarics.  \vc  find  coal-scams  sometimes  attaining  tlic  thickness 
of  more  than  3  meters.  They  arc  mostly  found  on  the  Naibuchi  river,  on  the  upper 
course  of  tho  Uriu  river,  at  several  places  between  Tokombo  and  Shiranushi,  in  the 
region  of  Serutonai,  in  the  Tertiary  regions  on  the  west  side  of  the  Poronai  river, 
and  011 tlic  main  and  branch  courses  of  the  Pilcvo  river,  both  in  the  tract  of  the 
50th.  Parallel ； and  oth^r  places.  In  all  these  localities,  there  is  a  black-coloured 
coal,  while  near  Ocho]X)kka,  at  Monabcts,  and  on  tlic  west  shore  of  the  northern 
basin  of  the  Chi]x;sani  lake,  there  is  obse  rved  only  a  bad  coal  of  a  dark-brown  colour. 

Some  of  tlic  coal-scams  arc  nearly  vertical*  The  age  of  the  coals  in  the  island 
of  Sakhalin  is  all  Tcrtinry.  The  fossil  leaves,  as  those  wc  find  at  Poronai,  Iku- 
shumbcts.  Vubari,  and  other  coal-fields  in  I  Iokkaidü.  arc  onfy  mot  with  in  the 
fields  of  Naibuchi,  Serutonai.  ； uul Khanclasa.  The  resemblance  with  the  coal  of 
Ikushutnbi-ts  is  r)bsi  rvcd  in  the  samples  from  the  Naibuchi  river,  the  Khandasa 
river,  and  several  other  places  as  Erumani  near  Soni  on  the  west  coast. 

KaWASAKI  classified  the  coal  of  the  island  of  Sakhalin  into  two  catcg(^rics  : 
namely,  one  is  nmri-  brilliant  and  timre  iDiittlc  and  with  more  abundant  volatile 
mattrr  lli.ui  tin:  otlicr. 
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1 he  formation  of  natural  coke  on  the  contact  of  the  Scrutonai  coal  with  a 
tlia basic  rock  has  been  already  mentioned. 

Tlie  good  coals  in  sea-bcach  pebbles  and  sands  011 the  west  coast  of  l'aticncc 
bay  indicate  in  parts  t!u:  real  presence  of  coal  there  in  the  land,  but  arc  in  parts 
notliing  more  than  pieces  fallen  from  coasting  steamers. 

Gold-Placers.  The  pctrographical  characters  as  w  ell  as  the  irregularly  fissured 
appearance  of  the  Paleozoic  rocks  remind  us  of  tin-  ft-aturcs  observed  in  the  principal 
gold-placers  in  Hokkaido.  Thus  I  brought  nnmd  an  cxj)cricncccl  gold  digger  during 
my  traverses  in  the  region  of  the  50th.  Parallel,  and  ascertained  the  existence  of 
placers  there.  In  the  same  manner  KATAVAMA  foi'nd  placers  at  several  places  near 
Cape  Shiretoko,  also  on  the  northwest  of  the  Tunnaicha  lake  and  in  other  districts. 

Sca-beacl>  placers  were  observed  on  the  cast  and  west  coast  of  the  boundary 
region,  and  also  on  the  west  const  of  Aniwa  bay. 

But  none  of  the  quartz-veinlets  in  the  regions  of  Palaeozoic  rocks  and  Crystalline 
Schists,  analyzed  in  the  Civil  Administration,  gave  a  good  trace  of  gold. 

Limestone.  The  gray  limestone  in  the-  I'ahuozoic  occurs  at  sonic  places. 
AtnoiKr  them  that  on  the  southeast  coast  of  Aniwa  bay  is  situated  at  a  place,  from 
uiiere  it  can  be  easily  brought  out  hy  steamers.  In  the  same  region  a  saccharoidal 
limestone  of  a  white  colour  is  found. 

Crystallized  Minerals  of  scientific  interest  arc  not  wanting  in  Sakhalin.  Thus 
on  the  west  coast,  、v じ have  in  the  cavities  of  the  granitoid  diabase  at  Shir.mushi,  as 
well  as  at  Am  bets  and  vicinity,  analcimt;,  natrolito,  and  prdiniti'  ；  and  in  the 
andesite  near  Ushtomanai  on  the  same  coast,  hexagonal  columns  of  wliitc  arayonitc 
trillings.  There  arc  some  crystals  of  white  ca leite  in  -2K  found  near  Wäre,  pretty 
pseudomorphs  of  chalcedony  after  fluoritc  in  the  compact  pyrite-vcins  through  the 
dia basic  andesite  of  Soni  near  Shiranushi,  a  white  massive  quartz  with  moulds  of 
prismatic  baritc  crystals  (whose  angles  were  measured  by  making  casts)  among  the 
jxbbics  found  by  Count  KÖZUI し) TAXI  near  Nayoro  on  Patience  bay.  and  a 
pscudomorpli  of  a  dirty  brownish -^ray  calcitc  after  a  山 1 じ- endix!  pyramklal  crystal. 
The  last  pscudomorph  is  often  more  than 10  cm.  in  length,  and  rt.scmblcs  thinolitc 
"1 form,  and  shows  rough  striae  parallel  to  the  middlu  udges  of  the  simple  pyramid, 
in  which  the  pscuclomi>rpl\  ai>|>car.s. 】t  is  found  in  the  Tertiary  sliaU-  and  its 
marly  nodules  on  the  cast  and  west  coast  near  the  50H1.  I'arallcl.  in  the  Tertiary  shale 
on  the  Xaibuchi  river  with  Cy  the  re  a  sp.,  also  in  the  Tertiary  sandstone  with  fossil 
shells  on  the  lower  course  of  the  AkhmamcticfT  river,  etc.  Kawasaki  brought  a 
single  incomplete  sjH-cinicn  in  the  Tertia r>-  marl  fnim  Ussu  on  tliu  west  coast. 

Tökyö,  December,  1907. 
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摘 要 

力 ラフト 島 は 長さ 凡 も 九 fr  ,—キ 《  メ  -ト / レ」、 幅の 敁 大 なる 慮 
凡そ 百 六十 「キ" メ-ト や: あに 笼に鈀 す 者 は 主として 余が 明治 
三十 九 年、 及び 四十 年に 於て 觐 察せる 處と、 地 k 舉の理 舉士川 啐 氏、 
片山 氏、 及び 同 學生下 斗 米、 村田兩 氏の 鈀 事に 基 き、 本文の イギリス 

文の 字句の 修正 はバギ X ラー 氏の 好 恋に 因れ 60 

四十 年 三月 力 ラ フ ト 民政^ は 川 « 氏の r 力 ラフト 鑛產調 ft 漑 
報 j ai 四十 七 頁 ） を 出版して 同氏の 邦^ 北部. 片山 氏の 同 南部、 余が 

國垅 地方 等に 於る 觀察 を 公に せ 6C 

余が 舰^ せる 地方 は 主として、 (― ) 上— フ: ± 、チ ぺサ ュ 問の 山地、 
(二）      バ ト - (海 馬 ^) の m 海 岸、 （三） 力 ラ フ L 西海岸の^ 所、 （四） 

五十 度 境界 地方. （五） ホ' n ナイ 川 本流、 （六） 'ン ，力よ b  に^る 
海岸な " 其 他の 地方に て 余が 舰 おの 及ばざる 所に は、 他の^ 氏 
の觀ぉ を 利用せ に 

余が 巡问中 余に 對 して 力 ラ フ ト Jfe の 糠谷萑 一郎 氏 等、 境界 割 
定員の 大島健 一氏 巧の ff 々の 好总を 表せられ たる を « 謝す o 又た 
余力； 力 ラフ ト巡 見の 機 を 得る に 先ち て、 シ： の^ 士 會院シ ユミ！ y 
ト氏 は、 同氏 等が ff て 採^せる 力 ラフト の 化石 を （刚 治 二十 六, 七 年） 
連く 余に 示された る は 余が 深く 威 S する 所 と す c 唯 余が ifi 钺 と す 
る 所 は、 余が 未た' 第ミ耙 化石 の^も S 常な る 土 力 * チ r アレクサ ント • 
« フス クの 北） に 趣 さて Ä 地 を 6 し^な b。 

力 ラフトの 地質に I») して は、 力 ■> フ ト恢^ 前に は 未だ^し き 記 
事な く. 唯シ ユミ タト 氏の Ü 垩耙 化石 Ifir 其 他 一二の ひ？ あるの みな bo 

先 づ 邦 ^力 ラ フ l の 地勢 上の M 分 ト^る に 、ホ' n ナイ 川み タコ 
丄川 及び ス^ 川と i: 以て、 屮央 5:  ^ 北に 走 （>  たる 囬 地裕 I： 作に 
之 を 以て） IC 西の 兩 山地^ を 分ち たり c ヌ 離^の^ しさ 物 は 海 お ß 
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にして、 火山岩と 第三紀) & にて 成 b  、 北海道の リ ジ リ ft 及 ひ' 其 他の 
火山 を 速 結せ る 線 上に あ bC 

力 ラ フ ト 岛の 西部の 山地 は、 中央 QQ 地^の 西側に して， 白？ I 耙 
と 第三紀 圾 も廣く 現 はれ、 火山お 等 も 稍 銥 達せる 所 あ 6C 又た 凹地 
* の 束に は 古生靥 及び 桔晶片 おが 廣大 なる 面 铳 を 有 し、 之に 亞 ぎで 
第三 1£ の 地 ある も、 白 S 鈀は 其區域 « る 小な 6 とす c 又 来 部に も 諸 
所に 火山岩の 露出 あ 60 

然れ ども 古 火成岩 は 一般に 力 ラフト にて 大 なる 面 扭 を 有する 
所な し c 

力 ラフト に 現 はれた る 岩石 は 大略 北海道に 於る 者と 同じく、 又 
た 石炭 ；& 及び 諸^ 看の 走 向 及び 大 川の 流 向に 南北の 者 多 さは 奇な 

る 現象なる も、 力 ラフ トの 中央 凹地 帶と 北海 at の 凹地 布と は 全く 別 

物にして、 地 ® 上に 此ニ大 ^ の速辂 を I& ずる は容爲 なる 事に 非ず o 

力 ラフト の 最古の 地 » は 結晶 片 Ä (本邦 古 生 層の H 株 系 等に 類 

—一 *  ^ J  -.    一  ■， 

似せ 6 ) にして、 秩父古 生 層に^  く 似た る 北海道の 古 生厣は 又た 
力 ラフト に 現 はれ、 Jt 結晶 片 おに 對 して 境界の 明瞭な ら ざる は 沖-意 

すべさ 事 W とす C 

結晶 片岩 地方に は カス， 岩 あに 古 生 厣には 钶綠岩 等の！1 rt 出 多 

く， 又た 花^お の 接 «J^K も 所々 に 之 を 兑る べし o 

Ö 垩耙暦 は 第三紀 W と 同 樣の岩 S  5: 示し、 且つ 北海道の 上部 
アン モン 介 層に 於る と 同 t まの 化石 を 有せ り0 第三紀に は钝々 の 化 
石に て 代 Ii せられた る 暦 ありて、 特に 其 植物 J& は 厚さ 石炭と 相 接せ 
に （石炭 は 北海道の 石炭の 產狀と 性 S と に 善 く 似た る點ぁ み） つ 然 

れ ども 諸厣新 古の SB 係 は 未た' 充分 は 明かな らず、 又た " シァ钡 (こ は 
第三 耙 地方に 石油 あ り c 

第 四紀) g にはホ •  D ナイ 川 筋 (こ ッン ドラの ほ き 泥炭 ぁ& て初來 
の 人の 目お 驚かす のみな らず. 諸 所の 河 磯 中に 砂金 を 有する は 注意 

すべし c 又た ソ " ビ a フカの 介 塚に は 而 白 き ffi  士 人の 上 俗 品 を ^ 
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め" 然れ ども 北海道に 於け る^ 石の は! ff は^^に 無し 0 

火山お は 力 ラフトに は 所 令に あ （>o 其 西 岸 に 於て は校大 なる 

面 f/f を冇 する 所 あ &て、 其 特に 廣き L シ， 二 地 方 の イチ ャラ ^ は 火 
山なる が 如し。 

力 ラフトの 地勢 を 者 ふる に、 W 治 三 ナ九年 官版の 第一 力 ラフ ト 

移 f!f 衆 内の 地 H は、 新しき 地 園の 内に て 地名の ß も 正しき 者と す o 
之に 先ち て 松 浦 武四郎 の カラ フ ト 大地騮 （^本 無し） は * アイ ス^の 
地名 k  M  M する に: &5:ル： 耍 なる 者と す o 又た 海 ゆ 線に （》] して は水铬 

部の 海圆 （二 枚 物） は 荆 仆に 典に 近き 者と おむ 0 

中央 W 地^  (北海 逍の 凹地 怖に 速 絡せ ず） に は、 其 北部なる 屈曲 
^ し さ む ナイの 川筋に 尸.: シ^: 人の 艄 ゆる 、クント * ラの地 あ 6 て、 其 

地 は 盛 in こも 表面よ 四 尺 以下 は 涑 & おらて 極々 の 奇なる 狀旗 を 
見るべし 3  • 

又た 其铳き 追へば 南に はテ ノレべ ニヤ あに 疋に^ に 趣き 

てタ コィ、 スス ャの兩 川の 平地 を 過ぎ、 ァ-ヮ の ほに 入るべし o 戒 

ivl 適地 は 主と して 此 凹地^の 南部に あ bo 又た 凹地 帶には 断^ 性 

の iä  s を nn かにした る砩 造 を 見ざる もホ •  o ナイ 川の は に、 火山岩 
の大 /1 ある は 少しく 注 葸 すべき 者な り。 

囬地^ の朮侧 に は 古き 地 w の 地咴く して、 山顶に 刻み 著しく、 
特 に ド ブキ 以南に は 海 ゅ（ こ險毗 なるお 石の 突起せ る 所^し。 

又た 1 タ丄 力-半^の— 部 (^ゆる '「船お しま る 所） と^か 南方に 
逸 はる ト ン ナイ チヤ、 チ ぺサ- 間の 地に は、 湖水 多く して 陷^ 地 

の' 状態 を 示せり、 此チぺ サ-. トン イチ ヤ^の 湖水 は决 して 尋 
常の に は 非 ず。 

西 侧 に は 分水嶺 稍 西 に 偏 し、: it- 地 の ^ ？ •? 部に は w 千 尺 位 の 山 も 
あ b て， 來 部の 吩蛆な る 山 K よりも 高し。 

海底の 形 は 和 田 健 = 氏の 力 ラ フ トぉ 水産 银 *  (^版） に 因 （>  て 
大要 を ^ るべ く、  im こ 海 の 状態 を 兌る とき は、 m  ^媳を ä せる 'ン 
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レ ト コの師 は 花^岩の 喰^に し て ススャ 山地の 柬尸 A に は^  ß 片岩 
の 喰 岸 あ 6。 又は 所 * に 火山お の浙く 露れ たる 海 ゆ は絕^ 多し o 

r  ノレべ -ャ m の 力 タォカ 半、 Vi の 如 さは  > 其 仝體の 陸地 は 段階の 

平面に して、 机の 如く 延長せ る を^むべし。 又た 段階^の 地方に は 
多く 海中の 棚 あ b て、: 上に お 石 所 々に 突起して 水面 上に « れ n る 

$: 兒 るべ し。 又た 棚の 巾に 深き 溝 i:  ^ ちて一 兒 して ^上の 谷の 镜 

き の 如き 地勢な る は マ ゥ 力 及び ^南と 北との 所 令に^ すべ し。 

海^ に 砂地の 大 なる もの ある は ^一^ Li 河 口、 ナ イブ チ 川 口、 

ス スャ 川口の 外に は、 マウ 力の 北に 於け る ノ ト "の 低地に して、 特 

に ドブキ 地方の 砂丘に ハヒ マツの iff 生す る 所 ある は 一 M( の な m と 

す o 

又 た 沙 IV： の ft'i の大 なる は yj,  T._y  ？ を 以て^と す。 
更に 內地 經歷の Ä '况に 就き 記せば 次の 如 さ 事^ あ に 
內地は 凹地^ 上の 主なる 交^^と、 他の一 二の 横 過 線路の 外に 
は 殆ど 全く 逍路 無く，^ 飛す る 蚊の な は n 中に は 絕へ間 無く. 又た 
^蛇 も ありて 不快 少しと せず o 又た な 木せ】^ に 繁茂 し、 加 る に 倒木 
の^き？ ft は 北海 よ b も ー厣^ しく、 出火^の M ある ^及び 其 延饺 
の大 なる^ も 亦 北海 近に 過ぎた" 此^ は 1¥ に 道路 無き 所の 經腠 

を 困難なら しむる 者 なれ ども、 山 nn にして 扱 夬も容 お； こ 近づかぎ, 
る 所に は、 熊の 通路 ö 然に一 人立ち 往来の 如くに 成 《> て、 探^者 
に 便利なる も 恐 熊^ 老の 心！：^ からし ひ。 

s 日のお は no 地^の 内 部 m よ & ほ き 所 ir 除 け ば. 其 勢 はしく 
烈な らず c 此 等の 低地 以外に は、 蚊 群 も n 化れ 後に 長 く  ； R: 巧 を^け 
得ざる なり o 然れ ども n の1 »i  く 來る事 *    融け 方の 遲き 事， m の 凍 
る 事な ど も探檢 者に は不 Si 多 し 0 

然るに 地勢 は 概して 綏 なる を 以て. 山 間 に ^るし き おの 懸 る 
所、 大 なる 絶^の 經 歴を妨 く" る 所な ど m ひ に 少 き ii  X ぶべ く、 又た 
m  ^ に は 險 所' >  く して 邦 m は 大部 步 行 して 沿；^ を 調お^^ し 得る 
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事 は 之と 相伴 ふて 力 ラフ トの大 長所と す o  ( 然れ ども 沿 ゆに 小舟 お 
遣るべき 利益 はゥネ リ 常にな する: カタ 才力 W 以北に は 其 望 Ä 
少しと す C) 

地勢の 緩なる に 準じ 高く 秀でた る 山點少 き は 力 ラ フ^の 特 ？a 
に して、 邦頒中 最高 點の一 な る 五十 度 西部な る _ァ_ ィ ミ ャ マの 邊の如 
さも 四千 尺に 及ばず。 又た 地勢に 因りて 地 ä の 境界 を 見る こと も 
頗る 困難な 60 

離 fa の^るし き は 唯 力 イ パト - (海馬お） あるの み。 此島は 第 
三 紀» と 火山岩と にて 成 ら、 火山脈 上に 立つ も 格別に 火口 樣の 地勢 
を 見ず 0 又 カイ ヒ s  - トニ  （海豹 ö) は カタ ォカ 畔の 汁: ^ の 陸地の 

一部 離れた る^な bo 

有用 讀 物に は.0 シァ頒 内に 現に 坑業 する 石 炭坑 あ り o 又た 末 

た-開 坑 せざる 石油 地 あり、 邦領に は セル ト ナイ 地 方、 ナイフ *チ 地 方、 

西 岸 マウ 力の 南， 其 他に 石炭の^ あ （>  、砂金 は 境界線 朿部、 ススャ 

山地 其 他に 在に 大な る 石灰岩 厣は シレト コ鲜の 附近な る 搬出 便利 

の 地に あ り。 

學術上 典 味 ある 結品鎮 物に は、 西岸 五十 度 地方の 沸 石 頷. 第三 
耙 地方 所々 の ゲン/— イシ 其 他 あ も o 

本編附 する 所の 地 K  H は HI 鵷 氏の 版 B と 殆ど 同樣 なれ ども、 後 
に 改變を 加へ たる 所 あに 琅 も 著る しき 差 は. トン ナイ チヤ 进 の 湖 
水 地方 5r、  jt: 低き 山地の 地 贤に因 b て、 大柢 第三紀と なした るに あ 

bo 

(明治 四十 年 十二月 配す） 
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事 は 之 と 相伴 ふて 力 ラフト の 大畏所 と す。 （然れ ど も 沿 ゆ に 小舟 5: 

遺るべき 利益 はゥネ タ 常にお する ä 岸 カタ 才力 m 以 北 に は 其 望 u 

少しと す 0) 

地勢の 餒な るに 準じ 高く 秀でた る 山點少 さは 力 ラフト の特微 

に し て， 邦領 中^ 髙點の 一 なる 五十 度 S 部な る アイ ミヤ マの 邊 の 如 

さも 四千 尺に 及ばず o 又た 地勢に 因りて 地 Ä の 境界 を 見る こと も 

m る w 難な に 

離 a の^る しき は 唯 力 づ ハ， ト - (海馬^) あるの み 0 此島は 第 

三紀 唐と 火山岩と にて 成り 、火山脈 上に 立つ も 格別に 火口 樣の 地勢 
を 見ず 0 又 カイ ヒ s  -j^: に 海 «  mo は ^ タ ォ— 左 畔の半 ^ の 陸地り 
一部 離れた る * な に 

有用 镀 物に は， シ ァ 龃 內に 現に 坑 菜す る 石 炭坑 あ ら0 又た * 
だ開坑 せざる 石油 地 あ り、 邦 餌に は セル ト ナイ 地方、 ナイ プチ 地方、 
西岸 マウ 力の 南， 其 他に 石炭の 厚 看 あ に 砂佥は 境界線 束 部、 ススャ 
山地 其 他に 在 に大な る 石灰お 暦 は シ レ ト コ w の 附近な る 搬出 便利 

の 地に あ &  o 

學術上 典 眛 あ る 結晶 餓 物に は、 西岸 五十 度 地方の 沸 石 類. 第三 

耙 地方 所々 の ゲン ノー  イシ 其 他 あ i»  0 

本線 附 する 所の 地 KB は 》11 氏の 版圆と 殆ど 同 揉 なれ ども、 後 
に改變 5: 加へ たる 所 あに： も 著る し さ 差 は. ト ン ナイ チヤ 迻の湖 

水 地方 を， 其 低き 山地の 地赏 t こ 因 &て、 大柢 第三紀と なした る t こ あ 

ho 

(明治 四十 年 十二月 配す） 
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THE  KOROPOK - GURU  OR  PIT- 
DWELLERS  OF  YEZO. 

By  the  Eev.  John  Batchelor. 

On  i>ag じ s  73-79  inclusive  of  Part  I,  Vol.  I.  of  the  Transactions  of  this  Society, 
there  will  be  found  a  very  interesting  and  valuable  brochure  on  the  Chashi  of  the 
Ainu  by  Mr.  T.  KONO.  In  this  brochure  Mr.  KöNO  speaks  of  these  Chashi,  which 
he  describes  as  "  fortresses,"  the  word  itself  meaning  "  an  inclosurc  "  or  "  fence,"  in 
connection  、vith  the  pits  (if  the  so-called  Koropok-guru  or  ancient  inhabitants  of 
Vczo.  These  people  arc  said  by  some  to  have  been  a  race  of  dwarfs  {Ko-bito,  i.  c. 
" littlt!  people  "),  and  to  have  inhabited  this  part  of  the  Japanese  Empire  both  long 
before  and  also  together  w  ith  the  ancestors  of  the  present  Ainu.  Mr.  KöNO  has 
very  clearly  and  satisfactorily  proved  both  by  a  reference  to  ancient  traditions,  by 
Jai>anc.sc  history,  and  also  by  personal  archcologic.il  research,  that  the  Ainu  were 
in  olden  times  themselves  pit-dwcllcrs,  and  that  the  stories  concerning  a  race  of 
dwarfs  as  having  formerly  resided  here  arc  entirely  lacking  in  proof.  He  has  also 
demonstrated  that  the  Ainu  once  used  stone  implements  and  made  pottery.  That 
Mr.  Köxo's  conclusions  art:  correct  is  proven  also  in  other  ways.  Thus,  for  ex- 
ample, by  Ainu  traditions  as  told  by  themselves  as  tluty  sit  round  the  fires  ujx>n 
the  hearth  in  their  huts  of  an  evening  ；  by  their  language  ；  und  by  ostiology  ；  for, 
careful  searching  shows  an  entire  lack  of  dwarf  remains  anywhere  in  Hokkaido, 
while  geographical  nomenclature  comes  in  as  a  secondary  or  correlative  proof. 

In  speaking  of  Ainu  defences  it  is  of  interest  to  remark  that  the  language  used 
by  this  people  seems  to  show  that  they  formerly  made  two  kinds  of  forts. 1 he  first 
and  most  important  were  the  chashi  spoken  of  by  Mr.  KöNO,  and  the  second  which 
went  by  the  name  of  kot  or  hit.  According  to  the  derivation  of  these  words  the 
chashi  proper  would  appear  to  have  been  forts  inclosed  by  means  of  a  fence  or 

ITrans.  Sap.  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. II.  1907  ] 
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embankment,  and  the  kot  smaller  places  with  dykes  or  ditches  dug  round  them. 
Kut  may  mean  a  "  belt  "  or  "  girdle."  Kot  itself  has  various  shades  of  meaning 
such  as  " dyke,"  "ditch,"  "  little  valley  ；  "  then  a  "grave,"  and  a  "  house  site." 
The  word  is  found  to  enter  into  many  place  na'nics  such  as  for  example,  Kotoni, 
" tin-  place  where  there  is  a  dyke,"  Shumunkot,  "  the-  place  where  there  is  the 
southern  dyke  ；  "  Kutchan  or  Kotchan,  "  the  locality  where-  there  arc  many  dykes  " 
or  "  the  place  of  belts    or  "  girdles. 

\v  ithout,  however,  entering  more  fully  at  tlic  present  time  into  the  matter  of 
the  i  haslii  and  kot  of  the  Ainu  it  is  the  purpose  of  tliis  paj»«,-r  to  deal  mw し' p;irticu- 
larly  with  the  so-called  Koropok-guru  or  Pit-dwellers  of  Yezo.  A  great  deal  has 
been  w  ritten  from  time  about  these  people  and  tlic  pits  which  ;trc  still  found  f  > 
exist,  in>t  only  on  the  Island  of  Vczo  and  about  the  Chisliima  ^roii]>.  but  also  in 
hundreds  of  places  throughout  tht;  Japanese  L'.nipirc.  Among  foreigners,  for  inst- 
ance. \vc  remember  the  names  of  such  men  as  Captain  HlakISION,  Prof. 
CllAMUERLAIN,  l'rof.  MlLNK,  Captain  Snow,  and  Dr.  MUXRO  ;  while  amoii^ 
Japanese  writers  \\c  will  nicntion  only  Mr.  X  AG  ATA  I  lOSEI.  Dr.  JlMBO.  Prof. 
TSUBOi,  and  Prof.  TORII.  For  the  latest,  most  thorough,  and  fullest  treatment  of 
the  subject  I  would  point  to  1'rimidvc  Culture  in  Japan,  by  Dr.  Munro,  in  vol.  34. 
l'nrt  2,  The  Transactions  of  tlic  Asiatic  Society  of  Japan,  1906.  Hut  of  these 
authors  tin-  present  writer  docs  not  now  projKjse  to  treat  any  further  than  in  so  f.ir 
as  they  touch  upon  Hokkaido. 

That  the  early  inhabitants  of  this  part  of  the  Kmpirc  really  lived  in  pits  is  too 
well  known  to  nix-d  further  pr< >of.  The  jn'ts  arc  here  in  evidence  and  may  be  seen 
at  various  places  at  any  time.  Sometimes  they  arc  found  to  have  been  dug  in  level 
places  while  at  others  tin  y  will  be  seen  to  have  been  scooped  out  of  the  side  of  a 
cliff  <»r  in  a  b.ink.  There  is,  howov t  r,  no し' vi(ien(X'  to  show  tliat  the  ever 
lived  in  caves.  In  Vczo  these  rt-mains  arc  most  ftfton  to  be  found,  in  so  far  as  has 
yet  been  observed,  near  the  sc;i,  ati<l  not  far  from  the  banks  of  rivers.  And,  not 
only  liavc  tbey  been  hitherto  frequently  met  w  ith,  but  they  ； ire  still  being  discmcr- 
ed  in  un looked  for  places  wliuc  the  land  is  ht-in<j 11c wly  cleared  and  opened  up  for 
farming  puri»scs,  as  for  example  near  Shikcrt-bc  and  IVnakori  in  Saru.  It  slmuM 
also  be  remark し' u in  ]>;issinj.j  that  the  pits  arc  naturally  disaj)pciirin{f  as  the  011  n try 
yradu.illy  becomes  populatx'd  ami  brought  under  cultivation,  as  fur  cxamplt-  in  and 
about  Kushiro,  where,  it  tnay  be  observed,  hundreds  of  such  pits  mi^lit  b<-  siren 
thirty  vcars  a^o  and  many  stone  imi)lcnicnts  and  p に' ex's  of  ixtth  ry  picked  tip. 

Koropok-guru  is  tlic  name  in >\v  t;i\cn  to  the-  !)<• 'リ 1 レ' who  m;nlc  these  pits 
and  ni.inuf.icturcd  these-  stone  implements  and  used  tin's い" U い ry.    With  rc^nrcl  tn 
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them  essays  have  lately  appeared  in  tlic  Jiji  Shimpo  dated  Feb.  21-23,  antl 26  of 
this  year  (1907)  by  Mr.  SASAKI  YaSUGORO  ；  essays  which  would  have  proved  to 
be  of  greater  value  had  they  been  written  in  a  more  temperate  manner,  and  serious, 
courteous  strain.  In  the  Jin-sei,  pp  1-8  of  vol. 3,  part  I.  Jan.  2 1  :  and  in  vol. 3.  part 
2,  pp  57-66,  Feb.  21,  will  be  found  a  resume  of  an  interesting  paper  on  "  The 
Ancient  Inhabitants  of  Japan  "  by  Dr.  NAGAI,  read  in  Germany. 

In  all  these  writings  one  cannot  but  be  struck  with  the  amount  of  time  und 
labour  which  has  been  spent  in  attempting  to  demonstrate  that  these  Pit-dwellers 
were  called  Koropok-gurn  because  they  are  said  to  have  lived  beneath  the  Pctasitcs 
plant,  Koropok  being  erroneously  supposed  to  mean  *'  beneath  the  Petasites.'* 

On  first  coming  into  contact  with  the  Ainu,  now  more  than  thirty  years  ago,  I 
was  told  of  a  race  of  people  said  to  have  lived  in  Yezo  many  years  before  the 
Ainu,-a  race  of  people  whom  the  Ainu  found  living  in  pits  and  whom  they  in  time 
extirminatcd.  Those  who  told  me  of  these  folk  said  they  were  so  called  because 
they  were  dwarfs  who  were  su  small  that  they  could  with  ease  walle  beneath  the 
Petasitcs  plants  or  take  shelter  beneath  them  when  it  rained.  They  told  me  that 
Koro  was  short  for  Korokoni  which  means  Pctasitcs  ；  that  pok  meant  "  beneath  " ； 
and  that  gum  stood  for  "  persons."  Being  at  that  time  altogether  ignorant  of  the 
Ainu  tongue  I  accepted  the  name  and  derivation  without  question  and  gave 
publicity  to  it  in  my  writings  both  in  English  and  Japanese.  But  a  further 
acquaintance  with  the  Ainu  themselves  and  with  their  native  traditions,  with  the 
idioms  of  their  language  and  the  derivations  of  the  words  they  use,  have  compelled 
mc  to  see  the  necessity  of  reviewing  my  old  beliefs  and  abandoning  the  former 
explanation  by  making  room  for  another  in  its  place.  Koropok  cannot  possibly 
mean  "  beneath  the  Petasttes."  The  derivation  of  the  word  will  not  allow  of  it. 
To  mean  this  the  name  would  have  to  be  Korokoni-pok-un~gurn,  or  possibly 
Kcrohampok-nn-gnru,  while  as  matter  of  fact  it  is  neither.  The  real  name  is 
Koropok-un-gitru,  i.e.  "  Pit-dwellers,"  and  nothing  else.  The  plant  Pctasitcs  does 
not  appear  in  the  name  at  all.  Koropok  is  merely  a  variation  still  in  use  of  choro- 
fiok,  which  means  "  under  ； "  "  below."  Un  is  a locative  particle  meaning 
" residing,"  and  gum  is  the  ordinary  word  for  "  person  "  or  "  !>coplc."  The  very 
same  idiom  occurs  in  such  constructions  as  the  following.  Kando-un-Kamui,  "  the 
dcit»cs  who  dwell m  heaven  "  ；  Kim-un-guru,  "  people  dwelling  among  the 
mountains."  Rep-un-^nru,  "  people  who  dwell  across  the  sea."  Oya-moshir-un- 
gwru,  "  foreigners,"  i.  c.  "  dwellers  in  other  conntrics."  Hence  it  may  well  be 
concluded  that  Koro  pok -nn- guru  means  "  people  who  dwell  below,"  i.  c.  "  pit 
dwellers." 
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Quite  a  !K\v,  but  very  amusing,  tradition  has  appeared  upon  the  scene  of  late 
and  is  doing  its  duty.  Uy  it  wc  are  gravely  taught  that  this  people  were  called 
Koropok-guru  because  they  used  to  thatch  their  pit-dwellings  with  the  broad 
blades  of  the  Potasitcs  ！  It  is  needless  to  point  out,  one  would  think,  that  these 
blades  arc  altogether  too  succifcrous  for  employment  for  such  purposes.  Nor  have 
I  over  heard  any  Ainu  hint  that  they  were  so  used. 

There  is,  however,  some  doubt  expressed  in  some  quarters  as  to  the  type  of 
dwellings  frequented  by  the  primitive  inhabitants  of  Ilokkaiko,  the  fact  being  that 
the  huts  were  of  various  shapes.  In  the  Kurile  Islands  there  were  until  quite 
recently  and  in  Karafto  also,  pit-dwellings  in  actual  us ご. Mr.  SNOW  describes 
these  in  the  Geographical  Journal  for  1885.  Ik-  there  ； ays,  "  The  dwellings  of 
these  people  were  constructed  by  hollowing  out  a  shallow  pit,  usually  in  sandy  soil, 
planting  posts  around  it,  and,  if  they  could  be  got,  making  an  inside  lining  of 
boards.  Poles  were  hud  across  the  top,  forming  a  flat  roof,  and  more  poles  laid 
again  at  an  angle  from  tlic  edge  of  the  roof,  so  as  to  give  the  sides  a  sharp  slope. 
The  whole  was  covered  with  rccds  or  grass,  on  which  were-  placed  earth  and  turf. 
The  entrance  was  closed  by  a  roughly  made  wooden  door,  which  opened  into  a 
small  lobby  and  low  narrow  passage,  with  another  door  opening  into  the  main 
compartment.  Around  the  sides  of  this,  bunk-nkc  recesses  were  constructed  under 
the  lean-to  siuc  walls.  Sometimes  these  dwellings  consisted  of  two  or  three  rooms, 
each  one  being  separated  by  a  short,  low,  narrow  passage  with  a  door  at  each  end. 
These  larger  houses  arc  found  more  particularly  on  Shumshir,  where  the  natives 
were  much  better  off  than  those  of  the  central  Kuriles." 

In  Karafto  such  houses  were  called  loiche,  while  in  Yczo  the  name  given  them 
was  Toichisci  ；  toi  is  the  ordinary  word  for  "  earth,"  and  che  or  chisei  is  an  "  abode," 
a  "house"  or  "  dwelling  place."  Dr.  ÖUCHi  YöAN,  in  his  T^kai  Yawa  or 
" Evening  talks  of  Eastern  Yczo,"  written  in  i860,  makes  some  very  interesting 
statements.  YoAN  was  a  government  physician  and  resided  in  Yczo  for  three 
years.  He  specially  mentions  the  pits  at  Kushiro  and  those  surrounding  the  hill  on 
which  the  chashi  or  fortified  place  of  the  Ainu  chief  1  named  MENKAUSIII  was 
situated.  The  hill  is  yet  to  be  seen  as  well  as  many  remains  of  the  pits.  Although 
MKXKAUSHI  lived  in  the  chashi  he  yet  told  Dr.  YöAN  that  the  pits  were  supposed 
to  be  the  dwelling  places  of  dwarfs.  But  MENKAUSHI  himself  had  never  seen  these 
dwarfs  and  stated  that  they  must  have  been  a  very  ancient  race  of  people  as  his 
l^rcat  grandfather  knew  nothing'about  them.  The  entire  matter  concerning  them 
seems  to  be  inference  myth.  On  digging  about  tnis  place  he  found  pottery  and 
also  an  iron  pot  with  the  handles  inside.    In  the  Kita  Ezo  Zusctsu,  written  in  1855 
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by  Mr.  MAMIYA  RlNZO,  it  is  said  that  the  mode  of  building  houses  in  Karafto  was 
the  same  as  that  of  the  Ainu  of  Hokkaido.  A  site  was  chosen,  he  tells  us,  on  a 
hill  side  and  excavated  to  a  depth  of  three  or  four  feet.  Four  posts  were  driven 
into  the  ground  and  the  intervening  spaces  were  filled  in  with  the  branches  of  trees, 
bark,  and  grass.  He  says  nothing  at  all  about  Pctasites  having  been  used  for  this 
purpose.    A ladder  was  used  for  entrance  and  exit. 

An  old  Ainu  with  whom  I  was  talking  some  years  ago  on  the  subject  told  me 
that  the  pits  were  only  used  during  the  winter  months,  and  also  that  Yczo  is 
reported  to  have  been  much  more  cold  many  years  ago  than  it  is  now.  In  Karafto 
these  pits  were  occupied  only  from  September  till  March  about,  when  the  people 
resided  in  huts  built  above  ground. 

In  1899  Prof.  TORII  paid  a  visit  to  the  Kuriles.  He  here  found  some  remains 
of  pit-dwellings  which  had  been  in  recent  use.  The  pit-dwellings  were  called 
Toichc,  "  earth  houses,"  and  the  huts  used  for  summer  n^siclcncc  were  named 
Imtnche.  hmn  really  means  to  stay  away  from  home  as  when  in  pcrsuit  of  one's 
livelihood,  as  when  fishing  or  working  in  a  distant  garden.  In  Shumshir  also, 
Lieutenant  GUNJI  found  over  60  pits  in  one  place,  over  many  of  which  the  huts  still 
remained.  Yet  no  dwarfs  nor  any  Koro pok- guru  other  than  Ainu  have  ever  been 
seen  by  any  of  these  witnesses  ！ 

The  pieces  of  pottery  and  the  effigies  which  have  been  found  from  time  to  time 
about  the  pits  on  Southern  Chishima,  Shumshir,  and  Poromushir,  as  well  as  on  Yc/.o 
show  that  the  Aimi  made  pottery.  The  w  ord  for  "  earthen-ware  "  is  sei,  which  also 
means  "  shell."  It  appears  in  the  word  for  "  house,"  which  is  c  hi  sei.  It  also 
occurs  in  the  word  sei-net,  "  an  earthen  body,'*  i.  c.  "  an  ciirthcn-warc  idol " or 
" image."  The  word  net  means  "  body."  Sci-nima  is  an  "  carthen-ware  plate." 
Ainu  earthen-ware  has  now  given  place  to  that  made  by  the  Japanese. 

The  oldjAinu  word  still  at  times  to  be  heard  for  the  marks  left  in  tattooing 
carries  us  back  to  the  time  when  the  Ainu  used  flint  knives.  That  word  is  anchi- 
piri,  i.  c.  "  flint-wounds."  Piri  means  "  wound,"  and  anchi  "  coal " and  "  dark 
obsidian  "  {Tokachi  is  hi).    The  Ainu  therefore  belong  to  the  stone  age  of  Japan. 

It  is  also  of  interest  to  remark  that  these  old  Ainu  pit-dwellers  used  paint. 
Nore,  to  which  the  Japanese  word  nuru  "  to  paint  "  is  allied,  means  "  paint  "  and 
" to  paint"  The  name  can  still  be  recognized  in  the  Ainu  word  for  "  to  flatter." 
It  is  pa-nore.  Pa  means  "  mouth,"  and  nore  "  paint  ；  "  hence  panorc  '*  moutlv 
paint,"  i.  e.  "  to  flatter." 

There  is  evidence  to  show  that  some  imagine  the  clay  figures  and  stone 
implements  which  have  been  dug  up  at  various  places  belonged  to  a  pre- Ainu  race. 
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And  it  is  difficult  to  persuade  people  that  such  is  not  really  the  case.  When  Prof. 
TSUBOI  was  showing  the  figures  in  the  University  Museum  at  Tokyo  to  Prof. 
STARR  of  Chicago  in  1894,  doubts  at  once  entered  into  the  Professor's  mind,  he 
tells  us,  as  to  the  existence  of  any  Koropok-giirn  as  distinct  from  the  Ainu.  In  his 
little  book  entitled  "  The  Ainu  Groupc,"  Prof.  STAUR  says  on  page  86,-  "  Now,  of 
course,  avc  never  believed  in  any  such  Koropok-gnru.  We  had  been  impressed  by 
tlic  arguments  and  we  had  been  greatly  interested  at  Yokohama,  in  a  chart  or 
diagram,  wnich  a  incnd  had  shown  us,  in  which  a  reconstruction  of  the  life  of  this 
early  race  of  Japan  was  attempted.  Wc  were  specially  astonished  at  the  detailed 
information  regarding  the  dress  of  the  Koropok-guru,  which  the  chart  seemed  to 
show.  Later,  in  Tokyo,  at  the  University,  Prof.  TSUBOI  showed  us  some  ancient 
figures  of  human  beings  and  it  was  clear  that  the  author  of  the  chart  had  gained 
his  ideas  of  dress  from  these.  And  in  the  presence  of  this  instructive  chart  and  the 
evidence  shown  mc  by  the  learned  Prof,  my  first  doubts  regarding  their  history 
arose.  Surely  the  shell  heeps,  the  crude  pottery,  the  stone  tools,  and  the  old  pit- 
houses  were  never  made  by  a  people  who  dressed  as  those  represented  in  these 
figures.  To-day  uc  feci  somewhat  skeptical  with  reference  to  the  whole  theory  of 
a  pro-Ainu  race."  Such  arc  the  words  of  Prof.  STARR,  and  wc  cannot  but  agree 
with  him. 


摘 要 

本會^ 報 第一 卷第一 狨に、 アイ ヌのチ ヤシに 就 さ  >     河 野常吉 

氏の 典 眛 深く 有益なる 論文 あり 0 盖し この チ ヤシて ふ アイ ヌ語 は、 
元と 「®J 又は 「梱」 の 窓な るが， 河 野 氏 は， 砦」 の 怠義に 於け るチ ヤシ 

と、 世の 所 HB コ 。ボック ノレのお 穴との Ü 係を說 き、 古代に 於て は 
アイスの 穴； S せし ことと、 せて一 fi の 矮小 人 H、 即ち コ p ホ '，ク 
こが 蝦^^に 生存せ- 6 との 說が、 全然 根據 なき ことと を、 ^も 91 
^剴切に 論蹬 し、 又 アイヌ も 往時 石器 を 用 わ、 土器 を 製した る こ 
とを說 明せられ た &o 氏の 考蹬の Ä 當を 得た る は、 他の 方面. 例 
へば^^が 芯 柁爐逯 は 於て 扣 H5 る 所の 口碑 • 彼等の 言語 及び 骨 
相 ゆ 上より ti る も n/i かな り。 今 之れ を' 微す るに， 北海道 阿 
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れの處 に 於ても、 所 目 n 矮小 人種の 骨骼の 未た' 發 見せられし を 聞か 
ず o 又 地名 上よ &考 ふる も 矮小 人種の 生存せ し 蹬跡を 認め 難し O 

アイ ヌの 使用せ し耆 35 によ りお ふるに、 彼^ は 往時 二 钝の砦 

を 造 b しが 如 し。 即ち 第一 は 河》 氏の 說 かれた る 上に して、 

乙 は も宙耍 なる ものなら o 第二 橄は 又 は ク ッ と稱 せし もの 
是れ なり。 今此 等の 稱 呼の 龉 脇に よれば、 チヤ'： は檷 又は 堤に て 
H まれた る 砦、 コ上は 周豳に 堀 を 廻らした る 小池區 なら しが 如し 0 

簠し^ は 「^」 の^、 コ —三 は 「堀」 「小 谷— 「墓穴に 宅地：》^ 々の 意お 
^する 言^に して， 地名に はこの 二—^ を 含める もの タな からず。 
例へば、 -トュ は 「堀の ある 所」、 シ： >■ ム ンコッ は 「南 方に 堀 ある 所」、 
クご チャン 又は コケ チャン は 「多 く の 堀の ある 地 方'， X は; 带 の 土 地. I 
なる が 如 さ 足れな （) o 

從來 所; in コ d ホ •  ク^:、 及び ％時 ^お及び 千 た) 捭 ß の 外、 b 

本本 岛を 通じ 幾多の 地方に 兑 出さる、 IM 穴に つき、 怠 見 を 公に し 

たる 人^る 多し。 先づ 外力； 人の 側に て は、 ブラ キス トン、 チヱ ンバ 
レン、 ミルン 、スノー、 A ン I» —  諸氏に 指 を 屈すべく、 日本人の 側に 
て は 永 田 方正 氏、 》 保 博士、 坪并 博士， 烏 井^蔵 氏 等の 名 を^げ ざ 

るべ からず o  ^し 夫れ 本 問題に 9« す る ill 近の 該怫 f,!H:ra な る 論文 を 

来 げんか、 亞細亞 協 會會報 第三 十四^お ニ號 （一九 〇 六 年） 所 栽 「日 

本に 於け る ^始的 文明」 と 題す る A ンロ 一氏の 論 是れな bo ぬし 余 

は 今 以上 講 家の 論 著に 對 し、： Jt 北海 近に 關 する 點以 外に 於て は、 敢 

て 論 を 弒み ざるべし 0  ' 

抑 も 北海道 ^ 初の 人 K が， ^穴に 生活せ しこと は、 iti  m  sfir 
J: 要せざる 所な し ^し 竪 穴の 泣 跡の 現存 は. 収 6 も さず 彼等 
の 穴居せ し蹬 にして、 吾人 は隨 時^  * の 場所に 於て^ 穴 を 見る！： 
得るな 6。 此 等の 竪穴は 時に 卒 地に 掘られ、 時に 傾斜 地の 一 側に 
造られ， 時には 又 河 堤に 設けられし 5: 見る o 然れ ども、 彼ず が自 
然の 洞窟に 生 接せし 誼 跡な し c 又 今日^での 探究に よれば、 蝦夷 
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島に 於て は、 此 等の 整 穴は烺 も 普通に 海に 近く、 且ゥ 河^よ &遠 
からざる 所に 見出さる。 而 して 旣往に 於て 睐 に數 多の 竪 穴の 發見 
せられし のみならず、 現 時 土地の 開拓の 進涉 する に從 ひ， 窓外の 
所に 往 * 之を發 見す o 例へ は 沙流部 丄_ ^レ^ ^及び ペナ コ リ 附近に 
於け るが 如き^れ な り。 然るに 又 一方に 於て は、 拓地戒 ß の 漸く 
進 ひに 從ひ、 自然に^ 穴逍 跡の 消滅す る 傾向 あり o 即ち 釧路 附近 
の 如き 莨に は一 例に して. 同地-方に 三十^ 以前に は、 數 なの 整 穴 
お 兌る を 得， 又钝々 の 石器 及び 土器の 破片 を 採集す る を 得し 力 今 

や m く 此 等の s 跡 泣 物 を减少 せ " 

さて コ 0 ホ' ッ クルと は此 巧の 竪穴 を资 み、 此ォの 石器 を 怍 " 

  -- 

此 等の 十-器 を 用ね たる 人 K の 名な り o 本 問題に ついては 本年 二月 
二十一 口，    二十 三 11 及び 二十 六 FJ の 時 卞新报 は * 佐々 木 安五郎 氏 

の說を 揭げ、 又 本年— 月 後 行の 人性 第三 卷第— 狨 及び 二月 發 行1111 
^^三^^  ニ躭に は 、長 并^  士が如 逸に て講浪 せる 「  H 本 古^の 人 
民」と巡 する 文の 抄^ あ &o ltf- 实の ^文^ 讀 むお は コ" ホ' サク ノレ 
て ふ 名稱の 起れ る は. 彼^ 穴お 人が ふ きの 下に^ 榇せ しに よると 
の說 を； S せんが ß めに、 多大の^ 力と 時 問 の 牧 されし に^かざる 
もの 無 からん。 然 る に H ホ: を 「ふきの 下」 の: なな りと 解せ し は 

既^な りしな に 

今より 三十 年^、 余の 始めて アイ =ヌ と接觸 する や、 T  " に 
先た • つ て 蝦 W ん1, に 生 接せし 穴居人 あ & し が' ァ ィヌ のために 滅 C 
におした りとの 說を l!H さ、 余に *  く" る もの 曰く、 此の 穴お 人 は 身 
膛 ^めて 矮小に して、 山に ふきの 下を步 行し、 又兩に 遇へば 
身 を； II： 下に 潜む る を^たり と o 又 曰く.    ^丄 は^ _コ 一-の 略に し 

ィ コ n コ- は 「ふ き」， ボ ク は 「下丄 は 「人 I の義 な と。 余' Ä 時 

アイヌか^に BS かりし I： 以て 徹^ 徹足 この 說ぉ^ じ、 英文 及び 口 
木 文に て 物せ る 余の 著ぶ : に 之れ を 記 枚せ &  o 然る に 其 後 余 は Z=± 
ヌ を 知 6、 其 口碑 を 究め、 其 言 話に 通ず るに 及び' 余の 所信 を 改め ^ 
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從來 の解說 を 放棄せ ざるべからざる を％ るに 至れり。 即ち 吾人 は 

n ホ* ク を 「ふきの 下」 と 解す る 能 はず， 盖し 語源 之れ を 許さ ST れ 

ばな も o 若し r ふきの 下」 の意眛 あらし めんに は、 ^  p  3  ^, ポク、 

ク ン, グル、 又 は 3    P カム , ホ' ク、 ゥ ヒ、 ならざる ベから ず o 然 

るに 兩者 何れに あらず して、 I" ** ク » ゥ ン， グ 〃 なら。 コ" ホ* ク 
^、 り 二 卜 (コ " ボ タグ ル） は 取 り も 直 さず 「穴居 者」 に して. 他の Ä 
味なし， 「ふき」 の 意味に 至 （） て は 全然 含まれ 居らざる なら o 即ち 
コ d ポク は 「下 _] を 窓 味す る チ a  n ホ' ク の轉 化に して、 こ は 今 口 も 通 

用す る 言葉な に 次に タン は 「ft」 むの 怠^ を 打し. グ产は 「人！  X 

は 「人 E」 の 窓な bo 今 之 ft と^ 式の アイ ま ri/f も 暴 r れ は'、 力 ン ト\ ゥ 

ヒ *  ？  JiA は '「天 に 住む 祌」 キ_ と、 t 卜 グ ッ は 「山 問 に 住 ひ 人」. フニ， 
ク ン、 グ ノレ は 「海上に 住 む 人'、 ^  ^, モン ャ、 ゥ ン、 ^^二 は I 他 國 の 

tt 民」 なる か: 如き^れ な {>。  3 れば コ " ボ ク、 ゥど、 グ ノレ を 以て 「下 

に 住む 人」. 即ち r 穴居お」 と 解釋す る 亦 何の 不可 あらん や o 

玆に又 近頃 新奇に して 烦る而 Ü き一 說现 はれた &0    Ä 說 によ 

れば. 右の 穴居人 は： ri: 穴 家 を ふきの^ もて^き しが 故に、 コ d ボ 
ク グ ノレの 名 を^た &と。 然るに、 ふきの 莱 たる 其 K 軟弱に して、 到 
底斯か る 用途に 供し 得べ く も あらぬ はもな お 嬰せ ざる 所. 又 余 は 

ァ" よ に ふさが 斯 かる 口 的に 用 むられ し^ 跡の 端^だ も か 
ざるな り。 

此 海道 古代人^の 住家が 如 f" 了な る 構^な 6 しゃに 就て は、 今 
猜疑 を撺ひ 人な さに あらず。 ^赏を 云へば， 彼^の 住家 は^々 の 
形 を もせし なり o 若しもれ 千 お 群島に 於て は、 穴居 は 近年 まて 行 

はれ、 又梯太 にても 然 6 しなに スノー  氏 は 一八 八：/ i 年の 地 玴^ 
雑 U    (Geographical  Journal) に 於て^ して 曰く，   「此 等の 人民の fj: 家 

は 通例 砂地に？ 4 き 穴 を 掘りて 造れる ものにして， 其 周 豳に柱 を 立 
て、 且つ 材料 だに あれば、 其 内側 を 板^りと し、 又 穴の W 上に は 棒 
を 横た へ 平家 极 となし、 更に 其緣 ょ&斜 に屮^ に 向って 棒 を 並べ 
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て 急 斜面 i: 爲 さしめ、 斯 くして 全體 を 度、 M の 類に て 包み、 其 
上 を 更に 土 又は 芝"" 土に て s ひ. 入口 に は 粗末な る 木の 芦 を しつら 
へ、 之れ を 開けば 狭 IS なる 小 室と 狭小なる 通路 あに 更に 他の 戸 

によ &て 主^に 通じ， 此主 室の 周 S の 傾斜せ る 家 根の 下に は寢室 

t 設く o 此 等の 家屋 は 時として 二 室 又は 三 室より 成&、 室と 室と 

の im に は 短. 狭 ü つ 低 さ, 通路 を 具へ， 通路の 兩 雄に/3 あ &、 斯か る 大 

家^ は シュ ム シ リ に 多し 0 これ 此 地方の： h 入 は 中央 千 土人に 比 

し， 迤に^ ^な 6 しによ る」 と。 

右に 述べた るか 如き 家^ を、 樣太 にて は ト イチ-と 稱し、 is 

あにて は トイ チセィ と 呼びた b き。 ^ は 即 ち 「土」， チ - 又 チセィ 
は 「居所」、 「家 ほ.)^ の^な be 幕府の 联^ に して 三年 間 蝦爽に 滞在 
せる 大內餘 庵が 一八 六 〇 年に 物した る 東^' お 夜^に は If に 面白き 
記 $ あり 餘庵 は、 特に 釧路 の^に メンカ ウジの^. のなら し、 
—小 丘の 周迻 にある^ 穴 を艰 げ' メンカ ウジの 祖先 はチ ヤシに 住 

み s り しが， 土人 は此 ゆの 堅 穴 t 指し、 矮 小 人 m の 住 ぽ n と稱し 
居れり と 語 ら し 山 を す。 然ひ とも メン カウ シは ß から 矮 小 人 種 
を 見た る に あ ら ず. 矮小 人^は^ 時代 も- く して 、彼れ の 祖 父の 時代 

に も 居 らざ らしと Sft り きと 云 ふ 0 射 餘庵は 同地 お 發 掘せ しに 土器 
及び 鍋^の？ n 出 てた と の 事な に こ の 小 丘 及び^ 穴の 逍 跡 は * 今 

猶 兌る を 得べ し。 問宮林 蔵の 北 蝦^ 圆 說に は、 樺- 太: hK の 「居 家の 
造 法 は總て 蝦お £5 に 我-な る 乙と なし」 と あに 氏 は 又掙太 上人の 
冬期に 於け る 穴 家の を 31! して n  く.  「山に 添 ふて 地 5: 撰み、 土 
を 掘る こ と 凡 三 四 尺 許、 ； ^内に 柱 を 立て、 屋を筏 ふに 木の 皮 を 以て 
し， 其 上に 3"( ぬるに 草木の 葉 枝 を 以てす、 芦口の 上に 庇 を ^け、 內 
に は 入る 處は附 子 を かけ. Ä 側に^ を 作り. ^中より 穴 を^ち て 
家外廡 下に 掘 6 ぬき * 炊 S の^ 中に^す 5:S みて 此 穴よ も 家 外に 
出し 去し む」 と o 若し 夫れ 造 家 上 ふきの 使用 如何に ついては * 氏 も 
何事 も； 1C する 所な し:） 


Digitized  by  Google 


THE  KOROPOK-GURÜ  OR  PIT-DWELLERS  OF  YEZO.  4I 

數年前 或る 老年の は 余に 吿く  • るに、 穴 家の 冬期 だけ 用 
ゐられ しこと を 以てし * 又 瑕 夷 往時の 叛 候 は 今 ョ よ ら も遙に 寒冷 
な もしと 稱 せられし こと を！ 5 りき 0 盖し樺 太に て は * 堅 穴 は 九月 
よ $ 三月までの 問た-け 用 わられ、 三月 以後' よ 地上の 小^ 之れ に 代 
6 しな 40 

—八 九九 年 鳥居 龍葳氏 は、 千 fö: こて 近頃まで 用 ねられ し 堅 穴 
の 道 跡 5： 寅兒 せられたり。 抑 も 穴 家 は！^ キー (土 魔） と 呼ばれ， 夏 

期の 住居に 用 ねられし 小 尾 は、 」 ヌンチ てと 呼ばれし ものに, ィ 

ィ ヌンは 生 衆、 例へば 漁業 又は iätlfli 離の 所に て 畑 仕事 を爲す 場合 

などに、 家 を 離れて 他所に 滞在す るの 意な り0 

又 füll 大尉 も 'ン. てモ シ リ に 於て， 或る 一敏 所に 六十 简跺の 整 穴 
のる を玆 見し、 而も 其 上に 小^の 拊存 せし もの 少なから ざり と 云 

» 然れ ども 未だ 何人も、 ニイ _^以 外の 人種に 逢着せ し 例な し 0 

これまで 千^ 並に 蝦^ 本^にて、 發 兑 せられた る 上 器の 破片 

ä び 偶像 は、 ^も酋 て 土器 5: 造 6 し を瞪す o  土^ 物 は て ィヌ 
語に て^^と 云 ふ。 セイ は 又 r 人の 蹬」 の義 にも 川ゐら る。 チ セ ィ 

(家） の：^ 2D ち これな 6o セ リツ トのセ イ亦然 り。 —セ イネ サト 

と は 「土製の S3」， 即 ち 「土偶」 又は 「偶像 j の義、 ヌセィ ニナ は. 「土製の 

板 J なり c 盖し^ ^は U 本人の 製せ る 陶器 を 用わ^る に 至 b て よ 
ら、 自ら 之れ 5: 造らざる に 至れるな り 0  • - 

老年の は 今 拊 Iii 々入 $ を アン チビ リ と m す o ァ ン チビ 
JL は 「火打石の^】 の^、 即ち 苎ュ は 傷、 ^ ン チ は 「石 炭」 % は 「黑 曜石 』 
(十 勝 石） に 外な ら ざるな に 亦 以て 彼^が^ 晒 石 製の 小刀 お 用 わし 
を^すべし 。耍 する に^ は 曰 本の 石器時代に^ する 人 g な り。 

往 古 アイヌ 一 は 堅 穴に^ せし とき 染料 を 用 & たに ßp ち 彼等の 
一 ノー  レ （曰 本^^: 之れ に 近し） は r 染料、 又は 1 染色す る」 の^に し て、 

メ丄ク レ （^ふ） の 意味 是れな bo 即ち ^ は 「リ.:,^_レ は 「染^」 -パ / レ 

は 「口の 染料」、 即ち ふ」 の 窓な り 0 
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實 にや 或る人 * は、 これ まて 所々 に 於て 發見 せられし： t 偶、 及 
び 石器 を 以て、 アイ ヌ 以前の 人 稗に 甩 する ものと 想像し. 余號其 
然ら ざる を 辨ダる も、 容易に 之 を 货んぜ ず O 然るに 竹て （—八 九 四 
年） シカゴ 大學敎 授スタ —氏 朿京帝 國大學 を^ ひ、 坪 井 博 十 糨クの 

土偶 を 氏に 示す や * 氏 は 忽ち ィァヌ 以外に、 コ _^_ホ'_、>： ク^て ふ 人 

種が 果して 生^せし やにつ き 疑 を 起したら o 氏 は 「アイヌ族」 と 題 

する 小 著に^ して 曰く、  「吾人 は 勿 》 亦た -廿 て i ヱホ '2 ク ノレの 現存 
"^し を ^ ぜ しこと なし o 最初^ 人は大 に， 口 ホ' サ ク^:  aft に 成 勘し 
又 横^に て 日本 古代人 尺 (コ 口 ホ' タク ル) の 股 装 國 を 見て 多大の 典 
眛を 威 じ、 殊に 該脤 装の 微細の 點 まで 蹈 說 せられた るに 驚き しが、 
其後來 京大^に て 或る 偶像 を 兄る に 及び' 前の 吸^^が 之れ に 墓 

つ き て 描き 做された る を 知 り に き 0 而も ^人 は 此© 味 ある 服 焚 H 

を兑、 博 ゆなる 坪 井 博士の^ 明 あるに 拘ら ず' 猶且右 偶像の 山來 

に つ き、 余 は 先つ 疑 を 起せし な bo    S ふに W 塚 や， 粗雜な る 上お や' 

石器 や、 堅 穴 は， 决 して 上 》iü の^に 示せる が 如き 服^お おせし 人 K 
の 造りし ものに あらざる べし g 要するに、 ZT' 人 は^  j ^タ— ク丄說 
について はも £ なき 能 はず」 と。 これ U にスタ —教^の^、 余^ 之れ 
に^  S せ ざらん とする も 能 はざる な " (商 松 せ ^ ) 
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コ P ポク クル 設の 由來 

北海道 本 fö 並に 國後、 懌 促に 於け る 二 ィヌ (以下^ に 本 j;5 エイ 
^と 稍す〉 問に 一の 奇怪なる 傅說ぁ に其^ る 所、 人に より て 多 
少の 相違 あらと 雖も， 大要 は 略 ほ一 致せ 6  0 曰く 古 は- 此 地 に . 
3   n ホ '，ク ノレ と 云 ふ 矮小なる 人^ あに ^穴に 住せる を 以て 又 トイ 
亇ーセ クルと 稱す。 其 他 トン チン 力 モイ 等數^ の稱ぁ &。 其 性敏拢 

にして、 了  J 上と 交易せ しが、 常に 身 ff5 を ß する こと 5: 嫌へ i> (稀 

に 裸 fig な ら し と ^ふ 者 あ iM コ 或る時， ィ— 乙が^ 力 を 以て. コ rr 

ホ • プク ル の一 女子 5： 捕へ， 家に 引 入れ 見し に， 其 口の 周 と 手と に 
入显 あり。 是ょ （>  ^ ホ'， ク亡 は、 他に 行きて 极 たお 蹤跡 I； 知ら す。 

今 u 處 * に々: する 所の 堅 穴， i: 器， 石器 は："; ^ビ ノレの 使^せし 
ものにして、 アイヌ の 入^も 亦コロ ホ 'プク ル の 入^に 模倣せ しもの 

なりと。 樺 太 21_ィ_ ヌの^ る 所. 亦 略 ほ 之に 似た に 而 して 北 千鳥 

アイスに は、 絕 えて 斯 くの 如き 傅說 なし C 

W«W 十 年 » 行理學 Ifrht? 并正 の 入 «I*^3S に 曰く  、「アイヌ 

の 口碑に ぶ リ 灸 すれば、 b 本內 地から、 * 悔 at に & つす： ゆに-人 か 铋んて 居 

た、 R  * は Z^f 一， ゃ內 * 人と Ä ひ S 穴^：: し ら へて、 J« の 菜 杯な と し 
CTiaw.  &p.  Nat  Hist.  Soc.,  Vol  II.  1907.】 
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て 展 f:jio  ft  ro 事^れ リ、 予の sw  « に t れは. y  a  ^ 中 に は、 彼 接 か 日本 內 
地から、: ft 海道に- » り しとの ロ轉 ^  » ふる もの 《  /> て 《 にして 、袷ん どな 
に と 5 ふ も 可な り0 彼 》 の 多く は、 古來 *  » 道の 地に ft 展 せ" と JR ひ ® 

れリ c   X  K の 葉の 下 に 何人も ß リ しと か、 何人も Ä つす： とか、！ 5 る 者 多し 

と 難し is の 菜 杯^  s  « と して 捂リ しと s ふ *  a な き)。 博士の a; 述 とし 

て は 粗 《8  ^ 免れす 0 

此博說 は、 北海道に 關 する s 記 中に も、 im* 見えたら c 然れ 
とも 何人も 此俾說 に は、 }t- た l きを s かさ 6 しのみ ならす、 柬夷 

周馊、 來蝦夾 H 誌の 如き は、 其娛^ なる 乙と を辨 した 5  o 斯 くの 

如き も-様に て、 此 W 說は 久しき 間、 m'ffi なか 6 し 力、 今 をお る t 
と 約 三十 年 前， ミルン 氏に ß 用せられ、 記述せられ しょに 稍 * 
世人の 注 恋 をお き、 ^て 今 を^る こと 二十 餘年が I、 今の 理^^士 
坪 井 正 五郎 氏. 又 之 を ^ して 其說を 流布せ しょし 大 なる 努力 を 

vx て 世 に ！ H ま b た b  c in し ^  後に 於て. — h の兩 氏の 外、 コ^ ホ'' 
ク 'レ の 存 在 せし 乙  >  に ^し、 說！： たした る お なきに あらす と 雖ネ、 


比 敉 的 m 要なる ものに あ ら す C 

坪 井 博士 は UH  ^  二 十 年' 「コ "^ノレ 北海 逍 に 住みし なる へ 

し」 と 說 ^ ' 又 「二" _ ホ ヽク ノレ 内地に n; みしな るべ し」 と I& し、 翌ニ 十一 

年 ； I. 帝 ^大巧より 派 ifi せら れ 北 海 逬に來 に 約 ニ简/ 1 巡回 綢 
代 し た b  、 其 !!!] 十九^ 處 に 於 ける、 十： iL 入の Z ^^が、 コ ° ホ、 ク ^ 

に し;^ る听、 大要一 致せる を W て. 益々 之 を ^ し. 爾後 大に其 
說を 流布し. 而 して —ァ _ィ ス は 全く^ 穴に^ せし I となく  *  W 塚 土 

器以 下 ^ に 七 と お す'. 石器 を^) Hi 使 川せ しこ となし と斷定 せに 

然 か も桦 太ァ イ^ か ^ 穴 に n': し、 北 千 ö  ニイ スが堅 穴； こ 住し、 土器 

石^? M'IHH せし $Tf は， 之 を 否^す る こと 能 はさる を 以て' 此^ 
の 人 K と， 木^ ァ ィ ヌ ふ-は、 仝く の W  M と は ！ S. 、れ すと 辨 解し、 一 

方 こ は 又コ" ホ'， ク/ レと. 北 方 の ェ スキ モー との mn こ * 親 'ä* なる 關 
係 ある こと 疑な しと^せ も 。 而 して^  士 は 大學の 講^に、 ^々の 
荖 ^に. 返々 の^ 說に 之お pjIi へたれ は、 其 說の 珍奇なる と、 博士 
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の 人類 學 専門の 名望と によに 忽ち 人の 注意 を憨 き. 一般に * 布 
する に 至&た i>0  • 

世間 哲 通の 人 は、 坪并 博士の^ _ 口— ホ'， クル 說に醉 ひたる も、 意 

5： 用 ひて 研究せ る 人の 中には、 之に 反對 する もの 亦 少なから さ 6 
き。 殊に 锊學 博士 小金 并良椅 氏 は、 坪 并溥士 と 同時に、 北海道 5: 
巡 0 調査せられ しか、 ^見る 所 は 全く 坪并傅 土と 反 《 にして、 本 
岛の アイ ヌは、 竪穴に 住し， 土  21 石器 を 使用した る こと あ 6 と 論 

せ も C 然れ とも 此^ 反對 派の 諸氏 は、 坪并 博士の 如く、 人類 學上 

好 位 ©を 占めさる を 以て、、 比敉 的^ 說 $: 咴 ひるの 便宜 を 有せす、 其 

闭に坏 井 博士 は、 其^ 成せる 所の 人々 と共に、 自說 5röfe 布し， 結 
蜀笨と 口との 數に 於て、 反 を 凌 叙し. 勢力 を 占む るに 至れに 
近時 已上 おひ—— 說は、 學^ 間に 於て は袞 運に 傾ける も、 然 かも 多 
年^ 逍の桔 架、 世間 多數 入の 脇 裡に 記^され 居れ 6。 

予の驳 IS* 轼 むる 理由 

予は 人類 學者 にあらず， 唯博涉 5: 好む 癖 あ b て、 傍ら 人類 學 

の 一斑 を« へる のみ 0 而し て 北海道に 於け る 人 Ifi 學的 研究 は 就き 

て は、 其 初 唯 坪 井 博士の 著述 I： 見て、 漠然3" ホ* プク〃 說！: 信した 
«» しか. W 治 二十 七 年 夏. 北海道 K 来に 間もなく 各地お 蚜 涉し、 
地理 並 は 戒 足狀« 等讕 赍; OK, 餘暇 I： 利用して、 遺跡 遺物 等を擱 
査し. 忽ち コ 》 ボ， クル 說に就 さて 疑 お懐き、 尊て 其說の 諛驂 $： 認 

itn  ho 是れ »6 予 のみに あらず、 北海道に 在りて， 人^ 舉に志 

せる 諸氏の 多く は、 予と 同一の 徑路を 取に て、 非-  n ボ ザ クル 鼈 者 
とな ♦ しな io 篆し實 地 斕 せの 結果 は、 アイ ヌか竪 穴に 住し、 土 

器 石 Sir  SI 造 使 111 したる 乙と、 漸次 明白と な&、 復た 奇怪なる 傅 
說 i: 容 るるの 餘地 なき を 以てな も o 

斯 くの 如く 研究した る予 聚 の 非 =»  n ホ '，クル R は、 何故か一 種 
の 人類 學 者の 嫌忌す る 所と なりし ものの 如く、    W 治 三十 二 年札幌 
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人ぬ^ & よに 京人 に報吿 したる 3C 事 中. 札幌 ill 學 食に 

て 「圩井 氏の コ 口 ボ， ク ノレ 說 を 駁す J と 云 ム浪說 ありし7. と を' life せし 

に、 朿 京人 額 學せ雜 誌に は、 此 一條 を！^  b て、 其 他 を 招 文の 儘 揭救 
したる こと あに 予^ をして 竊に其 人の 度 疑 はしめ たりさ。 
明治 三十 六 年予は 上京の 機會を 以て、 来 m 人類 學會の 月次 食に KS 
み * チヤ 'ヒ 即ち 暇 夷 の^に 關 する 浪說 をな し， ü ゥコ n ボ~ クル 說の 

i: 、簡略に 陳 へたる に、 坪 井^  ± は. 迫て^ 述 5: 見た る 上、 批 
評 を 加ん と 巾され た ^ 依て 予は 明治 三十 九 年、 札榥 tlS 物^^ 會報 
第一 卷に、 予の 研究せ る 所を载 せ， 旦 つゆ 1 に 二百 部？： 印刷して、 人 
妬 舉に志 ある 諸氏に 配布せ しに、 予の 說に紮 して 辱く も 稱 赘の辭 
を 賜 は & たる 者 ある も、 未た 其^^ ある 乙と を 指摘せられ たる 者 
あらす、 而 して 坪 井 if  士は 前約に 觜 きて， 一3 の 批評 ir も 賜 はらさ 
b  bo 平^ 反對^ と 云へ は、 öl' ちに 反駁して^^ せ さる 博士 力;、 ® 
6 予の 說に對 して 沈默を 守らる る は 何故 も、 恐らく は 反駁の 材枓 
を 有せざる に 山るな らん。 而 かも 同 博 上の 誤^なる コ n  ： ^クル 說 
か、 今お I ほ 世に 流布す る を兑 て は、 斯舉の Ä め 予は沈 守る 乙 
と 能 はす c 是れ予 か玆に 聊か^ 兑を述 へ， 以て 公平なる 批評 を 江 
湖の 諸汔 に、 仰かん と 欲する 所以な に 

且つ 夫れ は、 始終 同し 者 案に より、 同し 事 を 跺 返す を« 

ふ。 近年 コ n ホ〜 クル 說=對 二 非 "ボ， クル 說！： 祝る に、 耳新し き 

材料 甚た 乏し さか Ä め、 BB  く 人 5: して 倦厭せ しひる 傾 ぁ&、 之 か 
おめに 研究 上 一 ITi 挫 5: 來 たせる 威な きに あらす。 而 して一 方に は 
北海道に 於け る 逍 跡 *  ^物 並に アイ ヌ^に 就き て は 不十分な から、 
渐次 研究 5: 進めつつ あるに、 其 地 僻遠に 在る が; ß めに 未た 世に 知 
られす o され は 此^の 新 研究 を發^ し， 新しき 材料 を 供給す る 
乙との、 必要なる は 勿^; こして， 其 供 袷の 任 は 予^ 北海 遒に 在る 
ものの fl ふへ き 所なる を 信す。 是れ亦 予か兹 に 此捆文 を 草す る 一 
理山 なり o 從て予 I よ 成る へく、 先 52^ 氏 か 旣に述 へられた る 所 を、 
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禅 令 K 笾 せす' まもに 耳新し からん と 思 ふ事贸 によ （>  て， 述 ふる 
所 あらんと 欲す。 萌ふ讃 者， 此 拙文 を 以て 予の 非コ o ボ， ク ノレ g& の 
全部と Ä 做 3 す、 此 拙文と 共に 小金 井 博士， ジ ，ン、 パキ エラー 氏、 其 

他非コ n ホ*  ，ク ノレ 綸 お の旣に 說 かれ し 所 照 せられん 乙と を c 

本島 アイヌ は S 穴に 住せ 9 

北海道 本 並 に 國後 * 擇 捉に存 する 竪 穴の、 甚た 古き ものに あ 

ら さる こと は、 多くの 人の 憨 むる 所な &0 坪 井 博士 も 亦 同し く 之 

お認め. 朿 京人 類舉食 報吿第 十二  K に IE して 曰く、 

*»itt の K 地方よ り ffl る： h» 石 Ö の 中には、 內 地の 物》 遠って ft て 
新し く  Ä ゆる か有リ ますし 宕部金 S  Ä に從へ は、 彼 Jft の ^  « から、 $ の 

や、 at の 爪 杯の öj た： とが あ" ます、 又 s 穴 は 娌 りおい ものて ある に、 鬼 に 
ä  t, 彩の # して 培る ものの 多い 》 の 事 ä に i れ ば 、是^の' it  W は、 何 れ t 
« だ 古い ものと 思 はれま ぜん 0 

尋て坪 井 博士 は、 コ n ホ 'ブク ル は 本州よ も 九州に も， 住居せ る 

ものと なし， 31: 最も 繁昌した る 時代 は、 凡 も 三千 年 以前なる へし 
と 云 ひ、 其 逍 跡 泣 物 か 本州の. ものよ に 北海道の ものの 方 新ら し 
さに よ に コ p ボ， ク ル は 南よ 6 北に 行 さしものなる へしと 云 はれ 
た に 

予^ も 亦! S 穴 は 就き 調^せる に、 其 造 6 初めの 年代 は 之 5： 知 
る 乙と 能 はすと 雖も， 其 使 川の 終りの 年代 は 存外 近き にあ もし 乙 
と を 知る？: 得た に 明治 二十 九 年 秋、 予は北 見 grÄS 郡^ Ö 衬常 
呂ほ野 K 溢 地 内に 數 多の 竪穴 ある を 見て 、餌々 同 處に會 合せし 北海 
道邋 《并ロ亢 一郎 氏 (後 御 科 局に 轉 勘, と共に、 其 一個 を 掘りて、 土器 
片 及ひ燎 石^  5： 得し か、 翌 三十 年 井口 氏 は 苒ひ同 處に至 6 又 一個 
を 掘 b て、 其內 よ 6 石 製 烟眢及 ひ 石 製 紡綞車 を 得た bo 此货 1R なる 
採集 品 は、 其 後 大野 延太郎 氏 力、 本道 鉞 回の 際寫し 取られ たれ は、 盖 
し 帝 國大學 人類 學 室に 保存せられ あるな らんと 信す o 扨て 此石烟 
管の g 穴よ 6 出た る 事 ff は, 其 使用者 か 堅 穴に 住せし 乙と を 、推定せ 
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河 野 一 非 3  d       *  n 


しむる 一 材料に して 》 石烟管 使用の 主人公 か、 たる こと は、 
後 章 石器に 就きて 論す る 所に より^ 了な &  : 而 して 烟 草の 始めて 
B 本に 入り たる は、 天文 以後の 事に して、 其 後 漸次 銥 方に 廣 まに 
]^ 長 十 年 （西 1605 年） に は. 奥州 地方 まて 流布す るに 至 もた &と云 
へ は、 其 蝦夷 地に 淹布 せし^ 代 は、 古く も 今 を 距る三 W 年 前後と 
想像す る 5： 得へ し、 尤も 之に 就 さて は、 又 烟草か 大陸よ に 棵太 
アイヌに 傅 はに 更に 本 Ö に入& たりと 云 ふ 人 ある や も 知らされ 
とも、 當 時の 事情 此 事な さは、 地理 藤史を 知る 人の 首 肯 する 所な 
るへ し。 而 して 石烟^ の竪 穴よ & 出て たる 乙と は' アイヌ か 整 穴 
に 住した るー磴 たると 共に、 又^ 穴 を 使用した. る 年代お 椎 察せし 
むる に 足る ものな bo 

颶居雜 癀氏は 明治 三十 二 年擇捉 ^_モ 3 む ブ、 紗那 附近、 及 ひ 
色 丹 島に 於て、 竪穴を 掘り しに、 穴屮ょ b 現今 北海道 ァ ィ ヌ か 使 W 
し 居る ものと 同形なる、 棵 皮 製の 篮樣の 物の 破片 を 得た るに よ b  、 
其 穴の 除 6 古き ものに あらさる を 推測し、 其 石 群 時^の^ 穴 住居 
者の、 餘ら 遠地に 住き 居ら さるへ きを 莒 はれた 京 人 節 學會雑 
誌 第二 百 九 » 參照) c 其 他 北海道 本 の^ 穴よ に 現今 ァ二し 互の 使 
用す る 楠 物性の 物、 並に 鐡器 等の 間々 出て たる こと あれ は、 是れ 
亦 本島 アイヌ 力、 賒 6 古から さる 時 ^まて、 ^穴 に ひ： し れ る 事 i'、 
推定し せひる に 足る ものな り。 

Ä  SM 言景 1- 述の » 尻と 云 ふ^に、 宙十郎 外 八 人の 舟 子 か、 伊豆 

附近に て 難 風に 逢 ひ. 瑕灾 地に^ 流し、 穴居人の 爲 めに 救 られ 
たる、 ほ 涞船害 上の^ ^せた 6。 之 を桷錄 すれ は、 

(抑 略〕 Ji 月 二十 B  ß の 》 なる 所、 相 見え 中 《  I： 付、 力 ^  »、f»  ft  «  ^ 下し、 
上り^ 申と ^ 弒 《!• 共, 大分の 《  « に-て 舟に-て は 上り * 事 中 *  » 叶 《 故 、ナ 
町 胙 沖よ リ各泳 さ 上 ば、 人 家 も Ä ぇ不 申、 山 深く 相 化え 《      如 《I 

öj 仕と な 掊 俟 《, 七 尺 》  e  * —  人 s リ、 何と やらん 巾 《 は 共、— mi  » し不申 

16 故, ft 方よ リ助 くれお- S  I- と 相 《 炫 はと も、 * も ffl し不 《  R に 付、 手な 合 

ぜ Ä 小 fi し HU さ は、 彼 《 も 手な 仓ぜ a な 致し 侯て、 私共 手な 31、 山の A へ 速 
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眷リ «  «o ナ ra  s 町 許 * り ä は ば. 穴 ^堀 》】、 上^ 木の 皮な どに て、 か ： ひ * 

候 家 8  *  ff.  mM れも * 五六 fttftSIH«« に 相 Ä え 中 候 0 內 i リ 右の Ä 
の 者、 S  *  B 合 31 入 # 侯、 五 C の » は一 切麵御 ト セ、 生 ß、ife  «、«  ffi な と 

煮 « 不 ft  « て、 生 に て くれ 十二 二  h の 《、ü 命^つな さ eutftcsffl 仕眩內 

兌 #  ft  » は、 右 の 者 * の 弓矢^ ß て、 魚お^ 取 申お つ 1： カュ i  «fi 
處の 由に 》 ほ 《。( 下 略 )0 

右 は 蓋し 亨保六 年 (西 Itf  1716 年) の？ IU こ 係 に 其 地 は 今の 十 勝 ゆ 
廣^ 郡の 西部に 屬 する もの k 如し。 尙ほ 此^ 流 K は、 之よ り 送ら 

れて 今の 口 商、 膽振 地方 を經 て、 松 前に？！ し、 町 率 行 高 橋^ 右衛 
鬥の 取扱 を 受けた るか、 ^上に は 十 勝の 外 * 穴居の 事 を； E せず o 是 

に 由て 之 を觀れ は、 當時 アイ ヌは 一般に 穴 K せ さ る も、 奧 地に 至 

り て は、 尙ほ稀 （こ竪 穴に 住した る もの ありし 5: 知る を 得へ し。 

以上の 事1 ff によれ は、 本 fi> アイ ヌは奧 地に 於て ：ょ、 二三 ff 年 
前^て. 竪 穴に 住 したる もの ある こと UM かなり 。坏并 博 i: は^ 
穴 i: 以て、 全く^ jp— ホ乂ク _《 の 遺跡と なし、 其 人 g は 北方に 逃れ 力 

らおら と 云 ふと 雖も、 若し 典に 北方に 逃れた らん はは、 多くの 年 
代 を 經 3 る 今日. 其 事跡に 就き 千島 列 ß 、おしく は 樺 太に 於て' 多 
少の瞪 據を發 兌せ さる 可ら す。 然るに 明治 三十 二 年. 梟 居^ 藏氏 
は 帝 國大舉 よ i» 派 逍 せられ 武藏 艦に 便乘 して、 千 を 探揿 せられ 
たる か， ^も 其^ 跡 を 得る こと 能 はさら き。 予も亦 三十 三 卬武藏 
艦に 便乘 して、 千島 を 調 杏した るか、 同し く 得る 所な きのみなら 

r. 北 千 ä  土人 (今の 色 丹 ^  土人) は、 自ら 太古よ ^ 北 千島に 住 した 

!» とさ ひ 居れ 60 又诼人 の 始めて 北 千 に來 6 し？ i は、 fin に 北 千 
ft ァヌィ 住居 し、 他に コロ ホしク ノレの 如 さ 奇怪なる 人^ さりき。 
棟 太に 至 も て は 乙 ひ、 ォ りコ、 ギ タヤ- ク の^人 钝 居住 し、 又 松 
前^の 鈀 錄 によ れは 文明 十七 年 (西 肝 I48S 年) 榨 太の 夾傍 》 今の 渡 
S 上の 國に來 に fe 前 氏の üfi 武田倌 ほに Ä 硯を献 したる 乙と ぁ&、 
コ n ボ， クルの 其 地に 入 & たる^ 摅 は、^ も 之 を BS むる i と 能 はす 0 

されば 坪 井 博士 も -  p ボ， ク ルの 逃路に 就きて は、 賒稃苫 (1 せし も 
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の，!： 見え、 其 近著 人類 學講 薪に は 次の *  く 漠然 記 栽せ 6o 

リ u お パ' レ lt.-  ß. 北方に 行 さ t し た が ,义 察に R  "  t して、 それから 

何 處 へい つ た か、 わ から わので わ 》)  i す、 B  m は JS  w  r-  B つて、 ァ—, —ゥ シ Z 
ß  r. い つ た か、 X 棒 * の 方へ いつれ か ivs ふ：： とく     るの てす 0 

コ " ホ '，^1 が、 一旦 北方に 行き 又 南に 戾 6 しと は、 如何なる 

論 據ぁ& て、 晰定 せられた るか. 南に 戾 らしと は 何 « の邊 まて Ä 

b し 力、、 予蹵は 北海道に 在 &て、 アイヌの 口碑 を 閉さ、 又 遺物 退 

跡 等 を 見た る も、 毫も 斯 くの 如き 事實を 認めす 0 殊に 矮小 人 か 粗 

末なる 小舟に て、 遙か 沖の 黒潮^て， 乘 出し. 遼さァ 'リウ シャン 諸 

に至& しかと 云 ふに 至 6 て は、 常識 ある 人の 想像し 能 はさる 所 

な （） とす。 坪并 博士の 此^ 事の 如き は、 畢这^ 餘に 出て たる、 ― 

辯 解と 兒 るの 外な かるべし o 

アイ ヌ 語の 研究 は. 又 本お アイ ヌの竪 穴に 住せ しこと を說く 
—材料と なれ &  o アイヌ 語の コト、 又は^ は *  穴、 s 地 等の 
宽義 を 有し、 而 して 衬 を葸眛 する^^な る 語 は、^ _jl の 在る 所と 
云ふ義 なれ は、 コ タン は 即ち 穴 ある 所に して、 後に はして、 穴な 

き衬 5r も稱 する に 至りし ものな らんと 說く者 あり o 又コ。 ボ' ク 之 
と 云 ふ^は、 從來橄 * に解釋 せられ、 殊に 多く  Ä の 葉の 下の 人と 
解し、 全く アイ ヌ人襯 と 異なれる 者の 如く 思惟せられ しか' ジ" ン、 
バチ * ラー 氏 は、 研究の 結果、 チ， 口 ホ*  ，ク产 に して、 下の 人 • 即ち 土 
の 下に 住す る 穴居人と 解し、 アイ ヌか 即ち チ， ° ホ'， ク ル な &と說 か 
れた &o 此等 Hfv 學 上の 解釋は 正確なら' や 否や、 今 尙ほ斷 言し 難し 
と雖 も、 亦 以て 參^ に 供す へき ものなら o 

本 アイ 3C ばチ ヤシ «： 使用せ り 

ザ ヤシ 即ち 砦 は， 北海道 は 於て、 ^穴に 次け る 重要なる 逮» な 
i,G チヤ ヒに關 する 些 末の IB 事 は， 諸 書に ft 見す と雖も * 其 詳細に 
至りて は、 未た 曾て 研究した る もの ある を》 かす o 坪并 博士の 如 
きも、 北海道 巡回の 後、 毽 * 綱査 せる 所？ ：» 表せられ たれと も、 
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^^に 翻して は、 殆んと 語る 所な く、 唯 僅に チ， シの名 と 其 館 跡た 
ると を 知 <• し は 止^  & しもの の 如し 0 想 ふに 博士 か數 十日 問、 巡 
行せ られた る 北海道の 道路の 附近に は、 數 多の^ ■  上 あ らし も 、恐 
ら く は 博士の 吸に は， 其一 個 も 兑當ら さ i> しならん o 坪 井 博士の 
ff 地 調査 か * 精確な りし や 粗漏なら しゃ は、 此ー ^を 以て 之 を 推 
察する に 難から す。 即ち ft?  士の 北海道 脚 杏 は. ？ T 地の 研究よ b も、 
雄ろ アイ ヌの ロ砷、 其 他 皮相； こ 偏した るの^ ある ものと 云 ふ も、 不 
町な かるへ し c 

^：を 稍々 詳細に 研究した る は、 予 を 以て 哦矢 となす 0   Ä 研 

究の 大略 は、 旣に 本^ 會報 に祸载 し、 又地學 雑誌 第二 百 十二 號、 第 
二百 十三 號に轉 載せられ たれ は、 再ひ玆 i こ^せす と雖 も、 耍 する 

に— チ^ ^ に關 して は、 アイヌ は、 或は 自己の 祖先の)' 2 もた る ものな 
6 と 云 ひ， 或は コ r> ボ， ク ル の^りた る ものな &と 5: ひ、 一定せ す 
と雖 も、 研究の 結果 は * アイ ヌの 使用した る ものた る こと^だ 明 
暸 にして、 6 [た^も 疑？： 容れ さるな &0 故に 予は、 坪井搏 士と雖 
も、 恐らく は 之 は反對 する 乙と 能 はさる へき を 述べ 、尙ほ ち^ _ と 
密接の BH 係 ある 或る 整 穴 も、 亦 アイヌの 使；！！ したる ものなる 乙と 
を說 きたら。 而 して 爾後 之に 關 して、 未た 異 8& の 出て たる を BH かす。 
玆に注 S すへ さは ^^上 と 堅 穴と は、 共に アイヌ の 使用した る 
ものな 6 と 雖も， 其 使用の 年代 は、 少し （一致せ さる 點 あるる と是 
な bo 即ち 或る ，，シ ― は竪 穴と 同時に 使用せられ たる も、 或る チ ヤシ 
は， 竪 穴と 阆 時に 使用せられ さもき。 其蹬 は、 一方に は、 チ ヤシの 內 
部に 竪穴を 有し， 若し く は Ä 近傍に 竪穴ぁ 6 て、 兩 者の 間に 密接の 
關係 ある I と を 示す と共に、 他方に は、 ^^上の み存 して 竪穴 を 見 
さるもの あるに よ &て之 を 知る！： 得へ し。 而 して 本島 ァ ィ ヌか全 
く竪穴 IrÄ したる は， 今 5: 距る こと 約 二百 年 前後に して、 其 全く 
したる は、 今 を距る t と 約 百 二十 年 前後と す。 即ち チヤ ジ 
の廢 止 は、 整 穴の Ä 止よ 4 も 後れた る ものにして、 從て チ ヤシ に m 
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する 口碑に、 竪 穴に 繭す る 口碑よりも、 比較的 正確なる もの ある 
へき を 想像す る を^へ し O 是れ アイ ヌか、 接 穴 を 以て^0 ボ， ク 欠 
i こ 蹄す るに 拘は らす、 丄ャシ に 就き て は、 之 を. コ 口 ボ ，"の 迫 跡な 

6 と 云 ふ もの あると 共に. 又往 々明 A に 自己の 胆 先の 泣 跡な り と 
言 傅 ふ る 者 ある 所以な ら ん 0 

^ は 比 校 的 時代の 新し さか 爲め' 比较的 精確なる 硏究 をな 
す を 得たり。 而 して 其 研究の 紡果 は、 芏ャ ざに 關 係 ある' 竪穴及 ひ 
石器 土器 铋器等 を， ニイ _ヌ に 結 ひ 付く る を 得て、 コ ° ホ% 一 ク^ 說ヒ 
消滅せ しむる に與 りて 大にカ ありき o 其 委細 は 予か旣 著に 就て 见 
らる へし o 

本皂 タイ ヌ は 石器 土器 を 使用せ り 

坪并 博士 は、 アイヌ は 石器 土器 を 製造 使用せ すと な し、 皆な 

クを 3  p ホ' ，クルの S 物な b となせ &o 来 京人 額^^ 雜ぉ 第-十一 

躭に 博士の 述 へられし 所お 見れ は 

n か * 海 at 束 南 a に-於て * 现 した * と、^ 北 88 に 付 さ 人4' ら M いた 
！れ と ^ 中し ますれ ば, 矢 の s  ^作る 時 に 用ね れ臼仵 と、 坦 草^? {= む 時 Ii m 

ねる^ 人の 他 に は、 ュ の s 物 中 石の 物 は ござりよ ぜん0 (中 も 作 
る 時の a  ä は 平らな 石 と 丸い 石と て、0 おに 好い 加 Ä の 形に 成て ねる の 
も、 ほんて 使 ふ？ t て、 ft ら に ö の 衫、 忤 の形钚 に 作る のて は- -ざリ まぜん0 火 
入 は^ 石の ほな おな 石^、 》 物て 加て 作る のて ござ 、) えす o% 今の J_J_JL 
の 石の 迅 ä と は、 斯 んな 物て：： ざリ えす が、 《 は 如何て ござりました らう o 
««» 地方 何れの ァ ィ ヌ I-  «  n  i して も、 我々 の 先 a は、 石て 作す ： 镞 や ザ^ 

用 わ わ 、ュひ ftf へる JT' とは屮 し i ぜ ん 0  ( 中 略)3  2L メ  x か^: t  2*  ^ 作 れ か 

V チ ふ に、 之 t 彼 ^の 'ェ' ひ W へに は ござ リ まぜん。 

是れ 上 か巡问 中、 現在の アイ ス 等に 就き 見閗 せられた る 所 
なる 力へ 博士 は. 輕卒 にも 斯 かる 見郎 に^つき て、 2：^|_ ヌは 石お 土 
器シぉ 造せ す と說 かれた b0 今 If  士の难 けざる 石 具に して 丄 
の 使用した る^と^ Ö なる もの を 云へ は、 第一 は 前； こ述 へたる 石 
炉^ に し て、 ァ ィ ヌは之 を シ:, マ キセだ と 云へ り o 安 奴 五 年 （ö  f ほ 

Av. ) 松 浦 竹 四 g5 氏の， * 殿 'お 1 1 - に 曰" 
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シ力 ，ぺタ ブト （十 勝 國 f  » 川 左厣) 人家 CT 軒、 上 ほ して しばし 過- y  « 

野 I"- 出、 A 處 に 業 午 * 九十 九 》 に Ä しシ 1 タ 3 ハ 》 と S ふ もの わる や、 故 * 
W ひいろい ろ & 事； W しか、 文化 度 ft の K  ®  ^ も し て、) M  I：  ffi て 、岩 《  ffCv» 

マキ セめ^  — 本 ^ れて 5 へる は、 我 ^若 ^ゆ は «  Ä l_Ut、 又は 木 t て 作 

リて吞 し か、 a  3 の 土人 （t  、金 の öff て み, 来 に て « る 酒 ；v 吞て、 * 

Ifi もて 》 し 衣 胆 冬着る、 如此に El て に 、土 入の も なくなり ぬと 笑 

ひ た リ0 

同氏の 十 豚 H 誌 中、 古器 物の 圆 解に 曰く 

石 a れ 是 は 今にても 山中に て は 用 ゆ o 北お ä(W  *) の 束 ゆにて は 》 

女 共 Ö! て 之^; H  (ん 

是に 由り て 之 を觀れ は、 石烟^ は、 安政 年間 迄 は、 hü 々本 fö 
1ィ_ ^に 使用せられ 居りし な h 而 して 此石烟 ^か、 ^に 記せし 

如く， 紡綞ポ と共に、 北 见國常 SKC 野の 堅 穴よ り 出て たるに 至&て 
は、 贫 に^ 士の 恧 外と する 所な らん o ぬ ほ 同形の 上製 紡錘 取！:、'! n 

治 二十 六 年 北海道 ißri 高 畑 1 一氏 力、 石^^ 榨 in; 新 十^ 川衬 の、 
竪穴ょ り發 ä したる こと は、 >K 京人 m ゆ^ 雑』^ 百三钺 に ^载ぁ 

bo 又 高 畑 氏 は 同地の! ^穴に 於て， ^多の 土  に 及 ひ 一個の 土製 
鞴^ の 口に、 ^屑の 附 Ä せる もの を 採^せられた るか、 ^し此 糠 
^は * 或る アイ ヌか 他處に 於で >  和 人のお 2  iff を なす を 兌お ひ、 其 
方法 i '知に 堅 穴に ほりて 後， 十 _ ヒ 以て？ Sf^l: 作り、 冶 を试み 
しもの なる へし 0 

アイヌ の 多く は、 共 祖先 か 石^ 土器 ヒ使 JH せす と H ふと 雖も、 
然ら は^ 器 4: 得さる 前 は. 如何なる 器具 を 使 川せ しかと 問へ は、 唯 

知らす と 答 ふるのみ、 稀れ に は 石器 土器 を 使用せ しならん と tt ふ 
もの あ &0 坪 井 1f  士も 北海 逬 2S 回の 際， [1 平 取 村の ヘン リウ 
タ. 釧路國 ^ゆ 町の 田村紋 助 まよに 彼ぷの 組； t は 石器 上 器 を 使 
用せ しなる へしとの 事 を B9 かれた 60 之に 就き 博士 は * 彼 ^は 比 
較的 1期 化せる ものにして， 想像 を 交へ^ るか 故に 取る に 足らす と 
せられたり。 然れ とも、 ァ__ィ_^ か 石器 土^ を 使用せ b との 口碑 か * 
全くな か {> しと 斷言 する は輕卒 なに 松 浦 氏の 十 豚 Bii: に 曰 く、 
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" 7 ン ライ （t  » 川 左^;) 其 上に 穴 展 》 三十 餘めリ 、土人 は 小人の 跡と 
S ヘリ， 是 小人な らず古 入の 穴 屁^な す ： と、 Ä 堆の みな らず內 地に- も 所 

々にて ä たり 0  (中 "j)c  X  a  i リ *  # 石、 ±  » の & 等 a  *  l し、 全 さは 至て 
» なリ i0 苜 w に- 往苷 《  » の 無き 時 は、 ä 地 》3  t  ± に て 作り； b ひ、 w 栾 魚 

JK  * の 肉^ 切 に、 ä  ffi  ?P も 用 ひ、 家 W も 作る にば 石铋、 石 B 等の 物め リ、 人 と 

» 合 叩 合^す る^ は、 k  m  as  、又 は石扭 * ほふ 有り s  *0 

土人の m-- 我^の 法と して、 何一 つ 人 lai it (シ, モ チ） i リ來ら ざ * とて 
す： らぬこ とな さなり 0 よた 山中に は 》  ^  t 木 又 * にて 作リ用 ひし か， 
iA  ，饧 ffi  く  T '^(住む ほ に なリ、 》 財 も^ 服 も * 侈に-成て、 今 は 我等 木 《 
tt-      «& の ffi    4» 持つ 橡にな れ リ、 依て モ れ ？ t、± 人 ゆ « カ爽 へ、 力 も ほ り' 

ft 朴の Ä も 失 け り io い か にもの «  I： おも は io 


此記^ に據れ は、 今 を距る こと 五十 年 前に 於て. 十 勝 アイヌ 
の一^ 分に は、 石器 土お を 使; n せ りとの 口碑 を存 したる ものの 如 
し。 蓋し 十膝國 は^ 利 少なく、  ； a: アイヌ は 多 く 海 岸 ヒ 離 れ た る 地 

に 住居し、 和 人に 接する こと 少なから し を 以て、 比較的 古 風を^ 
し、 古き- g 傅お な-せし ものな らん。 

ジ，ン 、バ チェラ-氏 は、 アイ ュ の 石器！： ^用 したる 乙 と ビ^す へ 

き ， ä m なる一 の アイヌ ^を 發 見せられた 6 0 氏 は 十 勝 國に赴 さ、 
一老^に 逢 ひたる に、 老婆 は 入^お 指し て アンチ ビリ と 云へ り、 乙 

ン チは黑 II72 石、 ヒし' んは疵 なに 即ち アンチ ビリ は, ^喵 石の^と 
いふ 1 と 【こして、 ァ ィ— ヌ_ か黑喵 石の 破片 を 以て、 入^！: 施した る 
を 知る ベ し。 （バ チェラ —氏の お 文^ 照 )3 又 n  ^ 國に シ 1 一 タズ鍋 5： 作 

し^、 及び オタ '^:_(  土鍋 を 作らし 處と いふ） と いふ 地名 あ る か 如 

き、 土^ を 作りた る—^ として 大に 玩味すべき 所に あらず や o 

予のチ ケ丄、 及 ひ^ 穴^^^の 結果に よれ は、 共 内部よ り 石器 

土 器 お出す もの あら、 石お 七^と おに 企 Mi 器 を 出す もの あり o 石 

器 土器 k 出さず し て， 金 ^；ぉ を 出す もの あに 殊に 此の 事 冗 は？^ 
に 於て^  くば. めた に 而 して 此^' ff より 察すれ ば、 7  " は 初め 

石器 土器 を 使 zu し、 ^^器 JC- 他 oe 利な る 器物 を 得る ；こ從 ひ， 漸次 石 

器 土お 5： 廢し、 終に 全く 石 ^ 土器 を 使用せ ざるに 至らし ものな 
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^此の 件に 就き て は、 當學會 ^報 「チヤ' ン 即ち 蝦夷の 砦」 に a す る 听 

を袅照 せらるべし o 


アイヌ は 整 穴に 住 したる 乙と なし、 石器 土器 を 使用した る こ 
i なしと、 斷定 したる 坪 井 博士 も、 <t 太ァ ィ ヌ の竪穴 住居 お 否認 
する こと 能 はざる i: 以て、 辩 解して 曰く、 


r  A  / と 本 ft ァ イノ と は 全く  R 檀とは S はれず、 夫れ 故、 一 方 の 
T:  K も 、他 の * 資に 3 て 表 A る ： と は ffl 來 ない o 

博士 は唯斯 くの 如く、 漠然 節 軍に 辯 解す るの みに して、 兩ス 
± ^問に 如何な る 差違 ある やに 就きて は、^ も 陳述す る 所な し。 本 

島 アイヌと、 梯太 アイヌと は, 骨相、 nm, 風習 其の 他大蹬 一致 し 
て、 界 人種に あらざる こと は、 從來 之に 接した る 多くの 人の 皆認 
ひる 所なる は 、獨& 坏井 博士の み 見解 ^異にする は 奇と云 ふべ し。 
尤も 兩 アイス 問に は 小差 興 ある は 勿 |& なる が、 其 小 差異 を 0 て、 界 
人種な ひ と 云 はば、 奧羽、 關朿、 畿甸、 九州の 各 和 人も^ じ ； 小 差異 
あれば、 皆 同種に あらざる べし、 登に 斯 くの 如さ理 あらん や。 博 
士の 見解の 如き は、 實に駁 5& すべさ 愤 姐 なきもの とす o 本年 博士 
は 樺 太に 赴き、 親しく 調 杏せられ たもと 閒く、 知らす 佝ほ 執拗に 
も前說 を 維持す る^ 氣ぁ もや 否や 0 

棵 太:^ は、 竪 穴に （fc 居した るの みならず、 土器 を も iföiS 

便 用し、 又石烟 管の 如き は開柘 使の 頃、 尙ほ 稀に 使用す る もの あ 
b  n  bo 其 土器 製造の 事 は、 M 宜林藪 氏の 北 蝦 夾 ^說、 》 木重尙 

氏の 軒 太ロ鈀 等に IE 载し、 殊に 北 蝦; お 岡說に は. 「地夾 製造す る 所 
の 土鍋 あ b と 云 令 j と 明 2G せる に拘 はらず、 J? 并博上 は、 此 gß^ 殆 
ん ど耍領 I： 得ず と 云 ひ、 從て烏 居 龍 蔵 氏の 如 さも、 疑惑して 當時 

唐 太 アイス が 製作 使用せ しゃ、 又は 軍に a 碑に 殘（>  居りし や 疑 は 
しと 云 はれし が、 之れ 曲解なら 0 箱 館舉 行た {> し 羽太 正 養 氏の. 沐 
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河 n —^  a  n ポ》 クか Zö 


明 光^ 附筠锒 七 港に 、寬政 年間 棰 太に 在 獮 越年せ る 番人 太 8 苗、 卯 

右衛 P3 兩入 に^ 問した る 《ffl を 載せた るが、 其內に 曰く、 

« は 95 人 持す： ざ も i のな く、 へな ±  ^  ä て » へ, * ほに して 魚^^ 煮る 
へな 土と は fifi  土の 乙と なり o 常時 梯太 アイ ヌか、 埴土  5： 以て 

素烧の 土器 を 作に 之 5： 使用した る こと、 復た一 點の疑 お 容れざ 

るな i>o 

北 千^で^ L ヌは、 堅 穴に 住し、 土器 石器 5: 使用した る 乙と Ä 

た' 明白 なれば、 坪 井 博士の 最も 嫌惡す S 所なら き o 故に 博士 は 常 

に 北 千^  土人と 云 ひて. 北 千 ^ ァ―ィ ヌ と 3' はず、 此人铋 を 以 て、 殆 
んど皮 外に^かん t と を 努められたり。 而 かも 常識 ある 人 は、 

北 千 ß アイ スの、 本 ß  と 同^ なること を 信ずる を 如何せ ん0 

舄居^ 藏 氏の 如き も、 W 地 調^の 結果、 北 千^ アイ ヌ の、 他の I 
t と 同^なる I と を認、 めら れた 6。 殊に 间氏 力;、 言^ 上に 於て 
S も發揮 する 所 ぁ&し は、 同氏^ 述の北 千^ アイヌなる？？ により 


て 明かな 予も亦 千^ 巡 K'! の 際、 

^に 於て、 其 視^ 談 を 述べた るか、 

風俗の 部の一 節 を捆; i 已 せん o 


謂 ff する 所 あに 札幌 人類 學 
其內 先^の^た 多 く 述べさる 


% 哆 に 於け る： ffc 千 ft  r ィ X の Ä      は、 IV  H 1： 比すれ （f 大 に ほ 化せり 

>. m も、 《  ® の 3  » へ、 w  w への k  es に- l れ は、 苷 時 彼 ® の 》 女 （t,  口き と竽 

と に 入？ S  ^ な し、 X  —  《M: 神事に W の (木 ； H ひ、 地名 I：  L  ニサ, V 
え (ォ ネ―コ 」」' もの 古 稱)， - ナオ ゥシベ 《  Ä  ß 中の 增名） と i ふ 所 ft  •)、  X 
ィ グ パ >  WQg  ffi) もも 用 ひ た 、)。 も れ 本島 ァ ィ * か ％  |： 行 ひっつ あ る Ä  S 
と W じさ t のに めらず や。 乂  tt 等 は 《 時 W の 有無^  »  ?H す るに、 熟 jfi 中 
の 物^ぬ は tf  、成 は 水 ふ 多量に 钦 まば、 X 人の 死す る と  >  は， 其 使用 せし 》 
物 ^添へ て 蘇 リ じ と ス- ふ。 * れ本 ß ァ —イノ— の 古 Ä と M じさ ものに もら 
ず や o  Ä 他 《£« の 、日常の 行動 等、 多く 北海 ill 本 地の r  a  ， と 均し か 
リ し か 如 -》 、讶 m  r  A  ^ の 狭た るん 明に マる t のな り o 尤 t ス ノウ 
氏の 千 ß 列 ß お に- lt,m  « の rh 人 I：  Ä る 如 さ、 彫刻 しれる 木 »  Ä なく、 
ィ T  "  V  'S な しと SB しす： れど も、 是は KJ  R が ％ 状 4«  36 したろ I のにして、 
^時 は 矢 》  BT;      i  S し、 ィ クバ v^>t も 使 fll しす： るな り。 

3 I 及 ひ 風俗に 於て は、 北千& アイヌ は ^ に 他の ァヌィ と 同 
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— 镪 族な に 唯 身 ffg に 就て は 今 n 脚査 上、 大は 困難の 點 あら。 何 

となれ は、 北 千 a アイ ヌは、 お 時 カム チヤ ダ-ルの 血液 を泯 し、 降 
て 嫁西亞 人の 血^ を 泯 せせ る 等、 ff 々の^ 化を經 たれば な &0 然 
かも 小金 并博 t 等の 讕杏 によれ は， 現 時の 骨骼 上に 於て 尙 ほ 本 島 
アイヌと、 別 M 族な 6 と 云 ふこと 能 はす o 北 千^ アイ ヌ の、 他の 
アイヌと 同^ 族な る は、 疑な き 所な に 

圩并 博士 は、 又 其 近著 人類^^ 話に、 次の 如く 云 ひて、 北海 
道 本 と、 北 千 との 緣を 切られた 60 

北海^の * 方、： lb 千 Ä に S り i すれ ば、 石 »  士  » かわり えす が， W 千島 
Ä び * 海 IÖ の t のと 比 «する と、 相 Ä が JL えます 0 

此^ 事 UK る簡 S なる も、 怫士 か:' 扣 逮か兒 えます J と 新 J せられ 
し を 兑れ は、 兎に角 博士 は， 兩 者の 問に 少なから さる 差^ ある を 
認めた る ものなる へし。 搀 ひすれ は、 兩 者の!! il に 聯絡 を 絕っ稃 の 
差 晃 を^め た るに あらさる 歟 o 然れ と も 是れ亦 博士の^^ な り。 抑 
も 北 千 Ö に 於け る 退 物 は、 從來 比较的 多く 採 Ä せられす。 之 を 稍 
^多く 採お I たる は、 該 地に 在る 報 効^ &fl、 巡回した る 鳥居 能 

r  ^及 ひ 予^の一 行 位に 過き され は、 未た 精細に 営 ふこと 能 はす 

，0:も、 北 千^の 北部な る 占'.):、 幌^ の 二な よ 6 出て た る 石器 は。 
石斧、 石镞、 石 棒 等に して、 北 か》近 本ね におす る ものと 異ならす o 
又 北 千 岛 の 土器 は、 厚手のお I 懺 なる ものにして、 比 敉的內 部に 耳 
を 有する もの 多し と雖 も、 ^し; V： 手の 粗 傚なる もの は、 北海 本 
にも 亦 數多ぁ 6。 又 内耳 土器 も、 閗々本^及ひ1ぉゃ0ズ於て發 
見せられたい 唯^- f- にして^ 樣 ある 土器 か、 北 千 JC& に 極めて 稀 
れ にして、 本 に 多 さ 4Ui ^ある も， 之 を 以て 坪并 博士の 如く、 没 
然 南北に 於け る 石器 土 2 まの 緣 5: 絶たん とせら るる か 如 さは c 輕忽 
の甚 しきものな り o 要するに 本 ft 及 ひ 商 千^の 石器 十.^ と、 北 千 
島の 石器 土器との 間に、 述 格を絕 たんと する の は、 今！ J 决 して 
成立す へき ものに あらさるな 6。 
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因 i-  i ふ o* 千 ft  I: は 比 的 多 く の 骨 s もりて、 « 巧 r-  «  ö しれる t 
の 少なから ず、 * れ璧し w  *  I： は 《  «i 多 さに 因るな らん 0  * 海 a 本島に 
は 比較的 *» 少な し と s  t  、毽文 島 、利 尻 a も fr*  * 北 見國 ©rat« の 如 
さ、 骨 斧、 骨 《r 其 他 の 骨 s な 出 しれる it>R に 人の 知る 所 な り o 予は又 
w お 三 t  — 年 友人— s 薦之 tt  « (今 束 京人 a  k  w 會 社 ä) ど 共に、 《 路鬮^ 
路町 ぉ會所 w 近 の * 高 豪の 一 《 にあ リ し ä  »(» 年の 》  »  行き し に si に 
全 く 切 j» して 》な# ビ ず )i: 於て 、僅の 時 m に 骨 öt 、骨お 其 他 *  ö 約ョナ 《 
も 拾 ひたる ： とめり 0 其 《 予は之 ä に 分 典した * も、— s 氏 は as し ± 

冬 R 存し 居るな らん 0 其 他 二三 B の 骨 * な 出 した * 所 は 本 ftÄ 々にあ 

リ 0   SH して 本 ÄSÄ の て、 * 千 もの *  s に 比 弒 すれ は、 《 羝 の 多 

きと、 W 巧の K に-於て、 本 ft の 方 Ife して 劣る ものの 如しと 》 も 、火 HM: 於て 
は  一 》 する 所 もり て、 阑 者の 連 》  4«  Ig つ 程の 差異 38  L 、る ： と 能 はず 0 

北海道 本 ^ アイヌ、 樺 太 アイヌ、 北 千 ^ 乙 ーィ— ヌの 三者、 旣に 
同 种: 族たり。 而 して 樺 太 アイ ヌ、 北 千^ アイ ヌの 二お か, ^穴に 

住し、 石器 土器！： 製 用し ブ 2  !> とすれ は、 本ね し ィ__ ？も亦 同し 
く^ 穴に 住し、 石器 土器 を 製^ 使 用せ & との 推定 は、 一^確 赏の 
度 お^す ものな り。 唯 本^ アイ スは、 比較的 早く 此^の 使用 I： 廢 
せる により、 之 を 使用せ りとの 證^ も、 亦比铰 的^く 消滅せ りと 

云 ふへ きのみ o 

資地 調査せ る 人々 は 多 《 コなポ ，タク ル 18 も 否認す 

コ 口 ボ， ク ル說 は、 今日 P ほ 世 問 多 救の 人に 倍せられ ^ ると 雖 
も、 其 は 主 もに 人 類^ の 大家た る坪并 博士 か、 輕卒に 乙 

の 口碑に m-  3  i-  Tl さ、 之 を u して 廣く涞 布した るに 由る ものにし 
て、 信す る 人の 多く は、 研究して u したる にあら す、 唯 谟然聞 
き c 然 b と 思 ひお るの み。 -kw 地 研究せ る 人 令に 至 & て は. 坪 井 
if— ヒ と反對 にして、 博 ± の 主^す る コ " ホ V ク ル說の 全 部、 お しく 

は 幾 部分； こ對 し、 其 ^妄 なる 乙と 5：  3： はさる ものな し o 松 浦 竹 四 
» 氏 は、 弘化、 安玫の 頃、 iS  く 北海 近の 地 を お回し、 救 多の 逍跡 
5: 见、 又 好て^ 物 4: 抢 集せられ， 叨治 維新 前に 於て ビ、 此^の 諷 
^に BS し 氏の 右に 出つ る ものな 力、 6 し か、 氏 は 終に、 アイス を 以 
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て 堅 穴に 住し 石器 土器 を 使用した る ものと Ä し、 コロホ '，クルの せ 

て 住居した る 乙 と を 信せ す、 所 钳 小人 （コ ビ ト） は 古人な b と ä はれ 
tt  bo  3? ，ン、 バチ ：《 ラ —氏 は、 明治 十三 年 以来 北海 迸に 在ら、 人類 學 
に 志 ある 外國 人中、 最も 永く 北海 近に 居らる る ものなる か、 氏 は 
研究の 結果、 全然 コ" ボ ，クル！： 否認し、 其虑妄 を 辯し られつつ あ 

に 其 他 a 友 關場不 ：= 彥 氏の 如き、 故の 白^ 躉^ 氏の 如き、 高 <m 

直 一氏の 如き、 並に 予の如 さ、 永く 北海^に 在 6 て硏究 せる 者 は、 
昔 非 1ロ_ホ、^» 者な " 而 かも 其 多 く は、 址 初コ" ホ'， ク ノレ 說！: 
ß し、 研究の 後、 其^ 謬を晚 りたる ものにして、 其 論 據 餌る 堅く、 
他の 漠然 閗 きて 信す る ものと 大 は 同し からさる もの あ り0 

鳥居 龍 痰、 大^ 延太郎 の 二 氏 は、 多年 煉井 ^士に 親炙し、 ヱ 

口 ボ， ク ル m を-信し おられた b しか、 明治 三十 二 年 北海 近 出^ 後、 其 

說の幾 部分 お ^ 更 したり 。 》 居 氏 は 「北 千 ^ 以外 に 內 耳 土 器 の M Mi 
は 存在す る 乎」 と m し、^ 京人 ゅ會雜 誌に 拟 けた る Ifir 文中： こ 曰く、 

Ä は &事 « か h し て、^ L ィ」 は « "て 石 » ゅ- 代の 入 K でもって， し 力'. I 
±  »  ^  »Ü  ffi し 《R 穴に 住んだ と 《 へ So 今 B の アイヌ の： L  «? に一 歩 も 二 

歩 んだ t のて もら Ö と^へ i のて あ *0 

w  *  r 《_i の： t » に as す *  ：]•  w へ は， 北 千 ß ァ ィ ヌ の 十- »  I： 付ての 
0  と、 能く  ffi  ß して e ま す o  ifc  jiö 似 は决 して 讽 ほの もの と （t  « へられ 
な い 0 鎵 に 二者 ば、 入 ssn ゆ 上 i リ^し き アイ X て ある o 此 SA から 考 へて 

见 れ ば、 アイ 》 は fi" て 土  》 ふ 作って ß つた： とか 明かても ろ o 今 H 北^ 

a 本 ß の アイ *  u は， 其 口碑 が な く、 a に-丈 化 文政の a ゆ r-sW 太 ァメ _ノ に- 
» へられ、 3C 今 H 北 干 ß アイヌ に w へられて ねろ のて あらん 北海 a と 
てし i  く  3t- 考 へて w  ä して 兌たなら （て、 戎 Ii 少 し く  r- か か リ か h ろ か ,i 
知 れ ぬ y 

其 後 鳥居 氏 は、 太^^ 九卷^ 十三 號： こ祸 けた る、 「坪 井、 小金 井 
兩 博士の 怠见 を馕 し'」 と ^する 論文 屮に は、 t や 時 北 千 Z ィ 上 か、 牝 
海 造本^ 及 ひ 南 千 に 居住した る ものと 假定 し、 本^ アイ ヌか日 
本內 地から 渡来す るに 及 ひ、 ^に 追 は れて北 千 Ö に ü さたる もの 
と なし、 以て コ 。 'ゼ ，クや 閬题 を 解决 せんと 試みられた に 即ち 氏 
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m  ff-*  3  口  * ，クシ iö 


の說は コ " ホ'， ク ノレに 關 する 奇怪な る 部分 を 一切 抹殺して * コ u ホ'' 
ク が を 以て アイ ヌのー f'T (族なる 北 千 Ö アイ ヌ と假定 する ものな bo 
蓋し 氏の 15 地讕 杏せ る は、 千 のみなる か、 荇し 一歩！： 進めて 北 
海 2t 本ね を讕 ff せられた らんに は、 W は 一 »も3 改し て、 予范の 非 

コ n ホ'， ク ル說と 一致す るに 至 b しな らん。 

大野 氏 は 北海 近 西部 を 巡 回せ られ たるの みに して、 ^3 數も 
多から す、 Ä 居 氏 程に は其說 お 改められ さりし 力、 而 かも ほ 束の 
後、 ^^せられた る 所に よれ は、 ； It- 堅 穴に 化し 石器: h 器 5： 使用し 
たる 人 K はし 平 常 交通 稀な り し ァ P の異 部^の 老な るか、 仝く ェ 
ィ ヌ と は 別^ の ものなる 力、"! と 疑 はれ た bo お-し の界 部落の 
者な りとの 疑 力、 的 巾した らんに は、 な怪 なる コ^^ '，ク^: の說ぉ 
は >    IK た ffi  M なさ ものと なる に 至らん r 

長く 北海 逍に 在らて^^ せる 人々 は. 仝く コ^ j^f  ^^お否^し、 
短 時 ü なから 來 h て 北 海 i£ の 幾 部 を^^せる 人 令の 多く は，^^^ 
ノレ^の 幾分 を 否^す る' 二 至 b ね り0 殊に 坪 并^  士 に親灸 せる 烏 居' 
大野の 二 氏 か；! I； 說を 改めた るか 如？、 最も 注 B すべき^ ある もの 
とす 0 ゆれ 货 地の 研究 は， コ " ホ'' に する 傅 'お を容る o  ftö は 

さる こと を 示す と共に、 坪并 博士》 か、 末 開 人の 口碑に i き 5：® 

き、 輕々 踰斷 したる^^ に する ものに あら 1 や o 
コ ポプ クル は タイ 51 の 小 IS なり 

, 本 {ii アイス か、 楠 太 アイ ヌ、 北 r  ^ アイヌと 同し く、 贫て堅 

穴 に 住 し、 石 II  ±  U  k  iü 川 した！） しこと は、 前 ： こ ^く 所に よ り て 

II»  Pi 1t  bo 然カ、 もコ0 ホヽク ノレなる 人 fiS にして、 ^ほ 在りし と 云 ふ 

^據ぁ らは^ 亦 成立せ さ るに あ らす o 即ち も 堅 穴 石器 十-器 
を 使用 し、 コ 。 ホ〜 ク /レ も 亦 ほ し く 竪穴 石器 土器 を 使 Hl した り と 解 
すへ、 も， 如何せん、 コ" ボタ ノレ のれ： 在に 就て は、 束な き て. 
の は Ui の 外、 他に 《 も '瞪 IIH すへ さ 材料な き iro 
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本总ァ •》 'ヌ に 作 も 話の 多き こと は、 坪并 博士 旣に 之！: 知れ 60 

而 して 作ら 話の 多き を 知らつつ、 其 奇怪なる コ P ホ'， クルの 話 を f ま 

したる は、 蓋し 各處の アイ ヌの ü'5 る 所、 大耍 一致せ るに 因りて な 
ら ん o 然 れ とも 其 i?5 の一 致 乙 も 却て コ " ホ 'プク 〃 の 作 り ifi たる 乙と 
5:  ^ せる を 如何せん 0ァ,： し: E に コ p ホ％ク ル か廣く 北海 近に 居住 し、 
か 之に 衝突して iß ひ 退けた b とせん 力、 《銜 突 は必す 各地 
に 於て 何 も あ もしなる へく、 從て其 口碑 も 亦 H 々ならさる^ か 
ら さるに、 西 は^ ^ より ル: は 擇捉に ^ る 迄、 咴く愀 在す る 所の ァ 
ィ ヌ 力、 ^  ロー  作、 唯^: こ、 し 二" ホ '，^ノレ の一 女子 を 捕へ 兄し よ も、 
彼 や は 去りて Ä ゑす"！ と 云 ふの みに して、 他に 銜突 K  し':！ g も 傅 ふ 

る 所な し 0 是れ 和人問 に 於け る 猿^ 合 戰及ひ 桃 太郞 に關す る 作 ！) 

tfi の、 お n 一  律、 ぼ i  く 世に 流布す ると 均しき もの t こ あらず や。 

コ^ _ぎ ど. ど の 身^の 大 さに 就て は * 近時^ 通の アイヌ は、 唯 
アイヌ よら も 小さき 人 ^ なりし と 云 ふ もの 少なからずと 雖も， ァ 
1_ ターの 故老の 多く は、 甚だ 矮小なる が 如く 云へ （>0 即ち一 枚の 菡 
の^の 下に 數^ の 人が おれ b と 云へ に 其 小なる 乙と 知るべきな 
も 0 麄 し^だ 小なる が 如く 云 ふ 力、、 此說 お の本來 なりし を 》 其 除 
もに 奇怪なる を 以て 其 後說さ 曲げて、 唯 比较的 小なる 人と 云 ふに 
至  <>  しものと 察せら る。 斯 くの 如き 甚だ 小なる 人 は、 小說の 外に 
あるべし と は、 何人 も 俗す る 能 はざる 所な i0 

コー Ü クル は 刚 ら かに 身 fig お見せ ざり しと 云へ i>0 然れ ども 
アイヌが 之と ^觭 し、 或は 交易 5: なし、 或は 戰ゅ をな したら とせ 
ば、 其 問 何问も 彼^ を Ä ざる 道理な し。 而 して^  口 迻 の 入墨 も、 手 
の 入墨 も 酋て之 5: 見た る 7_ となく、  ^後 は一 女子 を 捕へ て、 始て 
知 7» たらと 云 ふに 至 6 て は、 奇も 亦^だ しと BR はざる ベから ず。 

コ n ポプ クルの 小說た る て と は、 從來之 を 説け る 人 少なからず 0 

殊に ß 友關場 不二 彥氏 は、 礼幌 人類 ゆ に 於て、 L コ n ポ， ク ノレ は アイ 

^の 小^な 6 つと S し、 矮小 人種に^ する 小說の 往令未 |)9 人の 間に 
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存 する 例 等 を 皋げて 論し られ たれば、 予は玆 に m- ねて 多言 を « や 

すの 必耍 なし、 唯 手近に 本邦に も 3  P ホ 'ャク /レ の 外、 他に 矮 小 人 M 
に關 する 小 說 ある 乙 と 5rs ひて、 垒 者に 供す るに 止めん o 其 第— 
は 朝 比奈三 tt のね 巡& にして、 同人が 小人 國 に 至りし 面白き 話な 
bo 今 n は斯の 如' さ 作り^  i:^ る 入 も 始ん どなき 有搛 なる が、 三 
四十 年 前 迄 は 隨分世 間 に 流布せ し 小説に して、 予も 幼少の 頃は甞 
て 小人 なる ものの ぁ&し 乙と を 信じた る 時期 あ り た 第二 は 
莶 海の 蕃人 中に 存 する 口碑に して、 予は 明治 三十 六 年 第五 回內國 
勸業 博贤^ を^ 觀せ しに、 垒^ 砣內 蕃人の 寫 It 器具 巧 を 陳列せ る 
部 に、 下の 如き 解說ぁ 6 た i>  o 

サだソ -古 土器、 ゲ * ヌ ム 族の 口碑に、 ^ 诙 水溪 上の 山中 

{ こ、 サ ノレ ソ 一と： へ  る驅斡 極めて 短さ^ 族 棲^す、^  * 戰て之 を 

^滅 せら、 且 其 迫 跡と 云へ る 土地に 古 土器 を 堀る こと あり、 果 

して 斯る 矮人の^ 资に 住した る や、 共 土器 は^ iß 物なる や、 又 
はゲ * ヌム 族 ill 先の^ 物な 6 や 知らす o 
± も同& 蕃人 巾ァ ミス 族、 及 ひ ヤー! _ 族 は 今日と 雖も、 粘土 を 
以て 土器 を 造らつつ ある 力、、 艉幹 極めて 短き ものに あらす、 編 幹 

極めて 短し と 云へ は、 大にコ T» ボ， ク 〃に 似た る 所 あ 坪 井 博士 

は 6£ にコ" ホ'， ク〃 を 以て、 北海道よ り 本州、 四國、 九州 迄 茧延し 

/2 る ものと なせり O 知らず、 *f*^L±L 族の 口碑に よ &、 更に 進ん て 

^^迄^ 延 したりと 云 ふの 贝氣 あらや 否や o 兎 水溪 上に、 他 

の 人楝か 接. ß. せり や 否や は、 別問題と する も、 其 矮小 人 M に 期す 

る 事 は小說 たる を 免れさるな &o 

コ ^ ホ\ クル 說は旣 に 破拔し 了れ bo 終りに ßjt み予は 切に ff 并 
博士に 向て 希望せ さる を 得さる I と あ «»。 夫れ 本邦に は 人 額 舉« 

多から す、 而 して 人 頟學の 大家 は 無 坪 井 博士に して、 其 說く所 
は 是非に 拘 はらす、 嵆 通人に ß 用せられ 易く、 從て娛 ^なる^^ 
ボ， ク ル說の 如き も、 主 もに 博士の 主^に よ 6 て 世に 洙 布したら 。然 
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れ とも 博士の コ " ボザク ノレ 說は、 論 捣甚た 乏しく、 殊に 近著 人頹學 
講話 中に 載す る 所の 如き は、 益 * 奇怪に して、 而 かも 詳細の 說明 
なく、 其讀者 5： 迷 はす 2； と 益 令 Ö しきもの あ も。 是れ予 か 斯學の 

爲に« 慮す る 所な bo 予は今 博士に 望む。 博士に して 依然 コ p ホ\ 

說 を 維持 せんとなら は、 之に 就きて ー厣^ 細に、 一^ 明晰に 

說 9!!: 與 へらる へし、 是れ學 者の 義務な に 博士の 賁 任な り。 否 
され は斷 然其說 を變改 せらる へし o おし 尙ほ 全然 コ " ボサ クル 說！: 
放棄す る こと 能 はさる は 於て は、 ^めて は 先 ゥ烏居 ff き 截氏か 改め 
られし 位の 程度 迄 改めら るへ し、 是れ斯 學の爲 めな ら、 世人の 爲め 
なら o 予は^ 者 か 如何なる 稃度迄 執拗なる へき ものなる や、 兹に 
之 を Sfir する 暇な しと 雖も、 而 かも 坪 并傅士 の コ " ボ， クル 說に 於け 
る 執拗に は戚 服す るて と 能 はさる ものな 60 博士の 期學の 大家た 
る は 人 皆 之 を 知れ は、 —コロ ホ'， ク 〃說を 接改せ とて、 决 して 博 
士の佴 龃 を 損する I とな かるへ し。 否な 其 非 ir& めら るるに 於て 
却て 度量の 廣さ を 示し、 益 * 惯敏 i: 高む へきな に 

明治 四十 年 十二月 札幌に 於て 犯す o 

 WV^i^c^  

附  錄 

坪 井 博士の 撵 太に 於け る 人類 擊的 調査の 誤謬 

坪 井 博士 は 明治 四十 年 棒 太 を 巡回 調査せられ、 Äff 京の 後、 r 棵 
太に 於け る 石器時代 人民に 關 する 研究」 と 題し、 史學會 に 於て^ 演 
せられた る tii にて、 其 大要 は 极 せて 明治 四十 一年 一月 發刊 の. 史 
卑雜 ß 第 十九 fy 第一 號 にあ 60 其の 記す る 所に よれば， 博士 は 益 
+  =»  " ポ， ク/ ^rs: 確信し、 益 令 其說を 主張して 疑 はれざる ものの 
し。 是れ 铖 に 驚くべく 嘆すべき ことに あらず や o 
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坪 井 博士 か 樺 太 i こ 於け る逍 跡の 甚た 古き ものに 非る I と を說 
かれた る は 可な も o 其 最も 新しき 接 穴の 如き は 現存せ る アイヌの 

使用した る ものな b き o 而 して 博士の 謂 ふ 所の トン チ （コロ ホ '，ク 〃 
に 同 し） の竪穴 と J ィヌ の竪 穴と に 如何なる 差 興 あ り やと 云 ふに、 

n 士 力む ィ ヌ は 上 鍋 を 使 川せ す、 之 を gß 錄に徴 し 口碑に 問 ひ 土俗 
に 察する も 是^の^ 物 は アイ ヌの 祖先の 物に あ ら す」 とさ はれた る 

を ÜL れは、 ^し 其 遺物 によ りて 遺跡 を fci 別 せんとす る 者なる へ し。 

然れ とも 土鍋 を 以て アイヌ の 使 川 したる ものに あらず となす は、 

博士の 讕査の  >'ま なる に R る ものな り o 若し 拇士 にして 先つ 羽^ 
安藝 守の 休 明 光記 附錄 を ^ みて. 「^人 鍋 を W たさる ものな く、 へ 
な 土 を 以て 痏へ云 *」 と ある を 見、 次に 間き 林 Ä 氏の 北 蝦お^ 說に 
就きて、 「地贞 製す る 所の 土鍋 ぁ& 云々」 の を J1 られ たらん に 

は， 忽ち S 己の^  ^を 睽ら るるな らん 0 樺 太 アイヌ は糙 に竪 穴に 

'し、 石器 土器 を 使 川した る 人 K なり o 

坏井^  士は又 某ァ ィ ヌ か、 「八 代の 祖、 トン チと 接 解せ しこと 
h  b と 云 ふ を 以て、 推定年^の 傍蹬 となす I こ 足らん」 と 言 はれた る 
w なる 力、 一 アイヌ か 偶 々斯 くお 6 しとて, 之 を^す る は 愚の 至 
なん 理ゅ if  I： 神 保 小虎 氏 は、 竹て コ" ボプク ノレな る,;/！ の 解 釋に 
闢し、 佐 藤重钯 氏の 「ぼ 問に' さへ て、 「JL: 穿? i は 或は 無効な らん、 如 
(»I と な れ は アイヌ の 忍忠は ^^に して^た 不確^な るか 故 に. 以 
て 蹬捣 と ß し 難き こと 多 けれ はな （>  」 と 云 は れ た る 力" 是れ は' た ^ 
ふへ き Ü にあら す や o 坪并 博士 か 不確^なる、 アイ ヌ の,; 炎 話に ほ 
さ を ®  くの 傾 ある は、 予の大 に^ 被 とする 所な Oo 

坏 井れ？  士は又 某 アイス か, 「トン チ と は Ö ら 称する 所， 並：^を 
知らす」 と 云た るに よに ト ン チ は アイヌ ； Ii にあらず、 コ » ホ 、 ク ノレ 
の自稱 な 6 と、 ^定 せられた る tli なる 力、 ト ン チ は 北 M 近 本ね 二 
丄 ヌか "3 ふ 所の トン チン 力 モイ 、 % は トン チン ク/ v' の 略^に して、 

y ン チ は ト ィ チ に 均し けれ は、 結 土の 家に 住する を n 味 す る r_ 
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ゴ丄 語なる へし。 即ち アイヌ 自 ら ト イチ たる ものな 60 

坪 井 博士 は、 「遺物 を 以て 之！: 推す に本洲 よ も 北海道に 移れる 
石器時代 人民、 即ち トン チは アイヌ と爭 ひて、 北方 一は 千島に，一 
は. 樺 太 は珐れ しな fu と述 へられた る 由なる 力，、 是れ 博士一 個の 妄 
想 は 止まる 漠然たる 推定な に 想 ふに 樺 太に は 博士の 所謂 ト ィ チ 
の遨跡 巾、 今 お 距る こと ü 年 乃至 二百 年 前後の もの 少なから さる 
へさ 箬な るに、 當 時に 於け る 松 前の «3ESU こ镰れ は、 アイヌ^の 
地名 は. 今 B と 同し くお々 に附 せられ ありて. アイヌ の 分布 t5 域 を 
示す のみならず、 トン チの 如き 他人 種 と 相， ひっつ あ b し 事 實 は、 
毫も 之 5: 發見 する こと 能 はず c 換言 すれ は、 アイ ヌの 齟 先 か 博士 
の 所謂 トン チ なる ものにして、 別に アイヌ と相爭 ひたる ト ン チ あ 

る K あら ざ $ しなり o  7^ イス 以前に 如何なる 人民 か 住した る や 否 

や は、 別問題と して 之 5: 措き、 兎に角. 博士の. トーン _ に 於け る 想像 

は. 之 を 空中に 樓閣 を 脔 かくの 《n と 評すへ きのみ。 

珲 井怫士 のコノ _ホ'ノ^ル_說 は、 梅 太の 調 杏に よ う て一層 眛咐 を 

阱 けた &0  3t 說く 所の にして な怪 なる、 半錢の ffifö なしと 雖 

も、 然 かも 其 人 M 學の 大家た る 位 ® は、 以て 世人 を« きて 益 令 迷 

路に陷 らしむ るに 足らん。 是れ予 か 之 5: 默 iß する 乙 と 能 はさる 所 
以 なり 0 唯 本會々 锿紙數 限 あれ は 姑く  5  5: 玆に擱 き、 孰: 詳細 は更 
に 本 食 月次^に 於て 演 ふろ 所 あらんと 欲す。 

明治 四十 一年 二月 礼 楔に 於て 追； 3E す o 
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松 衬松年 

DIE  PAPILIONIDEN  JAPANS. 

(mit  Tafel  I.) 
von 

Prof.  Dr.  S.  Matsumuka. 


Trotz  in  unsern  I  lauptinscln  Japans  man  nur  selten  neue  Rhopaloccrcn 
entdeckt,  kommen  sie  aber  dort  in  Formosa  noch  ziemlich  häufig  vor.  Auf  meinen 
zweimaligen  Reisen  nach  Formosa,  von  Herren  T.  KawaKäMI,  N.  TSURU  und  I. 
NiTOBE  geholfen,  sammelte  ich  zahlreiche  Materialien  von  Tagsfaltcr  ；  cine 
ganze  Angabc  möchte  ich  erst  später  irgendwo  veröffentlichen,  benütze  ich  mich 
diese  Gelegenheit  um  die  sämtlichen  l'apilionidcn  öffentlich  zu  machen.  Aus 
Japan  sind  mir  nur  30  Arten,  von  denen 10  für  Formosa  neu  sind,  bekannt  und 
zwar  die  folgenden  4  sind  überhaupt  für  die  wissenschaftliche  Wdt  neu  : 

1.  Papilio  koannania  n.  sp. 

2.  Papilio  hoppo  n.  sp. 

3.  Papilio  Gotonis  n.  sp. 
4-  Papilio  Asakurae  n.  sp. 

Die  folgenden  6  Arten  sind  aus  Formosa  noch  nicht  bekannt : 

1.  Papilio  rhetenor  West. 

2.  Papilio  prexaspes  Feld. 
3-  Papilio  xuthus  L. 

4.  Papilio  machaon  L. 

5.  Papilio  age8tor  Gray. 

6.  Papilio  horatius  Blanch. 


[Tran?.  Sap.  >at.  II  ist.  S«.  Vo!.  II.  1907.) 
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Durch  die  folgende  List  kennt  man  die  geographische  Verbreitung  der 
japanischen  Papilionidcn  : 


Sachalicn 

Hokkaido 

1 lonshu 

Shikok 

kiasliiu 

Kiukiu 

Formosa 



1. Papilio  aeacus  I**cld. 

X 

2.   P.  alcinoas  Klug. 

X 

X 

X 

X 

do.  var.  plutonitlS  Obcrth. 

X 

3.   P.  koannania  Mats. 

X 

4.    P.  philoxenas  Gray. 

X 

5.   P.  anstolachiae  h. 

X 

6.   P.  memnon  I'. 

X 

X 

X 

X 

X 

7.   P.  protenor  Cram. 

X 

X 

S.   P.  rbetenor  W  est. 

X 

y.   P.  demetnus し 議. 

x 

X 

X 

X 

X 

io.    P.  maciJentu8  Jans. 

X 

X 

X 

X 

ii.   P.  bianor  Cram. 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

x 

12.    P.  hoppo  Mats. 

X 

13.   P.  pans  L. 

X 

14.   P.  helenns  L. 

X 

X 

X 

X 

15.   P.  prexaspes  Feld. 

X 

16.   P.  Ootonis  Mats. 

X 

17.   P.  polytes  L. 

X 

x 

X 

X 

x 

x 

X 

X 

19.   P.  machaon し 

X 

>: 

X 

X 

y 

X 

2o.   P.  Asakurae  Mats. 

X 

21.   P.  cloanthus  West. 

X 

22.   P.  agamemnon  L. 

X 

23.   P.  telephus  1-V-kI. 

人 

X 

do.  var.  mikado 】 ぶし て ヒ 

X 

24.   P.  sarpedoii L. 

: 

X 

X 

X 

x 

X 

25.   P.  demoleus  L. 

X 

26.   P.  clytia  L. 

X 

27.    P.  agestor  (iray. 

1 

X 

2S.    P.  horatius  Blanch. 

X 

29.    Luedorfia  Poziloi  F.r^h. 

X 

30.   Farnassius  Stubbendorm 

Men. 

:< 

X 

1 

1  . 
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Man  kennt  aus  Sachalicn  nur  3,  aus  Hokkaido  6，  aus  Honshu  12.  aus  Shikok 
9，  aus  Kiushu  12，  aus  Riukiu  8  und  aus  Formosa  27  Arten. 

Die  Gattungen  Luedorfia  und  Parnassius  gehören  exclusiv  der  palacarctischcn, 
während  die  Gattung  Papilio  sich  meistens  der  Orientalen  Region  anhängt.  Die 
folgenden  10  Arten  verbreiten  sich  bis  ferner  zu  Ost-Indien  : 


Papilio 

aeacus  Feld. 

2. 

P. 

arislolachiae  F. 

3- 

P. 

P. 

helenos  L. 

P. 

polytes  L. 

6. 

P. 

cloanthus  West. 

P. 

tdephna  Feld. 

8. 

P. 

demoleus  L. 

9- 

P. 

clytia  L. 

10. 

P. 

agestor  Gray. 

Da  in  Daito  und  in  den  andern  Ocstküstcn-gcbictcn  von  Formosa  entomologisch 
gar  nicht  ausgesucht  sind,  und  wenn  man  nur  eingehend  gesammelt  hätte,  kommen 
dort  vielleicht  noch  mehrere  neue  Arten  vor. 

Da  nun  die  Wildmeiischen  dort  hi し' und  da  noch  zu  wandern  scheinen,  um 
Fremdenköpfe  auszusuchen,  so  ist  es  sehr  gefährlich  dort  hi  nein  zu  treten.  Aber 
wenn  die  Insel  Formosa  von  den  Wildmenschen  nicht  gewohnt  hätten,  würden  die 
schonen  Urwälder  sowie  auch  die  immer  grünen  Gebirgen  wahrscheinlich  schon 
früher  her  verwüstet  worden  und  entomologisch  als  ein  armes  Land,  wie  die  jetzige 
Ebene  von  Formosa,  geblieben.  Wir  hoffen  jedoch  dass  die  Urbcwohner  allmählich 
verschwinden,  damit  die  Entomologen  ein  lohnendes  Untcrsuchungsfeld  sich 
erfreuen,  können. 


Farn.  PAPILIONIDAE. 
Gen.  PAPILIO. 
Subg.  Ornithoptera  Boisd. 

(Troidcs  Hübn.  l'ompcoptera  Rip.) 

Papiliu  aeacus  1-cld..  Wien.  Ent.  Mon.,  Vol. 4,  j).  225  (i860), 
var.  formosanus  Rothsch..  Nov.  Zool.  Vol. 6.  p.  67  (1899). 
Fundort :    Formosa  (I  hippo.  Koshun.  Kötösho). 
Sonsti^c-Fundortc  :    S.  Chin.,  Philipp.,  Malay,  Ind. 
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Häufig  in  Kosluin,  da  sie  aber  hoch  flogen  pflegt,  sind  sie  schwer  zu  fanden. 
Sic  kommen  gern  an  Blumen. 

Trivial-Name:    Kishita-agcha さした あげ は. 

S き. Fharmacophago8  Haase. 

2.  Papilio  alcinoas  Klug..  Neue  Schmctt.  V.  i，  VI.  i,  fig.  i4  (1836). 

Papilio  mencius  Fcl.l.,  Wien.    Fat.  Mon.  VI.  p.  22  (1862). 
fapÜio  spathatus  Rut).,  Ann.  Mag.  Nat  H.  (5),  VM.  p.  139(1881). 
に ipili«  haematostictus  Hutl. 1. c. 

】'、un(iort : 』apaii  (Honshu,  Sl、ik()k,  Kiushiu). 

Sonstit;c-Fiindortc  :    Corca,  China. 

Trivinl-Xanic  :     Yamajoro やまじ やうろ 5  . 

Jakö-a^ha  ^_ゃ—カ1_5—ぁ—けぶ. 
var.  plutonius  Obcrth.,  F.tud.  d'Iüit.  1 1. p.  16.  PI.  III.  fig.  2  (1876). 
l*undort :    Formosa  (Shinslia,  Horislia.  I  Itippo,  Arisan). 
Trivial-Xamc  :     Tahcan-jako-agcha たいわん— じ やか 5 あげ は. 
var.  loochoanus  Rothsch.,  Seitz,  Gross-Schmett  der  Erde,  p.  9.  Tab.  1. 

fig. し （1907》 
Fundort :    Japan  (Kiukiu), 

3.  Papilio  ( Pharmacophag^is )  koannania  n.  sp. 

Der  I^orm  und  tk'r ん cichiuin に na し' Ii  der  sehr  v.iriabclcn  Art  P.  alcillOUS 
ähnlich,  brim 年 iihcr  die  Fürhimg  immer  schwarz.  Sic  untcrscluidct  sich  wie 
fol^ciuls  : 

1.  Kopf  imd 1 lals  ganz  kanviasinrot  behaart. 

2.  vMxloniituilscgnicntcn  am  Rücken  rötlicli  ^csiiunit. 

3.  Vordcrflugcl  an  der  Spitze  deutlich  breiter,  an  der  Region  des  Hintcr- 

winkcls  aber  deutlich  schmäler. 

4.  I  Untcrflü^cl  oben  mit  7  grossen  licllrötliclu-n  Kkcki  n,  von  denen  die  in 
den  iten.  2tcn  und  4tcn  Zellen  befindlichen  sehr  gross;  am  Ausscnrandc  deutlich 
tiefer  aus^crandet  ；  tlic  Schwänze  kürzer  und  an  der  Basis  stärker  eingeschnürt. 

5.  Heim 罕 ilic  Vorder-  und  I  niitci  llii^vl  (Kinkel,  nur  ein  weni^  heller  gefärbt 
als  beim 《. 

6.  I  lintcrflü^rl  unten  wii-  bei  <)1x'n  t^i  flcckt,  ;ibor  mit  ikkIi  deutlichen,  schönen 
<jv\\y  bis  rothliclii-n  l- lecken,  welche  an  den  l Anrissen  noch  tiefer  j^cfUrbt  sind. 

Leinde  ：    ^      2Stmn.,  l''lü, にし' 110-112111111. 

I'mulort  :    J-Drniosa  (Sliinsha,  Kansliirci  (Koannani;» K  gesammelt  in  6 
I'xcmplarcn  vom  Alitor. 
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Trivial-Name  :    Tahvan-o-jako-ageha たいわん： ほ じ やか 5 あげ は. 
4-   Papilio  philoxeniu;  Gray,  Zool.  Misc.  p.  32  (1831). 
Papilio  polyencte8  Dbl"  Zool.  Misc.  p.  74  (1842). 
Papilio  lama  Obcrth.,  Etud.  d'Ent. II.  p.  15,  PI.  III.  fig.  1  ( 1876). 
Fundort :    Formosa  (Hoppo,  Tappan,  Arisan,  Koshun). 
Sonstigc-Fundortc  :    China.  Siam,  Burmah, 1 limalaya. 
Trivial-Name  :    O-bcnimon-ageha ぁ、 t まべ に _ も ん あげ は. 

5.  Papilio  aristolachiae  F.  Syst.  F.nt.  p.  443  (1775). 

i'apilio  polidorus  Cram.,  I'ap.  Exot.  II.  t.  128,  A,  \\  (1779).  - 
I'apilio  polydorusjabl.,  Nat.  Schnictt.  II.  X. け， f.  3.  (1784). 
I'apilio  diphilus  Ksj».,  Aasl.  Schmctt.  t.  40  15  fig.  1  (1785-98). 
l'.ij)ilto  adainas  Zink.,  Nov.  Act.  N'at.  Cur.  XV.  p.  144  (1S31). 

Fundort :    Formosa  (überall  häufig). 

Sonstigc-lui ndortc  :    China,  Philippinen,  Siam.  Indien. 

Trivial-Xame  :    Benimon-agcha べに— も _ん —あげ— |ょ. 

6.  Papilio  memnon  L"  Syst.  Nat.  od.  X,  p.  460  (1758). 

I'apilio  .w»or  1..,  I.e.  p.  460  (175^). 

l'.ipilio  andrweos  Cram.,  rap.  Exot.  I.  I'!.  XCI.  fig.  A,  H  (1776). 
I'apilio  achates  Cram.,  I.e.  II,  I'l. 1S2  (1776). 
I'dpilin  n、《t'>r  Hülm.,  W-xi.  bck.  Schniett.  p.  S9  (1816). 
Papilio  Thonbergil  Sieb,,  Hist.  Nat.  Jap.  p.  16  (1824). 
Papilio  androgeua  Wall..  Tram.  F.nt.  Soc.  Vol.  XXV,  p.  47  (1865). 
PatpSio  Espen  Bult.,  Trans.  I  .inn.  Soc.  (Z00L),  Vol.  I,  p.  553  taf.  LXVHI,  tip.  ?  (1S77). 
I'apilio  |.lKX-nix い L、t.,  KI10],.  Malay,  p.  340,  'I  ah.  XXVII  fig.  7  (1XS2-S6). 
cilix  Dist..  Khoj,.  Malay.  V.  340,  l  ab.  WIN,  fi に. 4  (iS8z 

Fundort :    Japan  (I  lonshu.  Shikok,  Kiushiu,  Ritikiu),  Formosa  (überall 
häufig). 

Sonstige- Fundorte  :    S.  China,  Philipp.,  Mal.iy.  Ind. 
Trivial-Xamc  :    Nagasaki-a^c/ia ながさ *j あげ は. 

7.  Papilio  protenor  Cram.,  I'ap.  F.xot.  7.  PI. XI, IX.  fig.  A,  H  (1779). 

1-utulort :    Japan  (Nidachi,  'l'sushima).  Formosa  (überall  häufig}. 
Sonstige- l'unf lort  :  China. 

'1 n  via Name  :    Onas/ii-kiiyo-agt/ia を なし く スぁげ は. 
S.    Papilio  rhetenor  West..  Arc.  Knt.  I.  p.  59  PI.  XVI,  fi^.  1  ^  (1842). 

I'apilio  icarius  West,  Orient  Ent.  p.  5,  PL  II  5.  (184S). 
I'apilio  alcnicnur ト Vl<l.，  Wiun.    Knt.  M011.  VII  (1S62). 

Fundort :    Formosa  (Hoppo,  Horisha,  Tappan,  Arisan). 

Sonstige- Fundorte  :    China,  I  limalaya. 

T  nvial-XaniL-  :     [  ]ratan<ii>e-a^c/ia わ/? なべ あげ I よ. 
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9.  Papilio  demetrius  Cram.,  Pap.  Fxot.  IV.  p.  196,  Pi.  CCCLXXXI,  fie. 
E.  F.  (1782). 

Papilio  Oirpenteri  Boll.,  Ann.  Mag. ヽ'. H.  (5)  X,  p.  318  (1S82). 
Fundort :    J«ip«m  (Honshu,  Shikok,  Kiushiu,  Riukiu)  ；  Formosa  (Taihok, 

Horisha,  selten). 
Soiisti^c-Fundortc  :    China,  Corca. 
Trivial-Name  :    Kuro-agehn     < ろ あげ は. 

10.  Papilio  macilentn8  Jans.,  Cist.  Ent.  II.  p.  1 58  (1877). 

Papilio  scacvola  ()I>ltÜi.,  Etud.,  d'Kiit.  IV.  j>.  37. l'l. VI.  tig.  I  (1879). 

I'apilio  tractipennu  Rutl.  Ann.  Mag.  \.  H.  (5)  VII,  p.  139  (t88i). 
Fundort  :    Japan  (überall  häufig),  nur  im  Norden  selten. 
Sonstigc-Fundorte  :    Corca,  China. 
Trivial-Name  :    Onaga-a^cha ト？ t が あげ は. 

11.  Papilio  bianor  Cram.,  Pap.  Exot.  II.  l'l.  CHI,  fi"'.  C  (1777). 

Fundort:    Japan  (Honshu,  Shikok,  Kiushu.  Kiukiu),  Formosa  (Hoppo, 

Horisha,  Arisan,  Koshun). 
Sonstige- ト' undort :  China. 

Trivial-Xame :    Karasu-ageha からす あげ は. 

var.  Maackii  IMcn.,  Butl.  Acad.  Pctr.  XVII.  p.  212  (185 リ). 

var.  Baddei  Brem.,  Bull.  Ac  ad.  IV'tr.  III.  p.  462  (1861). 

var.  Dehaani  lVld..  Vcrh.  Zool.-Hot.  Ges.  W  ien.  XIV.  pp.  323.  371  (1S64). 

var.  alliacmon  de  l'Orza,  I 丄 'p.  Jap.-p  y  (iSf リ). 

var.  japonica  】;ut し Jouni.  Linn.  Soc.  (Zool.). IX,  p.  50.  (1864). 

var.  tutailUS  Fcnt.,  l'roc.  Zool.  Soc.  I-and.  p.  855  I  l«8i). 

Futulort :    Japan  ( J  lokkaido,  Honshu). 

Sonstige- l-'undortc  :    Coru.i,  Amur.  China. 

12.  Papilio  hoppo  n.  sp. 

Der  Form  und  der  Färbung  nach  dem  P.  Krishna  Moor,  ähnlich. 

^  V  ordcrflüßcl  oben  schwarz,  mit  <,roldfiiirrüncn  Atomen  gesprenkelt,  jede 
Apical  ZL-llc  mit  einem  schmalen  saninictarti^cn  schwarzen  Qucrstrcif,  am  Kaiuic 
weisslich  gesäumt.  Hinterflügcl  an  der  V'orderhälfte  irisierend  blau,  purpur, 
bläulichpurpur  oder  griinlichblau,  je  nach  der  Stellung  ties  Flügels  ；  nahe  am 
Vordcrwinkcl  mit  citK-m  schw  arzen  l'kck,  in  der  Mitte  der  2 ton.  3 ten,  4tcti  und 
5ten  Zellen  je  mit  eitlem  schwarzen ドに で に an  dessen  Aussais じ itc,  die  dritte  Zelle 
ausgcnoinmcn,  je  mit  einem  rötliclicn  Ncumcnid fleck  vorsehen  ；  auf  dem  Innenwinkel 
ein  etwas  grösser  rötlicher  \cuiiK>iulfl<.ck  ；  die  Ilintcrhiilftc  vorwiegend  schwarz, 
mit  goldgrünen  Atomen  gesprenkelt.    Die  Schwänze  schwarz,  schmal,  nahe  an  der 
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Basis  eingeschnürt  und  in  der  Mitte  mit  spSrlichtn  grünlichen  Atomen  gesprenkelt. 
Unten  dunkel,  an  der  Basis  mit  spärlichen  graulichen  Atomen  gesprenkelt,  nahe 
auf  dem  Ausscnrandc  mit  einer  breiten  weisslichen  Querbinde,  welche  durch 
schwarze  Nerven  und  Querstreifen  unterbrochen  wird.  Hintcrflü^cl  am  Rande 
mit  7-tTossen,  rötlichen  Ringen,  welche  je  einen  andern  purpurblaucn  Ring  darin 
besitzt,  auf  der  Innenseitc  des  2 ten,  5 ten,  4tcn  und  5 ten  Rings  je  mit  einem 
rötlichen  dreieckigen  Ring,  welcher  oft  an  der  schmalen  Spitze  ausgemündet  ist. 

^  Vorderflügel  wie  bei  nur  nahe  am  Hinterwinkel  mit  einem  breiten, 
goldgelblichcn  Querfleck.  I  Iintcrflügel  oben  mit  7  grossen,  rötlichen  Ringen,  von 
denen  die  obersten  zwei  in  die  rötlichen  Flecken  reduziert  sind.  Ilintorflügel  unten 
mit  zwei  Reihe  von  grossen  rötlichen  Ringen,  von  denen  die  Innenringen  des 
obersten  zwei  tindeutlich  sind. 

Länyc  :         $  27mm..  Flügcl-lCxp.  ^ ネ 98- 104mm. 

Fundort :    Kormosa,  gesammelt  in  3  Exemplaren  von  Herrn  T.  KAWA- 

KAMI  in  Ansa  11 und  eins  von  Herrn  K.  \V ATANABE  zu 1 loppo. 
Trivial-Name  :    Hoppo-ageha ほ ，ぼ あげ は. 
Diese  Art  unterscheidet  sich  ßlcich  von  P.  krishna  durch  die  doppelten 
Ringsreihen  von  Hinterflügel,  welche  sich  von  P.  rlwtenor  West,  erinnern  lässt. 
13.   Papilio  paris し， Syst.  Xat.  I.  2,  p.  745  (1767). 

var.  chiliensis  Rothsch.,  Seitz.  Gross-SchnK-tt.  der  Erde  ！).  1 1  Tab.  5. 
fig.  6  (1907). 

Fundort:    Formosa  (Taihok,  I loppo,  Horisba, 1 aman). 
Sonstige- Kundort :  China. 

Trivial-Nanic  :    Aomon-a^cha あ を もん あけ * は. 
14-   Papilio  helenu8  I'"  Mus.  Ulr.  p.  185  ( 1 764). 

Fundort :    Formosa  (Horisha,  Tappan,  Arisan). 

Sonstige- ド untlort じ ： China,  1'hilipj).,  Malay,  Ind. 

var.  nicconicolen8  Butl"  Ann.  Mag.  N.  H.  (5)  VII,  p.  139  ( 1S81). 

】'、uiulort :    Japan  (I  fonshu,  Shi  kok,  Kiushu,  Kiukiu). 

Sonstigc-Fundortc  :  China. 

Trivial-Name  :    Monl'i-a^e/tci も. ん き あげ は. 
I  5-    Papilio  prexa8pes  Rid.,  Reise  Nov.  Lcp.  I.  p. 107  ( 1.S65  ). 
Fundort  :    Formosa  (Hopi>o,  I  lorisha,  Arisan.  Koshun). 
Sonstig じ- PuncJort し' : Malacca,  Malay. 

Trivial-Name  :     Tnh  "nn-uwuki-a^chu  'た * いわ に も パきぁ 【デ （よ . 

i6.  Papilio  Gotonis  n.  sp. 

タ ncinvarz,  mit '  ^oltlcneti  Atomen  gesprenkelt.    Vordcrflü^cl  in  der  Dis 
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coidalzcllc  mit  4  von  goldenen  Atomen  bestehenden  Län^slinicn,  am  Ausscnrandc 
in  der  Mitte  der  Apical  zolle  je  mit  einem  weiss  liehen  Fleckchen,  HtnterflQgel  in 
einer  Oucrrcihc  mit  4  gelblichen  oder  wcissgclblichcn,  länglich し' 11 Flecken,  von  denen 
die  in  der  5 ten  und  6 ten  Zelle  bi'fimlliclien 】 つし -cken  gross  sind.  1X.T  Läiigsncrv  4. 
etwas  verlängert  und  bildet  eine  kurze  Schwänze,  jede  /-cllc  am  I'.tidc  mit  weiss- 
lie  her  Behaarung.  Unten  dunkel,  deutlich  heller  als  oben.  Vorrlcrflüj^cl  in  der 
Mitte  dos  yuerni'rvcn  mit  einem  und  naht-  dem  Hintcrwinkcl  mit  2  weisslichen 
Fleckchen.  Hint し' rflügul  in  einer  Oucrrcihc  mit  4-7  wi.-isslichcn  Flocken,  von  denen 
die  in  iten,  2 ton.  ßtcn  und  7 ten  bufiadlichcn  klein  sind  und  manchmal  fehlen  j;anz. 

Scheitel  mit  4  schnccwi-issui  I'lcckcii,  auch  ein  gleicher 1*  leck  hinter  dem 
Au^c. 1 lals  (rronotum)  in  dner  Oucrrcilic  mit  4  weissen  Fleck し' 11. Brust  uml 
Alxlonicn  wc-isslich  gefleckt. 

J?.    Dunkrl    oder   schwär/.liclibrauii.      DU:    Kandfl し 'ck' し' 1，    des  Vordcrflü^cJs 
deutlich  grösser.    J  lintcrflü^cls- Flecken  sind  7  und  v< >n  citroncii.L,'clbor  I-'arbc,  von 
denen  die  in  ite-n,  2 ten,  3tcn  und  ;tru  Zellen  befindlichen  klein  sind.  V'firdcrflü^cl 
unten  n;il， し' dem  Ausscnrandc,  den  Kandflcckcn  parallel,  mit  einer  Reihe  von 
weissen  Klecken  versehen.    Hintcrflü^cl  unten  mit  zwei  parallclrcihcn  von  weiss- 
lichen I'lcckcn.  von  denen  tli し' äussere  Reihe  klein  und  jede  lialbmondförniii^  ist. 
I-ängc  :    -3*  ^  25-30111111.；  !•  lii^cl-Kxp. 《 ネ 90-105111111. 
Fundort  ：    I  loppo  (Kansliirci, 1 lorisha,  Koshun). 
Der  Zeichnung  nach  P.  pn  xaspcs ト Vl(l.  sirhr  ähnlich,  es  imt し 'rsclidili't  sich 
iccloch  diircli  das  Fohlen  «Icr  Schuanzr. 

Trivial-Name  :    Onashi-monki-agcha    ^なし もんき あげ は. 
Die  schöne  Art  wiilnic  ich  »lern  vormaligen  ( lotu criu-ur  von  l'orninsa.  Hi  rrn 
Raron  S.  Goto  nn. 

17.  Papilio  polytes  !..  Syst.  N:tt.  cd.  X,  p.  460  (175S). 

I'.ipiüo  |、."ri"'>"  I,  SyM.  N'nt. い 1. 、、， \>.  40{i7iS). 
I'.ipiüo  romulus  Cranio  l'ap.  Exot.  y.  1,  t.  43  (1776). 
に ipili,'  stidm.  Huhn.,  V<',.,.  In  k.  S  hin  tt.  p.  S5  (i8it.|. 
lt,i].ili,»  al|>li(.r..M-  llül>ir..  I.e.  i>.  S5  I  lSl( ). 
l'aj  :li  . い' It"  r.i„]t.,  K,u'.  M,:'il'.  [\.  [：.  70  (iSi.)). 

I-'iiik レ' rt:    Japan  (Riukin),  V<  »rniosa  (über.ill  liäiifi に). 
Sonstige- Fu ndortc  :    China,  Philipp.,  Malay,  Ind. 
Tri\  ial-Xanic  :     Ol'i-a^f/a  ？ r  f X あ 【十' は. 

1 8.  Papilio  xuthus し Syst.  Nat.  cd.  XII,  p.  751 (1767). 

Kundort :    Japan  (üb じ rail  häufig!,  Formosa  (Horisha,  Gyochi,  Koshun) 
Sotisti にい Ftiml()rtc  :    Corta,  China,  Anuir. 
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var.  xnthaln8  Brem.,  Bull.  Acad.  Petr.  III.  p.  463  (1861). 
Fundort :    Japan  (Mok.,  Honshu). 
Sonstige- Fundorte  ：    China,  Corca,  Amur. 
Tri  vial- Name  :    Agcha あ^  j^. 

1 9.   Papilio  machaon  L.  Syst.  Nat.  cd.  X.  p.  462  (1758;. 

Fundort :    Japan  (überall  häufig,  nur  in  Riukiu  selten),  Formosa  (Shoka, 

Shinsha,  Hoppo,  Horisha,  selten). 
Sonstige-Fundorte  :    fust  cosmopolitan. 
Trivial-Name  :    Ki-agcha さあげ は . 

Subg.  Cosmodesmus  Haase. 
20.   Papilio  Asakurae  sp. 

13er  Form  und  der  Färbung  nach  P.  eurous  Lcccli  sehr  ähnlich,  bei  dieser  Art 
tchlt  jedoch  die  Schwänze  und  zwar  in  I detail  ganz  atulcrs. 

^  Vorik'rflügcl  deutlich  breiter,  stumpfwinkeliger  und  ähnlich  gebildet  wie  bei 
#*.  tamer lanus  O berth,  oder  P.  alebion  Gray.    Die  sämtlichen  schwarzen  Quer- 
binden  viel  breiter,  an  der  4tcn  】iinde  am  breitesten  ；  I  lintcrflügcl  ohne  Schwänze, 
am  Inncnrandc  je  mit  einer  gegen し' inamler  zunci^cnilcn  spitzdreiockigen  Vorrajjiing. 
Die  Endregion  des  4ten  Nerven  fast  rechtwinkelig  vorragt  und  daselbst  mit  einem 
wcissbläu liehen  Oucrflcck  ；  die  Oucrbimlcn  viel  breiter,  besonders  die  .im  Ausscn- 
randt-  befindlichen  zwei  sehr  breit  und  fast  gerade  sind.    Unten  gestreift  wie  bei 
oben,  aber  deutlich  heller  gefärbt,  beim  I  lintt  rflügcl  deutlich  viel  schmäler  als  bei 
oben,  grünlich  beschattet.    Oben  weisslich,  ein  wenig  grün  auswerfend. 
Län^c  :    24mm.;  l-'lü "で ls-E?q>.:  tSomm. 

Funtlort :  F<irmosn  (I  lorisha),  nur  ein  Exemplar  gesammelt  im  April  von 
I  Icrm  K.  ASAKUKA,  ein  Dorf-Massa^cr  zu 1 lorisha,  den,  der  dort  so 
eifrigst  alle  mögliche  schöne  Schmetterling  gesammelt  und  mir 
freundlichst  überreicht  hat,  witlmc  ich  das  schöne  Tierchen  an. 

Trivial-Namc  :    Asakura-agcha あさ く ら あげ は. 

21.  Papilio  cloanthus  West.,  Arc.  Kut.  p.  42,  Y\.  XI.  fig.  2  (1845). 
Fundort : Ind. 

var.  clymenns  Lerch,  Hutl.  Chin.  Jap.  an<I  Cor.  p.  523  (1H93). 
Fundort :    I'ormosa  (IIo|)jk>.  】lorisl、a,  Kiirun). 
Sonstige- l'undort  :  China. 

Trivial-Name  :     Taiwan-taimai たいわんお いまい. 

22.  Papilio  agamemnoii I ハ. Mus.  Ulr.  p.  202  (1764). 
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Fundort  ：    Koshun, 1 okyoshun  (十 居 养). 

Sonstigc-Fundorte  ：    Chin.,  Malay. 

Trivial-Name  ：    Kovion-taivtai 乙 もんたい ヰい. 

23.    FapillO  telei)hu8  Fold.,  Roisc  Nov.  Lep.  I.  p.  64  (1865). 

Fundort  :    Riukiu,  Formosa  (Hoppo,  Horisha,  liöryo). 

Sonstigt'-Fuiidortc  :    Chin.,  Malay,  Ind. 
var.  mikado  Leech,  I'roc.  Zool.  Soc.  I.ond.  p.  406  (1887). 

Fundort :    Kiushu.  . 
var.  albido8  Wilcm.,  Kntom..  p.  300  (1903). 
, I'mulort :  Kiushu. 

Trivial-N'anic  :    MikaJo-ageha み か ど あげ は. 

24-   Papilio  sarpedon  L.  Mus.  Ulr.  p.  196  ( 1 764). 

Fundort :    Japan  und  Formosa  (überall  häufig,  nur  im  Norden  selten). 
Sonstige-Fundorte  :    Cor..  Chin.,  Malay,  Ind. 
Tri  vial- Name  :    Kuro-taimai    くス たいまい. 

25.  Papüio  demoleu8  L.  Syst.  Nat. !).  753  (1758). 

I'apilio  crithoiiius  t  ram.  Pap.  Kxot.  III.  t.  2?2  .A,  \\  (1782). 
Fundort  :    Formosa  (überall  häufig). 
Sonstig し: -Fundorte  :    Chin.,  Philipp.,  Malay,  Ind. 
Trivial-Name  :    Onashi-agcha トな しあげ は. 

26.  Papüio  clytia し， Syst.  \at.  cd.  X.  p.  479  (1758). 

rajnli'i  cHssimils  1..,  I.e.  p.  47')- 

Fundort  :    Formosa  (Koshui)). 

Sonstigc-Fundortc  :    China,  rhilippinen,  Malay,  Ind. 
Trivial-Name:    Kiberi-agcha きべ 6 あげ Ii. 

27.  Papüio  agestor  (； ray,  Zool.  Misc..  p.  32  (1831). 
Fundorte  :    China,  Tnd. 

var.  govilldra  Moor. 

rundort :    Formosa  (Horisha),  gesammelt  von  Herrn  K.  ASAKüRA. 
var.  re8tricta  Leech,  Butt.  Chin..  Jap.  and  Cor.  p.     7  (1893). 

Fundort :    Formosa  (Hoppo),  gesammelt  von  Herrn  K.  W ATANABE. 

Sonstig し' -Fundort :  China. 

Trivial-Namc  :    Ktibusfiit(i-twha かばした あげ は. 

28.  Papüio  horatius  Blanch.,  Sc-itz,  (； ross-Schmctt.  der  Erde.  p.  13,  Tab.  7, 

fig-  b  (1907). 

Fundort : l'ormosa  (Hoppo.  2   I-'xcniplarc  ^t-sammclt  von  Herrn  K. 
Watana  be). 
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Sonstigc-Fundort :  China. 

Trivial-Name  :    KibosJii-ageha    ^ぼし あげ は. 

Gen.  LUEDOBFIA  Crüger. 

29.  Luedorfia  Fnziloi  Krsch.,  Hör.  VIL1. p.  315  (1871). 
Fundort :    Japan  (Honshu). 
Sonstigc-Fundortc  :    China,  Amur. 

vnr.  japonica  Leech.,  Kntoni.,  XXII  p.  25  (1889). 
Fundort :    Japan  (Honshu). 

Trivial-Xani じ ： Dcmdafn-dto おん— お ら て ふ. 

Gc".  PAENASSIUS. 

30.  Parnassius  Stubbendorfii  Men.   Ldim.  p.  57,  t.  6,  fig.  2  (1848). 
Fundort :    Amur,  Sib. 

var.  citrinarins  Mötsch..  Bull.  Mose.  XXXIX.  p.  189  (1866). 
Parnassius  ^lacialis  Hutl.  Journ.  Linn.  Soc,  Zoo].  IX.  p.  50  ( 1 865). 
Trivia  1-Na  nie  :    Usuba-shiro-cho     5 すげ _しス て ふ. 


搁 耍 

本 邦 e 蝶 n に 就 さ 

本邦に 產す る^ 蝶のお、 數は 三十 flhr して 其內 様-太に 三搠、 北 
^道に 六钝、 本州に は 十二 種、 S 國には 九栩， 九州に 十二^、 琉 

球に 八^ 及び^^に 二十 七 樋. I： 產す o  ^ほ は朿^ 洲の 分布に m す 

る t 以て， 從て SSL 蝶 科に 常^な り0  ^蕃界 の危險 ある^め 未た'^ 
A' 其 他） Ii 海岸の 一圓 を 採^せし もの 少なき を 以て、 必すゃ 新^の 
ある や 疑 を 容れず o 余 は^^に 於け る兩 度の 採^に 於て. 四 fi の 
新 ^  i: 得た bo 下の 如 し 0 

I.    l'apilio  koannania  n.  s[). たいわん： t、 ほ じ や— か 5 あげ は. 

2. l'apilio  hoppo  n.  sp. ほ ク （f "あげ は. 

3-    Papilio  Gotonis  n.  sp. をな？. もん さ あ げ は. 
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4.    Papilio  Asakurac  n.  sp.  く ら あ げ は- 

下の 六秭は 未た^て^^ よ り 知られた る 事な し。 

1.  Papilio  rhctcnor  West. わ たなべ あげ は. 

此 は^て ß 蟲世界 （第— ff 十三 諕） に ヒ Watanabci  n.  sp. とせし もの 0 

2.  Papilio  prcxasiK-s  Feld. たいわ 4 もん さめけ は' 

3.  Papilio  xuthus  L. あげ は. 

4.  Papilio  macliaon  L. き あ— げ は. 

5-    rapilio  agestor  Gray かばした あげ は. 
6.    Papilio  horatius  Blanch. き ぼ し あ げは. 
都仓 十^ は兩 度の 条^ 採柒に 於け る镀 物な bo    id 蝶 外の 蝶頓 
に は 新種^だ 多し 他 B を 期し^ 表すべし ü 圆 は 襲^  士素木 得 一氏 
の铋^ に 係る もの なれば お: に 公 衣して； R: 努を 謝す 0 


ERKLÄRUNG  DER  TAFEL 1. 

1.  l'apilio  kn.mnania  n.  sj). 《. 

2.  rapilio  lioppo  n.  sp.  'S". 

3.  Papilio  Gotonis  n.  sp. 》• 

4.  Papilio  Asakurac  n.  sp.  ^. 
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THE  COMMON  STURGEON  OF  HOKKAIDO. 

BY 

K.  OTAKl. 
— き—  

During  the  months  of  July  and  August  young  Sturgeons  of  about  4-5  cm  long 
and,  later  in  tlut  season,  lart'cr  ajid  full  grown  examples  of  170  cm  in  length  are 
common  in  the  fish  market  of  S;ij)|K>ro.  They  arc  chiefly  caught  in  the  large  rivers  of 
Ishikari  and  Tcshio  of  Hokkaido,  and  they  arc  of  one  kind.  Of  these  there  arc  in 
the  stuffed  of  the  College  of  Agriculture,  the  Tohoku  Imperial  University,  three  large 
stuffed  s|)cciniciis  of  170-1S0  cm  in  Icn^tli  and  many  other  small  ones  of  different 
sizes  preserved  in  formalin.  One  of  the  large  specimens  is  female,  which  is  a  speci- 
ally good  example  bei  11^  not  deformed  as  it  is  often  the  case  in  stuflfed  specimens. 

The  hcail  and  checks  bony  and  rouyh;  operculum  rugose;  snout  not  very  short 
and  rather  rounded  ；  the  skin  between  the  scries  of  the  scutus  above  and  below,  is 
profuscd  with  irregular  snmll  ossifications,  the  larger  ones  being  stellate  in  the 
anterior  dorsal  portion.  Head  4  or お， depth  jlj-.S  times  in  the  body,  but  the  head  in 
the  young  is  generally  larger  and  contained  3  times  in  the  body;  eyes  nearly  median 
in  the  head  of  the  full  tjrnwn  specimens,  while  in  the  young  the  prcorbital  region  is  a 
little  longer  ；  barbels  simple  and  cylindrical,  and  they  arc  nearer  to  the  eye  than  to 
the  tip  of  the  snout  ；  the  transverse  aperture  ol mouth  is  equal  to  the  distance  from 
the  upper  lip  to  the  barbels.  The  dorsal  scutes  10-1 1  ；  the  Literal  scutes  33-34 
on  the  ri^lit,  31-33  on  the  left  ；  the  ventral  scutes  7-9  on じ: ich  side.  Dorsal  fin 
III32-III37  ；  the  anal  III24-VI20.  The  origin  of  the  anal  fin  is  below  ^-s 
posterior  of  the  dorsal  fin  and  it  is  also  prece  ded  by  2  or  3  bony  tubercles.  i  nc 
vertical  fins  in  the  older  fish  arc  pre cctlcd  by  3  or  4  short  tubercles  instead  of 
fulcrum.  The  scutes  are  radiating  ； md  not  very  lar^c,  each  with  a  prominent  ridge 
and  ilisUmt.    There  are  three  oblong  plates  behind  the  dorsal  fin,  the  middle  one 

being  larger;  there  arc  also  3  or  4  plates  behind  the  anal  vent  antl  on し' or  two  behind 
[Trans  Sap,  Nat.  Ufr.  Soc.  Vo»,  Part  I -I'.  1907.' 
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the  anal  fin.  These  latter  arc  not  unfrcqucntly  wanting  in  young  specimens.  The 
upper  caudal  lobe  i  ^  times  in  the  head.  In  young  s!x;cimens  of  25  cm- 36  cm,  the 
posterior  margin  of  the  tail  is  straight  ；  the  pectral 1 ミ times  in  the  head.  The 
colour  is  greyish  blue  or  lijjlit  chestnut. 

Of  tlic  Japanese  sturgeon  two  species,  Asipem  er  mikadoi,  Hil^endorf.  and  A. 
kikuchii,  Jordan  and  Snyder,  in  the  Pro に U.S.  National  Museum,  vol.  XXX.  p[). 
397 一 3 リ8 •  '<K»6.  arc  recorded.  Besides  these  a  third  species  closely  related  to  A. 
mikadoi  is  A.  gühlcnstädtii,  Brandt  of  Russia. 

The  common  species  of  I  lokkaido  in  question  sccin  to  be  identical  with  A. 
が tliL'ustädtii  in  its  rounded  snout  and  small  irregular  stellate  ossifications,  w  hile 
the  other  data,  such  as  the  number  of  scutes,  the  proportional  length  of  snout  and 
depth  in  the  body  and  the  fin  formula  have  their  affinity  to  A.  mikadoi.  The 
number  of  scutes  in  each  series  of  five,  and  fin  rays,  taken  as  specific  distinctions 
arc  variable  in  ilifTcrcnt  ages  and  eyen  so  in  individuals  of  the  same  size.  The  fin  rays 
split  up  into  two,  four  or  sometimes  into  three,  while  the  anterior  rays  often  fuse 
together  to  present  two  or  three  spines  more  in  addition  when  the  fish  grows 
oltler.  In  young  specimens  the  dorsal  scutes  arc  horny  with  prominent  c law-like 
spines,  the  4th  being  the  largest,  and  decreasing  in  size  both  anteriorly  and  posterior- 
ly, and  in  the  lateral  scries  a lart/c  portion  of  jx>stcn'or  scute*  is  simply  a  dermic 
papillae.  Snout  in  young  specimens  is  short  or  shortish  and  bluntly  pointed.  Of 
yountr  s[)ccimcns  \v«;  notice  that  in  sonic  of  them  the  snout  is  a  little  longer  tlian 
others  and  the  scutes  arc  lesser,  while  in  others  the  snout  is  a  little  broader  at  its 
base  and  shortish  with  blunt  point.  The  aperture  of  the  nuMith  is  even  with  the 
distance  of  the  mouth  and  the  barbels,  and  ii  times  in  the  rostrum  before  the 
barbels.  This  difference  anions  the  sanu-  spe  cies  may  possibly  be-  a  sexual  o【u; 
which  could  not  he  determined  at  the  timo.  I  rrscrvc  tin.'  final  (ItrU-rmination 
until a  further  examination  can  be  made  of  both  sexes  in  fresh  fish. 

Anotlicr  sturgeon,  .1  sin^lu  specimen  contained  in  the  nnistnni.  scctns  to  bo 
quite  a  clitTcreiit  fish,  of  which  I  sli  ill  hope  to  have  another  opportunity  to  clcscribc, 
wlicii I  have 1" り iv  s;Kcimo!is  to  compare  with  it.  - 

'I'lu-  tabular  accounts  of  the  spi-cics  nrr  as  follow  : 

Note  ： 一- 

( i )  and  (2),  the  figures  with  the  plus  marks  between  show  that  the  next  figures  arc 
the  nunibcr  of  an  unossificd  dcrni;il (»a  pi  I la,  ami  those  with  tin-  same  mark 
before  or  afn-r  or  the  plus  alf>nc.  show  that  there  is  present  ； m  inqK-rfrct 
plate  or  t\\  <>. 

(3),  t，'<'  spines  arc  indiscernible. 
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The  specimens  in  the  tabic  are  grouped  into  A,  H, IV  and  C  according 
to  the  sizes  and  their  probable  age.  The  sj>ccimons  in  the  group  A  arc  tio 
older  than  two  months  except  the  last  one  which  is  the  second  year, 
while  those  in li  and  H'  groups  are  possibly  in  the  tliirtl  yt-ar.  Those  in 
the  group  C  being  matured  and  perhaps  the  largest. 

I  beg  here  to  express  my  best  thanks  to  Prof.  S.  Hatta  of  the  College 
of  Agriculture,  the  Tohoku  Imperial  University,  Sappro,  for  his  kind 
advice  and  courtesy. 

Sapporo,  August.  1907. 
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襪  耍 

毎年 七 八月の 頃に 至れば、 礼 幌ル负 ^場に チ， ゥザメ あ " 其 
大 ^= 一尺 二 三寸 以上一 尺 七 八寸の もの 多し、 其 體色は 背部 は 灰^ 

は 淡^色に して、 腹部 は 無色な り、 之れ 即ち 幼魚な り 0 冬期 
に れば五 尺 以上 五 尺八 寸 位の 老成 魚 あら、 皆 天鹽川 或は 石 狩 川 に 
て 獲す る ものな りと 云 ふ o 本 舉附展 博物館に 老成 负を剝 製して 
條 ^M- あ る もの 三 尾 あ 6、  I ^一足 は 雌 魚に して 其 形 狀は巾 分な く 保 
《ト ^^れ あに 又フ ヲマタ ン 液に 貯藏 しあ る檁本 少なからず. 其大 

3    ^^寸 五六 分の 初年 生 Ä よ 6 —  尺 七 八寸の 三年 魚 多 救な bo 

此の^ 通なる チ， ゥ ザ ーメは 何れの 種なる べき か を 知らん と て、 
一 ^^ぼ 細に rrif し而 して^ 會に 就て 考察せ り o  ' 

歐 米の 魚舉 者が 本邦 產 チ， ク ザメ に 就て；! 已述 したる ものに 二 
^あに-; It  — は ヒル ゲン ドル プ氏か 初て 記述した る s 力 ドチ， ゥサ •  メ 
(Asijx-nccr  mikadoi,  Hilgendorf;  5 こして、 次 は ジ 'ル々 •  、ノ 及， ふ ィ グー 兩 
ft が 相 州 ミ械產 の 一尾に 就て 鈀 载 したる キク チ チ ，ゥザ メ  （A.  kikuchii, 

J°rilan  &  ^>'&'り な "而 して 此ニ  ßfi 類お 類別す る特微 は、 ff 雜及锊 鮪 * 
のお 短と * 硬 鱗の 數、 殊に 左右 兩 側の 鱗 數の 增减を 以て^ 別し、 
其 他 は 大^小異な も 0 

又 本邦 產の此 二  fgfö に 近似した る もの なきやと 云 ふに、 露 西 
亞" 產 "I ると ぶふ 八. güldcnstüdtii,  Brandt は、 ギ ユン キル 目錄に 依れ 
ば、 以上 述べた る特微 と較々 桕 勉 似し、 只 だ^ 形& 其吻狀 に 於て 
前の ニ^と 興 なれ り。  ' 

前に 述 へたる 老幼 多 數の檁 本に 就て 筲驗 する に、 铋條數 及^ 
圾に縱 走せ る 五 列の 硬 鳞數、 又は 前面 吻 部の ß 短に 少しの 差^ あ 
る は^のく K 船に^ り、 又は 個 ffg にても 之れ あ い 別^ 叁 照ら 而 して 
幼' 形吻狀 も、 乾 製 標本に 於て はおし く 縮少す る を 免れず 0 

签 し Tjl$ ザ *  m  k  n. 別 す る に 以上の 點 を J- ：耍 とし、 少 くも j な 
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—とせ る 絡 條及硬 解の 數に差 興 あ る を 免れず とすれば、 北海道^ 
通の チ， ゥザメ は 其 絡 條及硬 麟數に 於て、 ミカ ドチ 《■ ゥザメ 及 キクチ 

チノ j ザ メ に 相 近し と雖 も、 其 i?a 形 及 吻狀に 於て は 寧ろ^ 西 亞產ん 

-üldcnstädtii にぎ I 似す。 即ち 赏 地に ^通なる もの は、 吻端 |i  4r  U  く 
少しく 長く して 前述 二 棟の 如くなら ず、 剁製 保存の 老成 雌 魚に 於 
て^ ほ 然ら、 前 二 撖 は 其の 記載に 依れば、 吻端短 形に して 尖れ 6 
とせり、 然るにお 西 亞產の もの は 《S. ての 記載に 吻 媳圆 狀 なりと 云 
ふ、 故に 赏地通 普の もの は 露 西亞產 のん güldcnstädtii に 相 同し と考 

定 せん と す o 

別に 又 S 年生 位の 標本に て、 吻端 少しく 長く 伸 出し、 硬 眯 の 
數 も^に 少 きもの あれと も、 此差は 同種^ 中 或は 雌雄に 依り 生す 
る ものな らん か、 玆に 疑お 存 して 後の 確定 をれ-つ。 又 別に 18 長 一 

尺 三寸 位、 吻狀前 ®ia と 全然 界 Di    S し、 囬 形に して 甚だ^く、 硬 

鳞又 粗大、 一見 他と 別なる もの あ 6o 猶 ほ多數 同一 神-の もの を 得 
て^ 杏の 上 之 を 記載すべし o 


明治 四十 年 凡 月       大 瀧圭. 之 介 
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大瀧圭 之 介 

ST1CKLE-BACKS  OF  JAPAN. 

BY 

K.  Ota Ki. 

The  materials  at  hand  are  represented  from  Sapporo  and  its  vicinitity  in  the 
island  of  ]  [okkaido,  from  Gifu,  Mino  Province,  and  Tamagawa  near  Tokyo.  Of 
these  specimens  the  variations  of  a  species  in  its  form,  lateral  armature,  and  coloura- 
tion in  the  case  of  Lrastcrostcus  catap/tracttts,  arc  considered  to  be  due  to  the 
ilifTcrcnces  of  seasons  and  changes  of  environment.  Now  that  it  is  impossible,  after 
careful  examination,  to  satisfactorily  separate  the  varied  examples  in  the  lateral 
armature,  which  is  in  some  fully,  in  some,  partly  mailed,  this  family  of  Japan  falls 
into  two  genera  and  four  species  with  a  new  one. 

A.  6a8terost«u8  (Togcuo). 

Three  spinecl  stick lc-back.  The  free  spines  three,  the  third  spine  preceding 
the  dorsal  fin  ；  gill  openings  restricted  and  united  mesial ly  to  the  isthmus  ；  sides  of 
the  body  partly  mailed. 

Gasterosteus  cataphractus,  Pall. 

A  small  stickle-back,  the  size  of  which  exceeds  no  more  than  5^  cm.  The 
distribution  ranges  extensively  throughout  Japan. 

D.  II  — 1 一，    A.  I.  7-9(10).    P.  I,  I. 
10-12  ノ、  ノ 

Body  fusiform,  slightly  compressed  ；  caudal  peduncle  not  compressed.  Head 
rather  small  and  pointed,  still  smaller  in  fcma に' ； mouth  oblique,  maxillarics  hardly 
reach  the  eye.  The  ventral  pubic  plates  lanceolate,  its  greatest  width  1 3  in  its 
lenj^th  which  equals  the  distance  from  the  tip  of  snout  to  the  post  margin  of  pupil;  the 
upper  shoulder  processes  reach  furtlu-r  beyond  the  upper  base  of  the  pectoral  fin. 
The  free  spines  laterally  separated,  long  and  stoutish,  length  equalling  the  snout. 
They  arc  supported  by  membra nu,  but  each  is  iu)t  continuous  to  the  other  ；  the- 

[Tranf.  Sap.  Nat.  Hist.  Soc  Vol.  II.,  1907.] 
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third  and  the  anal  are  short  and  curved,  the  length  being  the  same  or  one  third  of 
the  free  spines  ；  the  ventral  spine  long,  and  its  length  equalling  the  snout  and  the 
pupil ； it  has  a  basal  cusp,  followed  by  a  soft  ray.  The  lateral  armature  above 
the  pectorals  ；  they  arc  of  six  oblong  plates  which  anteriorly  diminish  their  size  ；  no 
keel  on  the  caudal  peduncle.  The  colouration  bromvish  or  bluish  dark  above,  pale 
below  aiul  mottled.  The  vernacular  name  is  it  ("to  from  the  stria  tion  of  the  lateral 
armature  giving  it  the  appearance  of  a  skein  of  thread. 

B.  Pyg08teus. 

Many  spined  stickle-backs.  The  spines  more  than  nine.  The  body  naked 
or  partly  mailed.  Gill  openings  confluent  with  a  fold  of  gill  membrane  across 
the  isthumus. 

1.  Body  slender  with  a  rather  Ioiir  caudal  iKtlunclc  ；  free  spines  nine,  long  and 
divergent.  Py^osUus  stiri'idafhm'ri. 

2.  Body  inik-cd  and  not  slender,  with  a  rather  long  caudal  peduncle  ；  free  spines 
nine,  short  and  divergent.  Pygosieus  birvispinosus.  n.  sp. 

3.  Body  thicker  ；  free  spines  eleven,  short.         Pygostius  inidecinmlu. 

Pygostais  shindachneri,  Jordan  &  Snyder. 

A  long  spined  stick に' back  with  a  slender  body.  The  specimens  from 
Reblin,  an  islet  on  the  north-eastern  coast  of  Hokkaido.  They  are  compressed 
with  a  depressed  caudal  peduncle. 

The  largest  specimens  are  7  cm  long. 

D.  IX,  (VIII  rarely)  10-11  (occasionally  ij  or  12).    A.  I, 10- 1 1  (S  or  9),  V. 10. 

Height  in  the  length  ；  in  male  the  length  is  :i little  longer  and  slender 
with  «1  pointed  snout;  ilc))th  6^.  丁 I、 し' diameter  of  eye  equals  snout  or  slightly  longer, 
it  is  3i  iti head  ；  the  interorbital  space  \  in  eye  ；  the  maxillarics  arc  far  from 
reaching  the  anterior  margin  of  eye,  but  reaching  nearly  below  the  narc.  The  dor- 
sal spinos  divergent  and  without  the  supporting  nn-nibrane  ；  they  arc  folded  alter- 
nately when  depressed,  and  the  lengths  are  all  equal;  ventral  spines  long,  the  length 
(.'quailing  the  snout  and  the  pupil  of  eye,  the  lateral  serrature  weak  and  without 
cusp  ；  the  length  of  the  jK-ctoral  fin  equals  the  snout  and  oyo  together.  The  Ventral 
pubic  plates  lanceolate,  reaching  the  front  margin  of  the  vent.  The  armature  small 
and  continuous  to  the  caudal  base,  forniing  a  strong  keel  on  the  caudal  peduncle. 
The  ventral  fins  oppositt:  each  other.  The  fnsli  colour  is  dusky  greenish  pale 
above,  the  chc-jks  and  the  chin  colourless. 1 he  spawning  colour  of  sonic  sjK'cinicns 
from  Sapporo  is  very  dark  and  dusky. 

Such  Japanese  names,  concerning  the  sticklc-backs.  as  hariuo  or  haritoto 
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(nccdlo-fish)  and  harusaba  (spring  mackerel)  are  most  probably  the  old  dis- 
tinguishing names  for  this  species,  for  these  names  arc  casually  seen  in  the  literature 
describing  local  finny  creatures.  The  range  of  distribution  is  extensive  in  Jajxin, 
abounding  northward,  and  especially  so  in  the  island  of  Hokkaido. 

Py^osteus  bn~inspinosus,  Otaki,  n.  sp. 
D. IX. 【し A.  I,  11  (9),    P.  10. 

Head  4  ；  depth  5  in  the  length  or  \\  in  head  ；  snout  4  in  head.  Diameter  of 
eye  equals  the  snout  or  3  J  times  in  the  head  ；  the  interorbital  space  equals  the 
snout ;  mouth  oblique,  the  lower  jaw  not  perpendicular  as  to  give  the  chin  angular 
appearance  as  it  is  in  the  P.  steindach ntri.  The  maxillaries  short,  barely  reaching 
the  under  margin  of  the  nostril.  The  dorsal  spines  much  shorter  than  those  of  the 
former  species,  they  arc  supported  by  a  membrane  ；  the  length  of  them  is  two-thirds 
of  the  diameter  of  the  eyes,  tlic  last  is  curved  and  longer,  the  length  equalling  the 
snout,  and  also  the  anal  spine.  The  ventral  spine  long  and  laterally  serrated, 
with  a  weak  soft  ray  following,  its  length  equals  the  distance  from  the  tip  of  snout 
to  the  anterior  margin  of  pupil. Tli じ bases  of  the  dorsal  and  anal  fins  equal,  and 
they  arc  opposite  each  other.  】V>dy  rather  slender,  devoid  of  the  lateral  armature 
except  those  of  5  or  6  small  ones  forming  a  keel  on  the  caudal  peduncle.  The 
ventral  pubic  plates  lanceolate,  the  length  sliortcr  and  width  narrower  than  those 
of  P.  stcindaehneri,  and  the  former  is  three  times  the  latter  ；  the  lateral  pubic  plate 
shorter  and  cuniform.  The  fresli  colour  yellowish  jxdc  green  and  dusky  above,  the 
belly,  chin,  and  ventral  fins  colourless,  in  spawning  specimens  the  entire  body,  fins 
and  all,  dusky  or  dusky  black. 

This  species  is  .1 small  darting  fellow  living  in  small  streams  in  Sapjwro, 
running  from  cold  springs,  where  tlic  bottom  is  fine  muddy  sand  and  full  of  swamp 
weeds.  The  largest  size  of  the  specimens  \vc  have  taken  is  5  or  ^\  cm  long. 
From  the  same  stream  a  number  of  P.  stcinJachncri  were  taken. 

Pygostcus  utuhcimalis,  Jorck-n  &  Starks. 

Body  elongated  and  thick,  and  completely  smooth  except  narrow  plates  on  the 
caudal  ix?dunclc,  forming  a  keol.  The  ventral  pubic  plates  absent  or  insignificantly 
small. 

1). XI, 10-11  (rarely  Xia-i 1),    A.  I,  9-10,  I'.  10. 

Head  obtuse  with  a  shortish  snout  ；  its  length  4  or  scarcely  4  in  the  case  of 
female  ；  depth  5  or  less  ；  eye  comparatively  small,  its  diameter  being  35-4  in  the 
head  or  the  same  with  snout.    The  maxillaries  barely  reach  the  eye.    The  dorsal 


Digitized  by  Google 


88 


人- m~n 本の ト ゲゥチ 


spines  arc  all  equal,  and  thty  arc  thick  and  short,  the  last  one  slightly  curved  and 
longer  ；  the  anal  spine  same  with  the  former  and  its  length  twice  in  the  snout  ；  the 
ventral  spin し' simple  and  short,  but  a little  longer  than  the  last  dorsal  spine.  The 
colouration  in  fresh  is  uniformly  greenish  olive  above,  silvcrly  pale  below,  but  in 
the  spawning  season  the  entire  body,  fins  and  all,  very  dusky  with  some  darker 
punctunitions  ("1 the  sides. 


摘  耍 

此の 科に ^ する 種 in に 就て は、 已に理 學士宍 戸一郎 氏の 詳し 

さ 8B^ 明治 二十 三年 三月の 勒物學 雑誌) あ !>。 又 岐^ 市 附近に 產す 

る Gasterostcus  aculactus の^ ^ 法に 就て は、 教授 八 田 三 郎氏カ 5 なされ 

たる 《驗 の 鈀^ (明治 廿四年 動物 學雜 お） も あり 0 其 後 Jordan  ami 
Snyder 兩 氏の 報^ (米國 博物^ 報 第廿五 港) 出て 世に 堺 く 知れ S に 其 

の 種類 も 三: 钝 類 となせ も。 而 して Gasterostcus の內 三本 背眯の もの 
は、 其 ffg 側に ある 辚 甲の 全 體 に あると 否らざる とに 依らて E 別せ 
る もの 多し o 然し 其の 扣^ は產 地と 期 節 又は 老幼の^ に 因りて な 

るお 以て、 Dr.  Günther 又 は 1ヒ Day 等 は. 右の 扣速は 之 を 別種と な 
すの 惯 姐 なしと？ 《J 定 せり。 而 してり r.  Jordan は U 本の 三本 ^ 棘の も 

の Gasterostcus  cataphractus  —種お ぉ载し 》 其 舞の 二種 1： Pygosteus 鳩 
となせ 6。 

而 して 幸に 本校 所 战搏 物^に 此 科の 標本 を 鬼 集し あ b、 又 常 
g 本 ゆ ゆ 4: の 採集した る もの、 或; は礼幌 附近 を 沫る ゝ^ 水の 小 * 
にて 採 ife したる^ 本 5： 比^お だな したれば、 ； ！ぉ 槪耍 を^さん。 
(一） S 本 背棘ノ モノ  o 

Gasterosteus  cataphractus,  Pall. 

^妹 三本 あ り、 内 二 本 は 各々 離隔して 立ち、 55 三の一 木 は 
ff も 5 ン） 前面に 接近 して あ " ^M1 は 胸蝤の 後^に 五 枚 乃至 六 枚 
あるの みに して、 其 他 は 皆 裸なら。 足 筒 は 四 く 短 かし o 龍と 
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Tfif の 鮪 條の數 は 一定なら ざる も 、^に は 十本 I： 普通と し、 十二 
本までの 相 通 あり、 乙に て 八本 5： 讶通 とし、 九 本 又は 稀に 十本 
ある もの あ 6o 睐は 皆其兩 側に 鋸齒狀 5： なし、 腹 蛾の 睐は ^  く 
して 其 後に 不完全なる一 刺 を 具へ、 鳍 83 を 以て 前者と 連接す o  fiS 

色は脔 色 ir^ ひたる 暗祸 色な" 腹部 は 色 淡し 0 體側 より 股に 
歪 形 斑 文 あり。 ^の大 さは 五 乃至 五 半セメ はして 小な 6。 卵 は 
大 にして 直徑三 ミメぁ り、 橙贲色 を^ ふ。 

產地 は^ iß の岐/ «I 及武 蔵の 玉 川な bo 後 他の 標本 は 告な前 
地の 產ょ 6 は 较 * 小形な b。   Dr.  Günther 著英凼 博物 砣 出版 魚類 

目 錄 g 巳 1 の uastcrostcus  aculacttis,  var  ^ymnurus, し. HP 仁本铺 职' なる 
ベ し o 

(=) 背 较九本 以上 ク 種類 

ィ 、 Pyg08teas  Steindachneri  Jordan  &  Snyder. 

胴 ffi は侧扁 延長に して の 形状に 似たり 0 足^も 又 細 

長に して^^も 太から ず o 體 は 平浒、 裸に して 軍た 微小なる 鱗 甲 

體 惻に縱 列一 行に あるの み、 其 後部 は 足 根に 於て 梁 狀降起 J: 形 

成す、 爲 めに 細き 尾 筒 は ß 平の 状 5: せ-す。 背铼は 九 本 あに ^ 
铀 ^にして 交互に 左右 外方に 向 ふ、 之 お 蠱 めば 又 ff  ifif 正 中 に 收 
まる、 腹 铋の眯 は 殊に 長し。 腹 面の 耻骨板 は 細長に して 釗狀な 

り、 共 尖 端 は 肛門 綠に 及ぶ、 側面に あ る 左右 耻骨は 又 ß 铕! ni 形に 
して、 ^上部 は 細 く  、胸^ よ b  A し o 足餓は Ä: 後錄义 状な "然 し 
老魚 にて は &I1 し、 蓋 し 此小免 は K 性 活攒に し て 水屮^ の^  I： 游泳 
する こと 活 港に. 或は 又^ 內 に 出 人す る^よ b  ö 然應 失し て漸 
*  M 緣 となち たる ものな らん c  色 は 谈荧綠 にして 微小なる^ 
點密に 散在す、 其^^の 場所 は爲 に^^の 如し 0  HS  ,',1; は 色 淡く、 

胸 類の 郃は 無色な り。 產卵期 節に 至れば sä の 全 rnsi お 色と なり、 又 

殆と 暗黑 となる 0 

標本の 産地 は 礼 幌及蹬 文);.' パ こして. 繚文^ の產 地よ り 採ら 
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go  大 龍 一日 本の ト ゲゥチ 

わるもの 七 尾と も 七 セメぁ り て、 體色 は仝體 淡な に札幌 はは 此 
揷 類^も 普通な ら、^ 大 さは 平均 前產 地の ものよ り は 小さ く、 五 

セ メの もの 當 標本 屮 ü 大な be 

北陸地方 に て ハ ^ f 、 力 ヮサパ と稱 する 此^の 魚 は 多分 

本 H! なるべし。 

V、   Pygosteus  brevispinosus,  n.  sp. 

木^の 外觀は （ィ ） と レ、） の 中 HD  ： こして 部 は （ハ） に 酷似 して 吻 

端 鈍な " 化 部 は （ィ） の 如 く 細 ß な bo 而 して ^睐 短' 卜に し て 九 
本 あ も、 K 雔の眯 は^た *ß し o  19 は 平滑に して 其 形 は 坊錢狀 な 
り、 尾^に は 軟弱 細 小の 鱗 甲 あみて 微かに ％ 狀 をな す o 货 棟の 
ß  3 锊巧大 にして 哏桠 の 三分 二 あり、 最後の一 本と^ 雔の 前に 
ある 棘 は 稍々 U  く 少しく^ 曲す o 股^ 條 は後逮 不全な り、 細畏 
にして 兩侧 鋸齒狀 を なす 腹眯 と^ 胶 にて 連結す、 背^ 兩鰭は 相 

對 立し Ä 長さ 等^に して 各 九 本の^ 條 あり o 腹 而の釗 状 をな す 

耻骨板 は （ィ） の 種類の ものよ り 短 狭な に 又 其の 左右 兩 側に あ る 
もの は桉狀 をな して 短 かく  （ィ） レ、） の兩 極と 異なる0 今此 節お 

brevispinosus と 新しく 名 づけん とす o  S 色 は淡揭 成 は谈綠 色に し 
て、 微細の 黑點 全般に 钟く 散在す、 產卵 期に 於て は 雄 负 の 《8 色 
は 色 i'  '*\ す o 

礼 榥の淸 水の 流る、 小 W に 多く、 （ィ M と 同流に 生存す c 其 

f5  U は 五セメ 半の もの ^ 人 な b  o 

( ハ、 Pvgostecs  undecimalis,  Jordan  &  Storks» 

吻端 鈍に し て. 體狀は 延^: し、 お k'K さ、 稱 た 尾 H の兩 側に 
細 小 の も の 五六 個 梁 状 をな してび し、 ffS の 仝^ は 平^な り 0  fx 
に 孤立せ る眯は 十— 木 あり、 较ク 太く して 長から ず、 肢を被 ふる 
ff 鰭の W に あ る 一本 は. 少 しくに く して WlHl し、 腹餘 の^ 棘と 
1,1] し o  n  ^  ft'  ^力 棘 は 各^ 十' 仁 あり、 稀に 九 本 或は 十一 本 ある 
も あに 股而 の 耻 'it  W は. 微 小 ：： して、 或は 皮下に ありて 化へ ざ 
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る もの あに 體色は 普く 淡綠 色に して 腹部 稍々 銀白色 を带 ぶ、 產 
卵 期に 於け る 雄 魚の 色 は 全部 暗黑色 に^ず O 

此の^も 又 札 榥及其 附近の 小 流に 少な か らず 0 其 蹬長 は 五 
セメ よ り 七 セメ半 fcAi 大 とす 0 
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三. セ 勉 


ON  THE  DISTRIBUTION  OF  FOREST  TREES 
IN  KARAFUTO  (SAGHALIN). 

BY 

TSUTOME  MlVAKE,  No^akns/ii. 

 -KM-  

榫 太の 植物に 就きて は、 にシ ユミ， ト 氏の 公に せられし もの 

あ も て、 陸上 植物の 種 額 及び 其 分布に 就き ての 鈀載 詳細 5: 極め、 又 

榭 に 就き て は マキシ モ ゥ-チ 氏 の I'riniitiae  Florae  Amurcnsis 中に 略 gß 
せらる、 ありと 雄 も、 未た' 本邦に 於て は 其糨類 分布 等に 就き 記載 
せる もの ある を 知らず、 唯、 L 蝶 夷 草木 0 說"！ 中に 桦太 植物の 記る さ 
れ たる もの は ある は、 赏て 白 并理學 土の 束 京 植物 舉雜ぉ 上に 鈀 せら 
れ たるが 如し。 B 露 戰爭の 結果、 樺 太 南半 の 我 傾 土 は ßf する や， 
棵太 民政 署は同 ß 柘难開 後上、 其 埯物を 脚 杏すべき 必耍を 認 め、 理 
學 博士 宜鄯金 吾 氏に 其 調査 を!« 托し、 予亦其 铺助を 命ぜら る o 乃 

ち 明治 三十 九 年 七月 宜邾 博士 は IS 學士 宮^ 鐵夫氏 I： 伴 はれ、 同 fö 
来 西 沿岸に 就き、 海藻 及び 陸上 植物の 讕 杏に 從 事せられ， 或 I よ； *： 
北 テダぺ ニヤ 半 おに、 或は 南方 シ レトロ、  _ ノト" の兩半 に、 或 
は 北して 西海^ ビ レオ、 ァ モべシ 等の 國境 附近に 採^ を试み られ、 
二 箇月の 間 沿 は: 各地に 於け る 植物の^ 類、 及び 其 分布に 就き 執し 

く^ 杏 せらる 、所 ありたり o 宮都 博士の 卿^に 從 事せ ら るるに 先 

つ こ とー茵 月、 即ち ^年 六；！ 子 は阆 地に S  6 同年 十月 に 至る 五窗月 

ITran«.  Sap.  Nat.  Hist.  Soc.,  Vol.  II. ， 1907  ] 
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三 宅一 》  Jk« 林 物の 分布に tt さて 


HO ぉ方コ ノレ t コ フ0    メレ ャ 附近よ！） 十 イブ チ、 ススャ の 平 KU マ 

- ~ "   ―  ―  ―   ■■■■   一  ■  S  —  ■'  ：  .  -M 

ゥ么、 クスン ナイ の 西海岸、 及び 來海 ゆ の 屮邡一 帶、 タラ イカ、 

ダ P 十ィ 川 附近、 及び^ 境 中央部に 採 S  5： ,ば みしが、 枬ほ， 来^ 
奄の地 ある を 以て、 禅 -iclfö よ 6  ig び 調 杏 5： 命ぜられ、 レ i] 四十 年 五 
S より 十； 1 に 至る 六 ケ B 問、 W  Ü の 山^ 及び 西 海 }\：  一^に 就き 採 
^を 钹 行せ しも、 倂ほ瀾 ^を 完轱 する 能 はぎりき c 三十 九 年度 31 

せに かかる もの は， et に桦太 民政^よ 6 楝太 祯 物^ ?e 槪 報と 題し 

公に せらろ ると 乙ろ あ （>  c     W 十 年度に 於け る もの は旣に 同 Ifö に 

出せ 60 今玆に 其^^の一 部. 森林 植物の 分布に 就き 略 iE せんと 

する も、 末た' 跻破 せざる 地 多ければ 不明の 點少 からず 0 マキシ モ 
ク， チ氏 及び シュ I 卜 氏^の せ を參 おし 之 を 蒲 ひしと 雖 も、^ ほ不 

備の點 は 勿論、 恐らく は^^ある をお か れ ず o    ^杏 ^結の 後 を ^ 

ちて 訂正せ ひ 乙と i: 期す。 

榨- 太 所產淼 林樹種 は總計 八十  一 fiK 未た' 採^せざる もの 及び ゆ 
名 不明の もの を 除去せ し を 以て、 拊ほ 四 五^の 增 加お 来すべし） に 

して、 針葉^ 八楝 * 洇萊扮 七十 三 ？) なり。 而 して 内お 小 木の 
接. 敕は 三十 二な f> と す o 

^太 所產 針^樹 種屮、 特に^ 意すべき m- 耍な る もの： こして 各 
地に 主なる 林桕を 構成せ る もの は 數 に 於て 多から ず 。即ち、 タ— ィ_. 

マ」'、 ェゾマ ッ、 ト ド マツ の 三 M とす 而 して 予 _ ゾ_ マク、 ト_ ドマプ 
の 林 は 山! &屮股 以下に ぶ く、  K 他 到る^ 之 i' 兌ざる i となし o 
マツ は 前者と Ä なに 主として^ 地に 生^し、 西 海 ゆの 大部 * 
及び ノ ト d 半^お 除く の 外、 隨 所に^ 化して 純 林 を 形成す O ビ 
ャ ク シン^ は 主 に 海な: の 砂礫 地、 ぶ 石. h 並 に 内 地 森林 内に 於て 初 
^狀 を なして 繁茂し、 はさ 三尺 を 超 ゆる ものな し。 イチ ヰ は iff お; 

Ü 方 に 於て は 稍 大形なる もの を 認む ると 雖 も、 北方に 進 ひに 從 CA 

】t:  A さ を 瘌减 し、 逑に^ 木の狀 態 を- S する に卡 る。 化し、 其大な 

る ものに 至 （） て も ^ さ 丈 ゆ れ徑尺 に^する もの は^めて 稀な り o 
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其 分布 K 域 5： 兑 る に 西海^ に 於て は^く 國境 附近に 到る と雖も * 朿 
海 ゆ にて は マ クン コ タン 以北 に 生育せ る もの あるお 见ず。 而 して 
中央 以南の 地に 於て は 他榭の fill に 介在す る を 常と す。 次に ハ ヒマタ 
は 杏 通 山岳の^ 所に 生ずる もの なれ ども マス ュ、 シ ラ ラ 力， ドブ キー 
附近に て は 海岸に 盛に 繁茂し、 大泊 附近に 於て は 海 ゆよ &內 地に 
入る こと一 退 内外の 地 に^ず。 は 他 北方 ッン ド―ラ 地方に て は 處 ❖ 

に SHkL、 西海岸に 於ても 內 地に 入る こと 約 二 里に して 此樹 を 認 
むる 乙 と を 得 。更に 山^に 至 i> て は 始んど 常に 存在す る ものな ') O 

如 期て、 -ヒ： r  ？ の 分布 は咴 しと 雖も * 經脾 的に 觀柊 すると さは *  m 

森林 樹^ 巾惯 üft ある ものと して 認 む る こと 能 はさ' る ものな bo 

^に 同 涠葉榭 ft を檢 する に、 ^木 二十] 1» 小 木 八 n、 滟木四 

十一 H、   ^木 四 f»T! あ 6 て 各 返に 散 生し. 未た' 純 林 或は 兩三 極よ 6 

なれ る泯沿 林の 存在せ る を はず。 只往 <r シ ラカン ハ* の 針萊榭 林間 

に 群生す る もの、 並に 力 ラフト カシハ の 他榭を öd ぜ ざる もの あ 《» 
と雖 も. 其 i&HA^ だ大 ならず して 未だ 容易に 純 林と 稱 する こと 能 
はざる ものな り。 而 して _ド丄 は 北方 谷地の 河 川に 沿 ふて 帶！： なし 
て 生育す る を If; どす る も 深く 内地 に 人 ら ず。 佝 ほ 西海岸 の^ 部濶 
葉 榭に贫 める 地 方 ；こ 於 て は， 濶^ 榭の 海;? -に 近き 傾斜 地 に 群生せ 
る もの ある も、 ^に 多少の 針^ 榭 Jriß 生し、 純然たる 溷葉榭 林と 
稱 する こと を 得ず、 只 僅に 山地に 於て 針^^ 林 將に其 跡 を 絶たん 
とす ä の處. ェゾ ダケ カン パ の大榭 群生 し、 此^に 瀾^ 榭^ を 形 
成す るに 通ぎ さるな り o 

今、 各 榭 f 屯の 分布 を 略記 せん に、 トしロ は 好ん て 河川 の 流域に 生 
育し、 北部 地方に 數 多く-お 部に 於て 少なし、 是れ 或は 化 時 土人 
の 伐採せ るか、 又は 山 火の ß めに 烧 失せる かに ほ W する ものなる 
べき 力 ね 柳 Mj も 亦 各地 i" 了 川 沿 ゆ卑 Ü の 地に 多く 生 宵し、 ナ 力 *  '、♦ ャ - 
土 ヹのー 糨の外 は、 維て 小 木に して 特に？ 7- する に 足らざる ものな 
bo 而 して ャ マナ ラシ は 前^と 異なり， 多く 乾燥地お 好み 【口】 ^ 各 
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所に 散 生す。 ェヅ ダケ カンパ はシラ カンパと 共に 平野 に 浞 生し， 或 
は 山地 針葉樹の 盡 きたる 處に 大樹 多く、 低山脉 の山蝤 は 凡て 之 を 
以て 被 はるる こと^に 目眯 する 處 なに 而 して ノ、 ヒマヅ の 生育 符 
に 入れば ぎ f 次 矮小 とな に 遂に 全く 见る能 はざる に 至る。 ハン ノーキ 
類 は 一般に 河 邊 及び 濕地を 好みて 生育し * 北海道に 於て ャ_1 パ' _ン 
丄キの 繁茂 すべさ 地勢の 箇所に 於ても、 榫 太に 於て は 其 影 を も認. 
むる こと 能 はずして、 北海道 は 於て 山地に^ ずる を 常と する W 
マ" ンノキ な もて 之に 代 &て生 宵す。 ミ ャ"' ンノ キ も 亦 海饬ょ 

!> 內地隨 所 に 生 じ、 商 山 に ザ- b て ハ t マ ッ ^に 入 も 漸次 矮小と な 
る c 次 に ァ丄 ダ，、 ^ダ モは專 ら 肥沃に して 稍^ 潤なる や-野 》 並 
に 河;;': にて^ 風に^^ せられざる 地 を 好 み、 | な さ 數丈直 筏 三尺に 
ザ. る もの 敢て 少なし とせず。 特に H ザ モは西 海 トマ: の 河 谷 肥沃な 
る 地に 多く、 マ^^ 以南に 於て は 沿岸の 草 W 地に、 他の 泗萊榭 と 
泯生 する！： 'お とす o セン _しキ 、 ャやザ クラ は此 等の 地方に 於て 

沿 ひ に 群 . せ しあら て、 海 馬 ß 及び ヱ __ゥ 力 以南の 地 に せず る キ ハダ 
及び ^土 等 は 加 ふる と き はお 方濶 ^樹^の 大部 を 占む る ものな 《>0 
而 して 此 等の 榭 は^^ン 亡ィ 以北、 及び n ヮ 齊內、 來海ゆ 等 
の 何れの 地 於ても 生 Y? 'せる もの ある を 見ず。 

以上 Uli せる 返 を 以て 榨 太の 平地に 於け る淼林 植物^ を 察する 
に， 大別して 三 S とする！: 得べき 力た 即ち一 はヱゥ ^ 附近 を 中心 
とせる 南方 濶葉榭 ^にして さン ノーキ、 キー^:、  ^だ 丄，$ は-其 
の 代^お なるべく、  二 は 仝 の 大部お 占む るュゾ マツ、 ト ド マ 、，- 
の/ k ずる 針^^^ にして， 海^よ &起！ i て山繳 の 中腹に 至る もの、 
三 は グイ マツの 占む る 所に して^ 潤 針萊榭 ^と も稱 すべき ^ 分 に 

して、 ^お 多く 生^し 北方 國境 附近に^る c 

更に 山地に 就' て 之 を ほる に 其 樹木の^ 育の 状態 及び 其 铋 m に 
よ 6 て 垂直 的に 大約 五^と なす を 得べき か。 即ち^  一 * 下 府濶龙 

mm. お 二. 針^樹，， ^三、 上 w 泐 お^. お 四、：^ マ」 帯、 
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^ 五、 ^山 草原^の 了 Ü となす s 

第一^ は 山 饨溪谷 多^ 地に して、 湖 葉榭 其多數 5: 占め 針^ 
樹其 問に 介在す. ハン ノキ、 ォカ * ラメ、， ナ、 ャ_ナ —ギ、 ィ タヤ、 ドロ、 

- '-. -—- 卜一 --- --—   ■  ■  ■  ~  ■ 國 .  V   

ァカダ -モ 等是が 代 ^ 者た り o 第二^ は t ト^ゾ ノ、 ュゾ マツの 港 

林 を 以て 形成 せられき ュゾ ダケ 力 ンハ， を 以て 代 农 せら る O 笫三^ 

上 » 濶萊 榭帶に 移る >  此^に 於け るェゾ ダケ カンパ は 直 徑尺賒 に 
至に 商さ數 丈に 及ぶ もの a た' 多く  、榭 下に は 矮小な るク P ウス ゴ, 

マ^ "ノ、 ♦ 、ン モ ッケ、 ミ―ャ マーナ ナカ マ―ド 、 ミヤ マハン ノ  — キ、 ォカ • —ラ— ハ* 十 

^の 《 生せ る を ^ ひ C 此^に 次で 第 四 帶ハヒ マッ^ 現 はる、 亡 

は 下方に 於て は ißi さ 丈舱に Ü する もの あ I と雖 も， 上 す 
るに 從 ひて 其お さ 化渐减 し， 遂に 地上に 佃钧 する に 至る。 是に於 
て 此^ は 'ぶ き 力 • ンカ ウラン、 チシマ ゼキシ ャゥ, ± ハ, 'ヒ ャク 

ナゲ、 チ 2/ マラタ キヤウ、 チ' ン マニン ジン、 チン マ ギ キヤ クま繁 

7 炎し、 所謂^ 五 商 山 草 tSfflfS: なす。 

以上; E する が 如き 諸^の 分類 は、 シュ ミ， ト氏 荖棵太 植物誌、 及 
び 昨年度 南邡榫 太 森林 調査^ 中^ f«f さ 山 に 於け る綢奄 等に Ä す 
る も 略 ほ 同一 の狀您 にして、 大過な きをれ？ ず c され ど 自ら 踏破し 
て 調 杏せ る 山 fi> 極めて 少なく、  R 僅に ス スャ、 ノタ サンの 一^、 ヌ 

' ' ~ ，■= ― - - --- —— =i.  - - - 

フ • リ ホ'、 ゥシ • "の諸 山に 過ぎず。 且つ 地勢、 山脉の 方向 並に 風位 
^の 異なる に從 つて 多少の^ 化！： 來すを 以て、 今 玆は槪 ifir せる も 
のと 雖も、 或は 全く 吻合せ ざる ものな き を》 せず. 斯の 如き は更 
に 將來の 調 杏 i: 待ちて 詳述す る 所 あらんと 欲す。 

« ほ ^樹^に 就き iE する 所 あらんと せし も、^^ 未た 完く  了ら 

さ る 5: 以て 之 を 略し、 唯； II： 主 もなる もの、 名稱を 鈀 し、 其 分布お 略 

gß し 之に 換へ たに 余^の 未た 採集せ ざる ものにして、 シュヅ ，ト 
氏掙太 植物誌に 揭 く' る もの は 之 を 加へ、 * お 附 して 分て 6。 
終 i こ ßg み， 本 稿 起 苺に I» し SÄ 博士の 懇洱な る 助言、 及び 伊藤 

誠 哉 氏の^々 なる 助力 を 與 へられ^る 厚: ®  謝す。 
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權太： ^林 植物 目錄 

A  List  of  Forest  Trees  in  Karafuto. 

I'am.   Taxaoeae.      ―  fi 科。 

1.  'Jnxus  cuspidata  Sieb,  ct  Zucc. オン コ， イチ ヰ， (Karamaiii.) 

西 海 T^v  m 內、 —ス \s_ 山 眤 及び 來海 ^ 南部に 生ず 0 

Farn.   Finaceae. 松 杉 科。 

2.  Larix  dahurica  Turc/..        グイ マ グ、 (Kui.) 

朿北 地方 ァ-  V  m I 勺 朿 部 方 而 m 地 に 多 し。 

3-    Pinn  njamnsis  l-'isch. ェ ヅ： マ ッ、 (Shungu.) 

ト »■ マ ク と 泯 生し 山ぬ 及 び m 地^ 除く の外隨 所に 多く 海 .ほ 

の 一部に も 生ぜ？) c 

*4-  die  hui  Mast. ァ カェゾ マツ、 

ク* ンーレ 氏 I ょチ ビザ-, , レ- ト 力に 於て 初めて 採^せられ 
し 事シュ £  ，卜氏 の^^ 太^ 物 誌に 兄 ゆ 0 

5.  A  bits  saclialiuciisis  Mast. ト、 * マ -、 ン , fVayoppu.) 

ェ / マ ッ と 生し て 到る ^に 生ぜ ö  o 

6.  Pinns  pumila  Pall.    メ、 ヒ  ー'*  — ッ、 （ヽ' i"niii.) 

山 in, し クン ド ラ"! 及 び M 風 に ^おせる 處 ^ に 诙く生 ず o 

7.  Jumfcrus  dahurica  l'all. ハヒ ビヤ クシ ン、 

齐 地海邊 或は. Ä 石 ム に ^して 生じ はさ 三尺 を 超へ ず。 
S.  Juni  per  us  tiana  W'illd. リ 'ンリ ビヤ ク シン、 (Airruiini.) 

齐地^ 林 巾 に 生じ HO 钩す。 

0.    Junpcrus  ioti/crtn  l'arl.         メ、 （：ネ ズ、 （Wittaui.) 

西 海 ゆ u  m 砂 地 に 生 じ ^ 钧 す。 

l'am.   Salicaceae.      ^ 柳 科 c 
10.    Populus  sum  coh  ns  l'iscli.        ]' o ャナ ギ、 

各 地 河 川 沿 岸 に 多く 生じ 北方に 至る に從 ひて 大樹 5: 產す o 
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1 1.  Po/'ulus  trcinuhx  I..       メ -コャ ナギ、 

各地 乾墚 地に 生ず、 其教 多から ず： >  • 

12.  Salix  Ciiprea  L.       メ、, ，コャ —十 ギ、 (Morcmani i,  (Mciicmani). 

ff 地 山地 に 生ず o 

1  3.    Sn/ix  opaca  AikU  is. ナ 力' ノ、 ♦ ャ ナ キ *、  (Susu.) 

河岸 随所に 生ず、 大榭^ し o 

14.  Saux  vuiuiitilis  I.. キヌ ャナ ギ、 (Su>ii.) 

各 地 河 n に 生 ず。 

l  'am.   Juglandaceae. 胡 桃 科 0 

15.  7ui;hnis  Sicbolditvux  Maxini..3 才-グ ノ レミ？ 

ナ ィ プ チ 川 ；； V  }!；： の 一 部 に 生 ず 極めて 少数な ！ >0 

1-am.   Betulaceae. 梅 木 科 0 

16.  !、>'.! alba し 'ン ラカン ハ-、 (Tatni).  (Tachn り. 

各 地 山 野 ；：. 生 ず。 
17-    Bctula  ErmMii  Cham. ェ' /ダケ カンパ， (Shiit.it.) 

各 地 山 地 に 生 ず c 

I.S'.     Bttula  J/i(/t/t  //(/ortfi/  Traut\-.  et  Mcy.  var.  commitnis  l'rautv. 

ボ P ナイ カン バ, (お 部 tUt 新 fill) 

^1      附 近 山 地 に 生 ず o  •  • 

Betitln  nana  L.  \  ar.  sibirica  LLtleb. ヒメ 力 ンハ •、    ( ^  h) 

北方 L ッ ン ド ラ 1 上に 生ず。 
20    Alnus  hirsttta  'l  ure/. ケャ マハン キ、 (lüiru-kini),  (Kini). 

各地 平野、 河 r,':^ 地 に 生ず o 

2  I     ノ i 〃〃/ぶ r' 〃-〃 /"  D し . V,"'.  w んん ん<?  Keg.        i ヤマハ ンノ キ, (Tetara-kim.) 

(Kini.) 

谷 ゆ に 生じ、 又 U 山 に 生 ず。 二  ^ ッ ^に 入 （>  ェゾ ダケ 力 
どパ、 ミヤ マナ、 カマド ゆ と ミ は 生 ず 0 

I'm".   Pagaceae.      '；& 斗 科つ 
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22.    Quentis  mongolica  ImscIi.         カラ フ ト カ^メ、，    （Tunn に) 

(お 部 ^士新 榊） 
海 ^ に t し、 朿海 n 中部 以北に 無し、 

2\.    fhn',x!"  i^fosswrmftm        ミ ；/ ナ ラ、 
前者に IS じ o 

Farn.   Ulmaceae. 檢 ff。 

24.    UltHUS  campest  its  L. ァカ— ダモ- (Karam'.) 

各地 平野 及び 河^の 沃地 に^し c  , 

25-    Ulmiu  inontatia  \\ Ith.  var.  lac  i  mat  a 1 rant  v.        ォ ヒ a クタ' -モ, (Atni.j 

(Ahliani.) 

各地 山! Pf に 生ず o 

l'ain.   Horaceae.      ^  H 

26.  Morus  alba  L.       ク メ、、    （Tattun に) 

海馬 及び 西 海 ゆの 南方一 部に 生ず. 

Fam.   Saxifragaceae. 虎 Jf 荩 科。 

27.  Hvdrauirta  paniculata  Sieb,  et  Zucc.        サ ビタ， ノ リ ノ キ、 (Kinntni.) 

南方 各地 森林 內； こ 生ず 0 

】''am.   Rosaceae.      ^ 徵 科。 

28.  Pirns  baccata  \..  var.  mauds hnrica  M a .\ in i . 力 ラフト ズミ、 

南方 各地に 見 ゆ 特に 河口 附近 及び 海 ゆに 生ず o 

29-    Sorbits  japonica  T.  I  Icclluiul. ナ、 力 マ ド, (Inaimini.) 

各地 に 生ず c 

ス ü.    morbus  sambucijoiia  lrautv.        ミヤ マナ、 力 マド、 

各地 山野 並に ® 山山 な（ に 生 ず c 

31.  Lratac^iis  san^miua  Tall.?        力 ラフト サ ンサ' シ'、 (Uhsliii.) 

VH%^±^\W\  i  aTnchuni.) 
各地 山 灯' に 生 ず c  • 

32.  Prunus  Moxiiuoxviczü  Kupr. ミ ャマ ヂク ラ、 シ ロザ ク―ラ 0 

ff 所 の 山地に 多し 0 
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33.  Pntnus  Psniiio-Cimsus  Lindl. ャマ ザク ラ、 (Karimbani.) 

西海岸 南部 沿海の 地に あ bo 

34.  Prunus  Pixdus  I.. ェゾノ ウー、 ミ プサ' ク— ラ. (Kikinni.) 

各所 河^の 地に ±  -To 

I'm  mis  Ssiori ドに Schni. シゥ リザ クラ、 (Shiiiri.) 

仝 ho 

Farn.   Rntacae. 芸 # 科 0 

36.    Phcllodcntiroii  amurensis  Rupr.        ^_ メ、 ダ、 (Shikci. に' be"i.) 
西海岸 南部 及 CX 海 島に 產す C 

1':"".  Celastraceae. 銜 矛 科。 

37-    Eioiiyiiius  (xlata  Sieb.  var.  striata  Mak. コマ ユミ、 

西 海 ゆ 南部に 生 ず o 

3^-     Evonyiuits  viactoptcra  Kupr. ヒ n  メ、  ノ ッ リメ、 '十、 (Konk で ni.) 

隨 所 は '\. ず。 

yj.    Evouyiiuis  socluiliucnsis  Maxim. ム ラサ キッ リ ハナ、 ひ', nimiukonkem.) 
仝 ±0 

40.    tiionyviiis  Houiiltoniami \\  all.        マユミ. (hasluipmii リ 
仝 上：； 

4 1  -    Cclnstrus  artkidata  Thunb. ッ/^ ウメ モド キ, 

南部 平 W に 生ず o 

l'.mi.   Aceraceae. 械 ^ 科。 

.\2.     Acti-  pictuin  Maxini. ィ タヤ, （'-\isliit し -ni.) 
各地；： 產 す。 

43-    '^cer  Vkurwiduense  Trautv.  et  Mcy. ォカ ♦ ラノ、 • ナ、 (Tobcni.) 
各地 山地 K 多し。 

ド Araliaceae. 五加 科 0 

4 丄 Acanthopanax  sciiticosus  Harms.       ェ ゾ ク a ギ, (Mauni),  (Epusakani.) 

西 海 ゆ. ァニヮ お & び の 中部 以^ は 生ず o 
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45.  Acanthopatiax  ricinifoliuin  Seem. ハリ ギリ， .セ ン ノさ， i  Aiushini.) 

西 海 岸 南部の 海 岸 に ^ ず o 

l  am.   Oleaceae. 木 W 科。 

46.  Fraxinus  nid  nds  Ii  urica  Kupr. ャチ ダモ、 (Open).  (ItatoMi). 

W 海岸、 T  ^7  ^内の 河 川 流域 各 所 に ず o 

];am.   Caprifoliaceae. 忍 冬 科 。 

47.  ^»atiibiuits  r<iceiitosa  ]..  var.  puöcsrcns  Miq.        コブノ キ、 ひ） sokom リ 

各地 山野に 生ず o 

4S.     Viburmnn furcatum  Iii. 一 ム-シ 力 —リ， (Habituni.) 

南方 各地 山野に 在 bo 

因 記、 表 中和 名の 右 括 孤內の 文字 は 樺 太 アイヌ 名な Ö  0 

Note.  一 The  woril 111 parcDthcsis  is  the  plant  name  ^n\-n  bv  the  Sakhalin  -mihi. 


Digitized  by  Google 


日本 産 蜚纏科 及び 蜈 科の 新種 

素 木 得 一 


NEUE  BLATTIDEN  UND  FORFICULIDEN 

JAPANS. 

vox 
T.  ShikaivI. 

―  

In  der  „  Monograpim-  der  Forfnulidcn  Jaf>ans  "  (Journ.  Sapporo  A^r'l.  coli, 
vol.  II,  part  2. ― 1 905),  ckr  ..  Neue  I'orficuliticn  Japans  "  (Trans.  Sapporo  N.  1 1.  S. 
vol.  I,  part  I, 一- 1905-1906),  dor  ，，  A'aw  Forfiailidcn  und  Blattiden  Japans  "  (Trans. 
Sapporo  X. ト1. S.  vol.  I,  part  2.  1905-1906)  und  der  „  Blattiden  Japans  "  (Ann')t. 
Zool.  Jap.  vol. VI,  pi. i, ― ic/o6)  habe  ich  13  neue  und  5  bekannte  I'orficulidfii. 9 
neue  so  wie  auch  9  bekannte  】.;lattitk'ii  Japans  vcröftcntlicbt. 

D;i  ich  seitdem  4  neue  Hlattidcn,  eine  neue  GaUimg  und  4  neue  Arten  der 
Forficulidcn  in  Formosa  ^t  furulcn  habe,  so  möchte  ich  liier  diese  I  )iat;iioscn  bekannt 
machen. 

Die  vorliegende  Beschreibung  wurde  exclusiv  aus  der  Ausbeute  von  Herrn  Dr. 
S.  MaTSUMUR.x.  Professor  an  der  kais.  huuhvirth.  I lochschuk-  zu  Sapporo, 
genommen,  welcher  mir  fre  und  liehst  cli し' wertvollen  M.itcrialiLMi  zur  lk-nütziint; 
überlassen  hat,  statte  ich  hier  meinen  herzlichsten  Dank  ab. 


Neue  Forficuliden. 
I.    Gatt.      Labia  Lf.ach. 
Labia  flavoguttata  n.  sr. 

年 Körper  konvex,  glänzoiul  braunschwarz,  unbcliaart.  l'iihkr  1 にへ 
fadenförmig :  das  1.  Glied  ziemlich  lang,  birnenförmig  ；  das  2.  sehr  klein  ；  das  3. 
fast  kegelförmig,  lang;  das  4.  klein,  annähernd  kegelförmig;  die  uebrigen  kegelförmig, 

[Trans.  Sap.  Nat  Hist.  Soc.,  Vol.  U.  1907.] 
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rct;clniüssiVj  sich  verlängern«!.  l'ronotum  etwas  schmäler  als  clor 】ふ, い f,  mehr 
länger  als  breit,  hinten  abgerundet,  in  der  Mitte  mit  einer  Oucrvcrticfun*,',  am 
Scitcnrandc  heller.  \'or(k'rflügd  schmal,  am  】':nclc  quer  aus^csclinitU  n.  braun  ； 
l;lüt,'clschüj)i>o  halb  so  lang  wie  der  Vor に -rflügel,  braun,  in  tier  Mitte  mit  einem 
fast  quadratischen,  weisslichen  Flecke.  Ikinc  mittel ほ ng.  schwarzbraun  :  Tar- 
scn^licd  i.  dick,  kaum  länger  als  das  3.,  das  2.  walzenförmig,  sehr  klein,  die  ersten  3 
(Nieder  fast  von  gleichem  Umf;ing,  an  der  Unterseite  fast  glatt.  Hinterleib  fast 
paralklsciti«r :  das  Tcrgit  3.  und  4.  je  mit  2  Scitcnfaltcn,  die  Falten  des  4. 
Tcrgitcs  gross  ; letztes  Hintcrlcibstcr^it  nach  hinten  etwas  vcrscliinälert  ；  vorletztes 
I lintcrlcibssU  rnit  abgenmdet,  das  letzte  Stcrnit  nicht  bedeckend.  Ziingcn  mittel- 
lang,  schmal,  an  der  】{:isis  zusanimcnlic^cn  und  an  tier  Spitze  sich  ancinaiulcr 
btrührfii.  dreikantig,  schwarzbraun. 


Körpcrlän^c  : 

IO-3 

mm. 

Vronotuinslan^c  : 

1.1 

mm. 

I'ronotumsbrcitc  : 

1.2 

nun. 

Vor(lerflü'"'elläw  : 

んリ 

mm. 

I  Iintcrlcibslänt,'c  : 

5.o 

mm. 

】lint し 'rldbsbrdU: : 

2.0 

inn). 

Fühlcrlüngc  : 

5.2 

nun. 

2.86  mm. 

Nur  ein  Exemplar  ($)  gesammelt  von  I Icrrn  Dr.  S.  MatsumURA  in  Horisha 
< l\>nn<>sa ― Mai). 

Trivial  name  :     Kiboshi-h  asainimushi. 

II.  ":m.   Diplatys  Si;kv. 

1  Sil.  Diplatys  (丁》 い.： \\  maci  oa-plula).         "  u.  in:  Ann.  S..  Xar.,  v.  22, ト'. 33. 

lS*X5.  Diplatys,  Hormans  in  ： liiol.  ccritr.  Orth.,  p. 1. 

190.1.  Diplatys,  roRMANs  u.  Kha，  ss.  Forliculidac  u.  Ihtiiim.»  |>.  S, 

直 SSi.  Dyscritina  (Typ,  ：  D. longf>cto^a)t  Westavooii  in  :  Tr.  cut.  Soc.  London,  p,  601, 

iSyS.  Dyscritina,  Gri トヽ in  :  Tr,  cut.  S' に 】A'rvion,  \>. 

Diplatys  flavicollis  n.  si\ 

Körper  Konvex,  beliaart  :  heim  Männchen  schwarz  ；  beim  Weibchen  sclnvar/- 
braun.  Kopf  nach  hintun  verschmälert,  sö  breit  wie  hing,  am  Hinterkopf  mit  einer 
Oucrvcrticfunr.  schwarz.  Augen  kreisförmitj,  schwarz.  Fühler  I7^1icdrig,  beim 
Weibchen  licllbraun,  beim  Männchen  dunkler  :  das  1.  Glied  lang,  fast  kcciirl förmig, 
schwarzbraun  :  &a>  2.  sehr  kurz.  、、 alz い" förim ぶ ； das  3.  halb  so  lan^  \\\c  das  1.；  das 
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4.  kurz,  kugelförmig  ；  das  5.  umgekehrt  kegelförmig,  ebenso  die  übrigen,  die  sich 
von  Glied  zu  Glied  allmählich  verlängert.  Mundtheile  hellgelb,  mit  gleichfarbigen 
Taster,  Obcrlipix-  braun.  Pronotum  kaum  länger  als  breit,  fast  rundlich,  gelb- 
lich hellbraun.  Sc  u  teil  um  frei,  klein,  gelblich  hellbraun.  Vordcrflügcl  sehr  schmal 
und  lang,  an  der  Basis  und  am  Ende  abgerundet  :  beim  Männchen  schwarz  ；  beim 
Weibchen  braun.  Flü^elschüppc  sehr  schmal,  so  lan^  wie  der  Vordcrflü^cl,  gegen 
die  Spitze  hin  verbreitert,  am  】':ii<ie  quer  ausgeschnitten  :  beim  Männchen  schwarz  ； 
beim  W i-ibchcn  braun.  lidne  schwach,  mittcllan^.  seitlich  zusammengedrückt  ； 
beim  Männchen  schwarz,  die  Hüfte,  die  Schenkelbasis  und  die  Tarsen  gelbbraun; 
beim  Weibchen  gelblich  hcllbraim.  an  der  Kndliälftc  der  Vordcrschciikcls  schwur/- 
Hcli.  Tarsen  sehr  schmal  und  lang:  das 1. Glied  fast  2  mal  so  lang  wie  das  3., 
schlank  ；  das  2.  sehr  kurz,  «.-iiifacli ； das  3.  deutlich  schmäler  als  die  andern  Glieder, 
am  I':ir に' mit  einer  schwärzlichen  Krallcnj)clottt.-.  Hinterleib  sehr  schlank,  walzen- 
förmig, in  ck'r  Mitte  leicht  eingeschnürt,  schwarz,  beim  \\rcibchcn  hell,  mit  Scitc.-n- 
faltcn:  letztes  Tergit  bei  beiden  ( icschlcchtcrn  aufgetrieben,  annähernd  quadratisch; 
letztes  Stcruit  sclir  gross,  fast  quadratisclK  Zan^c  bei  beiden  (icschlcchtcrn 
hcitiahc  gleich,  fast  gerade,  uiibcwchrt,  an  der  Hani's  fast  zusammenliegend,  abge- 
plattet, ainiähcrnd  3-k;mti^,  zugespitzt:  beim  Weibchen  deutlich  schwäclicr.  gelblich 
lu-llbraim  ；  beim  Miinnclicii  scliw  arzbraun,  ^egen  die  Spitze  hin  heller. 


Körpcrliingc  : 

公 

u.5 

mm. 

ネ 

I2.0 

mm. 

l'ronotunislün^c  : 

公 

r.2 

mm. 

早 

1.25 

mm. 

IVonotunisbrcitc  : 

【.15 

mm. 

1-15 

nun. 

V'f )rck-rflü^ol liin^o  : 

公 

3o 

"im. 

3-2 

nun. 

ト Iii" し' l'icibslüiigc  : 

5.0 

mm. 

nun. 

I  lintcrlcibsbrcitc  : 

古 

0.9 

intn. 

o.8; 

mm. 

luililcrliin^c  : 

公 

9-.> 

mm. 

ネ 

9-2 

mm. 

公 

1.8 

mm. 

1.6 

mm. 

Xur  2  I-xtnii)larc  1 u.  J^L  1)  gesammelt  \  on  I  Icrrn  l_)r.  S.  M  ATSUMUKA  in 
A'<7 iishirei  ( l-'ornv  >sa— Mai). 

Tri\  ialnaiiK-  :  Doboso-Iitiuriiiiiims/ti. 

III.  (iatt.   Taipinia  n.g. 
Tj  pc  :     7 ui ft >i: ii  pulla  n.  s[>. 

Körper  mässig  konvex,  behaart.  Kopf  herzförmig,  nicht  oder  kaum  länger  als 
breit.  Fühler  1 :  das 1. Glied  kculctif*jrmi^r  ；  das  2.  klein,  kaum  länger 
als  breit  ；  das  3.  wnlzciiformig.  schmal  und  ziemlich  lang  ；  das  4.  klein,  kürzer  als 
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das  3-  kc^'cliunni^  ；  5.  und  o. lang  ；  die  übrigen  walzcnförmicr,  allmählich  schlüukcr 
und  länger  werdend.  IVonotum  sclmiiilcr  «ils  der  Kopf,  annähernd  quadratisch.  ； uu 
Hintcrrnndo  abgestumpft.  Vorck'rfliigd  und  Flii^clschüppc  vorhanden.  】k'ii、e  von 
massiger  Uingc :  Schenkel  deutlich  seitlich  abgeplattet,  schmal  :  Schienen  fast 
ebenso  lang  wie  der  Schenkel ； Tarsen  mit  langem,  dünnem  I.  und  3.  Glied,  das 
letztere  etwas  kürzer  und  schmäler  als  das  erste,  das  2.  Glied  klein,  herzförmig 
verbreitert.  Krallcnpcllote  fdilcnd.  Hinterleib  mit  4  deutlichen,  höckerartigen 
Scitcnf.iltL-n  ； letztes  T し' rgit  bei  beiden  (； cschlccktcrn  bcinal 、じ gldch,  sehr  kurz,  am 
Hinterrandc  abgerundet  ；  vorletztes  Sternit  beim  Männchen  gross,  mit  querausge- 
randetem  Hinterrandc,  das  letztere  nicht  ganz  bcdcckciul,  beim  Weibchen  sclir 
kurz,  breit,  das  letztero  nicht  ^anz  bedeckend  ；  letztes  Sternit  bei  beiden  ( itsch- 
lcchtcrn  beinahe  gleich,  mit  lialbkrcisfomii^'cni  UintcrrandL".  Zaii^on  bei  beiden 
Geschlechtern  auscinaiulcrlic^ciul.    I'yjridium  d^titlicli. 

】）ii'sc:  (； attimg  sti-bt  <Ur  (lattun^  A/>{crv^i-itt  W'cstw.  nahe,  untcrsclicitlL-t  sich 
jedoch  davon  durch  die  Form  der  Abdomina Isegmcntcn  und  die  auseinandcrHcgcndc 
Zangen  der  beiden  GoschlcchUirn. 

In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor. 

Taipinia  pulla  x.  sr. 

Körj K  r  schwarzbraun.  Kopf  rotbraun,  Nctzati^cii  mul MumltlKih.'  schuärzlicli. 
luililcr  dunkel,  das  10.  (ilicd  wciss^elb.  rronotum  gliinz し' ikI  SLinvarz,  mit  braunLin 
St-iti  nraiulc,  in  der  Mitte  mit  ciiu  r  schmalen  Längsfurchc.  Vorclcrflügcl  mittcl- 
lanjr.  ziemlich  breit,  am  Mndc  qu し t  ausgcraiulct.  behaart,  schwarzbraun,  l'lü^i  i- 
schüppf  sehr  kurz,  behaart,  dunkel.  H'ine  braun.  I  lintcrkih  kurz,  behaart, 
sclnvarzbraun:  beim  WVibchcn  schmal;  beim  Männchen  nacli  liintcii  zu  verbreitert. 
Zan^rc  schmal  und  l-'in に， ^clb  :  beim  MänncluMi  an  <lcr  Basis  anscin.uulcrstelicnd. 
abgeplattet,  bis  ziin、  】':,ulc  ck's  1 .  V  n  rtols  .stark  nach  aussen  tuid  olxn.  tlann  bis 
etwas  über  die  Mitte  stark  nach  unten  und  wieder  leicht  nach  innen  gebeten, 
S|)itzcnhälftc  innen  ^czälinclt,  nahe  an  tier  Spitze  uiul  in  tier  Mitte  mit  ciiuni  etwas 
grössern  /.ii^vsiiitztcn  und  dm'i"  kiirzrn.  nach  uiit('n  g('riclitrU-n  /.ähnchen  bewehrt; 
heim  W  eibchen  (lüim.  sehr  schw.icli  ^cb< >^vih1,  auf  tkr  Apic.illiälftc  an  (U  r  Innen- 
seite mit  2  zugespitzten  Zähncln  n.  Pigydium  etwas  fjross,  mit  drei  spitzigen  Sp,il- 
Uiu^in.  schwarzbnuin. 


Körpcrlän^c  : 

も 

9.5  mm. 

S.2 

mm. 

I,r(»notumslän^c  : 

1.1 nun. 

mm. 

IVonotiimsbrciti.- : 

公 

1.2  mm. 

mm. 

Vordcrflügcl  länge  : 

2.2  nun. 

しり 

mm. 
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I0/- 


Flügclschüi>pcnlängc  : 

公 

o-7  mm. 

o-55  nun. 

】 liiiter に ibslänf (し、 : 

公 

4-5  mm - 

3.2  mm. 

Hintcrlcibsbrcitc  : 

2."  mm. 

2.3  mm. 

ruhierlängc  : 

古 

6.1  mm. 

6.1 mm. 

Zan^enlän^c  : 

公 

6.  i  mm. 

4.5  mm. 

Nur  2  Exemplare ゆ I  u. 罕 i)  gesammelt  von  Herrn  Dr.  S.  Matsumura  zu 
Taipin  bei  I loppo  (Formosa —- Mai). 

Trivialnamc  :  Ma^an-hasamimusJn. 


Neue  Blattiden. 
I.   (iatt.      Phyllodromia  Skrv. 
Phyllodromia  formosana  x.  sr. 

$.  Körper  gross,  schwarzbraun.  Kopf  herzförmig,  glänzend  schwarz.  Xctzau- 
^cn  schwarz  ；  I'unktaugc  in  einem  Loch,  gelb.  Fühler  borst じ iifijrmig,  ein  wenig 
länger  als  der  Körper,  braun  :  das 1. ( ilicd  lan ビ. w  al/iMifarmig  ；  das  2.  kugelförmig, 
kl し' in  ；  die  übrigen  fadenförmig,  sehr  klein  ^licdri^.  l'ronotum  halbkreisförmig, 
braun,  am  Si-itcnrandc  hellgelb.  V'ordcrflii^i  l  kurz,  aber  den  Hinterleib  fast 
überragend,  hellbraun.  I  l!Mtcrflii^i.'l  r.iuch^rau,  die  sämtlichen  -Nerven  (oeäder) 
braun,  am  Vordcrrandc  gegen  die  Spitze  7,1，  gelblich.  Gcädcr  fast  wie  bei 
PJiyllotiromia  vitrea  Brunn.  I  linti  rlcib  dick  untl  kurz,  oben  glänzend  schwarzbraun, 
untfii  braun,  licinc  niilssi^  l;m^.  sclimutzig^clb  :  Schenke]  seitlich  zusammen^c- 
tl rückt,  staclieü};  ；  Scliicmjii  länger  als  der  Sclu  iikc-1,  meist し' ns  stachelig  ；  Tarsen 
sehr    schmal,    fast    so    lan^  wie   der  Schenkel,  1.  Glied  >o lang  wie  die 

übrigen,  das  letztere  mit  sclir  feinen  Kr.ilkn  und  grossen  I  laftlapj^n.  Letztes 
K-iucb^licd  breit  und  gross,  .ib^crimdct.  ziemlich  kf)nvcx,  ohne-  Subgcnitalplattc. 
Supraanalplattc  kurz,  klein,  f. ist  drdecki^,  am  V.mU-  sehr  kurz  gespaltet. 
Ctrci  ziemlich  kurz,  zugespitzt,  braun.  ^  Körper  schm.il  utul  lan^,  hellbraun. 
K«pf  iK-ll^clbbraun,  mit  sclnvar/.cn  Ni-tzan^  n.  Fühler  wie  beim  Weibchen. 
Pronotuni  halbkreisförmig,  hcllbraim.  mit  thirchschcinciuloin  Scitcnraiidc.  Vortkr- 
flüg し'， lang  und  schmal,  den  I lint し' rlt'il)  meist  überragend,  hellgelb,  dtirchsclKincnd. 
Hintcrflügcl  w  ie  beim  Weihe Ikd.  ( iciklcr  u. に' heim  W'cibclv  n.  Hintt  rlcib  schmal, 
gelbbraun,  braun  gefleckt.  IVinc  w  ic  heim  \\  cihchcn,  aber  hellbraun.  Suh^ciiit  il- 
plattc  lanjr,  ohne  Stylen.  Supriian.ilplattc  ztc  ml  ich  <^r<>ss,  fast  «Irciccki^,  am 
Kn< ，し' kaum  gespaltet.    C'crci  \\+ に' beim  \\ し' ibehen.  . 
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Körpcrlän^c  ： 

も 

13-5- 

1 5-ü  mm. 

1 5.2  mm. 

rronntiini-slän^c  ： 

3-0- 

x.A  mm. 

3-4- 

3.6  mm. 

lVoiiotumsbri-itc  ： 

4.o — 

4.2  mm. 

年 

4« 一 

4.5  mm. 

\  ordcrflu^cllan^o  ： 

14-8  — 

I  ?.o  mm. 

年 

I  I.O- 

12.0  mm. 

I  lintcrlcibslän^'c  ： 

0.0  — 

6.5  mm. 

6.0  mm. 

I  IniU-rk  ibsnrciU- ： 

4.2  — 

S-o  mm. 

6.?.- 

6.4  mm. 

し cixisli'"w  ： 

2.1  mm. 

2.0  ITJIU. 

1-ühIcrlän^c  ： 

公 

17.0  mm. 

早 

16.0  mm. 

8  Fxcmplare  gesammelt  von  Herrn  Dr.  S.  Nf  ATsumura  in  Toroyen  (Formosa 
Mai- - さ、 4  ii.  .°r  2)  und  Hoi  isha  (Formosa,  Mai  ―  ^  2.) 
Trivial  name  :  Ochabam-^okiburt. 


II.  (； att.  P8eudophyllodromia. 

lS<"i5.    Pscudopb  v ) lodromia , llrunm-r,  Xuuv.  Sy-ti  in.  Hlatt.,  [■.  111,  fi に 9. 

Pseudophyllodromia  testascea  n.  sp. 

ネ Körper  lan^  um!  platt,  gelbbraun.  Ko]>f  nüissi^  gross,  lan^.  vom  rronotum 
niclü  ^anz  bedeckt,  am  I  lintcrkopfc  an  tier  Innenseite  der  iNctzau^cn  nut  2  Qucr- 
crhühiing し "1. Stirn  ziemlich  koDvcx.  breit.  Xct/.au^cn  mittelen >ss.  auf  tlcm  Scheitel 
nicht  ^eniihert,  stlnvarzbraun.  Funktau^cii  nicht  entwickelt.  Fühler  so  lang  w  ic 
<lcr  Körper,  borstciiförmi^,  gelbbraun  ；  das  1.  (ilicd  lang,  walzenförmig,  (las  2.  kurz, 
kugelförmig,  tlic  übrigen  fatlcnförmij,'.  I'ronotum  ^ross,  kürzer  als  breit,  fast 
halbkreisförmig,  am 1 Iintcrrandi;  ab^cruiulct,  rot^clb.  Kicfcrtastor  massig  lang, 
！/ clbbraim.  \  ord し 'rflüg し' 1 das  J lint し 'rleibsund し' erreicht,  rotgclb.  Hintcrflü^cl 
dure hschi-incnd,  mit  gdlx'n  .\<K-ni.  (iciulcr  wie  bei  PJiyllodromia  formosaua  m. 
IJcinc  mittel lant,r.  seitlich  zusamniengcdrückt,  hcllsclimutzi^clb  :  Schenkel  schmal, 
ein  wt.-nii,'  .stachelig  ；  Schienen  ein  weni^  länger  als  ilcr  Schenkel,  viel  stachelig  ； 
Tarsen  fast  so  lang  wie  der  Schenkel,  das  1.  Glied  ein  wenig  länger  als  die  übrigen, 
tlas  letzte  Glied  mit  sehr  feinen  Krallen  imkI  grossen  J  laftlapijcn.  I  üntcrlcib  mässifj 
に國 '"-w  schimitzi^clb,  oben  am  ]  lintcrrandc  jeder  (ilicdcrn  schwarzbraun.  Supra- 
； malplattc  <livicckic;,  oben  in  der  MitU:  mit  einer  Län^skantc.  Letztes  liaucli 
sc^uu-nt  breit,  halbkrcisförming.    Ccrci  kurz,  zugespitzt,  braun. 

Köri^'i  län^c  :  $  1 8.7  mm. 

1'roiioUinislü" にで :  ^  5-< 

Tronotumsbri.itc  ：  罕  5. 

\  011K  rflä^i.'lliu)^  :  ^  i.  >.o  mm. 
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llintcrlcibslan^c  :  $  7.5  mm. 

1 lintcrlcibsbrcite  :  $  7.0  mm. 

Ccrcislängc  ：  ？  2.J  mm. 

Fühlcrlän^c  :  ^  14.3  mm. 

Nur  1  Kxcmplar  (  ^ )  gesammelt  von  Herrn  Dr.  S.  MatsuMUUA  in  Kumamoto 
(I  li^o-Juni). 

'1 n  via  Ina  nie  :     L'  siichabam-gokiburi. 

III.  (iatt.   Chorisoneura  Hiuin. 
Chorisoneura  nigra  x.  sp. 

l'orm  wie  bei  C.  Jlavoantcnnata  ÜRUN. 

^  Körper  mässig  lang,  schwarz.  Kopf  gross  und  flach,  fast  dreieckig,  vom 
Pronotum  fast  bedeckend.  Xctzau^cn  auf  tlcm  Scheitel  nicht  genähert,  schwarz- 
braun. Stirn  ziemlich  konvex.  Fühler  ein  wenig  kürzer  als  der  Körper,  schwarz- 
gclb.  fadenförmig.  Kiefertaster  mittel  lang,  letztes  Glied  spindelförmig,  länger  als 
tlas'vorlctztc,  schwarz,  das  1.  (ilicd  sehr  kurz,  schwarz.  Oberlippe  braun.  Prono- 
tum etwas  halbkreisförmig,  am  Vordcrrainlc  in  der  Mitte  ein  wenig  .1 usgc buchtet, 
schwarz,  mit  tlurchsichti^cni,  breitem  Scitenrandc.  Vorclerflügcl  mässig  lang,  am 
I'jidc  etwas  winkelig,  glänzend  schwarzbraun.  I  Iiiitcrflü^cl  hellbraun,  mit  der 
Apicalflächc.  (iciUlcr  wie  l>ci  C.  nigrifrons  Skkv.  】idnc  schwarzbraun,  seitlich 
zusammengedrückt  :  Schenkel  ohnt-  Stacheln  ；  Schienen  lang  stachelig,  die  vordem 
sehr  kurz,  die  beiden  hintern  ein  weni^  liln^or  als  der  Schenkel ； Tarsen  selir 
schmal  und  lan^.  das  1.  (ilicd  deutlich  länger  als  die  übrigen,  (las  letzte  mit  2 
dunkeln  Krallen  uiul  ziemlich  grossen  Haftlappcn.  Hinterleib  s<» lan^  wie  breit, 
schwarz,  flach.  Ccrci  müssijf  lang,  schwarzbraun.  Sub^cnitalplatti-  kurz,  mit  nach 
aussen  gvtx^cnen,  kräftigen  Stylen.    Afterdecke  gross,  halbkreisförmig. 


Körpcrlän^c  : 

S.3  mm. 

I'roiKitunisliin^c  : 

公 

2.1  nun. 

l'miiotunisbrdtt' : 

公 

3.0  mm. 

V'ordcrflii^cl länge  : 

公 

S.5  mm. 

I  lintcrlcibslän^c  : 

4.0  mm. 

ト lint し' r に' ibsbrdtc  : 

公 

ん 8  nini. 

Ccrcislängc  : 

1.0  mm. 

!•  ühlcr länt;e  ： 

7.6  mm. 

Nur  1  Exemplare ゆ) gesammelt  von  Herrn  Dr.  S.  MATSUMUUA  in  Horisha 
(I;«>rmosn — Mai). 
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I  ri  vial  name  ：  Hiutekuro-gokiburi, 

IV.  datt.   Corydia  Si:kv. 

1839.    Corydia,  Hukmeisiek  Handb ,  IT,  y.  490. 
iSf>3.   Corydia,  Sm  ^si ke,  Mel.  Grtli"  I  facs.,  y.  1 1. 

Corydia,  Dki  nnfk,  N>uv.  -y-tcm,  Ü.tit.,  p.  335. 
Caasida  Linn., 

In  』a:)nn  knmmt  mi に i  Art  \  or. 


Corydia  zouata  n.  si-. 
'S"  l'orm  wie  bei  C.  nuptialis  Gi_:i ヽし. ab に r  st.lir  kkin. 

Körpur  dick  und  breit,  schwarz.  Kopf  ziemlich  la  11^,  vom  l'ronotiini  ganz 
bcdcckciul,  metallisch  ^rünscliw.irz.  Stirn  konvex.  Xetzau^on  auf  dem  Scheitel 
nicht  genähert,  lang,  schwarzbraun.  Fühler  etwas  kürzer  als  der  Leib,  pcrlschnur- 
fömiig.  in  (It'r  Mitte  etwas  verdickt,  fdn  behaart,  schwarz,  das  tilied  28.  2 リ. 30.  und 
31.  wciss^clb.  "ah し' ； in  tier  Basis  mit  kleinen,  gi  lben  Nebonaii<jcii.  Beide  letzte 
Kicfcrtastcr^lkck-r  verdickt,  schwarz.  Kaustück  mit  2  paralklc-n,  fast  gleichen 
/"ihnen,  schwarz,  rronotum リ1 に rdliptiscli,  am  X'orderraiulc-  stärker  gebogen  als 
am  hintcii.  am  Scitcmandc  deutlich  winkelig,  oben  runzelig,  in  der  Mitte  mit  4  sehr 
schinaUii  I.iin^sftirclicn.  dicht  mit  an^cdriickUn  H.iarcu  bedeckt,  am  Rande 
g し'、 viin!) し Tt,  die  Scluiltcrkant し' entwickelt,  mctalliscl»  j^rünsclnvarz.  \rorclcrflügcl 
länger  als  (kr  I  finU-rliib.  pcrt^anKiitarti^.  rhcnfalls  dicht  behaart,  metallisch  grüii- 
schwarz,  in  der  Mitte  mit  einer  breiten  \ 0111  \'ordcrrandc  bis  zum  Hinterrande 
rcicliciulcn,  r<itcn  Ouerbindc. 1 liiitcrflügcl  häutig,  tlurchsiclitig,  am  Ivndc  braun, 
am  X'ordc  rraiKtc  in  der  Mitte  mit  einem  gelben,  langen  Mark,  (ieäder  wie  bei レ. 
nuptialis  (jERst.  Bein し' schlank  und  zierlich,  seitlich  zusammengedrückt,  schw  arz: 
Schenkel  olnur  Stacheln,  behaart  ；  Schienen  lang  stachelig,  die  vordem  selir  kurz. 
Hinterleib  sehr  flach,  kreisförmig,  rotgelb,  am  Ende  schwarz.  Aftcrraife  pcrlschnur- 
förmig,  mit  kurzen  (iriffcln. 


Kör|K-rl;inc,rr  : 

14.Ü 

mm. 

Proiiotumslan^c  : 

公 

4.15  mm. 

Pronotumsbrcite  ： 

6.6 

mm. 

Vfjrdcrflügcllän^c  : 

公 

13.0 

mm. 

I  liiitcrlcibslün^c  : 

6-5 

mm. 

Hinterleibsbrcitc  : 

.S.o 

mm. 

Ccrcislän^'c  : 

1-3 

mm. 

Fülilctl;i!ic;t- : 

9.0 

nun. 
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•Nur  i  Exemplar  (  ^)  gesammelt  von  Herrn  Dr.  S.  Matsumuka  in  Hör  is  ha 
( I  "<;>rniosa ― Mai). 

'1 nvialnamc  :  Obi-gokiburi. 
14.    Juli,  t9oj. 


摘  耍 
先き に 本邦 產^ 蠊 及び 蠊^ に 就て^ 人の 公に せる も の 各 科-: 

： こ 枪八糨 な 6 し處今 ^驭が 最も 敬愛す る！ 》P. ゆ 博士 松 村 松 年 先生 笫 
甙 W 昆虫採集 ぉ^ぉ/ に 試み らる 其の 際 蝶^に'， Ü: き を^ かれた b と 
雖も亦 吾人の Ä めに 殊に 多大なる S 翅目類 及び S 翅 口^お もたら 
せられた 6 依て 早速 之れ が 研究 5: なせる 處 次の 新 及び 新 ft を 後 

见 せ & 依て 愛 に m く 先生の 恩 を m す 

蟈 ¥1 科 

1.  Labia  flavogutlatn  .\.  SI-. き ほ' し はさみむし 0 

2.  DiphUysfiavit  ollis  .\.  sp. どう ほそ はさ みむし。 
ん Tnipiuiti  1;/.  N.  Sl\ ま 力； （） はさみ ひし 0 

m 蠊 科 

1.  Ph yllodromia  fonnosa  na  -ヽ' . si'. ほち やばね ごき ぶ b  0 

2.  Pseudoph yllodromia  testascea  N.  SP. うすちゃば ね ごさぶ bo 

此の^ は^おな ら ざれ ど も の爲め 此の^に 發^ せる 

な 6 

分布： 熊 本 

3.  Chorisonatra  nigra  N.  SP. ひめ く-ろ ご ^  JX  6  0 

4.  L-orydia  sonata  N.  SP. をび ごき J;  6  0 

 ―  ― —- 
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岡 本 半次郞 

(第二 藝 BD 


DIE  PS0C1DEN  JAPANS. 

VON 

H.  Okamoto. 

(Mit  Tafel  II.) 


uie  bis  jetzt  mir  bekannten  Psocidcn  Japans  sind  ziemlich  zahlreich  und  die 
folgenden  IO  davon  wurden  schon  von  Herrn  Dr.  G.  ENDERLEIN  in  „  Zool.  Jahrb. 
Abt.  f.  Syst.  Berlin,  S.  243-255,  (1906)  und  Stett.,  entomol.  Zeit.  S.  306-312,  (1907) " 
veröffentlicht : 

1.  Psocos  kurokianus  Enderl. 

2.  P.       tokyoensis  Enderl. 

3.  P.       sexpunctelliis  Knderl. 

4.  Amphigerontda  nnbila  Endekl. 

5.  A,  Eolbei  Enderl. 

6.  Matsomoraiella  radiopicta  Enderl. 

7.  Hemipsocus  liyalinua  Endekl. 

8.  Stenopsocus  aphidiformis  Enderl. 

9.  S.  niger  Enderl. 

10.  S.  pygmaeu8  Endekl. 

Prof.  H.  KOLBE  hat  noch  eine  japanische  Art  (FsQCOS  japonicus  KOI-BE,  1882) 
beschrieben,  diese  ist  mir  aber  unbekannt. 

Da  bei  uns  in  Japan  noch  zahlreiche  Arten  vorkommen,  von  welchen  nur 
wenige  ausgenommen,  die  meisten  der  wischenschaftlichen  Welt  neu  sind,  so  will 
ich  hier  eine  kleine  VcröfTcntlichung  machen. 

Die  vorliegenden  Materialien  wurden  meistens  von  Herrn  Dr.  S.  MATSUMURA 

[Tnxa、  Sap.  Nat.  His，.  Soc.  Vol.  II.  1907]. 
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und  einige  davon  von  Herren  S.  Kuwayama,  S.  MlTSUHASHl,  M.  OgüMA,  und  M. 
SUZUKI  gesammelt,  mit  denen  Erlaubnissen  ich  sie  benützen  konnte,  so  bin  ich 
aiesen  Herren  zum  herzlichen  Dank  verpflichtet 

Es  sind  mir  in  Japan  im  ganzen  32  Arten  bekannt,  von  denen  16  neu  sind  ；  die 
folgenden  2  Arten  Psocus  obtusus  Haoen  und  Taeniostigma  ingens  Enderl. 
gehören  der  Indo-australischen  Fauna  an,  während  die  drei  anderen  Arten  Psocus 
nebnlo6H8  Steph.  und  P.  6-panctatns  L.  sowie  auch  Graphopeocus  craciatns  L.  in 
Europa  vorkommen.  Es  kommen  dabei  in  Japan  10  Gattungen  vor,  von  welchen 
die  eine  neu  (Koaamaius  N.  G.)  ist. 

Zum  Schluss  sage  ich  noch  mal  an  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA  meinen 
innigsten  Dank,  welcher  bei  dieser  Arbeit  mich  sehr  freundlich  geleitet  hat. 

Die  folgenden  32  Arten  sind  mir  wohl  in  Japan  bekannt : 

Farn.  PSOCIDAE. 
I.  Subfam.  PSOCINAE. 

I.  Gatt.  00P0STI6MA  Enderl.  1903. 

1 .  C.  hyaiinnm  n.  sp. 

2.  C.  subcostalis  n.  sp. 

II.  Gatt.   CEBASTEPSOCUS  Kolbe  1883. 

3.  C.  8ingtdari8  n.  sp. 

4.  C.  hakodatensis  n.  sp. 

III.  Gatt.    PSOCUS  Latk.  1796. 


P. 

capitatus  n.  sp. 

6. 

P. 

Mits-.ihashianus  N.  SP. 

7- 

P. 

grandis  n.  sp. 

8. 

P. 

nebulosos  Steph.  (1836). 

9' 

P. 

pellucidiis  n.  sp. 

10. 

P. 

Eurokianus  Enderi..  (1906). 

1 1. 

P. 

tokyoensis  Enderl.  i\go6). 

12. 

P. 

Mali  n.  sp. 

>3- 

P. 

sexpunetatus し （1758). 

«4- 

P. 

Bexpanctella8  I' ヽ di:k し. （1907). 

ふ 

obtusus  Hagkn.  (1858). 

16. 

P. 

japonicn8  Kolbk.  (1882). 

'7- 

fbrm38aniis  n.  sr. 

18. 

P. 

tateokinu8  n.  sp. 
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28. 

29. 

31- 

32. 


IV.  Gatt  AMPHIGERONTIA  Kolbe  (1880). 

19.  A.  ficivorella  n.  sp. 

20.  A.  mibik  Enderl.  (1906). 

21.  A.  Kolbei  Enderl.  (1906). 

22.  A.  iezoensis  n.  sp. 


23- 

25. 

26. 
27. 


V.  Gatt.  HEMIPSOCUS  Sely  de  Long.  (1872). 
H.  hyalinos  Enperl.  (1907). 

VI.  Gatt.  TAENI0STI6MA  Enderl.  (1901). 
T.  ingens  Endekl.  (1903). 

VII.  Gatt.  MATSUMURAIELLA  Enderl.  (1906). 
M.  radiopicta  Enderl.  (1906). 

VIII.  Gatt.   KODAMAIUS  n.g. 
K  brevioornis  n.sp. 

E.  pilOBll8  n.  SP. 

II.  Subfam.  STENOPSOCINAE. 

IX.  Gatt.   STENOPSOCÜS  Hagen  (1866). 
S,  nigjicelln8  n.  sp. 

S.  niger  Kndeki..  (1906). 

S.  aphidiformi8  Knderl.  (1906). 

S.  pygmaans  Ender に (1906). 

X.  Gatt.   GBAPHOPSOCUS  Kolbe  (1880). 
G.  crnciatus  L.  (1768). 


BESTIMMUNGSTABELLE  ZU  DEN  SUBFaMILIEN  DLE  PSOCIDEN. 

I.  Ohne  vollständigen  Querast  zwischen  Ptirostigma  und  Ramus  radialis  

 Psocinae. 

II.  Mit  Querast  zwischen  Pterostignia  und  Ramus  radialis    Stenopsocisae. 


PSOCINAE. 

BESTIMMUNGSTABELLE  ZU  DEN  GATTUNGEN  DEE  PSOCINEN. 

Adern  und  Flügel rand  unbehaart.  Media  drei-;lstig   2. 

Adern  und  Flügelrand  behaart    5. 
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2. 


3- 


4- 


6. 


Pterosti^mn  ohne  Rudiment  eines  Qucrästchcn    l 

Pterostigvia  mit  Rudiment  eines  Qucrästchcn  CopOBtigma  ENDERL.  (1903). 

Vorder-Ast  des  Radialramus  (r2  +  3)  normal  4. 

Vorder- Ast  des  Radialramus  stark  nach  innen  gebogen.....  

 Cerastipsoctis  Kolbe  (1883). 

Rndtnlranttts  und  Media  im  Vordcrflügcl  durch  eine  Querader  nicht  verbunden 

 Psocns  Latr.  (1796). 

Radialf 請 us  und  Media  im  Vnrdcrflitgcl  durch  eine  Qucradcr  verbunden  ... 

 - . Amphigerontia  Kolbe  (1880). 

Media  drei-ästig    6. 

Media  zwei-ästig   Heinipsocus  Selys.  (1880)- 

Ptcrosti^ma  breit  und  kurz   7. 

Pterosti^ma  streifenartig  ausgedehnt  und  sehr  schmal  

 Taenioetigma  E>derl.  (1901). 

Radialramus  und  Media  im  V ordcrflügcl  durch  Oucrader  nicht  verbunden 
und  Areola  postica  mit  breitem  Scheitel  sich  der  Media  verwachsen   

 Matsnmuraiella  Enpekl.  (1906). 

Radialramus  und  Media  im  Vorderflügel  durch  eine  Qucradcr  verbunden 
und  Areola  postica  gestielt  Kodamaius  N.  G. 


1. Gatt.   C0F03TIOMA  Enderl.  (1903). 

Copostigma  Kmjf.ri  kin,  Ann.  Mus.  Nat.  l-'ung.,  vol.  I.  s  229,  (1903). 
In  Japan  kommen  2  Arten  vor. 

Uebersicht  der  Arten. 

Vordcrflü^cl  ohne  starke  und  lange  Subcosta lader     hyalinnm  N.  SV. 

V<m に' rflügcl  mit  starker  und  langer  Subcostalader   subcostalis  N.  SP. 

1.   C.  hyalinum  n.  sp. 

Scheitel  dunkelbraun  ；  Stirn  bräunlichgelb,  in  der  Mitte  mit  zwei  schwarzen 
Punkten;  Clypeus  z に' mlich  klein,  gewölbt;  mit  einigen  dunkelbräunlichen,  parallelen. 
Länfjsliilicn  ；  C  lypeolus  dunkelbraun  ；  ObcrlipiK-  und  die  2  Iüidglicdcr  des  Maxil- 
lartastcrs  schwarz.  Wangen  gclbliclibraun;  Occllcn  röthlich,  hoch  erhaben.  Augen 
ausserordentlich  gross,  etwas  nicrenförmig,  nach  hinton  etwas  überragend,  röthlich- 
braun  (beim  %  ziemlich  klein).  Schcitcibrcitc  sehr  schmal,  Schcitclnaht  deutlich. 
Antennen  dünn,  von  der  Vordcrflügclslängc,  schwarzbraun,  die  beiden  Basal- 
gli" に' r  und  das  3.  Glied  hellbraun  ；  sämtliche  Glieder  fein  behaart. 
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Thorax  schwarzbraun,  mit  gelblichen  Suturcn.  Abdomen  schwärzlichbraun. 
Beine  hellgelblichbraun,  die  Spitzen  der  Schienen  und  die  Tarsen  schwarz  ；  das  1. 
Hintcrtarsenglied  mit  28,  das  2.  mit  2  Ctcnidien.  Ctenidien  mit  4  Zahnchen. 
Klauen  ziemlich  stark,  vor  der  Spitze  mit  kurzem  Zahn.  Verhältniss  der  Hintcr- 
tarscnglicdcr  3  :  1. 

Flügel  fast  hyalin,  sehr  schwach  angeraucht.  Adern  braun,  nur  an  der  Basis 
gclblichbraun.  Vordcrflügel:  am  Vorderrande,  an  der  äussern  Spitze  und  am  Pteros- 
tigma  bräunlichgrau.  Km  hellbräunlicher  Streif  läuft  den  Hinterrand  des  Pteros- 
tigmas  entlang  bis  an  dem  kurzen  Querast.  Der  Ausserrand  der  Medialzelle  ziem- 
lich lang,  Gabelzelle  lang,  nicht  divergierend,  der  Stiel  sehr  kurz  ；  Gabclzcllc  fast  5 
mal  so  lang  wie  der  Stiel, r4  ^-  5  parallel  zur  Media.  Apicalzellc  des  Hinterflügels 
spärlich  behaart. 

Vordcrflügelslängc  3^  mm. (ふ u. 卒). 

Flügelsspannung  8  mm.  (,,■)• 

Fundort :  Formosa  (Koshun,  7.  Juli,  1906),  gesammelt  (3 》 und  .1 孚) von 
Herrn  Prof.  Dr.  S.  MatsumURA. 

Copostima  subcostalis  n.  sp.   (Fig.  1.) 

Der  Form  nach  dem  Copostigma  hyalinum  N.SP.  sehr  ahnlich,  es  unterscheidet 
sich  jedoch  dadurch,  dass  der  Scheitel  beim  subcostalis  röthlichbraun  und  fein 
gefleckt  ；  Stirn  auch  röthlichbraun  ；  die  Spitze  des  Maxillartastcrs  dunkel ； Augen 
verhältntssmässig  klein,  schwarz  ；  Scheitelnaht  undeutlich.  Thorax  blassbraun, 
mit  gclblichbrauncn  Suturen,  Antcdorsutn  und  Dorsum  des  Mesothorax  dunkel. 
Abdomen  schwärzlichbraun,  mit  gelben  Flecken.  Beine  hellgelblichbraun,  die  Spitze 
der  Schienen  und  das  2.  Tarscnglicd  dunkler.  Das  1.  Hintcrtarsalglied  mit  24 
Ctcnidien.  Flügel  hyalin,  Subcostaladcr  sehr  stark  und  lang,  Pterostigma  grau, 
den  Basaltheil  ausgenommen  hyalin.  Km  grauer  Fleck  am  Nodulus  und  eben- 
solcher an  der  Cubitalzellc.    Vorder  und  Hinterflügel  stark  grün  bis  roth  insircnd. 

Vordcrflügelslängc  3|  mm. 

Flügelsspannung  mm. 
>  .  Fahlcrslängc  3  mm. 

Fundort :  Formosa  (Tainan),  gesammelt  am  21.  Mai,  1907  (2 ネ) von  Herrn 
Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA« 

II.  Gatt.   CERASTIPSOCUS  Kolbk  (1883). 

Cerasti«  Koi.bk,  Stett.  Ent.  Zeit  p.  65,  (18S3).- 
OermstilMOCUB  Kolbe,  Berlin,  Knt.  Zeit.  W.  28,  p.  3S.  (1884). 

,, - Ender レ Aim  Muy.  \at.  Hung., ノ vo に I.  s.  214,  (1903}. 
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In  Japan  kommen  2  Arten  vor. 

TTebersiclit  der  Arten. 

Radialramns  und  Media  im  Vorderflügel  durch  eine  Querader  verbunden  

 singularis  N.  SP. 

Radialramus  und  Media  im  Vorderftügel  durch  eine  Querader  nicht  verbunden 

 Bakodatensig  n.  sp. 

t.   Cerastipsocüs  singnlaris  n.  sp.   (Fig.  6^ 

Kopf  röthlichbraun,  Maxillartaster  mit  schwUrziichbraunem  Endglied,  Ober- 
lippe dunkelbraun,  an  den  Seiten  al^erundet,  vorn  ausgebuchtet,  Clypats  vorge- 
wölbt, dunkelbraun,  mit  schwärzlichen,  parallelen  Längslinien  ；.  Clypcolus  deutlich 
vorgewölbt,  hellbraun.  Wangen  braun.  Schläfen  schmal.  Scheitel  ungefleckt^ 
Stirn  in  der  Mitte  mit  einem  schwarzen  Punkte.  Scheitelsutur  dnnkel,  deutlich- 
Hinterkopfsrand  abgerundet.  Augen  verhältnissmässig  Wein,  schwarz  oder  hell- 
braun, in  der  Mitte  schwarz.  Fühler  sehr  lang,  etwa  2  mal  so  lang  wie  der  Vofder- 
flügcl,  schwarz,  die  beiden  Basalglicder  braun,  das  I.  ausserordentlich  gross,  kurz, 
dicht  behaart. 

Ilwrax  glänzend  schwarz,  Scutellutn,  cristae  scutelli  des  Metathorax  hellbraun. 
Abdomen  schwärzlichbraun.  Beine  röthlichbraun  bis  braun,  die  Spitae  der  Schienen" 
und  die  Tarsen  dunkler.  Das  i.  Hintertarsenglicd  mit  22,  das  2.  mit  6  Ctenidien. 
Verhältniss  der  Hinterschiene  zu  den  Tarsengliedcrn  etwa  13.2  :  3  ：  2. 

Vorderflügel  hellbraun,  mit  starker  Subcostaladcr,  die  im  distalen  Theile  der 
Costa  sich  befindet;  Pterosti_gma  schmal,  lang,  rothbraun,  diese  Färbung  tritt  hinten 
weit  über  dasselben  hinaus.  Die  Adern  dunkelbraun,  an  der  Basis  gelblich,  die 
Basalhälfte  des  1.  Astes  (R  2  -f-  3)  der  Radialgabel  und  ?  des  2.  Astes  (R4+$> 
gelblichweiss,  von  einem  sehr  schmalen  hyalinen  Streifen  begleitet,  der  2.  Ast  in 
seinem  proximalen  Theile  nach  innen  und  unten  stark  gebogen  und  es  bildet  sich 
alsdann  eine  unregelmässige  S-förmige  Zeichnung,  wie  bei  Fig.  I.  Ein  hyaliner 
Fleck  befindet  sich  an  der  innern  Basis  der  1.  Cubitalzcllc  (Cu,)  und  es  dehnt  sich 
bis  zum  Scheitel  der  Media  aus,  die  Adern  innerhalb  dieses  Fleckes  gelblichweiss. 
Radialramus  und  Media  durch  eine  Querader  verbunden.  Ein  hyaliner  Fleck 
befindet  sich  am  distalen  Thcil  der  Costa.  Das  Vertex  der  1.  Cubitalzclle  unges- 
tillt, mit  schmalem  Vertex  sich  der  Media  berührend.  Hinterflügel  grau  beraucht. 
Vorderftügclslänge  6  bis  7  mm. 

Flügclsspannung  13  bis  15  mm. 

ruhlerslängc  13  mm.  . 

Fundort :    Kagoshima,  am io.  Juli,  1903  (1 ネ) und  Konnosa  (Shöka),  am  20. 
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Juli,  jöo6.(i  Sf.),  gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumura. 

2.   Cerastipaocus  hakodatenais  n,  sp. 

Der  Fonn  und  der  Zeichnung  nach  C.  singularis  N.  SP.  sehr  ähnlich,  es  unter- 
cheidet  sich  jedoch  von  demselben  wie  folgends  ； 

Kopfheilgelblichbraun,  das  Endglied  des  MaxiHartasters  dunkelbraun,  Ober- 
lippe gllnzeivdschwarz.  Wangen  gctblich.  Schlafen  ziemlich  breit.  Stirn  braun, 
olme  schwarzen  Punkten.  Scheitelsutur  scharf,  deutlich,  nicht  dunkel.  Beine 
gdblichbraun,  Tarsen  dunkler.  Das  i.  Hintertarsenglied  mit  18  Ctenklien.  Ver- 
hättniss  der  Hmtertmien  zu  den  2  Tarsenglicdern  etwa  35  :  7  :  4+.  Radiair amus 
und  M£dia  im  Vordcrflü^l  sich  dne  Strecke  weit  verschmoIsEen.  Pterestigma  hell- 
braun.   Etwa  am  Basaldrittel  des  1.  Astes  (R2  -f-  3)  der  Radialgabel  gelfolichweiss. 

Vorderflugclsläuge  7  mm. 

Flugeisspan nu ng  1 5  mm. 

Fühlerslänge  circa  12  mm. 

Fundort :  Hakodate,  nur  1  ^  Examplar  gesammelt  am  10.  Oct.  1906  von 
Herrn  S.  Kuwavama. 

III.  Gatt.   PSOCUS  I^TR.  (1796). 

Heonerobins  Unnakus,  Syst  Nat.  p.  549,  (1758). 

»  Fabrious,  Ent.  Syst.  Tom.  II.  p.  81,  (1793). 

PWXJU»  Latwulle,  Ditto,  in  Coqoebert.  Ulustr.  Iconogr.  Ins.  tab.  2,  (1796). 

,， BvRMKisiT.R,  Ilaüdb.  d.  Entom.  II.  p.  775,  (1859). 

,, Rambür,  Hist.  Nat  d.  Ins.  p.  318,  (1842). 

„      Hägen,  Verh.  d.  Zoolg.  Bot  Ges.  Wien,  (1866). 

„      M'Laciila^  Ent.  Month.  Mag.  vol.  U レ {1867). 

„      Spang  bssc,  Ptocina  Sacdae  et  Fenniae,  (1878^. 

" Kolbk,  Stett.  Ent.  Zeit.  (r8So). 

n      Endkrumn,  Ann.  Mas.  Nat.  Hang.,  voi. 1 s.  215,  (1903). 
In  Japan  leommen  1 5  Arten  vor. 

Uebersicht  der  Arten. 


I.  Schate!  der  Areola  postica  gestielt    IL 

r      ocl>mcd  der  Areola  postien  anliegend  HI. 

II.  Vorderftftgel m»t  brauner  Zeichnung    capitatüs  W,  SP. 

VorderflügeJ  olwe  brauner  Zeichnung  ••  Mitsnhashianus  SF. 

III.    Vowierflügd  bräunlich  oder  braun  IV. 

Vorderfli^cl  hyalin,  farblos    V. 

Vorderfl^el  graulich  oder  grau  angeraucht   X. 
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IV.  Vordcrflügcl  nut  einer  undeutlichen,  braunen  Subbasal-Qu^rbiilde.  y . 

 grandis  n.sp. 

Vorderflügel  ohne  undeutliche  Subbasal-Querbindc,  Pterostigma  braun  ... 

-  t  -.. … ...  nebuloBUB  Steph. 

V.  Vorderflügcl  nahe  an  der  B^siä  mit'einer  bräunlichen  Querbinde  ...    ...  "VL 

Vorderflügel.ohne  bräunliche  Querbiiidc  ... .；  … peUücidus  N-  SP. 

. V?.   An  der  Basis  des  Vördcrflügels  mit  braunem  Flecke..  Enrokianns  Enderl. 

―'— An  der  Basis  des  Vörderflqgels  ohne  bräunen  Fleck..   ...  VII.' 

VJJ.   Am; Hinterrande  das  Pterosti^mds  {r^  abgerundet...'  ...  ...  ...VIII. 

;Am  Hinterrande  des  Pterostigmas  (r4)  scharfecktg...   '  tokyoensis  ENÖEÄL." 
VIII.   An  der  Apicalhälftc  des  Vorderflügels  mit  6  grauen  Punkten...    ...    ...  IX. 

An  der  Apicalhälfte  dps  Vördcrflügels  ohne  Punkten.    ...    ...     Mali  N.  SP. 

DC.   Subcostalader  stark  verwachsen,  Vorderflügelslänge  jüber  3  mm  

 8ezponctatns  L. 

Subcostalader  schwach  verwachsen,  Vördcrflügels は nge  nicht  über  3  mm.  ... 

に：  sexpunctelhw  Enderl. 

X.  Vorderflügel  mit  H-förmigcr  grauer  Zeichnung  ；.   obtusus  Hagen. 

Vorderflügcl  ohne  H-förmige  graue  Zeichnung  XI. 

XI.  Pterostigma  dunkelbraun  oder  braun...   XII. 

Pterostigma  dunkelbraun,  an  der  Basis  hyalin  japonicos  KOLBE. 

XII.   Radialgabel  des  Vördcrflügels  mit"  fast  parallelen  Aesten..  formosanns  N.  SP. 
Radialgabel  des  Vorderflügels  mit  divergierenden  Aesten.  tateokanus  N.  SP. 

1. Psocns  capitatos  n.  sp.   (Fig.  10.) 

Der  Form  und  Färbung  nach  erinnert  es  sich  an  P.  tokyoensis  Endekl. 
Kopf  hellbraun.  Scheitel  sehr  blass  gefleckt.  Clypeus  vorgewölbt,  längsgestreift; 
Clypeolus  klein,  hellbräunlichgelb.  Oberlippe  s ゆ、 värzlichbraun.  Maxillartastcr 
bräunlichgelb,  das  Endglied  schwarz.  Augen  sehr  klein.  Scheitel  breit  ；  Schcitel- 
naht  undeutlich.  Wangen  bräunlich.  Schläfen  schmal.  TJwrax  schwärzlich- 
braun,  Scuiellum,  Cristae  scutelli  des  Mesothorax  und  Postscuteilum,  Cristae 
saitelli  des  Metatliorax  gelblich.  Abdomen  schwarz.  Beine  bräunlichgelb, 
Schienenspitzc  und  das  2.  Tarsenglicd  schwarz.  Das 1. Hintcrtarscnglied  mit  19, 
das  2.  mit  5  Ctcnidicn  ；  Ctcnidicn  mit  5  Zähnchen.  Klauen  an  der  Spitze  gelb,  mit 
einem  Stumpfen  Zahn.    Verhältniss  der  Hintcrtarscnglicdcr  z\  :  I. 

Flügel  hyalin.  Vordcrflügcl  an  der  Basis  mit  braunen  Flecken  ；  dje  dunkeN 
braune,  unterbrochene  Subbasalbinde  weder  den  Vorder  noch  den  Hinterrand 
erreicht  ；  am  Nodultts  ein  brauner  Fleck.    Pterostigma  röthlichbfaun,  die  Färbung 
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tritt  Hinten  über  r1 hinaus.  Am  Hinterrand*:  des  Pterostigmas  abgerundet.  An 
der  Apicalhälfte  braun  wie  bei  Fig.  }0.  Die  Adern,  bräunlichgelb,  an  der  Stelle 
der  braunen  Zeichnung  ch.mkelbrau、n.  Areola  posticq  fast  dreieckig,  am  Vertex 
der  Areola  posltca  gestielt.  Die  Adern  des  Hintcrflügels  bräünlichgclb  bis  braun. 
Die— Arialzelle  des  Hintcrflügels  mit  einem  grossen,  grauen  Flecke.  ''•、..' 

Vorjdcrflügqlslänge  .  .  4  mm.  . 

•'  Flügels.spannung   7imm -         .         •  、•， . 

Fundort:     Formosa,  Juli,  1906  (1 车）， gesammelt  von"  Herrn  Prof.  Dr.  b. 
MaxsumURA. 

2.   P80CD8  Mjtsnhashianii8  n. sp.  (Fig.  3 H.)  . 

••  '  Klopf  blassbraun.  Clypeus  dunkelbraun,  sehr  klein.  Stint  gelblich,  in  der 
Mitte  mit  einem  schwarzen  Punkte.  Scheitel  mit.  einigen  dunkelbraunen,  kurzeiv 
Streifen.  Scheitelnaht  schwarz.  Augen  relativ  klein,  hoch  vorstehend,  schwarz,, 
zueilen  heller  gefärbt.  Schläfen  und  Wangen  gelblichbraun.  Occllcn;  dicht 
S^e€?er»,  etwas  rö.thlich.  Antennen  sehr  lang,  mehr  als  2  pial  so  lang  wie  die  Vorder-'. 
%elsiängc  Qlypcolu's  hellbraun.  Die  2  Endglieder  <lcs  Maxillartasters-und  da», 
^a^9-U7ti  schwarz.  に'  •  ；  v'1 ' : 

y^/iornx  glänzend  schwarz.     Am  Hinterrandc  des  Me  so-  und  Me  tano  turns 
•aun,  Scutellum,  Postscvtelluvi  und  Leisten  hellbraun.    Abdomen  schwarz,  obcn; 
a ひ der  Seite  gelblich  gesprenkelt.    Beine  hellbraun,  Schienenspitze  und  Tarsen 
Vtx.   Das  1.  HintertarscngJicd  mit  etwa  21.,  das  2.  mit  8  Ctenidien.  Verhältniss 
Hintertarsenglieder  2  ：  i.' 

Vorderflügcl  hyalin,  nur  an  der  Rasis  graulichbraun.  Die  Adern  schwärzlich- 
braun, an  der  innern  Spitze  der  Radwlgabcl,  der  Stiel  der  i.  Cubitalzelle  {Areola, 
postica)  und  die  Axilaradcr,  sowie  auch  der  Ast  des  Cubitus  hellbraun.  Die  Sub- 
costaladcr  ziemlich  lang  und.star.lc'  entwickelt.  Die  Vcrcinigüngslinie  ^cs  Radius 
und  der  Media  verhältnissmässig  kurz.  Areola  postica  sehr  hoch  und  gestielt.  、  Ader, 
rx+j  etwa  J  mal  so  lang  wie  der  Gabclsticl.  Radialgabcl  mit  fast  parallelen  Acsten. 
Pterostrgma  sehr  schmal,  röthlichbraun,  die  Färbung  tritt  hinten  über  dasselbe 
hinaus.  Flügclspitze  sehr  scharf.  Hinterfluge I  hyatin,  Adern  dunkelbraun.  Vördcr- 
und  Hinterflügel  schwach  irisierend. 

Vordcrfliigclslänge   -'       ■'  6  mm.  '，に 
Flügelsspannung  13^  mm. 

ドゅ! t'rs は nge  13  mm. 

Fundort  ：  Sapporo,  25.  Amr"  1905  (i な), （Coll.  Herrn  S.  Mi  rsuHA.siiii, . . . 
Diese  Art  weidme  ich  zum  AiKlenkcn  an  Herrn- S.  MlT>UII.\sui.  ；.: リ 
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3-   Piocus  grandia  n.  sp.   (Fig.  9.) 

Kopf  dunkelbraun,  röthlichgefleckt  Die  2  Endglieder  des  Maxillartasters 
schwarz  ；  Oberlippe  glänzend  schwarz  ；  Ctypeolus  ziemlich  gross  ；  Clypeus  gross 
und  voi^jewölbt,  mit  undeutlichen,  dunkeln  Längslinien.  Wangen  gclblichbraun. 
Schläfen  schmal.  Scheitel  breit,  nicht  gefleckt  ；  Scheitel  naht  deutlich,  dunkel. 
Stirnauge  röthlich.  Augen  klein.  Fühler  so  lang  wie  der  Vorderfiügel,  beide 
Basalgliedcr  und  das  3.  Glied  gelblichbraun,  die  Spitze  des  3.  sowie  auch  die 
übrigen  schwarz,  kurz  behaart. 

Thorax  schwärzlichbraun  ；  Scutdlum  und  Postscutellum  bräunlichgelb. 
Abdomen  schwärzlichbraun.  Beine  mehr  oder  weniger  gebräunt  ；  Schenkel  dunkel, 
Tarsenglicder  und  Klauen  dunkler,  die  letzteren  an  den  Spitzen  gelb.  Das  1. 
Hintertareengiied  mit  22,  das  2.  mit  7  Ctenidien.  Verhältnis»  der  Hintertarsen« 
gKedcr 2  :  1. 


Fli^el  braun  angeraucht,  mit  undeutlicher,  subhasaler  Querbinde.  PUro$- 


tigma  ziemlich  weit  hinüber.    Die  Adern  braun,  die  Radial2elle  3  (R  3)  an  der 

Basis  und  Areola  postica  am  Scheitel  gelblichweiss.  Areola  postica  sehr  gross, 

fiinfeckig,  mit  mässig  kurzem  Scheitel.  Hinterflügel  bell  bräunlich  angeraucht, 
ziemlich  stark  insierwd.  • 


Vor derfli«gc 1 slängc  8  mm. 

Flügelsspannung  17J  nun. 

Fühlerslänge  8  mm. 

Fimdort :  Sapporo  (1.  Juli,  1906  1 ネ) und  Ziozankei  (12,  Juü 1905  1 ネ)' 
gesammelt  von  Herrn  S.  KUWAYAMA  und  vom  Autor. 

Die  vorliegende  Art  erinnert  uns,  nach  der  Zeichnung  und  der  Form,  an  die 
Amphigerontia  nubila  ENDERL  ；  durch  die  Nerven  jedoch  kann  man  leicht  von 
tl icscr  Art  u  ntcrsclickJcri . 

4.   P.  nebulosiu  Steph. 

P.  aelmlomuB  Stei-ii.  111.  Brk.  Ent.  Maad.,  vol,  6,  p,  119,  (1835- 1873)  ；  Burm.  Hsutdb.  Ent.  vol.  ü  ；  p. 
780,  17,  (1843)  ；  Hagen,  Ent.  Add.  p.  29,  16, (1861)  ；  M'L.  Ent.  Mon.  Mag.  vol.  iii.  (1867)  ；  Tümpel,  Die 
Geradf.  s.  156,  (1901)  ；  Enuerl.  Ann.  liist-natur.  Mus.  Nat,  Hung.，  s.  217,  (1903)  ；  Endkrl.  Zool.  Jaherb.  Abt. 
i.  syst  s.  246,  (1903).  P.  siniUi«  Steph.  I1L  p.  120,  ao  (1836)  ；  Braükr  N.  A.  p.  33.  P.  variagatu« 
Curt.  B.  E.  648,  4.  nec.  Kau.  P.  inAiscatua  Ramb,  Hin.  Nat.  Ins.  Ncur.  319,  1, ネ (1842».  P.  afflnis 
Ramb.  Niurop.  p.  320,  3 お (1842). 

Kopf  schwärzlichbraun,  beim ネ heller.  Scheitel  beim  ^  schwärzlichbraun, 
beim ネ dunkelbraun.  Schcitelsutur  dunkel,  beim も sehr  fein.  Stirn  an  den  Seiten 
und  die  Wange  beim  ^  gelblich.    Clypeolus  klein  ；  Clypeus  gewölbt,  dunkelbraun 
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mit  parallelen,  undeutlichen,  schwarzen  Längslinien,  jede  in  der  Mitte  mit  einer  Reihe 
von  Härchen.  Augen  beim 》 sehr  gross,  zweimal  so  lang  wie  beim 年， die  Durch- 
messer so  lang  wie  die  Scheitelbreite  zwischen  den  Augen.  Maxülartaster  dunkel- 
braun, mit  schwärzlichbraunem  Kndgliea.  Oberlippe  schwarz.  Antennen  schwarz, 
viel  linger  als  die  Vorderflügelslängc,  beim  $  das  2.  Glied  gelb,  dicht  und  kurz 
behaart;  beim 卒 beide  Basalglieder  und  das  3.  Glied  rdthlichbraun.  Am  Hinter- 
rande des  Kopfes  abgerundet 

Thorax  beim  ^  schwärzlichbraun  bis  schwarz,  matt  ；  beim  4-  dunl«;lbraun， 
Leisten  und  Nabt  gelblich.  Abdomen  schwärzlichbraun.  Beine  hellbräunlich,  Tar- 
sen dunkler,  das  1.  Hintertarsenglied  tnit  2  Endspornen  und  30  Ctenidicn,  das  2.  mit 
6  Ctenidien.  Ctenidien  je  mit  3-4  ziemlich  stumpfen  Zähnchen.  Klauen  ziemlich 
gross,  vor  der  Spitze  mit  einem  Zahn.    Verhältniss  der  Hintertarsengliedcr  3  : 1. 

Flügel  graulichbraun,  ohne  Flecken,  betm 年 heller,  Unterapicalzellc  (M„  Mx> 
Mv  und  Cux)  je  mit  einem  hellgrauen  Flecke.  Pterostigma  dunkelbraun,  dreieckig; 
beim  ^  braun,  den  Basaltheil  ausgenommen  hyalin  ；  die  Färbung  tritt  über  das 
Pterostigma  hinaus.  Am  Nodulus  mit  einem  grauen  f lecke.  Die  Adern  graulich- 
braun, der  1.  und 1. Ast  der  Radialgabel  an  der  Basis  und  die  Ader  des  innern 
Schenkels  der 1. Cuoitalzelle  entlang  bis  zum  Scheitel  gelblichweiss,  welche  von 
einem  sehr  schmalen  hyalinen  Streifen  begleitet  wird.  Areola  postica  eross,  mit 
schmalem  Scheitel,  sich  beinahe  zu  der  Medianzellej  (Ms)  genähert,  bdm  ^  die 
Medianzelle,  sehr  klein,  etwa  eine  Hälfte  so  gross  wie  die  zweite  Medianzelle  (Mj). 
Hinterfli^cl  grau  angeraucht,  beide  Flügel  grün  bis  rot  irisierend. 


Voro  erflug  eis]  änge 

6  mni. 

1 lügelsspannung 

13  mm. 

Fuhkrslänge 

8  mm. 

8  fnm. 

Fundort:  Hakodate, 19.  Aug.  1906  (1  ^)  ；  Sapporo,  30.  Juli  1906  (1 さ）； 
GJfa,  13.  Juli,  1903  <i  J^)  ；  Sapporo,  1903  (2  %)  ；  Ziozankei,  9.  Sept.  1906  (1  %)% 
gesammelt  von  Herren  Prof.  Dr.  S.  Matsumura,  S.  Kuwayama  und  M.  Ocuma. 

Sonstige  Fundorte :    England,  Deutschland,  Indien  und  Australien. 

S-   P.  peüucidus  n.  sp. 

Maxillartastcr  blassgelb,  mit  9cVrwarzem  Endglied.  Scheite!  gdb,  mit  brauner 
Zeichnung.  Oberlippe  schwarz,  vorn  und  an  den  Seiten  abgerundet.  Clypeolus 
klein  ；  Clypeus  gross,  mit  12  dunkelbraunen,  parallelen  Längslinicn.  Stirn  an  den 
Seiten  mit  einem  rundlichen  dunkelbraunen,  in  der  Mitte  mit  hatbkreisförmigen 
Fleck.    Wangen  gelb,  mit  einem  schwarzen  Punkte.    Augen  schwärzlichhraun. 
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Die  2  Basalglicdcr  der  Antennen  gölbl  die  übrigen  schwarz  ;  etwas  kürzer  als  die 
Vordcrflügtlsfönge  und  sehr  kurz  pubesciert. 

Thorax  schwärzlichbraun;  die  Furchen  und  die  Rüncler  des  Pronotumsy  das 
Scutellum  und  der  äussere  Vorderhand  des  Mcsothorux  gelb.    A  bdometi  schwärz- 
lichbra'un  mit  gelber  Zdchnung.    Beine  hellgelb  ；  Tarsen  dunkel,  das  j.  Hinter- 
tarsengliod  mit  19,  das  2.  mit  etHas  6.  Ctcnidien  ；  Klauen  schwarz,  an  der  Spitze • 
gelb.    Verhältniss  der  Hintertarsenglicder  3  :  1.  >:...', 

Flügel  hyalin,  hellgrau  angeraucht.  Pterosti^ma  röthlicbbraun,  die  Färbung 
tritt  über  das  Pterosti^nta  run,  am  Hinterrande  des  Pterostigmas  abgerundet.  Am 
Nodidus  ein  kleiner,  schwarzer  Fleck.  Die  Adern  gelblichbraun,  die  Basis  des  1. 
und  2.  Astes  des  Cubitus  ßelbüchwciss.  Areola  postica  mit  breitem  Scheitel, 
sehr  gross.    I  linterflügel  hyalin,  ziemlich  stark  irisierend.  . 

Vordcrflügclslängc  ,-  ！  \  mm. 
Flügelsspannung  -  8 る mm. 

l'ühlerslänge  3.5  mm. 

Fundort :  Sapporo, io.  Juli,  1903  (I 早） ； 30.  Juli,  1903  (l 卑）； Towada,  25. 
Juli,  1905  (1 ネ） ；. gesammelt- von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumuka.  • 

6.  P.  Korokianua  Enderl. 

" P.  Korokianua  En ük ri..  Z^ol.  Jahrb.  Abi.  f.  Syst.  \>.  244,  Tafel,  10.  %.  1.  (I9°6)- 
.'■  Kopf  hellgelblich  bis  graulichweiss.  Clypeus  mit  zahlreichen,  feinen,  dunkel- 
braunen Längslinitui,  die  den  Vorderrand  nicht  erreicht.  Qlypeolus,  hell  graulich- 
weiss.  Oberlippe  in  der  Mitte  dunkelbraun,  an  den  Seiten  gelblich.  Maxillartastcr 
blass,  Endglied  kaum  dunkler  angeraucht.  Scheitel  und  Stirn  gelblich,  mit  dunkel- 
braunen Flecken  gesprenkelt.  Au^en  iTaulichbraun  ；  beim キ klcüi ； beim  "S"  sehr 
gross,  zweimal  so  gross  wie  beim ネ.. Occllen  röthlichschwarz.-  Wangen  graulich- 
weiss.  Schcitclnaht  ziemlich  scharf.  Fülücr.  l»ng  und  dünn,  dunkel,  die  beiac 
Basalglicdcr,  das  3.  und  4.  Glied  die  Spitze  ausgenommen,  gelblich,  sehr  kurz  und, 
fein  behaart. 

Thorax  schwärzlichbraun,  mit  weit  ausgedehnter,  blasser  Region  und  blassen 
Leisten.  Abdomen  dunkelbraun.  Beine  rostgelb,  Schienenspitze  und  die  Tarsen 
schwärzlichbraun.  Das  1.  Hintcrtarsenglicd  mit  2  Endospornen  und  23  Ctenidien, 
das  2.  mit  10  Ctcnidien.  Ctcnidien  je  mit  4  stumpfen  Zähnchen.  Klauen  schwärz- 
lichbraiui,  an  der  Spitze  gelblich,  ein  Zahn  vor  der  Spitze  stumpfig.  Verhältniss 
der  Hintertarscngljtder  etwa  2:1.  .    •  •* 

Vorderflüge 1 hyalin  (kaum  angeraucht),  mit  brauner  Zeichnung.  Die  Adern. 
K-iunlichgelb,  an  der  Stelle  der  Zeichnung  dunkelbraun.    An  der  Basis  mit  braunen 
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Flcckr<^n;  die  subbasale  Querbinde  erreicht  weder  den  Vorder-  noch  den  Hintorrand; 
am  /STor^uluSy  am  Innen-  und  Unterrajide  des  Pterostigmas,  am  Scheitel  der  Areola 
postier  je  mit  einem  braunen  Flecke  ；  die  Radialzelle  (R5i  auf  der  Apicalhälfte  mit 
2  duiilcelbrauncn  r lecken  ；  Zelle  M,,  M3  und  M,  je  mit  einem  dunkelbraunen  Streife 
gcflecWt.  Die  Adern  Cu„  ms,  m2.und  m,  je  dunkelbräunlich  gesäumt.  Pterostigma 
hyalite,  in  der  Mitte  röthlichbraun.    der  Scheitel  der  Areola  postica  ziemlich  breit. 

Hitit<jrrfliigcl  hyalin,  die  Adern  bräunlichgclb,  rI+„  t ゆ M  und  die  Apicalhälfte  der 

Cubital ader  tielbraun.  . 

公  早 

Vorderflügclslängc       4^  min.       6  mm. 
Fundort :    Ziozankei  bei  Sapporo  (9.  Sept.  1903  I 卒)， Nakano  bei  Tokyo  (7. 
1 S03  I       gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumura. 

7.   P.  tokyoensis  Enderl. 

P-  tc>^yoen0i8,  Endkrl.  Zool.  Jahrb.  Abt.  f.  Syst.  P.  245,  Tafel  10,  fiB.  2  (1906). 

Klopf  röthlichbraun  bis  dunkelbraun,  besonbers  beim 早 dunkler.  Scheitel 
undeutlich  blass  gefleckt.  Stirn  dunkelbraun.  Clypctts  gewölbt,  dunkler,  der 
Lä^tTti  nach  gestreift.  Clypeolus  heller.  Oberlippe  schwärzlichbraun,  besonders 
teilte  Maxillartastcr  rostgelb,  beide  Endglied  und  die  Spitze  des  2.  Gliedes 

schwarz.  Augen  beim  ^  röthlichbraun,  schwärzlieh  gefleckt,  ziemlich  gross  ； 
^",rri  -^.  schwarz,  etwas  kleiner  als  wie  bei 《, bei  beiden  Geschlechtern  kugelig 
Fühler  länger  als  die  Vorderflügclslängc,  schwärzlichbraun,  die  3 
erst«^  u  Glieder  rostgclb  ；  beim ネ sehr  kurz  und  fein  ；  beim  ^  sehr  lang  und  dicht 
俨" に icrt.    Scheitel  naht  scharf.    Hinterkopfsrand  abgerundet. 

Thorax  dunkelbraun,  Leisten  gclblichbraun.  Beine  gclblichrostbraun,  Schenkel 
rrlstgelb,  Schicncnspitzc,  das  1 .  Tarsenglied  mit  Ausnahme  des  Basaldrittcls,  neiler, 
das  2.  Tarsenglicd  schwarzbraun.  Das  1.  Hintcrtarscnglicd  mit  19—22，  das  2  mit  5 
Ctcnidic-n.    Vcrhältniss  der  I  lintcrtarscnglicdcr  4  : 

Vordcrflügcl  hyalin,  mit  dunkelbrauner  oder  brauner  Zeichung  ；  die  dunkel- 
braune, subbasalc  Querbindc,  welche  in  der  Mitte  nach  aussen  gebogen  ist,  und  den 
Vordcrrand  nicht  erreicht;' ein  kleiner  Fleck  am  Nodnlus,  ein  l'.leck  am  2.  Aste  des 
Cubitus,  an  der  Spitze  des  Vorderastes  der  Radialgabcl  ；  ein  grosser  Fleck  an  der 
Mitte  des  Hinterrandes  des  Pta  ostigmas  und  der  Iksaltheil  der  Radialzelk'u  (K^) 
dunkelbraun  ；  Mcdianzcllcs  ganz,  Medianzcllc2  und  Mcdianzcllc!  theihveissc  und  die 
Apicalhälfte  der  R5  mit  dunkelbraunen  Flecken.  Ptcrostigvia  dunkelbraun,  am 
proximalen  Ende  hyalin,  die  Färbung  tritt  hinten  r,  hinüber.  Am  Hinterrande  des 
Pterostigmas  (r,)  bildet  einen  reclitcn  Winkel.    Areola  postica  gross,  mit  ziemlich 
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schmalem  Scheitel.  Medianzelle,  sehr  klein.  Die  Adern  dunkelbraun,  an  der 
Basalhälflc  gelblich.  Hinterflügel  hyalin  ；  Adern  gelblich,  Radius  und  Cubitus 
dunkelbraun.    Vorder-  und  Hinterflügel  grün  bis  rot  irisierend. 

公ネ 
Vorderflögeis は nge  5  mm.      6|  mm. 

Fühlerslänge  7  mm.       8  mm. 

Fundort :  Aomori  (26.  VIT.  '06)  ；  Sapporo  (Aug.  '06)  ；  Tokyo  (Juli,  1903-6) ； 
Moji  (Aug.  1906)  ；  Hakone  (Jun.-Juli,  1903-6)  ；  Hakodate  (Juli,  1906). 

Diese  zahlreiche  Materialien  wurden  von  Herren  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA,  S. 
Kuwayama,  M.  ÜGUMA  und  dem  Autor  gesammelt. 

8.   Psocus  Mali  n.  sp.   (Fig.  5.) 

Der  Form  nach  P.  Kurokianus  Enderl.  sehr  ähnlich,  es  untersclieidet  sich 
jedoch  durch  die  Apicalflecken  der  Apicalzellen  und  den  grössern  Körperbau. 

Kopf  schwarz,  vorn  braun,  Maxillartastcr  gelb,  die  2  Endglieder  dunkel 
angeraucht.  Scheitel  breit,  mit  netzartigen,  gelben  Streifen,  Stirn  an  der  Seiten  mit 
gelbem,  viereckigem  Flecke,  in  der  Mitte  mit  drei  gelben,  rundlichen  Flecken,  welche 
durch  einen  gelben  Querstreifen  gekreuzt  wird.  Clypetis  gross,  mit  bräunlichen 
Längslinien;  Clypeolus  mässig  klein.  Oberlippe  gross,  am  Rande  schwärzlichbraun, 
in  der  Mitte  erhebt  sich  eine  schwärzlichbraune  Querleiste.  Augen  schwarz. 
Scheitelnaht  sehr  fein.  Antennen  schwarz,  die  zwei  Basalglieder  und  die  Basalhälftc 
des  3.  Gliedes  hellgelb,  deutlich  länger  als  der  Vorderflügel  und  kurz  behaart. 

Thorax  schwitrzlichbraun,  die  Suturen  hellgelb.  A  bdomen  schwarz,  jedes 
Segment  mit  einem  gelblichen  Ringe.  Beine  blassbräunlichgelb;  Tibien  und  Tarsen 
bäunlichschwarz  ；  das  1.  Hintertarsalglied  mit  etwa  18  ；  das  2.  mit  etwa 10 
Ctenidicn.    Klauen  schlank.    VcrhSltniss  der  Hintertarsengliedcr  2:1. 

Vorderflügel  hyalin,  die  Adern  bräunlichgelb,  der  Scheitel  der  A reola  postica, 
der  Basaltlieil  der  Nerven  r4+5  und  r2+3,  sowie  auch  der  Hinterrand  (rj  des  Pteros- 
tignias  gelb.  Die  siibbasalc,  braune  Ouerbindc  erreicht  weder  den  Vorder-  noch 
den  Hintorrand  ；  am  Modulus  ein  brauner  Fleck  und  die  Medianzelle  mit  einem 
braunen  Flecke.  Radial zellc.  (R5)  mit  drei  xin regelmässigen,  braunen  Flecken,  wie 
bei.  Fig.  3.  Pterostigma  den  hyalinen  Basaltheil  ausgenommen,  braun,  die  Färbung 
tritt  über  das  Pterostigma  hin.  A reola  postica  viereckig  ；  Radialgabcl  mit  paral- 
lelen Acstcn.  2  mal  so  lang  wie  der  Stiel.  Die  Vcreinigungslinie  von  Radialrantus 
und  Media  mässig  kurz.    Hintcrflü^cl  hyalin.   Ikide  Flügel  ziemlich  stark  irisierend. 

VordcrflüRolslünge  7  mm. 
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Flügclsspaiinung  IS  mm. 

Fühlerslänge  12  mm. 

Fundort  :  Sapporo  (3.  Oct.  1905  1  $)，  Hagi  (10.  Aug.  1904 1 牟)， gesammel 
von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MatsUMURA  und  vom  Autor  auf  einem  Apfelbaum. 

9*   Pbocus  8expun(rtatu8 し. 

Hemerobius  sexpunctatus  Linn.  Kann.  Suec.  p.  383,  1511  (1761);  Litcn.  Syst.  Na»,  it.  p.  913  ； 
Fabr.  Syst.  Ent.  p.  310,  9,  &c  ；  Berk.  Syn.  i.  151  ；  J^tew.  Elcro.  Nat.  Hist.  ü.  216  ；  Turt.  Syst.  Nat  Hi.  402  ； 
M5I.L.  Prodr.  p.  146  (1865),  Geoffr.  Ins.  par.  ii.  205,  10.  Paoou«  eexpanctatiu  LatR.  Coqneb. 11U  Icon. 
13,  pl.  2.  £.  10;  Fabel  Ent  Syst.  Sappl.  203  ；  Burm.  Handb.  Ent.  ii.  778,  8; ISI* レ Enr.  Month.  Mag.  vol.  iii. 
(1861).  Pbocu»  subfa8ciatu«  Stbph,  III. p.  119,  7  (1836)  ；  Hagen,  Ent.  Ann.  p.  30, 18  (1861).  Psocus 
in-orattt»  Cu»t.,  Brit.  Enf.  64g.   Psocu«  ma^nlatus  Steph.  IH.  p.  1 19,  6  (1836). 

Kopf  farblos  oder  gelblich,  Scheitel  beiderseits  je  mit  einem  braunen,  punktierten 
Flecke,  Scheitelnaht  mit  einem  braunen  Flecke  gesäumt.  Stirn  gelb,  dunkel- 
bräunlich gefleckt  (Kopfsfleck  sehr  veränderlich).  Clypeus  vorn  dunkler,  mit  feinen, 
braunen  Längslinien.  Clypvolus  schwärzlichbraun,  mit  gelbem  Vorderrande.  Ober- 
lippe schwärzlichbraun,  Maxillartaster  gelblichbraun,  die  Spitzenhälftc  des  letzten 
Gliedes  dunkler.  Wangen  und  Schläfen  tiefgelb,  die  letzteren  sehr  schmal,  Augen 
schwärzlichbwaun,  relativ  gross  (J?.).  Antennen  deutlich  kürzer  als  die  Vordcr- 
fh^elslänge,  sehr  dünn,  hellbraun,  die  Apicaltheil  dunkler,  fein  pubesciert. 

2  fiorax  dunkelbraun  (zuweilen  farblos),  mit  gelben  Suturen.  Abdomen  gelblich 
oder  farblos.  Beine  gelblichbraun,  Schenkelspitze  dunkelbraun,  Schienenspitze  und 
das  1.  Tarsenglied  dunkler,  das  2.  Tarsenglied  schwärzlichbraun.  Das  1.  Tarsen- 
glied  mit  ca.  1 1  Ctenidien,  das  2.  ohne  Ctenidien.  Verhältniss  der  Hintertarsen- 
ßlieder  2  :  I. 

Flügel  hyalin,  kaum  angeraucht.  Vorderftügcl  mit  zahlreichen,  braunen  r  lecken 
wie  beim  P.  sexpunctellus  Enderl.  Eine  unregelmässige,  braune,  subbasale 
Querbinde  setzt  sich  vom  Hinterrande  bis  zum  Vorderrande  fort,  in  der  Mitte 
der  R.  mit  2  dunkelbraunen  Flecken.  Pterostigma  hyalin,  das  Apicaldrittel 
dunkelbraun,  r,  abgerundet.  Ein  dunkelbrauner  Fleck  am  Nodulus  und  am 
Innenrande  des  Pterostigmas  auch  ein  solcher.  In  der  Mitte  des  Hinterrandes  des 
Pterostigmas,  am  proximalen  Ende  der  Radialgabd  und  nahe  dem  Scheitel  der 
Areola  postica  je  mit  einem  bräunlichen  Flecke.  6  kleine  dunkelbraune  Flecken  in 
einer  mit  dem  Aussenrande  parallellaufenden  Bogenlinie,  je  in  einer  der  Aussenrand- 
zcllcn  (Rj,  Rj,  R5,  M,,  M2,  M，).  Apicalrand  hellbraun,  die  Vereinigungsstelle  des 
Ausserrandes  und  der  Apicalader  mit  einem  kleinen,  dunkelbraunen  Flecke.  Adern 
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braun  bis  tiefbraun,  Suocostalader  stark,  sich  im  Distaltheile  der  Radialadcr  mün- 
dend. Uie  vereinigungslinic  von  Radialramus  und  Media  sehr  lang.  Radialgabel 
mit  fast  parallelen  Aesten  ；  die  Ader  r2+s  18  mal  so  lang  wie  der  Gabelstiel.  Areola 
postica  verzerrt  wie  beim  P.  s^xpunctellus  ENPKRI«,  Scheitel  breit.  Die  Adern  des 
Hintcrflügels  hellbraun. 

Vorderflügclslängc  4  mm. 

Fühlerslänge  3^  mm. 

Fundort :    Sapporo,  10,  Juli,  1007  (2 早)； gesammelt  auf  einem  Apfelbaum  vom 
Autor. 

Sonstige  Fundorte  :    Deutschland,  England. 

10.   P.  8expunctellu8  Kndkkl. 

P.  eexpunctelluB  Endeki...  Stell,  entoml.  Zeit.  p.  91.  (1907). 

Da  diese  Art  mir  unbekannt  ist,  so  stelle  ich  hier  die  originale  Beschreibung 
von  Herrn  Dr.  ENDERLEIN  wieder. 

'， Kopf  farblos,  Clypeus  mit  ca.  10  lüngsreihcn  hellbrauner  Punkte,  btirn  mit 
einigen  blassen  Punkten  neben  den  Augen  und  neben  der  scharfen  Scheitelnaht  mit 
sehr  blass  braunen  Punkten.  Augen  relativ  gross  (^.),  schräg  eiförmig  (grösste 
Länge  etwa  i  der  Schcitclbrcitc),  Mintcrrand  schräg  nach  vom  rechtwinklig  zu 
einander  con  verlierend.  Occllen  dicht  gedrängt,  dunkelbraun,  vorderer  etwas 
kleiner.  Antennen  braun,  die  beiden  Basälglicdcr  und  das  3.  Glied  gelblich. 
Clypcolns  farblos,  Hinterrandsaum  braun,  Labrum  braun. 

Thorax  ungefärbt,  Hinterrand  des  Mcsonotuvis  braun,  Mctatwtum  blass 
bräunlich.  A  bdomen  ungefärbt  ；  oben  und  an  der  Seite  dicht  sehr  fein  braun 
gesprenkelt,  Spitze  braun.  Schenkel  braun,  Vorder-  und  Mittclschcnkel  mit 
schmalem  ungefärbten  Ring  vor  der  distalen  Spitze.  Trochanter  blass.  Schienen 
bräanlichgelb,  Tarsen  hellbraun.  1.  Hintertarsenglied  unit  ca.  16  Ctcnidiobothrien, 
2.  mit  2  ；  jede  einzelne  Ctenidiobothrie  mit  kräftigen  Zähnen,  braun,  Klauen  braun, 
Spitzcndrittel  gelb  ；  in  der  Mitte  des  letzteren  der  spitze  Zahn.  Hinterschiene  mit 
4  ziemlich  kurzen,  kräftigen  Endojxirneii. I  Iintcrbeinc:  Schiene  1  mm,  1.  Tarsen- 
gliod  0,3  mm,  2.  Tarscnglicd  o,l  mm. 

Vordcrflügcl  mit  zahlreichen,  braunen  Sprenkeln  mässig  dicht  bedeckt,  mit 
Ausnahme  der  innersten  Iiasis.  Drittes  Victel  (von  der  Basis  aus  gezählt)  der 
Analzellc  schwärzlichbraun,  diese  braune  Färbung  setzt  sich  in  eine  massig  schmale 
schräge  Qucrbindc  bis  zum  Vordcrrand  am  Sttgmasack  fort,  die  in  der  Mitte 
mässig  schmal  unterbrochen  ist.    Schwärzlichbraim  sind  ferner  :  6  kleine  Flecke 
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in  einer  zum  Aussenrandc  parallelen  Bogcnltnie,  je  in  einer  der  Aussenraiidzellen  (Ku 
R„  R，，  M い M„  M，)，  das  Enddrittel  des  Pttrostigmasy  je  ein  kleines  Fleckchen  an  den 
Adtrtnden,  die  Umgebung  des  Stigmasackes  und  ein  in  der  Mitte  des  Hinterrandes 
des  Pterostigmas  anliegender  Fleck.  Blassbraun  sind  : langgezogene,  elliptische 
Flecke  längs  der  Adercndcn  ("est'  umsäumed  die  ganze  Areola  postica,  das 
proximale  Ende  der  Kadialgabcl  und  ein  Fleck  zwischen  ihr  und  dem  Scheitel  der 
Radialgabel.  Form  der  Areola  postica  verzerrt  wie  bei  FB0CÜ8  major  K.  und 
sexponetatns し， Scheitel  breit.  Ptcrostigma  relativ  kurz,  am  Knde  stark 
verbreitert  und  kreisförmig  abgerundet.  r^3  ist 1 ふ mal  so  lang  wie  der  Gabelst に '1, 
Cia bei  ziemlich  parallel,  nur  sehr  schwach  nach  aussen  divergierend.  Subcosta 
mir  an  der  Basis  entwickelt.    I  lintcrflügcl  hyalin,  Adern  blassbraun." 

Vorderflügclslänge  2\  mm.    Körpcrlänge  (in  Alkoho り 2 さ mm. 

Fundort :  Kanada wa.  an  altem  Bambusjjfahl.  10.7.  1906.  1  %  ；  Yokahama, 
an  alten  Brettern.    25.7.    1906.  2$. 

11.   P.  obtusus  Hagen. 

P.  obUuxm  IUük.n,  \  irh.  <l.  Zool.-Bot.  C.cS.  Wien.  P.  774  (1858);  P.  202  (1859); 1'. 216  (1866); 
K-NWiRi  EiN,  Ami.  hist.  iiat.  Mos.  nat.  Hung.  s.  227,  Tafel IV.  tig. 14  (1903). 

Kopf  gelb  bis  gclblichbraun,  über  Scheitel,  Stirn  und  Clypeus  läuft  ein  weiter, 
medianer  I^ingsstreifen  von  dimkelbrauiier  Farbe,  (ein  noch  blasser,  etwa 
deutlicher  Saum  um  dk  Augen).  Scheitel,  Stirn  (die  Mitte  au^enommen),  und 
Wangen  gelblich  ；  Clypeus  hellbraun,  stark  vorgewölbt,  mit  dunkelbraunem 
jöralkltn  Läiißslinien.  jede  mit  einer  Reihe  von  Härchen.  CLypeohis  ziemlich 
gross,  dunkelbraun.  Oberlippe  schwärzlichbrauu,  Maxilla rtaster  hellgclblichbraun, 
mit  dunklem  Kndglicd.  Augen  schwarz.  Antennen  kürzer  als  die  Vorderftügcls- 
länj(c,  grnulichbraun,  beide  lVisalgliedcr  und  das  Kasaldrittcl  des  3.  Gliedes  hfl ler, 
fein,  kurz  ；  beim  'J* lang  und  dicht  behaart,  Härchen  nach  vorn  gerichtet  (J^.). 

Thorax  röthlichdunkclbraun  bis  dunkelbraun  ；  beim  ^  die  Naht  gelblich  ； 
beim  ^  die  Leisten  und  die  Naht  blassbraun.  Abdomen  dunkelbraun.  Beine 
blassbraun,  das  2.  Tarscnglicd  dunkler,  das  1.  1 1 intertaarsenglied  mit  22,  das  2.  mit 
3-4  Ctciridien.    Verhält« iss  der  J  lintertarsalglied  3  :  1. 

Flügel  blassgraulichbraun  angeraucht,  Subbasaltheil  des  Vortlerflüjifls  mit 
sehr  schwacher  I  I-förmigcr  j;raulichbrainicr  Zeichnung,  die  meist  sich  verwaschen 
und  sehr  undeutlich  ist.  Plerostigvia  graulichbraun,  abgerundet,  der  Basaltheil 
p-aulichweiss,  die  Färbung  tritt  nach  hinten  über  dasselbe  hinaus.  Vor  der  inneren 
Spitze  des  Pterostigma  em  dunkelbrauner  Punkt  ein  ebensolcher  am  Nodulus. 
I ん' Ailcrn  braun,  die  Vcrcinigungsstclle  von  Radiiis  und  Media,  die  Adern  der 
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inneren  Spitze  der  Radialgabel  und  die  aufsteigende  I.  Cubital  ad  er.  sowie  die 
Scheitel  der  "  Cnbitiilzcllc  blassgraulichbraun,  die  Subcostaladcr  sehr  stark  und 
lang.  Scheitel  der  Areola  postica  auflUlliß  breit,  fünfeckig.  Hintcrflügel  ziemlich 
hell,  Adern  Radius,  7-2  +  3.  T4+S  und  Cm.  dunkelbraun,  die  übrigen  graulich- 
braun.    Vorder-  und  Hintcrflüßcl  röthlich  irisierend. 

Vorderflügclslän^c  3；  mm.         11. %). 

Fühlers ほ nge  2^  bis  3  mm. ( ,， ). 

Fundort :    HiroSaki,  29,  Juli,  1906. 

Zahlreich し 'n ICxcmplarc  in  meiner  Sammlung,  gesammelt  auf  einem  Apfel- 
baum. 

Sonstiger  Fundort :  Singapore. 

12.  P.  japonicu8  Kolbe.  1882. 

P.  japonicus  Kolhr,  Ent.  Nachr.,  No.  15,  I'.  209  (1882). 

,, cincrco-fuscus,  vertice  mac  u lis  parvulis  fuse  is  signato.  fronte  lon^itudinalitcr 
striato,  oculis  fuse  is  ；  antennis  longis,  nigricantibus,  articulis  tri  bus  primis.  excepto 
tertii  apicc,  ferrugincis  ；  palpis  ferru^incis,  articulis  2  ultimis  fuse  is,  articulo  ultimo 
latitudinc  duplo  Ioiigiore.  praccedentibus  robustiorc,  apice  rotmidato-obtuso. 
Thorax  supra  opacc  atrato.  Ahic  cinerfo-fumatae,  vein's  fuse  is  vcl nigrofuscis 
apicalibus  obscuro-cinctac  ；  areola  discoidali  I latitudinc  dimidis  longior し'， extus 
coneavo  ；  areola  discoidali  II  iila  tertia  parte  minore  ；  jitcrostigmatc  clon^ato.  s;it 
lato,  nngulo  jxistico  obtuso,  atrofusco.  intus  pallidiorc  ；  areolae  postiene  vertice 
aitgusto.    Pedes  flavescentes,  tibiis,  j)raescrtim  anticis,  tarsisque  omnibus  fuse  is. 

Long.  corp.  c.  al. S.5  mm. 

Japan,  3 】ixcmplarc  in      Lachlaus  Sammlung^ 

Diese  Art  mir  unbekannt. 

13.   P.  formosamus  n.  Sp. 

Kopf  braun,  menni^-roth  gefleckt.  Maxillartastcr  braun,  mit  dunkcl- 
schwarzcm  Endglied.  Oberlippe  dunkelbraun  bis  schwarz,  an  den  Seiten 
abgerundet.  Clypeolns  deutlich  gewölbt  ；  Clypctts  vorgewölbt'  mit  tlunkelbraunun. 
parallelen  I^in^slinicn.  Scheitel  mit  undeutlichen,  braunen  Zcichmiiit;.  Schcitcl- 
naht  deutlich,  dunkel.  Au^cn  schwarz,  beim  Männchen  ausserordentlich  gross. 
Die  Schläfen  undcutlicli ； Durchmesser  der  Augt，ii  des  MUnncbcns  breiter  als  tjic 
Scheitclbrcitc  zwischen  den  Augen.  Hinterkoj^frand  ziemlich  scharf.  Füll に r  so 
lang  wie  die  Vordcrflügclslänge,  schwärzlichbraim,  beiden  liasalglicdcr  und  das 
3-  Glied  hellbraun  ；  dicht,  beim  ^  besonders  lang  pubesciert. 


Digitized  by  Google 


OKAMOTO  ：  DIE  PSOCIDKX  JAPANS. 


131 


Viorax  graulichgelb,  Metathorax  dunkel.  Abdomen  gelbbraun.  Beine 
Seiblichbraun,  nicht  gefleckt;  das  1.  Hintcrtarscnglicd  mit  21,  das  2.  mit  3 
Ctcjiiilicn  ；  Ctcnidien  mit  5  Zälmchen.    Vcrhältniss  der  Hintcrtarsenfjlicdc-r  2}  :  I. 

Flügel  graulich  angeraucht,  ohne  Zeichnung  Pterostigvia  dunkelbraun,  tlic 
Färbung  tritt  hinten  über  r,  hinaus.  Am  Modulus  mit  einem  braunen  Fleck.  J)ic 
Adern  bräunlichgelb,  der  2.  Ast  des  Cubitus,  die  Media  (der  Scheitel  der  Areola 
postica)  und  der  Basalthcil  des  Radialramus  wxisslichgclb.  Kadialgabcl  mit 
parallen  Acsten,  deutlich  2i  mal  so  lang  wie  der  Stiel.  Die  Vereiiiigungslm ，じ 
von  Radialramus  und  Media  sehr  kurz.  Areola  postica  sehr  gross,  mit  breitem 
Vertex.  Apicalzellc  des  Hinterflügels  mit  Clingen  Härchen.  Vorder-  und 
Hintcrflü^cl  stark  yriin  bis  rot  insicrcnd. 


Fundort :  Formosa  (Koshun),  29,  Juni  1906  (3  gesammelt  von  Herrn 
IVof.  Dr.  S.  Matsumura. 


Kopf  mit  brauner  Zeichnung  ；  bein  ^  gclblichbraun  ；  beim  %  heller.  Die  zwei 
Endglieder  des  Maxillartastcrs  dunkelbraun.  Oberlippe  schwarz.  Clypcolns 
ziemlich  klein  ；  Clypcus  gross,  vorgewölbt,  mit  hellbraunen  Längsstrcifcn.  jede 
mit  einer  Reihe  von  Härchen  versehen.  Sc  Heitel  naht  deutlich,  dunkel.  Stirn 
ujhI  Scheitel  deutlich  getrennt  ；  beim 《 undeutlich.  Wangen  beim  ^  ciimkcl ； 
beim  %  gelb.  Schläfen  schmal.  Augen  des  Männchens  sehr  gross  und  schwarz, 
dadurch  beim  ^  die  Scheitclbreitc  sich  schmäler  zurücklassend.  Fühler  kürzer 
als  die  v ordcrflügclslängc,  dunkelbraun  :  beim  dicht  und  lang; 'beim  %  fein  und 
kurz  pubesciert. 

Tliorax  glänzend  schwarzbraun,  mit  gclblklibraimcn  Leisten  ；  ScuteUmn  lind 
Nebstlcistcn  hoch  erhaben.  Abdomen  schwarz,  lkine  gclblichbrnun,  die  Spitzen 
der  Schienen  und  des  ersten  Tarscn^liccics  und  das  2.  Tarscn^liud  dunkel.  】）as 
！.  Hintcrtarsonfjlicd  mit  2  Eiulspornen  und  circa  21  (》） bis  20  (^)  Ctctiidicii ； 
das  2.  mit  5  Ctenidicn  ；  Ctcnidien  je  mit  4  -5  Zähnchen.  Klauen  gross,  mit  einem 
Zahn.    Vcrhältniss  dor  I lintcrtarsc-n^lii.dcr  3  :  1. 

Klüßcl  hellgrau  angeraucht,  ohne  Zeichnung,  am  Nodtilus  und  am  iivncrcn 
lvndc  des  Petrostigmas  jedoch  je  mit  einem  Fleck.  Ptcrostigtun  braun,  die 
Färbung  dehnt  sich  weit  hinüber  das  Pterostigma  aus.  Der  1 1  inter  rand  des 
Ptfrostigmas  \yx)  abgerundet.    Die  Adern  ^clblichbraun  bis  braun  ；  die  Atjcm 


Vorderflügclslän^c 

Flügelsspanung 

Fühlerslänge 


32  bis  4  mm. 
4    bis  9  mm. 


4  mm. 


M-   P.  tateokanus  n.  sp.    (Fig.  8.) 
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der  KadialgabelzL'Hc  an  der  Basis  und  die  der  Areola  postica  an  der  Spitze  deutlich 
he  Her.  Die  Subcostalader  des  Vorderflügels  deutlich  ；  Media  und  Radialrannti 
verbinden  sich  in  einer  langen  Strecke  ；  Areola  postica  flach  und  gross,  mit 
ausserordentlich  breitem  Scheitel,  Radialgabcl  mit  divergierenden  Ästen,  die  etwa 
U  von  der  Stielslänge  ist.    Vorder-  und  Hinterflüge!  roth  bis  grün  irisierend. 

公  ？ 

VordcTflüj;elslängc       3  mm.       2 mm. 

hMü^clsspannung         7  mm.       6  mm. 
Fühlcrslän^c  2  —  2l    (も und 卒) 

Zahlreiche  Exemplare  in  meiner  Sammlung  aus  Tateoka,  gesammelt  auf 
einem  alten  Zaun  am  5.  Aug.    1906.  . 


IV.  Gatt.   AMPHIGERONTIA  Kolbe  1880. 

Amphig«rontia  Kolbe,  Stett.  Ent.  Zeit.  p.  104.  (1880). 
In  Japan  kommen  4  Arten  Vor. 

Übereicht  der  Arten. 

】. Vortk'rflügd  mit  zahlreichen,  braunen  Flecken  


II- 
III. 


Vrordcrflügral  ohne  r  lecken  

IT.    Pterostigma  röthlichbraun.  Vorclcrflügel  an  der  Basis  hyalin.  ... 

 ficivorella  n.  sr. 

Pterostigma  theilweisc  röthlichbraun.  Vordcrflü^el  an  der  Basis  ... 

bräunlich  angeraucht  nabila  KNDERL. 

III.    Vorderflü^el  an  der  Basis  braun  Kolbei  ENDKR1.. 

Vorderflügcl  an  der  Basis  hyalin  jttoensis  N.  SP. 

1.  ficivorella  n.  sp. ほ. 4.) 

Ko|)f  röthlichbraun.  Cly/>eus  gelb,  stark  vorgewölbt,  mit  zahlreichen,  deut- 
Hell  nacli  vor"  convergicrrtcii,  dunkelbraunen  I ^ngsstreifen  ；  Clypeolus  und 
Lahnau  schwarz.  Maxillartastcr  braun,  mit  zwei  dunklen  Endglieder.  Augen 
kloin,  halbkugelig,  schwarz.  Scheitel  mit  undeutlicher,  dunkelbrauner  Zeichnung  : 
Scheitel  naht  fein,  aber  deutlich.  Stirn  in  (！ er  Mitte  mit  einer  dunkelbraunen, 
hufeist-n -förmigen  Zeichnung.  'Jeinpus  schmal.  Der  Hinterrand  des  Kopfes 
ziemlich  scharf.  AnttniHMi  dünn,  schwarz,  die  beide"  Basalglieder  und  das 
3.  (ilicd  (das  1. l^asal^licd  sehr  gross  und  dick)  röthlichbräun  ；  kurz  und  icm 
behaart. 


Digitized  by  Google 


OKAMOTO  ：  DIB  PSOCIDEN  JAPANS. 


»33 


Thorax  rötlilichbraun,  Ante-  und  Postdorsum  des  Meso-  und  Metathcrax 
glänzend  schwarz.  Abdomen  schwärzlich.  Beine  yel blichbraun,  die  Spitzen  der 
Schienen,  das  i.  Tarsenglied  und  die  Klauen  schwarz  ；  Klauen  ziemlich  lang,  an 
der  Spitze  gelblich.  Das  i.  Hintertarsenglied  mit  ca.  22,  das  2.  mit  6  Ctenidicn. 
Vcrliilltniss  der  Hintertarsenglieder  2^  : 1. 

I*  lügel  hyalin.     Vorderflügel  mit  dunkelbrauner  Zeichnimg,  die  subba^ilc, 
dunkelbraune-  Querbinde  erreicht  weder  den  Vortier-  noch  den  Hintcrrand  ；  am 
Nodulus  ein  dunkelbrauner  Fleck.   Ptcrostigvta  röthüclitlunkclbraun,  die  Filrbun^ 
tritt  hinten  über  yx  hinaus.   Die  Apicalhälftc  dunkelbraun,  wie  Fi^.  12.   Die  Adern 
bräunlichgtlb,  welche  an  der  dunkelbraunen  Region  schwärzlich  gefärbt ;  am 
Scheitel  der  A reola  postica  und  an  der  Basis  der  Radial^abclzcllc  schmutziggclb. 
Die  Snbcosta  des  Vordcrflügcls  sich  in  Radius  nicht  ermündet.    Areola  Postica 
ziemlich  flach.  Membran  massig  stark,   llintcrflügel  hyalin,  roth  bis  grün  irisierend. 
Vorderflügels ほ nge       4^-5  mm. (念 u. 年） 
Flügelsspannung         1 1  mm.  (，，■)' 
Fühlerslänge  5  mm. ( ., ) 

Fundort  :  Formosa  (Shinsha),  24.  Juli,  1906.  (1  ；  (Koshun),  6.  Juli,  1906 
3  ^.),  gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumura  auf  Ficus  wightiana. 

Der  Flugclfkrbung  nach  erinnert  es  sich  an  Psocus  Euroiaanus  KNDERl-.. 
<Iicse  Art  ist  jedoch  viel  kleiner. 

2.   A.  nnbila  Knderl.  1906. 

A.  nubil*  Knderl,  ZnoJ.  Jal>rl>.  AM.  £.  Syst.  I'.  247.  Tafel, 10  ti«.  4, (1906). 

Kopf  rötlilichbraun,  oben  heller.  Clypcus  hellbraun,  vorgewölbt,  der  Iiingc 
nach  undeutlich  dunkelbraun  gestreift.  Clypeolus  sehr  ^toss,  dunkelbraun. 
Oberlippe  schwarz.  Maxillartaster  dunkelbraun,  das  Endglied  schwarz.  Augen 
klein,  schwarz.  Schcitclnaht  mässig  scharf.  Antennen  sehr  lang.  dünn,  schwarz. 
<lie  beiden  Basalglicdcr  und  das  3.  Glied  die  Spitze-  ausgenommen  rötlilichbraun, 
sehr  kurz  behaart  (J?.). 

Thorax  glänzend,  röthlichdunkclbraun.  Abdomen  schwärzlichbr.iun.  Keine 
tief  jjclblichbraun,  Coxcn  und  .Schenkel  heller.  Das  1.  H intcrtarscngl icd  mit  24, 
•das  2.  mit  8  Ctenidicn.  Klauen  schwarz,  an  der  Spitze  jjclb.  Verhältniss  der 
I  {intertarsenglieder  2:1. 

Vordcrflügel  braun  angeraucht,  mit  undeutlicher,  brauner,  subbasaler  Oucr- 
bindc,  die  den  Vortlerrancl  nicht  erreicht.  An  der  Basis  des  Vordcrflüguls  braun, 
<Iie  Axillarzolle  auch  braun.  Apicalhälftc  mit  Ausnahme  der  Radial/.cllc  und  der 
Badialzellc  3.  braun.    Pterostij^ma  dunkclröthlichbraun.     Basaldrittel  gelblich- 
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braun  ：  dio  Färbung  tritt  hinten  über  ；',  hinaus  ；  j-,  in  ziemlich  kräftigen  Winkel 
.itis^cbo^cn.  Die  Adern  braun,  an  der  Basis  der  Radialgabelzcllc  und  am  Scheitel 
der  A  recla  poatica  ^clblichbratm.  Die  Subcosta lader  des  Vofdcrflügels  sich 
deutlich  in  Radius  crmündciitl.  Hinterflüge)  hyalin,  die  Adern  blassbnum, 
Vortlc-r-  und  Hinterflügel  roth  bis  grün  irisierend. 

X'ordcTflüßclslän^i.-         S  mm. 

Fülilcrsliin^e  1 1  mn、. 

Kiindort :  Zi<izaukci,  12.  Juli.  1905,  ( 1 卒〕 in  meiner  Sammlung. 

,  3.   A.  Kolbei  Kndkki..  1906. 

A.  Kolbei  Kndkri. ん J.ihrli.  Al>t. l. Syst. 1'. 246,  (1906». 

Kopf  dunkelbraun.  Schläfen  und  Wauden  heller.  Scheitel  dunkelbraun. 
Schcitclnaht  ziemlich  scharf,  mit  schwarzbrauner  Flecke  gesäumt.  Stirn  in  tier 
Mitte  schwarz.  Clyj)cus  braun,  unRCstrcift,  fast  flach.  Ctypcolus  relativ  gross,  in 
tier  Mitte  schwarz.  Oberlippe  schwarz.  Maxillartastcr  tiefbraun,  mit  schwarzem 
Endglied.  Schcitclbrcit  zwischen  deti  Aurlii  etwas  1  mm.  Augen  klein.  Fühler 
sehr  dünn  ； l.iii»,  dicht  und  abstchnd  bcliaart  (^). 

T/iorax  ^lünzontl  schwilrzlichbratm.  Leisten  und  Suturcn  gelb.  Abdomen 
clunkclbräun.  Bein し' ^elblichbraun  ；  die  SchitMien  an  clor  Spitzt-,  die  Tarsen  und 
die  Coxcn  brüunlichschwar/. 

Hügel  hyalin,  Vordcrflü^cl  an  der  Basis  braun.  Ptcrostigma  sehr  schmal  und 
lang,  rötliclibnuin  ；  die  I'.arbung  tritt  hinten  weit  über  '(\  hinaus,  am  Hintcrrandc 
abgerundet.  Die  Adern  dunkelbraun,  am  Basaldrittcl,  an  der  Basis  der  Radial- 
gnbel  und  am  Scheitel  der  Areola  Postica  sowie  auch  an  tier  ^Acler  blassbraun. 
Die  Subcosta  lader  ziemlich  stark,  die  sich  am  Distaltheile  der  Costa  lader 
crniüiKlcnd.  Areola  fos/ica  sclir  hoch,  mit  schmalem  Scheitel.  Radia Isabel  mit 
IKir.illcIci)  Acstcii.    Vorder-  und  Hinterflügel  rötlich  irisierend. 

Vordcrfliificlslän^c  5  mm. 
FühlcrslänK«-'  10  mm. 

l'iuulort :  Ka^oshiina.  k>.  Juli,  1903  (1 も)， gesammelt  von  I Icrru  Prof. 
Dr.  S.  M.VTSUMURA. 

4-   A.  jezoensis  n.  sv. 

Kopf  röthlichbraun.  beim  schwärzlich.  Scheitel  nahe  den  Augen  mit 
zahlreichen,  schwarzen  Punkten  ；  Sclicitclnaht  deutlich,  die  Naht  entlang  mit 
zahlreichen,  schwarzen  l'imkten  (beim  ^  undeutlich).  Stirn  braun,  in  der  Mitte 
schwärzlich.     Clypeus  vorgewölbt,  mit  zahlreichen,  dunkelbraunen  Länpslinicn. 
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Clypcolus  ziemlich  gross.  Oberlippe  glänzend  scjnvarz.  Maxillartastcr  gclblich- 
braun.  das  Endglied  dunkelbraun.  Antennen  des  Mänchcns  von  der  Vordcr- 
flugclslüngc,  beim 卒 etwas  kürzer,  dunkelbraun,  die  beiden  Basalglicdcr  etwas 
heller  und  kurz  ；  beim  ^  dicht  und  lang  behaart,  die  Haaren  nach  vorn  gerichtet 
(早). Augen  relativ  klein,  schwarz.    Am  Htntcrkopfsrandc  abgerundet. 

1 horax  dunkelbraun,  matt.  Scute  Hum,  Postscittellum  und  Cristate  sattelli 
des  Mcso-  und  Metat/iorax  röthlichbraun.  die  Naht  hellgelb.  Abdomen  schwarz 
oder  röthlichschwarz.  Heine  gelblichbraun  ；  Schenkel,  larsen  und  Klauen  dunkler, 
die  letzteren  je  mit  einem  Zahn,  die  Spitze  gelb.  Das  1.  Hintcrtarscnglied  mit 
22  (孚) bis  24  ('S*),  das  2.  mit  3  —  4  Ctenidien.  Ctenidicn  mit  4  —  5  stumpfen 
Zähnchen.    Vcrhilltniss  der 1 lintcrtarscnglicdcr  205  :  1 . 

Flügel  hyalin,  graulich  angeraucht,  ohne  Zeichnung.  Am  Nodulus  und  am 
inneren  Ende  des  Pterostigmas  ein  undeutlicher,  brauner  Fleck.  Pterostigma  mit 
Ausnahme  des  Basaldrittels  hyalin,  graulichbraun  ；  die  Färbung  dehnt  sich  weit 
über  das  Pterostigma  hinaus.  Der  Hinterrand  des  Pterostigmas  (;-,)  abgerundet. 
Die  Adern  braun  bis  dunkelbraun,  die  der  Radialgabelzclle  an  der  Basis,  die  der 
A  trola  poslica  an  der  Spitze  uiul  die  Analadcr  deutlich  heller.  Die  Subcostaladcr 
stark  erwachsen  und  mündet  sich  in  Radius.  Areola  postica  ziemlich  gross, 
deutlich  lunfccKig,  mit  sehr  breitem  Scheitel.  Radialgabcl  mit  parallelen  Aestcn. 
Aft'tiia  und  Radialramus  des  Hintcrflüt?cls  sich  entweder  in  einem  Punkte  oder 
in  sehr  kurzem  Strecke  vereinigt.    Membran  grün  bis  roth  stark  irisierend. 

Vordcrflügclslänjfe  4 ふ mm.       5  mm. 

Fühlcrslängc  4^  mm.       4  mm. 

Fundort :  Ziozankci,  10.  Juli,  1907  (1 》) und  (7 ネ)， gesammelt  vom 
Verfasser  auf  einem  Apfelbaum. 


V.  Gatt.   HEMIPSOCUS  Sei 丄、 s  Long.,  1872. 

Hemiprocus  I»f.  Sfxys  Ixixtx  iiamps,  Knt.  M«».  Ma«.  vol. 9,  P. 145,  fi«.  A,  (1872-73);  Kolbk, 
Stitt.  Knt.  Zeit.  I*.  79, (188?)-  ' 
In  Japan  kommt  mir  1  Art  vor. 

1.   Eemipsocus  hyalinas  Ender  1..    1906.   (Fig.  17), 

Hemip*ocus  byalinu«  Knderl.,  Stctt.  Hut.  Zeit.  I'.  311,  (1906). 

Körper  einfarbig,  blass  schmutzi^clb  ；  Thorax  dunkler  ；  Kopf  und  Thorax 
mit  zahlreichen  Härchen  ；  Abdomen  mit  braunen  Ringen.    Augen  bei  den  beiden 
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Geschlechtern  mässig  gleich  gross,  schwärzlich,  halbkugelig.  Occlien  auch 
schwarz,  abstehend.  Letztes  Maxillartaster  an  der  Spitze  etwas  dunkler,  l-ühlcr 
länger  als  die  Vorderflügelslänge,  gelblichbraun,  die  beiden  Basalglieder  und  das  3. 
Glied  heller,  (bin  und  kurz  behaart.  Clypcus  gross,  mit  undeutlichen  hellbraunen 
Längstreifcn  ；  Clypeolus  sehr  klein,  deutlich.  Coxen,  Trochanter  und  Schenkel 
fast  farblos.  Oas  2.  Tarsenglied  hellbraun,  das  1.  Hintertarsenglied  mit  27.  das 
2.  mit  2  dunkelbraunen  Ctenidicn.  Klauen  imgcziihnelt,  kurz  uiul  stumpf,  dunkel- 
braun, an  der  Basis  blassgelb.    Verhältniss  der  Hintertarsengliedcr  5  :  1. 

Flügel  hyalin,  farblos,  röthlich  irisierend  ；  der  Rand  und  die  Adern  des  \" order- 
flügels,  den  N.  analis  und  die  2.  Asten  des  Cubitus  «lusßcnommcn,  pubesciert  ；  die 
Behaarung  am  Rande  deutlich  dichter.  Ptcrostigma  lang.  Media  und  Radial- 
ramus  sich  entweder  in  einem  kurzen  Streifen  oder  in  cuicm  Punkte  vereinigt. 
Radialgabcläste  parallel  und  etwa  1^ länger  als  der  Stiel.  Areola  postica  klein. 
Die  Adern  schmutziggelb.    Hintcrflügel  unbehaart. 

Vorderflügelslängt-  3 き bis  4mm.  u.  %) 
Fühlerslängc  6  mm. ( ,, ) 

Fundort :    Kyoto  (2  ^  und  2  Ä)，  gesammelt  von  Herrn  M.  St'SUKI. 



VI.  Gatt.   TAENIOSTIGMÄ  Knderl.  1901. 

TaenioBtigma  Enderl.,  Zool.  Jahrb.  Abt.  f.  Sys«.  p.  546,  tig.  9.  (1901). 
In  Japan  kommt  nur  1  Art  vor. 

1. Taeniostigma  ingens  Kxderl.  1903. 

Taenioatigma  ingens  Kndejo.,  Ann.  Mus.  N;it.  Hung.  t<J.  I,  S.  238,  T,、f.  V,  fig.  18(1903). 

Kopf  gelblichbraun ゆ) bis  braun  (J?.).  Scheitclnaht  scharf,  mit  einem 
dunkelbraunen  Flecke.  Hintcrkopfsrand  in  der  Mitte  ziemlich  tief  aus^csclinittcn. 
Clypeus  unKcstrcift.  Oberlippe  sehr  gross  und  breit,  seitlich  lappciiarti^  erw  eitert, 
vorn  sehr  deutlich  ausgebuchtet.  Die  aeusserste  Spitze  des  M.ixillartastcrs  dunkler, 
Augen  bräunlichschwarz  (J^)  bis  schwarz  (タ ). die  des  Männchens  sehr  gross,  fast 
doppeltmal  so  gross  wie  beim  Weibchen,  vorgewölbt.  Fühler  etwas  länger  als 
die  Vordcrflügclsläiigc  ；  beim  dünn  und  kaum  buliaart  ；  beim 年 dick,  gegen  die 
Spitze  hin  sich  stark  verjungend,  besonders  das  3.  Glied  sehr  dick  und  lang,  und 
dicht  lang  behaart,  die  】Iaarc  nach  vom  zugerichtet.  Fühler  beim  Weibchen 
schwarz,  die  4-1 1.  Glieder  an  der  Häsis  hcllgclblichbraun.  beim  ^  nur  undeutlich 
angedeutet. 
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Thorax  gelblichbraun.  Das  Ant edor sunt  und  das  Dorsum  des  Mcsothorax 
jederseits  mit  einem  grossen,  tief  braunen  Klecken  das  An  tt dor  sum  durch  eine  hdlerc 
Ijlngsmittcllinic  in  zwei  Hälften  gctheilt.  ScutUllum  zuweilen  gelb,  die  Leisten 
ein  wenig  geschärft.  Das  Dorsum  dos  Methonxx  ebenfalls  tielbraun.  Abdomen 
hellbraun,  unten  gelblich.  Beine  hcll^clblichbraun.  das  2.  Tarscnglicd  dunkler,  das 
1. Hintertarsglied  mit  einer  Reihe  von  30-36,  das  2.  mit  2  Ctcnidicn.  Vcrhältm'ss 
der  Hintertarscnglieder  3  :  1. 

Flügel  hyalin.  Die  sämtlichen  Adern  des  Vorderflügcls.  den  .V.  axillaris  aus- 
genommen, behaart,  schwarz,  der  Rand  und  der  Radius  gclbliclibraun.  lJio  sich  mit 
dem し utntits  vereinigte  Afedia  (M 十し' u),  der  Cubitus  bis  zur  1.  Cubitalzcllc  und  der 
jV.  axillaris  sehr  stark  verwachst.  Ptcrostigma  ^clblichbraun,  dicht  pubesciert,  ein 
dunkelbrauner  streif  die  hintere  Hälfte  tics  Pterostigmas  ausgefüllt,  beim 》 mclir  als 
\  der  Breite  einnehmend.  Hinterflügcl  :  Die  Adern  ik'nkdbraun.  nur  die  Analadcr 
und  Radius  gelblich  ；  am  Rande  undeutlich  gclblichbraun.  Die  Analadcr  nicht 
allein  mit  einseitiger,  langer  Behaarung,  sonck-rn  mit  dichten  und  sehr  kurzen 
Pnbescirung.  Der  Rand  und* die  Adern,  die  Spitze  der  Analadcr  ausgenommen, 
lang  und  ziemlich  dicht  pubesciert.    Mtmbran  grün  bis  rot  ziemlich  stark  irisierend. 

古  * 

Vordcrflügclslän^c  5^  mm.        7i  mm. 

Fühlerlänge  6-6^  mm.        8  mm. 

Fundort  :  Formosa  (Shinsha,  24.  Juli,  1906,  1 翠 ； Kagi,  26.  Apr.  1907, 1 多 ； 
Horisha,  30«  Apr.  1907,  1  g  ；  Kanshirci,  13.  Apr.  1907,  2  ^  ；  Niit«ika,  10,  Oct. 
1906,  1 公） gesammelt  von  Herren  Prof.  Dr.  S.  M.VTSUMURA  und  T.  Kawakami. 

Sonstiger  Fundort :  China. 

 » -.^  

VII.  Gatt.   MATSUHURAIELLA  Knderl.  1906. 

H&Uumaraiella  Endk*i„,  Zool.  Jahrb.  Ab»,  f.  Syst.  S.  248,  Taf.  10,  fig.  3.  (1906). 
In  Japan  kommt  nur  1  Art  vor. 

1. ÜUtsnmiiraialla  radiopicta  】':、'üer し. 1906. 

M.  radiopicta  Eäderl,  Zod.  Jahrb.  AM.  t.  9y«t  S.  348,  Taf. 10,  fig.  3.  {1906). 
Körper  sehr  lang  und  struppig  behaart,  besonders  auf  dem  Kopfe.  Ko]>f 
hcIlgelbHchbraun  bis  braun,  Clyptus  dunkelbraun,  stark  vorgewölbt.  L lypeolus 
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hclkr,  Oberlippe  schwärzliclibnuin,  vorn  etwas  ausRcbuchtct.  Maxillarfcister  gclb- 
lichbraun.  die  Spitze  des  I-julglicdcs  dunkler.  Au^en  schwarz  oder*  etwas  röthlich 
gefleckt,  beim  ？  sehr  klein  ；  beim  ^  etwa  doj>pcltmal  so  gröss  wie  beim  Weibchen, 
Au^cn  unbehaart.  Antennen  vo:i  der  \rordcrflüjjelslängc,  hcllbräunlichgclb,  die 
äussersten  Spitzen  ilcr ん bis  zum  letzten  (ilicdcr  schwarz.  Scheitel  sehr  breit, 
Sclioitclnaht  undeutlich. 

Thorax  glänzend  bräunlichschwarz.  Abdomen  bräunlich,  gelb  gefleckt,  an  der 
Spitze  tlimklcr.  Beine  hcllbräunlichgclb,  das  i.  Tarsenglied  dunkler,  Klauen 
schwarz,  die  l^ndspitzc  ^clb.  Das 1. H i n torta rsenfjl ied  mit  4-9  ungleichen  Ctenidicn, 
das  2.  ohne  Ctenidicn.    Vcrhältniss  der  Hintcrtarscngliedcr  22  :  I. 

Flügel  grau,  hyalin.  Vordcrflü^'cl  in  der  Mitte  der  Apicalhälftc  dunkclbraun- 
lich  gefleckt,  nämlich  d に' Zellen  Klt  K3,  K3,  M„  und  Ms  je  mit  einer  streifartigen, 
dunkelbraunen  Zeichnung.  An  der  Basis  hcllbräunlich  angeraucht.  Pterostigma 
hyalin,  Kasaldrittcl  braun,  die  Adern  tielbrauu,  laiig  und  struppig,  2  reihig  behaart, 
mit  Ausnahme  des  N.  axillaris.  Hinterflügel : die  Adern  braun,  unbehaart, 
Apicalzcllc  mit  spärlichen  Härchen.  Vorder-  und  Hinterflügel  rot  bis  grün 
ziemlich  stark  irisierend. 

^  ネ 

Vorderflügelslänge  4 さ mm.  4  mm. 

Fühlcrslänfjc  4!  mm.  4  mm. 

'■ luindort :    Sapj>oro.  28.  Au に 1903  (5  ^.2        Tomakomai,  1903,  (2 ネ. 2 念). 
Takasago,  Juli.  1903.(1 金. 3 孚)， Kyoto.  Sept.  1905  (2 金. i.  %),  Gifu,  13.  Juli,  1903, 
(1 Akashi  (1 翠）， Tokyo,  1903  (1       1  ？).  Kagoshima,  10.  Juli.  1903  (i  S)- 
Überall  häufig. 


VIII.  (iatt.   KODAMÄIÜS  n.g.    (l'ig.  2.) 

Füll ler  etwas  kürzer  als  die  Vorderflügclslängc,  dicht  aber  kurz  behaart. 
Oberlippe  seitlich  Iappc-nartig  verbreitert  und  vorn  ausgebuchtot,  wie  beim 
Taeiliostig-ma.  Ptcrostigvm  wie  bei  Matsumuraiella,  sehr  breit  und  kurz,  kurz 
behaart.  Areola  postka  ziemlich  klein,  mit  langem  Stiel,  welcher  sich  der  Media 
vereinigt  ist.  Radialramns  und  Media  im  Vordcrflüßcl  sich  durch  eine  Qucradcr 
verbunden.  Subcostaladcr  mündet  sich  in  der  Basis  des  Radius  und  erreicht  den 
inneren  Rand  des  Ptcrostigmas,  so  dass  die  ausserordentliche  dicke  zurück- 
lassend.   Die  Adern  und  der  Rand  des  Vordcrflü^cls  dicht  behaart.    Der  Rand 
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ucs  I  Iintcrfliigcls.  die レ ausgenommciis  behaart.  Kopf  und  Thorax  dicht  und 
kurz  abstchcntl  behaart.    Meant  3  ästig.    Tarsen  2  gliedrig.    Klauen  ungczllhnclt. 

Diese  (iattunj;  ist  dem  verstorbenen  Feldmarschal  Kodama,  dem  vormaligen 
( )bcrbofchlsliabcr  von  Formosa,  ^owidpict. 

In  Japan  kommen  2  Arten  vor  :    ...  .(,  ■ 

Uebersicht  der  Arten. 

1) に Adern  und  der  Riind  des  Vorderflügels  nicht  struppig  behaart  

 brevioornis  n.  sp. 

Dk  Adern  und  der  Rand  des  Vorderflügels  dicht  struppig  behaart  und  deutlich 
grösser   . .  .pilo8US  N.  SP. 

1.  K.  brevicorni8  n.  sp.   (Fig.  2.) 

Kopf  röthlichbraun  bis  röthlichdunkclbraun.  Das  Endglied  des  Maxillartastcrs 
dunkel ； Clypeus  gross  und  vorgewölbt  ；  Clypeolus  klein  ；  Oberlippe  schwarz. 
Au^cn  schwarz,  ziemlich  klein,  abstellend  vorgewölbt  ；  beim も etwas  grösser. 
Scheitel  breit,  ohne  Flecken  ；  Schcitclnaht  deutlich.  Schläfen  schmal ； bein  ^ 
schmäler.  Fühler  kürzer  als  die  Yorderflügclslänge,  dunkelbraun,  die  beiden  Kasal- 
glkrder  und  das  3.  Glied  gclblichbraun.  Der  ganze  Körper,  besonders  der  Kopf  und 
der  Thorax  dicht  und  kurz,  gelblich  behaart  ；  Augen  behaart. 

Thorax  und  Abdontt"  bräimirchsclnvarz,  die  Leisten  des  erstcren  scharf  und 
von  heller  Farbe,  licin じ hdlschmutziggelb.;  das  2.  Tarsenglied  und  die  Klauen 
schwarz,  die  letzteren  an  tlcn  Spitzen  gelb.  Das  1.  I  lintertarsenglied  mit  19-24 
Ctenidicn,  das  2.  feil  Jen  ga  ，； z.    Verhältniss  der  Hintertarscngliedcr  3:1. 

Flügel  bräunlich  ；  Pterostigma  breit  und  kurz,  dunkelbraun,  mit  zahlreichen 
Härchen;  die  Färbung  tritt  nur  in  der  Mitte  über  die  (irenze  des  Pterostigmas  hin- 
aus ； die  Basalhalftc  hyalin.  Die  Adern  dunkelbraun,  Radius  sehr  stark.  I>ic 
Verbindungsstelle  des  Radialramus  und  der  Media  bildet  eine  Querstrecke .  Areola 
postica  klein,  lang  gestielt.  Die  Adern  und  (k'r  Rand  des  Vordcrflü^cls  behaart  ； 
Hintorflü^cl  am  R:ind じ， die  Costa  ausKenommcii.  behaart.  Hinterflügel  grau, 
ziemlich  irisierend.  . 
V«)rtlcrflü^clslän^c  3   nmi. und  $ ) 

Flügclsspannunj;  7  mm. ( ,. ) 

Fühlcrslün^c  2i  mm.    (       „  ) 

Fundort  :  Formosa  (Tainan), 18.  Juli,  1906  (2 《 und  4 ネ）， gesammelt  von 
Herrn  Prof.  Dr.  S.  MaTSUMUKA. 
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2.   K.  pilosns  N.  SP.    (Fig.  7.) 

i 

Der  Zeichnung  nach  der  K.  brevicornis  aus  Formosa  sehr  ühnlich. 
Scheitel,  Oberlippe,  Clypcus,  Clypeolns,  Thorax,  Abdomen  und  Flügel  wie 
bei  K.  brevicornis.  Maxillataster  jjclblichbraun,  mit  der  äussersten  Spitze  dunkel. 
Die  Scheitclsutur  und  die  Naht  zwischen  Stirn  und  Scheitel  ziemlich  scliarf. 
Schläfen  breit.  Augen  verhältnissmässig  klein.  1,'ühler  dunkelbraun,  die  beiden 
Basalglicder,  das  3.  und  das  4.  Glied  heller.  Hinterkopfsrand  abgerundet.  Heine 
^clblichbraun  ；  Endtarseiiglied  braun.  Das  1.  Hintcrtarscn^licd  mit  22  Ctcnidicn. 
Klauen  ziemlich  lang.    Vcrhältniss  der  Hintertarscn^liecicr  4  :  1. 

Vorderflügel  dunkelbraun,  die  Adern  und  tier  Rand  dicht  struppig  behaart. 
Media  und  Radialramus  sich  durch  eine  kurze  Querader  vereinigt.  Ptcrostigtna 
breit,  kurz  und  behaart;  dunkelbraun.    Der  Hintcrrand  des  Ptcrostiguias  bildet 
einen  Kcchtwinkcl.    Der  Rand  des  Hinterfli^jcls,  die  Mitte  der  Costa  ausgenom- 
men, mit  einer  Reihe  von  Härchen  besetzt,  röthlich  irisierend. 

Vorderflü^clslänßc  4  mm. 

Klügelsspannun^  9  mm. 

Fühlcrslänge  3  mm. 

Fundort :  Akashi  (Juli.  1903,  1  gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S. 
MATSUMURA  und  2  g  Exemplare  aus  Kyoto  (Oct.  1906)  gesammelt  von  Herrn 
M.  Suzuki. 

STENOPSOC1NAE. 

BESTIMMUNGSTABELLE  W  DEN  GATTUNGEN 匪 STENOPSOCINAE. 

FIuRcIrand  behaart  Stenopsocus  Hagkn  1866. 

Flüßclrand  unbehaart   Graphopsocus  Kolbe  1880. 


I.  Gatt.  STENOPSOCUS  Hagen  1866. 

Steurvpaocu«  Hauen,  Verh.  d.  'loo\.  Bot.  Ges.  Wien,  V.  203,  (1866)  ；  Si-angberc,  rsodna  Sueciic  et 
Feuniac,  P.  17,  (1878);  Koi3E,  Monogr.  deutsch.  Psocidcn,  P.  126,  (1880);  Enderi..  Ann.  Mas.  Tlung.  vol 
1， 3.  239,  (1903). 

In  Japan  kojnmen  4  Arten  vor. 

üebenicht  der  Arten. 

I.    Ptesostigma  schwärzlichbraun  

PUro sti^mn  nur  am  HiHtcrrandc  bräunlich  angeraucht. 
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II.  Ptcrosti^ma  dreieckig   nigricellus  n.  SP. 

Pterostigma  länglich  mger  ENDERL.  1906. 

III.  A',  ana/is  des  Vordcrflügels  behaart   aphidiformis  ENDEUL.  1906. 

^V.  ana/is  des  Vordcrflügels  unbehaart   pygmaem  Enderl.  1906. 

Der  Form  und  der  Flügelsförbung  nach  es  erinnert  sich  an  5.  niger  KNDER し 
diese  Art  ist  jedoch  viel  kleiner. 

Scheitel,  Stirn,  ClyPetis,  Schläfen  und  Wangen  glänzend  schwarz,  mit  sehr 
kurzen  dunkelbraunen  Härchen.  Clypcolus  bräunlich.  Oberlippe  bräunlich- 
schwarz  bis  schwarz,  breit,  in  der  Mitte  schwach  ausgebuchte t.  Schläfen  sehr 
schmal  oder  undeutlich.  Augen  bräunlichschwarz  bis  schwarz.  Scheitelnaht  fast 
undeutlich.  Hinterkopfsrand  ziemlich  abgerundet.  Fühler  von  der  Vorderflügels- 
lilngc,  gelblichbraun,  die  beiden  Basalglieder  und  das  3.  Glied  schwarz,  erstere 
etwas  heller,  sehr  kurz  behaart. 

Das  Antedors 画， das  Dorsum  der  Mesothorax  und  die  Leisten  glänzend 
schwarz.  Das  Postdorsum  und  das  Dorsum  des  Metathorax  und  die  Leisten 
bräunlichschwarz.  Abdomen  schwarz,  an  der  Spitze  braun.  Beine  gelblichbraun, 
Tarsen  heller,  Klauen  dunkel.  Das 1. Hintcrtarsenglied  in  einer  Reihe  mit 19 
Ctenidicn.  ein  anderes  Ctenidium  befindet  sich  seitlich  des  letzten  Ctcnidium. 
Vcrhältniss  der  Hinter tarsen^licdcr  3:1. 

ト lügel  blass,  graulichbraun  angeraucht.  Pterostigma  sehr  breit,  dreieckig,, 
tiefbräu n lie hsc hwa r z ,  ziemlich  stark  pubesciert  ；  die  Färbung  tritt  hinten  über  rL 
hinaus.  Die  Adern  gelblichbraun.  Uer  Rand  und  die  Adern  mit  Ausnahme  des 
ぶ. axilaris  in  einer  Reihe  behaart.  Die  Kadialadcr  sehr  stark  verwachst,  wie 
bei  Kodamaius.  Kinc  lange,  bräunlichschwarze  gebrochene  Binde  läuft  von  der 
liasis  der  Radialadcr  bis  zum  Inmcnraiide  des  Pterostigvias;  die  Adern  an  den 
Stellen  der  Binde  bräunlichschwarz.  Membran  schwach  grünlich  bis  röthlich 
irisierend. 

Vordcrflügels ほ nge  4  mm, 

Flügclsspaniiung  8i  mm. 

Kundort :    Tokyo  (1  $),  gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumura. 

2.   S.  niger  Ktderl.  1906. 

S.  niger  Endml"  Zool.  Jahrb.  Abt.  f.  Syst.  P.  249,  Tab.  10,  fiK.  7. (1906). 

Kopf  rothgelblichbraun.  Scheitel,  Schläfen,  Stirn  (an  den  Seiten  gelblich). 
Ctypeus  und  Oberlippe  glänzend  schwarz.  Clypeotus  gelb.  Maxillartaster  tief 
Kelblichbraun  oder  dunkelbraun.     Schcitelnaht  scharf.     Auge«  schwarz,  röthlich 
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gefleckt,  beim せ um  doppeltmal  so  gross  wie  beim  Weibchen.  Sc  Ii は um  vcrhält- 
mssmässig  breit,  beim  $  undeutlich,  Antennen  von  der  Vordcrflii^clslän^e. 
dunkelbraun,  die  beiden  Basalglicder  und  die  Apicalhälftc  hol  kr. 

Thorax  glänzend  schwarz,  an  den  Seiten  und  die  leisten  röthlichbraun. 
Abdomen  dunkelbraun,  an  der  Spitze  schwarz.  lieinc  schwarz,  der  Basaldrittcl 
der  Schenkel,  die  Coxen  und  Trochanter  ^clblichbraun  ；  Tarsen  tief  gclblichbraun, 
tlic  Basis  des  i .  Tarsenglicdes  dunkler.  Klauen  schwarz,  die  Spizc  j»clb. (山 ne  Zähn- 
chen. Das  I.  Hintertarscnglicd  mit  22  (《) bis  25  ($)  Ctcnidicu,  die  in  einer 
ziemiieh  unrcgclmässigen  Kän^sreihc  angeordnet  sind.  Vcrhältniss  der 1 Hntcr- 
tarscnglicdcr  23  :  I. 

Flügel  hyalin.  Pterostignm  tief  brilunlichschwarz,  ziemlich  schmal  uiul  sehr 
】ang,  mässig  stark  pubesciert.  Die  Adern  gelblichbraim.  Der  Rand  und  die 
Adern  dos  Vorderflügcls  in  einer  Reihe  behaart.  Die  Subcostaladcr  ziemlich  stark 
verwachst.  I>er  Rand  der  Radialgabclzellc  des  】"nterfl き ls  etwas  i>nbcscicrt. 
Membran  golden  bis  röthlichblan  oder  grünlich  irisierend. 

Vordcrflü{;cIsläii{»c  5  mm.  6  mm. 

Kühlcrlän^e  5^  mm.  6i  mm. 

l;undort :  Sapporo  (3  %,  3^)  und  Tomnkomai  (2  $).  gesammelt  von 1 k-rrn 
Prof.  Dr.  S.  MatSUMURA. 

3.   S.  aphidifonni8  Kndkrl.  1906. 

S.  apbidiformis  Endhki..,  Zw, に Jahrb.  Abt.  f.  Syst.  S.  249,  Taf.  10,  fig.  5.  (1906). 

Kopf  hcllbräunlich^clb  oder  tief  ^clblichbraun,  vor  den  schwarzen  Ocollcn 
mit  einem  länRlichovalcn.  dunkelbraunen  Flecke.  Clypcus  vorgewölbt,  Ober- 
lippe sehr  gross,  an  den  Seiten  breit,  in  tier  Mitte  des  V'ortlcrrandcs  deutlich 
ausgebuchtet.  Die  äuss し' rste  Spitze  des  iMid^licds  des  Maxillartastcrs  grau.  Die 
■Augen  des  ^  sehr  {jross,  um  dop[x?!tmaI  so  gross  wie  beim  ^ .  Scheitclbrcitc  des 
Männchens  von  der  Grös 义' des  Augen(hirchmcsscrs  ；  beim  $  fast  (loppcltnial  so 
gross  wie  beim  Antennen  etwas  kürzer  als  die  Vordcrflü^clslän^c,  dunkelbraun, 
mit  Ausnahme  der  beiden  Basalgl に' der.    Schcitclnalit  scharf. . 

Thorax  tief  ^f' blichbrau  11. das  Antedorsum  und  das  Dorsum  ik-s  Mesothorax 
^län/.cntlschwarz,  das  Dorsum  des  Metat/wrax  braun.  Abdomen  tief  ^clblichbniun 
bis  dunkelbraun.  Beine  hcllgclblichbraun,  die  Spitze  tier  Schenkel,  am  proximalen 
und  distalen  Kndc  der  Schienen  und  die  Tarsen  mit  Ausnahme  der  Hasis  des 1. 
Gliedes  ^raulichbraun.  Das  7.  Hintcrtarscnglicdcr  mit  26  Ctenidicn.  X'crhältniss 
tier  Hintcrtarscn^licdcr  4  :  1.. 
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Flügel  hyalin.  Die  Adern  mit  Ausnhamc  des  2.  -(\stcs  des  Cubitus,  bräui)lich- 
gelb.  Pterostigma  nur  am  Ilintcrrandc  bräunlich  angeraucht,  etwas  behaart.  Die 
Adern  mh4  der  Rand  des  Vordcrflügcls  behaart.  Die  Apicnlzelle  des  Hintcrflü^cls 
mit  spärlichen  Härchen.  Die  Adern  und  der  Rand  (mit  Ausnahme  der  Apicalzcllc) 
des  Hinterflügcls  unbehaart,  .\kmbran  intensiv  golden  bis  rot  v\\  blau  irisierend. 
Vorderflüjjelslän^c  5-6  mm.  und 

Kühlcrlängc  4k  mm.    (       „  ) 

Fundort :  Sapporo,  Ziozankci.  Hakodate,  Tokyo,  Taisanji,  Tak.isa.ijo,  (iifu, 
Kyoto,  Moji  und  Kagoshima  (vom  Juni  bis  Oct.).  in  der  Sammhmt;  von  J  lerrn  Prof. 
Dr.  S.  MatsumURA. 

Ueberall  häufig. 

4.  S.  pygmaens  Kxderl.  1906. 

8.  pygmaous  Enderl.,  Jahrb.  Abf.  f.  Syst.  S.  250,  T*f. 10,  fi^.  6,  ( 1906). 

Kopf  hellbräunlichgelb.  Stirn  in  der  Mitte  schwärzlich,  Schläfen  und  Ober- 
lippe bräunlichschwarz.  Clypeus  dunkelbraun,  vorgewölbt.  Clypeolus  gelblich. 
Fühler  von  der  Vordcrflügclslängc.  dunkelbraun  bis  schwarz,  tlk,  bcitlen  Basal^licdcr 
heller.  Augen  schwarz,  beim  ^  sehr  gross,  um  cloppcltmal  so  j^ross  w  ie  beim 
Weibchen.    Scheitelnaht  ziemlich  scharf. 

Thorax  dunkelbraun,  oben  glänzend  schwarz,  die  Leisten  gelb.  Beine  blass, 
die  Spitzen  der  Schienen  und  das  2.  Tarscnglicd  graulichbraun.  Das 1. Hintcr- 
tarscnglied  mit  21  Ctenidien.  Klauen  schwarz,  mit  gelber  Spitze,  uugczähnelt 
Vcrhältniss  der  Hintertarscnglicdcr  3:1. 

Flügel  hyalin,  die  Adern  blass  brikutilich^clb.  Pterostigma  hyalin,  drdekig. 
zuweilen  nur  in  der  hinteren  Hälfte  brihmlichgdb,  ziemlich  stark  beliaart.  Der 
Rand  und  die  Adern  des  Vorderflügcls,  mit  Ausnahme  des  N.  ana  Iis  fein  unci  kurz 
behaart.  Flügelrand  an  der  Radialgabel  des  Ilintcrflügcls  pubesciert.  Membran 
schwach  rot  bis  grün  irisierend. 

VorderflügelslänKc  4-4A  mm. ゆ u.  ？ ) 

Fühlcrlün^e  4-4 J  mm.    (     „  ) 

Fundort  :  Moji,  29.  Juli,  1903, (1 ^)  und  18.  Juni,  1906,  f  1  "J»)  ；  Toniakomai, 
1903  (1 》)； Kyoto,  Oct.  1906  (2 罕), gesammelt  von  Herren  Prof.  Dr,  S.  Matsu- 
MUKA  und  M.  Sü/.UKI. 

II.  Gatt.   GEAPHOPSOCUS  Kolbe  1880. 

Graphopsocna  Kolbe,  Momogr.  d.  <leut.  Psociden.  P.  125,  (1880). 
In  Japan  l.ommt  nur  1  Art  vor. 
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i.  0.  cruciatia  L.  1768.   (Fig.  16.) 

HemerobiuB  cruciatus 1." Syst.  Nat.  t.  3.  app.  255  (1768). 

Hemerobiua  4-punctatus  F.,  Mant.  t.  1.  p.  248  (1777)；  Syst.  Ent.  Sappl,  p.  304  (1798)  ；  Latb., 
Coq.  Icon.  12,  Tab.  2,  6g.  8;  STSPH.,  III.  \\  125,  33,  (1836)  ；  Bi  rm.,  llandb.  2，  p.  776  (1834)；  Ramb., 
Neurop.  p.  321.  (1842). 

Psocus  eubocellatus  Siki-h..  III.  \i. 124  (1836);  IIa ゆ.， Ent.  Ann.  p.  34,  6  (1861). 

Psocus  contalis  S'm'ii.,  111.  p.  126  (1836). 

Psocus  cruciatus  Brai  ek.  N.  A.  p.  3?. 

Stenopsocus  cruciatus  M'l...  Ent.  Month.  MaK.  Vol.  III. 

Graphopaocus  cruciatus  K.h.bk,  Monog.  p.  125  (1880);  TOmi..  Die  Gcradf.  p. 155  (1901). 

Kopf  schmutziggelb,  Maxillartastcr  gclblichbraun,  das  1.  Endglied  und  die 
bpitzc  tics  2  Gliedes  angeraucht,  Oberlippe  gclblichbraun,  an  den  Seiten  lappenartig 
verbreitert,  vorn  ansgebuchtet.  Clypcus  gelblichbraun,  beim  ^  dunkler.  Stirn  in 
der  Mitte  mit  einem  dunkelbraunen  Flecke  ；  beim  ？  undeutlich.  Augen  vcrhält- 
nissmässig  gross,  schwarz.  Scheitelnaht  deutlich.  Hinterkopferand  abgerundet. 
Fühler  dunkelbraun,  ziemlich  dick,  etwa  von  der  Vorderflügelslänge,  und  sehr  fein, 
kurz  behaart. 

Thorax  kastanienbraun  bis  dunkelbraun,  die  Naht  gelblich  und  schart  Ab- 
domen gelblichbraun  bis  dunkelbraun.  Beine  schmutzig^elb,  Tarsen  und  Klauen 
dunkel.  Das  t.  Hintertarsenglicd  mit  13  Ctenidien  ；  Klauen  ohne  Zähnchen,  an 
der  Spitze  gelblich.    Verhältniss  der  Hinter tarsciiglicder  2:1. 

Flügel  hyalin,  stark  roth  bis  grün  irisierend.  Die  Adern  gelblichbraun. 
Ptcrosti^ma  breit  und  kurz,  gelblich  beschattet,  spärlicl\  pubesciert.  Ltn  grosser 
V-förmigei'  hcllbräunliclicr  \  leck  befindet  sich  auf  dem  Apicalfeltle,  welcher  das 
iMidc  im  Ptcrostigma  besitzt.  Auf  der  Media  befindet  sich  auch  ein  hellbräu«lichcr 
Streif.  Auf  dem  Innerrarule  mit  zwei  schwärzlichen  Längsflechen,  deren  Ausscn- 
scitc  mit  2  hellbraunen  Flecken,  von  wechcn  der  obere  deutlich  kleiner  ist  Der 
1 Iintcrrand  des  Pterostigmas  und  der  Rand  der  Axillarzellc  pubesciert.  Die 
Vcr し 'iiiigi'ng ま' llc  tmd  der  Rand  des  Hintcrflügcls  unbehaart. 

VorderftügclsläHgc  3  mm.    (ijL  u.  ^) 

Fühlerlän^c  etwa  3  mm. ( " ) 

Fundort :  Sapporo,  1.  Oct.  1906  (1  ^  und  1 ネ). gesammelt  von  Herrn  S. 
KUWAVAMA. 

Sonstiger  Kundort :  Kurupc. 

ERKLÄRUNG  DER  ABBILDUNGEN. 

l'ig.  i.  Copostigma  siibcostalis  n.  sp.  20  ：  1. 
I-'i«.  2.  Kodamaius  brevioornis  n.  sp.     30  ：  1. 
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l'ig. 

3- 

rsocus  Äiitsunasnianus  n.  >\\ 

12  ： 

4- 

Ainpnigerontia  ncivoreiia  \.  sv. 

12  ： 

し 

ト， g* 

^^a/VAii a  HIT  a 1«     、，    0  n 

rsOCUS  JHA11 N.  SP* 

10  ： 

し 

ト Ig. 

o. 

uerastipsocus  singularis  n.  >i . 

12  ： 

I. 

Fig. 

Kodamaius  pilosas ヽ'. sp. 

27  •• 

l'，i に 

8. 

Psoci>8  tateokanus  n.  sp. 

27  ： 

i. 

Fig. 

9. 

Psocus  grandig  n.  sr. 

8  : 

i. 

ド iK. 

IO. 

Psocus  capitatti8  x.  sr. 

16: 

に 

II. 

Amphigerontia  jezoensis  n.  sr. 

摘  要 

本邦 產" 目茶 拄 Ä 科に Ä する もの 少なから ざるべし と雖も 
朿北帝 國大學 農科 大隼に は 唯た' 三十 ニ镩を 所蔵す るに 過ぎず、 其 
中 十 種 は 近く  « 人 ヱ ン穸ル ライン Ä によ り 準 術 界に發 衣され、 三 
種 は 欧洲に、 他 二 糨 は 濠洲、 印度 及 支那に も產 せり、 而て該 科に 
はニ亞 科、 十 Ä 及 三十 三 棟 を^み、 其一 ÄßKodamaius 及 十七 種 は 今 
BÜ 新に 余の 命名せ しもの なり。 

此 研究 は 總て松 村 博-上の 指^に よ &て 完成せ るのに して 其材 
料 も 亦 大部 氏の 採集に 係る ものな に^に 公表して 共助 力 ir 謝す。 

今學名 和名 を 記して 其 分布 を 示せ は 下の 如し o 

し Copostigma  hyalinum  n.  sp  たいわんす かしち やたて 

分布 * 基 Ä0 

2.  C.  subcostalis  n.  .sr.    J* た もんちゃ^ 2 て 

分布 》    $ 灣 o 

3.  Cerastipsocu8  singularis  n.  sr  たいわん く  ^ひげち やたて 

分布 * 九 州、 ^ Äo 

4    C.  hakodatensis  n.  sp.    く； S ひ げち や _た_ て 

分布、 北海道 o 

5.    Psocus  capitatus  n.sp.   たいわん すち • ちゃた て 

分^ J »    ^  Vfo 
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6.   P.  Mitsuhashianus  n.si-.    ほひげ なか b やた 

分布、 北海道。 
7-   P.  grandis  n.  sp.    ほち やたて 

分布、 北海 近 3 
8.   P.  nebnlosus  Si  eph.   かばいろち やたて 

分布、 北海道， 本州、 KT 雄 巴、^ 洲、 印度 o 
リ. P.  Eurokianns  Km.erl.  お ほす じち やたて 

分布、 北海道、 本州 c 

10.  P.  tokyoeusis  Kndkri..   すじち やたて 

分布、 北海道、 本州 o 

11.  P.  Mali  N.S1-.   り 4 ごち やたて 

分布、 北海 逬， 本州 c 

12.  P.  sexpunctatus  L.  むつ てんちゃた て 

分布、 北海道， 歐洲 C 

13-  P.  sexpunctellus  Kndkki  a め ひつ てんちゃた 

分ィ + 州 c 

14-  P.  pellncidos  n.  sr.   む もんち やたて 

分布、 北海 逍、 本州。 

15.  P.  obtusus  Hagkn.   は 一 もんち やたて 

分布、 本州. 印度 0 

16.  P.  japonicus  K り lim':.   ひげな 力； ちゃた て 

分 布、 木 すに 

!；•   P.  formosanus  •、•  sr.    ；£• ： まめち やたて 

分布、 ：《: ほ 0 

is.   P.  tateokanus  n.  si-.   せく * みち やたて 

i9-   Amphigerontia  ficivorella  n.  sp  たこの さち やたて 

分布、 つ 

20.  A.  Eolbei  F.ndeki..   く  /) みゃく ちゃた て 

分 小，、 九州。 

21.  A.  nubila  Knderl.   お ほひ 【ヂ ちゃた て 

分布， 北海 逬。 
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22.  A.  jezoensis  n.  sp.    ち • よ 5 ざん ちゃた 丄 

分布、 北海 逍 n 

23.  Hemip80CU8  hyalinus  Kndi.ki   す 力 、しちやた て 

分 布 *    + 州 o 

24-  Taeniosugma  ioorens  Kndkui   まだら ひげち や/? て 

分布、 臺錄、 支那。 

25-  Matsumviraiella  radiopicta  Hndekl  は （' る^も やたて 

分布， 北海 逍、 本州、 九州 o 

26.  Kodamaia8  brevicornis 卜. sr  ほ も ひげち や /2 て 

分^!. 条狩。 

27.  K.  PÜ08U8  N.  SP.  お ほほ も ひげち やたて 

h~ iii« 本 州。 

28.  Stenopsocus  nigricellus  n.  sp  ひめく みほ をち やたて 

分 布 * 本 州 o 

29-    S.  niger  I'.ndlkl.    くろほ もちやた て 

分布、 北海道 0 

30.    S.  pygmaeus  Km-erl.   すかし ほ^も やたて 

分 ゆ、 •! 匕； jfe  i£i、  '-^  h\c 

31. S.  aphidifonniä  I-nderi..   はム ちゃた て 

分布、 北海道、 木 州、 え 州つ 

32-   Graphopsocus  cruciatus  I  よろ も んほも ちゃた て 

分布、 北海道、 哚洲 O 
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DIE  PSYLLIDEN  JAPANS.  I. 

VON 
S.  KUWAVAMA. 
(Mit  Tafel  III.) 



Die  japaiiisclicn  Rsyllük'n.  wclclic-  mir  bekannt  sind,  beträgt  im  Zahl  ungefähr 
90,  und  zwar  ihrer  Hälfte  scheint  mir  für  die  wissenschaftliche  Welt  neu  zu  sein. 
Sic  zerfallen  unter 14  (i.ittun^cn,  von  denen  6  neu  sind.  Die  folgenden  3  Arten  sind 
nur  bis  jetzt  aus  Japan  bekannt  •• 

1.  Anomoneura  Mori  S«  II  WAR/. 

2.  Psylla  pyriitiga  FRS  l". 

3.  PsyUtn  ht  xastigma  HOk\  . 

Im  Jahre  1878  teilte  Dr.  V .  I.öw  die  l'sylli (に 11 in  die  folKondcn  4  Subfamilicn 
ein,  nämlich  :  Livüttof,  Aphnlarinae,  Psylliupc  und  'n-iozinae.  Kinc  fünfte  Sub- 
familic  Prionocuctninac  wurde  von  J.  SCOTT  in  seiner  Abhandlung  ,,  On  Certain 
(iencra  and  Species  of  tlu-  gi'oup  of  l'syllidac  in  the  collection  of  the  Hritish  Museum  " 
Trans.  Kut.  Soc.  London  i«S2.  p.  466)  beschrieben,  welche  aber  in  Japan  noch  nicht 
b-jKatint  ist.  Im  vori^n  Jalirt-  stellte  Dr.  J.  J.  KlEFFKR  in  der  Zeitschrift  fiir 
wissenschaftliche  Inscktcnbiolo^ic,  1906,  1kl.  II  p.  387,  eine  sechste  Subfamilic  vor. 
niimlich  P/iotoseinitiac  füt  seine  neue  Gattung  Phacosema  und  Hucktonisclie  Pha~ 
cnf>tcron.  .Nach  meiner  Ik-obachtun^  gehört  auch  eine  dritte  Gattung  Ancvioneunt 
SCHWARZ  «111  dieser  Subfamilic,  da  bei  dieser  (Kattune  der  Radius  sich  gegabelt 
und  die  sämtliclicn  Tibicn  unbcwclirt  sind. 

I-'ini^c  Psyllidcn  sind  in  Jaj)aii  oft  den  Obst-,  Kampfer-  und  Maulbccrbiiumcii 
sehr  scbädlicli.  bcsdiulcrs  in  Formosa  spielen  sie  Jahr  für  Jalir  unter  die  Kanipfcr- 
kultiir  eine  nc-micnswcrtc  Rolle. 

Hei  tlies»  r  Arlxit  l)in  ich  mich  ganz  vt  rpflichtt-t  an  I lerrn  l'rof.  Ür.  S.  M.\TSU- 

[Ir  ii.-.  S\)..  N.it.  HiM.  S>c.  V..I.  IF.  1907.I 


Digitized  by  Google 


i5o 


* 山一 B  *  * 木 a 類 


MURA  nKiiicn  herzlichen  Dank  auszusprechen,  da  ich  mit  seiner  Krlaubniss  die 
vorliegenden,  sämtlichen  Materialien  benützen  konnte  und  zwar  unter  seinen  freund- 
lichsten Leitungen  diese  Arbeit  fertig  gemacht  habe. 

TABELLE  ZUR  BESTIMMUNG  DER  SUBPAMILIEN  DER  PSYLLIDEN. 


1 .  Radius  am  V.ndc が gabelt  2 

Radius  einfach   3 

2.  Alle  I'ibicn  unbewehrt  l'HACOSEMINAK 

Hintere  Tibicn  an  der  Basis  mit  einem  Zalin   Prionocnkminak 

3.  Stiel  des  Cubitus  in  Vr)rdorflü^cl  vorhanden  4 

Stiel  tics  Cubitus  fehlend  TRIOZINAK 


4.  Stiel  des  Cubitus  so  lang  oder  länger  als  das  Discoidalstück  der  Subcosta  5. 

Stiel  des  Cubitus  deutlich  kürzer  als  das  Discoidalstück  der  Subcosta  

 PSVLI.INAK. 

5.  AiifriMi  über  don  hcitcurand  des  K<>]>fcs  lialhkug し' lig  erhaben  ；  Sclicite 1 kürzer 

als  breit   Aphai.arinae. 

.Vilsen  in  tlen  Kopf  eingesenkt,  über  den  Scitcnrantl  ilcssclbcn  nicht  vorsprin- 
gend ； Scheitel  länger  als  breit  LlViIXAE. 

I.  Subfani.  I.IVIINAK. 
1.   Gatt.      Livia  I.atk. 

Livia  l.AiRKii  i.K,  Iii".  Nat.  Inf.  Vol.  xii.  1S04,  p.  374, 
Diraphia  Ii.u'.er,  Miy.  i,  1802,  p.  284. 
Dlraphia  Waga,  Ann,  Soc.  Ent.  Fr.  xi,  1845,  p.  275. 
In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor. 

1.   Livia  jesoensis  Mats.  (nt.  sp.) 
(ド ig.  6-7") 

Kopf  und  Thorax  schnnitzi^clb,  unten  schw  arz  ；  Scheitel  imtl  Pronctutit  mit 
rothen  Punkten  ；  Dot's' 山 tm  und  Kücken  mit  rothen  Flecken  und  Striemen.  Fühler 
tin  \ 、で nig  kürzer  als  dor  Kopf  und  das  Pronotum  zusammen  ；  ähnlich  gebildet  w  ic 
bei  L.junconim  Lai  k.  Vordcrflügcl  2  mal  so  lang  wie  breit,  hräunlich^clb,  mit 
zahlreichen  brauncii  Flecken  und  Punkten  bedeckt  ；  ein  mit  zahlrdclicii  iii.ishcllcn 
uiul  ^clblichbrauncii 1 linkten  ^csi)rcnkcltcs,  br.umcs  R-uk1  erstrekt  sicli  vom  Mndc 
der  Radialzcllc  bis 露 ersten  Zinke  ；  an  tier  Basis  (U  r  zweiten  (Hl  bcfiiult  t  sich 
ein  weisses  Fli  ckclicn  ；  Ptcrostigma  ein  wx-ni^  länger  als  dir  Hälft し' des  Kailial- 
stückus  der  Costa.  Heine  schmutziggelb;  die  Schenkel  vorwiegend  braun.  A  b do- 
rnen schwärzliclibraun,  unten  manchmal   weisslich.     Genitalien  bräunlichgelb. 
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Ger  ni  talplattc  des  ^  so  lang  wie  das  (icnitalscgmcnt  ；  an  der  Spitze  nach  vorn 
crxv  i tert  sich  ein  breiter  I-appcn  ；  Zange  so  hoch  wie  die  GcnitalpKittc,  behaart. 
Uiitt^rrc  Vjcnitalplattc  des  ^  kaum 苦 so  lanjj  wie  alle  vorhergehenden  Abdominal- 
st'i^mt'nti'  zusammen  ；  die  obere  ein  wenig  länger  als  die  untere,  in  der  Mitte 
ein  tr*^- drückt  und  daselbst  mit  einem  schwarzen  Punkt  versehen  ；  von  hier  an  bis  zur 
Spitze*  spärlich  behaart. 

Körpcrlünge  :    ^  2.3. ネ 2.5  mm. 

I  Hokkaido  (Sapiwro),  Honshu  (Yamashiro).    9  Exemplare  ^Lsammclt  im  Mai 
unci J Ii iii  von  Herrn  Prof  Dr.  S.  MATSUMURA  und  (km  Autor, 
'l'rivialnamc :  Hirazn-kijirami. 


II.    Subfam.  APHALARINAE. 

üebersicht  der  Gattungen. 

x-    VA<->rdcrflü^cl  rhombisch,  sehr  derb  1.  Euphyllura  Fus  r. 

orderflüjjcl  schwach,  lederig  oder  häutig  2. 

-•    "V""orck'rflüg し' I  am  Ende  breit  abgerundet  ；  Gcnitalplattc  des  ^  in  der  Mitte 

t>oidcrseits  mit  einem  langen,  schmalen  Fortsätze   2.  Aphalara ド RST. 

^r*irtlcrflü^l  am  F.ndc  eckig  Zugespitzt  3.   Ti  unphd/ara  N.  G. 


1.  (iatt.   Euphyllura  Kusr. 

Euphyllura  K. >krstkr, につ .11.  Verb.  Nat.  Ver.  IVeuw.  Khoinl.  3.  1S48,  p.  <>j. 
1 11 Japan  kommt  nur  eine  Art  vor. 

1 . Euphyllura  magiia  n.  sp. 

(Fig. 1. Via.  s) 

S^chwärzlichbraun,  mit  zahlreichen,  braunen  oder  schwarzen  Pünktchen.  Die 
tVl Scheite!  nach  vorn  ausgezogenen  Lappen  sehr  schmal.     Fühler  kaum  mehr 
s   4    so  lang  wie  die  Costa,  braun,  die  2  Basalgliedcr  dunkel ； das  6tc  und  yte  am 
c -    und  die  beiden  Fnclglicdcr  ganz  schwarz.    Vordcrflügel  rhombiscli.  braun, 
m't  3E£«hlreichcn,  schwarzen  Punkten,  welche  an  den  Seiten  der  Adern  und  auf  den 
1 《"ヽ （1 "m't'n  tleutlich  sind;  2  zickzackartige,  schwarze  Hiiulcn  sehr  deutlich,  <liV  eine 
vom  I^ndc  der  Kadialxcllc  bis  zur  Mitte  der  ersten  Ranclzcllc,  an  der 
^ rscitc  mit  \vcisslichL*m|Saum,  die  andere,  welche  viel  breiter  als  die  erstcre  ist, 
ttdvt  vom  Ende  der  Subcosta  bis  zur  Basalhälfte  der  Cubital zellc,  an  der  Aussen« 
^lJJ^  mit  wcissliclicm  Saum  ；  die  Kinnniiuhin^stcllc  der  zweite der  dritten  und 
(入 CT  v '^rten  Zinke  sowie  auch  des  Radius  je  mit  einem  hyalinen  Flock  ；  Radialstück 
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dor  Subcosia  den  X'ordcrrand  nicht  ganz  erreichend  ；  die  2tc  Zinke  fast  gerade. 
Beine  braun  ；  die  Schenkel  an  der  Basis  und  die  Schienen  am  Iüidc-  schwach 
gebräunt.  ( icnitalplattc  {^)  etwas  länger  als  das  Genital 化 gment,  jederscits  in  der 
Mitte  nach  hinten  lappig  erweitert  ；  Zan^c-  ein  wenig  kürzer  als  die  (icnitalplattc. 
mit  der  nach  vorn  zugerichteten  Spitze,  behaart. 
Körperlänge  :        2.0  mm. 

Kiushu  (Kagoshima),  gesammelt  in  3  Kxemplarc  am  10.  Juli  \  on  I  Icrrn  Prof.  Dr. 

S.  M.\ TSUMURA. 

Trivial  name  :  Ilishi-kijtrami. 

2.  (iatt.   Aphalara  I'rst. 

Aphalara  I  i  -1  ksu:r.  isyll.  Vei  h.  Nat.  \'cr.  l'rcu^.  I く lit-iiil. ス， 1S4S,  j>.  89. 
In  Japan  kommen  G  Arten  vor  : 

1.  Vordorflügi  l  gelblich  6.  ßava  \.  SP. 

Vordt'rflugcl  ^lashcll  odt-r  weisslich  2. 

2.  \  ordcrflü},rcl  mit  zalilr じ iclurn,  braunen  «xlcr  sclnvar/.cn  rnnktcii  3. 

V ordcrflüjjcl  r>hni;  zahlreichen  rimkten  4. 

3.  Körper  dicht  mit  schw  arzen  Punkten  bedeckt  1.  multipwictata  X.  SP. 

\rorclcrflügol  weisslich  ；  Körper  nicht  mit  schwarzen  Punkten  bedeckt  

 5.  A  rtcmUiac  Fr  ST. 

4.  Voi'dcrflügd  ^lashcll ； ohne  liindc  4.  Calthac  L. 

\'ortk:iflü^el  mit  einer  Binde,  welche  vom  Ende  der 】 え adialzelk  bis  zur  ersten 

Ranclzcllc  reicht   3.  fasciata  N.  SI». 

N'orclcrflü^cl  mit  2 】iin (に von  dcm;n  ciiu-  vom  ICndc  tier  Suluosta  bis  zur 
Spitze  der  ersten  Zinke  und  eine  von  der  Nähe  der  Flügclspttze  bis  zum 
Kndc  der  zweiten  Zinke  reicht  2.  nebulosa  ZKT' に 

i    Aphalara  multipunetata  n.  sp. 

(Fi に i.  Fi ん 2.) 

('に lb  ;  Scheitel,  Dot  siiltnn  und  Rücken  mit  zahlreichen,  braunen  Pünktchen 
zerstreut.  Fühler  um  \  so  lau^  wie  die  Costo,  gelb:  das  istc,  il.is  2tc  und  das 
letzte  Glitd  dunkel.  N'ordcrflü^cl 2  mal  so  lang  wie  breit,  weisslichholl,  mit 
zahlrciclicn,  braunen  l'niiktcii,  welche  auf  den  Adern  auch  sich  befinden,  inbesonders 
zahlreicli  am  l-julc  clor  Kadialzcllc.  Abdouicn  schwärzlich  ；  Beine  und  Genital に' 11 
^clblichbiaun.  L'iit レ 'ix'  (icnitalplattc  (？)  kürzer  als  die  2 letzten  】iaucliscgni じ i、tc 
zusammen  ；  ilic-  r'lx'ri'  kaum  länger  als  diu  untere. 

Körpcrlän^  :     %  1.5  mm. 
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Hokkaido  (Sapporo),  gesammelt  nur  in  einem  】':xt'mi>laix' im  M:"  vun 】Ierrn 
Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA. 

Trivialn.imc  :  Hoshi-kijirami. 

2.   Aphalara  nebulosa  Zk  it. 

Charmes  nebulosa  Zkiteksieut,  F.  Ii、'.  I^i>|>.  I.  1828,  j>.  551  ；  F.  Ins. 1 一、 け'. I.  1840,  j>.  307. 

Aphalara  nebulosa  Rki  ter,  Mcddcl.  Soc.  I'm.  V.  et  Fl.  fenn.  1S76,  p.  77. 

Aphalara  radiata  Son.  Trans.  Knt.  Soc.  T^ond.  1876,  p.  562.  pi. IX,  Fig.  12. 

Aphalara  graminis し'. G.  Thoms< >n,  Opa«:.  En(.  I-'asc.  VIII.  1877,  p.  841. 

Kopf  und  Thorax  scbmutzig^elb,  oben  mit  ^clbon  Uin^sstrie men.  lriihlcr 
kaum  melir  als  ]  so  lang  wie  die  Costa,  ^clb;  das  erste  und  das  zweite  (ilicd  dunkel; 
die  2 letzten  schwarz.  Vdrdcrflu^el  um  2\  mal  so  lang  wie  breit,  ^lashcll,  die 
Nerven  gelb,  mit  2  braunen  liindcn.  von  denen  eine  vom  Km に' der  Subcosta  bis  zur 
Spitze  der  ersten  Zinko  und  eine  aiulcrc  von  der  Xähc  tk-r  l;Iügclspitzc  bis  zum 
Ende  der  zweiten  Zinke  reicht,  die  kt/.tcrc  verzweigt  sich  nach  aussen  auf  den 
Stellen  der  Nerven  ；  die  hintere  】iasalz し' lk'  in  der  Mitte  mit  einem  braunen  l'lcck. 
Beine  gdb.    Abdomen  sclnviirzlichbrauii ； (icnitalicn  jjclb. 

Körpcrlän に' : ^ 1.8  mm. 

Hokkaido  (Ziozankci,  Hakodate)  und  I  Innslui  (Hakonc),  ^c  animclt  in  3  Kxcm- 
plarc  im  August  und  Sq)tt'mbtT  von  I  k'rrn  Vrof.  Dr.  S.  MatsUMUUA  und  dem  Autor. 
Trivialnamc :  Mon-kijirami. 

ん Aphalara  fasciata  n.  si>. 
3- l-'K- り" -/') 

Koj)f  und  Thorax  bnuin,  oben  mit  weissen  oder  licllgclbcn  l"lcckcii  und  Striemen. 
Fühler  um  {  so  lang  wie  die  Costa,  gdb  ；  die  2  letzten  (ilicdcr  schwarz.  Vcirclcr- 
fliigd  2\  mal  sc»  lang  wie  breit,  ^lashcll.  mit  gelben  Nerven  ；  ein  braunes  Hand 
läuft  \»>n  der  Niihc  des  I«jk1cs  tier  Radialzcllc  bit,  zur  ersten  Ranclzclle,  welches 
sich  am  Radius,  an  der  zweiten,  der  dritten  und  der  vierten  Zinke  nach  aussen 
verzweigt;  die  liintcrc  Hasalzt  llc  in  der  I':n(lhiilft(:  \'or\vii:^cnd  braun  ；  ； i"  der  Spitze 
ties  Clav  us  -schwarz  ^t-farbt.  Abdomen  schwarz  ；  Genitalien  j^'clb.  Htine  gelb;  die 
Schenkel  vorwic^cml  braun.  (； cnitalplattc  des  3  kürzer  als  das  (iciiitalsc^nicnt, 
nn  der  Hasis  beiderseits  mit  einem  sclimakn,  nach  hinten  ^criclitctcn  l'ortsatzc, 
welcher  viel  länger  als  das  (icnitalsc^nicnt  ist  ；  Zan^c  ein  wenig  kürzer  als  die 
Clcnita! platte.  Untere  (； に' iiitalplatt し' （に 's  ^  kürzer  als  die  2 letzten  liaucliscginentc 
zu-sammen,  behaart,  clit-  Spitzt:  ^  sclnvilrzt  :  Jic  obere  in  der  Mitte  ciiij^cdiiickt,  viel 
länger  als  die  utitcrc. 
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KöqKrlän^c  :    ^  ^  2..^  mm. 

Uokkaitlo  (Sapporo).  Honshu  (TaUyania.  l"ak;i-;i^<>>.  5 1 •；  x  cm  pi  .iro        mmc 1 1 
von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matsumura. 
1'rivialnanic  :  Oln-kijirumi. 

4-   Aphalara  Calthae  I.. 

Chermes  calthae  I.iN、r, に >mv.  17(1,  Ni .  1005. 

Aphalara  polygon!  I  V>i  rmlk,  I'svll.  Verb.  X.it,  \  ei  . にで u、=.  Kl.cii.l ヌ， iS-jS.  ：  .  .-o. 
Aphalara  ulicis  fv't.si  i..k, 1',)'1に Verl..  Nat.  Ver.  r"'u".  khcml.  3.  1S4S, (.. リ". 
Aphalara  calthae  Kf.i  1  kk,  Mc'l.lcl.  Soc.  p.  V.  t  t 1-1.  ünn.  1S76,  r.  72:  I'm.  Ti 人' -. に， isSi,  -  . 

Braun  ；  Scheitel  uiul  Oberseite  tics  Thorax  mit  gelblichen  StrknKn,  wxlchc 
auf  dem  Rücket)  deutlich  sim!.  l'ühler  k.umi J  so  lan^  wii:  die  Costa,  U  L-i>s.  die  2 
letzten  ( ilicdcr  schwarz.  V  ordcrflii^el  um  2!  mal  so  lanj;  \\  ic  broit,  Lri;»slicil  oil  er 
etwas  gelblich  ；  an  der  Spitze  des  Clav  its  scln\  .irz  ；  am  llinlc  der  ersten  Zinkt- 
eine  schw.ir/.cr  Punkt.  -AbdoniLii  schw  arz,  mit  sclinialcn. に' に 'Iben  S し. gm<j 门 tran(l(-n、. 
Heme  go  Ib.  an  tlcn  Spitzen  «Ilt  Sellien し' 11 ilunkil. 

K«ir|)crlän^:  :     ^  1 .  ,     $  2.0 111111. 

I  lokkaitlo  (Sapiioro).  Honshu  (T:ikasaw).    3  I  '.\i  iii]>larc に、、, imn 、し 'U  im  Mai  und 
St-ptcmlxr  von  fkrrn  l'rof.  Dr.  S.  !U.vrs に muka. 
Trivia Inamc  :  MtnHon-kijirami. 

5.   Aphalara  Artemisiae ドに、 '1.. 

Apbalaia  Artemisia«  l'< 'Kksier,  l'^yil.  Verh.  Nat.  \ er. l'i で"'，. Kh, つ nl. ん 1S4S. い. </,. 

Aphalara  malachitica  i>\ni  i;^m,  K^l.  \'ct.  Ak.i.l.  Jl.""【l. 1, 1S50,  p. 1；-. 

1 {cllurün  ；  Rücke  Ii  bisweilen  mit  hrämilicln  n  l-'kckcn  und  StrictiKii ； Ixi 
getrockneten  】•:、• し' mplarcn  nicht  sirltc  ii  cli-r  ^an/.c-  K<>r|;cr  l)l.is>^clb.  Fühler  [  s'i 
lang  wie  die  Costa,  hellgelb,  die  beiden  f':mlg，i"ler  schwarz.  V'ordcrflü^cl  um 
2 mal  so  I,m^  wie  btvit.  w  t  i^slich.  mit  kleinen,  braimni  ',(lrr  >ch\\  ar/lichen. 
mehr  oder  weniger  dicht  zerstreuten  l*unktchcn,  Boinc  pränltch;  die  Klauen  braun. 
Abdomen  uiul  (icnitalu  n  licll^rüii  oder  .14t  Iblich. 

KörpcrläiiL,ff  :    ^  2.0, ネ 2.5  mm. 

】 に, kkaü レ、 (Sai)i«.r<i.  /io/.anKci  t.    6  l',xrm[)!,in-  g い、 minidt  im  Juli  im.l  Au^vi^t 
von  Herrn  l'mf.  Dr.  S.  M.vrs じ、 1 じ KA  und  IVof.  J. ヽ iisiiima. 
Trivialnamc  :  Yomogi-kijivami. 

6.   Aphalara  flava  n.  si>. 
(r; に. 4.  Fi, に. io,-'  » 

(— ":1b  o  k  r  bl. い、 にや ib  ;   K' リ， f im«!    T'iomx  mit  -1  hm.ilcn,  \\(  Stri-.  nu  n. 
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Fühler  etwas  mehr  als  \  so  lang  wie  die  Costa,  hcll^db.  \'onl レ rflü に um 
2^ mal  so  lang  wie  breit,  schwach  Iculcri^,  hellgelb,  mit  einem  gelben  Saume, 
welcher  von  der  ersten  Kantlzcllc  bis  zum  Kiule  der  Radialzcllo  läuft  ；  in  der 
J:,ndhälftc  des  Vordcrflügcls  mit  kleinen,  gelben  Punkten  ；  Stiel  des  Cubitus  um  so 
lang  wie  (las  Discoidalstück  der  Subiosta,  IVinc  ^clb.  A bdomen  uiul  (icnitalicn 
prün.  (icnitalplattc  tics  ^  \  so  lang  wie  das  ( icnitalsc^mcnt  ；  an  der  liasis 
beiderseits  mit  einem  schmalen,  nach  hinten  gerichteten  Fortsätze,  wclclior  ein 
weni^  länger  als  ilas  Gcnitalsegmcnt  ist  ；  Zan^c  kürzer  als  die  rionit.ilphittc,  mit 
einer  dicken  Spitze.  Untere  Gcnitalplattc  ties 罕 kaum  so  lan び wie  alle  Abtlomi- 
nalsegmcntc  zusammen  ；  obere  t  in  wimi^  länger  als  die  uiUcr-,  die  Spitze  nach 
oben  gebogen,  spärlich  behaart. 

Körj)crlänßc  : 》 2ふ 罕 2.8  mm. 

I  Jokkaitlo  (Ziozankci,  Sapporo),  I  lonshu リ l;ik"ne).    Zahlreiche  I  'm  niplare 
gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MatSUMURA  und  dem  Autor. 
丁  ri  v  ia 1 na  m し' : Ktiro-  kijira  〃〃•• 

Diese  Art  steht  (1er  A.  picta  Zi:  I T  sehr  nahe  an,  untcrsclKulct  sich  a  bur  von 
ihr  in  folgenden  Merkmalen  : 


Aph.  picta  /k  i  t. 

V'ortlcrflü^cl  2 J nuil  so  lang  wie  breit, 
】Jic   Miulliülftc  <lcs  Vordcrflü^els  mit 

kaum  erkennbar   bräunlicIuMi. 、'し，'- 

ästt  ltcn  FKxkchen. 


Aph.  flava  M. 

Vrordcrflügel  um  2|mal  so  lang  wie  breit. 
Die   【':ndhülftc  des   Vordcrflü^cls  mit 
gelben  Punkten. 


3-  r,att.   Tenaphalara  n'.g. 
TyjH!  ：   Tenaphalara  acutipenuis  \.  sp. 

Korjxrr  lan^.  Kojjf  sammt  den  Au^cn  sr>  breit  wie  der  Thorax.  Scln_itcl sr> 
lang  wie  breit,  in  der  Mitte  mit  einer  icmcn  Längsfurchc.  Stirnkc^cl  fehlen.  I'uhlcr 
ilünn,  länger  als  tier  Kopf  und  der  Thorax  zusammen,  die  beiden  Hasalglicdcr  dick; 
das  dritte  (jlicd 1 jmal  so  lang  wie  tlas  vierte.  IVonotum  :-:  des  Scheitels  I;m^t  der 
Vordcrrand  gerade.  Rücken  flach.  Vordcrflügd  hiluti^,  flach,  um  3111a I  so  lan^  wie 
breit  ；  die  Flügdspitze  deutlich  winkelig;  die  Nerven  (limn.  Stiel  »h-s  Cubitus  i.lmal 
so  lang  wie  das  Discoidalstück  der  Suhcosta  ；  vierte  Zinke  mündet  sich  im  Hinter- 
rande nahe  der  Flü^Upitze  ；  Rndim  kurz  ；  am  ICndc  nach  dein  \r<>nU-rratHlc 
gebogen  und  müntli  t  sich  weit  vor  der  I'lii^t  lspit/.c.  Gcnitalphittc  (さ) ohne 
seitliche ド orts;U ス c  oder  Rru  citLnui^cn. 

Diese  soivlcrbarc  (； attuu^  sollt い am  I  jhIc  dieser  Subfamilicn  kommtm,  <!;i  sie 
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von  den  übrigen  iiattun^cn  zicnincli  weit  entfernt  ist  inul  /war  sie  den  andern 
bekannten  (»atttin^cn  kleine  Achnlicnkcit  hat. 
In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor  : 

7.   Tenaphalara  acutipennis  n.  sp. 

5. ド ig.  11"- ん） 

Wcisslichgelb.  Dorsiilinn  und  Rücken  mit  3  undeutlichen,  weissen  LSngs- 
striemen  ;  Augen  dunkelbraun.  Fühler  1.6  mm.  lang,  weiss  ；  die  Glieder  3  bis  9  am 
I*.niK'  und  das  letzte  (ilietl  ganz  schwarz.  X'ordcrflügol  glashcll,  manchmal 
cclblicli,  mit  weissen  Xc-rvcn  ；  Radialstück  der  Sitbi'osf"  läuft  jiarallel  mit  dem 
Radius  ；  vom  Kndc  der  Subcosta  bis  zur  Basis  der  dritten  Zinke  läuft  eine  Falte 
(nicht  Ader).  Hciuc  blass^clb;  die  Schienen  fast  gerade.  Abdomen  und  Genital に 'n 
yrün.  ( jcnitalplattc  des さ schmal,  kaum  liinger  als  das  (icnitalsegmcnt,  ihre 
Spitze  nach  hinten  gebogen  ；  Zan^c  \  der  (； eititalplatti'  lang.  Untere  Genitaljilattr 
des ネ kürzer  als  die  2 letzten  liauchsL'gm し 'ntc  zusammen  ；  die  ober«.-  2  mal  so  lanj^ 
wie  die  mitt  rc.  ihre  Spit/.o  nach  oben  zugespitzt,  spärlich  behaart  ；  der  hornarti^'c. 
f,'laii7.i:iu!c,  rnthe  Ovipositor  r.i^t  sich  über  die  Spitze  der  unteren  hervor. 

KöriK-rliint,'^  :    ^  2.6. ネ 'vo  nnn. 

Formosa.  7  I-'-xi  niplarc  ^i  samnnrlt  im  』iili  von  I  Icrrn  l'rof.  Dr.  S.  Ma 1 ^UMUKA. 
Trivialnamc  :    Na^a-kijii  ami. 

III.  Siibf.itil.  l'SVI.I.I.NAL. 

Uebersicht  der  Gattungen. 

1.  Fiililcrgcbscl  dünn,  fadenförmig,  spärlich  behaart  ；  Flügclncrvcn  nicht  behaart 

 2. 

I-"ülilcr^ci>scl  dicht  bcliaart  ;  Flü^t  liu  rvcn  l:mg  behaart  

 S.  Hoviotovia  (iUEK. 

{  Aiiisostropha  FRSI  .) 

2.  \'t»r«U  rflügol  am  Ende  eckij^  zu^cs|>itzt   3. 

\'oi(lcrf1ügcl  am  I-'.ndc  ab^Liimdct   4. 

3-    Y<、rt に rdü に' し' 1 3inal s'、 lan^  wie  breit: 1 uhkr  deutlich  länger  als  tlic  Kopfsbrcitc. 

 7.  Mt  so/iomotoma  N.  G. 

V い" 1 し' rllü にい 1 2  bis  2.! mal  so  lan^  、、'に- breit  ；  Kühler  so  l,ui<;  wie  Kopfsbrdtc.  ■ . 

 6.  Miu  rnhvmoloma  N.  G. 

4. 】'-iihl い r  höchstL-ns  so  lang  w  ie  «lit:  Kopfsbrciti-  6. 

l''ü! 、に- 1-  deutlich  langer  als  die  Ko]>fsbrc  itc  5. 
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5.  Fühler  nicht  länger  als  die  KöriKTlän^i-  4.  Psylla  F.  L\v. 

Fühler  deutlich  länger  als  die  KürperÜ—c  5.  Epi psylla  x.  G. 

6.  Vortkrflügel  mit  geradem  oder  ein  wellig  ^cboj;e!K'm  Radius  7. 

Vordcrflü^cl  rhotnhisch  ；  Radius  am  Vm\c  V-förniig  gebogen  

 I.  Mt  tapsylla  X.  G. 

7.  Vordere  Hasalzcllc  des  VonJcrflü に eis  sehr  lang, (1 に •  Hälfte  ck's  Vonlcrrandcs 

ciimehmcncl  3.  Diaphorina  F.  L\v. 

V'ordcrc  Hasal/.cllc  des  V  ordcrflügcls  kurz,  kaum  ein  Drittel  des  Vorderrandes 
cinnchnicnd  2.  Calophya  Y .  L\v. 


1. (iatt.   Metap8ylla  \. (；. 
T>  |)c  :   Metapsylla  nigra  n.  sp. 

Körper  glatt  und  kahl.  Scheitel  »lach,  kaum  langer  als  J  seiner  Breite. 
Stirnkcficl  sehr  kurz  un<l  bnrit.  Kühler  so  lang  oder  kürzer  als  (lü.  Breite  des 
Kopfes.  Kücken  mehr  oder  weniger  hoch  gewölbt.  V<inlerflügcl  rhotnbisch  ； 
Stiel  des  Cubitus  deutlich  kürzer  als  das  Discoida Istück  der  Subcosta,  Radius  am 
I'.ndc  V-förmig  gehogen. 

lX;r  I''orm  nach  der  Gattung  litip/iyllnra  etwas  ähnlich,  es  Hilterscheid し 't  sich 
jciloch  hauptsächlich  durch  den  iNcrvciiverlanf  ties  \'i)rdi:rflügcls  ；  und  den  kürzen 
Fühler  uikI  des  gewölbten  Rückens  wc^en  ist  sie  der  Gnttun^  Calophya  nahe 
vtTvvantlt. 

In  Japan  kommen  2  Arten  vor  : 

T.  Schwarz  ；  Körpcrlän^c  3.2  mm.*.  1.  ni^ra  -ヽ' . sf'. 

Röthlichbraun  ；  Kcjrpcrli'ui^c  1.5  nun  2.  mar^iiuita  \.  sr. 

1.   Metapsylla  nigra  n.  sp. (l'i に i,s,  Fit(,  12.) 

Schwarz.  Scheitel  in  ih-.r  Mitte  kaum  mehr  als  J  s<»  lang  wie  seine 】ir し' it に、 ,im 
Hinterrandc  gerade.  Stirnkc^cl  si:hr  kurz  uiul  breit.  Fühler  0.37  mm.  lang, 
tliinkclbraun  ；  die  3  Basal^licilcr  sehr  tlick  und  lan^.  kaum  s<> laii^  wie  tlic  7  übriV し' 11 
(ilicdcr  zusammen.  IVouotum  um  i  der  Schcitclliin^c  ；  am  Rücken  mit  schnnitzi^- 
{/elben  Striemen.  Vor (に rflü^l  glaslid し bräunlich  gefleckt;  ein  breiter,  schwärzlich- 
brauner  Saum  erstreckt  sich  von  ilcr  Spitze  tier  ersten  Zinke  bis  zum  ，'： n(lc  ilcs 
Radius  ；  ein  glasliellcs  l'lcckclu  n  je  am  I-.rulc  der  2tcn,  ^ten  und  4t じ 11 Z'mkv  ；  cine 
gleichfarbige  Binde  verlauft  von  der  Si>itzt:  der  vorderen  Ikisalzclle  bis  zur  Basis 
der  2 ten  Zinke  ；  die  Nerven  j^clb,  wellig  ^1  schwuii^eii;  Picrosti^ma  ^clblichbrann, 
breit.    Htinc  ^clblichbnuni ； die  Schenkel  vorwicßiMul  dunki-l  ；  die  Tarstn^licdcr 
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ficlnvur/.     L  ntciv  ( iciutal|)I;ittc  \^.)  cm  、、で nig  länger  als  die  2  \ orhcr^ehciHlcn 
AbclominalsL-^tnciito  zusammen,  am  I-'iule  zugespitzt,  kaum  kürzer  als  die  obere. 
Kör いじ rläi ず ： ネ 3-2  mm. 

Kiuslui  (K,it»os!iinia,i.  3  I^xcmplarc  gesammelt  im  Juli  v<mi  Herrn  l'rof.  Dr.  S. 
M.VISUMLKA. 

Trivialnamc :  Kokuro-kijirami, 


I  Icllröthliclibraim.  Seil じほ に に am  I  lintcrrandc  undeutlich  emeav.  Stirn- 
l<c;4cl  kurz  und  sehr  breit,  rülikr  ein  wellig  kürzer  als  die  Breite  (Iis  K«>pfcs, 
wcisslicli^clb  ；  die  2  Hasal^latkr  (Iii: に licllröthlicb^clb.  die  (ilicdrr  3  bis  8  an  den 
Spitzen  und  die  2 lüul^licdcr  ganz  schw  arz.  Prutiotiitn  sehr  kurz  ；  Dorsulum  imd 
Rücken  mit  gelben  Striemen  ;  Schiklchcn  licll^elb.  Vortl し' rflügd  glaslwll,  mit 
zahlrciclRii.  braunen  l'ünktchcn  besäet; し' in  mit  ^lasliclk-n  rüiiktchcn  gesprenkelter, 
brauner  Suuni  erstreckt  sich  von  der  Spitze  der  t,r»tcn  Zinke  bis  zum  Kik に' des 
Radius;  ein  kurze  braune  Binde  verläuft  von  der  Mitte  cks l^crostigma  bis  zur 
Basis  tier  4tcii  Zinke  ；  die  Ni-rvuii  weisslich  ；  Discoitlalstück  der  Subcosta  1  ^mal  s<> 
lang  、vi レ' （レ'1' Stiel  tic;,  Cubitus,  Ptcrostigvia  sclir  breit,  licinc  briluiilicligelb  ； 
Vorder-  und  Mittclschcukcl  br.iun.  A bdonun  dunkelbraun.  Untere  Gcnitclplattc 
( $ )  allmählich  zn^c-spitzt.  su luii^  w ic  d に' 3  vorhergehenden  lkuichscgnientc 
zusammen,  die  obere  ein  weni^  länger  als  die  untere. 

Körpcrliingc  ： 罕 i  .5  mm. 

Formosa  ( Küsliun).  Nur  ein  I-l.\cni|>lar  ^osaninKlt  im  Juli  von 1 Ici rn l'rof.  Dr. 
S.  Matsumuka. 

'i  :i  \  i.iliiatiif  ：     Ko-c/tairo- kiji n  1 ;;//. 

2.  (iatt.   Calophya  Lw. 

Calophya  1-. し' Wrl,. d.  k.  k.  /oul.-hotan.  Gesell.  Wie:»..  1S7S,  v.  59S. 
In  Japan  koinnicn  4  Arten  vor  : 

1.  Fühkr  an  der  Spitze  nicht  schwarz  ；   Oberseite  des  Kopfes  und  des  Thorax 

schwarz   1.  nigridorsalis  N.  SP. 

Fuhlcr  .in  der  Spitze  schwarz  2. 

2.  KörjK-r  i;aii7.  grünlichgelb  3.  7> iridis  N.  SP. 

K"i»f  und  Thorax  schwarz,  :uu  K ücken  mit  grünen  btricinen  


2.   Metapsylla  marginata ヾ. sr. 


2.  Viru 


Uscntcllata 


N.  SP. 


Kui  pe  r  "',mz  -、 cli、、.,irz.  am  Rücken  mit  gelben  I-'lccken 


4.  nigra  N.  SP. 
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1. Calophya  nigridorsalis  n.  sr. 

Kopf  und  Thorax  (.ben  schwarz,  unten  ^'clb,  bisweilen  ^anz  sclnvarz;  Abdomen 
:、'db  oder  grün.  Stimkc^cl  weiss,  tlick,  stark  ilivcrgirend.  mit  scharfen  Spitzen. 
Fülilcr  sehr  kurz,  hellgelb,  sclir  selten  das  Hnüglicd  dunkelbraun.  \'ord し' Hlügd 
^c-racic  wie  bei  C.  rhois  L\V.  Heine  j^clb,  bisweilen  ihre  Schenkel  schwarz. 
ricuit.ilpl.ittc  (^)  ein  weni^  lünger  als  (las  Cicnitalsc^nicnt,  am  I'ncle  sehr  stumpf 
zugespitzt,  an  ihren  Scitcniandcrn  ziemlich  stark  erweitert  ；  Zange  gerade,  halb  so 
hocli  wie  die  (icnitalplatU-.  sehr  schmal.  Untere  Gcnitalplatte  )  mir  so  laug 
wie  das  vorhergehende  lianchsc^mLiit.  allniiililicli  zugespitzt,  die  obere  kaum  länger 
als  die  untere. 

Kör|>ciiiuiyc  ： さ 1.3,  ^ 1.5  nun. 

Hokkaitlo  (Sapixjn):),  I  loushu  (I  lakonc;.  Kiushd  r  K.i^o^liitna ).    3  I  '.\(.  itiplarc 
gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Ma tsumuka. 
Tn\  laln.mic  :    Scgiiro-hime-hijirami . 

Diese-  Art  stellt  der  C.  rliois  L\v.  sclir  nahe  an,  es  unterscheidet  sich  jedoch 
durch  die  breiten-  ( ic-uital|ilattc  iks も. 

i. Calophya  viridiscntellata  n.  sj-. 

Schwarz.  Stinikcecl  wii-^s,  hall)  so  l;ui し' wie  der  Schcitul.  mit  schwarzen 
Spitzen.  Fühler  kurz,  weiss,  die  2  Endglieder  schwarz.  Scheitel.  Pronotnm  und 
Dorsitlmu  an  tlc-ii ト Iii、tx'ri"ün< に- rn  ^rün.  Rücken  mit  4  grünen  Län^sstricnicn  ； 
Schildchcn  ganz  grün.  X'ordcrflütji  l 2  mal  so  lauij  wie-  breit,  ^lashcll.  mit  weissen 
Adern.  Aluionu  n  und  Heine  grün.  ( iciiital platte  i も') deutlich  länger  als  (Ins 
(jcnitalsct,fnu'iit,  schmal,  an  di  r  Spi いい nach  liiiitcn  ,"is: ベに 1.，'》 に t'n  ；  Z.iii^c  etwa  -  der 
(iem'talplattc  hoch.  . 

Kör{K;rläu^e  :    4^  1.5  mm. 

i l<'kkaid<i  (Ziozankcij.  Nur  ein  I  .xcinjilar に い、' immult  am  10.  October  vmu 
Autor. 

Trivialnamc  :    A osuji-hiuu  -kijira mi. 

3.  Calophya  viridis  x.  si*. 
(  iriinliciij^clb.  Scheitel  halb  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit;  Stirnkc^cl 
■ein  wenig  kürzer  als  der  Scheitel,  am  Aussen-  und  Innctirandc  gerade.  I-  uhlcr  kurz; 
die  2  Basalglicder  treib,  die  Glieder  3  bis  0  braun,  7  bis  10  ganz  schwarz.  Augen 
schwarz.  Vordcrflü^el  glashcll,  mit  weissen  Ncrvrn.  2\  mal  so  lang  wie  breit. 
]-lciiic  gclblichgriin  ；  die  Tarsen  dunkelbraun,  mit  schwarzen  Klauen.  Untere 
Gcnitalplatte  (g)  so  lang  wie  das  \ orhtrgiliciKlc  Hauclisc^mcnt,  allmählich 
zugespitzt,  die  obere  kaum  länger  als  die  untt-rc. 
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Körncdünnc  ： キ 1.5  mm. 

Hokkaido  (^aj)|X)ro).  Nur  2  ICxcmplarc  g し' sanimck  im  August  von  lVof.  Dr. 
S.  Matsi;mura. 

Trivialnamc  :    Km  o-hime-kijit  ami. 

4-   Calophya  nigra ヽ. si'. 

Schwarz.  Stirnkogol  gelb  oder  weiss,  kürzer  als  der  Scheitel,  an  der  Basis 
じ ntfcriit  stcheiul.  Schottel  mit  gdh し 'm  I  linterrandc.  I'iihler  eben  so  lan^  w  ie  tlic 
lkcitc  des  Kopfes,  braun  ；  die  beiden  I'iKl^licdcr  sell  war/,  und  etwas  verdickt. 
Pronotwn  am  Vrortlcrr;uKlc,  Dorsnlnm  am  J  Iintcrnuulc  und  Schildchcii  ganz 
röthlich^clb  ；  bisweilen  Kücken  mit  ^lcichRirbi^on  Striemen.  Vordcrflü^cl 
hcll,  mit  weissen  Acrvcn,  um  2.\  mal  so  lang  wie  brrit  ；  Ptcrostigma  lang  uiul  breit, 
etwa  ]  ties  Kadialstück  der  Costa  cinnclimciul.  licinc  bräunlich^clb,  mit  schwarzen 
Tarsen  uiul  Klauen,  (iciiitalplattc  (^)  so  lang  w  ie  das  Gcnita lsi-^mcnt  ；  Zan«fc 
um  I  der  Gcnita  (platte  hoch.  Untere  Gcnit-ilplatto  (卒) kurz,  so  lang  wie  das 
vorhergehende  Jiauchsr^nH  iit  ；  ilic  obere  kaum  länger  als  die  untere. 

Körpcrlätigc- : 》 1.2. ネ i.8  mm. 

Hokkaido  (Sapporo).     Z.ihlrcichc  Kxenif)lare  ^usamniclt  im  Mai  und  Juni  \f>n 
Herrn  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA  und  dem  Autor. 
Trivia  Ina  im-  :  Kuro-hinu-kijiratiii. 

3.  clatt.    Diaphorina  I'.  L\v. 

Diaphora  F.  lüw,  Ver.  d.  k.  k.  Zool-boUn.  Gesell.  Wien,  1878,  p.  60J. 
Diaphorina  V. l.öw,  \  er.  d.  k.  k.  /voal-boUn.  Ges«cll  Wien,  18S0,  p.  257. 
In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor  : 

1.   Diaphorina  Citri ヽ. s に 

(iclblichrotli.  Scheitel  lidl に 'clb,  hinten  fast  gerade.  Stirnki:t,'cl  um  I  tier 
SclK-itcIlän^c.  wriss,  nicht  divrr^ircncl.  l'ülilcr  und  Heine  tjor.ulc  wie  bei  D. 
Pulonii  \.\\.  Pronot  um  weiss,  mit  zahlreichen,  bräunlichen  Pünktchen.  Vorder- 
fliU'c I  f»lash<-ll.  i  twas  wcisslicli,  mit  braunen  oder  sc hwärzlichbr.iuncn  I* lecken  und 
l'unkti-n  ；  Ailcrti  röthlich^clb  ；  tier  Radius,  der  Stiel mul  der  vordere  Ast  des 
Cubitus  an  Jcr  Basis  stets  mit  einem  schwarzen  Strichet,  an  der  Spitze  des  Clav  us 
und  an  (1 に, r  Basis  der  Discoitlal/.cllc  ein  grosser,  schwarzbrauner  I''lcck  ；  ckn 1-"1ü^l-1- 
rand  entlang  zieht  sich  ein  schwärzlichbrauniier  Saum  von  der  l^asis  der  K;ulialzc-Ilt* 
bis  zur  ersten  Zinke,  welcher  am  Kn (に' der  R.idialzclle  dt-utlich  ^cthcilt  wirtl ； 
ilicscr  S;uim  umschlicsst  sich  4  weiss! ic In:  I-'li  t  ki-n,  wclclu-  .mi I  Iintc  rrandc  zwischen 
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den  Xcrvcii  liegen,    (icnitalicn  gelblich  ；  (icnital platte,  (^)  deutlich  länger  als  das 
(icnitilscgmcnt  ；  Zange  etwas  ktir/.or  ;ils  die  Genital  platte,  gerade,  an  der  Spitze 
stumpf  abgcrunclct.    lkim ネ gerade  wie  bei  D.  Putonii  L\v. 
Kör! え' rlünge  :    ^  2.0,  «$•  2.2  mm. 

l-'ormosa  (Shinchikuj.    Zahlreiche  l-'.xcmplarc  (im  April)  ^c-tarmiK  lt  von  I  Icrrn 
Prof.  Dr.  S.  Matsumuka  auW か/" -Arten. 
Trivial  nanu-  :  Afiktvi-kijirami. 

Diese  Art  steht  der  D.  Putonii  Lw.  sehr  nahe  an,  es  unterscheidet  sich  jedoch 
thirch  flcn  Saum  cks  Vordt-rflii^i-ls. 

4.  Catt.   Psylla  F.  I-w. 

Psylla  (； K<ji  iK<.v,  Iii".  I.  176;.  r.  4S4;  I.öw,  \  rh.  d. に k.  /oDl-hotan.  (； e^-!l. ド. Win., 
xxviii,  1870, に. Cor. 

In  japan  kommen  31  Arten  vor  : 

1.  Vortkrflugd  Klashcll,  weisslich  oder  kaum  erkennbar  gebräunt  2. 

Vorck'rflügel gdb  «xlcr  braun   17. 

2.  Vordcrflügcl  ohne  Klecken   3. 

\rorckrfliigcl  an  der  Spitze  des  Clavus  schwärz  oder  bräunlich  gefärbt  15. 

Vord し' rflügcl  den  I  lintcrraiul  entlang  mit  braunen  Saum  5.  spadica  N.  SP. 

Vordcrflügol  am  Hiiitcrrandc  zwischen  dem  Radius  und  ckr  !  sten  Zinke  mit  3 

oder  4  brauiK-ii  Pimlcttm   16. 

ん Fühler  gelb  <xlt;r  braun,  mit  2  oder  3  sclnvarzcn  Knd^licder   4. 

ド ülik'r  schwarz,  mit  2  gdben  Hasalj^ludcr   i【. 'dgr""ih''im"a  N.  sr. 

4.  Körjjor  ganz  roth  ；  Körpcrlän^c  1.5-1.811""  18.  cocciiica  N.  sr. 

K<">r|K-r  nicht  gerötet  5. 

5.  Stimkcj4cl \  so  lang  wif  ck-r  Scheitel ； Körpcrlün^c 1 .5-2.0  mm  

 9.  jamatonica  X.  sr. 

Stirnkcgcl  ct\v;i  so  lang  wie  der  Scheitel  6. 

6.  Scheitel  deutlich  kürzer  als  die 】 lülfk'  seiner  lircitc  7. 

Sclieitcl  in  der  Mitte  fast  lialb  so  lang  wie  am  HintcrraiRlc  breit   S. 

7.  Kör[)cr  braun;  Rücken  wciss^cllilich;  scluviirzlichbraim  gefleckt  mul  ^-streift.. 

 1 5.  l/MfHt/t  tiJ  X.  SP. 

KörjKr  gclblicllgrün  <ulcr  gelb  ；  Schicnrn  an  der  】iasis  mit  schwarzem  I-'lcck. . . 

 13.  Alni  L. 

KörjK.T  grünlich  o.lcr  gelb  ；  Schienen り l、i 化 schwarzen  Fleck  

 14.  Focrstcri  FLOK. 

S.     Fühler  \~\  so  lanj^  、、'i し' die  Costa   9. 

Fühler  länger  als  die  I  lälftc  tier  Cos  tu  12. 
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9.   Untere  ucnitalplattc  (？)  so  lang  oder  etwas  länger  als  die  vorhergehenden 

Abdomitialscgmcutc  zusammen  12.    arisami N.  SP. 

Untere-  Gcnitalpl.ittc  (孚) so  lang  wie  2  oder  3  vorlicr^chcnck-n  liauchsc^mentc 
zusammen   io. 

10.  Vorderflügel  2mal  so  lang  wie  breit  19.  mclhia  I;LOR. 

\rordcrnügcl  2\-2k  mal  so  lan^  wie  breit   11. 

1 1.  Stimkc^cl  fast  so  lang  wie  der  Scheitel,  nicht  divcr^'irend;  Kürpcrlängt:  2.8  mm. 

 7.  sapporensis  X.  SP. 

Stirnkcgel  so  lang  oder  etwas  kurzer  als  der  Scheitel,  ein  wenig  divergtrend  ... 

 6.  pyrisuga  l'RST. 

12.  I-'ühlcr  \  so  lang  wie  die  Costa   13. 

Fühler  ein  weiii^  liingcr  als  die  I  Hllftc  der  Costa  14. 

13.  Tarsen  braun  oder  schwarz  gefärbt,  untere  Gcnitalplattc  (^)  so  lang  oder 

kaum  kürzer  als  die  vorhergehendem  Abdomina Isegmcntc  zusammen  

 16.  Bctulac  L. 

Tarsen  nicht  gebräunt  oder  geschwärzt,  untere  Genitalplattc  {%)  kurz  und 
breit  10.  Mali  Frst. 

14.  Scheitel  am  llhUerninde  fast  gerade,  KorjKT  grünlichgelb  oder  gclblichgrün. . . 

 8.  peregrina  FRST. 

Sclicitcl  am  I  linterrnncle  concav,  Körper  gelb,  braun  oder  dunkelbraun   

 17.  nigrita  ZETT. 

1 5.  Stirnkcgci  so  lan^  oder  ein  wciii^  länger  als  der  Scheitel  22.  salicicola  FRST. 

Stimkcgcl  deutlich  kürzer  als  der  Scheitel  1.  pyricola  Frst. 

16.  Die  3tc  Zinke  um  2 mal  so  lang  wie  der  Rand  der  2 ten  Randzcllc  

 2.  hexastigma  Horv. 

Die  3tc  Zinke  um  1.]  mal  so  lang  wie  der  Rand  der  2 ten  Randzclle  

 4.  albopontis  N.  SP. 

Die  3tc  Zinke  um  1  ^mal  so  lang  wie  tier  Rand  ilcr  2 ten  Randzellc  

 3.  Hlaeagfii  N.  SP. 

17.  VorclcrflüfTcl  hellgelb  oder  fjt'lb  18. 

Vordcrflügcl  gclblichbraun  oder  braun  20. 

18.  Vord し' rflüg し' 1 mit  zahlreichen,  schwarzen  l'unktcn  25.  tripunetata  N.  SP. 

Vortlcrflu^cl  olino  schwarzen  Punkten   -.  IQ. 

VordcrHü^cl  j^cgcii  der  Spitz し' hin  etwas  dunkler  gcfiirbt,  die  Sj)itzc  des  Clav  us 

nicht  geschwärzt    23.  ambigtia  Frst. 

Vordcrfliigcl  gegen  die  Spitze  hin  etwas  dunkler  gefärbt,  die  Sj)itze  des  Clavus 

schwarz    24.  kittshucnsis  N.  SP. 

'9-  korp じ r  gelb,  am  Rücken  mit  hellen  Striemen  21.  ziozankeana  N.  SP. 
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Körper  dunkelbraun,  am  Rücken  ohne  Striemen  20.  toroenensis  N.  SP. 

20.   V'ordcrflügcl  eiiifärbig   21. 

X'ordcrflügcl  an  der  Spitze  bräunlich  gesprenkelt  28.  hakonensis  N.  SP. 

Vordcrflügd  stellenweise  glashcl I   31.  fulguralis  N.  sP. 

Voixlerflügc-1  stellenweise  dunkler  gefärbt   30.  satsumensis  N.  SP. 

2!.   Vorderflüg し' 1 mit  weissen  Nerven...    29.  albovcnosa  N.  sr. 

Vordcrflügd  mit  braunen  Nerven  22. 

22.   An  der  Spitze  des  Chn  us  schwarz  gefärbt  ,     26.  Abicti  K.  SP. 

An  der  Sjiit/.c  des  Claviis  nicht  geschwärzt   27.  mokvasana  N.  SP. 


1. Psylla  pyricola  Frst. 

Psylla  pyri  Ci  ktis.  Gird.  Cliron.  1842.  p.  156. 

Psylla  pyricola  Foekstkr,  l'syll. ヽ-01"1,. Nat.  W-r.  rreuss.  Rhcinl.  3,  1S48,  p.  77. 
Fsylla  apiophila  Foerstek,  l'syll.  Yerh.  Nat.  \'er.  Prca>«.  Ktteinl.  3,  1S48,  p.  78. 
Psylla  notata  Floh,  K.  d.  Kliyn.  1861.  p.  365. 

Kopf  und  Thorax  braun,  oben  mit  dunklen  l^Icckcn  und  Striemen.  Sttrnkegcl 
deutlich  kürzer  als  der  Scheitel.  Fühler  so  lang  otlcr  kaum  länger  als  die  Hälfte 
der  Costa,  ^elblicbbraun  ；  die  beiden  Knd^lieder  ganz  schwarz  ；  die  Glieder  4-8  an 
den  Spitzen  geschwärzt.  Vordcrflügel  glashcll,  mit  bräunlichgelbcn  Nerven  ；  an 
der  Spitze  des  CAavus  schwarzgefurbt  ；  an  der  hinteren  liasalzclle,  nahe  der  Spitze 
des  Ciavus  ein  kurzer,  brauner  Längsstreif.  Abdomen  dunkelbraun  ；  Beine  bräun- 
lichgclb. 

Körpcrliingc  :    ^  2.0.  -?.  2.\  mm. 

Honshu  ( 1 1;ik(inc  und  Kioto).  4  Exemplare  gesammelt  von  Herrn  Prof.  Dr. 
S.  Matsumura. 

1 nvialn«imc  :  Futalioshi-nashi-kijirami. 

2.  Psylla  hexastigma  Horv. 

Psylla  hexastigma  HoRviTfr.  Tcrmt-«.  I'uzctek.  xxii.  1899,  p.  373. 

Hellgrün  oder  gelblicl^rün.  Stirnk じ gal kaum  kürzer  als  der  Scheitel,  ein 
wenig  divergirend.  Fühler  um  \  so  lang  wie  die  Costa,  gelb  ；  die  Glieder  4  bis  7 
an  den  Spitzen  und  die  3  Endglieder  ganz  schwarz.  Vorderflügel 2\  mal  so  lang 
wie  breit,  glaslidl,  mit  blass^clbliclicn  Nerve»  ；  die  3te  Zinke  2  mal  so  lang  wie  der 
Rand  der  2 ten  Randzelle;  an  jetltin  Abschnitte  des  Hinterrandes,  zwischen  der 
ersten  und  vierten  Zinke  ein  schwarzer  Punkt,  bisweilen  die  Spitze  der  isten  Zinke 
schwarz. 1 leine  gelb  ；  die  Klauen  schwarz.    A bdomen  grünlichgelb. 

Kurpcrlän^c  :    ^  1.9.  %  2.6  mm. 

I  lokkaitlo  ^ Sapporo, ん lr'z.'inkei).  Zahlreiche  Exemplare  gesammelt  von  Herrn 
Prof.  Dr.  S.  Matsumüka. 
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Trivi.sln.inic  :  Mutstiboshi-kijirnmi. 

5.   Psylla  Elaengni  n.  si-. 

W'cisslichyclb,  oben  mit  braunen l'K  cki.-n  utul  Stricnic  n.  Stinikctrcl  kaum 
kürzer  als  der  Scheitel,  an  den  Spitzen  etwas  divergirond.  Kühler  um  g  so  lang 
wie  die  Costa,  weiss  oder  hellgelb  ； (Iii:  beiden  lOncl^lictlcr  scliwarz.  X'ortlcrflürcl 
2 mal  so  lang  wie  breit,  j^lashcll,  tnit  w cisscii  Nerven  ；  an  (Ii マ Spit な' des  Ctax'iis 
schwarz  ；  an  jodem  Abschnitte  des  I  lintcrraiulcs  zwischen  (U-ni  Rn<{nis  und  der 
ersten  Zinke  ein  schwiirzliclibrauncr ト' に' ck  ;  die  3tc  Zinku  um  1  \  mal  so  lang  wie- 
der Rand  der  2 ten  Kandzcllc.  I  lintcrtlü^cl  ^lashcll,  am  .Ausscurandc  schwärzlich 
gesäumt.  Heine  gdb,  bisucilun  der  I  lintcrschcnkil  mit  braunem  Striche.  Ab  do  nun 
weiss,  mit  schwarzen  Flecken.     (； cnitalscgni し'" t  schwarz,  mit  J4clbliclicm 

Kaiulc  ；  Gcnitalplattc  ein  uciii^  länger  als  tlas  (； cnitalsq^irieiit,  an  tkr  Spit/.c  nach 
hinten  schwach  gebogen  ；  Zan^c  schmal,  einfach,  um  \  so  Imch  wie  die  Cicnital- 
platto.  Untere  (icnital platte  {%)  kaum  kürzer  als  du-  3  Ict/tun  Hauchsc^nicntc 
zusammen  ；  die  obi:rcr  l:'t.-l  .1 mal  so  lang  \viV  die-  unten:,  scharf  zugespitzt. 

KdrpeHänge  ： 公 2.3,  %  3.0  nun. 

Hokkaido  (Sap|x.ro),  I  lonshu  (Towiula,  'l  atcyaiua,  Kam.ikura,  l  utömi.  Taka- 
sa^o,  Maiko,  Ila^i),  Kiushu  ( Kaj^osliima ).    /.ililrciclic  l  .xcmplarc  ^esamniclt 
Herrn  Prof.  Dr.  S.  MatsumUka. 

Trivialnamc  :  Guvii-kijirami. 

Diese  schöne  Art  kommt  häufig  auf  Rlaeaguus  umbdlata  (Ciumi)  vor,  und  ist 
zwar  sehr  schädlich. 

4    Psylla  albopontis  n. 

Koj)f  und  Thorax  ri3tlilkl，b に" m.  <>b い 11 mit  WL-isslichcn  «Hier  i'clbliclicn l- ！ ecken 
untl  StrioniLii.  Scheitel  am 1 lintcrraiiik-  uinicutlicli ci »neav.  Stinil':<_'i/vl  weiss,  k:uiin 
kürz し' r  otk'r  so  laiig  wie  tier  Scheitel,  ziemlich  (lie に am  Aussen-  11ml  Imik'ii に imii' 
gerade.  Kühler  kaum  \  so  l»ng  wie*  die  Costa,  jjclb  ；  die  2  ICndglictlcr  canz  und 
clif  (ilitrdrr  his  7  \\w  den  Spit/cii  sc  Ii  war/,  licinc  ^'clb.  mit  sclnv  arziti  Klauen. 
Vorilcrllii^cl  1  ]  mal  so  l;ui<^  w'w  f^roit,  ^I.isIk  II.  ani I lintcrraiulc  kaum  erkenn l>ar 
bräunlich  ^cs.iunit,  die  .\crvct)  licllbriumlicli,  am  jctlcm  Abschnitte  zwischen  der 
c-rstLMi  und  clor  vierten  /-inkr  ein  chinkrlbraiiiKT  l'"lcck  ；  an  der  Spitze  dts  Clav  us 
schwarz;  Pterostigma  breit  und  lang,  an  der  liasis  um  \  so  breit  wie  die  Basalbrcitc 
ilcr  Ka(lial"'ll ト、 um  \<m  Kadialstückc  di-r  Ccsdt  ('ii、n'_,lim し' ml.  Ab  1/0 nun 
schwarz,  mit にい 11) し n  Sct;nicnträiKkrn. し' nt い r し' (iL-nitalpIatU-  i  so  laii^  wie  das 
vorlKT^clu-tnK-  HauchscL;n)ciit.  breit,  (I に <>\n  u: に- iyt  s: に- Ii  üb い r  die  S!)it な： der  unteren 
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！" 'n:u 卜. ( icnitali>iatti-  (-^)  so  lan^  w  ir  das  ( it  nitalsc^mcut,  sclimal ； Z.ui^e  sehr 
schmal,  um  f.  tk  r  Cnjuitalplattc  hoch. 
Körpcrlan^i-  :    ^  2.6,  J^.  3.0  mm. 

4  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA  und  in 
meiner  Sammluii},'  aus  Sapporo  und  Ziozankei  (October). 
Trivialnanic  :  Mayejiro-kijirami. 

5.   Psylla  spadica  n.  sp. 

Röthlichbraun  ；  am  Rücken  mit  undcutlicht-n,  gelben  Striemen.  Stimkc^cl 
kaum  s り lano  w  ie  dor  Scheitel,  an  den  Spitzen  diver^irend.  Fühler  um  \  so  laiig 
w  i«--  die  Costa,  gdb,  die  2 lCnd^litdcr  sclnvarz.  Beine  gelb,  mit  schwarzen  Klauen. 
X'orclcrflü^cl  ^lashcll.  mit  braunem  Sau  nie.  welcher  von  der  Spitze  des  Clavus  bis 
zur  Spitze  des  Radius  vt  rlihift  ；  die  Nerven  gdb ;  der  Radius  mit  dem  Vordcrrandc 
fast  jxiralkl ； die  vierte  Zinke  2  mal  so  lang  w  ie  der  Rand  der  2tcn  Randzcllc  ； 
Pd-rosti^mn  sein-  breit  und  um  .]  der  Kasalbrcite  der  Radialzcllc.  A bdomen  brauji. 
( icnitalplattc  (-y)  ein  wenig  langer  als  das  ( jcnitalsc^mcnt,  an  der  Spitze  nach 
hinten  "'ebogen  ；  Zange  sehr  schmal,  um 】 ,'lcr  Gcnitalplattc  hoch. 

Körperlängf  : 》 2.0  mm. 

l'orniosa  CArisan).  Nur  ein  I'xcniplar に i'samnu'lt  am  21. April  von  I  Icrrn  Prof. 
I  >r.  S.  MATSUMURA. 

'I'rivialiKnnc  :    C  habcri-kijirnvü. 

0.   Psylla  pyrisuga  1'rst. 

Psylla  pyrisuga  Ki.krvii.r,  Psyll.  \er.  N:,t.  Vcr.  I'nus«.  Klieinl.  3,  184S.  !、.  78. 
Psylla  austriaca  I'i.'>k.  K.  d.  Rliyi«.  iS6i,  p. ス 72. 
Psylla  aurantiaca  (ioi  KF.Ar,  Ii ト. Nui-.  p.  34. 

Psylla  rutila  Mkvfr  DUk,  INvl!.  1871,  \\  :;< パ. 
Psylla  rufitarsi8  Mkvf.r-Dür,  VsyV.  1871,  y.  3 リ 4. 

Chermes  pyri  Sciimidherger,  JJciir.  r.  N.it.  >*1i.k]I.  In«.  I.  1S27,  ！.. リ リ 195;  R.\t/knbiK(;, 
l  -r  -U  .-.  III,  1844.  p.  1S7.  Anm.,  Taf.  XI.  Fig.  2. 

K'ii'ixr  1,'clb.  ^clblicljhraim  (jüngere  l-.xcmplarc).  braun  oder  ilunkclbraun 
(überwintere  ];.xcmj)larc).  Stirnkxgc!  i:t\vas  kürzer  als  dir  Scheitel,  wcisslicli. 
ilick,  an  den  Spitzen  ein  wem'^  diver^ire  nd.  Kühler  um  \  so  lani;  w  io  die  Costa, 
Ljelblic  Ii  braun  ；  tiie  2  Hasal^licdcr  an  (k-n  Wurzeln,  die  (ilicilt-r  4  bis  8  an  den 
Spitzen  und  tlic  2 ト:， lflglit'dcr  t'anz  schw arz.  \rorilirflü<^fl  um  2j  mal  so  lang  wie 
breit,  ^li. shell,  mit  trolboii り der  hraimcn  Nerven  :  P"'t'osh'jp,w  um  .',  so  breit  wie 
die  Rasa  (breite  der  Radialzcllc,  um  \  des  Radialstückos  der  C  »sta  einnehmend. 
Ab({i-tut)i  «(i  lb,  bisweilen  schwarz,  mit  lull^cll)lichLii  Sctniiciiträndcrn. 
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Körpcrliin^c  :    ^  2.5. ギ 3.0  mm. 

Hokkaido  (Sapporo),  Honshu  (Aomori.  Tokio). (； し' sammelt  von  Ht-rrn  l'rof. 
Dr.  S.  Matsumura,  S.  Mitsui iashi  "ml cK  m  Autor  in  zahlreichen  Exemplaren 
auf  Birnbäumen. 

Trivialnanic  :  Naslii-kijirami. 

Sie  sind  der  Birncnkuttur  sehr  schädlich. 

7-   Pßylla  8apporeusis  n.  sp. 

HrUunlicliroth,  oben  mit  röthlithcn ト' lecken  und  Stritnncii.  Scheitel  am  Hin- 
terrande-  undeutlich  concav,  um  J  so  laiij;  wie  am  Hin  terra  ndtr  breit.  Stirnkcg し -1 
schwärzlichbraun,  so  lang  wie  der  Scheitel,  an  den  Aussenrändern  concav,  mit  ded 
geraden  Inncnrändcrn.  Kühler  um  \  so  lang  wie  die  Costa,  hellbraun,  die  2 
Endglieder  ganz,  die  Glieder  4  bis  S  an  den  Spitzen  und  die  2  Basalglider  an  den 
Wurzeln  schwarz.  Vordcrflüßcl 2\  mal  so  lati^  wie  breit,  glashdl,  mit  braunen 
Nerven  ；  Pttrostiffma  weiss,  an  der  Basis  um  \  s<i breit  wie  die  Basal  breite  der 
Kaaialzullc,  um  \  des  Kadialstüekrs  tier  c  osta  einnehmend,  licinc  braun,  die  Schen- 
kel vorw  iegend  und  die  Schienen  an  (k'n  Wurzeln  geschwärzt,  die  Klau し' 1、  schwarz. 
Abdomen  schwarz,  mit  rothen  Sc^mcnträiulcrn.  lTntcre  Gonitalplatte  ( ^ )  ein 
、、't"iig  länger  als  die  2  vorher^chcnclon  Häuchso^niciitc  zusammen,  sehr  schmal, 
allmählich  scharf  zugespitzt,  tlcutlich  kürzer  als  die  Ulinlich  ^.bildete  oben:. 

Körpcrlän^-  ；    %  2.8  nun. 

Diese  Art  steht  (U  r  Psylla  pyrisu e'a l-'lts  r.  nahe  an,  es  untcrsclieidct  sich  aber 
durch  etwas  liin^crc  btirnkc^el,  sowie  auch  durch  schmäli-rc-  und  etwas  längere, 
untere  Gcnitalplatte  (罕 ), welche  bei  sapporemis  3m.1l  so  lang  wie  an  der  Basis 
breit  ist.  bei  pyrisuga  da^r^i  n  um 1 jmal  so  lang  w  ie  ； 111 tier  liasis  l>rcit. 

Ilokkaitlo  (SapiM^ro).    Nur  ein  r:xci"plar  ijcsaniniclt  von  Herrn  Pr"f.  Ur.  S. 

Matsumura. 

Trivialnanic  :  Kurobara-kijirami. 

s.   Psylla  peregrina  Kk^t. 

Psylla  peregrina  Foi-  rsii  p,  Fsyll. Vr に ヽ-. it.  Vi' に lYnus  Kl.ciul.  '；.  1S4S,  ；).  74. 
Psylla  Carpini  Fokrstär,  Psyll.  Vcr.  Xat.  Ver.       卜'， Rhcinl.  3,  184K,  y.  71. 
Psylla  crataegicola  1'i.or,  Khyn.  I.iv!.  II.  iSöi,  v.  474. 

Hellgelb  oder  grünlichgelb,  oben  mit  ^clhhrannliclu  n  l'lcckrn.  Stirnkc^cl  so 
lang  wie  der  Scheitel,  scharf  zuge  spitzt,  t  in  (Ii 、で r に irviul.    Fülilcr  um  halb  so 

lan^j  wir  die  Costa,  gclblich^rün,  tiic  2  l*.iKl<.'lii:clcr  und  die  Spitze  (1 に s  Steil  schwarz. 
V(irdi-rflÜLjcl    um   2\  mal su  hui^  wie  breit. に r】t い h し niit  ucissliclKii  Xcrvon. 
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Cicnitalirn  tics キ gerade  so  wie  bei  Psylla  Mali  ；  (icnitalpl.ittc は) deutlich  länger 
als  das  (Icnitalse^nicnt,  einfach  ；  Z:ing し' sehr  schmal,  ein  weni^  kürzer  als  die 
r»tnitalplatte. 

KörjKrlän^c  ： 古 1.5, 苳 2.5  mm. 

Zahlreiche  llxcmplarc  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MaTSUMURA 
aus  Sapporo  (Hokkaido)  und  Kamakur.i  (Honshu,  Juni). 
Trivia Inanu:  :  Midori-kijiravii. 

9.  Psylla  jamatonica  n.  sp. 

i  Icll^rün  o(Jcr  hellgelb.  Scheitel  um  \  so  lang  wie  am 1 lintcrrande  zwischen 
den  Augen  breit,  am ト HiUetTande  fast  gerade.  Stirn kcgcl  um  .[  lang  wie  der 
Scheitel,  mit  den  geraden  Itincnrilndcm  zusamnicnschlicsscrul.  Fühler  kaum  mehr 
als  ]  so  lang  wie  die  Costa,  bleichte 1b  ；  die  (iliedcr  4  bis  8  am  den  Spitzen  und  die 
2  Knd^liidcr  ganz  schwarz.  Vorticrflügel 2  mal  so  lang  wie  breit,  ^lashcll,  bis- 
weilen sehr  schwach  gebrannt,  mit  bleichj^elbcn  Nerven  ；  Ptcrusti^um  sc  breit 
wie  um  \  der  ßasa (breite  der  Radialzellc,  um  {  des  Radialstückes  der  Costa 
einnehmend,  die  3tc  Zinke  um  2  mal  so  lang  \vi».-  der  Kaiul  der  2 ten  Rnndzcllc. 
Beine  und  Abdomen  grün  oder  gelb.  Untere  Genitalptatte  (  ？ )  um  \  \  mal  so  lang 
uic  das  vorhergehende  liauchsc^mciit.  breit,  die  obere  deutlich  länger  als  die 
untere,  plötzlich  zu に-' spitzt,  (icnitalplatte  (^)  um 1 .\  mal  so  hoch  wie  die  '/an^c 
nach  hinten  gebogen,  am  ImicIc  zugespitzt  ；  Zange  etwas  4  mal  so  hoch  wie  an  der 
Basis  breit,  mit  schwarzer  Spit/.c. 

Köri>cr は "gc  :    ^  1.5,      2.0  mm. 

Uicsc  Art  steht  der  Psylla  peregrina  sehr  nalu-  an,  unterscheidet  sich  jodoch 
durch  kürzere  Kühler,  sowie  auch  kürzere  und  dickere  Stirnkegcl. 

/ahlrciclic  J^xcmplarc  in  der  Sammlung  von  Herren  Prof.  Dr.  S.  MatsU.MRA 
uihI M.  ISHIDA  aus  Sapporo  (  Hokkaido  1,  Tokio,  ^loj，  und  Totonii  ( I  lonshu,  Juli ). 

1 rivialnainc  :     Y'di'tati)-/: リ！ t'm'ü. 

10.  Psylla  Mali  Scmdiug. 

Chermes  Mali  SciiMrni:KHi.KR,  }Wtr. 1. Nat.  schadl.  In*. IV.  1S36,  p.  1S6-191). 
Psylla  Mali  Foerstek,  l'svll.  Vor.  X.ii.  Vcr.  I'icuss.  Rhcinl.  3,  1S4S,  p.  72. 
Psylla  crataesricola  KorRSTER, l's グ II.  \'cr.  N;.l.  Vcr.  l'rcuss.  Khcinl.  3,  1S4X.  p.  72. 
Psylla  dubia  Fokustkr.  "、>!，.  \\r.  Xat. ヽ n  .  I'"us,.  Kluinl.  3.  1S4S.  j.. れ 
Psylla.  aeruginosa  Fokkstkr,  J'syll.  Vcr.  N.it.  Vor.  rrcus<,  Rhcint.  3,  1848,  ！.. ひ 7. 
Psylla  occulta  Fokrsi  i  r,  I'syll.  Ver.  Xat.  Vcr.  I'rcus«.  Kheinl.  3.  iS48,  p.  <>8. 
Psylla  Mali ト丄 り、、'， Khyn.  Livl.  II.  1S61,  p.  474. 
PsylU  rubida  Mf.vf.r  Dür. に). II.  1S71,  p.  393- 
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PsyUn  claripennia  Mi:vi:ii-I)ijK,  l'<yll.  1S71,  p.  40p. 

Psylla  viridisBima  St: に ]-r,  Irans.  Km.  So»-.  I.on 1. \>.  54 ふ 

Grünlichgelb  ；  Scheitel,  Dor  sit  l um  und  Kücken  mit  rüthlichgclbcn  Flecken  und 
Stritniu  n.  Stimkc^'cl  so  l;m^  wi<:  dor  Sclu-itcl,  deutlich  ilivcr^ircntl.  Fühler  um 
\  so  l.ui^  "'に' die  Costa,  f,'i  lb  ；  ilit:  2  ICiid^licdcr  iinil  dii-  Spitze  des  St し' 11 schwarz. 
X'ordcrflü^ol  um  2.)  mal  so  lanj^  wie  breit,  ^lashcll.  mit  gelblichen  Nerven  ；  P  leres - 
tii^ina  zicmlicli  breit,  ^o^cn  die  Spitze  hin  plötzlich  verschmälert.  Abdomen  und 
lieinc  geli).  (iciiitalplatto  (^)  etwas  liöhcr  als  dir  Zati^c.  einfach  ；  Zan^o  sehr 
schnia).  ilurcliaiis  von  ^lciclu  r  HrciU-,  il に Spitze  scharf  zugespitzt,  l'ntcrc  Gcnital- 
plattc  1  $  )  kurz  und  breit,  plötzlich  zugespitzt,  die  obere  wenig  länger  als  die 
untere. 

Körpcrlanjfc  :    -J»  2.5,  ^  3.0  mm. 

4  Fxcmplarc  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  MATSUMURA  aus  Sapporo 
(Hok.,  Juli). 

TrivialiuiiDc  :  Riii^o-l-ijinutii. 

\  1.   Psylla  nigriantennata  n.  sr. 

("iclbliclin.tli ； am  I  lintci  rancic  des  Scheitels  und  des  rro;H»timis  bloichgclb. 
Stirnkcgd  dii 、、で "ig  liiii^cr  als  der  Scheitel,  gdb,  am  IniKiinindc  gerade,  am 
Ausscnrandc  conca\ ,  kaum  di\  cr^irend.  Au^en  schwarz.  Kühler  um  .]  so  laut; 
wie  tlio  Cos  hu  sc  Ii  war/.,  die  2 liasalglicclcr  ^clb  odor  dunkclgtlb.  Vordcrflü^cl  um 
2  mal  so  laii^  wie  breit,  ^laslu-ll.  selten  sehr  schwach  gebrannt,  mit  gi-lbcn  Nerven. 
Ikinc  ^lIIj.  Ab don uii  ^clblichrotli. ( ii;nit.ilplattc  (^)  2  mal  so  lan^  wie  das 
(icnitalbc^incMt  ； ん aiig し' ein  、、飞 -ni に kur/cr  als  die  ( icnitnlplattc-,  4  mal  so  lanj^  w  ie  an 
der  Basis  breit.  Untere  ( ii:nitalplattc  (^)  kaum  kürzer  als  tlic  vorhcr^clK'iidcn 
】i:uicliscyrn»jiitc  zusaniniL-n  ；  die  ol) し tc  (k'utlicli  liin^i-r  als  die  untere,  die  beitkn  .in 
<lcu  Spitzen  schwarz,  scharf  7.ULrcs])itzt. 

Korpcrlän^i-  :    'J*  2.0,  %  2.5  mtu. 

Ci Exemplare  in  (kr  Saninilun^  v()n  J  lerni  I'rof.  Dr.  S.  MATSUMURA  aus 
I  Iakonc  (  Honshu.  Juli). 

Trivialnamc :  Higtkuro-kijirami. 

12.   Psylla  arisana  n.  sc. 

Sc  I  m  hi t  z  i^'^c  I  be  >  t Ii ; Jerone  tu  in  \vcis>.  Scheitel  am  I  liiitcrrandc  ein  、、で，"'. に 
(.oncav,  k.uun  tin)  J  so  hm^  wie  am  Hintcrramlc;  hixit.  Stirnkc^]  weis?,  an  tier 
spitze     schwärzt,  ein  weni^  länger  als  der  Scheitel,  am  Iiiiu-nrandc に (cnitk-  uml 

Au>M:iir.iiKk  coneav.  tlivcr^irnul.  ITihlor  kaum  }  so  lang  wie  die  Costa, 
sclMiuitzi^^ll), dio  2  I'.iKl^licckr  schwarz.    V り r(i ぐ rflü に d  um  2；  mal  s<» lang  wie 
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breit. に l:ishdl.  mit  feinen,  schwarzen  N'trvcn;  Ptt  t  osti^ma  an  ilcr  H;isi>  um  .；  so  bn  i't 
wie  clic  liasalbrcitc  der  Kadialztllc.  \  des  Radialstiickos  ilcr  Cos  in  riiiiuhnu-nd. 
Itcinc  schmutziggclb.  Abdomen  schwarz.  Untere  Gcnitalplatte  ( so  lang  oder 
ein  wenig  länger  als  die  \  orlicr^chcmlcn  liauclisc^mcntc  /usamnicn,  schmal,  all- 
mählich zugespitzt,  ilic  obi.rc  di-ntlicb  langer  als  die  n:iU:iv,  tlic  beiden  gelb,  mit 
schwarzen  Spitzen. 

Kör|M-rlünj,rc  :     $  2.5  mm. 

Formosa  (Arisan).  2  Kxemplarc  gesammelt  am  2 1 .  April  von  Herrn  Prof.  Dr. 
S.  Matsumuka. 

'I  n\  ialnamc  :     At  isiui  ktjirnnii. 

13.   Psylla  Alni  I.. 

Cherraes  Alni l.i ヽ-ヽ 1:, Sucr. 1 *6i.  Nr.  iocS. 

P&ylla  fuse  i  nerv  is  Kokrsiek,  l'^yü.  \'cr.  N;it.         l'iru，、，  Kfninl.  3, 184s,  |..  70. 

P»ylls  Heyden i  Fomsteb,  Vcp.  Na».  \>r.  Freu»,  klicinl. ふ 1848,  p.  81. 

I  kll^rün  <><K:r  ^i  \b.  Ijisuc  ikn  licllrothlit  li^vlb  :  Rücken  mit  n>thlichgclbcn 
Klecken  und  Strkmicu.  Scheitel  kurz,  in  <K-r  Mitti-  j  so  lan^  wie  am  I  linttrrrandc 
breit.  Stinikc^el  so  lan^  (»ilcr  «.tuas  kürzer  als  (k  r  Scheitel.  I^üh!»  r  so  lang  wie 
der  Kör]>cr.  ^'clb.  (Ii し' 5 ICiul^licdcr  ^anz  scln\  arz.  das  に' und  das  41c  ( ilied  an  der 
Spitze  Ljcschwürzt.  Vordcrflü にし'】 2.j  mal  so  lan^  、、'に' breit,  ijlaslicll,  mit  icmci). 
dunkelbraunen  oder  schwarzen  Nerven  ；  der  Rand  nerv  am  、'f>nJ(jn.aiK に' und  ilic 
Basis  des  Hintcrrandcs  «jriin  oder  ^cll).  Ik-inc  grün  oder  ^clb  ；  die  Schienen  an  der 
Basis  mit  (.-inem  kleinen,  schwarzen  l*'Iccl<  ； das  2t じ TarM.n^lictl.  srltcn  auch  das 
erste  gebräunt.    Ab  dome  n  ^rüii  oder  gelb  ；  (icnitalicn  des  $  lang,  scharf  zugespitzt. 

Körperlan^c  :    ^  3.0.  %  4.0  mm. 

4  Kxcmi>larc  in  der  Sammlung  von  I  Ierni  Prof. いに S.  MatsUMUKA  aus 
Sapporo  und  Zic.zankei  (I lok..  Juli  — August  l. 

Tri\  ialnamc  :    IInniw-K-ijirami.  - 

U-   Psylla  Foersteri ドに (ポ. 

Psylla  Alni  >kk\  ii  \x.  Lih-j  lI.  Mc-th  \'.  卜 2  2i>. 

Psylla  Alni  1''oi':"ti+.i<，  isyll.  \\r.  N.t.  、乂 'に I'nu--.  ku.i'.l.  3.  1S4S. 1.. 70. 

Faylla  Foersteri  Fio\,  Uhyn.  l.ivl. 11. 1S61,  ！,.  .,58. 

Hdlgrün.  hi-ll^t-lh  oder  grünlichgelb  ;  Dors h luvt  und  Kückt  ti  mit  lu llrotli^clb 
liehen  Fk-cktn.    Sclicilcl  und  Stirnkc^el rade  w  if  bei  Psylla  Alni.    1'iihK  r  so  lang 
wir  der  Körper,  g し' lh  ；  die  2  lüu^liccU  r  uml Spit/cn  von  4  bis  K  sclnvarz. 
\ 'い nlcrfliigcl 2!  mal  <■(<  lang  wk-  bn.it.  gl.'ishdl,  mit  licll^clbcn  «xlcr  grünen  Nerven; 
Ptc  rostig  tun   uiuliriitlich.      15i  inc  ^i-lb  ode  r  ydbnchyriiii ； die  Spitze  des  letzten 
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Tarscnglicdcs  schwach  gebräunt,  die  Khiuc-n  ilunkclbraun.  Abtiomeu  mid  Cicni- 
talicn  grün  ober  gelb. 

Kürpcrläng じ： 'J»  2.5.  ^  4.0  mm. 

Zahlreiche  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herren  Prof.  Dr.  S.  Matsumura 
und  l'rof.  Dr.  J.  NlISHIMA  aus  Sapporo,  Ziozankci  fl  fftk.,  Juli— August)  und  Touatla 
(Honshu,  Juli). 

Trivialnamc  :    Ko -! ia'im 、- kijiraini. 

15-   Psylla  magnifera  n.  sp. 

Hratin  ；  auf  dein  Rücken  mit  wciss^dblichcn  und  schw  arzbräunlichen  Fk-ckcn 
und  Striemen.  Die  I^orm  des  Scheitels  und  der  Stimkc^cl  ^kicli  gebildet  wie  bei 
Psylla  Alni  ；  tier  erstcre  mit  2  ilunkclbnuincii  Flecken,  l'  ülilcr  so  lanj^  wie  tlt  r 
Körper,  gelb  ；  die  2  Has,il^liedcr  an  der  Hasis  schwarz,  das  4tc  und  das  5tc  ( ilicd 
an  der  Spitze  und  die  übrigen  ^anz  schwarz.  \r<»ri!<_rflü^cl  um  2.]  mal  so  l;m<4  wie 
breit,  t'lashdl,  mit  hellbraum'n  .\i  r\xn.  Ii<  iiU'  ^clb  ；  dit-  Tarscnj^licdt-r  schwacli 
に' bräunt ;  <lic  Klanen  schwarz.  A  bdovun  schwarz,  mit  röt h 1 i c h^c I bc  1  >  Sc«,« men t - 
rändern.  (K-nital platte  W)  2  mal  so  lang  wie  das  ( Icnitalsc^miMit,  am  I  linterrande 
in  der  Mitte  sclnvach  convex,  an  der  Spitze  plötzlich  zugespitzt  ；  Zanj^c  i-in  wenig 
kürzer  als  die  (knitalphittc,  mit  etwas  verdickter  Spitze.  Untere  (icnital|»l;ittc  ( j^.) 
ein  wellig  kürzer  als  die  3  vorhcr^clnMi»kii  Hauclisct'incntf  zusammen,  die  obere 
kaum  liln^cr  als  die  untere,  sehr  schmal,  scharf  /.uj4o>pit/.t. 

Körpcrlan^c  :    ^  3 メ，  ^  5.0  mm. 

Hf »k ka id n  (Z in za n ki-i ) .    7 l-'xemplart-  ^rsamnn  lt  am 10.  <  kt<.U  r  von  I  Icrrn 
Prof.  Dr.  S.  Matsumura  und  dem  Autor. 
Trivialnamc  :  Ögata-kijiranii. 

16.   Psylli  Betulae  I- 

Chermes  Betulae  Linn»;.  I-'.  Sut-c.  1761,  Nr.  1007. 

Chermee  Zetterstedti  Tmomson.  » リ' し 、c.  cr.t.  VIII.  1S77. い. Sj2. 

Hellgelb,  röthlicli^clb  (rIlt  grünlichgelb  :  Kücken  mit  ^  Iblichrotlicn  Klecken. 
Scheitel  am  Hintcrrantk-  cnnc.iv.  l;ühl«T  um  ？  so  lan^  wie  di\-  C ひ licll^db  ;  die 
2  KndgliedLr  ganz  und  die  (ilicdcr  4  bis  S  an  den  Spit/i  n  schwarz,  nicht  selten  die 
5  oder  6  letzten  Glieder  ganz  schwarz.  Stinikcj^el  so  lan^  w  ie  der  Scheitel,  all- 
mählich scharf  zu^espit/t.  stark  (livcrgitvnd.  V"nk'rrKigL'l  um  2.!  mal  so  lang  wie 
breit,  glashcll  mit  bleichen  oder  bräunlichen  Nerven  ；  Pterostigma  kurz  und  sehr 
breit,  aber  plötzlich  verschmälert.  Heine  sdiniiitzi にに clb  :  d: い 2 to  Tiirsal^licd 
gebräunt,  die  Klauen  schw  arz.    A  bt/jau-ii  l、dl に' rün  ode  r  乂 dl). 
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Körperlänge  :    ^  2.0.  JjL  3.0  mm. 

Zahlreiche  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Ma  i  sumuka. 
aus  Sapporo  und  Xoboribetsu  (Ho に， Juni—Juli). 
Trivialnamc :  Kaba-kißrami. 

17.   Psylla  nigrita  Zf.  i  t. 

Cherme«  nigrita  ZtrrERsrEur,  F.  Im,  Lipp.  I. 1828,  \\  556  ; Ii".  Lapp.  1S40,  p.  y.u. 
Chermes  pulchra  ZrrrKRsiKtT,  】i".  I_i|>p.  1440,  p.  309, 
Psylla  pineti  V\jpr,  Khyn.  Tivl.  II.  1861.  r.  471. 
Psylla  similis  Mever-DAr,  Psyll.  1871, p.  393. 

HcIlKclblicliroth  ；  Abdovnn  hellgrün.  Bei  den  dunkel  gcHirbteii  ICxcniplarcu 
röth!  ich  braun  oder  schwärzlichbraun  ；  Abdomen  schwarz,  mit  roth^'clblichcn  Sog - 
menträndern.  Scheitel  am  I  lin terra ntlc  concav,  in  der  Mitte  etwas  kürzer  als  tlic 
Hälfte  seiner  Breite.  Fühler  ein  wenitr  Ww^vx  als  die  Hälfte  der  Costa,  gelb  otlcr 
braun  ；  die  3  End^'liilcr  ganz,  das  4tc  und  das  5tc  (>lied  an  der  Spitze  schwarz. 
Stimkcgcl  so  lanj,'  wie  der  Scht-itcl, di\ crgircntl.  Vorderflügel  2}  mal  so  lang  、vü' 
breit,  ^'lashcll,  meist  .sehr  sclnvach  gebräunt,  mit  mehr  oder  weniger  gebräunten 
Nerve»  ；  Pterostigma  lang  und  breit.  IViiK-  gt'lb,  die  Klauen,  nicht  selten  auch 
das  letzte  l'arscn^licd,  braun  ；  bei  den  dunkcl^cfärbtcn  I-.xcniplarcii  die  Schcnkt  l 
vor\vic}j[ciKl  schwarz. 

Körper  lange  :    ^  2.0.  i^.  3.0  mm. 

Zahlreiche  Kxemplarc  in  der  Sammlung  \on  Herrn  Prof.  Ur.  S.  MaTSUMURA 
imtl  in  nu-iiu  r  Saninilun^  aus  Sapporo  und ん 1 りん u、l 、で i  (  I  I ok.,  Juli  -( )ctobiT). 
Tri\  ialnanu- :  Ma(sn-ktjir<iini. 

is.   Psylla  coccinea  x.  sp. 

Kinfürbi^  coralroth.  I"ü!ilcr  und  】khe  weiss,  dio  erster*'  mit  2  rötl) liehen 
Basal-und  2  schwärzen  Endglieder  ；  die  Schenkel  roth.  Stirnkc^cl  kurz,  um  :，;  so 
lani'  wie  tier  Scheitel,  ein  wcnijf  clivcr^'icrciul.  Augen  braun.  Fühler  kaum  2  der 
Costa  lang.  Vorderflügel  um  2\  mal  so  lang  wie  breit,  glashell,  mit  blcichgelben 
Nerven.  Genital  platte  (》) einfach,  kaum  Uln^cr  als  das  (icnitalsc^mcnt.  dii "で nig 
behaart  ；  Zan^c  etwas  kürzer  als  die  ( icnitalplattc,  scharf  zui^cspit/t.  Unti-rc 
Gtmitalplatte  (J?.)  so  lang  wie  die  3  vorhei^ehendcn  Bauchscj^nentc  zusammen  ； 
die  obere  deutlich län に-' r  als  die  untere,  allmählich  zugespitzt. 

Körpcrlänj;c  :    ^  1.5, ネ 1.8  mm. 

Zahlrciclic  Kxirmplarc  in  ilcr  Sanimkm^  von  I  Icrrn  Prof.  I)r.  S.  MaTSUMURA 
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uiul  in  ni«:iin  r  Samnilun^  aus 1 1.ikrl{!atc  ( I  lok.,  August).  Kain-ikur.i, 1 \:i<jj.  TakasaRo 
ト Mai  Juni^  uml Ku-^oshinui  ''Kiuslui.  Juli), 
Trivialnatnc  ：  Beni-kijirami. 

i(>   Psylla  melina  l-'iou. 

P»yllft  melina  Fi.or,  Rhyn.  I.ivl,  II.  1S61,  p,  477. 

1 li-ll^clb  ；  "in  Hem  Rücken  mit  uiulLUtlichcii.  gelblichen 1'' Ice  ken  uiul  Striemen. 
Sclicitel  am  I  lintt  rraixlc  ein  wciii^  concav  otl し 'r  fast  <,'<.Tailf,  in  tlc-r  Mittc  urn  so 
hin,r  w  ic  am  I  linU  rraiulc  Ijrcit.  Stirnkc^ol  kaum  länger  als  der  Scheitel,  an  den 
Spitzen  schwach  abgerundet,  ein  wenig  divcr^ircncl.  l.'üh に' r  um  .',  so  lang  w ic  tli»' 
Costa,  bleichte! b.  die  2  J-'iul^lictlcr  uiul  die  Spitze  clcs  Stcn  Gliedes  schwarz. 
VcnJcrrflii に d  2  mal  so  lanij  wie  breit.  j;];is1kI].  mit  f に -men  «,'clbliclun  Nerven  ； 
'Pti  rosti^uui  weiss,  zii-nilich  breit,  allmählich  gegen  die  Spitze  hin  verschmälert,  um 

1  l'is  %  vom  R.ulialstiickt'  <lc  r  Costa  cimiclinKiul.  Ikinc  uml  Abdomen  hellgelb 
<k!ci-  schmutzi^clb. 

Köi|)cr]iin^c  :     ^ $  2.5  mm. 

7 l'.xcmplarc  in  der  Sanunlun^  \<>n  Herrn  l'r< >f.  Dr.  S.  Ma  I  SCMURA  aus 
S.ii»jx>i(»  (  Mok.,  Jimij.  I  Jakf.iiu,  Kamakura  iiikI  Tokio  (1 Ioiislui,  Juli). 
Trivialnamc  :    A »uiro-kißratm. 

20.   Psylla  toroenensis  \.  sp. 

(iclljlichbr.iuii.  Scheitel  in  iK:r  Mitte  kaum  j  sn  I;ui^  wie  am 1 lintcrraiuic 
breit.  Stinikc^cl  ein  wen  it;  kürzer  ； il>  tier  Scheitel,  ziemlich  stark  clivcryiixiul. 
lrüh!cr  s<> lang  wie  die  J  fälfto  der  Costa,  ^clb  ；  die  2 liasalgli し' （ii'r  ^clblichroth.  die 

2  Kndglicdcr  ganz  und  die  Glieder  3  bis  8  an  den  Spitzen  schwarz.  Vordcrflü|jel 
um  2.!  mal s'< la:、, に w  if  brdt.  ut  lblichbraim.  mit  eben  so に i'fUrbt し -n  Nt-rvcn  ；  Vtfros- 
liguux  .hi ckr  Basis  um  ：な sn に 'it  wie  die  Kasalbrcilc  der  K;ulial/xllc.  tinJ  um  5  so 
lü，、g  wie  das  Kadialstück  der  Costa.  Beine  fciblichbraun;  die  Klauen  dunkelbraun 
oilt  r  >i  ]iv\  ;ir7.  l'ntcrc  ( icnitaliilattc  f£  1  etwas  kürzer  als  die  2  vorhergehenden 
Bauchsigmcntc  zusammen,  allniilhiicb  zugespitzt  ；  die  obere  t  in  wenig  langer  als 
div  untere. 

Kör|)i'rl.i，i"'(: : $  2."  tum. 

ト' orm"sa  (Torot-n).  N'ur  ein  l^xcmplar  ycsrimincJt  am  9.  April  von  Herrn  Prof- 
1) に S.  Matsumuua. 

Trivialnamc :  Torocn-kijirami. 
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2i.   Psylla  ziozankeana  x.  si>. 

Köthlichgclb  ；  auf  dein  Kücken  mit  sclimalcn.  hcll^cllx  n  Striemen.  Sclicitcl 
am ト nnterrande  fast  gerade,  ill  tier  Mitte  k.mm  kürzer  als  die  Hälfte  seiner  Hieitc. 
.StirnUi^cl  so  laiig  wie  der  Scheitel,  dicht  an  cin.uulcr  scliliosscucl,  :ui der  Spitzt- 
breit  .ib^cruiulct.  Fülil し' r  ^rclb,  mit  schwarzer  Spitz し'. Vordcrflii^cl  um  2  \  m.il  so 
lang  wie  breit,  schnuitzi^elb,  mit  (.  bcn  sn  gefärbten  Nerven  ；  Ptcrosti^ma  an  <lcr 
Basis  um  .',  sr>  bn-it  wie  die  liasalbrciti-  <U-r  K adialzclli'.  lii  inc  j^clb.  Genital- 
platte  (ま •）  schmal,  i  .]  mal  so  |;ui に' wie  (las  ( 'に" itaist' に muiit  ；  Zan に v  imi der  ( Tcnital- 
plaU に' は n に sehr  .schmal. 

Körperlün^o  :  ^  2.0  mm. 

1 If  'kkaiilo  (Ziozniikci).    \ur  t-in  l'.x<-mplar  ^saniniclt  am  2S  August  von  I  le  rrn 
】>n>f.  S.  MATStMl  ltA. 

Trivtalnanic- :    Z"mu-kijin''"i.  . 

22.   Psylla  saücicola  I-'ksi  . 

Psylla  saücicola 1«  >i:rsi  i  r, l'syü,  \  ,-n\. ヽ-: it.  \\r.  \  er.  KliL-inl.  .S.1S5S,  p.  72. 

J'8ylla  rttAüa  Kokksikk,  Psyll,  Vcr.  \at.  IVcw«.  Khditl.  3.1848,  p.  76. 

Paylln  subgranulata  Kohstkr,  l'syll,  Vcr.  Nat.  \'cr.  I'rcu*',  Plwinl.  3.1848,  p.  94. 

I  Iclli^clb  o(k-r  rötlilich^cll),  oben  mit  hiiuinlicli^clbon  I-'lcekcn  mul StriuiiK  ii. 
Scheitel  in  der  Mitte  um  .!  so  lang  u  ii-  am  I  lintcrr.iiKlc  zwischen  den  Au^cn  breit. 
Füll ler  ein  weni^  mehr  als  ]  sr»  lang  wie  tlic  (  o.s/d,  <^\b  ；  die  2  Iüid^licdcr  ^anz 
mul  die  Glieder  4  bis  S  an  den  Spitzen  schwarz.  Stirnkcf,'»:!  so  lan^  '"1er  t  twas  länger 
als  Jcr  Sclicitcl,  nuhr  oder  weniger  diver^irend.  Heine  bhis<^<rlb,  bisweilen  dif 
Ji.tsis  der  Sclu  nkcl  schwach  j;csi  hw  ür/.t.  \'。r に' rflügcl  ^lashcll,  mit  bK  ichcii 
Nerven  ；  am 1 linU  rrandt-  n;i!nr  vor  tk-r  istcn  Zink で ein  kurzer,  schw  .irzcr  -  »der 
brauner  Län^sstroif,  ui  lclii-r  die  Spitze  di  s  (  Iiivns  a ，卜 füllt.  Abdoni.  u にに 'lb  <kKt 
rötlilich^-Ih. 

K<')rpcrl;uiifc  ：       2-3.      2.5  mm. 

5  I'Ixcmplarc  in  tier  Sammlung  von  Herrn  Prof.  S.  Matsiimura  auü  Saj>por<» 
(.April-Juli )  11ml I Iakonö  (I  lonslm.  Juli). 

"l  rivialnanu'  :     Fiitntrn - ymia^i-kijuaini.  . 

-リ. Psylla  ambigua  I-'kst. 

Psylli  ambigna  l  < «cum  1:1：,  l'-vll. 、'いに Wii.  l'ivi:-.-.  Klu  :nl.  ；>.  74. 

Pay】la  insignia  I-'  >\ns:  1  1 . に〉'". Y:-r.  Nat.  I'n. 'に,、'、. Klu      3 iS.jS.  p.  7?- 
Paylla  abdominalis  Mi  vi n  DCk,  ISyll.  1871.  \\ ヌ 
FSylla  stsnolabiE  V. し"、'. IVi. 画 v.  ent.  II.  1876.  \<.  64. 
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Pgylla  stecolabis に 1 ow,  \\-,h.  ,U、. に し 《'い. 1S77, 卜 M4  Tai.  VI. ド ik'  10  a  h. 
( hermes  annellata  T11" 、卜,..、'， <  )pu>c.  i-m.  \  III.  1877,  P.  836. 

( iclb.  Scheitel  in  der  Mitte  um  .}  so  lan^  wie  am  Hinterrande  zwischen  den 
Aug'cii  breit.  Stirnkc^'cl  .so  lang  wie  der  Scheitel,  ein  wenig  diver^irend.  Fühler 
deutlich  kiirzcr  als  die-  I  liilftc  der  Cos  fei,  gelb,  die-  2  Knd^licdcr  ^anz  und  die  Glieder 
4 bis  8  an  den  Spitzen  schwarz.  Vordcrflügel  um  2  J  mal  so  lang  wie  breit,  hellgelb, 
allmählich  ^o^cn  die  Spitze  hin  etwas  dunkler  gefärbt  ；  Nerven  eben  so  gefärbt. 
Beim'  bloich^clb  ;  das  letzte  Tarscnglit-a  braun.  Abdo"tc,i  grünlichgelb.  Untere 
Gcnitalplattc  1  ^ )  ein  weni^  länger  als  die  2  vorhergehenden  Banchscj^niontc 
zusammen  :  die  obere  kaum  lüiiycr  als  die  untere,  allmählich  zugespitzt. 

Kör|K.i  lün^c  ：  ^  2.5  mm. 

] lokkaido  (Sappoi- りに ヽ ヽげ. し- i"  I'. xem 1 )la r  ^csa nimel t  \m\  I  Jcrrn  IVof.  S. 
Matsimuka. 

Trivia lii.unc  : 】• (〃/"ぶんん /_)〃'rt〃〃'. 

24.  Psylla  kiushueosis  n.  s に 

(iclblithbraun  ；  Pronot  um  wcisslich^clb.  Scheitel,  Dorsulum  und  Rücken  mit 
blcich^clbcn  l-'lcckeii  und  Striemen.  Stirnkt^l  ein  wenig  länger  als  der  Scheitel, 
weiss  odor  gelb.  dick,  nu  hr  oder  weniger  diver^irend.  Fühler  so  lang  wie  der  Körper, 
gelb  ；  dir  2  I'iuli(lictlcr  schwarz.  V()rd レ' rflügd  2  \  mal  so  lang  wie  breit,  glashcll 
CKlcr  schwach  gelblich  gefärbt,  an  der  Spitze  des  Clav  us  schwarz.  Heine  gelb,  bis- 
weilen die 】 lintcrscluMilcfl  vorwiegend  schwarz,  das  2te  丁 arsenglietl  und  die  Klauen 
schwarz.  .Abdomen  schwarz.  Cicnitulplattc  (^)  ein  、、で "ig  länger  als  die  Zange, 
einfach,  schmal ； Zan^c  sehr  schmal, 4  mal  so  hoch  wie  an  der  Basis  breit. し ntcre 
(icnital|>lattc  ( J?.)  um  so  lang  wie  die  vorhergehenden  Bauchscpmciitc  zusammen, 
schmal,  ein  w  enig  kürzer  als  die  ähnlich  geformte  obere,  allmählich  zugespitzt. 

Es  unterscheidet  sich  von  P.  salicicola  durch  die  Fiihlor-und  Körperlänge. 

Körpcrlän^'c  :  ^  1.5. ネ i .7  mm. 

5  Kxcmplaro  in  der  Samnihmg  von  】krrn  Prof.  S.  MaTSUMURA  aus  Kiushu 
und  l;oihif)s;i  (April). 

Trivia  Ina  nie  :  Tsiikns/ii-/cijirami. 

25.  Psylla  tripunetata  n.  np. 

Küthlicli^clb;  Pronolum  wcisslichgclb,  am  \  (irdcrrandc  des  Dorsulum  schwarz 
gesäumt,  auf  dein  Rücken  2  schwarze  Punkt し' und  auf  ilt  in  A  bdomni  «in  der  Basis 
ein  grosser.  Scheitel  am  I  iinterrande  schwach  concav,  um  i  so  lang  wie  am  Hintcr- 
t.am に' breit.    Stirukc^cl  so  lang  wie  der  Schdt し' 1, an  der  Spitze  etwas  abgestumpft, 
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ein  wenig  divcrgirend.  Fühler  |  so  lang  wie-  die  Costa,  gelb  ；  die  5  Endglieder  ganz 
ui\d  das  4tc  Glied  an  der  Spitze  schwarz.  Vorderflügel  um  2  mal  so  lang  wie  breit, 
"'clb.  mit  zahlreichen,  schwärzlichbraunen  Punkten  ；  Nerven  eben  so  geförbt,  an  der 
Spitze  des  Clavus  schwarz;  Rand  nerv  an  der  Spitze  des  Ptenystigmas  und  an  jeder 
Kinmündüngsstellc  des  Radius  und  der  vierten  Zinken  mit  einem  kurzen,  schwarzen 
Streife  ；  Pterostigma  an  der  Wurzel \  so  breit  wie  die  Basalbrcite  der  Radial  zolle, 
\  vom  Radialstück-c  der  Costa  einnehmend  ；  iste  Radialzcllc  um  2  mal  so  gross 
wie  2tc.  Beine  gelb,  die  Klauen  braun  oder  schwarz.  Gcnitalplatte  (-$")  so  lang  Wie- 
das Gcnitalscgmcnt,  am  Hinterrandc  stark  convex  ；  an  der  scharfen  Spitze  nach 
hinten  gebogen  ；  Zange  ein  wenig  kürzer  als  die  Genitalplattc,  schmal.  Untere 
Gcnitalplatte  (g)  so  lang  wie  2  vorhergehende  lJauchsegmcnte  zusammen,  breit  ； 
tüc  obt-re  ein  wenig  länger  ab  die  untere,  plötzlich  zugespitzt. 
Körper ほ nge  ； な 1.6, ネ 1.8  mm. 

Formosa.    6  Exemplare  gesammelt  von  Herrn  】,rof.  S.  MATSUMURA. 
1 nvialnamc  :    Mits u hos // i-ktjira mi. 

26.   Psylla  Abieti  n.  sp. 

Röthlichbraun,  auf  dem  Rücken  mit  hellbraunen  Striemen.  Scheitel  am  Hinter- 
rande schwach  concav,  um  X  so  lang  wie  am  Hinterrandc  zwischen  den  Augen  breit. 
Stinikcgcl  gelb,  ein  wenig  kürzer  als  der  Scheitel,  dicht  an  einander  schlicsscncl. 
Fühler  ein  wenig  kürzer  als  die  Hälfte  der  Costa,  gelb  ；  die  2  Endglieder  ganz  und 
die  Glieder  4  bis  8  an  den  Spitzen  schwarz.  Vordcrflügcl  um  2\  mal  so  lang  wie 
breit,  ^clblichbr.uin,  mit  eben  so  gefärbten  Nerven,  die  Spitze  des  Clavus  schwarz  ； 
Plcrostignia  an  der  Wurzel  um  \  so  breit  wie  die  Basalbrcitc  der  Radialzcllc,  etwa 
] vom  Radialstückc  tier  Costa  citmdim し' nd.  Abdomen  ^anz  grün,  bisweilen  dunkel- 
braun, mit  gelben  Scgmcntründcni.  Gcnitalplatte は) i  { mal  so  lang  wie  die  Zange, 
schmal,  die  Spitze  nach  hinten  gebogen  ；  Zange  5  mal  so  lang  wie  an  der  Basis 
breit.  Untere  Gcnitalplatte  {%)  ein  wenig  länger  als  das  vorhergehende  Hauch 
segment,  breit,  die  obere  kaum  länger  als  die  imt し 're,  allmählish  zugespitzt. 

Körper  länge  ••  ^  2.6,  $  3.0  mm. 

Zahlreiche  Exemplare  in  der  Sammlung  von 1 lerrn  Prof.  S.  MATSUMURA  aus 
Ziozankci,  Aoboribctsu  (Hole.,  Juli-Scptcmbcr),  I  lagi  (1 lonshu,  Aupust)  und  Tow  ad  a 
(Honshu,  Juli),  und  5  in  der  saminlung  von  Herrn  Prof.  J.  Nnsi'l【MA  und  dem 
Autor  aus  Ziozankci  und  Sapporo  (October). 
Trivialnnmc  :  Todo-kijirami. 

27.   Psylla  moiwasaua  n.  sr. 

Dunkelbraun,  oben  mit  schwarzen  Flecken.  Scheitel  am  Hinterrandc  schwach 
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concav,  um  ；;  so  laug  wie  am  Hinti  rrandc  breit.    Stirnkc^cl  wcisslich,  in  tier  Mitu- 
ein  wenig  länger  als  die  Hälfte  des  Scheitels,  dick,  dicht  an  cimuulcr.  schlicsscnd. 
Fühler  etwa  ；',  so  lang  wie  die  Costa,  braun  ；  die  2  Kntlf,'licdcr  schwarz.  N'ordcr- 
flügcl  braun,  mit  ebenso  gcfilrbtcn  Nerven  ；  Clavus,  vordere  und  hintere  Kasalzeik 
etwas  heller  als  die  übrigen  ；  Ptcrosd^uia  an  der  W  urzel  um  .',  der  lias;il breite  der 
R;iclialzellf  und  5  vom  Kadialstückc  der  6 ostn   einnehmend.     Beine  gelb,  die 
Schenkel  vorwiegend  schwarz,  die  Klauen  schwarz.   Abdomen  schwarz,  mit  rothen 
ScjinKiiträntlcri).    L'ntcrc  G し "バ talplattc  (？)  so  lang  wie  das  vorhergehende  Banch- 
segm し' 11t,  (lk，  obere  viel  liin^cr  als  die  untere,  schmal,  scharf  zugespitzt. 
Köri>crlän^o  :    J^.  2.5  mm.  - 
2  Mxcinplarc  gesammelt  von  I  lorrn  Prof.  S.  M ―、 TSUM じ K.、  zu  Moiwa  bei  Sap|Kjro 
(Hok..  Mai),  • 
Trivial  name  :  Mohva-kijirami. 

28.  Psylla  hakonensis ヽ. リ'. 

Dtinkclroth.  Scheitel .] mal  so  lanir  wie  am  I  lintcrrandc  zwischen  den  Au^cn 
breit.  Stirnkc^cl  ein  wenig  kür/.cr  als  der  Scheitel,  ^clb,  dick,  nicht  diver^irend,  am 
Ausscn-uiul  Inticiiraiulc  gerade.  Iuihlcr  kaum  \  so  lang  wie  tlic  Costa,  ^clb  ；  die  2 
Knd^licdcr  schwarz.  V'ortk  llü^cl  kaum  2.]  mal  so  lang  wie  breit,  braun,  mit  cheti 
so  gefärbten  Nerven,  an  der  Knilhülfto  mit  z;ili】rdcl 化 11 dunkelbraunen  Pünktchen  ； 
an  der  Spitze  des  Clavus  schwarz  ；  Pterostigma  an  der  Basis  \  so  breit  wie  die 
Basal  breite  der   Kailialzcllc.      Jkinc  gelb  ；  die  Schenkel  vorwiegend  schwarz. 

んん〃 /t'w  sclnvilrzliclibraun,  mit  gelben  Sc^incnträiulcrn.  Untere  (Icnitalplattc 
(4-) 1 .1 mal  so  lang  wie  das  letzte  】i;iuclisc に' 1" し' nt  ；  die  obere  kaum  länger  als  die 
untere,  scharf  zugespitzt. 

Kor|x:rlün^o  ： ネ 2.6 【nm. 

2 ト：、 '（'i"pl,u で in  der  Snninihmt;  von  I  krrn  l'ro し S.  Matsu.MUKA  aus  Hakonc 
(J  loiishu,  Juli). 

Trivialnamc  :  / lakonc-Kijnami. 

29.  Psylla  albovenosi x.  s に 

Kopf  uiul  Thorax  ziegelrot  Ii;  ohi-n  mit  weissen  Klecken  uiul  Stria" じ 11. Scheitel 
um  \  s<i lang  wie  am  Hintmandt-  /.wischen  den  Au^cn  breit,  am 1 lintcrrand  concav. 
Stirnkc^cl  so  lang  wie  der  Scheitel,  nicht  diver^irend.  I'ühlcr  um  \  so  lang  wie 
die  Costa,  gelb  ；  die  2 iMulglicdtrr  ^anz  schwarz.  V'orck-rflü^cl  um  2  mal  so  lanj; 
wie  breit,  dunkelbraun,  mit  weissen  Nerven,  auf  jedem  Abschnitte  der  Randader 
/.wischen  t!cti 4  Zitikcn  und  an  der  iMiinnuicliin^^stLlIc  tier  isten  Zinke  mit  kurziii. 
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schwarzen  Streifen  ；  Pterostigma  sehr  schmal,  gelb  ；  Radius  mehr  oder  weniger 
wellig.  Abdomen  und  Beine  gelb.  Cicnitalplattc  um  1}  mal  so  lang  wie  die 
Zange,  die  stumpfe  Spitze  nach  hinten  stark  gebogen  ；  Zange  sehr  schmal,  etwa  5 
mal  so  hoch  wie  ;in  der  Basis  breit.  Untere  Cicnitalplattc  (^.)  so  hing  wie  die  3 
vorhergehenden  Bauchscgmcntc  zusammen,  die  obere  kaum  länger  als  die  untere, 
allmählich  zngespitzt.  behaart. 

Körperlänge  :  ^  2.5, 卑 2.y  mm. 

Honshu  (Hakonc).  3  Kxemj)lare  gesammelt  am  17.  Juli  von  Herrn  Prof.  S. 
MATSUMURA. 

Trivialnamc :  Shirosuji-kijiratni. 

30.   P8ylla  8atsumen8i8  n.  sp. 

Kopf  und  Thorax  ziegelroth,  oben  mit  weisslichen  Klecken  und  Striemen. 
Scheitel  am  Hinterrande  fast  gerade,  um  ^  so  lang  wie  am  Hinterrande  zwischen 
den  Augen  breit.  Stirnkegel  so  lang  oder  kaum  kürzer  als  der  Scheitel,  nicht 
divergirend.  Fühler  um  +  so  lang  wie  die  Costa,  gelb  ；  die  2  Endglieder  schwarz. 
Beine  hellbraun.  Vorderflügel  2}  mal  so  laiig  wie  breit,  braun,  mit  eben  so  gefärb- 
ten Nerven  ；  Radial-und  Discoida Izellc  vorwiegend  und  die  Basalhälfte  der  2  ten 
Randzellc  dunkelbraun  ；  hintere  Basalzelle  und  Clav!"  heller  als  die  übrigen; 
an  der  Spitze  des  Clavus  geschwärzt,  Abdonwn  braun,  oben  in  der  Regel 
weiss.  Gcnitalplattc  (^) 1 +  mal  so  lang  wie  die  Zange,  nach  hinten  gebogen  ； 
/>angc  4  mal  so  lang  wie  an  der  Basis  breit.  Untere  Gcnitalplattc  (J?L)  so  lang  wie 
die  3  vorhergehenden  Bauchsegmente  zusammen  ；  die  obere  ein  wenig  länger  als 
ilic  untere,  scharf  zugespitzt. 

Körperlänge  ： 念 \.yy 卒 2.o mm. 

Zahlreiche  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  S.  MATSUMURA  aus 
Kagoshima  (Kiushu,  Juli). 

Trivialnamc :  Satsuma-kijirami. 

31.  Psylla  fulguralis  x.  sp. (ト' ig.  17.) 

Gclblichbrnun  ；  oben  mit  weisse»  Flecken  und  Striemen.  Scheitel  am  Hinter- 
rande fast  gerade,  um  X  so  lang  wie  am  Hinterrande  zwischen  den  Augen  breit. 
Stirnkegcl  so  lang  wie  der  Scheitel,  dick,  ein  wenig  divergierend.  Fühler  um  l  so 
lang  wie  die  Costa,  blcichgclb  ；  die  2  Endglieder  ganz  und  die  Glieder  4  bis  8  an 
den  Spitzen  schwarz.  Vorderflügel  um  2  ^  mal  so  lang  wie  breit,  hellbraun,  mit 
braunen  Nerven;  vordere  Basalzelle  und  Clavus  ganz  und  istc  Randzclle  vorwiegend 
glashcll ； 2tc  Rand-  und  hintere  Basalzelle  ganz,  und  Cubital-,  Discoidal-,  Radial- 
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1 tcrostii^ina  breit,  an  der  】3;isis  um  'ま so  breit  wie  die  Hasal breite  der  Kadialzcllc. 
Beine  gclblichbraun  ；  Abdomen  schwarz,  (icnitalplattc  (^) l J  mal  so  hocli  wie  (Ii し' 
Zange,  schmal ； Zange  5  mal  so  lang  wie  an  der  Basis  breit.  Untere  (ienital|)lattc 
(年) so  lang  wie  die  3  vorhei-gchcndcn  Bauchsegmente  zusammen  ；  die  obere 
deutlich  länger  als  die  untere,  scharf  zugespitzt. 


Körperlänge :  ^  2.0, 卒 2.5  mm. 

7  Kxcmplarc  gesammelt  von  Herrn  Prof.  S.  Mats じ 、iu に、 /u  Kamakura  (I l(»n- 
shü)  und  Kioto  (Honshu,  Juli). 

Trivialnamc : Inazuma-kijirami. 

5-  Gatt.  Epipeylla  n.  g. 

Typ し' : Rpipsyllix  albolineata  N.  SP. 

Körper  glatt  und  kahl.  Scheitel  und  Thorax  ähnlich  gebildet  wie  bei 
Psylla.  Stirnkc^cl  deutlich  länger  als  der  Scheitel,  horizontal  vorgestreckt 
«Hkr  nach  unter  ^enci^t.  weit  ilivcr^irciid.  Fühler  viel  länger  als  der  KörjK-r  ；  tlas 
3tc  Glied  kaum 1 }  mal  so  lang  wie  das 4te.  Vordcrflügcl  häutig,  flach,  um  2!  mal 
so  l.ing  wie  breit,  an  der  liasiilhälftc  ein  wenig  schmäler  als  an  der  Enclhälftc  ；  am 
I'mlc  breit  abgerundet  ；  die  Klü^clspitzc  zwischen  dem  Radius  und  der  4tcn  Zinke 
und  das  Basalstück  des  Vorderrandes  behaart;  Pterostigma  fehlt;  Radius  mit  dem 
Stiel  des  2 ten  Gabeis  fast  parallel,  an  der  Basis  ausgebogen;  das  Discoida lstück  der 
Sitbcosta  \  \-\  \  mal  so  lang  wie  der  Stic!  des  Cubitus. 

Diese  ( lattung  stellt  tier  Psylla  s い lir  n.ihc  ； in,  es  unterscheidet  sich  aber  durch 
ilcn  besonderen  hm\  der  Stirnkc^cl  und  tlic  sehr  hingen  l'iihlur. 

In  Jaj)an  kommen  2  Arten  vor : 

1-Vihlcr  um  2  mal  so  hin^  wie  der  Körper  albolineata  N.  s". 

luililcr  1  \  mal  so  lang  wie  der  Körper  >  ubrofmeiata  N.  SJ'. 

i .   Epipsylla  albolineata  n.  sr. ( ト' ig,  19.) 

I  fellbräunlicligolb  ；  von  der  Spit/c  tier  Stirnkci^cl  bis  zur  Basis  ilcs  Schi  Kl - 
chciis  ziehen  sich  2  weisse  Bimk'n,  w clchc  an  den  Seiten  schmal,  .sclnvar/.rich 
säumt  siiul.  Scheitel  ein  wctii^  kürzer  als  die  I  lälftr  seiner  Breite,  air>  Hinter. 
r;u、（ に' etwas  ； uis^cbuchtct.  Stirnkcj^cl  deutlich  län^'i-r  als  ikr  Scheitel. "'しぶで'1 
Spitze  Iii"  allmählich  \'i:rsc1imälc.Tt  und  scharf  zugespitzt. ト' ül'lcr  ui"  2  mal  so  !an^ 
wie  tie  r  Körper,  schwarz  ；  die  3  Hasal^licrlcr  brännlicl ，卩 dl)  ；  das  3tc  an  der  Spitze 
schwarz,  die  (； lie (に 'r  4  l)is  7  an  den  Wurzeln  ^elb.  B し' ine  gdb.  Vordcrflügcl  11111 
2  ,!  mal  s<> l.m^  wie  breit,  "'lashcll  mit  feinen,  hcllbräuiiliclicn 丄ヽ' erven.  Gonitalplattc 


Digitized  by  Google 


KUWAYAMA  ：  DIE  PSYLLIDEN  JAPANS.  1 79 

(《) I    3  mal  so  lang  w  ie  die  Zange,  einfach,  behaart  ；  Zan^c  3  mal  so  hoch  wit?  an 
der  liasis  breit,  zugespitzt.     Untere  (icnitalplattc  (ネ) ein  wenig  liin^cr  als  das 
v()rhct*|_rcrhcn(lc  Bancliscgment  ；  die  obere*  fast  so  lang  wie  die  untere,  scharf 
zugespitzt. 

Körperlänge  ^  2.2, ネ 2.4  mm. 

l^ormosa  CArisan).    2  Exemplare  erbeutet  am  21.  April  von  I  Iorrn  IVof.  S. 
Matsxjmura. 

T  ri  vialnamc  :  7atcsjiji-kijirtwti. 

2.  Epipeylla  rnbrofasciata  nt.  sr. 

Tiläulichgriin  ；  Pronotum  ganz,  Dor su htm  in  der  Mitte  des  Vor(k'iran(li's, 
•xucVcon  vorwiegend,  Metanotuin  und  das  2tc  Abdomina Isc^nicnt  oben  rotli  gefärbt, 
-"»choi  tcl ähnlich  gebildet  wie  bei  albolineata.      lHinktau^cn  roth.     St  im  k し 'gel 
<'eu  tlich  länger  als  der  Scheitel,  an  den  Spitzen  rötlilich  gefärbt.     Fühler 1.!  mal 
" wie  der  Körper,  rötlilichgelh  :  die  Glieder  3 - S  an  den  Spitzen  ntul  die  2 
KncI jiri  i^ior  ganz  sclnvarz.  Vorderflü^cl  ähnlich  geformt  wie  bei  albolineata.    lid" し' 
^c'h>Iic]uvciss>  die  Klauen  braun  bis  schwarz.    Gcnitalplattc  (》) 1  ；;  mal  so  lan^ 
cl ic  Zanpc.  an  der  Spitze  nach  hinten  gcbo^c-n  ；  Zanpc  2  mal  so  hoch  wie  breit. 
じ" tcj^c  (；じ nitalplatt し' so  lang  wie  das  vorhergehende  H.iiichsc^nicnt  ；  tlic obere 
et〜'risi  so  lang  wie  die  untere,  an  der  Spitze  stumpf. 
!<örpcrläii};c :  ^  1.6.  ^.  1.8  mm. 

-^lahlroichc  Kxcmplarc  iu  der  Sammlung  von  I Icrrn  l'rnf.  】）r.  S.  Mai  sumuka 
"し' Js^^hun  (ト' orm(、sa,  Juli)  und  Arisan  (Formosa,  April). 
"l>i vialnamc  :  Akaom-kijiravii. 

6  Gatt.  Macrohomotoma  n.  g. 
— l'ypc  :    Macrohomotoma  ^ladiatum  N.  sp. 

K«irper  glatt  und  kahl.    Kopf  nach  unten  geneigt,  sammt  den  iXu^on  so  breit 
« 1er   Thoraw     Scheitel  ähnlich  gchil(l«，t  wie  bei  Calophya,  bei  <lor  erstcron 
fehlen  2  Kiiulrückcn.     Stirnkc^ol  fehlen.    Fühler  kurz,  so  lan^  wie  die 
I    ^* •  tc*  des  Kopfes  ；  das  ßtc  Glied  um  2  mal  so  lang  wie  <las  4tc.  P 


ヽ1" l\iirz;  Dorsulum  rundlich,  solang  wie  breit,  am  Kücken  ziemlich  hoch  gewölbt, 
crflü^cl  um  2  .1 mal  so  lang  wie  breit,  am  Kudc  zu^ospitzt  ；  Ptirosti* ぐ ma  sclir 
g    >ss，  eiförminp;  Ratfius  kurz,  so  lanfj  wie  das  Discoidalstück  der  SnIwos(n%  \vclc1u:s 
^  3  mal  so         wie  der  Stiel  des  (  uhitus  ist;  istc  Zinke  uiul  die  Spit/c  tics  Clnvus 
"、 ^iner  Stelle  ；  2t し' Zinke  in  <lcr  Mitte  eckij;  aus<jcbo^n  ；  ,|tc  Zinke  miiiulct  im 
^^nterrande  nahe  der  】'*Iügdspitzc  ；  die  beiden  Randzcllcn  sehr  gross. 
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Der  Form  des  Vorderflügels  und  dem  Ncrvenvcrlauf  nach  der  Gattung 
Meaohomotoma  etwas  ähnlich,  sie  unterscheidet  sich  jedoch  durch  den  starkgeneip;- 
ten  Kopf  und  den  gewölbten  Rücken. 

In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor  : 

i.   Macrohomotoma  gladiatnm  n.  sp.   (Fig.  13.) 

Schmutziggelb  oder  gclblichbraun.  Scheitel  gelb,  am  I  linterrandc  coneav. 
Fülilcr  um  4  so  lang  wie  das  Basal  stück  der  Costa,  gelb  ；  tlas  Endglied  schwarz, 
bisweilen  die  Glieder  7-9  an  den  Spitzen  braun.  Heine  weisslich^elb  ；  Schenkel 
vorwiegend  braun  ；  die  Klauen  schwarz.  Vordcrflügel  um  2i  mal  so  lang  wie  breit, 
glashell,  mit  weissen  Nerven;  Pterostigma  gross,  eiförmig,  an  der  Spitze  mit  einem 
schwarzen  und  an  der  Spitze  des  Clavus  mit  einem  braunen  Flecke  ；  an  jedem 
Abschnitte  des  Hinterrandes  (zwischen  der  isten  und  4tcn  Zinke)  ein  schwarzes 
Pünktchen  ；  die  beiden  Randzcllen  sehr  gross,  die  istc  viereckig.  Untere  Genital- 
platte (ネ） kaum  so  lang  wie  die  vorhergehenden  Bauchsegmente  zusammen,  schmal, 
allmählich  zugespitzt,  die  eben  so  geformte  obere  so  lang  wie  die  untere. 

Körperlänge  ： 年 3.2  mm. 

Formosa  (Ansan).  Nur  ein  Exemplar  gesammelt  am  21.  April  von  Herrn 
Prof.  Dr.  S.  Matsumura. 

1 nvialnamc  ••  Sedaka-kijirami. 

7  Gatt.  Mesohomotoma ヽ. c. 

Type  :    Mesohomotoma  C amphorae  MATS.  (N.  SP.) 

Körper  lang.  Kopf  horizontal,  sammt  den  Atigen  höchstens  so  breit  wie  der 
Thorax.  Scheitel  vorn  in  der  Mitte  mit  einem  tiefen  Spalte  ；  zwischen  den  Augen 
mit  2 langen  Eindrücken  ；  am  Hinterrande  gerade.  Stirnkcgcl  fehlen.  Kühler 
fadenförmig,  fein  und  lang  ；  das  3tc  Glied  um  1  \  mal  so  lang  wie  das  4tc. 
Dorsulum  so  lang  wie  das  Pronotnm.  Beine  lang.  Vorderflügel  um  3  mal s(> lang 
wie  breit,  am  Ende  eckig  zugespitzt  ；  Pterostigma  fehlt  ；  Discoida Isück  der 
Subcosta  3  mal  so  lang  wie  der  Stiel  des  Cubitus  ；  Radius  kurz  ；  2tc  Zinke  in  der 
Mitte  eckig  ausgehoben  ；  4te  Zinke  mündet  im  Hintcrr.mdc  nahe  der  Flügelspitze  ； 
istc  Randzell し、 klein,  2te  Rnndzelle  sehr  gross. 

Der  Form  des  Vorclcrflügcls  nach  hat  sie  eine  Achnlichkcit  der  Gattung 
Homotoina,  es  unterscheidet  sich  von  der  letzterer  jedoch  hauptsächlich  durch  die 
fadenförmigen  Fühler. 

In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor  : 


- .:  
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i.  Mesohomotoma  Camphone  Mats.  (n.  sp.)   (Fig.  15.  Fig.  20). 

Hellgrün  ；  bisweilen  der  Kopf  braun.  Scheitel  in  der  Mitte  des  Vorderrandes 
sehr  tief  gespaltet.  Augen  gross,  dunkelbraun.  Fühler  ein  wenig  länger  als  das 
Basalstück  der  Costa,  weiss  ；  die  Glieder  3-8  an  den  Spitzen  und  die  2  Endglieder 
ganz  schwarz.  Vorderflügel  jjlashell,  mit  weissen  Nerven  ；  an  jeder  Spitze  der  vier 
Zinken  und  an  der  Spitze  des  Clavus  heil  gebräunt  ；  die  istc  Knndzellc  klein,  die  2tc 
jjross  ；  von  der  Basis  der  3 ten  Zinke  bis  zur  Mitte  des  Radius  läuft  eine  Falte  (nicht 
Ader).  Beine  weiss  ；  die l arsen^liedcr  lang,  die  Klauen  schwarz.  Genitalsegment 
(^)  so  lang  wie  die  2  vorhergehenden  Bauchsegmente  zusammen,  ^ross,  halb- 
kugelig ； Gcnitalplattc  half  so  lang  wie  das  Gcnitalsegment,  mit  dicker  Spitze  ； 
Zange  sehr  schmal  und  lang,  deutlich  länger  als  die  Genitalplattc.  Untere  Genita I- 
plattc($)so  lang  wie  die  3  vorhergehenden  Bauchsegmente  zusammen,  plötzlich 
zugespitzt  ；  die  obere  in  der  Mitte  mit  grossem  Auswüchse,  behaart,  scharf 
zugespitzt. 

Körperlänge  :  ^  2.9,  $  3.5  mm. 

Zahlreiche  Exemplare  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  S.  MatsüMURA  aus 
Oj^asawara  (August)  und  Horisha  (Formosa,  April). 

Diese  Art  ist  in ド ormosa  dem  Kampferbäume  sehr  schädlich. 
Trivialname :  Kusu-kijirami. 

8.  Gatt.  Homotoma  Gufeu. 

Homotoma  Glt^rin,  Iconogr  (Inscctcs)  1844,  p.  396. 

Anisostropha  Koersthr,  Psyll.  Vcr.  Nat.  \'er.  I'n-uss.  Rlicin し 3,  1848,  p.  92. 
In  Japan  kommt  nur  eint;  Art.  vor  : 

1.  Homotoma  radiatnm  n.  sp.  (Fig.  14.) 

Schwärzlichbraun.  Kopf  klein,  Augen  gross,  Fühler  kaum  2  mal  so  lang  wie 
das  Basalstück  der  Costa,  schwarz,  dicht  behaart.  Vortk'rflügel  um  2  i  mal  so  lang 
wie  breit,  glashell,  mit  hellbraunen  Nerven  ；  auf  dem  Radius  (selten  auch  den  Stiel 
der  ersten  Gabel  und  die  2te  Zinke  entlang)  ein  breiter,  schwarzer  Streif;  Stiel  des 
Cubitus  mit  dem  Discoidalstückc  der  Subcosta,  und  Stiel  der  2 ten  Gabel  mit  dem 
Radius  an  der  Hasalhälftc  zusammenschliesscnd  ；  istc  Radialzcllc  sehr  klein  ；  2te 
Radial zelle  mehr  als  20  mal  so  gross  wie  die  istc.  Herne  gclblichbraun  ；  das  2tc 
Tarscnglicd  und  die  Klauen,  bisweilen  auch  das  istc,  schwarz.  A bdomen  schwarz. 
(krnitalicn  des  ^  ähnlich  gebildet  wie  bei  H.fn  us  L.  Untere  Genitalplatte  ($) 
kaum  kürzer  als  die  2  vorhergehenden  Bauchsc^mcntc  zusammen,  die  obere  um 
so  lang  wie  die  untere,  allmählich  zugespitzt. 
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K(irp し' rlänge  ： タ 2ふ ？  2.8  mm. 

Formosa  (Horisha).    7  Exemplare  gesammelt  am  25.  April  von  Herrn  Prof. S. 
Matsumuka. 

rrivialnamc :  Hi^cbuto-kijiromi. 

摘 要 

余 は 口下 松 村 ÄS の 懇^な る 指 《 の 下に 本邦 產木蝨 は 就き W 

究 中なる が 其 數約凡 十に Ü せ （》. 而 して 其 過半 は 新 押な 5 と （3 ず。 

下に 本邦 產木蝨 科 分類 檢^ 表 を捣 げて木 益 を 研究 せんとす る 

士の參 考に供 せんとす o 

木蝨科 I'atn.  Psyllids 

1.  前翅の 徑 8« 分蚨す  IUI 木 羝亞科 PhacoB«ninae. 

—前翅の 極 脤分蚨 せず  2. 

2.  前翅の 肘 脈は冇 柄な b   ん 

前翅の 肘 脈 は 無 柄な b  z 犬-木 虱 亞禾' 1" TriorinaB. 

3-  肘 脲の柄 は 副 前綠 脈の 中 1ケ よ b  ik き か， 或は^お な b   ■  A- 
—肘 脈の 柄 は 副前緣 脈の 中片ょ d 遙 にお i  t  

 木 Ä 亞 利' PsylUn». 

4-  钹眼は 頭の 兩侧ょ （>  半 m 形に 凸 出し m 顶 の^さ は 幅 よ &  し 

 班 木 Ä 亞 ？'卞 Aphalarinse. 

- ^«U は の 兩惻ょ b  % 出せず J/Ü'Tjfi のお さは 幅よ り^ し  

 JÜ3 木 Ä 亞科 Liviinae. 

I.  \\\) 木 虫'! R 亞 科 Liviinae. 

ひ ら づき じらみ 仏" jtsot'ttsis  Afats.  (N.  sr.) 

體 ä w、  m ^平、 前翅 は橢 脚に して 疾^な t 
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II. 班 木 疏 亞科 Aphalarhia;. 


；し 前翅 は 菱形に して 質 硬し  EuphyUora  « 

—前翅 は 革 S 又は 糗 質な b    b. 

ヒ 前翅 は圆し  Aphalara  « 

—前翅 Ä は 尖が れ&  Tenaphalara  « 

Buphyllura 屬 


2. ひしき じらみ Ei 物!" tr"  via^na  N.  SP. 

黑 W 揷 にて 體翅共 K 黑 點を密 布す 
Aphalara 屬 

a.  前翅 は 黄色 を带ぶ  8. きいろき じらみ flava  N.  sr. 

—前翅 は迻 W な るか 或は 稍 A し  ヒ 

b.  前翅に « 多の 黑 (又は 點を^ す  に 

一^ 翅に數 多の 小點を も-せず  丄 

(:- 體も亦 黑點を 以て 筏 はる ••• 3. ほしき じらみ ""'"ゆ 隱 t "は .v.  sr.' 
一 前翅 は 多少 ft 色に して fg に^ 點 なし  

 7- よ も ざ さ じらみ Artanisue  Frst. 

d. 前 m は 透 IW に して 無帶な b  ゾ>. ひもん きじら み CaltJne  L. 

一 前翅 Kffi 脈 室よ &第一 » 室 に 走れる  一^ あり  

 5- をび き じ らみ fasciata  n.  si，. 

一 前翅に 二 ^あ （>  — は 副 前緣 脈の 端よ り 第一 枝 I 派の 端へ 他は翅 m 

I  & 第二 柱 藤の 末 鳩へ 速せ に.. キ |  A きじら h—  ntbuhsa  Zktt. 
Tenaphalara  ^ 

9- な— がさ じ J> み Tciicip/nilani  anitipiintis  N.  sp. 

色に して sä 狭^な b 前翅 は迻 翅睬は 細し 


in. 木 亞 科 PsyUin«. 
a.     « 角 は 細く 糸狀を M す  


b. 
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—簡角 は 多毛な b  .Homotoma  ^ 

b.  前翅の 末端 は 尖れ 6   c' 

—前翅の 末端 は圓し  d- 

c.  前翅の 畏 さは 幅 の 三倍 あり 觭角は ß し…  Mesohomoma  jft 

—前翅の 畏 さは 幅の 二倍 乃 二倍 半と す 滴 角 は 短し  

 Macrohomotoma 

丄 « 角 は 頭 幅 X  b 長から ず  f' 

調 ft は 明に 頭 幅よ （） 長し  、•• 

c 胸 角 は ほ 長よ からず  …-: Psylla  Ä 

一 W 角 は ffi^  I り 著しく 長 し  Epipsylla  MS 

f.  前翅の 徑 睬 は 庇 さか 或は 少しく  《 曲せ り  か 

一 前翅 は 菱形に して 徑胀は 未钺に 於て v 狀 に 屈曲せ6 

 MetapBylla 膝 

g.  前翅 底^ は ß  く前錄 の 半に 速せ 6  Diaphorina  J お 

—前翅 底^ は 短 く 前緣の 三分の— に迮せ b  Calophya 

Metapsylla  life 

10.  こく ろ さじら み Mctapsyl!"  nigra  N.  sr. 

體黑 色に して «Iß  3,2 ミ、 メ  * に 達す 

11.  ？ もやいろ さじら み ひ〃 " marginata  N.  SI'. 

茶掲 色に して 體 長 1.5 ミ、 メ、 あら 
Calophya  | お 

a.  胸 Ä は 末 鐘 黒から ず 頃 胸 背 は黑し  

 12. せく * る ひめき じらみ nigndorsalis  N.  sr. 

鲷 ft の 末端 は^し  b' 

b.  {f5 はも : 綠 色な &   '小！1— い る ひめき じ A み vir"iis  N- sr- 

一ぬ 胸部 は黑 く 背 に 綠線ぁ b  

 13. あほす ち • ひめ さじら み viridiscutdlata  N.  sr. 

— SS は 仝く 黑く背 に お 班 あ  くス ひめさ じらみ "ほ'" ヌ' sp- 
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Diaphorina ぬ 

1 6. み ぉ丄 1 じらみ Diaphorina  Citri  N. 

體は 淡^ 赤色. 前翅 は 細長に して 黑 W 色の 班點 及び M 色の 綠 を 有す 


a- 前翅 は迻 刚》 稱 白色な る か 或は 'ク かに ^色 を 布 ぶ  b. 

—前翅 は 黄色 又は^ 色 な 6   q. 

ヒ 前翅に は 班點な し  c 

—前翅の 内 綠 室の 末端 は^ 色 又は 树 色な り  o. 

一-前翅の 後 緣に沿 ひ W 色の 布 あ h   

'、'■-  21.  h  b きじら み spadica  X.  s?. 

一 前翅の 後錄 に-又は 四 ^ 點ぁ b    p. 

c.    »ffi は^  末 Ä の 二三 節 は黑し  d. 

-^^ は黑 く 只 二 基 節の み 黄色な b  


 27-  djf  くろき じらみ nigriantennata  N.  SP. 

d-    « は 全く 赤色に して fig 長 1.5 乃至し 8 に メ、 あ 6  

 34- べに 5 じ J> み cocchtca  N.  SP. 

— ffS は 赤色なら ず  C. 

じ' 額 錐 は]/ IUI の 長さの 半 に^す 报 長し 5 乃 rg  2.0 しメ あら  

•   2  5. やま k さじ ら 一み jantatonua  N.  SP. 

—額 錐 は BT 現の 長さに 等し さ か珩畏 し  f. 

f-     ^ほの 長さ は 其 巾の 半よ も 短し  g. 

—頭 Jli' の ß さは 其 巾の 半に， し  h. 

g'    «5  Ä 色， W に 淡 Ä 色と 黑辨 色との 班點 を存 す  

 31. お ほ 力； たき じらみ ma,Krnifcra   N.  sr. 

一 粗 は黄絲 又は 黄色、 肫 節の 某 部に 黑點を 有す  

 29. はんのき じ らみ Alni  \.. 

一 ffi 黄綠 色に して 脛 節に 黑點な し  

  30. しはんの さ にらみ Fcrrsteri  Flor. 
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h.  »  ft は 後 胸部の 後緣に Ü す  i- 

-觫^ は 後 胸部の 後緣を 過ぐ  1. 

i.  罕 の生瑯 下 板 は 全 腹 節よ k 稍長 さか 或は 同 長なら  

 28. あ （>  さん き じ らみ arisana  N.  s.p. 

- $ の 生^ 下 板の 長さ は 扱 後の 二三 腹 節の 和 は^ し  j. 

j- 前翅の 長さ は 幅の2 倍 あ b  ...... 35- あめいろ きじ _ひ 窗 Ii""  Fi'OK. 

-前翅の 畏 さ は 幅の 2 卜:^ 倍 あ ft    k. 

に 額 錐 は 其 ß さ^ 頂に 等しく して 開^せず 隨 長2.8 しメ、 あに. 

 23,  く ろばら さじら み stif>pcri'HS;s  N.  SP. 

—額 雜は其 長 さ に^ し さ か 或は 短 か く して 少しく 開？:! せ &…. 

 22. なレさ \L^tJt  P)'ri"'S ひ I^KST. 

I.     »Bffi は 腹部の 半に 逑す  m. 

—  Wft は 後 胸部の 後躲を 僅に 通 く'   n. 

m. 跗 節は黑 祸色 $ の生戒 下 扳は稍 や 全！ IU 節の 和に 等 し  

 3ム かばき じらみ Benthe  L. 

—跗 節は黑 W 色を呈 せず $ の 生敏下 板 は 短く 幅廣 し  

 26.    6 ん ごさ じらみ Moli  SCHDIUG. 

n.    WiJH の後緣 は^: し. SS 色 黄 綠な&   

 24. みと' & きじら み pere^rina  Frst. 

一敏 頂の 後錄は ft 方 Kg 曲す fit 色 は 黄 得 Ä は a  6 ……  

 33- まっき じ ら _ み nigrita  ZETT. 

o. 額 錐 は さ sniH に^しき か 或は 僅に 長し  

 38. ふたてん やなぎき じらみ snlkiocla  Frst. 

—额雜 ： の 長さ は^ m ょ& 短し  -.. 

 '7- ふた ほしな しきじら み pyricola  FRST. 

P- 前翅の^ 三 枝 脈の 長さ は 第二 錄^ の 緣のニ      に 等し  

 18. む っぽ し き じ ら み h"uistig"ia  HORv. 

一 前翅の 第三 枝 脈の ^ さは 第二 綠^ の緣の 一 化' 半 あ り  
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 20. まへ じろ き じ らみ nllw/umtis  N.  SP. 

-ー 前翅の 笫三枝 脈の ß さ. は 第二 錄^ の綠の i ふ侪ぁ b  

 19.  く" * み きじ ら— み l:'l<ea^ni  X.  SP. 


q- 前翅 は 淡^ 若しく は^ 色な 6  む 

—前翅 は^ 褐^し く は ^ 色な b    t. 

r. 前翅に 數 多の黑 點を 打す  

 4»- みつ t3T しさ じ らみ triptuutata  N.  sr. 

—前翅に^ 點 を ff せず  s. 


一 前翅の 末 纏 は 稍 Ä 色 を S す 內緣萤 の « は黑 から ず  

 39- やな ざ じ ら み ambigua  FKST. 

一 前翅の 末 * は 稍 Ä 色 K して ft 緣 室の 纏 は 《 し  

 40. つ _く_ し さ _ じ らみ kiushucnsis  N.  SP. 

s.    {5 は 黄色^に 淡色の 線 を 有す  

 37- じ X  5 ざん》 一 じ ら— み -''osa'ik 細 a  N.  SP. 

ー體は ä « 色 4 こして fy  ic は繞 » を 有せず  

 36' 1_ ろネ んさー じ— ら-み torocncnsis  N.  SP. 

t. 前翅 は^ ß な b    u. 

一 前翅の 末 ffi に は » 色の 斑點 多し  

 4 小 は i ねき じらみ Iiakoncnsis  N.  sp. 

—前翅 は 所 々 に 透明 部 あ b …-. •'  

 47- いなづまき じらみ f" ほ" r""s  N.  sr. 

—前翅 は 所々 にぬ 色 部 あ Ö   

 46. さ 9  4 き じらみ satsumt'usis  N.  SP. 

u. 前翅の 脈 は fl し  .  45. しろす ち' き じらみ albovcnosa  N.  SP. 

—前翅の 眠 は^ 色な り  v. 

v. 內緣 室の « は黑し  42. とど さじら み— Abicti  N.  sr. 

一 内 緣^: の Ä は黑か らず  43- も い ゆ J«  _IL ら み mohvasana  N.  SP. 
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ft  Ml—  II 本 ffi 汆 S  W 


Epipsylla お 

,1 に たてす ぢ きじら み Epipsylla  albolincata に sp. 

\%  n 倂色 にて^ 上に 二 本の 白 縱線を お す 

49- あか^び $  _1' -らみ Epipsylla  rnbrofasciata  N.  SP. 

靑綠 色に して^^ 及び 腹部に 类 しき 赤色の 横線！： 有す 
Miicrohoiiiotoiiia  ^ 

50.  せ だかき じらみ Macrohoviotoma  giadiatvvi  N.  SP, 

裕色 M! に して 解 びはな く 胸 背 著し く 降 起し 翅 JS は 尖れ b 
Mesohomotoma  Si 

51.  くす きじ^み Mt'son:.motoma  C  amphorae  Mats.  (N.  sr.) 

淡綠 色に して W 部 は前綠 ^裂す 前翅 は 透明 翅端は 尖れ b 
Aomotoma  /お 

52.  ひげぶ と き じらみ Ifo，"otü"!t、  radiatnm ヽ'. SP. 

S8 黑树 色に て 解^に 黒色の 長 毛 を 仃す翅 は 透 IJH こして 徑脈 上に 黑 
線 を 走らす 


ERKLÄRUNG  DEB  TAFEL. 

Fig.  1.  \  or (，じ rflügcl  von た〃 />/ ひ'〃〃' -〃 magna  N.  sr. 

2.  Vordcrflügcl  von  ,4/>ん, ん〃 multi punctata  N.  si>. 

Fi に 3.  Vorderflüge 1 von  Afhalnm  fasciata  .v.  SP. 

4.  Vonlcrfliigt  l  von  Aphalara  fliiva  N.  S.P. 

ト ig.  5.  V^»r<.Icrflügcl  von  Tinaf^hahtra  aeuti^ennis.  N.  sr. 

Fig.  6.  Vorderffugel  von  Livia  jesoensis  N.  SP. 
Fig.  y,\.    GcnitAlicn  des タ von  Livia  jesoensis  N.  SP. 

l'、ig.  7h- ,' " 孚   " 

ド i 'に. 8.    Genitalien  dos      von  Euphyllura  magna  N.  SP. 

Fig.  9a.  Genitalien  des や von  Aphalara  fasciata  N.  SP. 
ト' ig. リ b.  .,  ,,    $    "  ,,  ,,  „ 

Fig.  10a.    Genitalien  des  ^  von  Aphalara  flava  n.  SP. 
Fi に. mh. ,, ,, 罕 .. ,. ,. ., 
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Fig. 
l'ig. 

Fig. 


Fig. 
Fig, 
Fig. 


1 1 a.    Genitalien  des せ von  Tcnaphalara  acutipainis  N.  SP. 

12.  Norderflügel  von  Mctapsylla  nigra  N.  SP. 

13.  Vorderflügel  von  Macrokomotoma  gladiatum  N.  SP. 

14.  V orderflügel  von  Hovwtoma  radiatum  N.  Si». 

15.  Vordcrflügel  von  Me&ohomotoma  Camphors  Mats.  (N.  SP.) 

16.  Vorderflügel  von  Diaphorina  Citri  N.  Sil'. 

17.  Vorderflügel  von  Psylla  fulguralis  N.  Si*. 

18.  Fühler  von  Metapsylla  nigra  N.  Si'. 

19.  Kopi.  Pro-  und  Mcsonotum  von  F.pipsylla  alboliruata  N,  SP. 

20.  Genitalien  des  $  von  Mtsohotnototna  Camphorce  Mats.  (N.  SP.) 


TTOV-ÄsOiÄrV-*-  
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Kuwaiiama  del. 


uigiti 


本會 iE 事 

(191 治 四十 年 二月 X  &四 十— 年 一月まで) 


MINUTES  OF  MEETINGS. 

(Feb.  1907— Jan.  1908.) 
•*•*• 

月次  會 

第 SS 十一 回 W 治 叫 十 年 二月 K  II 礼幌 校經済 平-,; »せ に 

於て^^、 前回 肥 * の 侬* 及 次の 講满 あり 0 

茶柱 虫 て  農 學士     W* 半 *»贫 

茶柱 虫の tag の mawfja のめ 所, せ 物、 w  «  i リ其 «  * 法、 « 本 » 作法 & 

ひ 茶柱 虫 研究の 沿不 につ き If-  «■ に 逃 ベ られ たり 年 SJ 乙の に め" KmI."" 氏 It 
茶 tt 虫^ 三 》t  —  «I 二分 《ぜ られ し が. M  Ä に 從へ If 本 《  * 茶柱 虫 は 二  《 
六 ft に 分 》i す る^ 得べ し、 今 B 迄 に 知られす： S 本邦 所 》 の もの は 己に 六十 

w  8 の 多 さに a ぜ り と c 

^ ズの 一新 病 ft 苗 に tt て  理 $ 博 士     《T  Ä  & 咅 》 

本邦に 於け る *? —プ Ä 埒の状 《 よ リ、一 昨年の JI  * 海道 裏 事 K    ぬ 簡 に- 

n て *，— プ に- — M の 病 Ä の H  A ぜ る ： とな ベ、 其 m  ffi  、痫 は ffi. 生 沾 <fe  Ä び Ö 
Ä ふ1 来の 研 *  «U:  tt き «  に 3Ä  «W し、 尙 « 菌 は 1 トカビ ff に 雇す る もの に- 
し  て、 新 U  l'eroooplasm^iara  Humuli  Miyab«-  et  Takahashi なる ： と 4» 報 杏せられ たリ o 

第 百 三十：： 回 ^治 四十 年 三月 二日 札幌^ ゆ 校 經濟^ 講' お^ 

於て 開會、 前回 事 報せ-の 後 、本色の 趣旨 を钕 成し^ を 寄贈 せら 
れ たる 故 を 以て、 本 會令刖 第三^^  ニ條に よ り 下 ä 已兩 氏を赞 助^ 
員に 推; K し、 W 他の 三 氏の 入會を 紹介せ に 

Ä 助會 fi     «  H  «!  h  J85  ：/l 向井 JB 兵 

正會 ä    £»ä  ニ贫 a  ä  ^  h  Mi  a    ä 田久吉 s 
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本 fr  X 


右 終 b て 講 fi«i あ b It 

大 下 の 如し o 

«  1：  Ä て 

理 $ は 十 

W 松 年 » 

Ml はな U プ /    »)    > のま ft 

*!■  i  *  ，r 凡 *k    /   c  *^ノ 十 

ゾク 

tj;  m. Ii X  - 

ん 

て' 

敵、 ft 命， Ä 卵 法、 分 布、 tR 

% 法^  » 述し、 fi 

珐 

に 、日本 蟬 U 

三ヤ 七 «(w  二  t 

M 

it  s  m おに つき は w ぜ 

られた り 0 

- 

W  * の 《 流 r-  tt て 

R 舉士 

和 田 II 三 》 

Ä が W 太に-於て fl 定 M 

Ä  « られ たる 所 

M へ、 S1 も 附 

近の «  «£ の 主力 

II 

?f  i8  W  (*  ^ 通 iß ぜ ずし 

て マ ゥ―ケ に^ 

し, 

SK は 北 Ä 

に、 他 It  -y レ ト つ、 

ぺ-ァ W  1：  Ii) ひ、 oft  11 

r  ,1 "ぺ -—• ャ （/) 沖 

ん 

äs  ü して シ 

レ ト - J  If め 力 向 

に- 

む、tt  r-  Ui 海岸に は « 多 

く  W  W 岸に は 

少 

なさ 《 な リ 

と 述べ られ た リ 0 

第 百 三十 三回 MJ1 治 四十 年 四月 卄 U 礼 幌廛ゅ 校 抨辨ゅ 講ゃ に 

於て^^、^^  iE 事の 粮吿及 次の 講^ あ &  c 

ÄÄÄ 科 tt 物の H 本に-於け * 分布 理 * 士     》藝 吉三 


本 

US 

藻 

の 分布に tt て 

ft 

It 

て ほ 

ス 

-ン ァ 

tt 

て 之れ 

& 表 

ら 

れ しが 

JI  %  »  ^  1：  D 

ろ 

は の 

分 

布 

大 tt 之 

れ 

な 

る 所な 

3k  m 

Ä 

ft 

m の - 

m  m  i: 依 " X 

其 

の 

分 

布 ^ 

fit 

ぜ 

ら る、 元 

大 

平 

»  &  H 

本 

iÜ に- 

共 

m 

な 4 檷 

額 多 し と 簾 亦 

ft 

！ J' 

な 

4 者 

t 

少 

な 

しとせ 

ず 

而 

し 

K も 、も 

IJ  * 

中 

の jft 

^に 多し と 云 

M 

1: 

i き 

峡 

a  11 * 

流 

流 

とめ K 

係 

h 分 

布 

而 0 

d  feV  *  t  Si  II 

') 

て &】 

iiis 

m 

近 

に 分布 

ぜ 

ろ 

n 

も， 

M 物 に 

it 

->  n 

in 

な 

h  ； K 明 

め リ T: リ、 ß  M 

(1 

■i- 

ン 

な 

ろ 

it 

m 

味 

ft る 《 

h  ») さク 


第 百 三十 四 回 KM 治 四十 年 六； 1 八日 札榥! 校鋰 »3も 教まに 

於て は1 お、 前回 ÜßW の 報^ 及 入お 员の 紹介 あ b0 


iE  ^  fl 大？ IE  i 之 介お 

ift  *  Ä 

^ 川 m  «  » 

； Äf« の 大^ 下の 如し、 

»米》 物 BI の ÄÄ 

ß  * 十 

«.  ff  ü  h  n 

Ä が おせられす： る、 ミ V  >» 

巴 m  、ヴ す， セ 

ル、 01 林, 1 二 

！? の 植物 SB の W 

Ä に tt さ 《 次 I：  K 述ぜら れ、 《I 物 

It  »  I：  ^ 

上の みな ら 

ず、一 《 公 * のた 

めに も 亦 K!  ft 上よ リ Ä て も？ t だ 

« な ろ i, 

レ'） 

な れ ば 、我 m 

に も大規 《 の植 

物 《 の； ß 立な a むとの： 6  ^  » ベ 

m  m  tk  if  m 

a  *  ff  * 

松 M  ß 年 W 

w  + が 今年、 w  a  öt  * ぜ られ 

格 W  « な 

m  »  it  it  a 

リ、 海 R  二 千 尺の 

w  m 山 に- 於- c  «  $ な 試 み、 * 袖 i: 

w 

て W ら <i 

る Ä  il 採！ c 

»  r， レ て cw  m 山 
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に 於け 6  ä 虫 は 本邦 内堆の も の と «  ^  ä に し、 モ の 共 a な *  it  a  ?t だ 分布 

の » さ イタ コ つ バイの みな リと 5 ふ、 其 分布 は 本邦 の も のに 額ぬ 
せず, 4 れ臺 海の- A さ^  K する t のな り、 《» に 於け ろ 害虫 疆 除法 は內 地に 
於け る ものと は *  く 趣々 ■  Ä にせざる 5T らず 0 

第 百 三十 五 回 W 治 四十 年 九；！ 廿一 Fl 北 帝 ^大巧^ 科大ゅ 

經濟學 ^やに 於て ^會、 前^  IU 事の 银^ 及 入 付 はの 紹介 あ に 
正會 A     «學 士 加 夫 》 
淮會 ft 笠 鳥な fÄ»  ぬ 木與一 》 

WfÄ の 大要 下の 如 し o 

j«c 山の 地 K  * 上の tt  a  a  fli  ± 加 »ä 夫君 

デルター ä の k お 的 研究、 ベルギー 氏の ゆ a  & び ホ サブ ス 氏の 改 に- 從 ひ、 

地球の 三 懊 it  «  ^ 述 ベ、 《  Ä が 昨 印-北 itt  Ifl  « の' 人山 か 研究せ られ れ る 

* は、 *   く  J«:  » の » な » す * に 足ろ と、 一々 R  ffj 冬 • けて « 明 《 られた リ0 

H 本 co  h  r_<r え r.  at て  人 «6  ife 之 介 せ 

ヒゲ クチの の 《is  、分類 &  cf 本 邛《 ト ゲ p チミ h につ さ 各 其 キき a 

^  W 明 L  ft  « に此 ft の 》 性 に- fflj する Uff  ö さ 》     わ リ たり 0 

^な 學の必 55  理 *  ff  士 神 保 小 戊 S 

n  « と 《  w  * と の- »    ^  w じ、 次 に 《 織 I» 用ェ *,± 木 ェ *、*  ä  «  « ェ 

* 等に- 鬮し地 Ä  * の 必菜〜 5Ä じ、 fl  »  I： 地 K  ^  «M:  I»  L  、おも 快味 あろ 》  » 

わ リ 1l  »)o 


第 百 = 十六 回 叨 治 W 十 年 十 H サ六 II JIX 北 帝^ 大ゆ鏖 科 大巧 

^濟舉 講ゃに 於て 開 fr, 前 IiUü 珥裉齿 の 後 、踢浈 に 移る o 


* 榭の *  二—， ァ « に tt て 

8 ゆ + 

お m  k  a  ti 

氏が *  Ä  W  Ä の * に し て、 其 

お 

の M  «!, 弒 迸 tt  W>, 

m  «.* 子の * 生 

Ä 

び *  is、m 糸、 ä  «  ä び 接 《  «  »  * 

な 

述 

し 、 尙 Woronin 氏 は 

^  * の 花に-寄生 

6  it  Sclerotinia  ciiu-rca  Sehr. に 3 扛ず と 

ら 

れ しが ©  1» 地方 

1-  8 生ぜ る は * 

Sei.  ciiiLTca なるな Eft じられ たり o 

？ KW の 害虫 

理 *  W  ± 

C 村 松 年^ 

Ä 灣に 於て 》 通せ 虫と W すべ 

約 Ff 五十 W, 其 內 

加害 ft Ä しき も 

の 

十三 げー *«M し 、ね 後 1： 

今 

、， 

歸の 客！ U  i  « す 

ベ A    4 の は 曾て 

W  Ä 府 のま M 下に あ リ し 《  、他^ 

り 

入 ぜ しもの 多し, 

SB して 今 B は 其 
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本 食 


*  2S 咚 代に Ä ぜ * もの なれ ば 》 來. 二十 年な ゆ if.«. ず 纖！》0虫《 の ö«W 
tij  »  ^  Ä るに 至らん 0 おに 今日 に 於て 外 害虫の 輪 入 ^  » さ '、PJ  BJ  (51     » 行せ 

ば 瓧 〔恐る V に 足らずと tt じられ たリ 0 


第 百 三十 七 回 明治 四十 年 十一月 十六 日 Ä 北 帝 國大ゅ Ö 科大 
舉輕濟 ゆ 講堂に 於て ffl 催、 前 回 記^ 報 吿 の 後 講演に 移 る 0 


桑 tt の寄&  a 

士     W 木 半 *W» 

* 虫の 定 H な i* ぺ、 次に ft  tt の- IF  Ä に tt  *、 其 

分 

布 垅來 研究の 》 過 

か 18 き、 逸ん て 本 ffl に-於て 今 Hö!*»»ä と して 

知 

られす ： る « の もめ^  — 

« 揮 本に 1 り X  tum されれ リ、 氏の 研究に よ れ ば， 

其 

m 翊は 六十 六 «  1： し て 

之^  Ii  JM すれ ば、 有 吻 «  二  t  «、《  81 類 二十 五 

通 

類 二十一 《 に して、 其 中 

本邦に 於て ft も 加害 甚 しき 者、 Ä び 北 Ä  Sil ド- て 注 

マべき もの 二十 種^ * 

げ、 之 が 加害の 情 お、 打 S、 分布 i り驕 R 法 まて 鼬 K 

ぜ 

ら れ た Mo 

力 ム チヤ， *  &シぺ ，ャ朿 SB» 岸 

核 山 öB [也^ 

本年 六ガ廿 B 百 R 十噸 なる^ 三 虎丸に- » じ 

f«  ?«  ^  w  n し、 十 六 n 

IUI ift  SR  Ä  S と W ひて ぺト n バウ 1， ウス ク 港に 

し 

,3t  ^  ä  W 近 の W  Ä  ^ 碟 

K し、 K に «3  ^ 走ら ぜて 士ーリ -—" * の » 庠所 ，冬 

W しれる 事柄^  B られ 

た り 0 其 主 職 は 仝 場 》  SM:  IH す ろ 事に し て, W 來 苦 

人 

の大に 研究な 3! する 事つ 

Ä 仝 地方 住 Ä な ろ 力 ム チ * ダ 一 が 《U: 北方 に ft す 

ろ 

ャ―キ 人に jt きて 

の K 等な リ 0 

第 百 S 十八 回 明治 四十 年 十二月 廿ー 

0 

朿北帝 國大學 Ü 科锊 

濟學 講堂に 於て 開會、 前回 記事^ 吿後 講滾ぁ " 

ぺ 稱察 «  «山黻 也 » 

前 B の MM: して ぺ- V  y^WffitDÄ  », ラ タ づ、 ォ •/ 1- セ ィ ft  «  » の 今 ft、 
カ^ビ y ス *-Ä アナ ゲ， レ t| 方 に 於け ろ 庠物 ftK 等 に鑭 し せし 

rr   "ss-         I  園 p"  ■■■  w 

ff"VL  i:  y  2 ス 力に 《 リズ 《  砂金 先の " t5 冬 ä ベ、 ft  $8 北の 《Mt 今 a 杏 
入の 錄リ 知ら ざり し Ä なろ か iÄ  *、«  m  、採 正に 苦 人の 企 ち つつ 

わりと IÄ  Sä せられ れ リ。 

第 百 S 十九 回 叨 治! ^十一 年一 パ 十八 U 來北帝 國大舉 科大 

ゆ^ 濟^^ 堂に 於て 催, 前回の^^ 報吿後 次の^^ あ 6 

m  ？ «.r 布 及 V 力 * の 宇 》 に 就て s  »  I:    a  « 吉三 耶^ 
海 》 は 海の^ 即ち * の植れ ： な リ 。然 る に 古お に は 狞 * に して 特 《 の * 
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な ffl して 海 Ä といへ る -- ともりて Ä  *  %,tf  » 式^  I： 化 えす： ふ ffi  W  ^ めげ 
U に德川 U 代に 及ん て 本 W 家の W ひ 《 ら ぜ し 文字に て 述べ、 *  Ä  i»  » な 
ろ 文 字 が iü の j?E、y カメ， * ゲ y  y 人 アマ モ ^の 如 さ 意 《  I： 用 ねらる 、二と 
あるな Ä て 注 Ä すべさな リ との！； じ 通ん て y カメ に さて 昔 a>  ffl ね 
られし 文ォに して 成 は 蘭 山が 钥帶 2ß  ^  V 力 *  I：  SR  ffl  «  4 もの ある^ 告げ 
萬 *  ?6 に W 布と ある は V 力 メ な龙 味す るな リ など SS られ 疋 に 進ん て Ä 布 
に 就 * て Ä ベて 曰 （t  く 古代に，: t  Ä 布の 58 な し、 德 川 嗥 代に 到り て * 文ネな 
用ね す： る ものな り と、 1 つ 本草 綱目に Ä 布 に 生ずと 5 ひ、 X  Ä 布 ffl 海に 
生ずと ある に、 *  く 音 入の 所ミ B  R 布と は JM 物なる べしと し、 古き に A 
えたろ Ä 布なる 文 字 II アマ に 相 常す る ものな らんと てお ばれた り 0 

. 總集會 

第 十セ回 HI1 治 四十 一年 一月 十八 【1 )K 北 帝國大 寧^ 科 大^ 綞 

濟ゅ 講^に 於て 開催、 出庇會 n 救 十六 名、^ 部 會 ga 會の辭 を述へ 
次に 昨年度に 於け る 庶務 報告 あに 報^の 要に r  く總 fr  — feu 月次 
會. 八 回に して 月次 會一 回の 出席^ 平均 九十 ^ 名、 講演 數 t 五 回， ä 
中 動物に 關 する もの 五、 植物に BM する もり 四、 地 n に Ii» する もの 二、 

旅行 及 祝 察饯 三な り、 次に & 計及會 報に BM する 報吿ぁ 6、 次に 役员 
5: 改 撰せ しにせ 敏宮部 金 吾、 錄 ^寄 鈀 松衬 fe 年、 通信 昝 iE 大岛氽 太 
郞、 會計 半澤洵 、編輯 委貝 Ä 田 三郞. 河 野 常 '吉、 ^計 箱 助 近 藤 金 吾、 錄事 
寄 記^ 助 小 熊榑、 笠 井 幹夫赏 選せ bQ 
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LIST  OF  OFFICERS  AND  MEMBERS. 


役 M  GW 治 PM 十一 年度） 
OFFICERS  FOR  igoS. 


宮鄯金 吾 

通俗 冉 iE 
大 fe 金太郎 

錄 ？は n  «11 
松 衬松年 

會計及 K 寄委员 
半 潭 Ä 

m  m も w 
八 田三郞 

河 野常吉 

會計铺 助 
近 藤 金 吾 

^事毪 SB 铺助 

小 m  桿 
笠 并幹夫 


lVesioent. 

KINGO  MlYABE. 

*„onvs|>on(lin«j'  secretary. 
KlNTARO  OSHIMA. 

KccordiiiL'  Secretary. 

Shonen  Matsumura. 

Treasurer  and  Librarian. 
JUN  HANZAWA. 

Publishing  Committee. 

Saburo  Hatta. 

TSUNEKICHI  KÖNO. 

Treasurer  Assistance. 

Kin  go  Kondö. 

Secretary  Assistance. 

Kan  Ocuma. 
Mikio  Kasai. 
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赞助會 s 


向并 慕兵衛 

中 山秀之 （法 學士) 
m 村 澄 三 郎 


礼 幌區询 四 條西ニ 丁目、 
札榥邯 上白 石衬ニ  ai 地、 
來京^ 山 «ht 根 町 十二  s 地、 


正會員 

赤 羽 雄 一（農 學士） 北海道 拓贿 《 行， :ör、 

安藤 乙次邮 （農 學士） 神 祭 川 縣足柄 下邯 久^ 衬舟ケ 根， 

有 元 新 太 岡山縣 荬作國 古町、 

John  Batchelor,  Rev., (に k.  G.  s.) 礼 祝 ^ 北 三 條西七 丁  EK 

遠 藤吉三 K  m^±,  mmw±) 来 北 帝 同大^ ß 科大學 水產舉 

科 敎投、 

膝 并欽蔷  三 s 縣 農事 轼殮場 技 T、 

？ I 田 S  (^m±) 大 n 本麥酒 株式 會社 技師 (札榥 分 ^詰） 

半 澤 》(鹿 學士） 来 北 帝 國大學 S 科 人^ 助教授、 

原 十 太 （狎^士） や 《 院 教授、） 卞込市 ケ谷加 敉町ニ 丁 

百— A?  te、 

攝本 左 五郎 （fö^- 丄 •） 来 北 帝 國大學 農科 大^ 敎授、 礼稅 fö' 北 九 

條西 五丁目、 

八 田 = *  束 北帝國 大^ 農科 大^ 助敎 授 策 博物 钳 

主任、 札幌^ 南 四條西 八丁 0, 
卒糠直 治 （鹰 學士） 帝國 製^ 株式 會社 技師 (： 札 支社 結)、 
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(明治 四十一 年一 月 十八 日 現在） 

LIST  OF  OFFICERS  AND  MEMBERS. 


役 S  (〖in 治 四十 一年 度） 

OFFICERS  FOR  rgoS. 


宮鄯金 吾 

iä  m  n  m 
大島 金太郎 

n  ^  ^  an 
松 衬松年 

會計及 E* 委員 
半 津 》 

m  m  ^  r\ 
八 田三郎 

河 野常吉 

會計辅 助 
近 藤 金 吾 

敘事 ^ 鈀铺助 
小 m  桿 

笠 并幹夫 


President. 

KlNCO  MlYABE. 

い、 rw)oi、（img  Secretary. 
KlNTARO  OSHIMA. 

Recording  Secretary. 

Shonen  Matsumura. 

Treasurer  and  Librarian. 
JUN  HANZAWA. 

rul)lishing  Com  mit  tec. 
S  A  BÜRO  HATTA. 

TSUNEKICHI  KÖNO. 

Treasurer  Assistance. 
KlNCO  KONDÖ. 

Secretary  Assistance. 

Kan  Oguma. 
Mikio  Kasai. 
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赞助會 fl 


向 并嘉兵 If 

中 山秀之 （法 學士) 

m 村 澄 三 郎 


札幌 k 洧四條 西 二 丁目、 
礼榥邯 上白 石 衬 二^地， 
來京奇 山櫬田 w 町 十二 范地、 


正會 ß 

赤 羽 雄 一（農 學士） 北海道 拓 戒« 行 

安 膝 こ 次 《  (農舉 士） 神 奈川縣 足 柄 下 邯久 町' 衬舟ケ 原、 

有 元 新 *  岡 山縣^ 作國 古町、 

John  Batchelor,  Kcv.,  (F.  r.  g.  s.) 札 树 は 北 三 條西七 丁  u , 

it  m 吉三郎 （^學 士.     博士） 來北 帝^ 大舉 農科 大學 水產學 

科 敎 授、 

藝并欽 吾  三 m 縣 農事 轼驗場 技 t、 

m 田 gfisi 舉士） 大 b 本麥酒 株式^社 技師 (礼 w 分 垛喆） 
半 潭 》  (農^ 士） 東北 帝 國大學 ^科 人 ゆ 助 敎授、 

原 十 太 （？ ß^ir) 學ぉ院 敎授、 束 m 卞込市 ケ谷加 W 町 二 丁 

U  二番 地、 

墨 本 £  M  (ß^  士） 柬 北帝國 大^ ß 科大ゅ 敎授、 札 北 九 

條西 五丁目、 

八 田 = *  柬北 帝！？ U:A:^S 科大 ゅ助敎 授^ 博物館 

k 任、 礼 Wfö; 商 四條西 八丁  H、 
平 《 直 治 （^ゆ 士） 帝國 製麻 株式^社 技師 (礼 視支肚 fö). 
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星 

勇 

B  (農 舉士) 

來 北 帝^ 大ゅ S 科 大^ 助教授、 

出 

田 

韻 (ft 學士) 

M 井^ 立 ß 林學 校お、 

餒糨幸 E 

m  (農^ 士) 

邯 Ä 縣邑樂 群 渡湘 村， 

石 

田 

人 

大目 降糖務 局 試驗 場、 

石 

纖|罾 

hi 

治 （H ゅ士） 

雜 ß 商^ glrß. 礼榥區 北 一條 西 五丁目、 

伊 

M 

幾 (農 學士) 

石 狩國 夕吸邯 ffl 田 ^字 旭台、 

""丄 

保 

小 

虎 (m  m  ±. 

士） 束 京 帝 1*1 大 m«i 科大學 教授、 

角 

田 

啓 

司 

淸國^ 天府^^ 試驗場 技師. 

笠 

原 

、十 

Q  (ft 學士) 

大 H 本麥酒 株式^社 技師 （礼 WHS). 

拍 

并 

m 

一 (ß^±) 

山 形縣立 W 山塍ゅ 校お， 

加 

m 

武 

夫 （fn^ 士） 

)|£ 北 帝 a 大^ 奥 科大學 ^帥、 

加 

m 

忠 

治 (» 學士) 

千 葉 縣立茂 浪^^ 校 ß、 

上 

達 （ft 學士) 

^辩 被.^ 府 Ii 政 部 沲產岚 S 商睐技 師 * 

^ 事 試 驗場技 师 ^ 時 ま: ^糖 務局技 師 、 

河 瀬 春 太 

郎 

妙 せ; 園 主， 朮 V； 府 ^  n  u m .'»,'. 川 町 字 三 プ 

木 三十 番地、 

菊 

池 

禪 (農 學士) 

ä 手縣 技師 兼 0^试 驗 場^、 

菊 池 幸 次 

m  (農 舉士) 

谇森縣 北 ^ 輕 u 立 s ゆ 校 i る . 

木 

下 

義 

道 （^^化^ 士） 越 中 伏 木 北陸 人造肥料 株式^ Ät 技 帥'. 

河 

內 

治 ゆ士） 

>k 京 帝 m 人- ^  fö 科 大ゅ林 ^ 科 介铺. 

河 

野 

常 

口 

北海道 Jfö^,;〔'、 札 北 四 條西七 了  口 三 

番地、 

黑 

， 

9  (農 學： ir) 

福 岡縣立 福 岡 |ぉ^ 校 教^、 

松 

衬 

松 

年 （IS ゆ 士、                    北 帝國 大^^ 科大ゅ 敎授、 

礼幌 k 北 八 條西五 丁ん 

南 

次 

m  (^^  \：,  e^w  1：) 來 北 帝 ^大巧 鏖 科大 ゆ- 教 

^場^、 礼幌ば ^ 科大學 官^、 

浦慶太 

H  (胜^ 士) 

千 葉 縣茂啄 校敎論 * 
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宮鄯金 吾 （fö 舉士、 理學 博士、   S.D.) 束 北帝國 大祭 ^ 科大學 

敎授兼 植物園^、 札 榥區北 二 條西十 丁目 大ゅ 官^, 


宮筠珑 夫 （農 學士） 
= %         Ä 農 學士） 
永 田 方正 
中 尾 節 敏 （農 皐士） 
新 & 善 直 ；林舉 t) 

西 谷 清 次 》  學士） 

西 田菡次 （ß 學士） 
野澤 俊 次 解 （農 舉士) 
大 井上 義近 （理 學士) 
小 田切澳 三《  ( 農 學士) 


'や 繩^ 國頭邯 角 PJ1 切 ß 組合^^ 校敎 論、 

樺 太 Jß«jE, 札幌! S 北 十三 條西五 丁 口、 
Ä 館 區逍愛 女 學校敎 》、 
北海道 水產學 校長、 （小 桁^)、 
朿北帝 國大舉 農科 大學 林學科 敎授、 
ぉ枨 縣 農林 學校敎 論、 
農 商 事 轼糠場 技師 〔熊 本 支 垛 在 勒）. 
束 北 帝 H 大學 農科 大學 水產^ 科 教授、 
礼 W 箱 山 署 技師、 

局 出張所： ß、 

札榥典 JSH 長、 札幌區 北十條 西一 丁目、 
大坂 府立 農學校 教諭、 
北海道 ß 事 試琮場 技手. 
大 ft 金太郎 （農^ 士、 奥^ 懊士） 束 北 帝 國大舉 農科 大き i 敎投' 徒 

北海道 農^ 試驗場 長、 札 榥區北 八 條西五 
丁目、 

束 北帝國 大^ Ü 科 大學水 產ゅ科 敎授， 
御料^ 技師 (齊森 御料^ 支 趣)、 
小 榑中學 校長、 

後志 闳高 郡 北海 逍水產 試驗場 技師、 
鉀料局 技師 (资森 御料^ 支 Jföß)、 
^ 根 縣農會 技師 > 

孔极區 北/ PC 炳院 K» 
台灣 總好府 台北 事試驗 場、 
束 北 帝 國大學 IS 科 大學林 學科敎 ß、 


小 川 二     》  (g 學士） 

小 川 真 五郎 （S 學士） 

闭本 半次郎 （農 學士) 


大灘圭 之 »  (  B.  A. ) 
脔蘀傳 五郎 

済水實 HI  (理 學士） 
佐々 《 雄 （農 寧士） 
佐 々木 和 策 （林^  士） 
千 石 》 太郎 （農 學士） 
開場 不二 彥 （《 學士） 
棄木得 一 （農 學士） 
宍戸乙 Ä  (林 學士） 
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荘司 萬 六 


東 海 林 力 
曹沼市 
*1 山 清 
末 光 
須田金 之 
餘木カ 
餘木茂 

惠權莨 


正 


武田久 
武田 安之 
時 任 一 
戸津 高 
矢 木久太 
山 田玄太 
山田秀 
梁 田 
横 山荘 次 
吉田碩 
吉村軎 一 
結 城/ £ 


m  (fö 舉士） 

蔵 （PR ゆ 十） 

利 學士) 
m  (^ゆ 士） 
助 （^ゆ t) 
治 （^ゆ 士） 
治 (林 ゅ士） 
攀 (農 學士) 
直 （^^  士） 
信 ( s  m  士） 
吉 
助 

m  (is ゅ士） 
知 (農 學士) 
郎 (農 學士) 
郎 (ft^±) 
雄 (農 學士) 
m  (農 學士) 
郎 (鹿 學士) 
= (^ゆ 七） 
郎 學士） 
八 (農 學士) 


北海 逬 師範^校 敎論、 札榥 k 北 三 條西ナ 
四 丁目、 

束 北 帝 國大學 ^科 大^ 助教授、 
仙^^  二 高^^校 敎授、 
來京府 北^^ 邯 in 鸭 町 江 ß 捣 お" 
伊豫 阀來宇 和^ 郡 宇 和 町 大字 卯 ノ 町、 

M 北 帝 ^大ゆ 農 科 犬 ^ 助教授、 

fr  ^  m  tf 府台 北鏖事 試驗 ^  、 
下野^ 足 尾？ n; 足 尾 銅山 林^ 課 技師、 
米 北 帝 國大ゅ s 科 大ゅ水 產舉科 助教 授、 
北海 近! 驗場 技師、 

M 北 帝 國大ゅ ß 科 大巧 ^師、 
水 北 帝阈 大巧 ß 科大 ゆ^ 師、 
函^ 中學 校長、 

来 北 帝 國大ゅ g 科 大學助 敎授、 
札幌^ 私立 北海 中^校 教^、 

火 日 本麥洒 fr 社 技師 (束 m 本 所 分 場^) * 
盛 岡^ タ is 林 ゆ 校 敎授, 盛 岡 お 上 田 小 铬' 
牛^ 製油^ 社 技師. 
愛钹^ 宇 麻邯 林 ゆ 校長、 
お^^ 天府 15^ 試驗垛 畏* 

祭中應 技师、 
香 川縣立 is 林 ゆ 校長 * 
^报縣 ^技師、 


荒 mi  m 理 
伊 ま 直 知 


准會 n 

朿北帝 ^大巧 婁科大 ゆ 助手, 
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新 島 善 K 


DIE  BORKENKAEFER  NORD- 
' UND  MITTEL-  JAPANS. 

v<»n  Prof.  Y.  Niisima,  Bingaktüialcmhi. 

In  diesem  Abschnitte  möchte  ich  die  Borkenkäfer  Sachalins,  Hokkuidos  und 
Honshiiis,  wolohe  dort  kttrzlicli  gfsamtnclt  wurden,  erwähnen. 

1. Sachalin. 

Die  jimgste  zum  japanisrhen  Reich  gt^hörcnde  Insel  ist  dua  nördlich  gelegene 
Sachalin.  Ibm  wurde  von  der  entomoK^iw'hcn  Welt  bisher  wenig  Beachtuug  ge- 
schenkt. Sommer  1909  war  ca  Herr  Ogiuna,  wcldicr  ilort  Untersuchung  aufteilte. 
Soin  dortigtT  Aufentlmlt  war  von  der  WitU-runp  dtrart  ungünstig  beeinflusst,  dass 
nur  zwei  Alton  vorgefuiulon  wunlen.  Die  anderen  sammelte  ein  Forstboa  niter  in 
Saclinlin. 

Polygrophux  pro.rhum  Bland  f. 

T 蘭、 Eilt.  Scr.  Lond  189-1, p.  75. 
Fundort :  Korsakow. 

Frasspflanze  :  Ab"  mchalhmixitt  Mnat.  (？) 

Pofyrp-aphm  jt  zoamx  Nii.s. 

Jotirn.  Coli.  Agric.  Toh"ku  Imp.  L'niv.  Vol. .1. No.  2.  Vm,  y. 
Fundort :  Toyohara. 
Frasepflanze  ；  Picea  ujeneims  Fisch. 

OryjAurgus  tttberosm  Nils. 

Journ.  Coli.  Agric.  Tohoku  Imp.  Univ.  V>.l.      X<>.  % 19!in,  p. 
Fundort :  Toyoliarn. 
FraaspflanzR  :  Picea  ajnnams  Fisch. 
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Die«c  zwei  P.  jaoengin  Niis.  und  Cr.  Ua>rrmui>  Niix.  I'uml  fnan  mit  der  n«chfi,lg<'mk'n  Arl  um  selben 
Baum,  und  swar  in  gTo*«>r  Zahl. 

Jftft  ja/toniciis  Niis. 
Joum.  ('»'II.  \nr\v.  Tul.oku  lni|>.  I'niv.  V..1. :!.  N...      I9H!),  p.  147. 

Fundort :  Oliflonutri  (Oguma),  Toyuha»ra. 

Fniiwpflnnze  :  Abicx  saclndiiwiisis  'Slvet. 
In  Toyohani  f;uwl  i":in  «l<  n  Käf'.r»  au  n  »  h  Knltuti  TJüumeii. 

2.  Hokkaido. 

Die  hokkatdoscheo  Borkenkäfer  unrl  ih  ren  Fm-pflanz* n  siml  Hchoa  bereits  von 
mir  betK'hrioben.*  In  letzter  Zeit  f'Hiul  ich  manni<rfalUu;(«  ik  uc«  M»ik'riul，  wan  mich 
voranlHs.>t  vh  liiet  、vi'.Hliirzu.Li で I え' ii. 

Scolytm  n(/nafuK  Bland  f. 
Tnuw.  Kill. み れ Lond.  l>sl,  p.  7 卜 

Fundort  :  Sapporo  (NÜsima). 
FraKspflanze  :  ßeinln  allxi 【ム var.  rulgari«  D.  C. 
l>cr  Mu Hergang  Ist  <-in  »infachir  .1 bis 1 i-ni  ST,>wr  Ijing-tra に n.    I»ie  verhüllniHnw^iK  lan«?t;n 
I^arvengänge,  KV  -1-1  t-m,  gflion  '— 'r':t^l',nt<'iN  nicht  paralk'l, s り i"U_'rn  vcrhuil't'ii  in  uimKolmiwif^n  Krihii- 
munßcn. 1 シ i«t  t  inc  unter  BirkinrwiiK'  :ill""'iii('in  :mziiirt  fltmie  Art. 

Hyorrhyiwhux  ktrid  Blaivlf. 
Tr:ias.  Kn».         Ix.nd.  p.  m. 

Fundort :  Ilukodntc  (Hirose),  Tonmkomai  (NÜeima). 
PraaspflaDjse :  Fltffus  japonicum  Maxim.,  Acer  pieium  Thuub. 

Von  dii-if  r  nierkwürdiwn  Art  war i>  mir lan ゆ- Zi  it  nü  lit  verj;  nnt  i-iiH;  gL-nnuc  Fru^|>tliinze 
zu  find し 'Ii.  Im  TirfluK>otH  n  S<nurn<T  (1；)  •'.) ) i-rhiolt  i<  h  von  JU  rrn  HlTOSO  vergeh '  dene  Buchcn-tVas«- 
lucko  zugerwndt,  in  dtutn  n(«、h  zalilrt  'n  li  n«K-  K;ü'<  r  war;  n.  Ioli  K-llnt  i  ntdei'kte  kurz  darauf  an 
AhonabSomen  auuicbc«  Ex»  ruplar,  vudtut'li  mir  wvl レ re  L*u(irrr4ieba ngvii erm  glicht  watdeu.  -Nach  dem 
Korporhsiu  und  der  I/'l>erv— w'.'i-v  dt  s  K;if い i、  zu  urteilt  n,  '— :rt  vr  nid.it  <l'.-n  Soolytiden  »u.  .Sjxiter 
wt-rcl«  ich  im'i" リ Stmlii-ii  ilartik  r  t' り rix-lz'.n  um  m  nam-rc 1 .igi-ii-^haftt  ii  fotzi 卜 tclli'n.  Kr  ist  k,'in 
Rinden-  «»nclcni oin  Holzlw-wulmiT  , 

jKiHxopluiym  (iliac  u'iv. 

Körper  2,2-2,5  miu lung,  abwarte,  preis  bohunrt,  mit  schwach  bräunlich  gefirb- 
ten  FlügcMeoken.  Kopf  K-liwarz,  wenig  gläneeix],  gleicliniäasig  dicht  punktiert  ； 
Stirn  U'iclit  gcw&ibt,  mit  nndeut lieber  filngsliuie  »uf  dor  Mitte. 

»•'"Hrn.  Coll.  Airric.  Toh-ku  I.np  I  niv.  Vol.  ：!.  No.  L>. 1 リ') 〔》,  !>|,.  lull  17S>. 
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Halssehild  schwarz,  so  lang  als  breit,  nach  vorne  stark  verschmälert,  beide 
Seiten  nach  Basis  gerundet  ；  8<'hoi be  dicht  körnig  punktiert,  undeutliche  Mittellinie, 
und  mit  kurzen  preistin  flachliegt  uden,  nncli  der  Mitte  zw  gerichteten  Haarbc^rirtchen 
bedeckt.  Breiter  Fortsutz  zwischen  (\vn  Vonlorliiiften. 

Flügeldecken  an  dor  Basis  schwarz,  narh  Apex  bräunlich,  Streifen  ruiullich 
punktiert,  Zwischenräume  wenig  gewölbt,  fein  einreihig  gekörnt,  dicht  mit  kurze» 
gtvisen  BorHt<M)luirchen  und  ohum-  Koiho  liingorcr  Sohupponliärc}i( n  ln?sotzt  ； 1M  3* 
und  5.  Zwischenraum  hinter  der  Mitte  erhöht,  2.  und  4.  vertieft  •  Bauchseite  whwarz, 
dicht  foin  greis  goschuppt. 

Fundort  :  Sapporo  (Niisima). 

Fiawpfli"m>:  Tilia  cordata  Mill.  vur.  japonicu  Miq. 

Im  vrrflurt*!Ki»  Fnibjalir  Wh  Art  in  oim  in  <liinni  n  ，ilgi'jn"rbei、cn  LindinKwei>?.  】，cr 

Muttorgang  ist  ein  zwe  iarmiger,  mit  hn  it^r  Rnrumelkamnier  vor^  hener  Qucrgnug,  detwen  Arme 17  mm 
laiig  und  ungefähr l/>  mui  breit  wenlen.  I>re  I^irvengiinge  lunlVn  juiralWl  nüteinaiuler  und  orreichen 
eine  durohsclinittliche  Längt*  von  22  nuu.  《>l»igi'  Art  ist  <1；». ト: rwt(，  welche*  vuu  dieser  Gattung  iu 
Ja)wn  gr-fu!ul<  n  wunlv,  und  liut  kriiarVi  A hnOhkoit  mit  din  iHM-hriclxiMn  Ki^ophn^utt- ArUn. 

JJolifffraph  m  S^ion 

Juiirn. し,! 1, Agric.  Tolioku  Imp.  Fniv.  Vol. ： に Xo.  2,  IWJ,  \x 1: い. 
Fra^pflanze  :  PrunuH  rsendo-fJcramtH  Lindl. 

Cryphalu^  ( Hifpoilmum uh)  wtppoi'wus"  sp.  nov. 

Korjwr 】,2  mm  h"g，  soli  würz,  glänzend. 
HaL»child  wenig  länger  breit  ；  bdde  Seiten  parallel,  nach  vorne  verdchmftp 
Krt  nbgerundi  t  ；  Vord<»rrantl  cinmliij;  grhü(*kort  ；  auf 《レ' r  Mitte  ein  bLuleiiRirinig 
erli<)ht<T  IIöckei(l"'"rt('《'k，  di  r  rings  mit  nach  drr  Mittv  Uh\  gericlitot^n  Ilärchea 
bew  tzt  Lst ;  zwiätlu  n  ihm  und  dem  Voi  d む rnu" レ ^ind  die  Höclierchon  untrrbrwlien, 
hinterm  Höckorchonfleck  zeigt  sii  h  (mih*  HMiijr<  körntc  Au^lmchtnng  ；  \  ou  i\or  8eliei- 
bonmitte  mts  ziolit  sicli  ein  Streifen  gelblicher  »Schüpp<lKn  hin. 
Flügeldecken  andertlialbmal  so  laug  "ls 】Ials ベ' 1 バレ 1， PunkLstmfi'ii  fein  punktiert, 
dünn  gelblich  behaart  ；  Zwisobcnraum  t\vr  Ba^is  k  in,  /um  Ajh-x  liin  breiter 
einmhig  gelblich  gestern ppt. 

Fundort  ：  Sapporo  (Niisima). 

Fni^pflan/^ :  Tilia  cordata  Mill.  var.  jaj)ouha  Mi (ト 
Mit  JUHftopha ひ us  titiar  ziisiiiiunen   fand  Uh  ihn  am  wellxn   FnL-^tück.    LHo    f**im»n  L:irvengiinge, 
weicht-  ihren   Luuf  teils  vom   tnm^  tniii-si^  ,、ip、iu'n    Mau<*rt;ang  ( Plützgung^  teils  von  dein  tlts 
Awujpfiogwß  tiluie  Aufnehmen,  liegen  nu  i^t^n  \\\  der  K \iuU\    Dio  I  I:il^  litlds<.rli:»hnng  ühuelt  dvin  *les 
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ひ yphal'w  miolm  Eichh.,  jt-d«K.h  sind  die  FlügekU-dcen  nicht  diegleichen. 

Xylebonia  (/mnanm  Bland  f. 

Trau<  Km.  S<k-.  Lond.  ISOi  p.  10M. 

Fmsspflanz»' :  Almut  inenve  Willd.  vur.  glnuai  Ait. 
Von  Fnwsstikktn,  «Ii«-  w  h  im  verfl«>H^n.  n  Herlnst  aus  Tonuikomai  Cl'rov.  Ibnri)  mitbrachte,  fand 
ifli  in  finoni  Knifing  vk-lo  I  amn  tiofwt  »'iiicm  KiilVr,  dam-tfii  in  den  uiuleren  Gängen  zahlreiche 
Junjfkäfcr. 

iVr  Fra-s^img  ist  ein  Fnmiliengang  von  VI  nun  Länge  und  8  nun  Krvite.  Die  Gänge  sind  dick; 
(>fti"a レ fiii<U'l  toati  atw»'i  oder  dn  i  «lurcli  einen  Qiicr^nK  v»'r1i'""k'，i. 

XytoieniH  "w"  sp.  nov. 
Körper  3  -3,5  nun  lang,  wliwarz,  glänzt-ml. 

Kopf  Holiwarz,  b<  iin  Mühih  Ik  ii  w'lmuil,  vorm-  wenig  vertieft,  auf  der  Mitte  glatt 
mit  ciiKT  länglichon  Erhohunjr,  lx'idcr^'its  piinktit'rt,  <j;<'lbli<  Ii  bolmurt,  obere  Hälfte 
d<s  Auges  «  linrf  tlivirckig  rlcn  n  Spitzen  auf  tier  Stirn  fast  /:usamiii('nst<i&scn,  mit 
vuM'i'  darüber  Ix'fiu 山 crhölifcii  Querlinic  ；  Ix'hn  \V,、Um'Iicmi  bn-it,  vorm  Mundo, 
otwns  vertieft,  ^rol>  pmikti(  rt,  .«pärlit  li  jrclblicli  behaart,  Stirn  erst  quer,  aisdHiin 
liinjjUclj  gorunz^lt.  Fiihh'rkculo  pvt  s-.  oval,  fein  fliclit  Ix'liaart. 

IlaWliiUl  fast  so  breit,  ul.s  lun^r,  zu  b»M«)cn  Seiten  Hb^rundol , vorne  bt'im 
MäniK  liPii  stjirk  vrr.scliuiiilcrt,  Spit/t-nrand  bei  <  ini^en  ^'lblicli, Ix  i  andern  .^liwurz, 
Bt'Imaruu^  bwlrutoiul  länjit  r  und  diclitcr  als  dir'  des  Weib<  )ions  ；  Ix^im  Wcibclion 
vortio  etwiis  M-limnl,  i.a-h  dir  Rinis  hin  broitfr  werdend  \\\v\  (knolb^t  golblich 
{jofllrlit  ；  Vonlerrarul  mit  einivihig  starkon  Höokcrdien  begrenzt,  ；  vordoro  Teil  fast 
i  {T""l)，  <laim  wmer  ^»h.k-kcrt,  kurz  vor  drr  Hnsis  fein  frcninwlt  ；  hriiunlioli  lang 
lieliasrt.  SrhilHolien  gru8s,  fein  punktiert. 

Flttjreldof  ki'u  ploK'hinäl.SHijr  schwarz,  plünzcnd,  jc<!i'  von  ihnen  auf  <lor  Mitte 
lituglirh  vertieft,  an  (lor  Bn.sis  wlimäler  als   Ilalvschild,  «llmiililich  bmitor,  vor  in 
A])ex  nm  broitos(on  ；  Apex  "nrk   almiirts  ^iifiirt,  wenig  gowölbt,  tliclit  ländlich 
gelblicli  l>oI"mrt  ；  Piinktstn'iffn   fi'iii,  sriclit  ；  ZwisflienraunK»  flach    mit  icmoren 
unregelü)ib*ii}r«'n  Punkte  n  ；  Punktstn'ifon  und  -rcilicn  fast  J  der  Lüugr  deutlich 
erkennbar,  wülircnd  sie  sich  auf  ihm  übri^ni  Teil  incinamler  verlieren. 
Fundort :  Snppon»  (Niisima  in  Anzahl). 
Frawpflnnzo  :  Acer  piff  um  Tliunl). 
iK'r  Fra-^ang  i«t  anntihrrnd  dorsollw  wir-  der  der  im.loren  .\y^^iw-Art»n, 山 i  or  ^U  ichfallH  von 
«ler  Kimli-  zur  Mitte  lünjjjeht  und  sich  dnnti  vorxwei«».    l>ic  Ir-mU-h  Anno  bilden  rinen  Winkel  von 
7(>°，  laufrn  entwetU-r  in  gerader  Rirhtunp  odor  nm'h  den  Jahrringen  weiter  und   köunon  von  der 
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Gabelung  ab  hi'K-h^tens  3,5  cm  lang  wi-nlot».  ErM  hit'r,  nicht  achon  in  der  EingangHröhre  befinden 
Hich  die  Larvenwiegen,  und  nelbige  sind  abwechselnd  oberhalb  und  nnterhalb  der  Gänge  anxutrcflt-n. 

Der  Käfer  hat  verschiedene  gleiche  Eigenschaften  wie  X.  pubipenne  Bland t,  nämlich  das  Männ- 
chen besitzt  die  erhöhte  Querlinie  ükr  den  ok'ren  Angen,  dagegen  wt  der  SpitxenTorderrand  des  A'. 
pubipenne  Blaudf.  nicht  einreihig  mit  8  bis  9  ILickerchen  wie  bei  dieser  neuen  Art,  sondern  nur  mit 
zwei  Ilr.ckerchcn  brietst  ；  auch  die  Punkt ii-rntig  dt-r  Flügeldcvken  isl  bei  beidon  Arten  eine  gan« 
andere.    Punktritrt-ifen  sind  Ixrdeutend  li  itwr  nU  U'i  X. ぉ,- リ," 請 Xiu.  . 

Im  Laufe  dieses  Wintere  fand  ich  rahlrr'ichc  Küfir  nn  Ahornhr.lien»  ；  teilwei^;  waren  eiv  aiwgft- 
wachwn,  teil«  noch  H^hr  jung. 


Tran«.  Ent.  8uc.  Lontl. む |v 

Frawpflnnzc  :  Praxinm  vianrlshwica  Rupr.,  Acer  jnclum  Thunb. 
Beide  FrMBspflanz43n  »tammen  aus  Tomakonia'..  Früher  fvliriol»  ich,*  clnss  der  Brti»<^ang  unverawe-igt 
sei,  jedoch  sah  ich  viele  Bilder,  die  «ich  gl ひ ；0,'  dein  Sr..  mikado  Bland,  in  zwei  Arme  teilten  ；  daget^n 
sind  die  Arm.-  selbst  unrcgolmil>«ig.  Bei  ein',  in  Fra<sV>!ld  hatte  sich  so£mr  der  gffoiltr  BnUjran«  nm 
Ende  nochmals  vorzweigt. 


Von  diwer  Art  fund  icl>  cbenfid レ nK-lin  rc  Mal*-  verzwt  if{le  TViitgänge.  Bei  ihnen  txl  der  Winkel 
zwi.-«h<n  den  beiden  Armen  kleiner  nls  Keim  -So.  mihuh  Bland  f. 

Pla'yjms  severini  BlnmH' 
Tram.  Ent.  Sno.  Lond.  1894,  p. 136. 

Fundort :  Sapporo  (Niisiraa). 

Frowpflanzf :  Tdia  cordata  Mill.  vur.  juponim  Miq.f  Acer  piottnn  Thunb. 


Mein  Materini  stammt  hauptsilcltlich  "us  d«>r  Sammllung  des  Horm  E,  Gallois. 
Er  sammelte  es  vorwiegend  in  der  Umgebung  Tokios  sowie  Karuisawa.  Dann 
möchte  ich  nocli  bemerken,  duss  in  den  irrösston  Teilen  Mi"t'l-J"pum  bis  jetzt 
keinerlei  Untersuclmugen  atigcatollt  wurden. 

Scolyfus  froiüalh  Blnndf. 
Tarn.  Eni.  Soc.  Lond.  1891, p.  79. 
»Zeh.  Wi«.  Insektenbiol.  Bd.  III.  1D07,  \x  31 ö. 


Scdytoplahßm»  daimio  Blandi. 


3.  Honshiu. 
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Fmidort  ：  SisaKotogc,  Kofu  (Qallois). 

Man  iKMiu'rlcte  ihn  in  Hokkaidc»  fast  nur  im  〖-lmen,  '"npe お rin  Sm.  var.  major  W*lp..  »her 
in  Homhiu  ist  ftir  ihn  mwh  keim»  Uvirnmu-  Fras-pfl.mze  feslpwlellt  worden. 

S<M)Ii//iim  arafun  Bl 咖 If. 
Tmm.  Knt.  Sk-. レ >n<l.  1894,  p.  7». 

Fuiuloi  t  ：  Tokio  (Gallois  4  Stiu-kc,  Arakawa). 

FrasspHatm- :  Machiluii  j"j 離; r.a  8.  ,、t  Z. 

J'!ilo,'osii"o<  l<  wiifi  ( Imp. 

Cbnp.,  Sc<il.  Jap.,  p.  IDS. 

Fundort  :  Tokio  (Galloiß). 

Frassj)fliuize  :  Ch"m/"'c り)!  m'*  obit  im  S.  et  'に、 Oryptonwria  japonica  Don. 
Phlo  oKinns  jwrhihia  (^haj). 

Chap.,  Slh)1.  Jap.,  p.  I'JS. 

Fundort :  AooK'ri  (Niisiraa). 

FraKspflanze :  ChaimwcifjKirh  obi  um  S.  et  Z  ,  Tlmjoptn*  dolabmta  S.  et  Z. 

Von  irsi genannter  Fni-^pflaiizo  in  d:  r   forstliclien   V.  r^tu-li^laiion  zu  Tokio  ein  Fnt-wtiirk 

vor,  doch  koiinU- Imh  jtMzi  k-idt  r  d.  r  Fundort  niolil  ormitt.  It  w*-nl.  n.  Von  der  aiKkroii  tand  ich  tins 
Material  in  Aomori. 

Phheosiiws  rudis  Bland i*. 

Traiw.  Ent.  S«ic.  I^md.  p.  7:i. 

Fundort :  Aoniori  (NÜsima),  Tokio  (Gallois  <  in  Stiick). 
FrH.s-pflnnzo  :  Clta" 薩， t.t'lw  obtuna  S.  vt  Z  ,  Thujopsts  drubrata  S.  ot  Z. 
Viele  Exeinplan-  dii-s»r  Art  intnahui  ich  in  Aom«,ri  von  t  iiun  Thiij,' ドレ bauni  "ml  Herr  Oallois 
enldcckte  sie  iu  Tukio  an  einem  Zicrknim,  Knm.ikiiraliil«  'J  Vi.  'ノ' '".n  S.  ot  Z.).   Ein  Frav«tii«  k  von 
C'h.  ij6<mj»;  S.  t  t  Z.，  olint'  Ortsl«Lschn'il»imcr  i.nt  in  ih  r  for^tlk  h-  n  Vi  r.-ucli^(:itioti  vorliiuidor. 

Da.s  Frii-*l>il<l ； Umi'h オ lir  dem  den  /'/'.  お.' (\\:\\,.  T  er  Mutt* r^ang,  v\n  oinfiM-lur  Ijini^i.'nnjf, 
enebcint  oftmals  duppclt. 

Mi/rfojjlmua  phtlj^rdu  Fnbr. 

Fras>j)fltina' :  Pi 讓 fhnsißom  S.  <-t ん, l'inm  ihunheryii  Pall.,  Pinns 
KoruienmH  S.  et  Z. 

i'l»trall  wo  Ki,'f,'ri、 i;.  plJnnzt  sin<l,  i、l il'"' や Sjxtu--  anzutn  fli<n.  In  Tokio  wurtk'  、k-  v»n  I*r 、'に 
Sasaki,  tlerra  Gallois  nnd  mir  -、 '》mm. .It,  Ferner  (ami  k*h  in  der  forxtltcfaen  VmnfifaW"fan  H«garo 
and  dir  l.indwirt^  hufilii  ljL-ii  Vt'rvuclwati<m  i  )ji  virlc  Kxtmpluro.    DC  von  Aoniori  uml Morioka 
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befinden  »ich  in  meiner  Saninielung.  Die  hiimhiiiwhen  Exemplare  sind  bedeutend  grüiMcr  aLs  di« 
europäischen  wwie  hokkaidu«hcn,  ihr!  erreichen  wlbi.qe  eine  Länge  von  uoer  5  mm.  Im  hot&n lachen 
Garton  der  Tokio  K.  Universität  fand  idi viele  Küfer  am  P.  A'wi'Vw"  H.  et  Z. 

^phaerotrtjpea  i)ila  Blandi: 

Trans.  Ent.  Soc.  Um*l.  1849,  p. に'. 

Fundort :  Tokio,  Takiio-B<  rg  bei  Ilaeluoji  (G^lloifl  iu  Anzahl). 
Von  Lewis  wunli-  «ItCNC  Art  z'.u-rA  gefutitlen  ；  er  sammdte  sie  nnter  der  dünnen  Kinde  der 
Camellia,  d apron  fninaliin  Gallois  m-irv'  Kxemplare  eimr  imnifrRriinen  Kiche. 

JJolyffroj)liu8  Stnori  ^m. 

Journ.  Coll.  Agric.  Toboko  Imp.  Univ.  Vol. 8.  No.  2. 1909,  p.  182. 

Fundort :  Tokio  (Gallois  u.  ti lisima  in  Aiuaihl). 
FriiKspflanzc  :  Pntnm  Hsendo- Cerasm  Lindl. 
Die  von  Oftlloit  ge.sainmelten  Käfer  Kind  bedeutend  kleiner  a レ die  n 化 iiiigen. 

rolyyraphu8  iAtlongus  Blandf. 

Tram.  Ent.  Sw.  Lond.  ll,49,  \\  7">. 

F rasspflanzo  :  Amrs  ßnna  S.  et  Z. 
Kxempl.iri'  iii'Uu  Fni>«liick  iiniirsuclito  ich  in  cKt  furstliehen  VersuchHslat i on.    lA'r  querlaiif<*tulc 
Muttergang  wird 1,5-：5  om  Inufr,  ist  grr^lcntoiU  t-infncli,  selten  verzweigt  und  greift  nichtbsir  in  den 
Splint  ein. 

Hiflaxtcs  ixirullclu»  C'hap. 

Fuiulort :  Tokio,  Kukubunji  boi  'lokio  (Gallois  in  Anzahl). 
Frasspflnnzi'  :  Pimis  dnrnfloru  Dun. 
Im  Warut-lstdok  einer  Rotkit-fi-r  fand  nmn  Exemplar*-  in  grosser  Anzahl. 

Hylaste«  j>lumkm  Blamlf. 

Chap-,  Seol.  Jap.,  p. 197. 

Fundort  ：  Kioto  (Matsumura  fiu  Stück). 
Fnwspflauze  :  unbestimmt. 

JlyUtdcH  iafenitediii8  Chap. 

Fundort :  Kokubuuji  k'i  Tokio  (Gallois  in  Anzahl), 
yra.sspflanze  : lHnm  rhuxißora  Don. 
Diewer  wurde  ebt-rwo  im  WurzelstiK-k  gifundin,  , ， 
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HylaMes  glabratus  Zett. 

Fundort  ：  Tokio  (Niisima  3  Stücke). 
Frn^pflanzo  ：  Pimm  drnmflm-a  Don. 

Cr\f}>JialuK  jnoeae  Ratz. 

Fra^pfliin»' :  Abies  firma  S  et  Z. 
I，、  dor  .SuiimlniK?        Herrn  Oalloi«  und  die  der  forstlichen  VeranchwUtion  xn  Tokio  befindca 
sk'li  xnhlrci<-!i,.  KiilVr  .Kimm»  Isidor  jc*l.H.-h  .lie  Ot*bt*chrcibung  fehlt. 

Crißihalu8  abidü  Ratz. 
Fundort  :  Tokio  (Niisüoa  in  Anzahl;. 

Frnsspflanzi" :  Pimts  (Unnßora  S.  et  Z  ，  Pinns  koraiensia  S.  et  Z. 

Ci-ypUalux  fulvus  Xiif. 

Wrli.  k.  k.  t.  -  \,.  G^'l.  Wkii.  19<)S,  p.  92. 

Fundort :  Aotnori  (Sasaki  in  Auzalil;,  Takao-Berg  bei  Hachioji  (Galloiß 

6  Stücke  ,. 
Fmsspfliinzc  ：  Pinus  (fmsißora  S.  et  Z. 
Vt  rsohiedi  ni-  KälVr  dor  forsrüelu  i)  Wr，i'rh*uaU<)n,  und  die  vom  Taka-liderg  giciwmmelieD  sind  viel 
dunkler  gvVmt  "レ iiK-ine  Ori^iinilt-xomplan-,  vfiilm>nd  all.-  ühorigiui  Eigeaschnften  Qbcreiivtiniinen. 

Qyp!i<dtu<  eriffnwt  Blandf. 

Trans.  Ent.  So«-.  Loitd.  1S1)4,  p.  )<•.•. 

Fundort  :  Tokio  ^ Sasaki,  Oallois,  Niisima  in  Anzahl)  Nngsino 

(Niiaima; 

Frasipflimzc  :  Moritz  alba  L. 

Oyphalus  pfnx-uh(Ji  sp.  imv. 

Korpor  0,8  mm  lim' ん Ifiu^lich  oval,  sclnvarz,  jilunzeud,  greis  Ix'liaart. 

Kopf  pcchsdiwarK,  Stirn  wenig  gewölbt,  («cliwnch  punktiert,  lein  gekorbt. 

Halsscliild  pwhsfliwnrz,  InMilfTscits  nu<>h  vorne  abgerundet,  Vorderrand  ohne 
Höckcrchcn  ；  Sclii'ilx*  bis  vor  Bjisis  zerstreut  j^ehöckert,  mit  feinen  grauen  Schuppen- 
härohon  vorgplicn.  FlügoUlo<-k«'n  so  hr«'it  als  Halsscliikl,  dagegen  beträft  die  I/mge 
etwa«  im  hr  ；  Punktstreifon  grob  woitzerstrrut  punktiert  ；  Zwisoli«  nrünmo  nicht 
punktiert,  pclinml,  mit  einreihig  ^ reisen  Sf  hupponliärelien  besetzt. 

D*»  "in MRP  Kx-  mplar  dieser  Art  wli  ich  in  I Torrn  Galloifl  Sammlung,  uueh  ihm  fehlt  die  gcnAue 
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<  )rl.s»K  K  h«'ibunp.  doch  könnte  ea  müglu  h  win,  div*»  er  in  Tokio  gwaumnell  wiinh'.  Kr  «t  hiirt  su  der 
I'nUTgjUlimg  T<wiii»)h/i>t(A  utul  wahm-bcinlichst  wt  e«  von  divn-T  die  kloinnte  der  U- kannten  Cryphalw- 
Arlon. 

Otypftalm  ( IfifjiofJicnemm)  Battjoo  sp.  nov. 
】"iq»t'r 1,2  mm  Ian"',  l:—"";li<?li，  pwlisohwni'z,  は膽 n(l，  Fiililer  und  Füssc 

HalsM^liild  breit  als  lanjr,  vor  tie  eohmnl,  altmäliiich  breiter  wen  lend,  kurx  vor 
tier  Brasil  am  breitesten,  p< や librami  ；  Vonlerhulfte  gelblicii  gefleckt  mit  (lichten 
ScliüpjK'hen  uiul  Han-li'  ii ； Vortlerrnnd  mit  4-G  Höckeroheu,  von  denen  die  leiden 
mittleren  dichter  zusi mmonstelH-n  uiirl  am  grüssten  sind.  Scheib?  zur  Mitte  hin 
inunfr  dichter  und  faht  reilwnurtig  goliöckcrt,  hinten  grob  punktiert. 

Flü^j'ldei'kcii  dieselbe  Bivitc  als  IIt,!-s8diil<j,  iiiuk'rtlmlbmal  länger,  |HHli.*iltw«rz, 
Streifen  grob  punktiert,  einreihig  behaart  ；  Zwisclienriiume  mit  einreihig  re^lniässig 
«rcl blichen  Sfhüppen  bwtzt.    Absturz  etwas  steil  geneigt. 
Fundort :  Tokio  ^GaUois  . 
Frasspflim»' :  Mum  Basjoo  Sieb. 
Mit  Cr.  EKUtm  Klohh.  bat  di«wr  Käfer  viele  Ähnlichkeit,  nur  sdnd  die  bei  ihm  vorhanden  ßchüp- 
\*  \wn  l'ivitt'r  geformt,  und  auf  dem  FlÜKeldfckenzwweJienrauni  stchou  nü、  dichter  beieinander. 

Zalilreicho   Kxeii" 山 irv  entimhn>  6alloi8  von  gi-trockm  ten  Blumen  der  Mtun  Bnyoo  Hieb.,  ('ine 
|mlnK-imi-ii)(e  Pflimw. 

Cri/phalwt  E/i lern  Eiclil». 

Fundort :  Tokio  (6alloi8  in  Anziilil) 

Fra.vspflimz<' :  Firm  Otricu  L. 
I»u-Hc  l.is  jetzt  in  Jsipati  noch  '"cht  l^kannto  Arl  wur4i-  von  IU-rrn  Gallois  an  einem  Feigpiibitum, 
«l げや llx'n  Fni-wpflanzi-  wie  hei  <l  -n  dor  e'iropiÜK-heii  Küfir  cntdwkt. 

O-yphafus  (Hifitoffttminux)  oftlongm  sp.  nov. 
]v«>r]KT  I,ö  mm  lang,  sc1 1 würz,  niatt^lt'tiizon.l. 

HalsMOiild  so  bn-it  als  lang,  auf  d<-r  Mitto  am  breitesten,  vorne  stumpf  ubge- 
ruii(U't,  schwarz,  auf  tlt  r  Mitt<*  ircIMicli,  mit  gleich farbigfn  Soliüppcht'n  und  Hänchen  ； 
4  kleine  Höckcrchcn  am  A'onlerrniul,  von  ihm  bis  zur  Mitte  laiifi'n  reilionartige 
HtK'ker,  welche  sit'h  auf  <lem  hinteren  Toil  lein  z»?rs( reuen. 

Fliigcldeckcn  nchnml,  <loj)jM^lt  so  lang  als  breit  ；  Punktetreifen  deutlich  mit 
fiel  blichen  Härchen  ；  Zwisclniiräunu'  rinreihif»  fein  gohöckert,  mit  gelblichen  Schüpp- 
chen ； Absturz  schief  p'nei^t. 
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Fundort  ：  Tokio  (Niisima). 

Fra^pflanze  ：  Jhnus  dm«iflora  。•  et  Z. 
い neue  Fpecies  wurde  unter  .der  Kimlv  vitu^  Kirf« rnluiuuvt  entdt-okt.   j»ic  im  wütig  lünger 
und  Hcliitük'r  alrt  Cr.  lia-^oo,  ttodann  wind  ili<-  llöckerchen  d«w  Il'iWhilds  flanlwr  und  dio  Funkutrvift'ii 
der  Plügcldeckrn  ieiner. 

Oiyj)halus  ( Hypofhenemus)  cJtttmaecipariae  ！. p.  nov. 

KörjKT  :  0,9  mm  lang:,  scliwarjc,  glänzend  ；  Fiihler  schwarz  ；  Beine  gelblich 
brauu. 

Hal&<child  schwnrz,  so  lang  als  breit,  au  der  Ba.sis  am  breitesten,  nach  vorne 
allmählich  sohniiiler  werdend  und  «lasolbst  nur  weaip;  stumpf  abgerundet,  fein  gelblich 
behaart,  kurz  hmtor  der  Sclieibenmiito  eine  sich  qm'r  liiuzioheiule  Vortiefuug  ；  6 
gleich  gros*  Höckerclien  am  Vorderrund  von  deupn  'Ii,:  lx«ideu  mitthron  wt-iter 
voncinauder  getrennt  sdml,  vorne  bis  fai*t  zur  Mitte  weit  gehörkort,  hinteror  Tv\\ 
dicht  puuktiort  ；  Zwi.srhen räume  ».-hwach  gewölbt,  fi  iuer  als  Sti't'ifw»  punktiert, 
mit  einreihig  grlblichon  ScInipjK'lion. 

Fundorl : Tokio  'Niisima  in  Anzulil;. 
Kra-^pflnnzt' :  OltamaecijHtriH  obtum.  S.  et  Z. 

Im  botaoiediefl  < »arU  n  der  Tokioer  Univendtat  fitnd  'ch  Summvr  IU  i0  diew  Art  in  der  Rind， 
eint*  »'»  jührigrn  bfrcitK  ！ il^i-stitrlK-iii'ii  BnunUK,  < 'ham' い-; piii'i»  "blum  'S.  ot  Z. 

Von  »ndcwn  iüinliclion  japaiHM-ln-n  Arten  kann  man  (I  chIIk'  M)f«irt  unterscheiden,  und  zwar 
durth  don  Mt-hupptnhwn  Hal*»  hiUl  und  die  ln'«lc""'i't，  fi-inon  n  S  luipj*  Itcn  ik'r  Flii に Wwk.'iwwUrfii-n- 
ränme. 

Cryphalu«  (HiipJhniemu»)  japoniem  >\).  m'v. 

】 く örpt'r 1 mm  lung,  soluvarz,  ^länzentl ； FühK;r  briiuiilicli  gelb,  ßi'iiu1  bräunlich. 

Kopf  si-lnvarz,  Stirn  ^liwuch  j;ewull)t,  lein  punktii  rt  ；  U-im  Milni»ch«'a  mit 
erhöhter  MiUellini«. 

Hal.sschild  ftisl.  so  bii'it  "Is  h.ny,  Ix'""'  .Vitiii  nacli  vorne  hin  gleich iniltsKig 
ab^i  riimlet,  dicht  punktiert  ；  Sclicibc  mit  groisen  Sthupjv  iilian-Iiru  vcrwlien. 

FIf^«]d<<cken  doppelt  su  laug  als  breit,  nn  Her  R  sis  dieselbe  Breite  wie  Hüls- 
seliild,  mich  Apt x  zu  M-Iimiilor  \v«T(l< ml.  runkt^trcifi-n  v<*rti»  ft,  grob  punktiert  mit 
feinen  HaroJicn  ；  Zwittrlienräamo  wlmml,  fl'iu  punktiert,  mit  whmalen  Soliappen- 
rcih<  n     Alwturz  ctwii.s  .stril  gewölbt. 

In  lU  rm  OalloiS  Sammlmig  rmli  i.  li  t  in  maniiü.  li,^  un>l  i'iii wi  i!il:.:h  K\<  niphir  ；  UrtsU^brvilMing 
war  kt  im-  v.rliutMhn.  マ Art し'— itxl  ^r.»*M-  」Um，:('lik い il  uiil  f'r.  «•.',',,"(,' で,) x'Wru:,  (Un)i  M\\cn  \k-\ 
h-tmxi  iiannt.T  Bpecira  dio  Hchnp{WD  <l  •-        < 'にレ し' d» ズ、 ixi M  b*vchriehener  Art  die  Panktierang 
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der  Flügeldecken  eine  viel  kräftigere. 

Ipn  c  mbrae  Hrer. 

Fundort :  Karuisawa  '  Gallois). 
Frusspflr.nze :  Pinns  dermßora  S.  et  Z. 
Die  japanischen  Exemplare,  wcK^ho  von  Herrn  Oftllois  t^tauiuiu'lt  wunUn,  sii.d  wie  Blaildford 
schon  früher  erwähnte,  riel  griiwr  als  die  europii  nnhen  und  werden  4,7-5,0  mm  lang. 

Ips  proaimxm  Kichli. 

Fuiidi>rt  ：  Tokio  i  Gallois). 
FniHspflauze :  Pinns  denmßoru  S.  et  Z. 

Jjj8  acunäiuiltm  Gyll. 

Fundort  :  Yashino  in  der  Prov.  Yiimato  (Niisima  in  Auzalilj. 
F rasspflanze :  Pinn»  di  iiaßora  S.  et  Z. 

Xifleborm  Am^i i landf. 

Tram.  Kut.  Soc.  J^>iul.  l8l»4.  p.  KH. 

Fundort :  Tokio  (Gallois  in  Aneahl). 
Frasspflunze  ： l*nimis  rseudo-Cermfus  Lindl. 
Mus.  nov. 

Körper  sehr  klein  1 ,8-2  mm  lung,  kiigelig-eilurmig,  gelblich  braun,  lung 
lx'liaart. 

Hkla^diild  fast  qu，"lnitis<'h,  wenig  verfehmAlcrt,  nach  vorne  geneigt,  kurz  vor 
der  M  itte  mit  einer  quer  gf'prvsst ぐ n  Linie,  lang  dünn  behaart. 

Flügeldrokeu  stark  gewölbt,  Zwischen räuim'  ivin  punktiert  ；  Absturz  ohne 
Hik'ken^hen. 

Seinerzeit  ben  hrid，  Blaildford  «nr  die  Wfiblicbt  n  Kiifvr.  Erst  Hjiitcr  entnahm  Herr  Galloia  beide 
Cwchltclitcr  oinem  kleinen  Kuvdibunni,  <k'r  ihm  von  einem  < i iirl ikt  milgt'braibt  wnrdc. 

Der  männliche  Käfer  hat  manrlii'  Ähnlü-Iikcit  mit  XtjUh 鎖 *  f 夏— tr  lU  rh<t,  aber  die  Punktierung 
wl  bi'itn  Be^hriobenen  vk*l  feiner. 

Von  den  weiblichen  Kxompliiren  gil，t  t-s  zweierlei  Firrnun;  <l \v  [iingv  der  vinen  letriigt  8,4  mm 
nnd  gliicrht  Aar  Bwhn^ibtinj?  Blandfords いに andere  Ut  klohn-r  utul  winl  nur  3.4  mm  lang; 
im  übri-cn  haben  Kidc  d:c lkn  M  -rknmlo. し' tzt^iwimti'  wunl^  in  Tokio  gesammelt,  von  der 
wemn  fehl!  die  OrtHbewchreibun^. 

Xyltbonui  mag  min  ik>v. 
Körper  :  5  min  limg,  |M»rhl)raun,  grl blich  behaart. 
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ivopf  vorne  scJiwadi  pewolbt,  stark  jMinktu  rt,  mit  liiiiclicii  flatter  Mittellinie, 
gi'lhlich  behiuirt. 

IIal&4'hiUl  so  breit  als  lang,  zu   boidt'n  Seilen  nach   vorne  gt'rnndet,  stumpf 
zujl<wpitzt,  langiu'n  grlb  Ix-hwart,  Vordcrrhiul  kiclnrtijr  orhölit  in  der  Mitto  mit 
einem  Einschnitt  ；  vorne  mit  schuppienartigen  Höcki'rcken  besetzt,  die  sich  nach  der 
Mitte  /u  vcnlichtt'ii  und  U'iiwr  werden,  hiiitwe  'loil  teiu  jninkticrt. 

Klüg«'Ul<'<'ktMi m  brvh  uU  Hui.*«  hi  Kl,  p^rlibrnun,  jrflblicli  bt^lia-irt,  uuiuittollmr 
vor  iU'V  Mitte  nm'li  Ajm  x  whi<-f  gonei^t  ；  Punktsf n  illn  imvrrtioft,  deutlicli  }uiu- 
ktierf  ；  Zwisfhenriiume  unn-gclnvissig  feiner  dopj>elt  punktiert.  Alwturz  gruss,  hinten 
kit'laitig  ubgorundet,  Pnnktstrifi'ii  wt-nig  vortirft,  i  uikIIhIi  soirht  puuktioit  ；  Zwi- 
Bolienhiumc  «lioht  mirogtliuiif^ig  piiuktiort 

Fundort  und  Saniml<>r  uulx  knnut. 

mT(K«son  Exemplare-  h«lx>n  kt  itio  Älinlk-hktit  mit  amKren  jajwni^htn  .、V〃""''"-,\ru'n.  Nur 
dieli^talt  iilim  h  mit  X.  I ル m"f.,  nU  r  die  H.w  kerr  In  n  den  Hain-.  liiUN  und  .lie  Punktiernn«  der 

Frii«eld»vk«  ii  >iiul  ganz  amlen*. 

Xyh'bonw  rubncolfix  Eirlih. 
Tnms.  Eni.  S«k-.  Lond.  18 リ 4,  p.  10、. 

Fundort  ：  Iwate  <  Matsumurav 

Fnisspflanze  :  Mort^  (dim  \„. 

Xi/frbonis  coIUh  sp.  nov. 

Kövikt  :i，3  mm  lang,  cvlimlristli,  pt-olibraun  ；  wenij;  gli'iiizeml. 
Kopf  wenig  gl:inz<'i"l，  vorno  diclit   punktiert,  ttlwrm   Mundo   liinglirli  gelb 
beluuirt. 

Hiil^eliild  vorne  tdmial,  nach  der  Basis  Iii"  l>reit<T,  letztere  ft'in  jroliöekort, 
no cli  (l(>m  Apex  xn  stark  punkti»  rt. 

FIi'nr«'l<l<  fkeu  braun,  Pnnktst reifen  dunkler  pofilrht,  wharf  punktiert  ；  Zwiarlion- 
rHttnic  RhoIi  einreihig  und  /war  au  der  Bnsi.s  elx'o»,  wie  die  8treifi»n  punktiert, 
.sj»iit<'i*  weiter  Irin  zerstreut,  m'lhlicli  i«-in  bei i aar t  am  A pex  U si)nil<jrs  Uuii;  ：  Absturz 
trtnrk ir<  iK'iirt,  erster  Pauktotreifen  vertit-ft,  Zwischenrnume  gehöckert,  kurz  behurt 
r»in<l<»rt  ：  Kunmiiotiiiru  bi-i  Kaniisawu  iGallois . 

Nur  »lr  i l'ixi'inji'are  wunlvii  t','t'iii"k'i，.  M  it  A*.  rnhi-icJl'n  K:»-Iili.  rrlicint-n  >;c  «It-r  II  -M-hreibun^ 
uiu  li/tiiirtrili n  vi  rs, Iii'  diu«'  Alinlk  likoiu  n  :uiiV.ii\»t»ivon,  nur  i，t  A"  r'J!"  jjr.^i-r,  im"  ln*i  ihm  ！ «ind  die 
l'，lii ズ, 小 l,'('k,.'":»»i、 い in な' nirhl  iri-kitll. 
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Xyleborm  monianus  sp.  no  v. 
Kürpci' 2,7  mm  lang,  p< で hbiaun,  gliinzt  iiH. 

Kopf  glanzlos,  vurne  sulxxm 、で x，  mit  lünglidi  zum  Muude  hin  gerichtet  ruii- 
»'li《、h(T  Erholiuiiir,  Stirn  mit  voi haudenem  Ijäng^kiel,  gelblich,  über  dem  Munde 
ilidit  Ix'lumit. 

HHlt?.s«'IiilJ  otwa.s  läiig*T  als  breit,  vorne  stark  gerundet,  Bnäin  in  der  Mitte 
wenig  nusg<  buchtet,  auf  der  Sch(?ib<>  vorne  H'lmppcnartig  gehöckcrt,  aUclaan  dicht 
punktiert,  toin  behaart.    Scliildchou  niclit  ganz  dreieckig,  glatt. 

Flügeldecken  pn.'!il.、uiim，  zum  Apex  hin  whwärzücli,  von  Ba^is  nacli  Apex 
zueist  schwiich,  ulliuahlirli  .stui k  g<'""igt. ;  l'unktstreifen  fein,  ziemlich  dicht  pun- 
ktif-rt  ；  Z、viw'l"-m'üu，i"'  breit,  f!«cli,  uniTjrrlm;lssi«r  feiner  als  Streiftn  punktiert. 
Absturz  ^cruiKlcl,  zu  Ix-iden  Si'it い n  nach  Apex  gekielt,  Punk  tatreif  cü  und  Zwis<'h(!n- 
ruun»c  lein  gt'könit,  letztere  mit  dünneu  laugeu  Haaren  verachen. 
Fundort  :  K»imanotaira  U  i  Kaiui.^iwa  (Gallois). 
Friiaspflanzo  : l'ints  Tonuffo  Sieb. 

Vit  lo  Kxemphire  siiul  Kiuk'  Juli  tmtl  fVpkniher  getiamniflt  worden.  Mit  X.  germanus  filandf. 
hat  dir  Käfer  viilcn  Rinicin,  akr  dk  Punktierung  der  F]iigoldwken2wi»clienriiume  Lrt  eine  dichtere 
und  iinr.nvlmii^iKerr,  nU  dann  hl  di"  R haarung  <  inc  stnrkt  rc. 

Xyleborm  ffennanus  Blimdf. 

Trun«.  Ent.  So ぐ. I 力 nd. 1894,  p. 

Fundort  :  Kunianotnira  ！  OalloisV 

Frn.sspflauze  :  F'iffus  sylmlk'u  L.  var.  Skboldi  Maxim. 

XyleboniH  vräidm  Eid 山. 

Eich.,  8ool.  Jap.,  p.  20?， 

Fundort :  jvumnnotaini,  Kokiibnji  f Gallo iS  t 
Von  Lewis      (Ik'.ic  Arl  um  Tauut  nhainu  „ür"  gtfuniUn  worden,  Herr  0allois  dagegen  entnahm 
sie  einem  Buclu  nstummo  Faywi  mjh\ttim に var.  SirMdi  Max.  Für  Hokkaido  wurde  ANm  garhaliruwi» 
Mant.  von  mir  als  Fnwspfltmze  festKwulIt. 

Xyb  bonm  aquuvs  Bland  f. 

Traas.  Ent.  Sor.  Lond.  1894,  p. 109. 

Fundort :  Takao-Bcrg  ('Gallois ノ. 
Frasspflanze  :  An«*  den^ißoru  8.  et  Z. 
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Xylcborux  praeviUH  Blandr. 

Tnm".  Knt.  Sec-.  LoikI.  18IM,  j>. 110. 

Fuik1<  tt  ：  KuinMn.iaiiii  ： Gailois). 

Frii.'-fijjflnn«. :  Ar  r  purmalxm  Tliunb. 

XiffefMjnm  """•/"•//  sj>.  m»v. 

iv.<'i  j)"r  2  mm  limjr,  M-]i\v»rz,  ^liiiizcnd にト， iihli'r  und  i^clbüdibraun,  KcuIp 

briiiiii. 

】《<.|>r  vorne  fl:idi,  matt,  ilieiit  puukti<'rt  mir  «inor  ^laiizi'uden  Utiig^liuic  ； 
Augt'n  scliwarz,  vornc  stark  aus^orumlct. 

Hjilnsohild  so  broit  als  laiig,  fein  behaart,  beide  Seiten  parallel,  vorne  abgerun- 
det, bis  über  die  Mitte  hinaus  gehöck^rt  hinten  matt,  fein  gerttst,  dünn  behaart, 
mit  Au.MJHlime  «'incr  sich  auf  der  MitU'  U  fiiidlicli  lilnglicli  glatten  Fliiolus  <Ii<-ht 
gol blich  fein  Ix-Iianrt. 

FlügcUUvkeu  cvliiulristth,  wenig    kürzer  als  doppelte   Breite  ；  Punktsteifeu 
uuvertie れ.， düun  beliaart  ；  Zwi.sclicnraunio  mit  fei  neu  weit  ausciaumler  stallenden 
Punkten  und  duimi'ii  Harclion.    Ah-turz  M-hief  geneigt,  ；  jcilcr    Zwiücileiiraiiiii  auf 
demselben  icin  «'inreimg  gt*h('M-kert,  läng  lieh   diiiiu  behaart  ；   Punk  tst  reifen  .stark 
bcliiiiitt,  nn  der  ,ヽ： 山 t  uuvrrtiel't. 

Fundort  :  Tokio  ( Gailois). 

Njuh  Blandfords  Ik'f<-hrL'ibiing  w»  i^n ト k'  nutiiolu'  gleiche  l'.ig«  a<'haft  mit  Xyliioru^  mutier  Bl. 
auf,  doch  dor  Kiirper  ist  kleiiu-r  und  (lit'  H  >  ekerchon  »uf  dem  ersten  A  hut  n  rzz  wischenrau  m  stehen 
dichtrr.  l'Vnwr  M  ciiH-r  \  erjflcichun^  mit  A'.  xtriatw»  Bl.  hnt  er  t  ine  inclir  cylindriuche  Form  und 
ai«  h  Klurki  rc  HiirkiTclien  auf  (K-ui  Elü^Idtckeiialist u rz. 

Viele  Exemplare  sincl  in  Tokio  aiu  Muchilii'  jajKmira  S.  et  '/..  >,'i-sjinimtlt  worden. 

Xylrborua  kraunhiac  sp  nov. 
l、oi'per  2,2  mm  lang,  schwarz,  länglich  oylindritieli. 

Kopf  vorne  wach  gewölbt,  matt,  lein  z<ii>»treut  punktiert,  über  dem  Munde 
gelblich  beliuart. 

Halsscliilii  länglich,  andertlmlbnial  länger  aLs  breit,  beide  ö じ fast  parullel, 
vorne  ^CTundtit,  beinal", J  gtlukkcrt,  hintou  (ein  zerstreut  punktiert,  wenig  greis 
behaart. 

Plügeldeckcu  schmal,  nicht  ho  breit  als  Hai ト achild,  2  i  mal  so  lang  als  breit, 
um  A\kx  vfi-M-hiualcit  ； l'unktstrtifcn  fein  punktiert,  .^hr  diimi  behaart;  Zwiaclien- 
räunie  flach,  einreihig  gelblich  bcliatirt.    Absture  etwas  steil  geneigt,  entrr  Punkt- 
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streifen  stork  vertieft,  erster  zwischen i-aum  vorm  Absturz  mit  einem  starken  und 
einigen  schwächeren  Höckerchen,  zweiter  und  vierter  mit  schwachen  Hockorchen, 
dti gegen  auf  dem  Apsturz:  ohne  Höckcrclien,  dritter  und  fünfter  utif  (l'，m  Abstruz 
mit  sehr  starken  Höt:kerclieiireüien. 

Fundort :  Kumanotairu  ！  Gallois  . 
Obige  Art  steht  in  naher  Verwand tsch iift  mit  A'.  mxateeni  Bl.,  aber  die  l'unküoruu^  der  Flügel- 
decken i«t  bedeutend  feiner  und  ik-r  Absturz  ist  ein  anderer.    Bei  Vtrgloiolmng  mit  A'.  ！'  ] tlmtriotmlU 
NiU.  ist  dieser  kleiner  von  (kstall,  die  Flügi  ldwken  siml  st-limüler  und  die  Höc-kcrchcn  des  Ab^turzeN 
dichter.  Nur  ein  t  inzigeü  Exemplnr  wurde  von  Herrn  Gallois  am  h'munhin  jnpoiiim  Taub,  gerainmolt. 

XylebaruH  nfjtttntrh)ialh  Niis. 

J<iura.  Coll.  Agric.  Tohokn  Imp.  l'niv.  Vul. 3. 10f>9,  p. 1(52. 

Fundort :  Yosliino  in  ihr  Prov.  Yamato  (NÜsima . 
Fragspflanze :  Ptnus  deimßora  S.  et  Z. 

Scolytoplotypiut  mikado  Blandf. 

Trans.  Em.  Soc.  I^ond.  1S93,  p.  4m. 

Fundort :  Kumanotaira  (Gallois'1. 
Frasspflanae  :  Pirun  Toiingo  Sieb. 

Plaiypwt  modegfes  Bland  f. 

Tran».  Ent.  Roc.  Lond.  1894,  p. 133. 

Fundort  :  Kumanotaira  (Galloifl). 
Fraägpflanze  :  Äesculm  tnrMnata  Bl. 


摘 要 

本 著 は 樺 太、 北海 寧 及 ひ 本州に 於て 近時 採集せ る 「き くひむ し」 I： 記 
載せる ものな K 伹し 括弧 內は 寄卞樹 種） 

第一 樺  太 

同地 》c 於て は 唯 四 树 を 小 熊 氏 及び 榨太 によ りて 採收 せられた る 
のみ 即 ち 

Polygraplms  proximiis  BI.  (と s: まつ) 
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P.  jezoensi.s  Nik  (え ケ ま つ) 

C'rytingus  tul)t*rosiLs  Niis.  (ゑ う' ま つ) 

Ips  ja|)onicus  N'ük.  (と 、'まつ) 

第二 北海道 
北海道に 於け る 「き く ひむ し」 は 前著 北海道 產小^ 蟲 （東北大 學記耍 

第二 卷） u 载 後 に 於て 资 a したる 所を揭 けたるな b 

^oulytus  agnatus  Bland  f.  (しら 力 >  ば) 

Hyorrliynclius  lewisi  Bl.  (ぶな、 い た や) 

此 種 は 「き くひむ し」 科 よ り 除く を 可とする も暫 らく 玆に揭 く 

Ki»=opha«riH  tiliae 新種 （しなの き） 

此種は H 本に 於て 崁見 せられた る 同 屬 中 唯一の 者な り 

Polygruplms  Ssiori  Niis. (さく  二） 
Cryphnlus ゆ pporocusis. 新秫 （しなの き） 
Xvlelwrus  gcrnmnus  Bl.  (やま はんのき ヽ 

此 種の^ 孔が共 IÜ1 孔 なる は 注意すべし 

Xylotcrus  awris 新 賴 (い 六、 や) 

Sfolytoiilutypus  daimio  Bl. (や ち だ も、 いたや) 

8c-pl.  tycon  Bl. (ぶな、 い た や） 

ニ糨 共に 分 枝せ る梯 f  ' 状穽 孔^: なす 

Platypus  sevorin i  Bl.  (しなの き， いたや) 

第 二  木  州 

本州に 於け る 標本の 多 數はガ ロア 氏の 採^に 罹る ものな b 

Sc.lyti.s  fn.ntaris  Bl. (寄生 榭 不明） 
^-.  anil  us  Bl. (あ 5： 力、 し） 
Phlo^isiiHi!"!  Kwisi  Chap.  (ひの き) 

Ph.  perktiw  Chap. (ひのき、 ひば） 
Pli rudis  Bl. (ひのき、 ひ ば） 

Mv»'!o})Iiilus  piiiipoHa  Fadr. (あ かまつ、 く ろ まつ 》"C  5 せん ま O) 
Sphaerotrvjx'.s  pi) a  Bl.  (力 >  し) 

Polygraplius  Sw'ori  Niis.  (さく ら) 

P.  oblongus  Bl. (もみ） 
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HylnsKs  parclldus  ('Imp.  (あ 力 、 ま つ) 

H.  pluinbous  Bl. (赉 生樹 不明） 

H.  in(fi>titialii»  Cliap.  f あ 力、 ま つ) 
II.  jrlabrütiH  7a\\.           (あ 力，^ つ) 
C'ryplmlus  .piaw  \\i\iz.  (もみ) 

(:'r.  ahictis  Hiitz.  (あ 力、 まつ、 て ラ せん まつ) 

Cr.  fulvus  Niis.  (あ 力、 寸 

Cr.  cxijrnu*  Iii.  (くわ) 

O. lWrl»uh.s 新 棟 （寄生 榭不 明） 

本 稀 は 同 M 小 日本に 知られた る 最小の ものな b 

('に Husic. 新 棟 （ばし J [うの 花） 

(、r.  IClilcrsi  Kichh.  (いち マ く、 

('r.  oblontrus. 莉稀 （あかまつ） 
Cr.  diuiiü.ocipnrino. 新種 （ひのき） 

0.  japonic-us. 新種 （寄 牛 ^ 不 明 ） 
Ips  c-cnibrac  Htir.  (あ 力、^ つ) 

I.  proximiif  Kirl 山.  (あ 力、 まつ、 

1.  n<unniiatus  Gvll.  (あ 力、 サ っヽ 
Xylcboriis  lc\vi.<i  Bl.  (さく^) 

雄 は 今 U まで 不明な b しが 其 形の 全く 雠と 異なる を 知 b 得た 
り、 雌 t こ 大小 二形 あ り 種頹の 特徴 全く  |司 一 な b 

x  '""ゆ" え 新 種 （祈' ^  m 不 ゆ I ) 

X.  ri 山 riwllis  Eichh.  (くわ) 
X.  wllk 新^       (祝-4： 樹 不明） 

X.  nmiitunns. 新 稀 （づ み） 
ん gornminis  Hl.  (ぶな 八 

X.  vuikIiis  TmcIiIi. 

此稽 はぶな の^ 上に て採桀 せられた &然れ と も 是れが 寄生 樹 
なるや 否や は 不 明な & 

ん aquiius  Bl.  < ^つ) 
X.  prnevius  Bl.  (も み も •) 

X.  luachili 新種 

あ！： かしに て 採集 せらる 
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X.  krauuhiac  新 稀 

ふ じ にて 株桨せ ら る 

X.  .scplcntrionali.s  Miw.  (^つ-) 
Soulytoplatypu«  niikado  BI.  (づ み) 

IMutypiirt  ni(Hl<>sU'.s  Iii.  (と ち) 
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田巾義 教 


PRELIMINARY  NOTE  ON  THE  SILK  GLANDS 
，  OF 

BOMBYX  MORI. 

YosniMARo  Taxaka. 
S«  ricuUuraf  Jjiltovotory  of  Hie  Coflrge  of  A(/ri('uUure, 
Töhokn  Jmjjerial  Unifcraitif. 

【11  my  l'm'i"  studios  on  the  .silk  glands  vf  the  duinest ic  silkworm  ( Ji""ih! ド 
mori)  I  txmw  to  conclusions  <littcring  greatly  from  thoso  of  previous  autliors.  T 
will  ('iiHiiitTatc'  in  the  following  piigon  the  chief  po'mts  obtained. 

1)  Tlicn»  arc  two  pairs  of  long  slt'mlcr  nnist'U«  .sttuuling  in  relation  to  tlio 
silk  iilands.  A  pair  of  t,l"'w  musclcH  nttm-lics  U)  tlu;  midtlle  division  °,  niwl  the 
ntUvr  to  tlie  posterior  division  of  the  ghuuls,  They  tie  up  various  parts  of  the  "Ik 
^I.hkIh  l>y  monns  of  comi, で t.ivc  tissue  tcudoiiH.  As  it  appears  to  me,  thoy  ufford  in 
tliis  way  nn  important  s«'i'vi< で to  give  to  the  glands  the  certain  fiinhimi  of  its  loop- 
ing and  convolutions.  Couocrning  their  histological  nature,  the  silk  glands  thera- 
ä'Ivos  im、,  i"  conti-Hst  tli，，  rcnnirkö  imule  by  A.  LENTia-HiA  °,  not  nius«'ul»r 
at  any  rate. 

2)  NuniorouH  tracheal  tulx's  of  various  sizes  stand  in  connect  ion  with  the 
middle  and  (lie  jwish  rior  divifsion,  but  not  with  tlv  anterior  tlivi.sion  at  nil.  Tlicso 
trm-lioal  tubw  not  only  supply  nir  to  the  «<  n'toiy  "'lis,  but  tlu'y  nre  sTibHerv^l  in 

い In  the  silk  gland  there  are  generally  dtHttnga»hed  four  parts  rwpectivelj  named  BlKve, 
*  xrrv(..ry  tuU«,  nwrvoir  ami  «iiviiiifc  tiik'，  rutonling  to  the  jihysLilogUnl  fniK  ti<»n  of  v.uh  jxirt  whUh 
'ト "»  a^mncd.  As  will,  lit.wiver,  be  in  future ド ip'w,  thin  a*nmj)tii>ii L、  i«rtly  hirorrw't.  I 
pwftr,  therefore,  the  termtt  anterior,  middU  und  p»lnivr  division  fur  last  three  partM,  while  the  term 
filiirt*  is  rt>t.iiiK<l. 

2)  BoUfttino  Hi  StrißoUura.  Ann«  XIII,  So.  4';,  pp  4G8, 蘭, 
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supporting  tin1  ghinds  su  as  to  nx  tliem  ut  their  i>a-i(u,ti.s.  TIk-v  ptiictcrute  <loi'|> 
into  the  Ikhüos  of*  the  clnndM-ells,  pit、r('ing  tli rough  (Ik-  tu  nie«  i)iojn-in.  Tu  the  first 
step  <»f  this  p<Miotnitiun,  the  propria,  which  is  lii^lily  ol«sti<', に s  nut  bontl , as に""' 
might  jnt  sunie,  by  the  pusliing  f*mv  of  the  growing  tips  of  tniclioa«  ； l»ut  Uli ト 
elastic  IjmK'lla  is  dissolvt'il,  in  points  of  (initjiot  witli  the  (mclioHl  tips,  hy  »»nie 
«'nzvinc  siikstnnce  .«c-croiwl  from  the  latter.  The  t radical  tubes  winch  pt'i":' け uknl 
the  gliiiids  bram  h  ropontedlv,  tu  lx-  at  last  divRlt-cl  into  li nest  capilluri れ s,  which 
ふ，,、 v  n<»  truce  of  tamidi"  and  arc  lost,  in  fm-  ferini nation  within  the  cvh-plasm  ：  in 
this  way,  tluy  Income  distrihutt-d  every wliere  in  tlio  ocll-lxxlics.  In  x\nte  of 
my  <>fl'orts, iu>  traces  of  stx-allod  "  Tra*  I  ironkapi  I la  rctul  not  z"  by  Wisti ヽ -(:h."'skn  ° 
have  been  observed.  Every  cc»h>is  is  priifilnl bv  n  fonnatioii  of  ti  new  Miri<^  of 
tionulia  i'<> tiling  into  view  iinin<Hliutoly  bojioittli  tlio  pfritonoal  evils.  Tlieivfore,  on 
rross  sections  tlirou^li  ll"' '； lnnH  in  tliis  stag*',  tlio  old  tiouiilian  rin^  is  ，•（'、• ひ al(xl 
inside  a  new  one.  Furthermore  not  uiifreqaently,  double  rings  of  old  (tenidia 
,、urn'""ii(、'l  witii  a  new  rinjr  arc  st'<、n. 

： り ( 'on!  rnrily  t»>  (lie  obs  'vvation  by  (.«.  JusKl'lt tlicrt'  is  iound  no  Inuv  of 
iHM'Vt.s  stiuulinir  iu  (； <>im('"ti(m  with  tlio  silk  glands.  Tlio  coniKH'tivc  tissi"'，  .-uul 
tracheal  tulws,  ramifications  of  which  are  in  close  renemblance  to  nerve  fil>r<  s,  are 
probable  (u  k'  n>I.-<Jakoii  <!>r  nerves. 

4)  Tunica  intima  in  the  anterior  division  is  a  continuous  layer  provided  with 
fim'  riuliiil  striations.  Tlie  spiral  miirkinirs  an-  "kscrvo'l,  on  (lie  intintn  of  (Iu> 
niifKllo  tlivKsion,  by  H»mc  previous  authors  ；  hut  tlicir  pmilinr  nniditiun  in  tlio 
postiriur  division  is,  m>  tar  »h  I  am  aware,  yt-t  noti«v<，  hv  nowo.  Tlic  spiral 
markings  on  tlie  initDia  arc  regulnr  in  arrangement  and  run  in  parallel  in  the 
mi«!(llc  division,  ！ uul i.s  ^raduallv  di.stu il>i-«l t< >\\s\r<U  the  liimU'r  part  of  ihv  ghuul, 
so  tin"  tliov  arc  t'im 、- crknl  into  u  nct-forni  marking. 

5)  In  tlu1  silken  «i>luinn  t'on(aiii(xl  in  tlio  ^laiul-lunu'ii  are  《li(4inj:uisli"l>l,'  (wo 
distinct  lav<>rs,  tlie  wridu  aud  tlio  fibroin.  V i''wjt  of  ptcvi«»u.s  authors  Hnwrniii^ 
tlie  silk  lonnntion  or  I  lie  protliKliou  of  (Ik*  «oricin  aiul  fibroin  an-  、vi(h'lv  divergent 
fVoni  oik'  anotlKT.  13<>lilJ:v's  vk\v  may  be  lookwl  u])«»u  lis  having  totally  boon 
abandomil.  Giixin's  "solw'ticm"  theorv     appears  nl«>  to  lx'  liunllv  inUlligihle.  Tlie 

1). C.  v.  WLstiivhaa^n:  Tnu'l" や ru'iiiliffiiiij; い" in  iUii  StTiciork'ii  dir  K:i"i>、'".  ん'. f.  iri>,<. ん J. 
XLIX, 1. 、'.(:》.  pp  ö(;.-,-,',s2. 

<»•  Jtweph:  Vorlanfige  Mitteilung  fiber  [nn«nratiun  und  Entwickclung  der  Spinnongtincii  bei 
ii«M  kun.  ZW.  .I»!./;/.  1SS0.  p|, ： ゆ; 

:;)•  (i.  Gi ]*..n:  Kiclunlii-s  stir  lit; ひ: llult's  s^T^tnnti-s. し:1  ei  iipinn-iK  svrii'iin、i""s. ん'' cfhile. 

1800,  180». 
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vio\v8  generally  acceptwl  at  present,  uro  the  following  two : 1) the  filmiin  is  wh，i で 1け1 
from  the  posterior  «livision,  and  the  m  i-Umh  from  (lie  middl«;  <li vision  (IIakkh し axi>t  n, 
Lidth  df.  Jel'iw ハ, Maji,"«'  ft  L.VMUKRT^  oto.)  ；  2)  the  wricii)  i»  forimnl  in 
tlio  nuddlo  tlivKsiou  by  nonu«  olKniical  chmigcs  |Krformed  in  the  jHri|>liory  of  the 
fibroin  mass,  which  is  mnvtt'd  from  the  posterior  division  (Bi am ：  °,  Simjeiimann  !'\ 
etc.).  BotJi  those  vicw.s  air,  as  I  belicvt',  <)<«wioiiod  by  fail  nie  in  (IdcHmg  tin-  sericin 
in  the  posterior  diviHion.  On  the  contrary,  I  have  nmdc  out,  in  fact,  the  distinct 
fH'i jcin  cover  siirrouudinfj;  tlie  fibroin  column  in  the  division  in  qut'Htion,  csjxKiially 
in  tlic  indiviiltiuls  fixed  just  after  u  moult.  Fixed  material  reveals  not  unfrcquently 
nu  irro^ular  luvar  of  tlio  fibroin  covering  the  sori"hi  ring  ；  furtl" リ' m"i.c，  th(>  fibroin 
hiyer  is  oumwtwl  by  itä  prcM-csscs  will»  tlio  glaiul-wull, :i fact  which  «ttord«  undi— 
putablc  evidence  in  proving  the  fibroin  secretion  of  the  middle  division.  From  the 
facts  i.Ktvc  m('uti"i"，l， I  will  In*  p、'rmi"('il  to  draw  tlio  following  concluaioiis  in 
rt'pir'l  tli<-  xilk  fortiiation :  tlio  fibroin  i8  nocretfil  not  only  from  tlio  posterior 
division,  hut  ak>  from  tlic  middle  division,  mu\  that  tlio  serinn  is  transfbrnutl  from 
the  fil)n»in  itsn-lf  unch  r  influenw  «>f  tlic  air  in  tlio  lumen  of  tlu-  plmw に Tl"'  cliPin- 
u-sil  <-lian^  in  (|ucstioi)  (»">ur  usnnllv  in  tl"'  niiddlo  <liviisi<m  ； li"wt'v«'r,  the 
pro"'. ぜ -s  tul"'  |)!:hv  :iU>  in  tho  iH^tcrior  ilivision,  ,"s  tliis  is  ubs»>rv"ljlc  in  (vrtain 
|H'i  icxls.  Tlic  usunl  :ibso"(，、  of  (lu- ゅ，'" 、； 11 in  flu-  htivr  ilivimon  is  due  t(»  tlic 
tranRportatioii  of  (he  fibroin  which  U  parried  on,  in  tlie  period  of  nrtivc  «crotion, 
no  (juirklv  that  the  fibroin  sccretwl  ewapen  the  fhemU-al  diuugiv  thcrciin.  On  tho 
other  hantl,  tlie  .^ricin  U  form«-i1  ahiinduntlv  in  tlio  mi<l<llo  division  .smplv  Ik-cjuiw 
thv  fibroin  cuhinin  ftnyn  ltor»»  for  nn  interval  of  time  amjilo  to  uudt'rg り the  clicniinil 
action  in  \ta  jioriplioral  jwirt,  it  、v't«'，  su-lniniHl l>v  tl"'  siuldcnlv  narrowed 

passajro  from  tlio  division  in  rpiostion  into  tho  a，、t む rioi'  division.  <  )n  the  <-»»ntrHrv, 
in  tlie  cn80  oi  umotivc  scK-irtioii, »s  it  h:i|>]K'iis  m>t  unfttqiiontlv  in  iiwlivi<hiaLs 
whidi  have  jwt  fiuislied  a  moult,  the  ßbruin  naturally  doc«  not  quickly  lonvc  the 

1)  F.  Ilalterluiull  :  rVr  St— 'i 山'": や; ""リ r  tlrs  M:iullH«  rl>:uim<~v や h，"  Aiuut  lil  mid  Krankln  ildi. 
Wien.  1S71. 

2)  Lidtli «K'  Jeiidt- :  Zur  Aiwt.'i";,'  tun!   l'Jiy-.inlo-ü'  <i»  r  Splnixlrii^  n  «Ii  r  S ひ;, |.'"rm"、'.'. ん 
Antäq.  1878.  Jip IQO 孤 

3)  E.  ^faillot  et  F.  I ぶ ii"!x'r に Trail,1  wir  ！ i- vor     .、, 'レ' du  iimrit  r  e  t  «ir レ in;irUr.  \I*>ni}v:!i;i  r. 

1WM;. 

4)  L.  BlaiK-:  f".(nd»'  Mir  \n  wVr'Mi'm  (レ la  sou-  i'i l;i  、'rn<、tim'  ilis  ',ri，、  ot  ili-  In  luv い  <1""、 K» 
JUnubifv  mori.  I,y«in. 

5)  II.  Silljf  rinaiiii : Die  Beide.  DtphiIiii.  1M»7. 
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place  aerreted,  m»  ÜMt  it  «itisfai-torilv  audcrgnca  thcrdn  the  transfurimatoii  into  the 
Seriem.  In  this  way  wo  find,  in  the  i>i»slerior  «li visum,  (lie  .seririn  Uiyvv  "»v,'rii に' 
the  filnoin  maw. 

6)  Am  to  tin-  motive  of*  sliittins;  forwards  the  silkt'ii  column  in  tlx-  lu，,i''"  of 
the  gland,  there  i:-  iiu  iutelligibU*  view  advauco<1  by  prcviotM  authors.  Som"  ui"l">w 
asorüx»  this  |«irt]y  (o  (he  ！ ii'timi  of  >(i-cjtlli'cl  Hii^rc  in  the  spinneret  and  jki rtlv  to 
the  bl« mk!  pressure.  Tin'  silkou  ciilniini  in  tlu-  ^liuul-liuiu-n,  lim 、で、 'し'！"，  U  not  a  H>lid 
lxxly,  hut  notliiiig  inorc  than  a  vis« -oils  Huid  ； llirn,  tlir  fi iht  half  of  tliis  vii « 
sc'lf-<、vi<l<'iitl.v  l<»scs  it.s  power  ；  the  .h-omh!  Inilf  is  iiiiint«'lligil'l«'，  hifiui.se  tlio  pn'—iiit' 
of  Ij1«mk1,  \vlii<-h  >lowIv  flows  bui-hciinls  in  tlio  ,<o-c:illnI  1m),1.v  cavity  of  (iitcrpillar, 
umy  not  a<'t  as  ！ :i"tiv'，  prt>^ing  Jorwirrds  the  «■ni'fi's.  In  niv  <>piiii('ii，  the  mntivc 
force  in  que>(ion  is  quite  dirt'ortut,  Nunicrons  air-bubhlcs  arc  «cn  in  t，"、  ij»ttrior 
of  tl"'  si  I  km  o«)lun)U,  und  u larp'  air-rcwrvoir  is  found  In  t\vc<>n  ilic  innn-  wall  of 
the  secretory  wile  and  the  central  si  I  km  column,  a  fad  which  in  so  striking  that 
it  tiuiy  ih»1  bo  ovorlookil  at  anv  rate  This  cnoriiious  anioiint  of  air  is  diuilitlcss 
•>roii«rht  in  l>y  trarhi-nl  pn^nirfs  wliith  giv»、  it  ufl'  witlitn  tlic  <>• 11-butlio.M  fiom  ihi'n 
fi'eo  (ormiiiations  ；  tlicrciii  tin-  uir  is  driven  into  tlic  gl"ni 卜 i'um'n,  wl"'r<、  it  Iwomw 
auvuimilntid  to  jhcm  rv«-  a  ド i 山' r: 山 It'  prcsMiic.  Tlx-  l»nM<  rior  ('",1  of  t\w  ijliui'l 
being  Jolnllv  blind,  this  pressure  m>ts  on  tlic  silkrn  ooluim"  w，  thai  this*  force  w 
"tilizttl  to  shift  (orwr.nls  the  lutUT. 

7)  Th«  anterior  ilivi»u>u  in  not  oxfhulwl  from  the  »itk-pi-uduotioii,  but  sci'rct»s, 
in  tl.o  (  Mibrvoiuil  .-tr.uf.',  >onu'  silken  lluul,  as  in  the  ，は li，'r  t、v"  divisions,  allltotitrh 
tli"  silk  s<  crction  is  «  ntirclv  j^iv*  n  nil',  win  n  tin-  nnbrvu  Iiiiicla's  o:it ,  to  be  lollowt'tl 
by  M'-rctinn  r.f  (ho  <|ii(iii<»n<  s ，山: -hui("  wliicli  m:ik(、  ii い (lie に、' vtnliiifil.v  thick 
infiimt. 

H)  J  hiring  t\\o  lirst  ( he  c>'H-ui".l«'i  nrv  n<  ;n  |\  iiitii'onn  in  ^Iiii|h4  nnd  size 
liintiitilioiit  tlic  win ilc  (  xtcnt  nf  ihv  .-ilk  jrlmul : they  viu  v  iVum  iouihIisIi  to  cllipMud. 
Fin  kn( iuu  "f  tnn  iri  ji|»|)c;us  lor  tin-  first  time  en rlv  in  tin-  s c«.ikI  uiH'  in  tlic  ant'  rior 
«livi.-iiiii,  In  in-  not  ri.iitt  i«I<Mit  、、- illi  【1"'  "l，H'rv"f  "、ii l>v  II，':i.m. ) 

9)   In  later  stajjc*  of  the  larval  life,  tl"'  nuclei  i，f  the  anterior  diviniun  distinctly 
lioin    tli',、,'  of  ilu  t.tlu  r  ilivisions  in  mi<"'('s<' い pinil  lhinin— :  in  the  furnier 
]MH"t  thev  arc  slcudrr.  Iiiii""—'nin'"s,  "<>i 卜に， '"i 出 1! 山' <1 und  Ics-  nmiilitxl,  wliiU'  in  the 
latter  ]i;irt  thev  tire  m"s-i 、や， nm^lilv  ^raimlatcil         <i>tn|»lic;ito<llv  l)niii<'l"',l. 

I )  に に U.l.n:  l\  Nt        Spunnlnis,!,  '".，•  l^rM.  P!,  i  m. ん J\  Z,J.  XXV に 1、T に,. 
|>|> 1：： '-'<；'.». 
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1« り Cant  ions  mrasarrmont  ehova  that  tlic  silk-produdng  surface  of  the  silk 
j;lniu!f  is  alxdutelv  Mimllcr  in  JapjiiHsc  ra<x.s  tlinn  in  KurojK  aii  ； lioweviT,  roiisulerwl 
in  |)rt>|H)rti(Hi  to  their  lx>dy-\voiglit,  it  is  nmch  greater  in  the  former  ru(vs  us 
«•«Miipan'd  with  llic  latt<*r.  This  fact  is  »vn  in  nn  cxorllcnt  parallel  wifli  the 
n^ults  by  tlic  |)livsiol<»{;icjil  cxiX'rinM'iit  midcrtiikon  in  (ho  Tokyo  St'riciiltural  In?tti- 
tutc  :  this  cxjKTiim'nt  shows  t)i:it  tlic  EurojK^in  silkworms  aic,  for  n  givrn  qunntity 
<'f  rmillxTrv-1«'«!*  snpplv,  nuicli  interiur  to  the  Japanr.^  in  i'<>sp«l  to  tlic  «'<x'">n-  hi  id 
^ilk-|>n»ducti<>ii. 

My  w»»rk  is  not  rl,w'《l，  l>ut  is  k'itig  "irri"l  on  and  exttiulc«l  to  tl"'  silk  jj;1hik1k 
o('  -onio  c.tlir  r  silk-pr'Ml，"'ii，g  iiwi-ts,  whirh  an>  nearly  allkd  (<>  Bomhtfx  mod.  Tli<> 
'"m|» レ' t,'  work  will  s««»n  "ppo"r  in  a  futuro  pupcr. 

 ^^^^■jLrfS^^-w^ — -- 

摘 要 

昨年 以来、 予は家 IS の轵絲 l»M 就 さて 研究し、 多少 從來 の學^ と異 
な ö たる 結果 を 得たり c 今 下に 其の 槪 要 を 桷銖 せん 0 

り 絲腺 と迚繫 する ニ對の 抉^ 筋 あ り、 其 一は 中部 絲狼 に述な に 
他は絲 ^の 後端に 附着す， 几 に :ü: 未 端教 多の 小枝 に蚨 れ、 結 铋組钺 

5： 以て 絲^ の tunica  propria と if 絡す 。 此筋肉 I ょ絲 9ft  V！ 曲の 方式と 宽 
要なる RH 係し 仃 する もの ゝ 如し。 

2) 中部 並に 後郃絲 II« に は、 種 ク の 太 さ I： 仃 する 無数の 氣管來 b 附 

着せ に但 前邰絲 5» は 全 く  ^管と ü 接 を 心 せす 0 此 ^の氣 ^は 分泌 
細胞に な氣 を 供給す ると 共に、 絲 哚を其 位 教 に ifl 定す るの 作 用 を * 

W る ものな b0 鈒管 は哚の 外股 を « さて 深く 細胞 中 に 穿 入 す、 進 
人す るに 方 6 ては^お の 突 ffi よ 6 分泌す る 一種の enzyme によ 6 外 
股の 接 部 5： 溶解す る ものなる ベく， 機械的 作用に よ 《> て 之 を 突破 
る は あらず o 侵 人せ る^^ は 細胞 內に^  b て ^liij も 分岐し 、遂に 輪 
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琅！: 有せざる 細微の 毛細管と な b て 終る o  の 所謂 

"Tracheenkapillarendnete', は 如何なる 方法に よ （>  て も 之 を發昆 する 乙と 
能 は ざ り さ 0 ほ 皮に 方り て は、 氣 管皮胶 細胞と 脔輪 環との 間に 新 輪 
環 を 形成す 0 此 時期の 絲 哚 の斷 面に 於て 氣管 中に ニ^の 镓 環を認 

む る は 之が 爲 なに ヌ一 個の 新 環 中に 二 個の 葡琅 を^むる 乙と 稀な 
らず。 

3j  G.   Joseph は絲 jj» に 分布せ る 祌 ^ に 就きて 妃载 したれ ども. 予 
は 稀々 の 方法に よに 斯く のか 1 さ 神經の 存在せ ざる 乙と を 確め た bo 
而 して 絲 KM こ 附着せ る 結糠航 織、 氣 ^ の 末 稍^ は 一見 神 籽絲に 酷似 
せ に是 或は It が 神 經と誤 佶せ る も の： こ は あ らざ るか o 

4)  Tunica  intima は 前^に 於て は甚 厚く して 輻^ 方向に 走れる^き 
條^ を 打す。 中 ^ は 仵 りて は 其 表面に 稍 規則 iE し さ 平行 の 條紋ぉ 
見る も、 此の 平行 轵状紋 は 後方に 向 ひて 漸次 不規 お】 とな に 後部 絲 
9Ä に 至れば^ 傾向 益ク甚 しく、 遂に 全く 網 状 ^に 移 ほす る ものと す 0 

5)  絲 脇 内腔に 存在す る絹絲 物^ は絲質 及び 膝 質の ニ^よ b 成る 3 

此ニ物 K の 生成に B8 して は、 詣學 者の 說 K 令に して 殆歸 着す る 所 k 
知 らず 0 就中、 豚 K が 轵絲 吐出 後、 体外に 於て 生成せ ら る  >  唱 へたる 

Boli-ev の說は 今 11 、 何人も 之 を f はずる ものな く.  G に SOX の 淘汰 說亦甚 
だ ft  it し 難し o  rtii して 現今 Ü5: 汎 く 行 はる 、は 次の ニ^と す， 即ち 絲 
質 は後邰 よ に 豚 K は 中部よ （》  、別 クに 分泌 せらる と爲す ものと、 絲 
K は 後^よ  <>  分泌せられ、 膝 S は 中部に 於て 絲锊の 表面 ftH 匕し て 生 
じ， 中部 は 分^ 力お おせず と Ä す もの 是な （>0 然るに 予の管 見 5: 以 
て すれば、 兩說 共に 後部に 於て 膝 質 を 發 見し 得ぎ h し に 出で たる 》 
說に 外な ら ず0 予 は 或 時期の 暫, 5ä に 就きて、 後部に 於け る 豚 質の 存 
在 を 確^し^ たるの みな ら ず、 他 力に 於て は 中部が 絲 K 分 の 作用 
を も-する 乙 とも 亦 疑 ふ 可から ざる 蹬跡ぁ &。 是に 於て 予は 次、 の 結 
論 お 下さん と 欲す， H  く 絲铒は 後部 並に 中部 絲哚ょ も 分^せら る * 
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絲 ® は絲腺 内腔に 於て 空お の 影^の 下 K 一部 膠^  ic^ せらる、 此^ 

化 は 中部の みな らず 後部に 於て も 起る ものな に 】t  ili 永 く 停滞す 
る 部分に 於て/ ä 多く 此空 おの n 用 を 受く るの みと o 

6)  分^せ られ た る糾絲 物^ を 前方に 移行せ しむる 锄 力に 關 して 

は、 殆 何等 賴 るべ さの 說 おる を BB かず。 或 は H ふ 足 filiör" の壓出 作用 

と 血液の 壓 力と に 因る ものな 6 と 0 然れ ども 絲哚內 に 於け る耜絲 

物 Ä は粘稱 なる 液体に 過ぎざる を 以て、 ßHön> の 出力が 遠く 中 郁 

乃至 後部に 及ぶ の は ある 可から ず。 殊に 之 を 血 に歸するに至 
* て は、 一^ W 由な さ ことな b とす。 何と なれば、 絲 H» は 血液 中に 侵 
Ä しあ b て， 其 血液 は 後方に 流る ゝ 5: 以て、 之が 钔 絲物 質の 前進 を 

促す の 動 カブ 2  b 得べ しと は^じ 難く、 殊に 絲腺は 前後 左お に 江-除 曲 

折せ るの みな らず, 絲腺內 腔に は網絲 物質と 分逖 細胞と の 間に 大な 

る 空處ぁ ！》 て， 外艇の 直 接, 賴絲 物質に 及ぶ の^な ければ な に予の 

n る 所 に 依れば、 分 ^細胞 內 t こ 無敉に 存在せ る^^ 毛細管よ & 放出 

せられた る空氣 は、 timica  intinm を 通じて一 部絲 腺| 勺^に 出て 來 b  、 
網お: 物質 上に 媵カ I： 及ぼす、 然るに 絲哚後 JS は 盲^に 終る を 以て、 
此« 力 は 葬ら 招絲 物質 を 前方に 推進す るの «J 力と Ä る ものな に 
尙絲 腺の 内 腔 は *i の^ 氣 « 積 せる は轵絲 物 K 中 t こ せらる ゝ 
無 數の氣 泡に 徴 して も 明な 6 とす。 

7)  前部 絲腺は Äf ィ 時代に ff.  b て は、 他の 兩 部と^ じ く 耜絲物 K を 
分^す る も、 S 卵 W 化 後に 至れば 其 作用 を 失 ひ、 專 ら （'li'"in  ^の 分^ 
I： 掌る o 分 3ft せられ たる （hW"  K は莕 積して 前部 t こ特 もなる 厚き 
intimii を 形成す。 

8)  細胞核 は 第一 齡 中に 在 &て は、 絲 腺 全部 I： 通じて 其 形 Ä 殆相等 
しく、 球形 乃至 精 脚 体形 を呈す o 第二 齡に 至れば 前部の 細胞核 は 早 
く  U に 分 賅を 始 むる も 、屮 部 並に 後部に 在 &ては 第 W 齡に 入！） 初め 
て 細胞核の 分岐 を 始 ひる ものと す 0 
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9)  成 艮 せる SÄ に 在 0 て は、 前部 絲 腺の 铀胞核 は 中部の 細胞核と 
大に其 形 旗 を 異にす。 即ち 前者 は 分岐, 比轶的 簡 軍に して、 各部の 太 

さ殆 相等しく， 顆粒 ^ めず、 之に. | えして 後者 は 分岐、 不規則 钹雑 ir 
極め、^ 部 乃- i: さ甚不 W にして、 組锇は 粗 顆 '伏お 呈せ i>o 

10)  本邦 棟 家 JS の絲 の 發逢は 之 J: 瞅州 種に 比すれば 其 » 對 Ä に 
於て 稍 劣れ b0 然れ ども 一定の 給 桑 Ii に對 する 剂^ に 於て は、 前者 
は^  i こ 後者に 優れに 是 品秫改 上 頗る 注 ü すべき 事 寅と ti ざる 

可 か ら ず。 
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CONTRIBUTIONS  TO  THE  MYCOLOOICAL  FLORA  OF  JAPAN.  HL  (1) 

ON  THE  JAPANESE  SPECIES  OF  PHRAGMID1UM. 

lb 

MIKIO  EASAI,  Nöf/ahtM. 

(With  Plate  I.) 


INTRODUCTION. 

Tlic  ubet'rvation  wliich  I  propose  to  rt-j)urt  upon  in  tlie  following  page's  was 
uiwUrtaktii  with  a  view  to  revising  tlte  s\xvivh  of  Vhra^jnidinm  oxistin^  in  our 
<«untrv,  and,  if  possible,  to  torrcctly  (liwribing  n  few  of  tlicin  in  a  inannor  that 
can  readily  be  of  service  to  those  who  aire  interrstwl  in  tlic  subject. 

Since  DlKTEL  (8.9)  m-onlwl  forty -six  -jpoiic*  of  Phnu/midium  iu Iiis  nionogrn- 
pliic  paper  in 1 1>05,  eight  m"n'  sjxHiies  havo  been  dt'w'rilxxl ； namely,  Ph.  Ituln- 
nuinbtTf/n  Kufjuk),  Ph.  oriental  Sydow,  Ph.  Bntb  t  i  8yd<»\v,  Ph.  Xdmbmoutm  Diet., 
Ph.  Jtome-ocictiUiiu  Uro,  Ph.  Rufn  v«r.  oandiamtium  VU-u^l,  Ph.  liutn-HO.ratilist 
Liro,  and  Ph.  Engkrianum  Diet.  Con^jucntlv  about  filVy  four  s】xt'ies  linve 
hitherto  bet'u  known  to  the  scientific  worhl.  Of  thes.'  Hfty  four  .sjKvit*,  only  ton 
havo  boon  KiippoK^l  to  Iwlong  to  our  flora. 

In  tlic  prosoiit.  |)h]ht  I  havf  been  able  to  ii"、r,',i»'  th"  ntinilx'r  uf  our  fjp'c"« 
of  I'hrtifftnidium  to  Hevcntmi.  Klev<'ii  of  tlirso  aro  jwciiliur  to  .In pan  nnd  three 
a  iv  now  to  scienw. 

(1).  Pnputd  under  the  direction  of  Prof.  Dr.  K.  M1Y.VBE.  Conirihntion».  I.-T.  M1YAKE. 
On  Pnwinia  l'anwitic  on  the  I'mbtllillrat-  of  Jnjuui. J  ..urn.  of  thv  Sq>i>-ip>  A^rric.  Coll.  Vul. II.  Vt. 
•1. 19(«i.  (oiUriKutioiw.  II.  S.  IT«  >,  On  tlu-  rivtlit>.  :ic  P:tr:i4ti<-  <»n  i»k>  JajwntH- ( Iramini-m-.  J. turn,  .if 
thr  (  olJ.  .,f  Agric,  T '山り ku  Imp.  Univ.,  Vol. :!,  N„.  -J,  !!•' D. 
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J'ii.  Huhmrlicium  (Sri ば unk)  Wint.  und  Ph.  Frfif/arütxtn  (DC.)  Schrot-t.,  \vlii«li 
、v('n'  as<-ribcd  bv  Dl  KT  KL  (11)  und  P.  HKNNIN'tJH  (14)  to  our  flora,  have  not  Uhu 
f'oimd  bv  us,  not\vilIi»1uii<]iiig  tareful  wardt  being  made  for  tliein. 

On  Jioxa  nnjom  Tliunb.  tm'  fumiK  of  Phratpnidium  are  commonly  i'ouiul  in 
tin-  vicinity  of  Sa! や "r".  Thcv  have  not  been  di.stiiijruislud  from  ,'»'，li  (»tlior,  but 
liav"  Uhmi  idfiitiHed  ",llt'r"v*'ly  by  most  of  our  invcologi.sts  to  Ph.  snibmrf，,',,"ii 
(Stliniuk)  NViut,  】iut  a  ««r.'ful  Observation  hiw  (lisclosul  tin;  fact,  that  tUv  f« wailful 
" Ph.  x，'f 謂'! ii'"im"  is  in  reality  rom)K>sr<1  of  two  distiuct  specio«  with  n  Hrar  line 
of  dcmarcntiou  between  them.  I  am  inclined  to  oonndcr  them  as  new  spcriw  and 
propnee  to  give  thcra  the  names  of  Ph.  Rom^rugome  and  Ph.  yezoente. 

The  f:，ll«m'i，ig  seventtx  n  K|MH-it>.s  ar<、  found  in  our  country  : 
( hi  Pofi  ntUla. 

1.  Pit.  Pfttentiffac  (Prrs.)  Karst. 
On  li'om. 

2.  Ph.  (nnrnranum  (J'k.)  Diet. 

3.  I*h.  funi/onnc  Si'linn't. 

4.  Ph.  jajMiii-mn  Diet. 

；"). I) に RoHar-multiflorae  Diet. 

6.  Ph.  /if 咖 ゾ n.  sp, 

7.  Ph.  ynoema  n.  sp. 


8. 

Ph. 

Biirnnrdi  Plowr.  i-t  AVint.  var.  paueiloculon'  D'wt. 

U. 

J'h. 

(frixf  urn  Diet. 

10. 

I， に 

hi'fi  ronfifjnnu  Dii't. 

11. 

Jh. 

A" 〃'厶 〃,〃""".  Diot. 

12. 

Jh. 

, — 、■ 

'ミ 

13. 

尸ん 

Hub;- Jib  tri  (Pors.)  Wint. 

14. 

lh. 

Ifi'fft-jtrjxmiri  n. 

10. 

J に 

Jiuhi- Thm\b  rf/u  Kasan". 

!<；. 

l に 

Yonhinafftd  Diet. 

On  Saiuju'iHorbn. 

17.  J'h.  enrbnnnrima  (Si'li locht.)  Wint. 
Tli ひ matrriul«,  on  which  niv  pi で 《'nt  rtudv  was  bawl,  wore  mostly  tli<«st'  pwrv- 
ed  in  tlie  H<  ih»riuin  of  our  (.'ollcjro,  which  luul  Iwwn  most   kindly  placed  at  my 
d—sal  by  Prcfis-.r  ])r.   K.  MlYAB に Prof.  M.  SHIKAI,  Prof  S.  KlSANo  mul 
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Mr.  T.  YoSIUNAt^A  alw  kimllv  suppliwl m<»  on  rcqiu-nt  with  vulu, 山 Mpwimens. 
Ami I liave  Ix'en  ablo  throuph  th«'  kimlnr*  of  Mr.  T.  Ml  Y  AK  1«：  to  cxiiniiiK'  u  few 
S»i^halion  sp<(iinfn.s.  Tims  tin-  tohil  number  <»f  the  8])Pcimens  nt  mv  disposal 
amountod  to  20.r). 

Now  I  wish  liere  to  expreas  my  hearty  thanks  to  Prof.  Dr.  K.  MlYABE  who 
lias  hcl|K'«l  and  (M"、"ir"ge«l  me  tliniiijrli<»«it  mv  work  witli  many  valimble  «ug^fslioiiH 
and  constnnt  guidance  und  allow  et 1 me  also  tl"、  privilege  of  a  free  us<«  of  his  library 
and  collections  Mv  obligation  is  aim  duo  to  Prof  SHTBAI,  to  Dm  Y.  TAKAHASHI, 
S.  KUSANo,  T.  MlYAKK,  and  S.  IT<)  nnd  to  Mr.  T.  YasiIINACiA,  who  all  had  the 
gowlnrss  to  uul  mv  in  innnv  ways  in  tlio  | > re | Miration  i)f  this  paper. 


SPECIAL  PAETS. 
()" POTENTILLA. 

. Pliragmidium  FotentillsB  ('l)«、rs)  Karst.,  Fung.  Fi>nn.,  1«GH,  Xo.  94;  Saw" 
Syll.,  VI 1. p.743  ；  Wint.,  Die  Pilze,  p.J'il»  ；  Schrott"  Pilz  Sollies.,  j).352  ； 
Fi^-luT,  Die  Uml. (1. Schweiz,  p.410;  Plowr.,  British  Uml.  ami  Ustilag., 
p221 ； M.  Alp.,  TIm'  Ii". き of  Australia,  p. I HS  ；  Diet.  Engl.  bot.  JaJirb  ,  Bd. 
37, 1905,  |»104  ；  Diet.,  Ann.  Myco]  ,  Vol.6,  1908,  p  227  ；  P.  Henn.,  Engl, 
bot.  Jahrb  ,  Bd.: お, 1903,  p36. 

Ic«»n  :  Fisher,  Die  Uml. d.  Srliw'  iz,  p.4IO,  fi<?.  286  ；  Lu'lwi レ'， F.,  Lelir- 
Imcli  <1. Ni(hI.  Krvplopmioii, p  475,  fig.  12. 
Hoste  and  distribution. 

Chi  Pofcniilla  cln'nmxiH  Sor. 

Pr<»v.  ]se,  AkoKipiurn  {II.  T.  YO^lIlN.ViA.  Aug.  U)lH) 

Pr„v.  Kikiiolni,  Ishinmnnki  (11. N.  HIKATSI  KA,  S'Pt.  1:»'> い 
On  Poteniilla  crj/jMarnim-  Maxirn. 

Fror.  Uriblnn,  Kim 瞧 (II.  III.  K.  MTY.U1E,  Sept.  28, 1 湖 

I*rov.  Ihuri,  <  liit 'ゆ JI.  K.  MIYA15K  «t  S.  AHIMoTO,  Aul-.  4, 1!»' な、 

Pn.v.  rbari,  Ilayakita  (II.  K.  MIYABE  h  S.  AKIMOTO,  Aug  4,  19021 
On  Pofrutilla  Dichcmii  Fr.  oi  >Snv, 

Prt»r.  Mnl^u,  Iwnkiyniiin  (III.  K.  KIKl'<  Ml,  A.iK  1'4, 

Prov.  yUtmt,  Iwakiy:».„a  (III.  N. III  KA  ^VKA.  S  1S99) 
On  PotmtUln  gdUh  ('.  A.  M^v. 

Prov.  \U\x\,  Mutkurinupri  (II.  III.  S  IT(>,  Auif.  1!>(、7) 
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On  rokniilln  Kldniana  W.  et  A. 

IVuv.  T.«i,  Kamoda-mura  J  I.  T.  YOSIIIXAGA,  May. 11)(.:：) 
,, ，， Asiikiira-niiira  (III.  ,，  Nov.  1907 ) 

I'r'.v.  Ivt.,  ！ Chiira-mura  (II.  M.  OKl'D.UKA,  May  •_"_'，  !S!M») 
liKMAKKS  ：  -  This  is lli ひ imlv  sjiecios  in  our  «imutry  fuuiul  parasitic  on  s<-voral 
H|M'<-i('.s  <•!"  I'otentilht.    I  ratlior  I m citato  to  believe, m  ill  Ix'  referre»!  to  in  tht- 
oom'lu ト i"n，  ihv  « xistonct»  of  Ph.  FrntjurutHtrl  ！  IX '  )  S  lixx't.    in  .Initiiu,  alt'li'mgii 
P.  IlKNMNiiS  H4.i  r<rnrd«'<l  its  ,  <«i "ず""'. 

<  >" ROSA. 

2.  Phragmidium  americanum l*k   J>i«  ；  ，  Hr.iwi^ut,       44,  I  !»(>.">,  p.  ：-24. 
I«m:  Diet.,  HedwipA,  Bd   14， 1!.m に)， pi   IV  fig.  5. 
TcUuftmn'i  li\  |M»j»livll<nii<,  small,   Ii  ose,  st'sittt  rctl  or  ii^^nnrat^d,  hlark  ；  t«'lt'uto- 
sjK)n'f*  fusiform  or  cvlindrual,  «vlLs  h-10,  rarclv  <  itiu!  1 1 , stpl«  ctmijm r.divclv  tliiu, 
ba«c  attcmuit<«l,  iijH'.x  with  a  sharp  or  blunt  yclhiwisli  p  pilliim  <  I'J  iiuiuii  1"iijj,， 
nu'iiihrjmc  <lark-l>rn\vn,   thick,  provitltnl  witli  nemv   i*a»li  -r  >iaall   ">l"rl('ss  \vart<, 
not  con8tri(rtc<]  at  HPptnm,  the  upi^rmost  M\  is  ufteo  loiter  than  the  rest,  «r<Tin- 
purcd  3  in  eadi  ,'»'11，  80-HK)  x  28-32  mmm.,  [kmIwt!  palr-vcllow  in  tlio  U|)|x>r  part, 
firm,  bnlboiw,  Um^or  lima  the  (»|H>rn  leuirtli,       tu  140  mmtn. 
Host  unci  <li.stribtiti(.u. 

{{oxft  da/mriva  VaW. 
Prov.  Nemuro,  Bhamb^tHU  J II.  K.  Ml  VAflK.  Au*.  ii,  1894 1 
S^'lmli.n,  Sm.surhaln.Hk..-  'III.  T.  >UYAKK,  <Vi.  •、，  I'.nT  , 
liKMAKKS  ：  ―  Our  iilant  o'riv. や"'" Is  i'xnHl.v  in  c\(  rv  n'f  t  t<>  tlu- ャ 
of  I""  I  Pk.!  J  >ict.  inwl  then1  rciiuiins  but  liitl"  <i<uibt  hs  \u  thoir  i<k-n- 

tity.  The  prwenl  Kjx'ciw  is  more  or  lew  olonc-ly  pclatod  to  /  A.  yemem ち a.  *\t ,  Pk. 
fiiHijorm-  S<-linx  t.  aiul  Ph.  Iloxiu-multißorai い ii't.  】{ut  from  -ん ■'/,.  .'/,':":'"«'  n  >p  it 
(litlei>  in  form  of  jmpilhi,  the  sizti  ,,f  warts  and  als»)  tlu-  m""l,('r  ut' "'Ik  From 
/'/«.  fiwi<friit-  Schnx-t.  tlif  miiiiU'r  of  n  ils  and  (he  fui in  oi'  I  In-  upiM'riiiosl  «vll 
ap|K'nr  tr>  warnuit  -iitn<'i''"t  ,linagr"'，i"、iit.  /Vi.  Iiw<te-m)iltijhu(iv 】>k 'し "triiiii  vurics 
from  this  sjM'cics  in  n'sjK-rt  of  tin-  color  und  (iinn  of  [mhikvI  atid  flic  ninnbiT  of 
'で lis. 

F.  VON  Till  MKN  m-onlctl  tlir  »Mt-urn-iirv  of  J'h.  mbcoHwium  S-lmiiik  : 
Wint.  u[hh\  /i'tw«f  (IftfntniUi.  But.  the  sjM'i'io  in  (juotiuti,  tli，>ugli  paras;tir  on  tin- 
eaiiu-  Ixist  plant,  siiHi«i<Mitlv  |»r«iv«'s  Ix-voml  iloultt  its  iilcutitv  to  1'h.  〃""',•,•'•〃《'<," 
(Pk  ]  Diet,  rather  than  tu  l*h,  mbcorliriim. 'み'， irank  j  Win] 
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3.  Phragmidium  fusifoime  Sdm»t't.，  ]>nm<l- imd  Il«»»ipils5e  ikhU^  ，  \r24  ；  S<  hrt*t  ， 

Pilze  Scilla.,  ]>  :iö4  ；  Shoo.,  Sylt,  VII  p.747  ；  Plowr ,  BritisJ»  Uml.  and 
U^ila^r.,  j>  ；  Fisc-hor,  Vn^A  d.  Sf  hwoiz,  p.404  ；  Diet.,  Hcdwigia,  B«l 44, 
190.5. 

I,""    Fi.^  li<  r,  Vrvd.,  p  40.">,  fi^.'js;j  ；  Dioti  l,  II<<hvijriu,  B«l 1-1, 1 «.)：)；">,  pi. 
IV.  fig.3  ；  Ludwig,  F.,  Lehrb.  d.  ICryptogamcti,  p  46Ö,  ti^.lS. 
Hust  and  disfrihution. 

<  )n  Tto^a  nfii'ulurix  Lindl. 

Vn>\.  llmri,  Mukuwa  J  I.  III.  ('.  YEXIM>,  Aug.  24, 
Sru?hHli.n.  Vladimirohului   U.  I  IT.  T.  MIYAKE,  Aag.  22, 編) 
HKMAHKS  ：—  Tho  pn '^'iit  ^jK-i  ics  \\n^  itlcuififd  sc-vcmI  years  hü«»  by 1W,  Dr. 
K.  MlYAHK  and  Mr.  T.  MlY AKK.    Its  .kviutoiki'  in  .)a\Km,  I し' li' -'、 •,•  I" い m,t  yet 
been  ]>ublis]R'd  in  anv  jMijK'r.    DlKTKL  states  that  tlio  fundus  is  km >\vn  'so  far  t»>  bo 
r,>tri''t"l  to  the  m  jttml  Kuntjm.     It  slioiil<l  tl.erelorc 1»  •   >|"  sjxcial  interest  to  find 
it  out  in  north  Jii]>:in.    The  prcM  iit  spi^-ics  will  reudilv  b<"  n"wgiiisi',l bv  its  ninnv 
cellcil  a n«l  tili"  scptatol   tclfutd^jmri's.    E.  M.  FKKKMAN   jrivc^  ns  an   ！ u-c-cuint  of 
PA.  xtibrortirimtt  Sclir»mk.;  \\  int.  oo  Uoxa  netonlaris  frooi  Minnesota,  U.  S.  A. 
But  tii<'  clmractcr  of  our  tvpo  leave-  i",      山 t I'bmit  its  irli-uiity  witli  Ph.  fiiyfjornu- 
Schroet. 

4.  Phragmidium  japonicum い i('t ,    Knjrl し" 'に 1" し， 】W. 1!»<"'，  i>.ö67  ； 

P.  Hcun  ,  En«rl   bot.  Ju hrh  ,  Bd   ：?', 1!) (ヒ， V.T12  ；  Sacr.,  Svll.,  XVI.  p  :U*;. 
Iron  :  Di.'td,  Knj:l.  hot.  .Tulirb  , 'J7，  VM)(\  pi VI.  fig.H. 
Hoste  ami  distribution. 

On  /、W  uuiUißord  Tliunl). 

Pwv.  Hi"".  Onran         Y.  OKA,  May.  18»7) 
IV.v.  Ilarimn,  Himcji  (III.  Y.  TAKAIIAHHI,  J  urn  10， 画) 
Pn.v.  Sapimi.  Missiki  till.  X. 1HILVTSUKA,  Aug.  6. 剛) 
Ptqv.  Mwudii,  Hudugaya  JU.  T.  MIYAKE,  July  27, 
I'nn  .  Ugo,  Warabioka に III.  K.  MIURA,  \ng.  27, 1905〕 
，， ,, Mi  (  h..l<»i し III. ,,  ,, ,， ） 

<  )n limn  h  ichiii  ifnia  rop 

Pro*.  Tom,  Koduao  (111.  T.  YCMIIXAOA,  .Mhv 18, 瞧) 
IV.v.  Mino,  Gifa  (III.  E.  TOKlT*l*n«,  June  ::,  lh99) 
Prov.  Sara れ Gotenib«  (III.  K.  MII  KA.  Joly 12,  1907) 
，， ，， Fuji«».  JII. ,， ，， 】:;， " 〉 
l'rov.  Mn^Mhi,  T..kv„  111. S.  Kl'SANO.  (M. 1(;， l^) 
" ,， ，， U<«l..uny,«  ,111. T.  M1YAKK,  Julv  2»;，  ]!»(.：；) 
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v)n  Roho  Limrw  Fr.  et  Sav. 
Prov.  Sh ひ， i, K,,k、 ； III.  K.  M1YABK,  S.-))t.  ö, 1899) 

Pruv.  Awa,  Mem  (III.  K.  MIYABK,  July  29,  189.1； 

R  KM  AHRS  ：—  This  endrmic  sjwcies  was  dfwrilx'(i  bv  DlETEL  in  1900  from  u 
specimen  collwtoil  bv  S.  KI'saxo  in  Tokyo.  It  is  widely  distribut«l  tlirouglumt 
Honshu,  Sliikokn,  ami  Kin.^hn.  Hut  it  has  not  bw'n  foun«!  in  Hokkiiidö  so  far. 
The  fact,  thiit  only  <>no  perm-pnrc  in  present  in  the  upper  end  of  each  wll,  is  uniquo 
for  PhfWfmidhm.  Accordinir  to  the  srciicri«-  "liaracter  of  Plirafpnulinm  acivpttnl  by 
sndi  uutli.uitioH  as  Tl  IASNE,  DlKTKl.,  M  uiNrs  and  L.UJKKIIEIM,  tlic  number 
of  the  p-rm-pores  arc  muro  tlian  two  in  each  «>ll.  DlETEL  remarks  that  the  spwios 
may  belong  to  the  genus  Kuhnrola  which  M.V(}Xl  S  founded  on  Ph.  alb'uhim  (K\\\\n.) 
Ludw.    Yet  f"r  tl"'  prownt,  we  shall  n\i\h\  our  species  in  the  gotuis  VhrafpnuVinm. 

ii.  Phragmidium  RoesB-multiflorse  T)i<  t.,  H«lwigia，  Rl.  44, lwr リ p. に;' 丄 

[con  ：  Dietel,  Hedwtgia,  Bd.  44, 1905,  pi. IV.  fig.  8, 
Hosts,  and  distribution.— 
(h\  Nona  muHißom  Tliuiih. 

Prov.  Tom,  Hane-mnra    III.  T.  Y()«HINAGA,  Oct. 10， 謹) 
[•r<.v.  Iv«.,  II.  K.  SKN (； OKI",  .Ii"m、  '_><;.  11"M し 

，， ，， Mari(l1o-nuira  III.  M.  OKL DAIKA.  Juik-  liMCi 
„       ，，     Mixakaiö^'  ：  II.  „  Mav  20， 1H!M) ) 

1V..V.  Bizt'i»,  Machikatulii    111. 1. KOMH),  July  'H\ : 
Pn.v.  Muxntthi,  Takao  .III. S.  KT*S\\<>,  Ort. 讓 J 

Prav.  Shimntsuko,  Nikkö    III.  (i.  Y  \MADA  et  J.  HANZAWA,  Aug.  t ；， lWto 
Pr,.v.  K.liit;u,  Yahik..    II.  III.  S. 1TO,  July  •-':!，  1»0S  ； 

,, ，， Yah—    II.  III.       „  ,,     22, ,， , 

，， „      TW 麵' (II.  III.     ,,         ,'     2';， ，， i 

，， „       (M.inmlö    II.  (II.      „       Aug  "JO,  1SXIM  ; 
. Pror.  Biknchö,  Kammski  (I. 11. III.  M.  M1UKA,  July  6, 1907； 
I'rov.  Rikucliü,  Uiiunin    II.  S.  ARIMoTO,  J»lv  !(；,  100：$) 
l'rcv.  Hikurhu, 八、 -iki ふ III.  Y.  TAKAHASHI,  Spt.  2", 1S*»7) 
I'n.v.  HiktRlui,  M"ri り k:i 1. II.  (；.  YAMAI>A,  M.iy  -J4, im\ ) 
l'ruv.  Ugo,  SakMn    III.  (i,  YAM A DA,  Aug.  2, 10U1) 

,, " Senhuku-gun  '  I.  II.  E.  TOKUBUCIII,  July 12, 

，， .， Akita  (IL  in.  T.  YORiriNO,  July 画〕 
I'rov.  Mi" お"， (i«>sh<.i?awara    III. T.  KASHIWAl,  »Vi.  11)04; 
Prov.  Oshima,  Hakodate  (III.  K.  MIYAI5K,  July 10, 讓) 
Prov.  Isliikari,  Sapporo    III.  K.  TOKUBUCHI,  Jnne  28, 画， 
I'n.v.  Isliikari,  Sapporo    I.  II.  III.  M.  K'ASAI,  Juiu-  'JS,  11(0«) 
Pmv.  Ishikari,  Stippuro  〔111.  M.  KASAI,  Sept.  24, 1907) 
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Prov.  Ishikari,  Makomanai  (III. 11 KASAI,  Nov. 1， L908) 
On  Bosa  laevigata  Mich. 

Prov.  Tasa,  Yoxhiwaragoc  (II.  T.  YOSHlSA(iA,  Jan. 
REMARKS  ：—  This  is  also  one  of  the  endemic"  species  of  Phragmidium  of  our 
country.  This  spe (！ ies  was  cironeously  identified  to  Ph.  tnibcoHimtm  (Schrank.) 
ス Vint  by  DlETEL  in 10« U  (Engl. U)t  Jahrb.,  M.  2、  p.  285；.  The  s«inc  spe- 
cimen collected  by  S.  KrsANO  at  Takao,  on  which  DlCTKL  made  his  deter  mi  nation 
in  1901，  is  also  fouud  in  our  College  Herbiirium.  An  examination  of  the  specimen 
shows  lis  that  it  is  notlung  but  Ph.  Jioso^uiUißurae  Diet.  In  Hedwigin,  Bd.  44, 
p.  1:32，  our  present  8 ド wit's  wa、  firnt  (ltwcrihetl  by  DlKTKL.  He  mentions  there  only 
the  name  of  the  coll(M't"r,  8.  Xl^ANO,  without  giving  the  loaility  and  the  date 
of  the  collection.  He  might  have  used,  us  it  seems  to  be  the  enso,  tlic  same 
sp<>cimen  of*  ll)ül  from  S.  Kl*S.\NO  over  H^ain.  Tlio  best  criterion,  by  whidi  this 
ftjxfhs  is  distiiifniished  from  I'h.  «uU'oiiirimn  (Sei i rank. j  Wint.  is  its  smooth,  boau- 
tifijl,  flavutcnl  peel i col  wliosir  upper  half  is  of  a  deep  yellowish  color.  Tlic  tclouto- 
sports  make  their  apix'aranoo  very  onrly  in  summer.  T  got.  many  specimens  of 
thorn  by  the  end  of  June  last  year  in  the  vicinity  of  Sapporo.  This  is  the  only 
sixties  on  Jiona  muUißora  in  Hokknidö,  us  77*.  japonic'""  Diet.  Im»  not  yet  been 
found  here  on  the  f-umc  lio«t  so  far.  On  Iim't  hurif/ato  Mich  tlie  U>lcuti>s]X)rc-.s  arc 
not  yet  found  Mr  T  YoSKTNAGA  informed  me,  in  \m  letter  accompanied  to  the 
spef-imen,  that  tlie  urrtlostafro  on  the  htwst  alx»ve  n«nio«l  was  ulpiitifiod  to  Ph.  Romc- 
multißome  Diet,  bv  DlKTKT.. 

<>. Fhragmidium  Bosae-rugosae.  n  sp 

CarmnoUt  forming  a large  <l<nso  ciisliiou  on  .sterna,  poiiolos,  and  fruits,  niul  on 
the  lower  surface  of  leaves  often  causing  a  remarkable  defbrmation,  bright  orange; 
paraphysLfi  club-üliapiil.  i^uitcnls  yellow,  jrranulnr  ；  (-aHjmaspor««  poly^i»ni;l  or が" bose, 
ひ' minutclv  warty,  hvalinc,  c<uitrnts  -jrr.Miiilar,  orange  yellow  ；  2'2-l ' nimm, 
in  «liam.,  ^nil-pores  4-L 

Utcdowri  hypophyllous,  yellow,  miuutc,  orbicnlar,  scattered  or  crowdml ； paru- 
phy^'s  lini'jir  cvliiulru'iil,  ^I'ncnillv  slightly  rurvrd  ；  im  <lns|M>rf>s  jrlobfisc,  ovntc  <»r 
polvpoiial,  (lianu-tcr 1 (5-"2'2  iniuni.r  <t»n(f'ii(.s  yi  lli.w,  <  pi.sfx»rc  tinelv  (•(— 'l"i>ul"ti'，  2  nimm, 
thick,  color  I  «w  ；  j^jrin-purcs  l-">. 

Td^dwori  hypophylloos,  scatt^ml  or レ m>〜'I、.  aggn^atcd,  browD  to  clu^t nut- 
brown,  not  hlar-k,  rcwlilv  dctjicliiiblf  ；  "'lrii">s!iwi'、  cvliiulrical,  roui'.dixl  at  bt'tli  cud.^, 
brownieh-yillow  ；  papilla  "litiw  very  -hort  (4-0  niinin  ；,  yrllow  ；  7-11  (h  |1c»1  〜,m(>- 
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tinn-s  4-6),  72-1 "28  x  28-32  mm'".;  two  end  colls  ^nrrally  longor  f ! 2- :  (J  mm ra.)  than 
the  rest  (8  mmni. ； ； ぐ' pispurtw  4-7  in  mm.  thick,  hroAvn,  wiirty  ；  giTra-porrs  3 in  each 
cell   fevon  in  the  u  pint  I  (fll:  ；  wall  f>f  the  podicvl  palp  vol  low  towards  a|x-x,  more 
or  less  >\vcllc<l  in        Iw-al  part,  】（）（ レ 15(1  nimm.  long. 
Ho>t  iiml      tr;l 川 tiim 

j 

<  >n  J'o  a  ru ひ娜 Tluinl) 

l»Mv.  Islnk.ir:,  Sapporo    HI.  K.  MIYAl'.E,  »tet. 歸)' Jl. に MIYABE,  July K. 
MIYAIIK,  J.ily ト：) I.  !I.  HI.  M.  KASAI,  Oct.  :! ',  Ifli" 、八 I.  M.  KASAI,  Jaae 

,， ，, (iarofpiwa    III.  M.  MU  K A,  Sopl.  22, にり 7 11. 111. M.  K ASM,  Oct.  17, 画〕 

.. „      UMkari    III.  J.  ILVNZAW.V  Oct. 17, 19^K; 

„         ,,       Shlnor.)    III.  (I.  YA.MA1>A.  S  |>t.  2：；,  1.、! に'： 
l'n,'.'.  <W 山" :l,  Kamii^,    II.  K.  MIYAHK,  J  My  12 ト' ぶり 
I'r.-v.  ShiriU'sl.i,  Oka-hiri    II.  K.  MIYAI5K,  July  ；!. lltsir, 

,, ，， Zt^niljako  (II.  III.  M.  KASAI,  (V-t. 17, 19 いめ 
Prov.  Kidaka,  Sanuni    II.  E.  TOKUBUCHI,  Aug.  9, 卜: に' •:： 

,, ，， Xiikni.p    I.  M.  KASAI,  July 12. I»u7 ) 

„  „        Anilx'tsu     I.  ,，  „ リ. ，， 

Prov.  Kiishin»,  Kusl.in.    II. T.  K.UVAKA.MI,  Sept.  I »00) 
I'rov.  Nctmiro,  NVmun.    II.  (>.  Sl  lilY  \MA,  A" ん 1VJ1; 
I'n.v.  IburJ,  Mntsu>hMi.a    II. 【11.  K.  MH  KA,  Sj»t.  20,  I9««5j 
nisl.iri-Islm,.)    II.  T.  KAWAKAMI,         1, 瞻， 
，，  II.  III.  M.  -M は' に \，  Aug.  ]"..  W ，； 7〕 

K"',im- し IwkI     III.  M.  Mil  HA,  Aug,  24, 1007) 
Knrilc,  Etorofu  ,  I. 11. T.  KAWAKAMI,  Aug. 15， 18UHJ 
RKMAKKS  ： -- (iimpnriniT   this  with   otlicr   -p;<-lcs  of    I'lirtif/nitdii'in    u\nw lv 
known  lu  ^row  on ム'' I  :un  disposal  to  rcj^anl  it  as  a  i"'、v  ^jwie.s. 

B.\NI)I  (1) iniikis  tin-  >(ul<  tncnt  rl::it  /'/'.  xnbcnrtirli(iii  ： Schrank.)  Winf  Inils  to 
attack  R 續 riKjosif  even  wlirn  art iticinllv  inflate* I.  J ん m  fnkitiat  ii  i,  ]{  U<uitht, 
R  setigera,  R.  foliom,  Ii.  niiidd,  Ii  Engdmanü,  R.  gymnoatrjM,  Jl  piaoenrpn,  R. 
U'ocH^ii,  Ii  mbif/inwa,  R.  mbrifofi'^  and  J{.  Iw'nh  in  th<-  R>l«nicnl  pml'.'ii  "f  ""r 
CoIlcgL'  liiivc  pr.i\(Hl  to  Ik'  pcri(H-tly  imiimi"'  t"  :  :.n ，； 卩； 、vl»i!''  / ん、" 喊， 
plantiil  near  bv,  is  m'H り a、l.v  infcr(c<l l>v  two  ilUl('iont  s)x<-i^  of  /'/〃•〃,/.,,〃/'•',〃'， しけ :li 
of  which  arc  peculiar  to  uiir  <MU»trv  ；  naniclv ゾ' /'.  J{w<ie-rwjo>»n  n  >j>  and  /'.'». 
y  zo  7i.se  ii. sj).  Macro.«'< »jmchII  v  tlu>  pn-scut  .^»fvio  is  allied  to  Ph.  subroiiieiiiM 
(Schrank リ Wim.  with  rciritnl  tin-  form  c,f  its  <化""""" and  otlter  sUi<a<«s  Ht it 
in  tli*'   follnwiii^  points  tlicy  arc  at  variaiicc. 

I'll.  KniM-orht'inm.  ノ 7" l-iosue^ntyo^tc. 

Tck'Utosori  bin«  k  lirown. 
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TeI<utoHpore  brown  i^h-black  yellowish-brown 

Xumber  of  or! Is  4-9  7-11 

Ooncral  form  filiform  or  siiU  vliiuliieal  oyliudriciil 

Papilla  loner は （レ' l'2  mmm.i  very  short  f 1-6  mmm. 

Podirt'l  <-ons])iou<)iislv  bulbous  slightly  inHiited 

！ mmm.  long;  fl">0  nunni.  l'»ngj 

RKMARKS :  From  I'll,  y  zn-tinr  sp  thi»  spocit's  ditfors  l)v  the  colour  of 
it*s  toleut<H<tri  jis  w 11 に" !>y  licit  of  the  "'leutas ド. >rw.  Tlio  general  form  of'  thf 
U'lcutosih)!-!^  ！ the  si  I  ape  of  pupil  in  nisi)  show  .^Imrp  points  of  their  «li.-'similaritHs. 
Tiic  oliuractfristit«  of  }'h. ゾ、' \\  sp  lie  in  the  very  .short  papilla,  a 
cyliiKlricnl  outline  inul  also  in  (lu-  bniwniMh-vcllow  color  of  its  tch'UtosjMtri-H  I lutve 
often  notiood  that  in  the  lower  part  of  the  pedicel,  irbore  fine  spiral  striation  often 
(•oim's  to  view,  tlio  (»utor  |H)rtion  of  tin*  wall,  on  a long  liratinent  with  potash  or 
water,  swtllh  up  und  nultn  hwhv  It'iiving  tlio  iiuu'i  nnwt  layer  of  tli い wnll  ooni ド卜 
rsitivoly  unclianfjcil. 

7.  Phragmidium  yezoense  "  s!>, 

Telndomri  on  petioles  large,  aggmgutcd,  often  elongated  ；  tin  the  under  sur&w 
of  leaves,  small,  (1,'iist'l.v  .scattcn-.l  or  crowth  d,  black  fiiot  brown),  roadilv  (k(acluil)lo  ； 
t< 'レ 'm(<si>oi-('.—  fi^ifiiriTi,  sulKyliiulii«il  or  .su1k1uvu(o,  ilmk-bruwn,  never  vollowisli- 
brown,  .VI i)  (t  llal ； attonuatotl »»r  rmiiidwl  at  hutli  ends,  uppe  rmost  (t、ll  longer  than 
the  nst  ； papilla  coni<ul  or  n\vl-slui}K »1, jtale-vrllow,  generally  (； -I  '  nimm., 
often  rougli  at  itf»  tip  ；  not  const ri<rtc<l ut  .septum  ；  72-1 い IS  x  '」<S-3'2  mmm.;  wall  thirk, 
vcrrucusc'  ；  germ-|x>rt'«  '2-i  in  carh  (t'll  ； iwnliit'l  jmli'-yillnw  in  tlie  up|njr  jmrt,  nion- 
or  less  bul I  Kins  in  the  lower  half  (KS  mram.  broad  J,  up  to 150  mnun.  long. 
Hcxst  and  distribution. 
On  Rif«i  rur/ona  Tliunb. 

I'n.v.  Mtit^u,  GoHbi)gawan  〔111.  T.  KASHIWAI,  Nov. 1 リ.' .1) 
I'rov.  Ilxiri,  M:".m 卜 him"    III.  K.  MH'H A,  Si  pt. さ,， 11K>Ö) 
I'n.v.  KhiribeHhi,  Eaidenulge  (III.  Ü.  YAM  ADA,  Oct.  :、，  IWK リ 

，， „  I  III. M.  KASAf,  "'t. 】7, ' 

I'rov.  Ishikari,  S.-ij.^.n.  (III.  K.  MIYA1JK,  Squ. 】"， 

,, ，， „        III.  M.  KASAI,  (K-t.  :'.u,  I0I.S, 
Kurile,  Shamoflfaii  (III.  S.  YoKoYAMA,  Sept.  22,  1892) 
«aghalitn,  Xayoro    ill.  T.  MIYAKK,  Sj-t. リ， 1， り 
„ lVlwiiymn^ji    III.      „        (kt.  1-2. 

REMARKS  ：  -  Most  probably  this  is  the  »pedee  that  «)me  of  our  myoolt^isto 
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liave  tu  ken  to lx、  identical  with  Ph.  mtbcoriichtm  f  Schrank.)  Wint.  BaXI>I  (1) 
informs  us,  that  Ph.  mtbcoi  ticitim  f Schrank  ；  Sohroet.  does  not  inhabit  on  Hota 
rngo><(i  which  is  tlu>  hwt  of  the  sjKK-ic»  in  question.  In  fact  this  species  differs  from 
the  alx»ve-n»uiwl  in  more  than  one  point.  Maorascopically  it  shows  a large  and 
elongated  cushion  of  teleutoeori  upon  the  petiole,  which,  indeed,  is  neither  found  nor 
anvwhero  int'iitioncil  to  be  seen  in  tho  case  of  Ph.  mbrortic"""  (Schrank  )  A\ int. 
Miora-^-opirallv  thoy  disagrw  not  only  in  tho  shape  and  size  of  the  pedicel  hut  also 
in  the  nature  of  the  papillum.  Tuking  again  the  resjK-divi'  number  of  cells  into 
conwdtrHtioii  wo  fiiqucntlv  come  to  another  jx)i nt  of  dissimilarity  ；  for  in  tho  case 
of  J'fi.  sitf)corti(i(tiit  iStlirank.)  Wint.  there  nh\ay,s  exist  7  ur  8  wlls  only,  while  10 
«•olktl  form'  in  our  sjM-cies  is  <><)!n])i;rativolv  often  met  with.  Nfithor  can  this  spe~ 
cics  be  identical  with  /)/'.  HomdHgerw'  Diot.  of  North  America.  They  dittor 
from  tiifli  othor  in  the  size  of  the  teleutcsj^rps,  uiul  also  in  the  color  of  tho  |)a])illa 
ns  well.  Distinction  iK'twceti  this  s|MK-ips  and  Ph.  (imeriranutn  Diet,  is  also  easily 
notineable,  n.s  we  havo  nlrciulv  diwuss^l  in  detail  umlor  the  latter  .s]Hci^ 


On  RUBUS. 

<s.  Phragmidiiun  Barnardi  Plowr. « t  Wint.,  var.  pauciloculare  Diet.,  En^I.  l«,t. 
Jahrb.,  Bd.  3?, 1902,  p.49  ；  Diet.,  Hedwigta,  Bd. 1905,  p.344  ；  P.  Henn., 
Engl.  bot.  Jahrb.,  Bd.  31,  1903,  p.732  ；  Sa«'"  Syll"  XVII.  p399;  Diet , 
Ann.  My<o].,  M.  6， p.227. 
II<:»sts  üthI  distribution. 

Pruv.  Iy«,  Mrmiho  inura    II.  M. い Kl' い All",  Juno 17, 
FW  Ttva,  KwaocU-immi   III.  T.  YOeUlNAOA,  Nov.  IW7) 
Pruv.  Sntsu,  Kr.U-    II. K.  MIYAHK,  S,.,rt.  ：>.  ]ss<) , 
Pn.v.  Mino,  (»Ktiki    II.  K.  T(  )Kll'.L(  II  I, IV に '丄 ヽ IS'.ts  . 

，， ，， Uilu   II.  III.         ,，  Ort.  isas  , 

l'ruv.  Mu«whi,  <>ji  CHI. に SKXiiOKT  (Vt.  29 1M9Ö1 

，， „        Vrvn*  fill.  N.  NAMBIT,  Nov. 15, 1S99j 
l'r.v.  K<li't«.>.  <i««ni:uli"    II.  S.    T< >,  Am:.  '2(、，  l!)ns 
I        „     Yabagi    [l.  8. 1TO,  July  22, 1908) 
l'r り、.. MutMi.  «iu-h.^wani    III. T.  KASÜIWAI,  <M. l'.nl  ： 

„  ,，      Fununaki     II.  K.  S に X に （ ikT,  (Vt.  i.  is: に,' 

Vtov.  Iburi,  Nntnanohsla    III.  K.  MIYABK  el  O.  YAMADA,  Nov. 1, Imt) 
" ., oiw.iW  III.  "  „       <Kt.  ::m.  i"y,> 

,, ，， M,,m レ卜 Ii    II. K.  MIYAHK,  Any.  1-1,  lS!K) 
Prt.v.  Phiribwhi,  Zenlbakc    II.  III.  K.  MIYABK,  Ort. :,, 画〕 
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|W  Shiribaihi,  Zenihnko    III.  O.  Y.UIAOA,  (Vt.  20, 18901 
Pn.v.  khikart,  Mnmyami 1. J-  IIANZAWA,  Mny  S， 顧、 
„  ,,  III.  M.  KASA!,  S;  p-.  I  f,  llti'S 

t>  ( I.  T.  MIYAKK,  J"""  l'.M'l 

n         ,,        Mniwa    III.  T.  MIYAKK,  <tn. 

., „        M.ik.m.nnai    III.  M.  KASA],  A" レ'. 15, l'."»7 

„         „        (Hhiyama  iMI.  M.  K ASAf,  Sept.  15,  1907) 

„        I       Ixhikari  (III.      YAMAIU.  Oct.  24,  ISOO  i 

,, ,， Awhi«a«a  fill.  K.  MU  HA.  Oct. 10,  1906) 

„         ,,       Hhimofuranti    III.  M.  KASAl,  Sept.  20,  lfl*)S】 

„         " (liikal.uini    III. T.  MIYAKK.  Stpt.  l'.t(C)) 

„         ,，        Knmuikuian    III. M.  KASAl,  Spt.  27,  1908' 

,, ,， SapjM^n,  MI.  K.  MITKA,  <Xi.  ：：<>,  I'.Hiil ; 1. K.  MH  KA,  Ju.».-  •'»,  1!)«»；； 
II.  E.  ToKl'lttTill,  Aug. 1 ぼ， I.  II.  !•：.  ToKl  Hl  *  Ml,  Jane  障 
III.  B.  T()Knti:<  HI,  Sept.  I、!'V  111.  K.  TOKFUVCIU,  Oil.  isw し I. に 
MIYABK,  Jane トリに II.  III.  K.  MIY.VBE,  <M. lss<»  I.  K.  MIYAHK.  Juik- 
21, 1« は) [II.  K.  M1VAI5K,  .Vug.  S>, 1S!H  III.  T.  MFYAKE,  Oct.  21, U  »2) 
ill.  III.  M.  KASAl,  Seiit.  】:;，  I'., os, II.  HI.  M,  KASAl,  Aug.  u-\  UltTj  HI.  M. 
KASAl,  Ort.  10, l'.MtT  III. M.  KASAl,  Sept.  •」!'， 1!' ' 丁 
( )ii Ji'rt/jits  pho<  ni'uthtsiiiH  Maxim.  v 

l'n.v.  RhiriU^h:,  Zenüoko  ' 111.  « に YAMAhA,  Ort.  2«»,  1800) 
RKMAKKS  ：-     Tlii-  ciKloinic  Mpccirs  w;is  tirsl  ilcscrilx  *!  "•、•    DlKl'KL  ill  us 
a  variety  of  Vh. lUvunnU  Plowr.  «(  Wint.,  wliirh  is  an  An.^nilwin  ，ド' on  HnUm 
ytti-rifdim.     But  the  h«)fit  of  the  prcsoiü  vnricty  k  not  re^rii'twl t<>    Itubwt  jmr- 
rijufi:<M  only.     I'« >r  it  litis  U<\\  loinni  on  ハ'' ひ'〃 /Vo/'w/' ひ.， n\v\  is  :ilso  r ('ド ,""1 

to  :ilt:i<  k  l'nhn>i  r(»"«  üdixx  Sin.  var.  minor  link.  As  t<»  tli<-  linlmx  jMn  rifnfltiM  of 
Ja|>:in.  AfAlXl  Ml'UA  (カリ ri^ard.H  it  as  >\ii<Mi\tiioiis  witli  Jtuhux  //カノり/〃'".  Ii  it 
i ト K  ;.llv  so,  tlic  Australiuii  ho.<t,  on  wliicli  J)IKTKI,  Isivs  so  wuu-U ト ir に、、 in  »1 raw- 
injr  I'i'-'  "mdu.si"",  Ufoinfs  a  ilitVi  n  nt  tiling  from  tlio  ^Mallctl ム'〃 ドび iJUii'* 
of  cmr  land.  Compared  with  the  dwription  and  tli<*  photographic  figure  given 
by  Nf( "ALPINE  our  speek«  appears  to  vary  in  diverts  points  from  the  Austmlian 
tvi»f.  so  far  as  the  morplioloirical  fharnclcrs  :，】•'•  e»nic«'i  ih  <1.  All  thc^c  roiwis 
rciulilv  U-nd  us  to  throw  (loul)ts  on  tin-  cui  rci  tiK     of  takiiif  this  sjH'ci»  ^  :is  n  varictv 


<»f  /'//.  li'truardi  Plow r.  <•(  Wint.  Jint  lor  tlic  present  we  shall  stick  t<i  tlir  present 
mime  w  iiicli  is  st*  funiilhir  to  us. 

Phragmidium  griseum い l':'"，'l.  Ih.i.  .J: 山 H,"  M.  :i'J，  l'.Ki:!,  p. 41) ； Sm で., 

Syll"  XVII,  |>  H!J<) ； 】 ル', ， IlMhvi-ria,  p>(|.  41, 1"''「、，  ,,.:>>.". 
Ho-.1  :uul  <1i>trilnUi(Mi 
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On  Rubii»  ；"' •> 愿' Thunb. 

l'rny.  T»wa,  K 脑 -motu    II.  III.  T.  YosiIIN  \(； A,  A.ip. に'， I ぼり 
I'r,,v.  Kq" レ， My,^;,.m    II.  III.  S.  Kl  <ANO. ヌ,, 、. 1, トリ! に 
I'p.v.  Shintotsuke,  Nikku    II. III. <i.  YAMAhA 人 .1.  II ANZWVA,  An;:. (；. l'-'Oii 
KKM  AUKS  ：        Tins  is  :il.-o  one  <>i  our  rnilrniic  sjkc  <  < ふ. x'rilxl  by  DlKTKI. 
in 19；)；1    Among  the  ft'w トド' "in"'"»  ]  liave  had  the  ihtk. く on  to  examine,  tlic  i>uc 
n-coiv.d  i'rom  S.  Krs.\N*»  mav  lx'  n^:in|.<l  ：>.«  th.-  Ik -t  rr|'r<'st'i"-"tiv"  of  (lie  ivjh-. 
It  lins  two   <•(.,  ni-porc.-'   in  tlx-   H|>|»  i  in<»>t         of  the  "'l<'i"'，、ji«,i'c，  si(u:it.  <l  ..  Ii "レ 
above  the  middle  nf  the  ocll,  while  in  tlu-  other  cells  there  ar«  tlmr  get  ,'W'ly 
umlt'r  the  sp|itiun.      The  'ば i'i"'r:il  rlud'actcr  ol' tlio   t«  l< nti»>)H»r<'  U-u r.-  min  i)  r<'s'm- 
blatio«'  to   tli:"  of  I'h.   YoshliKi'/iri   I )iot.   DlKTKI,  Imlds  lite  length,  tlx' ドリ" lluiii 
hihI  the  rnn.stiiclioii  :it  s*'pluin  its  tlio  <li>tiiiolivo  jh >ints  of  llicir  "'loiu"、""i' に、 Hut 
nmny  well  f^iistrictcd   :m<l   <H)ni<-nllv  p;ipill:it"l  t<|iut<i>|>uns  of ゾ' ん 1'""/"', ド (グ '"• 
Dirt,   liave  njiiK'  iiikKt  iiiv   nl^sorvatiun  \\  hidi  sct-ni  to  si  and  in  <'<iiitr.'"li''t'i<'ii t<> 
DlK'l'KL's  remarks  h»  a  ccrrnin  decree. 

10.  P  hr  agmidium  heterosporum  Di«t.,  V.u\x\.  hot .  J: 山 rl に， liil. しヒ， に'：：！，  |>.<;_  •' ； 
Saoe"  Syll..  XVII,  p.39J)  ；  Diet.,  Hodwigiu,  Bd.  U,  liK)5,  p.344. 

J I(^t  and  (listriiuilion. 

On  JinbiLn  Irißdti.«  Tlim 山. 

l'n.v.  Tos.!,  Kö.i,,n<, 、 II.  T.  YOSIIINA (； A,  Jan.  ' 
rr.pv.  Ir.ti,  lir,  II.  S.  Kl  S\Nt>.  .l:m.  ::，  VMH) , 
liKMAIIKS  ：  ―  Tli is  sjK'f'us  is  :i レ" rmh'niic  t<>  <>iu  country  Tlif  i\ rst iiocoiint 
(»i it  was  given  I ひ- DlKTKI,  in  1'.,':':;  :ifh'r  rxiiminiii^  tin-  sjM-f'imcn  ("<i|!ci-t<xl h\  S. 
K t'S AN'O  at  .If",  Prov.  Iym.  Tlu*  inntcrials 【 hav"  ^xumiiicil  were  nil  in  the  inr- 
di*s(uu<'  l)lKTi':【，  ni:i<l<>  rciiiiirks  «initf  riiiii^;  tin-  aHiiiity  <•!'  (Iiis  sjMK-ii^  with  ノ '/'• 
cibfuKuni  (Stranwj  Wint.  [  have,  however,  liunllv,  any  thing  to  Bay  on  this  aperies, 
:ls 【 li"v,'  not  In  en  able  to  oUmtvc  tlir  t('l い littles  niv.scll". 

11.  Phr agmidium  Nambuauum い:， 't.，  Aim.  Myn>l , VI,  I'-'os.  p. 227. 
ト l "ト t, im<l  <li.>«t libution. 

( )n  Hwh'w  iH-fidniictlis  L   vnr.  jiijuintc'i  ISIiyahi!. 

IV.-v.  [buri, ト: ni、v:wm    II.  111. に MIYABE  el S.  ARIMOTt),  Au<f.  6， は 02〕 
L'rov.  [shikari.  Moiwa    III. に. YAMADA,  Oct. 17.  mi) 
', „  „       II. III. に MIYABE,  Oct.  "•»,  im) 

,， ，， " II. 1U.        .,  <M. 11. l'jo l  . 

,  HI- " ん' v.  :;， 

H  KM  auks  ：  -    This  specie  \»  aho  one  of  ont  vtulvm'n:  fornu  of  Phraffnudiam, 
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rc<-<>iUlv  (l«x  rilM>«l hv  DFKTKI..  The  teleutnsori  resemble  tlios*-  of  /'It.  L'nhi-Lbiri 
'IVr. 、り Wint,  uii ゾ,' 〃/",.、' ム var.  Mriffom^.  lint  under  the  mi«'r"sn>po  ノ' /'. 
-ヽ, i,"bi"'it,t," い will  lit  i»iHv  be  distiiiguisliwl hy  its  clmrac(c'ri>tu'  ])ruad, は" lit 
ami  <vlintlii<"il  trl'.i 山,.、 |"'rrs，  c.nspicuons  for  the  nbsciH-e  ol' papilhun.  Tl us  fiin<rus 
i>  i-nmparativflv  «•« »numtii  in  ilic  \  uinily  <>1"  Siij»}M»ro. 

】丄 Fhragmidium  Rubi lVi 、リ AVint.,  Pilzt  .  p.2:5(»  ；  Sa<-c,  Svll.,  VII.  p.740  ； 
St-I.roct.,  V\hv  S,|, Irs.,  j いに:；； 1) に、 vr"  Hiiti.sli  Uml.  and  l.'.stiln^.,  1  ； 
Fi^clier,  Uml.  St'lnveiz,  p.418  ；  Tubeuf,  Handb.,  p.375  ；  Klebahn,  ZeitK.  i\ 
PHanzcnkr., れ 1. 17，  if::-, い. 1 】(.'— 1 12.- 

Icon.: ド i.、''h('r，  I  "ml. ,1. Scliwoiz,  j>.41S,  ;  Plowr.,   liritisli  Urc*l. 

に s'ilji に， ]>!.  \ i, j\<r.ö  ；  TulKuf,  Ha  lull).,  p..'5/-).  ;  Iii»lwiir, 

Ja-\\v\>  «1. Jvrv]»ti»^unon,  p. !7">.  fijr.Ki 
H< »st  and  <li.xtiil)Ution. 
On  I!>ihiut  (irch'ritfi  L. 

SaKliali.it,  KuM.nn«:    III. T.  M1YAKK,  Sj.t.      lt)o7 , 
，，  Sliikkii    III.  "  An;.'.  -•».  H»<m'>i 

.,  S り 1 り、 v;.v' 山 tik:i  .，  Sij.t. 1'K 1!>|)： 

Ii  KMA1CKS  ：  Tili«  ！ -|K'rio  is  a  iww  :'.ddil'i'm  to  <nir  flora.  liitlmn  ",•('//•<'〃.、• 
I あ rict'ms  to  be  a  new  )\mt  for  this  fuu^tis.  Urcdo  urctictttf  rt*eor<l«l  by  IjAÖERIIKIM 
(に', n-  living  im  the  sain い liost  plant,  :i])]K'iii>  t<>  have  no  *im",'Hiim  、vlii"w('vi'r 
with  our  prrs'iit.  i'ln-ci/midhun.  Tl"'  niinibt'r  of  ct-lls,  h  sliurp  papilhun  and 
•^liorU  r  ]M<li<\ 1 an-  the  ••lianu  lcr.s  \vlii«  li  «lUtin^ui>li 1) に liohi  :  V^rs.j  Wint.  Ironi 
/'/'.  Rnbi-Mici  CPers.)  Wiut.  aud  Ph,  Rubi-jajtonin  n,  sp.  So  far  aa  our  prex'Jit 
km>wl<<l^t'  i.s  cuiic  vriif«!,  thLs  is  fimiul  in  Jupirn  only  in  tlic  8ugh:ilicii  Isl:m«l. 


1；5.  Phragmidium  Rubi-Idaei  (V^-i  Wim.,  Dio I'ilw, い 」:tl ； s"<:.，  Svll"  VII, 
|».44d  ；  Fivlicr,  Uml.  Schweiz,  p.4'20;  Scliroet.,  Pilze  Hehles.,  p.:;  「に,； Plowr., 
liritish  I'ml.  and  I'-stilu};.,  p.*2li(i  ；  KIcImiIih,  Zfits.  fur  PHainzcnkr.,  IW. 17, 
l'J('7，  i> 1 S1-M2. 

lum  ：  Dictcl,  Kn<rl. u  Flantl,  I'Hanzcufum., 1. 1. p  71.  fig.47.  D ;  b'ist'hw, 
I  'ml. (1. Scliwt  iz,  p.  i'ii).  Iig.'2!>l ; Ludwig,  I/'lirb.  <1. Jvr\  ptcjraiiM'n,  |i. 
47 it.  fig.l"). 
H ひ、 t  nixl  riliutkm. 

On  Riihux  hUuux  L.  var.  4ri<foxm  iM:i\im. 

Kuril.-,  Kam.-liiri.  Z  mU  kotan     111.  II.  TAXAKA,  Aug.  WOT) 
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Prov.  Ixhtkari,  J<muikei  (III.  <>.  YAMADA,  Ort. 12,  191)2〕 
" ., M«i«u  II.  III. 'に Ml  YAK  K.  <Kt.  ！ I,  HMi.'. 
-. ，， Mis,, "mi    111. K.  MIYAI5K.  «Jet. 11, 1'hiö 

., ,. Mi-.niMi    III.  J.  IIANZAWA,  (M. II, 1!«>：>  , 
,. , Miiyatna    III.  „  „  „ 

RKMARKf :  Tl»i«  is  also  one  of  the  species  newly  added  to  uur  flora  The 
fulfils  is  <  nm])M  :i(i\ ci  v  abundant  in  the  vicinity  of  Sapporo.  Comparing  our  plan! 
i<>  tlio  Xortli .\  ni<  rinni  i<|)crinu'ns  <if  Ph.  Rubi-hUai  ^lVr.«.y へ Vint.  prt^Tvrd  in  'mr 
(jAV  trc  I  Irrlmriinn  then'  roumin."*  linnlly  any  doubt  as  t<»  thrir  idcDtity  /  // liuhl- 
Idad  fPorn.)  \Vin(    ditfers  from  ■/'/'.  Rubi  ！ Per». )  Wint.  by  tho  number  of  the 

•  ••11>  ；: ml hy  (I  t'  sliapi'  of  th«'  )>;ij)illuni*t>f  tl"，  ti-lciitiKponv,  Alw»  in  .spiti«  >>i'  ihv 
iniinv  uppurent  wmilrritiw  existing  between  this  «pociw  And  Ph.  Bvbi-Ju^foxid  ik 
.、1».,  tJi«'v  <lil1«'r   (Vdiii « ach  oHmt  in  tlx*  l<'ii«;th  'バ' the  jxilio-l,  ami aUi  ！ n  tl"'  form 

•  ■f*  tlic  up]K«ni)«>st  "'II. 

1 1 Phragmidium  Rubi-japonici  " リ' 

'/',-h'i>los(,ri li  .  |)M]>livllons,  sniH('r,'«l,  jjulvorul^nt,  l<"' や niul  black  ；  t<4lcut<»s]M)r*«s 
siilK>ylin(lricnl,  (5-U  relhvl,  72-1*20  x  24-2S  mmm.,  tapering  or  rounded  at  apex, 
I>npi!iiMti  :;<nt.%  l):i、'  r..un<l<«!,  not  c<nistri<'tr<l  at  si  piuin,  uppermost  lonsrcr  than 
tlic  rc-^r  ； に' pi リ >("•<'  tlii*  k,  <!：  rk-hrnwii,  v('rru'、》sr  ；  ir<  rm-iH»n'.s  :5  or  4  in  rnch  c，'ll ； 
jKiltn-l  shorter  than  or  unmc  t に 、ト | 、'"-'■'- li，  f;"-U《)  mmm.,  Bavate  at  the  hatv 
； n< I  ycllowi-li  i"  tli,'  ii|«|kt  part. 
] I< «t iin'l  »listribiitiuu. 

( )ll   liiibits  jdjtoiiifiis  Muxim. 

I»rov.  Uhiksri,  J< 細 k"i    II にに. YAMAD.V,  <vt. 12,  UK>2 
„         ,.  ,,         HI.  M.  MII  KA.  (M. 17,  I '.«)'.• 

,, „  „         I!  I.  T.  MIYAKK,  (VI.  17, に 

lv  KM  AK  KS  ： ―  Tl"'  funuHis  iiii ふ' i'  odiisultrntion  \v:>s  at  first  tak'.'ii t«»  U>  i(l('n- 
ticnl  will)  /'//.  llnl,i-l,hi,i Wint.  But  aficr  all wv  x\rv  radier  in('li""l  to 
r'" ぶ' nl it  iis  n  ww  s\x  ■(■'.(■<.  Our  pn'.-riit  typo  i<  c;isi]y  iliMinguidi け 1 irr  mi  /'/,. 
/•','/"•-/,/〃,/•  P*  i>.j  Wint. I.v  tlx- ト jM-diol  mid  1>v  tlic  acuto  jMipilltim  "f 
it-  telcutcHpure.  I i<  sides  llubm  japonmtn)  U-insr  lierbatvous,  varies  widely  in  its 
\k\\>\x  from  Rubxtfi  var.  xtrif/o.*iif<. 

1". Phragmidium  Rubi*Thunbergii  Kussmo,  Tokv<«  H<t.  Masr.,  V い I.  is,  l'. い 4， 

トレ 17  ；  Di.  t.,  En,Lrl. し". 山 山 I 七.， lid. ：17,  ]!»!).-,,  j,.l()4  ；  Wu  t.,  n*flwi^iM,  M.  44, 

in"r»，  p.344. 
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aiul  distrilmtion. 

( >n  RuhiiH  T/iunb  i  t/ ii  S.  «  I  Z.  , 
1'n.v.  I)',.,  lw:i.v;una  '  II.  M.  <)K I' DA! I： A,  Muv  -I. 
l'r-.v.  S't'-i.  Kr,)*.    II.  K.  MIY MtK,  Sj.(.  Is.、!》", 
l-r  v. 人,..,",;. 1 に II.  K.  MIY  AKK  , ！  «；.  YAM  ADA,  A ド'; 1 に IMii! 
„  ，，  „       ill.  K.  MIYAHK,  April に IWM 

，， '， „      (II.  N.  IHK ATSI  KA,  A.ig.  】、'•'、 
l'n.v.  Musaiibi,  Tr>ky»1    II.  S.  IIOUI,  April 17，  19<M0 
., „  .,        III.  M.  SIIIHAI,  N„v.  (DO-. 

，， ，， Hac>hioji  V.U.  Y.  TAKA1LU4HI,  July  27, ぃゾに 
llKM  \  l;KS  ：       This  sjm  cics  i.、  «Im»  ciKlcmic  to  our  wimtrv. 】 (に、,、 ヽ- い， 3  original 
dcM-riptidi) i<  to   have  n-nclift!    I)  I  KT  HL,  wliil«-        j)ap**r  du   J'hragmidiitm  in 

1'メ（' ス wus  in  【1"'  ，"','"'.  However,  1)1  KTKL  nu. (に' n  sln>rt  remark  on  (his  .«jx-crii-s 
umlcr  /'//.  L'i'hl  '  ]'<  ts.;  Win«. 、'"に "'iiiü't'i,"  J.  ！ Mull.,  s»v'm^  "Als  eiiu-  iunu'，  in 
flicscr  Arlx'it  n«nli  ni<!it  lM'riifk>ic!ii^((.  Art  trliiolun  wir  Wiilin-nd  Dnickcs 
ixx-li  / に l!nhi-'r<nnUr</ii  Ku メ nuf  /,，,' 厶' w  T/nmhoyii  S.  et  Z.  aus  .T:i い: m.  Sic 
i-t  di  n  :;ii<!<  n  n  ;ap:ii<i.s<  li.  n  Ar(  M-hr  alinlich".  litit  jioJxrIv  will  think,  that  tho 
pro«  lit  Kpw'i'w  is  ullitil  to  Ph.  Hull  fl'errt.)  Wint.  var.  ,,tini"t，ti"  J.  Müll.,  when 

h  !<•»•        rv^l  tli'-  stn«.i >tli  i'pispo れ' of  thv  foriiHT. lu  reality,  tli<>  siniMttlnn'Ss  of 

tin'  «  |»i>|M.i«-  ol' I'h.  liMhi-T/niuh'Tf/ii  Kusino  whs  ii(,t  nieiitioiiod  in  i\w  original 
ription  of  this  sp-cio.  Through  tlic  kindness  <»("  Prof.  M.  Sill に、 I  I  <r<>t  u 
sfKf  inieii  of  iho  (ch-uto-tu^e  of  tli,'  present  s])e<-ics.  I 'mlcr  tl"'  microti »jm-  the  trli'ii- 
(ris]M>rr  ilis^-li^l it>  rcwmblano.'  to  /■'/'.  t/rit-Tmii  Diet,  in  ti"'  c-liarncti'r  <>1"  tlu*  pa- 
pillüt« <1 iipt'x  uim!  of  tlio  ron.-trictidii  ut  h  jttiim.  Jiut,  us  the  author  of  the  sjK^-ii* 
wfll  lidliciil  in  Iiis  n'iiui rks,  tho  miiiil)»>r  of  flu-  ^«  riu-pons  in  cacl\  <rll  iirr  '2,  while 
in  flip  casf  of  Ph.  gnuiiun  tl"、v  arc  f'lirrall.v  W.  Tl"'  Joiifrtli "I'  tin-  ncdiccl  of 
tl"'  pn  sint  -p«  ciw?  is  also  «l\v»ys  shorter  tliun  tluit  of ゾ) /,.  «jritu  um 

1に Fhragmidium  Toshinagai  Di«  t.,  Kn«l.  bot.  Jal.rb.,  M.  M,  v.h^,  v.rm  ； 

Düt.,  Kngl.  bot.  Jal.rl).,  B«!.  M , 1 !>()：),  p. 1<M  ；  Diet.,  Ann.  Mycol., や, 1. VI, 

1!>0S,  p.227  ；  P.  H.'nninirs,  En^I.  h.»t.  Jahrb.,        :U， 】90ö，  ,,.51)<；. 
H«x«(.s  und  distribution. 

( )ü Ilabus  morij'oliuj<  r>wh 

\'my.  T,^ti,  Inuii  (III.  T.  Y<  »Sil IXA<  i A,  On.  4,  V>"s 

i  hi  Rubux  crahu'f/ifoftus  Bg(、. 

1'r.rr.  Iw.tki,  To«-.« I ；•    II.  HI. に MIY.VBK,  Aug.  3K, 1、'. に 

Pn.v.  Iwak',  Asaki^i-muni  (II.  III.  Y  TAKAH  ASFII.  S,,,t.  'Jii,  1S!)7) 
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Pkiv.  Kikacha,  Tw— -mn«  (III.  Y.  TAKAHASHI,  Jane 17，  Ih97) 
Prov.  Miiteu,  Ilmwaki    III.  N  lIlRATBrKA,  S,.t.  i»,  im) 
Ptov/OmIiIiim,  Nanue-mnra    111.  T.  MIYAKE,  Aug. 11, 1HU7) 

，， „      !fak<>dat<>  (III.  K.  MIYABE,  Jnl.v  I", 瞻) 
I'n.v.  Sl,;ri し- Ii;,  Kumuishi    III.        „  „  lMt'n 

" „  niaru    III. (に YAM A DA,  An«. 

„         .,  ，'       III.  T.  KAWAKAM1, Ut. 1M»> 

IiKMAKKS  ：—  Mr.  T.  YoSIIlN  Ad  A  kin.llv  sent  ine,  <n\  n  quest,  a  p:ir(  «.f  the 
tyjK'  .siM^-imcn  ou  Jinbn»  iiiorijoltiix,  with  wliifh  I  、v,,，  nhlv  t«>  corapnn'  mir  Il"k- 
kwdo  for m.s  on  Hvbw  emUt^gifolim.  On  oxaminatioo 1 camc  tu  know  Umt  iln-v 
arc  douUt le^lv  tlit-  suiiu' ： 卜 /-'/,. 1* り.、'./ (  >n! v  poini  «»f  iliHr  n mc  i， 
that  (t-(icllc<l t< lcut<«sp(ins  arc  roinparutivolv  often  i'ii に" 111 山 'r"l  in  t!i<-  >-n>t-  >>C  Ü\v 
Hokkaido-furms,  while  in  tlie  Tosn  sp(K'iin.m  tlu-  sjm.i'-s  ； irc  alujiy.-i  coinptts« <i  «if l<-ss 
thiiu  five  "'lis. 


<  >i.  SANGUISORBA. 
17.  Phragmidium  carbonarium  (Sdild-liis.)  W'rnt.,  Die  Pilze,  p.-_'-27  ； ド i-»'l"'r, 

a.  S-I.w.  iz,  |)J(M!  ；  Sa.c,  Svll.,  VII,  p.Töl ； IMuwr.,  lirilish  Knil.  an<I 
し' Htilug"  p.tJ27  ；  SrliHM-r.,  Pilze  SeliW,  p.3ö5  ；  Dictd,  Engl.  bot.  Jahrb.,  B<1. 
27, 190t),  p.567  ；  Dicu  l,  Iltnlwigia,  Bd.  44，  |> .146  ； に [Icnnings  Ki^l. 
Jahrb.,  Bd.  27,  p.147. 

Icon.:    Pin  licr,   Die   Urcl. •!.  S  hwciz,  p4('7，   lig._^  i  ； l)iet<  l,  Ei^l. u. 
IMuntl, 1 リ l:mz''uf'!im., 1. に p.71.  liir  - 17.  K  ;  Liulwi^r,  I/  lirl».  d.  Krv- 
ptn^aiiic!»,  j».4  /  •).  tiii'.'i-. 
H，wt. 一  an<l  fÜ.«.}  ributicm. 

Oll  リ, dwjrba  On nijolht  r  im  Ii.  vur.  tilha  Ti'uutv.  ft  M»  v. 

l'n.v  Sinnann,  Y:i い い. JII. 'に MIYAKK,  AuK.  :、，  I! ばに. 

Prov.  l-hikari,  KitA-mun  X  K.  MH'U A.  May  24, l*)ß) 

„  .，         S:>I'pun.  (■  l.  ,,      -»'s  l!MMi> 

„  „       irurumai  J.  (i.  YAM  \1>A,  Jul;  :»,  W'KiXl.  III.  O.  YAM  ADA,  July  :'>"， 

11"" し. I.  111. S. IT い， July  ,、， 
，， ，， Fuk:.u:.w;i  tl. HI.  T.  MIYAKK.  Julv 1". l'J(»!) 
,. ，， SaiUK'n«H に III.  K.  MlYAliK,  July  ！ •， 卜'. >1 ) 

„  T.Ims,'  Ll.  I.  SMIMIZr,  July  21, 

„  ',        T-iii-li  kari 1. III. S. 1TO,  J.ilv  1'.»h7) 
I'n.v.  Orthinw,  thk<idatc    111. に MIY.VBE,  July  1(1,  lb04) 

,,  ，， Izuini な iwa    lit.  „  „ 1:'>， 

,' ,, Kami!-.. リ 11.  ，，  „ I-'  )>!»'•； 
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lVw.  Ilkiakn,  S« 議 ni    III. Y.  TOKUHUdll,  Aug.  S, 

n  n  瞧 》h»te  (I.  III.  M.  KASAI,  July  7, 霞) 

,, ，， Xükapi»    I.  Ill  ,, ,, -jo,  UK »7 , 

I'rov.  Ibari,  Osh»m«mbe  (I.  G.  YAMADA,  July  18*17) 

,, „     M-rurau  ；  I.  K.  MIYA15E,  Jini.« 10. 1»(K); 

，， " „        (III.  O.  YAMADA,  Aug. ：：, 讓〕 
RMiiri  Island,  <  Kliiiomari    III.  T.  KAWAKAMI,  July  21,  ]^.)'J, 
K  ii rile  Island,  Ktrufu,  Shana    I.  K.  Ml  IK  A,  July 11, 1908) 

" " ,, T"r('  '  I.  ,,  "     -■；，， 1：>1；； 

,. „       Sh.ik«»tan    III. T.  K AWAK  AMI,  An«.  I. 

-. -, Ktr-.fn.  SI, 顯 HI.         .,  ,'     ;(,  isiis) 

()n  Sai(/ui>forh(t  oßrhmli» し. 

I'i-v.  Mu«.slu,  Tükvf,    III.  S.  KI  SANO,  yUy  18：>7, 

l'rnv.  Sl.ln.o.snkr,  Nikkf, 1. III. (に YAMADA  «t  J.  HANZAAVA,  A..«.  f>, l'.KK)) 

Pt»v.  Rikncha,  M<iri<*ka  fill.  S.  ABIMOTO,  July  IS, 画 J 
<>n  Snifjui^orbu  c:tn<t<1rn»if  L.  var.  m  tlia  Maxim. 

l'in,、.  l>».  Clir.kalzjm    I.  K.  MiriJA,  At1(?. が， 11)05) 

l'n'v.  l  /.t-n.  I  iwa^tn    HI.  ',  „ 1：«,  IW:,} 

，  III.  G.  YA.MAKA,  Aug.  7, 画〕 

Pn.v.  Iwaki,  Z 画 can  (111. K.  MIYAHE,  Aug.  '29,  1H8J») 

l'rov.  UikiK-lni.  Iw-:it,.、un    Til.         „  St-pt. 1, mn  \ 

Kuril.-  1st  ami,  t'rup  J,  K.  MIUR.\,  July  H,  WW) 
RKMAKKS  ：  ~    This  finiLMis  is  ve  ry  fitnunon  in  noitlieri»  J"p!in. 

CONCLUSION. 

In  tlu-  pmtt'iling  juijre.s  it  lias  Iktu  uiv  cudoavour  to  ciimmTatc  the  sovcutmi 
•specios  of"  I'hntf/iitidiuui  ton n< 1 in  Jti pun.  TIksc  ,'ml,i'ii<v  t<*n  spw'i, や liithrrto  j'ouiid 
in  our  "'imti'y,  four  tlcit  liavc  Ihch  unknown  to  us  up  Ut  tins  dnv,  hikI  <1ii'cc  tluit 
api^ar  to  be  quik-  "('、、■  to  ； ぐ,'. Among  tliow'  w'v<'""','u  sp: ャ i は »'l»-v»-n  aro  <oun<l 
only  in  this  country. 

Thongh  proper  justico  lias  bt>eu  done  in  thoir  iwjH-<"tivc  places,  it  evenw  worth 
wliili'  to  fliscuss  bricflv  liow  tin-  mismke  with  r<-^ir<l  to  the  iiU'iitiliiatiun  of  Ph. 
itvhwticlum  f Schrank.;  Wint.  and  I'h.  Frat/nr'ntxtri  (\}(\   S<'lir"'t.  <Krurro<l. 

Originally  Ph.  wbcorlieium  (Sdirank.)  S<-brcet.  was  a  European  species.  It  wus 
snli^«inontIv  introdiHvd  into  Arncrir:i  ami  Australia.  So  ihr  us  our  kno\vlc<l<ro  ^«hs 
tliis  sped に- i.s  not  found  ut  »11 in  ""r  <''mnti-,v.  It  is  true  tlmt.  rof'crciico  to  it  h 
found  iu  »11 our  writings  on  this  gi'mis.  But  ol' lln'sc  writing  oiu-  oi*  DlFHKL 
is  the  «iirliot  ami   j)ni«ti<ally  the  l>jt，is  of  all  sulw(',i"<-m,  works.      It lms 1 、(や 11 my 


Digitized  by  Google 


« 井一 口 本 ^フラグえ デ f ユー ム m: 躭 さて 


に Cituti«'  to  <：•；•(  I Vom  the  Ci.lk^o  HerlKirium  the  v»-rv  s|m で imt'n  No.  coIl(rtf<l 
by  Prof'S.  Kl*s\No  al  Mt,  Takao,  Prov.  Muswlii,  on  June 11, 1899,  which 
IMI  '1 1；].  1ゃ|-'、"'"  iipuu  l  it.  mfj<-orlirii(iii  i Sr!n unk.;  Wiut .  in  1901.  l"nd<  r  tlio 
iiiic i' M'trjw  【iir  :,l  o\  (  iin  utioiicil  >|Mciuicn  sliuwt  <l  to  be  nothing  but  77i.  l{o»a>  - 
,,','//':/ んゥ ひ' I  )it  r  At  the  time  of  describing  Hi.  Howie^m^dtiflorae  Diet,  in  lliOö, 
1 >I Y',  V.\,  iliil  n<>t  ii'ivc  u、  tlir  <l;.t*'  Mid  locality  for  the  r>p<、,'im,'ii,  on  wliioli  lie 
tiiiiiidt  «i  1 1 1 ! -  new  yjM'cio.  He  onlv  inciitiniinl  Kl"S  \N< ),  the  < 'り ll''rtoi'，s  name. 
'II  I  is  (a<1  niakc.^  it  jirohablc,  that  Dl  l"l'KI.  iisetl  tli<-     ni>-  sjx>ciiinii  in  Initli  mmisiuns. 

.\、  n  !j;::i(l>  lli い fxistt'iKt-  of  l'li.  Frtii/oi  In.sfri  (】）（■:.  j  ScliriH-t.  in  -laptm,  {'n  quont 
rcli ii Deo  ate  nv.1  wi<li  in  our  lif»Taturi>  Bi»t1i  kinds  uf  sj>rcinn'iis  on  wlii<li 1*. 
IlKNM.\i.>  iiia, レ' ，で poi-t  liavc  Ixvn  als»  in  owv  |>。ss'、-mii  Wliilo  I  w!i.、  （'iur"'2.(M 
iu  tin-  study  of  tljuM'  speotniciui  thev  appaiv'l {•>  n-  ")"'n  examination  to  diftVr  in 
n"  vviiv  I'rom  /''〃'<•'•,' Polinlifldr  K"ii に This  flirt  drew  us  un  t<>  :»  further 
ト tu'l.v  :-— ml  rl'w-i-  4  x:iniiiiiitif>n  uf  tlic  uIh»v<>  ikihhiI  /■〃(，<•'〃,'"《//•",".  In  tlio  (i、mx'  of 
my  >-tiuly  my  uttw は i,m  wii^  dim-tfd  to  DlKI  KLV  rcninrk  under  PurriniaHtrum  JJotrn- 
(il/'i-  J く <,"■ し， in  I:!s  l*n  din<cu  Jnjx»nitie  VI  '  p. 3  wlivn-  Ik-  «  lcurlv  «>t>  <lmvn  us 
ん 11<>、、>;   naiiii Iv  "ト :、 ist  l'ilz  (】■'"<，<';,"" メ f,'ii,"  h'om.J,  ,1,'r   von  V. 

HKNXIXos  iii Fungi  japouici  IV  ah  /'/'.  Fr<tya^adri  (DC. J  Schrort.  aufgeführt 
\<t-'  This  n  niark  o<'  DlIIKi.  fully  atrn  r.<  with  an<l  rorrobornti's  Mhat  I luxl  fiuui<l 
to  he  the  fuct.  I'm に r  Ph.  I*oten(Ul«tc  (Pers.j  Ktiroi., 1 havo  already  >n'u\  that  in 
iMir  ron nt rv  l'l に J-)n;/iiri)i.ilri  (  H<  '.  i  'Si'hi'oet.         11 り t  yt't  Ixh-ii  fi.uiiul. 


HOST-IKDEX. 

1- Fotentilla  I'. 

I'oftiidlln  cltiiii-nxiH  St.   /' ん •('•'/〃' ム /,•〃,,》  I'otcntiUnt'  (Pcrs.i  Karst. 

/'(f/riiti/ln  (',-., な バリ,'〃,.'" ム,, •  Muxini.  .....  ，， 

ゾ' o ん "//〃,,   Jhri,-iiiftii    Er.  <-t  Smv.    ，， 

P(  if  rut  ilia  ijilidti  (、.  A.  Mf.'\'  " 

I'ohntilla  Kliinittim  \\ .  vX  A.  . ,, 

2.  Rosa  Tourn. 

7、Vw"  (iciniliirin   Lindl.  Phrai/midium  fu^l/ormr  S>lir<K  f. 

Horn  dahnrioa  Pall  •■     .        Ph.  amerimnum  (Pk.)  Diet. 

Rosa  Unritjalu  Mi<|)  尸/" lioHUf-iiniUiflonH'  Diet. 

ゾん hieiai'  I*r.  c(  I{«xli.  Ph.  jtqtoiiii^im  Diet. 
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Jif>w  mulHßora  Tlniiib.    Ph. ゾ〃' /<"'/'"'"'  Diet. 

.，    /  h.  JiOX'ti-hiidUßorfH'  Diet. 

Jiux  i  ni(/ot<<i  Tl.uub.         ……  / /'.  J "—>:'"'"•'' f" 脚' ii. ト- い. 

„     I  Ii.   lf>Z<H'Hxr  Ii  sj» 

liowi    W'ühur'uiiKl  Crcp.   /'//.  jufXiuU'Hin  l>i<  t. 

： に Rubus  L. 

arcfi  u^  L  I'ltraf/inidinm  Ivubi  (l'n's.)  Wint. 

l!."f"w  cr'itn></iJofinx  H'^t-  /'/,.   Yot<\i:i«t//,il  ])[«•(. 

ム'' "J'w  Ida  l(»  L   vnr.  xt 諫.  l'h. れ //"•-/, /,,,'/  iVoix.  Wint. 

Rnbm  »uimt»  Thuob.  /'/'.  grimtm  Diet. 

Rnbutt  jajxmiaits  Maxim.   Ph.  Rubi-joponvi  "• や. 

Kuhns  i 麵、 Siel»   I'h.   Yo^hina^u 1 )i<-t . 

h'ulniK  ocoid»  iUoUh  Ij  v  ur  jtipotüout.      Ph.  Xambttannm  Diot. 

1 レ il'i'w  jxtrrifoliiix    L  l'h.  Ilariuinli  var.  intvciloculnri-  Diot. 

1 1' ，, わ' w  j,l，ont i »; Muxim.  ，， 

/.  »Itax  Thiitibc.iyn  S.  et   Z.   l'h.  Inihi-Tlm iihnyit  Kusino. 

liuhnx  ro^ujoliuH  Sin.  vnr.  minor.  l'h.  Jlomordi  Viir.  pnuriltx-vhir''  Diet. 

/.,'/"'.、  frijuh'n  'r'hunl»    Ph.  h'  t<  raKponim  DicJ  . 

4.  Sanguisorba  L 

Siiof/oiwu-fxi  c(t»(iflr>i.-ln  L-  var.  vudJn.      ！' に cnrhoHdrinvi  ' Svh\i-r\\t. ^  Wint. 

Stdif/i'isnrfm  nß'';i"d に、' h  " 

S,ihtfu'iHorhn  h  mtifoiin  Fi.sch.  Viir.  alba.  ，， 
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'2 ふ Sydow,  H.  et  P.  &  Fvui^i  hvYuc  oriontali.s  Purs  II.  (Ann.  Mvc*,l.， Bd.  1907 

Butler  £.  J.  S.  4,s5-  )Lr).) 

2r».  Thfimen,  P.  Von.      Beiü-ü;'«'  zur  Pilz-Flora  Sibiriens. 


EXPLANATION  OF  FIGURES  IN  PLATE  I. 

■Ml  the  fiKiin-s  w,'ri'  ilrtwn  with  tin-         of  a  ••anierH-lnokl^  HKignituatiun  U-ing  ahoul  ；{•>(• 
litm>.    Ph.  hfU','<T,-"i"       t.  !：；  nut  iiiclink'<l  kinj;  im: 山 li'  to        tlie  ti'Knt<»>jM.rt-  -if  lUv  same. 

Fijr.  I.  riirwjntidium  PiAcnliUac  (lVr.s.)  Karst. 

Fig.  'i,  PhraffmUlimn  aimriranuui  (Ph.)  Diet. 

Fi«;.  H.  Phr(i(jmi<Uuia  fmißmue  Srhni-tcr. 

Pig.  4.  PkruffmidiuM  jvjponieum  Diet. 

Fifj-  •">.  l  hragmidium  liosae-junll/ßoiuic  Diet. 
Fig. (i. Phnif/inidhou  Rfmu-nKjostw.  n.  sp. 

r      7.  Phmt/nudiuui  yczofiisr  n.  f*j>. 

Fig.  8.  I'!" kl"tm  Bamardi  Plowcr.  ri  Wiut.  vur.  prntcihcid"''''  .T>'wt. 

Fijr.  i).  Phr(i</hiu(him  f/rmimr  Diet. 

KifT.10. lJh rat/in idinm  Narnfmannm  Diet. 

Fifr.ll.  Phrtupmdium  /.«/":  (lVi's.)  Wint. 

Fi  jr.  1*2.  I'hniffutidiiim  liubi-ldaci  (Pew)  Wint. 

Fij^. 13. lJhr(tf/midiuiii  "tth;-"' 羞) o"'，；'  n.  s]>. 

Fig. 14.  I'lir<t(/))iitlium  livtn- Thiinbtrgü  Ku.snim. 

Fi«;.  IT).  PhnH/iiiuliuiit  Yo«Iihio(/ai.  I)ict. 

I  ijr  lO.  F/ii-af/midiuhi  cai  hwiarium  (Schlecht.) ヽ、 int. 


1^=±>  ■.IT.* 

摘  ^ 

― 千 九 百 0 五 年 Dietel 氏 は Heilwigia  ^上に 於て !Jl"'，'"'li 鶴 に 就 
さ铳 細な る 論文 を 公； こし 内に 1'4 十六 秫 を • 记 せ り。 其 後銪舉 者の 
硏究に 依 & て 赘 表せられ たる 稀顿は 略 八钝に 止まる が 如し、 故に 
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I'ruv.  Rikucbu,  Txaiiagi-mura  (III.  Y.  TAK AIIAS1I I,  June 17, 1、!,7) 
I'r-v.  Mi.imi,  Kinski    III.  N.  IIIKATSI  KA.  S,Pt. -., い' .,7 : 
l'n.v.  tKluma,  Xaiu.-aiun.  ,111.  T.  MIYAKK.  AuK. II,  1st»：：. 
，， „      Hakoda"'  (III.  K.  MIYABF,  July 10, 賺) 

IVuv.  ShirlNsl.i,   KumaWlu  (  III.         ，，  „  卜!>!') 

•，         ,，  <  )!ar.i  (III.  (；.  YAMADV  Aui{.  ls'.ts; 

,， ，'  '-, III.  T.  KAW'AKAMl,  <K  t.  ls«t> 

liKMAKKS  ：-  -  Mr.  T.  Vosm.NAtiA  kin<Uy  wilt  me,  <>ii  rcfjut-t,  a  |>:trt り ftli'、 
typo  .^pccimon  on  Ji'tb'w  morlfoHnx,  with  \vhi<  li I  was  able  U>  <、》mp:in'  our  Hok- 
kaido lornis  <»n  Jiubw  nuiOhf/i/nlin^.  (.)"  oxaiiiiniitioii  T に imc  to  know  tliat  thcv 
an'  (lotihtlcvilv  tlic  siunv  :i〜 i'h.  Y 'ぶ' i"'-'f"';  Diet.  (>"，•、■ ド, ini  of 山 t!i' に 'で i.- 
that  6 -celled  irlfiitospoics  are  n  >i  n  j  m  rati  vol v  often  i'm、 咖 temJ  in  the  uf  tin- 

IIokktiidD-furin.-,  while  in  the  T<wi  ,s|Hvimen  tin-  spor、  arc  :t ！ n a vs  ttunp. »^  <l  "1. I，— 
tlmn  five 《や lis. 


On  SANGUISORBA. 
17.  Phragmidium  carbonarium        ぼ |,ts)  W'  nt.,  l)i，'  lJi !/.<■,  p/J-iT  ； ド i«cl"'r， 

I 'ml.  <1. S<'liw<  iz,  p.4(Hi  ；  Sine,  .Svll.,  V【I，  p. い バ ； Pluwr.,  British に mid 
I  stihig.,  p.2'27 ;  S,'lir,,t't"  Pilze  Sellien.,  p.355  ；  tHotol,  Kntrl.  bot.  Jahrb.,  Bd. 
27, 190t),  p.567  j  Dietel,  Hotlwigia,  Bd.  44,  p.:i4«  ； 【'•  Hönnings,  En^l.  bot. 
Jahrb.,  Bd.  27,  p.! 47. 

Icon.:  Fwcher,   Die  Urotl.  <1. Schweiz,  p407,  lig.2s  I  ；  Diotcl,  Engl, u. 
Plantl,  PHaiizciitiun.,  I.  L.  p.71.  fig.47.  K;  Ludwig,  I>lirl>. d.  Krv- 
lito<raiiK".i,  i).47").  i\<r.-2-l. 
YUtfis  aad  distribution. 

<  )n  S<nif/uiW>rba  tnivi/olüt  Fim  Ii.  var.  alba  rlVaut\ .  <>t  My. 
IVuv.  Sl.inan»,  Y;u "に:" i:,k,'  JIL  T.  MIYAKK,  :、, 1! に' り 

Pr..v.  bhikmri,  Kita-mur»    I. に MIT'ltA,  May  21, 晴 

', ,, 卜，' n.  (I.  -,  ,，     二';' "."";） 

„         ，，        Iloromui  a.  Ct.  YAMAHA,  July  :t, はに' XI.  HI.  G.  YAM  ADA.  July  ::<,， 

i '•»(>( に I.  III.  S. 1T<  >,  July  N, ぐ 
,, ., Fukagnwa  t  I.  [II.  T.  MIYAKK.  July 10， 1901) 

，， Sanii;awu        111. K.  MiY.M'.K,  .lulv  it,  IMM) 
r  ，，        Tulntsu  ：  I. に SIHMIZr,  July  21, I «101 

，， " lVui-h  kari    [-  III.  S.  IT<  >,  July 11» (に） 
I'r.,v.  Oxhitna,  Hakudak-    III. に MIYAHK,  July 10,  1894) 
，，  ,, lruntixiiwii    UI.  ，，  ,, しに 

-, ，， に"，""' に 111. ., „       U 卜!'' り 
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1'r-v.  Hi, レ に"， S-.n,mü    III.  Y.  TOKrHUClII,  Aiip.  S， l、i につ 

•，         ,，      No 画'' hata  (I.  III.  M.  KASAI,  July  7，  I9(fi) 

" ，， SühiVi,    I.  III.  ，,  „     -JM,  ütoT  ; 

l'n.v.  Ihuri,  Oxhamambc  ： 1. G.  YAMADA,  July  •—'(;.  UH,7) 

，， '， M nr. .nm  ：  I.  K.  MIY.MIK,  June  W, 19IKÜ 

" ,, „        (III. (に YAMA い A,  Au«.  ：1, 1M<s) 
Hi-hiri  Maixl, <  i-Iui-.iuari    III.  T.  K A WAKAMI,  July  21. 
Kuril,'  Island,  EtruAi,  Shana  (I.  K.  MIl'KA,  July 11, ItMlC) 

" „          „       Tut«  ,  I.  „  „     -21, 1: に i:;, 

,' ,, Shukolan    111. T.  KAWAKAM1,  Ann. 1. iws'. 

-. ., Kin.t"u.  Sii:m;i    III.  „  ，,     ：{，  isiis) 

<  )ii  Sinnjaitiorba  vthi  ntiili»  \t. 

h-''v.  Mu«i-)r.,  Tr.kyr.    III.  S.  KI'SANO,  May  :"'，  I8!t" , 

l'n.v.  Slimuisukr. ヽ; kl、ö    I.  III.  (i.  YAMADA  c-t  J.  IIANZAWA,  Ang. (；, lWo) 
IV  v.  Hiku.hn.  -M«.rink:i    111.  S.  AlHMoTO.  July 1)， l'.XKi, 

On  8:tnguiitorba  。ひ あ に var.  m  did  Maxini. 

I'n.v.         r'hnkAtnui    I.  K.  Mlllt.V,  Aug. が， 1905) 

IV-, v.  rz<n.  i  ； «.i^-in    III.  "  „ 1：«,  IWb) 

„        „         ，，        III. H.  YAMAMA,  Aug.  7,  icon 

IVov.  Iwaki,  Zawozan  (III.  K.  MIYAKE,  Aug.  2»,  !HÖ») 

Prov.  Kikachu,  Iv*«-wn   III.        ,，         Sept.  », 1893； 

KuriU-  I.iu.ul.  rru|.    I. に A,  Julv  «，  j;>0 ! ; 
R KM A HKS  ：-      Tliis  iunuiH  is  v<  rv  c«>minoji  in  nortJiern  Jnpan. 

CONCLUSION. 

In  the  j)iim<ling  pages  it  lias  Ikm  ji  iiiv  n"l('av"iir  to  (MiuiiMTatc  tlic  -ゃ、 で iitv'ii 
ト peciw  of  J'hnu/iiiiiliui,!  tonn«]  in  Japun.  Tin«'  cnibnirt'  tvn ト p< で"' s  liitlu  rtii  <'oun<l 
in  our  <-<»iintrv,  four  that  havo  l<ccn  unknown  to  us  up  to  tliis  dnv,  nnd  thra-  tliat 
appear  t"  bf-  quite  iuw  t«>  Am,»"p  tlics-  s»  vci.lc  ii  s|': で ü's  vh  vcn  an'  fonwl 

only  in  tliis  count rv. 

rj  hou«rli  proper  justi"'  lias  h  on  <kmc  in  (lioir  rf>|n'ctiv<' い l""'s，  it  sc<  ni.<  worth 
M'liili-  to  <li«'uss  bricllv  how  the  mistake*  with  r<'j>:inl  tu  tho  idrndrifution  <>f  /'//. 
mbcorUdum  (S<*iirank.)  Wint.  and  l" し Frugnritmln  (DC  Schrtet.  occurred. 

( )riirinallv  Hi.  hhIm-oHiciuih  (.-vlirank.)  Si  hr«»^.  was  a  Kuropcjin  spei'ics.  Tt  wa.s 
MibscqiK'ntlv  intri'iluo^l  into  Aiirthm  un<l  Australia.  So  tar i い our  kiu»\vl«><l<rt!  pH-s 
(Iiis  .sju'eics  i.<  nut  fixnul  at  ！ ill  in  "iir  。,iiiit.r.v.  It  is  tru<*  that  r('f;'i で n( や to  it  is 
found  in  all  oar  writin-rs  on  this  ド. I^it  of  llirx'  、vririnj^  L)"':TI':L 
is  Um;  curliest  auul   j)nu  (inillv  tlu-  basis  of  all  sulisi  <|iicnt  works.      It  lm,->  \mw  my 
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に'"'' i  ll.i min-  h. 'ぶ '【 fn'm  the  ('o]|<'«r(  II«  riutn  tlic  vcrv つ m ヤ iim'ii  No. t'olli'rt"l 
l>.v  I 'rot'  S. 1 く  r、' 、ヽ -" :it  ^\|(  TakiK»,  Pntv  >[usi>lii,  on  ,h\w 11， 1.SD9,  whi<-h 
1 Ml  "11：  I- i，' に.'， n'<l  ii|mmi i.>  /  7i .  xuhritriiriHiu  S<!n  »nk.  j  Winl .  in  11)01.  l.'iulcr  the 
ini< i<  -<  i,]m-  t  |ir  :.l  u\  <■  UK  KtioiH  »1 >]m cinirii  >lniw<  (1 to  \)V  uotliiufi lmt  7 'A.  I{o»m  - 
,,i'ilt;j に rn'  I  >i>  I  At  rlic  tim"  of  <l<'.M-ril>inur  H" li>»nu-iiiiil>ißoro,  l)i»>t.  in  1!K)Ö. 
】 '【に,' Kl.  did  mil  Lriv<-  ti>  ti"'  d:  tc  i  ihI 1< unlit v  f ( .!•  (lie  sji<  riincn,  on  、vlii<、li  lio 
f'<'iui<l<  <)  ，}i:、  ii«  \v  ^jM-<  ics  I【,'  （'"l.v  im'ntM'm''l Ki  s  \No,  tlio  coll.  ctor's  mum'. 
Tins  tin-1  iiiuk'' メ  il  j>r..lmblc,  tliiit  DlliTKI.  um<1  (lie  sam"  sp'ri" い' 11 in  Initli  ixn ふ ,i 卜. 

-い r<v,，',l、  tlic  <xiV(rmv  of  /'/..  FrtK/a r'uist,',  \)C.,  .S-lir.H-t.  in  Jap:in,  l'n<pn>!it 
n  (i  n  in-(  >  an-  ni' f  with  in  uur  lit«Ta(nr<-  Bi.tli  kintls  <»f  .specimens  on  which 1*. 
llKNMNto  m"<l，-  lii.<  r'-pm't  Ixt-n         in  <»ur い'、、、'、、 i<m      While  I  、、'あ ,'iur,f<l 

in  tlic  stinly  >  I  t しに、'' ； >|w'<'im"ii ト llicv  ド': iiv'l い >  i 卜 i リ"、 ii  cxr; miii:<ti<>u  f.,  <liH*»T  in 
Ii''  way  from  /'〃'•<■•''/''•〃〃'•,/,"  7V<  ulilhn  Kom.  'Y\\\>  (  dn  \v  u>  on  in  n  <h rtlior 
MimIv  ； ii<1  <•!, ,、《',，  <'\:itnii)iit ioll <>f  tlio  :il、，>v,'  n;: mkhI /  in'riuitiff ntm.  In  tlir  cour.--«'  nf 
jiiv  >tutlv  my  nttfiitiou  wjis  din-r-ictl  t<> 1>I KT にに s  n  nutl k  miller  Piirrininxfruvi  I'ulcn- 
lil/n  -  ii>         l"n  (Hik  tu  Jin><>!ii<  iU  YI    1 1>. 1 W.'ii,  w  lici  <■    lie  dourly  sot メ  down  as 

1; '】 し >、v.、  ；  nanx ly  " 1':、  ist  <ii<-、  Pilz  ( も'".'" i  <>'  utilld'1  Ktm.),  ih  r  von 1'. 
11 に VM 、にく  in  Fungi  japouui  IV  ah  I'h.  Fi-mjuriadrl  DC,  Sehnet,  ttufgtfuhrt 
int."  This  ninork  of  DlKTKL  fullv  Hgrpw  with  ami  it>rrolK>ratw  what  i  hu<l  found 
<<>  !»<•  the  fiu-t 1 'ii<l»  r  I'h.  I' of  nit  ill' r  '  l\rs  K:,i'、. し， 1 Im"'  alr<:.<lv  said  tluit  in 
nur  "itnitry  /7'   Fntgaria^ri  (lX.\j  Si-hroet.  Ims  uot  yet  been  fumul. 


HOST-INDEX. 

1. PotentUla し 

l'ntmtiUa  rliinnisis  St.  I'linit/niiJium  J'otottiWh-  (P<. ，、り K«rst. 

I'd'  )>l ilia  Divkinm   Er.  «*(  Sitv   ，， 
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Jiom  miiUiJhrd  Thuiib.   I'h.  j'!j»o""'i'i"  Diet. 

„    /  h.  L'o^n-iiinltijloi'ic  Diet. 

Ros'J  mgom  Thuub.    /  h.  Uomt:-rugo»fe  n.  sp. 

„    I  ii.  ifrnn  ns,'  ii.  sp 

lio^ii   Wv'iiunitim  Crt  p.  Ph.  j'l ド," Dirt. 

ん Rubus  I ム 

Ihihnu  wrli      L  l*hni< f  midi  um  Rubi  (lVr>i.)  Wint. 

Rubm  tTtitargifoltHv  Bgo  Ph.  Ym'<iimgui  Did. 

Jfnbi'x  Kur  na  [i   var.  ffrh/otais.  ゾ' /'.  Jlubi-ldmi  '  Pcr.s.    AV int. 

J'lif/nn  hn'ixitx  Thuiib.   J'fi.  f/rixrinn  Diet. 

h'nhiif  japonicHH  Maxim.    Ph.  Rubi-joponiei  u.  sp. 

Hiihu.s  monjo/inx    rMcl>  I'll.   Yo^itiniitjai  \)\vt. 

Unbill  ovr'ul  iil'i/ii*  L   \  :ir,  jnjw)""'"8.      ]'h.  Xamhintuuvi  Diet. 

liidtus  j,<!rrijultiis    Ti.   ■•.  Ph.  BariHirili  v:tr.  i»nurilfmdn,r  Diet. 

Hnh>i,<  itltonthniis'ui»   Maxim.  ，， 

ん  〃/,"w  Tli'hihciyii  S.  <>t    Z  -  I'll. に 、山； -Tlni """•!/;;  Kusjuio. 

linfms  ro.-« u  f of i >i.^  Sm.  v:ir.  minur.  .  Ph.  Jhinmrdi  \  :ir.  pfninilru-u/ari'  Diet. 
/,',/" ひ irijidiix  Thiml»  I) に ん ゾ './• り ツバ"'〃" i  D'u-t. 

■i-  Sanguisorba  I> 

S(n,;/tiiforha  r<i'""dtr" 、； n  "Li.  var.  uwilia.      I'll.  ciirhoiKn  imn  Sclilcclit.)  Wint. 

S{t)it/nixfirf>:i  nßiriiiufis  J j.  , , , -.. " 

Sn^f/nixorlia  h  nn'ifdut l' wh.  var.  fil/ni.  ... " 
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  一 - - -^vt^^^^^^^m^  ---        -  —— 

摘  耍 


一千 扎百 〇 五 年 Dietel 氏 は Hedwigia 誌 上に 於て れ"， i""Uw" に 就 

さ褚 細な る i& 义を 公に し 内に ^十六 秫を^ ^せ &0 其 後锗學 者の 

研究に 依 &て發 表せられた る秫頓 は 略 八 稗に lh まるが 如し， 故に 
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,J8  32 井-一 H 本 7 ラグ ダイ ユー ム S に きて 

全 低 界に 於て 知 られ たる 本 Äßr® の 全數は 五十 四 稀と 計上す る を 
得べ し。 今 之れ を 文献に 微す るに 本^に 產 する もの は其內 傅かに 

十— 種に 過ぎ 孑 IIP も l'olndiiltM-  (V.Ts.)  Kanst  ，    /'/',  fn'^irhMri 
Shm'l. 1> に "',,,>,  ])k-t  ,  Ph.  h'orn  -uufflßnrar  Diet.,  Ph.  w ふ 謂 (Sohrunk.) 
\Vi„t.,  Ph.  liamanU  Plowr.  et  Wint.  var.  jMineHoe^darc  Diet  ，  Ph  grimm  Diet., 
n.  luicrox^rm,,    l>kt.,   Ph.  Xawbuona.a  Di.  t..    /'/,    Yo^hi^jni  Diet  ,   Ph.  UM- 
ThunUrf/ii  Ku 箱 》， 及び Ph  mrbonnrimn  (Schlecht.)  Wint. なりと す、 つ 然れ共 

余 が や ibj の m 究 に 依 れ ば 以 上 列 おせる ものの 内 Ph' お， （DC') 

S<-l"wt.，  )k  CK  Vh.  w"/w〃W〃",  (Si'lmmk.)  Wint. の 二 秫 は 全 く 本 ^ に 於て 走 

せ ぶ る も の た b  c 

抑 々 Ph.  J'h'fj",  、；' "f''i の 本 ず じ 所 產 額と して 'は めら る、 に 至りし 
は - • 千 凡 fi 〇 二 年 P.  Hennings  ft が Fm^Ws  botanisches  Jahrbücher  Ig 上 
に 公 に せ る Fun-i  JaiHUiici  IV. 屮 に 本 U  k おせ ： に 始ま る： 然る に 今 

余に^つ て M 氏が;! 文 を やする に 常って^ しく 檢索 せられた る 
つな 襟 11 ^  ^  '； 5- する 【こ -'' れ 全く    /)'"•'•'•'''•'"''•'''"  ioUnflWic  Jvoni. の %  'V せ る 

ものに ^ざぎ りき o  W 此^に^ して Dietel R は' if つて 同 は 上に 於 
て P.  Hennings 氏の^^た る をは砣 せる も 乃 あ に 之れ を 要するに 
本 n に 於 け る PoteMi  ^の 植物に 寄 'お す る Pfirafftnuliutn は R  "に ゾ' り- 

/,  ,,〃〃,"    (1»(TS.)    7)  一  U. あ る の み o 

次 に Ph.  mbcmik'h き は 草 n 氏が 武蔵 m ほ 尾に 於て 株 集^ら れ た 

る の L  ,  W に の 1 上 に 寄 や- せ る J'hraf/o.irUirm の 標 品 に^さて ー卞九 

〇 一 年 Bietel 氏が 本 種と 同 —種な りと し ,M,t-  Jal,rb'  ^上：： 转 お 
せ る をお 欠 t し 爾来 本邦^ 擧 《は^し '(1ら の 外 は ^なす に 寄生せ 
る も の シ t ど ク: 名 稱 の 下 に^きた る ものな ら o 今 Wietel  it の 所 尸ん 
„hcorlirhu» を 草 5f 氏の 採集 に 係 る 原 ^ 品 によ 6 て する に -- 千 ん ^ 
C  ifi 年 Dietel 氏が 新 稀と して 紀 載せる ほ ，尋顏 と符 ®  I： 合 
すろ がかく 秋^の 差 逸 を^め ず c 而 して W お 者 は^ 新种 をお ,K す 
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るに 常って 何 ゆ 此處に 論及せ ざるの みな ら ず其梂 ^地 及び 採 桨乃 
B を も 記入せ ず 只 や^ Ä の株桨 A? ，たる を 示す に Ii. まる 0 之 に 依って 
或は 「Tt! 一  襟 品 を 用ね て記黻 せる ものに あらざる や 5:  U- ふ ものな bo 

次 に はまなす に 寄 せ せ る I'hrnumklivm は 精細に^ 察する 時 は 種々 の 
熙に 於て 和逑し 到底 之れ と^— 栩な 6 と ぽ. むる c と 能 はず 0 而し 
て fäj 其 M 上 に 寄-牛す る ものと 棺 上に ^ 生す る ものと は 其 形態 大に 
異る $： 以 ズ 余 は 前 者 を 尸ん お繊、 -rugose, 後 者 を Ph.  yesoen»e と 命名せ &  0 
以 上述ぶ る Fi! 由 に 依りて 此^ 二種 を 本邦 谘界ょ り 除去 すれば 
じ 知 本 fli 産 Phrarfmidhim の秫 は 只 十 を 數ふ るの み。 而 して 今囘余 
の 4 察； こ よ り て お 此れに- ヒ秫を 添加す る 2： と を 得た 6o 内 三種 は 
新 棟 と 認識し 新に 之れ を記拔 せ 60 今 其 添加 七 稗の 名 稱を記 すれ 
ば/^,  ammannnn  (1)1 し) Diet.,  1>に fi—,rwe  rv  hra»t.,  Ph.  Hum  (Pers.)  Wint.,  Ph. 
Rubi-Itbui  (Prrs.)  Wiut.,  Ph.  Romt-ruffom'  n.  «p.,  Ph.  yezo  wtr  n.  8|>. 及び Ph. 
Rubi-jajx)nwi  n.  sp. なりと す 0 

前記の ft® [を 通« せば 其 数 は Ä に 十七 稀と な る。 内 本邦 特種 

と 'i ^む ベ さ稱額 は Diet.,  Ph.  Hunn-munijUmr  Diet.,  Ph.  Barnardi 
Plowr.  ct  Wint.  var.  ixiwiloculmr  Dirt.,  Ph.  grii^  um  D'u  t.,  Ph.  hetcrosrporum  D'ct., 
Ph.  Nambuonum  Diet., ゾ V,..  Yoshitior/ai  Diet.,  Ph.  Jinbi-Thunhciyii  Jviwnno,  PA. 
Ji04ni-rn(/oi<u  !i. sp.,  Ph.  ytzociiine  n.  sp. 及び 尸/'.  linhi-jajioniri  n.  sp. ソ） ナ 一 種と 

， o 

終 b に 臨んで 本邦に 於け る 此等脔 賴の寄 主 植物 を 記 すれば 次 

の in し。 

1. Potentilla  L. 

Phragimdium  rotetUUla  (Pors.)  Karst. 

Poteniitla  chinenda  Ser.  カメ、 ラ サイ— ざ 

„         Criff)t(jfaciu<t'  Maxim.  J_ ッ 乇-ト 

，， Dickimii  Fr.  (t  Sa  v.  キ ンハ ♦ ィ 
，， f/elida  C.  A.  Mty. ミ ャャ キン ハ ♦ ィ 
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/  ftti  nfil/a  j\/riiiianti  W.  ft,  A.        ヲへビ イチ ゴ 

2.  Rosa  Toum. 

/  h ra</w idium  ' u u ">■  (Vk  )  Diet. 

lima  (hiliHi-irn  lJall.         力 ラフ トハ ♦ ラ 
Ph.  fwdfonae  Schrtet. 

/  ma  mlrnhiris  Lindl.         タカ 末 ，.* ラ 
ノ '/<   iiijxmirum  Dü  t. 

Hm"  I. wi  r  ]«  r.  et   Rik  Ii.         メ、 ヒィ ハ * 
" und! ißmn  Tliiinb. 
" Wiv/inriuiat  in'p. 
I'll.  HoMie-multijlorn  Diet. 

Bom  laf'vigai"  Mich. 
„     vnillißora  Tlnuib. 
I) に lioxoc-i  iif/osti  n.  .sp. 

Iiosa  nu/osa  Thunb. 
】.'h.  ffezitciiM'  11. sp. 

Korn  I '"化 wi  Tlii"、l'. 


ノイハ ♦ ラ 

；;^  、ノィ ハ-ラ 


ナュメ 、ィ ハ 》 ラ 
ノイ^ラ 


メ、 マナス 


ク、 マナス 


•">•  Rubus.  L. 

I'liraffmidhiio  lianumU  J'lowr.  ot  Wntt.  \  nr.  jHinrilmKhnr  Dit't. 

JiiibiiM  jxirvi Jo/ ins  L.  十ハシ ロイ チコ' 

" phot'iiv-oltiKhM  Maxini. ゥラジ イチ ゴ 
，， ntsarfolhix  Sm.  var.  miitor  Ihak.  ノ、 * ライ チ -ゴ 
Ph.  r/r/Vwn  Diet. 

liuhnx  iiu-isiix  Tliunl).        二 力 * ィ チゴ 
/Vi.  lutn-o^iorian  Diet. 

linbm  trifidun  Tlumh. 力 ヂ イチ ゴ 
Ph.  Nambuan um  Diet. 

Ritbus  oowletUali« し. var  jajtoniou»  Miyabe. ーク 。 4 チゴ 
Ph.  Ruin  (Pew.)  Wint, 

linhux  aic(i<'u.x し.        チ シ マイ チゴ 
Ph.  Ilubi-hh,i  (Pcrs.)  Wint. 

Ruhm ゾ (/(,•''"  L.  var.  sintjonm  Maxim.        ェ ゾ ィ チ ゴ 
J*".  Jiuoi-jiijHmici li. mj>. 

liubnx  jajxmiciis  Mnxim.         コ' エフ ィ— チコ' 
1> に linhi-Tfaothiif/ii  Diet. 
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it"f"i お Tlmiil»         S.  et  Z.  クサ ィ チコ' 

Ph.  Y"x!>;""ff'';  Diet. 

Jlubus  <r<il<i</ifolim  Bp'.         タチ 丄 チコ * 

RiihitM  """.if<,f;"M  Sir に  ク； v ィ チ— 三' 

4.  Sanguisorba  1ム 

Phragmitluan  mrbotw.riun\  (Hchl«*Jit.)  >Vint. 

S>'"f/iii'mi'h"  rmitiilm^ln 【ム var.  nitdln  Maxitn 

ウスべ- ヅ レモ カク 
，，  oßcimd'iH  L.  ヮレ乇 カク 

，，  truuifdw  Fisrh.  var.  alba  Trnutv.  et  Mcy. 

シ tj ーク レモ カク 

終 & に んで本 研 'お？： なすに 常って 恩師^ 部 博士の^ に 懇篤 
なる 指 4 を與 へら れ H. つ 常 S 科 尺皋 植物 舉奴室 所 Ä の本晨 菌の檩 

本！： 揿 na する こと を 快^せられ たる こ と を 深謝す ると 其に 余の 需 
によ 6 て Äffi なる 檩品 を患與 せられた る 白 井 敎授、 草 野 助 敎授、 三 
宅學士 並に 吉永 氏に 向つ て 搽んて 其 好意 を 謝し 併せて 種々 の 無に 

鱿き 助言と 助力と ir 與 へられた る 高槺、 伊藤 兩舉士 に 對 して 成 謝の 

意 を 表-す。  （明治^ 十二 年 十一月 稿） 

附記、 H 本 菌頓: ぉ枓と は朿北 帝國- 大學! g 科 大學敎 授抨學 博士 

宮部金 吾 氏の 研究 並に 氏の 指^に よ &て なれる 本邦 產菌 鋇 の 研究 

結果 を輯 むる ものにして 巳に 發表 せられた る もの 次の 如し 0 

1.  T.  MlYAKK, リ n i'un  inia  Fiirnsitic  on  tin'  l^inlM'lliieito  of  Japan.  Journ. 
of  the  Sapporo  Agric.  Coll.  Vol. II.  Pt.  3. 1906. 

2.  S.  ITO,   On  tho  Urctliiiesp  Parasitic  on  the  Japunese  Graniincae.  Journ. 
. of  the  Coll.  of  Agric.  Tohoku  Imp.  Univ.  Sapporo.  Vol.  III.  l»t.  2. 11)09. 
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DIE  PSYLLIDEN  JAPANS.  II. 

VON 

S.   Kl  W  .VVAMA. 
' M:l  Tnf.l  II.). 


IV.  Subfam.  Triozinae. 
Uebersicht  der  Gattungen. 

1.  Krili!<'!u"  i^'l  (liinn,   f:i 山 '"に niiig,                U'luiart   2. 

― ド ühlcrtrrisM'l  diclit   iM'huiirt  .     -.  S/r)u,j,Hi/Uo  v.g. 

2.  Scliciti'l  utitl    】iii,'k<'n  l>'1i:»nrt    IVwhochmntx  Kirk. 

― S<'li«'itt'l  und  Riirkcn  ifliitt.  knlil  .....    ..  -  -. 

:i.  Die  \tv  Zink,'  dc<  ( "nl)itns  müiulrt  iit  dii'  ( 'oslit  ;  ilir  】'，lüg<' レ pit»'  lic>;t  »lalicr 
in  th'r  li!，u'lz«'llf'    —  'j rmzo  Frtft. 

- Di(>  4tc  Zinkr  des  ( 'uhitus  tmiiulct  in  "d''r  liintcr  'li'r  KIii<;('ls]iitzr  ；  <lio  Fli'isicl- 
>pitz<-  licirf  «lalicr  zwis«-li(n  dein  l{:"lins  und  der   4tcn  Ziukc  Kjtifriuyi   u  <j. 

1. Gatt.  Steuopsylla  n.g. 

Tv|)»'  ：  ,S(euoj}*ylla  nif/ricomi^  n.Kjt. 
KV'rpt'r  «rlatt,  kalil.  Srlait«-!  iin'l  Tin. mx  alinli<-!i  wie  Ix'i  Ifomofomf.  Stirnkc^l 
.*i|>arlicl)  behaart,  iim'li  unten  ^cnciiit,  sn  Ian^  oder  kiiuni  länger  »ls  Sdi,'itt'l,  mit 
Kreit  er  Buhis,  zn<n^j)i»/{.  Fiililcr  lnu^,  diclit  IM-Imurt  ；  .'iti^  Glied 1 ^in:tl  Iaii<i««r 
alt«  daa  4U\  Vordcrfliigel  häutig,  am  Kn(l<*  «lautlich  Kiigwpitzt  ；  Rfldiu.s  luivj,  L'te- 
nwlifriTiH  mi(l  Stiel  <los  ( 'ul)itns  Irhlcn  ；  Istc  Ivainlzt-llc ふ 'utlirli  ^rus^r  als  die  2t«'. 

Der  Form  des  VortlerflüKplH  and  dorn  Nerve nverlanf  nach  IMosa  etwa«  »ilml- 
icli,  sie  untor^lnitlct  sicli  》hI(k'1i  durcli  dir  dicht  lx、lm:，rh'"  FhM<t. 
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In  .Tapiui  kommt  nur  cum*  Art  vor  ： 

1. Stenopsylla  nigricornis  n.sp. 

(Sk'lb  «nler  brniinlirhp>lb ;  auf  dem  Rücken  mit  brnunon  Fin  ken.  Sehi'itd  am 
lliiit»'iian<lc  dcutlicli  ntisgcniinli-t,  A  m>  Ihiii;  wie  um  llinti  in>ii<l<' ハ vi〜《'，i,'ii  ihn 
Au^'  u  breit.  Sti に li し-' p'l gn'iii.  >o  :im'_r  <»  lci-  kaum  l;"ui_«  r  als  (U-r  Sdicit<'l,  ^ark 
diviT-ziiviul,  mit  ,s<-liHrr«  u  Spitw  n.  \n^t  n  -^ross  nml x-liwuiz.  I )i>rsti|mn  ein  、、や" ig 
l;in^  i-  als  hn  it.  i'，,ilil''i'  M-iiw.ir/,  <li«-lii  l>-  luinit.  \  so  lam;  wie  die  (、い f,i;  »，i<- '一' 
Basalgliisli't'  nrüti  iut<l  jir".— .  Vunlci'Hu 'え' -I  um  2:，;  mal  liiug(  ，•  als  luvit.  ^laslit-ll, 
mit  wllw'ii  X»rvfii  ； lliidiiis  s'lir  lang,  mit  di  iu  Voj-ilci  niiulc  Jiist  juirnlhl.  am 
End«!  nu'li  vorn  gi'b«}^'"  ；  Rmliul^tiUlc  der  Oueta  Smnl m  l:m<s  wie  das  Spitzenstfu'k 
dcroelbeti  ：  late  Randzeile  4ma]  grös§cr  wie  die  '2t*.'.  livltw  tn>lblichbrann,  mit  sch 謹 
wnr'/A'ix  KlaiH'ii.  Abtloinon  grim,  (ionilul phiKc  ；  ( '  )  (Miititcli,  so  lanir  wii«  nn  <Ur 
Basis  breit,  wharf  2Ugeflj)itzt  j  Zan^  sehr  M'limnl,  so  taug  wie  die  Grcnitalplatte. 
Unten-  (  ！ i  nitulplatto  1；  i  jillinälilirli  zu$r<  >|)it/t,  «  in  wcuijr  liiin^-r  als  «las  vdrhcrirt  - 
IhmmIo  l'iiuclisc  ^nuut,  «Ii«'  <»hin<  ein  、、や "ほ länger  als  »Iii-  unten',  mit  st  hwarw  r 
Spitzo. 

Kr.r|K  rlamri-  :        ネ •• にり 一 ' <>>ni. 

Exemplare   aus ド, irm,i、:i,    Ka^o-Iiiinn    ( l\  iii-liu), und  Takastu:«» 
(H<mi.s1iu)  in  <lcr  Snninilunii  \<m  Il  rru  Prof.  Dr.  S.  M:, 卜, imm'a. 
Trivialiiiimc  : 1 [i(/ihnlo-f off nri-l:i/irf imi. 

2,  Gatt  Trichochenncs  Kirk. 

Trichoj^ißhi  ThoiiiMUi,  ( )|ms.  l':iit. (1： X'III),  |>  -S20,  1S7T. 
Trh'hnehcruux  Kirkal<l  \ ,  Entuiiioloirist,  |»  280, 

lu  Ja|Kin  knimucn  '1 A rl«  Ii  vor  : 

V"r (レ' dlü;z('l  ganz  ghtsln-ll  -- ■■ 

VonlcrHiijrcl  gl» ド licll,  am  Iia>jil<lnttcl  s<  liw;tr/lic'hl)r!Uiii 

1. Trichochermes  bicolor  n.sp. 

Kör^ier  braun  ucler  tscliwürslielibrHiin ,  kurz  bohaart.    Ödioitel  gelblichbraniii 
etwa  \  so  wi«1  hw'xi ,  :iin    lliiih'rrai い 1" <-iii  weni«;  aiisyvnimk't.    Stirnkcj^'l  so 

lang  、vi<、  der  ISelu-itcl,  nit-lit ili v'Tgir む iul，  an 《レ' r  Aus-mh-uikI  Iimoiiw'it"  iriTadc 
Fülilcr  kaum  i  m luii ば wie  die  Ciwta,  m'lblifjiwi'i«»»,  spiirlieh  lang  behaart,  <1:>> 
Kiulirl-cl  xliwarz.    Vonli'rfl Tigrl  3 議 I   liin^'r  a レ brt*ii ,  口  ！: 卜 hell,  um  BamUlrittel 


htfidinu  n や. 
hicolor  H.xp. 
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briiunliclifichwarz,  vtwax  lederig  ；  Nerven  gt'lblid い"' i'ss,  am  BjisuKI rittcl  M-hwarz,  <»lx  n 
Ix'liaart  ；  Radius  lau«:,  mit  der  f'u-tu  purailk-l,  Radialst iu-k  <1<T  Cosla  ftwu  :\h 
mal  langer  üls  das  Spitzcnstück  (Urstillx-n  ；  die  4t<<  /inko  <l('s  Cubitus  inniidct  in 
die  Plüg^Ispitzc  Beine  braun;  Ablomcn  schwarz.  (Seuitalplattc  f> j l.V  mal su 
Ii  och  wie  an  <Ier  B:isis 1 "で it.  /»mt:*1  si-hmal,  ein  w (―、  "ig  kiirzir  nls  <\\v  (tfiiitulplattc. 
「uk'rt'  (i«'iiitulp!:ittc  ^  tili)  so  l:in«r  wir  «las  vorliergclicml,'  Baiirlis ('ズ "R'ut,  pldzr- 
liHi  zii^c<|)itzt  ；  «lic  ob» -IV  '-'Ix'usu    cformt  und  s«> lan«r  wie  die  unten*. 

Korpcrian^c  :  f-;    ^ li.ö  mm. 
•">  Kxcmpiurc  »u.s  Yiunasliirr)  (Hoii.*liu)  uiul  Ka<j<»<luniu  (Kiushu),  in  «U>r  Snnimluiitr 
von  Jl(>rrn  Prof.  Dr.  S.  Mntsunima. 

'i n\  iiilnamr  :  \r(/itro-f:ijiriuni. 

2.  Trichochermes  hyalina  n.sp. 

K>>r|HT  .s<  '1 1 \vä  r  z !  i  eh  brau 1 1 ,  kurz  belianrt.  Solioitel  sHimut'zig^flb,  etwa  \  s»> 
l«ug  wie  breit,  am  Hinter ratulc  ein  wenig  auagurandct.    Stirnkegcl  achmutziggelb， 

1  no  lang  wie  der  Scheitel,  stark  divergirend.  Fühler  j|  so  lwig  wie  die  Ciwta, 
j^ll)  ；  dii' 2  R;isjilgli<*lor  licllcr,  das  h'tzto  ^uu/  und  <lns  Oti«  an  der  Spitzo  st'lnvnrz. 
DoixuIudi  ein  wenig  laiiger  als  broit.  Schi  Wehen  weiss.  Vordcrflttgel 2.1  mal  ltuig- 
er  als  hrcit,  scharf  zugespitzt,  glaahell,  mit  brauuen  Nerven  ；  Radius  kurz,  Radial - 
stüfk ふ' r  Costa  kau  in  liiiiiri'i1 «ls  das  8pi(zonsturk  (loisellx-ii ； die  lt<>  Zinke  tlt-s 
Cubitus  mündet  in  die  Fliiirrlspitzc.  】^>iu<>  l)riiuulidijrdh;  <lit-  liiiitoron  Siliciikel 
vorwiegend,  dn.s  2tv  Tam>n^li('<l  und  <li<-  Klauen  Schwarz.  AhdonH-n  grünli«li^clb, 
im  dor  】Ja>is  scliwiirzlii  li.  Gcnitalplntto  ：  ^  )  um  so  lang  wie  das  ( iciiitaU^mcnt, 
j)lotzlicli  vcrwliiDülcrt,  scharf  zuiicspit/t.  Zange  kaum  so  lutch  wie  <li<;  vt»*uitnl j»latt4', 
t'infuoh,  i-t'hv  schmnl. 

Köi'ix'rliiiijr<' ： 'ど 2.0 ― "2.Ö  mm. 

2  P^xi-mplan»  aus  Formosu  in  dvr  Simimluiig  von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Miitsiunuru. 

Trivialnamo  ： み 嶋 ü. 

Gatt.  m.  Epitrioza  n.g. 

'1\jk-  :  hpttrioza  iniziihonira  n  yp. 

Ki>riHT  glatt,  knlil.  Kopf  schief,  muh  abwärts? に 'neigt,  sumnf  dm  Ai にや" ein 
wenij;  s<'liniülor  als  <l"r  Tli«»rax  ；  Stirnkegcl  iUmlioli  p'biUlct  wie  lici  Ti'io:''.  V  itlilcr 
limfr，  fadeninrniio;,  das  'Aw  Glicil  *2ni:il  so  lang  wio  <1ih  4t い. Pnmi'tum  kurz,  Rürkni 
ziemlich  boch  gewölbt.    Vortlcrfliigel  mehr  als  2  mal  m lanj;  wie  Un  it  ；  Rtuliiia 


Digitized  by  Google 


5ü  * 山一 n 本產木 ä  « 

liiii^r,  mit  der  ( 'osta  parallel ； die  4tc  /iukc  des  Cubitus  nuimlct  in  «nlor  hinter  (U  r 
FlügcLs|»itz<-  ；  tUr  2  Raiitlzcllen  H-hr  gr«, -、 s. 

Dim'  ( iatuui^  sk'lit  der  Oattuug  Trioza  «ehr  nahe,  sie  unteracheidet  ach  aber 
durHi  iIpu  Nerven  verlauf iU«  Vorderflügels. 

In  Jjipiin  koiniut  mir  <'ii">  Art  vor  : 
1. Epitrioza  mizuhonica  n.sp. 

Gnm,  p'l し ,>( レ' r し rami.  S  luwU'l  kmiin  länger  als  die  Hnltu«  dt>s  Hintci  nmdi^, 
um  llint<  riiuuk'  ^fnidc.  Stii'nk (ず' 1 h  h«  lang  wie  der  Sdit'itcl'  iYuht  nn  einander 
srhli(>-<n<l. ト'， 'ili レ r  J  S4» laut;  wie  《li,'  ('«»^ta,  gelb  "l,'r  wt-is-,  eins  jr""z 
uikI  Utv  .in  cK  r  Spitzt-  soliwarz.  VurdcrHü^'l  l^inül  län^  r  als  breit,  gliiülu-ll, 
mit  、、や; k-4'，i  odi>r  »cllM'n  Xi-rvcn  ；  Rjidialstuck  der  (  V».-»ta  4m:il  länger  als  das 
Spil/ciistüi  k  (kix-llH'ii ； 2tr  Raiuizrllc  ein  weni^  pi'üsscr  als  Is"'.  15<  ine  und 
AlnIuni'Mi  «reib  (Hier  j^riui. I *nt«rc  vn'iiit:ilj)latlc  d<<s  1 imil  lüiitrcr  als  da> 
vorlicr^t  lit n<lc  Jisuifli^i  jinuMit,  wlmrf  zn^^pitzt,  <li«-  oImto  olx'ao  p.' れ 'rmt  wie  dir 
untere,  <l<  r  ( )vipositor  ra <rt  etwas  ülx-r  «lic  Spit/cn  der  lwi<lcn  ( icnitalplattt'ii  licrvur. 
(i»  iiit!il|)luttc  <q,  hinir  wie  <l:is  GcnitalH^inciit.  M-Imrf  /u^'spitzt.  Zan^r  so  hoch 
、vi<>  die  Gcnitiilplntt«-.  M-lir  sdinml. 

K.»ri«Tl:iiiut'  :  f  ：}  «s  min.,  ―  4.(t  mm. 

Zal 山' t'i<'li<'  Kxt  in|)larc  aus  Sappot  >  (Liokk;ii(k>),  Tukusjip),  Yanmsltiro  uiul  '】':i- 
ma^awa  (Hoiwiui)  in  der  Sammlung  von  Herrn  Prof.  Dr.  8.  Mat.-umurn. 
Trivialnnme  ：  f >-ioy(U-i-Mjiram. 

Gatt.  IV  Trioza  Fret 

Irioia  F« h  r.-l( rt  l'svll.  Vcrli.  \at.  V('r  I'n  iijss.  Rlu-inl. "7， 1^4^. 

In  .1: 屮 im  k<»inin«'n に AiU  ii  vor  : 

Ueberaicht  der  Arten: 

1. K.irj«  r  ir«nz  wliwar/   -    ,    .  -  2 

一 J く <'i-iM'r  Iii, -lit  'ズ luiz  s<h\var/    4 

2  Stirnkcir.  ]  sc}imutzig<rolb    X  formomna  ".、/>. 

一 Siiriilo^cl   .«H'liwarz    3 

Vi.  I >: い ；(('  (—ili い I  des  Fiihl<"rs  wcis<  1. (/<i/l!  Frd. 

一 "Fühler  irnti/  s<lnv:irz   -.       '2.  nif/m 

4.  rMiriikfiipl 'ば" iiz   schwnrz  ö 
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- S(irnke<rcl  uicbt   schwarz    <) 

5.  St'hcit<'l  ganz  schwarz    8.  nif/rinj>H  n.Mp. 

一 S<-hoiu-l  n.tHchgolb,  mit  2  schwarzen  Flcck<  u  12.  Mriold  Flor. 

む. Stirnkcgcl  so  lung  wie  der  Scheitel  7 

一 Stirukt^l  kurzer  nh  ihr  Srlidt^l  8 

7.  Radiu-s  kurz,  iuat  itttihU'  oder  mIh* 化 hwm'li  nnrh  innen  gebogen... 7.  nmofa  Fmt. 
― Rsidiiis  sclir  laug,  diutlicli  wollig が krümmt   5.  mngna  n.Kp. 

8.  2  Han<lz<'llcn  t'aai  gleich  jrrosis    9 

― 1st ひ Rundwlh^  fast  2 mal  jrms^or  als  Hie  2to  ——         9.  brerifmutt  n.mc. 

9.  Riidias  fast  grnwlc  «der  ^  lir  wliwuoli  nnch  iinioi  gebogen   10 

一 】la(h'u.s  well  ig  gekrümmt   11. eut-vafiiici^  Frst. 

10.  Orangenrot,  Ki.r|M  rl)in<:e  2.0  mm   6.  mlieirnra お rut. 

― Hdlgrlh,  Körptrlrmtri'  )>.()  mm      4.  hi  la  cm  M-D. 

一 Gri'u»  odor  H'limtitzi^j;riiiili»lijrtlb,  K«n j>orliin^o   \.'>  mm        10.  riridtda  Zctt. 


1.  Trioza  galii  Frst 

Triozo  (/(tin  F り, 't>t,'r， 1V\  II.  Verl).  Nat.  Vor.  Prelis   Rheiiil.  p.«7,  1><4(S. 

S<'li\varz,  gl;iuz<'n<l.  Stirnkegcl  kurz,  rtwn.-s  |  so  lung  wie  N'lidtcl,  dick, 
x'hiu-i'  zn»«'spitzt,  (livc  iirirfn«!.  Fühler  um  ^  so  huig  wie  die  ('os(a,  .-cliwnrz  ；  <las 
3t<'  (  ilii-d  ganz,  auch  die  Spitze  des  2t<-n  und  die  Basi.s  dos  4U-n  vorwiege  nd  w  eiss 
oder  gclblifliweisx.  Vonlorfiii^cl  ^laslicll,  «'hon  w  lir  wliwsu  h  grlblicli  j^-larht  ； 
Nerven  hrännliclij:<  |l) ； 】L"liiici  g('r!"k  od<  r  sehr  scliwaeli  nadi  iiuicn  p'l>u:_ri'ii ； Ra- 
dialstück di  r  Cu-<a  l,mg  orlcr  ein  wenij;  l;in^<>r  als  das  Spitwn.stiU'k  <l<Tscll»«'n. 
IWne  ef-lnvarz  ；  Scliionon  und  Tarsen  gdWü'li 、、屮 i.ss,  Klaiu«n  geschwärzt.  Ablomen 
«•Ii würz,  mit  K-lunal  roten  Scginoutrsuult-rn. 

Körperlaiige  ： で; ■ ネ 2.0  mm. 
3  Exemplare  aus  Sapporo  (llokkaidu),   Htmslm  und   Fortm'sa,   in  der  Sainniluug 
von  Horm  Prof:  Dr.  S.  Mutsumurn. 

Trivial iinrae  :  Ko-to<jari-hjimmi. 

2.  Trioza  nigra  n.sp. 

Schwarz,  glänzend,  zuweilen  die  Iiis ひ rtümsstdlcii  tier  \  ortlcrflii^fl  ^"lhl irlin »t. 
Scli  ei  toi  um 会 ho  Jung  、vit'  bnit,  am  HintcrraiHl«'  ein  wenig  (、mcav.  iStinikrjrcl uui 
(>o lang  wie  der  kS;Iieitel,  wliarf  zu ズ "spitzt,  <li 、や rgir<'nd.  Fühler  kam"  ^  ^, lung 
wie  die  Costa,  ganz  stliwarz.    Vorderflflgel  2}mal  länger  als  breit,  glnsliell,  mit 
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bellbraunen  Nerwn  ；  Kadiiu  lang,  wellig  (^krümmt,  Radialtrtück  der  Costa  2 mal 
ao  laug  wie  dan  8pitzetistü<'k  «U  rs,  llx n.  JVim-  ^anz  ediwurz,  biswcilcu  die  Schienen 
vorwic^ciid  <;<>lh  (xhr  hrauu  Alxloiiu'ii  uiul  Gcnitalii'ti  M'liwarz.  (n  nitHlplutto  i  ^  <. 
um  .<«»  lnn^r  wi<>  il hs  (}»MittalMjr„H-iit,  in  ,l('r  Mitt<-  nncli  liiiittMi  lappig  cr\v«'it*Tt. 
Ziiug"  's  s> liinir  wit-  dir  Gniilalplutti',  in  (\vr  Mittv  um  l)n>it<'stwi,  mit  M-harfor 
Spitze.  Unten*  GonitalpltOte  2.  i  kftrsser  als  da»  、*ork?rg ひ！; (m(lc  Bauclucgmcot,  um 
Kinlcrraiulc  breit  al^rnimlct ,  ili«'  "Iw'r い whr lun^,  sclinrl"  /u«j«'s|ittzt. 
jvor|K'rlanir('  ：  ^ 1 ■•*)  "im.,        I  .H  nun. 

Zaliln  icht'  K.winplare  aus  Sa|)p<>i-o  (ilokkaMo),  Takao  mul Taiiiujjawa  '  Hou^Ihi 
iii  der  Sniiunlun^  von  Ilt-rru  Vrvt'.  Dr.  S.  MatHiinur». 

Difsc  Art  »teilt  der  T.  galü  Zdt.  sehr  oaho  an,  eae  untorwheidet  sie!«  je<Joch 
hauptsjirhlicli  durch  die  ganz  ßch würzen  Füll  K  r. 

Trivinlnnmc  ：  Kuro-fognn-kijirami. 

S*-hwarzIichhrHun.  Sdicitcl  um  \  s<» laiig  wie  lircit,  am  HinU  rrandc  dtutlicli 
coneav.  Stirnkugel  ein  wenig  kflnwr  als  der  Scheitel,  Dchraubsiggclb,  scharf  zug ひ- 
spitzt,  tlivcr^iron<l.  Fiihl<T  um  \  so  laug  \\\v  die  (— Wji,  mIiwuiz  ； (lie  3  Basal - 
gliefler  hräunlifli^cH).  V"r 山' rflüj^'l  um  2^m.il  w lui'g  wie  breit,  ffla.-ilioll,  mit 
g^lbon  Nerven  ；  Bud) us  kurz,  sciiwach  nach  innen  gebo^t'ii,  Radialstüdi  der  Cuäta 
so  、、•"'  (Ih.s  Spitzelet  iic-k  (1<t><'II>i  n  ；  2tc  Km" レズ' 11'.'  kaum  jrrössr  als  lsto.  Beine 

BcfaiDutziprgolb  ；  die  Schenkel  vorwiegend  «rhwarz  ； ,1: 卜 *_'t"  TarHonglicd  und  die 
Klnuni   m^lnvarzt.    Al)doinrii    im'i   (icnihilM'^nu'nt   ^'hwarz.     ( u-iiitulplntt*'  ！ 
•Mnliicl»,  :\\\u\\  M»  I:in<;  、vi<'  an  der  Büsis  breit,  s<-limu«z';.r<r<  II),  «nit  scltwarzt-r  ！ Spitz", 
/mufrc  srliniiüziggclb,  ein  wmi^;  kur/x-r  n!s  die  ( Jcnitnlplatl«1. 

Köi  jK-rlanj;«1 ： な 1.8  nun. 

Nur  iin  Kxcmplare  au-s  Fonnosi  in  «1er  Summlim^r  von  Herrn  Prof.  Dr.  S. 
Mafsumura. 

Diese  Art  steht  der  T.  galü  Zeit,  nahe  an,  sie  weicht  jedoch  hauptsftdhUch 
durch  den  s<  linuitzig:*rell)licluii  htirtikojril  ab. 
'1 nvialnamc  :  7< t imin-tof/nriht jirami. 

3.  Trioza  silacea  M.-D. 

Trim"  fti/tura  Mt  v»T-I>iir,  I^vll.  p  :>.S!I,  1871. 
Iriozd  mtoxla  V  Ior.  Hhvji.  I/ivl.  II,        .">,  1K(U. 

Hfll^oll),  Atxlonu'u  «xri'm.    Sciicitcl  am  lliiitirnuule  oin  wonijr  «"onoav.  Slirn- 
k'\ に'' '1 um  }  w» ズ wir  drr  S,'|"'it,-1，  sohnrf  eu^eKptlzt,  stark  iliveiprend.  Fühler 
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I  w lang  wie  dir  C Vista,  weiss,  <lie  2  End^liwlcr  und  die  Spitzt'  lies  Hteu  «liwar/.. 
Vonlerflü^rel 2 さ mal   länger  als  breit,  glushell,  mit  lidlfrolliliclicn  A »lern  ； lliiduis 
jrenide,  nur  an  «lor  Spitze   mcisteas  «ehr  schwuch,  kaum  (！ rk^nnluir  ^kriinniit, 
RiuliaUiu'k  <ltr  Costa  \\   bis  iilx'r  2inal   länger  als  das  Spitwnstück  d(>r.*!b«'u 
.R'ine  ！ icll^elh  ；  bisweilen  das  '.  to  Tarsejigli«!  imd  die  Klauen  würzt. 

Ivurjjcrlän^e  ： ネ : .0  nun. 
:】 Kxi'iuplarc  "us  Ishiyaniu  fHukkaulcx  und  Takasago  ( Hoiifihu  „  in  dor  Sammlung 
von  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Matisuinuru. 

Trivialname :  Ao-tor/arikijirami 

4.  Trioza  magna  n.sp. 

Hellgrün  oder  gelblichgrfin.  Scheitel  kaum  kürzer  aLs  die  Hälfte  der  Breite, 
um  Hinterrandc  ein  wenig  concav.  Stirnkegel  so  lang  wie  der  Scheitel,  wei.s«  oder 
woisslichgiiin,  mit  «-liarftn  Spitzon,  stark  diver^irend,  Fühler も so  limg  wie  die 
C'o.<ta,  braun  ；  die  2  Ri«il<ilie»l('r  grün,  <lie  Glieder  ：3.-8.  an  den  Spitwm  nml tlii- 2 
Eudglü'der  uanz  ^lj%vurz.  VordorÜügel ； hnnl lang  wie  breit,  jrlush,'ll，  mit 
wciwu  ^Nerven  ；  Kmliu."  .<*-hr  lan^r,  wlnvach  wellig  jrcknimint;  Radialstiick  der  C'< ^tu 
>>in:il  Luifrcr  :i|s 山い 8|>itz«iistü<-k  (レ'1'sellx'ii ; 2te  Randwlle  ':,  gr'K"  wie  die  lste. 
Bf.'iiu'  lK'lljfrün,  ila.s  ite  Tur^'ii^lifd  uiul  tlie  KIuihmi  gebräunt.  AUlomen  gnm. 
Ut'nitalphitte  (^)  um  h、 ltmg  wi«'  <1hs  Gonitnlsc^nH  ut,  in 山' r  Mittr  beiderseits 
lappenartig  erweitert.  Zange  einfach,  um  eo  hoch  wie  die  Grenitalplatte.  Untere 
Gonitalplattc  (- さ.〉 so  laiij;  wie  die  '2  vorl)t*rg:olioinlcii  Iijiurli^mcntc  zusjimmcu,  an 
der  BiualhSIft«  fest  gleich  breit,  von  hier  an  enharf  /ugt<spitzt,  die  obere  so  lang 
wii>  die  unten»,  die  beiden  Spitzen  gebräunt. 

Körixrlünjrc  :  ^  2.ö  nun., 早 '2.8  mm. 
7  Exemplar"  aus  Hekonc  (Honshu),  in  der  Sanimlimjr  von   Herrn   Prof.  Dr.  S. 
Matsumurn. 

Tnvialuanu' :  Muhn-fof/orihijirami. 

5.  Trioza  salicivora  Reut 

Ttioza  mliciroru  Reuter,  M<d.  JS*k'.  Pro.  Fet.  Fl.  Konu. 1. p.7Ö  Ks7o. 

Ornnjicurot.    Sheiel ntn  HiQt«'rraiule  ronoav,  J       Iniig  、vk*  um  Hinterraiule 
zwiwlion  den  A ugen  bn'it.    Stirnki'jjfl  kumn  so  laiig  wie  tlor  S<'heit<'l,  stark  divor- 
girend.    Fühler  \\ci<a ば kr  woi^lifli^t lb  ；  :i  txlor  4  Kn«lj?lic(ler  M-Iiw»irz  \'"r,l<'r- 
"2§ länger  ah  bi't'it,  <?lu.shcll,  mit  ^clboa  A(l«  in  ；  die し，' ま seh wael i  ntiivt'X, 
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K.-ulitis  jr('n"l('，  Kndinlstück  der  (>>s(a  M-Invacl»  convex,  Radius  gcra<lt»,  Radialst iuk 
i!('r  (.'«istn 1 ' 一'? iiial   l:in<rrr  als  «las  SpitzriLstürk  (1，'ix'11k>ii.    Beiuc  rotlich^elb  ；  das 
'2tc  Tiirw'iiglid  uixl  die  Kinnen  «liinkcl.    Abil'，m('，i  utul  (ifiiitalit-n  r"tlit'lip:'ll). 
ド' l'Iüw  ： 早 '2.<  mm. 

•2  Excinpltiiv  卜 Sappor,»  '  Hokkaitlo i,  in  d«  r  Sainiuhing  von  Herrn  Prüf.  Dr.  S. 
Mat.-ninura. 

Triviiiliiam«' :  Ytnatf/i-tof/arih/jmiuii. 


Driozti  remota  F.htsut,  Psvll.  Vera.  Nut.  Ver.  Frevm.  Rhcinl. p.  ü'6,  1848. 

Trioza  cinnabarhw  Fwrster,  Psvll.  Verh.  'S  at.  Vor.  IV(>uss.  Rhcinl. p.  85，  1848. 

Trinzn 山ず ob;"  Flor,  Rl.yn.  Livl.  Tl.  j>.  r,->i»,  1801. 

H«-IIrötlicliixt'lh  (mKt  «rclhliclirol,  nuf  dein  Kücken  mit.  bniunlit  h^ellxMi  Stricnun. 
Srhcitcl  niii  Hiatfrnuulf  <H»ncav.  Stiriikefjcl  hclU-liinutzigjielb,  mit  schwarzer  üils- 
flt'rsU'T  Spitz«»,  um  hu  lang  wie  der  Scheitel,  au  der  st i Hupfen  Spitze  etwas  divcrgircnd. 
】'、üh レ' r   um  ^  m> Itui'jr  wie  <lio  Costa,  ^liwarz  ；  die  H  Bi い iilglicnltr  gelblich bnniii. 


Vi'r<l«'fHii^cl  lii!iir«'r  als  breit,  mit  jtoIIxmi  Nerven  ；  Rmliiw  kurz,  fast  ^or:ule, 

inainliinal  k:,uiu  irkcnnl/Hr,  fgcii  (1<mi  Cubitus  ^clio^en  ；  Radialsüick  d<r  (Awta 
<'1"'ii>i'  hin, ば り (l，'r  fiu  wenig  länger  uls  «Ins  Spitzi  astiu-k  ilersölbcn.  Beine  lull^lb; 
<Uh  »S  liioiicii.<|)itzo  uml  das  Iste  Tj.r^  n^lic«!  ein  、vniig  g,'bi';imit.，  （las  2k'  Tarscn<rli«.Hl 
und  die  Klaueu  «  lnvarz.    Abdomen  oben  braun,  unten  und  Genitalien  hellgi>lbltcli. 

Kor]M«rlaii);c :  ^ l.Smm., ネ 2.0mm. 
'S  Kxomplitro  aus  Tokio  und  Ynina-iliiro  fllunsliu;,  in  drr  Sanitnlun<r  von  Hcrni 
Prof.  Dr.  S.  Mat.<umura. 

Trivialuaine  •  h'ttxlii-tohiinhi j i rami 


Sc|iiiiu(ziiri:<'lh  ^hv  p'lblirhhraun  ；  Kopf  irunz  schwarz.  ScJv  itoI  um  *  so  lang 
Avie  breit,  am  Hintcrrando  fttst  i;cr:id<'.  Stirnkcpel  um  so  lang  wie  der  S<  h<>Itcl, 
mit  .«cliarfon  Spilzen,  divorLrireiul.  Fülilor  kaum も k>  lanjr  wie  Costa,  sdiwiirz,  (，： w 
3tc  (ilieil  au  der  Ri/ih  und  die  2  Ei"lgli(>,】《、r  ganz  hrauii.  "VoixU'rllügel  :imal 
m  lang  wie  breit,  gla^hcll,  mit  gelben  Nerven  ；  Radios  laug,  wollig  gekrümmt  ； 
Riulial^tüfk  ih%r  Costa  *2.\tnal  länger  als  (Ins  Spit/pnstuck  (If'r や ll>(、n.  Ht-inc  hell- 
に'' 11)，  «las  Ute  Tarsenirlif^l  un<l  die  Klauen  jresr-liwarzt.  AI)«U>mrn  nlx'u  scltwar«, 
unten  und  Genital icn  scfamntziggelb.    Gmitalplattc      j  sehr  kurz,  2mal  länger  als 


6.  Trioza  remota  Frst. 


7.  Trioza  nigriceja  n.sp. 
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breit,  in  der  Mitte  beiderseits  mit  einem  langen,  uacL  hinten  gericliteteu  Fortmts. 
Zange  um  m  lang  wie  die  Genitalplutte,  einfach,  &ehr  schmal.    Untere  UvniUlplatte 
)  ^hv  M'hmnl,  l!mal  länjrcr  i\h  broit,  sdiarf  zu ば e や" ス t，  die  obere  oboiiso  geformt 
wie  (lie  untire,  nur  ein  wenig  länger  lx、i  der  "1 や r<、 

Körpt'rlang ひ : ^  2.0mm, ，  g  2.2mm. 
9  ExompJurc  aus  Tiikasn^o  (Honslm),  in  der  Sil mmlunj;  von  Herrn  Prof.  Dr.  S. 
MatHiinura. 

Dies  Art  stoht  der  7!  wlidvoro  Rout,  nahe,  sie  weicht  jedoch  durch  den  ganz 
seh  war  7/»  n  Kopf  ab. 

Trivial  mum* :  Kv i -oz n -foffn rihij i /v /  mi 

9.  Trioza  brevifrons  n.sp. 

Srimuit ス iir ズ 《'lb，  o\xn  mit  ^lhli(*libi  aunon  Striemen.  Sdieitcl ^  so  lang  wie 
brrit,  am  Hintcrranflc  ein  wonig  oonoa、',  Stirnke^l  kurz,  um  i  eo  lang  wie  der 
BHicitcl,  irrlli,  <rlu\ iirli  Hchwurz  zu'j^pitzt,  dicht  aneinander  t^hlieaseod,  Fühler  } 
lantr  \vi«*  die  0>stn,  <^4l)lidi\vei.ss,  die  2  EiHljili(ik*r  fcschw:trz.  Vordcrflügel 
kainn  'Uiml  liiniKT  als  broit,  gl: ト hell,  kaum  f  rkonuhur  brauulich  gelurbt  ；  rservcu 
gell>，  luuliu.s  J'ast  grrml(、，  Rzidialstück  <l(*r  (Aista  2nml S4> Inn^  、vi(>  d" パ Spitz«?n>tü<-k 
dor^  IIk'ü,  2tc  Rai" レぶ llt>  J  M>  trro-ss  、、卜 dir  1st に IV  ine  cvl";  S]ntw  dos  2ton 
TarsctiixluM^s  und 山'' Klnucn  wl'umli  gchrüiint.  Abdomon  braun  ；  G<?nit»!if'ii 
Untere  Genitalplnttc  {^)  ein  weuig  liinger  als  dns  vorliergobende  Bawhfi^mmt, 
^hnvi  zuspitzt  ；  die  obvr^  rb,'nso  ^cfonnt  \\  w  dir  unt(*iv. 

Nur  ein  Exemplur  anm l'、"r，no^i,  in  dor  Siuiiniliin^  von  Hcrru  Prof.  Dr.  8. 
Matsumura. 

Der   Form  nach  der    T.  xatrcionl  S<、'p.   vtwns  ahnlich  ；  sie  untiTseltci^rt  8ic4i 
jedoch  <】ur(h  den  Bau  dvr  Stirnko^l. 
Trivialafime  :  Hombn-tugn nhj train / . 

10.  Trioza  viridula  Zett 

Ühervies  riridtda  Zi'tterstcilt,  F.  Ins.  I>iipp. 1. p.5u り, 1 S2S. 
Trioza  vtndula  Flor,  RJiyn.  Livi],  II.  p.49(iT  lSliL 

Triam  amealis  Foerster,  Psyll.  Verh.  Nat.  Ver  Pronsa.  Rhoinl.  p.82,  181H. 
virftn,  etwas  sehmutzip;grlblicli  spielend.    Scheitel \  so  lang;  wie  breit,  am  Hin- 
torrande  fest  gerade.    Stirnkegel  süemlicli  kurz,  etwas  %  so  lung  wie  dor  Scheitel, 
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ulltnä)ili<-li  M-linri'  zii^i-spitzt,  (Ii 、'い r ズ in'i"l,  an ふ t  Spitzt-  ^cbrnu ut.  Fiililor  kurz,  j 
ho  lang  wie  die  Costa,  gelblichwvit»,  ilie  2  Endglieder  und  die  Spitze  «!*s  8teo  (selir 
H>lt<;n  dit-  4 Ii  tzfrn  Glieder)  srliwarz.  Vor ふ 'rflüj^.l  {rlnhlu  ll.  mit  liclli-n  Nerve  n  ； 
Radius  }?om«le  «ler  rU'r  Spit/««  ein  woiiig  gi'kriitnmt,  RndiuIütiU'k  dor  Ctteta 1 き mal 
linger  aU  t\ua  Spitzonrtfu-k  (Wsdbwi.  Beine  hellgrün  txlt»r  grilulicligdb,  dm  2te 
Tar. ザ ngli("l  und  die  Ivl'ui'.ii  «thiiiunt  tuhr  ^csliw.irzt.  A!xl<micn  ninl  (xcnitalion 
irrün. 

】 く ö り"' rlaw  ：  l.öinm. 
'2  Kx- injilarc  aus  Y: け ii: い l"i'<)  (Holtum),  in  <lcr  Siimmluiig  vi  in  Horm  PmC  Dr.  S. 
Matsntnuia. 

T n v， a 1 1 1 ii ni< •  :  Monii-Idfjitr'ihj t rami 

11. Trioza  curvatinervio  Frst. 

IVioza  cun-itti tu  rrit  Farster,  P^vll.  \crh. ヽ' :i に V<  r.  lV*、"ss.  Rlicinl.  p.S3,  1848. 
Trioza  pol!—  JA'«、i>t,'r， に" 11.  Verh.  Nat.  Vrr.  lV'uss   K\mn\   p.S4,  1S48. 
Trioza  unija^ciata  F. し k'w，  Ent,   M.  Mag.  XIV,        ぶ、 1S7S  ；  Ytrli.  d.  k.  k. 
znol-lK.tan.  CIcs.  p. ふ s(>  Tai".  XV.  F^.2i!,  ls7!). 
Sdiniu は iggdb ;  oben  mit  dunkel  brau  non  F!<rkcu.     S-Iicit<]  kaum  kur/.ir  nh 
die  Hälüe  der  Breite,  :mi   FFiiitorraiidc  ein  wenig  coneav.     Stirnko^rl  ein  wenig 
kfnzi  r  «ls  «l«r  St-heitol,  <lunkrlbr;iUii,   mit  den  g< 'に" レ'" I miciir.intUrn  sit-li  zum»i>i- 
menschlicäseud.    Fühler も so  lang  wie  die  Costa,  ><Iiwjirz  ；  die  3  Ba^algliedor  gani 
und  das  4to  mir  un  «icr  Ba.-is  p  lMiclihraun.    A ヽ' r' レ' rlli'- に i'l 'Jn tnal  liinurr  als  breit, 
glaehcll,  mit  braunen  Jfcrvcn  ；  Mmlii 卜 wellig  gcliogw り Rudialzello  sclimal,  Itadin- 
Istück  di  r  Costa  2mul  länjicr  als  (Ins  >jiit7^nstnck  <l,'rsol し、 n.    ß-iiic に ('ル， «la«  -te 
Tum'n^licil  und  die  Klauen  s<-iiwiirz,   bit 、い 'i レ' は du-  Scli<nk«'l  vorwiegen«!  .schwarz. 
AMuiih'u  l»r;iniilic)iirf.'lh 

Korjx'rIän<;c  ： ち' 1 .S-i.-nnn. 
3  E.\<  iiij)lart  aus  Tiik:iMi-r(i  (1 loiisliu),  in  <U-r   S;mimluii^  von    Ilrrrn  l'rt)!'.  Dr.  S. 
Mat-sunuirn. 

Trivii\liiimic  :  Kiiip<ira-(<xj<irikij'iravii. 

12.  Trioza  striola  Fl. 

Tri":"  Btiiotu  Flor,  Rh/n.  Livl.  II.  p.508,  ！  861. 
Schiimt/.i^iri'll)  cxler  ri'>tlü'hg<'ll>  ； Iviickrn  mit  «hiiikelbrHUiu'n  (Hier  sflavärzlk-hcn 
Flecken  und  Striemen  ；  in  der  Mitte  des  Scheitele  befinden  sich  2  schwarae  Flecke. 
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•Stirnktwl nm  so  iu"g  wie  <lcr  Si-li*  it<],  f'twax  divir^ireiKl,  sclimut^igfjell),  mit 
schwarzer  Spitz»-,  bisweilen  schrootziggelbbraun  wler  fast  Mrhwäzlich.     Fühler  }t  m 

\vi«  die  Costa,  schwarz  ； (Ii い ：3  Basal^lif-dcr  し 'li、v('; お, st'ltcu  (las  lsk'  Gli<tl 
und  die  B«sis  fies  2t<-n  8<Iiwiirz.  Vt'，、l"rfliigf'l 2： mal  lan^-r  als  breit,  glashfll,  mit 
braunen  Nerven  ；  Radius  deutlich  wellig  gekrümmt  ；  Radialstflck  der  Costa  mebr 
als  limal bo lang  wie  das  Spitzenstück  derselben.  Beine  schmatziggelb  ；  die  Schenkel 
mit  sf  hwarzcm  Liüiijsstiich,  dns  "Jtc  Tnrscnjrliod  zuwoilon  nut-h  die  Spitze  «los  hum 
un<]  «lio  Klaui  n  ^iM-invarzt.  AIk1""i('i、  sclivvuiz,  mit  .«chmnlcn  «relblidion  <xltT 
riitli.  iicn  S-^tnciit rändern. 

Kör|wrlänfre  ： で *2.3mm,  *2.rimni. 

Zahlreiche  Exemplar. •<  au»  Siipporii  (Hokkaido),  in  der  Sammlung  von  Horm 
Prof.  Dr.  S.  Mal.sumtira. 

Trivialnamc  :  Modo ra-(of/a r!h]i ra vi I. 

V.  Subfam.  FhacoieminaB. 
1. Gatt.  Anomoneura  Schwarz. 

Anoinoitrurn  Schwarz,  Proc.  U.  S.         . XIX.  p, ぶ'' "">, 1 

In  Jajmn  kommt  nur  eine  A rt  vor  ： 
1. AnomoneiiTH  mori  schwarz. 

Ahoiiioik  ura  mori  Schwarz,  l'nxv  U.  S.  Mus.  XIX,  p. •?-'';，  l'S" (；. 

(Ti!inli<'li«riU),  gflldichbruun  ch|«t  scl»\varzli<lil>raun  ；  Rü<'kcn  zirmücli  hoch 
ir<  wölbt,  mit  、、や iss!i«'hi'n  o<ler  gt>lbeh  Flecken  und  Striemen.  Scheitel  am  Hinter- 
rande ein  、v"ui ズ oojk-hv,  in  dor  Mitto  um  l  so  lim^  wir-  am  HiiUerrunilc  breit. 
Stirnkc^  l め \nivr  wi,'  der  Schrit.  l,  (>in  、、- ゆ ig  «livcrirircnd.  Füll ler  kaum  \  so  hn^ 
wie  die  C(Ma,  ^clh  ；  die  2  Fji*lj;lic«lor  p»n/  mi«l  die  Cilit  tlor  4  bi ド 8  uu  ihn  Spitzen 
schwarz. ,  Vorderflögfrl  2Jroal  lüng^r  als  breit,  weisslich  rabhyulin,  mit  aihlreichen, 
(lunkdbraunen  Ptinkton  Lx、<l"'l"  ；  NVrvcn  l>raun  ；  Pt<  rostij;ma  au  der  Basis  um  .V 
so  breit  wie  dir  Bn.«alhroitt>  clor  Radiulzellr  ；  Radius,  welcher  sicli  am  Eiulc  mit  der 
4k'u  Zinkf  verbunden  ist,  mit  4  A'wtrn  vorsclicn.  Roinc  {rclbliclihnum.  Ab<lonn*n 
uml Genitalien  braun. 

Ivorperläng ひ : T.  'l.ömm,  £f- -l.C'mm. 

Zahlreiche  Exemplare  aus  Sapporo,  Ziozankci  ^ Hokkaido),  Tokio,  Y«mnshiro 
(Honshu;  und  Krtgashima  (j\.tushuj,  in  der  Sammlung  von  Herrn  Frof.  Dr.  S. 
Matsumura  und  in  meiner  Sumnilunjr. 
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^ 山 一 U 本 》 木 S  ^ 


DieK'  Art  ist,  i\vm  lUuull ず i'rl.mui""  oft  8«'hr  ^liiidlicli. 
Triviulnann'  :  K'nra-Kijhtnoi- 


M  要 

IV. 尖 木 Äfö 科 Triozin». 


^  mn は 細 く 糸狀 を 呈 す  ,   b. 

― 敏^ はや 毛な h    Slmop^la 猫 

I). 頭 JH 及び^に 細 £ を 打 す   Trichoeher 聽 通 

- sain 及び ff に 平 m な f>  c. 

in 脈 の 第 m 枝 脈 に 前 綠 に 終 る は に翅端 は^  二線^に あり  

  Triow 雇 

- 肘 呢 ハ お^ 枝^ は ^ 端^し く は 後綠； こ 終る  Kpitnuza  ^ 

Stenopsplla  Jj& 


"3- ひげぶ とと 力； り 3 じ ら み Stenoi^vllii  ni«rncornis  usp. 

体^ 色 又は 黄^ m ßl は黑 色に して ^ 毛 な b 

Trichochermes 風 

•5-1. ね く" る きじら み       Tri('li"('herm<>f?  biwlor  »..sp. 

体 ^  ^ 前 m の ^ お; ふ は ！ 色に して^  % は 無色 透明な b 

05. す さむ dC さ じらみ       Tnchwlurnics  hvalinu  usp.  . 
休, T:^ 、^纫 は 無色 透明 な b  * 

Epitrioza^g 

.r)(i.  %z ほと 力、 6 さじら み       Ej>itnoza  mizulionica  n.sp. 

綠色 又は « 色 一見 Ti'ioza  乃な U き も 大形に して 翅脈 全く 異なれ 
も 体長 3,8— 4.0 ミ. メ. 

Trioza  B 
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"休 全く^し  -    h. 

- 沐 はおから ず  ,1. 

h 抑 錐 Ifi  ^  ぶ》. たいわんと がりき じらみ f"""(wm" "卞 

一 WttA し    (•. 

'鲵 角の^ 三 節 n し  こと 力； & さじら み jralii  Frst. 

—鲻 ft 全く 黑し   おくろ とが & きじら み "ip."  nsp. 

丄額錐 全 く 黑し  ：  C. 

一 額 錐^から ず  f. 

('- 頭 仝 く お し  む 丄 く  7) づ とがりき じらみ mjrrk で ド " S|,. 

- 頭/ FI 赤 巧 にして ^  ^あ b         (W. まだらと 力； りさ じらみ s'triola  Fl. 

如^ は ram と f,;iß な b   p. 

-額雒 は Kl  in よ り 短ん  |,. 

に W. IJfi は 短く  iff さか] AUJ  ノレし く 內 方に 曲 れ b 一  

<；:!- 力  >  しと 力 くりき じらみ roinota  Frst. 
- 徑脈羝 る 長く 稍 波状 を なせ 6  

61 'みと （>  と 力； （（さじら み inn^na  ii  sp. 
に 一. 綠 室は殆 ど W  k な b    j. 


- ^一  綠审は 殆ど 第二 綠审の 二 化. あ り 

«5- ほ もばと がら き じ ら み brevifrona  u.sj». 

i    ^脈 は 殆ど K きか 少し く 內 方に 曲れ b   j 

- 徑脈は 稍波狀 を呈せ b   

 '-      <】7. 力、 は 〖-, とが 6 さ じらみ 《'"rvatin('rv レ Vrst. 

y 袵 ザ( 色に して 体長 2<> ミ. メ  

  やな 5" とが 6 き じ b み Silin  vom  】{.('"t. 

一 淡 Ä 色に して^  ß ひ ミメ.  '； 0. あ をと 力； ら き じ ら み sihwa  M-D. 
- 綠色义 は綠 黄体 び' ミメ.        <：»'»• もみと 力； 6 きじら み viri,h，l"  Zett. 

V.  IRI 木 äft ゆ 料 Phacoseminse. 
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*  Hi    II 水 » 木^  Wl 


Anomoneura 

は). く はき じ ら み       AnoinuiK  tiia  inori  Sen  würz. 

#i 色， 前 m は n 色 'な m に して ^數 の^ 糾^ を ift  ^す 、有名なる 桑 
の 害 .']- な b 

束 北 帝^ 人-ゆ k m \i  'ii m ^ 4 こ は f な此 外に 數铋 の 本邦 產 
木 ä を藏 しある も 標本 不 マ ^にして 判 m し 難き を 以て n く 後 

H の 研究 に お す、 

終 iC 此 义 は 束 北 帝 ゆ k 學 ß 科 人 學 敎 校 松衬博 I：  ^     の 下 に 成 b 

nix ば 愛に 之れ I- 公 お す、 


ド ig.  I- 

\  (ir*lci  lliijirl  von 

-,  1  no 

iiitiK  iirn  inori  Si  liWiir/. 

1 お. 人 

V  <>1<1<'I  llll^'l  V'ill 

Ine 

'"->''! い i'ii*.  ,v  hirafoi'  ll,s|). 

l'i ズ. '■>. 

V<>r< レ' rflii に "1 von 

Fi-r. 1. 

VoriU'rflüj^'l  von 

！' 屮'! 

'•/''.:"  Ii"--"1"""''"  n.sj). 

Ki-.  ."». 

\  unlcrfliiLrcl  von 

Trio 

Fi  jr. 

( u'luJalicn  »Ii  s 

Vull 

Trinyi  juriin>M,i,iit  n>|>. 

I'V'.  7. 

(»<  nit:ili»  ii  <Ks 

\  <>n 

Add, in, it  lim  ,〃'"■'•  S-!i uai/.. 

ト V.  x. 

Geiiitiilicn  des で-. 

von 

Trh'hofhi'nwH ん Wor  n.s|». 

IV  !>. 

Cfcnitalion  des  f; 

VOM 

Trir'mr'n  nil  s み.,/〃〃〃 ひ 

Fi-.  IC 

(;«-nit:ili(ii  (Iis ひ 

V''ll 

'、？ '  ,1"〃"〃〃'？ "や/'' /(',〃•"/ ぺ 11. S|». 

I'VU. 

Gciiitnlicn  <l«'s さ 

Vn Ii 

/つ'/"'. V/ に', m'r.nhoitirn  ，しに p. 

r"'，、if:»li<'ii  で;. 

v«  m 

Tr n'Hjr'trcpg  n.np. 

<iciiitii!i<'n  (1. s  f  - 

V.'ll 

Tri-r>!  iiif/ra  u  sp. 

(ifllihilwii  des や- 

\'.<D 

Tihzo  iiif/m  n.sp. 
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七 ifi し Ö の黑頭 病に 就て 
ö 學 ：|：  ^^彌 三 太 郎 


ON  THE  SO-CALLED  BLACK-HEAD  OF  TURKEY. い 

Y.  W'ATANAItf:. 

Agriru'tura]  ('"ll«'gp，  Tobnku  [mprrhi]  I'nivi  rshy. 
— ^ - — - 


8» net-  190"),  I lu*  turkcvH  in  tuir  rolle^c  farm  have  greatly  been  destroyed  by 
*>iii  '  unknown  iliM'iis*-.  When  :itfarl«  <l hv  tln> 山 snw  in  «jiu-stioii,  tluy  ti  II  within 
a  few  <]jtvs.  The  <Hm: 卜, •  s"'ms い , l)，>  iiWictious,  anil  (、s ド' ぐ perilous.  ( )ur 
iii r m  k*rjH'r  threw  m«im<-  of  th<«  dtail  aniinals  into  w.rk  alcolx.l,  prohnhlv  wciikrr 
than  70«^ .  I  hav<>  uiulortakcn  n  work  tu  detorniinu  the  cause  of  Mic  miwliit't' 
and,  it'  |w's.'il>h'，  t<>  Hud  "lit  tin-  m'.tli'wls  in  tiikin^ に m'  of  tlic  suircrintr  in- 
dividiiiils.  Tlir  prcM  iii  jKipcr  is い 1，山り《1;"1 of  the  n  suits  s<» Iii r  ns  ol)taiiu<l  in  tliis 
work. 

Tlic  inatcritt!  fix«'«l  in  the  nlKi\»--tiit< «I  Hu'd  was  put  in  Mictvssivrly  st router 
»1( (idols  ;iii<I  wns  imlw'dU  in  Hit'  ordinary  way  in  pamfVni-inixttire.  It  ua< 
noxt  tlividi »1 into  m rtioiis  ulxuit 1 mm.  tliirk,  nwiUinir <»!'  tl"、  S'lianzi's 
mien  >t(rllic. 

As  rc^nnls  the  sdiiuin^;  tlni«ls,  I  <'iiipl'>.v«、<l  ^  vend  kin' し, surli  as  Dcliilicltl's 
liii-inHloxvlino,  Ifans«  n's lut'iiialowliiic,  i><».siii,  mnuo-n  il,  ,'"'.，  ltut ふ slainin^ 
by  Hansen's  liiumiitoxyliiic  c«nnl)ini d  \vi(li  coiiiro-rcd  provcil lw'  the  Vnsi .  F"i' 
tlic  >titinint;   <»f  baotoria,   which  arc   fotiud   am« mir    tlio  contciits,  tiu-li-in, 

{rcntinna-violot,  im>tlivl-l)luc  :in<l  (J nun's  fliifl  wcic  prcK'n 山 レ'. 

To  my  great  rogwt,  the  [>rcj*'iit  material  is  very  imperfect,  indceil,  owing 
d«.'tibtl<ss  t<>  tlio  iin|>i'rK<-t  miciIkhI  of  lixji(iun.    As  vci  v  well  known,  ti— u<'s  flin.wu 

1 Thi-  |>;i| kt  \v:i-  originnltv  j>r-  -.  iiIkI  :t-:  :i  unuluullii^  rt;ili.m. 
LTranx.  Sap.  Xnt.  (lint.  S,-,  Vol.  III.  1010.] 


Digitized  by  Google 


(is 


^邊一 七 面 ä の BRiWflin: 躭 て 


in  wvak  aloiliol  miIkt  tliorow^li  danmp-os  m  tlicir  niicnwopic  structure :  tlit'V  are 
<iuit(>  vjilucloss  for  hist«»l( laical  works.  And  tlio  present  iiivestipiti'm  is  ro，im'ct«l 
ii  grnit  deal  with  tlio  liistolo^ioal  studies.  In  ndditiou  t<>  tili«,  I  <tml<l uot  obtain 
a lxalthy  (urkev,  tlio  vis<-ci«  of  wltirli  nuiy,  if  mrossjirv,  Ik'  «diu  pa  ml  with  tl"w 
of  th<>  (lirücascd  one,  in  verily iiiir  tlio  pntliolopciil  《'lmng ゆ fniHeml  by  the  animal. 
In  mv Iiojm',  tlicrcforc,  to  renew  mv  work  with  tlic  fresh  inateriHl  probiblv  ob- 
tainable in  tli(、  coming  sunuiur,  I lclt  the  prc-sont  work  in  an  impprfect  state. 

Tlio  (Ik'Hsc'  in  quest  inn  iipjxnrs  in  cnrlv  sumnur  and  gn'、vs  ^\im\t  t(»wanl< 
iiiidMiiniiK  r  when  it  is  imwt  .<cv<  ro.  (iuitc  yung  cliickcn  turkevs  oft<Mi ？ «ln»w 
svmptotus  of  (ii<-  (lisr:i.<c.  .'ii  (h:i(  、vi'  inay  c^noludr  tliat  (lit-  inft<  tion  on  alnjidy 
in  the  cliick^n. 

Tin-  liinls  nttiirkiil l)\  the  (l"'!w、  wi"ii しゃ' 'm('  ii",rt.iv,',  tl"'ir  pliunii^c  is  tuninl 
into  ！ i  dirty  colour,  smd 〜,、、•''  i\  :illicrs  Ix^-onx-  rull!c<l.  At  tlio  wu"'、  "m",  tlio 1« lly 
sw< ll>  lip  fiitininui»lv,  :ui«]  (liiirrln  a  soon  f;>!lm、. ト， nuniiig  imim— 'ili:ih'  ilc;itli.  *Tl"'n' 
is  little  rooiu  iu  doubting  that  the  dirwt  mortal  rau.se  i<  diarrhea  an<l  decr»*a«a 
!il>— M'ptii'ii  uf  "，Urinir'iit.  I n  tin'  ilillowin^  liii<'.、， I  will  p.i'mt  out  hiiiu-  prt 
<nu><  s  of  tli''  «linrrlica  :in'!  d<ci cioc  l  :;l)、'>r い ti'm,  t<>i;('tlu'r  with  s'>ii"'  other  f iict'H's 
^tMinlinir  in  «iiiuiotidii  witli  tln>c  {i;itlinli'u.ic:tl  plicuomcna. 

1 lu  re  to  expn  s<  inv  wurmest  thanks  (.> l'rof.  S.  Hasiii  Mi  »T(  >  ami  t" 
I'rof*.  Dr.  ,S.  M ATTA  utxl  Dr.  T.  K At  >  f:'r  t に' ir  n.mtrsv ふ"、 vn  by  tlirm  ,\\m\vi 
tlio  <'mirsr  of  inv  |>r む work. 

l'"'t  I  DESCRIPTIVE. 

It  sliould  first l>r inrntiuin  'l    that  tlif  wi'll a-<  tlit>  liver   umlt  r«-i4  • 

(•!<>>«■  oMiiniiiations  el'  tlio  viso/ra  of  tlx>  pnscrvol  sjx  <  inicii.s  s]><»\\ ,  iininifcst  jki''1"" 
logical  liltcrntioiis.     For  tl"'  siikc  «>t*  <t>i、v<'i，i<'""',  (he  (*\nt\  jnxl    liver  will し' 
with  w|nit:it«'lv. 

A.  The  Cceca. 

The  «et*  affected  by  the  di<- as  ■  in  quostiuu  nJhw  a  cvrtain  tliiekonugi  "'^ 
on  the  inm  r  surfhoo  of  their  walln  are  <レ 'い' け，', I  curious  elevations.  Tlio  tliirk«*'1 
varies  in ふ.' ズ r"'  luconlini;  to  casts  mot  with  :  it  i.s,  in  some に i や s，  coiiliiml t«»  t,u> 
t\\>tn\  or  to  (he  proximal  part,  or  t(>  both  the  parts  ；  in  otlu  r り'' si's,  it  f"n"s  pat^ 
rimim^ribing  the  walls  ；  in  still  other  ca««?,  thu  wliolc  extent  of  the  tube'a  w»11 w 
ui)it;»nnlv  swollen  up.    WIkmcm  r  tin-  walls  nrv  tliiokcm-*!,  tlic    や 》sa  k  m I vv:l y,< 


： 


WATAN.vr.K  ：  <>\  Till': S(M  ALLKI»  HLA<  K-HKAD  OK  TI  KKKY. 


thirkniiHl.  Tlir  «ulM  n  ulous  clcvntinns  arc,  on  the  other  luuul,  notliiu^  Jii«»re  tlum 
nmssM  of  ,、》inp:i,'t  hut  brittle  Ixnlioj*  ndhorinir  to  tlic  mucous  monibrnni'  of  tho 
wieca  ；  they  are  yellow  or  Vfllowittli-whitc  tu  colour  and  fiall  ofl'  by  a  slight  t<iuoh. 
The  I'U'valions  ocrur  in  nmrr  nnniorouH  number  in  tin-  distal  part  than  in  the 


I  hnvo  rpp'  iit<  <llv  cxniuiiUM]  those  curious  hxYu^  (lctndicd  ；  lU'ViTtlilcas  I  <x»uld 
not  (Ictcrininc,  wliotlier  tlic.v  uro  parasiiir  in  nature  nit-n'  »HHifrulutcil  fluid.  At 
tun   rate,  tlio  ！ «'ftions  tlirou^li 1 liest»   Ixxlios  arc  inti'iisi'lv  hy  i\w  Ilanscu's 

liiu'iiinlowlinc,  I  nit  .sli«rlitlv  hv  <、、ng,»-iv<l.  Tlia«(»  jmh'iUs  ot  ("val  walls,  on  which 
tlio  ImhIus  a rv  found,  lx、'"ine  nmictiiiHs  sliirlil Iv  tliickcncd,  owin«;  to  tlic  .subinuc« >s:i 
patliolo^iaillv  tliickcticd  ；  Hinwlinios  tin'-  is  not  tlic  c»m\  In  cither  "is<'，  tlu;  walls 
arc  depressed  on  tlif-t' ド >iuts，  cjiusinjr  (lie  inurouK  rpitlu-lium  t<»  sink  down  und  the 
tuiucu  propria  as  well  us  tl>c  submiK'osji  to  bt'  stronirlv  pressed,  k>  tliat  tliciv  is 
iorim^l  in  end  I  jniint  a  funiH'l-sliiijxil  depression  on  the  mucous  opitlK-liuiu.  I  ciin 
not  toll,  wlint  is  the  <nuse  of  these  clmn^os  of  the  e(i«cal  walls.  Jt  is,  however, 
!> "voiid  rl«»ul)t,  that  tlio  hs  »lies  in  qiKstion  urc  jMitlioloiricsil  pnnliK'ts,  lx-ra，is<'  thvrv 
>vns  met  with,  in  spite  <»C  niv  ctlorts,  no  trnn-  «»!'  -lieh  str»nii<-  Imdirs  and  surli 
«•luuitrt's  of  the  <iL'c;il  wail I  jicniiipanvinj;  thorn  in  hoahliy  [  will  turn  away 

II >r  it  nionient  from  this  pustnlatid  ]xm\t,  to  dcnl  with  it  iu  future  jw^*. 

I/-t  us  now  to  tl"'  nniüci «tf  anotlu  r  kind  t»l*  tliirkcnin^  wliirh  do  not 
lit'  under  tlic  <'m'"'iix  UhMvs  just  n  f<  rrod  \o.  (>"  wrios  w ■，'"''"•、  tlm'ii'd,  llic 
«r.-^-n^il  wnll  of  tl"、  <•"'(•，""，  、vc  notiiv  at  tlx-  fir>|  .^iulit  u 《t'Huiii  ul)n«»riuilv  of  tlic 
nine* mi,  csiXH'ially  that  the  tunica  propria.  FurtlnTinon*  Mirh  un  ubnorin:tt 
fontim*  of  tissiti*  is  not  untVcqiiciitlv  cxtcmliHl  into  the  tnil'im リ '，ド" : even  tin*  iiiikn>iis 
(']>it]ii-liuin  often  Mittrrs  nioro  or  ，（ws  sui'li  chnn«i<s.  .v  chw  nii«To.-<-i.ji:c!tl  cxjiiuiiin- 
tiun  pics  to  .show  (hat  tlic  <lamnvr<'>  nrp  (niiHrd  by  n  parasitic  "rganism. 

.Minn toils  ovdiM  or  iv iiindisli  Ixxlics  aro  sus|H-n(lr<|  in  (he  ，"（、l"〜  of  tlic  it 1 <  ul:  t(  d 
fibrous  elrnicnts  of  tln>  (uiiica  propria.  E\:i mined  in  the  juch  rvc«l  sjk<miiiciis,  vi.vU 
of  tlu-m  is  furnutl t»f  thv  «(nn|nut  protoplnsmic  IkhIv  en<'l"-、i"ir  » liii'g'*  diMiurt 
iuhIoiis  which  in  hijrlilv  refractive.  Tlic 《ゃ11 ImmIv  is 1.8-；5.0//.  in  tlianit'h'r,  nn<l 
the  nucleiiH  0.8 一 1.0ft  (while  tl"'  cell  of  tho  mhiiic  kind  fiiund  in  t に' liv《'r，  is 
2.5  4.0/1.  in  (liann  tiT,  and  tlio  nucleus 1.0 ― 1 .•">/'  ;  ri<I  hifrti).  Most  Cr«  iju«  ntly  tl"' 
ponwiteH  occur  in  jrroups  "nudnting  of  two  or  four  ；  their  Military  wum'iMi',  however, 
is  often  iiK't  witli. 

I  nui toll  nothinfr  aluuit   their   liviujr  stnto  and   tl"'   lifi'-liistorv   tlicv  jkiss 


: 
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throii^li.  Tlirr い niv,  、や、' い r，  'vi,t:"u  fn<'t<%  In  mn "にく  of  which  wo  can  infer  some  ,»f， 
tiu»  iiiiH  lioiis  tli«  v  |km  foi  um]  <l，i，iti' ュ Iii;', I  Imvc  nut  ！ uitr<  ijiKMitly  ，》lx 化 息 'vt,l  tli  * 
sf»litnrv  i"(livi 山 i" レ p は、 m'、"i に丄 "büw  proceasotf  on  ilwir  IxhIv  surface^  which  look 
liko  pscii(Io|KMlin  Hadiiotily  hunlciiod.  It  la  thus  highly  probable  that  they  creep 
nbuut  *lm  ii" ュ Iii!-  by  mciiiiH  of  tho  pHeudopudia  which  Ihvy  may  produce  on  tli'' 
mi  (nee い f,  flt'ir  In  *i\y.  (  h\  tlu-  (»tlur  hand,  tho  in<livi'h,:i レ in  groups  pn^nt  no 
.si nu-Iurr  ，''""|、:ば： 山 1 い with  a  p や", し リ、： "li"m  "r  "Hi ひ r lonnu<itiv<^  örtrans  of  uui<vllul;»r 
orirnuisntH  They  are,  tl"'n  i',, い'， t'»  bo  rt^artlctl ！ぃ hAuix  in  a  motiim し' ss  stat*  ； 
tlu  v  iuc,  ;i>  I ('、で， in  tlu»  i"':is«'  of  di  \ imhh  "r  nuilliplication.  This  us-umj>ti'Mi 
is  IuHIm  j*  Mi|»)»oi  t*d  hv  t\\o  iuvt  ihnt  tlu-  iiuli vi»hinls  aro  uuiktl  in  ^roii|^  iW\w<\ 
"f  so，n',"ii"'、  ihn  r,  s"iiH't:iu(s  f!mr  anil  rarely  nu*rv  tliau  six.  From  iIh'so  im^ 
tlu'  f!>! lowing  nms; ふ' rat に ii  will  prove  to l>o 1 rue.  Tho  panisites  nmltiplv  by 
iv い li^ii.us,  until  tl"'v  attain  a  tvi'taiu  numlxr,  p"rli"ps，  loss  than 10.  Tlun 
tl"、v  rrorp  <>\\i  i)f  tluir  <vll-n»>l,  .^  ndiii^  nut  and  widKlraw ing  tluir  psou(l(>p»Mliu, 
'iIih  may  fui tlirr  I や tho  vvusow  why  tlir  pam-it«-.s  :ir"  rajuiHv  «<ldo<l  in  uumbo に 

〖f'  tl"'  "1  、"、い nm -、 i，l り': iti い I ト ： ば'' <^nvincini;,  (lie  j>a radius  in  <|ii(^tiun ふ u 山 ll  '、、 
n'i>re^  lit  a  sjMri^  s  of  ^roiip ぶ Im 〃も a，  ms  will U1 induct  <1 irom  tlu  ir  lid'  lii-^  、:  v; 
hilt  I  raw  nut  >；, y ,  h"、vr 、で r，  :\t  |HW'nt  、、： 【I，  r('n:ii" い'， win1! lu^r  tlii-v  で A/^trbtt 
mdietyndt^  "  imnw  whivh  Smitli  、  I に 卜 ßivrn  tu  thv  |wra>ito  worked  out  by  lititi 
in  Uirk«  vs 

( \n\rci  niii^  i\iv  (Inmn^rs  wliirli  I  !u«  pninsito  <-jiu>r  in  (lu*  struchiro  (n、iii|M&i "'ズ 
t\n" (' にに tl wiills,  (he  fnlluwin^  i\\vts  ::，•（• レ' I い nuMitioiKxl.  In  thr  lunicii  proj)ria? 
l't'r  iiis【:u い"， tl"  r'、  i、  <レ'（（'（"，1 no  :,<l<lii mhki]  »mit れ t  \vlii<  Ii  iimv lx* looked  ujxm  as 
juitliuIuLiiral  pHMiuri>.  On  t\io  roiUrarv,  the  nix'i's  .»f  this  hxyor  Uxomv  vrry  snmtv: 
ron>i'<jiH  ntlv  th  •  trxturc  is  ni"('li 1 い, 》s<  i"h1.  Thv  span's  tliu>  brou^lit  abinü  im- 
oocupiwl  by  the  scattered  wJitary  |ximsit<^  "r  by  tJic  cell や rnt-.  This  fact  nmkes 
it  im い lli'-'il ，レ (hat  "，('  libimi's い lernen ト ttinicn  ju-uprii»  txrr  tu  uirrrut  ixtvut 
i\U<oWi-i\  :  pmh  ibly  ihr  p.inisitrs  ""iu';、li  tl"'m. や l、o  with  tfu»  dissolvtd  matt<T  ol' tl'** 

In  >|>i(<'  (»「 山 tivuh' い f  tin*  M  rurtui  iil  i、l，'，u"ii 卜 witliin,  iho  mv.il  wall  >\\  A\>  "1、 
in  llii'rki  、に"； tl"、  is  (lue  t"  nolliin^  <  (liaii  rapidly  pr" ズ r (，が iiK^vi^-  i" 
uiiiiiIkt  oT  llu'  "（-  individuals, :is  — l"»、vu  I>v  tho  i\\vt  that  at  the  innxinniin  "t 

H，（'  l liido'nii に wliicli 】 I に vr  ol)<crv(iI,  the  intrrior  »»t*  the  tunica  pn »priu  i、  tlii，'k 卜' 

I  ；  Smiili  ；  hil'.TtitHj.  Knnio-lh'i>:itM-<  "、  Tm'I"  v、：  liuHriiii  i»f  tlir  U"r":m  .、，、imal  In 山 W ひ- 
に  S.   \. いや .r  A-r.,  X",  s, 1、: に、 
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lowltxl  with  thi>  jjiirasitic  "'Ik 

It  is  notew«»rtl)V  that 山 iriiig  the  (>arli,'r  stub's  (.f  infection,  the  imnisit^  "iv 
confined  to  the  tunica  propria,  and  that  they  invade  by  stages  the  submucu««  nnd 
"v"n  tin*  bloml vc -、 ntI.s.    Chunjrcs  hv  tlic  |»ara.sit»v  in  tho  sulnmuns  i,  nre,  <m 

tho  otlu  r  )i;tu<l,  <|uifc  dilliTrii«  f'n>m  tlit^e  («»itl'crecl bv  (lie  tunicu  propria  just  stated  : 
the  sti iwlunil  <'l"nu'tit,、，  t!ir  !；!> 1 s,  »ii't'，  in  <'.<ntrast  to  tlic  ojisc  in  tho  tmii'，i  propria, 
cmiriiHtuisly  ； ul»l< so  tliat  tlic 1! り-，' r  is  、、•< ハ' t'ii w itli  r('ti<、ii!uünl  fibct s  uf  tliirk 
mf .-In  s.  rl mk  sIk  s  (.if  tlic  rt'ticuIato<]  ( i>>iu'  arc  Hll^l  u|>  witli  tlx;  parasitic  "'11 ト. 
It  is  liirtlifwmnrc  nut  mu'(."s"n:il'le  tlmt  ihcrv  is,  witliin  t'liH  layor,  i"',«li"v«l i< 
(、'rt:iiii  |>n-.s^ur<'.  This  pr<  s-un-  and  tl"'  ikI(1«h|  ti.s-ucv'l'  niciits  probibly  tnkc  jmrt 
t<»  a  mt-ut  extent  in  ai'binjr  tl"'  cmvuI  walls  to  he  tl:ickei)nl. 

L:  s( lv  tin-  imicoiis  cpitlit  liuiii  is  mit  »liroctlv  "U:"'l;"l  by  the  ^lmsitcs,  hut  is 
l"-"k，'ii  ii])  in  n'i、s<',|,"'i"'<'  "r  tli«>  «-iiormoiis  Iml^iiijj  "1. tlie  istrata  umlerlviiij.'  it, 
i.  «■■  (Im1  tunicji  |»r,,|>ri:i  :nul  tl"'  sul)imi((»>a. 

Tlic  Jiii  lM-rkulm's  rrvpts,  uhicli  uvv l'urmwl "f  murutis  cjiithcliuiH,  :u で also 
*ill<<l  up  with  tl"'  imni-itic  cells  ；  tln  ir  walls  sutt'cr,  ol*  rour.-e,  a  «laniiur«-  t«>  a 
(t  rtain  exit '"し 

Now  we  airivt-  jit  (li</  «jmstion,  liow  tlu-  lutriisitcs  rcacli  tli''  pla"'，  tlic  tiiuini 
pioprin,  wliorc  (luv  an-  ii>uii<l  in  mrlier  stages  of  tlic  (1:. や： ist'.  I liavo  no ドト iti 、や 
evi<lciK*  in  proyinp  the  actual  iuvading  of  the  parm'ttw,  ；  there  are,  honcver,  scvernl 
i" ヌ, iti 、や iiiti'icnc»'.-«  u.s  to  dir  I h>ss bill ly  in  np»nl  tu  tticir  invnsion.  In  llit'  first 
it  niuv  he  as>uinoil  that  the  |mi'",、it''s  urriv»- i't  tlic  "mini  pr<ij>riii l>v  an 
imliiwt  way  I'rojn  tlio  1)K«m1-v< ssi  l.s  whicli  tli»'V む liter  n( i， fur  <li>(unt  plii'v.  But  tin's 
n>Miin]>ti()ii  "ml'l  not  Imvo し ("in  |»r<»vr<l ： m.) Ihr  ji.s  mv  "l.w'i'vi,ti<、ns  ('x"'''ii'1('<1,  nowlicir 
、vt'rt'  tlx-  に; hes  fi/und  in  tlic  1>1':<m1-v(w レ at  tl"、  tim，'  when  t\ny  m"k<.'  tln-ir  f i \<t 
npjKnram-c  in  tlic  tunic i  [)ropriu. 

In  tli"  sccoihI  pl:"i'，  the  Ijii-Ucrkiiliu's  crypts  niuv  Im'  tak'.ii  us  tl"'  ciitrniKf  of 
tl"'  pjtrusitv.<  ；  for  tin-  HiIm-s  air  not  only  in  a  situation  "ppi.'ij ん山' for  tin-  ciitramt' 
of  tlic  jmrusitcs.  hut  tli<-\-  nir,  iu  fiict,  very  oltru  filled  up  with  tlic  pnriisitic 
Thcr«'  is,  li"、v,' 、やに， an  iinjMirtnnt  tin-tor  wliich  should  not,  at  anv  iii(<>, し、 i, 、や i'l".k"l 
f5»r  thv  cliicidutiou  ff  tl"'  prnhlcin  :  tl"，  ]>arasitic  (、'l レ arc ふ nlwiivs  in  the 
imtdkle  na  well m  in  tl"'  huitle  <  f  tho  tubo's  wall,  i.  p.  in  the  ttiuica  propria  an<l  in 
tl"'  tnlx-'s  inU'rior,  ami  tlu-y  iii'v«-r  im -cur  in  the  Iiiü't  jmrt  ul り n".  It  is,  thcri'il.rr, 
evident  that  the  |Mini.si(<  s  in  tlic  tuU''s  intrrior  |»u>h  tlicir  way  Iron)  witlumt  i"t" 

int<  rit»r,  unit  not  iu  tl"'  iiivomd  <liir<  ti.tn  ：  iu に il"'r  、v"nls.  tlicv  into  (In- 
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<  rv|>ts  f に" in  t\\v  t\\n\vi\  propria,  <l(^tn»yiiijr 《や rtain  points       thv  rrvj>ts  walls,  \\]\h]\ 

artnallv  U'  nunlo  out  ； に， nsnp"  iitlv  tiir  pn-M  iit  assumj>tiun  is  'lisprovod. 

Fn  the  lln'nl J ふ" で "ii'l  lastly,   I  Imvo    i"t  "ti,»，i， 《1 in  tl に ん r' ず ii" に |wijr*  s  tU;vt 
thr  iniuuiis  n"'ml"!im'  i>  (、xcv— iv む Iv  <1<  hii^lhI  at  i\w  points  、、,1" rc  tli い curious し、 <\u«s 
nie  tun  ml.     The ふ, |m '、ノ i"u  slimvs  ü»r  vnvh  ImmIv  thv  simp**  of  a  f'mim'l,  so  tlnvt  \X 
cik  Imsi  s  thr  banal  half  of  the  btnlv  ；  tho  umlcrlying  thmi%  o**pwially  tl"'  txmlou 
propria  ntul  t\\v    山 m" い、 ベ i， ：'， や st ronurly  pm^，  so  "s  (<> Im-  turnMl  into 
layers.     W  lioi  、、り follow  ihv  series  "「  scHi り u ベ Hir'm' ズ Ii  a ふ piv 、ふ m, 、、や sc ひ tliut  tV 
nnu'otiN  i  pirltriiutn    lonninp  tlu*  lx>tt<mi ot  tl»"  ilcpiH^ssnm  is,  in  :i  <vrtum  c>c  t^-nt. 
<1i>s»I\ ihI.     Furtlu'rmorr,  tlio  IiUts  "f  tli，'  tiiiui'a  propria  mljamU  to  tl"，  di'prv>^si 《、い 
an1  als»> 川'' ltd  lo^'tlior,  aihl  tlie   uiinicrous  parasmr  w\\<  are  iound   i，"b*'<lil<  き<1 
tln.s   ntolt<Mi  mass.     This  p«rt  is  tlu*   only  jM»int    wliirli  is  to 1ヌ' m**»^nisf.<l  ：しー t  h' 
cutraiuv  of  tlie  |)aru>itcs,  ns  the  <ol lowing  <>>nsiil(  nitions  will  prov ひ， 

Suppone  that  tlw1  {wrasitic  "  lis  arrive  at  tht*  interior  lumen  uf  the  Wi 
having  been  carried  in  by  the  food  in^otoil;  tltc  cells  «*onor  or  later  fattten  t 蒼、 da- 
solver  ou  thr  surÜMf 《け' (ho  iniHTMis  m に i"l げ: i",'  of  t\w  "w'mi し Hy  the  iuH  »  ^  <  ""^ 
nf  tln  ir  |>"rasiti<'  lifr  on  th's  pari,  tl"*iv  i> ひ r.'、li"'<"l  an  al>iu»rinn]  IxmIv,  nn  it  — <w】u、 
to  nie,  in  ii ttimilar  way  u、  tlto  p«U-nu(  is  |>rodm リ， on  a  plant  Knf,  to  vrlndi  juEl"" 
wasps  or  ^al!-niitcs  tlt'ir  irritutinir  stimuli,  in  l'"《Uii2  tli'ii'  parnsitir  lili*  <  »，■ ひ' 

Tlio  i"'  i<':isin,  irritation  "f  thv  m' に い mciubniae  by  tin*  |、ur"ni"M  <:,u-«  '、 
it  w に i' に tli い abnormal  I に" 1、' in  <|U<>iion  to しい :ul*ltil iu  its 1 川 Ik,  m»  tlmr  it  一—、' 
nt  I:, パ， <t n »n<»ly    uj>  >n  t!i(i  、、： ill,   until  tli''   u;  ll Im<  Im'ii 《1 リ "'に、、', I  ;i> r<l  •'' 

I'm 出'' 卜ト 1 にド si  pit,  i'inhrnrin-  ihr 1、: い" 1 |"、||'  ^i'  tlir し" Iv,  If  this  a^uiii|r  -、 
wrrcH't,  thv  bcnly  in  question  tnny  rc»|>n'«cnt  whni  was  ^| token  of  :i、  the  en  ri*>W 

レ "lv，  niul  it  follows  lliat  tl"'  pit  is  uotliin^         th:iu  tlu-  ub ひ 、で- i，"'"ti。md  t'm'r"'/- 
>lia]n'<l  <K'jM*os<iun. 

:s<'、t，  t\u%  iKtra.<ii*'s  inignt!''  int,，  (Im*   ti— u,'〜 い t'  tin*  w all,  <lc-t roving  tin- 

《  |>itl"'lial  hiiiui: ； in  the  first  st«  |i,  tlicv  n,mr  int«»  vi い、、' in  tin*  tuuira   pr(，pri"  ntul 
turn 9  t\s  uIhivo  ^utnl,  the  «triu^turo  Lato  umorplioUH  mitwH,  in  whioli  they  an*  »uiu\ 
imh(、'l'l('，l,     I  vi\\\  imi  siv  \\\t\\  (vrtiiinit\ ,  however,  limv  thi"  is  l»roiijrlit  :，1 い ui ； hut 
"、w  is  little  (Umhl  in  nwuming  that  tlu1  clmnjif^  are  eff<*cM，  by  tht»  |iarnsitiMn. 

Tli"  |>;unsit<^  i",t  incrclv  wnmlrr  nhoiit  witlun  tlx*  tisMic  ol'  t\w  t\\n\f\\  |"» ャ i'iu, 
hut  fort«  their  way,  on  one  hand,  into  the  8ulmmc 魏, mid  on  the  otlit'r,  into  tho 
inu<i»si  luvrr,  under  ni}>i<l  nniltipli^'utions.  lit  tlic  siiUiimhnisi  lli<'V  <1o  not  yr'wv  any 
»na! l«W  rli:"" ズ'' to  the  Wrurtur"  at  all.     On  tlu*  remtrarv,  tl"'  iuuö ms リ、 
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sutlers  injury;  this  i.s  csiKcinllv  the  nisr  in  tli<'  walls  of  th<'  I  Jilicrkiilui's  crypts: 
the  «ry|>t's  walls  aro  <lcst roved  at  Mvcrnl  j«irts  wliicli  tlio  p::r"sitw  ntt，"'k  in 
inultittulc  U>  tnake  their  way  inlo  (lie  intcriur  of*  tlic  crvpt'.-  lunicii,  sJuUhI  in 
tli''  liin-iri linjr  lin<*s.  I  call  iitU-ntiou  to  this  point  of  «1( struct i«m l»v  the  parasites  : 
imiiK'lv,  tlic  par  Is  of  tin."  crypt's  walls,  wliicli nrr  <lcstruv(Hl  in  consul  uoncc  of*  the 
j»ar:iMl i.-in,  form  tlic  only  wav  of  cscujk'  of  tlic  parusit«s.  Tli"  animiilM  «nnne  to  the 
inti-rior  of  the  tlmtuuli  (lie  e*rvpt's  walls  hn up  aii<l  art'  «ist  off  tu  tlie 

exterior,  being  intcrmingltHl  with  tlic  cax-al  contents,  viz.  the  fiixxv  ；  in  this  way  they 
may  infitt  otl»'r  host  iinlividimls. 

B.  The  Coecal  Contents. 

Hh\  in<r  dealt  witli  tin-  diwuscd  fratun-s  of  the  vwvii,  thf  wts-al  wntonts  will 
bricHv  U'  ox:ituiu«il,  in  onlt  r  to  makf  inklli^ihlc  I  Ik'  n'latif.ns  of  the  |mrasitir 
organisms  which  may  bo  fount i  in  tlic  coiiUmt-s,  to  tin*  disc "や il parts  of  tlic  cii^'n. 

The  coutonts  of  the  turkfv 's  m_'ni  jire  liar«l,  owing  doubt  less  to  thv  ！"' ti,m  of" 
tli*-  pr*st»rvia^  renvoi  it  cin|»loyt'«l.  TIk-v  arc  fimj^nlatod,  though  st'mifiuidiil  in 
tlu'ir  fn-sli  state,  btünir  «rrcrnisli  iu  colour  slinilur  (a  tlmsc  Uikcn  ufl*  fn »m  the  fiiwl's 
c'f,1«.  A  mieriwopioal  oxumination  .shows  tluit  tho  ctrral  contcnt.s  cHtusist  maiulv 
of  uiHlijrcstCil  parts  of  tlu-ir  1«km1s,  sucli  ins  tin-  vcsh-Is  and  i\hcv<  of  plants.  ( )nlv 
"lie  sj»:  <-u\s  of  uuiinul  purasitf  is  <lctf<-(c«l,  Init  m"n"r(>i ト in  individuul  number.  It 
\>  a  >i>t  rics  of  t)w  genus  Trkho^omum  of  rj  nchoo  jiiilid:»',  .\<  nial<»du.  BueU'riu  art; 
font >< I  in  ahuniliiiuf  :  at  least  six  sjwciis  an-  to  Im>  (li>tiii^iii-li<'.l.  All  fliese 
vrjr«  tiitivf  para.<it«  s lmvc,  it  .^vms,  rrrtain  j>livsi(il« epical  incnniii^  in  nmsiiig  puticfiw- 
tion  to  the  f«MKl  uiulijr*  s<<-«1.  Tlic  re  are  fimnd  nmiiv  ('pitl"'lial  "'lis  wliuli  show 
:i  ereilt  similarity  witli  tl"w，  forming  tlic  iiuku.-h  Invi  r  :  tlicv  li:i、 や （Im 山 tl'ss  i'ullni 
•  »tt'  Iniiu  this  hiyor  in  conscqiuMUf  (»f  artif*a<"t.  It  i.<  very  striking  that  tlit  ic  an- 
il»'tf«  t«  «l  only  a  fow  iii(livi<l«ials  of  tlic  iMinu>i(i«-  prutu/.orm  wliicli  was  r< ''"g iiis«>(l， 
in  tin-  fi,rog<>i"g  lines,  as  cniisin«;  the  <lis<iix>.  Tlicn-  is,  Üicn-fltr«',  litUr  room  for 
doubting  that  tlieae  parasitic  arc  on  tln'ir  way  taping  from  (lie  crwsil  walls 
m  licrt-  tlu  v  live  in  colony. 

に The  Liver. 

The  liver  of  a  dia'a^nl  turkey  sliows  rt'»  inblan<i'  to  tin-  fowl's  liver  in  its 
external ひ mfi"ni ration.  On  t.l"'  surfacv  of  tho  liver,  we  find  minwroi' メ  coloured 
spots  varying  in  size.     Thov  arc  in  some  nisos 17  unit  in  «liamctor,  while  in  other 
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"ws  they  nre  n  pirsent«!  by  mere  points  which  ulso  vary  in  wizo  uinong  tliiin- 
«Ive«.  Those  pccub'ar  spots  are  greater  in  number  on  the  upper  surface  than  on 
tin-  imdcr  or  |xa<iral  siirfact-  of  thr liver.  In  n  surfiut-vicw  they  arc  inmi<l <>r 
<'lli，K-(»i,i:，l  in  oiitliiu*  ii n< I  flnttciKHl  <>r  slightly  (lopn'tis»1«!  on  tlicir  Hirfu*1*',  nud  an1 
1<  nion  yellow  ur li-^lit  y*  How  in  <、>l<>tir.  On  tliis  groniul  colour,  an-  s^'ii  «lark 
hro.vii  lines  of  vnrvin^  forms  :  in  some  sj>o(.s  t)ic  liiuv  min  k  a  nrt-wurk  and  oitfii 
show  irregular  marking  ；  in  others  tJiov  arc  rcpresotit^l l>v  racial  Ktriatioiv*  «eilt 
oii*  from  llic  <vi、f<'r  nl' (lie  s|K>t.  Upsides  tli<〜'  sliarplv  tli'liiud  >pi>ts,  tin  rr  i>  ::，i";li''r 
に に- 1 り f  .<ド' 卜， nIiow  in^  moidnl  l)ro\viu'.>-Ji  culuur  ntul  Ix'mg  mark"!  ».IV  fVoii 1 tli»- 
Kurroumliiiü  liv'.r  ti—i"  diilv  by  their  «larkor  colour,  wliilo  in  >:)iur  ,'th''f  «-as»'s, 
Mu-rc  atv  found  unitornily  light  ynllowUh  spots,  shading  away  ^radnully  into  tl"' 
Mii  rotiiKlhiL''  t\>s\U'.  Tli,'  ^jhiI.s  "r,'  olU'ii  so  linrdt'iK-cl,  thut  Hiov  <;in  ，- に、 ily  It  tukvn 
< >fV.   by  a  A\^\\t  touch,  as  pliit'w  or  wales. 

Tl"'  p  cu!i;ir  <><  rurr<MH-c>  nhove  n-lcrml  to  are  dm',  scir-ovidcuilv,  tu  the  |>atlu»- 
l<>tric;il  ri.nilitioi). し' t  us  ])!•<)«•( <><1  tu  show,   how  th<>v  arc  «aiml. 

( )lwrvc(l  in  sect i< ms  into  which  t\w  <li«'"swl  liver  <li\  klo<l,  (lie  li\  .-r  ti、、"'' 
beneath  tin-  ubov リ statwl  sjvrt«  n\wwa  grent  changes.  The  hepatic  cells  ui-e  fuswl 
t' さ'' Ü"'r，  ：ii"l  llii-  11," 小 -i  h に n'liic  bi^rm'r,  :uul  an'  fwblv  stjiiiunl.  In  some に w、 ―，  tin- 
liver  <•<  lis  arc  con\ »  rl<  <1 into  tihnms  not-liko  Htrueture  <i uttitiiiin^  ncithrr  iui*  l*-"S 
nor  1)I<M<1  <-i>])ilIari(^  atul 1— ，1"'"1  "ir|"iwlcs，  hikI  are  still  less  afKn-tcd  by  c<*rtaiii 
.Nlaitiiim  riji^t  nt.s  such  ！ is  tlio  Dclafiohl's  luicmatoxvliiii',  etc.  The  rluui^fs  tli1' 
liv'.T  ti. -.、 'l''  <：<»  n>  t'iirtlicr  tliiit  the  wlmlf  t issue  in  trait、f;,niie<l  into  a  .-iiuirlo  Im'""" 
;4'('m'"，i—  plutc,  fontaiiiinji  no  1>1(hk1-\  «^'1  anil  no  blixnl  <、》q»usrl('  at  nil.  Tli  is  V1*11 
is  to  Im'  Imnlly  s(:iinc«l  with  flu-  Hbovt-nu  utioneil  hacmatoxylinc  or  some り llit'r  stii »  "け1"' 
Huids. 

\'<tv  '-Urions,  liuwi-ver,  it  i.s  that,  in  aiul  about  tl"'  "li"ng"l  tissues  of  "ド 
kiii'ls  above  pnumeratocl,  I  can  not  make  out,  in  spite  of  my  efforte,  anythii*f? 
lx，  ic  g:ii  .l(  <l  as  iMir:i ト ih's.     On  tho  other  hand,  amidst  th<1  un<:lmnir<tl  liver  t 
lying  apart  from  the  above-iuentionrd  changed  tiones,  I  mode  out  foreign  *vl^' 
two  or  tour  of  whir  1 1  ar<-  in  i,n-(mj)s.    livond  doubt,  these  (や 1 し are  parasites  ； 
an-,  in  nil  Jlu-ir  Jlntun^,  <|uite  the  s:i"i(' a.s  tluwo  poinUxl  out  in  tho  (<ioal 
<'.\<-(  jit  tlii-ir  l»i Ik  sliLrliÜv  jjrcaitor  tlinn  tho  ，や lis  of  (he  latter  lot,   varvinji     *■ n>l!1 
4.0  to  2.-)//  in  (ii;inu't<>r  (s*^  p.  ♦>!»_). 

TIkt-c  parasino  "，'l レ uro  dett-otid  in  the  m<vh,'s  of  the  hepatic  cells  iw  w^^' 
in  t.l"'  ]}\m\-s  which  、、- ''!•<•  douhthw  orcupiwl  forniorlv  by  tl"、  hepatic  cells  theni^*，'、'， 
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«"»1  which  liavt'  now  Ixn-n  dtstroyed.  In  addition,  tlu-y  occur  in  bile-ducts  nml in 
the  intcrlolmlar  vcswls  wliicli  latter  represent  probably  tl"，  branches  of  the  )x»rtal 

The  parn>itir  (で lis  mxler  <t)asideratiou  are  found  fV' や in  tlie  vcasels  a»  well  as 
in  tin'  durt.s,  but  tlxiflc  in  the  hepatic  nu'.<ln*s  nr«'  tnirrouiid'Hl hv  Hl)r< ms  cuiisulis 
wliicli  nrc,  jls  it  «'en，s，  extended  by  .stjig«'s.  ( )h.-<>rvalii'ii.s  .sn'ti""s  (lin  n*!;!)  tlx- 
liver  in  several  stagoi  of  tin-  disease,  sliow  that  the  fibrous  cxirpiibclvs  extend  thcin- 
<-s  to  tlie  jwriplicrjil pti rts  of  the  liver.  The  fil>r< ms  slrurtiirc  in  tlii  -  <，i や ma 
by  nu'aiis  bv  (listiiiguislied  from  the  ubovi- >-s" 山— '(1 M-jih-likc  and  plati'-likc  stnic- 
turcs,  coutaiiuug  uo  paraeitea  We  are  jtirtificd,  therefore,  üi (»ucluding  that  the 
lil>rous  st mot ure  is  puthogi-uoUH  in  ，>，'i ば m，  b<'ing  ciiuskI  by  〖lit、  purasitw,  and  that 
t，"'  Hiilo-likc  and  platc-likr  structurfs  above  mciitiotic<l  rcpn^nt  n<»lhiiij;  *'k>  tluiu 
advanced  >taU-a  «»f  tlie  immo  }mthologioul  fining  of  ti.— "(•，  nltliou^h  there  in  dftc«  tc<l 
I"'  trjuv  of  j)arsihit<s.  In  short,  when  the  dimiiät*  ia  mlva"tv<l，  (lie  para.^itf.s  <lisap|x'ar 
in  tho  phcei  previously  infected,  nugntting  into  other  pan  ts  wliere  the  nourishment 
ix  not  yot  exhausted. 

I  Imvr  nothing  at  |、ri'«'ut  to  tell  with  <vrtaiii«v  nU>ut  thv  \mn\o,  in  which 
thi〜  fil'nms  出 が of  the  hepatic  tissue  is  brought  about  ；  it  is,  limvcvcr,  highly 
proltablc  that  tliis  ohaiig«  in  due  to  the  abnormal  inoreaae  of  the  «  unn« ctivo  (issue, 
which  forma  the  support  of  the  hepatic  glands,  by  s  imulations  of  the  panudtif* 
life.  TIk'  lmf)t  animal  di<>s  simply  be«"iw  tlie  liver  Io.s-s  its  functioital  |x»wor  ti» 
a  rortain  w  hen  t\\v  jintliolo^icul ひ Imngt'  in  (question  in  extfiitltil t»  a  <t'rtaiii 

extent. 

、、','  cum«、  to  explain,  how  the  jMirasitcs  enter  (In-  subertaiut'  «if  tli,、  livi-r. 
I  have  mentioned  in  the  foregoing  lines  that  the  parasites  art'  fuand  in  bath  the 
bilo^lurt.«  nml  jx)rt:il  briuiolKs  i、f  vessels.  Tho  forim  rconstitutt',  as  I  belitvi',  tlu  ir 
way  «— 'Miipinjr,  while  the  latter  rcprest-iit  ihv\r  fiitnun^.  TImio  is  little  r(w,ni  in 
doul)tin^  that  the  parasitic  «'lls  do  nut  travel  bv  m,'aiw  <»f  tluir  own  activity,  hut 
are,  tu  a  great  extent,  transported  in  a  passive  way  by  tlie  medium  in  which  tlu  v 
are  fuiuul,  and  thin  nutliuiu  is  n'pi'e*i，t«l  bv  the  heprttic  juiw  injured  out  from,  am«l 
tho  portal  blood  liastiu^  into,  tlie  liver.  It  i.s,  tli''i やん i で, <"ii、'im'ing  thut  t\w 
\mrasitv8  entor  the  liver  through  the  portal       k],  and  owajie  through  the  IjU('"<1，i<' い. 

From  tlie  facts  above  pointed  out,  it  follows  tlint  tlie  "man  in  tlie  ti r.-t  to  Ix- 
attacked  bv  the  para^itcts,  and  tlmi  they  n:,me,  on  tin1  way  <>{'  the  portal  stream  of 
blood,  into  the  liver.    The  parasite*  in  the  "ct'al  walls  roprtwnt,  I  vt-ntun' 1«»  -ay, 
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n  uvin*rntion  clißVreiil  (Vom,  and  fi»rojruiug  h'，  the  ponoratioi^  to  bo  |>uswh1  in  I  he 
livrr. 

If  tlir は 》i い ill' r:"i',i ト ： 山い、 や に i 、や h  nvr  valid,  \\\r  |" り^ '  "ill ズ ド •",'  、、  'W  tl，,' 
ili^  iiM'  muv  Ik»  :i,、、iim'tl ：>>  童；, ll"、v，  ：  in  tin-  Ii rsl  、に^: r，  t し' し 卞 に iir  ，'にく  arc  ，"り r<  '»r 
los  ,l,'Mn，、',  il;  in  Ihr や'" n'l ト t: "ぶ'， Iii.'  1，' ャ:, 【ir  ns 、，い' i、  turin  <1 mti.  lihmu-  n  ur- 
，il，，in，  the に luml い' lis 1 に iii'j  totiillv  :il)s け ； iu  tljo  tliti'd ト！ u に ，•，  ihr  iMirular  M  ru<- 
( uni  cliMij>|>cu!>  to  n  la r^*  '  xt'  nt,  |iara>it  w  cells  【い， li'nn いに l'r  d,  t"  "  'l 

iln-rv  at  all ； while  in ll に ioiirtli  -、  1:" 一 リ'， tlir  UIkts  t  onst  rnrtinii'  tlic  hl>Mnrnu)l (に、. m"' 
is  ronvertod  into  an  nlninst  liomopiutus  plato«  \Vlu*n  (hr  liistologirftl  changin  of 
the  la>t  8tat4«  ，"】v:inr ひ a  r<>rtain  extent,  tlicii  t\\v  d<  Jitli  nf  tlio  h<^st  animal  tnk<s 
plarv. 

Tlw  parasites  through  t\\v  l>il<i-ilurt>  an»,  it  is  ol >vi^us,  vast  od',  t い gitlirr 

witli  tin*  t'XiTrnn  iit,  tlintn^li thv  v<Mif .  TIm  v  :，rr  (Molmlilv  nwvst^l  in  tli，'  extfrinr 
t<、  U'  again  taken  up,  mixed  with  f;MM】s，  by  uther 1 きい— f  individual-  whiHi  will  be 
inf" 化， bv  them. 

i)"rt II.  HISTORICAL  REVIEW  AND  CONCLUDING  PTMARKS. 

Li  is  rather  furious  that  tin-  rfti  kinj;  disenso  of  thv  tnrkt*v  "l,'、v'，  rcfi'rml tci 
li"、  dniwn  attfiidoii uf  ronijsa  nitivclv  a  l!'\v  yi<  ui  iü いし ，いに、  <リ、， Sm 1 *.i  r  us  I 

am  awun'j 《'り m や ruin に the  ills ("や iu  qm. 、【； ""， tl" n  an*  ""1、 ：i  trw  pul>ü>h* <1 p.upiTs, 
of  wtiicli  the  work  by  Cu^Iituaii,0  f hat  Uy  Smith     u"<l  that  hy  Moore"  art1  very 

kn<»w»i.  Tli い \  i**\v>  :ul v an<i  <1 bv  t  lic>c  three  :uillM>r.<  nre  in i い、 （》r，l;in い， iu 
i'unclu»liu*j:  that  t\\v  l)art<  ria  wliirli  nrv  { し im，l  in  the  ，にや awl  ortrnns い f  tl"' i  urk^v 
in  largo  number,  can  by  no  means  Ik  l，"'k' パ u"''u  as  (he  jwth<ifronftti<-  in  t\u\  disease 
un ふ' r  (^nsidt  ralioii.  Ah  mentioned  in  (hr  jun  guini:  pap  s,  tl"'  ivsulis  of  my  prt nt 
work  nho  >pi iik  Jor  this  view.     As  to  the  rr;il   rniiH*  of  ihv  on  tl"、  otlior 

l"m 山 the  n -suits  arrivctl  at  bv  luy.^lf  h">t  ：ぃ，リで ひ， :»s  n、''n  trom  tl" リ 山，， vi' ふ、 st'r'ipli'M い. 
with  U】 "す 】、v  Smith,0  I  Hit 1 <*:ti! し at  jms-  nt, 小"' r，ni"i'  witli  «ertainf  v , 
whether  or  nut  Hie  parasite  rcpnwnlH  tliv  く |" ャ"， mma\  by  Smith,    In や ito  of 

I:  (  ushnmn  ：   Nrittirt' い f  I(l:uk  Mvi\*\  in  Turk,  、、：    lUport> い 1' K し ,1' l>hii)il  Ai^t.  \\x\k  Sta にい ►'、， い， 

：_':  Smith  : liift や tu'i 卜 Knl*n>-II<iwlHs  in  Turkrvs:  liullctin  tlir  Hun:ui  n(  Animal  Imhislorv, 
V.  S.  A.  I>.  )».  of  Xgr.  NoX 歸, 

••! i MiM>rt*  :  TIk'  <lirec(   Tran く i'm  of  infiti F-nu'r け- II" ド， Ihn   in  Turkey- ： に innilar  Xu. 
Hunan  tit  Anim.tl  IikIi ト t"rv，  U.  S.  A.  iVp.      A ば r"  N...7.,  】S1M'». 
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the  inorpliologioal  harmony  of  the  parasite  olwrvt'd  by  Smitli  with  that  hv  myw'lf, 
it  «liitrrs  in  size:  tlie  pn  nisi  tie  prutowmn  in  my  《•"••《•  is  suuillcr,  uh  coinpun<l  with 
that  hi  the  case  of  the  American  olxscrvor  ；  this  diifercne  is,  however,  due,  it  is 
prolmble,  to  the  ilitforcut  reagontss  nf  fixation  cmploy.Hl  in  both  tin-  cases.  A  further 
ilitU'ix-nce  in  the  results  by  Smith  f'mm  mine  consist's  in  the  fn^iKiit  "rm'rt'i" や of 
the  oxalates  on  the  outer  rarface  of  the  diseased  «ecum,  while  tliif  is  not  tlie  cane 
in  t\v  >pi  ciiiK-ns  (»bscrvtnl bv  niyscll* 1 liavc  i"'v,'r  m  -i  with  nt  »11 nny  f-lrurturo 
wliitli  nu.v  answer  to  tli«'  giant  tflls  iiu-ntionc«!  bv  Smitli  :  tiny  :ii で， I  think, "り tiling 
cltio  than  the  tliickly  groupwl  parasitic  cellü  imbedded  in  the  d»troyoc1  tiiMUM. 

From  the  uwimts  «rivt'ii  nlnnt-,  tho  mortal  "iw  of  the  ht>st  is  not  ditticult  to 
infor.  Iu  the  case  in  which  the  Iwst  dies  when  tho  oteca  alone  arc  attacked,  the 
ill-nth  is  (lue  to  (liuiiiuslictl  uhsorpti'— "i  <>C  (lie  (]im'>tcil  matters  ；  fur  the  avm  nf"  tlie 
birds  form,  iw  is  very  well  known,  a  strong  orpm  of  ol^orption.  Tlie  deatli  in  th《' 
I  Jim-  of  tin-  «lisea*.'  atttu  kiii^  thv  liver  is  Nt  lf"-«'\  idcntlv  <ihi.«h1  bv  tin-  \vt  ak<  iic<l  liopatic 
i'ltix'tliiii.    Very  <-i)iiimou  mortal  «iu«w  «msist  in  <lt'stnu'tii)ii  of  botli  tin-  organs. 

Anidiifr  <tthcrs,  St'liaudinn  worked  out   Eutumohn  ノ , マ, «k'c  tirrinjr  iu  the 

liiitniin  IhkIv.  It  is  in  jrrwit  rcsenihlaiKf  witli  the  paraMtc  of  the  turkey  al«»vc 
nv  nt ion.il.    A 《<t'mp,"'utivi'  sdidv  of  tin-  purusitcs  in  lx,tli  (lie  hosts  will   prove  "f 

il!t«T<  >Is. 

It  is  tlie  (-onunuii  opinion  in  "ur  «tuulrv,  tlutt   tuikcv  fiirmin^:  i ド （'"ui" で 
wir  h  irrnit  iliHi<  iilti«s,  awl  wo  liavc  Iktii  i"t;»rm<',l  tluit  tlie  »liHifiihirs  runsi.st  fliirfly 
iu  protrotin^  the  hinl  from  tin-  (Üsi-jim-  aUi\v  n  ll  rri1*!  to.    To  <lo  tins,  、、- <'  have  only 
to  k«rp  off  tlio  chicken  from  the  infi-«t('<l  imli 、ふ lii"l、. 


Siinuiiarv. 

1.  Tu'  disease  is  caused  by  the  peraivto  f-all«1  Amalut  «]，.,  au(，  not  by  baotc>ria 
t;«iunl  in  the  "poa. 

2.  TIh>  parasite  attacks  first  tlio  ，"で"， tlie  liist<»I(^i(al  sdurtuif  <»f  which  is 
•lest rovtnl  by  it. 

3.  Some  of  the  paruutic  organisrori  m»pt'  from  t\w  aw»  tlirougli  flic  Lh  Ik  i- 
kulin's  crvpt,  into  wliirh  it  nmi,'s  out,  bn-akiu^  up  tin-  <  rvpt's  walls. 

4.  P«)*iiii^  tlm"igh  the  port«l  vrin,  it  <"mrs  tlion  to  tin'  liver  whicli  is  «tm- 
vcrtwl  hv  it  at  last  into  liunl  i>lutOfi. 

•t.  The  parasit<'  wap<>s  from  the  livor  tlirmi^h  tin*  Ijilc-dinlf. 

6.  The  panunte  from  tlie  liver,  topeth**r  with  that  from  the  oners,  \>  rant  off 
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from  thv  vntvr'u'  nmal  throutrli  the  vent,  being  intrrminglwl  with  tlic  cxrrenn'iit.-, 
to  bo  inft«'t<Ml  (o  otlier  individuitls. 

7.  The  direct  mortal  cause  is  the  destruction  of  the  rceca  or  liver,  or  uf  both 
the  orgitns. 


摘 要 

明治 て 十八 キ: 以來, 我 来 北 帝^ 大學^ H4 大ゅ袅 場に 飼^せ る 七 
而 ß 中， 原 W 不明の 疾病に 罹 り て 死す る もの^  く、 殊に、 稚 雛に お の 
甚 しき 5: 見た I ぶ し、; 该疾^ は傅染 性 にして H. つ 犯贓 なる が 加 し。 
余 は 其の 病 源 を 明かに し、 Ül に 進んで 之 れ が 豫 PJ 並に 治療法 を 硃 Ä 
にせん と して、, '丄れ が 研究に ^ザせ bo これ 此 研究の一^ な be: 

疾病の Ö め； こは^され たる ^分 は Q 脇と 肝臓と な i)。 此^ 病 
に ，與 は れ た る I" ^ 賜』 は、 其 ^厚く な （>  H. っ異' おの^ 起 を^す レ W 
臈^ の此 肥^ 及び^ 起の^ 的產 物た る は，^ 等が 健全な る fflfö  "ゆ 

はざる i: 以て 刚 かな bo  n. 起 乃 r に 敷 か れ 1  と る 粘 m は 被 しく 歴迫 
せ ら れ j< us に お 、や 状の^ 處を' I： ぜ （>。 又璲 起の ド にあらざる flt 厚 
部を见 るに 其耝钺 に 著しき 異状 あ に此 異状の 及ぶ 區域 は、 粘^ は 

素 よ b 其 下層 も 多少の 害 を 被れ bo 此の «化 は、 寅に 寄^生物 ば 原 

iy す c 

^ 1- 牛 物と して 昆 るべき は 粘哎 下の 網 眼中に ある、 卵形 若 くに 
inj 形の、 無 救の 細胞な &0 此钿 胞は大 にして 且つ 强く 光線！： 反 角 せ す 

る 核 を 合み， ifU お 1,8 乃至: V)," あ 6 て、 後に 述 ぶる 肝 中の 寄生 細 
に ffl 小な b  (肝 中の^^ 細胞 は 2.5 乃至 4.0 パぁ り ）0 寄生 細胞 は^  ^Ö|c 
ある 乙 ともあれ ど， もく は 二 巧 至 四 個 づゝ舴 を 爲 して あ i>o 此^^" 

狀態は 今 知る に 由な しと 雖 も， 其表而 上に ある 鈍き 突起 は、^^ ^か 
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アルコ-ルの ほめに ^速に 固 定 せられた るは铋 なし. よ りて 考 ふる 

に、 牛活 中此虛 足に よ &て S ひ^りし こと 明かな に また »を 爲せ 
る もの は、 啦足其 他ぬ' k  ❖ 物の 移動 器と 見るべき もの をれ せず、 此 
等 は 休止の 狀旃 にあに 分裂^ 璀 しつ 、ある や 明かな （》。  £1 の 事 
實 5： 總 合して 考 ふるに， 此 寄生生物 は 分裂^ 潲 し， 後一つ 一つ 分離 

して ひ 出す ものな 6。 然 らば 則ち 此 寄生 * 物 は アミ- ハ* の 一種 

なること 明かな るが 、鬼 して ヌ ミ ス 氏の 七面^に て發 見せし と^  — 

のァ ミ -バ なるや 否や は^ 間な （》  0 

お 脚 壁內の 礎瞵屮 に は、 寄生 動物 以外に は 病的 生產 物と して は 

るべ さもの なし o 之れ は 反して Ä 钺は大 に ゆ るみ、 其 問 は 彼の 寄 
^細胞と 其舴 体と によ りて 充 たさ る。 是れ 紐^ 成分た る 繊維 は此 
寄/ ヒ 動物のお めに 融 かさ れ、 其 物と なれるな (>。 かく 成分の 減 

少 せる にも か、 はらず 麼が吧 厚せ る 所 以は， ふ' 'に ^  V'j が .；'-. m  ：：  n-r 加 
して 組^ 間 を w る 《 こよる。 疾病 初期に あ b て は 寄生 囊 物 は 粘!!'; n、' 
に のみ 拔め ども、 «r い 入' ä 下^に 及び 粘 膦下呀 並に 血管 お はす ものな 
ho 此^ は 礎 股と 反對 に、 き被耍 素人に 坩 加し， 其 網 眼 は 寄生 細胞 を 
以て 允た さる o  ^れ^ 糂麼の 厚さ irtft すに 與&て 力 ある 乙と^ を 

^ たず o 粘哎^ 皮 は K 接 寄 や-動物に ß かされ ざれ ども、 其 下に ある 
礎哎 及び 粘 股下 W の 著 しく 膨 人せ る 結果、 破 らるゝ に 至る。 リ-べ 
ルキ - - ン氏! I» は乂 た^ 生 細胞 を 以て 充 たさる o 

今 また 此^ ^動物の 育 脇《 内に は 人す る 經跻を 兌ん に、 
m  -) 血管よ & 来らず、 如何と なれば 疾病の 初期に 礎 股 は 血管よ h 

先き に はさ るれば な b0 

(第二） リ- ベ〃 キ i  - ン氏 哚 內には 礎 股よ 6 後に て 現 はる、 故に 此 
の W よ 6 は 人せ しに 非らざる 乙と 明かな に 

(Iß 三） ^は. 上に 異 7?； な る璲 起が 附着せ る 所に 於て、 粘 胶が漏 ''1 狀に 
|1 リ 入す る 乙と を 記せに 此所 にて は 粘 K 农皮 は始ん ど^し 破られ H 
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つ 礎^の 櫬維 (1 夥しく 融さ れ、 其 中に 多數の 寄生 細胞 を 包含す， 是 
れ 則ち^ TI: ノ  it 物の 侵入せ し 入口と 考ふ "了 さ 唯一 の 所な （>  とす o 其 

の粹路 お 想 倮 する （こ 左の 如くな らん 0 

寄生生物 はな 物と 共に W 內に入 に ß 脇に し、 フ シ 蜂 或は フ シダ 
- が^ 上 に 五お-子 お 生ずる が 如 く 粘胶に 異^ 物 S を 生ぜ しひ， 而 し 
て ff  Ifö^ の靳緘 巾に 表皮 を 破 h て 礎 股に 出て ゝ 坩殖 し、 粘 股下 W 粘 
哎に 移行 し、 リ - ベルキ ユ- ン氏哚 を 破 （>  て! I» 內腔に 出て、 其れよ 

b  Vi 脇 内容物 と -共 に 排泄 せらる。 

ぉ臈の IM お 物 はも: にな 物の 不消化 部分な b。 加 之 パク テリアの 夥 
^と ー秫の お- 卞 焱と 、粘 ^ の 股^せ ろ もの 及 び 光 に ，1 己 せ る お 生 勒 物 

の 細胞と あに お^^ 物屮 パク テリ ァと 一種の m 蟲頹は 他の ftnü 
休 にも 见 出さる ゝ ものな b と す 0 

此 の 疾 m に 榷 れ る 『肝顾 j の ü  u に は 、人 ささを 異にせる 多 ^ 
の垅^ あ り て、 大な る は if〔 搔 十七 粍、 小なる は 漸く  ^め褂 るに 過ぎ 
ず じ 其 色 は お 色 义は淡 k 色に、 u: 形 楕 mi % は mi 形な i 斑^の^ 色 
屮に^ 出 状 、網状》 の 紋綵ぁ b0 此の 班^ は 肝喊紐 織の 著し く  ヒ 
せ る お 分な 60 肝 m 組^の^ 化の 順 次 はは） 肝 細 胞 は m か に 破 ^ せ 
られ、 ^人 きくなる。 にり 細胞 は顺次 融解 し 肝の 組織 は 網状 となり 核、 

血管、 で 細^ ト 合まず o ゆ 網状 に^ぜる 細胞 は 次で 糾^ 一^な る^ 
状と な る o  ^卞勒 物 は ifH お 2.5  75 至 4.0," あ り て ^獨 に、^ はニ恫 乃至 

i'M 個 宛^ をな して， 肝 細 胞、 呖 w  m に p'l us 巾 に a 出 さる 0 即 も ^  ^. 物 
は 其 運 勒器を 以て 自 ら ほ' く 移 行 する 能 はざる "r しと 雖ム ，n  m 内 の 
血液に^ じて 肝 繊に入 に^^ を^ じて 外界に 出て 去る 3 

此 疾病に ^ する 研究 は^かに カッ^マン、 ス ミス、 ム-ァ 氏 
^の もの あるに 過ぎず 0 余の 研究の 結 桨 は ス ミ ス 氏の それ と大； こ 
似た る もの あ に只ス ミ ス 氏の 發 見せる ものに 比し、 原生動物 は 小 
な b き o 是れ^ は兩者 i ほ 定劑の 異なれる に よ るな らん か。 他方 面 
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に 於 て Ii シャク デン氏 は 人に^ 也し 祸原 となる ユン ト 了 ミ - ハ ♦、 ヒ 
スト リカに^ きて 極めて 有益なる 研究 をな せに 蓋し 此 等の 疾病 

及び 孭生 勸 物の 比 较硏究 はぬ 我利 する 所 太なる Jrfö ず o 

以上の 說 明した る こと を |、- に枚舉 す。 

1- m  JK (はァ ミ -ハ * の 一 嵇に屬 する^  4: 動 物 の 寄生 に W る： 

2. 病原 焱 たる ァ ミ  一 '、• は m 初 n 脇 を^して 其 組 被 を 破 お i す o 

ん ^牛-動物の 一部 はリ -ベルキ i  - ン氏 8« を 破りて 出て 去る 0 

4.  寄生 動物 は 門 呢 X  h 肝 n に 流入 し て flrsss に 寄 牛し、 其の 組^  k 
破壞 す。 

5.  ^^動物 じ ^管 よ b 肝 據 を 去る。 

肝 KS よ & 去れる 寄生 動物 は ff 脚の 內' お 物と 共に 徘泄 さる c 

7- 直接の 死 W は f( 鸱^ は 肝臓の 破 根 若く は兩 者の 破拟 にあ り0 

^ ® m m 眷の 賴 事た る 说因 は 寅に 玆に存 す、 故 t こ 此の 疾病の 病 照た 

^ 巧-せ 動物の 傅播 を W ぐ は も 適切な る ものな bo 


»^^53^3^fl^^^s お s^^^s ま：， ム ：.. " n^fyt 
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UEBER  EINEN  NEUEN  FRUCHTKRANKHEITS- 
ERREGENDEN PILZ  (Rhabdospora 
Melongenm  SP.  NOV.)  DER  EIERPFLANZEN. 

(Mit  Taf;'l  III.) 
Von  Ji  n IIaxzawa. 


Im  ScptcmUr 】リ り 7  iiitdwktt-  i«h  in  t  imm  (iurtcn  zu  \"tdii  (Ilokkaidü),  i-ine 
iMuc  l'il/.krunkhfit  »n  Kinpflanz 'nf'rüditen じ ('b:'r  <lif  Krkrankunji;  von  Eierpflun- 
»'ii  innorliall)  Japans  tln^lcn  wir  in  d<>n  von  K.  Shi  r  a  i,  A.  Id  et  a,  S.  H  o  r  i  und 
G.  Y  h  in  a  (I  a lK'raiisg<'gt'l>""(>ii  Hundbiutlieni  viTM-hifdcncs  aufj^'zeichnet  ；  hierin? i 
f>iii«l  jt'dtx-li  nur  H1;i(tor,  Stengel  und  Kciuiliii«^-  in  Mitlcitlciiscliaft  gezogen.  Die 
von  mir  nou  t'i、kk'ckt<'  Krmiklicit  boK'liniukt  .sich  nur  auf  dio  Frucht  ；  dii^lho  i-»t 
mit  vielen  kleinen  sdiwarzen  PRnktchcu  besetzt,  infolge» io.ss'ii  könnte  man  die  Krank- 
licit  ,1S<li\vairJ!|>üiikt<'lH'n-Faul(!"  der  Eirrpflanz<'ii  bonennen  (Fig. 1). AU  d<n 
KrankliH*ts«'rrt>K<'r  stellte  i'-li  ('im'"  m'm'ii  Pilz  fl-st  :  Rli  abflnspora  Mol',1 卜 
g  c  Ii a  (>  m. 

Dufor  Pilz  besitzt  keine  Alinli<*hk<  it  mit  Rh  a 1x1 ospora  C i  r  c i  i  Karst., 
welcher  öfters  in  Dj  ut^  hlnnd  iiikI  Fiunlaixl  auf  jib^torl^iK-ii  Ston^ln  von  .S»Ianinn 
tubt'nwm  vorkoiuiTicn  *>ll. 

Die  FriU'htgehiinsc  v,m  R 1) n  b d  o  s  p  o  r  a  M  c  I  o  n  ^  c  n  a  c  sp.  n(,v.  sitzten  (lin  kt 
unter  «ler  Oberflitclif  der  ERrj)Haiiy/nfriiclit<'  uiul  zwar  lHidciiweist-  un^-oniurt. 
Anfangs  sind  m>  frelbliclibinun  und  inemhrunartif:  (Fig.  2 ― 4),  q、üü'r  \v«  r<l<  n  sie 
dunkelbraun  oder  schwarz,  korkig,  ku^lig  oder  abgcplattotkogelig.  Sie  nind  mit 
einen l kkinen,  bisweilen  I»inj;lichen  .S<-Iuiak'l  vtTselicn,  、v(、l<'h''r  etwa  die  liallx-  liin^ti 
<le«  FruchtgeliüiiHos  errt'iclit  und  aus  dein  "('wein'  des  \> irtcs  licrvortritt.  Di«'  Broit«.' 
de»  Fruolitgelmu.ses  betrügt  nm  unteren  Teil  0,3—0,4  inni. un  der  Spitze  0,1：] ― 0,1 ö 
mm.  und  <lu>  Höhe  0,ö ― (>,*}  mm.    Die  S|>ort'iiti'"n ぼ sin«!  «  hr  klein  uiul   nur lu  i 
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stnrk<r  ViTjriK.sMTiiiii;  siclitlwr  (Fig.  <i).  Die  Sporen  .sind  f;"li'"l し i'mijr,  an  Iwidt-n 
Enden  vcrscluiMÜert,  gerade  oder  gekrümmt,  farblos,  14-20/1  laiig,  1,2—1,6/1  didc, 
uluio  Srln  idewiindc  und  siclitbare  (X'ltropfi  n  (l'、ig.  5).  Das  Mv«x  liuin  ist.  *hr  fi-iii, 
farblos  und  ircfVu-hcrt. 

VI  ir  haben  diesen  Pilz  nur  an  auBgewachoenen  Fruchten,  welche  als  Snmen  im 
FcliU-  verblei  heu,  、や lien. l>a  er  nicht  an  jün^Tcn  Friiclitcii,  die  mit  Sulzhrulie 
vcrarlx'iti'l  wcrdni,  vi>rkoinnit,  ！ si.»  ist  die  KrHiiklifit  bisher  nur  <1<>ii  Samcnziiditcrn 
Iw'kmmt.  Dil'  Fnrl»'  ilcr  Frucht  ； tiKlcft  .sioh  an  den  erkrankten  Stellen  ； (lasi>ll)«t 
(TM-lirinfn  <1unn  viele  kleine  wlnvarzf  l'iiiiktclu-n.  Die  junfxcn  FrtK'lit.gdi:"i や 
sind  eigentlich  gelbbraun,  die  &ii*-er<»n,  unter  dvr  Olx?rhant  liegenden  Gcwclx- 
tlos  "Uu'k's  iw、lm"'ii  oino  s<li\varzt>  Färbuni;  an.  Nur  jun^Mi  Frticlitgcliäu^n 
wurden  Sporen  vorgefumlon.  Die  audgpwaoliwneu  Fruchtgehäuse  sind  mit  einer 
(luiikclhrauncn  bis  wliwarz  «i<>l;irl)(«Mi,  wlligcii  W'iiinl voi ヽ'' li'.'n,  inxi  almoin  >vh  r  <l<-m 
Ascomyceten-Peritliroiu ra,  doch  konnte  ich  den  Schlaach  darin  nicht  nttoli weinen. 

Als  ich  mil  dem  Studium  dieser  Krankheit  bcwhAfligt  war,  hatte  Herr  Dr. 
V.  Takali  us  hi  dir  Gute,  mir  «inr  iii  Piiuluis  iilx'rgi' に' aiigt リ"' KicrpHmizi'iiirurSit 
zu  w.'ii,"'".  Selbig»  samnvlu  <>r  im  ( Jurtrn  《l,'r  liüsip-a し "Ml、vii'ts,'li"li 1 
Vrermjchwtation  und  ho  bot  sich  mir  Gelegenheit  nocli  eine  weiter?  Fmchtkra  nkh«< 
«ler  Eieipfianan  /u  imt« 'ひ" ('lic'n.  Di.-  crkntiiklt'  Frucht  war,  im  G^'iisi tz^  zu 
der  oben  beschriebenen  mit  tvliwarzcn  kontinuirlichcn  Flecken  versehfu,  auf  tlcn«n 
tnnn  bei  s< 'Ii wacher  Wrgi'i'Ks'ruiig  viele  IlHiir»'  、vnlirn<、l"m'ii  konnte.  H<-i  den 
mikr<^k<ipisclK'ti  l'ntcr8ucliuiij^i'ii  ki unit*'  ioh  fo.st.stoll»'ii,  da.ss  <lics<>  soliwar/XMi  K"l(rl"、n 
aus  dein  Gt'fiK'iige  der  SjMiren  und  Sporrnlrüger  von  A  I  ( e  r  n«  r  i it  S o 1 n  u  i  uiki 
dor  S|M»rano;i('ntri>yor  und  iSp<»rangien  von  P  h  y  t  o  p Ii t  Ii  o  r  a  i  n  f o stun  s  bistfli*'»'' 
liornihrcu. 
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一昨々 秋 予は余 市邯山 田衬三 宅輔氏 果樹 面に 於て、 採 種 用 と し 
て 園 場に 登 熟せし めつ ゝぁ b し 茄杲實 の 麻 敗せ る もの 5：      め、 携へ 

ざる一 種の 菌類の 寄生に よ る I と I： 確め 得 たれば、 予は 之れ に 新 名 
稱 ifc "附 し、 Rhabdospora  Melougenaesp.  no  v. と 碎 ばんと す、 

從來茄 植物の 寄生 蘭と して 學術界 に 知られ わるもの は Botry- 
tis fascicularis  (Cda.)  Saw.,  S  p  o  r  o  d  e  s  m  i  u  ra  Melongonao  Thum., 
P Ii  y 1 1 o  » t  i  c  t  a  hortorum  S|>og.,  P Ii o  m  a  v  e  x  a  n  s  Sacc  et  8yd.,  M  y  s- 
t  r  o  s  p  o  r  i  ii  m  p  o 1 v  8 1  i  c  h  u  in  (,kt'.，  Tuberculin  a  s  u 1 a  n  i  c<i 1 a  Ell., 
Rhizooto  nia  Solani  Kuhn.  ^ に して、 或は 該 植物の 棻に, 或 は 其果實 

に 》 將たヌ 其稚苗 t こ 寄生す、 而 して 是れ 等の 中 本邦に 發生 し て 茄 植物 
に 寄生す る もの は、 Phy llosticta  liortoriim 並 【こ R  h  i  z  a  r  t  o  n  i  a 
Solani の 二種な りと す、 

以上の 外、 尙ほ 本邦に 於て 茄果實 に 寄生 して 其弒敗 5： 惹起せ し 

に 氏が 明治 四十 年 九月 轼驗 場に 於て 採集せられ たる 茄子の 果 ff 解 
收標品 I： 檢 する I と を捋 て. Phyto  i>  ht ln.ra  i  n  foHtan«  (Mont.)  De 
Bary. 並に A 1 1  e  r  n  a  r  i  a  S  1 ii " i  (K.  et  M.)  S.ramr. の 二種の 寄生 瑰 力； 
其 腐敗の 甩因 たる こと を 確め たに 故に 本邦 は 於け る茄果 寅の^ 收 
を ほす 酶 短は予 が^ 察に よれば 次に 記さん とする Rhab(l"Sp"rft 
M  e 1 o  n  g  e  n  a  e  sp.  no\ -. 菌 を 合して^ 蘀 あ b と す。 

茄子の 黑^ 病菌 
本菌は S,pturia 菌に fiM ほす る 不^全 菌に して， 子 效は茄 ィ-果 
實の 外皮 組織 內に 生じ. 子 《を 有せず， 初め 黄 W 色に して 胶質^ を 
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な し、 組 は 内 に 沒 すれ ども、 後に 至 &て黑 色の 苹質 と なに 寄 主の 

表皮に nj 孔 を 穿ちて、 子效の sa 頭部 を 外方に 突出 す、 子殼は 球形、 楕 
aa 形. w   m  .也 に 不 说 tt'j に 魅 迫せられ たる 球 形 i' な し、 大さ （リ }  "，4 

mm  X  0,10-0,23  mm に して、 理 怖の 長 さは 全長の 半に 連 し、 上部 淡色な 
に 全 U  0,5—0,6  mm  %  口  % の大さ 0,13— 0,lö  jnm な f) . 

m 了- 梗は^ し く 短小に し て は 度の^ 大 によるに あ ら ざれば 之 
れ fr  w】 視 する こと 困 m な に 

胞 f は 無色 透明に して 絲狀 をな し、 itt^: 乂は 曲す. おさ 

it. 幅 1 .-2-1 ,rv, にして^ m X は 油 状 小 体お^ めず、 

I ぉ絲は 無色 透明 にして、 隔股 ir?f し、 極めて 繊細 な に 

!5i 乙&び フ_  4      ヒ— 上'— 1* 方に 於び r  f  i  M  I：  ?f  *--T  *     M  I'  "  h  ,1  o  、  p  <>r  a 
Circii  Kar^t.,  Syml..  Mrc.  XV.  151;  Aue  Hy\l.  III.  ö! に'， Kabb.  Kryptoguiwnfl.  VI.  877  u. 
！ヒ 4.— は 茄科 植物 中の S,,lunUm  tubtr,.Miin  |：  t 寄生す *  ^  Ö て、 本 flif と 比^す ろに 
!t 胞子^ 大 さ (1Ü  ？  4.-— 二, ん" 《1— ひ>," にして、 著しく 大な *  ^« てせ Si: 之れ 
と Ä  3U す *       と ^  » べし 

本诳 は茹 子の 幼稚な る もの、 即ち 呰 Ü 食用に 供す る 時代の もの 
に は 殆んど 其 寄生 被 寄す る をお めず して、 主に 株 種 用と して 晚 秋に 

至る^ mh 場に 登 熟せし めつ ゝぁ る ものに 後 現す、 商 描 學士も 亦 近 
b き 本 病が 秋期 採 種 用の 茄子 果實 に發 現し, 其 被^の 尠 少ならざる を 

^め ら U た bo 

被害の 茄子 は 表面に 大 なる 铤色部 を 生に 此處 にお 色の 小 斑 無 
を 後 現す、 之れ 其 初期に 於け る 子 效の色 は 黄稱色 なれ 共, 上郃 に存 ff- 
する 外皮 姐 璩に黑 色の 色素 を 形成せ しひる によに 表面よ &黑 色の 
小 斑 滞と して 明 親 せらる 、に 至る も ハ な 》  、胞子 は 主に 此 時 代 に の 

み は 出 され、 存 頸 子 殻の 時代： こ 至れば 殆ん ど其內 部に 胞子 を ^ ひる 

こと 能 は ざ （》 さ o 

本菌の 分布に ^て は、 未 だ 確 ä なる 調^ を 行 はざる を 以て、 之れ 
を 知る に よ しな しと 雖 ども、 北海道の 茄圃に はれ 通に 资現 する もの 
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ゝ «II し、 义 ß  9 上 三 宅 Hf 郎 氏 は B  r- の RhaMospon, 接 を儉 おせられ ti 
る 乙と ありし と^ へば， 恐 らく *  4： 州に も咴く 分布す る ものなる べし。 
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本邦 產薊馬 科の 一新 種に 就き て 
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ON  A  NEW  SPECIES  OF  PHLCEOTHRIPID^E 

OF  JAPAN. 

By 

Hansiro  Okamoto,  Nöffah 'お'；' 
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Tlie  iiiMxt,  which  I  propose  to  dmribe  btlow,  、v»s  first  found  crawling  iiLside 
the  corolla  of  a  flower  of  daizu  ( ( llycinc  hispida  Maxim.)  by  my  friend,  A【r.  Y. 
TAKAlIASlir  of  the  Hokkaidn  Agricultural  Experiment  Station,  while  \w  was 
innkiii^  <-ros-«ing  oxj>eriinent«  with  tliis  crop.  He  found  afb^rwanlfi,  tluit  tlie  iiwi'ct. 
is  pn-tty  common  u]h>ii  this  us  will  us  ujkiu  huiik'  other  Icguminou.s  )>lunts,  such  as 
tt  zu  Kl  (Adzttkia  8uh，i'iloh<itfi  Tiik.),  Hiinage  (  Mffnn  w'tinw"  Hattk.)  etc.,  tlie  |H>Il<>n 
jfraiiw  appnmitly  beinp  diimag«!  by  thin  insect.  II(、  collr<'t«l  both  larval mxl iidult 
i;'rni.、  nf  thv  iiwot  and  kindly  pliutnl  thes»-  s|w'<'ii、"'i ト nt  my  dinpo«il. 

The  iasw-t  in  qufstion  l>lon>;s  to  the  family  Piil<w>tliripidie  and  wvms  to  be 
"*•、、•  to  the  scientific  world. 

It*  characteristic  may  1ず drst-i  iUnl  ！ i.s  follows  : 

Liothrips  glycinioola  "- 叩. 

R»'lv  <lark-l>rown  und  >liiiiy.  Head  nlx>ut  0.21  nun.  long,  l'mp'r  tliim  its 
In  t  :t<lth;  gemr  on  its  side  nearly  st might  anil  parallel,  without  nipplos.  Ey^  <l»rk- 
n>d,  imt  |iroi rntlinj?,  ocelli  ：{,  well  Hcpnratc<l.  Month  coiuchI,  alin<iHt  rrarliiu«;  tli»' 
fon-»-<l<<;('  of  iiuMisi«  rnuin.  Aiit<'mm、  dislinrlly  longer  fli:m  the  ImwI ； «olor  of  first 
hihI  second  ^mcntts  uniform  dark-brown  ；  3rd  to  Gtli  light  bruwiUHh  yellow  ；  7th 
ami 8th  pale  dm  k-browu  ；  3rd  and  4th  a little  longer  and  broader  than  the  ofchor«. 
I'mtlnu-Hx  0.1S  mm.  lon-r.  Wing-i  livaliiu-,  not  nucliiiiK  tli«  tip  of  nb<l< 着 n  ；  frin^f 
«»f  Unirti  im  thv  end  of  poc;tori(»r  margin  cpxwihK  Lojrs  《loq»  dark-hrown  ；  nutorior- 
<i  iiiorm  v«tv   lnrtj;c  ； ん m り，'"' m.s   well «s  micUJIr-  hiuI  jxwtf ri(»r-tib:ic  dark-hrown  ； 


90  W 本-本 JSn の一 新 M     *t さて 

mitori り r-tihise  und  all  tarsi  ydK.w.    Abtl"m«'n  cvlitulricjil,  unifi>rinh-  (lark-bmvvn  ； 
tuhu.s  0.1：$  mra.  about  i  tlio  brciulth  of  StU  tw^mcnt.    Ix>t»^tli  of  IxkIv  nun. 
Dcsi  rilxxl  from  2  females,  male  not  yot  «»lkx-tcd. 

The  present  sjK.^k's  ro^inblc«  JMhripn  jmrva  {'/A.,  in  munv  rosixM-t«,  but  tli< 
Inttrr  <lin<  rs  in  llio  color  of  nnfrniuR  ，，im1  in  tin-  lenglli  of  ils  lx»rly. 

As  tar  as, 1 am  aw  arc  of  l'liheotlu'ipuhv,  Piilmdin  ipH  <xrifm  Mats,  which ト m'k， 
the  ."Ii"'  of  rief  plant,  <auisin«r  it  to  <\u\  off  witJitmt  s<jtlint;  Iruit.s,  is  the  only 
of  PlilMNithn]M<Iai  known  in  Ja  pin  up  to  «lu(o. 

In  <*oii('liiKH>n，  I  wish  to  expross  mv  thanks  to  l'rof.  S.  Matsinnuru  of  tin- 
Tulioku  Ini]H'rial  UiiivciHity  for  (lie  fn や ！ kih-s?  to  his  library  and  ft>||cotiun,  mi  id 
nliso  for  his  ninny  valuablo  sufijrestions.  Mv  U'st  tliitnks  urc  also  i\uv  t<»  Mr.  Y. 
TAK  AH ASUI  for  tlio  sj«'<-inicns  upon  which  tlio  i«bov,'  description  is 


摘  耍  , 

今玆 に記敏 せんと 欲する ii^k は. 予が 敬^ 措く 能 はざる 先^、 

iSS 橋 良 庇 氏が 大豆の 交 fid 試 敏屮， 其 花^の 内 都に； 0  Ä せる を ゼょ めら 
れし を 初めと し、 其後該 植物 Ä 他 小豆、 豇さ 等の も u さ. (X 科 植物の 花 
冠 内 に、 比敉的 は 通に^  ^しあ りて. 其 花粉^  5: 傷害し つ、 ある こ 
と お 菝 見せられた bo 而 して 同氏 は 其幼蟲 及び 成蟲 5： 採集し、 之れ 
を 千に 示さる o 就て 之 を 見る に、 此見淼 は 管滅馬 科 i こ 篤す る ものに 
して，^ 術界に 未だ 知られざる 一種 頓 たる こと を 確め た 60 今 其 性 

狀 I： ,ia すれば 次の 如し。 

LiothnpB  glycinicola  n.  sp. 

ま H ぎ _ あざみ (新 稱） 
^！軀 》I^W 色に して、 光^ あ b0 頭 長 は 其屮ょ b も 長く、  0.21 「ミ 

" Jo 蛾に は 疣 状 突起 を缺 さ，^ 侧殆ん ど 具^に して 平行せ L  ^ 
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胆は 突起す る ことな く、  us- 亦 色 I： 呈し、 ^眼 は 三简ぁ b て廣く 分離 

す。 n 部 üi]  m. 形に して 巾 胸の 殆んど 前 緣； こ 及 ぶ 、っ m  ff\ は 頭 ^ よ 6 
もお く、 第一 及び 第二 節 は ihi w 色に て 第飞 節よ り 第 六 節 迄 は 淡 氓 ^ 

色な に して 笫 ヒ 及び ^八 節 は 淡き nft  ^ 色を呈 す。 其笫三 及び isß 
w  © は 他 節に 比して 大形な bo 前 胸 0.仆「  i リ」 つ 翅は透 n/i にして 其 
ß さ 腹部の 末 ÄS に^せず。 後綠 端に は 相 £ 銪 せる: 港 ü あり。 脚 は 
濃!^  W 色 3 前脚の 腿 節 は茈だ 人な b0 全 脚の 腿 部 並 ひに 屮 後脚の 
脛 節 は 》,iW 色 i 呈 する も 前脚の 肫節 及び 全 W の齡節 （よ 黄色な bo 

股 部 は 圆 堆 形 に て UiV  ^色！：^ ぶ。 尾 端に 存 する 小 管 (tubus) は 0.13 

ri リ」 あ り てれ 巾 第 八 節の 略 三分の 一な bo 体^ は 二 「ミ リ」 三分の 

一め b  o 

本 楝 は Li<»thri1W  imrva  Uw'l. に 酷似せ b と雖 も、 体長 及び » 角の 色 
4： 與 にす る を 以てお 易に 分つ 乙と を 得べ し。 

抑 令 本邦 產已 知管莉 ^科の 種 額 は稻の 汁液 を 吸 收し結 實に至 
るに 先て 枯死せ しむる PWoBothrips  oryae  Mats. (いねく た' あざみう^) 

の-種 ある：: 止まる のみ 0  rfn' して 本 種は實 に其笫 二種たり 0 

終 ！） に Ki み 此小報 を 公に する に 奮 b 柬北帝 國大學 S 科 大學敎 
授 fP. 學 博- 1. 松 村 松 年^の 懇 域なる 敎示 並びに 氏の 興讲 及び 檁 本儉 
Hfl の 自由 を與 へら" たる 4: 深謝す ると 共に 本 種 J: 採 獰惠與 せ ら れ 

に對 して 厚く 其 好意 を 威 謝すし 
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A  LIST  OF 

THE  GASTROPODS  AND  LAMELLIBRANCHS 

OF  HOKKAIDO. 

S.  Haita  and ヽ'. Sasaki 


Tl"'  |>r，wnf  list  rotita'iis  :i  f»yst<'matir  nrnin^t  nii  nt  (if  n>i"，liol< "ズ ioil  Rp'cim«*n« 
collected  hv  <HK'  of  ii8  <litrin^  :、  .vra に s  j>ast.  Tl"'  ^jx-riiiifiis  » rt *  hidhII  in  innnlx^r 
indued,  yet  they  comprise  nearly  all  the  operiw  oonirring  in  FTokkaido,  rcprc^nting 
1 1<>  ト |x>r"'s  wliicli  arc  inclmlrd  in  70  ircurr.M  and  4 1  fliniili^s.  As  to  their  luihitat, 
5")  >|»c<  i<>s  aw  nuiriiK  Oast rojxKls  und  :"■>  sjH'rio  iiki rinc  【jiin<'llH—'ra"<'lis，  wliilf  "m<mg 
tlic  n  iiiuinin^r い； .«mic  occur  "ii  lutnl, ド in  f'r.  sli  \vu(.  r,  licinjr  "リ" で-ザ' i- 
t«il  In-  7 】 ぶ ii、、''llibnii"'l ト mid  5) ""-け<ゃ<"1 ド. 

A  lar^<-  nuinl»f  r  of  tin-  .^Mrinuns  was  i(Jrntitii  .l  hv  Mr.  T.  IWAKAW A,  to 
whom  r»ur  uMigations  ar<>  due. 


此 3 錄の 内お は ^^の 一人が 過 る ザ "ひ 間に 枕^した る の 

分類: おて あ る。 標本の 敉 は 實 に m 少てぁ る 力;， ろ n でも 北海； ö: 產 の 
n は殆ん ど 乙れ て あ さて & る： j 仝^  n 十 柿. あ て、 七十 jt^m 十一 科 

に合奋 さる ゝ。 此 屮 バ. 十 お. 稗 は 海產の 吸 足 w で，^ 十九 稀 は Mi^.m 

1) A  Lbl  of  tbe  Plat<t>phi>ra  and  Opi^lhobnuicbH  will  appear  in  the  nexl  niinilx-r  of  th'v*  jcwrnal. 
[Trun«wt.  S,j»,.HP.  Nat.  IIi>t.  S,«'.,  Vol.  111.  V.HO.] 
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糠 類て、 殘 b の I 六糧 は^ 產若 く は 淡水 產てぁ る。 此 ナ 人種の 

種 は 腹 足 額て 七 種は辦 Äti て あ る。 

標本の^ 敉 は ^ 川 k  % れの謁 15 に 係 る、 z  、に e  (こ 向つ て ms 謝 

の贲を n す 0 

— ^—- — 

( I"  s  GASTROPODA,   m   hi  m 

Si  ，し l"ss  1TLMOXATA. も- 肺 頹 
Fain.  SiphonarmUt: き く の は. なが ひ 科 

1.  Siplnmari»  o«'hc:irif<>rmis，  Itttvc   力' ら i つが ひ-翻 Sft 

lam. ゾ /«/"Vir. か たつ if  b 科 

2.  Enlota  poliunpliala  Hol>k'iilri"，ialis，  Khrm.  さ っほス i い J  v '  -  {i  >i  H8  ^ If 小牧 

：*..  lüilotu  guiiM^i,   I'ilK.  ； 3 ぞ i い i い、 fj=  KM お 

4.  Kulot»  blakoona,  Newt-,   vnr.  ?  ' …み v ベ i いまい. 石れ， 

-,. Kulielb  okit-nsiH,  ViU.  Ä  Hir.    ^きのく に •> ひ 石^  »  #  3 寒 

Vum.  Suannddiv. 乙 は く 力； ひ —f 斗 

(\.  Suwima  Utas,  GouM    ： はくが ひ、 札« 

Kiim.  Li  man  Uli. も ゾ） あ らカ； ひ 科 

7.  Liimia-u  japoiiica,  Jav   t の あらが ひ. 11捋 ザぬ 

Sulwla*   l'R<  >S')HRANCII[ATA.    | お fg 頓 
(>i 丄 Pectinibranchia. 櫛鳃領 

Farn.  VoMuhe. ひたち をび^ 

H.  V"l"t"  imp^pira,  S.wb.  ひす： ち 々'び. は, お 繭 A.HQ 文 & 

Fain.  Jiucciirkhr, ゑ r>  t, う 【丄 ひ \\ 

9,  Chryswlonuitt  iirthrittciw,  ！  \  al i  Benuurdi 
1<>.  (1iry*Kl<»mti.s  pi'rk'wlilion,  Sdin'm'k 

11. Cliry<«xl.)»uiis  despiH-lus,  L.  

\2.  Chrys.Khnnns  Sp. 
1:!.  IliHviniin»  okotfiw,  Mi<ld. 
I  I.  Hiui  inuin  lonowtonm,  Lw  likv 

Digitized  by  Google 


c? ぞ ll ら、 ft  W 
il V  ！? に Ä 文 ft 
c?  t  li ら、 十 》  Ä  *  ß 
北 Ä»l 走 

しらいとまで 高椽 in 


LIST  OF  THE  GARTROP« )I«  .\NI>  LAMELLIBKAXC1IS  OF  IIOKKA1IX). 


15.  Ilucvinum  rairanthw,  Smith  ： ねぞば ひ. WW. 十 » 

16.  V.»lntbur|ici   :itnp;ill:^   Ö みた I: し、 

17.  Vi.lutharp«  perrii,  Jay  もすそが ひ、 i 

18.  Kuthria  ftiHcnlahiata,  E.  A.  Smith  'とばい そに な， 1 

19.  Eiilhria  liokkaidoni»,  PiR    ぞい そに な 

20.  KlHinm  jnponu-a,  Siwb.  ば ひ、: It  It 

Kam.  NuMe. よ うば ひ 科 

21.  Xii«»  hyix.lm,   Pik  … あん もりむ し A, お 余 * 

22.  Xnwi  mnitUlvniat»,  Smith  ひ * むしる 

Fain.  Mitiiridir. ほね d 、ひ 手キ 

2：».  Tnt}.L.»u  «  'athratus  L.  つのな リぃ <■!       文 島 

24.  Munx   falmlus  S.)wb.  やう らくが ひ、 

2ö.  Miirox  l)r\l>if<ri)tis  】>»"，.    -  ■  •  ■ さ （9 ばら 

26.  Murcx  cniarginauis  Sow: に   いそ If      う 14  ,f、  お 

J7.  Munoc  bnnicttii,  Ad.  &  Rvo.  ひれが ひ 

28.  Ocinebra  en(U  rnionK  Smith   b ぞゃ 

•29.  IU]miia  k-xoar,  L.  あか I: 

30.  riirpira  tnnnil<>sn, 1 レ ''、•.•   れいし、 i 

31.  Purpura  Intemtoiu^  DiJlw.  れいし 

32.  Purpura  Heydiwttii,  Dwh.    ながち w み ぼら *1 "騸 

•tl.  Porpara       ひ 山 i<  Vul.  ながち、' みぽ に BW.^E 蘭 

ド: im.  Tritonidt^ ほ ら が CA 科 

'M.  Ttritonium  olcarinus  Auel.   **  ： ほ ら 

35.  Priene  "ivK,>"ei»«K   lUAtuM   あわば に W 路 

：；•； にに,. に， |.Hl,l,r.,,         V    J  "  '-'    <'  *' 

Farn.  Oerühiida. 力、 にも 6 力； ひ 科 

37.  rolauiiitli-*   iiiultif.-riniH,  IJnchke  7 みに な. W  ,t、  i« 

Fun».  Trichofropulai. な は ぼ ら H 

38.  TricbotrupU  l.i<arin»l:i,   Hrml. &  S.wb.  ひげ まさな は Ii 'ら. {!  itt 

Kam.  Vtrmiidtv. へび 力 i ひ f> 
お. ThylaoKlei.  imbricalus,  lhmktr   "  i へびが ひ. 利 W  ft 

Fain.  TxirritiUUlv. き b が ひお ま し 科 

40.  Tarritella  hnrillam,  Kicner  さりが ひだまし. 天！ ■  «  ffi 

Fam.  Litlorinidn.    /2 まさび 科 • 
41. I,itt.»rina  Mtrlmiw,   I'hil.  f: まえび. 1 


!H5 


,\ 田& 佐々 木一 北海 通に * す も WIT: は' i ぺ S*R の 目 J* 


42.  Liit..rina  ->ii!.tviiv!.r<.^  Mid  I.      ■'■   く ろ た i さ び. 3 

Fani.  Oipnlulr. ふねが ひ 科 

4：!.  Cn  |.'.!iira  KtanixH,  Midd.   Ca ぞふれ が ひ. 蘭、 龜文 ft ,f  ft . B  X 

Finn.  Xafichhr. た ま 力； ひ |:)- 

4- に Natira  un.pl：.,  Phil.                                     …… つ/) たが ひ-接. おは 裉 W 小 1t 
45.  Satka  clauxa,  Bwmd  A  Sowb.  ね そ' た まが ひ，' - 


Fam.  I  iriparidie.  ft に し 科 

4".  Viviparib  にい. Märiens,   v:\r.  ？  …かほた にし、! 19  "Hi 千 

47.  Vivii»:iriN  mrtlii  ntu-,  1 lü  tv   ま ろ たにし .BS      ff づ， ft  ■ 扎将 

Fniu.  Mdav'wh. 力、 は に な fr 

48.  Mcbuiia  liUrtmo,  ""uW,   rar.  ？  か は I： な- 礼暢 

<>r(l  Äspidobranchia. 

Kam.  Trochith.. ば ていら 科 

4lt.  Moii,  flout:.  し - ■   い し に 、 み， お！^ 

-VI,  M<.n<K|nnt:i  iMT!i..i.|fs,    I'tiil.  ■  く       つい ■ カて ひ ォ 

r,l.  C:iin<Muiu:i  imiruii),  Punkvr  ■        $.  r/  "t が ひ . 

•r>2.  L'  iil<<tlivr:i   aniiisxitutn,  ""ii，i，  i'J'l  jiil'f 

r>:',.  Clilon-sluniu  niMiiiini,  Ciinl.,  var.V  ：   L 1： i がんが " 

VI.      し, r"sl,,m:i  Inrl.iniuuiii,  A.  A<l;mw   ^  UM 

•V>.  rmhonimn  <<.s(ainni, し.、"'"  '…'ささ ご-接， お^- i|f 

Farn.  Haliolidte. あ は び 料 
56.  Halioiis  gignntio,  Chum,  vjir.  dw«i«,  Roeve  あわびが ひ.^ 

Fnm.  Fiss>i,r//i,hr.      く ず や 力； ひ 科 

Ö7.  Sul>i'm;iruiiuila レ'レ:ト， Marli  ns   さ h  ^ >  f)  rJ 14  ； i\  SU 

Fain.  Afiiin  iilii . うのめ し ？ヰ 

:、、.  +、r" い' :i  sui-liariim. に   -  •> ののし 

.V 上 Armiea  heroldi,  Pimkcr   こが I が ひ 

"り， 'や'，" t:i  sciip-iick Ii  <'i >111'-111)：1,  Li  -«'lik'-  *7      A •  O  -vf  HB 

(；!.  \ruvA-.i  ^ratft, 《；  きくが さ.^ 志 Wl  ft 

(；•.'.  A.nnn  p:illi.l:i,  ".,uW   ゆきの かさ ß 鼷 ill 

Farn.  PaUllUhv よめが かさ 科 

BS.  [felcionwcus  toreuma,  IUfve    t  A がか さ M  &  8R  |tl 

M.  Hefci«mhcus  enc^iw,  Pik  "- —— べっか ふが さ i; き *Ä  III 
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に，. 


♦ "に 


«7. 


71. 

7'J. 


7: に 


7). 
7... 


Hl. 

一 一 

7s. 
79. 
M». 
Hl. 
H2. 

s;?. 

SA. 

ST». 


y';. 


(  h,Rs  LAMELLIBRANCHITA.   m    Ä?.  lö 
()r< に Teleodesmacea. 

Farn.  Pholmluli. かもめが ひ 科 

l'li<>liwli<l>a  ix  nita.  (  onnwl    t    i  />  *t  U  M      i*S  ft 

Fain.  Hdjnmvuhr. 

Sixi«-nva  nrvli に i,  L.  

Fl"".   Mlfucithr.  ほの 力； ひ 科 

M ya  arciiiiria,   L.  var.  jajmnim,  Jay 
CvrtinJaria  jH|K.nifa,    A.   Ad.  ？  

Fam.  JUaetridte. ラ ば が ひ ^ 


お ほ の が ひ 北 
ぞぉほ の が ひ. 


Macirn  .<<i<'|i:i1iim'1i>ls  J^'liri-iick 
M:i«  Im  itinic<>|Mct!t,  PÜH. 


ほ つ さ が ひ. i  If が ひ. 小 i9.l»4  M 
(9 ぞげ か が ひ，？ * 


Para.  Solenidif. まてが ひ ft 


SiIcm  krusftisn-rnii,  Slm-nck 


ぞ y て 心 » 

お ほみ ぞ が ひ. Hß:H«tf » 


Fam.  pKrwtnofindirr. ま す ほが ひ 科 

S.lHollinn  «>livn.va.  .luv   い そ し じみ 

Fani.  TellinidfV- さ らがひ 科 


Tt  lliiui  naMita,  ('"nrmi 
T-  Ilina  v.  niilc^i,  S-Iin  iu  k 


しらと 》) が ひ 

5 らがひ し ら かひ、 


Kam.  VeneritUv. は まく *  &科 


か V み が ひ J*  £ 、は M 
II  >. (- り 《  W 

ねぞす だ り， ねぞ わすれ. え. な th 


ひ 〜m"i   tro-^-hi'li,  hiM-lik«*   

M^ntrix  nit'rvlriic,  L.  

Mm  r.KaHistn  fhi^hinuina,  Pik   

Vtnii'*  rvlinilntu,  I"  

Vomw  eHi^a,  Hivoim.?  \X ば が ひ <i  K  %  * 

Venns  jed«  一      LUlikc    B  I：  ft さ り、 Ä  *  ft. 鎖 «»、  t 囊、 H 

C4uonv  histrionira,  linni.   »fi  W  Ä< 

Tu ド， philippinanim, ん l.  、、  IWv.  わ さ *)  «  f Ü 來 

Scixi<Ioinus  purpiiratus  I  K^«h.    -  ？ ちし、 ら ささ、 SlOÄ 

(foui|»hinn  imlmm^iN   K'^'nuT  ,    ■'  おさ あさ 警、 <i  ま來 

Fam.  Gmliidtr. ざるが ひ^ 
(«nliuni  mlifcrniciwe,  lK-«h.  わ ぞいし が け が ひ 
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a  w  ä 佐々 木一 北海 is, ：康 すろ wii?  tfi*  ^  umn  Ii  a 


V« が ひ、 ぜ とが ひ， し ö リ， 1 

い が ひ. 室 鎮、 w 

ひ ば 》】 が ひ、 枝 .df.nB  ß.n  ft  .in  m 
く  ^ たまいが ひ. t 昧. 鐫 k 


L 、ら ささ V 、ん 二， 1 
くじゃくが ひぶな 油 河 


ほ たてが ひ . -. 
あかさ ら が ひ. 後志 Ä  ft 
ねぞ きんち やし Ä ハは ば め て 


On\.  Prinodesmacea. 

Farn.  Mytiluh  . レ、 力；, メ 承 や 

H7.  Mytiliw  crawilwta,  Lisehke  

W.  Mvtilus  KTayan«N  linker  

M<><lii)!;i  c:i]kix, ('り nrad 
Wt.  MiMluilnriii  nigra,  Gray  ？  •'  

Kam.  Dn  isxrimuiff. 

5)1.  Sptiftr  virgHtiw.  Wi<gnmnn 
リ' 丄 S^.pilfiT  cnwMi-s  Dunktr   

Farn.  AnoiuiUW. なみま 力 5 し は-科 

93.  KlacummoniiB  nuHrowfaimitt,  Dwh.  たそがれ、 囊 tt 

Fan,.  Prdavulv. ほたてが ひ 科 

94.  IVcltn  ^1's.HiK'iisih,  Juy  '  • 

Wi.  PitU-H  swiflii,  Itenjanli  

Fain.  Odi-nUhv. 力、 さ 科 

97.  <Vtnw   l:,lio,mbnn,n.siH,  <'n き  ねぞ がき、 ながが さ 、北 R_»»W  « 志 かお 

Fat».  Oynoidtr. しれな しじみ 科 

«JH.  Corhinila  «ul.unsiN   l'ik   さ ど し ぐみ 

】'，iim.  UnionitLi  . 力 >  ら 1 ひ 科 

90.  An.».l«»nto  w.KNiiana,  Lea.  瞻 报 Ä      十 怖 

1(10.  Aix  xhmta  nitai'fonnis,  Huiule.   ii  t'f  ^  J'l 

101.  MarftarHaiM  mwguitülens  L.  かわしん じ t き、 職 !•、 練 * 

l.t-2.  >'<Klul»rm  jupoiKi»^  Ix-a.  ？  i つかさが ひ i 度 ß 大 iB  ,W  «  «  « 

10：».  Xodularia  h|i.   石 内 

1<>1.  Xinlularia  i?p. 

Faru.  ArcUhi'. あ 力'' 力； ひ ？斗 

10Ö.  Ami  «»piii«,  Ikwe  i' り がれ、 B  « 
W\.  An,,  kr».H,ii,  Phil. V  …… 石埒 Si 來 -15 文 ft 

107.  Ana  iiiflata,    R«tve    わかが ひ、 8ft ■ 釧 路 

Ana  siibcrcnala,  Lischkf  '  •  •   さろ はう、 W は 

100.  l\<tiiii(-iilii!<  メぇ 'nsbs  S>wb.   'くん ll い 》» ひ， ß 

Farn.  Numdidte. さ ら らが ひ flr 

1川. N.uuln  mirahil^    Ad.  .V  Kve.  おほさら が ひ. *H 文 ft 
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H 木^ てんぐす け は' * 科の 研究 

松 衬 松 年 


MONOGRAPHIE  DER  DICTYOPHORINEN 

JAPANS. 

VOX 

PllOF.  S.  MaTSITMI  KA. 


Im  JhIiic 1 890 luit  Htrr 1). UIiKt  in  "Prortttlines  of  United  States  iiatinnal 
MiH-Mini"  zwei  j")ictv<>ph(»riiu'n  aus  Jap.in,  nanilicli  Dirf リ op!",ni  iitxcnjtfn  Wk.  und 
OrihojMif/uM  luuvliftr  Ulil.  vt'roff'cntli«  ht. 

1!MM)  habe  ich  iu  der  ''E:it<»inolojj;i3clif  .Nachricht"  ('im'  neue  (iattuiig  uml  eine 
ikuh'  A rt  (( 'i.i  iojisis  jtiinriatm)  publiziert.  Fcrm'r  habe  icli  190b  auch  iu  lueinem 
"I(MK)  IllustraUnl  Iastn  ts  of  Japan"  iiodi 2  andon«  Arten  (JHdyophom  inhidn  Mnt-s. 
"iwl D.  langt  Mats.)  Ix'sdi rieben. 

Seit  <lom  \riht  ««s  koiiu'  Bcwlinibun»  der  Diciifophorinen  Japam«. 

Bei  genauer  Unt»  rsuchun^  der  japauinlion  Dklijuphonw  n  habt'  ich  im  ganzen 
12  Arh-n,  wolclie  un«rr  0  Gattungen  /."rfallon,  gd'ii" ふ' 11， iia<1  hier  möchte  ii'h  ihn* 
Bcsclirt'ibung  veroffcut Hellen. 

Die  fi»lp  »i<U  n  sind  (Ii し' säinintli<  h<  ii  Ihtt/ojjhoriiu  n-Xrtvn  Japans : 

(1)  CSaio/t^h  pwidaiuH  Mate. 

(2)  Tengu  Un  mUxuhaxhii  Mats.  (u.g.  et  n.sp.) 

(3)  Anarfnüi リ' ト i'dens  (ierm. 

141 T<  iif/uim  Walunafj.  i  .\Iats.  (n.^.  n>p.)  (Formo*«) 
(5)  Dicii/ojt'iord  tn、ffi 丄、 Iats. 


(り ，, 
(7) ，， 
(«) " 

00  ,, 


sincd  Wk.  (Ft»rni(iNi) 
mnruhda  Mats.  (n*sp,) 

nah，"o,"M  Mat«.  (u.8p.) 
•fuHco,,itf"f"  Mnts.  (n.sp.)  (Formo«i) 


let  I 
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(11)  SniiffUKi  inhiflir  Muts,  (lisp.) 

( 1 *J)      ,       ffiUmxn  >f«ts.  (n.<p.)  (Funuosii) 

l'iit«  r  <»l)isr<  n  Ar(<ii  siinl  (:V),  (ö). (に） mit]  (7)  .«'liiulücli  t'iir  IMs-  un<l  Zih  k«  r- 
pilirpH.in/A'n. 

Da  wlmmtlicho  Arten  in  nicincn に nborntnrium  »ufbewuhrt  sind,  nclimc 
sein-  um'iu  an<l<n'ii ( 'i<ailin<n  da  (Vir  in  T:.usc!i. 

Subfamilie  Dictyophorinep. 

Kopr  in  cincni  inclir  «ilcr  weniger  hin' ズ cvlind  risf-hcu  <,<l('r  kiiiii.M'li('n  Kort  sitz 
v"rg<z'.grn.  Augen  l、'ii ズ'. Ii ズ '"!''，•  i'ifiirmijr,  hinter  «Ipii  Aimc  n  mit  einer 
Stirn  laiiir,  mit  3  Kielfii.  Dc<'kon  niciHfons  lilngor  als  der  Hinterleib,  mit  Länjp»- 
n(  rv<Mi,  mil  ('lav"'—  <  line  jvornciicn, ( 'la\  a!ii( rv  nninil*  t  in  «Ich  S<  li!usM-an<l.  im 
Apiciiltcil  bilil«  !  Ad«  riictz. IV  ine  lan<r,  :m  ilen  Hintorf  il>i<  H  iiiit  I く rätli, リ'， >  Hori"'"， 
Hint.  rtmsi  n  an  <l»  r  Biisi.s  "line  Uwoglldten  IX>1 n. 

D'u^'  Subluinilit'  tiiit<  rs4  lici'!c( ふ' Ii  <;!cicli  von  <l«-u  :"i ふ' n'ii  «lun  h  <1<  n  、で l'l.m- 
<T«Tl(  n  S に li('it('l nnl  <lcn  iit  »Ich  S  hln-miHl  ""Iii 山' n<lt、n  ( 'InvaliK  i  v. 

Uebersicht  der  Gattungen. 

1 .  Vt'r<lcrM  in'iiki  I  Hüll«-  <l«  r  Spitze  imtni  mit  »  iiH-m 1>  u-ni-lici».  - 
一 \  Unli  m-lirnkcl  "lim'   D-inu-hcn.    -     .  ... 

2.  >fif»  iilnpjKii  <l*s   l'roiioluins   liiutcr  d<n    Alicen  .jnli'i's'.its  mit  '1 vollst  ami i 
Lim, は >ki ('し 'u   

一 Scitciilnp|M-ii (ks  Prolin!  Ii  ms  mit  ciiicin  voIUtandinrcu し; m' ぶ:!  -" 

 1. s,,—、,, IV れ 

3.  Boine  laiig,  Vortlersrlicnkel  m'Ii 職 I,  i ふ hl  blattartig  erweitert.  - 

 2.  Te"!f,,,,,, 


一 J5<  iiit'  kurz,  V'、rdrrs('liriik<、l   lm  i(.  hhiltjirti^r  t'rwcitcrt.  ...  Ai"'f り,'；' ^':|'' 

4.  S-licitrl  】;i"p.'r  »l.s  zwisc  hen  ,1( n    Aiiirtu  hrcit     ,h 

- S  licitcl  kürzer  als  zwisrlu  n  den  Aiijr'.ii  hrcit   4.  ( 'l.rinjMi'x  A^ilti 

•r).  I)c<  k<>n   jrlashcll.  ö.   I)irf)/hj,!iorn    t  rtJ-'»- 

一 Dcckfii  sttbhyalin,  an  clor  Spita«  matt.   (>.  Tengmila 
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Gatt. 1. Clziopsi8  Mats. 

Ent.  Xiuh.  i>  207.  (1U0O). 

Srlioitel  groae,  breiter  aU lang,  vorn  mht winkelig,  die  S'iten  nm 】k'giiui  《lt'r 
S»'it""k'"'l(;  der  Stirn  vorbtt-lund, 山' r  Hintornind  gebogen,  dor  Ruiulkiel  uiclit 
IhkIi,  <lt'r  Mittolkicl  douHidi  ；  Stirn  lang,  ziemlirli  flndi,  ein  wonig  whniäh  r  in  der 
Mitte,  3  deutliche  Kiele,  die  Seiteukiele  den  Cljpeas  nicht  errddiend,  au  der  Spitze 
mit  dein  MiM,'lk"'l  in  einem  Punkt  vcrcini-it,  8f>it<'nkieli'  blattartig  ；  Clypi-us 
kurz,  mit  Mit  tri  kiel  utid  S<>itciiki<'U'n  ；  Rostrum  den  Ilintennxen  erreiclu-ml,  Augen 
«'if:>rmig，  der  verjüngte  Pol  iiucli  hintvn  und  unten  ein  wenig  au.^rbin'htet,  Pro- 
iHituin  v»>m  u^cruiidi't,  liinton  winkolif;  p-lmchtct,  mit  Mitti'lliüijrsicif'l  und  zwei 
mit  clem  \  unlorraiult'  vithcIi mulmicu  j\ iclcn ,  die  Scitrukielo  nach  aa^cn  vt was 
u:i'I>()ii«mi.  Flü^cMiM'ken  bei  der  'Macrontrronform  viel  länger  uls  der  Hinterleib, 
«llnslicll,  die  Ii  Scctoren  durcli  üahlrek'hc,  ein  diditc^  Advruutz  bildende  Qucrnorven 
verbunden,  (Ii む Chi va hiervon  bei  §  CluvaltMdc's  vcivinijjt,  nah ひ dor  Clavnlspitzo 
jihiikIi'IkI.  Der  erste"'  Sector  der  Flügi'l  mütuli-t  in  de»  Flüg<'lrim(l  vor  (Irr  Spitze 
iiikI  t'litx-ndct  t'iut'n  irc^cn  die  Spitze»  gojriilx>ltt  u  Z\v<>ijj;.  Hin(cm>x<  n  mit  v'wwm 
«lifki  n  Dr.ni.  I liut<  ix  liiciK'n  mit  4  krüftig,'n  Dornon,  Hintortnrnon  nn  der  Wur»-1 
kurz,  <  Im>m  に wie  »la«  Klaiimglitsl.    Bc-i  dvr  Hra<'liv|»ton'nfui  in  Dct  kcn  etwas 

Inn-IT  als  <lcr  Iliiitcrlcil),  »*ul»liv»liii,  Adorm-tz  s<li\va«  li  vm-tretend. 

1. Cixiopsis  punetatus  Mats. 

( V.r/o/MM  pumkthu*  Mat.-.    Kut.  Xm-li.  (>rl. p  "JOS,  l!K)i>  ；  KHK»  Inx^ts  ..f  Japan, 
LI,  p47,  PI.  XXI.  fig.  8,  UNM. 
M«KTO|>t.    l'(flis«liw:ir/,  Kopf,   rroiDftini  und    Aluloinou   lulU-r,  (ins  'Itv  inul 
•  Ins  lctztcrt-  }ri'H)li«li  jmnktierl.     Srln-ilcl  h> limjr  vrio  ila.s  Pnniotum,  <i"('i'riiiiz''lig. 
Atit<-iincii      blich.     Stirn  fein  <|i"'rruiiz('li"'，  an  den  Sciton  gelblich  punktiert,  an 
«1<t  Spitz- に'' 11).    Proiiotuni  mit  2  ciiislcK-liiMH'n  Ptinktvii.    S'liildrlicn  qurrriiuz^lii;, 
Moli'   heller.     D*H'I<rn  2rnul  so   Iiiii: 丄 w  ic  Ah  luiui'ii,  hvnliii,  tili  «Icr  Btisis 

l、räiiiilü'li，  Xcrvcn  licllbriuuilicli,  um  Spitz  udrittcl  Adcrnctz  liildond.  I^-inc  p  ll>Iir|i, 
H  in  liaHrip,  die  SpM/.  •  der  Vorder-  und  Mittcl-Sclu»  iH*n  sn、v"'  au<  li  <Yw  ('<».、, 'u  hiiiuu, 
Klauen  wJiwarz,  deren  Spilw'  (iistuiiiciil^iuin. 

Brachypt.  iMiifurhig  «•limntÄijrfrcll),  vom  und  liinti-r  <lcn  Auf"  hn'iuiilirli 
IT'  tkrkt,  St'hildclion  in  der  Mitte  der  lAm^o  nach  hollbräiinlirli. 1>( で lo'ii  s«» laii^ 
'■•«h'r  pin  w«'nij?  Ian<;«T  "Is  ilan  Abdomen,  siil>h\ .-ilin,  von  (l»-r  ( InimlfarlK',  Adt  riict« 
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uiuli  utlioli  inhv  、"小' wrni^-r.  Mr  "-  uu 气 1 Mh"-PI'  m';i，  ,liink''l  "It'r  に" I に や la 
Hiutvrleib  grau,  pnlblicli  pttnktiort 

.  Gcnihils  ^mciit  shr に r" や， vuii  I 山山'" g《'si'l"'n  lan^|u'h*»val.  (i<  iiil;il|»I;»tlcn 
lan^  :1"(ば1し'ぱ'"， im  *Ur l>u>i^  く 'li，":d,  plutzli<!i  ず" dir  Spit/"  (|ua<lratiM'li  v('r- 
bmitort,  »tn  [I5iitornmil<« や，，：' f  ；  b  jonnulot, りし'" um は 卜: 1": "山， mit  vUv in  Z'ihnrlini, 
Aft<  rri»lirc»  kKiii,  Iiintou  tlreü okig  rrwoilrrt. 

《； rnilali ふ 、に lm，"】，  k"iii>rli,  ； in  ih  r  Spl</  ' ザ imi"; "し "'，'"，"レ， ， しず〜' Ii に; ふ' 
lniii ；，  an  (Irr  Spitze  mit  4  Iirllhraunlic  lu  n  / パ imd'rn. 

： で 0.5,       7  mitt.;  I»is  zur  Spitzt1  der  Klvtrt ü  q   7.5,       y  mm. 
FuikImi  I  ：     Saj>|iuro,  .A"im'i  i，  TowhiIm  tin<]  itiHi，  g い'; u，i に u  lt  iu  z  if  li''  irl"'"  Kvmi- 
reu  ：山に 1> い 'ri'li 、-. 、，'（'い .''m  V'rfiw に 

"'に 2.  Anagnia  Stal. 

Sirtt.  Kur.  / パ' し XXII.  i>.14i)  (IS<)1) ； Ihm.  AI'. i^.  IV.  p.LM  (1'ヾ';';）； AUun. 
Horn.  1ml, ！). 24,  (ISsr り. 
Srlnitcl  2nial  so  lanp  、vi,' ハ visd"'" ふ." Au^'ii し n'i し ata  llint('rr:""l，-  spit/- 
<ln  i( ckii:  Jiu^cnunlct,  mit  ：> し 出 丁  ki,'I，'ii.  Stirn  i'nA  4inal m»  l:ni^  "に， it.  mit 
v\\a  \n  mil'  <l<  it  (.Ivp.  iis  vcrliiu^'Hrn  Mitt い Ikii'l  uiul j' 'レ 'rs'it ト *  in*  in  Uis  zur 
Stirit<pitzu  vi'rlaufeiulrn  S-ii*  nki«  l. A u^cu  kugi>li^,  Pruii"tum  «wisi'lion  tlen  An^u 
stark  メぃ itz'wiiik'  liix  vortn*t<UMl,  liintrn  -tuinpiw  inkrü^  nu^braudct,  i"  dor  Mitt''  init 
<  iiiikni  scInii  tiM»  Mi(ti  lki«  l, nn  ，！  u  S -iin»!  .  p|>  n  liiuh  r  ih  n  Anizvn  j い tlt'i  soits  mit  '2 
Jiin^.skicliM»,  SHiil'lcli'  "  mit  :5 し 'iii: ュ〜 い l'  i，  i ん'' に'， l liiu^'r  aLs  Avv lHnti'i'l'il，， 
^lns]»cll,  di<-  :5  S<Ttoron し il ふ'" thin'li  、vii」，'r!i"i い' 'IVilimir  und  tlurtli  zahln"l' '國 
(わ"' rtu'rvt'u  itni  Kii'li' (レ' ，• 】> い，' k'  n  ein  m'  lir  iwl ，に 、、'い iiip'r  Ad('r"('tz. 1 ^  r 

rrst*  Sctor  (Irr  I'Mül^'I  niüuilct  iu  Arn  l'Mu^clratMl  vor  il,'r  Sp:tzi'  uiul  cnt^iMh't 
v'iuvM は'' <li(*  Spitz"  imw": 山，' lt《  "  Zut  i^.  l\  r  '2tr  toi にぃゃ 丄 clt，  dun  lj  Quer"- 
orvrii  mit ふ' Ii  A<*>t<'n  <lriHri»  S  rtors  vcHuiikIc n.  T)<  r  »Iriür  Sertor  iral^I^ 
irrti'iU,  ihr  innere  Ast  oinfaoh,  dt*r  üitwr"  p'trilt,  liiiitcthüften  mit  einem  zajff 
spitzU  n  /ahn     Hint<  i  scmciK  ii  mit  <i  k r.ii»  i^»n  I)orn*  u. 

1. Anagnia  splendens  Germ. 

FlaUt  sjd  /ulnts  ( j«  rni.  Tli，  "    ，、，  ，■ に 11, 2，   JS  (ソ S:;|  »), 

l>H*  ttdophaiui  Mjßf*  tuh  tts  \\\  >t. 1 ，に :ms. 1 つ， it.  Sw.  XVI 【【. 1,.に）1 ( -84  ！ ). 

l>irtifopftont  httliatm  \Vk.  Cat. 15.  M.         0  (；, S,V,). 

Auatjtwt つ 山'' "ふ" w  Sral.  Strtt.  Kn(. ん' h.  XXII.  | に 4'j  (iS*)l) ； Muts.  1《K)0 
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of  Japan   U.  p.-il,  pi.  XXI,  fig. (" ，叫 
fMhopugm  lumdi/tr  Vhl  Prot-.  Nat.  Mn«.  V.  S.  A.  p.279  (180(5);  Mats.,  Eut. 

Nncli.  Jicrl.  i>.2(l!J  (i リり; リ. 
IIi>ll-clinmt/i<:^  ll).  S  lu-iti-l  «lunkrl,  /w.  iinnl — >  lun^  wie  breit,  in  <1<  r  Mi(t«- 
mit  2  IftngliclKHi  uuil  an  dor  Bmwh  mit  2  mw，tfiirmciicn，  gplbliclieu  Striehelclieii. 
Stirn  nn  den  Scitin  bmuuliHi  p'flwkt,  iMv  KieU*  g"Mcn  Hchinimcrud.  Clypean  m 
dw  Sj)itzrnli;ilt'(»'  mid  Ijtbrum  die  Basis  aa^cnouiiuen  dunkel,  Prt>iiüturo  jfnm, 
j;<  ll»li<  li  jri  fl«<  kt.  S<-|)il«!rlini  iii ふ' r  Mittr  jcdrix-its  mit  <  incin  diuiKlcn  Pmikte, 
der  SjmIw1  b!«N.*i;t'llilic-h  い （-レ hyuHii,  2mu]  m  lang  wie1  «las  Abdomeu,  di« 
.N«'i  v<'n  hflliri'!l»!i<-|),  ein 1- k-i  k  am  K:ni<iin:il  tiutl  ein  liiii^liclK-r  li'^'iitl'vlc,  dor 
Sj »：(/..•  liiMiht  fli  his  .scli\Vi'irzli<-li,  :iiu  S<'l>liis -， r:mil«'  liruiiiiiicli.  Flii^tl  an  <!cr  Spitze 
mit  i'inriii  1)；  iuiili«'li<  n  Flt  rkrn. 15-  iiu-  lii  ll^clhlirji,  orlu'iik''!  briunlioli,  ^cll)li<'li 
j;cri<  <  lvtf  Sclii'  iii  n  mit  ：'>  hi amilii  Ii  leid»  cut  li'nit*u  Kli'«  l«  ti.  W»i',l('r-  und  Mittcl- 
taiH  ii  brtiunlif'h,  Hiuti'rtib ；， 'n  bluss^elbltrh,  mit  <<  M^hwarzcn  Dornen,  deren  Basis 
aiK'li  ！ ««liwirzlich  gcstriclK'lt.  Brost  ^olblicli,  brHiinlü'li  geflockt,  Hintorloib 
パ i'-li し r:i，in，  '^clMicli  pnnkf int.  FVi  (inijr<ii  Kxcinplaicii  puiz  hell  •.nHiikt. 
^  (Iciiit!il|»].i(h  n  "I ふ 'ii.ir,  mi  der  Spilzr ii し; ;i'f'uu ふ' し in  ,1,'r  Milte  <1«t  n»«li 
.'tu-j-funlit.  iu  <lcr  Mtltr  des  ( >l,;'n'""'l('，  mit  einer  riiii(lli<licn,  an  ilea  S-itin  jc 
mit  <>in<in  wliwfirzlirhon  Di'irnclirn  vt>m'h''m'n  Vrorra^uii)f,  After  roll  re  von  hintin 
jr<>«  li(  ii  I  un<lli*  li.  MMtcii  ucmkIi'  und  bn'iiiiilicli に ('r""<lt't. 

^.  (iniiiüliihitun  f':ist  ••(.iumIi,  an  <1<t  spitze や liimil  :ih-<iuii<l<'l.  A<t<rrr.lirr 
scliwjirzlirli,  im  丄 I  in^licliovnl. 

lAnf(o  ： さ ；»,  一  SO  mm.;  bin  zur  Spitze'  ihr  Elytron  ^   >  ^  ?•  14  mm. 

ト， iii'li'rt:  ^aiiz  Japan  (iüi.^t  IIukkaiMo;  und  l*  urincsa. 

Sm.sii^c  Finitloi-tc  :  CI i inn,  I  Tnlav,  lMiilippiiicn,  ( 'rvlon,  lioinhnv,  Java. 

Sic  >ind  M-lir  liiiitfijr  ！ uif  ninlnfii  ( irninim  •u-l'fl;!!!//!!  und  zwar  «cltafllicli  liir 
und  ZiH'kor r« »1 1 r - Pfla nufn. 

3.  Tenguella  n.  g. 

I ん r  Form  nach  Dicij/ophom  («Tin.  ähnlich,  weicht  tiber  in  folgenden  Eijscii- 
«di"r"'ii  ah : 

1. Scheitel  breit,  Mittclkiel  au  <l<  r  Bttsi«  sehr  bivit.  Stirn  fast  •>  mal  so  lüujf  、、■"• 
lircit,  die  Hottenkicle  an  der  Spitste  undoutlich,  an  der  Spttxc  abgerundet. 

2.  I'n'iHituin  auf  «1<t  ( )lx'rfl;i<-hc  mit  cinetn  Li i"fl<K'l，  iiuf  den  S'it<'nhi|)|M'ii  liiutcr 
<l«n  Aiipni  jrde r.^'ils  mit  2  vollst iimli^r  .st'itli('li,'ii  Ki«  hn. 
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：?.  M<  sonotuin  Mi)  hreitost<ii. 

4.  Dtoken  sehmnl,  lang,  <l<  n  von  gleicher  Breite,  subhyalin,  an  der  Spitze  nudurebsi- 
•  litiu.  (Ti>i(/k  ist  ciiMT  von  jH])«niMli(Mi  (iötter,  welcher  durch  w'iiu'  laiifro  Xa* 
Iw'rülimt  is り. 

Tenguella  mitsuhashii  n.  sp. 

Dunkelgrüu.  Scheitel  niclir  »ls  2nial «'  lang  wie  breit,  zwischen  den  vordem 
AiiLii'itn'iniloni  am  l>rcitc-t('M,  CIvikus  tin  <1«t  Sjiitzc  und  rabrunt  br« im,  Rostrum 
die  Rütte  der  Hintorcoxcn  ermchond.  TpffiiJw  und  Decken  hellbrftunlidi,  fein  <|uer- 
im/.<  lt,  Nerven  M'ii  «lcr  Giundfiirlx',  um  Apirnldritt«*!  dunkler,  Rnndmnl  biäiin- 
lit  li.  H«  inc  scliinutzi«rLr<'ll»,  bniunli«  Ii  ^cstmlt.  Hintrrtibion  mit  ö  一  srliwarz 
zugrspitzten  Doriuii.  Hint<  rl<!b  :im 】{;出<'1|  «hmkol,  ^clhlich  punktiert,  am  Riukon 
<lunk«  l,  g«  ll)lich  ptinkticrl,  um  Rik  k<  n lH'llw-liiimlzi^olh,  mit  «'liwürzliohen 
Flecken  reihen. 

^:  Gtiiitulplatfcn  Inn«:,  4 リ ml  m>  Iiuiir  wir  breit,  in ふ-に Mitte  etwas  vt'rs«'lim:'il"i1, 
:in  di  r  S|>it/<>  iil><r<Tiimlt  (t  ,,n  di  r  S<-itc  je  mit  oiiior  m-liwarz  /.njrtspitzton  Vorni- 
^imi:,  Utzlo  H;.ii<  l)^  ^inciit  :;n  den ト i.ih'n  nsicli  Itiuti  n ト tm'k  (h-cic»  ki<;  vcrlimi:  rt, 
AfU'rröIirt'  im  Umfang  oval,  Afterst:e!clion  M>hnial,  liollbrntinlM'li. 
$  (iriiitnlpliittcn  l;iuirlic|i,  in  der  ,\Jitfc  mit  einer  l.än^.sriirrhc,  an  (K-r  Spitz«'  mit 
rinem  bräunlichen  Fortsatz,  Afterröhre  breit  oval. 

し ii'W:        H,  ^.  9  miii.;  Iiis  zur  Spitzt1  «Irr  FJvtrcn ぞ 1'2,  ^ l:i  nun. 

Fuiitlm  t  :  2  ,j   FiXcmplan'  ( Kawiisj.lvi),  irc-amniclt  vi-n  H«rrn  S.   Mit-uli:i>lii,  3 
^-  (Kumamoto)  、',."    Herr.    IT.  Kiiwaniurn   iin.l l  fv    T:i"?'"m"  vom 

Tenguna  n.  g. 

Der  Form  nach  DtdyQjthoru  Germ.  H'lir  ültnlicli,  it*  weicht  aber  f"lg<M»'，i'rw<'b« 

nl) ： 

1. S<li..'itrl  am  Hiiitcrrmidi-  rcclitwink.li^;  iui,s._r(.niml, t. 

2.  R<»triini  sehr  lang,  bis  zum  4.  Alxlomiuat-S^meitt  reichpiwl. 

:>>.  Pnmtftum  zwisdien  ilcn  Ali に rii nn  lit winkelig  vortn-tend,  auf  (\vr  <  ^b'iHiK'lio  ein 

»«•IiurÜT  Mittelktel,  auf  den  Sri  ton  läppen  hinter  <l''i»  Augen  jederapits  '2  I  Jiujrskiole. 

S-liildflifii  mit  :5  L:iii'ii>ki''l に i"  <li,'  ^-itliclu  ii  Kh  li-  ir<'jr«'ii  <li»'  Spitz"  stui k  oovpr- 

4-  Decken  fiist  wie  hei  I)"'t!,"j>h'"''t，  nur  <lcr  ( 'Invalucrv  5  <l<>  Claviilfi  ldrs  ^ajralx  U. 
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•">.  Heine  n-hni  il<T   und  liin^T,   mihc   drr  Spitz<>  (U  s   Vordorsclienk»  Is   unt<  n  mit 
einem  Doniduii. 

Diese  ist  iiucli  der  Gnttimjr  Metniirm  Stal  rtwiis  iilinlich. 

1. Tenguna  Watanabei  n.  sp. 

(Jtll)licli  irclhliclijrriin.  S<-hcitcl  kurz,  «lic  zu  isclicn  di  u  Augtu  liegenden 
S  itciiki«'l<>  piirallcl,  «liiiin  plotzlioli  verengt  ui"l  »illinililiy;  gcjrcu  (lit-  Spitze  hin 
7.u^«>p:lzt,  dcutlicl»  kiir/M-  als  <las  Pro-und  Mi'so-iiotuin  /usiinmcn,  Mitttlku-l 
tli'ull irli,  von  ,1,'r  Si-ih- ばに sdit'n  ronincli,  ctwa.s  iiik-Ii  ol)cn  »uf^eris^-iHT  Stirn  von  <li>r 
GrundlarlK-,  zwiM-licn  dcu  oIkti-u  Aiijrfiimndt'rn  am  broitrstcii,  in  der  ^Nlittt'  «-twiis 
verseil niälert.  Pro-un<l  Mt^o-notuni  von  der  Grundfarbe.  Decken  hyalin  farblos, 
jsi  r\ i  n  l>al<l  jrclblicli  uikI  bnUl  jrn'inlich,  Rjumnial  trriuiliclijicll)  ^«•triibl,  \»>u  3 
QtH  rni-rvi  ii  ^chilih  t,  Brust,  Hintorlcih  inul  Beim-  oindirbi^  von  di'r  (irundfiirbL', 
Hint<  r><-li(  nk»'l  an  <lcr  Spitze  mit  ciin'in  «'liwarzlicliea  Fle<  k,  v »irdcr-timl  Mitt^'ltai '^cu 
liclljri'lblicli  :  Kluiiciiglinlcr  au  der  fSpitzc  mid  <lif  KIhikii  bräunlicli. 
早 (i<  iiitalplutti'n   l"ng,  au  der  Basis  breit,   ^<^on  die  Spitz"  hin  山 Ii"'  ver- 

.-«•liiti  liiTi,  in  il  r  <l»'r  Iyiiijr ひ nach  tit  f  licf'unlit ,  :m  .l«  r  Spifz- , 山 g".'ii"ja  und 

mit    ,'i，i''iii   hingen    ZjiIiii  ；    Atlcrrölirc   im    t'lnfjinfr  "、'"l,   »in に" trri'iii，<l,'  Harli 
:m>p  htirhtrt,  A firi>ti<  lcli<  u  an  (K  r  Spit/ ん >Hnvärzli<  li. 
し： "ip' :        11 min.;  Ins  zur  Spit/.f ト :l.vtri'ii 1'; nun. 

Fmnlort  ：  Forma«»  (Hoppo,  Honslui,  SI"iik1i",  Ktuinuiiiiiti),  gf^ituimcU  in  ö ネ 
Kxiinplunn  von  Vei -^»scr. 
Dit  H<  w"l''rbjm'  Art  \>t  dein    v<"'""t'l 請、 u   <  )lwi  |>o]i/ist   Kiinifsnk  Wntaitiil»-, 
wi'lrlicr  für  mich  »ihlreioJie  andere  ( 'inidinrn  ^<>Hiininolt  bat,  ^owuimot  ！ 

IM'  Form  n:irli 1). muliirilicnlnfti  MnU.  etwas  iilinlicli,  d<-r  Sclicit<'l ： 山,' r  viel 

Oatt.  4.  Dictyophora  Germ. 

0"u.  Silb.  H<  v.  Ei".  j).17ö  (is:i:l)  ；  Ptcb  ドは 7  (187Ö);   Mdi にに Cund. 

Mittel-Kur.  p.i.J  (l.S'Mi). 
S-Iu'itcl  .s'}intal,   in  ciix-  im-lir  <kI<t  weniger   lange  stumpfe  Sjiitzc   vrrl;i"g''rl ， 
mit  :i  I jinjf.xku'lcn,  Stirn  sclir  hui<;,  s'-liiiiul,  mit  einem  bis  auf  <l''ii  langen  C'lvpcus 
vrrhinjrertcn   Mith-lkicl  mid  j<'(|<-i-scit,»   mit  ciiirm  h\s  zur  Seiriisjiitzc  vt-rljuitrndni 
.^H  il4  nkiil.    Aujr*  n  eiformif:,  mir  der  Mlinuilcn  ii  Sjiiiz  -  iiik  Ii  v<»  n,  in  einer  A ii、，>，i<'Ii- 


Digitized  by  Google 


IOC 


松 f-T-H 本 * てんぐす" ば 《  fV の Wf 究 


liin^r  «les  lliils-cliil.hs  sitzciul. 

l'ronotum  Kwidclien  <l«  u  Augen  Ptwae  vortreten,  hinten  winkelig  auwwhnitUni， 
di«'  S  it«  n lapixnarfi^  nach  vorn  und  "lite"  vorsj)i-in<;c'n(l,  auf  d<  r り l>''i' ル" -ho  <ln'i 
Iünjiskii  lc,  auf  den  S-it<  nlii|»|H  ii  liin(<T  Acn  Aii^«  n  jcdorst  its  drei  witlid"'  【-fi"jrski<' レ'， 
Scliildrlicii  mit  TJi"'-r、l ふ' Di<-  Ki，'l'' 小 n  IV,'""!iim  und  レ l<'h,.:，s し in 
einer  Linie.  Decken  länger  ah  der  Hinterleib,  gku»hcll,  die  drei み ftoroii  bilden 
«lurcli  、vi<、《l<'，,l, け lt,'  Tciluujx  mitl  ihircli  /.aliln  i<  lit'  Qm-ni*  !  \  t-i»  am  Kn<l«-  der  Di-rkrn 
"ill  nit'lir  «wlcr  、v('iiig('r  diclitos  Ad«  nu'(/.  1)，t  or.^to  S<  t-tor  der  Flü^i  l  inui«l<'t  i" 
don  Fliiirelniiul  vor  «ler  Spitze  und  f nt^'H'lt't  ciin'n  ji し！^ <li"  Spitw  ； ^'ズ alx'll«'" 
Zw«'itr.  vor  der  Gabel  ein  kurzer  Quernerv  zum  Auw'm'aii'le. い 《'r  zweite  St  <  t<»r 
ist  gcpiU'lt,  «lie  ({"Ix'li い U'  winlcruin  giilx'lig  geteilt  uiul  vor  «ler  (；: lU'lmig  <lni<'l» 
Qm*rn«  rv<'n  mit  diu  iUstcn  tliy  «Tstcn  und  (i ritten  St'cttus  veibun<l<Mi.  I'<  r  ilri"«' 
Sector  gabolig,  die  innere  Art  einfach,  die  äussere  geteilt,  die  GrtU'Iäatt'  mit  kleinen 
Galxln.  Hiiih'rliii ん'" mit  hinein  dreieckig  spitzen  Ziihn,  Hiiitcrsdiiwi  mil  4  - •; 
krä(\ij;<!i  Dornen  (nju-h  L.  Mclioher). 


1 . l>«  <  k«  n  i"i〖  《'im'm  (liinkclbmunliclion  Lüiigstrt'if;'".  ßuicoi'Ut"t"  u  - 、卜 

一 I  '«•ckrn  "lm，'   Fit  «  kr  

2.  S'hciicl  tiwu  <4i  limtr  \、.it'  das 1' に" -im(l  Mfsonotu m  zusiimmcii 

― S<'l)cit«il  《l<'iid"'li  liiiip'r  al.s  <!:.s  l，i'，>-i""l    Mf^iiiKtuiti  zusiiin men   

:i.  AUltiiniitJilrücUcn  jrrüiilidi,   mit  einer  s«,lnvarz!iclH,ii   Mitü'lliuic  ゲ" 

一 A bdominalrnckon  ohm'  schwiirzlichc  》【itt<'lliuie   -  國 

4.  Ahdominali'ückcn  tu  <1<t  yiittv  bhiiuilich,  Mciaplcura  immer  mit  einem  M,li-v^riirz" 

liclirn    Klicke    vumdahi  r »  - 

- Ab  U.iuinaliückcn  hell  braunlicli,  init  、v,'i"li('l"'"  Punk'irilit'n.  Mt  tnpU'iira    » lU'lv 


1. Dictyophora  sinica  Wk. 

Dhiyop!tora  dalm  Wk.    IM.  Horn.  B.  M.  p.321,  (1851) ； Stul,  Öfv.  ノ 〜わ1'1 

ト、 ö, に |»4H7,  (ISi;2)  ；  .lourn.  Asciit,  »k«.  B«'i、g.  (1S8<I). 
I)ir(t/i/j)hom  hmcrijAn  Wk.  I. に \).'-Yl'l, ( 1 H'tl ). 

]i!.iss<;niii.  S<-li«-itrl  mIiiduI,  etwas 1 mjr ば als  .las  Pi.mhkI  Mf.s»n.)tum  z"sa""，，''"' 


Uebersicht  der  Arten. 


tens  "Im,'  scliwarzliclK  ii  FI«<k 

•r»  Sclu'itol  breit   

一 S«-!i«  i(cl ;s ひ |iin:il 


. Uncp  ，ま 
nakanoni»  ，  》  - 叩' 
ohhioir  nn!»  ^> 


MATSIMIKA:  M(»N<i(;i:.\l'lllK  I  »ICH  I  »I に l'Yi        ,1U ヽト: -ヽ .) A  PANS. 


H»7 


an  «lor  Spiiw  hIx^ci uii(l<  t,  die  S  it«>iiki<  lc  fiist  p!tr"ll('l，  in  der  Mit"'  etwas  \','rjuiigt， 
zm  !h'1h  ii  »!cn  An^i'ti  tnit  tint  iii  kum'ii  grünen  Kiele  und  boidcrscitf  etwas  ^clhlirh. 
Stirntalch*  n  röt]ic}i<rcll),  Mittolkii  l  gnii^rii",  S»'il<、nku'l"  lic-IK  r,  (  'I\  |M'us  mi  «|cr 
S|)it//>  und  Lahnnn  hruiinlioh, ふ' r  Mittolkic]  hlass^  lblirl».  l'ro-  und  Mtsi.iintum 
jrclblii-Iijrrun.  die  siniiiifliclicu l\ ir\e  l"'llj;rüii.  1><h  ken  l»V!tlin,  N«  rv<  n  licll^lblirli, 
am  Apiml<!ritt<«l  die  Ncr\  <  n  hnmnlich  und  «  in  wciii^  <:«'ll>Iii  li  jrcti  iil>t,  Haii<lniiil 
brauiilidi  v< ui ：{  Qii,'ni«'、'c，i ゾ<'1"1<1"し Mosopk-uni  hiMUiilicii  ^ctltt-kt  lirim'  li，'ll- 
^oIlili«-li,  Vi>r<!om»x«  n  ^-liwarzlicli , S い |"'nk<'l  wild  Til ふ' 11 s<  liw;irzlicli  <r«'.-tn  mit 
braiinlirh  zu^spit/tca  Doriifii.  I  linti-rloib  bl!issjj;riinli«-li，  am  Hiukt'ii  mit  «'incr 
s<  li\varzli«lion  Mittellinie,  um  linm  li  l^-ini ^  in  tier  Mitte  mit  einer  .-JrliWiirzlirlii  n 
Flcrki'iirt'ilnv 

も (j«'nitul|»lii(t»  Ii  liellbniiinlicli,  fa-t  filial ，、 liiiig  wir  breit,  an  dor  .spitzt-  sd 山 ml 
ab^rniKht,  <<lwji  in  tier  Mitt«'  <-im'  «lnic<ki^,  scliwarz  zugespitzte  Vurni^uiiK- 
Ailt»rröhrc  am  Hinterrande  dunkel,  Aftcrstielchen  weiHslU'h. 

早 Ikuchttpgnicnt  5,  in  t\er  Mitte  etwas  erhöht,  Qoiütalplatten  rectangular,  hii  dar 
S|»itz<'  mit  «-iiiPiu  M-hwurzlielion  Fortsitw. 

し iiip': も、 9,        10,：)  mm  ；  bis  zur  Spitz-."  «Irr  Klvtnn  ^ 1:;， ネ 14,")  mm. 

Fiiixioi  t :  Formosa  (Ako,  Taikükan),  gesammelt  in  uhlreii^hca  Exemplaren  vom 
VorfassK-r. 

Di<x-  A rt  ist  ik»o)i  nicht  in  Japan  jji'1uij(1pii,  komme  nlx*r  in  Formosa  ziemlich 
liiiiiH ズ vor  un<]  ist  s-luulluli  für  Reis-  ui"l  Zu«'k，'rriilir-l)fliiiiz<'". 

2.  Dictyophora  tengi  Mats. 

ゾ>/,'/.,/" ノふ" inxeripUt  Ul.l.  Vuh:  Nut.  Mus. に S.  A.  |).278,  (lHitii) 
/h'r'yohora  xiuimi  Muts   (m".  Walker) い,, t.  Xa.li.  p.2!»7,  Mats. 

1000  ItiHM-tti  of  Ja|Mn. 11. p.r>6,  PI.  XXI.  fig.6.  (1904) 
IJlit— grüm.  S-hciti'l  so  lanjr  wie  «Ins  Pro-  uixl  Mcs<»notiim  zusiimnu  ii,  «Ii»«  Ki«'l'' 
griin,  Mitt<'lkM-l  mir  zwis*licii  den  Au^-n  «Uuillicli  ；  hii ふ' r  Spitz»-  prhn  hwarz. 
Stirntiilclicn  rö«lich<;clb,  <lic  Kit  lo  hrcit,  l"'llgrüii.  <  Ivjm'us  jrrlblicli,  Mittolkit  l 
hellgi  üu  wi-N-hcr  am し' brum  、、や i— gi'lblidi  winl,  au  ilni  N«it<'H  un<l  diis  Liibruin 
bräunlich.  Pn»-  und  Mc><>niituni  oran^'iigelb,  die  Jvi<']c  };rHsj;inn.  I)tvk<'ii  IivhIih, 
oft  gollilich  {rctriibt,  Nerven  gelblich,  AdtTiu-tz  licllbrilunlicl),  K""<lmal  lirlüirauu- 
licli,  von  2  QiHTiKTvcn  jr«  bildet  Brust  grlbl'u-li,  ，m  <l«-r  M<  t»j>l«'ura  mit  rii"'ii» 
brüiinliclicn  Fhi-k.  Ji4'ine  jrrriilicli^clb,  St-Iu'iik«-!  und  'J'ibicn  M'li、varzli<'l，  g,'stiriÜ， 
Hiiitortibifii   mit  ö  -diw.ti  zlü  lu  n   IKmik  n.      Mint4  i  l<  il)  Lrrüiili<)ijr<ll),  ,<"i  Un<  k«-ii 
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l)cim 1 mit  2  lifllbriuniltcluMi  liHii^sst reifen,  in  Avr  Mitlo  vim  sdimnle  weissliche 
Mitt<  llinie,  an  den  S<-i(«'ii jo  mit い inr'r  ((m1»i-  z\vt>i)  wciswlichoa  Fl"'k('iiin'il"'，  U'ira 
^.  am  Hin  kcn l"'lll>r"u"li,'li，  mit  7  wcissliclii'ii F レ' ck('iire;h«'u. 

(J<  nitalplnttrn  lang,  dunkel,  an  der  Basis  etwas  auigoblaHe»,  an  der  Spitae 
Hilten  mit  oiucni  I>üi'i"'1"'ii,  Aftorrölirc  、、- ''i—ndigi'll),  im  lTmlmiitr  fust  oval,  am 
Iliiitcrrainl«'  a;ora<lf  und  «l;is-«  llnt  Ix'lllir.innlicli  jrofarbt,  Aftersticlclmi  an  der  SpU»i 
licllln-uunlich. 

C   (n'nilal]»l>itt«>n  mcistfns  licllbiiimilirli,  «-Imiiil,  in  dov  Mitt<-  mit  ei>ur  liiiifrsriune. 
Uuvn'  ：  ^  9-  一  it.ö  nun.;  bis  zur  Spit/c  der  Elyticn な ll.'>,  ^ 13  mm. 
Fuiulurt  ：    Aka.«hi,   Tiihisiijro,   Iki    Iiim  I ； Furmnsn  (Ko^liun,  B  >zi:n,  T««piM>n, 
Taikoknn). 

Der  Form  nach  /人 Wk.  sehr  lilmlich,  »〜 wciclit  aber  liiuiptsjiclilicli  'lurdi 
i\aa  Fohlen  «1«t  whwarjscn  Mittdlinit*  d-s  AtHloniiimlrflckcnK  ab. 

3.  Dictyophora  maculata  n.  sp. 

(iriin  b\a  golbüHr^rün.  Sclu-it«  !  m lnng  wie  (Ihr  Fro-  und  MeMHiutuin  ziisuiomen, 
jr^gcn  <lif  Sj»itZ4'  liin  ，'l、、.:i、  v<-rs«liinälcir,  Mittclki«  !  ni«'tlrig-7  Sfitcnkielc  in ふ '，•  Mitto 
dnit vrr.^  liiniilcrt ,   an    dt-v  Spilz む "Iii"' ド1<', 'し •!：（'".    StirntuK'ln'ii  'や 
(irantri  、H け'' ！ kü'l  <j;ruii.  i,"l>n，m  Ncliw  irzlieli,  iUt  Mi({»  lkicl  、、や： sslirli.  I'n»- 

iitul  Mo^nutiitu  ^rünlü'Iip'lb,  das  K«t /.tow  an  di  r  Spitz »  lu'llcr,  die  Kiele  griiu. 

Decken  gl"-hcll，  uu-lit  getrübt,  Norv«  n  gclblicli,  Ad<  rn<>tz  um  ApunMi  ittcl 
|»raimlirli.  Ran.liiuil  hvllbramilicl»,  von  2-：?  (ilK'i  nci  veil  j;«  ln'l(l('t ,  sin  <1<  r  S|i'tw 
dir  Xci  vcn  ihm  Ii  <；  iner  :m:u^'»m' '.、i''n'n'l :i レ lw'i  D.  xtiiicir  W'k.  .、，"•  der  M(  taj>lciira 
ein  .M-Iiwtrzliclicr  ovhKt  l'l'.ck.  li''iii<'  m-Iiw ar/.lirli  gestreift, 1 【iiü('r.s 'し、 iil、d  mil 4 
m  liw» i  /  /.u^«  s|)ilztcn  neu  Zw;  i lct/.N  n  HniK-liscLrnxMitc  j.ut*  «1er  Mitto  scliwarx- 
licli  tr'  llrckt. 

-q" (i<'nit:il|>latt<'ii I»  :tun,  lltst  ,ln'i<'<-k: ん ：'ii  den  Seiten  mit  2  s< •Invar/  'Ii  【）ünirli''，i. 

A fl  rrohri'  iM'll^t'lblicli.  nm  l 【iiihTntii<l('  und  «Ins  A fh'rsti^lcluMi  (lunkcl. 

9.     letzte  Unuclisc^incni  hinten  Hik-Ii  »n.-^chiiclitct,  in  <l»  r  Mitte  vtwns  vorrajrcud, 

<li«'  A<(<iri>lirc  im  l 'mfiuii:  <»v;il.  unten  l)r;iiinlicli  fret an<l»t  \vi<'  Ixim ち、. 

Ii—,:       10，  ^ 12  mm.;  his  zur  Spitz  •  der  Elytivn さ 145,  ^  l"».5  nun 
Fmnlci  t  :    T<»kvo  (Xj:kan«.)  "it'll,  M:iil< り in  znlilrciclu-n  Exrmplan  u  vom  Vor- 

Di  r  Form  nach  D,  »inica  Wk.  wlir  iilinlirli,  weicht  aber  durch  das  Folikn 
ihr  hIi warzen  Mittellinie  des   AlKlominaLrüokons  uud  von   D  f'-'i ひ i  Mats.  «In roh 
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MATSUMI  HA:  MONOÜILVPHIE  DKU  I «CTYOPITOBINEX  JAPANS.  1Q<J 
das  Fehlen  der  weinUchcn  Pniiktcnrciiicu  den  AbJominaliiickcns  nl>. 

4.  Dictyophora  okinaweosis  Mats. 

IHdyophom  ohinawensiA  ISrnts.,  Sapporo  Xat.  Hist.  Soc.  Vol. 1. p. 31, 1)1.2.  i\<r. 
8. (190r,). 

Schmutzij^gplb.  Kopf  hinder  aU  Pro-  mid  nKw^lioturu  /u mammon,  wlmial  und 
lang,  bis  zur  Spitze  fast  von  gleicher  Breite  ；  in  dor  Mitt (！ lauft  cine  wluiuilo 
M-cis?lirhc  liiinfysliuio  ；  unten  prlb,  mit  zwei,  mrinii^ratrn  I^ii ジ lini<、n  und  an  il''、r 
Spitze  schwärzlich  gefleckt.  Rostrum  an  dor  Spitxc  dunkel,  die  Kiele  gelblich. 
Pronotnm  in  <1it  Mitte  rot ,  der  jvie!  gelb.  Sciitcllum  in  iU  v  Mitto  der  Lünjr<、 
nach  lidler,  mit  2  bräunlichen  Iiitigslinion,  im  der  Spilzt-  ^o\b.  El v treu  lang  und 
schnull,  das  Basalglieder  gelblich,  Pterostigma  und  Netznerven  bräunlich,  das  elftere 
dreieckig  und  Rmho  gdl>li('h，  di(>  Cuxcm  v,»rwu>g«'iKl  whwärzlicli.  Die 

Sdirnkel  w4i、varz  pi«trt'ift.，  die  Spitze  <lcr  Tn»:ni  un«l  Tarsoti  scliwärzlidi.  AImIo- 
minnlrückon  brftnnlioh  gefleckt-,  der  Bsncli  der  liinge  nach  breit  schwarz. 

vjrenitnlplatton  <>ch warzHclihrau u ,  spitz は' ii'wl リ an  den  Seiten  mit.  einem  i;<'ll>- 
Im'Ik'H,  schwarz  ziigc^pifzton  Fort.4~afz.  im  (\vv  Bjisüs  nm  Rü('k'>u  tief  rtiixllioli  «iw<r<'- 
buditot.  AÜorrüliro  von  hinten に'《'1"、" im  Umfunt;  ruiullirli,  mit,、"  ^onulc, 
bhiunlicli  gorandet. 

V  Genital  pint  ton  rw'tj,nj;ulär,  hu  d»T  Spitze  tief  Musjrtbiiclitot,  mmIh.-.s  »uk'ü^; 
erscheinen,  die  olx-rc  Giib  l  etwnn  Ihn^vr.    Bauelisi  ^nunt  6.  fust  wie  b -iin  IK  nn-f/juir 

Lttnge:    $  9, 孚 12  mm.;  bis  zur  öpits»  dor  Elj-tren お VI, $ 1 '»  mm. 
Fundort :    Okinawa  (1 1 早) und  Yayt'viuna  (1 ,  2  %     in  liiciucr  Sanini- 
lnnor,  pt'stiinuflt  von  Herrn  K.  Kuruiwa. 

5.  Dictyophora  nakanonis  s.  sp. 

GrunlicliM'liimit/.i^jrcIl».  Scheitil  Ii  mal .s>  limj;  wie  »las  l'ro-  inul  M<-s*m<ituin 
nuammen,  bis  zur  Spitz» •  von  gleicher  Breit«,  an  ilcr  Spitze  abgerundet,  Mittclkiel 
pchwadi, ！!、 visolR'u  <lcu  Ati^  n  otwiw  (i'-utli むに Siirnt:il('lit'n  gdl»,  Kiele  von  dt  r 
Grundfarb«',  der  t'lypons  :in  (1,'r  Spitze  un<i  d«s  Liibruni  M-hwiirzliclibriiim.  lVo~ 
und  Mc8on(itiun  einfarbig  von  der  Grun<ltiirl) •,  «lic  Kiele  bljL<s<rcH)lidi.  Elvtrcn 
Inn«;,  (srhmnl,  hyalin,  Xt'rvm  irdblirli,  Quoriiorvcn  .M'liwarzlicli,  Kundinul  dmikt'l, 
von  2-3  Qurrnervcn  gohil^h-t.  B<>ino  gelblicli,  <lir  Coxoti  v<»rwi<*j?rii(l  dunkol,  (Iii- 
Sflionki'l  un'l  Tibie  tlmikrl  gc*tr<'ift,  die  Ilintcrtibion  mit  ö  hraiuilkli  ztiKospitj-.tcn 
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Dornen.  Hinterleib  an  den  Bauchseiten  grau,  gelblich  punktiert,  am  Rücken 
hcllbrüunlich,  mit  7  welsslichen  Fleckenreihen. 

^  Grenitalplatteu  liollbräunlich,  lang,  fast  2mul eo lang  wie  breit,  an  der  Spit» 
conisch  abgerundet,  Afterröhre  am  Hintcrraude  und  das  Aftersticldicn  podischwnrz, 
deren  Umfang  fnsi,  oval. 

早 Bauclisc'jruiete  5,  in  dor  Mitte  flach,  quadratisch  ausgerandet,  Genital  platten 
einfarbig  gelb,  iu  d<r  Mitte  dor  I^nge  nach  gefurcht. 

Liinge: な 13, ネ 14  mm.;  bis  zur  Spitze  der  Elytren る 1(>, 18  mm. 

F umlort  :   Tokyo  (Xakuno),  ziihlrcifho  Exeniplaro  gesammelt  vom  Verfksser. 
Der  Form  nacli D.  jxtinioiwa  Fich  etwtw  ähnlich,  sie  ist  aber  viel  grösser. 

6.  Dictyophora  fuscovittata  n.  sp. 

Selimutzijxfrclb.  8clii-itol  lang;,  etwas  narh  unten  zugerichtet,  an  der  Spitzi'  ein 
wenig  verbreitert  und  daaclbst  verbräunt,  fust  2 mal  so  lang  wie  daa  Pro-  und  Mo.su- 
notuni  zii.samincn,  der  Mittelkiol  an  der  B«f»is  und  Spitze  deutlich.  StirntäU-lua 
mennigrot,  die  Kiele  liollbräunlich.  Clypoiis  und  Lubrum  brüunlicli  gestreift. 
Pro-  und  ^lo^nnof um  wisslieli,  die  Zwisi  bcnriiunie  zwischen  den  Kielen  oft  rötlidi. 
Decken  schmal  und  lang,  hyalin,  gelblich  getrübt,  die  Nerven  wei«5lichgolb,  Quer- 
nerven briiunlich,  in  der  Mitte  cino  bräunlidi«;  Mittellinie,  welche  gegen  die  Spi(zo 
hin  allmiihli^  vrrbreitort,  ohno  Rnndma!,  】Jei"c  hollgelblich,  Schenkel  und  Tibieu 
bniiinlich  punktiert  gwh'cirt,  Coxon  briiunlich  gpgtrcckt,  Hintertibien  mit  Dorm'n. 
Ilin(crlcil) «m  Rücken  liellbriiunlicli,  mit  4  wei.s«li<-hcu  Punktreihen. 
もヽ G.  iiitaljiliiticn  oval,  an  der  Spitzo  al)gerun(U't,  in  der  Mitte  des  "boren  Randt-s 
oin  、、で uig  vorra^Mid  und  da.s  lb.st  bniunlich  gciiirbt .  Aflerröhre  in  Uinfang  rund- 
lich, hinkn  hriuiilicli,  in  <lt>r  Mitte  flacli  au.-^cbiu-lUct,  Aftcrsticlchcn  an  der  Spitz«; 
.schwarz. 

ネ. BaucIiNegniciite  5.  in  (kr  Mitte  t\nv)\  aus^buclitet,  Gcnitalplatten  fast  qundratiscli, 
in  <kr  Mitte  t'wC  ausgcliölilt,  an  der  Sj)itze  mit  2  bräunlichen  Dornen. 

Ijtinge  ： お 7.5,      10  mm.,  bis  zur  Spitze  der  Elytren お 11.5, 早 13  mm. 

ruiulort :  Kornio-st  (Dak asui), が sammelt,  ö  (2 で、， '\ 年) Exoinplaro  v«»in 
\  orfasw  r. 

("it に &  Saigona  n.  g. 

l>«  f  F«>ini  iiiK'li  J)ic!i/npfio>'((  (ienn.  srlir  afualicli,  es  wticht  aber  in  folgfinKn 
ClinraklcrcM  al) : 
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MATSUMÜRA :  MONOGRAPHIE  DER  DICTYOPHORIXEN  JAPANS.  \\l 
1. Untere  Seitenkiele  der  Stirn  undeutlich. 

2. ISoitonkielc  zwiwrhcn  <len  Augen  blattartig  lioch  erweitert,  diese  Erweiterung  iu 
der  Mitte  ein  wenig  «tufsgerandet,  Hinterrandkiel  fast  nahe  in  der  Glitte  dos 
inneren  Augcnrandes. 

3.  Pronotum  am  Hintcrrandi',  in  der  Mitte  spitzwinkelig  au. ず schnitten,  <k-r  Mittd- 
kiel  hoch,  die  seitlichen  Kiele  undeutlich,  au  der  Seiten  luppcuiirtig  erweitert, 
hinter  <len  Augen  jeder«!!  ts  mit  ei  iura  vollständigfcn  Längskiele. 

4.  Mt-^onotum  zwischen  (k'u  Seitonkielen  mehr  oder  weniger  uusgcliiihlt,  der  Mittel- 
kii-1  undeutlich  oder  nur  in  der  Mitte  erkennbar,  die  Scitcnkicle  jr«yon  die 
Sjntzo  hin  'stark  "mvt'rgü'rcnd  und  in  einem  Punkte  vereinigt. 

5.  Knndmnl  der  Fliigoldeckcn  matt',  in  der  Mitte  mit  einem  Quorncrv. 

6.  S<'lu'iikel  erweitert,  Vordoixlicnkol  nahe  an  der  Spitze  mit  einem  nialri^iji 
Dörnclicn. 

7.  Gcnitalplatton  sthr  lang,  lanzettlich. 


Ucbersicht  der  Arten. 

1. Si'lM'iiel nn  den  Seiten   mit  3  rundliohcn  Tuberkeln     .-  gibbom  n.  sp. 

一 Sclioiti'l  nn  don  Seiten  ohne  Tuborkol  isftkhv  Mats. 


1, Saigona  ishidee  Mats, 

Dichjophom  ich'uhr  Mats.,  1000  Iiimh-Ls  of  Japaii.ll.  p.5.">,  Pl.XXI,  (1904). 
Dunkelbraun.  Scla-itel  etwjis  länger  nl.s  Jus  1V(>-  und  Mc^onotum  ziisnmmcn, 
an  der  Spitzo  schmal  ab^erunclet,  zwisrhen  den  Augen  weissluligruu,  \v<  isislirh 
punktiert,  weissliclie  Mittclliiii«.',  gegen  die  Spitze  hin  allmtihlig  erweitert,  Scitcnkicle 
zwisclicii  (lt'ii  Anteil  ，小 r  hocli,  Mitttlkiel  nur  an  der  Basis  deutlich  ；  an  den  rHMt<m 
dunkt'lbraun,  weislich  punktiert  ；  unten  mit  den  Kielen  zu«unmon  blassfjclblitli. 
Oberlippe  scliwur/,  Antonnen  hellbniuiilich.  Pronotum  in  der  Mitte  wcisslich,  mir 
an  den  S<>itcn  dvn  Mittelkicls  vorbrauut.  Mcsonotum  in  Her  Mitte  weiaslich  gi'wtrcilt, 
un<leutli<li  ^cllilich  punktiert,  nn  (Ut  Spitze  golblicli weiss.  Dt<kon  gla^iell,  die 
Xorvou  dunkelbraun,  C'luvus  am  Rande  golblitrh  got  r  übt,  Rand  mal  dunkel,  in  tier 
Mitte  mit  nur  einem  Quernerv,  Ader  not  z  am  A])icaldritU'l  dunkler  uml stark. 
Brust  und  Biiik  Ii  ^riinlic-ligclb,  <hr  ersten?  nn  den  St  itcn  mit  schwarzen  Fl^ckon, 
<kr let/lcr«!  in  der  Mitt<、  mit  einer  .schwurzen  FlockcMiroiltc,  die  Punktirung  und 
SojjmentriindcT  gelblich.  Beine  dunkelbraun,  Srl"'iikel  gelblich  punktiert,  Tibirn 
P«'lbli<*li,  in  der  Mitte  un<l  an  den  iK'idoti  Eiulen  dunkel,  Hintci^c-hiencn  vorwiegend 
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gelblieh,  mit  5  schwarzen  Dornen,  Tarsen  an  der  Bum  gelblich. 

も、 Genitalplatten  lang,  an  der  Spitze  zugespitzt,  an  der  Seite  mit  2  Vertiefungen, 

Aftcrröhro  schwarz,  am  Raiide  und  das  Afterstielchcn  gelblich. 

早 Goni<alj)Uvtton  gelblich,  an  der  Bans  schwärzlich. 

Thinge  ： る、 12  mm"       13  mm.  ；  bis  zur  Spitze  dor  Klytrou る、 ネ 15- Hi  mm. 

Fundort  ：    8aj)poro  (Zio/aukci)  und  Urnknwa,  gosam"i'4t  von  Horrn  M.  Isliida 
und  vom  Vt-rfas-^r. 

2.  Saigona  gibbosa  n.  sp. 

S<*hw!uzli(-hl)raun.  S-Iieitt'l  zwischen  den  Auwelt  p'lblidi  gHi"<'kt，  doutlicli 
länger  als  da.s  Pro-  und  ^lesonotum  zusammen,  an  (h'r  bpitzo  kugt'lig  erwoitert,  in 
dor  Soitcnmitto  uutl  nn  »lor  Spitze  je  mit  einer  Tuberkel,  die  Scitoukielo  von  der 
Seite  gor^-licn  4  mal  gowellt,  woisslicligclb  {rtxsprenkclt,  unten  an  den  Seiten  mul d«T 
IVlitü'lktel  ß;elbli<'liw(»iss,  Clvpt'ii.s  in  ihr  Mitto  hcllbniunlicli,  Ij«brum  und  ( 1l\|v  us 
gelblich.  Wttiijrfn,  die  liiiitt' に  <l('u  Au<fcii lio ^い "(l«、n  R(yi,"、<'ii  aii.sjj;onoinnir'ii 、、'(や、、 - 
licligcll).  ' 

rionotuui  gclblidi  gonprciikclt,  der  Mittclkk'l,  (\cr  Hint^rraud  un<l jio  S'iton- 
lapjx'  iti  ihr  Britto  weidlich  gestroiO,  der  Mittolkicl  umleutlicli,  der  Zu'isdif'm'mim 
zwirtclion  ihn  Soitenkiclen  elliptisch  na^-hölilt.  Elytrcii  hyalin,  ein  wenig  p'lblicl» 
getrübt,  die  Xorvcn  bräunlicJi,  am  Ojstalraiulc  sdunal  <r<ll)licli,  Ittnuliunl  jHfh- 
scliwarz,  uiulurcli sichtig  (2.2  mm.  lang).  Brust  j)oeliM'li\v»rz,  rM.'iteiilap|M'ii  w«'i>>li«'|i. 
I^'ine  wlimut/.iggdb,  lang,  die  Cuxen  schwarz,  die  Klauen  und  die  KlauoiiulifMlcr 
nn  der  Spit/e  bräun lioh.  Hintorlcib  jH'di.sfliwjuz,  :im  liuiid"  gelblich. 
お Gcnitalplatten  3mal  so  lang  wie  breit,  in  der  Mitte  oben  (Inch  auflgorniidct,  an 
(レ i' Basis  mit  einer  l"'llhrümili(、li('ii  Vorragunjj:.  Afk-riöhro  lani;,  am  lliukou 
gelblich,  deren  UnWun^  oblong,  untin  iii  «lor  Mitte  fluch  aiisgt、lni《'lih't. 
^  Baiuli.sc'gmont  am  IIjukIü  gelblich,  mit  :.i  Haclion  Aus し m'liüing"i、，  (Jonilalp- 
latt«u  dunkel,  an  «lor  Sphxr  ab^pruiRle»,  ^iTandct. 

Lü" "'い： ^ 12, ネ 14  min.  ；  his        Spit/o  <lor  Elytron  ^  ^. 17-18  min. 

】',i"i，l(、rt :    Formu-Sii  (Kuvania,  Tappnn,  Ari.siiu),  g<  .sunnu'lt  in  zalilr<、irli<'n  Kxi  iu- 
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MATSUMl'IIA:  MONTGRAPIIIK い KK  DKTYOPIIOUINKN  JAPANS.  ]\?t 

摘要 

本 -n  )i び 4:  if? に^する r てんく- す け ば j  ^^の 研^ は. 甚 お 幼 稚 
な ものにして 從來^ に 叫 種 知られ あ ら たに 今 h 余の 研究す る處に 
X れ ば總數 十二 種 あ & 下の 如し 

1.  Cixiopsis  jmnctatiis  Mate. しだの く ろす けば 

2.  Tcngiiella  mitsuhnshi  Mots,  m.g"  n.sp.)       みつはし てんく • 1 けば 

3.  Anngnia  splendens  Gorm. つま ぐズ） てんく • すけ 【ズ 

4.  Tenguna  watanalxu  Mats,  (n.g.,  u.sp.)       わたな ベ てん ぐす け i ズ 

5.  Dictyophora  tongi  Mntf. ひめ てん ぐす けば 

(3.    Dictyophora  sinica  Wk. せす ち * てん ぐす けば 
7.    Dictvopliurn  niaculata  Mats. ほし てんく * すけば 
H.    Dictyophora  okinawonsis  Mats.        をき な はてん く  * すけ は 
9.    Dictyophora  fu^oovittata  Mats,  (n.sp.) すち • ぐ ろてん く-すけば 
10.    Dictyophora  nakanonis  Mut«.  (n.8j>.)       なかの てんく すけ は 
11. Sai^oim  i.hi(l:c  Mats,  (n.sp.)        く ス てんぐす けば 
11. Saigoim  gibbosa  Mats,  (n.sp.)       乙ぶ てんく  ""すけば 
此內 北海 近に^ す る もの は （り 及び ひ りに して （4)，(り,(9) 及び （に） は条 
m に す、 （勾， (4),  (7), ゆ)， (10) 及 び (12) は 新 棟な に 

Tenguella,  Tenguna 及 び Saigona は 新晨な に Cixiopeb は 千 九 百 年余の 命 

名せ し 新 S5 なる が 未だ 他に 资 見せられ たる ことなし、 

從 %  Dictyophora  innica  Wk. に 本 邦に 逢す る 様 記 Ä せられ fl れ ども^ 
く趺 にして 余， i  ^  v:l に 於て ^兄した る もの 外 本邦 に^する を 知ら 
ず、 

元 來此亞 科に 思す る m に 禾本科 搲 物の^ 虫 な る が ひ） の 如 く 「した •」 
の 植物 を 以てな とする もの 、如き は 仝く 例外な らん o 
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本會 記事 

(明治 四十 一年 二月 よ 6 明治 W 十三 年 一月 まて) 

MINUTE  OF  MEETINGS. 

(Feb.  1908— .Tan.  1910.) 


门次愈 

第 ff 四ト [öl 明治 四十一 年 二月 七 B 束 北 帝 I« 大學 農科 大學糚 

^舉 講堂に 於て 開せ、 前 【じ j 記 寧の 報吿及 次の 講演 あ に 

^山の 》  嚜 *  + 加 ^武夫 IM" 

'人 山の 《  a  r- 鬭 しヅタ ノ 氏 m  I：  'ノ ュ ，― f —で かま の 述べて 其の w 

の BS  » の 未だ 定 A ら ざる^      じ. 目下の 所に ては敉 r  »  »  - 氏の 耽 ^以て 
Ä に 近き ものな らんと て 同氏の SÄ  ^ 評 述 ぜ られた y  »  y  - 氏 は 物 S 
化舉上 i リ （OB 力 ifß« 點と の び （2)*»« は水襄 Ä^ffl す 事と の 二 
種 も ±  Ä と して 火山の «  W     Ä  M した &が多 く の » 合 I： 於て Ä 足な * 
べし と0 面して ä の； R 〜癍 用して 本邦' 人山な KW? れ たり。 

「力 レ」 &r ナ ラ」 の *に 寄生す &r シ ス ト テ- 力 」に 《 て 

理 ゅは士    《  äi; 金 ä- れ 

tk  M「y スト テ-カ W  ^ の « 史に ！« して 述 ベら れ たり 即ち Dl め はケ. - 

レ―- ä クルチ &  w 氏 I:  i り て r シ ス ト テ - 力」 なる 臘々. 新ぬ 3 れし以 *  ^ 

j  Ä  Ä  11 己の 研^^  2 ず述 され へ n  r  Ä が に-新 &も311» ぜ し 事^ 

» ベ、 常 »r 力 シ j«  I：  -S9 1モ すろ： 《•  ä び 》  *r  J ゥ ja  I： 寄 t す *r シ ス トテ- 力」 の 
一 « に tt さ 》f お ä ありた リ o 

第 ぼ 四十 ー囘 明 ^四十 一年 五 H  二  H 来 北 帝^ 大學 科大學 

經濟學 ^堂に 於て 間^、 前囘 記^の 報^ 及 次の 1«^ あ は bo 

*  W  ifi の她 töi  Ä  ；.! 'I おに tt て  W    W    « 吉 it 
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と 常 に |"】 Ö の &  M: な 有 ぜ リ0     iftj して H   く；:  Synapsis の咚代 
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け **P 井 博士の 棒 太に 於け の SS 蘿 ^ffitt して 劇す 所餹し 0 
Ä は ァ ィ ，の 由來 Jtß^iHf* 事 多き 4«R かれ コ 》】 お 》 ク^  It  Xjf   X の 小 
K なり と 28 ちれた り 0 

第 百 四十 五 |Qj 明治 四十一 年 十二  H 十一 H 朿北帝 阀大舉 ß 科 

大學 經濟學 講堂に 於て 問&、 前囘 記事の 報告 及 次の 講演 あ は" 

«I  r-  i りて 養 はろ w キ グヒ ムシ」 林 ゆ +    *  ß  ?r  ffitr 
「  \. ク ヒ ムシ」 中 其の 穿ちし 穴に 坐 ビも苗 ja に i りて 養 はる 、 者 わる 事 •» 

時 ゆ w に 知らろ ゝ に-判れ，） とて； 《 事 實 に w す るぬ 文の 《 明 もリ 1: «Je 
棒 太 の w 田に 躭 て  理^  士 下' 1- * 秀 三れ 

新 AÄfli 太に- 饨 り て «I し く  Mft ぜ られ たる I8I 地の «nn:tt き- ら 

れ た »)c  ' 

第 I'M 十 六 fü)    im 治 四十 二 年 二    十三 u 束 北 帝^ 人- 學！ S 科 大 

學經^ 學講 堂に 於て 開 &、 前 【じ]記 事の 報^ 及 次の 1»浪 あ b  U  b0 
小豆の 植物 的 研究  十 Ä«jfffiifr 

先 づ 小 ；u [の 花 外 as » に w して st  a.  r ッ かァダ \m 他 の^  w の 夫 

れと の 比 述べ SE に 分泌物に » て Wilson 氏の Sßt^ 照 食し、 rt!2 の 》f 

^に 依れば 小 s  r- 於て （t 砂糖； V 分 m す ろ im  « と 水 4» 分 w す ろ お 8ft と は 相 

Ä リ て^の 两 に 分 56 の 行 はろ 、事な W  I： し-次  <  小 H の 花 （I  W 缃 的 <R  iS  I： 
於て 他の M  SB の * よ り-入に 趣^  «  I： すろ 者あろ^! Bt さ） t の 平 名 ^l'liase<,l,w 
niunK.)  var.  «ihtrilol«ita と ならさ' ろ 可し と^^ せらる o     » 小な の A 

花 ま w    si  &r マ ，レ "丄 「ケ y  r  vj-^f の a  mm:  at て； ビ られた リ ü 

is  w の 蝶  « ゆ n?  士松衬 松^れ 

ä  w に 於け ろ « は 其の «： に 於て ，. 其の « 類に 於て も * だ «  w な ろ^  I 
り； rsA'ffi し 新しき お ä され 而 して an*»: 人の 手に よ *j て «* 新 w め 

转 Ä せる 、 率^  * ベ Ä が |fll*M: 於て 《 表 W  鲔 * ため 徒らに 外人の やに 
i リ 我が 蝶 fii の 《  Ä せらる 、な. ifi  » とすと て ;f れ たり 0 

以上の n;  m  i-i  、)  iw  $ に 於て 《.  » 食^    け Vo  (mi  m  »  m> 

第 IT 四十 七囘 明治 四十 二 年 三 月 十 三 ロ朿北 夼 ゆ 1 大學 S 枓 大 
學輕. ^皋 講堂に 於て nfjf す、 前 ^ 記事の 報^ 及 次の^^ あ りた b0 
猶次記 三 氏の 入 fr を 報お せ & 0 
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淮會風 w  *  w  -  iß  ?r    «  «      h irr    m  ^  «ヱ 太 n;  n 
b 本 產の嚷 An  «  A4  +    ixi 本 乍 次 恥：/ r 


* は 先づ噴 

II 

文 

卞 

1：  tt 

て Ä 

ん ほ 

l 

次 

<  « 

虫 H 

^  の 

性 

5?.     St  ^  1»  »J 

I： 

I'l 

家 

の 

研 

ん n 

リ -> 

れ 

^ML レ 

r«i JT: が 

先 

•: 木 

會；！ 次せ 《  Tf 

1- 

— * 

PI 

於 

ズ 「茶 

n  * 

に 

it て」 と 

ふ m 

8S の 

下 に- M 

ぜ 

ら れ 

た る * の 迫 《I 

ベ 

n な 

5  o 

皮 at  1:  «： て 

ß  J 

资士 

ャ 

m  a 

と a  ；,' r  mmu 

n- 

の 

他 

め 

Jft 

方 

て W 

iS 

tf  t, 

im  r. 

卵 の 

- M な 

氏 

it 其 

の お ^ はの 大 

'5 

な- 

述 

ベ 

K 

»J て 

ff 1* 

'ハ 

'.fi 

化 ぜ 

る^ 示 

し 

の 戍 

w め « お れ m 

ft' 

i: 

る 

11 

ら 

ん と 

の u 

へ 

l  、} 

i'i 

の 行 ひて 

の 

者 

1：  {£ 

> は M か は T: 

/. 

& 

»  2i 

* ら 

れ f: 

'J. 

m  u i'q 十 八 m 明治 四十 二 介: v^  n  二 十 w  Ii 來 北 帝^ 人^ s 科 
大 き i ^. m ^ m -y: に 於て )；}] fr. 前 m 記 m の 報 お 及 次の 講 m ぁ&た 6 0 


北 iU  Jpf. 合 iß.     ^  fr. 

R ゆ I： 

9f  ； 

7；  t* 次 15  » 

%  w に 於て 「ト " ― ，レ」 a  fi  a-  m  m 

し て 

U へ 

f: 

ä  Ö  *  JM 

次 《 

«S. ん 

Ä ろ i 

a め iff は it れか^  ä ぜんと 企て 

ハ ， 

ク K 

レ 

― Ä キ. ff: 

と な 

り X 

BS  ff  ^  *J 

し ボ i リ r- 迚 合 pi ä  e リズ 北 

ぜ ろ 

W  。) 

W  )Y-  h- 

へ • 

4t の ft の ö  it'l  HC«  — ) 北 海 の 水 

Ä  、成 

分、 & 

る * 

は 

ft 

m 

に 脚す ろ If.   (JfV  n  «fi  2E 行の ifc 如 M 

i  X の 不 

« 其 

め 他 

め ».：! 化 

.1 

*n 

何に し- ( * やなろ^  « さお 1： 

5t の 

两 Ä 法^ • 述 ベ， 氏 

ら 

U し 

く  ft. 

tu 

I- 

r"i * して スノ サト  >  ン ドめ m 上 

1： 出 

て ら 

れ 

f-.  * ポ^ 

れ 1: 

乙ィ ス 》:  BH する^ 

パ 

ラ  - 71 

itt  ifi の 要点 は 次の 如し 0 

a, 

ィ * は 樺； fc アイス 

― な 

»Je 

b， 

» 太の ギ ，ヤー グ. チ tl'y コ人 

II ァ 

-f ソ 

^ ず o 

•  ■ 

，口お' V グ， レ入 |«は アイ ヌ入^ 

な 》J0 

.1. の 点に' W し 7： 权 し く  :"i  ff.  tf る 

な « 

ベ 

ら 0  w  n 

水 .:：\ 

i ァ 

ィ ■»  ,!?} 

の 

»j  » の 二  *三 にれ て ih  ？  U  T:  «Jo 

第 百 四十 )i  \u)     HJ) 治 I'M 十 二 年 R  n Ii  u  Ai 北 帝 la  k ゆ 》ュ 科 k 學 

mmmm や に 於 て 化 前 ^ 記 ^ の 報 化 及 次 の m m あ b た b ： 

h 抑 山 の m  '入に it さて  >* や I： 人- 弁 I.  ^  a  ti 

w  « >•；  ra の 《 山 》:  i りて «  I ^し 《ト たろ 結 *  ^ 報 '人- ぜんとて w 前 山め 化 K 

4» 12  に- ffi 近 の 地形 W れ^  i  »J  itt き し、 元 文 N  if- 七 J] 卞 ：.： n  W 來の ift  k 
お^  i« ベて お；, t 叫 ift  W 十二 年の pa  'h  I：  & び It 力 K': は A-  ,i  iM に W  m  られ 
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本 frsE^  (明？ 十一 年 二月 t り ra 十三 年一 月 まで) 


f:  »Jo 氏 が 六阁の s 山の 屮 PH 月 二十 三 b に a 山 ぜ し 時 新しき 山の 生ビ； s 
j^ti めて 兑たリ と 又& の 山の 述命 I： 付て 恐ら く 【t，*^ チ -， ク、 ベ， 一 

に见 たる が 如 き 'Spine" に » 化する 者なる S/ しと 述べら る 0     ftfPB 我と して 

m  j ^前 又は 赏 時 に 地 ä あ 9 しゃ 否 や、 電 前山の w 近 に- ia  ä わ •) や 否 や、 湖 水 

の * 及び 井水 I- 多少の ö 化 ft リ しゃ 否や^ 述べ に rtlUJ 物 は 安山 》 な 

リ とて 分析 結 *  ^ ポ されたり。 

a 上 の^^ 中戎は ^形に & リ 又はお は, は 本に- i  ，て ä 明な 《nt れた »Jo 
第な 五十 囘 明治 叫 十二 年 十月 九 H 朿北帝 國大舉 ^ 科 大學經 

濟^ 講' おに 於て f;Hfr、 前 は 記, &次鈀 新入 fr 者の 報^ 及 次の 講^ 


あ 

た 

bo 

a:  fr  ü        *  M       お 小 山 n 十 - 

一 ？ 1 

Ii 本 r- 於け ^>  mmm  r.  it て 

m  m  士 

佐 * 木 ％ 

先 

り 

mmm  t 他の^  a  $ 力 物 の m  m  ^  -m 

さて 弒脚 

ffit の 

分 jss に 人 n. の n 

1- 

て i'q  's.  m  &ニ' ^ の 二 お i: 分 ち 二 

ro.  m ふ 分 

m し 

て个 脚烦& 八 脚 賴 

な 

A  W  ffl なおに 二つ i:  ',\ ち jt の 一 つ 

i-  at さ て 

,;T や a 

な ろ ぼ m ft りぶ « 

1 一 

本 

m め «■  m 斗 n ゆ さ n た りい 

本 Jft に/^ じ る LyoijKMiiatv;i'  I：  at  X 

武 hi x  a  a 

1：  a    n の 分^ 上の J* 位^:^ 

じて 本^ 

の 分 

布な ぺ 、お »  j: 本 

«；•':, 

f«  m  h、  n  ^ して： it- の m  'ヒ * ん m ぺ 

ら n た >) 

ifl し 

て 一 々 « 本^ 示し 

") 

m  .v  i:  i  9  x  ^ 去 の r.t な' し 各 

ft  1-  it て 

it  D 

す S 所め リ 1： リ0 

rr  ii  i- 一  inj    nn  '治 十 二 年 十- 

- )\ 十三 

M 柬北 帝^ 人^ S 科 

大學敉 ^ゆ 講^に 於て 開 fr 、 前 罔 妃 事の 報齿及 次の 講铳ぁ 6  n  bo 

や I'-} の 花 m  m  I：  st て  ß ゆ I：    % 井 枠 夫 》 

^  ？, r{ の 花ん 犯して 牝^    I". 多大の 扭 も-か Ä す 花 «T 病 I：    « ての 研 ^  に し 

て： it- の ゆ r>  i リ it の ;'ん a: な i% さ Jt- の 分布 &  iB  » 像 w 法な .:'f-  ^ せられた 
リ  . 

！ W  ^ 分 布 上 I：  ^け ろ 北^      の ö  ffi      ^ ゆ H  I： 八 W 三 KU  » 
パレ \   ，、 卜 ン W に 依 P て^ぜ ら T: ろ 北^; it の 《0 1勿 と 本 洲の勑 物 4. 比 W 

して 此ひ、 分 %  n の if. な ft-  m  i- し 、ui  r- 新 en  n?  m に- 於、） ^  m^fi-tM ベ. 宗 n  i¥ 
m  .'i て に k な ち 分 w  ^ あ ろ h-  ^ さ. 北海 ui は 此の w  w の 問 I：  ^よりて 
一 方 I：  ,；■! 下 ぜ ろ^れ な 人れ 他方 は 北 边： ぜ 》  m 物^おし^ に w  a の a 戦 》 
1： ろ ひ、 m. あ ろ 'it な' 《 ら ろ. 而 して ä の w  k の 中 北^' 'k の »  ^ な ろ ^見 & 
II     I： 人 m 山 北 ^  t: it ふ w  » な らんと 松 ばれ 1： 'Je 
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笫 百 五十二 囘 明治 四十 三年 一月 十五 a 東北 帝 國大學 農科 大 

舉 經濟孽 講堂 に 於て 開^、 前囘 記事の 報 Ä 及 次の 講^ あ りた bo 
千 If  I:  ^     す h  tr 色 「バ ク テ « ァ ji:  «t て 

* ゅ士 や 1^ 询 it 

来 W よ リ ッリ し 千 I？ に奇' k ぜる れ や 「バ タ T 1 ァ J に 狄 ての 研究 * 锞 なり 0 
其め 「" ク 9   , ァ J は 多 分 Lampm'v""  ro^o-porsidna  U らんと 5 ふ。 W  2£  ffl  ü  JUt  I： 
研^  »fe 々•  iE ベ られ た り o 

有^  w 物の 系 it  s  ^  W 十荣 ra 拉 太 》 

：!£ として' （ V  V  -. u ツ―チ —一 Ä 上 づ―ッ ト三 氏の 研せ^  M じ 此れ ^  6 ヒの 
'1:. 理上 t リ研^ せる fcV  JR と 比 lift せられたり 0 先づ" y  f  - は w 虫 の纖 
の It  I:  L   、) て 有' ず榷 物； ヌ|| ち て Biciliat:"  A  Pdlyciliiita» の 二つと し I や M け は多繊 

て- なろ 故に «  a に SB して^  ä    と 近 さ * なり と ぜ ろ が お， 虫 a 生の 状 m  /t- 

研究 す る に i»l して 此の ^  II  IV. 常なる * ならず と aft じ. 次 に バウ ヮ- 力： 

"山，"" s.iago の 如さ^ か ル の 《i 先 形な リと 推; 》 ぜ ろに a し 火 は に 於て a 
ぶ リ t in しと し ai に- ^^ケ i' が 化 石 ゆ 上 I  、)  m  f  ： る 分烦^    ミ,3 して スコ 

^LJi が し "い ん 以て L.vc つ N'tliaot;" の 系扰に 入る-せ ぜ ろ に W しぬ 後 I:  A 己の 研 
先 に- 依り て W す： ろ *  Bit       «U の CluHu*taxis  ； V  i« ベて Jlfc れ は系扰 的：! 5； 昧 h'  ； ff 

する * なり と し、; !t の 結 * と スづ、 y ト の 耽と 符合す る 故 |： 入 沐 /： 於 て 

ゥ. 上 の iK  it  AH な-らんと し、 I り や' wwlialcs が ^^物の «I 先に t       ず X  Pclyi-hyl- 
lHic の': ft  I： も 非ず と |R ざ *Jo 

W  h の ^リて 14  tfj ャ八问 &  Hi  fT な PS  く  c  CS«  « な n.ü) 

總      集  や  1 

笫 I  • 八 iüj   m  id  m 十  一. ^  二 バ 十 二  u  M 北 帝 ^ 人 學 ^ 科 人 §1 m. 

濟學 講^: に 於て |!9  ^0  fr 頭先づ l;9  fr を^げ 次に 庶務の 報^ あに 其 
大^ 次の し 0 

總 fT  一  Inj,  ； J 次 fr 七 M 、；^ ^敕 十二.: H; の内桢 物' 學に す る もの 

四、 地 n 學に 關 する も のつ-、 勒物 ゆに |别 する もの 二、 視察 及躭: お 二、 入 

^者 七 名 内 fr  i\  ji 名 準 fr  n 二 名、 退^者 一 名、 死 亡者 一 名 c 

次に fr 計の 精密な る报 化-は 印刷して 配ルせ ら る 0 右 終 & て说 則改 

正 あ ！） 次の も Ii し o 
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(8)  求 會配事 （明 fÄWt —  年 二月 よ り ra 十三 年 一月 まて） 

第 ま や: ^ 一條 「本 食 は ö: 貝と して fr 畏 一 名、 — Ä ^二 名 、^計 一名、 

編 $ft ほ 二 名 i:S  く」 

同 第二 條 「0^ は 毎年-- H 總 fr に 於て 無記名投票に 依らて 
之 を 選 求す w し赏 選-おは 辭 する^  i' ^ ず」 

Im] 第三 條 「^ほ? お 故 あ 6' て^ 任せる とき は 臨時 坊^ を 問き 

て 之 を 選^す」  . 

同 第七條 「お 記 は 通 はお 記と 錄^ 咨記 とし 通 信教 記 は ft 外 

の 通信 及び B ^ の 監^^^ 等の ^筏 を^ り ^ 巧(^ おは fr の 記録 其 
他の 事務 を'. お る」 

* 而 して 笫 t- 條は 削除せ らる 0次 に 役 U の 改選 あ り 其の^ 果次の 如 し 0 
fr  m お 部 <k i\-  s  、錄 事 ,«v 記 松 衬 松 年 e- 、  iiü  f.t  i'v  ^  m 田 終-信 君、 fr 針 

伊 嗨 滅 战 u 、  rnn^-  a 八 田 三 郞 n 及 河 ^  r,v 吉 打 、 線 m ^  n n\ n 小 
%  w お、 錄 事 ^ iE  m 助 笠 )\-  #  k お 及 荒' 川 m  n  it o 

以上 終 りて 散 付す o 

^十 几 [tij 明 治 叫 -I 三 ¥  —  n 十 H 柬 北 帝 1 判 人ぼ^ 料大翠 捽 
济學講 'お に 於 て 問 &っ 先 づ fr m m お を 化- げ次 に 庶務の 報^ あに 人- 

要 次 の 如 し o 

üöfr-iüj,  n 次 fr 六 お】， ^敁敉 十一 其の 內 動物^に^ す る もの 
四， 入 額學に す る も の一， 植物^に^ す る も の 三、 他 質翠に 隅す る 
もの 二、 講 ^ 者 十一 名、 入 付 ^ 六 名 內 I ト: fr  n  二 名 準 fr ほ 四 名， 死 t お 
一名、 ß は 吊 M を 送 （>  たるに 故 人の 親戚よ b  m 狀來れ b  h 

常 h 出 f$  fr  n 少か （>  し^ 役 i\ 改 m は ii: む， を^ず 之れ を 中止し 
手 紙 を 以てお u に 投^ を ヒふ^ と して 散 fx す o  1.0  )i 二十 二 口 役 ひ 

立 合 の 上 f)9  ^して 次の お; 果 k  V\ た 6  0 

^頭お 部^ s nM^-^ 記 松衬松 ¥  ü\ m u\ リ v 記^ 田^ u ü 、^計 

伊藤 誠^  0、 編軿ぉ U 新 ^ お if£« 及 佐 や 木 ゆれ、 錄^^ 記铺 W 小 
t(|  W 君、 通 f,i 丧 記 铺 助 描 本 m 一  郎 Ö  、 會 計 铺 助 近 藤^  © 君。 
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發行听 


石 狩 网札幌 區朿北 帝 國大學 農科 大畢內 

札幌 博物 學僉 
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'直-湾 及 印度 產 水牛の 體尺に 就き て 

m  ± 柳 〗h 秀 典 


MEASUREMENT  OF  THE  ZEBU 
OF  FORMOSA  AND  INDIA. 

By         ~  ' 

H.    Yanagawa,  Nogakmhi. 
GovermiKnt  Stock-Farra,  Kosliuu,  Formos«. 

In  Iudia  many  breeds  of  Zebu  are  known  to  exist,  while  in  Fornidsa  only 
a  .sinirle  breed  as  yet  has  betn  found.  As  the  thorough  nionsurenient  of  the  Indian 
breeds  and  rsjxx*iully  of  the  Formosau  «ceins  iicvit  to  have  bet，"  taken,  I  tried  to 
fill  up  this  gap  in  our  knowledge  of  this  domestioated  animal,  availing  myself  of 
the  excellent  opportunity  which  I  have  had. 

The  work  was  attended  with  considerable  difficulty  and  often  performed  at  a 
risk  of  danger,  as  tho  Foriuosau  Zebu  is  ätill  semi-wild  and  gives  a  very  hard 
kick,  which  in  many  instances  has  proved  to  bo  fatal. 

The  measurement  was  taken  during  the  mouth  of  August  in  1911  on  thirty 
Head  of  the  Formosa n  Zt-bu-cows,  and  also  on  one  head  of  the  bull  of  the  same 
breed.  The  measurement  on  the  Indian  Zebu  was  performed  at  about  the  «imc 
time;  the  individuals  examiuotl  wore  nine  in  all,  of  which  six  were  cows  and  three 
bulla.  The  Indian  breed  introduced  to  our  Stock-Farm  is  one  and  the  same  breed, 
which  seems  to  correspond  to  J  Jos  Zebu  indic-us  major  Fit/.inger. 

The  ucasusement  、vas  taken  after  tlui  mctliotl  dm-iibetl  by  Werner  n. 


1). O.  Werner,  Die  Rindersucht.  Zweite  Aull.   S. 144. 
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14.5 

Girth  of  shank 

14 

14 

15 

13 

13 

13 

15 

Longtli  of  head 

42.5 

40.5 

42.8 

40.5 

41 

41 

38.5 

Length  of  forehead 

20 

17 

18 

IS 

17 

18 

18 

Breadth  of  upper  forehead 

16.5 

13.5 

14 

12.5 

11.5 

14 

15 

Breadth  of  lower  forehead 

18.5 

17 

17.8 

15 

17 

16 

17.5 

Narrowest  breadtli  of  forehead  14.5 

13.5 

14.5 

13.0 

13.5 

H 

145 

Length  of  horn 

14 

15.5 

6 

7 

5, 

10 

17 

Length  of  neck 

58 

46 

54 

45 

54 

43 

50.5 

Live  weight  in  kil(»grainms 

219.2 

207.8 

249.0 

1W.9 

200.6 

210.9 

252.3 

Lengtli  dI'  ear 
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YAN.UiAWA  ：  MK^UKKMENT  OK  TIIK  ZEHl- 


OF  FORMOSA 


Bo- 
izumi 

Katsu- 
tomi 

Total  Average 

Kat^u- 
midori 

1  ) い，'"， llf 一 

age 

Max. 

Min. 

Toyo- 
fu«a 

j.    1  ，• ス Ii  i 

5 

6 

！' 

2.5 

Aug.lfi 
1911 

, Aug. 10 
11)11 

' Au に IG, 

一, 

10Ö.5 

m 

108.5 

320S.O 

108.9 

1OÜ.00 

114.2 

1ひ(>.9 

119 

lOO.(X) 

107 

112 

10ö 

32(  ).",.：{ 

10Ö.H 

98.07 

11-1.5 

97.8 

115 

96.64 

108. "> 

HI 

108 

3268.5 

■ 

100.00 

114.0 

loo.r, 

117.3 

98.r,7 

10.5.(i 

108.8 

101.3 

3226 

107.5 

98.71 

95.Ö 

109 

91.60 

GO 

C2 

58 

1783 

09,4 

54.ö.r» 

w 

Gl 

TA  26 

2H 

30 

28.3 

1K>8.4 

:iö.3 

27.82 

31.5 

28 

32.5 

27.31 

42 

43 

" 

1230.4 

41.U 

:J7.0 

45 

37.8-2 

5<; 

«1 

Ö9.5 

1784-3 

09.5 

04.64 

(54 

54.8 

♦u 

5.-J.78 

リ 0 

88.9 

282Ü.2 

04 

8ß.32 

99.5 

88.9 

loir, 

85.29 

151 

148 

1：59 

4：{25.0 

"4.2 

132.42 

1G3.2 

120 

143 

121.85 

122 

121 

120 

： 鶴 .2 

120.5 

110.05 

128 

128 

104.H2 

4:i' 

44.5 

4：).2 

12/ 1  .o 

420 

39.12 

47 

3i> 

43 

34.5 

1080 

33.05 

42 

38.5 

2C.Ö 

846.3 

28.'2 

25.90 

：5：3.5 

2：} 

25.2 

21.18 

27 

:M.r) 

62 

02) 

30.7 

28. 19 

37.8 

2Cö 

.Vi.'J 

27.14 

27 

30 

9(»8.(> 

27.82 

42 

2.'i 

2i) 

24.37 

14'; 

1"j8 

145 

4389.0 

131.34 

1(51 

14ii 

125.21 

:n 

:K» 

27 

928.1 

30.5) 

•28.37 

39 

27 

34.6 

29.08 

37 

:i5.ö 

1095.3 

:V5.5 

33.52 

42 

30 

37 

31.01 

I4.:i 

1S.2 

13.Ö 

4SI3.G 

l(i.2 

14.8« 

22.5 

13.3 

15.5 

13.03 

14.5 

17 

4.32.5 

13.22 

17 

12.5 

18 

16.13 

:>S.4 

41 

41 

1241.9 

4].4 

38.02 

4  t 

38.4 

43.5 

16.7 

18 

KJ.5 

052.2 

1S.4 

1G.89 

20 

16.5 

19.r> 

1G.:J9 

14 

1« 

l.i 

•139.0 

14.7 

13.r,o 

18 

11.5 

17 

14.29 

17.5 

17.5 

17 

17.G 

21 

15 

15) 

】5.':)7 

13.4 

ir, 

1.5 

425.7 

J4.2 

13.04 

16 

12 

1G.5 

1.'J.87 

10 

Vi 

5 

372 

12.S 

11.75 

20 

r> 

15 

12.fi 1 

49 

56 

62 

1601 

；' 33.5 

49.13 

62 

!：{ 

4Ö.5 

"»8.24 

2-23.0 

292.r> 

240.8 

732a.ö 

'244.1 

.T20.Ü 

190.9 

277.5 
18 

15.13 
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ZEBU-CXnVS  OF  INDIA    (  Verhaus  Bos  Zebu  iiulicus  major  Fibiinger ) 


Total 


Name  or  No. 

】78 

182 

181 

177 

179 

180 

Yoare  old 

'； 

fi 

6 

5 

6 

5 

Date  of  mca«ure,nent         Aug'22，  Aug  '22，  Aug'22，  Aug  22，  Xn^>  Aug'23> 
i  aie  01 mtasurclnCnt           llill      11)11      1911      1911      1911  1911 

Height  at  withers 

】2(i 

130.6 

129 

127 

130.9 

130.1 

779.6 

Height  at  chine 

125 

129.6 

127 

127 

133.3 

128.6 

770.5 

Height  at  croup 

129.3 

135.9 

133.4 

129.8 

141.2 

133.5 

803.1 

Height  at  setting  of  tail 

126.0 

131.5 

129.0 

129.0 

135.9 

128.0 

i  <9.4 

Depth  of  dicst 

CA 

63.5 

59 

67 

62.2 

62 

OTT  17 

Height  at  knw 

35 

38 

35 

36 

40 

39 

223 

Height  at  hock 

48 

4!) 

50 

50 

45) 

43 

289 

Height  at  elbow 

71 

74 

75 

70 

76 

74.5 

440.0 

Height  at  thigh-joint 

112.5 

115 

111 

114 

119.3 

110.0 

Ü81.8 

Length  from  poll  to  tail 

Length  from  point  of 

nliouldor  to  pinbouc 
* 

Lonj^th  of  shoulder 

r-t 

155.5 
132.2 
45 

149 

1:J0-2 
49 

158.5 
120 
48 

156.5 
133.6 

155.8 
123 
47 

922.0 
761.4 

284.5 

Length  of  pelvis 

37.5 

44 

10 

42 

41.5 

33.5 

243.5 

Length  of  loin 

31.5 

31 

32 

29 

34 

29.5 

187 

Breadth  of  f»  »rechest 

35 

41 

37 

35.4 

35 

34.5 

21 (.9 

Breadth  of  hindchest 

37 

32 

35 

39 

38 

34 

4、 1 

Girth  of  liiudchest 

162 

166 

163 

175 

170 

168 

1004 

Breadth  of  pelvis 

35 

38 

38.3 

33 

38 

39 

226.3 

Breadth  between  hips 

45 

43.Ö 

43 

45.5 

46.3 

46 

269.3 

Breadth  betwccii  pinbones 

】8 

20 

21 

18.5 

19.5 

'21 

1 18 

Girth  of  shank 

18 

16 

16 

17.5 

17 

17 

f 八， ^ 

Ix'tigth  of  head 

4G.5 

4S.5 

45 

51.5 

44 

45 

280.0 

length  of  forelieud 

20 

20 

20 

23 

21 

20.5 

124.5 

Bmulth  of  upper  foreliead 

17.5 

17.5 

19.Ö 

19.5 

19.5 

】8.5 

112 

Breadth  of  lower  forehead 

18.2 

20.2 

20 

20 

18 

19 

115.4 

Narrowest  bi','!"ltli  of  forehead 15 

15.5 

17.5 

17.5 

15.6 

16.5 

97.5 

I 乂、 ngt.li  of  horn 

43 

40 

•18 

： 化 

30 

36 

235 

Ijrn<rth  of  ncH-k 

ol 

(>2 

r"; 

C2 

66 

68 

36.5 

Live  weight  in  kiln^ramms 

sc 

：351.2 

3S3.3 

3Ö1.7 

347.3 

2109 

Length  ol' «-ar 

3.s 

32 

37 

33 

:i2 

28 

200 
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ZEBU-BUI 丄 OF  INDIA  ( Perhaps  Boe  Zebu  indicus  major  Fitzingor ) 


Average  Max. 

Min. 

Percent- 

u  (Tf* 

174 

175 

173 

Total  Average  P:_ 

6 

6 

6 

Aug.17,  Aug.l7，  Aug.l7， 
19 Jl 1911  1911 

129.9 

136.9 

基ーリ A/ 

100  00 

133.4 

135.8 

140.6 

409.8 

136.6 

100.00 

123.4 

1 33.3 

1 ムリ* リ 

OQ  Ql 

130.0 

133.4 

140.8 

404.2 

134.7 

98.61 

133.9 

141.2 

19Q  Ü 

10S  Oft 

136.3 

137.8 

146.6 

420.7 

140.2 

1 /\0 八 《TP 

10 ん 07 

129.9 

135.9 

19；；  0 

100  00 

■I  W.W 

134.2 

137.5 

145.2 

4lb.9 

139.0 

101.75 

An 

63 

67 

リ */ 

74 

65 

75.5 

214.5 

71.5 

52.34 

37.2 

40 

"リ 

38 

41 

39 

118 

39.3 

28.77 

48.2 

«• 八 

50 

37 11 

49.5 

51 

53 

1535 

51.17 

37.46 

73.4 

76 

71 

リ U*'J  X 

77 

76 

79 

77.3 

5b.59 

113.6 

119.3 

no 

Ü7  AK 
0 1  ,*f ひ 

120 

121 

125.7 

366.7 

122.2 

89.46 

153.8 

158.5 

147  o 

163.3 

160.8 

182.5 

506.6 

168.87 

123.62 

126.9 

133.6 

190 

155 

141.8 

154.5 

451.3 

150.4 

110.1 

47.4 

49.5 

54.5 

55 

56.5 

166 

55.3 

40.48 

44 

リ 1 *ー0 

46 

44.3 

49.5 

139.8 

34.11 

34 

OQ 

一， •V/W 

31 

32.5 

33 

32.2 

23. ol 

30.3 

41 

リ "X-,  9 

42.5 

39 

52 

Jo3.5 

44.o 

32.58 

Of-  o 

•10 

ね f  • リリ 

44-5 

42 

41 

127.5 

42.5 

o  ， 噹、 

lo7.3 

17o 

1 28  79 

185 

ISO 

194 

559 

186.3 

13o.o8 

37.7 

3 & 

29  02 

43 

42 

49 

134 

■14.7 

32-72 

44.9 

46.. > 

リ U ひ 

45.5 

45.5 

47.5 

138-0 

46.2 

33.S2 

Ol 

■»  o 

1ä 17 

•24 

•21 

22 

67 

22. d 

16.9 

18 

16 

\'X  ()1 

■t リ-" 1 

20.5 

19 

20 

59.fi 

19.8 

14.49 

46.8 

öl.ö 

44 

46 

48 

M 

US 

49.3 

.36.09 

20.8 

23 

lo.üi 

23 

22 

25.5 

70.5 

23.5 

17.20 

18.7 

19.5 

17.5 

14.40 

22 

23 

23 

68 

22.7 

16.62 

19.-1 

20.2 

18 

14.79 

24 

21.5 

25 

70.5 

23.5 

17.20 

16.3 

17.5 

15 

12.55 

•20 

2Ü.5 

19.8 

60.3 

20.1 

14.71 

39.2 

48 

：30 

30.18 

49 

48-5 

04 

151.5 

50.5 

36.97 

H0.8 

08 

51 

46.81 

57 

<»t> 

Gö 

182 

60.7 

44.44 

351.5 

363.3 

:ia7.5 

4S7.5 

487.a 

r>4i.r> 

1519.5 

5Ü6.5 

33.3 

38 

28 

25.64 

32 

31 

33.5 

96.5 

32.2 

2H.57 
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ながいも の 新 病 害 

裏 學 I： 伊 m  n 战 


A  NEW  FUNGUS  DISEASE 
OF  THE  YAM. 

Skiya  Ito,  Noguku^h;. 


Tn  tin-  vicinity  of  Sappon»,  the  leaver  ami  vi»<*.<  ol'  t\w  eultiv«t«tl  yam  ( Dim- 
conn  Bdtalaf)  arc  yearly  more  or  k>^  aft'ccto<l bv  a  fundus,  belon^iuf;  to  t!to  ireniH 
Crlindrosporium.  Tlx-  same  fundus  is  al><>  found  on  the  wild  yam  (Dioseorea  ja- 
ponica). 

Tlic  di.-p»iHj  of  the  wild  yam  was  first  notice*!  in  1889  by  Prof.  Dr.  K. 
MlYAHK  in  Tokyo,  und  after  that  tim'— ',  in  any  ,sj>fviiiions  tlie  di.*msi'，l  yam  both 
cultiviited  und  wild  were  e»»llwte<l  in  various  plaws  t>l'  mir  cDtuitrv  bv  him  uwl 
otli(TM.  In 1 1)02,  Mr.  ToKi  uccHl  wllcctcd  tho  siinu'  üiuiriiis  on  the  wild  yam  in  tli<j 
Inland  <  )ki in  Kiushu.  During  niv  iK^animl  excursion  in  the  Provinot*  Eehigo 
in  the  .summer  of  1!K(S,  I  Um\  cullcvtwl  the  ilisousc-d  k-avch  of*  Dlosccrra  jajMUu-a, 
mid  an  oxHininution  .showed  that  it  w»h  als»  thic  t<»  the  ssunc  fungus.  Reivntlv.  I 
obtained  the  sjuu"  di-sowsed  specimen  of  the  cultivatod  yam  from  M«»riok»  in  Xurtli- 
ern  ilonhhfi  through  the  kimliKi^  «>f  Prot".  G.  Yam  ADA.  These  t'm-ts  show  that 
the  'liwaise  is  very  oomm'm  ami  very  widely  di.stributi  «1 tluougliout  our  ««.untry. 

In  the  laft  full,  the  present  diM-nsf  scvcrolv  tlireatnud  the  yam  wliicli  waü 
cultivatcxl  in  tlu-  t'xjR'ri mental  plots  of  our  college  nnd  in  the  adjoiniii«;  ficltls.  At 
tlmt  time, 1 liud  un  op|)(»r( unity  of  examining  the  »vm]»t(»ms  of  this  discus  as  well 
as  the  nature  of  its  causal  fundus  by  tho  iresii  inatoriaLs;  and 1 lmvi、  hvn  able 
Uf  rcfi^nizc  tliut  the  itiugiis  in  quthtion  is  new  to  srienct'  untl  the  (lLsiasc  itM-lf  to 
have  jmss'il  unrcconlfd  up  tt»  the  j>r«.?^at  time.  Th\>  short  piq^r  is  intciiiiod  t<» 
report  upon  some  r faults  ol'  toy  study  <»"  (Iiis  m-w  ilisow  of  the  yam. 
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ITO:  A  NEW  FUNGUS  DISEASE  OF  THE  YAM. 


I  wiuh  to  express  here  my  heartiest  thanks  to  Prof.  Dr.  K.  Miyabe,  who  htm 
kindly  placed  at  ray  liand  all  the  materials  lie  bad  collected  for  my  8tndv. 


In  the  middle  part  of  Soptctnb'r,  many  small  yellowish  unborderpd  specks 
appmr  on  both  surfaces  "f  the  leaf  of  the  yam.  In  the  central  portion  of  the 
<lii?ot)lured  iirwi,  numerous  yellowish -brown  pustules  uro  usuiillv  tu  bo  «»Wrvod. 
Under  a  magnifying  glass,  these  pustules  are  seen  to  be  slightly  rai-sed  anil  wveml 
by  a  membrane.  The  color  of  the  pustules  gradually  turns  into  brown  and  finally 
into  dark  brown.  At  or  previous  to  tbis  period,  the  membrane  ruptures  and  the 
bviuonium  of  tlie  fungus  is  «'Xjxj-OKl  prc^onting  the  appearance  of  u  small  white 
point  to  the  naked  eye.  When  the  surronnding  conditions  are  favourable  to  the 
growth  <»f  the  fungus,  ronidia  cto/o  out  very  abundantly  in  a  flcslj-coloi  ed  or  pinky 
white  mass. 

During  the  developmout  of  the  pustules,  the  color  of  the  specks  alao  turns 
fcradually  from  yellow  to  brown  nnd  finally  to  blackish  brown,  and  a  distinct  durk- 
or  colored  border  appoirs  along  tiicir  marpin.  Sucli  disrolored  spots  ure  roundish, 
polygonal  or  irregular  in  slm pc,  and  are  scattered  or  gregarious,  ofton  confluent 
forming  a large  irregular  spot.  The  .xvmptoras  arc  imwt  conspicuons  when  a  young 
lenf  has  b^en  attacked  by  the  fun^its.  In  that  cusp,  the  entire  leaf  becomes  affected 
making  it  dry  nnd  shrink  up.  When  badly  attacked,  no  green  leaves  can  be  ob~ 
fiprved  on  a  young  shoot, 

The  fungus  often  attutks  also  the  young  vines  and  petioles  of  the  yam.  The 
pustules  appear  mostly  in  rows  along  their  ridges,  and  their  shape  is  longer  than 
those  on  the  leaf- blade.  All  the  leaves  on  isuch  iifi'ectcd  vinos  are  ulnnist  always 
attacked  and  killed  by  the  same  fungu.-*;  and  in  severe  cases,  the  pustnlrs  al.su  appear 
along  the  veins  on  the  undersurfucu  of  the  loaf.  Sucl)  nßected  vinos  may  be  recog- 
»ized  at  a  glance  by  tlit;  presence  of  many  dead  black  leaves  on  tlirm  as  well a« 
by  the  fact,  that  the  vinos  are  more  or  less  hvpertropbiod,  aud lighter  colored. 


A  section  through  a  pastulo  shows  that  the  hymcnium  of  the  fungus  is  formed 
under  the  cnticular  layer.     The  stroma  penetrates  between  tlie  epidermal  cells 


Symptoms  of  the  Disease. 
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roach  mg  to  pallisade  oells,  whose  cliloroplastids  nre  destroyed.  The  (xjimlioplioros 
are  thickly  arrang"l  parallel  to  eacli  other  nnd  at  right  angles  to  a  <:asliion  of 
stroma,  from  which  thvy  nrisc.  They  are  simple,  slruiglit  or  slightly  curvtd, 
hyaline,  smooth  and  unsoptat»),  with  granular  contents.  They  mcjuaire  18-2.r> 
(rarely  30)  x  3-3.5  /ム 

A  conidium  is  produced  on  tl"'  njiex  of  the  contaiophoro.  The  spore  is  filiform 
or  cla v ati'-vy 1 i nd r icu 1 in  shape,  straight  or  tmwtly  curved  on  one  siae,  and  rounded 
at  both  ends.  They  arc  smooth,  hyaline  and  guttulnte.  When  the  couiditi  are 
M^ained  with  hxliue  solution  or  otlier  coloring  solutions,  it  will  be  clearlv  observed 
that  the  mnjority  of  tliem  consist  of  one  to  three,  rarely  four  cells.  Wlien  it  is 
mounted  in  water  or  potash,  these  septa  may  often  be  ovrrlockwl.  They  measure 
26-67.5  x  2-3. Ö  ft. 

Plac«!  in  n  drop  of  water  or  tlie  decoction  of  the  host-plant,  the  8|»ore.s  gprmi- 
nute  within  24-50  hours,  throwing  out  out  or  two  germ-tubes  at  or  near  the  ends. 
The  germinating  livpluie  are  hyaline,  about  2/i  in  width  and  oecasionally  swollen 
in  irregular  shnpo. 

Nomenclature  of  this  Fungus. 

From  the  morphological  characters  of  the  .-jK>rc  and  liymeuium,  we  uiuv  cumIv 
recognize  our  present  fungas  to  l>e  a  sjicoios  of  Cvlindrasporium.  Up  to  the  proK'nt 
time,  I  have  not  yot  bopn  «b!e  to  obtiiiu  the  asoosporous  stage  of  tlie  fungus  b»tl» 
in  its  natural  state  as  well  as  in  ita  pure  culture. 

No  species  of  Cvlindrusjx»rium  purusitic  on  the  species  uf  Diost-orea  has  yet 
iK-en  rcrordod  in  mycological  literature.  ( 'onsiiloring  the  fungus  lis  a im'w  spot-ios, 
tlie  following  <lia2H«)sis  is  give". 

Cylindrosporinm  Dioscoreae  Mival)<、  ft  S.  Ito. 

Spots  amphiii<>n<»u.«,  at  first  unl^ordi'rod,  finall,  yellnwish,  at  last  bortlorrd,  brown 
or  bla<'kisli  brown,  s«-att<T«l  or  irnjrarious,  roumlisli,  polygonal  or  irregular,  «>fhn 
confluent. 

Acer vuli  mostly  <  ])iplivllous  or  liviKiplivllou«,  ！ ilso  on  vines  ami  petioles,  tninute, 
stuittcnxl  or  sjroirarious,  routulisli,  »miowlmt  clon^atod  on  vines,  sliglity  raised,  at 
Hist  (H)\er<(i  l»y  the  cuticle,  hrownish  or  (link  brown,  (inally  oruinpent  abovo,  tlien 
wliitisli,  fU>hy-«<>loro(I  or  pinky  whin*. 

Conidiopliorw  simple,  fitraiglit  or  slijjhtly  carved,  smooth,  unacptoted,  granulate, 
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liyalino,  18^0x3-3.5  ft. 

Coninia  filiform  or  clavate-cylindricnl.  mostly  curved  or  etraifrht,  rounded  at 
both  <  ihIs,  wnooth,  guttulate,  obsoun 、し v  «eptattd, 1-4  eolltHl,  hvnliuc,  26-67. 5  x  2-3.5  «. 
Hnb.  On  Dioscorea  Bataiag  Dene. 

H«ashü :  — Prov.  Kiknchü,  Morioka  (Sept.  1911. G.  Yamaua). 

Hokkaido :  — Pw.v.  I ふ ikari,  Sapporo  (Sep<.  14, 189：,.  K.  Miyah>;  A  J.  Haxzawa;  (Vt.  24,  IM. 
T.  Mivake;  Oct.  1906;  Sept.  1907;  SepC-Oct.  1911. S.  lTo>-ShiroW,i  (Sept.  1907.  8. 1",:. 

Prov.  Oshima,  Kiiaiuur«  (St-pt. 1, 1005.    K.  Miyabk)    Yamaiiak«  (St-pt.  2, 1!»(»T».  K.  Miyabk). 

On  Dioscorea  japonica  Tbunb. 
KUihIiü:    Pn>v.  Oki,  Ni4?ai,  Tögn  (Aug.  l'J!«.    E.  Ti»Ki  i«t mi  . 
Honshu :  —Tokyo   S pt. lH^i».    K.  Miyabk;. 

IV.iv.  Kdiip.,  Mt.  (； iimiulf.  ( An«.  S.  I'm). 

Plivttipathologicnl  Laboratory, 
Feb.    1912.  Coll<»jj<?  of  Agriculture, 

Tölioku  Imperial  LTniverMty, 
Sap|M>ro,  Japan. 


摘 要 

礼 榥 地方に 於け る なが い もの；！^ 年 々 Cylindrosporiufu に屬 する 
—種の 寄生 菌の^ 害 を 受け 昨秋 殊に 其^の^ しか & し 5：  ^め 之れ 
を 湖 ^ せる に 全く 未だ 世に 紹介せ られざ 0 し 病害 菌 たる を 確む る 
i: お }■ たる； こよ &新 に （:，.vlindr<wporium  Diosporoac  ^livabc  et  S.  Ito なる 學名 

を附 したに 本 病^ は 只 ながいも を 伎す のみなら ず やまの いも に 
も 寄生し^ る ものにして 初めてさ^ 博士 が やまの いも の 病害 標本 

5： 朿 京に 於て 枕^せられ し は m 治 二 十 二 年の ことな &其後 德 淵 氏 
の^ 鼓 岛 に 於て 山 田 敢投の 盛 m に 於て 十の 越後に 於て や ま— ウレ iA 

或 は さ— カ丄ヒ も のお' お 標本 を n たるに よ りて J(: 分 布 域の 咴 汎 なる 

を 知る に s る， 本菡の 形態 及びれ: st 等 は w  く 措 さ tt  m 状 を 略記す 
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れば 次の 如し 0 

初め 葉の 表面に 黄色に して 限界 不明なる 小 病 班お 生じ 來&渐 
次 I« 大し^ 數の病 班 あると さは 互に 瘡合 して一 大病 班 を 作 り W 色 
に 變じ逨 に 乾 粘す， お 病 班 中 を 精^ すれば 小なる^ 色の 小 瘤の 存 

する！: 見る， 之れ 病 ® の脔褥 にして 後 ^ 皮 破れて 無 教の胞 -f-i:» 

出す 此 胞子 多數 堆積せ ると き は 肉色 又は 白 肉色 を 呈す， W 本 IS は 

宽 及び m 柄 i: も f ます ものにして 被ま^ 上の瞅 ^は 初め 奴 虫の 被害 

を 受けた る が 如 さ （L'i を 呈し^ 面に 饯麻 5: 生じ 逨に枯 招して 黑 W 色 
5: 辛す. 如斯枯 損！: 一^上に 多 救 並列 し IL つ 其 被宪^ は 多少 肥大 
する を 以て 蹩兒 1&： ちに 本 病のお 知る を 得べ し. 本病豫 ^法と 
して は ボ产ド - の潲注 並に 病^の 摘 去 及び 收栊 後に 於け る « 


a,  ■•  — 一 一 一 


Digitized  by  Google 


本邦 產草 蜻蜍 科の 一新 種に 就きて 

^學士 岡 本 半 次 郞 


EINE  NEUE  CHRYSOPIDEN-ART  JAPANS. 

V.m 

H.  Okamot«,  Nogutcuahi 
(Mit 1 Textfipur) 


Aixx'lirvMi  matsumume  m'v.  spec. 
Kt>rjx;r  mit  den  Anhänge  grll>wpis8lioh;  Fiihh'r  etwas  verdunkelt,  das 1. BjisiiI- 
glied  »UK-eri  hreit  purpurrot  gestreift  utul  das  2.  Basaljiliwl  uuwii  dunkelbraun 
markiert.  Clypoas  an  den  Sölten  je  mit  einem  purjmrniU'ii  Flerke.  Pronotum 
an  oen  Soiton  je  mit  einem  purpurrotrn  Strcifon  gerundet.  Hintor.s<:'henkel  nahe 
der  SjHtzu  breit  dunkelbraun  geringelt.  .jedes  Tairsenglied  un  (レ r  Spitz?  hcll- 
bräunlidi  behaart.  K】m"'n  an  der  Spitze  bruun.  Jedes  Abduminalfjo^nieut  un  i\en 
Seiten  purpurrot  gestreift. 

Fühler  lang,  länger  als  die  A'orderfliigol,         30mni.      Pn»iiotuin  liin«;er  uls 
breit.     Flügel  breit  und  lang,  livnlin;  Fliigolfleck  wie  beim  Tt'xtfigur 1, dunkel- 
grau.     Nervatur  fast  furblos,  hellgelb  bis* 
dunkolgrau  behau  if;  im  Vonlerflitgel  stark, 
im  HintorflÜ£jt:l  sfliwaoh  netzartig ner viert. 
Venuliu!  sectoris  radii  iru  Vordcrflflgel 
22-26.    Vonilla.s  grjuli(i»rmis  im  Vorder- 
flügd  drei,  nicht  parallel;  im  Hint«rflügpl 
zwi-i,  fust  parallel.    Flügelraiul  sehr  dicht 
kurz  boliaart.    Membran  der  leiden  Flügel 
ziemlich  stark  grün  bis  rot  irisiemid. 
Körp'rlänge    12—13  mm. 
VorderflügelUin^p    22-24  mm. 
Grösste  Vortlerflügelbreite  9—10  mm. 
Kagodiitna  :    2^,  7/X， 1 905,  gesammelt  von  Herrn  Prof.    S.  Matsumura. 
Dil";*  Art  benenne  icli  zum  Andenken  am  Sammler. 
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摘  要 

本邦 產草蜻 蛤 科の 一新 種に 就きて 
Apo<hrvsa  mntgumurae  no  v.  spec. 

あみめ 《さかげろ $        (新 稱） 

體 全体 黄 ft にして， 满角は 少しく^ 色 を帶ぶ o    « ^の站 一基 

筋 はもの 外側に 赤紫 色の 一被 線！： 有し. 第二 節の 外側 は 色 を 

呈す o 沏 片は兩 側に 赤紫 色の 一斑 敉を 有し， 前 胸の 側緣は 赤紫 色 
はて 彩らる。 後 腿 節 は 其 尖 Ä に 近く^ Ä の 一環お 具 ふ、 ^節み 谷 

節 はろ の 尖端に 淡^ 毛 を 生じ. 爪の 尖 色な" 腹 部の 各 節 は 

l+j 側に 赤紫 色の 一線 を 有す o 

«1^ は 前翅 より Ü  く、 約 三十 耗ぁ に 翊は 幅《  く  Ü っ^  く し 

て、 透明: ^の 斑敉の 位 S は Ä の 如し. 灰色な &0 翅脈' ょ％ ん 
ど 無色に して. 淡 黄と^ 灰色の 斑ち を 密生し 。前翅の 滕は强 く. 後 
翅の もの は 剁 く 網 H 状 を 呈す。 前^の 徑小脈 技 （Vemilae  tectorin  radii) 
は 二十 二 乃至 二十 六 を I？ す。 VeuUIu«  gradiformis は ^翅に 於て 三 ijfc. 後 
翊に 於て 二 Ü あに 而 して 前者の 併行せ ざるに 反し、 後者の もの 
は 併行せ り。 ^緣に 短き 密 であ f>0 翅！ i 紅綠' 色 を 稍 強く 放射す。 

体 Ü  12  -13 粍 

前 玖 の^さ 22  -  24 粍 

前翅の 幅 （最も 琐さ ひ- 川 粍 

採集 地 &び株 集^ 一一 mfji^  2      (松衬 博士） 
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本邦 產積翅 目 の 一新 厩 及び 一新 種に 就 き て 

a  m ± 岡 本 半次郞 


EINE  NEUE  GATTUNG  UND  EINE  NEUE  ART 
DER  JAPANISCHEN  PERLIDEN. 

Von 

H.  (Jkamoto,  Nogakuahi 
(Mit  2  Textfiguren) 


Matsumuria    nov.  gen. 
(Typus  ：  MatRUiuaria  aipporensis  uov.  sp«，.) 

Beide  Ge«rhl«hter  vollflflglig.  Sector  ra«lii  im  Vtmlerflügcl  xweijft  sich  etw;i 
nm  Ende  ties  ersten  Drittels  der  Flü^ellänge  ab.  Anastomoie  untei  bisx  hon.  Die 
FKtgelspitze  zwischen  dem  Radius  und  der  Media  mit  mehr  «)(3er  weniger  un- 
rrjceltntiffliger  Ader  netze.  Im  äus^ren  Kostalfelde  nur  wenige  Qucriulern  vorhanheii. 
Der  Vordcra«t  der  2A  im  Hinterflügel  entsendet  drei  akxessorifthe  Aetse  nai'h  hinten. 
Beim さ der  IX.  Ring  auf  der  Baachseite  verlängert  und  durch  zwei  Längsfalten 
in  drei  Feidorn  geteilt,  von  Jieson  Uns  mittlere  die  Subgenitnlplatte  bildend  ；  der 
Ring  auf  dorn  Rücken  nicht  geschlitzt  und  in  <ler  Mitlo  des  Hintcrruiides  sich 
rftckwiirls  stark  gebogen.  Der  X.  Ri"g  nuf  dorn  Rücken  pc*'lilitzt  und  um  j«lem 
Abschnitte  mit  einem  hornartigen  Fort  sat  vorsohon.  Die  Su?  nnalklnp|Hm  Hacli, 
m*hmnl  dreieckig.  Beim  die  2  Subgonitalplatte  kurz,  bogenartig,  am  Hiiitoraiidt! 
in  der  Mitte  fast  vierct'Kig  tief  uusgebnehttt. 

Kopf  relativ  gross  und  gnmt  don  Augen  ein  wenig  biriter  nU  tlas  Pronotnm. 
Punklaugon  klein,  in  ein  stunipfwinklipes  Dreiwk  gestellt.  M -Li nie  nicht  glcich- 
m&»ig  deutlich,  woiideru  in  ilire»  Seiton  etwas  deutlich.  Stirnschwielen  klein  und 
deutlich.  Prouottim  breiter  als  Inn«?,  parallelaeitig,  an  d<m  h'mleron  Ecke»  «twas 
•bgernndet;  seine  Mitielfurcbe  breit,  vorne  und  hinten  stark  erweitert. 

Biese  Gntlunj?  steht  nahe  Gattung  Ar<'ynoptervx  Klp.,  aber  liftuptaju  hluh  in 
ふ" Genitalien  ganz  anders. 

Die  Gattung  widme  ich  zum  A ndonken  au  Herrn  Prof.  S.  Matsumuru. 
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Matsuinuriit  gupporensis  nnv.  spec. , 
Kopf  ohr-n  nwtt,  jfolhbrauu  bis  .^liinutzigsjolbbruun, し iiterst'ite  gt'lb;  vor  der 
M-Linic  et  WH  8 liellcr,  Stirn  dunk  kr.  Fühler  im  t»ri>tort'n  DriUcl  gelb, び geil  die 
Spitze  hin  (lunkelbriiuii,  zwei  】5usalj£li (； (1,'r  dunkel.  Maxillui-  und  I^abiahnstor  hell- 
{Tclhraun,  j(«des  üuwi'stw  (iliwl  und  jcclt*  üiif^prstc  Spitz"  st-lnvnrz.  Kupfkhikl  am 
Hiiiterrande  in  der  Mitte  mit  einer  siemlidi  breiten  und  tiefen  kurzen  Längdfardie; 
Hiiitorhaupt.sliwiek-ti  stark  vortretend. 

Pronot  um  dunklor  als  der  Kopf,  mit  eiiictn  breiten  irclbon  Mittclstn  ifen; 
\Viirm8ckwiclen  duiikelbrnan  bis  pechaphwan;  dan  Mittelfeld  um  ersten  Drittel  etwa 

】/5  der  giiiizcn  Breite  cin- 
m'liinetul.  M«o-uinl  Mota- 
thorax  frlänzeiul  ^hwnrz, 
Pruscutuin  des  errferen 
jrclb;  l'nter^'ite  des  Pro- 
Meso-uiul  Metathornx  st* lb, 
Mt'w>-  Motutiiorux  je 

in  dvv  Mitte  dunkclhruuit. 
Cirti  länger  aU  das  Ab« Ke- 
inen, im  unteren  Drittel 
gcU)l»niuii,gi'jjen  die  Spitze 
liin  (lunkcllmiun,  kurz,  dicht  bohunrt.  Reine 
hol  Igel  bbnmu,  SHiicm'u   an  «ler  Hisis  uml 
2.  Tarscnjrlietl  dunkelbruun.   Flügel  hellgelb. 
Xurvattir  hellpelbbrauu.       Im   Kostal felde 
iuHsfilmlh  der  Sub(t>stu  mit  i3-4  Queriidorn. 

も ？ 

Kürperliiiige  (Trix-knen) 】6 〗(J-l!,mm. 
V«»rflerHüjrellän>re    ( " ) 
G rässte  Von! er H  iijrel breite 
(") 

Grösste  Prothorakalbrcite 

(" ) ca.3     3-4  ram. 
Snpporo  ( 1 るつ und  & pporodake  (12  ^  ),  gesammelt  von  Herrn  Prof. 
S.    Matsumtra  und  dem  Autor. 


A 


Fig- 1. A  «Ltv で lliiuerliil^ndc  vun  <>k-n, 
H  da*<'IU>  v.ijj  der 


Fig.  2.  Diu* 卒 HinterleiWndo  vun 
unten. 


16  U»-22mni. 


4,0    5-6  mm. 
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摘 耍 

本邦 產赞翅 目の一 新屬 及び-新種に 就 き て 
Mat8umunn  no  v.  gen. 

校範種  Matsumuria  aapporensis  nov.  spec. 

雌雄と も 冇翅に して. 前翅に 於け る 徑膝技 （Sector  radii) は翅 ^ の 
約 三分の 一 (墓 ^  X りの 處に る、 Anastomose なく、 翅の尖 jg (徑 膝 と 
中 脈との 間) に 多少 不規則なる 網狀脈 を 有し， 前铋 室に 極めて 傲 か 
な る縱 KJ: 具 ふ o 後翅に 於け る 第二  « 脈の 前 小 技 は 後方に = 小 弒 
を 放送せ レ 雄に ありて は. 第 九 腹 節 は 腹 面に 於て 延長し， ニ縱 
^によ り 三部に 分 E さる， 其 中央の ものが Subgenitalplatte を 形成す、 
背面に 於て は？： の 第 九 節 は 裂 目 を 有せざる のみならず， 後 緣の中 
央に 於て 强く^ ICH こ 曲れ り o 第 十 腹 節 は 背面に 於て 裂け、 其の 裂 
けたる^^ 分に一 の角狀 突起 を 有せ bo.Subamilklappen は 篇 平にして、 
5 の 尖 » 三^形 を呈す o 雌に ぁ&て は， Stibgeuitolplatte は 短く して. 
弦 形な に もの 後端の 中央 は. 稍 W 角 形に 深く  00 入 せらる。 

萌部 fifi ゃ大. 後 頭 (钹眼 を 合む) は 前 胸よ 6 多少 巾 廣しコ 軍 眩 は 
小に して * 鋭 三角' 形に 位 Ä す。 M 線の 膨出は 同一なら ずして、 5 
の 兩側は 设 分 明瞭な bo 沏 M  (Stirnschwielen) は 小 なれ ども 明かな ^ 
» ^鞭！ Uo 前 胸 は 常 tCfe よ 6 も提 く， 平行 四邊 形， 中央に ある 
入部 は稍咴 く して、 ろの 前後 は 一 屠; Ä し o 

本 Ä は Arcynopteiyx 覇に 近似す る も. もの 主要なる 異 は 生 
祯器 及びろ の铺助 器の 形状な f»0 本 猫の 校: 範 f| あ み^か あげら は 
敁 初に 松 村 博士の 採集 はか ゝる もの なれば 特に |31 博士の 名 J; 冠し 
て 紀 念と «す0 
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Matewmuria  sapporeneis  no  v.  spec. 
あみめ 力1 あげら 

頭部の 背面 は茧 w 乃至 暗黄稱 色に して、 na 面 は 黄色な に M- 

線の 前 邡は稍 淡く、 額 は^ 色を呈 す。 觫^ の 基部に 近 さ 1/3 はも : 色 
(但し 基 節 は^ 色) なれ ども， 残部 は 尖端に 至る に 從ひ益 ケ^ 祸 なり o 
兩嫒 淡^^, 谷 末端 節 及び 谷 節の 尖端^ 色な り o 後 頭の 中央 は 短 
太に して 稍 深き 縱溝 あり。 後 頭 W  (Hinterhaupt«hwielen)!i 強く 突出す 。 
前 胸 は！ ！邡ょ り Ilß 色 を^び， ^色の/ Ä さ 一中 央縱線 を 打す0' I' 
央 にある 陷 入部 （Mittelfeld) は 三分の 一の 處に 於て 前 胸幅の Vr> を 占 ひ o 
巾 胸と 後 胸と は黑 色に して. 巾央 胸の 前膨部 （Pmo^utum) は^ 色な 
bo 腹部 黑色， 第 十 及び 第 十一 節 は 黄揭 0 尾 毛 は 腹部よ 6^  く， 某 
部に 近き 1/3 は贸 W にして， 残部 は黑^ な &0 脚 淡お^、 肫 節の^ 
部 及び 馆ニ跗 節 は^ 祸 な &。 翅は i 炎^、 翅脈 淡黄糾 乃至 荧^. 前 
綠^ 亞綠 脈の 外側 K  ) に  一-: 7 う 至 四の 縱 小 脈 を 有す o 

体 ß  16 粍  1G-19 粍 

前翅のに さ  16 粍 粍 

前翅の 巾 (设 も 咴さ處 に4.5 粍  5-6 托 

前 胸の 巾 （ 13         )  3 粍  ；V4 粍 

採集 地 及び 採集 者一 礼幌 1れ （松 村！ 礼幌嶽 12?,     < 闳 本） 
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石 狩 煤 田地 質 

现畢士 大 井上 義近 ' 

On  the  Geology  of  the  Ishikari  Coal-ieFld. 

- ' By  ' 
YosHicinKA    Öinou\T5.,  Rignknsid. 


本道に； よ 幾多の 煤 田 あれ ども 恐ら く 石 狩 煤 田の 如く 憐大 なる^ 域 
を 占む る ものな かるべし 柬西四 里 乃至-に1 P. に S  & 南北 二十^ 里に 
^し 面稹約 八十 平方 里 l:A む 之れ 獨 6 本道の 主 煤 田なる のみな ら 
ず 本邦に 於け ろ 最大 煤 田と いふべ し、 予は 去る 三 卞九年 以来 三夏 
問 tf 命 1：^ びて 親しく 本媒田 を 踏査し たれば おに 其概耍 5： 摘, 记せ 
ん とす o 


一地 K 
甲 水 成お 
ィ 古 生紀展 
" 中生 紀層 
>、 第三紀 層 
ュ 第四耙 層 
乙 火成岩 

イ 古 期 火成岩 
" 新 期 火成岩 

丙 地 K 構造 


二 石炭 ^ 
甲 炭厣 分布 

乙 炭！ t 
丙 炭 量 
丁  ' 石炭 成 生 


地 n 


夾煤呀 は 第三紀 駸に 限る とい ふて 可な り然れ ども 第 

地層との! W 係 を 知らん が Ä め 順次 諸 紀^ 


紀^ と 他の 


ピ 
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甲 水成^ 

古 牛お 科 は 煤 田の 束 邊に藉 速し 空' 知 郡 及タ锒 郡の^ 整 を 成せる も 
のな り 上 川 郡に て. 石 狩 川 沿岸 神 居 古 滞よ お' 方に 突起す る 一山 朦 
(神^ 山賊と 假稱 す） は 古色蒼然 樹木 として 繁茂し 空 知 川に 向 
ふて 鍵 々たる もの 是れ古 牛 耙 層よ & 成れる ものな 6 又 十 豚 線路 途 

次 山 部. 金山 銪 の 西側に 常 6  « 然屹 立す る もの 之れ 又 古 生 #e 層 
よ & 成れる タ锒 山脈な り 「アンべ プヌ ブ，」 及タ咴 は 所謂 犬 牙 状 
を 呈し山 竹稜々 裸出して 異様の 地形 を 示せに 古 生紀屠 を構 成せ 
る 岩石 は綠泥 石墨 片^. 石整片 お. 綠泥片 岩, 石灰岩， 婶綠 凝灰岩. 角 

岩. 硅岩 及び 粘板^ 等に して 石^ 片 Ä は 就中^^  ir 成し 殆ど 最下 
部は 位する もの、 如し ifif して 上部に は 》綠« 灰^  Srffi さ 其 中 ffl に 
其 他の 銥^ 累屠 せに 之れ を秩 父系に 比^せば 忪 も巾邡 及 上^に 
相 常す る もの ゝ 如し。 神お 山呢 にて は銥枏 粮然成 W し * 向 略 お 北 
に 近く 束 KS 斜 すれ ども タ？ ft 岳 附近に て は Ä 乱 甚 しく  ^向 殆んど 
一定す る 所な し， 元と 神 居 山脈 とタ镟 ftl»^ と は iE« せし も 
のなる も 地效收 縮の 多 の 》曲 を 牛 じさ 知 川上 流 地方に 於て は 
其 上部 K 中生 « 層 tm' さ Ä めに 迚續 して « 出せざる な b。 
中生 IB 屠 は 古 生紀屠 5: 不整合に 藪 ひ 空 知 川上^ 及 美 《 山脈 以南 夕 
上流 K 亘 6 て し 其 S 域^し、 神お 山脈の 西側に 接し 丘 地 
を 形成して 空 知 川の 南^に 逑し 「ァ シべッ ヌ ブリ」 附近に 及ぶ もの 

及び 类 《 山脈よ «  別 地方 を拌 てタ圾 川 上 沫 を 南 行 する もの も 
Ä 阆紀の 地 して 砂^.  Ä 岩 及 頁 Ö の 互; pf なに 空 知 川 を 上 & 
字 野 花 南 よ 《> 字 瀧の 上の 上涞 に: g るまで 河^に 成 層す る もの 之れ 
哲 中生 屠な に 乂^ aff5 町よ 力 砂 川锊^ ： ての 東方 は 常り て 南北 
に 横 はる美 巧 山 flß の^ 部 は 同 紀^の ものな り. 又 「アン モ ナイ ト」 の 

採集 地と して 著名なる 《 お ^川上 流 地方 及 夕 5R 川 上 流 地方 は 《 其 
迚» なに 本道の 中生 紀 W は K に 銪學^ の 研究に より 白窒 tt 層な 
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る こと 明に して 地 府の厚 さ は 随所 異 にす る も 最も 著しき 變化 あ る 

は 上部 白 n 杞厨に 見る 所な &さ知 郡 北部に て は數千 尺の 厚^ を 成 
せし が 幾 养別川 流域 地に て は (H かに 數百 尺に 狨じ 白堊 紀 屠と 笫三 
ÄI 解と の坻界 綵を爲 せる 礫 岩 厚府の 如き も 北部に て は 百 有余 尺に 
達 ぜんか 荬唄川 以南 稅 向川に^る まて 殆ど 該 層の 發達を 見ず， 然 
れ ども タ狭 川上 流に 於て 再び 十 尺 乃^ 三十 尺の； y: さ を 有する は 至 
る. 此の 如く 地 屠の 厚 傅 定ま & なく 义岩 種の 差異 ある は 諸 岩 成 屠 
^時の 沈 JB 物 ft、 種 頟及 海水 若く は 河流 等の 動搖に 基く ものにし 

て 被 十 丁 成 は 救 m に亘 りて 匕な さは 甚だ 稀な りと す、 白堊 紀層 
よ も 採集せ し 化石 傚 はおの 如 し o 


海^ 頹  一秫 

腕 足 ®  二： f I 

««&m  十二 種稃 

腹足顿  五糨稃 

頭足類 （アンモナイト Si)  二十 糨稃 
苷椎 動物の 脊椎  ー禾 f 


其 他械物 化石 はぞ I！ 科大學 藤井敎 授及ス ト - ブス 博士の 硏究 によ b 
發 表せられ たるの も 十八 種 あに 化石の 分布 を 見る に タ弦郡 及 空 
知 郡 南部 はて は 「アン モ ナイ ト J の大 さも E 大 にして K 桠ニ尺 五寸 
に Ü する もの あに 乂其 fi も 北部' さ 知 邯 は 比し て^し 北部に て は辦 

ä 額 中の r ィ ノセ ラムス」 及 「ト リ ゴ- -ァ」 多產 する も 其 形 小なる も 

の V みな し 

[は 白堊 紀 W 上に 成^す る も 空 知， 夕張兩 郡に て は 殆んど 

整合に 成 厨し 走 向 傾斜 相 一 8： せ b  、 故に 白堊 紀^との 境界 判然せ 

ざる も 白^紀 屠の 最上 部に 赏&硖 岩 厚 射 を /H さ 其 礫岩の 上層 中に 
存在す る 化石と 白窒 紀厣屮 5こ 存 する 化石と は 全く 趣 さ を 異に しば 
つ 瑰岩展 の 成 生 は 多く 海岸 若く は 河 n に 於け る 砂 磯の^^せる も 
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の なれば 頁^の 如き 細微なる 沈澱物と 其 沈 JÖ 位^ を 異にす， 即ち 
地形の^ 動 を想倮 する を 得べ し， 故に 此ニ^ よ （>  余 は 白堊 紀 屑と 

第三紀 層と 5rIS 別す るに 澳岩厣 を 以てせ （>0 
第三紀 肘 は 石 狩國に て は熵大 な る 地域 を 占め 多 救の 石炭！： 塊藏す 
る を 以て 11t 人の 注目す る 所と なれ b 今 第三紀^ を 大別して 上部. 下 
部と なす、 上部 及 下部 は 何れも 整合お 成し 兩郡內 にて^ 確なる 不 
整合？： 兒ず 之れ 中生 粑 時^よ ら 第三紀 終期に 至る まて 極めて 靜筏 
な る 羿降ぁ b しのみ にて 著し さ 地'; &の^ 動な さ を ；© する ものな b 
されば 第^紀 屠 は稱 細な る 化石 上の 類別に W ら ずん ば 時代に 從ひ 
之れ I： 細 刿 する 能 はず 愛 に 上部 下部と 別ちた る は 主と し て^ 種 お 
某と したる ものな に 即 ち下邡 第三紀 展は 砂岩， H 岩. 泥 灰^、 澳ぉ 

及 石炭; g よ & 成 & 上部 は 凝 灰 及 凝 灰'/ r ぽ^よ 成れる ものな ら 
下部 笫 三紀屉 は 砂岩. 頁岩， 泥 灰 岩 及 石炭^の に して 最上 部 に 
礫岩 及 砂^の 厚さ 互 暦 を m' け b, 此 礫岩 及 砂岩の 互騷を 以て tu 三 
紀厣の 上下 部の 境界と なせ り而 して 其 分布 を 見る に 下^ 第三紀 » 
は 白堊 紀； f に 接近して 成^し 上部 第三紀 r# は 最も 外側に 配列せ b 

今 第三 耙層 中よ り產 する 化石！： 大^せば 左の 如し 

下部 

腹足頹  七種稃 

鶴 缌 頓  十五 種 程 

植物 化石  六 七 種 

上部 

im 足 類  一種 

辦 SS 頹  八 種 程 

化石 中 最も 多產 する は 牡 介に して 下部 第三紀^の 下位に 常 b  m 
集して 一地 屛を 形成し 厚さ 百 尺に ん とする もの あに 此の 牡 « 

介 W は 美!！ 9 山脈の 束惻 即ち 芦^川 流域よ り 空 知 川に 及ん て 著しく 
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する も該 山脈の 西側に は斯 かる 厚厣を 成さ ず 且つ 給 介 を iß じ 

一部分 は 全く 蛤 介に て a さ換 へられた る嗞 あり o 
第 四 紀 » は 石 狩 川，^ 知 川. 幾 #  m 川、 棵 向川 及夕锒 川 の 如さ大 川 沿 
岸に 堆積せ る 最新 地 m にして 主として 砂 及 迪坶ょ り 成 も 厚さ 一二 
尺よ （》 三十 尺の 問に あ 6 而 して 右锘川 hi 岸 お 熟 祝 する に 多く 一段 
若く は 二 段の 陏段地 あ りて 幌 向川 下流に て は 三 段 を も 成せる 段丘 
地 あ b、  ^れ第 四紀成 生物に して 河流が 上流よ り 運 下せる 沈稜物 

5: 其兩^ 若く は片 岸に 堆穰し 川 流 は 次第に 川床！: 澄 刻し 斯く して 

段丘 地 を 形成せ る ものな り。 

乙 火成岩 

古生^よ り 第三紀^^で の [111 に迸教 せし 火成岩 は 其 類 甚だ 少なく 

又; ttE 域 極めて 小な &介 火成岩 を 第三紀 以前に 成 生せ る ものと 以 
後との ものに ß5 別し 其 種類 5：* げん。  ' 
古 期 火 成 と は 第三紀 以前に 迸 後せ る ものにして 其 種類 值 かに 三 
種に 過ぎず 蛇紋 岩， 弒綠 岩、 及 角 閃 岩 之れ な り 蛇软も  1 は 神 居 山脈の 
西側 及 タ吸岳 附近に Ä はれ 神 居 山脈の もの は 古 生 屠と 白堊 紀 麻と 
の 境界に 接し、 夕 張 岳の もの は 古 生 厣を賓 さて 迸發 せる ものな り、 其 
性 巧同樣 にして 峭綠色 乃至 黄色 を 呈し多 く は 塊状な る も 亦 神 居 山 
脈の 一部に て は片狀 を 成せる もの あに 此の 蛇 钦岩は 恐らく 白堊 
紀 時代の ものなる べし。 《 綠岩 はタ锒 岳の 古 生;^ を赏 ける 綠 色の 
^石に して 小區 域？： 占め 角 W 岩 は 神 居 山脈の 一 小 部分に 小 塊状 を 
呈 して 古生^ Jr^t ける ものな に 此等は 古生紀 時代の 迸圾 物なる 

ベ し o 

新 期 火成岩と は 所 HR 火山 Ä にして 第三紀 以後 即ち 現今 する 所 

の 多く の 諸 地 w 生成 後^ 出した る ものにして 其楝 ta は 石英 粗 面 岩 
安山岩 及 玄武岩な に 石英 粗 面 岩 は 煤 田 中 唯 一ヶ所 空 知 川下 流 南 
岸 字 下 赤 平に 於て 一 小 塊状 を 呈 して! 》Ä 出せる もの ゝみ. 安山岩 は 
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或 は 熔^ として 火 II より 流出せ る もの あら 或 は 狀 をな せる あ 

(> 或は；^ 狀を呈 する もの あ り 空 知 川 北岸に^  im 錐狀 をな せる 
「ィ产 a ケッ ブ」 if? は 元と 一 火山に して 殆 ど 全部 安山岩 (安山お にも 
數種ぁ り） を 以て 蔽 はれ ^  く  » 野 を 周に 鬼 けに 又 タ吸邯 内 「ェキ 
モモ アン/^  、」 川 屮流及 タ锒川 支流し、 ンケモ ュ-バ "」 川上 流に 岩 
脈狀 をな せる 安山^" は 第三紀 iff を m 'きて！1 it 出し 幌 向川 中流お 岸に 
て も 小 w 部に 一 小 塊と な りて お出せ る もの あり 又 夕锒邯 紅葉 山释 
隧道 側に は n 岩 中に^ 狀を呈 して 柿 入せ る もの あ に 空 知 川 南/ r: 
に 二 個の 回 雜形 火山 あ り 束 方の もの を 神威^と へ 西方の もの！： 

小 神威 Ä と 呼ぶ 此等は iCÄÄ 熔 W を 流出 したる も 31:E 域 狭小な る 

ものと な &、 以上 「ィ 产ムケ タフ'」^！: 除き 其 他 は 皆 一 小; M)^ に 止^ 

り3 知. タ^ニ 郡 煤 田の 廣 地域に 於て は 火山^ 乏し く 寂 * たる 奴 あ 
&然れ ども 石炭 铖 業者に 取 &ては fr に 幸運と いふべ し 九州 銥煤田 
に a る 如く 火山岩の 突出 は 珑 炭 rr を 铤じ乂 附近 地 w を 泯 亂 せしめ 

炭荣 者の 大 なる 降 害 物と して 嫌 ふ處の ものな bo 

ほ 地 構造 

古 生；^ 成卞. 後一 度 地殻に^ 動 あ b て 古ル: 紀 w は皴曲 を 生じ 後 中生 
紀^ は 古 生 紀^ 上に 不整合 を 成して 沈 濺し屮 4: 紀の 末期よ り 第バ 
紀に 移る 時期に は 地表に は 著しき ö 動な く 唯徐々 と^ 起し 又は 降 
下した るに 過ぎず 铕 いて 第 h 紀^ 形成せられ 將 さに 笫四紀 に搏せ 

ん とする に赏 ！》 激烈なる 地镊 起ら 地 皮に 横 魁 力 を 4: じ Ä めに 地^ 

は 幾多の 皴 5: 作る に 至 &ぼっ 無 數の斷 W 之れ に忭ひ 痛く 地層 5: 搔 

ÄL せし む IM して；^ 铤勒 最も 烈し さ 地方に は 火山 を卞じ 熔岩 を叭 出 
せしめた に 彼の タ 5ß 山脈の 如 3 或は^ 山脈の も n さは 哲常 時の 

逍 物にして 就中 美^ 山脈 は镞曲 山脈の 好例 を 示し 南北に 通ず る一 
背斜 軸のお' 側に 於て 地 ^は^お W を 作 り 朿側は 束に 頻斜し 西側 は 
丙に 傾き 北端 は桉状 i: 呈 せに ヌタ强 川 上流に て は 他 肝の 顧 倒せ 
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る あ & て 白 ？！ 耙 麻が 第三紀 肝 上に 成府 せる が 如さ舰 あり 之れ 横^ 
力の ä めに 上下 相！ a 筏し 假想 的に 古 期 水成岩が 新 期 水 成お 上に 成 
^せる が 如く 見 ゆる ものな に 而 して 今^ ^山脈の 東西 兩^ の 地 

» を 比敉 する に朿 K は 整然 成^し ％ん ど一 の皴曲 を存 せざる に 反 

し 其 西： R にて は皴 曲に 皴曲 を^ ね 斷屏又 W 層の 構造！： 冇 する 所挱 

なからず 就中 其 著名なる もの は 耿志內 炭 山 附近に して 大鈹曲 中に 
小 » 曲 を 作 ひ 屬 之れ を 枏ぎ& 地^の 走 向 «斜 甚だ 不規則 を& 

ひ盖し 強大な る壓カ I： 受けた る 地 は 著し く 氓 亂 し)! 5 カ大な ら ざる 
地 は 比 校 的 整然たる ベく 即ち 美 唄 山脈の 西 S は 束 35 に 比し 強烈な 
る壓カ i: 受けた る ものなる べし. 蓋し 本邦 地形が 束 方に 膨れて 弧 
狀 を 成せる は 阆理 に 源 Ö する ものと いふへ し o 空 知 川 沿岸 K 擗立 
する 「ィグ ムケッ ブ」 岳, 祌咸 岳, 及 小 神 成 岳 等 は 地 胼投亂 し 地 皮 脆弱 
なりし 地 照よ & 岩漿^ 出して 熔岩と なり 火山 を 形成せ るな に 此 
く して 此等銪 山脈 屹立し 其 後 第四紀 tu よ 本道 雜 火山の 活動^な b 
しもの V 如く 其喷 出物 は餓 地方に 散在せ に 爾來 風水の 浸 他 作用 
んに行 はれ 山脈の 部 は 智崩绂 せ られ 河流の ß めに 運 下せ られ 
て 其 形 を 失 ふに 至る、 想 ふに 山脈 成 斗: 常時 荬唄佑 上の 高さ は 現 
今の 三倍 あらたり しならん、 斯 くの 如く 一方に 疫他 作用 行 はる ゝ 
と 同時に 又 崩壊 物 は 河流に 涎 ばれ 其兩ゅ 又は 河 |] に 堆積し 以て 今 
日 の 第 四 紀展を 組成せ るな L 

二 石炭 W 

白 銎耙層 中に も少 傚の 炭 呀 を 介在せ ざるに 非らざる も 厚さ 甚た' ^ 
く 且つ 炭 S 粗悪 なる もの なれば 之れ！： 宵 略し 主と して 第三紀 展中 
の 石炭に 就て 述ん とす o 

甲 炭^ 分布 狀旗  • 
第三 « 厣中 にても 下部 第三 ft! 械は夾 炭 W と稱 すべく 幾多の 炔 Wi: 
挾 せり 今 芦別 川 沿 ゆの 整然たる 地^に 夾 まる ゝ炭屏 J:  Ä する に 
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ニ寸 以上の もの I：  iäi 計 すれば 百 五十 を © ゅ然れ ども 炭^ は 缈 ff 尺 
乃至 數千 尺に 亘 て (Ä1 厚 同^なる もの 甚だ 少な く從 つて 炎 層の 數 
は 場所 5:^ にす るに 從ひ; 教に差 興 あ i>o 炭^ を埋 沒 する 地^ は 
地形 上海 拔ニ千 尺 以下に して^ 知， タ 吸 二 邯 にて は 招 商 丘 性 をな 
せる 地な りと す、 即ち 美哏山 服、 タ^ 山脈 等の Ä 淤ょ b 其兩 側に 
常 P 殳狀 をな して 低下せ る 第三紀 服 中に お 在す 0 今 其 分布！： 見る 
に 芦 m 川 兩^ よ b 空 知 川 兩 ^ に 及び iif 折して 实 GH 山脈の 《  K を 南 
下 しお 江川. ^井!' 1: 川 及^ 唄 川 を 橫断 して 川に 及び 小躭曲 
irÄ しつ ゝ幌 向川に 到 り 浚に タ张 郡に 人 b て タ^ 諸 炭 坑 所在地 を 
辗て國 境 を 過 ざ 十 膝に iüi 絡す o 

炎 械數は 百 五十^  5:5? すれ ど も 現 午 採 堀に 镞 ゆる もの は-: K: 教甚少 
な し 空 知邯耿 志 内 炭 山 近傍 は其數 最多 なれ ども 約 三十 を 超お ず而 
して 三十 呀と雖 と も 必ずしも 耿志內 ^田 中何處 にも 迚賴發 逢す る 
に あ ら ず 其 屮 に は 小 W 部に 止まる もの 亦 ](； 半ば i'  Ä む. 而 して 漸 
く  ^下す る に從ひ 炭^ 数械 じ :カ明 川 以^ 夕 吸邯 南部に 至る まで 約 
六 七 M  K 過 ぎず ifli して^ 知 郡 内に は 炭 W 最厚 六十 尺 に逢 する もの 
あれ ども 夾雜物 Kr: する を 常と し^ 通 二 尺五才 以上 十 尺 内外の も 
の！： 多し とす. タ张邯 に 於け る 厚さ 二十 四 尺の 如 き は 本邦 中に も 
稀に 見る^ 炭^に して: 又 石 狩 煤 田 中の 首位お 占む る ものな " 

乙 炭 Ti. 

阆一 屮 にて も 上^, 中部. 下部に 於て 旣に frÄ'H:  ^を 異にす. 即 
ち 光 巧に 色. 硬 皮、 比: Iii:. 割目 等 物 PS 的 性 K に 差逮ぁ るの みならず 化 
學的 成分に 於ても^ しく 異なる もの あに 而 かも 上部 は 强粘結 性 
に して 下部 は 殆ど 不粘結 性な る こと あ り是れ 植物の 種頹 及び 之れ 
ic 泯入 せる 不純物の 差異 等に よって 斯 かる^ 化 ある ものなる べし 

故に 數 u 間 以上 も か: つる 地に ては^ だしく  « 忭 K を^ず る こと あ 

に ^知邯 及 タ张邵 の 如 さ炭廣 数多き^ にて は 層 厚 常なら ずして 
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且つ 上下 S 及夾雜 物の 栩頹等 一定せ ざる ものに 於て は 確 ^(こ 各 炭 
府 5： 逮 離に^ 铕 せし ひる 乙と はお 易なる ことに あらず. 然れど 

も 岩石の 種 Si、 特微 ある一 二の 炭 靨 或は 化石 ^等お 標準と し 略 ぼ 
各 啄を迚 絡せ しめたに 而 して 石 狩 煤 田の 南北に 於て 炭^に 火な 
る 差 35| を 見る は 粘お 性なら ざると 粘 結 性なる とに あ & 乃ち 空 知 郡 
の もの は槪 して 微粘 粘性 若 く は 不粘轱 性の も の^けれ ど も タ很郡 
の 如 さは 殆ど 全部 强 粘結忭 の ものな b  fit に 光忭^ に從っ て 其 用途 
を 異にす 元來 石炭 は 色 漆^に して 光 ^強く  K 硬く して 比 ffl 小なる 

もの を 稱^ すれ ども 乂化學 的に ia 形 炎 索 厭 火なる もの を^む もの 
あ り 成 は撣發 物に 富める を 欲する もの あ も而 して 其 粘お: 性と 不粘 
お /忭 と は 骸炭 製造 用 に 適する ものと 適せざる とに 區 別 せらる， 故 
に 其 用途よ ら ffoq せ ば 左 の 如 し 0 

さ 知 郡，^ 川 西 ゆの 炭^と ^ ^續神 成 坑 の 炭^ 屮 に は. V, ^性 に て 
骸炭用 に 適する もの あり 又 奔^ 炭^ &饯^  V 川 炭 箱の 石炭の 如 さ は 
揮资 物に^み s 斯用に 適す る もの あに 又 幌內, 幌 向炭礪 の 石炭 は 

比^的に 煤 少な く  H. つ 火^ 激烈なら ずして 永く 火 《 を 存 する 擻は 

家庭の^ 垴 用に 供して 可な 6 而 して 空 知邯屮 其 他 諸 煤 田の 石炭 は 

きく  Ä 取. 汽船 其 他 工場 用に iiS する ものな に 夕 报邯の 石炭 は 前 
述せ し 如 く 强粘 粘性の も の 多 けれ ど も 又骸块 用に 適せざる も の あ 
り 炭磷汽 船&社 所甩の 石炭 は 多く  炭 用に 供 せらる V も ま Ä 斯 
用に も 汽船. Ä 車. 其 他^ 機 RM に 用ね ても廣 く稱资 せらる ゝ ものな 
に 父 石 狩 石炭 の 石炭 は揮發 物に ® 富に して 教炭 用よ り は^ 
ろ 用に 敁も適 常す る ものなる べし。 

轼 みに 粘 結 性 炭と 不粘轱 性^と を 燃 燒し其 灰 を 取りて 分析せ しに 
左の 結果 ir^ た も 0  ほ 不充分な b しおめ 多少の^ 差 あれ ども 其 
大約 を 知る を 得べ し） 
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粘 結 

ft 嵚 

不粘結 tk 炭 

成 分 

タ 张 

神 成 

m 內 

幾 8'1 

SiO, 

24.48 

13.47 

32.48 

55.29 

A1A 

13.72 

24.97 

34.65 

31.62 

FeA 

14.()2 

30.00 

5.75 

3.06 

CaO 

2^.63 

13.25 

10.: お 

3.09 

MgO 

11.06 

3.22 

1.03 

0.57 

NaoO 
KO 

SO, 

5.5(i 
8.80 

1.90 
7.92 

2.40 
5.54 

2.00 
1.26 

右农の 如く 兩 種の 石炭に 於て 著しき 差異 を 見る は 粘 結れ: の もの は 

と礬 ：!： に 乏しく 却って 笫ニ敌 化铱， 石灰 及 酸化 苦土 等に 富め 
る 5: 兑る， 從來粘 結 性の もの は 酸素の^ 若く は报妤 物 に BH 係 あ 
るが 如く  ^導せられ たる も 石炭の 灰分の 竹 :« に 密接なる 擱 係 ある 
こと 以上の 如し、 右 は試驗 材料^だ 乏し かりし が拊ほ 多 救の 材枓 
I： 得て 之れ が 研究 を i ねんと 欲す c 

W 炎 量 

災 暦の はさ， 炎 搬便 否. 採掘 難易 等に よ & て 同一 炎呀 にても 採 

掘し 得べき 炭 i に 差異 ある こと は输 なさ ことな に 然れば 將來採 

掘 法 進歩し 迅搬法 改良せられ 經 済 的に 操業し 得る 時據に 於て は 水 

举 以下 は 現今 假定 線よ &も遙 かに 掘 下す る！: 得べ し〕 石 狩 煤 田に 

於て は 隨所炎 S, 炎 暦 厚 を 異に する！： 以て 猪 所 水準 以下 線の 位 S5: 

異にせに 然れ ども 空 知 郡に て は 南都 幌內及 Ä 宇 炭坑 附近 は水舉 

下 七 百 尺 乃至 千 尺 まて を 針 上せに 又 タ張邯 にて は块層 厚く ぼつ 

炭質 良好なる もの 多 さ を 以て 水準 以下 千 尺まで 現今 採取し 得べ く 
以上の 如く  》 所 を 異にする に從ひ 水準 以下 線 5： 異にする も 炭/ ^ の 

厚さ は 皆 二 尺五寸 以上の もの ゝみを 選び 且つ 小ん) 部に 限 &發^ せ 

る 炎^ を 除き 諸炭屏 の總: を 計ず; [せし におの 槪牧 5: 得た 6 

空 知 邯         五 ffi 六 千万 《I 
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タ^ 郡  二 億 千万 噸 

此の ^數は 炭屏が 全部 地^ 中に 埋 伏せる ものと して 計お せる もの 
なれ ば旣に 各炭碳 にて 採取せ しもの を 引 去れば 

空 知 郡  五 五 千万 噸 

タ锒郡 二  (ß 万噸 
の殘 S: 數を 得. 今 假&に 將來 諸 炭磷勃 典發展 し 約 三倍の 產額 （ーケ 
年 四百 五十 万噸） を 見ん か枬百 二十 余 年の 事業た るべ し. 而 かも 將 
來探 搌迅搬 法 進歩し 作 紫お 易なる 暁に は 水準 下線 を 延長し 史' に 倍 
數の產 額 を 得る 乙と あるべし。 

丁 石 麩 生成 

石 狩 煤 田 中には 上^せし 如く  》 多の 石炭 成 肝し 第三紀^ 巾に 介在 
す。 石炭 成 生の 材枓 とな & たる もの は 何 どやと は K にお 人の 發す 

る も Ü 問の一 なり， 石炭 生成に BS して 從來 諸說 あに 或は 水草 說ぁ 

り^ は 流水 說 あに 然れ ども 本 問^ は * 處 を異. にす るに 從ひ 生成 

も 亦 《あるべし. ^地の 分布 及 地文 學的狀 態 は 必ずしも 本邦の 如 

さお 北に 長き^ に 於て一 铰 なる 能 はず， 故に 水？ ざ堆 接して 炭化 し 
石炭と おれる もの あるべし. 或 は^ 木 若 く は 灌木の 炎 化せる もの 
あるべし C 石 狩 煤 田 中の 石炭^の 上下 磐に 存在す る 植物 化石 を兑 
るに 松柏 類 水 松 科の もの 就中 多^: にして 其 他 棒. 櫧. 械^ 泯 在し 湖 
紮榭 類^な からず 故に 水草 類が 生長 原 地に 堆積した る ものに 非ら 

ざる 5: 蹬す而 かも 炭 W 厚さ 一定な く 甚だしき に 至 らては 三十 尺の 
^肘が 数百 尺 を 距て、 值 かに 五 人 尺に 狨 ずるが 如 さ 例 あ &て數 百 
尺 乃至 教千 尺に 亘 6 て 同 厚 をな する こと は 石 狩 煤 田に は 稀なる も 
のとす、 而 して 炭^ 上下 » も H 岩よ り 砂岩に 變移 する あに 或 は 礫岩 
に變 ずる こと あるの みならず 多くの場合に 炭 W の 附近に 砂岩 5: 掙 
ふこと ある は 静止の 位蓰に 堆積 して 炭化した る ものと 說明 する よ 
り 寧； S  ^搖 ある 地 （こ 於て 流木の 如 き 物が 泥: h, 砂礫に 蔽 はれ 以て 


Digitized  by  Google 


* 井 上 一石 》  « 田 *i  K 


石拔に 化した る ものと 說明 する I と！ S 赏 なるべし と 信ず 0 又 空 知 

郡 歌 志 内 煤 田に は一 ニ^の 石炭 中 に は 囊ゃ砝 化 木 塊 を 存在す る 乙 
と あに 恰も 筑璺 炭田に 於け る 松 岩と 等しく Ä 暦 面に 平行して 伏 
在す るが 如き ある も亦硪 直なる 乙 とも あ &其形 不規則 はして 小 は 
寧 火よ 6 大は^ 三尺に^ する もの あ &て其 種類 は 未だ 充分なる 研 
究 なけれ ど も 松柏 頹 に 似た る もの 多し、 此昧化 木 は 如何； こ して 生 
成せられ たる ものなる か. 眷て筑 S 炭田 調 杏 K 際し 木戶、 松田兩 
學士 が^ 述 せられた る 如く 旣に硅 化せし 樹 木片が 流木 じて 堆 

穣し 炭化せられ た る 石 麩 中に 砝化 木と して ィ frt する ものなる べし 
該 5fe 化 木が 炎^ 中に せ-在す る 状 « を 兑る に砝化 木の 斶邊は 明瞭な 
る輪綁 を を 有し 石炭との 區別 判然た に 之れ 其 種 ^物が 堆猜の 際 
或る 種 額の み砝 化した b とする は化學 成分 相 類せ る 植物が 同— の 

状 想 (c 於て- は 炎 化し 一は 硅化 する の^！: 解す るに 苦し ひものな 
bo 


Digitized  by  Google 


例 凡 


索^  #  MiHtü 


«  « 


!!•  II  Hi 


4  « 


Digitized  by  Google 


後方 羊 蹄 山 (マ クカ 9 ヌブリ ） の 植物 分布 狀 態に 就き て 、 

西 田芘三 


On  the  Distribution  ot  Plants 
on  Mt.  Makkarinupuri. 

By 

Snr>zo  XwniDA. 


緒 言 

後 力' 羊 蹄 山 は 本道 史上の 名山な に 而も 所產 植物の 豊富なる と 交 
通の 便に 據る こと 全 逬餓商 山に 冠たり。 從て 有志の 本山に 桢物採 
集 を弒 ひる もの 頗る 多し o  ^は 明治 三十 ル年 八月 や 恩師 莊司 Ä 六 
氏に 從 つて 初て 本山に^ に 其 植物 分布 状 飽 の 特異なる に 注 窓し、 

爾来 これが SH?E  Jr なさむ こと を 企て、 明治 四十一 年宮部 博士に 從 
つて 再び 登山し、 以て 第二 囘の SB 赍 を 豕げ、 略 其 耍！： 得た に 
明治 m 十 W 年 八月 大野 博士に 法って 三た ぴ 本山 を 探に や ゝ其植 
物 分布 狀 想お 《Uc する を 得たり 0 即ち 錄 して 同好の き考 K 供 せん 
とす o 然 ども、 本山 山 域の Ä 大 にして 分布 6£ 域の 多樣 なる、 調 Ä の 
完響は 本日に 得て ^ひべ からず o 須く 後日の 探險 査 5: 待ちて 修 
^すると ころ あるべし 。 

本 》S して 後方 羊 蹄 山 《 物 分布 狀飽 となす o 由來 本山 名の 和稱に 
B« して は 15+ の1 あ ら 0 曰 く、 羊 蹄 山， 具 狩 岳. 後方 羊 蹄 山、^ 夷 富 
士と其 何れ I： 是 とし、 何れ を 非と すべき かは玆 する の餘白 
！: 有せず o 余 は只而 かく  ti? ずるが Ä に斯く 粗せ るの 厶、 これが 理 
由と 》 淬とは 後口の 發表 I： 侍つべし o 
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る こと 頗る 難事な り 0 侬て本 編 は 北海道 胜 最近の 調^に かゝ る19 

4  3 米 突 （Ö470 尺） を 取に 中 問 高 皮 は 前後 三囘に 渡る^ 盒 晴雨計に よ 

る 測定 を 基礎と して 推^せ &o 

余 は 本 編 を 草す るに 常  懇敉を 辱 ふせる， 宮部 博士. 大野 博士. 半 揮 
學士、 伊藤 學士、 並に 學友近 藤 金 吾 君に^ 謝 し、 乂 諸般の 便究と 助言 
と を與へ られ たる 蝦^ 富 土 登山^ 幹事 髙山^ 次郞氏 並に 小 撺區虽 
針三郞 氏に 謝^  5： 表す 0 

玆に悲 ひべき は 恩師 莊司 Ä 六 大人の 今や 幽明 境 を 興 にし. 本^ 成 

るの^ を 共に し. 威 謝の 窓 を^す る機會 をして. 永^に 有せし めざ 
る こと を、 只 * 謹て 钹 前に 呈 す。 

地 瑰 

後方 羊 蹄 山、 一名 蝦^ 富 上 は-十-人の 所 都 了 クー カ丄ヌ -フュ (海抜1943 
米突） に して、 北锊 42 度 ふ0 分朿經 140 度 48 分 膽拫阈 虻田 郡に 在 に 本 

道 西南 部に 於け る 琅髙峯 な も 0 山^ ffl 正なる 缺 JH 圃錐 形に して • 街 
を 四方に,; I さ. 北 は倾饼 3  8 度に して 俱知 安髙 原に 迚に束 は 3  2 度に 

して 目 名 原 5f に 接し、 南 は 3 ひ 度に して マ クカリべ プ^^と な b、 西 
は 傾斜 や ゝ餒 にして 28 皮， 比 涎 矢^ 地に 向 ふ ？ 山 锭は朿 北西の-三方 
シ 9 ベ ッ河環 脚し、 南西：^ ク 力 リ ^河流れ. 二 水 合して 西 流し 山 
峽 I： 破りて、 後志 锊に 入る o 故に 山 域 自然に 兩流 によ り て 限界 せら 
る 0 

比 雜: 夫 U  (西 山髖 に一 小 湖 あ &形 半月 狀を なす， これ を 半月 湖と 
なす 0 湖 の周麼 傾斜35 度 周 園— 里狳倒 W 錐形狀 をな す、 これ 即ち 太 

古に 於て 爆裂せ る 寄生火山 口な り 0föm' に 三 個の 脔喰火 n あに 
大喷火 n は^ 圃約 1 m 1 8 町、 莳 徑約 1 0  0  0 間. 深さ 1 0  ü 間、 束 南の 二 面 

は 蛾々 たる 安山岩 K 熔岩よ b な に 其 傾斜 30 — 38 度、 下る を 得べ く 
して 上る にお 易なら ず。 北 は 30 度 西 は 更に 緩に して 26 度、 北 及 西 
の 内^に 岩石の^ 出 少なく 粉碎 岩よ りなる を 以て. 丼 降 '容易な り o 
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口 S は圃形 にして 直經約 70 間. 八；？ 初 句 迄 は雜水 ある も 中句 蒸^ 
し 去りて 大 整蓰ク たるの 上 Ä に 御手洗 的潲水 を 見る のみ o 更に n 

« の rn 上 5： —  周 せん 力め 西^ 识 上 一の 小赛の 河孭ぁ b、  I れ を 中 接 
臺 とな す üüt 爽 富士山 喷火 n 內 部の 壯觀 を一 眸に^ め. 中. 小の 
火口 も 亦 指呼の間 にあ &。 中 s 銮ょ ら右逝 も 西南に 向って 進まん 
か. お 背 を 上 k て 南門 赉ぁ も o 末 南^ 上 は 寄 峰 亂 出 し 石 尊侨. 天狗 岳， 
翁が 或 は劍 * をな す, 此間 或は 岩 を^ね、 或 は怪 岩の 間 を 通じて， 
& に 東北 方 降 地 測 ä 部 三角 標に逑 す o これ を 越て 緩 爽贫士 in 上最 • 
髙峯 北钹& 1 9 4 a 米 突 に ^ す 。更 に 北に 下らん か 望旭杀 とな に逨に 
中 噴火口 上の 北門 袅に Ü すべし o 

中！ >ft 火口 は, 其 ロ坨周 B 凡 4 町 30 問， 底面 tfl| 形に して 其 周蹈約 10 閱、 

中央に 安山岩 Kfö^ の大 塊^々 たに 岩 脚 節水 I： 見る 3 

小 Uft 火 U は、 ロ^ /5)  KS 約 3 町 30 間に して， 甚だ 淺 し 0 下 底に 糠 水 あ に 

多 く  (？ ど ほ 3 ね. を產 す. 乙れ を ね く' さが 池 となす 0 

本山 は 其 外^に 於て 数多の 穴渾 I： 有し、 其 走 向に よ 6 て 谷 特異の 植 

物 E 景を なす o 海 筏 約 1  800 米突に して 一大 餒倾斜 地 あに 初な の 候 

S* 花烟熳 ^紅 A 紫 を ß ふ. 乙れ 5： 御花畑と なす 0 中に 小 湖 あ に不靳 
の 水 I： 筋 ふ.^^ 湖と 云 ふ 。湖畔の； E 岩^々 たる 問飽 るに 珍 花 を も 
つてし， 自ら 小 公園 をな す。 西門蹇 下一 小溪 あに 御花畑 入口よ 6 右 
折し 約 9 町に して 逑 すべし、 溪閒の 小淹赭 してお 池 を なす、 池 中に 

ほしみ ど； S を產 す、 S が 池と 稱 せらる ゝ も奇な に 池畔 亦 33 特 なる 
植物 景觀を 見る 。南門 臺下. 下る i と 約 300 尺に して 乂洋 あに 分れ 

て 三 小 渾！： なす 。八月 巾 旬尙; 殘蜇 i:Ä 多 く みつば わ 5 れん！： 逢す. 
i れ を 藥箪が 原と 名づく c 三角 棟よ b 第二 番溪を 下る こと 約 1«00 尺 

にして 一大 緩 傾斜 地 あに 本山 中 第--の 御花畑た 6 これ を g 岩 公 

阅 と 云 ふ O 
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植物 數 及び 植物 布 

後プ /羊 蹄 山 は 交通の便に 擄る こと 全道 諸 ,5； 山中 第一に 位す o  &て 
本山に 植物採集 を 試む る もの Ä も 多く. 玆 に^るの 狳 祐を存 せず o 
只 本山 所產の 植物に して 旣に 記銖 せられた る もの 

二 t 八 年 マ ^iij  * ブ ， 氣め^ MJE  が 科 im 

―  =  

明^ 三 f 八^ «U ケゃ^ fljf 九 《 « 二 ff 二 f 七 》 マ グ 力 *  、 ブ 《 植物 


« 年 * 會 fr** —  IS« — 》、 '—ク 力，^ 二 1 山 3->fl-  77« 

www 十 5T*f-^si5[» 士 《ms 二 年 記; tuaxifc 同 目 《» の wiit  24« 

叫抢叫ャ 二 年 Ä 山 ttt*»!fcÄ ほ 養 法. 中に マ ク A  ，  3« ブ， 山 目 » 

~ 2， 

WfÄPHtW^ 文 ÄftWISW 六 tWaWR« お 士の花  や 103f§ 

»IfftR  t 五1 T^SßW 士 tt« 二十 五 年 3E*ia30t«^fiH: 山 巩 に 於け る 山 生 


水 《 七 nuKit 

戶 》    ÄÄ 氏 

卞 fTS  iSj 氏 

m  ft 
äßw  Aa» 氏 
近 難 金 苦 氏 

R 氏 


せる 《1«» に tt て  7 科 

本^に 記极 せる 後方 羊 蹄 山 所 走の 植物 數は顯 花 植物 6ßfl23<» 種 
花 植物6 ffl35 稞總計 265秫を 針せ b0 

マク 力 , ヌフ 'リ 山 旅シ リ べッミ 可 マク 力 リ べヅ f 可界 Pß は. マ 


丄苎氏 の 所 笫三^ (落 5ß 洇葉榭 ゆ、 山 =£ 櫸帶） に 通し. 1 2  00 尺の 駒: 返 
附近に 及 び 01 200  k 以上 は， 笫 W ゆ （針葉樹^, ff5 松帶） に ffi すべき も 

のにし て. 中腹 以上 4000 尺 に^ し 。^主 木 は お ケ^つ. と どまつ に し 
て 、 、_か —ま _ど 、 5  ft いかん ば、 VLJ^b  、等の 瀾^^ 種 を泯ぜ り 04  4  0 1) 
尺 以上/ Vi 上 迄 は ^五^  (假松 にして "00 尺の 崃^ 及び5  000 尺 

ä の溪谷 は 上 力 溷^^ 林 (^木^ 主 木 ひ やの たけかん ば) を m は し， 
以上 は 純然 假 松^に して m 上に &べ （>。 純然たる 草本^ は. 本山に 

於て これ を 见る能 はすと 雄 も， 6000 尺 以上 6  470 尺の 山 rjfi に する 
間 に 於て 假松^ に 交 雑す る もの を见る 5:  ^ べし o 

植物 配布の 狀旗 

本山の 植物 配布 狀 旗！： 兑 るに は. 現今 唯一の 登山口た る 比 涎 夬 II 
(卞 H 湖畔） よ りする お a 丁と す o 往時！？ 山道の 開 整 今 口 の 如くなら ざ 
b し 際 は. 登山者の 多く は 目 名 口      名孭 野） カシュ ブナ ィ 川上 Ä た 
る 一條の 穴^ を 利用せ （)。 され ど 其 傾斜 宵に 30^. 比 Ä 夫 口 お 度 乃 
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至 2S 度に 比し. ゃゝ 急峻 を き は ひ0 而 して 函^ 钺 道の 開通と， 蝦夷 常 
士 登山 會の^ 山道 開 整と は, 此比校 的铰な る^ 面 利用 5： して 復活せ 
しめ. g に 今日の を 見る に 至れる ものな b0 以下 比雜夫 口よ b 
釵 察した る 本山 植物の^ 直 分布 を 述ん 0 
卞 H 湖 昨 (800 尺） よ b 駒 返し (1200 尺） に 至る 沿道。 

あおだ も、 いたや、 5 だ い かんば， ほな ら. ^ ほ ば ほ' た' い じ ゆ、 く は, 
ちへ うた' も， おにぐ るみ. こ X： し、 さはし ば. し な のさ. し 5  6、 —き— は 一ぎ， 
しらかんば. せんの き， とちのき. なゝ かまど， ほ、 のさ， みづき， むし 

國  ■ 國  一  -— ~    ■         一      一  ■        ■  |  ―     |  ■  ■    ■  ―   -  ^^^^^nv^^^^^^^^^^^^^^^^B^^a  -     -  —  —一-   '         ^  ―  ―  一   ■    ■■ ~~ ■ ~ 

かり，. めいげつ かへ で、 や^ はんのき、^ の溷 ^薪 木の 磨 Ä たる 間と 

どまつ の泯 生す る あ に榭 下に 見る 灌木の なる もの， 乙 まか g け 
す —く- り 、おが ら ばな， いぬが や、 い ぬ つ げ、 お ほ ば  1 の さ, ュ. 、等 に 
して、 榭間 を 铱ふて や^ぶた' ラ 、こ くわ、^ の^ 緣す る あ り。 榭碎に «« 
弒す もる もの o 

つたうる し、 つる ぁぢ ざね あ （>  c^ 下に 見る 革 本の せ なる も の。 

あか も、 5 ど、 ü どに う、 おう' のさつ ね あざみ、 ゑん れ レ' さ 5  、 お ほ ば い 
ら く さ， え ケ のよ つば ひく- ら， お ほば うば ゆ にお ほ ばいた ど に 力、 5 
亍 りな、 きつり ふね、 く る 噯 ゆにく さもて つ、 く る まばつ く ばね さ 5、 
く された' ま 、く る^ば H  、んん る ん さう 、さ、 ばら _A、 さらしな しょ 
j ま、 さは あち' さね、 と ち ば にんじん、 なつ ゆき さう、 な 力； じら み、 はん 
ごん さ 5  、はなう ど， ひよ ど 6 ばな、 ひ と b しづ 力、、 さんかえ ふ, めラ ま、 
ま ひづ る さ 5、 みゃ^ と 5 ばな、 ひか ごい ら く  3、 みゃ^た に _た て、 ± 

ぶ さむば こ、 ゆ きざさ、 よぶ すまさ ラ、 れんぶ く さラ、 やなぎらん、 2Jl± 
ふどう、 つく ばね さラ、 お ほラ めが ささう、 ラ ま のみ づは、 よちぎ 等 Ä 

紅白 紫 榭下岩 際お 飾る I： 見るべく、 ねまが 》 た 'け、 路傍 を埋む る の 
Wl t 鍵 ふて 進む。 

龍 し （1200 尺）、 急坂 れ よも る、 崎《 たる 岩睽を 縫 ふて, 羊 8» 十 
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八 曲折, 蘇 苔 滑な る 處旣に 針 棻裔木 林^に 入る o 

とどまつ、 えど まつ を 主と し、 櫊紫樹 の 其 間に iß 生す る も の、 いたや、 

5  n いかんば、 おがら ばな、 j/j^ü, しう 》 ざく ら、 な V かまど 、 

み ねかへ て、 ひ しかり、 ひろ は に は と こ ^の^ 木、 小 喬木 を见 るべ く 
蔓木及 灌木の 岩 際に 立つ もの， の （>  のさ、 あかみの いぬつげ、 こまが 
だけす r に ひら さき やし ほ つつじ 等に し て、 い は が ら み、 つ る あお 
さ ゐの榭 間 岩角に 泶綠 する を 兌るべし o 草本の a [なる もの o 
う ど 、ね ほ ばた けし まら ん 、お ほ ばいら く さ, おどに う、 ぎよ 5 じ やに 
ん にく. さは あおさ &、 さら し な し丄 _ う —ま、 し らね あふひ、 たけ し^ ら 
ん、 て ん なんせ う、 t ち ばに ん じ ん、 な つゆき さラ、 ま ひづる さう、 む か 

ごいら くさ、 よぶ すまさう、 る ゐ （：？ ふ ほ' たん、 る わ {2 ふしよ う ま、 や ま 

ふ 'さしよ ラ ま、 あま ちゃ づる、 にして， 岩 際の 陰地に 生ずる もの、 hi^L 
ま た にたて、 みや ま か たばみ、 n ふ」: 丄さ _ え、 _だ_ゃ_ く— しゅ. 等 紅 A の 

小 花！： 綴る の 外、 多く 羊歯 類 を 產す o 

じう もんじした'、 と らの をし だ、 く じゃく しだ, いわが ねさう 

W 合 目 羽 fill 閒 (2300 尺） . に 违 すれ ば榭 M も 其 數を械 じ 包 Ö のえ— お j 
2, 天に 柱す るの 間 いたや、 うた' いかんば， え ケの た' けかん ば、 ねがら 
\djt. な ^ か^ど、 等の 獮 葉 喬木 小 喬木 其 間に 無艇 し、 _ ね」 き —がに さ 二せ 
の 下 交 ふる に、 あかみの いぬつげ、: ^ほば すの き、 つ る つげ、 みやまし 
さ _ ^等 を 以てし 草本の 種頓甚 た'^ からず o 

あきのき 6 んさ う、: ほば I、 みゃ^た にた で、 ひ と 》 しづ 力、、 やなぎ 
ら ん、 

みかへ 松 (40Ü0 尺） に 逸す ハ{5 し Jg 夷 松の 互 木に して •» 旗 他に 述む 
ベ か らず o 此邊^ 木帶の 終^と 思 はる o 針^ 喬木 漸夂其 高さ と 太 さ 
と を ÜÄ し t ケの だけかん ば 代 りて 勢力 を 得延々 大蛇の 伏せる が 如 
き 5： 兑る、 即ち 上方 調笼林 (^皮 帶） と す。 急坂 直上 天 を ん で^るの 
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ほ 1、 あ く し ば、 い ち ゐ、 O んこ） うこんう つ ぎ、 fc?  g のた けかん ば、 ^ が 

らばな、 も ほば すの き、 乙 しあ ぶら、 あかみの いぬつげ、 ち しま ざく ら、 つ 
る まさ さ、 ななかまど、 つの は しばみ、 みね かへ で、 む ら ささつ & ばな 、 

ひし か& 等の 小 喬木 灌木 を 見る ベ く 榭 下に る 革 本に は 0  i2jMT 
ずらん、 あきのき b ん さラ、 いはつつ じ、 5 すば さいしん、 kif  AJL ま 、 
えう' のよ つば ひ ぐら、 たに ささやう 、 はう ちゃく さう、 ま る さ ラ、 
みやまえん れい さう 等 5: 主と し 時に しゃく じ やう さう を昆 る こと 
める へし o 

^松 鞭 (14Ü0 尺）、 ± う' のた けかん ばの 老幹延 ❖ 峻 坂に 横 はに 蛸 暖 
皮， 腰 掛雁 皮、 成 は 烏 居 «f: 皮の ゆ 態 百出す るの 邊, 旣 に假松 ffif に 移る o 
これよ り 七 介 目、 脚 突 *  丁 (5ひ00 尺） に 至る 閲、 樹 本の: Ü な る も の、 あ く 

ふ— ば、 5 こんう つ ぎ、 おが ら ばな、 お ほば すの き、 おう' の だけかん ば、 

ちしま ざく ら、 は ひまつ 、 みね かへ で、 みやま な なかま ど 、 みね やなぎ 、 
む しから 等に して、 榭 下の 草本に は、 

あさのき ；>  ん さ 5、 いはつつ じ、 ラ すば さいしん、 おう' のよ つばむ く * 
ら、 あ、 ほ ばた けし まら ん、 か ら まつ さう、 こす ざらん， 乙け もも、 ご免 ふ 

V ち ご、 とうげし ば、 な O ゆ ささう 、みやまた に たて、 みやま かたば み、 
范光坂 （5300 尺）， 再び 羊 g| 曲折 五十 三 囘の峻 坂、 所 gflTtt 光 坂に 出づ 
れ は、 溪谷 分布の^ 銳 を兌 る お 得べ く  o 

う 乙ん 5 つ ぎ、 お どの だけ J、 ん ば、 ちしま ざく ら, はひ噯 つ、 ほ ざき な 
なかま ど、 みね かへ て 等の 榭下、 あさの さ；） んさ 5, いは べんけい さ 

2 さ-ほ お 1 [ち— 、- あわ も j_ し— よ ラ ま， きばな しゃく なけ'、 ぎょうじゃ 
にんにく、 こけ も も、 いはつつ じ、 ごお ふ'/' ち ご、 ち しま ふ う ろ、 まる— ば 
の ひれ あざみ、 よぶ すまさ う、 か ら まつ さ 丄、 

等类な る 高山植物 黄 紅白 紫お 躭ふ を 兌 る 0き, 坂^  くると ころ、 
御花畑 K  口  （5800 尺）、 に^す 0は ひまつ 密生す る 間み やまな なかま 
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亡、 5 こんう つぎ、 きばな しゃくなげ、 はな ひ 6 のき 、 ちし 爻 ざく ら 、 5： 
ほ ばす のき、 等 I： 泯生 すべ く  *、 草 本の 宽 なる もの、 

あきのき 6 ん さう、 あわ も b しよう^:、 いぶさ ぜ にえう' にラ、 ^ ほ か 
さ も も、 か らまつ さう、 ぎょうじゃ にんにく、 さんかえ ふ、 ま るば の ひ 
れ あざみ、 ま ひづる さう、 ちし^ ふう ろ、 や 爻 は は こ、 

御花畑 ( GOO0 尺) 所謂 神苑に^ すれば、 雲 泉 湖畔 百花 爛 g の 莊觀に 接 

すべく  o 

あきのき （>  ん さう、 あらし r さ、 いは べんけい さ う、 いはお と ぎ り、 レ' 

ぶ —さ- ぜ に ラ ら じろ たで、 う こん ラウぎ、 えどの つが ざく ら、 ^ ほ 乞 ま 

^  J "—ま 、 力 iJ,  _ まク さ -ラ、 さばな しゃく なげ、 ごぜんた ちば な 、 ひ——^ y: 
ちご、 さ^によ もぎ、 しらね あふひ 、つま と にさ 、ヌ0 ゆ さ 一 さ う、 ひめ 
い h げ、 ひ ろ はの ひめい ちげ、 ちしま ム う ろ，^ るば のし もつ け, み や 
さ ん ば い.、 み _ や ま な _ な か ま ど、 みゃ^が  やす、 うめば ち さ ラ、 tA^L 
の ひれ あ^み、 乙け もも 、 

，黄 紅白 紫^ 綠を 照辍 して 岩 ä を 飾る o 更に 山 in 宿泊所 雲表 ra 背 
後の 斜面 を 探らん か、 

あらし r さ、 いは： &と ぎ にい はべん けいさ う、 いぶ き ぬか ぼ、 

ち さラ、 ラ こん 5 つぎ、 うらじ^た て、 おやま りんだ 5  、  <^_i_^_b> 

さ^によ ち l ち し t ふ-， _ ろ、 しらね あ ふ ひ、 はく さんち どに まるば 
や 化れ あ ざみ， や ま は は 乙、 あ わ もりしょう ^、お だま き、 みや ^. ひか 
げ の かづら 節 を ^るべ しつ^ 泉 湖 よ に m '上^ 火 リ1 に 逢す る^ 坂、 左 
に 偃 松の^ 跡 を 登る こと2 丁の 間^ 際に、 
^ どのよ つば ひく- ら、 たにき さやう、 ごぜんた ち ば 丄 ご& ふいち ご、 
5: 見るべく  。路傍の 榭下 に、 あ わ もりしょう ま、 い （よ おと ü、 ラ 乙ん 
^ つ ざ、 え う ふすま、 さま によ も ぎ、 ち し^ ふ ラ 、な つゆき さう、 まる 
ば の ひれ あざみ, みやま ひか げ の か づ ら、 みやま なな かま ど、 みや ま 
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かたば み、 れん ふ' く さ ふ、 ま るば しもつ け、 あきの さ 》ん さ 5 等类花 
を 付く る あ に假 松の 浼 跡に は、 

みやまな なかま ど、 や なぎらん、 あきのき 》ん さ 5, ごぜん たちばな、 
等の 旣に 發卞 せる を 見 * ぜ に ごげ、 ほ も すぎごけ、 の 群落 所 々 に勲存 す。 

ai に 未堍區 域よ &堍跡 tc 浸入す る もの、 こけもも、 きばな のし やく 
なげ、 う こん 5 つ？、 等 ある を 見るべし 。道^きて、 

'砷 trr 溪 は 出づ、 互岩勲 在す るの 濕地 あきのき &ん さう、 いぶき ぜに 
レ' はおとぎ にう こんう つ ぎ、 & い ら ん たい、 おや 咬 しん ほ i 
ま— ふすま 、がんこう らん， く る まゆに 乙け もも、 ごえ ふいち ご, —さ j 

によ もぎ、 ちしま ふラ ； S  、はな ごけ， つめごけ、 ま る 一ば —にも せ、: 

ち さラ、 みやまさ ん ばい、 みやま すずめの ひ ゑ、 みやま ひかげの かづ 

—ら、 せん ぼん や b  ^ ヒ 得べ く、 偎 松の 樹下 愛らし さ 、、ん ねさう、 を E 

る こと あるべし o  . 

大喷火 n(62oo 尺）. 神 gras よ り 中 敷棊 （く 登れば 大、 屮、 小の 火 【i 並列 
して、 指呼の 閒 にあり 0ßp ち大喷 火口よ ら 漸次 採^ を 試みん か、 中 整 
逢 の 附近 磯 砂 推 積す る 處、 

い はぶ く ろ、 い はぎき ゃラ、 5 らし' ろた で， ほ もば あんた で、 さく JdT 1 
わがた、 みや^さ んば い、^ の 乾性 高 山 槌物景 觀を％ 出すべく、 中茧 
涣ょ り 右 迥に^ 苷 を 登 り 南門^に 至る お】 の大喷 火 n ゆ 上、 あ き の 
さ » んさラ ' ヒ<  さ ： ^と J "え、 いは さき や 5  .  y^il  ^_ん —け ヒさ 1 、 い は は 
ざ-— ほ.、 レ' ちゃく さう、 ラ めばち さう、 5 こんう つき、 —え 一 ど 2 が ざ-く 
ら、 おや 爻 b んた •  5  、 お ほ 力、 さも ち、 がん こラら ん、 く ろうす ご、 乙め す 

す-さ、— こ — t^JL ふ J —せ もも， さまに よも ぎ、 たかねぬ か ほ'、 ち しま ふラ 
ス、 はく さんち どに みゃ^ すずめの ひも、 みやま ひかげの かづら、 it 
やまた ねつけば な、 みやま く  /) すげ、 りんね さう、 きんすげ 等 お 產し、 
就中た かね と ん ほ' を 珍と すべく、 岩 頭 岩 ft  4:     雄す る もの、 いはう 


Digitized  by  Google 


40 


w in  « 方 TJst 山 （ マク *  ，  》 ブ' I  〕 の 《^分 布 状 ßi  ：  tt  » て 


め、 い は ひ げ， い わ 5 す げ (新 稱） 乙めば ゥがざ くら、 だいもん じさ 5  、 
みや ^ いちごつ なぎ, くスラ すご, れ ぶん く ス すげ （宮部 W  士新稱 ) 

等 あり 0 

これよ にお rnM^-  ^立す ると こ/) の, 岩 角 を铤る ものに は、 いはぶ 
く  ^、い は う め、 い は ひ げ、 い ろ つつじ、 乙け も も、 みやま はんせ ラづ る、 
だいもん じさう 、くる ラす ご、 等 を 見るべし 0 

更に 中^ * よ り 左 《B に 榧 松の 饯殘す る 間 に 三角 標に 速す る 
の 間、 

あさの さ りん さう、 い は 5 め、 いは ひげ、 いはお と ぎ b%± やつが ざく 
ら、 みやま あだま き、 がんこうく、 ん、 き ん すげ、 く ろ すげ， 乙め すすき、 
さ^はよ もぎ、 ちし 噯 ふうろ 5> たかねす みれ、 はく さんち ど 6、 は 》 
す げ、 みゃ^  く ス すげ、 みやま はんせ ラづ る, みやまい ちごつな ぎ > 
りんね さう、 ヒ ぶき ぶ 力」 ま • 等 I： 兑る ベく。； たる 問 しこたん 
は 乙べ, たかね あざみ、 （お う' ふ じあ ざみ X 新稱) ^の 珍品 を 得べ く。： & 
陰 や 、 S 性の^、 ちし^せ させう、 ちしまら つ さやう lr  ^ベ し。 
大 哨 火 n 底， K 下 1 <>oo 尺大喰 火口 底に 下 らん） K  E 巌の下 あ らしく 一 

亙 、いは ノネ たぎ ほ、 ラめ ばち さ 5、 みやま お だまき、 たかねす みれ * ちし 
ませ さし や ラ ， し丄 た— ん_ はス ベ， ひめみや^ すみれ、 み やまた ねつけ 
ばな、 ちしませ きしゃう、 みやまく ス すげ 、おのへ &んだ 5、  5 つぼく- 
さほ ira るべ く  o お^ 岩 下 陰 撝 の 地 多く 地衣 頹 t 産し、 ちし^ きん 

れいく わ を 産す る i ときし o 

小 喷 火 n, 小！1 ft 火 口 は大 、中、！1 ft 火口の 中間 は 座 す 0 面穰甚 た' 小 なれ ど 
も、 珍品 に 富 ひ0  口 底一 小 池 あ に 免ケほ 3 ゐ！: 產す o たかね^ みなへ 
し、 （ちしま きんれいく わ） を 珍と すべく， 

あさのき りん さ 5  、 い は―ヒ i: j 二  b  、  vMi  、 ぃュょ ゆた ざ ほ、 ^のへ 

b ん だ う、 みやまお ヌ ま さ、 く じ や く ごけ， 乙め すすき、 さ ま によ も？ \ 
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ほ^すき ご け、 ほ ろば おんたで、 ちしま ムラ/)、 ほ ラ らい さう、 みゃ^ 
すずめの ひ ゑ、 めあかん き ん ばい、 みや 爻 き んば い、 (？ ど ほろ &  ^ 密 
牛す o 

中 m 火 n  、小喷 火 n の 北に 接して^ す、 口 底 不哳の 水 あ に 水底き く 
の^ 頟 及おう' ほ もね を產 す、 水邊; E 岩说 <r た る 岩角い は 5 めの 簇生 
する を 以て 特與と す、 其 他 岩角 を 飾る もの、  ，. 
え ケの つが ざく ら, こけもも、 乙めば つが ざく ら、 みや ^きんばい 等 
あ り c ロ^に いはぶ く る、 おのへ {> ん だう、 きばな しゃくなげ、 乙' ぜん 
力 ち ばな、 さ まに よも ぎ、 ち し^ふ5 ろ、 ひめい ちげ, ほ をば お んた で、 
ま る ばの し も つ け. 等 を 産し 特に 蘇 類 を走 する こと 他に 冠た bo 
藥 草が^、 藥箪が 原 は 明治 四十一 年 八月 嫒夷 富： IrÄ 山 植物 講 習き 
開設 {C  {^ し、 余 等 &  ii の 探 ^發见 すると ころな り o 所謂 南門 銮 下よ 
&假 松林 5: 直下す るると 400 尺 乃至 öüo 尺溪谷 分かれて 三條 をな 
す、 み づばゎ う れん を產 す、 藥 草原の 名 これ よ り 起る。 
第 一 溪、 あ らしく' さ、 いぶ さぜに 5 めばち さう、 ちほ かさもち、 きばな 

しゃ く なげ、 く ろ 5 すご、 乙い ちお ふらん、 しス ばな にがな、 うつぼく' 

3  、 ちし^ ふうろ、 ちしま きんぼ みやまさ んば い、 みやま やな ぎ 

等の 珍品 を 見るべく o  ^ ニ溪に 入れば 八 /1 中句 尙^ 'なを a る， 流れ 
に 沿 ふて 下らん か， い はいて ラ， み う 、最 も 多く、 

あらしく" さ、 5 め」 ま ち— さ 5  , きばな しゃし なげ、 さん すげ、 みやま やな 
ざ、 みや まくろ すげ、 し/) ばな に がな、 は く さんち どに こいちお ふら 
ん、 ちしま きんぼ 5 げ等^  ❖ 岩 ^を 飾 に 第三 溪に 達すれば、 あさの 
きりん さう 、うこんう つぎ， きばな しゃ く なげ、 く ろ 5 すご、 ちし^ ふ 

lA^^M. あふひ、 は くさん ち ど 6、  ^ 產 す。 

劣お 公^、 三タ! 測^ 擦よ &笫 ニ裉溪 5： 下る こと、 約9 町の 地默 にあ 

b、 出 n 理學 士の崁 見に か V る o 本^ 域 は 山 巾 琅も大 なる 御花畑な 
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れ ども、 同氏 以来 未た' これ を 棵峻 せる もの ある ぉ閱 かず o 

ちんく' る ^、を 逢す る 乙 と， 出 II 學 上 の 採集 K よ 6 て 知らる o 

^が 池、 御花畑 人口よ 6 下る 21 と 約 9 町に して！?. が 池 す o 池 中 

は_し_ ^ど お 產 する も 寄と すべし、 池邊の 植物 彔 K も 亦 自ら 《特 
の もの あわ 、い はいて ふ， た かねす みれ t 珍と すべく、 

あらしぐ さ、 い は べん け い さう， いぶさ ぜに いぶさ ぬか ほ'、 5 すば さ 
いしん、 うめば ち さう、 5  21 ん うっき、 え も ほ もね、^ いらん たい、 ラ ら 

じ ろた て， おのへ らんだう、 かう ど j> な、 み やまお だま さ、 しらたまの 
A  、 あか もの , きんすげ 、 きばな のし やく なげ、 1 ろ 5 すご、 ごえ ふつつ 

じ、 さ^によ も ぎ、 ちしま ふラ ろ， み やま く ろ すげ、 しらね あふひ、 はな 

ごけ , はくさん もどに a め— く— や— ん みや ^ すず めの ひえ 、 みやま 

タ— な. ぎ、 みやま ひかげの かづら 等 其 周 ゆに « 生 する！： 見るべく、 岩 
ft の 間い はぶく ん、 乙めば つが ざく に だいもん じさう の g る 5： 兌 

るべ し o 

本山 植物 目 錄は柢 面の 都^ あれば 次 '號 に ^ る o 
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河 野"??； 吉 


Decisive  View  on  the  Frontier  Post  in 
Kunashiri  and  Etrofu. 


TSUNEKICHI  K..KO. 


本年 一月 の 膝史地 fP: 第 十九 卷笫^ 號に、 文學士 赏田定 一氏 は、 贈 

五位 木村缣 次の 傅 を 稗き、 主と して 禪捉^ 標の 件に RS して 述へ 
られ たり o 其 iß 棲に 關 する 人- 耍は 次の 如し。 

「大 n 本 地 アト ィャ j と いふ 木 様 （函酡 中 學校所 欲） は m  X り國 後の 

柬北 岬に^ ちわる ものにして 近 藤 3: 藏の之 を^て たる S な し。 
擇捉に 建た る 第一 標柱 は、 宽政十 年 七月 二十 八日 タン ネ モイ 附 

近の！； コ ッフに 建てた る ものにして、 谦 次！： して 「大日 本惠 土呂府 J 
云々 と 井せ しめた 6o 

^捉島 カム イワ ッカヲ ィに逑 てた る標柱 は、 或は 宽 政 十二 年の 

事に して、 纊 蝦夷 草紙の 記す るか 如く、 「天 ^ 地 久大曰 本國」 と妃 した 

るなら ん；) 但 し 同 害に^ 次の ,ゥ した b と ある は 、蓋し 151 聞なる へし 0 

此 說に對 し 其 後志 贺道^ 氏、 及 ひ 小 林 员太郞 氏の 高躭ぁ 60 其說 

は 何れも 有益な る も、 iä« なから 材料の 乏し き おめ、 未た 全部に 亘 

りて 十分の 解 决を與 ふる こと 能 はす 因て 予は玆 K 予の 研究 を 述へ 


^標 地の 內、 タン ネ乇ィ 及 ひ カムイ プッカ オイに 脚して は 別に 


地 fin こ ü する 誤^ 
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言 ふへ きこと なしと 雎も、 ァ トイ ャ に^て は、 ^田學 士は大 なる 魏 
解 をな し W る ものの 如し c 即ち アト ィャを 以て 國 後の 束 北端なる 

一 笛 所に 限る となせ る ものにして、 此誤& は 蓋し 村 足元 畏氏か * 
厂ァ トイ ャは阈 後に して 揮捉 にあら す」 と 記した るよ ら 起り しもの 

ならん 0 然れ とも アト ィャと 云 ふ 《6 炎^ は 日和 侍 又は 渡海 場と 蹕 
し、 船 を 發 すへ き處 にして 此名 は志贺 氏、 小 林 氏 等の 云 ふ 如く 國後 
の 外， 擇坻 Ä の タン ネ モイ 附近、 及 ひ问岛 の カムイ ヮッ カヲィ 附近 
にあり。 尙ほ, 予の記 tß す る 所に よれ は、 得撫 島に も 同し 地名 あ " 
凡て 蝦夷^の 地名に は、 同名 ヌは 類似の もの 少なから され は、 誤解 
を 生し おし o 今 袅考の 爲め阀 後の 束 北部と 擇捉の 束 北部と に 於て、 
甚た額 似せる 地名 あるの 例 を 舉 けん。 

探 铤北朿 部  國後北 束 部 

シべト シべト U( 又 シべト U ベック 

カムイ ヮッ カヲィ （乂 カムイ ヮヴ 力） ヮッ 力， ィ 
アト ィャ  アト ィャ 

但し 國 後の 地名 は、 文化 元年 93 後 * 所 大概^に 據 る。 
前の 地名 は、 何れも 西方よ （>  来方へ 职を氹 ひて i はした る ものな 
る 力;， 地名と 共に 位提の 順序 まて 和 W たる は、 偶然と は 云へ、 亦 面白 

しと 云 はさ るへ けんや 0 

志 《 氏 は擇從 カムイ ヮッ カヲィ 即ち アト ィャ な&と Ä し、 此納 
地 を ili 同した る が、 是れ 妥 赏の說 にあら す。 之に 關 して は、^ ほ 後に 
記す る 所 あるへ し o 

^後の アト ィャの «I 柱に 就て 

此搮 柱に 就て は、 志贺、 小 林 二 氏 は 共に ^ はす o 唯 宽田學 上 か、 「火 

R 本 地名 アト ィャ」 と 刻せ る 標柱を 以て 此處 に^てた る ものと ß 

し、 近 藤 iE 藏の之 を^て たる 蹬 なしと さはれ たるの み、 然れと も是 
れ大 なる^な り 0 此檩 柱に BH して は、 崧永ニ 年 松浦武 叫 郞の三 航《 
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夷 日 K に錄 する 所 * 燉 も 明瞭な ft  0 即ち 次の 如し o 

a 和 山 アト 4 ャ旅 宿所の 上に あ j>oI(5 七 八 尺、 闳 ö 罔 十二 三 
間、 砂山 はして 此 上に iS 見 山と レ' ふ 木 表 を 建た り 。召迚 夷人に、 此 
山 は 细 何なる 山 もと 云し か は、 江 芦 » の 建た る 木 を 取て、 近頃 又 
島 敗 （ムシ， ト ノ:) か Ä た り 。此 Ä 前 かた 三 口 針 4こ 此山を 築かれし 
と SS しける oÄ かの Ä なれと も 海上の 船 ir 見る K 便な &。 右 古木 
表の 文 は、  • 
宽玫十 年 戊 午 七 « 

久彔尻 逮見山  近 藤《* 建 之 

乃ち 此 S 柱 は、 寃政十 年 七 8 近 か、 此 18 に 至 り擇捉 渡航の 
日和 を 待ちつつ ある! Hi に 遠見' のおめ 小 砂丘 5: 築かし めて 其 上に 
建てた る もの K して， 其 後 教十年 5: 輕 て、 松 前 藩 K 於て 扭換 へたる 
乙と 明かな り 0而 して 標 柱の 文卞は 「久^ 尻 遠見 山」 な り 0 滞: 田學： I- 
の 記す る 所の 如き は、 全然 娛れ る ものと 知る へし o 

揮铌の タン ネ * ィの標 柱に 就て 
此《 柱 は、 寃政十 年 七月 二十 八日 近 藤 お 藏か， 國 後よ 6« 捉のタ 

ンネ モイ に 渡&て 建てた る ものにして、 木 村 謙 次 か sa 嗽して、 本 w 
は 向 ひ、 伊勢神宮 並に 天子 お 抨し、 次 は 鹿岛神 肚， 江戸 將軍、 水 芦中枘 

言 5: 拜し、 三 返して 立 尿 先 生 (謙 次の 恩師） i: 衧し 、都合 七 秤して 》 謹ん 

て^きた る こと は、 識 次の 日^に 明か はして、 ^田學 士 の 記す る 所 
の 如し こ 様 柱の 文字 は 

大 曰 本 ä 登 巧 府5? t5f 近 藤 sä 最上16 g 者 下 

備考 下 »». 助 と は * 村 魔 次の »* なり CÄ 次 は ffi»ffi おの ffi« とな 》J 

て來リ ナ： れは ,» る W も リて 16 名 か 用 ひ T:  S なり 0 

採捉の カムイ ヮ ッカヲ ィの標 柱に 弒て 

此攆柱 は、 疑問の 中心と して 圾も Hi: 要なる ものな り o 近 糠 の 
^« 夷 草紙， 邊 耍 分界 脚 考及ひ 其 石像 IC 關し寺 瓧舉行 K 差 出した 
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wff- -w«n5ß の in はに 關す h 動 お 


る 始末お は よれ は、 此樓柱 は ia 藏か 二度目に 擇坭 に 渡 (>  たる 時， 即 

ち宽政 十二 年に、 先に^ 西 亞人ィ ジュ 3 等 か 藜 取の シャ； ^シャム 
に娃 てた る 所の 十字 柱！： 打倒し、 進ん て カムイ7 ッカヲ ィの茈 處 

に 至に^ てた る 著名の ものな り:; 而 して 筠 《g 爽革紙 K よれ は， 様 ^ 
の^者 は 木衬謙 次なる か、一 方に 謙 次の 履媵 を 調査 すれ は、 謙 次の 
近藤茧 藏に從 ひて 蝦夷 地に 至 りし は、 政 十 年に して？ a 十一 年^ 
m し、 十二 尔 に は^' ß 地に 在らされ は、 玆 に尔 代の 齟齬 を 来した bo 
即ち 十二 尔に至 らさ る 謙 次 力 、、如何に して、 十二 年 は m てた る標 柱 
に 揮毫せ しゃとの 疑問お 生し、 多くの 入 を して 判断に^^ しむる 

K 至 b た り 。丁 (田學 Ir は 此^ 檨 を!" 或は 十二の 年-' は」 な らん と淇然 記 
枚し. 且つ^ 次の 揮奄 せる こと ぉ斷然 否定 し、 志 贺 15: 翊氏は 此標柱 
と 同 島ァ トイ ャの標 柱と Iriß 同 し ノト 林 氏 は、 「前以て 其 樑柱を 用: な 
せし と^るも^ 支な く、 或は 總 蝦^ 草紙の 木 村 謙 云々 の; hl 事お 近 
藤の IT おと 兑る も 何の 非 か ある」 と S はれた bo 


予も此 判斷に 就て は 久しく 迷 ひた 6  o 予か所 藏の謙 次の B 記 も、 北 
海 it® 所敏 の^ 次の Ii , HI も、 共に 股 落 あ &て、 此 件に BS し 何等の 材 
料 J: 發兌 する こと 能 はさ 6 し 力、 明 治 三十 九 牟木村 家の一 族なる 
木衬動 氏 K 問合せの 結果、 M 氏よ b 贈られた る 謙 次の 曰 記 中 に、 確 
贫な る材枓 を^た &0 即ち: ft 政 十 年 八 H 十七 日 （國 後の 泊に 滞在中） 
の 記事 中 （；； 1-1 く  、 

昨 u 余, す 、大日 本惠登 尸， 府云々 。ク〃 ップ渡 n モイ レマ ト、 力 
モイ ヮ ク 力の fHl の 高みに 立つ o 

k  口 本惠^ 巧 府 江 芦 近 藤 HÜ 藏 
仝:,1 F すゥ 夾人 刻字 
是れ によ 之 を れは、 此標 柱？： 作& たる はせ 政 十 年に して、 其^ 
者の^ 次た る こと 毫も 疑 ふへ さに あらず o 蓋し IE 藏の— 行 は、 前に 
記した る 如く、 十お 七 H  ^ 捉のタ ン で モイ に 渡 b しも、 北に 進ます 


Digitized  by  Google 


HttffitS の はに 關 すろ ほ. お 


47 


して 國 後に 、暫く 泊に 清 在し つ V あ ら しが、 靈藏は 揮捉の カムイ 
ヮ ッカ邊 に^つる の 目的 を 以て、 其 八月 十六 日に 《1 次 をして 様 柱 
に揮奄 せしめた る ものな らん o 而 して 重葳が 實睽之 を 擇捉の 目的 
地に 迚て たる は、; S 々十二 年な らしと 晰定 する を 得へ し o 而 して 世 

人か此 事^ を 知ら さもし は、 想 ふに 世に 傳 ふる 嫌 次の H 記 

股 落ぁ& しに 因るな るへ く、 或は 然ら され は此標 柱と タン ネ モイ 

の標 柱と を iß 同して 輕々 看過せ しに 因るな るへ し 0 兎に^ 事赏は 
兹 に明盼 とな らおれ は、 1R 田學 t の 所謂、 畏風 一過 濃霧 四散の 思 ひ 

は、 始めて 之 を 得られし な bo 

此標 柱の 文卞は タン ネ モイの 標 柱と 同し く  「大日 本惠^ ,»ぅ 府」 な 
る 力;、 從來 諸^ 記す る 所 異同 多く  、且つ 赏田學 十 は 「天 也久大 U 本 

國 J ならん と 云 ひ、 小 林 氏 は 「天^地久 大 El 本」 なる へしと 爲し、 志 

贺 氏はァ トイ ャの楞 柱と 泯同 したれば、 聊か 次に お 明す る 所 あら 

ん。 

(1) 大' ß 地久大 u 本翊 足れ は 親 瑕ぶ 草 ft 【の一^ に柢 柱の BI と 

共に 記載 あ うて、 精確なる か 如しと 雖も、 他の 铕蝦爽 草紙に は 全 

く此 記^?: 兑 され は、 又 大に疑 ふへ さ 所 あ &0 疋 に 休 明 光記に よ 
れは、 享和 元年 富 山元 十郎 、^山 宇 平 太の 二人 か、 枒撫は 渡 b 同 島 

のォ カイ ワク ラに、 「天 ß 地久大 [1 本 J©  ft」 と したる 61 柱 を 雄て 

たる 事 あ 6 て、 其 文句 彼是 相似た し 後人 か^り 傅へ て 、親^ 
夾草 牴 に ，印 き 加へ たる に 非 る 力、 o 後人 か 前人の 著琳 に、 おさ 加へ 

附け 加へ を ß して、 終に 其れ か Ä の 如く な ら たる 例 は、 間 々ある 

ことな i)o 

ひ） 天長地久 大日 本 前の 文卞に 比する とき は、 國の一 字 を 欠 

く。 栗本匏 菴の久 恥 志 利 惠 土  W 府 紀行に、 「^近 藤 31： 账逑柱 檩天長 

地久大 曰 本之嗞 也」 と あ る も 、足れ 亦 傅 聞の 誤 6 ならん 0 

從是大 曰 本 Ä は 北海道 志、 衬尾元 ß 氏の 近 膝 守 事 坫考、 
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北海道 敎育 fT の 北海 iä 地？ 8  ^ に 記す る 所な る 力、 斯 かる 不見^ 
なる 文 宇 を 志士の 紀す へき «な さは 常 通の 判 囊は X  i て 明かな 
6o 村 尾 氏 は 後に 至 &心附 さて、 jE» 全^に 於け る 重 Ä の傳 
は r 大 B 本 Ä  土呂庥 J と 改めた bo  , 
(4) 大日 本 地名 アト ィャ 是は 近年 多く の 人 か «I  6 傳 ふる 所に 
して， 函^ 中摹校 K ある アト ィャ の 木 想 5:^ 認せ るより 起 りし 
も の ゝ 如し oW 本 柳 之 助 氏の 北海道 史稿 t に 「大日 本诹 あと いや」 と 

妃 したる 5 と は、一 厨甚 しき 害き Ä へな もと 知る へし c 

(り 大 B 本 惠》 呂府 藤田來 湖の 囘天 特史 K 曰 く  *守1 命鑤、 S 
十字 柱， 易以 木槿、 搛執 班. 大^ : 大日 本 Ä 登 S 府」 と K 命して 十字 

柱 を 抜く と 云 ふは^ a な  >  と も， 「大日 本 惠《 呂府 j と 大^す と 

云へ る は 正確な bo 

探 捉のァ ！•  A ャ の « 柱に 狭て 

前に 記 したる 如く、  t 田學 i: は一 意國 後の ァ ト ィ ャに 傾注 し て. 
^坻 のァ トイ ャ！： 忘れた り o 小 林 氏 は函舱 中^校の 「大日 本 地名 ァ 
トイ ャ J の標柱 ir 以て 揮捉 K 於け る もの K あらす やと 言 はれた る 

のみ はして * 明 «nc  w 言せ す 。志 ä  m 昂氏 は * 極 力 m  in 擧士 の此 に m 
す る ぼ'^ を 駁 したる も， 情い 戠. カムイ ヮプ カヲィ 即ち アト ィャな 

* と 云 ひ. 從て此 ほ 柱 を« 政 十二 年 近蘸 « 藏の てた る ものな も 

と^ 定 した bo 

掙拔の アト ィャと カムイ' ノ' クカヲ ィとは 相 接近す る も、 其 の 

言へ は カム ィ V ッカヲ イカ、 西方 K あ らて、 ァ トイ ャは束 方に あに 

即ち 志贺 氏の n ふ 如く 其 同地 其 名に あらさる こと 明かな "又 其 地 

名の 意義よ 6 宮ふ も、 一は 神ノ K の義、 一 は 渡海^の^ な も 0 且つ カム 
イワ ッカ ヲイ の標柱 は、 前 に^ける か 如く  「人-日本 ig 登 g 庥」 と Ü せ 
るに アト ィャ の 椟柱は 「大 u 本 地名 アト ィ ャ」 な り。 而 して 此ァ トイ 


Digitized  by  Google 


w^nux の ffi はに BSf ろ a* 


49 


ャの標 柱 は、 何年 何月に 如何なる 人 か 之 を 建てた る や， ^れ 亦舊記 
に 絶お て兑る 所な けれ は、 重藏の 建てた る ものな （>  と 云 ふの 確證 
は^も ある ことなし 。 蓋し 或は ま JÜS の |£ てた る ものなる や も 知る 
ベから すと^ も、 之 を 朮 藏な と断定 する こと 能 はさる ものな 6o 

此^ 柱 K  BS する、 安政 以後の 志贺 氏の 記事 は、 有益な る ものに て、 大 
体に 於て jE 確な b とすべし 0  f,'，I ほ予の 調^した る 所に よれ は、 Ä' 延 
文久 の顷、 仙荼 藩' L- の擇捉 に 在 動す る も の此標 柱の 文卞の 風雨に 
嗞 されて 滅 根せ るを见 て、 ^換 へたる か 其 文句 等 は舊に 依りたり 
とェ- ふ 0 明治 八 年 開拓 使 人 6 標柱を 根 際よ り 切 取らし めて 之 
を收 め、 明治 十二 年函舵 博物^ 1招 設の後 之 を 问 館に 哚列 し、 同 二十 
五 尔函館 商業 學 校の 管 PI! に 蹄し、 ^二十 八 年函舱 中學 校お mir. し、 
商業 舉校 5: 廢 止せ る U.V. 之 を^ 中^校に 移し、 爾後 同校に 保管して 
今 H に 至れ （^現在の 柱 の^さ 六尺 七寸 五分、 幅六寸 二分、 厚 三寸 四 
分に して、 土中に 《  6 し 分 は、 持 来る 際 切 i> 去りた る を 以て 其 長さ 
を 知 らず 0材 は は 針葉樹に ^す、^ し 揮捉淹 の ものな らん o 此標柱 は 
明治時^ とな &て、 持來 りたる ものに て， 其擇 捉のァ トイ ャ にあり 
し^に 就きて は、 令 W ほ 知 る 入 少なから され は、^々 說 明の 必要な 
きものと す o 

結 論 

以上 說く 所に よれ は、 本尔 一お 以 來歷史 地^紙 上に 論^す る 所 
の ^後 擇捉の 建 ^は/，： の 如く 決定す へし 


^檩地 
t«J 後の アト ィャ 
擇 ÄI- の タン 子-モイ 
探捉 カムイ フッ カヲィ 
搽 W の アト ィャ  ？ 

カムイ V タカ チ ィの は ffe は. 寬 A 十 年 八 W 作り 


建 様 年 H 
宽政十 年 七 n 
m 十 年七パ 
m 十 二 牟 


建標 者 

近 藤： ill' 藏 

m 
同 

» * たる t のな 
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予は 以上の 如く  if 定 して 疑 はす 0 おし 强て此 上に 研究 せんとな 

らは、 木衬廉 次の 後裔 か 所蔵せ る, 《 次の 通 昝をお ほ 精細 tc 調^す 

る ，、並に 績蝦' お 草 纸中建 校に 關 する 記リ t の 異同に 就 さ、 今一 肝の 
研究 をな す 事に あらん 0 
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札幌 及び 其 附近に 於け る 植物の 開花 期 

近 藤 金 吾 

THE  FLOWERING  PERIOD  OF  THE  PLANTS 
GROWING  IN  THE  VICINITY  OF  SAPPORO. 

By 

KlNGO  KONIX). 

札幌 及び 其の 附近に 於け る 野生 植物の 開花 期と 花期の 畏 短と お 
^細に 知らん と 欲し 千 凡百 九 年 以来 殆ど 二 年 有 餘調赍 したる も 如 

何せん 地勢の 異なる に從ひ 植物の 種類 を 異に し 植物の 秭頓^ な る 

に從ひ 其の 開花 期と 花期の ß 短 同じから ざるが 故に 甲處に 於て 躭 
察を爲 しつ ゝ ある 間に 乙處に 於け る 植物 は 巳に 花期 を 終る が 如 さ 
»{^» からず 或は また 天候 其の 他の 爲め 永く 同一 嗞に 於け る 植物 

に 就て 奴 察 を續く る i と 5： 得ざる 場合 も 亦な きに あらず 斯る IUI に 
在 りて 完全に 之 5： 調^せん とする は Ä に 至難に して 能く 短日月！ HJ 
に Ä し 得べき ことに あらず されば 今兹に 其の 一端 を* げ 詳細なる 
研' おに 至 6 て は 他 曰 更に 記す ると ころ あらんと 欲す 

該調丧 を おさんが 爲め ^察 ir  Ä したる 1: なる 處を *  く" れば 箱お、 
パ^、  T- 稻 のが 山、 S 平、 月 寒、 山 疼、 A 趣 別、 Ä 駒內、 石山、 平 ゆ、 簾 舞、 
定 山 溪、 篠路、 對艄， 茨 戸， 花 畔、 石 狩、 白 石、 江 別, 苗穗, 雁來 の^ 地方 又 

は對 精、 榥 rfi] の 泥炭地， 石 狩、 鈕函、 张碓. 朝 里の 海岸 及び 束 北 帝闲大 
^農科 大學附 诏 植物 阑等 にして 特に Ä 山 植物の 比较鲫 Ä に 際して 
は 同 國內坫 « の 高山植物 によ &て 益す る 所^ 大 なる もの あ 6 而 し 
て 之 等の 諸 地方に 於て Ä したる 奴 察 は-: 月下 句よ り 九月 下旬 に 及 
ぶ 其の 問决 して 短 少ならず と雖 ども 靱察 したる 植物 は 其 數僂に 百 
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七十 四 種に して 六十^ 科 百」 十九 Ä に 過ぎず こ 礼榥 及び 其の 附 
近に 於け る 植物の 一 小 部分に 遇ぎ ざるな &今 之等少 救の 植物 を以 
て: Ä の 全般 を 律 せんとす るは實 に 計に 失する の 奴な さに あら ざ 

れ ども 之 等 植物の 開花 期 5rü  ^する に 三 H 下旬に 在 * て は マン サ 
ク或 はャチ ハン ノキ^ の 数 種に 過 ざざる も瀨次 遞坩し 五月 中旬に 
至 b て大に 其の 數 加し 其 後遞铋 する も 七 H 上旬に 至 り て 再び 
其の 數を坩 加し 其の後 漸次 遞狨 し 九月 下句 に 至らて は 新に^ 花す 
る もの 殆どな きに 至る 渐く 桢 物の 開花 期 を 異 にす る は ぉ溫 の彭藜 

亦斟 からざる べしと ^ お したる が 故 に 試 に m  'お ^  士山 m よ 6 移 植 
したる ミヤ マヲダ マキ、 キク パク ハカ' タ サゥ、 ィハキ ン バイ 、イノ、 ベ 

ンケ イサク、 マ グハ' シモ ッケ、 ミヤ マオン タデ^に hJc て 其 の は1 花 期 
を 敉察 したる は 元来 之^ 植物 は W 山 Jii 上に 在 りて は W れも七 H 下 
句よ り 八月 上句に 亘 りて HH 花す る ものなる に 拘らず ミヤ マヲ ダマ 
キ、 キク パク ハカ' タサク 、ィ メ、 ベ ンケィ サゥ' ィ メ、 キ ンハ • ィ等は 平地 

に 在 りて は TT.  11 中 句 1^3 花 し マ/^ ハ' シモ ッケ， ミヤ マオン タテ' 等 は 
六月 中句： !(； の 花 を \f\ け f> 又^ 通 平地に 於て 兌る こと を 得る ォホカ 
サモチ 、メ ゥハ， チサ ク、 ィ ソ ヅッジ カラ マッサ ク 、ハク サン チ ドタ等 
も 《 お^-上 山 JH に ^  6 て は 八月 上旬 滿 開す る も 今 平地に 移植し 若 
し く は 平 地に 自/ おする ものに 就て^ 察する に ハク サン チドリ、 力 
ラマ ッサク 等 は 五 f! 中句 開花し ィ ソプ プジ、 ォホカ サモチ の 如 3 

は 六月 中句^の 花 を 開け b よ b て 明治 二十 八 年 七 パ^'/ i 富- 1： 山 in 

に 於て Ä したる マッカ リ ヌブリ W 象 觀測記 及び 明治 二十 二 年よ 

W 十-: 年に 至 る 迄札稅 測候所に 於て な したる 累年 比^ 統計お と に 
よもて 同 山 m 上に 於け る^ 溫 と礼榥 に 於け る 其と ヒ 比^ し た る に 
彼 に <\.  b て は 七 n 屮 f-  r-i ^ffl 攝氏十 度 六 分 之に^ りて は 五月 中 平 
均 乂诅攝 氏 十 度 五分に して 共の 間撖に 一分の 《あるの み 殆ど 何等 
のぶな しと 云 ふ もれて 過 にあらざる こと を 知る. 
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之に よ りて 之 を ü れ ば 植物の 開花 期 I： 異にする は 幾多 外界の 影 
港に よ る は 勿^なるべし と^どもな 溫の^ 化 も 亦 其の- なるこ 

と 明なる と共に 五 )\ 屮句 に 於 て桢物 花數 の^ 加す る は 常^ 乃 氣 
Ä 其^ 植物の 開花に^ も 能く 適 介した る ものにして 七 W 上句 再び 

其の 數を坩 加す る は な 草 未だ 全 く 終らざる に 秋草 漸く 其の 花 5:« 
くるに よるなる べしと 蛾 ども 其 等 植物と 其の 氣溫 も 能 く 適^せ 
るに よるな きか 換^すれば 扎幌 附近 K: 於け る 植物 は 攝氏十 度 内外 
の 诅 度に 於て 能く^ 花す る ものと 之よ り 稍 高 诅 度 即ち 攝氏 十 七 八 

度の a 度 を 待ちて t:;】 花 する ものと に^^する こと i' 得 る ものに あ 
らざ るか 

終に K みお: 讕^ を. おすに 赏 り 懇^なる 指^ を 賜 《» たる こと を宮 

部、 大^ 兩博士 及び 半 巧に UM 接兩學 ：t に 深謝す， 又該綢 1¥  すの 
動機 を與 へられた る こと を ^ 嗨 Pfi^ 博士に 深謝す， 

^察 餘錄 トマサ ク 五 H  ❖ 末に は 平地に 於て 兒る こと を 得ぎ 
れ ども 山地に /£ りて は^々 に fr: す、 ァカ ゲ モ 五パ 中句 果讶 
渐く 成熟し 六月 上句 飛妝 し始 ひ、 - リン サク 五 H 々末に は 平 
地に 於て 見る こと を^ ざれ ども 山地に^  &て は處 * に 照 在 す 六 
月 中旬 t こ 至 もて は 山地に 於ても 見る こと を 得ざる に 至る、 タン 
ボ 六 8 中句  一^ 殆ど 全く 其の 花 を 終る も 其 後 再び 1射 花し 熙 
々九月の 終に 及ぶ、 ク ダマ パサク 俜通 平地に 在る もの は 六月 
中^ 其の 花 5： 見る 乙と を^ざる も 山地 K 在る もの は^ほ 花 を 見 
る 乙と 容 Ä なる のみならず 七 H 中旬に 至 6 て 其 花瀨く  ^落す o 
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1 1. Ham«m<'Hs  juj^nica マン サグ 

2.  Alnus  jaj^nira ャチハ y  ノ  * 

X  Anemone  Rnddonna ゥ, ぺ -. ィ. トゲ 

― 

4.  Adonis*  nmuronsis  7 クウ 丄 サゥ 

- 

• 一 

一 

ö.  Plant:ivo  katntM'liuti«'»  ^  r  +  *  t 

(>. Pctasitcö  japonita フ キ 

7.  CV)ry<lalis  ambi^ua トマサ ケ 



I  

8.  Gilten  lutcii キバ尹 ノア マナ 

9.  AjiigH  ycs(K.Musi.s    --. -ンキ _r  n 

— _ .  

―  

10.  Salix  Cnprca バウ づャ ナゲ 

11. Salix  ^liyabcarw   i ノカ ハヤ ナギ 

12.  Ulnms  caiupostris  v.  jnponica 

13.  Lysicliiton  kamtsrhatensn 

―                                                   -'  ~- 

J4.  J^rvthroiiiuni  «lens-cunis  ；;  "  &  , 

15.  Cljiorantli us  wrnitns  -ノ  v  <»  - ンヅカ 

一 

1«.  Corydalis  sp< や iosa       キケマ y 

一 

17.  Vitis  Coi^neiiao ャ マノ. ダウ 

一 

18.  Stollnriu  rardiu  '、お 

 — H 

―          ― ~ - 

19.  Pncliysiindrii  terininalis  -，  9  x  ^ 

一— *  

— —― ― 

20.  Trillium  Smullii  rr レ .レィ サゥ 

■ ―  

  一 - 

21. AiKmoiu-  dibilis ヒ メイ チ^ » 

22.Turaxacum  ofndinale  v.  glaosoetis  J 

y 
r 

Adrota  A【osrlmtr'llhm レ y ブ クサ v 

- —— ―  

24.  Anrmotic  flaccida  ―.， ンサゥ 

2ö.  Cliumaele  tcnera セント ひ サ', 

； 2G.  Ceplinlotaxus  tlrupnwa ィ »  *--y 

'27.  (;<rci(li|)liyllutn  japonicum む タラ 

28.  Taxus  cuspidnta イチ ヰ.'' ン-, 

29.  Trillium  karnt.^'hatioum  ^"?；«* 
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6.  Petasites  ,japoni(，a 


7.  Corydalis  ambigim トマ, ゥ 


8.  liiiirpa  lut^a キ， 《ナノ アマ 


1). Ajn^a  yoÄK»nsis    - シ 


】 2.  u Irans  oamnestri«  v.  japoiucn  ，レ 
13,  I A'sirhiton  kanitwhntonse 


14.  Ervthronium  ilons-caniH 力'" グ 


22.  Taraxa<*uni  offioinnle  v.  pjlmwns 


— f 


24  Anemone  flaccüla 
25.  Cliania*  !^  lrn<Ta 


y サゥ 


v 


ゥサウ 


28-  TaxtH  ruspidatn 
2J>  Tril  itini  kumtstrhaticum 


チヰ. ォ v- 


二  -' 


31. V  loin  hirta    v.  mllinu  - 


^ チ ノ  （y どィ サ Ü 
ナヅ ' 


32.  v»riiti;ina  Zollini^ri 


3"i.  Diphylieia  Gruyi    ,  y セ 


r ゥ 


♦34   Mafriioiiii  Kobus 


フ" ノ 


:i5.  An'r  jjiponioum     ノィ y プリ 
36. l'op，】luri  Miuvrolf'iw ト' Xt 
37.  (it  ntinmi  Thunl^rtriH 


ず 


ル v 

"ナ 


ダウ 


3'S.  Spira<a  ThunbtT^ii 
•>t)  (21nu<i<]iiim  pulmutiim ンラ ネア-, ヒ 
40.  A<^t  |)iotnm 


41 

Cultlm  p:，lu、<t，'is i 

'ゾ ノ， ゥ > 

42. 

A-poruln  o<loratn 

グ； レマバ * 

43. 

rimus  ntontnua  v. 

luriniata 

44.  v lilorautlius  iaponi<i， 

45.  \  iburuuru  f«  reut  um 

46.  Liiulora  sorircu 


y 十 

t  M  ：ン ダカ 
ムシ； j リ 

グ n モ :7 


4/  -  M い"， anthe ベ triioliutn 


ヅ h ン や 


48.  Torilis 


\*  /• ク 


49.  Andromeda  politolia    »-      ャ, ナゲ 
öl).  iriola  ver^fundii タ ビス ： レ 
51. 


•r>2.  l-onioera  ooeruloa  v.  villosa 

マで ミゲ 


53.  Acer  |>almatum 


 . I 


- 
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•r)4.  Rhododendron  iiulicuin  v.  Kaeiup(i>ri  X 

5.r).  IxMicothoo  Gravana     '、十 t  «  /  v 

―  -— 

iiii.  Vnroiniuiu  Bner^ori       ,(t バス ノヤ- 

f  ― 

ö7.  J^'tuln  alba    v  y  h  >  •< 

- ―'   " 

r>8.  I'irola  roni  folia ジ y. エフ イチ ャ 

öl).  Gapsolla  Bur.*u  pa^toris ナブ >• 

一 

一 • 響 國 ■ — — ― 

00.  Aps«  ulus  Hirbinatu 1. チノ- v 

Ol.  IIv<lraii«;«'n  wamlcns ッぉ ~r 亇 化， や 

'一  

<>2.  Qucrcus  prowrratii  ナラ 

•  一 , 

5  03.  DontHi  isi  ma(Tophvllji     • に - u  ： -サゥ 

——― —- — 

04.  Chclidonium  majtis 〃外 ノ i' ゥ 

- —  

1 

«>•».  Potonti IIa  fraffarioitl«'s    、- ぃノ  n 

-- -         ― -" 

'  -- 

― 

―' '- — 

66.  Orchis  lutifolia  v.  anfrustatn ハ クサ <y ド ， 

 一 ―.  

6/.  Lam  nun  album     a ド <i i サゥ 

<W.  Paris  quad ri folia クル-, バック バネ 》 ゥ 
む 9.  Paris  tx>tra|jhvlla タク パネ 》 ゥ 

/0   Pcrnrarpa  rin-ac«u<l(\s         ヤ キサゥ 

一  , 

- 

1 1. Prunus  Muximowiczu シロザ ク？.  s ャ マ- が ク , 

—- 

72.  Sambums  raoem 鳴 v.  pubescens れん-力り 

73.  Platanthera  deeipion»    ノ ビネ チド， 

74.  <  'Hrdamiue  hirsutn  v.  svlvuticji  * ネッケ，， ，- 

一 

7ö.  Fmxinus  lousricuspi.s    r  « 

 に — - — ,  ― - 

i  0.  :vIn|:int)iomum  b  tibi  mm    ，ヒヅ かサゥ 

i  i.  \  iola  verociiiula  v.  MMiulunaris ァ r ス ミ レ 
78.  v  min  Ijiinp^lorfB     a    re  * 千ツ おス i に 

|    ■ 一' 

79.  Menzit^ia  pontiuidra i ャゥ ？ タツ ッジ 

  ―.  - 1 

  —圍 

HO.  v  iola  Hoununata ェゾな チッ ドス ； レ 

Hi.  Heloaiopsis  ptuimHora    i んツ 

82.  Syrinpa  japonica ハレ ドィ 

8Ü.  Sitxifrajra  reflexa ヤマハ 十， か 

H4.  Ore  mast  ra  Wallichianu サイ ハイ， >^ 

'― —- -. — ■ — 

85.  DiKponun  Hossilc ハウ チヤ クサ ゥ 

86.  Smilaeina  jajMmica i キ ダ サ 

f  L  WÄ ヌ、 Wi2 に 於 じる M 物 ぶ BH 花 别 
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Ajujja  vpsocnsis  ―".  -v  ^ i- u  -c 


icliiton  karatschatense 


xacum  ofiicinale  v.  glausoens 
3ci»tiana  ZoHingrri 


7 デ 1 y  iTt/ 


Gt'ntiana  Thunberginna         u  " 


38.  Spiraea  Thunbergü 


づゴ メバナ 


； 40.  Acer  pictum ィ-ャ 
42.  jVsperula  odornta  _ り— 
48 

54.  Rhododendron  indicum  v.  Kacmpferi つ" 


Tori  lis  japonira _ -y  -, ゥゥ ， 
Aopr  palnjtttura ャマ モミ ゲ 


Ö5.  Lt'ucotlioe  Grayana 


ハ •,- ヒ 


5ö.  Vacoinium  Buereeri 」 *  w ス/ 


*>1.  Hy<1rang«t  scandens  —  y ルァゲ 《 "ヰ 


62.  O'^rcuR  <rr<wsorrata    ！ ヅ +  ,  .  十, 


63.  Dontaria  macrophylla  _ コ y  "  y サゥ, 


64.  Cholulonium  mnjus 


♦  ノ  V ゥ 


67.  Lnmiuru  album ォド， っサゥ 


一', 


71. Prunns  Mnximowiczii       ，-ラ s ャ ラ 


72. 


us  mcemosa  v. 


pubesoens 


73. l'latanthera  decipiens    y  >>»^-  p 


76.  Majanthemum  bifolium 


77.  Viola  vereeunda  v.  semilunaris ァ v  x  s レ 


82.  Svrin^a  japonica  —…ン ドィ— 


reflpxa ャ マ 


ハナ 章 ゥ 


ra  Wal  lieh  iann 


サイ ハ ■> ィ y 


ハウ チヤ グザウ 


japonica  ザサ 


87.  RbamtiU8  japonica ーク p ゥ *  « ド * 


88.  Heracleum  lanatum 


ハナ ウド 


89.  Ranunculus  repens     "ヒ * レ w  * ゲ 


is  repens 
ictorialis 


90.  Senecio  vu 


ノぉ a キク 


91. Allium  Vi 


ギヤ ゥクャ =乂- ク 


92.  Picrtumm  quussioides  キ 


»3.  Staphvlea  】^malda  一：  《y バウ 》 ギ 


^4.  Geum  strictum ォホパ *r ィ ，ゲ サゥ 
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J>ö.  DiiintliiH  su|)erbus セハ， 十 =r 'ン ，  一 

V  onvallaria  ma  in  lis キ ； 力 ゲサゥ 

 "  

1)7.  f \»rii'is  iDntrovcrsii  v.  namiltoninna ミ^ ■* 

 ,  

5>8.  Eiinnymus  enropucii マ》 ミ 

«9. I'olomoniuni  co^ruleum    , 、ナシ ノブ 

一 

100.  Stvmx  ( )b«s8i!i    -,、 クウ y ヤク 

101.  Polvsronatura  giganteum    -倉 * ナ ル コ " 

102.  I^actuoa  Hebilis ゲ' ン/ «  < 

103.  Aiuga  nlinta カビ, ク y ダウ 

104-  Soliizundra  cliinensis    t  *>  ^-y  ^  w 

105.  Svtnploc-os  cratnepoidfs サハ •？  * 卸 

106.  Colustnis  articu  Intus    ，お n  トキ 

107.  Potcmtilla  Frcvmana ミツ" タ チタ * 

 , 

108.  Lv.simnchia  jaj)oniea コ ■). スビ 

, —二         -X-  + 

109.  Prunella  vulgaris ゥサ * "クサ 

- 

1 1 0.  Vic-ia  unijujra    +  y テ y ハギ 

111.  Viburnum  \V>ight.ii     s ャマ が ，ズ i 

112.  Moohrinjfi»  lateriflora         ャ マス マ 人 マ 

113.  Calvstciria  «'piuin  v.  japoniea ヒ * 力， 

114.  Kinn  Toxicodendron  v.  radiean« タ * ゥもシ 
1 1 ö.  Prunus  Ssiori リ ゥ 尊 

MW 

1 1 6.  Mugnoiia  hvjJoleiH'n ホホメ  * 

117.  I>o<lum  palustro  v.  dilutatum イク タケク 

118.  Kvoti viiius  ulnta    二シ キギ 

115,.  VHCciniimi  eil  int  um 十 サ.' 、\r 

120.  Lotus corniculatus  v. juponicus ミヤ づ？ r サ 

121.  Oinita  vilosa ドグ^ ■>» 

122.  Cirsiun»  pe(，tinellunx サ" ァザミ 

1 23.  Aconitum  pallidum     1ズ ノレ イク y サゥ 

124.  Acer  Ts»'liono>kn ミネ 力へ デ 

一 

1 2ö.  Fi  Ii  pendula  kamtehatica ナサ * キサゥ 

一- 

126.  Tourmfortia  whinca ス十ビ 卸サゥ 

127.  Cnlvsti'jria  Soldancllrt  ^-»trinr* 

一 
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37.  Gentiana  Thunberinana 产か， y ダウ 

• -- 

61, Hvdrangea  scnudeiis ヅか ァゲサ 寺 

64.  Ohelulomum  mnjus グサノ  v ゥ 

67.  Lamium  album 會 ド， 3 サク 

i  i .  Viola  voroeumla  v.  semilunaris ァギス s レ 

88.  Herac レ、 um  lanatum     "ナウ ト- 

91. Allium  Victoriaiis ギヤ ゥゥャ ，ク 

94,  Geum  strirtum ォ * パ ダイ づダ ナウ 

98.  Euonymus  europium マ！ _ ミ 

102.  Lactuca  debil  is         ^  < 

104.  Schi zand ra  fbinensis テ！ > セレ r  s ン  j 

105.  Svnit)lfK!*>s  rrataop*o!(lps     ■» へ, a 

lOfi.  f  Vlflstnifi  ftrtipnlat.im     *• ル y»  j  ―  L*  ^ 

112.  》【ool ぽ injria  lateriflora    *  ^-y  -ry  x-r 

11:3.  Oilyst«^a  Scpium  v.  ja|x)nica  b 

1 14.  Rhus  Toxuxidcnclron  v.  rndicans タタ ゥ か シ 

1 18.  Euonymus  alata         \  r 

120.  Lotus  torniculatus  v.  japoniens  s ャ づ アサ 

122.  Cirsium  pectindhini サハ アサ j 

12o.  t  ilipendula  kutnt.schutica ナツ ユキ サゥ 

128.  Urtica  }>latvplivlla    +ホ ペイ ラタ ♦ 

12! に Rdt«  multirtora ズ ィバ, 

l  iO.  Liüustrum  nciuniiiatuiu すホ バイ *>ヌ 

181.  Styrax  japouitai 丄 ゴノキ 

132.  Hypericum  Asoyron ト * 丄サ 》 

133  Hcmorooallis  Dumortieri    t  メク v  y サゥ 

134.  Utrinularia  vulgaris    «  x  ^% 

135.  Utricularia  minor    3  «  x キ， 

136.  Picris  nieracioides  v.  japonicii 力 o ダ， ナ 
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ヴヱル ソン 显蟲の 血 W 中に 存す る 腺 細胞に 就いて 


Veraon,  E.  Zur  i\  emit  ms  der  DriLsonzellen  welcli«  in  den  Iihitl! "'請， 
der  Insekten  vorkomracu.    Zool.  Auz.  38， 1911  (205-301). 


U  &\ 休 殊 tc  *  S に 於 て 所謂 内分' ifc を ß すと-おへらる V 跺 細胞 を 大 


1)  氣 M 下 ^細胞 （Hypwt^m は Lsdw  Dri\.^nzt»llen) 腹 部 ^ 門 の 稍 後方に 位 
し 分岐せ る の^ 闻に 葡^ 房 狀を爲 して 騒碓す 此の 腺 細胞 は胚 
子 時代に 於て 旣 判然 區 圳 せられ 牴化後 は 著しき 變化 なく 唯 細胞 
各個の 大 さの みは 成 Ä 時代に 至る ま て 断 えず 坩大す 又時ク 其の 表 
面に 特殊の 物^ を 分^す る お 见る 乙と ぁ& 此の 場 伶に 於て は 核の 
形 夂は大 さに 多少の 錄化 を 現 はす 細胞核 は往々 榭枝狀 に 分裂す 

2)  幼 淼後發 生 《« 細胞 （Postkr  、ル Dri^n/ellcn) 前項の ものと 阆 じく 全 
く 表皮 細胞よ b 化成す る ものにして 化 蛹 後 初めて 癸 現し 蛹 期 を 親 
遇せざる 種類に 在 &ては 幼 Ä 期の 末に 至 （>  て^ずる ものな 6 最初 

は^ « に存 すれ ども 直接 分裂に よ &甚 しく 其數 ir*& 加して 扳狀 に 

排列し 腹 環節の 皮 廣の內 面の 一^ を溥^ 狀 をぉ して 被 ひ 稀に 胸部 
に 達する こと あ ら Ä 亦 » や^ 而に 分^物 を 排出す る を 見る 然れど 
も 細胞核 は 常 球形に して 分岐す る 乙 とな し 

3)  戴 管 表面 哚 及び 背 脈管^ 面 II« 細胞 （Peritracheal^  und '  pericardiale 
Driisena-llen) 此の 二種の 組橡は 常に 相 作 ふの みな ら ず幼焱 時代 K 在 

らては 殊に 相 酷似し 共に 概ね 黄綠色 を 呈す之 を Onocyten と稱 する 
は適稱 にあらず 兩者は 共に 顆粒 S の 原形 ® を 有し 細胞 は 相 ill な b 

て 細さ^ 狀 5rÄ し 此の 得が 網状に 迚 結す 核 は 多く  ß 形 なれ ども 定 
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ま& たる 形状な く 直接 分 《 に よ b て 增殖す 此の 分裂 は W 皮 前に 於 
て 殊に 活攒な 6 細胞 間の 境界 は割然 たらされ ども 幼 Ä 期 5： 通じて 
常 は坩 大す化 蛹に 方 ！） ては^ 苷 表面 腺 は 著しく 退化して 再び 活潑 
小形と な & 泫 に 消失 すれ ども 面 腺 は 一旦 小形と なれ ども 
再び 分裂 作用 を^ み 之よ 無數の 成癍 構成 細胞 J: 生ず 

4) 第一 胸 節の 前端に 存 する^ 状哚 (Driiscnzcllenstraug  am  Vorderramie 
de* 1. Tlioraialeegmente) 他の 哚 組織 よ h お 1 然區钊 し 得べ き 組^に して 
18  9  9 年 著者の 始めて 妃 載した る ものな b 而 して 外 山 氏 は 1902 年 
に 自ら 赉^ したる 一 器官と して 著者が 年に 他の 腺 組 被に 適用 
せる 「钣 門下 HSU の 名！： 以て 此 ^ 状 腺に 命名せ & 此の 哚組雉 は 第^ 
項の ものに 比すれば 圓 筒形の 管に して 且つ^に^ 照なる 皮 股 を 被 
る もの ゝ 如く 横斷而 i し 於て は 力 に 密接^る 細胞 を 見る 此の 
管 は 頭^と 第一 胸 節との 間 を迚 結す る クチ クラの 被 襞 邊 よ  钱し 
初め Ifl] 雒状 を 呈し後 太き 圆 筒形と な ら て 稍 遠く 走 り 後 二分して 外 

枝 は 第一 胸 節の^！" n こ Ü し內枝 はな it の 側^に 沿 ひて 走 り 先 Ä 細 
ま b て 終る X 來 此の 腺 粗钺は 最初 よ b 第 パ项の ものよ 6 も 人-形に 

し て 核 は 初め^ 状 を s すれ ども 後お 形す るが 如し 此の 腺 は n m a 

位お'： さよ 6 おふるに 蓋し 副 唾 哚 として 作らる、 ものなる べし 0 

(田 屮） 


グ ッ -， レ 家 の雜 種の 研究 

GiMxlale. II. 1). Studies  on  Hvbri»!  Ducks.    Jonrn.  Exp.  Zool. 10, 
1911.  (241-2Ö4) 

未だ メ ンテ' リ ズムの 見地よ は 1 ぬ の 雑糨に 就き て 研究した る もの 

お る を 間かざる を 以て 荖 ぶ は 昨 年 vl 一 昨 尔 の m か に 於て 此 が 研 ^ 

$T 轼み 人） b 試 m に 供 し た る はべ キ ン （h'ki")  }Ji び/レーエ ン (Rouen) の 
二,，，，', 稞に して 孰れ も 飼育の 結果 其の 純粹な る こ と を 誼せ られ たる 
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ものな り ペキン は 全体 Ö 色に して 雒毛は 全部 黄色 〃- ユンに 在 b 

て は 雄 は 頭部 光 》 あ る深綠 色に して 頸に 白 環 5： 有し 背は黑 色、 m 
は 赤く 腹 は 灰色 を 呈せ& 嘴 は 莰黄綠 色 雌 は 全体 淡^ は して 黑線狀 

钦 5： 有し 頭に は 前後に 走る 二 條の黑 班 i' 有し 頸輪 を冇 する ことな 

し 雛 は 雌雄 新れ も鈍黑 色に して 頭の 左右 に 二 條の鈍 黄 線 あ 6 又 体 

の Ä 々に 鈍 荧 色の 班^ を 散在す 

雑 交の 方法 は 若干の ぺキ ンの 雌の 中に； V  - ュ ンの锥 一羽 を泯じ 
〃 - ユンの 雌の ー舴 中に ペキンの 雄 一羽 を 入れ たれば Fi 各個 体の 

母親 は 之 を 知る に 由な し尙 孵化の!^ の 不注意に 由 &前 3 己 二種の ^ 
を 互に 泯 合し 了れ る もの 1 ダ-ス あり 

の 雛の一 邰は^ -ょ ン 型な りし も 他は兩 親の 讲れ にも 似ず 全体 も t 
^にして 羽毛の 下部 は 鈍^な &此 外泯合 IS よ 色の もの 二  M 出 
でた &  F: の 成 挽-したる もの は 大体 k 於て ル- ユン 3き に 近 似 す れ ど 

も^ 少 之と 異なる 照な きに あらず 即ち 雜 種の 雄 は m 部 を 除く の 外 
一般に ル- ユンよ &は 淡色に して 頸^ はグ I ェン； こ 比して 著しく 
太く 其 他 羽 n の 色 も 亦^ 々之 と^なる 所 あ り^し ダ- ユンに 甚近 

き もの 唯一 M あ b き！ 9?  く雜 種の 雄 は 大体 之 をー舴 中に 編入す る を 
^るに 反し 雜 種の 雌 は Ö らニ 組に 分る 即ち^ 翰 を^す る ものと も- 
せ  さる  も  の^^ の；^  ^班 を も-する ものと もせざる もの^ 是な b  m 

全体の M  ル - ユンに 比して 淡色なる こと は 雄 に 於け ると 50 じ 又 
仝 f 仁綠ェ 色に して 喉 部 及 胸郃臼 色なる もの 二 あ b 
F. は Ä 種クの M 色 を^せ しが 不幸 K して 其 足に 附 したる 記 》  5: 失 
ひたる Ä め 其^ 親 を 精確に 知る 能 はざる に 至れ &唯雜 毛 は 前記の 
過^ 以前 に 記^した る も 雛 毛と 成 ß 後の M 色との 關係は 黄色の 雛 
毛が 成 良 後 白色に 變 ずと ズ; ふの 外 何等 知 る 所な し 而 して R る xP$ 
(R は 〃- ュ ン、 P はべ キ ンの 略） の F, を 相互に 交 i おせしめて 得た る ^ 
の 雛 は ff 色素の もの6，^ 色の もの 3 な b さ 又 P ぞ X  R  $ の F, 雄 を 其 姉 
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妹 及び^の 黑色 雌と 交配せ しめたる に 前者よ &は む 色尜 5， 黄色 4, 
後者よ &はれ 色素 7，  ^ 色： i の 雛 を^た く して (i 色素と 黄色と 
の 比は豫 期の 3:1 にばして' 2:1 の 比 を 現 はせ り 

成長した るれ 中 白色の もの は^く ベ キンに^ じくれ 色 型の もの は- 
種 ❖ にして 其の 中二 雌と 一雄 はに の黑色 雌に W じく 而も 頭 ^ゆに 

Ü 色 班 を 具へ 殊に 其 雄の 頸輪 を 欠ける は最 著し さ 特微な b とす 他 
の 18 羽 は 大体〃 - ユン 棟に 近似し 唯一 羽の みは 胸の 赤色 を 失 ひ 一 

面に 截 灰色と なれら 頸輪の 幅 は Ä'ffi  * にして一 定 せず 又 二 羽の 睢 
は 白色^ 比铰 的に 多く 且 つ 幅 咴く して 殆ど 頸の 人 半 を 占 ひる 預^ 
を 仃せ& 

理 上に 述べた る 如く  の 雄 は お' と 凡 ベ て 一 炫な るに )1 し 雎 は 
二 型 を现 はす を 以て ^ れば此 等の 形 ^  (よ 之 を ÜH 性 形 W  (Soxlimited 
character) と 見 徵 す を \\\ べし 今べ- ッ ソン （Batesoii) の假 說に從 ひて 性 
に IW して^  5： 純粹、 ふ を雜 種と ち-ふるに S  5：  M 性 形 K と し其不 花 
性 を s と すれば S と $ と が 相な 性 を丫  i' する ものと 見 傚し^ べき が 故 
に 1'，， の 雄 は S^S な乂は S^" おと な i>  F, の 雌 は 乂は s さ s$ と 

なるべし 然るに 之と ^對 は^を 性に して 雑種と は fö し？ を純粹 

とする も 亦^ 明し 得られざる にあらず 此假定 に 據れば F, の 雄 は S 
又は S さ S ミ とな 6 維 は 成 は よと なる 即ち s となとの 

間に 相反性が 作られし と考 ふるもの にし て f2 の m 色 雄が!？ を 欠け 
るが 如 さ 事 赏 よ b 兑れば 却って 後者の 說 明の 方^ 窗 に 近き が 如し 

尙 前^の 公式に 於て 著者 は ゆ 親 共に 或 忭 ^に BM して は雜種 tl: な る 
こと を假定 せり 而 して 此假定 も 亦 It に 近き が 如し 唯 其の 碓蹬に 至 
つて は 更に 他 n の Ä 驗に 待つ ベ さの み。 （田 中） 
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クリント 、ン 馬 鈴薯疫 病菌の 卵胞 子 

Clinton,  G.  P.    OÜKpor««  of  Potato  Bliglit,  Phytoplithora  infestaiis. 
R«p.  Conn.  Agric  Exp.  St.  190!>-11)10.  Pt. 10, 1911  (753-774). 

trfi 物 病害 屮 最も 恐るべく 慘害 を 逸しく せる 媵史 を^ する もの は 
お鈴曹 疫病の 右に 出づる ものな かるべし、 從 つて 本菌の 生活！ 

就きての 研究 極めて 多し、 就 屮スミ ス （Smith) ド ハ' タ - (DeBary) 兩氏 
は本菌 卵胞 や の 存 お に钛 きての は 大に學 者の 注意 を惹 さつ、 
あに i し 前者 は 被害せられ たる^ 鈴 « の老菜 及び 塊莖 中に 卵胞 

ィ • を Ä 出した る！ ：  H 张し 後者 は 其 存在 を 疑 ひたるな り、 著者 は 再 
び 本 間^ を 解決 せんと し 人工^^ 基 上 Ktt 粹坫 *ぉ 轼 みた に 本 

齒の人 ß 培 よ 巳 に佛人 Matrudiot 及 び Mdliard 氏 等の 行 ひたる こと 
ぁ&て Ä 結果 は 千 九 百年 及び 千 九 百 三年に 報吿 したり、 但し 同氏 
ゆ は 卵 ÄS  f-5r'«Ä する こと I： 得 ざり さ、 千 凡百 四 年 北米べ ダモ ン》 
(Vermont) 火 學 の ジ s  _ ンス (Jones) 氏 は 其 助手 等と 共に 坫養試 職の 

結果 Ä 卵 器 樣の物 を 見出した る 5： 報ぜに 而 して 現 著者 は 本稱に 
多く の變忭 形 (-Strain) ある 乙 と を ^ め 多教の 培^ 某に 就 さ て の 
結果 燕 麥汁塞 天^ 赉某 上に 最も^  く 卵胞/ 5： 生ずる こ と を 確め た 
に 濂麥汁 寒大坊 お * を 作る に は 燕麥拉 50  Ä  5： 取 &  300/5 至 3  00 托 

の 水 5： 加へ 攒泮の 末； 殺菌 器よ b  30 分 間^^ を 通 じ 後 細き 

お 網 を 以て^ ift し逾 液に ioä の 寒天 を 入れ 再び 牛' 時間 蒸饫 t: 通じ 
て 寒天 を 溶解せ しめ 全 五 百 Ä に 至る 迄 水 を 入れ 充分 珉仓 せる 

後轼敏 管に 分ち 《Iß 蒸, 毵 殺菌 器 中に 入れ 7 乃至 と なして 15 

分 間 殺, し 冷却^お : せし むるな に 此の 如く して 得た る 培養基に 

培養せ るに 菌糸の 先端 膨大し 其 墓 部に 隔股 を 生じ 漸次 球形と な b 
先端 特に Ä 色 4:^ し來 &其胶 厚く  iß 色 を 呈す るに 至れに 時に 濃 

色に して 不逨 明と な る， 之れ 即ち 本 菌の藏 卵^に して ll [徑 3  4 乃至 
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50 ミュ- あ （>  て： i  8 乃至 4  2 ミュ- なる もの ^ も 多 し Ä 精 器の 生成 

余&に 良好なら ずして 其 初期？： 碓知 する こと を^ぎ & さ、 其形不 
規刖 なる 卵形に してお さ14 乃至れ ミュー 巾 1 2 乃^ 1 8 ミュー あに 

其 着 生せ る^ 糸 を も 確 ^ する 乙と 5：  ^ ざるの みな らず 其受椅 作用 
の极 過 を も 追究す る こと を^ ざり しも 藏卵 器屮の 原形 界は收 縮し 
來 6 初め 澳 膜 を 以て 蔽 はれ ある も 後 漸次 さ を坩し 卵胞 やとな 
る、 其 吸 平滑に し て 無色 或は 少し く 色 を^び お 24 乃至 35 ミ ュ 一 

あ に伹し X« は此 卵胞 户の赘 芽,'; 《驗 を^  了せ ざ ^ き、 倂此 卵胞 了- 

形成に 對 する 外界の' 状飽 にっきての 奴 察 を 記せ り' 说 後に 本 歯と 

Phytopl.thora  Phaseoli と を —試 驗 管内に お^し^ 者の 間 種 を 生ぜし 
めた に 間 棟の 卵胞 P は 疫病 趣の 形に 頮 W すれ 共其卞 成^め て ^ 
獨 ^集に 比して^ 教 なる こ と 及び^ 易に 充分 先 熟 せる 卵胞 了-をせ 
ずる こと 並に 色の 少しく 淡く して P に に Si 似 しある を 以て 
K 別す る I と を せト 藏卵器 は直徑 3  4 ミ ュ - と 4  7 ミ ュ-の (UU こ 上下し 
平ゲ 32i> ミュ- あ り. 卵胞 了-の 人 さ は 乃至 :W ミ ュ 一平^ 30  i ュ - 
«  b 佝 著者 は Phytophthora  cactornm と 共 に培赛 せる に 前 おの Ä 合 に 
比する とき は 其 間 棟 5： 生ずる こと 少教 なれ 共同 じく 生ずる こと ヒ 
知れに 而 して 其 問^ 败卵 器の 忭 ^は 同 じく  Ö 病 菊の ものに は 

しあ &て前 3 己の 問 種よ b も^に 淡色な に 而 して P に ca^rum の 傲 
卵 器 は 2  0 乃至 3  5 ミ ュ - 卵胞/ は 1 X 乃至 2  8 ミ ュ —の 直徑 を ィ!" する 

も 問 « の 藏卵器 は 3  5  75 至 40 ミ ュ - 卵胞 1*- は 2: "'乃至 35  i ュ 一 ある 

乙と を 認めた に 

^者のお 察する 所に 依れば 疫病 诲 のれ 忱生潲 力 著し く 械 殺せ ら 
れ たる ものに て 殊に 雄性の 欠拟 せられ あ に 之れ が 爲は Ph.  Phalli 
の 如 く  ft めて 蕃 く 漱精器 を 作 る ものと 泯合培 突 をな すと さ はお お 
に Iii! 種！： 生ずる ものと なせり、 

要する I こ 著者の 本 研究 は 近時に 於け る 植物 病^ 學研 究屮注 窓す 
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ベく 且つ 佰淤 ある もの V  — なに 若し 此 卵胞 丫の 發 芽の 状 旗 及び 
受精 作用 等の 研究^ 果 を 得ば 疋に 3T 献ー 屏大な るべ く 殊に 問 種に 
就 さて は 後 来の 硏究を 待つ ベ さ: が^柘 めて 多き ず o  (伊藤） 


メル ウス 卵 菌窗の 胞子 發芽 及び 接撺に 就きての 實驗 

Molhus,  T.  E.  Experiments  on  Sporo  Gerramation  and  Infwtion  in 
Oertain  Sp<  ics  of  Oomyo'tcs.  lTniv.  Wisooasin  Aprio.  Exp.  St, 
Bull. 15, 1911  (2.V84) 

^ 者 は 汗: K き 仝ん に 寄生せ る 白銹诲 Cy,toVm  t-andidu« を 用ね て 分 

卞胞 r- の發 芽に B» する 條件， 筏 種に BS する 外界 の事佾 並 に 本 歯 の 

稞ケ なる 十字 科 植物に 對 する 生 PP. 的 種 10  (physiological  species) の硏究 
5： なせら o 

分 生胞丫 • を 水 屮に播 下せる とさ は ffi 溫の暸 よ &も 著しく 低温な 

ると きに あく 發 芽す、 其 S 適 《t は斷定 する に 至ら ざ& しも^くの 
^果ょ 仓 するとき は攝氏 10 度に して 崁 ^最低 诅 度 は^ 度に 近 
く  ^商 Ä 度 は ド 、パ リニ  （ひ' IWy) の 巳に 記せる が 如 く  2.'» 度な ち き、 ffii 
して 好^せし めんと 欲する と さは 帒に水 を 用 ゆる を 可と し 種クな 

る^^ 液 Jr 用 ゆる も ^^せず、 播下 後游走 了-を 牛ず る に 至る 迄の 
時 fin は 2 時間 乃至 1" 時 間 に して 最も 速 かな る も の は 4r) 分に て 起れ 

る を ^めた に 此發弈 所要 時 m は 外 岡の 事情，^ 節 及び 寄 主の 生活 

力まに BH 係 を なする ものなる が 如く^ K の 候に 於て は晚秋 及び 冬 

李に 比すれば 短 時 Bn にて 行 ふ、 仴し 降^ 後葉 上よ b 取 6 たる 胞 了- 
も 發芽カ をれ する ものな に 明 おに よりて 资芽 時間 及び 步 合に 差 

5: 来す 2： となく ヌ播 下せる 水滴の 蒸發， 表面 吸 力 及び 分舦， も 歩 

合に 影^ を 與 へず 然し 飽和^ W 中に 於て は然ら ざる ものよ 6 癸^ 
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宜しから ず' 

次 K 接種の 條 ft はっきての 轼殮に 依れば 寄 * 植物 を寒乂 に濟遇 

せし むる と きに' お Ä に铉 害せら る 即ち^ *  了-苗の9  5% は 被害 せら 

れ たる もや: i 寒せ ざる もの は呰通 r»  ^被害に 止^  &决 して 1 r>  ^を 超 
'過す る ことな か &さ、 之れ 胞ィ' の發芽 力の 寒^の ß めに^ 大 する 
に 依る ものなる ベ さ も 寄 主 植物 も成受 tl: を坩 加す る に は 非ら さる 
か 未だ 充分 明かな らず、 伹し 此の^ Ä は 本菌の 繁^ 上 極めて 好適 
なる ものにして ド、 ハ* ，-氏が Ö に 18. めた るが 如く 本 澳の游 走 了- は 
早朝 植物 紫 上の Ä 滴 中に^に 游泳し つ ゝ ある ものな に 故に 若し 
低 诅 度に 於て 發 芽し 得 ざらん に は 如斯 朝^ を 利用す る こと 能 はず 
して 大 K 其繁 Ä  5: 制限 せら るゝ に 至るべきな り、 It  * の 得た る 
結果よ り兌 ると さは 寄卞桢 物の^ 的なる 不定なる ものよ り もお】 つ 
て 健全なる ものが 被害 せらる. 倂成 * と 了- m と は 其 Ä 受忭に 於て 
著し さ 差 連 めざ &き c 

^後に 所謂 生^的 棟頹の 決定に つ さて 大根 に^ 牛せ る 本 1» を 他 
の 十" r: 科 植物に 接種し 成 'まする やおや 就 さて^ 驗せ るに 大根の 二 

十二 品種 は 凡て 成受し や i  !»')  » なる ^»Phaims  eau.lata^ にも 接種す る を 
得た に 人-根と 屬を與 にす る もの に 接 稗 し 得た る もの は き-力 

及び 甘 藍に して 陰れ: な & し はかぶら、 J^liAir._§_^L ば-が,^ ク  1^' 
7  ■ ^ラ さ う みづた 力； らし， に 【まひ あらせい と ラ 、 Sisymbrium  ofriciualp. 
8.  tltümmnm,  T^cpidium  virginicum ，及び Tberia  umbellata  4  b さ。 (伊 
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"一、 ハン 細胞核 分裂に 於け る核胶 滲透 作 ffl に 就て 

lAWäon,  A.  Anstrutlier,  Nuklear"  O^inasR  uLs  Faktor  \rA  derKernteilung. 
Brit.  Abs.,  Portsmouth  1911.  Sek.  K.  abs.  \at.  Rds.  26, 1911  (656) 

著 者 は Disporuni,  Gladiolus,  Yu<va,  Hodera の 花粉の 細胞核 及び Allium の 
根の 光端に 於け る 休 細胞核 を硏' 先して 核 紡锤 体の 發讶 を^ 察せ も 
紡^ 体 は 凡て 核 形成の iff. 前に 於て 現 はれ^ Itö の 消失 と 扣忭ふ も 
のとす 氏の^ 察に よれ ば 紡^ 休の 效禽屮 核 lift は 消失せ ずして 港逨 

原形 ^ 股の 如く 其の 馋透 作用 を^ 更 する ものな りと， 父 著者 は 

钹^ 色 休 形成に 至 るまで 核の^ 铽が^ 次减少 する を 崁 もした b 之 

れ 核 液 は迻出 して 細 胞 f[ 巾に 到る によ る ものにして^ ひに 核 腔 愈 

小と な b 核 m ^色 体に 密 者す るに 至る 乙の 核の 縮 小 に 仲 ふて 細胞 

^ は 以 I^J よ i> 大 なるお 菘 を 占 ひべ く   If. 其 吸大 となり 铀 胞^の 構 

キノ ゾ 》 ズ マ 
造 Kuiospksma の 形 を 収る 

^く の 植物お 研究した るお ： 果 に よ れ ば 乙 の Kiuoplasma は 设 初 種々 
異なれる^ 介 を なす 例へば Kinophtsma が 核 お 豳 桡し 或は 放射線 狀を 
な し 或は 細-での Uli  M 形 お をな すが 如し. Kin 叩 1 お ina が 如何な る 形態 
を呈 する も^ に紫张 の 方向 と 伶す る ものな 6 即ち 若 し 或 紡綞 線の 
一定 方向 を収 i> しもの^ 张'; Öifö すれ ば^に 新た なる 緊^ 方向に 沿 
ふて 新形 想 を 取る かく して^ 一なる おん 城 線の みなら ず 其^ 合^ も 
稀ク なる 形状 を iß はすな ')。 

從來 紡お ISi は お 中に 浸 人して ^色 休 に 附着 す と^ぜら れ たる も 
其 確^ を 欠 く  . お 者の: S はに X れば^ 俊 染色^ は收 欲し 来れ る 核 
吸 K  &] 校 せらる 、な 6 と、 附 养 せる 紡 純 線が^ 色 体 お jfi 極に 糸 引 
する 現象 は 未た 名の^^ によ りて^ (ü】 する こと を 得ず 0  (仲 尾） 
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ディ ク' ビー 雜極 Primula Kewensis の 染色体 

Digby,  L.    Dir  Chrr mow  mt  n  d<»n  PusfurdH  Primula  K«'w»'nsis.  Brit.  Ass. 
Portfi-moutli  1011  Sek.  K.  nbs.  Nat.  IWs.  26. (668-669) 

P.  floribunda と P.  verticillatn と の 雑種 は 1'. Kewensis と して 知 られ不 結 

^にし て 花柱 短し 然るに VHt<h 氏の^ 棟^に 一個の 良さ 花柱 を 有 
する 花 を發兑 したる に此 花は受 ffi して 棟 f を^せ り この種 子よ b 

尘 じたる 桢物は 花柱の 短き 花と 花 ^ の ß さ 花と を 有し 結 實 せ 卜 

Veitch 氏 は是ょ 6  —^種 P.K.&rinosa を 沟汰 した に 

染色体 數は P.Kewensis の 兩轵は 同一に して 不結 竹雜 種に 於て も 亦 
之 等と 同數な b、 即ち 18(2X) と ！ 》(X) な に 然る に 結！？ TH: の P.K. にあ 
b て は'36  (2X) と〗 8(X) とな にこの 二倍と なれる 染色体 數は 世^ を 
直ぬ る も 保 親 し 又 P.  K.  fkrim^ に 於 て も 同檨: Jt: 特仃 性と な れ り。 

この 染色体の 增加は Apogamie によ りても 解釋 する こと を 得ず ろ 
は胚巍 母細胞に 於て は 上^の 何れの 種 額に 於て も 疋規の 分裂 をな 
す を 以てな 6o  ' 

1910 年 Kew  K 於て に vorticillata 及 P.  floribunda  var.  imbellina の 雑種 形成 
せ られ たる が 其外鈸 P.  K.  f'"ri"o8a に 近似し 父3 G(2X)18(X) の 染色 休 

教 お 有す o  ， 

染色体 數 の俩然 fö 加 は Oenothem に 於て 之 を ^る Oenothera  Laniarcki- 
»na は 14(2X) の 染色体 お 有 する に 之よ b 偶然 @與 によ & て 生じた 
る O.  gigas に 於て は28  (2X) 1 4  (X) の 染色体 數を U す Primula に 於 は 
不 お: Ä 竹: よ b 結お' れ: に^ 化し 11 る 過渡期に 化' 加 したる ものな h 

f 也の れ冬 おな る 現象 は !*•  floribunda  viir.  i.sjibellina と 1».  Kewciwis のお .1$ 
形 と の 維 稞に 於て Ä 察 せ ら る 、 前 名' は 1 «  後 ^ に. 3  6  (2X) の iJk 色 
体數 を^す るに 之 等よ Ö  '\- じたる ^^が 外形 及 tfc 色体數 共に P- れ 
var.  is. に 類す 或る一 種の 調節 作用に よ り て ！UX) と 1 8  (X) の 和よ 6 


Digitized  by  Google 


抄  tt  7', 

1 H  (2X) を 'おじた る ものと 考 へらる 乙 れ (Vnothera の 雑種の tfc 色 休の 

現象と 比^して 丧だ 典眛ぁ る ひ！]^ な b と す。 （钆 ^is 林舉 fr 報 tfl 十 

二 躭七 十八 ひ^ 照） （仲 尾） 


チ ケ 人 解: 母菌の |Äj 定並に 染色 法に 就て 

Zikes,  H.   Die  Fixierung  u.  Färhiinj; ,1. Hefen.  Centralbl.  Bakt.  u  Par., 
Jena,  ii，  31. 11)11.  (507-534). 

著者 は從來 多く の 人々 が钿^ 又は 植物 細胞の 固定 並に 染色 用と し 
て 採用せ し數十 種の 方法 を 撰み 之 を ^母 賴に應 用して 以て 其 適否 
5： 試敏せ 6 今 其槪耍 を 記載すべし- 

第一 13 定法 « 母 菌は 他の 铀菡頟 に 比して 空胞 に 富 ひが 故に （51 定 
操作 中 常に 乾燥 诅 度に^ 意せ ざるべからず 而 して 著者の, 试驗結 
果 に 依れ ば攝氏 4  0 度 にて 乾燥す る も 尙ほ空 胞の大 さ を 卞滅' す る 
ものな り 然 れば該 操作の 際 は 20- 30 度の 間 に 於て 璲 现 する を 可 
とす 又 0 定 槲 と して 设 も/ j 効なる はフ アイ ファ -(Pftiffer) 氏 溶液 
及び 浪^なる 外汞 液の 二種と す 其 他 稍々^ 好な b と認 むる もの 
は 酷 敁， ォスミ ク ク酰、 ビ クタ ン酸 等の iß 合 液 及び 之に 键化 白金 
液 を 加へ たる ものな b と ，；ふ 

第二 細胞 敉の ％ 色 はと して ^ 好なる は フ タ 一 ドレ ンダ- (Fri«llän- 

iVr) 氏 は' にして u  n を 1 % の «vif 液 に 1 -2 分 間 澄し 乾 垛 したる 後 

ゲン チア ナビ ォ レット， ァニリ ン水 にて 染色する 20_2ö 秒 |：{] に し 
て 終る 父 a  —  T-  (Johne) 氏 法に 依る も 橾 にして 初め 2  のメチ 
- ルビオ レツ ト 水^液 屮 に ^ し加溫 して 着色せ しめ 次に 水, 1» に 
2 秒 間2%  ftJV^ 液に 6- 1<» 秒 も 後に 水洗す ベ し乂  檁本 を 作 
るに は 先づ乂 乾' 村 枓をフ レミ ング （Flemmmjr) 氏 液 に 一 時 |H]  ^ して 
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水 f5t%« す、 次に 2 分 1? さの 酷^に て 3-4 分に！  Jgfll したる 後 再び 

水洗 乾^し サ " ラ ュ ンを用 & て r* 分 ！: n 染色 を 行 ふべ し。 
m  二 細胞 内お 物の 染色 は- 

一、 ゲ リコ- ゲ ンの^ 色 は 中 は- )% は に /|: ちて はぬ 淡の 度の 過ぎた 
る もの は 何れ \  a お i 果 を^し 賴し而 して /ft も a 好 な る は ^__^cz. 

ノレ ひ^" 1) 氏 液 に して 1 分の! '尺' /52 分の 沃； r 加1!，. 30 分の 水の iß ひ 液 

な &乂メ  ，レ〃 (Möller) 氏 の 1 '，ん の iK  fti 加 Hl 液に 沃^ を 飽和せ る 
もの も！ HI ^ の 効力 をれ す， 3£ に 次の 如き^ 色劑も 亦 グ リコ- ゲ 
ン tfc 色 ほと して 使用し 得る ものな に 

^一  液 は 力- ミ ン U>  £g 化 アン モ-ュ —ム 2.0 炭；^ タ チュー ム OA 
を r»  0.0 の 冷 水 に Tß  it して  一^ 加熱し た ろ 1$  20. りの 'にお 化 アン モ 
ュュ -ムを 加へ て iß 合すべ レぉ 二 液に V   ：/ フ や ノレ ド （i)eiur "'レ り 氏 

のへ マト キシ リン 液 にして 初め 同 液に て： fc 分 着色せ しめ 次 に 第 

一 液の' 2 分 アン モ -ァ 液'' i  ^メチ-ル アタコ - ノレ" 分の Üi  fr 液に 

一 時 nn  ^すべし おに 2 分 カメ チ _ ダ 、アタコ - ル 4 分の 純; ft  is  5 

分の, K の ü£  ^ 液 成 は 一分の ァ ンモ ュ ァ 2 分の 純 ； iM     の ^ひ 液！： 

用 Ö て I' 分 間 股 色すべし 然ると さ 細 胞 核 は お 色 ゲ リ コ- ゲン は 

藍 紫色 となる o 

二，     胞内 に 多少の^^' ふの 仆 /|； す る W は 旣 に 蹬 せられ し ^ W な 
h 今 in] 胞の^ 色 に hm し あ お 力 m 驗 結 % に 依れば レ， プフレ m し' 

<-r) 氏の ァ ノレ カタれ： メ チレン ゾラ ゥ液は ゆ: 形 n を^^ 綠色、 

5: 淡 ^翁 色に 染ひ乂  メチ- ノレ ビォ レ ッ ト 及び チォ ユン はは 形 K 
を 紫色、 《胞 を 淡お^ 色に 符 色せ しひ 殊に^ 胞內 の^ 遊 ^ 

(TaiizköriKTclici.)  ^色劑 と して はメ チ-〃 ビォ レツ ト を 可とす， 
マ， 細胞 內の粒 千 《1， に は lift 油 TI 物 を iß ひせ ろ お fi は^の 物' il よ 4 
なる 脂 油 tt  T- (()lkör,K.rrhei,) 及び 全く 脂 お h のみよ なる 脂 W に ほ 
tropfchen) の 二種 を 含 ひ此 等の «  丫- を K(  ^  f (よ 6  K や 1 する に は * 
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ノ レン スト (Ern«t) 氏 並に ラ クム (Eaum) 氏の 採用せ る 方法に 依る を 
最良と す 即ち 少しく 加诅 せる レヅ フレダ 氏 メチ- ル^ 色 液に て Ä 
Jf し 水洗した る 後 ビス マ- ク 褐色 尜 にて 染色すべし 斯く すると 
さは 原形^ は糾 色と な 拉ィ はま 色に 鏺 ず、 X 粒 子 の 脂 油 部 は 1 
^ォス ミック 酸 液に ^りて^ 色 又は 黑 色を呈 す， アル カンナ T 
Ä は 70% の ig 精 に 溶解す る もの 最も 有効に して スク ダン 第三の 
0.0-1.0% 液！： 使用 する 場合に /|:.  &て は溶劑 と して； A 精 お 用 Ö る 
よ 6 もダ タヤ リ z の遙は 勝れる を 知る c 

四、  細胞核の 染色 は屮 10 [も 良好なる は ク レツ ケ ダ (K lücker) 氏 の赏用 
せ し ハイ ダン ハイ V  (Htideiibaiii) 氏れ: にして 次の 橾怍 を 耍す、 材 » 
をァ ユリ ン油 0.  3 ゲン チア ナビ ォ レツ ト 1 S 酒 精の 1 5效 を 水 1 00 

^に 溶解した る 液に て 染色す 次に 洒精 にて 洗ひ沃 度1 分 沃度加 
甩 2 分 を 300 竓: の 水に 溶解せ る ものに 浸滾す 最後に MW にて 處 
理 すべし 尙ほ^ はの 染色 尜 としてへ マ トキ シリ ン お 用 Ö て 返 に 
佳良の 結果 を 得た b と •!« ふ 

五、  胞 子 染 法 屮 良好な b し は _ 乙 クニオ ^  (Wagner) さ'^ フ マ 丄ス— テ_^ 
(HoffmciPter) ハ' ィュ リンク （Ifeiji'iiuk)  ^の r;lt 氏 t こ依& て银吿 せられ 
しもの な （>  著者 か此 'ぶの は を W 酌して 考案せ る もの あ &  ^ 乾飽 
の材枓 を 更に 《り 度に て 乾^し 1-2 分間浪 はゲ リセ リ ン にて 煮沸 
し 次に 水洗 したる もの を 1.5- 'r)  ^のク p ム^に て處瑰 したる 後 1 
分 間 チェ- ル 氏の 溶液に て 沸 煮 し 通^の 色素 を 洗 腺し 去 b 
3% 械故 に濱け 1-2 分 間 に して 水洗 鉍檢 すべし。 

第 四 グラム 染色 法 並に^ 活 細胞 及 死 細胞の US 別に 關 する 染 色 让 
著者 は 酵母菌 K 對 する グラム 染色 法と して 次の ^ 作！： 取れ & 材 
料 を ゲン チア ナビ ォ レット ァュ リン 水に 2- 3 分 問浸溃 し 次に^ ゴ 
-J^ 氏 （Lugol) の沃度 液に て振诳 する^ 1 分 問に して 純 酒 棟に て 
洗 ひ 過 余の 色素！： 除去すべし 斯の 如く して 處 瑰 したる 細胞 は胶 
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に 於て 何等の 接 化な き も 原形^ は Ä  ^ 色に 着色す つ 
二， 卞死ポ 細胞 を 區 8»! すべき Ü 常の 方法 を 見出し 能 は ざ 6 しも 從 
来 用 なられた る 色素 屮 祯 ❖  ü 常なる はィ ンテゴ 力- ミ ンの 30 ほ 

稀 約 液に して 細胞の 稀薄 度 は ー竓屮 4  0.000 個に^ る もの を 可と 
す 液に 依 6 死 細胞 は' お 易！ こ 着色す る も 生活 細胞 は 二 四 時間 後 

にあら ざれば 着色せ ず乂 前者 はァ ンモ ユア 銀 液に て 黄色と なる 

も 後者 は 着色す る 2： となし と ÜB ふ o 

第^ 封-塞 #! と して 從來用 ö た b し カナ タハ •/ レ サム、 ダ マル Ä 及び 
ゲ子 チア ンテ レ ビン 油 等 は 着色 標本に 使用す るに は: f  iiü 常な b 
とす、 之れ Ä 夾雑物た る 酸 は 股 色 を 催す が 故な 6 此 等の 代と し 
て 良好な る は 醋酸 加^ 及び 舍利？ ij に して OK 少のク -  、 フ オル ム、 
チモ -ル等 を^ 合すべし 又 浪^なる グリ セタ ンも 代用,' ,?,7 に' る こ 

と I： 得る ものな &と謂 ふ K あ 6。 （田 所） 
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^と 他昆蟲 との 共棲 

共钹 現今 蟻と 共 接する は 約 六 百 ト り 知れ あ 其內く  7) あ 
6— と共榕 する もの 約 百 五十 種、 さあ もと 共栊 する もの 百炝種 あ に 
元来 共 接と 稱 する もの は 相互に 利 釜が あ りて 同居す る もの を 云 ふ 

のて 一方の みに 利 ありて は 取に 寄生 的で お-候で ある、 勿 jsr 此六百 
の內て も 其 性^の 判然せ ない ものが 多い 故に 今共棣 する もの レ 

左の 四 種に 分って 說明 せん 
―、 « に 食物 i: 與 へて 蟻に 保護 せらる V もの 

二、  蟻に 食物 を 與へ 同時に 接よ & 食物 を受 くる もの 

三、  蛾の: i  i: 借&て 同お する もの 

四、  饯に寄 ä する もの 

(一】^ にな 物 を 與へ蟒 に 保護 せらる 、 も の —— 熊 蟻 は 榭棺に 虫 を 

保護 し、. て/! と う ひし、 く さ W  ^  5  、 ひら た あぶ 等の 外 息に 反抗し 

て ß 虫の 分^液 を吸收 する のて ある 或は 同時に； ft 幼 袅を近 榭に移 

して 其 蕃铋を 針 b 冬 時 は れが Ä に 携へ来 b て 之れ 5: 安全 ic 保護 
し 》-容 になれば 再び 之れ 5： 樹上に 述び 行く ので ある、 本邦 あか あ 
上の _! に は 一 稞淡絲 色の 蚜虫 があって 草根の 液汁 を 吸收し 其穹腑 

内に て 糖化せ る 分^液 を铼に 供給して！ パ る是れ 恰もお 人が 牝牛 を 

おひ 其 乳汁！： 得る に 興な ら ない、 其 糖蜜 を 得ん と 欲せば 己れ が^ 
^を 以て 其 腹部に IWUi 若しくは u を 以て 輕く^ へる 左ら ば呀 虫 は 
楓堪 irÄ する 故 肛門よ ら^ を 港 出す るの て ある， 今迄 は 蜜 槽と稱 
して 腹 上に ある^ 状の 附屬 物よ b 蜜 を 出す ものと 思 ひしに 此 もの 
に は 蜜 を 分^す る裝 S がない のて ある、 あ &っ かうん かも 亦^の 现 
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に お りて 其 生す る 糖 液 を^ に 供 ^する. 此 うんか のな 物 は 定め I： 
せ ä に來ら 居る 草根 液で ある が、 n に 仝く^ のな さ 小 丘の 砂地 に 

ある 乙と も あ b て 如何に 其 ft 物 5:  V\ る や 力 知れざる ものが ある、 此 

他に 木 i» と 云 ふ ものが ある 此は 木の 枝に 忪も 通の^ に 附^し ある 

もので 其 Ä 端よ ら分^ する 糖 液 を 蟻が 吸收 する ので ある 51- 亦^に 
保^せられ ある一 KiSft である 或は 介^ 虫の 如 さ、 ^輝の 如き，^ は 
又 小 灰 蝶 幼^の 如く： Jt 糖蜜 お 分涨 する もの は總 て^に 保^せられ 
て W る， 介 鼓 虫の 共珑に 就て 面 き が 印度に あ る はま さあ 》 
は介效 虫の あ る 處に其 幼. 巾、 の 分^せ る ^糸 を以 C 被^  irüli  b  ；な^ 
を 保滟 しながら 同時に 其 蜜 液 を 吸收 す， 之れ も 亦 苦 人が 牝牛に S 
する 成が ある. 

(二） 镊に 食物 5： 與へ m 時 に^よ り u 物 i:  n る も の 此 内 に は ip 虫 

額が 多い、 彼の^ 翊., 11 科に Ä する ミ  〃メ ドニ ァ 及び n  メタ- サ.^ 

塚 虫 科に 屬 する ブセ ラ フス 及び クラ ピゲ〃 ゆ は 其 ：れ なる もので あ 

つて； «； 相互の B« 係に 至 6 て は 未だ 分明な ら ざる もの あるが 唯 だク 
ラビ ゲルの 經 過が 稍 や 判然して 居る から 少しく； 1 て见 よう. 此甲 
虫 は 巧; に ま あ b の 粜 中に 住し 其 人-さ^よ b も^ に 小 形 である 蟻 は 
此屮 A が翅^ の 外側に ある 粗で よ & 分^す る 液汁 を 吸 Ä する もの 
であって 其 分^液 は 未た' 犮 に 判然せ ない がー 種^の'' S 好 す る 糖 液 
なる^で ある 此は如 M に 总 物お 與る も 自ら 之れ を 採 6 て ^ する：！ 
とがな' へ 必ず^の Li よ り 之れ を 吸な する ので ある^は 彼 Jr 愛 
すると 同時に 屮虫も 亦 彼等に 服 從し其 大形の 被 角 5: 以て 珐に 附^ 

せる 澳埃 i: 攒除 する^？ r に 驚^  ノ 〉 外ない ので ある 此^ 虫 は rn^LU 

共) 並に 後翊 5: 欠 さ 蟻:！ 外に あり て は 到底 安 仝の 生活が 出来な 
いので ある 故に 彼^ は^と 5E 命 を 共に し^に 生れ^ に 死し 扣 S の 
利益 を 計 b 相铺け 相愛し 共铋す るの も 亦 又 自然の 妙 用で は ある 爻 

い か， 
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k 三；^ の Ife  5: 借 i> て 同居す る も の —— 共椟す る 大概の 昆 Hi は此 部類 
{《甩 する ものて あるが 彼の 蟋崃科 する も のて あ b つか 乙 ほろ ぎ 
と稱 する 小形の ^虫 が ある 此 もの は 本邦に 稀な ら ざる 種類て あつ 
て 常 に AAA と ^  ^して 居る 故 （c 其 色 揮 も き あ b  m 檨 K 黄 《 であ 
る、 此は 決して 蟻の ：！ 外に 资見 せられない 彼等 は 果して 蟻と 如何 
なる 關 係！： 有して W る や は 未だに 知れない 8!1 に 糖 液 を 分 すると 
も 思 はれない 成 は 吾人 人 頹 が 猫 犬 を^ ひ; るが 如 く  一種の 玩弄 用 
の もので ないかと も 云 ふて W る， 然し 火 は 盗の 用心と な 6  、 猫 は Ä 
を 捕 ふる 技の ある 如く  之れ も 亦 何に か 役目 を 持て W るので ある 
う が 拙 者 に 分らない， X ありつかえん^ むし の 如く 蟻 と 同 お-する 
ものが ある 此^ は 如 M なる 關係を 以てお る やら 知れない、 愛 i 《一 

つ 面 n さ も の が ある 此 は ひげぶ と をさむし と稱 する ものて あって 
頗る 大 なる ® 角 を 持て な；る 小形の 平 虫て ある、 此は蟒 よ & 食物 を 
供 拾せられ ある 代に 其巢 の危險 に迫& たると さは 其 ä 端 は 装 苗せ 

る. 【II：    98 よ b  — 糨の ÄJ0?5: 發 砲す るの n 的 を^す る ものて ある 如 

斯前 i も 虫の 共梭 tl 的 も 亦 何 か 用が ある らしい 
(四） 蟻に 寄食す る も の ~~ -JJt は 珐に用 はない が 又 別に 害 もない やつ 
である、 若し 铋に 大 おが あ る も の なれ ば WW する こと は 勿^ない 蛾 
に 放逐 せらる、 は 常然て ある， 例 令ば 嫠蟒の Ä 域に 他の 小^が Ä を 
造る ことがある、 餘り大 にあらず して 邪魔に ならない I 勺は默 許し S 
くが 其大巢 とな &て 邪魔になる 樣 になれば 其 m の 上に 色 々と 己れ 

が 介 ひ殘 したる 不用の や 虫の 翊 とか 脚と か！： 積み 《 ねで 彼等が 其 
煩に 絕ぉ ないて 逃け 行く 様になす と 云 ふこと である， 又铋の 具に 

は 金^ 千の 幼虫が 居る ことがある 此 目的 も 何' にある や は 知れない 
が 宿！: 借りお る ものら しい 束 印度に シ マと 稱 する 蜣が ある 此 

者 己れ と 能く 似た る 蜘蛛 及び. 七 峰の一 種と 共 使す る ものであって 
其^ 係 は賒 《» 判然 せんが 兎に角 仲 好く 爭闘 をせ ないて 共棲して 居 
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ると i-i ふこと である、 发に iiö'n き は 若 し^が 移 化する^^ に は 此^ 
客 も 亦 化に 移住す る ことで ある v'j 此外 共梭 する ものに は！ w 足 領, ベ 
にく-も わらじ ひし 等が ある 此ゃ に^がな 物 を與 へる ことがある、 此他 
^奥 若しく は^の 休 内に 寄生す る蠅 若く は 寄生^が あるが 此ゅは 
^椟 てな く して 率/)^ の 外 欺と 稱す可 さもので あ る尙此 他せ 使に 
就 さ isn さ 事 K は 植物と^ の bh 係で ある 此は ブス- ト ミ， マと 稱 
する^て 南米に 《 る， ァケ シャの 一種と 共^して 居る， 此木は 一種 
の 糖 液 を 分 浓 する のて あるが 故に 蛲は此 木の 內 i こ 同 w してお る、 其 
•m はァ ケシャ の^の 内 i 《ある， 其 末端に 小 孔！： 穿ち 之れ よ り 出入 
して 厂/: る、 元 來 植物 は 其 棘に 孔 を 穿た る ゝ も 其 生活 機能に 何等の 

UM 係が な' い^は 此 木に 枘, ß 、し 居 &て其 木の^の 根本よ b 卞 する 蜜 
液 を 吸 It する が 故に 其 植物に 害 ある はき b さ" や ら HJ) —ば:^ 其 

他の 外忠に 反抗して 其 も' 主 n る 木 を 保 m する、 ^に 又 あ? > の 木 と 
稱 して 一種な 锥 なる 植物が 爪 吐に^ ^ してお-る 此橄 物に は大 なる 
球が 出来る 之れ を 切って 见れ ば 艽 内 は m の " 無 に B» は らず一 種^ 
の * の樣 になって v; る即 ち 之れ は^に？;',' を贷 して 铋に 保^ し て K 
ふ桡 になって な： る 父 m 米に ある セク" ビヤと 云 ふ 植物に も^ が 居 

力 Ii カザ UU 

る 之れ に は 一棟 介殻 虫が あ もて 其 分^す る 糖 液 を與 へ" 者 共同 し 

て 柄 ß 、してお る、 女王の 周 豳 に は特 «>1 介效 虫 の 奸 かあつて 糖 液！: 
供給して ほる 以上 何れも 生存 Ä 爭の 烈しき 爲め 哲共栊 する 様にな 
つたの て ある o  (PP. 學 博士 松衬松 年） 

地理 小話 （一） 

(1) 北海道 地名の 义字 
北海道の 地名 は. 大抵 アイヌ^て、 ひづ かしい のが 多い のに， 之 
は 漢字な ど を あてはめ ると， 益々 むづ かしくな つて， 讀 むに 闲 難て 
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ある。 昔 新 井 n 石; よ， 蝦^ 志 を ま: は し た 力;. 其 文 は澳文 で お い た に 
も拘は らず、 地名の みは 悉く 片 假名 を 用 ひて ねる o 假名 交 b の 澳 文 
は. 古来 《 めて 稀れ て ある が、 此處 がな 石の 见^ の 勝れて &た 所で 
あら ラ0 夫れ から 降って 文化 四 年に， 德 川菘府 は箱舱 奉行に 命して 

嫒爽 地の 地名 をば， 假名で 害 く  I とに させた o  W 辰刹坊 とい ふ^: 中 

に. 

文化 四 年 丁 卯 八 《 二日  • 
蝦夷 地の 地名、 是迄 さまざまに. 文字 をぽ. 候 得と も、 不' な 候 
間. 假名 又は 片 假名に て 認可 巾 旨， 備前守 殿 被 仰 渡 候 段， 攝律 

守 》 被 仰 BH 候 Q 
右の 八月 二日 戸 川筑前 守 殿 (箱 ^奉行〕 御^被 成 候。 
と 記して ある 力、 誠に 注^の 届いた もの だと 成 心する 0 然るに 明 
治の 代と なつてから、 浼字 を赏て はめる のが 多く なって. 殊に 近来 
は 小字に 迄 も、 勝 手 に 漢字！： 用 ふること が 流行して， ホ トホ ト 閉 口 
する 0,ほ にても^ める 假名 を扮 て、、 扳 假名 附 さてな けれ は^めぬ 
やうな 澳字を 用 ふる 人の 氣は >   私に は 何としても 解釋 する 乙 とが 
出来ない。 ドク か 午後 は 特殊の ^怙ぁ る 地お の 外 は、 'な 私の 文, はと 
も總て 假名で:'! F いて いたい。 乂是^ と も 澳字を 用 ひたいと 云 ふ 
場合が あつたな らば、 平易て 讚み やすい ゃラ に 字 を 常て はめて Ä 
い た い 0 又は: さ:" な どして， Sä みやすい 字 を 使って 贳ひ たい 0 尤も 
^れ迄 使用して 来た 邯村 f,^ は、 其 依に 据え置く よ り 外に， ^ い 方 
法 もない 力、、 其內 最も ひづ かしい 生節^  (ムィ カオ ッ予ィ 又は モイ 

- -   .—'，，  '  H  ：  

， " z イト 蓋 派^ ナ ——'しづ、 維 侶 ( な ど -么' ふ村名 は .是 亦 とも 變へ 

て Ä はねば な らぬ o 

な: てに 言 ふ 力;、 權太 « て も、 掙 太の ァ ィ ヌ^の 地名に、 欠 に漢 
字 を あてはめる が、 其 多く は扳 假名 附さ でなければ、^ む 乙 とが 出 

來 ない 、寅に s の 骨 m て はなから ラ 力ん 早く 注. なして 貰^たい もの 
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である o 

' (2) 内地と 云 ふ as 
北海 逬 の 人の 口癖に， 他 道 を 呼ん て內 地と：^ つてね るが、 若し 之 
I： 適 常と するとき は， 北海 近 は內 地に 對 して 外地と 云 はねば なら 

ぬ W  Uo 寅 t こ不 都 ^千 Ä 'ではな からう 力、 u 結局 内 地と いふ 55 は、 北 
海道が まだ |!9 けない ,'V しの 時代に 本洲 から 出 稼に 來た 人々^ が， 
本 洲の方 を 指して 晬ん だお に 過ぎぬ ので， 夫れ が^け た 今 曰まで 

殘 つてね るの た 'o    柘 使 では 之に^ が 付いて 下の ü  &布述 を なし 

て ね る o 

從前諸 公文 上， 北海 近 を 北 地、 他 近 を 内地 杯と 唱來 候^. 向 
後 北海 逍 又は 他 逍及 他の 府縣と や, ふべ し- 
明治 六 年 六月 十九 曰 

然るに 此布迮 は 其 後 忘れられて、 今 H て は 殆んと 之 を 知る 人な 
く、 官 公文:, せに も內 地と 云 ふ文卞 が 常 & まへの 樣に 使用され て & 

る o  KM の ロ痳は 容^に 改め 難いと しても、 せめて は' ぽ公 文 《 だげ 

に は、 斯か る 不詳の 文字 を 麼 して J{ ひ た い。 

(3) 北海道と 云 ふ 名の ®【M 
« 夾 地に 道 名を附 ける と 二-ふ ZI と は、 ^ 府 1な 'は の時旣 に ,W  ^ が 
あ つ た 力;、 逨に Ä 行され なかった ， 明治 二 年 七 H 緞 04  {59 柘 御用 係 松 

浦武 四郞 が， 命を舉 して 道 名 を 撰んだ 時には. 先 づ n 商 兌 近、 北 加 
^近、 海 北 道、 海 iSüt 、来 北 、千岛 iä の 六お を ß んで 申出した 0u 萵 
兌の 名 は 曰 本^ 紀ょ ら 出で， 北 加 伊の 名 は^ 考熟田 大神铋 記 頭, せ 
に 「'JÜ 人自呼 其 》1. 曰 加 贞、 加 贞 S 其 地名、 其 地名 加 ^, 其 人 鬚 長、 故 用 蝦 
>)k 字. 其 宵 非唯収 而 名 之 也」 と ある 其 加 'お の 卞 に、 北の 一 卞 I： 附加 
へたる も の， 海 北の 名 は 宋^の^ 國王武 の 上 表 に, 「渡 平 海 北 九十 五 
W」 と あるに よ に 海 島の 名 は 宋史 に、 「國之 束^ 接 海岛， 夾人所 V;, 身 
面 皆れ 毛」 と あるに B) に 束 北のお は JS' お 志 に， 「《^在 束 北大 海屮」 
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と あるに よ ！） たる ものである 0 もこて^^ の 結果， 北 加^の 加 伊 を 
海の 字に 改めて 命名す る ことに 極って. 逬 名が 出来た ので ある 0 

(■*) 北海 逍の國 名 
蝦^ 地 I： 數茵^ に に U は して. 國 名 5： 附け やうと いふ ことも^^ 
直 糠 中 、評議が あつ た が. 終に 其 速 ひに 至らなんだ 力;、 明 治 二 年 七月 
松 浦 武四郞 の撰定 によ に^^の 結果 決^した ので ある 0 其 凼 名の 
出お は 次の ilfi  & て ある。 

渡 島 H 本^ 紀に てね る 渡岛^ ^及び 曰 本 後紀、 三^ ^ 
錄^ の 渡/ a の 名 によって 附 けたので ある 0 之をヲ シ マと 讀 ませ 

た の は、 南部^ 輕の 人々 が此 地方 を 指して、：^  く  ^んで W たか ら 
である 0 

後志 H 本^ 紀の 後方 羊 蹄 を 採に 其 文字 を 後志の 二字に 改 
めた のて ある o 

嗨拫 Ä れも U 本, や お 2 の^ 振^に よった ので、 ユウ ブッ (勇 拂) 

を膽 振^ に 常て たのて ある 。尤も n 石の 蝦^ 志に も 「ィ ブ "、蓋^ 

史所^ 膽 ftTi 即此」 と あるが， ^拂 の膽扳 おた る こと 4 こ 就て は、^ 

も 其趱跡 力； な い o 

u 髙 是れも n 本,1:' 紀の u  ^  a 阈の 名 によった のて ある。 其 
土地 南 向に して 吸な な に浪' ä も 早く 晴れ， 天 u を 多く 仰く から 
tJ  ffi と 云 ふが 宜しから うとて， 命名した に 過ぎぬ ので ある 0 

十胲 トカチ 川の 名に よ つ た の だ 0 

釧路 越^ ク 'ン め, 久掊 (ク ス リ）， 釧 ク シ "） の-名 を 撰んだ が 
剁路が 採用 され たのて あ る。 クシ TT のせ は； h: 他の ク ス 、) に似て 
ねる は 勿 、アイ ヌは其 手首に テ キルン 力-を 液め て 装飾と なす 
よ に^^^の 耿の 「く し ^ つく」 に 思 ひ 介せ て 名と したので ある 0 

根^  郞は其 場所 fr 所 フヒ の 地名 ネモ n を 其 依 根銥と した 
が、 是 は 評逑の 結果、 根' と 改めら れ た。 
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石 狩 ィ シカ リ 川の 名 を 採った のて ある ü 

天 SI テシヲ 川の 名 を 採った のて ある。 

北 a 此 地方 は從來 北海 ゆと 稱 へたから， 其 北の 字 を 採に ヌ 
晴天に は榫太 が 見 ゆるに よ に 見の 字 を 添へ て、 北 見と 命名した 

のて ある o 

千島 古湫に 千^の 文字が^ ク a へて ねる ので， 之！： 採った 
ので ある ゥ 尤も 此 時は國 後^ 従の ニ^の みで、 千島 國の名 を附け 
ら れ 人' の だ o 

(5) 北海 近の 郡の 撰定 
北海 近の 郡 も、 逬 お^おと 共に 松 浦 ÄWfii: の 撰んだ ので、 其 筏ん 
だ 内、 唯 蕃報郡 (セ ン ホ' 一 シ郡) が 採用せ られ ず、 尺 fft 郡 を 十膀川 上流 
とせる を、 下 涞の地 K 移し、 上流に 上 W 郡 5： ほい た 外 は、 悉く 武四 
郞の撰 定^  b てあつた 0 郡 名の 起 W は、^ お^で は f お 田、 上 礎、 茅^ 
顧 ß は 其 郡內茗 名の 地名 ヒ 採 (>  ^輕邯 は阀史 の^ 輕 fit の 名 に よ b 

栴山邯 は 其 地方に 棣山 あるに よ に W 志 郡 は 俗に 两八箇 村と 稱へ 
し 西の 《311 を W 志と 二字に 改め 命 《した ものである 。後志、 膽^,  H 
高の 三國は 何れも ^ 垛 所 を 其 ^部と なし、 澳卞 を あてはめ た の で. 
唯 ヲタ〃 ナイの ナイ を ^ いて 小撐 とし、 ャム クシ ナイの ナイ を 省 

いて 山 越と し、 ^拂ょ 6 千歲 を 分離 した 外に は、 垅界 にも， 名稱に 
も變 つた 所がな い cYf 狩 W て は 石 狩， 厚田、 の 三 邯は舊 場所の 名 
を « 用し， 更に 石 狩 « 所の 奥 ば 礼 晚 外人-郡 を 設けた、 天 Ü 國 は^^ 
の 四邯は 紫 場所の？；！： 其 tfi に据 S さ、 天铋 川の 上流に 於て 別に 中 
川， 上 川の ニ邯を 設けた o 北見國 では 诲 場所 運上^ 及び 大番 ほの 所 
在 地 等に よ つて 宗ぉ外 七 邯の名 を附 け、 釧跻國 ては鉀 路、 U  H 
^の 二 郡 は 從來の 名 を» 用し、 ^に 内部に 於て Ü 寄 外 三 》  i:  S3： け, 
根 室國は 舊根室 場所 を 割いて 根^ 外 四 邯 をお け、 千島 國ては W 後 
場 は國後 郡、 揮铌 場所 は 棵抿外 三 郡に 分割され 1i0 
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郡 名 は 大体 アイ ヌ 25 に 、漢字 を 常て はめた のて ある c 其 和名に 係 
る もの は、 渡岛 W の龜 田、 上 磯 、親 島、 ^輕、 檜 山、 爾志、 後志 國の^ 岛 

お 狩 國の上 川、 天 sab« の 中 川、 上 川， 十 勝 國の中 川, 河柬、 河 西、 上 川、 
釧路國 の 川上 分せ 十五 郡て あ る。 

(6) 北海道の 邯 E の 異動 

明治 二 年 八月、 始めて 北海 逍に郡 を 展 かれた 時の 邯數 は、 上に 述 

へた 八十 六邯 であった が、 其 後 異動が あって 、今では 八十 七 郡と な 

に 外に 三 個の 區が 設けられて Ö る 0 郡跖の 異動 は、 

明治 九 年 一； 1、 前年 排太久 >iLfir 交換に よ に 此月久 里 留^ 島 を 

千 ß  fe« に 併 せ， 得撫， 新 知， A 守の 三邯 を »  く。 

明治 十二 年 七月， 郡 R5  « 制 法に よ に 渡 島に 函^ 區、 石 狩國 に 
礼 晚區を ft  く  0 

明治 ナ四年 七月、 渡 島 阙律輕 顧お 二 郡 を 阱 せて 松 前 郡と した 
ヌ釧 路^ 網 尻 郡 を 咪 して、 北 兒 國網走 郡に 仓 併した 0 

明治 十八 年一/】. 报室^ シコ タン ß を 千お 阀 に 編入して 色 丹 
抑 とした o 

明 fc 三十 二 年 九月、 E5 制 施行 地 を 桁定 して、 礼 幌函 お' f  二  ß5 の 外 
新 に 小 ^區 i:  S  く  o  - 

明^  H 十九 尔 二月、 十 豚^ 常綠邯 を懊 し て， 十勝廣 尾の 二れ |； に 

合併 し た o 

以上の 外、 邯 ^ の 境域に 錄 動が ある が. ほ 6 炽は しいから， 此處 
に は; IÜ さ な い。 (河 野^ 古） 

北海道に 於け る 硅^  土 

^ 學 ± 佐 藤傳濂 氏 は 地 W  3W 夯所報 化- 吿 第三 十一 號に 於て 本 力' >  ^ 
«h— 斑と^ する 報 吿を發 ぶせられ たり， 就 さて 本道の^  の 
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狀 旗を昆 るに 渡 Ö  W Ife 田 郡 尻岸衬 卞根田 内の fN: 蓰 I： は. 文久 年間 米 

人 Pamix サ 氏の 發 兑 に 係 b 本邦^ 藻 》 見の^ 欠に て 厚さ 約 三 米 種 ® 
は t'(K-C(»n<«is,  ('osciiKxlisciH,  Kmthemiu,  Eunotin,  SU?phan(Kli«cas,  Svnwlra 等よ 6 な 

b 後志 國湘棚 郡 虻滟、 中耿， 梅 Sft^  、湘棚 地力の もの は最厚 十 尺 に 

達し 多少 粘: h を 泯じ 不純に て 湘棚產 の もの を W 人 Dr，  J««ef  Pnnt<x.*k 
氏の 調充 せる Ä に よれば Amphnru,  (,WiuotliHciis,  Diutoiua,  i^unotia, 
laria(2),  Melosira(ö),  N»vicula(.'i),  Styl«)biblium(G) の 八^  二十 二種よ りな 6 渡 
阀茅部 邵血尻 衬大卞 熊 泊 の もの は 三ケ所 にお 出 しあり て Synexlra, 
rüitiularia,  ( 'vclotellu,  ( 'osonu»ai«ioiis,  r.pitliemiu,  >iavicula  '^？ よ &な 6 天 P 國天 
JA 都 逢 ^下流の ？ J  Jl| 貞治氏 II 見に 係る もの は Bitldulphia,  CVratuutus, 
Com>neis,  Ox*;inodi.scii.s,  Dvdmlia,  Ornrnmat^plioru,  Xu\  uuln,  l,:irnli:i，  Svnotlra, 
T('rpsiiu»T'，  Trictrutiuni まよ &な &天级 Jt「' ゆ と して は Cain|nl*ttHsous.  (，(wd- 
ikkü^jis,  Naviculii,  Rhal)  loncina,  Rutilaria 等 あ 6 北 見！^！ 網 走 湖 附近に 於て 
神 保 小虎 氏の 採集せられ たる もの は Clavicula,  Coscinodiscus.  Xavirula よ 
りなる 。天 S», 北 はの 庞は； 【0 じく  P 氏の 鑑定せ る ものな b と么- ふ. 北 
海 近に 於て は 以上 ^ 氏の 3d せる もの、 外 石れ^ 上川邯 )|£ 旭川 村に 

於て ä  )ü  « よ （>  約  一 m  ^ の ^ 而 地 に % 出し n 色 純粹 にして 地下 凡 

一-: 尺の 處にニ 尺 以上の^ をな し 一1 11 半に 熵がる も の あ に 

m  m  ä) 

I 
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札幌 博物 學會 規則 

(明治 W 十五 年 一月 改正） 

第 * 車 名 稱 

第 一條 本 會ヲ礼 博物 學& ト稱ス 

第贰^     H 的 

第二 條 本會 z 目的 ハ 動物^, 植物 學， 人類 學及ビ 地 學ノ諸 學科ヲ 

研究 スダ ユア ；； 

第三 章 ^ は 

第 一條 &员ヲ 分 チテ名 審^ 钤助 fr 員 ff. 食 員 及 ビ准會 員 トス 
第二 條 名毋 會員ハ 第二 率 第一 條ノ 學科ュ 功弒ア 产擧者 -  ，椎 蘇 
スル モノ トス 

第^ 條 ^助 食员ハ 本付ノ 趣^ ヲ^ 成シ余 w 若 シクハ 其 他/方法 

ュ依リ ^事業 ヲ按助 セ枣 キノ  a リ推 K スグ *  ノ トス 
第四條 正 會貝及 ビ准會 ß ハ 第二 章第一 條/ 學科ヲ 専攻' ン 若シク 

ハ； 该 舉科ュ 篤； ^ノモ ノ タグべ^ 

第 五條 jk  #  a  -  n  a  ノ 選舉被 ii 舉及 ビ& 毪ヲ評 織 スたノ 權ヲ有 
ス 

第六條 准せ 员ハ役 ひ ノ^ 舉 及ビ& 務ヲ 評裟ス 产ノ權 ヲもス 
第七條 會 R  メ、 食 報 ノ如布 ヲ受ケ 又 本 fr 所 藏 ノ  K 寄 ヲ借紫 スダ- 
トヲ得 

第 四 章 入 會及ビ 返せ 
第一 條 名 春 &ひハ »fT ュ於テ 出席せ 分ノニ 以上 ノ 间意 プ ia 

テ之 レヲ推 K ス 
第二 條 赞助^ n ハ役 ß fr  ノ決^  -依， 推 as ス 
第三 條 正會 u 乂メ、 维 fHi トシ テ入會 セント 欲スル モノ ハ正會 員 
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札幌 博物 學會 規則 

(明治 W 十五 年 一月 改正） 

^一條 本 fr ヲ礼幌 博物 學& ト稱ス 

第 Kif?    H 的 
筘ニ條 本會 /目的 ハ 動物 舉、 植物 舉. 人 頮 學及ビ 地 學ノ讅 學科ヲ 

研究 ス/^  ニァ ！； 

第三 牮 會 W 

第 一條 色 员ヲ分 チチ名 娶传员 if 助 食 員正 食 員 及ビ准 fr 員 トス 

第二 條 名 * 食 員 ハ笫ニ 章 第一 條/ 犖 科-功 Ä ァ， 舉者 a  ，推お 

スル モノ トス 

笫三條 ^助 會员ハ 本^  ノ 趣旨 ヲ^ 成シ 金品 若 シクハ 其 他/方 は- 

ュ依リ 其 事業 タ 援助 セ产 モノ    3 リ 推 Hg ス〃 モノ トス 

第四條 JE 會 R 及 ビ准會 A ハ 第二 章第 一條 ノ 學料ヲ 専攻' ン 若レク 

ハ該學 科 * 第 志ノモ ノ タグべ シ 
第^ 條 je 會 ^ メ、 ノ 被 選 * 及 ビ贫務 ヲ^ si ス， ノ權ヲ 有 

ス 

第六條 准 會只ハ 役 H  ノ  Ü 擧及ビ &務ヲ ス/^  ノ權 ヲ冇ス 
第七條 會 ä ハ會 報ノ 頒布 ヲ 受ケ乂 本 fr 所藏 ノ^^ ， 借赞ス だ- 
ト ヲ 得 

第四窣 入 會及ビ 返 食 
第 一條 名 ハ 總付 ュ於テ 出席 會負 三分 ノニ 以上 ノ  m 意プ ja 

テ 之レヲ 推！: ス 
第二 條 赞助^ U ハ役 ノ決 淡-依 J 推お ス 

第三 條 正會 fl  乂メ、 谁 fr  n トシ テ入會 セント 欲スル モノ  メ、 正 & 風 
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一名 ノ 紹介 ヲ以テ 本&ュ 申込 ムべシ 但' ン^^  R ユン テ正 &  u 

タ ラ ン ト欲ス /^モ ノハ 其疔本 fr ュ屈ケ 出 ヅべシ 
第四條 人 會ノ巾 込ァ タ タル トキ ハ役 ノ决遴 -依リ 其 諾否 ヲ 

決 ス/^ モノ トス 
第 五條 返 弁 セント 欲スル モノ ハ其 vt 本^  二 届ケ出 ブべシ 
第六條 fr は ュシテ 本 fr  ノ  f,  ^ ヲ掼ス だ 行 Ä ァだ モノ 又ハ fr  ß タ 

ダノ 義務 ヲ果 サ、 • ル モ ノメ、 總 fr 出^^ 员： 分ノニ 以上 ノ決 m ヲ 

以 テ之レ ，除名 ス 

第五 聿 役 ほ 

笫 一條 本^ ハ役 ほト シテ^ ß —  名. 庶務 幹卞 一名、 fr 針 幹事 一名 

編輯 幹， ニ名ヲ is キ更- 幹事 補助 若干 名ヲ^ ク 
第二 條 會長ハ 本 fr  ノ 事務 ヲ 撖斑ス 

第三 條 庶務 幹事 ハ集 仵記 铢 fr 報ノ爽 送及ビ 脚^- B» スダ 事侬ヲ 
掌 だ 

第四條 會計 幹^ ハ 金铙ノ 出納 及 ビ^ 產ノ 保管 ヲ掌产 
第 五條 編輯 幹事 ハ fr 報ノ編 慕及ビ 赘行ノ 事務 プ桀ル 
第六條 役 IA  ノ任 期ハ痛 ーケ年 トシ 一月 總^ -於テ 無記名投^- 
s リ 之レヲ 選 * ス 

第七條 役 n 事故 ァ！ f テ 辭任シ タ^ トキ ハ次勲 者 ヲ以テ 之 レー- 充 

テ次照 者ナキ ト キジ、 臨時 總 fr ヲ閒キ 之レマ ス 

第八條 ^率 钺助メ 、會 良 巾 a  、)  ^長 之 レ ヲ 依 《 ス 

第 六 章 集 せ 
第 一條 集 會ヲ分 チテ總 fr 、例^、 通俗 講演 會及ビ 役 ^ 會トス 

第二 條 總 fr ハ毎牟 一 h 之 レヲ問 キ^ 務ノ 報吿. 評^ 及 ビ役员 , 
選舉ヲ ナス （ョ ノン ^ 長 必耍ァ ， ト^ム 产ト キ乂ハ m 會 n 五名 以 

上ノ 請求 ァ， トキノ、 臨^ 總&ヲ 開クコ トヲ得 
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MATERIALS  FOR  A  FLORA  OF  HOKKAIDO.  U 

By 

K.    Miyabe,  8Dt  Rigakuhakuski, 

and 

Y.   Kudo,  Bigahiahi. 


While. engaged  on  the  preparation  of  a  Flora  of  Hokkaido  or  the  group  of 
Islands  better  known  by  the  mimes  of  Yeao  and  Kuriles,  we  have  come  across  now 
and  then  with  the  plants  which  arc  either  new  to  its  Flora  or  very  imperftotlj 
known.  The  results  of  our  study  on  then  plants  will  be  published  from  time  to 
time  under  the  above  title. 

In  order  to  give  a  f&ir  nnderstanding  of  the  dütributioa  and  variation  of  some 
o£  these  plants,  wo  are  obliged  to  refer  in  the  £>llowing  notes  to  plants  belonging 
to  adjacent  floral  regions,  especially  to  those  of  Saghalin,  Kamtschatka  and  Northern 
Nippon  or  Honshu.  AU  the  specunens  cited  in  this  paper  marked  with  an  excla- 
mation point  are  preserved  in  the  Herbarium  of  oar  Botanical  Institute. 


1. Be^hinium  brachycentrum  I^deb.  in  Fl.  Ro«. 1. p.  60. (1842);  Regel, 
PI.  Radd. 1. p.  66. (1861). 


hage  peiiohU,  petiolw  aerioeo-villosis,  4-5.Ö  cm  hngk,  btsi  sufadilatatb,  arabitu 
profiinde  cordata,  2-5  era  longa,  3.5-4.5  cm  lata,  5-7  partita,  partionibc»  aisbit« 
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MATERIALS  FOR  A  FLORA  OF  HOKKAIDO.  I 


By 


K.    Miyabe,  8Dt  Eigakuhakualii, 


Y.   Kudo,  Biffohushi. 


While. engaged  on  the  preparatkm  of  a  Flora  of  Hokkaido  or  the  group  of 

and  then  with  the  plants  which  are  either  new  to  ite  Flora  or  very  imperftokly 
known.  Tbe  reeulte  of  our  study  on  thess  plants  will  be  published  from  time  to 
time  under  the  above  title. 

in  order  to  give  a  lair  understanding  of  the  distribatioa  and  variation  of  some 
of  tliese  plante,  we  are  obliged  to  refer  in  the  following  notes  to  plante  belonging 
to  adjacent  floral  regions,  especially  to  those  of  Saghalin,  Kumtachatka  and  Northern 
Kipp<«  or  Honsba.  All  the  specimens  cited  in  this  paper  marked  with  an  excla- 
mation point  are  preserved  ia  the  Herbarium  of  onr  Botanical  Insdtatc. 


1. Delphinium  brachycentmm  Ledeb.  in  Fl.  Bom. 1. p.  60. (1842);  Regel, 
PI.  Radd. 1. p.  66. (1861). 


pills  (korsum  enrvis  sericeis. 
kmge  peiiokta,  petioKs  serioeo-villoas^  4-6.5  en  longis,  bua  mbdUatetis,  ambit« 
proibnde  cordata,  2-5  cm  longa,  3.5-4.5  cm  lata,  5-7  partita,  partionibun  uiubitu 
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rhombeis  basi  late  cuneatis,  protunde  paucw^rratw,  apice  saepnw  acnti»  vel acuminatis, 
subtus  dense,  supra  pa  roe  villoma  ；  iuferiora  longe  petiolata,  parviora  ；  superiora 
brevitor  petiolata,  petiolis  laminis  brevioribus,  «aepiun  tripartita,  summa  ad  bracieaa 
mutata.  Bracteae  inferiores  caulina  giiperiora  aequantra  ；  superiorcs  angustiorcä, 
lineares  vcl filiiormes.  Rami  breves,  \*illosi,  pnuciflori  (sacpiiis  1-2-flori),  pediocllis 
apioe  cum  bructeolis  2  filiformibu«  floribus  brevioribus.  Flos  cum  calcari  4.8  era 
lougus,  utro-cyancus  ；  sepal  um  superius  maximum  ovato-lancoolatum  apice  acumina- 
tum ； laUTiilia  2.3  cm  longa  late  elliptieo-lanoeolata  ipso  apice  tarnen  obtusa,  basi 
rotundata  ；  inforiora  2.5  cm  longa,  ovato-laneeolata,  apioe  acuta,  baai  ctmeata.  Pete  la 
superioru  2,  acquulia,  nou  a  lata,  2.5  cm  longa,  discolora,  basi  unguiculata,  apioe 
obtusa,  emarginatA  ；  inferiora  2,  a<>qualina, 1.8  cm  longa,  Hpathulata,  apice  impcrfecte 
bifida,  in  tu«  puree  barbata.  Filameuta  28-30,  subulaUi,  nervo  paroo  pilaw  ；  antherae 
glabra*;  oblongae.  Gt^rmina  3  staniinibus  breviora,  dt-n^  villosa,  stylis  nudis  Fru- 
ctiw  nobis  ignotus. 

Nom.  JAP.  Oiishima-hiyenm,  (nov.). 

Hab.    Aurilen  ：  Paramu^hir  IsLmd  (Tsutomu  Sukurai  ！  Aug.  1911). 
DI8TB1B.  KamtMohatka,  and  Northern  Kurilt*. 

In  an  interesting  collection  of  the  Kurilc  plants  made  by  Mr.  Ttmtumu  Saku- 
rai,  n  teacher  in  a  common  school  in  Nemqro,  on  the  Island  of  Paramnshir  in  the 
ßummer  of  1911，  there  was  a  will  preserved  specimen  of  Delphinium,  about  ten  inches 
in  hight  and  with  a  few  large  dark  blue  oolorod  flowers.  Notwithstanding  of  the 
fact,  that  the  genus  is  widely  and  largely  reprmmtcd  on  the  Asiatic  continent,  it  is 
noteworthy,  that  this  w  the  first  record  of  the  occurrence  of  a  species  of  Delphinium 
in  the  Japanese  Archipelago. 

The  original  description  of  Delphinium  bracfiyoentrtim  by  Ledebour  and  al«>  its 
supplementary  notes  by  Regel  agree  remarkably  well  with  our  plant,  except  perhaps 
in  the  characters  of  the  base  of  the  petiole  and  also  of  the  lower  pair  of  petals.  In 
our  specimen,  the  base  of  the  petiole  is  somewhat  dilated,  and  the  lower  pair  of 
petals  have  an  irregularly  ßesured  lobe,  which  appears  to  us  to  be  accidental  rather 
than  natural.  As  our  specimen  is  single  and  the  flowers  flt  for  dissection  only  two, 
-wc  hesitate  in  this  connection  to  make  a  decisive  statement  on  the  preaenoe  of  a 
natural  lobe  in  the  lower  petal. 

Our  plant  is  also  very  near  to  D.  cheUanthwn  Fisch,  and  D.  pauciflorum  Rchb.; 
but  it  is  «wily  distinguished  from  the  former  by  ite  strongly  haired  Stems  and 
long-petiolcd  lower  leaves,  and  from  the  latter  by  its  larger  flowers  and  blue  colored 
lower  petals. 
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2.  Folamonium  coeruleum  Linn.,  Spec.  PI.  ed. 1. p. 162  (1763)  ；  Lcdeb., 
Fl.  Rosb.  3.  p.  83  (1846-47)  ；  Trautv.  et  Mey.,  Fl.  Ochot.  p.  69  (1856)  ；  Regel  et 
Maack,  Fl.  Ussur.  p. 106  (1862);  Herder,  PI.  Radd.  IV. 1. p.  197.  (1873)  ；  Brand, 
in  Engl.  Pfl-reich.  27.  Heft  (IV.  250)  p.  37  (1907). 

Subepec.  A.  vulgare  (Ledeb.)  Brand, 1. c.  p，  38. 

P.  ooeruleum  Linn.  a.  vulgare  Ledeb., 1. c;  Trautv.  et  Mey., 1. c;  Regel  et 
Maack. 1. c;  Herder, 1. c. 

Var.  a.  yezoense  Miyabe  et  Kudo,  var.  nov. 
Icon.  T.  Iwasaki,  Hon«o-zufu 18.  fol. 21. (1829). 

Canlis  erectu»,  striatus,  multifoliatus.  Folia  glabra,  breviter  petlolata,  petiolis 
l)asi  sulxlilatatis,  margine  minute  ciliatis  ；  foliola  ovato-lanoeolata  vel lanceolata,  20- 
35  mm  longa,  8-12  mm  lata,  apioe  acuta  vel  acuminata,  basi  saepius  rotundata 
Infloreeoentia  thyrsoidea  vel  oorymboea,  laxiflora,  pubesoens,  puberula,  plus-minus 
villosa  vel  canesceus,  semper  glandulosa.  Florcs  magni,  corolli«  22-25  mm  loi^is, 
lobis  obovatis  vel  elliptico-ovatis,  apioe  rotundatie  vel  emarginatis.  Calyx  leviter 
villoeus  vel  pubcrulas,  pilis  pleruraqae  eglanduloeis  vel  rarius  glandulosis,  demum 
glabrescens. 

Nom.  jap.  Yezo-no-hanashinobu,  (nov.) 

Hab.  Hokkaido.  Prov.  Oshima :  Kakkumitoge  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug.  21， 】 888). 
一 Prov.  Shiribeshi :  Mt.  Raiden  (S.  Ishikawa  !  June 11， 1897),  — Prov.  Ishikari : 
Sapporo  (S.  Tanouchi  ！  Jane  1889;  K.  Miyabe  ！  May  1880;  Y.  Tokubuchi  ！  June 
1, 1889).—  Prov.  Tokaehi  ：  Puka  Riv.  (Y.  Obenawa  ！  June 18, 1892).— Prov.  Hi- 
daka:  Shoya  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug. 17， 1892)  ；  Shibuehari  (K.  Miyabe  ！  June 16 
1884). 

Dbtrib.  Endemic. 

The  present  variety  is  easily  distinguished  from  the  following  by  its  larger 
conspicuous  flowers  and  loose  inflorescence.  Perhaps  it  is  the  most  beantifiil  among 
the  varieties  of  PoUmvmum  ooeruleum,  deserving  the  attention  of  horticulturists.  It 
is  distributed  in  the  southern  and  middle  provinces  of  Hokkaido,  and  is  especially 
common  in  the  vicinity  of  Sapporo  in  the  alluvial  banks  of  a  river. 

Var.  ß.  lacemoBum  (Rwgel). 

P.  coerulevm  Linn,  a  vulgare  Ledeb.  lusus  2.  racemosmn  Regel, 1. c.  Herd., 1. 
c  p.  199. 

Caulis  teres,  erectus,  striatus,  simplex,  60-80  cm  altos,  internodiis  plerunique 
elongatis,  6—12  (3—17)  cm  longis,  peucifoliatus.  Folia  radicalia  minora,  cum  petioio 
10  cm  longa,  petiolis  basi  dilatatis,  margine  non  dliatis,  pleramqne  3-4  cm 
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loBgis  ；  foliola  2%  »söilia,  lanccokita  v©i  o vato-1 a nceolaita>  »j>ioe  aeamimiU.  vel acuta, 
10-12  mm  k>aga,  3  mm  lata,  lArißquc  glabra  :  caulina  inferior»  k)iige  petiohUa,  cum 
petiolo  6-10  em  longo  cm  longo,  fdiolis  ÜDeiwi*binceo)atia  vei  knceoiatie,  23- 

27  in  numero,  apice  acuminativ:  auperiora  bt«viter  (etioltla  tel 8<ib«»»ilia，  Ä-7  en 
longa,  foliolis  linearibus  apico  acomuiatis  vel  aeuti»:  suiama  ad  bracteas  mntata. 
Bracteae  sesiles  nüoor«8  piiuwitao  phiuatifidae.  IafloreiK'eBtia  cyznoen  riK«mifi>r- 
mis  vel  rarius  thyrsoidea,  glanduloeo-pubesoeos.  Flores  parvi,  brevk»  pedieeLkti. 
Calyx  puberulus,  leviter  villosna»,  piUs  nonnullis  glantluk>s»,  \tAm  anguirtioribus, 
apice  obtusiusculis,  tubo  longionlws.  UoroUae  14-16  mm  loftgae,  lobis  ellipticcMMratis, 
apioe  rotoudAtis.  ötunuiui  oorollae  panlo  breviov».  Stjlu»  «orollae  lowgi tadine,  ple- 
rumq^ue  apice  3-fidus,  rarius  4-fidus. 

Nom.  JAP.  KtcsJuro-hanaskinobu.  (novX 

Hab.  Hokkaido.  Prov.  Kuahiroj  Hammuka  (K.  MiyabelJuly  4, 1884);  Sbi- 
takara  (Sukeo  Ito!  Aug.  1895). 

Saghalin.  Toyobara-diatrkt :  Toyohara  or  VbdiuHrohuk*  (K.  Miyabe  &  T. 
Miyagt!  Aug.  22, 1906.)  ；  Dalni  (T.  Miyake !  June  2,, 1906).— Shikka-tliafcrtct : 
Shikka  (K.  Miyabe  &  T.  Miyagi  ！  July  23, 1906). 

Distrib.  Amur-and  Usfcuri-regiona,  Saglmliu,  atul  nortlwasiern  part  w  £exo. 

This  is  a  ddstiaet  variety  with  the  smaUeet  leaves  as  well ts  the  »mullent  flbwerSy 
which  arc  generally  arrsnged  in  a  rawmiforin  eyme  or  tbynoa.  Tl*e  kiigtJU  of  tlie 
corolla  includinir  the  tubs  is  oalr  about lö  mm.  Accordiue  to  Herder  (PI.  Ko«id. 
1. e.  p.  199),  Regel  once  gave  to  the  pjant  the  iuune,  vm.  parvifionm,  which  is 
probably  more  appnq>riate  thau  his  published  name,  var,  wdgare,  Uuub  mcemosum. 
The  diagnosis  given  by  Regel  for  the  plant,  though  brief,  is  so  well  delineated,  that 
we  do  not  hesitate  to  include  our  forms  from  Kushiro  and  Sa^lwliu>  and  also  those 
from  the  Amur-aod  Uamri-regioas  under  tbe  one  and  same  vasi«tjr. 

In  the  q>ecimeii8  eollected  at  Sbikka  in.  &^IulUii,  the  hhm  «i*  tbe  oorolk  are 
mucronate  at  the  apex,  although  ia  other  characters  we  oould  not  find  asx  pcuut 
of  difference  from  the  present  variety. 

In  one  of  the  spectmeoB  collected  in  Kushiro,  all  the  flowers  aie  provided  with 
a  4-lobed  stigma.  Such  an  anomalous  case  has  already  bee ひ observed  in  suruo  species 
of  Phlox  and  Gili*,  but  as  &v  as  we  know,  th«  faet  us  new  ia  the  細 Polemoni- 
um. 

Var.  r- laxiflwrum  (Begel). 

P-  ooerulmm,  linik  o  vulgare  Lc<kb,  lusus 1. Imifionwi  Re^el, k  o.;  Herder^ 

L  c. 
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Cavli»  ereetu£,  solittriu も t^m ；，  simplex,  striatus^  foliatns.  Folia-  caulina  d«'or.-aim 
longe  surimm  breviter  petiolata,  petiolüs  glabris,  basi  subditatatis,  mui^iniP  aoa 
ciliatis  ；  foliola  seseiKa,  cn.  25y lanoeokta,  opposite  vol  aiternata,  apice  acuminata, 
20  mm  longa,  4-5  mm  lata  :  superiora  breviora,  fbltolis  p«ucts,  angtistioribus  :  summa 
ad  bractea«  invtata.  Bracteae  seniles,  saepo  piimatae  vel pinnatifidae.  InHovesoen- 
tia laxiflora  vel  ddnstflora,  ramis  inferioribus  elongstis,  glandaloao-puberuln.  Flor  es 
medioores.  Galyx  plus-minus  cnneaoens,  rariiis  pilis  albis  imxtQ8,  pleniui^ue  eglan- 
daloeus,  demun  glabrescens,  lobm  acuminatis  tnbo  longioribue,  fructiÜT  auctas  10- 
12  mm  longus,  lobis  tnbo  puulo  longioribiu.  Corollae  17—22  mm  loii^ie.  lobis 
elliptico-ovatis  apioe  rotundatis.    Stylus  corollae  paula  brovior,  stwtninibiw  luii^rior. 

Nom.  jap.  Karaßshy-kanashimb^i ,  (nov.). 

Hab.  Hokkaido.  Prov.  Kitonii :  Rebun  Island  (K.  Miyabo  ！  Au^.  23. 18«4). 

Saghalin.  TodomoAiri  or  K*ibatT> :  Tomariawa  (T.  Miyafce  ！  July  23, 1906); 
K*»ton  (T-  MJyake  ！  Jul ァ 24, 1906)；  Shimiaradwii  (T.  Miyake  ！  July  26, 11)06).— 
Mauka^district :  Tobotan  (T.  Miyake  ！  June  22, 1907);  Tobatsu  (T.  Miyake  ！  Jaa« 
27, 1907);  NoUsm  (T.  Miyake!  Jane  28, 1907).  —  Odoni»i-i^wtrict :  Meoabeteu 
(T,  Miyake  !  July  3, 1908).—  Tojoh«ra-di8trict :  C»lkinovla«koe  (T.  Miyake  ！  July 
1 1 , 1906).— Sbikka-district :  Makunkotao  (K.  Mi  jabe  &  T.  Miyagi  ！  Julv  22, 1906). 
― Nayoro-district :  Sorokai  (K.  Miyab&  &  T.  Miyagi!  Aug. 13, 190B) 一- RuHian 
Saghalin :  AlexandrovBki  (M.  Takamatsu  !  July  30, 1906);  Pilewo  (MJvabo  Si  Mi- 
y«gi  ！  Aug. 13, 1606). 

DlSTBiHL    Amur-region  and  Maritim«  Province  of  Siberia,  Saghalin  hikI  Mehna 

The  present  variety  is  quke  common  in  So^halio,  irbere  it  is  most  widely  d»- 
tribttted;    It  isy  howover>  not  j«t  collected  in  the  main  island  of  Hokkai4oy  being 
known  only  from  Rebun-^    Its  general  char aeters- are  intermediate  between  tluwe  of: 
thetwo  preoeeding  varieties.    The  flowers  are  of  medium  size,  and  nrf  not  m  \<nm\y 
set  as  in  the  var.  yezoenae. 

In  oar  floral  region)  at  least,  tbe  present  form.  de«erv<«  to  be  tttnied  tm  a 
dwtinct  variety  together  with- two  «Ibers  all^ady  deserrbed. 

Subspec.  B.  Tillosum'  (Rud.)  Brand, 1. o.  p.  38. 
P.  viUonm  Rnd.  ex  GeorgT;  Btoohr.  Bon.  Rath.  3/4.  p.  781  (1800)》 
尸. aouHßorum  Willd.  ex  Room,  et  Schult.         4i  p.  792  (181&)';  Bentfa.  in 
DG.  Ffodn  9.  p*316  (1845);  Bostwood,  in  Bot,  QkzcVbe  38.  p;  296  (1902^ 

P.  coeruleum  Linn.  ß.  amdiffornm  Ledeb.,  I.  o.  p,  84';  Trautv.  c*-  Mw;,  I.  o:  p» 


Digitized  by  Google 


102 


Ä ェ 藝一 北 海 Üt 铋物. お 料 1. 


69  ；  Regel  et  Tiling,  FI.  Ajaii.  p.  112(1859);  Herder, 1. c.  p.  201;  Kurtz,  in  En^l. 
Bot.  Jahrb. 19.  p.  399  (1895). 

P.  ooeruleum  Koizumi,  in  Tokyo  Bot.  Mag.  25,  p.  218  (1911). 

Nom.  jap.  Äyokuohi-Juaiashinobu,  (nov.). 

Hab.  Saghalin.  Toyo)mra-di strict :  Takinosawa(T.  Miyakc  ！  June  29, 1906); 
St'kiguchi-toge  (T.  Miyakc  ！  June  30, 1906);  Osaka  (T.  Miyake  ！  July 1, 1906). 

Behring  Sea  Ji4.yioiu  E.  Siberia  :  East- し ape  (H.  Hashimoto!,  alias  Yokoyanui, 
Aug.  4, 1Ö07);  Auadyr  (N.  Hashimoto  ！  Aug. 14, 1907);  St.  Lawrence  Bay  (X. 
Hunbimoto  ！  Aug.  8， 1907),—  Behring  Island  (N.  Hashimoto!  Aug.  26, 1Ö07).— 
Alaska,  Nome  (N.  Ilubbiinoto  ！  Aug.  6， 1Ö07). 

DisTiii".  KiLstem  Siberia,  Saghaliu,  Mauchuria,  Aleutian  ItdautLs,  Ahuka,  ami 
British  North  America. 

Althougli  wo  have  followed  here  tbc  monographer  Brand  in  the  nomenclature 
of  this  phitit,  y<'t  we  <<ml<l  not  help  thinking  tliat  the  j»rt>scut  subspecies  may  be 
wortli  after  all ui'  a  fdlic  rank,  especially  when  wc  exaniinf  a large  seri«w  of 
speeimen»  t-olhctetl  from  the  regions  nrouud  the  Behring  Sou.  the  original  home  of 
the  plant.  An  acute  deltoid  tip  of  the  corolla-lol  e  nud  shaggy-haired  calyx  ar«* 
very  character  ist  ic.  The  corolla-lobes,  as  they  lade  in  tolor,  often  leave  behind 
det'per  col<»ml  ^>ots  giving  to  lliom  a  fine  puuetnte  or  mottled  appearauce.  The 
lust  ra<utioncd  characler  is  also  olwrvablc  in  tlu?  Saglmlin  ^pwiinfus. 

Brand  w'<'ms  to  liav (？  considered  the  Sakhalin  Folomouiuni  to  bo  entirely  of 
this  t\[K\  The  t  xamiiiMtiuu  of  a large  number  of  specimens  (N'llwk'd  bv  Mi^rs. 
T.  Miyakc,  T.  Miyagi  and  one  of  us  in  different  parts  of  Saghalin  shows  an  inter- 
esting fnot,  lluil  tin*  villo8atii-ty\)e  is  loouliz^-d  n round  :i  nmall  urea  in  the  central 
portion  between  Mauka  and  A'liHliinilovka.  The  mast  commou  ibrm  in  Sakhalin, 
as  has  alrnuly  l>e»;n  statwl,  is  of  the  var.  Uuriflorum,  and  next  to  it  the  var. 
racemosum. 

a  Folemonium  humile  WilM., は Roem.  et  Schult.  Syst.  4.  p.  792(1819): 
Peter  in  En-rl.  ot  Prunll,  _N'"t.  l'fl -Cam.  IV.  3a.  p.  52  (1891). 

1\  pulclicUum  Huniie,  var.  Imviilr  Lcclcb., 1. c.  p.  84  (1847-49). 
P.  coeruleum  Linn.  var.  humUx  Herder, 1. c.  p.  202  :  Kurte, 1. c. 
P.  lanatum  Pall.  var.  h  umüc  Brand, 1. c.  p.  40. 
X()M.  JAP.  Hhne-hana^hinoba,  (nuv.). 

Ha ii.  Hokkaido.  I,r(.)v.  Cliisliitii»  or  Kurile  l^lanas :  Shumshu,  in  the  vici- 
nity oi'  Bt-ttohu  (S.  Yokoyanm  ！  Sept.  22, 1893). 
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KamUtchalha.  (S.  G.  Littledale  ！ 1900). 

Distbib.  Widely  distributed  in  the  arctic  and  subarctic  r^ione  of  Europe 
and  Asia,  from  Spitzenberg  to  Kamtschatka. 

Our  plant,  even  when  folly  matured,  does  not  attain  the  height  of  more  than 
15  em.  Tlie  base  of  tlit;  stem  is  villowe,  and  leaflet*  are  ciliate  on  the  margin  but 
not  glaudnlar.  Pedicels  are  generally  longer  tlian  the  leugth  of  calyx.  The  upper 
flowers  in  an  inflorescence  have  ollen  a  shorter  pedicel,  while  the  lower  flowers  have 
always  a longer  one. 

Botanical  Institute,  uolle^e  of  Agriculture, 
Tolioku  Imperial  University,  Sapporo,  Hokkaido. 
Dec.  25, 1912. 


摘 要 

北海道 植物 志！：^^ せんが Ä め、 本學所 Ä の 擦 本 を 調 食す るに 
常に 未た "學界 【こ 癸^せられ ざる 種 額、 若しくは 巳に 發 表せられ 

たる も、 其妃^ 甚だ 不完全な る ものに iaia する 事 少な しとせ ず 0是 
等 植物 研究の 結 * は、 漸次 北海 逍 植物 志 料な る 名目の 下に 幾^せ 

ん とす o     ^種^の 分布 及び 變化 を^ 明 せんが 爲め、 北海道に 隣接 

せる 諸 地方の 植物に 論及す る^ あるべし o 

1.  Delphinium  brachycentrum  Ledeb. ちし^ ひ ゑん さ 5( 新稱) 
多年 生 草本に して、 裹さ 尺に 充 たず つ 菜 は攀状 し 表裏 晴 面に- e ぁリ o  ？ Bit 

ひ ゑん？ う に 似て. » 藍&、 頓ろ 美な リ0 本 種 は 184  2 年 露 人レ - ァに t 
»J  . 囊檀と して 8«ぜ られ たろ ものにして 從來舉 に カム チヤ 力 地方 られた 
&も めな りしが、 » に 本 Ü の 一新 Ä 地 ん 加へ f:  * ものと す c 佝ほ本 ffl はん- 來 Ö  Öl 

s 大 b に » て は、 *a な & も の なれ ど も. 朱 だ B 本驊 ä に 之 す iJVÄ らざ しお、 
今や A« の 《 見と 共 r -、   3tm 志 中 r- ー屬^ »れ に 加へ 》す： る ^ftj^o 本 種 は 《 
弁 9IÄ の 千 *«aft に 於て * 集し、 常 It 塞に W» せられた * もの なれば、 m  i  H 
«©圩》.ん謝す0 

2,  Polemonium  ooerulenm  Linn,  it な ふ の ^ 

•fc 海^ r— m 太に * する] 11 よしのぶ は. 多くの 賽 含 むん 以て、 》I: はなし 
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^^«ä 攻 亡, ゾ ト 氏 の « も « 用し， これ も 二: お' »に*  w し ä に ir# の晃 
m  r- ま *J  '、        *  mm  »r. に- H; 疆 稽 腾ぜし a' た 》)  0 
»Subspec.  A.  vulgare  Brand. 
Var.  a.  yezoense  Miyabe  et  Kudo. お ど はなしの ぶ (新 稱） 

w かに一 新 して. 花序の raifttf  *、 藥 ^大 にして «w の 墓 脚 有 * な *、 — 

見 他 と K  3iJ し » べき 特 « 少 か らず 0  - の »  W は 礼 ゃ應 附近 I：  » 通な る のみな らず. f 
直 右 狩 Ä 雨 Ä  Ä に 澳り廣 く 分布し、 其の 花の 奖囊な *、 恐く ははな しのぶ 中 之れ 

l:Ä ぶ ものな かるべく、 從 ひて 物と して *» ぜ らる S.  べし o 

Var.  ß,  racemosum  (Regel)  Miyabe  et  Kudo.    く しろ はな しのぶ (新 稱) 
此の ®f« は: Ifc» 道に て は鎮 》, 棒 太に て は 蠻 ÄÄ.I--^^ 亀 方に-分布す ん のみ 

ならず、 大 b にて は 農《 江 ft^AWSJt 方に- »"、 唐く  * 布し. 小な * 花. ä 少 
な * 小菓. a 状 花序 に 輩す * 有 》 花序 等 は * すく 他と a  so し 得べき 《  k となす c 

Var.  y. laziflorum  (Regel)  Miyabe  et  Kudo. 力、 らふと はなしの ぶ (新 稱） 
其 ttHW  二        中興 |:位 し. 棒 * に JÖ も ffffi たろ ものにして、 WÄP  WÄfc 
大 iö 堆 方、： お ff 地方、 Ä な flff 人- »^t5 て 泣く黑1!1江1|方奠ド-?»海^«1方1:逃《 
する！ ft  fit  I： して、 *  I» 道 I： て は 僅に 酸 文 ft にお 見せられれ るの み 0 
Subspec.  B.  yUloBiim  Brand. きょくち はな しのぶ (新 稱) 

節 ßr'© ミ mmvK 壽の ü 半 gR*B 形 し、 4* ひて » -nrmn 雇 す ぺ ぎ' * ゆ な 

れ ども、 本 » 種 'にあ *) て は、 花 » の 上半^ R' 三角 «t^>S し、 暮 

生し. 重に^! の M> 場、 ぺ-， y  ^        攀 霧に * すもも 'ゆなる が. 更に 謂 下し 

て滿洲 I こ Ä ぷ o 律: fc 罾康 方面に 自生す * もの は、 WM'I:  Ä の！ i 種と 34 むべ さ t の 

な 

3：  Pölemonimn  üumüe  Willd! ひめ はなしの ぶ (新 稱） 

« 生 なろ 多 羊 * 草本に して. 高 ja 六寸. srrir* にして に り。 小 葉 
#彩》 しぐ は 《h» 冬な レ 》• 面 'に,' 《 す、 «-irr-  a  s^[Vfm^^-n  «が膽 
棄醋 |:鎮 ぜ *' も ,崖 ä 守 a 膻 に ムチ ャ， ゲ にて « あぜ られ r. s  t の なれ 

Ü  i:  ft 瘦ば膚 く  Jft  «  s まに め » 地に ♦*» す。 
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ERSTER  BEITRAG  ZUR  KENNTNIS  DER 
JAPANISCHEN  PLECOPTEREN. 

Von 

H.  Okamoto,  Nogahm. 
(Mit  33  Textfiguren) 


Vorliegende  Arbeit  enthält  japaniwhe  Inaektcn  zweier  Familien  (Perlodxdae, 
Perlidae)  in  der  Unterordnung  Subulipalpia  der  Ordnung  Pleoopteren.  Ich  fühle 
mich  genötigt  die  ganze  Arbeit  der  japanischen  Plecopteren  in  zwei  Abschnitte  za 
teilen,  die  nächste  Arbeit  soll  die  Unterordnung  Filipaipia  enthalten. 

Aus  Japan  sind  bisher  nur  einige  Arten  der  Period iden  bekannt,  die  kürzlich 
von  Fr.  Klapälck  behandelt  und  beschrieben  wurden,"  nämlich  Megarcys  ockraeea 
Klp"  Arcynopleryx  compacla  W  L.  rar.  pusüla  Klp.,  Iaogenus  nubecula  Newm"  und 
Isogenus  scriptus  Klp.  Durch  Untersuchung  der  Sammlung  der  landwirtschaftlichen 
Fakultät  der  Tohoku-Universität  zu  Sapporo  und  meiner  Kollektion  fand  ich  noch 
fünf  neue  Arten.  Sie  verteilen  sich  auf  drei  Gattungen  und  drei  Untergattungen, 
worunter  eine  Unterguttung  (Sttztuaa)  neu  ist. 

Die  Mitteilungen  über  die  Perliden-Fauna  Japaus  verdanken  wir  F.  J.  Pictet, 
R.  Mac  Laclilan,  J.  ij.  Nccdliatn  und  Fr.  Klapiilek.  Im  Jahre  1841  hat  Pictet 
drei  japanische  Arten  publiziert."  Mac  Lachlan  führt  in  seiner  Abhandlung  6  Arten 
der  Gattung  Verla  an1)  und  seitdem  ist  nur  eine  Perla  iennina  Needh.  beschrieben 
worden?    Ferner  bat  Fr.  Klapalck  im  Jahre  1907  in  einer  erscliicneneu  Arbeit  im 

1)  I.  Fam.  Perludidae  (Coli.  ZooJ.  da  Edm.  Bcly«  Long».,  Fa.«.  IV.  Plccoptera  1912.) 

2)  Fani. d.  PerlideH  1841. 

3)  A  sketch  of  our  present  knowledgi'  of  the  NeuropterouM  Faiioa  of  Japan  (Trans.  Eat.  Soc 
Lond,  1875.) 

4)  New  g«ncra  and  species  of  Pcrlidae  (Proc  Biol.  Wash.,  1905.) 
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ganzen 17  japanische  Arten  vcroffcntlicht,3>  darunter  sind 10  neu.  Hiermit  ist  tedodi 
die  Zahl  der  in  Japan  einheimischen  Arten  bei  weitem  noch  nicht  er&chüpfl,  denn 
aus  meinen  bisherigen  Untersuchungen  geht  bervor,  dass  in  Japan  nicht  weniger 
als  44  Arten  vorkommen,  von  welchen  27  neu  sind.  Sie  verteilen  sich  auf  3  Sub- 
fiimilien  und  7  Gattungen,  darunter  ist  eine  Gattung  (Nogiperla)  neu. 

Ee  ist  mir  eine  angenehme  Pflicht  an  Herrn  Prof.  Rigakuliakusi  S.  Matoumura, 
der  mir  dsn  reichhaltige  Material  der  landwirtschaftlichen  Fakultät  der  Tohoku- 
Univereit&t  zu  Sapporo  zur  verfugung  stellte,  meinen  tieftten  Dank  auszusprechen. 

Die  Figuren  sind  von  meinem  Freunde,  Herrn  T.  Tobe  nach  Typen  gezeichnet 
worden. 


5)   Ueber  die  Arten  der  ünterfnmilie  Perliniie  jmih  Japan  ( Bull,  intern,  de  l'Acad.  Sei.  Bobfime 
1907.) 
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Ord.  PLECOPTERA. 
subord.  Subulipalpia, 

I.  Fam.  Pcrlodidae. 

Ueberacht  dtr  Gaiiungm  und  Urüergaüuvgen. 

Zwischen  dem  Radius  und  Sektor  un regelmässige«  Adernnetz. 

Queradern  wenigsten*  bis  z\ir  Media  entwickelt   Megarcys  KIp, 

Queradern  bis  zum  Sektor  radii  vorhanden    Arcynopteryx  Klp. 

Zwischen  dem  Radius  and  Sektor  höchstens  nur  eine  Querader  

•  Isogcnus  Newm. 

Stiel  der  Zelle 1R,  so  lang  wie  die  Zelle  aelbat  Subg.  Suzukia. 

Zelle 1R,  deutlich  länger  als  ihr  Süel. 

Entfernung  der  hinteren  Punktaugen  vom  inneren  Augenrade  wenigstens 
2/3  des  gegenseitigen  Abetandes  derselben  gleich       Subg.  Dictyogenus. 
Entfernung  der  hinteren  Punktaugen  vom  inneren  Augenrande  höchstens 
der  Hälfle  des  gegtaseitigen  Abstaudes  derselben  gleich- •  Subg.  Isogenus, 

I.  Gatt.  Megarcys  Klp. 

Megarcys  Klapdlek,  1912  (Juni) :  Coli  Zool.  Edm.  de  Selys  Longschamps,  IV 
il.  Fam.  Perlodidae),  p.  7  et 10. 

Didyopteryx  Hagen,  1875：  Bull.  Geol.  Surv.  Terr.,  p.  575. 

Periode«  Banks,  1907:  Oat.  Nuropt.  Ins.,  p. 10  (partim). 

Matsumuria  Okamoto,  1912  (September) :  Trana.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.,  Vol. 
IV.  p. 15. 

Bekannt  ist  diese  Gattung  bisher  nur  in  zwei  Arten,  die  aus  Nord-Ost-Asien 
und  West-Nord- A merica  stammen,  in  Japau  kommt  nur  eine  Art  vor. 

MegarcyB  ochracea  Klp. 

Megarcys  oeliraoea  Klapäkk,  1912  (Juni) :  Coli.  Zool.  de  Selys  Lougschnraps, 
IV  (I.  Fam.  Perlodidae),  p. 10,  Fig.  4  et  5. 

Maiswimria  »ipporensis  Okamoto,  1912  (Sept.):  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc., 
Vol. IV.  p. 16,  Fig. 1 (A  et  B)，  2. 

Hab.— Hokkaido  (ziemlich  häutig),  In»'l  Sachalin. 

Sonstiger  Fundort— Sibirieu. 
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T.  N. -— Amimekawagera. 


If.  viatt.   Arcynopteryx  Kip. 

ArcynopUryx  Klaprtlek,  1904:  Bull  intern.  Acad.  Seien.  Boh.,  XVII.  p.  7. 
In  Japan  kommt  eine  Art  und  eine  Varietät  vor,  eine  Art  davon  ist  neu. 

Uebersir/it  der  Arten. 

Hintt»rhauptsmakcl  lang-dreieckig   jezoen8i8  n.  sp. 

Hintefhauptsmakel  fehlend   COmpacta  M7  L.  var.  pusilla  Klp. 

Arcynopteryx  jezoensis  n.  sp.  (Fig. 1 u.  2). 

Kötpot  glanroiul  schwarz.  Clypcu»  an  den  Seiten  breit,  Augen  schmal  dotter- 
gelb gesäuinf.  Hiiitorhauptsmakcl  lang-dreieckig.  Pronotnm  mit  dottergelber  Mittel- 
linie, die  das  ^anze  Drittelfeld  einnimmt.  Beiue  schwarz,  Schenkel  an  der  nnteren 
■ivante  und  an  der  äus^rsten  Spitzt?  dottergelb,  Scineiien  fast  ganz  (mit  Ausualime 
d<'r  Ba-isj  dottcrirell).  Abdonion  an  der  Spitze  und  Clrci  6ohmutziirj;('lb,  j<xles  Glied 
der  Circi  au  (Irr  Spitze  dunkler.  Fühler  scliwarz,  am  Basiildrittel  mit  Ausnahme 
der  2  Rn^lglifder  brnun  vermischt. 

Ptuiktaugen  kloin,  Abstände  dt  rst'lben  im  Verhältnis  wie  9 :  8.  M-Linic  und 
Stirnscliwi<>lon(dcn  Augen  etwas  näher  als  den  liinteren  Punktftugen)(k'utlich.  Hintor- 
huni>tsohwiolpn  fast  undeultich.    7.Ful)lcrgH<>d  verkürzt.     Pronot  um  beim ち fast 

parnllflsoiti^,    beim  ^ 
etwas  trn|)Czoid  nnch  vorn 
etwas  versclimiilcrt  ；  das 
Vorhiiltuis  der  vorderen 
Breite  zur  hinteren  uud 
zur  Länge  bet n'i^t  beim 
^  27  :  28  :  21， beim  ？ 
31 : 32  :  24  ;  Vorder- 
und    Hintcrrmid  stark 
bogt!nfi'»rmig.  Akittelf"ld 
nimmt  im  ersteron  Drittel 
etwa    i/o    der  ganzen 
Breite  ein. 

Flügel  hyalin.  Nervatur  im  Vor 山' rflügd  dnnkclbraim,  Costa  gelb;  im  Hinter - 
flügcl  pelbhraun.    Zwischen  Radius  und  Rndiultiektor  un regelmässiges  Aderune は. 


rig* 1. Ampwpieryjr  jet^nnU  n.  S}). 
ninterleibHendi'  von  olen. 


Fig.  2. 

-.  IliiiterleibHL^iHle  von  unten. 
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Im  Kostalfelde  mit  drei  Queradern  im  äussereu  Teile. 

Beim  ^  ist  auf  der  Bauchseite  der  IX.  Ring  mit  dreieckiger  6pitse  ver- 
längert ； auf  dem  Rücken  ist  derselbe  gespalten  und  seine  Abschnitte  am  Hinterwinkel 
abgerundet.  Der  X.  Ring  ist  auf  dem  Rücken  ebenfalls  gespalten  und  auf  jedem 
Abschnitte  mit  einem  kolbeiurtigmi  Forte は versehen. 

Weibliche  8ubgeniUlpUitto  mitUtlgross,  &Mt  balbkreUfürmig,  etwas  sug お pit お,， 
nimmt  am  Grand«  fkst  3/5  det  Breite  dee  VIII.  Ringes  ein,  jedoch  den  Hinter  rund 
dm  IX.  Ringes  nicht  erreichend. 

お  ？  ： 

Kurperlänge  10-11  bis 13  mm. 

VordBrflflgell&uge  10  " 13  mm. 

Grörte  Vorckrflügelbreite  3|  ，，       4 き mm. 

Hab.— Sapporo  (1 'S"  u. 1 Prof.  S.  Matsumura)  und  Kutchan  (1 ^  u. 1 
um  28/IV,  1909,  vom  Autor). 

Typen  in  der  laadw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo  und  ia  meiuor 
Sammlung. 

Diese  Art  ähnelt  sich  Arcynopteryx  compada  Mac  Luchlan,  untertch«id«t  aiob 
ab&t  durch  den  Bau  der  Genitalen. 
T.  IT.— Hime-amimekawagera. 

Arcynopteryx  compacta  M'  L.  var.  piudlla  Xlp. 

Äroytwpteryx  oompoota  M'L.  var.  punlla  Klapdlek,  1912:  Coli.  Zool.  Edm.  de 
Selvs  Longs.,  IV  (I.  Farn.  Perlodidae),  p. 16,  Fig.  9. 
Hab* 一 Ina^l  Sachalin. 
Sonatiger  Fundort*— Sibirien. 
T.  N. ― Earafuto-amimekawagera. 
Diese  Art  mir  anbekannt. 

III.   Gatt.  Isogenus  Xewru. 

I»ogmus  Newman,  1833 :  Entomol.  Not«  in  Entom.  Mag.,  I.  p.  415 
In  Japan  kommen  drei  Unlargattungcn  vor,  davon  eine  neu  ist. 

1. Untergatt.    Suzukia  n.  subg. 

Der  Stiel  der  Zelle lRi  so  lang  wie  die  Zelle  selbot  ；  swi§ehen  Radius  und 
Sektor  radii  wwler  Adern  netz  noch  Querader.  Die  Entfornung  der  hinteren 
Punktaugen  vom  inneren  Aiigcnrandc  wenigstens  2/3  des  gegen«itigeü  AbsUndes 
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derselben  gleich. 

， Type  ：  Suzukta  mdaiixs  n.  sp. 

Isogenus  (Suzukia)  motonis  n.  sp.  (Fig.  3). 

2^  ^.  Kopf  hel](X'k(»rgclb,  mit  einem  gromen  «chwarren  fast  ovalen  Fleck, 
welcher  v<»rn  die  M-Linie,  hinten  den  Hinterkopfrand  erreicht  ；  Hinterkopf« 
rand  schwarz  gesäumt.  Fühler  schwarz,  am  Ba^aLsechstel  rötlichbraun,  am 1, 
Basalgiioile  oben  schwarz.  Taster  rötlichbraun.  Pronoturn  an  den  Seiten  des  ocker- 
gelben Mittelfeldes  nüt  zwei  dicken  schwarzen  Längsstreifen,  ockergelb.  Me6o*und 
Mctauotura  schwarz,  Praescutum  hellockergelb»  Beine  hellockergelb,  Kniegegeod 
der  Mittol-und  Hinterschenkel uud  der  Mittel-uud  Hinterschienen  schwarz  ；  3. 
Tarsenglied  dunkler.  $  Abdomen  oben  schwarz,  unten,  Abaominalspitse  und  Circi 
hellockergelb. 

Punktnugon  solir  klein,  ihre  Abstände  im  Verhältnis  wie  42 : 27.  M-Linie 
etwas  stark  ausgeprägt.  Stirn  weh  Wielen  deutlich,  den  hinteren  Punktaugc*n  und 
dorn  luueurtiude  der  Augen  gleich  lang  gestellt.  Pronotum  fast  quer  trapezoid  ；  das 
Verhältnis  der  vorderen  Breite  zur  hinteren  und  zur  Länge  beträfet  29:30:20; 
Vorderrand  schwach   bogenartig,  Hinte rand  fast  gerade,  Seitenrand  nach  innoi 

schwach  aus^ebuchtet.  Das  Mittelfeld  nimmt  in  der 
dritte  etwa 1/6  der  ganzen  Breite  ein. 

Flügel  hellgelbbrau li, B 應 lhälfle  mit  Aus- 
uahme  des  Coet« レ uud  SubcoetAlfoldes  duukol^rau. 
Nervatur  gelb  bis  hellgelbliclibraun.  Zwischen 
Radius  und  Radialsektor  weder  Adern  netz  noch 
Qiu  rader,  Im  Kostal fold«  mit  nur  arri  Queradorn 
im  langen  äusseren  leile. 

Weibliche  Subgonitalplatte  mittolgross^  halb- 
kreisliirmig,  nimmt  am  Grunde  fast  2/3  der  Breite 
des   VII 【. Ringes  ein  und  d«Mi    Hinterrand  des 
IX.  Bauchringos    fast    ftrreichond.      Die  Subanal- 
klapi>on  lang  uud  Spitzen  dreieckig. 
10  mm. 
14  mm. 
4  mm. 

Suzuki) 


r  ig.      入 'い,, 'ん twfffftiin  n.  Hj>. 
ネ. Hinterlcibrtcnde  von  unten. 


ivorj>crläii*ir 
Vurderflügcllänge 
Gröaste  Vorderflügelbreite 
Hab— Kyoto  (2  ?  M. 


皿 m  s い Art  Ix^nnene  irh  nach  dem  Sanunlur. 
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Typen  in  meiner  Sammlung. 

T.  N.— Suzuki-amimekawagera-modokL 

2.   Untergatt  Dictyogenus  Klp. 

Didyogenua  Klapälek,  1904  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.  (Eur.  Art 
Dictyopt),  p.  7. 

In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor. 


Isogenus  (Dictyogenus)  japonicua  n.  .sp.  (Fig.  4). 

Diese  Art  steht  nach  Isogenus  (DiHyogenm)  ventralü  Pict.  nahe. 
3 罕ま. Körper  oben  glänzend  schwarz,  unten  schmutziggelb.  Kopffleck  rost- 
gelb : Stimfleck  rundlich,  welcher  mit  einem  nchmalcn  roetgelben  Streifen  den 
viereckigen  Schcitclflcck  vereinigt  ；  ausserhalb  der  hinteren  Punktaugen  ein  kleiner 
Flock.  Vorderrand  der  M-Linie  schmal,  Augen  hinten  breit,  rostgelb  gesäumt. 
Mitü'lfeld  des  Pronotums  rostgelb,  welch««  sich  nach  hinten  allmählig  erweitert. 
Fühler,  Taster  und  Circi  schwarz.  Beine  schmntziggelb,  Schenkel,  Schienen  an 
der  Bai^is  und  da»  3.  Tarsenglied  dunkler. 

Kopf  mittelgross,  nach  vorn  stark  verschmälert.  Punktaugen  klein,  g^en- 
seitige  Abstände  im  Verhältnis  wie  50  :  2ö.  Stirnschwieleu  quer  lang-elliptisch,  den 
hinteren  Punktaugen  etwa«  näher  als  den  Augen.     ÄI-Linic  deutlich,  dunkelbraun 

Hintorliaupt^hwielen  gri«s，  stark  vortretend,  rund- 
lich. Pronot  um  quer  、'ier«'_kig，  fast  gleich  breit 
wie  das  Hinterhaupt,  das  Vtrliiiltnis  der  vorderen 
Breite  zur  hintereu  und  zur  Lunge  beträgt  41 : 41 : 
24.  Mittt-lfeld  sehr  Breit,  im  ersten  Drittel  1/10 
(lt'r  ganzen  Breite  einnehmend. 

Flügel  hellgolblichbrann  angeraucht.  Nervatur 
im  v  order flügel  schwarzbraun  bis  sc! i würz  ；  im 
UinU!rflügfl  heller.  Xosta  der  beiden  Flügeln  und 
Adern  des  Analfeldes  der  Hint«*rflügel  sthnmtzig- 
gdb.  Im  K(».talfelde  der  Subcoeta  4  Queradern. 
In  der  Flügt'lspitze  zwischen  Radiiis  und  Sector 
radii 1 bis  2  Queradern. 
Wcibliohe  Subjjenital platte  breit,  lang,  ftwt  quer  vierwKig,  vorderes  Eck  ab- 
gerundet, im  Iiiuterrande  in  der  Mitte  sehr  seicht.  au^i'bud»t4、t  ；  nie  nimmt  0/10  der 


Fig.  4.  Dirtyogrnw  joponim>.  n.  KJ). 
■f.  Hinterleihrtcnde  v<»n  unton. 
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Breite  des  IX.  Ringes  ein  und  ttlnrrapt  fast  den  Hintornmd  da  X.  Rinkes. 
Körporlnnge  12  atm. 

Vorderfl ügelhlnge  17  mm. 

. Grösste  Vorderflügelbreit  5  mm. 

Hftb.— YMMguchi  (12,  »m  2Ö/IV,  1310.  M.  Sibakatr«),  Nikko  (1$,  am 
15/VI,  1911,  Prof.  S.  Matsumura)  und  Prov.  Harima  (1$,  am  S/V,  1912,  K. 
Nakalmra). 

Typen  in  dor  landw  Fakultät,  Tohoku-Univereität  zu  Sapporo  und  in  meiner 
8amralung. 

T.  N. ^ Tamato-amimekawagera-modokL 

3.    Untergatt.  laogenBS  Xewm.    acn«u  emeud. 

I&offrmt»  Newman,  1833 :  E»tomoi.  No(«6  £ntom.  Mag"  Vol.  I.  purtini. 
in  Japan  kommen  vior  Arten  vor,  davon  2  neu  sind. 

Uebermoid  der  Arien. 

1 (6).  Gelbes  Scheitelflwk  deutlich. 

2  (3).  Soheitelflwk  hufeisenförmig  

3  (2).  8cheitelfl«*k  nicht  hufeisenförmig;. 

4  (ö).  An  der  Anastomono  ein  brauner  Makel" 
6  (4).  An  der  Anastomose  kein  solcher  Makel 
6  (1).  Scheitel  fleck  undeutlich   

iBOgenus  (Isogenus)  nakaharae  n.  ep.  (Fig.  5). 

2  ^  Kopf  oben  tief  Hiwarzbmun,  fitark  pläuzond,  mit  einem  gelben  bb 
rostgelben,  hufeisenförmigen  vScheitelflook.  Fühler  am  Basalsechst«!  liellgelbbraan, 
gegen  dio  Spitze  zu  schwarzbraan  ；  erstos  Basalglicrl  oben  dunkelbraun,  unten  gelb. 
Taster  gelb,  deren  ausserste  Glied  dunkler  and  jedes  Glied  an  der  Spitzo  dunkler. 
Pronotum  mit  einem  nach  hintou  allfiuüilich  verbreiteten  gelben  Mittelfelde,  glänzend 
schwor*.  Mttionotum  schwarzbraun,  Metanotum  etwas  heller.  Beine  hellgelb, 
Sebeukel  au  <ler  unteren  Kante  nnd  Schienen  oben  an  der  BaxU  «chwarzlicli braun, 
Tarsen  dunkelbraun. 

Punktaugen  mittelgroß,  Abstände  im  Verhältnis  wie  40  :  27.  AI-Linie  uud  Stirn- 
sch wielen  deutlich.  Pronotum  quer  trRpeaoid,  nach  hinten  sphwnch  verschmälert; 
Verhältnis  der  vorderen  und  hinteren  Breite  zur  Liiuge  ist  wie  21 : 20 : 14.  Vorder- 
uiid  Hinterrand  fast  g<?rado,  8eitenrftnd  gerade.    Mittelfeld  eicralwh  breit,  erat« 


nakahara«  n.  «p. 

•  nubecula  Newm. 

scriptus  Klp. 
nikkoensis  n-  sp. 
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Drittel  beträgt  fast  den 1/6  der  ganzen  Breite. 

Flügel  hcllgelbbraun  mit  gelbem  Vorderrandstreifen.     Nervatur  gelbbraun, 
Costa,  Subc-osta  und  Radius  des  YonU-rflügcls  sowie  alle  Adern  des  Hinterflügels 
heller.    Zwischen  Radius  und  Radial  «ektor  keine  Querander.    Im  Kostal fclde  mit 
に.  4  Queradern  im  äusseren  Teile. 

Weibliche  Subgcnitalplatte  sehr  gross,  fast 
kreisförmig,  mit  etwa  tief  ausgeschnittenem  Hinte ト 
rande  ；  sic  nimmt  am  Grunde  die  gawu  Breite 
des  VIII.  Ringt»  ein,  und  ragt  über  den  Hinter- 
rand des  IX.  Rinfj^s.  Die  Subanalklappen  kurz, 
Spitzen  dreieckig. 

^Vmm?  Körperlänge  •  8  mm. . 

Vorderflügellfiuge  11 mm. 

一 Matenmoto  im  Pi-ov.  Sinano い ネ ， am 
.  8/ VIII,  1912,  K.  Nakalmra)  und  Okubo  bei 

Fig.  5. —騰 nakakarae  n.  »p.  Tokyo  (1 *  ，  Prof.  S.  Matsumura). 

•f.  Ilinterki»  sende  von  unten.  . .  ，  -.. -, 

lypus  m  meiner  Sammlung  und  in  der  landw. 

Fakultät,  Tolioku-Universität  zu  Sapporo. 

Diese  Art  ähnelt  sich  Isogenus  wsriptxut  Klp.,  aber  dor  Bau  dor  SubgeniUlplatt« 
ist  ein  ganz  anderer. 

Diese  Art  bennene  ich  nach  dem  Sammler. 

T.  K.— Hime-amimekawagera-modoki. 

Isogenus  (Isogenus)  nubecula  Newm. 

Inogenwt  nubecula  Newman,  1833  :  Bntomol.  Notes  Entom.  Mag.,  Vol. I.  p.  415, 
Fig.  54  et  55. 

NepMion  nubecula  Pictet,  1841 : Perlides,  p. 170. . 
Perla  parimnu  Rambur,  1842  :  Nevropt.,  p.  450. 
Perla  proxima  Rambur,  1842  :  ibid.,  p.  4o]. 
Hab.— Yamaguchi  (1$,  M.  Sibokawa). 
T.  N.— Ö-amimekawagera-modoki. 

Isogenus  (IsogenuB)  scriptus  Klp. 

Jgogmus  (Isogenus)  acripfm  Klapfilek,  1912:  Coli.  Zool.  Edm.  de  Selys  Longs. 
IV.  (I.  Fam.  Perloclidae)  p.  56. 

Hab.— Hokkaido,  von  Mai  bis  Juli  «?hr  häufig. 
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T.  N .  — Amimekawagera-modoki. 


Isogenus  (Isogenus)  nikkoensu  n.  gp.  (Fig.  6). 

2 ネ罕. Körper  mit  allen  Anhängen  «diwärKlicbbrauu  bia  schwarz,  Hinterkopfe* 
rand  und  Mittelfeld  des  Pronotums  soirie  Pro-,  Moso-  und  Alefastenium  zwischen 
den  Hü  den  heller,  vor  den  vorderen  Puuktaugen  gelb.  Abdominalring  auf  der 
Bauch«.ite 1. bis  6.  an  jeder  Spitze  hellgelbbraun  geturnt.  Ooxen,  Trochanter  und 
Schienen  mit  Ausnahme  des  Basaldrittels  gelbbraun. 

Pniiktaogen  raittclgroas,  ihre  Abstände  im  Verhältnis  wie  41 : 28.  Stirn- 
schwielen qner länglich,  den  hintereu  Punkt» ugen  etwa«  uäher  ak  den  Aagcn.  M-Linie 
faj^  undeutlich.  Hinterhauptscbwielen  whwach  vortretend.  Pronotum  trapezoid, 
doch  Vordereokon  abgerundet  ；  das  Verhältnis  der  vorderen  and  hinteren  Breite 
zur  Lüu^  iai  28  :  28  :  20.  Vorder-  and  Hinter raud  ziemlich  stark  gebogen,  Seiteo- 
rand  gerade.  Vorder-  und  HinterrandturcLe  sich  mit  den  tiefen  Seitenfurchen 
vereinigend,  eine  Querellipsc  bilden. 

Flügel  dunkel  angeraucht,  Koetol-  and  Sub- 
kostal&ld  bin  zur  Anas(oni<i><>,  und  Radius  an  der 
Basis  sowie  ivastalqueraderu  inncrluilb  dor  Subkwta 
gelb.  Im  Kostaifeldc  aussorhslb  der  Suliki^ta  '2 
(im  Vorderflügel)  bis  3  (im  Hinterflfljjel)  Queradern. 
In  der  Flugebpitzc  .zwischen  Radius  und  Sivtor 
radii  keiue  Quermder. 

Weiblü'he  Subironitalplatto  p-oKS,  li:i!bkrt'i— 
förmig,  nimmt  fast  die  gnnzen  Breite  des  VIII. 
Rinkes  ein,  uud  font  den  Hinter  rand  des  IX. 
Ringes  erreichend. 

. ivorjwrläiige  11 mm. 

Vorderflügel  länge  14  ^  mm. 

Hab.— Nikko  (2  $  $ ,  am  25/ VI,  HUI,  Prof.  S.  Matsamura). 
TvjK'n  in  der  landw.  Fakultät,   Tohoku-T'nivorsität  zu  Sapporo. 
Diese  Art  stellt  nach  Jsoffenus  nubecula  Nernn.  nahe. 
T.  N.  — Euro-amimekawagera-modoki. 


メ 


Y ig.  6.  rmgeiiiu  nikkorfUfi*  n.  sp. 
羊. HinterlcibK»nde  von  unten. 
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II.   Fam.  Perlidae. 

Uebersicht  der  Unier/amilim  vnd  Gattungen. 

1,  Drei  Ocellen  vorhanden.  2* 

Nur  zwei  Ooellen  vorbanden.  Neoperlinae  5. 

2.  Hinterflügel  mit  sehr  schmalem  Analfelde,  in  dem  sich  höchstens  zwei  sehr 

feine  Axillaradern  befinden.  Chloroperlinae  7» 

Hinterflflgel  mit  breitem  Analfelde,  in  dem  sich  zahlreiche  Axillaradern  befinden. 

 -  Perlinae  3. 

S.    Sabgenitalplatte  beim  Männchen  mit  einer  nagelartigen  Verdickung  versehen, 

Subanulklappen  beim  Männchen  klauenartig  oder  ruderförmig.  

 Acroneuria  Pict. 

Siibgenitalplatte  beim  Männchen  ohne  Nagel,  Subanalklappen  beim  Männchen 

dreieckig.  ••••  4. 

4.    Cubitalzelle  (Cuj)  im  Hinterflügel  mit  einer  Reihe  von  Queradoru.  

 Ferla  Geoffr. 

Cubitalzelle  (Cu,)  im  Hinterflügel  mit  nur  einer  Querader  an  der  Basis  und 


an  (kr  Spitze.  Isoperla  Bimks 

ö.    drei  viel    langer  als  die  Breite  des  Abdomen.  -  «  ITeoperltt  Needh. 

Circi  nur  wenig  länger  als  Anominalbreite.    6. 

6.  】. Glied  der  Circi  sehr  lang,  fast  gleich  lang  wie  die  übrigen  Glieder  zuwimmen. 

 ：  Nogiperla  n.  g. 

Circi  normal.  Eiotina  Klp. 

7.  Von  der  basalen  Analzolle  im  Vorderflügel  zieht  sich  nach  hinten  eine  un- 
jtcujabelte  Axillarader.  Chloroperla  Newm. 


A.  Subfam,  Perlinae. 

I.  Gatt.  Acroneuria  Pict. 

Aonmruria  Fielet,  1841 : Fam.  d.  Perlides,  p. 177. 
Diese  Gattung  zerfallt  in  zwei  Untergattungen. 

Uebei-eicht  der  VidergaUungen. 

i  .         .  . 

Bubanalklappou  des  Muanchens  klauenartig  ；  Subgenitnlplattc  de«  Weibchen« 
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kurz,  stumpf  dreieckig.   Acroneuria  (S.  At.). 

Subunalklappeu  des  Männchens  sehr  lang,  ruderforraig,  nach  oben  gerichtet; 
Subgcnitalplutte  des  Weibchens  gross,  parabolisch  Niponiella  Klp. 

]. Untergatt.    Acroneuria    S.  etr. 
In  Jupuu  kommeu  vier  Arten  vor,  darunter  ist  eine  neu. 

Ucber sieht  dtr  Arten. 

1 (2).  Am  Anhang  dor  Anastomose  ein  bruuner  Nebelfleck,   stigmatica  Klp. 

2  (1).  Ohne  Nebelfleck. 

3  (6).  Scbeukel  nur  im  der   Spitze   mit  einem  schwarzbraunen  oder  schwarzen 

Ringe. 

4  (5).  Zwischenraum  der  Punktaugen  schwarz.   fulva  Klp. 

5  (4).  Zwischenraum  der  Punktaugou  orangcgelb.  jezoenSlB  n.  sp. 

6  (3).  Schenkel  nur  vor  der  Mitte  der  Borsalkünte  schwarzbraun.  -  -  joukm  Klp- 

Acroneuria  (Acroneuria)  stigmatica  Klp. 

Acroneuria  digmedica  KlapfiKk,  1907  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Soc.  Boh.，  XII. 
p.  5.  Fig.  2  et  3. 

Hab.— Nikko  (2^， 1$,  Prof.  S.  Mateumura),  Towada-See  bei  Awomori  (1?, 
I.  Nitobe),  Ec'higo  (1 $  ，  M.  Xakamura),  und  Kamikochi  im  Prov.  Sinano 
(1^,  K.  Nakahara). 

T.  N. 一 Mon-kawagera. 

Acroneuria  、 Acroneuria)  nuva  Klp. 

Acroneuria  fxäva  Klapdlek,  1907 :  Bull,  intern.  l'Acad.  Soc.  Boh.,  XII.  p. も 
Fig. 1 (a  et  b). 

Hab.— Sapporo  (4  ^  u.  3  $  ，  Prof.  S.  Mateumura),  Xoboribeteu  bei  Mororan 
(1 き， S.  Kuwayama),  Ziozankci  bei  Sapporo  (1 J  u.  2$ ,  vom  Autor)  und 
Sapporo  (1 ^  ,  vom  Autor.) 

T.  N— Ki-kawagera. 

Acroneuria  (Acroneuria)  jezoeiuis  n.  sp.   (Fig.  7) 

Kopf  oben  hollgcll^raun,  glänzend,  M-Lmio,  Stirnschwioleti  und  Scheitel  gelb, 
Zwiw-lienraum  der  Punktaugen  oraugcgelb  gefärbt,  Punktaugen  rötlich,  dieselben 
entweder  innen  breit  schwarz  gerandet  odor  gänzlich  sohwara が färbt.  Taster 
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hellgelbbraun.  Fühler  gelb  mit  Ausnahme  der  zwei  Basalglieder,  welche  hellgelb- 
lichbraun  sind.  Meso-  und  Metanolum  je  mit  einem  gelben  Mittelstreifen,  hellgelb- 
braun. Beine  gelb,  Scbookel  an  der  .äußerste れ 'Spitze  schwArzbraua  gerhigelt. 
Hinterleib  und  Circi  gelb.  Unterseite  des  Korpora  gelb.  Flügel  gelblidb  angeraucht. 
Nervatur  sch m u t ziggelbbrau n  bi8  dunkelbraun,  liiuterere  etwas  heller. 

Punktaugen  niittclgroes,  ihre  Abständo  im  Verhältnis  wie 1 : 3/4-4/5.  M-Liuie 
aeLr  schwach,  Stirnacliwidfii  stark  vortretend.  Pronotum  trapezoid,  vorn  w  breit 
wie  Hinterhaupt,  nach  hinten  deutlich  verschmälert  ；  Verhältnis  der  vorderen  zur 
hinteren  Breite  und  zur  Lunge  38  :  30  :  22 ;  Vorderriuid  nach  oben  gebogen,  doch 
Hinterrand  gerade.  Mittelfeld  nach  vorn  und  hinteu  stark  erweitert,  in  der  Mitte 
etwa  1/4-1/5  der  ganzen  Breite  einenehmend.  Im  Kotjtalfelde  im  &usser«n  Teile 
nur  2—3  Querndera.  Vorderast  der  zweiten  Aualader  mit  '<i  Aste,  welche  mit  dem 
Mittelaste  durch  eine  Queradw  nicht  verbunden  sind. 

Beim  ^  Hinterrand  des  IX.  iiinges  auf  der 
Bauchseite  v-förmig,  Subaualklappcu  mit  die  Qach 
pben  gekrümmten  keulenartigen  Spitzen.  Weibliche 
Subgenitalplatte  mittelgroß,  stumpf  dreieckig, 
nimmt  am  Grund  5/7  der  Breite  dee  VIII.  Ringes 
ein.    Subanalklappon  flach,  an  den  Spitzen  dreickigj 


12-13 


Körperlänge  12  - 13 17  - 18  mm,: 

Vorderflftgelläuge 16  - 17       29-  21 mm. 
-- -. Gröäste  Vorderflügelbreite  circa  5         6  mm. 
Hab— Hokkaido     (Zioxankei    und  Gebirge 
Moiwa  bei  Sapporo)  sehr  häufig. 

Tjpen  in  der  lauwlw.  Fakultät,  Tohoku-UaiversitÄt  zu  Sapporo  und  in  mfiner 
Sammlung. 

Diese  Art  steht  uahe  Aoroneuria  fulva  Klp.  an,  unter«^»eidet  sieb  durch  den 
Kopflieck  und  die  Sabgehitalplatte  beider  Geschlechter.  '  i) ：) 


Fig.  i .  Aeronmiria  janihiti»  n.  xp. 
t".  nintcrK'ihfiende  von  unten. 


Acroneuria  (Acronenria)  jouklii  Klp. 


1907  :  Ball,  intern.  l'Acad.  Soc.  Boh.,  XII.  p.  6. 
Hab.-Gifu  (l^),  Sibat«  im  Prov.  Echigo  (1 さ， H.  Hatakeyama). 
T.  N.  -  Jyokri-kawagera.  , 
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2.   Untergatt.  Niponiella10  Kip. 

Niponklla  KaJapÄlck,  1907  :  Bull,  intern. 1' Acad.  Sei.  Boh.,  XII,  p.  2. 
In  Japan  kommt  nur  eine  Art  vor. 

Acroneuria  (Niponiella)  limbatella  (Kip.) 

Niponiella  limbatella  Klapdlek,  1907  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII.  p.  8. 
Fig.  8  et  9. 

Hab. — Takinoo  bei  Tokyo  (1 ?,TT.  Takeda).  Prov.  Ecliigo(1 罕 ， H.  Hatakoyaraa 

und 1 ^  ,  M.  Nakamura). 
T.  N.—Yamato-kawagcra. 

II.   Gatt.  Perla  Geoffr. 

Perla  Geoffroy,  1764:  Hist.  Ins.  Paris,  Vol. II.  p.  230. 
Perleda  Banks,  1906  :  Can.  Ent.,  p.  224. 

Diese  Gattung  zerfällt  in  vier  Untcrguttungcn» 

UcbersiofU  der  Uiäerffaäungeri. 

1 (2).  Fünfter  Dorsalring  des  Munnchcns  normal.  Kamimilria  Klp. 

2  (1).  Derselbe  schildartig  erweitert. 

3  (4).  Zolmtcr  Dorsalring  de-?  Männchens  {jest-hlitzt  mit  die  nach  oben  aufiroworfenen 

Riindoru  dos  Ausschnittes  ；  weibliche  Snbgenital platte  klein,  rundlich,  am 
Hinterrand«»  ausgekerbt.  Paragnetina  Klp. 

4  (3).  Derwibc  in  starken  Fortsätzen  verlängert,  welche  ihn  fiberragen  ；  weibliche 

Subg^nitalplatfo  entweder  lang  parabolisch  oder  kurz,  bogenförmig  ohne 
Auskorbiins"  des  Hinterrandcs. 

5  (6).  Fünftor  Dor.*alring  des  Männchens  in  der  Mitte  des  Hinterrandos  mit  einer 

rundlichen  Auskerbung;  weibliche  Sub^pnitalplattp  gross,  parabolisch.  

'-' •  ••••••• ••••••     Togoperla  Klp. 

6  (5).  Derselbe  hint<n  stark  ausgeschnitten,  wodurch  zwei  dreieckige  an  der  Wurol 

unter  den  basalen  Teil  untergeschobene  Abschnitte  entstehen  ；  weibluie 
Subgenitalplatte  bogrntörmig.  •     Oyamia  Klp. 

6)  Diese  «THttung  wurde  von  Klapfilek  lit'^lirit'lien,  aber  ieli  habe  keine  besondere  (»attungs- 
chiiraktcre  gefuntlon;  sie  weirlit  in  (U'r  Kildun^  dtr  Bulmnalkluppcn  (ru<lrrformig  ctalt 
klftnenart,ig)  und  di  r  Sul>Renitalpln«e  C  j«ra»>oli»rh  statt  dreieckig)  von  Ava  «  hlcn  Acrumuricn 
ab,  clic-HH  ist  ki- in  ho  l)«(lfutoii<U>  charakterislbt-hes  Zeichen  nU  gt-lhwtäiuJ igt  Gattung,  so 
ordne  ich  »iv  als  Subgi-nu.-«  zu  Arroiiairia  ein.  t 
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1. Untergatt.  Kamimuria  Klp. 

Kamimuria  Klapälek,  1907  :  Ball,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh,  XII,  p.  2. 
In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  von  welchen  eine  neu  ist. 

.  Uebernohi  der  Arten. 

1 (4).  Weibliche  Subgeaitelplatte  kurz. 

2  (3).  Beiue  schwarzbraun,  nur  der  grössere  Teil  der  Schienen  gelb,  -tibialis  Piot. 

3  (2).  Boine  gelb,  nur  Knierand  schwarzbraun.   -  quadrata  Klp. 

4  (l).  Weibliche  Subgenital  platte  gross,  halbkreisförmig  oder  parabali^h. 

5  (6).  Beine  gelb,  nur  Knierand  der  Schenkel  und  Schienen  schwarzbraun.  •  ■  

 bolivari  Klp. 

ß  (ö).  Beine  zum  gröaeten  Teil  schwarzbraun.  formosana  n.  sp. 

Perla  (Kamimuria)  tibialis  P". 

Perla  tibialis  Pictet,  1841 : Farn.  d.  Perlides,  p.  217.  PI. 18.  Fig.  6  et  7. 

Hab.—Sapporo  (1^,  u.  2$.  Prof.  S.  Mateumura),  Kozawa  im  Prov.  Siribesi. 
11 罕, vom  Autor),  Hiyatna  (1 $ ,  vom  Autor),  Garugawa  bei  Sapporo  (1 $ , 
vom  Autor),  Iyo  (3$  ，  T.  iJrakami),  Yoaezawa  (1 ^  ),  Yamagut-hi  (1 2  ，  Oda), 
Ugo  (1^  ,  Z.  Kurisaki),  Echigo ひ^"，  H.  Hatakeyamn),  Suma  (2^-  u.  3?, 
M.  Sibakawa),  und  Harima  (l"g~，  K.  Xakahara). 

T.  N.  -Kawagera. 

Perla  (Kamimuria)  quadrata  Klp. 

Kamimuria  qmidrata  Klaj^lek,  1907 :  Bull,  intern.  l'Aoad.  Sei.  Boh.,  XII. 
p. 10.  Fig. 10. 

^lb.  -Ss»p|Kiro  (lg,  Prof  S.  Mateumura,  uud 1 早， vom  Autor),  Chitose  bei 
Sapporo  (1 3">  vom  Autor),  Oiwake  im  Prov.  Sinano  (1 も M.  Sibakawa), 
Xikko  (3$  u. 1$,  Prof.  S.  Matsumura). 

T.  N.  -  Kurohige-kawagera. 

Perla  (Kamimuria)  bolivari  Klp. 

Kamimuria   Holirari  Klapülok,  1907  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII 
p.  2，  Fig. 12. ， 

Hab.— Japau  (ohüc  Jx>kalität).    Diese  ppe«iee  mir  unbekannt. 
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T.  N. — Eamimura-kawagera. 


Perla  (Eamimuria?)  formosana  i し sp.  (Fig.  8) 


CT 


1 ^ .  Gelb.  Stirn  mit  einem  schwarzen  ab^erandot  vierockigon  Makel,  (Sjpeus 
mit  einem  gleichfarbigen  f^Vformigen  Flocke  vor  der  M-Linio.  Fühler  und  oeide 
Taster  Bchwärzliclibmun.  Prouotum  mit  einem  schwarzen,  breiten,  ein  Viertel  der 
ganzen  Breite  einnehmenden  Mittelst  reifeu  ；  Vorder^-  und  Hin  terra  nd  .sowie  Seiteuriod 
schmal,  schwarz  gosäumt.  Meso-  und  Mctanotum  schniutziggelbbraun.  Schenkel, 
Vonl<T-  und  Mittelsehionen  au.sw*rhalb,  ftowic  Tarsen  schwärzlichbraun.  Oirci  gelb. 
Flügel  gelbbraun  angeraucht,  mit  Ausnahme  des  ivostal-  und  Subko6talfe]de9r 
welche  schwefelgelb  sind.  Adern  dunkelbraun  bis  ach m utzig^l bbraun f  Kostal-  und 
Sabkostalader,  sowie  Kostalqueradern  hellgelb. 

Punktati gon  mittrl^rosR  ；  ihre  Abstände  im  Yorhältniss  wie  1:1.1,  M-Linie 

.^cliwacli,  Slirnsc'hwielcii  stark  vortretend.  Pronotura 
trapezoid,  nach  hinten  schwacli  verschmälert,  vorn 
etwa 1." 8o  breit  wie  lang  ；  Vorderraml  nach  oben 
bogenförmig,  Hiut^rrand  fttst  gerade.  Mittel t*l<1 
seil r  brei t,  nach  h  i nton  u  nd  oben  whr  schwach 
erweitert,  in  der  Mitte  etwas 1/7  der  ganxen  Breite 
«inuchmond. 

Im  Kostalfelde  beider  Flüjjol 4-5  Quemdern 
im  äusseren  Teile,  2A,  (der  Vorderast  der  zweiten 
Analader)  des  Hinterflügels  mit  2  Arte,  welche  mit 
dem  Mittcbla»te  Jurcli  eiue  Queradcr  nicht  verbunden 
Bind. 

Subojoni  tal plat  to  des  weibche»^  sehr  gro^  fast 
parabolisch,  in  der  Spitze  Iung-dreieckig9  tief  au^^chnitt6n9 

Korperlänge  10  mm. 

Vorderfliigcllänge  13  mm. 

vrroäste  Vcn*derflügelbreiUk  3|  mm. 

Hab. 一 Japan  (Formosa). 1 罕 am  25/X,  1906,  gesammelt  von  Prof.  S.  Mateumura. 
Typuy  in  der  lan<l\v.  Fakultüt,  Tohoku-Univcrsitüt  zu  Sapporo. 
T.  N.  — Yamato-kawagera-modoki 

Der  Forin  und  Fnrbiui^  nacli  iihnclt  sich  sehr  den  Arroneuria  (Niponii'Uaf 
limbatdla  (Klp.)t  doch  die  Sub^cnitalphute  i.«t  oine  gan«  andere. 


i  , ァノ  ？ 

Fig*  H.  Kamimuriaf  fonwmnm  a. ，ト • 
$ .  n'mt,'rl,'il'si'i"l" vun  unten. 
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2.  Untergatt.  Paragnetina  Klp. 

Paraffiictina  Klapälek,  1907  :  Bull,  intern.  l'Ac«d.  Sei.  Boh.,  XII.  p.  2. 
In  Japan  kommen  drei  Arten  vor,  wovon  zwei  neu  sind. 

Uebersicht  der  Arten. 

Beine  schwarz.  ，   fUZUkii  n.  sp. 

Beine  gelb,  unr  Knierand  der  Schenkel  und  Schienen  dunkelbraun.   

 japonica  n.  sp. 

Beine  gelb,  Schienen  und  Schenkel nn  der  Spitze  schwarzbraun.  

 tinctipenniB  M'L. 

Perla  (paragnetina)  suzukii  n.  sp.  (Fig.  9) 

1 ^ .  Kopf  oben  glänzend  schwarz,  Stirnschwielen  hellorangegelb,  Zwischen- 
raum der  Augen  und  Ocellen  am  Hinterkopf,  und  Zwischenraum  der  M-Linie  dunkel 
bräunlichgelb,  Fühler  und  beide  Taster  schwarz.  Pronotum  glänzend,  tief  dunkel- 
braun. Meso-  und  Metanotum  stark  glänzend,  tief  dunkelbraun,  Praescutum  etwas 
beller.  Beine  schwarz,  Coxea  und  Trochanter  hellockergelb.  Hinterleib  hellocker- 
gelb, an  der  Spitze  dunkler.  Unterseite  des  Körpers  hellockergelb.  Flügel  braun 
schwach  augerauoht,  Kostalfeld  dunkler.  Nervatur  tief  dunkelbraun,  nur  Radialader 
schwärzlich. 

Pronotum    viereckig,   nach    hinten  schwach 
verschmälert,  vorn  etwa 1.5  so  breit  wie  lang. 

Im  Subcostalfelde  ausserhalb  der  Subcoeta  8 
SÄ  ，纏^ f  —ad ば n，  Sector  radii  der  Vorder-  und  Hinter- 

，霸  fliigdu  mit  4  Asten  ausserhalb  der  Anastomose. 

'. ^üyi>  Subgeuital platte  kloin,  dreieckig,  an  der  Spitze 

dreieckig  ausgekerbt,  Htil fte  des  1X.S« ヌ raentes  nioht 
erreichend. 

Körperlänge  18  mm. 

Vorderflügellänge  27  mm. 

m  Gröwte  Vorderflügclbreitfi  7  mm. 

Fig.  9.  Ihratpiefina  muulii  n.  «p.  Größte  Prothorakal breite  3 も ram. 

Hinterlcibecnde  von  untt'ii.  _  .      ,r  へ、， 《      ,.、 ，  れ 

Hab. -Kyoto  (1 ネ, M.  Suzuki),  ohne  Datum. 

Typus  in  meiner  Sammlung,  uud  diese  Art  benenne  ich  zum  Andenken  dos 

Kollectors. 
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T.  N.  ―  Suzuki-Kurakakekawagera. 

Durch  Form  und  Farbe  gleicht  er  der  Perla  (Oyamia)  gihba  Klp.  sehr,  aber 
leicht  uulcrsebeidbar  durch  den  Bau  der  Subgeiiital platte  des  weibcliens. 

Perla  (Paragnetiiia)  japonica  n.  sp.  (Fig. 10  u. 11) 

Kopf  glänzend  gelbbraun,  Zwisohenranm  der  Punktau^en  «Ii ware,  Hinter- 
kopfsrand  gelb  ；  Ocellen  dunkel  rot,  innen  halb  demilben  sdimal  «hwarx  gKäiiait 
Füliler  and  beide  Taster  gelb.  Pronotum  glänzend  dunkelbraun,  Mittelfurche  gelb. 
Mcmh  und  Mctanotum  i^laiizfud  britunlicli^elb,  Praescutum  belier.    Beine  pelb,  knie- 

rand  der  Schenkel  und  Schienen  an  der  Spit» 
dunkelbraun.  Hinterleib  hell  sahnefarbig,  an  der 
Spitze  etwas  dunkler  ；  Circi  etwas  kürzer  &h 
A bdominallänge,  gelb.  Flögel  hellgelb,  Kost«lfeld 
deutlich  gelb  ge&rbt,  Adern  splimutK^elb,  K"rta 
und  Subcosta  dag^en  retn  gelb.  Unterseite  de« 
Körpers  ganz  jreib. 

Pr«MH>tura  vierpcki^r,  vorn  etwa      so  breit 
lang,  an  den  Scitm  fast  paralk'l. 

Im  Subcostal  <Mde  ansReriiftlb  der  Subcosta  4-6 
Queradoru,  Sector  radii  beider  Flügeln  mit  2  Aoeten 
usserhalb  der  Anastomos»-. 

häm  Männch<!n  dtT  Ar. Dorsalring  scluldartig 
«rweit«rt,  der 入. Dorsalring  ist  geschlitzt  mit  naoh 
oben  aufgeworfenen  Rändern  des  Ausschnittes  und 
mit  ei oer  polsteriörmigen  Verdickung  der  Innenseite; 
weibliche  Snbgcnitalplatte  stumpf  dreieckig,  an  der 
Spitse  tief  rundürh  ausgekerbt. 


Fi^> 1" l\iraytuitd»i  juptmim  n.  vjk 
や. IlinU'rld'ndc  von  oben. 


や ？ 
11 一 13  mm. 


15 一  19  mm. 
4^  一  51  mm. 
2  一  21  mm. 


Kör  perläuge 
ん.         h  Vordcrflngclläge 

Gröbste  Vorderflügel  breite 
Gro«te  Prothorakalbreite 
Hab-— Kuuinmoto  (3^  u. 1 $ ,  gesammelt  am 
30/VIII,  1907,  von  Kawmunra),  und  Sil)ata 
im  Prov.  E'lii ズ" (1^,  ulmo  Datum,  II.  Hatakcvma). 
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Typm  in  der  landw..  F«<kaltät,  Tohoku-Univereität  zu  Sapporo  und  in  meiner 
Sammlung. 

T. If .  -  Hitohosi-kurakakekawagera. 

Diese  Species  unterscheidet  sich  too  Pa^la  (Paragnetina) む '"c<i[/>«mt*«  M'L., 
braonders  durch  die  geringere  Grösse,  und  daroh  die  Färbung  der  Schienen  und 
ikr  Antennen,  sowie  durch  die  Form  der  Subgenitalplatte. 

Perla  (Paragnetiaa)  tinetipennis  M'L. 

Perla  HnoÜpeimis  Mac  Lnclilan,  1875 :  Trans.  Eut.    Soc.  Lond.,  p. 171. 
Hab.-Taraagawa  bei  Tokyo  (1 お， Profi S.  Matsumura),  Sibata  im  Prov. 

Ecbigo  (1^  n. 1 $  ，  H.  Hatakeyama). 
T.     -  Ö-Kurakakekawagera. 

3.   Untergatt.  Togoperla  Klp. 

Togoperla  KlapÄlek,  3907:  Bull,  intern.  l'Acftd.  Sei.  Boh.,  XII.  p.  2. 
In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  von  denen  2  Arten  neu  wod. 

Uebersicht ふ' r  Arien. 

1 (6).  Pronotum  nach  hinten  verschmälert. 

2  (ö).  Beine  dunkelbraun  bis  schwarz. 

3  (4).  Nervatur  des  Vorderflügefe  ganz  liellgt'lb.  -  "-  kawamurae  u.  sp. 

4  (3).  Dieselbe  mit  Auennhme  der  Qm\a,  Subcosta  und  Radius  dunkelbraun.  

•r»  (2).  Beine  goldgelb,  nur  Knierand  der  Schenkel  und  Schienen,  ^owie  Solieukel 

an  der  Spitae  Hchwarx.  -  '-"  ma.t8um ur&6  n.  sp. 

6  (1).  Pronotum  mit  parallelen  Seiteu.  -  tennint  Xeedh. 

Perla  (Togoperla)  kawamurae  n.  sp.  (Fig. 12) 

1 $ .  Kopf  gläiwK'nd  schwarz.  Zwiwhenraara  der  Augen,  Punktaugen  und 
Stirnscli wielen  goldgelb  ；  vor  jeder  Stiruselnviele  ein  kleiner,  goldgelber  Fleck  ；  M- 
Linie  und  Stirnsrliwielot»  tiof  dunkelbraun  ；  Vordt'rrand  <\vh  Kopfes  «ehr  schmal, 
«'hniutaggelb  gerändet.  Beide  Taster  wliwarzbrunu.  Fühler  im  untereu  Sechstel 
mit  Ausnahme  des  tr.«teron  Bawlgliedes  jrelb,  nach  der  Spitzo  zu  achwarEbraun. 
Pronotum  mit  einem  goldgelben  sclimalen  Mitteretreifon,  glänzend  sohwarss.  Meso- 
und  Metanotum  ebenfalls  glänzend  schwarz,  Metns<  utelhim  hellgolbbraun.  Hinterleib 
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hcllgelbbraun,  Circi  eelb.  Berne  schwarz;  Coxen  und  Trochanter  scbmutziggelb; 
Tarsen  hellgcbbrauti,  ausgcnommeu  äussere  Spitze  des  letztere ひ Gliedes  ；  Scheukel 
innen  mit  zwei  gelben  Läugsst reifen,  die  an  der  ApicalhälAo  aiidoutlich  sind; 

Schieneu  mit  Ausnalime  von  Basis  und  Spit«  gelb. 
Flügel  stark  rauch  farbig,  dagegen  Kostalteld  fiwt 
farblos.  Nervatur  im  Vorder  Hügel  hellgelb,  Co«*, 
Subcosta  und  Koetalqucradem  viel  heller  ；  im 
Hintorflftgol  dunkelbraun  mit  Ausnahme  der  Costa, 
Subcoeta,  Radius  und  Kostalqueradern  sowie  Radial- 
ram  us,  welche  sehr  hellgelb  sind. 

Pronotum  nach  hinten  stark  verschmälert,  vorn 
so  breit  wie  lang  ；  Verhältais  des  Vorder-  und 
Hinterrandes 1.4 : 1. Im  Kostalfelde  des  Flögeli 
aiissrerhalb  der  Subcasta  6  Queradern  ；  Sector 
raan  mit  2  Aesten  ausserhalb  der  Anautmoee.  Im 
Vorderflügel  zwLschen  Radius  und 1. Art  des 
Sector  radii  mit  einer  Querader. 

Subgenitalplatte  des  Weibclieiis  sehr  gross  und  breit,  paruboli^Ii,  fast  den 
Hiuterrand  (It's  X.  Abdominalriugos  erreichend. 

Körpt'r ほ nge  18  mm. 

Vordurflügellange  21 mm. 

virosste  Vorderflügelbreite  circa    6  mm. 

GrÖKSte  Prothorakalbreite  4  mm. 

Hab- ― Kumamoto, 1 ネ am  18/VII,  1907  von  Kawaniura  pesammclt,  dem  ich 

diese  Art  widme. 
Typus  in  der  laixlw.  Fakultät,  Tohoku-Univcr.-i t a t  zu  Sapjmro. 
T.  N-  ―  Futamon-kawagere. 

In  Form  und  Farhuni;  iihnert  er  der  Perla  (Thgoptrla)  limbata  Pict.  sehr 
iilmlich,  weicht  aber  durch  aiulcrc  Xi> r va t u r fä r bu der  Vortlerflügcl  ab. 


Fig. 12.  Togoperh  bttramurae  tu  np. 
羊. Hinter  letzende  V(»n  unten. 


Perla  (Togoperla)  limbata  Pict. 

Perla  limbata  Pictet,  1841 : Fam.  Perlides,  p.  21»,  PI.  XIX.  Fig.  1-5. 
Hab.— Kyoto  (1 $  ,  M.  Suzuki).  . 
T.  N.— Kiberi-Togokawagera- 
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Perla  (Togoperla)  matsumurae  n.  sp.  (Fig.  13). 


3 罕罕. Kopf  glänzend  goldgelb,  vor  der  M-Linic  und  Zwischenraum  der 
Pnnktjtugen  schwarz.  Ooellen  relntiv  klein.  Fühler  ßchwarz,  im  unteren  Drittel 
goldgelb,  erstes  Basalglied  innen  an  der  Spitze  dunkel.     Maxillar-nnd  Labimltaster 

gelb,  jedes  Güed  des  eTsteren  an  der  Spit»  und 


gplbbrann  mit  Aasnah me  der  Costa,  Sabco^a  and  Qaeradera  im  Koutalfelde,  die 
bellgelb  sind. 


Pronotum  trapezoid,  nach  hinten  verschmälert  vorn  etwa 1^  so  breit  wie  lang  ； 
Verhältnis  des  Vorder-  und  Hinterraudes  '1.2:1.  Im  Subcostalfelde  des  Vorder- 
flügels ausserhalb  der  Subcosta  6-7  Queradtrii  ；  Sector  radii  der  beiden  Flügel 
mit  2  Aesten  ausserhalb  der  Anastomose  ；  zwisoli^n  Radius  nnd 1. Art  des  Sector 
radii  mit  einer,  «elt«»n  keiner  Querader. 

Subgenitalplatte  des  Weibchens  sehr  gross,  lang  parabolisch,  irolche  den  X. 
Ring  überragt. 

kor  perlänge  20  mm. 

Vorderflügel  länge  25  mm. 

GrÖEiKte  Vordernugelbreite  circa    7  mm. 

Grösste  Prothorakalbreite  3|  mm. 


Hab.— Hnki  bei  Kumarooto,  3$,  am  8/X,  1905,  von  Prof.  S.  Matsumura 

Typen  in  der  Undw.  Fdraltit,  Tobolni-Universit&t  so  Sapporo.  Die»  Art 
bennne  ich  mm  Andanken  des  Kollectors. 

Nach  Form  nnd  Färbung  ähnelt  er  Ptrla  (Togoptrla)  taimna  Needh.,  aber  die 


äusserste  Glied  des  letateren  an  der  Spit«  braun. 
Keule  in  der  Mitte  dunkelbraun.  Prothorax  oben 
mit  einem  gelben  Mittelstreifen,  glänzened  tief 
dunkelbraun  ；  unten  gelb,  zwischen  den  Coxen 
dunkelbraun.  Meso-  und  Metathorax  gelb,  nn  den 
Seiten  und  Scutum  dunkelbraun.  Hinterleib  gelb 
(bei  trocknen  Suhstanzcu  an  der  Spitze  schwarz), 
Circi  gelb.    Beine  goldgelb,  Schenkel  am  Ende  (fast 

Spitze,  sowie  3.  Glied  der  Tarsen  ebenfalls  an  der 


Spitze  schwarz.  Flügel  stark  braun  gefärbt  mit 
auifallendem  gelben  vorderraudstreifen.  Nervatur 
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Snbgcni talplatte  ist  eine  ganz  andere. 
T.  K.~  Seeuji-kawagrera. 

Perla  (Togoperla)  tennina  Needh. 

Perta  tennina  Needham,  1905 :  Proc.  Wash.,  p.  109. 
Hab.— Hikosan  im  Prov.  Buzen.    Diese  Art  mir  unbekannt. 
^L"     •      o ら oLk9»  t^t^i^j し x^^*, 

4.    Untergatt.  Oyamia  Klp. 

Oyamia  KiapÄlek,  1907 :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII,  P.  2. 
Ich  besitze  nur  eine  Art  davon. 

Perla  (Oyamia)  gibba  Klp. 

Oyamia  gibba  KlapÄlek,  1907:  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII.  p. 14, 
Fig. 15  (a,  b  et  c)  und 16. 

Oyamia  mninigra  KlajWilek, 1 607  :  do.  p. 15. 

Hab.— Sibata  im  Prov.  Kchigo  (1 古， u. 1 $，  H.  H"t"kc)atna)，  Yamaguchi  und 

Minomo  bei  Kobe  (2^,  M.  Sibakawa)  und  Kyoto  (l  $ ,  M.  Suzuki). 
T.  N.  ―  Oy amakawagera. 

III.    Gatt.  Iroperla  Banks 

laoperla  Bank«,  1906  :  Entom.  News,  p. 174. 

Odoroperla  Pictet,  1841 : Farn.  Perlides,  p. 176  (Xec.  Newmaun). 

In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  welche  alle  neu  sind. 

Uebersioht  der  Arien. . 

1 (4).  Pronotum  gelb,  mit  einer  oder  zwei  schwärzlichbrau  neu  bis  schwarzen  Lin^ 
linie. 

2  (3).  Pronotum  mit  einer  sehr  breiten  schwärzlichbraunen  Mittellinie.  

towaderusifl 【し警 

3  (2).  Pronotum  mit  zwei  breiten  schwarzen  Längslinipn.  nipponica  n 'や 

4  (1).  Pronotnm  dunkclroeibraun  oder  £chwarsbraun,  mit  einem  gelben  Mittelfelde- 
&  (6).  Kopf  mit  einem  sohwärzlichbraunen,  verwaschen  hufeiseoformigen  Fleck.  ■ 

 BU2ukii n.  ?P- 
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6  (5).  Kopf  ohne  solchen  Flock. 


sibakawae.  n.  sp. 


Iaoperla  towadensis  n.  sp.  (Fig. 14) 

1 $ .  Kopf  obeu  hellgelbbraun.  Auf  der  Stirn  ein  faat  viereds%er  schwarzer 
Fleck,  vor  der  M-Linie  ein  fast  lang  dreieckiger  dunkelbrauner  Fleck,  auf  dem 
Hinterkopf  ein  fast  dreieckiger  dunkelbrauner  Fleck.  Fühler  dunkelbraun,  am 
Grunde  mit  Ausnahme  des  Basalgliedes  gelb.  Beide  Taster  dunkelbraun.  Pronotam 
sahnefarbig,  mit  einer  sehr  breiten,  in  der  Mitte  nach  aussen  verbreiteten,  echwara- 
braonen  Mittellinie.  Meso-  und  Metanotum  schwarzbraun.  Beine  gelb,  Schenkel 
oben  am  Knie  dunkelbraun  gerändert.  Abdomen  und  Unterseite  des  Korpers  gelb. 
Circi  gelb,  deutlich  kürzer  als  Fühler.  Flügel  fast  hyalin.  Nervatur  gelbbraun 
(im  Hinterflügel  heller),  Kosta  am  Grunde  gelb,  Subkosta,  Badiua  ausgenommen  die 

Spitze  gelb. 

Das  Verhältnis  des  Abstandes  der  hinteren 
Punktaugen  bis  zur  Entfernung  vom  Innenrande 
der  Augen  betragt  38 : 24.  Pronotum  quer  Viereckig, 
etwa 1.8  mal  so  breit  wie  lang.    Im  Subkoetalfelde 
y  ausserhalb  der  Subkosta  ein  bis  zwei  Qaeradern  ； 

'i^^^igi^^;  Sector  radii  nur  einmal  gegabelt  ；  Cubitus  anticus 

rait  drei  (im  \  order flügel)  bis  zu  einer  (im  Hmter- 
flügel)  akzessorischen  Ader  ；  Vorderast  der  2.  Anal- 
ader einmal  gegabelt. 
.  Weibliche  Subgcnitalplatte  gross,  stumpf  drei- 

eckig, am  Grunde  breiter  als  |  der  Breite  des  IX. 
Ringes  einnehmend. 

7  mm. 
10  mm. 


き，：；' 《禱 


Fig. 14.  ftoprrln  tomu 
fi.  Hintcrleihwendc 


von  unten. 


Körperlange 
Vorderfl  ügellänge 

>. — Towada-See  im  Prov.  Mutsu, 1 $ ,  am  Juli  1905,  gesammelt  von  Prof. 
S.  Mateumura. 

Typua  in  der  landw.  Fakultät,  Tolioku-UniversitAt  zu  Sapporo. 
Diese  Art  ist  ähnlich  wie  Isopirlu  nipponica  n.  sp.  weicht  durch  den  Bau  der 
Subgenital  platte  ab. 

T.  N.  -Seeuji-midorikawagera. 

Iaoperla  nipponica  n.  »p.  (Fig. 15  u. 16) 

Kopf  gelb  bis  hellgelbbraun,  oben  in  der  Mitte  mit  einem  fast  länglich  ei- 
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T.  N-  ―  Suzuki-kmakakekawagera. 

Durch  Form  und  Farbe  glcicait  der  Perla  (Oyamxa)  gibba  Klp.  eohr,  aber 
leicht  uutersc heidbar  (lurch  den  Rau  der  Subgeiiitalplatto  <lcs  woibclicna. 


Perla  (Faragnetina)  japonica  u.  sp.  (Fig. 10  u. 11) 

Kopf  ^läazend  gelbbraun,  Zwi.schenranm  der  Punktaugen  8c*hwarc9  Hinter- 
kopfhrnnd  gelb  ；  <)t«llen  duakdrot,  innen  halb  dem*lben  seil  mal  M^hwarx  geturnt 
Fühler  nnd  beide  Taster  gelb.    Pronot  um  glänzend  <1unke1braun,  Mittelfurche  golb. 
Me»o-  und  Metanoturo  glAiisend  bräunlichgelb,  Praosrntum  heller.    Beine  gelb,  Kuie- 
>         ，  rund  der  Schenkel   und  Srhiencn   an  der  Spitze 

dunkelbraun.  Hinterleib  iiell  sahnefarbig,  an  der 
Spitze  etwas  dunkler  ；  urci  etwas  kurzer  als 
Abclonimnllängv,  gelb.  Flügel  hellgelb,  Ko«Ulfeld 
deutlich  gelb  gefärbt,  Adern  .^hmutetff^lby  Ko«te 
und  Subcosta  dagegen  rein  gelb.  Unterneite 
Körpers  ganz ば db. 

PpfMM>tuni  viereokijf,  vorn  etwa 1^  so  breit  wie 
Umg,  an  den  Soitm  fast  pardleL 

Ina  Sulvcw^Ai^lde  au>üHeHialb  der  Su^ist«  4-< 
Quera<loru,  Sector  radii  beider  Flugein  mit  2  Aest^a 
ausserhalb  der  Anastomose. 

Beim  Mannehen  der  Ar. Dorsalring  .schildartig 
erweitert,  der  X.  Dorsal riug  ist  gesclilitxt  mit  nach 
oben  aufjreworfenen  Rändern  des  Aufschnittes  nnd 
mit  einer  polsteriönnigon  Verdickung  der  IiiDenscite; 
、vdblicbe  Snbgenitalplatte  stumpf  dreieckig,  an  der 
Spüjoe  tief  rondlir^i  ausgekerbt. 

や ？ 
11 一 13  mm. 


つめ 

m 


IIint,'rlt'ilwr"k'  von  obeiu 


Korporlange 
Vorderfl  rt  gel  läge 
GröfWte  \ ordiTHüirolbroite 
virossto  Prothorakalbreite 
Hab.— Kumamoto  (3 ^  u. 1 孚, gebammelt  am 
30/ VIII,  】"07，  von  Kawamnra),  und  Silmta 
im  Prov.  Ediigo  (1 お, ohne  Datum,  IL  Hatakeyma). 


' に' 


Fig. 1】. 《f.  IlinurK-il^'iMlo  von  unten. 


15 一  19  mm. 
一  5}  mm. 
2  —  2h  mm. 
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Tjpoa  in  der  iandw.  Fakultät,  Toltoku-Universität  zn  Sapporo  und  in  meiner 


T.  H.-] 

Diese  Species  unterscheidet  sich  von  Perla  ( Paragndina)  thtctip^imis  Wh., 

bts*onders  durch  die  geringere  Grö»sf,  itnd  da  roh  die  Färbung  der  Schienen  nnd 
der  Antennen,  sowie  durcL  die  Form  der  Subgeuitalplntte. 

Perla  (Paragnetina)  tinddpenniB  M'L. 

Perla  iindipmrm  Mac  Ijacblan,  1875  :  Trans.  Eut.    Soc.  Lond.，  p. 171. 
Hab.— Taraaga wa  tei  Tokyo  (1 お, Prof!  S.  Matsamura),  Sihata  im  Prov. 
Ecbigo  (1^  u. 1$,  H.  Hatakeyam^). 

3.   Untergatt.   Togoperla  Klp. 

Tbffoperla  Klapälefc,  3907:  Bull,  intern.  l'Acad.  S«.  Boll.,  XTT.  p.  2. 
In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  von  denen  2  Arten  neu  fdod. 

UebtTSic/d  dtr  Arten. 

1 (6).  Pronotum  nach  hinten  vortschmälert. 

2  (5).  Bciuo  dunkelbraun  h>  schwarz. 

3  (4).  Nervatur  dos  Vorder flügek  ganz  hellgelb.  kawamucae  n.  8p. 

4  (3).  Dieselbe  mit  Auennhme  der  Costa,  Subcosta  nnd  Radius  dunkelbraun.  

•  *•••■•■■•■*-  -  ■  - . . ... •  •  •  . •  • 'lmibH,tjt  Jt^ift, 

•r>  (2).  Beine  goldgelb,  nur  Knicrand  der  Solirnkel  und  SoluWn,  towie  Schenkel 

an  der  spitze  Hcliwars.  -  -  -… m&tsumuTEe  n.  sp. 

6  (1).  Pronotum  mit  parallelen  Sei  ton.  tennina  Needh. 

Perla  (Togoperla)  kawamuiae  n.  sp.  (Fig. 12) 

1 ^ ,  Kopf  glän7A<nd  schwarz.  Zwieolu'nraum  der  Augen,  Punktaupen  und 
Stirnschwielcn  goldgvlb  ；  vor  joder  Starusclm  iele  ein  kleiner,  goldgelber  Fleck  ；  M- 
Linie  und  Stiriuschwieleii  tief  dunkelbraun  ；  Vorderrand  dos  Kopfes  sehr  sclmial, 
sohmuiziggelb  geräüdet.  Beide  Taster  «rbwurzbrünn.  Fühler  im  iiJitoron  Sochstel 
mit  Ausnahme  des  ersteren  Bawilglictlos  «reih,  nach  der  Spit»1  zu  scliwarebraun. 
Pronotum  mit  einem  goldgelkm  sehmalen  Mittorstrcifon,  glänzend  schwarz.  Meso- 
nnd  Metanotum  ebenfnlk  glänzend  schwarz,  Metascutelluni  liellgolbbraun.  Hinterleib 
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hellffelbbraun^  Circi  gelb,    Beine  sdiwarz;  Coxen  und  Trochauter  sclimutzigtrclb; 

Tarsen  hollgebbraun,  ausgenommeu  äussere  Spitxe  des  letzteren  Gliedes  ；  Schenkel 

innen  mit  zwei  gelben  Längsstreifen,  die  an  der  Apicalhälfle  undeutlich  sind; 

'         Schieneu  mit  Ausnahme  von  Ba^Ls  und  Spitze  gelb. 

Flügel  stark  raucbfarbig,  dag^eii  Kastulieid  fittt 

farblos.    Nervatur  im  Vorderflügel  hellgelb,  Cortm, 

Su boost a   und    Kostalqueradern   viel   heller  ；  im 

Hinterflttgol  dunkrlbrnun  mit  Ausnahme  dor  Costa, 

Subcoßta,  RadiuH  und  Kostalqueradern  sowie  Radial- 

mmus,  welche  feehr  hellgelb  sind. 

Pronotum  nacli  hinten  stark  verschmälert,  vorn 

so  breit  mv laiig  ；  Verhältnis  des   Vorder-  und 

Hinterrandes  1.4:1.     Im  Kostalfelde  des  Flügek 

aussrerbalb    der    Subco^ta    6  Queradern  ；  Sector 

Fig 12.  T ，―  kntramurae  n.  «p.     radii  mit  2  Acsteii  außserlmlb  der  Anaßtmoee.  Im 
半. Hinterlvhflenüe  vtm  unten. 

Vordernflgel   KWiMhon   Radius   und 1. Art  des 
Sector  radii  mit  einer  Querader. 

Subgenitalplatte  des  Woibcheus  »ehr  groas  und  breit,  parabolL 化 fast  den 
Hiuterrand  des  X.  Abdoniinalriugeä  erreichend. 

Körperlange  18  mm. 

Vordcrfl  ügel  lange  21 mm. 

Gröbste  Vorderflügel  breite  circa    6  mm. 

Grü«ste  Prothorakalbrcite  4  mm. 

Hab.— Kumamoto, 1^  am  18/VII,  1907  von  Kawamura  gesamraelt9  dem  ich 

dieae  Art  widmo. 
Typus  in  der  IuikIw.  Fakultät,  Toh ok u-U n i vereti tut  zu  Sapparo. 
T.  N.  ―  Futamon-kawagere. 

In  Form  uud  Färbung  älmrrt  or  der  Perlet  (Togoptrla)  limbata  Pict.  sehr 
äbulich,  weicht  aber  durch  nmlcrc  ^ er vat urfarbu iig  der  Vorderfluge]  ab. 

Perla  (Togoperla)  limbata  Pict. 

Perla  limbata  Pictct,  1841 : Fum.  Perlidt^,  p.  219,  PL  XIX.  Fig.  1-6. 
Hab  — Kyoto  (1 $  ,  M,  Suzuki). 
T.  N.  ―  Kiberi-Togokawagera- 
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Perla  (Togoperla)  matsumurae  n.  sp.  (Fig.  13). 

3  $  $ .    Kopf  glänzend  goldgelb,  vor  der  M-Linic  und  Zwischenraum  der 

Punktaugen  schwarz.    Ocellcn  relativ  klein.    Fühler  schwarz,  im  unteren  Drittel 

goldgelb,  erstes  Busalghed  mnrn  au  der  Spitse  dunkel.     Maxilla iwind  Lftbialtaster 

gelb,  jedes  Glied  des  eraleren  an  der  Spitze  und 

äusserste  Glied  dos  letsteren  an  der  Spitae  braun. 

Keule  in  der  Mitte  dunkelbraun.    Prothorax  oben 

^  ^ mit   einem   gelben    Mittelstreifen,  glänzened  tief 

灣  dunkelbraun  ；  unten   gelb,    zwiechen   den  Coxen 

^  dunkelbraun.    Meso-  und  Metathorax  gelb,  an  den 

Seiten  und  Scutum  dunkelbraun.     Hinterleib  gelb 

(bei  trocknen  Substanzen  an  der  Spitze  schwarz), 

Circi  gelb.    Beine  goldgelb,  Schenkel  am  Ende  (fast 

ein  Drittel),  Schienen  Mn  der  Baris  und  än£Berstcn 

 -. ».         Spitze,  gowie  3.  Glied  der  Tarf»n  ebenfalls  an  der 

Fig. 13.  Toyoptrla  tuntmirnnme  n.  «p.    Spitze  t^hwarz.     Flüpel  stark  braun  gefärbt  mit 
Sf..  Hinterk'itwenilc  von  unten.  , 

autfall^nclem  gelben  vorderraudst reifen.  Nervatur 

gplbbrann  mit  Aasnah  me  der  Costa,  Sabcosto  und  Qaeradern  im  Kastelfelde,  die 

hellgelb  sind. 

Pronotum  trapezoid,  nach  hinten  verschmälert  vorn  etwa 1^  60  breit  wie  lang; 
Verhält üis  des  Vorder-  und  Hinterrajules  1.2:1.  Im  Subcostalfelde  des  Vorder- 
flügels  au*»  rhnlb  der  Subcosta  6-7  Queradem  ；  Sw-tor  radii  der  beulen  Flügel 
mit  2  Aesten  ausserhalb  der  Anastoniose  ；  zwischen  Radius  ond 1. Art  des  Sector 
radii  mit  einer,  eel">n  keiner  Querader. 

Subgenitalplatte  des  Wcibcliens  sehr  gross,  lang  parnbolbrh,  weldie  dew  X. 
Ring  überragt. 

Körperlänge  20  mm. 

VorderflügeHänse  25  mm. 

Gröbste  Vorderflügolbreite  circa    7  mm. 

Gröbste  Prothorakalbreite  3|  mm. 

Hab.— Uaki  bei  Kumamoto,  3$,  am  8/X,  1905,  von  Prof.  S.  Mateumura 


Typen  in  der  landw.  FmkultÄt,  Tohokn-Universit&t  za  Sapporo.  Diese  Art 
bennne  ich  xnm  Andanken  des  Kollectors, 

Nach  Form  und  Färbung  ähnelt  er  Perla  (Togoptrla)  tennina  Needh.,  aber  die 
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Sabgenitalplatte  ist  eine  ganz  andere. 

T.  N.-  Seeuji-kawagcra. 

Ferla  (Togoperla)  tennina  Needh. 

Peria  tennina  Needham,  1905  :  Proc.  Wash.,  p.  】09. 

"Hsib' 一 Hikoean  im  Prov.  Buzen.    Dieac  Art  mir  unbekannt. 

T.  N".  — Tögokawagera. 

4.   Untergatt.  Oyamia  Klp. 

Oyamia  Klapdlek,  1907  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII，  P.  2. 
Ich  besitze  mir  eiue  Art  davon. 

Perla  (Oyamia)  gibba  Klp. 

Oyamia  gibba  Ivlapälek,  1907:  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII.  p. 】4, 
Fig. 15  (a，  b  et  c)  und 16. 

Oyamia  mninigra  Klapölok, 1 607  :  do.  p. 15. 

Hab-  —  SibuU  im  Prov.  Kchigo  (1 ^"，  u. 1 $ ,  H.  Hiiti>kcynma),  Yaraaguchi  und 

Minorao  bei  Kobe  (2ぉ， M.  Sibakawa)  und  Kyoto  (1 $ ,  M.  Suzuki). 
T.  N. — Oyamakawagera- 

III.    Gatt.  Isoperla  Bunks 
Isoperla  Banks,  1906  :  Entom.  News,  p. 174. 

Odoroperla  Pictet,  1841 : Farn.  Perlide«,  p. 176  (Nec.  Newmann). 
In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  welche  alle  neu  sind. 

Übersicht  der  Arien. 

1 (4).  Pronot 醒 gelb,  mit  einer  oder  zwei  acli wärzlicbbrau  nen  bis  schwarzen  Lang»- 
lioie. 

2  (3).  Pronotum  mit  einer  sehr  breiten  schwärzlichbraunen  Mittellinie.  

 towadensis  "'»p' 

3  (2).  Pronotum  mit  zwei  breiten  schwarzon  Längslinien.  nipponi(3i  n.  sp. 

4  (1).  Pronotum  dunkelrostbrauu  oder  schwarzbraun,  mit  einem  gelben  Mittelfelde. 

5  (6).  Kopf  mit  einem  schwärzlichbraunen,  verwasclien  hufeisenförmigen  Fleck.  •• 

 8nzukii  n.  sp. 
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6  (5).  Kopf  ohne  solchen  Fleck. 


sibakawac.  n.  sp. 


n.  sp.  (Fig. 14) 

1 ^ .  Kopf  ob?u  hellgelbbraun.  Auf  der  Stirn  ein  fast  viereckiger  schwarzer 
Fleck,  vor  der  M-Linie  ein  fast  lang  dreieckiger  dunkelbraoner  Fleck,  auf  dem 
Hinterkopf  ein  fast  dreieckiger  dunkelbrauner  Fleck.  Fühler  dunkelbraun,  am 
Grunde  mit  Ausnahme  des  Basalgliedes  gelb.  Beide  Taster  dunkelbraun.  Pronotum 
eahnefarbig,  mit  einer  sehr  breiten,  in  der  Mitte  nach  aussen  verbreiteten  schwarz- 
braunen Mittellinie.  Meso-  und  Metanotum  schwarzbraun.  Beine  gelb,  Schenkel 
oben  am  Knie  dunkelbraun  gerändert.  Abdomen  und  Unterseite  des  Körpers  gelb. 
Circi  gelb,  deutlich  kürzer  als  Fühler.  Flügel  fast  hyalin.  Nervatur  gelbbraun 
(im  Hinterflügel  heller),  Kosta  am  Grunde  gelb,  Subkosta,  Radius  ausgenommen  die 

Spitze  gelb. 

―  Das  Verhältnis  des  Abstandee  der  hinteren 

Punktaugen  bis  zur  Entfernung  vom  Innenrande 
ü^'ü11' ふぞ慰  der  Augen  beträgt  38 : 24.  Pronotum  quer  viereckig, 

r^!. etwa 1.8  mal  so  breit  wie  lang.    Im  Subkoetalfelde 

ausserhalb  der  Subkosta  ein  bis  zwei  Queradern  ； 
Sector  rami  nur  einmal  gegabelt;  Cubitus  anticus 
mit  drei  (im  Vorderflügcl)  bis  zu  einer  (im  Hiuter- 
flflgel)  akzessorischen  Ader  ；  Vorderast  der  2.  Anal- 
ader einmal  gegabelt. 
^    一 一—  Weibliche  Subgenitalplatte  gross,  stumpf  drei- 

eckig, am  Grunde  breiter  als  ^  der  Breite  des  IX. 
Ringes  ciunehmend. 

7  mm. 
10  mm. 


i 


き. 


Fig. 14.  r*operla  tnvtvdewn»  n.  sp. 
Hinterleihmnde  von  unten. 


Korperlänge 
Vorderfl  ügcllänge 

Hab. — Towada-Sce  im  Prov.  Mutsu, 1 am  Juli  1905,  gesammelt  von  Prof. 
S.  Matsumura. 

Typus  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo. 
Diese  Art  ist  ähnlich  wie  Imp  rla  nipponica  n.  «?p.  weicht  durch  den  Bau  der 
Subgenitalplatte  ab. 

T.  N.  -Sesuji-midorikawagera. 

Isoperla  nipponica  n.  sp.  (Fig. 15  u. 16) 

Kopf  gelb  bis  hellgelbbraun,  oben  in  der  Mitte  mit  einem  fast  länglich  ei- 
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förmigen  «hwaram  Fleok,  welcher  den  Vortlerraod  des  Labrum  nicht  und  den 

Hi nter kopfsra nd  erreichend  ；  unten  in  der  Mitte  mit  einem  fast  viereckigen  schwarz- 
braunen Fleck.  H i n terkop&rand  etwas  breit  schwarz  gesäumt.  Fühler  am  Basal- 
drittel  bis  xur  Basal bäJfte  gelb,  an  der  Spitze  duukclfarmuo.  Taster  gelb.  Pronotum 
mit  zwei  breiten  nhwarseu  Lin^slinien  gelb.  Me. か uud  Afeianotuin  ecliwarzbrauo 
bis  adiwarx,  Praeaootnni  mit  Ausimiune  des  vorderen  Rondos  gelb.  Beiite  gelh, 
Schenkel  am  Knie  dankulbrauu  geräudert,  Sdiieiien  mm  Basal  viertel  oben  braun 
gclarbt,  Taraeo  brami.  Abdomen  oben  scfawarzbritun  bis  ad 1 wars.  Unterseite  des 
Körper«  gel ヒ Cir«  ^elb，  fein  hellbraun  ^cringek,  an  der  Spitze  gauz  dunkelbraun. 
Flügel  hjmlin  ；  Kostal-  und  8abko«talfcld  sehr  hellgelb  ；  Xervatur  gelb  bis  hellgeU> - 
braon.  Kopf  «ttimpf  dreieckig  ；  das  Verlniltnis  des  Abotaudes  der  hinteren  Puukt- 
augen  nur  Eotfrrnuu^  vom  Innpnrande  der  Aogeu  gleich  23-24 : 15-16.  Pronotum 
quer  viereckig,  etwa 1.3  mal  so  breit  wie  lau«?.  Im  Subkostalfelde  ausöerlialb  der 
Subkosta  nur  eine  Qjoernder  ；  Sector  radii  nor  einmal  gegabelt,  und  zwar  weit  nach 
aumen  der  Anaßtomose  ；  Ca  bit  us  antiais  mit  drei  (im  Vorderflüg し】) bis  zu  einer  (im 
Hioterffügel)  akzenorischen  Ader  ；  Vordoraät  der  2.  Analadcr  oitmial  gegabelt. 

Der  Anfaaaf  des お am  VIIL  Ventralringe  wie  bei  Fig. 15.  ersichtlich  Hehr 
kurz  und  flach.  Weibliche  Subgenitalplatte  6%et  kreisförmig,  am  Grunde  etwa  (  der 
IX.  Ringbreite  einnehmeiid. 


Fjg. 15.  Inojxrfa  njppanira  n.  np. 
で. HinteH«*thHende  von  tinteo. 


Fig. 16. 

Hinter1eibe«*ncd  von  nnten. 

6-7  mm.  7  -ü  tum. 


Körp'rlänge 

Vorderfl iigcllänge  9  mm.  10-11  min. 

Hab.  -Towuda-Soo  im  Prov.  Mutsti  (3^^  u.  2?  ? ,  am  Juli  1905,  Prof. 
S.  M:it-uiiiura)  uii(]  Yatnan. >utlii  l、"i  T"k"( 1 二，  a"i  Juni 1!" に). H.  T^ktnla). 
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Typen  in  der  landw.  Fakultfit,  Tohoku-Univereitat  wi Sapporo. 
Diese  Species  ist  Isoperla  lovoadeim»  n.  8p.  sehr  nahe  verwandt. 
T.       Futasuj  i-midorikawagera. 


Isoperla  suzukii  n.  sp.  (Fig. 17) 

Kopf  rostfarbig,  Punktaugen  durch  einen  achwärzlichbraunen  verwaachen 
liufeiacnfbrmigen  Fleok  verbunden,  Zwischenraum  der  M-Linie,  Stirnschwielen  und 
Augen  schwärzlichbraun.  Hinterkopf  dunkelbraun  gerändert.  Fühler  nm  Baaal- 
viertcl  mit  Ausnahme  des  dankelbraunen  Basalgliede«  gelb,  gegen  die  Spitze  zu 
dunkelbraun.  Maxillartastor  dunkelbraun,  Labialtaster  tief  dunkelbraun.  Pronotum 
dunkel  rostbraun  ；  Mittelfeld  gelb.  Meso-  und  Metanotum  schwarzbraun,  Praescutum 
heller.  Beine  gelb,  Schenkel  obeu  dunkelbraun,  gegen  die  Basis  zu  heller,  oenienen 
am  Basal  viertel  oben  dunkolbrauu,  Tarsen  dunkelbraun.  Abdomen  schwarzbraun, 
an  der  Spitze  gelbbruun.  Circi  sobmutziggelb,  hellbraun  geringelt.  Flügel  hyalin, 
Pterostifrmagegend  g*lb.  Nervatur  gelbbraun  bis  duukelgolbbraun,  Kosta  und 
.  …  Radius  am  Grunde,  Subkoeta  ganz  gelb. 

Das  Verhältnis  des  Abstände«  der  hinteren 
Punktaugen  bis  zur  Entfernung  vom  Innenrande 
der  Augen  ist  26  : 12.  Im  Subkostalfelde  ausserhalb  • 
der  Subkosta  eine  Querader  ；  Cubitus  nntiou»  im 
Vordtr fliigel  mit  zwei  (Helten  drei),  im  Hintorflät£^el 
mit  einer  akzessorischen  Ader.  Beim  'q  ist  dor 
Anhang  des  VIII.  Bauch rioges  fast  xan<;enformig, 
liiuteu  nbperundet. 

Körperlänge  5-6  mm. 

Vorderflügellänjre  9  mm. 

Fig. 17.  Tmperia 賺 A'ii  n.  >v.  Hab-— Kyoto,  2^^,  M.  Suzuki,  und  Kmna- 

や •  HinterleilMende  von  unten.  " 

moto, 1 な， Kawanmm. 

Typen  in  dt'r  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo. 

Diese  Art  iilmelt  hoper  I  a  venom  (St.),  unterschoidet  weh  jedoch  von  ihr  durch 

den  Anhang  des  VTII.  Buucbringes  und  den  KorperHeck. 

T.  N.  — Midorikawagera-modoki. 

Isoperla  sibakawae  n.  »p.  (Fig. 】8) 
Kopf  gelb.    Auf  der  Stirn  ein  scliwarzcr,  Q-fürmigcr  Fleck  ；  vor  der 
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hcllgclbbraun,  Circi  gelb.    Beine  schwarz;  Coxeii  und  Trochanter  sclimutziggeib; 

Tarsen  hellgebbrauu,  au.^genommeu  äussere  Spitze  des  letzteren  Gliedes  ；  Schenkt 

innen  mit  zwei  gelben  Langast  reifen,  die  an  der  Apicalhälftc  cuideutlich  sind; 

Schiene は mit  Ausnahme  von  Btusii  uud  Spit«  gelb. 

Flügel  stark  rauch  far  big  ?  dagegen  Kostal  feld  &st 

farblos.    Nervatur  im  Vorder flügel  hellgelb,  Cosu, 

Subcosta   und    Koßtalqueradern   viel   heller  ；  im 

Hiuterflügcl  dunkelbraun  mit  Aasuahme  der  Costa, 

Subooeta,  Radius  und  Kostalqueradern  sowie  Railial- 

ranius,  welche  sehr  hellgelb  sind, 

Pronotum  nach  hinten  stark  verseh malert,  vorn 

so  broit   wie   lang  ；   Verhültuis  des   Vorder-  und 

Hinterrandes 1*4 : 1. Im  Kostalfelde  des  Flügelfi 

au^srerbalb    der    Subeasla    6  Queradern  ；  Sector 

Fig  Ii  To^operla  tatramurae  n.  «p.     radii  mit  2  Aesteu  ausserhalb  der  Anarfmofee.  Im 
キ. Hinterlclwnd«  von  untert  .  i-  ，  , 

Voraernngol   /wichen   Rhüius   und l. Art  des 

Sector  radii  mit  einer  Querader. 

Subgenitalplatte  des  Weibchens  sehr  ^tom  und  breit,  parabolisch,  fast  den 
Hiutorrand  (los  X,  Abdominalriuges  erreichend. 

Körperlange  18  mm. 

Vorderflüpellunge  21 mm* 

Gröfiste  Vorderflügelbreite  circa    6  mm. 

"rö«ste  Prothorakalbreite  4  mm. 

Hab-  — Kumamoto, 1 ^  am  18/VII,  1907  von  Kawamura  genmmdt,  dem  ich 

diese  Art  widmo. 
Typus  in  der  landw.  Fakultät,  Tolioku-Universität  zu  Sapjmro. 
T.  N. — Futamon-kawagere. 

In  Forin  und  Färbung  ähnert  er  der  Perfa  (Thgoprrla)  limbata  Pict.  sehr 
ähnlich,  weicht  aber  durrh  amlcre  .Xcrvaturßirbung  der  Vorderflügel  ab. 

Perla  (Togoperla)  limbata  Pict. 

Perla  limbata  Pictet,  1841 : Farn.  Perlides,  p.  219,  PI.  XIX.  Fig.  l-ö. 
Hab— Kyoto  (1 $  ,  M,  Suzuki). 
T.  N.  ―  Kiberi-Togokawagera. 
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Perla  (Togoperla)  matsiimurae  n.  sp.  (Fig.  13). 


3  $ 孚. Kopf  glänzend  goldgelb,  vor  der  M-Linic  und  Zwischenraum  der 
Punktnugen  schwarz.  Oeellon  relativ  klein.  Fühler  schwarz,  im  unteren  Drittel 
goldgelb,  erstes  Basalglied  innen  au  der  Spüxe  dunkel.     Maxilla r-ond  Lafataltaster 

gelb,  jedes  Glied  des  ersteren  an  der  Spitze  und 
äußerste  Glied  des  letstiercn  an  der  Spitse  braun. 
Keule  in  der  Mitte  dunkelbraun.  Prothorax  oben 
mit  einem  gelben  Mittelstreifen,  glänzened  tief 
dunkelbruuu  ；  unteu  gelb,  zwischen  den  Coxen 
dunkelbraun.  Meso- und  MetaUiorax  gelb,  an  deu 
Seiten  und  Scutum  dunkelbraun.  Hinterleib  gelb 
(Ix'i  trocknen  Substanzen  an  der  Spitze  schwarz), 
Circi  gelb.  Beine  goldgelb,  Schenkel  am  Ende  (fast 
ein  Drittel),  Sdiiewen  an  der  Bans  nod  änsBerstcn 
Spitze,  sowie  3.  Glied  <!cr  Tarsen  ebenfalls  an  der 
Spitze  schwarz.  Flügel  stark  brann  geiarbt  mit 
autTallciidcm  gelben  vorderrandst reifen.  Nervatur 
g^lbbrann  mit  Aasnah  me  der  Costa,  Subcosta  und  Queradern  im  Koetalfelde,  die 
hellgelb  sind. 

Pronotum  trapezoid,  nach  hinten  verschmälert  vorn  etwa 1§  so  breit  wie  lang; 
Verhältnis  des  Vorder-  und  Hint*>rrandes  -1.2:1.  Im  Suboostalfelde  des  Vorder- 
flügels ausserhalb  der  Subcosta  6-7  Queradern  ；  Sector  radii  der  beiden  Flügel 
mit  2  Aesten  au.«sorhalb  der  Anastomose  ；  zwistl^n  Radius  und 1. Art  des  Sector 
radii  mit  einer,  selten  keiner  Querad<;r. 

Subgenitalplatte  dee  Weil>cluTis  sehr  gross,  lang  parnbolisnh,  welche  den  X. 
Ring  überragt. 

Korporlänge 
Vorderfliigel  läuge 
Grösste  Vorderflügrlbreite 
Grösste  Prothoralnlbreite 
Hab  — Haki  bei  Kumamoto,  3$,  am  8/X,  1905,  von  Prof.  S.  Matsumura 


Fig. 13.  TognpeHa  matmmnme  i).  sp. 
Sf..  Hinterlcibsencle  von  unten. 


20  mm. 
25  mm. 
circa    7  mm. 
3f  mm. 


Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohokn-Üniversit&t  zo  Sapporo.    Diese  Art 

idi mm  Andankeii  de»  Kollectors. 
Nach  Form  und  Färbung  ähnelt  er  Ptrla  (Togoptrla)  Uwiina  Needh.,  aber  die 
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Subtronitalplatte  ist  eine  o^anz  andere. 
T.  N.-  Sesuji-kawagera. 

Perla  (Togoperla)  tennina  Needh. 

Perta  tennina  Needbam,  1905  :  Proc.  Wash.,  p.  109. 

Hab. 一 Hiko6an  im  Prov.  Buzen.    Die«  Art  mir  anbekannt. 

T.  N.— Tögokawagei». 

4.   Untergatt.  Oyamia  Klp. 

Oyamia  KlapÄlek,  1907:  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII,  P.  2. 
Ich  besitze  nur  eine  Art  davon. 

Ferla  (Oyamia)  gibba  Klp. 

Oyamia  gibba  Klapdlek,  】907:Bull.  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII.  p. 14, 
Fig. 15  (a,  b  et  c)  und 16. 

Oyamia  »minigra  Klapfilek,  1 607  :  do.  p. 15. 

Hab-— Sibata  im  Prov.  Eoliigo  (1^,  u. 1 ^,  H.  ITat«keyama),  Yumaguchi  nnd 

Miuomo  bei  Kobe  (2^,  M.  Sibakawa)  und  Kyoto  (1 ネ, M.  Suzuki). 
T.  N.— Öyamakawagera- 

III.    Gatt.  Isoperla  Banks 
I»operla  Banks,  1906  :  Eutom.  News,  p. 174. 

Chloroperla  Pictet,  1841 : Farn.  Perlides,  p. 176  (Xec.  Newmaun). 
In  Japan  kommen  vier  Arten  vor,  welche  alle  neu  sind. 

JMersichi  der  Arten. . 

1 (4).  Pronotum  gelb,  mit  einer  oder  zwei  sch wärzlicbbrau  nen  bis  sohwarEen  IMP" 
lime. 

2  (3).  Pronotum  mit  einer  sehr  breiten  schwärzlich  braunen  Mittellinie.  

 towadexuris  n-  ^ 

3  (2).  Pronotum  mit  zwei  breiten  schwarzen  Längslinien.  nippoilica  °-  ^ 

4  (1).  Pronotnm  dunkelrostbraun  oder  schwarzbraun,  mit  einem  gelben  Mittclfe^e. 
6  (6).  Kopf  mit  einem  schwärzlicLbrauneii,  verwaschen  hufeisenförmigen  Fleck- ' 

 Buzukü  n-  ^ 
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6  (5).  Kopf  ohne  solchen  Flock. 


sibakawae.  n.  sp. 


Isoperla  towadensis  n.  sp.  (Fig. 14) 

1 ^ .  Kopf  oben  hellgelbbraun.  Auf  der  Stirn  ein  fast  viereckiger  schwarzer 
Fleck,  vor  der  M- Linie  ein  fast  lang  dreieckiger  dunkelbrauner  Fleck,  auf  dem 
Hinterkopf  ein  fast  dreieckiger  dunkelbrauner  Fleck.  Fühler  dunkelbraun,  am 
Grunde  mit  Ausnahme  des  Basalglicdes  gelb.  Beide  Taster  dunkelbraun.  Pronotum 
sahnefarbig,  mit  einer  sehr  breiten,  in  der  Mitte  nach  aussen  verbreiteten  schwart- 
braunen Mittellinie.  Meso-  und  Metanotum  schwarzbraun.  Beine  gelb,  Schenkel 
oben  am  Knie  dunkelbraun  gerändert.  Abdomen  und  Unterseite  des  Körper»  gelb. 
Circi  gelb,  deutlich  kürzer  als  Fühler.  Flügel  fast  hyalin.  Nervatur  gelbbraun 
(im  Hinterflügel  heller),  Kosta  am  Grunde  gelb,  SubkoeU,  Radius  ausgenommen  die 

Spitase  gelb. 

Das  Verhältnis  des  Abstandes  der  hinteren 
Punktaugen  bis  zur  Entfernung  vom  Innenrande 
der  Augen  betragt  38 : 24.  Pronotum  quer  viereckig, 
etwa 1.8  mal  so  breit  wie  lang.  Im  Subkostalfelde 
ausserhalb  der  Subkosta  ein  bis  zwei  Queradern  ； 
Sector  ratlii  nur  einmal  gegabelt  ；  Cubitus  anticus 
rait  drei  (im  Vorderflügel)  bis  zu  einer  (im  Hinter- 
flügel)  akzessorischen  Ader  ；  Vorderast  der  2.  Anal- 
ader einmal  gegabelt. 

Weibliche  Subgonital platte  gross,  stumpf  drei- 
eckig, am  Grunde  breiter  als  ^  der  Breite  des  IX. 
Ringes  einnehmend. 

7  mm. 
10  mm. 


驗礙 ^te^i 
灣 


Fig. 14-  rioptrla  t 續 ulamix  n.  hjj. 
^.  Hinterleibnende  von  unten. 


Körperlänge 
Vorderfl  ügellänge 

Hab. — Towada-See  im  Prov.  Mutsn, 1 ^,  am  Juli  1905,  gesammelt  von  Prof. 
S.  Matsumura. 

Typu«  in  der  laudw.  Fakultät,  Tohok u-Uni versi tat  zu  Sapporo. 
Diese  Art  ist  älinlich  wie  Isopirla  nipponica  n.  sp.  weicht  durch  den  Bau  der 
Subgcnital platte  ab. 

T.  N.  -Seeuji-midorikawagera. 

Isoperla  nipponica  n.  sp.  (Fig. 15  u. 16) 
Kopf  gelb  bis  hellgelbbraun,  oben  in  der  Mitte  mit  einem  fast  l&nglich  ei- 
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iorfoigen  wckwänrn  Fleok,  welcher  den  Vorderrand  de«  Labruiu  nidit  und  den 

Hi nter kopfsra ad  erreichend  ；  unten  iu  der  Mitte  mit  einem  fast  viereckigen  schwarz- 
braunen Fleck.  Hinterkopfärand  etwas  breit  «chwarz  gesäumt,  r  uhlor  um  BusjiI- 
drittei  bis  zur  Busalbuifte  gelb,  an  der  Spitze  duiiicjelbrauo.  Taster  gelb.  Pronutum 
mit  zwei  breiten  anhw«rmi  Liii^sliiiicii  gelb.  Mca-  uud  Metaiiotum  8ehwarzbrauo 
oia  adiwmr«,  Praescutnni  mit  Ausnahme  des  vorderen  Bandes  gelb.  Beitie  gelb, 
Schenkel  am  Knie  dankuibraui  gerindert,  Sdiienen  mm  Busalviertel  oben  braun 
gefärbt,  Taraen  brauti.  Abdomen  oben  schwarzbritun  bis  doli  wars.  Uuteraeite  des 
Körper«  gelb,  Circi  geU)，  fein  Iw'llhraun  j^rinj^elt,  an  der  Spitze  gauz  dunkelbraun. 
Flügel  hjalin  ；  Kostal-  und  Subkostalfeld  aehr  hellgelb  ；  Nervatur  gelb  bis  hellgvLb- 
bntun.  Kopf  «tiimpi  dreieckig  ；  da«  Verliältnis  des  Abejtmmks  der  hinteren  Punkt- 
augen zur  Entiernuu^  vom  Innrnraude  der  Angeu  gleich  23-24  ： 15-16.  Pronotum 
quer  viereckig,  etwa 1.3  mal  so  breit  wie  lang.  Ira  Subkostalfelde  ausserhalb  der 
Subkosta  nur  eine  Qneruder  ；  Sector  raan  nur  einmal  genabelt,  uiul  zwar  weit  nach 
瓤 u«»en  der  AnMtowom  ；  Cabttufi  anticus  mit  drei  (im  Vord む rflügel)  bis  zu  einer  (im 
Hinterffügel)  akzcworisoliea  Ader  ；  Vorderant  der  2.  Anuladcr  einmal  gegabelt. 

Der  Anhang  des  ^  am  VUL  Ventralringe  wie  bei  Fig. 】o.  er、iclitlich  sehr 
kxxrz  und  ünd\.  Weibliche  8abgenitalplatte  fitst  ki-eisförmig,  aiu  Grunde  etwa  (  der 
lX.  Ringbrettc  einnehmend. 


Fig. 15.  Imptrla  m.ipponira  n,  sp. 
Hintcrkitviende  von  unteo. 


Körpcrlänge 
Vorderflügcl  lan^c 


Fig.  Iß. 

^.  HinterleiWned  von  unten. 

6-7  mm.  7-9  mm. 


9  mm.  10-1 1mm. 

Hab.  — Towada-See  im  Prov.  Mutsu  (3 なお u.  2  ?  ?  ,  am  Juli  1905,  Prof. 
S.  Mat8unmra)  und  Yamanouchi  bei  Tokyo  (1 ^ ,  am  Jnni  1905,  H.  Tftkcda). 
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Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Univereität  zu  Sapporo. 
Dit-sc  Species  ist  Isoperla  totoadenais  n.  sp.  aehr  nahe  verwandt. 
T.  N  — Futasuji-midorikawagera. 

Isoperla  snznkii  n.  sp.  (Fig. 17) 

Xopf  roslfarhig,  Punktaugen  durch  einen  sehwarzlichbraunen  verwaschen 

hufeisenförmigen  Fleck  verbanden,  Zwischenraum  der  M-Linie,  Stirnschwielen  und 

Augen  äcliwärzlichbraun.     Hinterkopf  dunkelbraun  gerändert.     Fühler  am  Basal- 

viertel  mit  Ausnahme  des  dnDkelbrauuen  Basalgliedes  gelb,  gegen  die  Spitze  zu 

dunkelbraun.  Maxillartastor  dunkelbrauu,  Lnbialtaster  tief  dunkelbraun.    Pronot  um 

dunkelroetbraua;  Mittelfeld  gelb.    Meso-  und  Mctanotum  schwarzbraun,  Praescuttim 

heller.    Beine  gelb,  Schenkel  oben  dunkelbraun,  gegen  die  Basis  za  heller,  Schienen 

am  Baaalviortel  oben  dunkelbrauu,  Tarsen  dunkelbraun.     Abdomen  schwarzbraun, 

an  der  Spitze  gelbbruun.    Circt  scbmutziggclb,  hellbraun  geringelt.    Flttjrel  hyalin, 

Pteroet igma^egend  g»lb.      Nervatur  gelbbraun  bis  duukolgelbbraun,  Kosta  und 

Radius  am  Grunde,  Subko^a  ganz  gelb. 

Das  Verhältnis  des  Abstandes  dor  hinterm 

Punktaug« mi  bis  zur  Entfernung  vom  Inncnrnnde 

der  Au^en  ist  2b  : 12.    Im  Subkostalfelde  auwrlialb  • 

der  Subkosta  eine  Querader  ； し' ubitiw  nnticus  im 

Vorderflügel  mit  zwei  (selten  drei),  im  Hinterflügel 

mit  finer  aksw^risclien  Ader.     Beim  -q  iat  der 

Atilumg  des  VIII.  Bauch  rin^os  fast  scannen  förmig, 

bioten  abgerundet. 

Körperlänge  5-6  ram. 

に-  ュ  Vorderflügel  länge  9  mm. 

Fig. 17.  AopeW« 则 iL'"  n.  ，p.  Hab-— Kyoto,  2^  ^.  M.  'Suzuki,  und  Kuma- 

で. HinUrleibsende  von  unkn. 

moto, 1 Kawamum. 
Typen  in  der  lanaw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo. 
Diese  Art  iilmelt  Isojjerla  rrnom  (St.),  uuter^lioidct  sich  jedoch  von  ihr  durch 
den  Anhang  des  Vli i. Bauch riutrt»  und  den  Korperfleck. 
T.  N.  — Midorikawagera-modoki. 

Isoperla  sibakawae  n.  sp.  (Fig. 18) 
Kopf  gelb.    Auf  der  Stirn  ein  «hwarwr,  grosser  Q-ftirmigor  Fleck  ；  vor  der 
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M- Linie  ein  seh warzlich brauner さ- förmiger  Fleck.  Roidc»  Taster  gelb  bis  hellgelb- 
braun,  jedes  Glied  an  der  Spitze  dunkler.  Fühler  am  Basalhälfte  bis  Basaldrittel 
gelb,  gegen  die  Spitze  zu  »cbwarz.  Pronotuin  rait  einem  sehr  breiten,  gelben  Mittel- 
iclde,  schwarzbraun  ；  an  den  Seiten  gelb,  dchmal  gcnauuit.  Mesonotum  gelb;  Prae- 
scutum  an  oberer  Häli't や， Sputum  und  ScuUllum  ^cliwarzbruun.  Metanotura  ganz 
ddiwarzbruun.  Beine  gelb,  ScheuKel  an  der  iiusserstca  Spitze  braun,  sehr  schmal 
gehindert,  T"rsni  clunkolbraun.  AMomoil  sjelb  his  ^lbbraun.  Circi  gelb,  g^en 
die  Spitze  zu  duiik ひ lbnuin.  Flügel  hellgrflngelb  angeraucht.  Nervatur  gelb,  Kost  a , 
Sublcosta  mit  Ausnahme  der  Basis,  und  am  Apiraldrittel  schwürzlich braun. 

Das  Verhältnis  des  Abstandes  aor  hinteren  Puuktuugen  zur  Entfernung  vom 

Inuenrande  der  Augen  ist  28  : 12.  Pronotum  quer 
viereckig,  etwa 1.7  mal  so  breit  wie  lang.  Im 
Subkostalfolde  aasserlialb  der  Subkoßta  nur 1 (selten 
zwei)  Querader;  Sector  radu  nur  einmal  und  zwar 
weit  nach  aussen  der  Anastomose  genabelt  ；  Cubitus 
anticuD  in  beiden  Flügeln  2-3  nkzfö«orifiehen  Adern  ； 
Vorderust  der  2.  Aualnder  nur  einmal  gegubelt. 

Beim  q  ist  der  Anhang  des  VIII.  Bauchringes 
länger  ab?  breit,  hinten  abgerundet.  Weibliche 
Sul^<  nifalplattr  b^^^tit'ünni^. 


Fig. 18.  Lutpcrla  »ibnhtti^u  n.  Hp. 
Hinterlcibwnde  von  anten. 


i  ― IS  mm. 


K.orix»rlänge 

Vorder  fl ügel lü  i  ige  10-li?ium. 
Hab.— Oiwake  im  Prov.  Sinauo  (1 る， am  20, VII.  1911, M.  Sibukawa)  und 
Nikko  (2$       am  ö/VIII.  1912,  Prof.  S.  Mntsumura). 

Typen  in  der  landw.  Fnkultät,  Tohoku-Universi tut  zu  Sapporo  und  in  meiner 
Sammlung. 

Diese  Art  ähnelt  IsoperUi  nipponica  n.  sp.，  ub<'r  der  Anhang  des  VIII.  Bauoh- 
ringe«  Ist  ganz  anders. 

T.  N.  ―  O-midorikawagera. 


B.   Subfam.  Neoperlinae- 

1. "a".  Neoperla  Xmlh. 

Nccperla  Needham,  1905  :  Proc.  Eut.  Wash.,  Vol.  XVTLI.  p. 108. 
P»eudopcrUt  Bauks,  】892  :  Trans.  Amer.  Ant.  Soc.,  XIX.  p.  342  (Nona,  praeoc.) 
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Octhopeäna  Enderlcin,  1909  :Stett.  entomol.  Ztg.,  p.  324. 
In  Japau  kommen  fünf  Arten  vor,  davon  drei  mm  sind. 

Ucbergichl  der  Arten. 

1 (2).  Beine  guuz  8cW;lrzl ichbraun.  '-.  -.  hatakcyamae  n.  sp. 

2  (1).  B^ine  gelb,  teilweise  dunkel  bis  schwarzbraun. 

3  (8).  Weibliche  Subgenitalplatto  vorhanden. 

4  (ö).  Weibliche  Sub^onitalpliitto  in  der  Mitte  des  H inter randes  mit  einem  zahn- 

formigeu  Fortsatz.    -    geniculatella  n.  sp, 

5  (4).  Du*elbe  ohne  Fortsatz. 

6  (7).  Knicrand  der  Schenkel  und  Schienen  scliwärzlichbraun.  -      geniculata  Pict. 

7  (6).  Sdiciikel  und  Schienen  ausserhalb  schwarzlicbbraun   niponensis  M'  L. 

8  (3).  Ohne  wribliohe  Subgenitolplntte.  formOBana  n.  sp. 

u.  «p. 

1 .  Kopf  glänzend  schwarzbraun.  Augen  tief  schwarz.  Punktaugpn  rötlich- 
braun,  sehr  eclimal  gelb  gesäumt.  Fühler  und  beide  Taster  schwarzbraun.  Pro- 
thorax gelb,  oben  mit  einem  inst,  eiu  Drittel  der  ganzen  Breite  eiunehroenden,  schwarz- 
braunen Mittelstreifen,  Vorder-  und  Hinter  rund  sowie  Scitenrand  wlimal  pchwarz- 
braun  gerändert.  Mego-  und  Meta thorax  oben  schwarzbraun,  unten  golb.  Abdomen 
nnd  Circi  gelb.  Beine  schwarzbraun,  nur  Coxcn  und  Trochanter  gelb.  Flügel 
atark  braun  nngeraucht  mit  Ausnahme  des  gcliwefelgelben  Kostal-  nnd  Subkostalfeldes. 
Adern  dunkelbraun,  Korta,  Subkosta,  Radius  und  Kostalqueradern  gelb.  Membran 
stark  rot  biß  grün  irwirend. 

Kopf  ca. 1.3  mill si>  breit  wie  lang.  Fühler  dünn  und  lang.  Augen  gross. 
Punktaugen  ziemlich  kl( in,  kreisrund,  imho  aneinander  gcetellt  ；  gegenseitiger  Abstaud 
von  riaander  2,  vom  Au^enrand  4  Ocellendurchmeaeer.  StiruÄ^liwicleu  flach,  fast 
kreisrund  ；  den  Augen  viel  nülier  als  den  Punktaiigcn.  M-Linio  wenig  ausgeprägt. 
Pronotum  trapezoid,  vorn  80  breit  wie  Hinterhaupt,  nacli  hinton  ziemlich  stark 
verschmälert  ；  \  order-  und  Hinterrand  schwach  bogenförmig,  an  den  weiten  gerade. 
Mittelfeld  in  dor  Mitte  am  schmälsten,  daselbst  ungefähr  den  sechsten  '丄 eil  der 
ganzen  Breite  oinnebmeud,  nach  vorn  und  mnten  etwas  erweitert.  Wurmfbrniige 
Schwielen  schwach  vortretend.  Flügel  ziemlich  breit  mit  pambolisclier  Spitze.  Im 
Snbkostalfelde  ausserhalb  der  Subkosta  im  Vorderflügel 2,  im  Hinterflügel 1-3 
Qneradern  ；  Sector  radii  aus*ei  halb  der  Annstoraoee  eut^ndet  2  Äste.  Chi,  entsendet 
im  Vorderflügcl  zwei  Äste; 1M^  im  Hinterflügel  etwas  kürzer  ah  ihr  Stiel. 
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Subgenitalplattc  klein,  areieckiir,  aber  Spitze  abareruadet. 
Körj>erliln};o  12  mm, 

Vorderflügellftnge  14  mm- 

Grösste  Vorderflügel  breite  4^  mm. 

Hab  — Prov.  Echigo  (1 罕， H.  Hatakevama). 

Bennaut  wurde  diete  Species  nach  ihrem  Sammler. 

Typus  in  meiner  Sammlung. 

Diese  Species  ist  der  Neoperla  nipponetms  (M'L.)  verwandt,  untereclieidet  gieb 
jedoch  durch  den  Körperfleck. 

T.  N. — Euro-futatsumekawagera- 

Neoperla  geniculatella  n.  s!、.  (Fig. 19  u.  20) 

Schwefelgelb  bis  gelb.  Kopffleck  wie  bei  Neoprrla  gmiculaUi  (Pict,),  auf  der 
Stirn  mit  einem  schwarzen,  fast  viererlei  gen  Makel  und  auf  dem  ClypeiLs  mit 
einem  schwarzen,  abgerundete  dreieckigen  bis  fast  rundlichen  Fleck  vor  der  schwach 
entwickelten  M-Linie  ；  der  erster«  zieht  sich  bis  auf  Hinterhaupt,  der  letztere  erreicht 
nicht  den  Vordorrand  des  Clypeus.  Fühler  mit  Ausimhine  des  hinteren  fu&t あ， 
dunkelbraun.  Taster  dunkelbraun .  Punktaugeii  dunkelbraun.  Pronotum  mit  einem 
breiten  dunkelbrauuen  Mittelstreif«i.  Vorder-  und  Hinterrand,  Mittel furt'ho,  a>wie 
Seiteurand  schmal  schwarz  gesäumt.  Meao-  und  Metanotura  mit  einem  *-ehr  breiten 
dunkelbraunen  Mittelst  reuen.  Circi  rjelb,  an  der  Spitze  dunkelbraun.  Beine 
gelb,  nur  Schienen  nn  der  Buns  und  Taiwcn  dunkelbraun  fjefürbt.  Flü^l  bellbraun 
anjreraiK^it  mit  Aumalimc  des  Kostal-  und  Subkost"lf ；、 Itles,  welche  gelb  sind.  Adern 
dunkelbraun,  Koeta,  Subkostn,  Wurzel  des  Radius  und  Kostalquoradern  gelb. 
Membran  grün  bis  rot  stark  iriärend. 

Anjrmi  gros»,  be.«onders  beim  ^.  Paaktangen  relativ  prow;  gofjonseitiger  Ab- 
stand von  ei 麵 der  ca.  1.7,  von  Augonrand  ca.  2.3  (；  )-3  ( OcclIendurchmesNer. 
Stirasch wielon  fa«t  cjueroval,  näher  den  Augen  als  tlea  Punktau^cu.  M-Linie  ziemlich 
stark  ausprägt.  Pronwtum  trapezoid,  vorn  etwa 1.8  mal  so  breit  wie  lang  ；  nach 
Linton  schwach  verschmälert  ；  Vorder- und  Hinterrand  fast  gerade,  Seiten  gwule. 
Mittelfeld  in  der  Mitte  etwa  1/16  der  ganzen  Breite  eianoLmead,  nach  vora  und 
hinten  scliwacli  erweitert.  Wurmformige  Schwielen  ziemlich  schwach  vortretend, 
im  Subko6talfflde  aa^erhalb  der  Subkosta  iti  beideu  Flügeln  zwei  bw  drei  Qocradcru  ； 
Sertor  rucui  uu^gcrhalh  der  Auaatorao^e  entsendet  zwei  Aste,  Cu,  enteendet  iru 
Vorderflügel eb  bis  zwei  Aeste  ； 11VL  im  Hinterflügel  kurz,  kürzer  als  ihr  Stiel. 
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Weibliche  Subgenitalplatie  sehr  klein,  bogenförmig,  Hiutcrrand  derselben  mit 
einem  kleinen  Fortsate  in  der  Mitte. 


闘 


ん 


Fig. 10.  yrojierla  geniruhtrih  n.  Kp. 
で. HinU'rlf  ibnende  von  o\kx\. 


FiK.  20. 

^.  HintcrleihHende  ton  unten. 


Körperlänge 
Vorderfliigcllänge 
Gröoste  Vorderfl  ü  pel  breite 


も 

1 ― 8  mm. 


8  —  9  mm. 


11 -12  mm. 11 -12  mm. 
3i  mm. 

Hab. ― Kyoto  (l^,  M.  Suzuki),  Yamaguchi  (2 罕， M.  Sibakawa),  und  Hakone, 
Sapporo,  Gifu,  Tamagawa  bei  Tokyo,  Daisenji,  Yaraaguchi,  Hararaachi,  Moji 
and  Kumaraoto  (6^  und  6        Prof.  S.  Mateumura). 

Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Supporo  und  in  meiner 
8ammluug. 

Diese  Species  steht  der  Necq>erla  geinculata  (Pirt.)  eehr  nnlie  an,  unterscheidet 
sich  jedoch  durch  den  Bau  der  weiblichen  Subgcnitalplatte. 
T.  N.  — Hime-futatsumekawagera. 

Neoperla  geniculata  (Pict.)  • 

Perla  genioulaia  Pictot,  1841 : Pcrlides,  p.  232,  PL  XXI.  Fip. 1 et  2. 
Hab.  — Ivo  (1 お, Urakami),  Yamapuchi  (2^, 1 孚， M.  Sibaknwa), 

Iyo  (1 お u. 1 ^ ,  S.  Arnkawji),  Kumamoto  (1 ^  ,  H.  Kuwamur«).  Kyoto  (1 
M.  Suzuki)  nnd  Takasago  (1^-, 1$,  Prof.  S.  Matsumura). 
T.  N.  — Fatatsumekawagera^ 

Neoperla  nipponensis  (M'L.) 
Perla  nipponensis  Mac  Laohlan,  1875  :  Trans,  ent.  Soc.  I>ond.,  p. 172. 
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Hab. — Suma  bei  Kobe  (30、,  m.  Sibakawa),  Uakone,  'laka^ago  bei  Kobe,  Hagi 

bei  jvumaiiioto  und  Kagoeima  (4 さ, 3  4! ,  Prof.  S.  Matsumura). 
T.  N-  — Tamato-futatsumekawagera. 


Körper  gelb  bis  strohgelb.  Kopf  oben  hellrötlichgelb,  vor  der  M-Linie  etwas 
dunkler,  vor  jeder  Schwiele  ein  dunkelbrauner  fast  querovaler  Fleck.  Pnnktaugen 
innen  schwarz  breit  gesäumt,  diese  Kreise  können  auch  zusammt,nflieädeu  und  einen 
schwarzen  Fleck  zwischen  den  Funktaugen  bilden.  Fühler  mit  AuMinbnie  des 
hinteren  fast  l ひ w  i,  dunkelbaun.  Pronotum  hellbraun.  Beioe  wie  Körper  gpförbt, 
Schienen  oberhalb  unter  den  Knien  dunkelbraun,  nach  der  Spitze  zu  allmählich 
heller,  Tarsen  dunkelbraun.  Circi  gelb,  an  der  Spitze  dunkelbraun.  Flügel  aolir 
schwach  getrübt,  Nervatur  gelbbraun  bis  braun,  Kosta,  Subcoeta  heller.  Membran 
grün  bis  rot  etwas  stark  insirend. 

ivopf  fust  dreieckig.  Augen  gross,  beim  ^  grösser  und  sehr  gewölbt. 
Punktaugen  klein  ；  ihr  gegenseitiger  Abstand  von  einander  ca.  \  Qcelleudurch messer 
uud  viel  nältcr  als  die  Entfernnng  vom.  Linenrande  des  A  ages.  Sturnschwielen 
ina.s<it:  kl»  in,  <l<"'ii  srark  vortivtcml.  dt.'ii  Au^<-n   naher  uls  den   Punktau«rtn.  M- 


ncce.swiris<licn  Aste.    IM,  ün  Hinterflügel  gleich  lang  oder  etwas  länger  als  ihr  öUel. 

Beim も ist  die  mittcre  Partie  des  VII.  Dorsalbogens  in  einen  recht  spitzen 
dreieckigen  Zipfol  vorgezogen.  VIII.  Dorsallx^en  nach  unten  vertieft  und  in  aer 
Mitte  mit  einem  sturopAlreic-okigen  Forteatz.  IX.  und  X.  Dorsal  bogen  in  iwei 
Abschnitte  gespalten,  die  polst  erartig  geschwollen  sind  ；  naclt  vorn  laufen  sie  in  einem 


Neoperla  formosana  n.  sp.  (Fig.  21) 


Fig.  2】 . y'eoperla  furuumann  n.  up. 
"J".  HinU-rliMlweiulf  von  olien. 


Linie  recht  schwach  ausgeprägt.  Pronotum  quer, 
vorn  etwas  schmäler  als  der  Kopf  samt  den  Augen, 
etwa l.ö  mal  so  bmt  wie  lni^;  nach  hinten  zu 
veracb  malert.  Vorderrand  stark  bogenförmig, 
Seiten  gerade.  Mittelfeld  in  der  Mitte  etwa  ilea  \ 
TVil  der  ganzen  Breite  einnehmeinl,  nach  vorn  und 
hinten  sehr  schwach  erweitert,  Wurm  förmige 
Schwielen  schwach  vortretend.  Im  Subcostal felde 
ausserhalb  der  Subcoeta  im  Vonlerflügel  drei- vier, 
im  Hinterflügel  zwei-drei  Queradern  ；  Sector  rndii 
im  Vorderflügel,  Vorderaiiike  der  Media  im  Hinter- 
flügel zweimal  gegabelt  au.<tiorhalb  der  AnaatoiDoee; 
Cubitus  anticus  (Cu,)  im  Vorderflügel  mit  nur  einem 
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starken  Dorn  aus. 

Weiblicher  Abdomen  zei^t  keine  SubgeniUil platte  ；  es  sind  al^o  alle  Ringe 
normal  entwickelt. 

Korperlänge  6-9  mm. 

V orderfl ügel 1 ünge  8.5 一  13  tum* 

Groaste  Vorderflügelbreite  2.5  一  3.5  ram. 

Hab.— Formosa  (Koshun  2  ^  u. 1$,  Heirinbi  4$,  Taikokan 1 各, Tuihoku 

1 な, Sinsha 1$,  Tappan  3^  u.  5 罕, und  Horidia  1$).    Gesammelt  von 

Prof.  S.  Mateuruura. 
Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-L  mversität  zu  Sapporo. 
Diese  Art  steht  dem  Xeoperla  rubens  Klp.  nahe,  leicht  durch  Genitalien  dee 
Müiinchen»  zn  linterscheiden. 

T.  TS. — Taiwan-futatsumekawagera. 

II.   Gatt.  Nog^iperla  n.  g. 

Typus  :  JSogiperla  formomna  n.  g.  et  n.  sp. 

Augen  behaart.  Punktau^en  iswci,  deren  g^enseitiger  Abstand  grösser  als  die 
Entfernung  vom  Linen  raude  der  Augen.  Labial  taster  wie  bei  der  Gattung  Orypto- 
ptrla,  Nmlli  solir  vermindert.    Stiritschwielen  ruudlich,  doch  sehr  flach,  <lem  Iunen- 

mude  der  Aug^i  nälicr  gestellt 
als  den  PunktJiugen.  Pronotum 
trapezoid.  Sector  radii  nur  ein- 
mal gegnbelt  ；  Cu,  hat  in  den 
Vorderflügeln  2-Ü,  in  den  Hinter- 
flügeln 1-2  Aste,  Mediulfeid  im 
Hinterflugel  sehr  lang,  doppelt- 
mal so  lang  wie  ihr  Stiel ； 
zwiiichen  der  zweiten  Ana  lader 
keine  Querader.  Circi  kurz, 1. 
Glied  sehr  lang,  fket  so  lang  wie 
die  übrigen  Glieder  Kusamraen, 
an  dt'r   Inncnspilze  mit   eint  in 


Fig.  22.  Nogiperlfi  fonnomtta  n.  Hp. 
Nervatur  den  Flügi'li* 


otwas  langen,  dicken  Dorn.    AbdominaLspitzc  wie  bei  /ig.  23. 

Diese  Gattung  ist  nahe  verwandt  mit  der  Gattnng   Oiryptoptrla,  Nc<dh.  a bei 
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durch  den  auffallend  verschiedenen  Bau  dos  Circi  und  der  Genitalien  unterscheidet 
sie  mch. 

Ich  kenne  nur  zwei  Arten. 


Uebernchl  der  Arten. 


Beine  ganz  schwärzlichbraim.  

Beine  gelb,  nur  Schienen  schwärziichbraun. 


formo8ana  n. 叩. 
•  japonica  n.  sp 


Nogiperla  formosana  n.  sp.  (Fig.  23) 

1 ^ .  Korper  oben  dunkelbraun,  unten  gelb.  Fühler  schwärzlich  braun. 
Maxillartastcr  schmutziggelb.  Punktaugen  orangerot.  M-Lmie  und  Hinterkopfe« 
flock  zwischen  dem  Punktau^e  und  Auge  rötlichgelb.  Pronotum  am  \  order-und 
Hinterrande  selimal  gelb  gesäumt.  Beine  schwarzbraun,  drei  dunkel  gelbbraun. 
Flügel  schwach  braun  «n<reraucht,  Adern  dunkelbraun,  Costa,  Subcosta  uud  Kostal- 
queraderchen  gelbbraun.    Membran  rot  bis  grün,  ziemlich  stark  insircnd. 

Kopf  ca.  2  mal  so  breit  (samt  den  Augen)  wie  lang.  Augen  gross,  kugelig. 
Punktaugen  klein,  ihr  gegenseitiger  Abstand  von  einander  3,  von  Augenrande 1.5 
Ocel lendurch messer.  M-Linie  fast  undeutlich.  Pronotum  fast  trapezoid,  vorn  ein 
wenig  schmäler  als  das  Hinterhaupt  samt  den  Augen  ；  nach  hinten  allmählig 
verbreitert.  Mittelfeld  in  der  Mitte  sehr  schmal,  etwa  den  1/12 1 eil  der  ganzen 
Breit«  (Ich  Pronotnms  einnehmend,  nach  vorn  und  hinten  sehr  verbreitert.  Im 
Subcostal felde  ausserhalb  der  Subcosta  beider  Flügeln  mit  3-4  Querudcrn  ；  Cu: 

r -,         cntf^Mulct  im  Vordcrflügol  zwei  Ästo  ； IM.,  im  Hintor- 
flügel  doppeltmal  länger  als  ihr  Stiel. 

Korpelänge  5  mm. 

J^K^  Vorderflflgellänge  ！'  nun. 

Hab.— Formosa  (Giran, 1 ？  ，  2/X,  1906), 
gesammelt  von  Prof.  S.  Mateumura. 
Typus  in  der   landw.     Fakultät,  Tolioku- 
Universität  zu  Sapporo. 

T.  N- — Taiwan-nogikawagera. 


Vlg.  2!i.  Noyiperla  formowma  n.  sp. 
孚， Hinterk'ifjseiide  von  unten. 


Xogiperla  japonica  sp. 

2 罕 早. Kopf  mit   einem   grossen  echwnrz- 
brauneu,  fast  viereckigen  Makel  auf  der  Stini  und 
lyjKJua,  orangegelb.    Puuktaugen  innen  schmal,  aussen  sehr  breit,  schwarz  geringelt. 
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Maxillar-  uud  Labialtaster  schmutaiggelb,  die  erstere  am  äuaeersten  Glied  und  die 
letztere  an  der  äussersten  Spitze  duukolbruun.  Fühler  mit  Auguahme  der  orange- 
gelben  Basalglieder,  dunkelbraun,  nach  der  Spitze  zu  schwarz.  Pronotuui  dunkel- 
braun. Meso-  und  Metanotum  hellgelbbraun,  jedes  Praescutum,  Scutura  und 
Scutellum  dunkler.  Beine  gelb,  Schienen  .schwaizlichbraun.  Abdomen  oben  dunkel- 
braun ； Circi  orangegelb,  nach  der  Spitze  zu  braun.  Unterseite  des  Körpers  ganz 
gelb.    Membran  rot  bis  grün,  j-elir ト üirk  irisirtivd. 

Kopf  <«.  2  mal  so  breit  (samt  den  Augen)  wie  laug.  Augen  grons,  kugelig. 
Punktaugeu  klein,  ihr  gegenseitiger  Abstand  von  einander  3.5,  vom  Augearande 1.5 
Ocelleudurchmes8er.  M-Litnc  fast  undeutlich.  Pronotum  fast  trapezoid.  Vorder- 
und  Hinterrand  fast  gerade,  aber  an  Jen  Seiten  nach  nus^ii  bogenartig.  Mittelfeld 
in  der  Mitte  am  schmälsten,  etwa  den  1/11  Teil  der  ganzen  Breite  des  Pronotums 
einnehmend  ；  nach  vorn  und  hinten  sehr  stark  verbreitet.  Im  Kostalfeldc  ausserhalb 
der  Subcosta  im  Vorderflügol  3-4,  im  Hinterflügel 5-7  Queradern  j  Sector  raun 
ausserhalb  der  Anastomose  nur  einmal  gegabelt  ；  Cu,  entsendet  im  Vorderflügel  zwei 
Aste;  IM,  im  Hinterflttgel  doppeltmnl  länger  als  ihr  Stiel. 

Körperläuge  6-  7  mm. 

Vorderflügellänge  11 mm. 

Hab* — Hakane  (1$,  am  27/VII.  1905)  und  Ono  am  10/VI.  1911), 

getummelt  von  Prof.  S.  Matsumura. 

Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Univeriötät  zu  Sapporo. 

Die*«  Art  ötclit  dor  Xvgip  rla  /ormosmia  n.  sp.  nahe,  doch  der  Körperfleck  ist 
anders. 

T.  N*.  —  Nogikawagera. 

III.   Gatt.  BSotina75  Klp. 

Aeroneuria  (Kiotina)  Klapttlek,  1909  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh.,  XII.  p.2. 

Heniaermwuria  Endcrleiu,  1909  :  Zool.  Anz.,  Bd.  34.  Nr.  13/14,  p.  395. 

Punktaugen  zwei,  fast  glcicJi,  mnnchmnl  nur  wonig  enger  odor  weiter  von 
einander  gestellt  als  wie  vom  Innen rande  der  Augen.  Sector  rudü  tlt*  Vorderflügeln 
entaendet  bei  einigen  Gruppen  nur  zwei  Äst('，  bei  anderen  mehr  als  drei  Äste,  und 

に'. i  I>ie**  Oatluiig  wunli-n  von  Kliifxtlck  uIk  Suhm?nn?»  den  Arnnfiu-in  f'inwrvi ，は, ：it>t'r  irh  Un\<e 

liw*orulvrt'  Gattung^chiiriit'tori'  fcüJgi'KU'llt.  Die-  (triij>|x»  A  i  'itinn  ist  mit  rwei  (V  vi  Ion,  (fpgenühvr 

«1fr  (；， "tuiig  A<~ntM>iri<t   mit  .'>  Ocellen  zu  initrrsolii'ideti,  ilalit'r  ivh  bic  unter  AVo^eW''««"' 
'"き führt  habt-. 
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zwischoii r,  uml dem  vortleroii  Aste  des  Radialramus  sind  entweder  meist  zwoi  (im 
Vorderfliigel),  oino  (im  Hintoiflügel)  oder  keine  Querador  rnt wickelt.  Modinlfold 
<l<  r  Hinferfliigel  >ehr  lang,  A'ordorast  der  zweiten  Anulader  geschwrifl,  mit  eia- 
z\v<  i  A «ten,  von  welchem  clor  hintere  durch  eine  Querador  mit  2A_.  verhtindeii  ist. 
Virn  kurz.  Boim  Männfheu  sind  die  Hinterleibringe  bis  zum  neunton  normal 
ausgebildet,  aber  tlor  neunte  Ring  aut  der  Bauchfoito  die  Subgonitalplntte  vorgozog^. 
Beim  Weichen  Sub^enitalpktte  gross,  wenigstens  den  neunton  Riug  überragend, 
elliptische  oder  quer  elliptische,  gewöhnlich  in  dor  Mitte  des  Hinterrnndes  tief  oder 
！ «icht  ausgokerbt. 

Diese  Gattung  orlialt  zwei  Submenus,  von  deuon  oine  neu  ist. 

UcbrrdcJil  dtr  VntergaUunyen. 

Sector  raem  der  Arordcrhugfl  cnt^ondoii  rnclir  als  drei  Ägto.  Punktaugon  fast 
gleich  oder  nur  wenig  eng ひ r  von  oinnnder  ols  vom  Innftiirandc  Jor  Augen  entfernt. 

 Kiotina  Klp- 

Sector  radii  der  Vordci  flü^ol  ontwndcn  nur  zwei  Aste.  Punkt« Ilgen  weiter 
von  einander  als  vom  Inticnrandc  der  Aug<en  entfernt.  Gibosia  n.  rabg. 

l. Untergntt,  Kiotina  h.  str. 

Diese   l'ntcrgattunjr  ist   uIkt  Ost-  und  Südusicn   verbreitet,   uikI  in  Japan 
kommen  drei  A rten  vor,  davon  oino  neu  ist. 

Utbirsicht  der  Arten. 
1 (4).  Flügel  durch  wog  glcirlimäÄsiüf  gffhrbt. 

2  (3).  Pronol um  vierexki?.  lugbris  M'L. 

3  (2).  Pronotnm  wliseddg.  • .  •   suzukii  n.  sp. 

4  (1).  Flü^elvoiderraiHl  pelb  ge.-äumt.   •  pictetü  Klp- 

Kiotina  (Kiotina)  lugbris  (M，L.) 

Perla  hiffbi-is  Mao.  Lach  lau,  187Ö  :  Trnns.  t'nt..  Soo.  Loud.，  p. 173. 
Hab- 一 Kubo.    Dioso  Spocies  mir  unbekannt. 
T.  N.— Ö-kuro-futatsumekawagera-modoki. 

Kiotina  (Kiotina)  suzukii  n.  sj>.  (Fig.  24) 
1 $  .    Körpor  mit  allen  Anliüngen  schwarz  glänzend,  Meso-,  Metanotura  und 
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Hinterleib  besonders  am  Grunde  schwärzlichka.stanionbraun,  Flügel  cjloichmässig 
stark  braun  gefärbt  mit  etwa«  dunkler  Nervatur. 

St  irnscli wielen  und  M-Linie  fast  uiuleutlieh.  Sc-hläfcn  lang  und  parallel. 
Punktaugen  selir  klein  ,  ihr  Abstand  kleiner  als  die  Entfernung  der.<elben  vom 
Innenrande  der  Au^on.  Pronot  um  sechseckig,  auf  demselben  Seitenränder  fast  am 
ersten  Drittel  nach  aussen  stumpfwinkelig  vorragend  ；  Älittelfeld  etwas  b«»it,  etwa 
am  breitesten  Teil 1/7  einnehmend  ；  VVurniwhwielen  fast  undeutlich.  Cirt-i  kurz, 
kürztr  als  Hintcrlcib^länge.  Im  Kostalfeldo  ausserhalb  der  Subcosta  5-6  Quer- 
adern ； Sector  radii  ausserhalb  der  Anastomose  mit  4  Ästen  ；  Vorderast  der  zweiten 
Analndcr  mit  zwei  Ästen,  dio  mit  dem  Jrittelnste  durch  eine  Querader  verbunden 

ist. 

\V  eibliclie  Subgcnitalplatte  gross,  fast  dem 
Hinterrand  des  X.  Segmentes  erreichend,  elliptisch 
und  in  der  Mitte  des  Hinterrandes  fast  halbkreis- 
förmig seicht  ausgekerbt. 

Kürporliinge  19  mru. 

Vordcrflügellänge  21  mm. 

Grösste  Vurderflügelbreite  6|  rara. 

Hab- 一 Kyoto, 1 ^  von  M.  Suzuki  gesammelt, 
dorn  ich  diese  Art  widme. 、 
.  Typus  in  meiner  Snmmlung. 

FV.  '.»4.  Kiotina  tnizukii  n.  hj>.  Ditsc  Art  steht  sfhr  nahe  Kiotina  (Kiotina) 

IlinlerWili^nde  von  unten. 

ptetefii  Klp.  und  K.  (Kiotina)  higbris  (M'L),  jwloch 
uiitersfht'idet  sie  sich  von  ersterer  durch  den  Flügolmakel,  von  letzterer  durch  den 
verschiedenen  Bau  des  Pn  notums. 

T.  N  — Kuro-futatsumekawagera-modoki. 

Kiotina  (Kiotina)  pictetü  Klp. 

Acroneuria  (Kiotina)  jßictdii  Klapalek,  〗907:Bull.  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh., 
XII.  p.  6，  Fig.  4. 

Perla  infmccüa  Vu  u  t,  1841 : Farn,  Perlides,  p.  2^1,  PI.  XIX.  Fig.  6-11 
(Xec.  X(-wuian). 

Hab.— Gifu,  Tokyc».    Diese  Species  mir  anbekannt. 
T.  N.  — Haeki-f utatsumekawagera- 
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2.  Uutergatt.  GibOBia  n-  subg. 
Typus  :  Acroneuria  (Kiofhutj  aiu/ustu  Klp. 

Punkta iigcn  zwei,  weiter  von  pinantlcr  als  vom  Innenrande  der  Augen  entfernt. 
Circi  sohr  kurz,  etwas  länger  ah  Abdomiimlbrcito,  nach  hinten  immer  stark  gebogen. 
Sector  radii  der  Vorderflügcl  entj?enden  nur  zwei  (selten  drei)  Äste.  Media  iu  den 
Hintcrflttgeln  stark  gebeten,  Medialield  doppeltmal  bis  dreimal  läuger  ak  ihr 
Stiel.  Vorderaat  der  zweiten  Analader  nur  mit  einem  Aste.  Sul^enitalplatte  des 
Mänuchens  vor  dem  Hinterrande  mit  einem  Anhang. 

In  Japan  kommen  sechs  Arten  vor,  von  deueu  fünf  neu  sind. 


Uebersicht  der  Arten. 

1 (6).  Pronotuni  seLwarzbraun  oder  kastanienbrauu. 

2  (5).  Flügel  hyalin  oder  scJiwaoh  getrübt. 

3  (4).  Kopf  gelb.        thoracica  n.  ep. 

4  (3).  Kopf  kastonionbraun.  •  hagiensis  n.  sp. 

5  (2).  Flügel  stark  braun  angeraucht.     angusta  Klp. 

6  (1).  Pronotuni  gelb. 

7  (8).  Pronotum  mit  zwei  dunkelbraunen  Längsstreifen.  jezoensis  n.  sp. 

8  (7).  Prouotum  ohne  <lie«'lben. 

9  (10).  Subgenitül platte  des  Weibchens  fast  parabolisch.    hatakeyamae  n.  sp. 

10  (9).  Dieselbe  nicht  parabulist-h.  ••    tobei  n.  sp. 


Eiotina  (Gibosia)  thoracica  n.  s\u  (Fig.  25) 

2^"^.  Schwefelgelb.  Zwischen  (loa  Punktaugen  bis  zur  Stirn  ein  großer  fast 
viereckiger,  und  vor  der  M-Liuie  ein  kleiner  fast  dreieckiger  kastanienbrauner 
Makel.  Punktaugen  glänzend  hellorangegelb,  vorn,  hinten  und  innen  breit,  doch 
aussen  schmal  sehwarz  umringt.  Fühler  gelbbraun,  nach  Spitze  zu  braun.  Taster 
braun.  Pronotnm  kastanienbraun,  an  den  Seiten  gc-hmal  gelb  gesäumt.  Meso-  uud 
Mctanotum  ganz  kastanienbraun.  Schenkel  und  Schienen  aussen,  sowie  Tarsen 
hellgolbbraun.  Flügel  hyalin,  Pterostigmagegoud  gelb.  Adern  in  beideu  Flügeln 
gelb,  Subo<j«ta  und  Xostalqueratlern  heller.    Membran  grün  bis  rot  lrißirend. 

Punktaugwi  klein  ；  ilir  gegenseitiger  Abstand  von  einander  ch.  3  Oeellcn- 
durcli  nieder,  vom  Aiiifonruucl  ca. 1.2  Ocelleiuhirchmei^r.  M- Li  nie  deutlich.  Stirn- 
wlnvulfii  nnch  vorn  p>diolxii  untl  dein  Innenraude  der  Augen  fast  gleich  me 
Punkt«u<ren  pent  eilt.    Pronotuni  parallelog  rainig,  vorn  etwa 1.5  mal  so  breit  wie 
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lang.     Wurraförmige  Schwielen  sehr  stark  ausgepriigt.     Mittel ffld  in  der  Mitte 

etwa  1/10  der  ganzen  Breite  einnehmend.    Im  Subcostalfeldo  ausserhalb  des  Subcosta 

in  Ix'iden   Flügeln 1 bis  2  Queradern.    Sector  radii  ausserhalb  der  Anastomose 

t'ntsendet  2  bis 1 Äste :  Cuj  entsendet  im  Vorderflügel 2  Aestr; 1M2  im  Hinterflügel 

lang,  fast  doppeltmal  so  lang  wie  der  Stiel. 

Beim  Mannchi  n  Hintor leibsring»*  normal,  Sub- 

analklap]>en  klauenaitig  stark  nach  obfn  gekrümmt; 

Stibgenitalpluttc  vor  dem  Hintorriiiule  ei  neu  fast 

herzförmigen  Anhang  aufwoisend. 

Körpcrläiifrc  7-8  mm. 

Vordo)  flüjrcllänjre  9-12  mm. 

Grösste  A'ordprflügolbreite  2§  - 3^  mm. 

Hab.— Tamagawn  bei  Tokyo,  2  〔:  ，  am  25/ VIT. 

1905,  von  Prof.  S.  iVfatsumura  gf^ammolt. 

Typen   in    der    landw.    Fakultät,  Tohoku- 

Universität  zu  Sapporo. 

Fig.  2h.  0ib<ma  thoracica  n.  hV.  Diese  Species  steht  der  Khfina  (Giboma)  ougitgfa 

》. 1 1 inttTlc ilwndo  von  unten. 

(Klp.)  nahe,  unterscheidet  sich  jedoch  durch  die 

Flügelfärbung. 

T.  N.— 6-me-futat8umekawagera. 

Kiotina  (Gibosia)  hagiensis  ".  sp. 

1 o  •  Kopf  kasUinien braun,  Zwisclionrauni  der  Punktau^  n  und  der  M-Liuie 
dunkler.  Fühlor  und  beide  Taster  gelb.  Punktaugon  rotlich.  Pi-onotum  dunkel 
kafstiinienbraun,  an  deu  Seiten  gdb  pesinmt.  Meso,  Metathornx  und  Abdomen 
oben  licllkiwtanienbraun.  Cirt  i  gelb.  Boine  jrnnz  gelb.  Flügel  seh  wach  gotrübt, 
nur  Kofttalfeld  fast  farblos.  Adern  braun,  Kostal-,  Subkas-tnlatler  und  llüdius  an 
der  Basiilliulfte,  sowie  Ka^talqueriiderclien  g^»lb. 

Punktaugen  ziemlich  gross;  ihr  gogonspitijnr  Al^tnnd  von  oinunflrr  ca.  3，  vom 
AugcMirnnd  ca.  2  Ooellemdurchmesaer.  SüniM'hwiflon  fast  randlieh  doch  flach,  dm 
Punktaugen  einw<«nig  näher  als  dem  Innenrancle  der  Au  pen.  M-i^inic  whr  stark 
aasgepi-at^t.  Pronotum  fast  pnrallelorfraraig,  vorn  etwa 1.5  mal  so  breit  wie  lung. 
Mittelfrld  ctw«8  breit. ，  Dach  vorn  und  hinten  w'lir  «liwnch  vcr-vhmälert,  in  der 
Mitte  etwa  den 1/8  Teil  der  ganzen  Breite  einnehmend.  Wiirmtorniijro  Scliw'iclcm 
«ehr  stark  ausgeprägt.  Im  Kostalfblde  MMKilialb  der  Subkusta  i»  beiden  Klflgeln 
nur 1 Querader ；  Sector  radii  ausserhalb  der  Anastomose  entsendet  2  Aste;  Cu 
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enteendet  im  Vorderfliigcl 2  Äste; 】M:  im  Hinterflügcl  lang,  doppeltmal  länger  als 
der  Stiel. 

Kürperlänge  7  mm. 

Vorderflügel  liinge  8  mm. . 

Hab.  —  Hagi, は， am  10/VII.  1905,  gesammelt  von  Prof.  S.  Mateumura. 
Typus  in  der  landw.  Fakultät,  Tuhoku-Univcrsität  zu  Sapporo. 
Diese  Species  steht  der  Atoiina  ( Giboda)  avgutfa  (Klp.)  nahe,  doch  vit'i 
kleiner. 

T.  N. — Eia8i-kuro-futat8umekawagera. 

Eiotina  (Oibosia)  angusta  (Klp.) 

Aoroneuria  (j\iotina)  angiisla  Klapalek,  1907  :  Bull,  intern.  l'Acad.  Sei.  Boh., 
XII.  p.  7,  Fig.  5,6  (a  et  b)  und  7. 

Hab.— Prov.  Harima, 1^,  am  3/V.  1912，  K,  Nakahara. 
T.  N.— Hime-kuro-futatsumekawagera. 

Eiotina  (Gibosia)  jezoensis  u.  sp.  (Fig.  26) 

1 $ .  Schwefelgelb.  Zwischen  deu  Punktaugen  bis  zur  Stirn  ein  grosser  fast 
viereckiger,  und  vor  der  M -Li nie  ein  kleiner  fast  dreieckiger,  kastanienbrauner  Makel. 
Fühler  duukelgclbbraun  bis  dunkelbraun.  Taster  dunkelbraun.  Punktaugen  vorn, 
hinten  und  innen  breit  schwarz  g(>süuut.  Pronot  um  mit  zwei  kastanienbraunen 
und  dicken  I^ängäst reifen.     Prnesoutuiu  des  Meso-  und  Motanotuins  knsbmien braun. 

Schenkel  ausnerhalb  dunkelbraun  gefärbt.  Flügel 
hvulin,    nur    Kostaltelil    sehr    hellgelb.  Adern 
dunkelbraun,  nm  Basaldrittel,  Subkosta  und  Radius 
•    t?chwef('lgelb.    Membran  rot  bis  griin  stark  irisirend. 
Punktaujrcn  klein  ；  ihr  gegenseitiger  Abstand 
von  einunder  ca.  4，  vom  Au^t^nrand  ca.  3  Ocellen- 
durchmesser.    Stirn8chwi«len  deutlich,  deu  Puokt- 
augi'n   nälicr   als  den   Auijen   gestellt.  M-Linie 
zirmlich    stark   ausgeprägt.     Pronotum  parallel- 
or^aniig,  vorn  etwa 1.3  mal  so  breit  wie  lang. 
》fittdfel(】  in  ihr  Mitte  etwa  den  1/14  der  ganzen 
Fig.  26.  Gib^ia  ja^,m»  n.  sp.  Breite  einnehmend.    Wurmförmige  Schwielen  sehr 

^.  HinterkihHcndc  von  unten. 

stark  au^foprä^t.    Im  Subcostalfolde  ausserhalb  der 
Subkosta  in  beiden  Flügeln  2  Queradern  ；  ISeetor  radii  au$i6erlialb  der  Anastomose 
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entsendet  2  Äste;  Cu,  entsendet  im  Vorderflügel 2  Aste ； IM,  im  Hinterflügel  sehr 
lai^;,  doppeltraal  länger  ah  ihr  Stiel. 

Weibliche  Subgenital plat te  gross,  breit,  parabolisch,  an  der  Spitze  seicht  aus- 
gebuchtet, fast  den  Vorderrand  des  X.  Ringes  überragend. 

Körperlänge  10  ram. 

Vorderflflgellänge  14  mm. 

Gröaste  Vonlerflügelbreite  4  mm. 

Hab.  -Sapporo, 1 罕 , gesammelt  von  Prof.  S.  Matsumura. 

Typus  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo. 
Dieee  Species  steht  der  Kxotina  (Gibo»ia)  thoracica  n.  8p.  nahe,  unterscheidet 
■ich  jedoch  durch  die  Prothrakalfärbuug. 
T.  N.— Fntasaji-fatatsumekawagera. 

Eiotina  (Gibosia)  hatakeyamae  n.  sp.  (Fig.  27) 

2?  $.  Korper  mit  allen  Anhängen  helldottergelb,  Fühler  etwas  dunkler. 
Pnnktaugen  innen  etwas  breit  kastanienbraun  gesäumt.    Flügel  hyalin,  Adern  gelb. 

Pnnktaugen  klein,  von  einander  weit  getrennt ；  ihr  jenseitiger  Abstand  von- 
einander ca.  3.8,  vom  Augenranu  ca.  3  Of^elleiiUurchmesser.  otirnschwielen  queroval, 
den  Punktaugen  näher  als  deu  Augen.  M-Linie  stark  aiüvcnrägt.  Pronotnm 
trapezoid,  nach  hinten  schwach  verecli malert,  vorn  etwa l.o  mal 90  breit  wie  lang. 
Mittel feW  in  der  Mitte  etwa  den 1/7  der  ganzen  Breite  einnehmend.  Wurmfürmige 
， .  Schwielen   stark    ausgeprägt.      Im  Subawtalfelde 

ausserhalb    der    Subcosta    iu   beiden    Flügeln  2 
Queradorn  ；  Sector  radii  entsendot  aureerlialb  der 
，き ^3  Auttstomose  zwei  Aste;  Cu,  ent^ndet  im  Vorderflugol 

fM  4  Äste;  IM,  im  Hinterflüge]  sehr  lang,  fast  dreimal 

flH  、  so  lang  wie  ihr  Stiel. 

に- T  Weibliche  Sub^onitalplutte  gross,  fast  zangen- 

fürmig,  fajst  die  Mitte  des  X.  Ringes  überragend. 
Körperlange  13  mm. 

Vorderflügellänge  17  mm. 

Gröaste  Vonlerflütfelbreit«        5  mm. 

Fig-  27.  uibmia  hak— 崎 n.sp.  Hab.— Sibata  im  Prov.  Echigo,  2$  ，  gesammelt 
HinterleibBende  von  unten.  霄，， T     ，  ， . , 

von   II.  Hatakeyama,   dorn    ich   diese  Art 

widme. 

Typen  in  meiner  Sammlung. 
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Diffie  opc(fies  «tollt  der  Perla  hyahna  hoU.  nahe. 
T.  N.  Ki-futatsumekawagera, 

Kiotina  (Gibosia)  tobei  n.  ep.  (Fig.  28) 

1$.  Schwefelgelb ；  Pro-,  Mcao-  und  Aletanotum  etwas  dunkler.  Kopf  hell- 
kastunienbraun.  Fühler  und  Taster  hellgelbbrauu.  Punktaa^en  vorn  und  innen 
breit  schwarz  gesiumt.  Flügel  hyalin,  Adern  ganz  gelb.  Membran  grün  ms  rot 
.vliwach  irisirend. 

Punktnutxen  ziemlich  gross,  von  einander  sehr  weit  getrennt  ；  ihr  gegenseitiger 

Abstand  voneinander  ca.  3*3,  vom  Auijenrniid  ca.  2  Occl lend u rch nio^r.  Stirn- 

Schwielen  grass  und  fast  rundlich,  doch  flach  ；  den  Punktauc?cn  etwas  näher  uh  den 

Au^cn.    M-Lmic  stark  ausgeprägt.    Pronotum  parallelorgamig,  vorn  etwa 1.4  mal 

so  breit  wie  lang.    Mittrlfurcho  scharf.  Mittelfeld 

in    der    Mitte    etwa    l/】2    dor"  ganzen  Breite 

oiimohmeud.      AVurmföruiige  Schwielen  selir  stark 

auft^eprugt.    Circi  kurz,  et  was  länger  als  Abdomina レ 

bniit<'.      Im  SulwM»^(aHi»ldo  ausserhalb  der  S，ibr り、" i 

in  beiden  Flügeln  2  Queradern  ；  Sector  radii  aus«pr- 

halb  der  Anastomost»  ont^ndet  2  Aste;  Ciij  entsendH 

im  Vordt'rHü^ol  zwei   Ästr  ； 1 i m  Hintorflü^el 

sehr  lang,  fast  dreimal  so  lang  wie  ihr  Sl iel. 

Weiblichf   Sub^cnitalplatte   wie  bei  Fig.  28., 

vorno  2,  5  dor   X.  Rin^brcite  einnehmend  und  bis 

n に'. lis.  ,""ia  tobei  n.  »p.  über  die  Mitte  desselben  X.  Ringes  ragend, 

lliiit に rl， il'、、'nde  von  unten. 

Xörperlänge  11 mm. 

Vorder flügol 1 :i n go  13  mm. 

Grossto  ATordcrHü«;i'lbreitc  3.5  mm. 

Hab. ~ Saj)|M>ro  (I      am  28/VII.  1910),  gesammelt  von  T.  Tobe»  und  beneue 

ich  diese  Species  nach  dorn  Sammler. 
Diew  Species  steht  ist  der  Kiolina  (Gibomi)  hatakeyaniae  n.  sp.  nahe  verwandt, 
uu(('rsclu»idrt  -sirli  »lurrli  die  Sul>*ronitul{)latto. 

T.  N.— Yezo-ki-futatsumekawagera. 
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(一，. Subfum.  Chloroperlinae. 
I.  Gatt.  Chloroperla  Newman 

Oihropirla  Xowman,  1836  :  Entom.  Mag.,  Vol.  III.  p. 150. 
Jsopleryx  Pictet,  1841 : Farn.  Perlides,  p.  30】. 
In  Japan  kommen  sieben  Arten  vor,  welche  alle  neu  sind. 

Uebrrsioht  der  Äiiai. 

Pronotum  gnnz  ech war zl ich knstanienbra u u  bis  schwarz.  . 
Kopf  mit  einem  sehr  grossen  schwarzen,  fast  ei-förmigen  Fleck,  gelb.  

thoracica  n.  sp. 

Kopf  ganz  Sfhwarzlichkastflnienbrflun  bi»  K'hwarz.  nipponica  n.  gp. 

Pronotum  mit  cinrm  gelben  oder  schwarzen  ； Mktelft'Wc. 
Pronotum  mit  oinem  scli\varz<*n  Mittelfelde. 
Kopf  mit  einem  gronsoti  schwarzen  fa«t  ei-  förmigen  Fleck. 

Weibliche  Sub^onitalplatte  dreieckig.      abdominalis  n.  ，p. 

Dieselbe  zangenförmi».  •  •  •  nikkoensis  n.  bp. 

Kopf  mit  einem  schwarzen  drei-  oder  viereckigen  Fleck. 

Stirnfleck  dreieckig.  •  - -- ■• •   sapporensis  n.  sp. 

Stirnflook  viereckig.     sibakawae  n.  9p. 

Pronotum  mit  einem  gelben  Mittelfelde.  bimaciüata  n.  sp. 

Chloroperla  thoracica  n.  sp.  (Fig.  29) 

2$$.  Kopf  ritronpelb,  mit  einom  sehr  grofisen  schwarzen  fast  ei-formigwi 
Fleck,  welcher  den  hinterkopffirand  nicht  erreichend.  FflhW  schwärzlichbraan  bi« 
schwnrz,  am  Basal  viertel  gelb.  Pronotum  ganz  schwärzlich  kastanienbraun  bin 
schwarz,  doch  Vorder-  und  Hinterrund  schmal  ^elb  pesäumt..  Me«o-  linn  Metanotum 
und  Abdomen  gelbbraun.    Beim'  gelb.    Flügel  liellgrün^elb,  Adern  wci*»liohgielb. 

Das  Verhältnis  des  Abstände«  der  hinteren  Punk  taugen  zur  Entfernung  vom 
Innen rande  der  Augen  ist  22 :  7.  Stirnschwit  lcn  ziemlicli  gross,  fast  rundlich,  den 
Atigen  näher  als  den  hintoren  Punk  taugen.  Pronotum  quer  i'lliptisch,  in  der  Mitte 
etwa 1.6  mal m  breit  wie  lang;  Mittelfeld  breit,  in  der  Mitte  etwa  den 1/7  der 
ganzen  Breite  einneliniend.  Sector  radii  ausserhalb  des  Anastomose  nur  einmal 
gegabelt  ；  Cubitus  antictis  im  Vordorflügel  mit  einem  akzessoripchon  Aste.  IM.  im 
Hinterflügel  fast  doppelt  so  lang  wie  ihr  Stiel. 
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Weibliche  8ub?enitalplatto  gross,  fast  zaiigoiuornuir,  am  Grunac 1/2  der ヽ III. 
Ringbreite  einnehmend. 

Kör  per  länge  5  mm. 

Vorderflü^oll finge  7-8  nim, 

Hab. ― Kogot«  (1 ネ, Prof-  S.  MatKumuru)  uud 
Flu«  Chiknma  im  Prov.  Sinano, 1$  am 
26/ VII.  1911,  gesammelt  vou  M.  Sibakawa. 
Typen    in    der    landw.    Fakultät  Tohoku- 
Univrrsität  zu  Sapporo,  und  in  meiner  Sammlung. 

Diese  Art  C!dor ひ perla  nipponica  n.  sp.  nahe 
verwandt. 

T.  N.— Kuromune-midorikawagera. 


Fig.  29.  Chlaraperla  thoracica  tl  sp. 
Hinterleibnende  von  unten* 


Chloroperla  nipponica  n.  sp. 

Kopf  ganz  aebwärzlichknstanienbrnun  bis 
schwarz.  Fühler  schwarzkustnnieubrauu,  fast  am  Basaldrittel  gelb.  Taster  gelb. 
Pronotum  schwärzlichkastanienbraun  bis  schwarz,  doch  gelb  schmal  gerüudet  Mescn 
und  Motathorax  oben  dunkelbraun  ；  an  den  Seiten,  je  mit  einem  dunkelbraunen 
^ehmalon  schrägen  Streuen.  Beine  und  Circi  gelb;  Tareen  dunkelbraun.  Abdonun 
oben  gelb  mit  einer  dunkelbruuaen  Mittellinie.  Flügel  liellgrüugelb,  NVrvatur 
ganz  gelb. 

Das  Verhältnis  dva  Absiamles  der  hinteren  Punktauj?ou  zur  Eutfeniuug  vom 
Innenrunde  der  Augeu  hst 16:7.  Stinwliwi^hn  fii^t  niiKllich,  doch  flach,  <Uu 
Augen  etwa  doppeltmal  näher  als  den  hinteren  Punktau^en.  HinterhauptH-hwic;.  n 
gross  und  ia^t  ruudlich.  doch  .schwacli  vortretend.  Pronotum  trapezoid,  Vorder-  und 
Hinterraud  schwach  bogenförmig,  an  dvn  SeiUm  parallel,  in  der  Mitto  etwa 】.3 
mal ao  breit  wie  lang,  Mittelfeld  breit,  in  der  Mitte  etwa  den 1/9  der  ganzen 
Breite  einnohmciul.  Sw">r  radii  ausserhulb  der  Annstomoec  imr  einmal  gegabelt; 
Cubitus  uuticus  im  Vorderflügel  mit  einem  akzenoriflehen  Aste  ； 1M:  im  Hinterflügel 
etwas  langer  als  ihr  Stiel. 

Sub^onitulplatte  beim  Münnclien  fast  purabolinch  ；  beim  \\  eibchen  kurz,  l»jren- 
förmig. 

Körperlänge  4  mm.        u*  ？) 

VonKTflü^fllangc  6-7  mm. ( ，， ) 

Hab. ― Towada-See  im  prov.  Mut«u  (2ぞ$,  Juli  1905,  Prof.  S.  Matöumar«), 
Suma  bei  Kobe  (1 各 u.  2罕 $，  23/ V. 】912，  M.  Sibaknwn)  und  Prov.  Hariroa 
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(1 で, 3/V.  1912,  K.  Nakaliara). 
Typen  in  der  landw.  Fukultät,  Tohoku-Universitat  zu  Sapporo,  und  in  meiner 
Sammlung. 

Diese  Art  steht   Oilaropirla  thoracica  n.  sp.  nahe,  ist  aber  durch  die  Sub- 
gcnitalplatte  ganz  aniiers. 

T.  N.  -  Midorikawagera. 

Chloroperla  abdomlnaÜB  n.  sp. 

1 ^ .  Helldottergelb.  Kopf  mit  einem  grossen  schwarzen  ei-förmigen  Flock, 
welcher  den  Hinterkopförand  dagegen  d«  n  Vonkrrand  der  Oberlippe  nicht  erreicht. 
Fühler  gelb.  Pronotura  mit  einem  sehr  breiten  schwarzen, 1/2  der  ganzen  Breite 
einnehmenden  Mittel  band.  Me^o-  und  Metanotum  auf  dem  Scutellura  ein  schwarzer 
huieiseniormiger  Fleck.  Schenkel  an  der  äussersten  Spitw  schwarz  schmal  geringelt 
Abdomen  oben  mit  ehu'm  breiten  tief  kastanienbraunen  Mittelbnnd  ；  das 1. und  2. 
Segment  an  don  Seiten,  mit  je  einem  schmalen  schwarzen  Streifen. 

Das  Verhältnis  des  Ahstamles  der  hinteren  Punktaugen  zur  Entfernung  vom 
Inncnrande  der  Augen  ist  37  : 16.  Stirnschwielen  klein,  den  Augen  näher  als  den 
hinteren  Punktaugou.  Pronot  um  quer  elliptisfh,  in  der  Mitte  etwa 1.5  mal  90  breit 
wie  lang.  Sector  rudü  autinerlialb  der  Auastomoee  nur  einmal  gegabelt  ；  Cubitus 
anticus  im  Vordei  fliigcl  mit  zwei  akzessorischen  Acuten  ； 1 M;  im  Hinterflügel  etwa 
so  lang  wie  ihr  Stiel.    Circi  kui  zf  kürzer  als  Hinterleib. 

^  eiblidie  Sub-renitalplatte  dreieckig,  am  Grunde  2  5  dor  IX.  Ringbreit せ 
einnehmend. 

Körpt  rlan^e  7  mm. 

Vorderflü«rt'l lange  10  mm. 

Hab.    Kyoto  (12.  M.  Suzuki). 
Typus  in  mtiner  Sammlung. 

Diese  Art  strht  Chlorvp  rla  «opporetisis  n.  sp.  nahe,  untor^clieidet  sich  doch 
durch  die  ganz  andere  Subgrnitalplatt«. 

T.  N.-  Sesuji-midorikawagera. 

Chloroperla  nikkoensis  n. 叩. （Fig.  30  u.  31) 

Gelb.  Kopf  mit  einem  flössen  schwarzen  fa-st  ei-tormigen  Flwk,  wehher  den 
Hinterbau ptgraml  erreicht ,  doch  den  Voiderrnnd  der  Oberlippe  nicht.  Füll ler 
schwärzlichbraun  bis  whwurz,  fast  nm  Bos«lvicrlel  gelb.     rronotum  mit  cinor 
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breiien, 1/3  uor  ganzen  Breite  citincbmcnden  schwarzen  i>littellinie,  welche  sich  am 
Vorder-  und  Hinterraude  des  Pronot tims  erweitert.  Mcso-  und  Metanotum  mit  je 
einer  breiten  dunkelbraunen  Mittelläugslinie,  auf  dem  Scutellum  ein  «chwaripr 
huieisenformiger  Flerk,  und  au  den  Seiten  jedes  Notums  mit  eiuem  echmalen 
schwarzen  und  «'hräsren  Streifen.  Beine  gelb,  an  der  üussersten  Spitze  des  Schenkels 
schmal  schwarz  geringelt.  A  Women  obt^n  mit  rincr  dunkel  braunen , 1/3  der  ganzen 
Breite  des  Abdoim'ns  oinnehmonden  Mittellängsliuio.  Flü<rel  hellgrüngclb,  Xcrvatur 
gelb* 

Das  Vorhalt  ins  des  Abstamlos  der  hintoron   Punktnusren  zur  Entfernung  vom 


Fig,  :t0.  <rh/oropfr(a  tiiknh""  n.  «p.  Fig.  31, 

'P. lIinlcrloil»Ht»nde  von  oben.  Hinterleibsrnde  von  unten. 

Innonrandc  dor  Auj^en  beträgt  24-27  : 15-16.    Stirn^hwielrn  rundlich,  doch  flach, 

den  hinteren  Punktnugen  näher  als  d《、n  Augen.    Pronotum  quer  elliptisch,  in  der 

Mitte  etwa 1.6  mal  so  breit  wie  lang;  dus  Mittelfeld  breit,  nach  vorn  und  hinten 

erweiternd,  in  der  Mitte  etwa  den 1/7  Teil  der  gunz?n  Breite  einnehmend,  Sertor 

ra<ni  ausserhalb  der  Anastomose  einmal  zuweilen  zweimal  gegabelt  ；  Cuhitus  anticus 

im  Vomcrflugol  mit  zwei  bis  drei  akzessorischen  Aeeten  ； 1M3  im  Hint^rflü^l  lang, 

länger  al»  ihr  Stiel. 

Beim       ist  der  VIII.  Ring  auf  der  Rückseite  in  der  Mitte  des  Ilintorrandes 

ziemlich  stark  nach  rückwärts  gebogen  ；  IX.  King  auf  dem  Rückeu  iu  dor  Mitte 

tief  gesenkt.    Weibliche  Subgenitalplatte  zani;eu förmig,  Hiuterraud  derselben  iu  der 

Mitte  sehr  seiclit  «usgebuchtot  ；  am  virunde  etwa 1/2  der  Breite  des  IX.  Ringes 

oinnchmond. 

Korperliinge  7    ―    7—8  mm. 

Vorderflngellängo  10    ―      il mm. 
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Hab.-Nikko  (1 な u.  4g       Juni  1911,  Prof.  S.  Mateumura)  uud  Kyoto 
(lg,  M.  Suzuki). 

Typen  in  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo,  und  in  meiner 
Sammlung. 

Diese  Art  stellt  Chloroperla  mpporcnsis  n.  sp.  sehr  nahe  an,  ist  jcnoch  durch 
den  Buu  der  Sab^enitalplatte  ganz  anders. 
T.  N. — Nikko^midorikawagera. 

Chloroperla  sapporensis  n.  sp.  (Fig.  32  u.  33) 

Gelb.  Stirnfleck  zwifldieu  den  Punktaugen  fast  dreieckig,  schwarz,  vor  dem 
Flecke  ein  schwarzer  fast  hing  viereckiger  Fleck,  welcher  den  Vorderraud  des 
Clypeus  nicht  erreicht.  Fühler  dankelbraun  dis  schwarz,  am  Basaldrittel  aber  gelb. 
丄 a^U'r  braun,  jotles  Gliwi  an  der  Spitze  dunkler.  Pmnotum  mit  einer  seit maleu 
«teil warzen  Mittollängshuie,  Hie  nach  vorn  und  luutcn  allmäblich  sich  erweiternd. 
Meöo-  und  Metanutum  mit  ie  einer  ziorulieli  dicken,  braimon  Mittellinie  ；  am  jedem 
Scutellum  ein  hufeisenförmiger  schwarzer  Fleck.  Meao-  und  Metathorax  an  den 
Seiten  mit  je  einem  schmalen,  schwarzen,  schrägen  Streifen.  Beine  golb,  Schenkel 
an  der  Spitze  sehr  schmal  8chwarz  geringelt.    Abdomen  oben  mit  finer  sohwarzen 

I 


r  ig.  32.  Chloroperla  mppomutin  a.  m,  Fig.  :'"!, 

Hinterleih«'ndc  Ton  unten.  $ .  Hinterlcibwnde  von  unten. 

Mittehangülmic.    Flügel  st-lir  lu'llgrungolb,  Adorn  gelb. 

Kopf  futrt  stumpf  dreieckig;  das  V(>rlmltni>i  des  Alwtaml'.s  der  liinteren  Pimkt- 

angen  znr  Entfernung  vom  Innenrnnde  der  Augen  ist  24:】 4.     Pronot  »im  fest 

quer  clliptiadi,  in 山' r  Mitte  fast 1.5  mal  so  breit  wie  lang  ；  Mittelfeld  etwas  breit, 

und  in  der  Mitte 1/7  der  ganzen  Breite  eituichmeud.    Sector  radii  au^rhalb  der 

Anastora oer  einmal  gegabelt  ；  Cubitus  anticus  im  Vorderflftgel  mit  zwei  akzeaBwisehen 
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Aesten;  IM.,  im  Hinterflügd  etwas  länger  als  ihr  Stiel. 

Subgenilalplatte  beim  ^  fast  parabolisch;  beim    ^   fafit  zangenförmig,  am 
Grunde  etwa 1/2  der  IX.  Riugbreitc  einnehmend. , 

Körperlänge  6  mm は u.  $  ). 

Vorderflügclläuge  8  (^)  bis  9  (  $  )  mm. 

Hab, — Sapporo  von  Mai  bis  Juui  eelir  häufig  vorkommend  und  in 1 atmiga- 

dake  der  Prov.  Sinano  (1 ^ .  M.  Sibakawa). 
Typen  iu  der  landw.  Fakultät,  Tohoku-Universität  zu  Sapporo,  und  in  meiner 
Sammlung. 

Diese  Art  ähnlich  Chloropcrla  bunneUien  (Pict.),  unterscheidet  sich  jedoch  von 
ihr  durch  die  Subgeuitalplatte  und  den  Körperflock. 
T.  N.— Yezo-midorikawagera. 

Chloroperla  Bibakawae  sp. 

1 $ .  Gelb.  Stirnfleck  querviereckig,  schwars,  vor  welchem  Stirnflecke  ein 
schwarzer  g-förmiger  Fleck,  den  Vorderraud  der  Oberlippe  nicht  erreichend. 
Fühler  hellgelbbraun,  am  Ba^alviertel  etwas  heller,  an  der  Spitze  jedes  Gliedes  (mit 
Aufnahme  des 1. brauuen  Basiilgliecles)  braun.  Maxillartastcr  sclimutziggelb,  an  der 
Spitze  jedes  Gliedes  braun.  Pronotum  mit  «inom  schwarzen,  am  Vorder-  und 
Hinterrande  siel»  «ehr  erweiternden  Mittelfelde  ；  au  jeder  Seite  des  Mittelfeld«»  ei« 
kleiner  schwarzer  Fleck.  Meßo-  und  Metathornx  an  (It'n  Seiten  je  mit  einem 
8climalon,  «ihwarzen  und  «-hrägen  Streifen  ；  und  auf  jedes  öcutellum  ein  hufebwi- 
förmiger  .schwarzer  Fleck.  Schenkel  ausserhalb  braun,  und  an  der  äusaersU-n  Spitw 
schmal  schwarz  gertindet.  Abdomcu  oben  mit  einer  etwas  breiten,  schwaracn 
Mittellinie.    Flügel  sehr  hellgrüngelb,  Adern  gelb. 

Das  Verhält  nis  des  Ab^tandes  der  hinteren  Punktaugcn  zur  Entfernung  vom 
Innenrande  der  Augen  ist  30: 19.  Pronotum  fast  quer  elliptisch,  iu  der  Mitte  fast 
1.7  mal  so  breit  wie  lang  ；  das  Mittelfeld  breit,  in  der  Mitte 1/5  der  ganzen  Breite 
einnehmeud.  Sector  radii  ausserhalb  der  Anastomose  nur  ei u mal  gegabelt  ；  Cubitus 
anticiis  im  Vorderflügel  mit  drei  akzessorischen  Aesten  ； IM,  Hintertiiigel  fast  gleich 
lang  wie  ihr  Stiel. 

Weibliclie  Subgeuitalplatte  gross,  halbkreisförmig,  am  Grunde  etwa  2/3  der 
I 入. Ringbreite  einnehemend. 

Körperlänge  8  mm. 

Vonlerflügellange  11 mm. 

Hab.-Yatsugadake  (7000  Füfse)  im   Prov.  Sinano, 1 罕 am  27/VII.  1911, 
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gesammelt  von  M.  Sibakawa,  nachdem  ich  diese  Art  bennene. 
Typus  in  meiner  Sammlung. 

Diet»  Art  ähnelt  Chloroperla  mpporcima  n.  sp.,  jetloch  durch  den  Bau  der 
Subgeuita】platte  ganz  anders. 

T.  W. ―  Sibakawa-midorikawagera.  ， 

Chloroperla  bimaculata  n.  sp. 

Grüngelb.  Kopf  mit  einem  sehr  grossen  fast  lang  elliptischen  «liwarzen  Fleck. 
Fühler  schwärzlichbraun,  Biwalglicder  und  1.-4.  Glied  gelb.  Labiahaster  scliwar«- 
braun.  Pronotura  an  den  Seiten  des  nach  vorn  uad  hinten  stark  erweiternden  gelben 
Mittelfeldes,  je  mit  einem  grossen  fast  elliptischen  schwarzen  Fleck,  Scutum,  Prae- 
«mtum  und  Scutellum  des  Meao-  und  Metathorax  braun  gefärbt.  Beine  grüugclb, 
äusserst«  Spitze  der  Scliiencn  und  Tarsen  dunkler.  Flügel  hellgrüngib ,  Adern 
grüngelb. 

Das  Verhältniß  de«  Abstandes  der  hiuteren  Punktaugen  mr  Entfernung  vom 
Innenrande  der  Augen  ist 17  : 6.  Stirnschwielen  etwas  gross,  tlen  Augen  näher  als 
den  hinteren  Punktaugeu.  Prowotum  quer  elliptisch,  in  der  Mitte  etwa 1.2  mal 
so  breit  wie  lang;  Mittelfeld  «ehr  breit,  in  der  Mitte  etwa 1/5  der  ganzen  Breite 
einnchemond.  Seetor  radii  ausserhalb  der  Anastomose  nur  einmnl  gegabelt  ；  Cubitus 
»oticus  im  Vorderflügel  mit 1 bis  2  Aesten  ； IM,  im  Hinterttiigel  «(twa-s  länger  als 
ihr  Stiel.    Circi  kurz,  kürzer  als  Hinterleib. 

Su bgenitalplattc  beim で tust  purabolisch  ；  beim  ^  fast  zmigeu förmig,  an  der 

Spitze 〗/2  der  IX.  Ringbreite  einnehmend. 

*  ^  ^ 

Körperlünge  4.^  -  5  bis  6  mm. 

Vorderflügellänge  5  -  (J  bis  7  mm. 

Hab, ― Sapporo  ziemlich  hilußg  von  Juni  bis  Juli. 

Typen  in  der  landw.  Fakulüit,  Tohoku-Univcreität  zu  Sapporo,  und  in  meiner 
Sammlung. 

Diese  Art  ähnelt  Isoperla  sibakavxw  d.  sp.,  unterscheidet  «ich  jedoch  durch  den 
Bau  der  Subgenitalplatte. 

T.  N.— rutamon-midorikawagera. 
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著者 は、 本邦に 產 する かわ げら を 分類す るに 常に ^翅目 

(PLECOPTERA) をニ亞 目に 分つ、 

I.  Subord.  Subulipalpia 賴 fl 亜 目 （新 稱） 
Ii.  Subord.  Filipalpia 絲 H  5 目 （新 稱） 

然して 本 1ST« に 於て は、 獨 も W 扱亞 目の 研究に とめ、 絲 鬚 亞目 
は 近 さ 將來に 、乙れ を * 表-する の 機 ある を^ず o 鬚 鞭550 に 二 科 を 

合 ひ、 

L  Fam.    Pcrlodidae 網目 禕 速お （^稱 ） 
Tl.  Fam.  Perlidae      ijig 翊禾 4 

乙れ な bo 

網目^ 翅 科に 愿 する 種 領は、 近年 ク ラ ペレ -jOft 人) 及び 著 《 
によ &て 研究せられ， 旣に せられた る もの 三種 及び 一 镇氆ぁ 
に 著者 は 今 M 更に 五新 糨 5： 加へ、 本科 を三羼 及び 三 亜屬 に 分 b 

a  bo 

f.Ä 翊 科に Ä する 棟 類 は、 古くよ & 諸國の 昆逸學 者に よりて 研 
究 せらる、 ろ の 内究は I842 年に 佛人 ピクテ - (三種) に よ に 1875 年 
^スマ クラ クラ ン （六 種） に よ に 1905 牟米人 二  - ダ ム (一種) に よ に 
近 く は 1907 年塽人 クラ 丄レ _：1_ク (十七 種） によ &て發 表せられ たる 
ものな に 今囘 著者 は此種 以外 更に 二十 七 新種 を發 見し. 本 付 を 三 
亞科七 Ä 及び 八 亞屬に 分類した *>o 

この 研究に 使用せ し 材料 は， 多く は 東北 帝 國大學 大字み 
藏の植 本なる も、 著者 所有の 標本 亦 決して 舒 しと せず、 而 して 著者 
に 標本！： 膪られ し は、 帛山久 ® 、巾 村 正 雄 * 芝 川 又 之 助、 鈴 木 元 二81、 
屮孭 和郞， 栗^ 甚太郎 、芦部 佶の 餓氏 なに き 己して 以て 謝意お 表す、 
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又 束 * 帝 國大學 農科 大學敎 授松衬 博士 は 諸種の 便宜と 幾多の 忠首 


を與 へられた に 特に 記して 厚く^ 

謝の 窓！： 表する 所以な 

&  o 

(本 tt  56  1: 於 て、 tt 知 《 ド- は » 名 、和 名 

Ä び 分布 も 配 し、 衝 «  1： は 

c ら r. 

W  V-  U                       す： リ伹し ÄM の 分 

«i: はま Ä»A び 

助 》 の 

特 厂- 必要な *  ^  ß て. 《  JM す *  * せに は 

大に Ä  Ä にお 意 《 ざ る ベ 

か ら ず) 

Ord.  PLECOPTERA. 

银通 S 

Subord.  Subulipalpia. 

鞭 《5 目 （新 》) 

I.  Fam.  Ferlodidae. 

^ 目 禱翊科 （新 稱） 

ä  & び 5.  si m  * 


1(れ 

徑 K と？ 2 

小 K  151 1: 橫脈多 さ i 

o 

« 廣の中 

3  (a). 

ffi If の徑 

小 as  ä に R ら *  V  i 

4(1). 

徑 JK と 

小 K  PH  1: 靖 *  — 横 派 

5(C). 

m —  徑^ 

は その 《 と ä なる 

6(5). 

第一 徑^ 

は その tii り も 

の 

7(8). 

Ä の內 ！■ 

i リ 《wnKis©« 讓 

は 少 な 

t  « 眾 OR 相互の IE 難の' 2/3 

に 相 常す 

H(7;. 

* の 内 《I 

i り 麵は请 * 

«  W  »1 相 S の 麵 © l/a に 相 

W す る も 

I.  Gatt. 

Megrarcys  Kip. 

本屬 に一 種 あ b 
- Megarcys  ochraoea  Kip.  あみめ かわ げら 

分布 一 北海 道 (钆 晚、 礼 幌 a.  m    m 太。 西 比 利 亞。 


iL  Gatt.  Arcynopteryx  Kip. 

本屬に 一種 及び 一 接種 を 合 ひ、 
稽 搶泶爽 

後 頭 《 の Äüft 形な る t の  jeioensis  Okam. 

tt  W は も 《  く   compacta  M'L.  var.  poiilla  K1P. 

2.  Arcynopteryx  jezoensis  Okam.  ひめ あみめ かわげ と (新 稱） 

(第一 Ä ぴ攀ニ  »〕 
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体 編 光澤 ある 黒色 ， 額 片の兩 侧は廣 く、 眼綠は 狭く、 卵黄 色に 

躲 とらる o 後 如钦は 畏三 角 形 o 前 胸 背に 卵黄 色の 一 縦線 あ り o 脚黑 

色、 © 節の 内側 及び 先 « 併に 脛 節 は 卵黄 色な i»0 腹部の 末 » 及び 尾 
毛 は暗黃 o 脚 角黑 色、 5 の 基部 V3 は掲色 5: 布ぶ。 翊 透明 o 脈暗掲 （前 
翊) 乃至 黄祸 (後翊 )。 体長 10 は） 乃至 i:K?)  *  、メ  o 前翊長 10(玄) 乃至 i:i 
(？レ 、メ。 

分布 一 北海道 (礼 樣、 俱知安 )o 

3.  Arcynopteryx  compacta  M'L.  var.  pusilla  Kip. 

から ふと あみめ かわ げら (新 稱） 
分布 一 樺 太 （日 本頟 )3 西 比 利 350 
III.  Gatt.  IsogenUB  ->€wm. 

本爲 に三亞 Ä  Ir 舍ひ、 檢索表 は 前記の 如し o 

A.  Untergatt.  Suzukia  Okam. 

4.  Isogenns  (Suzukia)  motonis  Okam. 

す s: さあみ めか わ げら もどさ (新 稱） 

頭部 緒 黄、 卵形の一 大黑敉 あ i>o  « 角黑 色、 3 の 基部 1/6 は赤櫞 
色。 前 胸赭 黄、 胸 背に 黑 色の 太 さ 二 縱線ぁ に 中 後兩胸 は黑色 c 脚 淡 
餘黄、 膝 は黑色 o 腹背 黒色、 腹 面 腹端 及び 尾 毛 は 淡赌黄 0翊 淡 黄 》、  5 
の 基 半 部 (前綠 室 及び 55 前緣室 I： 除 く） 暗 灰 0翅 脈 黄色 乃至 淡黄櫞 g 体 

長 10($)  ！、 メ。 前翅 長 ミ、 メ。 

分布 一本 州 （京都） 

B.  Untergatt  Dictyogeniu  Kip. 
ö.  Isogenus  ( Dictyogenus)  iapoxucns  Okam. 

やまと あみめ かわ げら もどさ (新 稱） 

(*     w 國） 

体軀の 背面 は 光洋 ある 黑色、 腹 ifi は^ 黄 0額铰 は^ 銪 黄色に し 

て ffll 形、 而 して 同色の 一線に よりこの 紋と 同色に して 四角形なる 
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頭 JH 紋と を 付く  o 後 取 眼の 外側に 同色の一 小紋 あ 6o  M 線の 前緣 
は 狭く、 眼の 後緣 は廣 く羝銪 Ä 色に て 彩らる 。前 胸の 中 溝 黄色 3 

觫角、 * 鬚 及び 尾 毛 黒色。 脚^ 黄、 腿 節、 E 節の 基部 《 ほ 色な bo 翅淡 

黄 》。 翅脈黑 》 乃至 黑色 c 体長 12(?)  3、メ0 前翅 長 17($) ミ、 メ し 
分布 一本 州 （日 光、 播 摩 、山 Il)o 

C.  Untergatt.  IsogeniW  Nowm.  sensn  emend. 
本 ffi 屬に 四氆 あに 二種 は新楝 な！^ 

«     «     * 表 
1 C«). 黄色の»1汊«の««ぜ*  i の 

れ め. KU« の 形^ S せる «, の  nakaharae  Okani. 

3( わ. Bim«: の RB£ 形^ S ぜざ ももの 

4 ゆ）. tSß に 一 »は も る 4 の  nubecula  Newm. 

5( れ »IT な+  i の  wriptus  Kip. 

«(U    fffl  W  I？ のめ 1  « ぜ ざ る もの  nikkoentii  Ok«ni. 

6.  Isogenus  (Isogenus)  nakaharae  Okam. 

ひめ あみめ かわげ らも どき (新 稱） 

(第 n 巔） 

頭部 黑 W 、頭 頃紋は 馬蹄形に して 黄色 乃至 赭 黄色 o 滴 角の 基部 
1/6 は 淡 黄 》  、尖 《 は黑 Wo« 黄色 oÄÜ 胸黑 色， 5 の 中 溝 は 黄色な !>。 脚 

淡 黄、 腿 節の 內搠 及び 肫 節の 基部 は 黑^, 钳 節暗揭 3 翊淡 黄糾， 前緣 

に 一の 黄色 條ぁ り。 翅 《räw,  nmm, 亞前綠 脈 及び 沲脈は 黄色。 体 
も 8 は） *、 メ 。前翅 長 1】（？） ミ 、メ。 

分布 一本 州 (ほ ä 松 本、 大久 保) 3 

7.  Isogenus  (iBogenus)  nubecula  Newm. 

も ほ あみめ かわげ らも どき (新 稱） 

分布 一本 州 （山 口、 岐阜 )o 西 比 利 亞0 歐洲 o 

8-  öogenus  (Isogenus)  scriptus  Kip. あみめ かわげ " もど も 

分布 一 北海道 (到る 處に產 す )o  、 
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9.  IsogenuB  (Isogenus)  nikkoennis  Okam.      く  ； S あみめ 力、 わげ らも と' さ 
(第 六 颺） 

体軀 (鳩 角、 脚と も) 黑 W 乃至 黑色 にして、 後顼緣 及び 前 胸の 中 * 

は 稍 淡し 。前 舉 眼の 前方 は 黄色 o 第一 乃至 第 六 腹 節の 腹 面 は^ 節の 

尖端 淡 もて 緣と らる。 某 節， 轉節 及び 肫節 (《 部 除 く） は 黄 

^0 翅 暗色に して 前 '綠 室 及 ひ 亞前緣 室 は 黄色な ヶ o 翅眤黑 色、 前 « 

眤、 亞前^ 脈 及び 徑脈 並に 前 緣橫脈 はお 色な に 体長 ミ、 メ 


翅芪 1 り は） ミ、 メ o 

分布一 本州 （曰 光) 3 

II.  Fum.  Perlidae.  ^|  Ü 禾 4 

ffi« 及び Ä«t*^ 

1.  草 《 三 1H めろ t の  i 

Ä  OR      m  f>  * も の  Xeoperlinae  5 

2.  M の ft 緣 fK 內 緣 一？？ の 膚大" tf ろ 處） <ズ て 》  く これ J: 靖 *  ニ髑 

の內 ^有すろ も の  Chloroperlinae  7. 

梭 ö の 內は野 は 磨 くペ れに 》 多の 內緣 蒙^ 有す &  i の  

 Ferlinae  ：*. 

3.  T め 8£ 1：. « 根に 一儀め 爪 は 突 》 ぁ リ、 X  T め S. 譬 * は 瓜 W 若し く は 

«：•  «  4»  S す る も の  Aoronenria  Pict. 

公の Sfe««M:* 状 突 担な く、  S 脊扭は 三 « 形な 5 も の  < 

*■   «  H の W  «  ((、，り〕 r-ffiSK の一 W あ s もの  Perla  Cm>fl>. 

«fl の W^S の Ä« と 尖 《J» とに 各一 は IK あ * も の Itoperla  ftuik^ 
5- 愿乇の Ä  IS  i  »J 遙 かに Ä さもの  Heoperla  X«^h. 

尾 毛の 《  W  t  »J 僅かに Ä さもの  ••••  «. 

6.  尾せ の 第一 節 て S し W んど ä の 》»を 合 ぜ たる t のに 等 簾な 

* も の  ITogiperU  okam. 

尾 乇の杵 üli 形な る も の  Kiotina  Ktp. 

7.  WSJ の 某 fflU:H 令 內緣室 i リー 本の 分叉ぜ ざ ろ內^  K/i. 出ぜる I 

の  Chloroperla  Jewm. 


Digitized  by  Google 


OKAMOTO:  ERSTER  BEITRAG  ZUR  KENNTNIS  DER  JAP.  PLECOPTKREN. 157 


A.  Sübfam.  Perlinae. 禕逮亜 H  (新 稱） 
I.  Gatt.  Acroneuria  Pict. 
本屬 I:  ニ亞屬 に 分つ。 

© 1!    Ä    *  ？ i 

公の S£ 聲 81 は 爪 状 、年の E 生 KS  * は 小 I： して H 三角形な る も の  

 Acroneuria  CS.  str.). 

©  ffi  W  3»  II  ft  < 柁彭 に して 上方に 清 曲す、 g の S 生 iÄ« は大 I: して 


Ä 物 *8 状; V なぜ 4 もの  Vipcniella  K1P. 

丄. Untergat.t.  Acroneuna  S.  8tr. 
未35 屬 に 四 種 あ に一 は 新種な bo 

稽 搶索爽 

1 (れ 《f  B 广 - — »  « も *  t の  «tigmatica  KJp. 

3(1). せ 《  »  tt な^もの 

3  (6).  の 尖^: I^W 乃至 黑& にて »© 如く 彩らる ゝ もの 

*  (5). 罩 BRffl の黑 ft な * も ©   fulva  Kip. 

5(4).    JRfflilBI の 色な * もの  jezoensis  Okam. 

6C3). 腿 BMt 中 *l: 於て 籯》 な *  i の  jonklü  Kip. 

1.  Acroneuria  (Acroneuria)  stigmatica  Kip. もんか わ げら （新 稱) 

分布一 本州 （曰 光. 十 和 田 湖、 越 後， 信澳) 。 

2.  Acroneuria  (Acroneuria)  ftdva  Kip.  _ ^か わ げら （新 稱） 


分布 ー牝 海道 (礼幌 . ^が し 定山溪 ,)。 本州 （日 光)。 
3.  Acroneuria  (Acroneuria)  jezoensiB  Oknm. みつもん かわ げら (新 稱) 

m 七 ra、 

m 部 淡 あ 树 o  m 線、 額胼 及び 頭 jj{ 爽 色， 笨眼間 は^ 黄 o  ^眼 錄は 
» 角 黄色:） 中 後 ifi 胸 背に^ 黄色の 一中 線 あり 。脚 黄色、 ® 節の 

尖靖は 黑 » にて 指環 状に 彩らる 0 腹部 及び 尾 毛 は 黄色：) 翅黄 色 o 翅 
暗 黄 》 乃至 陪 《。 体長る I2 —  川 ミ， メ  。前翅 長お 16~17 ミ. メゥ 

分布 一 北海道 (到 る 處に產 す） 
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l.  Acronearia  (Acroneuria)  jouklii  Kip. 
分布 一本 州 (岐阜、 越後 )0 


じ 


—く りか わ げら （新 稱： 


2.  Untorjratt.  Niponiella  -ivlp. 

Acroneuria  (Niponiella)  limbatella  (Kl|>.) 

分布一 本州 (束 京、 越後、 岐阜) 3 
II.  Gatt.  Perla  Geoflfr. 

本屬 を 四 亞 Jß に 分つ、 

ff.  , SB    «   * 表 

1 (な ^の 第五 wt 節 *a 形な ろ もの  

2(1〕. ^の 寧 五 5| [節 形な る もの 

おれ ？の e 生 《t«u 小に して m 形、 その後お 


やまと かわげ ら (新 稱' 


Kamimuria  Kip, 


ぜ ろ もの 


4(3〕. ネの ffi も m 根 は大に して w  ^    杉 》  く は 小に-して 住 《5、 凹 《 な 
ら ざる もの 

5  〔れ i の ？£ 生 は大 にて 抛 な * もの  TogoperU  Kip. 

零の ffi 生 Jtt  * は 小に して 彩な ろ も の  Oyamia  KlP. 
1. Untereatt.  Kamimuna  Kip. 

本亞 Ä に 四 種 あ に一 は 新種な bo 
« 搶 *  ;ß 

1(4). ネの ffi 生 の 小なる もの 

2( れ 》 黑 》(« 節は黃 色) なろ もの  tibialis  Pici. 

3(2：. 脚 貧 色な る i の  quadrata  Kip. 

4 ひ). ネの ffi 生 M  * は大 にして 申 鬭 著く は 抛 物 なる い) 

r» 脚 Ä  Ä.BMt 黒色な h  i の  boliwi  Kip. 

6C&).    W の大 《黑 福な * も の  formosaaa  okan.. 

6.  Perla  (..Kamimuna)  tibialis  net.  ± ゝ t>  If ら 

分布 一 北海道 (礼 幌、 小澤、 桷山、 軽 川 L 本州, (米澤 、山 口  * 羽 後、 《 

後、 貌縻、 播麼 )。 四阈 (伊豫 ち 

7.  Perla  Kamimuria  quadrata  Kip.  く スひ げか わ げら (新 稱 i 
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分布 一 北海道 （礼^. 千 ）Ä)o 本州 （ftÄ 追分， 曰 光 )o 

8.  Porla  (Kamimuria)  boUvari  Kip.  かみ むら かわ げら (新 稱） 

分布 一 B 本 (採集 地 不明)。 

9.  Perla  (Kamimuria?)  formosana  Okam. やまと かわげ らも どき (新 稱） 

C« 八 鷗） 

全体^ 色。 額に 四角形の、 沏片に O 形の 黑色紋 あ ら。 解角黑 Wo 

前 胸に 黑 色の一 縱中線 あ 腿 節. 中 後 南 脛 節の 外側 及び » 節は黑 

祸色 o 翅 黄^に して 前 緣錄室 及び 551 前 緣室は « 黄色 0翅 脈 BitÄ 乃至 
B ほ 黄 W 、前錄 脈、 前 緣脈は 淡 体長 ミ、 メ0 前翅 長 ミ， メ  0 
分布 一 臺灣。 

2.  Untergatt.  Faragnetina  Kip. 

この 亞屬に 三秭ぁ にう ち 二種 は 新 棟な bo 
*     ttt     *  Ä 

Iff  a  ft な る も の  svsakii  ok«m. 

l&n  0.  r. して MTiü; の 暗？ fl な *  t の  japonica  Okam. 

W 黃 ft に して 鼴 》  ß  » の 各^^  S 幾な る 4 の -- tilictipennia  ML. 

10.  Perla  (Peragnetina)  suzukii  Okam. 

"  す s: きくら かけ かわ げら (新 稱） 

« 九 ■) 

頭部の ff 面 は 光 揮 ある 黑色、 額肼は « 黄、 眼と 軍 眼 及び M 綵間 

は 揚色, 糠 角黑色 u 前 胸黑祸 c 脚黑 色、 基 節轉節 は淡捋 Äfio 腹部 亦 
淡 橙 5 の 尖端^ 色 3 翅淡彬 、莳緣 室 は 》 色。 通 脈 黑 体長 18( 罕） 
しメ  。)》 翅長 27(ネ） ミ、 メ。 

分布 一本 州 （京都 )o 

11.  Perla  (Paragnetina)  japonica  Okam. 

ひと ぼしく ら かけ かわ げら (靳稱 ） 
(第 十 &びナ 一豳） 

äff 部 光洋 ある 黄 ^ 眼 間は黑 色。 艉 角 黄色 ゥ前胸 黄色、 3 の屮 
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满は 暗稱： 脚 黄色. 腿 節 及び 脛 節の 》• 尖 Ä は 暗 》o 腹 都涣黄 öS] 淡^, 
前 綠室は 黄色 0翊 呢跻 黄に して 前綠脈 ß 前 綠賊は 黄色な 6o 体長 11 

(き) 一 13 は) しメ。 前翅 長] 5 は)— しメ。 

分布 一九 州、 (熊 本 )0 本州 (越 後 )o 

12.  Perla  (Paragnetina)  tinctipennis  M'L. 

^ほく ら かけ かわ げら (新 稱） 
分布 一本 州 （東京、 日 光. Ö 後^ 

3.  Untergntt.  Togoperla  Kip. 
本？ 5 屬に 四穰ぁ にう ち 二つ は 新種な h 

種搶 ^お 

1 (め. mm は 後方 i:wia なろ もの 

2  (5). 脚昧稱 乃？ [^？ Ü な *   i の 

3(4).  ma の K は 》SC 滅黃 なろ も の  kawamurae  (»kam. 

4(3j.  w  tg  <7>       は ss. は m は^? 5： ブ？ s 職 ^ 除く  ） は w  m  n ろ も の  

 limbata  riet. 

脚資会 fi、M5S|5Ä び ffl»© 尖 槺黑色 な る 4 の… matsumoraa  Okam. 
•HI).  WW は 平行せ * 働 tt^ 有ォる もの  tennina  Xoedh. 

13.  Perla  (Togoperla)  kawamurae  Okam. ふた もんか わげ ら (新 稱> 

〔^十二 鬭: 

頭部 光^ あ る黑 色， 眼^ 眼 及び 額^ 間 は 黄金色。 額胼の 前方に 
黄金色の 一 小紋 あ 6o  M 線 及び 额胼 は黑^ j  Ä 角 基部 ひ; 黄色. 尖端 

は黑^ 3 前 «I 黑色， 黄^色の 細 さ 一 縱線ぁ h!m 部 淡 黄 》0 脚黑 色、 基 
節 轉節は m 黄、 腿 節の 內 側に 黄色の ニ縱線 をれ し、 肫 節の 大部 は 黄 

色な &o 翅煤 色に して 前 緣室は 無色な らっ前 *8呢 は 淡 黄 3 休 良 18(?) 

ミ、 メ  o 前翅 長 21($) ミ、 メ。 
分布一 九州 (熊 本) j 

14  Perla  (Togoperla)  limbata  Pict.       P^<  b と— ご ラ か わ げ ら (新 稱） 

分布一 本州 (京都、 丹 波， 神 
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lö.  Perla  (Togoperla)  matsumnrae  Okam. せず じか わ げら (新 稱） 
(第 十三 鬭） 

頭部 黄金色 光^ あ &o  M 線の 前方 及び^ 眼 問 は黑色 o« 角黑色 
=5 の 基部 W はお 金色 0 前 胸 黒^、 黄' 色の一 縱線 を 有す 。中 後 兩朐は 
色 o 股 部 亦お 色 c 脚 ^金色、 腿 節 基部 V.'!,M 節の 兩 末端 及び 第三 鲋 
節 は黑色 ： 翅 色 前綠审 は 黄色。 翊 脈の 大部 黄 树0 体投 2()(?) ミ， 
メ  o 前翅 長 25(?) ミ， メ  0 

分布 一九 州 (熊 本)。 

16.  Perla  (Togoperla)  tennina  Xeedh.  と ラ ごうか わ げら (新 稱） 
分布 一九 州 （豊 前汔 山)。 

4.  Untergatt.  övamia  Kip. 

17.  Perla  (Oyamia)  gibba  K1P.  お ほや^ かわげ ら (新 稱） 

分布一 本州 (越後， 山 n, 神戶、 京都， 甲府 )0 

III.  Gatt.  Isoperla  Banks. 

本 屬に四 種 あ にみ な 新種な bo 
«    «    *  n 

l (i). 前^  ä  e  ft にして 黑 ？ü  'リ や ： a1, 色 の 一又 は 二      ある «. の 


•2(: り. の 太 さ - »  »  *> る も 力  towademi»  okam. 

a  C2).  It  »に 赢 色の 二  《  » ぁ *  t の  nipponioa  Okan,. 

4 ひ). Itl お ）5\» 乃 ÜflPtt* その 中 *«  &な&   i の 

BfiSSi:Äf* 形の Äftttfc  h  4 の  nurakU  Okam. 

6(5).  Sfi  SU: か、 &  tt なきもの  sibakawM  Okam. 


18.  Isoperla  towadensis  Okam. せすじみ どに かわげ らもと ぎ （新 稱) 
(第 十 H  B、 

頭部 淡 黄 額に 四角形の 黑紋ぁ に M 線の 前方に 長 三^形の 
哜 W 紋ぁ に 後 頭上に も 三角形の 敉ぁ &0«Ä 暗 Ä.5 の 基部 黄 

色 0 前 胸 黄白色、; の 一 «條 あ り o 脚荧 色， 腿 節の 尖） 8 Hit 糾^ 邡黄 

色 o 翅は 殆んど 無色。 翅脈^ W 、但し 前綠 脈、 亞 前綠呢 及 ぴ徑脈 はお 
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色な に 体長 7(?) ミ. た 前翅 長 10(?) ミ， メ  0 
分布一 本州 （ナ和 田 湖 )ü 

19.  Isoperla  nippnica  Okam. ふたす も-みと » かわげ ら もどさ (新 稱) 

(第 十五、 十 "、 黼） 

頭部 黄色 乃至 淡黄^ 3  3 の 中央に 卵形の 一 黑敉ぁ b0  « 角 某 部 
の I/3 乃至 1/2 は 黄色、 3 の 尖 JÖ は 瞎》0  ^胸 黄色 ニ條の 太き 黑線ぁ 

&0 脚^ 色、 腿 節の 尖 as 暗褐 にして. 脛 節の 墓 部 1/4 は 褐色な に 腹部 

の 背面 黑祸 乃至 黑色、 腹 面 及び 尾 毛 は « 色 0 翅淡黄 綠0 翅脈は 黄色 乃 
至 淡^ 揭。 体 — 7(汷） ミ. メ。  わ ミ、 メ 。前翅 長 か に メ0 10  — 

ミ、 メ0 

分布一 本州 （十 和 田 湖、 束 京 山 内 )o 

20.  Isoperla  ausmkü  Okam. み ど b かわげ ら もどさ (新 解） 

(第 十七 翩） 

頭部 羝銪 色， 軍 眼 上に^ 蹄 形の 黑搏敉 あ bo  M 線、 額胼 及び 眼 は 
黑裼コ 茶 部 V4 は 黄色、 5 の 尖端 BftWo 前 胸 は^ 搏を帶 び だる 淡 

銪色、 3 の 中 溝 は 炎色 0 脚 ^色、 腿 節の 外側 は 揭、 肫節 * 部 I/4 は 外 
側に 於て^ 色を呈 す 。腹 部黑稱 、ろの 尖 據 は 黄 m.FL 毛 m 黄、 各 節 に 淡 
祸 の環紋 あに 翅 無色 透明、 緣^ 部 も : 色。 翅脈^ 祸 乃至 I ほ 黄^ 前綠 
脈と 徑 脈の 基部 及び 亞前緣 脈と は^ 色な bo 体 良 5 — 6(^) ミ、 メ。 前 

通 長 9 は） しメ。 

分布一 本州 （京都 )。 九州 （膝 本 )o 
21. Isoperla  sibakawae  Okam. あほみ ど り かわげ らも どき (新 稱） 
(» 十八 B 

頭部 黄色;） 額に CO 形の 一大 黑钦ぁ に M<fe の 前方に は^ 形の 一 
黑 W 钦ぁ &。 觸 角 基部 V:i 乃至】/2 は^ 色， もの 尖端 は 黑 色 0 前 胸 は 黑 
3 の 中 溝 は 黄色コ 脚^ 色、 腿 節の 尖端に 祸 色の ー瓚 あに 跗節 《I 
腹部^ 色 乃至 黄 Wo 尾 毛^ 色、 尖 J» に 到る に從ひ 踣^ を^ぶ o  ^ 
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^荧綠 つ 翅昵 黄色、 前 緣脓^ 前綠脈 及び 翅 に 近き 脈 は 黑掲な bo 

体長 7 は）  一 8 は） ミ、 メ 0 前翅 長 10($) —  12($) ミ、 メ 0 

分布 一本 州 （信瀵 追分、 H*)o 

B.  .Subfam.  Neoperlinae.      »if.|j@3f4  (钫 稱） 
l. Gntt.  Neoperla  NeeUli. 

t の Ä に 旣知種 二つと、 三 新秫ぁ 6o 
«     Mt     *  * 

1 (2).  部 黑》 な る も の  hatakeyaraae  Okam. 

れ i〕. 脚 黃 a  、その 一 《 分 s  ?» なろ もの 

3(8). ネの Mt« に Sil«« な 有する も の 

むれ 年の SA«« の 《 綠の中 Ä に一 の 霞 《突《^ 有す i  t の  

 genicvlatella  Okam. 

5  (4). か \« る 突 S なきもの 

a  (7).  »の《«黑« な * も ©   genicnlata  Pi«. 

7  (6).  m  m と Hie と の^ (BUS« な ろ i の  nipon«n«i«  M'L. 

» (3).   $ の W*8i:  S 生 « 板な さ i の  formosana  <>kam. 

22.  Neoperla  hatakeyamae  Okam.  く  7) ふたつめ かわ げら （靳稱 ） 

頭部 光 ^ ある 黑 Wo  ^眼 は^ 色に て 細 く 緣 ら る o» 角&び rfl 鬚 
は黑 Wo 前 flfijW 色， 太さ^ 祸 の中條 5： 有す、 前 胸の 前後 兩錄 及ぴ兩 
側は黑 》 色に 彩ら る: HU 部 及び g 毛 は 黄色: ^ 脚 iSW. 唯 基 節榑 節の 
みお 色 3 翅 «W.  W 綠室 及び 亞前綠 室は硫 Ä 色， 翅呢暗 W. 前綠 脈. 
Ö 緣 脲 及び 前 緣橫脈 はお 色 o 体 良 12($) ミ、 メ。 齣翅良 14($) ミ、 メ。 

分布 一本 州 (越後 )o 

23.  Neoperla  geniculatella  Okam. ひめ ふたつめ かわ げら (新 稱） 

(攀 十九 & び 二十 an 

全体 色 0 額に ffi 四角形の ー黑敉 あに 額片 に稍圓 形の— 黑 
8: あり。 W^(*^】/6 を 除 さ） m  Wo 前 胸に 太き flß  W の 一中 條ぁ り。 前 

驟の 前後 兩 綠 及びお 側は黑 色 もて 細く 綠らる 0  »i ，後め 胸に 太 き m 
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稱の ー巾條 あ bo 脚 黄色、 唯^ 節の 某 部 及び？ H 節の み 暗 翅淡^ 

前 綠に沿 ふて 黄色 條ぁ 翅脈暗 裕* 前綠 脈、 亞前綠 脈 及び 徑 脈の 

某 部 並に 前緣橫 脈 は^ 色0 体長 7— 8 ゆ） にメ。  8 — 9( 罕） ミ、 メ。 前翅 艮 
ll-125(o  , ミ、 メ。 

分布 一本 州 （京都、 山 LI  、箱 根、 岐阜、 玉 川. 大山 寺 (？) 、孭町 (？ )， 門 
司 L 九州 (熊 本 )o 北海道 (礼 

24.  Neoperla  genicnlata  (iJict.)         ふたつめ かわ げら (新 稱） 

分布一 本州 (山 n  、京都、 高 砂)， 九州 （熊 本 )0 四阈 (伊豫 )。 
2ö.  Neoperla  nipponenais  (ML.) やまと ふたつめ かわ げら 稱） 

分布一 本州 ひ ji 摩、 箱 根、 高 砂 )0 九州 ，本 * 鹿兒島 )0 

2«.  Neoperla  formosana  Oknm. たいわん ふたつめ かわ げら (新 稱） 
(第二 十一 讕） 

全 淡 あ 乃至^ 色に して 頭部 少しく 赤 眛 を^ ふ'。 抑 胼の痢 方 
に楕圓 形の一 暗 祸揿敉 あ り。 軍 眼の 內惻は 廣く黑 色に 彩らる. 時に 

この 黑色は 合して 一枚と なる あり 0  «» 釣 は^ ひ5 乃至 V6 1： 除き m 

祸 0 ^ 胸 淡 祸コ脚 Ä 色. 腿 節 の 某 -t: 部 R<v  W 、跗節 亦^ 铒 な 卜翅淡 お »0 

翅脈黄 《 乃至 稱 色， 前綠脈 及び 亞前緣 脈 は 淡し o 体長 6($)—^m ミ， 

ん前翅畏8.5は)ー13(孚) ミ 、メ。 

分布 一条 两 (M 养、 檷 Ml 社、 茶 北、 新 社 等 )o 
II.  Gatt.  Nogriperla  ()kam. 

この 新 Ä に 二 新種: あ bo 
W 檢^ お 

脚 全 gl:  Ä1,  I» な *  i の  formosana  Okain. 

脚資 色に して 《H» のみ な る t の  japonica  Okan,. 

27.  Nogiperla  formosana  Oknm.  たいわんの ぎ かわ げ ら (新 稱） 

、第 二 十 ::. W) 

體の背 而^  w、  Jiai&i  a 色 o 袖 两黑 稱 cm 線/えび 眼と 银眼間 は 赤 ま 

を， びた る お 色。 前 胸 前後 兩緣は Ä 色に て 綠らる o 脚黑 Wo 足毛晴 
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黄 Äo 翅淡 翅脈 暗^. 前綠喊 .35 前綠脈 及び 前 錄璜脈 は^ »o 体長 

にメ  g 前翅 拔 9( お ミ、 メ。 

分布 ー畜孵 （キ' ラ ン h 

28.  Nogiperla  japonica  Okam.  ぎ かや ザ ら （新 稱） 

頭部 橙 黄色:; 額と 》片 に 跨&稍 四角形の 一 黑》 枚 あに 軍 眼の 
內側は 狭く  、外側 は; «  く黑 色に 緣 どらる 。鲵 ft  ITf 褐， 尖 ほ は 至る に 
從ひ黑 色と なる o 前 胸 暗 脚 黄色， ^節 黑裕な り 0 腹 *S 暗 Wo 尾 毛 
枏 黄色、 尖端に 至る に從ひ * 色と なる o 体長 Ö  一 7 は） ミ、 メ。 前翅 長 11 
(？)  i  、メ。 

分布 一本 州 (箱 根、 大野 )0 

III.  Gatt.  Kiotina  Kip. 

I の Ä に 二  35Ä あ に 

£ 雇の 檢索爽 

tu  m に 於け *a 小廣ふ 》J 三 tt» 上 4«Äffl し 草 uRiai の距 まほ ザ * と n 

と のお 鐘 I：  » し き か Ä は 二れ i り 小な ろ t の  Kiotina  Kip. 

抑 fji こ 於け る 《 小廣 i り 二  tt^Mc 出 し WaR 調の 》1 麵は罩 《と|» とめ 

ぉ議 I づ 大な *  i の  Oibosia  Okam. 

1. üntergatt.  Kiotina  S.  str. 

本亞 « に 三種 あ にう ち一 つ は 新秫な b0 
^      *  * 

1 ひ). ® の w  & な * もの 

2(3).  ttWWÄ 形なる も。)  lngbriB  M，L. 

» (3).    tt  • 六 A 彩 な *  i の  SUSIlkÜ  Okam. 

4(1). ®  it  « 色に して W  «M:  » ふて 貧 色な %  i の  piotetü  Kip. 

29.  Kiotina  (Kiotina)  lugbris  (M'L.) 

【ま— しろ ふ f^o め か わ げら _ も __ どき- (新 稱） 

分布一 本州 (神 

30.  Kiotina  (Kiotina)  suzukü  Okam. 
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くろふた つめ かわげ らも どき (新 稱） 

(第 二  t  w  m 

全 糟黑色 。翊 。翅 呢黑 ^^体 艮 19($) ミ、 メ0 前翅 長2  U り ミ. メ0 
分布一 本州 （京都 )o  ' 
3 1. Eiotina  (Eiotina)  pictetii  Kip. まへ きふ たつめ かわげ ら (新 稱） 

分布— 本州 (岐軋 束 京 )o 

2.  Uutercratt.  Oibosia  Okam. 

本 に 六 種 あにう ち 五 種 は 新な り。 
核检^ 表 

1 («'0.   WW 黑» 若く は！ K 色なる もの 

2 ゆ). 《 無色 ^くは^ん ど 無色なる もの 


3  (4).  K  ^お 色な る も の  thoracica  Okam. 

4  (3).  n 部！ e 色 な る l の   hagiensis  Okam. 

5  (2〕. 翻 * 揭な る も の  angusta  Kip. 

6(1).  UK  » 黃色 なろ もの 

7(8). 前»|:«»のニ《緣ぁ *  i の  jexoend«  Okam. 

8(7).  W  IW に 《  » なさ もの 

9(10). ネの iE 生 の 抛 物 Ä 状 も る t め  hatakeyamae  Okam. 

lü  (9).  $ の £生《 おの 抛 物） K« 状な ざろ もの  tobei  ok«... 

32.  Kiotina  (Gibosia)  thoracica  Okam. 


お ほめ ふたつめ かわ げら (新 稱） 
二 十五 wo 

硓 黄色 眼 間に 稍 四角形 を呈 せる 栗色の 一大 紋ぁ に M 線の 

前方に も 稍 三^形 をな せる K 色の一 敉ぁ に 軍 眼 橙 ^ 色、 3 の 前 « 
及び 内側 は廣 く、 外側 は 狭く 黑色 もて 緣 とらる c 觸角黄 》、  3 の 尖 《 

褐色 o 中 後兩购 は 栗色 o 腿 節 及び 脛 節の 外側^に 鲥節は 淡 黄 》。 翅逢 
明。 緣敉部 Ä 色 。翅脈 Äfeo 体 — 8 は） ミノ o 前翅 長9— 12( 古） ミ. メ。 

分布一 本州 (玉 川) 5 
33.  Eiotina  (Gibosia)  hagienas  Okam. 
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さあし くろふた つめ かわ げら (新 稱） 
頭部 栗色，^ 眼&び M 線 間 は Hg 色 を^ぶ öl» 角 兩鬚 Ä 色 o 前 胸^ 
栗色に して « 側 は Ä 色 もて 彩らる O 中 後 兩胸& び 腹部 は 淡 栗色 。尾 
毛 Ä' 色 O 脚 ^色 O 翅 少し く  S る も 前 緣审は 無色な ^翅脈 但 し 

前緣 脈、 亞前緣 脈， 徑脈の 某 半 部 Ä び 前 錄横脈 は 黄色な h 体長 7 は) 
I,  メ  o 前翅 は） ミ、 メ。 

分布一 凡 州 （ハ ザ)：） 

34.  Kiotina  (Gibosia)  angusta  (Kip.) 

ひ め mn—      り— ifj? (新 稱） 

分布一 本州 (播庫 )0 

35.  Kiotina  (Gibosia)  jezoensia  Ökam. 

ふ nx ち'— ふ れ— つ— めか げら （新 稱） 
(第 一. 十 六 颺） 

械ぁ' 色 c 軍 眼 間に 稍 四角形 お なせる 栗色の 一大 铰 あに M 線の 
前方に も 稍 三^形 を なせる 同色の一 紋 あ に 暗 》o 軍 眼の 前後 
及び 内側 は «  く黑 色に 彩らる。 前 Ä に 太 さ 栗色の 二 縱條ぁ i ^腿 節 
の 外 惻は嵴 翊 無色、 唯^ 綠^ のみ 淡 «0 翅脈暗 W ろ の 某 部 1/: に & 
び 綠脈. 徑脈は お 色 c 体長 10($) ミ、 メ0 前 艮 ミ、 メ。 
分布一 北海道 (礼橾 L 

36.  Kiotina  (Gibosia)  hatakeyamae  Okam. きふた つめ かわ げら (新 稱） 

(第 二 十 七 囊） 

全 體 卵お 色、 嘴》 角 少し く  I ほ 色 I:* ぶ 0  ^眼の 内側 は 《5  く 栗色 

もて 緣 どら る ^無色 c ^脈 黄色 o 体長 *、 ん 前翅 長17(ぉ i.j0 

分布一 本州 (越後 )o 
37.  Kiotina  (Gibosia)  tobei  C)kam.      *  e きふた つめ か わげ ら （新 稱） 
(第 二 十 八 園） 

全 »械 Ä 色， 唯 前 中 後 胸 片^ 色 5： 帶ぶ。 如 部 淡 栗色 c  W 角 * 极 

淡 黄 》O 軍 眼の 昀後は «  く 黑 色に て緣 どらる 。翅 無色 O 翅 脈 黄色 0 体 
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長 11(?) ミ、 メ0 前翅 長 し！は） ミ. メ。 
分布 一 北海道 (*l«0o 

C,  Snbfani.  CUoroperlinae. 椟 *|  ^  ä  f4  (新 稱) 


I.  Gatt.  Chloroperla  Newman 

本 Ä に 七 新稽ぁ ん 

M  *  Ä 

1 C4X 饑 W 黑票色 乃^ 凰 色な S  4  o 

•2(3).  色1 W 形の 一大 黒 tt あ る i の  thoracica  Okum. 

3(2).  苦く は黑 もなる 4 の  nipponic»  Okam. 

4(1；.    U«M: 黃 ftX は 黒色の 一中 》ft» もの 

5(i2、.  黑 a の 一中 I* わる i の 

6C9).    R«<: 卵形の — 黑《 ある もの 

7(8：.   ¥ の 三 ft 形な *  t のの  abdominalis  <>k«n. 

8(7).  $ の s.*»«* 舌 彩な ろ i の  nikkoeiuu  Oknni. 

9(6).  war, に 三角形 若く は w 角 形の- &  i の 

10(11). 領 形な h も の  aapporenais  okam. 

11(10). 護 《raft» なる もの  tibakawae  Oka«, 

vi  (5).  に H 色の一 中 Äfr  »  4 の  binuujuUta  《>k»'u- 


4S.  chloroperla  thoracica  Okam.       ±J,        ^ど ^かわ げら （新 稱1 
(第二 十九 観) 

頭部 埒 黄色、 卵形の 一大 黑紋ぁ 灼黑得 乃至 黑色 * ろの 
1/3 は 黄色つ 前 胸^ 栗色 乃至 黑色、 5 の 前後 兩綠は Ä 色に て 細く 彩ら 

る 。中 後 兩 胸 及び 腹 》 黄 《o 脚 黄色 コ翅淡 黄 ^«脈 黄 A 色 〕 体長 5(?) 

ミ、 メ  。前翅 長 74($) し な 

分布一 本州 （ほ Ä 千 曲 川， - ゴタ h 
3ü.  Glüoroperla  nippoiuca  <>kara.  ^  }j  b  ^  K>  W_  y>  (新 

頭部 黑 栗色 乃至 黑 色^ 3  ^黑 栗色、 5 の某邡 V-i は 黄 色 〉 U  Sfto 
#JW^ 栗色 乃至 黑色、 苏色 にて 細 く錄 とら る G 中 後お 胸の 背 
3 の 側面に^ » の一 斜綠ぁ り。 脚 及び 尾 毛 黄色. 謝 
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色 、背面に U?t« の一 中 線 あ り：> 翊淡脔 綠3翅 脈 黄色 V 体長 4 は、？） ミ 、メ。 
前翅 長 6— 7($,$) ミ. メ。 

分布 一本 州 (陸 奥 十 和 田 湖、 須章， 播摩) ュ 

40.  Chloroperla  abdominalis  Okam. せず じみ どり かわ げら (新 稱） 

全 报 卵黄 色 0頭 部に 卵形の 一大 黑紋ぁ り。 鳞角 黄色 0 前 胸に 胸幅 
の 半分 を 占む る黑 色の 一中 條ぁ &。 中後兩 胸の 稜狀 部に^ 蹄 形の 
—黑枚 あ 6o 腿 節の 末端に 黑 色の 一環 あ 60 腹部に ぬ^ 色の 一大 中 

條ぁ に 第一 第二 節の * 側に一^ 線 を 有す。 体 良7($) しメ。 前翅 長 
10(?) ミ、 メ。 

分布一 本州 (京 鄱) > 

41.  Chloroperla  nikkoensis.  Okam. につ 乙 ラみど にかわ げら (新!^ 

(第三 ャ —、第 三十 ニ鼸） 

全 黄色 o 頭 都に 稍 卵形の 一大 黑紋ぁ に» 角黑揭 乃至 黄色. 5 

の 基部 1バ は 黄色 o 前 胸に 胸幅の 1/3 を 占む る 廣き黑 色の一 中條ぁ ん 
中 後兩朐 上に 太 さ 陪祸の 一中 線、 稜状 部に 馬蹄形の一 黑敉ぁ &  o 脚 

お 色、 腿 節の 尖 as 黑 色に て綠ど ら る ひ饭 部に 太き の 一中 條ぁ bo 

翅淡黄 綠0翅 脈^ 色 o 体 ß7 は） ミ、 メ 。前翅 長】 0 は） 一 11($) ミ、 メ。 

分布 一本 州 （曰 光、 京都 )3 
42-  Chloroperla  sapporensis  Okam.  わ H ど & か わ ^ら （靳 稱） 

(» 三 十 二. 三 十 三 ü) 

全體 黄色 0額紋 三角形 黑色 o こ の 枚の 前方に 長四角 形の ー黑钦 
あ に^ 角黑揭 乃至 黑色、 5 の 基部 V:i は 黄色 o 前 胸に 細さ黑 色の 一 
中核 あにつ 中後兩 胸に 稍 太さ裕 色の一 中條 と、 稜狀 部に 馬蹄形の 一 
黑紋 あに 倂中 後兩 胸の 兩 側に 細き 黑 色の 一 斜線 あに 脚^ 色、 腿 節 
の 尖 锐.1 色 0 腹 部に 黑 色の一 中 線 あ に翅 淡^ 綠 コ翅呢 ^色： 体長 6 
は ミ、 メ 。前翅 長8 ^卜 9(?) ミ、 メ。 

分布 一 北海道 （礼 榥) つ 本州 （U« 八ケ ftL 
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43.  ChloroDerla  sibakawae  Okara. しば； o、 わみ こ b  z? 、わげ り (新 稱) 
全體^ 色つ 額紋 四角形 、黒色 o 乙の 紋の 前方に 8 形の 一 黑紋ぁ 》 

觸角 淡黑褐 （ろ の 基部】 /4 淡し)、 fr 節の 末 色 o 前 胸に 黑 色の 一中 
條 あに 乙の 中 條の兩 側に 一 小 黑敉 あに 中後兩 胸の 兩 側に 細さ黑 
色の一 斜線 あ （>  て 、稜狀 部に 馬蹄形の 黑紋ぁ i>o 腿 節の 外側 褐色: 末 
糠 色 環 あ bo 腹部に 太き 黑 色の一 中條ぁ に 翅涣黄 綠0 翅 》為 

色。 体長 8(?) ミ、 メ 。前翅 i2】i(?)  "メ。 
分布一 本州 (信 濃 八 ケ&) c 

44.  Chloroperla  bimaculata  Okam. ふた もんみ ど & かわ げら (新 稱） 

全 《8 黄 綠0 頭 都に 長箝圆 形の— 大黑紋 あ 卜« 角黑 》、基》 及び 
第一 乃至 第 四 節 黄色 o 前 胸に 二 捆の楕 脚 形の 黑紋ぁ り o»4U\US 
の 末 Ä 及び 跗節^ 色な &o 翅淡 fi^fccÄ 服 黄 I 体長 ö( お) 
メ 。前翅 長6 は 卜 7(ネ） しメ c 

分布一 北海道 （钆 湯)。 


注意 本文 I： 用 ひし 主な ろ 《  a  © 驊 或 は * 常な ら ざる もの も * な s り 

以下 併 3B す 
Anasttomow      täf 節 
AnalfeW  内 錄 灯 

Medialfeld  dvs  Pronotnms 前^の 中 麻 

Subaru  talplmtte  £ 生 «  « 

Huhaoftlkappen  S せ垂 

M  Linie  M 織 
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後方 羊 蹄 山 (マク 力 リ ヌブリ) 植物 fl 錄 

W 田お 三 


A  LIST  OF  PLANTS 
ON  MT.  MAKKARI-NUPURI. 

Shözö  Nimhii>a. 


1.  Anaphnlis  raargaritacoa  B.  et  H. ャマメ 、ハ ：》  (御花畑) 

2.  Artemisia  norvegica  Fr.  var.  paeifica  A  Gray. サ ，ュ， ギ (御 花 flfl 反 山 JR) 

3.  Artemisia  vulgaris  L.  » 乇ギ (山 觀 

4.  Cacaiia  haatabi  L,  var.  glaber  j>edeb.  a ブ； * マサ， (iJ ，赞) 

Oacalia  aurictilnta  DC.  var.  kamt8(.'hatica  (Max.)  Kuidz.  «  a  *  ， «  ，  （iM 花畑 入口） 

6.  C'arpesium  abrotanoides  L. ャ ブ タパ 3  (山 jg) 

t.  uiremm  arvensis  8oop.  var.  sotosam  Ledeb.  ä ソ •  / キプ ネア ザミ (lü  3^) 

«.  Cimum  kamtechaticuni  Ledcb.  var.  Grayanum  Max.  Jl/Jg ノ 2、 レア ザミ 〔龙先 * 

9.  Euptttoriuin  >ponicuin  Tbunb.  var.  eaebalinensis  Fr. ，ツバ！ ：  《 ド リ (山 淤） 

10.  Gerbera  Anandria  Srbul ぱ セン ホッケ リ （御花畑) (轉 笛溪》 

11.  Uctucn  dentata  Mak.  var.  albiflora  Mak. シ " ノ, ナ 》 力' ナ （槃 ^) 

12.  Pet*8it*8  japonica  Miq. フ 舞 (山 艇) 

13.  Picris  hieracioide«  L», カウ ゾ リ ナ (御 花 畑) 

14.  Sati88ureft  acuiuiutiia  Turcz.  ？ タカ ネア サ' ミ， ェ /フジ ァザミ (靳 稱) p^jfv 
io.  Seoecno  paltuatus  Pall. ハン ゴン サク (山 fe) 

16.  Solidago  Virga-aurea  L. アキ/キリン サゥ （中腹- タ 山 ffl  Ä) 

17.  Taraxacum  officüwle  Web.  var.  Uvidum  Koch.  ÜViieSi け" (* 

Campanula  ceae> 粘 IC 料 

18.  Campanula  lasioenrpa  ('ham. イノ、 キキ ャク (大 Pft 火口, 屮 噴 火 H) 

19.  Porac-arpa  carnosa  Hook. タ ユキ キヤウ (#  ffi 演， Öfl  ^fc  Ü ) 

Digitized  by  VjOOgle 


172 


W 田 一後方 羊 f't' 山 （マ ク A  < ズ プ， m^iwii 


Cucurbitaceae- 胡 速 科 

20.  Gvmnostemma  pentaphvlluui  Mak. アマ チヤ プル (山 貌) 

'  Valerianaceae. 敗铧科 

21.  Patrinia  sibirica  Ju«. タカ 予ォ ミナ ヘシ， チシマ キン レイク ヮ g'gf ぐぷ^ 

Adoxaceae.  顧 草 科 

22.  Adoxa  Moschatellina  L. レンズ クサ ク （^返' ン 御花畑） 

Capxifoliaoeae. 忍 冬 科 

23.  Diervilla  Mkldendorffiana  Carr. ク コンク プ キ', ミヤ マク ツギ (山 JJi み 所) 

24.  Linimett  borealw  L. リン子 サク， ェゾッ ，ァリ ド クシ， (神 笛溪， 大 l"A 火 口) 
'25.    Sanibucus  ra(、'm<g'  L.  vur.  pubosoens  Miq. コブ ノキ， ォホハ • ュメ、 トコ (山麓) 

26.  Viburnum  furcutuui  Br. ムシ カリ （山漪 a リ， 七 八 会 3 迄） 

Rubiaceace.      ^草 科 

27.  Asperula  odorata  L. ク/^ マ バサク (山 跪) 

2H.    Galium   kamt.scliaticum    Stell,  var.  hirsutura  Takedn.  ^     ^         ^ 7  (山 

Plantaginaceae.  前科 

29.  Plantago  major  L.  var.  a.siutica  Decne. ォ ホー、 *コ (半 月 •{ 胡 

Scrophulariaceae- 玄^ 科 

30.  PcntflsK-inon  frute-scons  Lamb. イノ 、グク o  ， タ/^ マへ サク (大 噴 火 14, お 力' 池) 

31.  Veronica   Schmidfiana  Rgl. キク パク ワカ' タ， ミヤ マ t  メ トラ ノ  7 

Labiatae       唇 形 料 

32.  Ajuga  ciliata  Bj;e. カヒ ジン ドク (山 胺) 

3：3     Bt  uiiclla  vulgaris?  L.  v«r.  vulvar i.s  Bontli. クッホ 'クサ ^^门 ゆ^ \' は' 人 *" 
34.    Sat  urea  umbrosa  Sehoel. ？ ヤマタ クハ * ナ (山號 及 中, IU) 
： は. Snitollaria  japonu-a  Morr.  et  Decne.  var.  ussiirien^w  Rt^el. ェゾノ  -ケナ ミサ 
36.    Ebholtzia  Putriui  Garcke. ナギナ タカ クジュ （山 號） 
Asclepiadaceae 緇^ 科 

：". Cvimncliuni  caudntum  IViaxitu. ィケマ (山 

Oentianaceae-      nl 膽 科 

38.  (； eutiana  Makinoi  Kusiiez. オヤ マリ ンダク (御花畑， 神 ^ 溪） 

39.  Gcutiunn  Amurella  L.  var,  uliginwa  (Iriscb. ォ /ヘリ ン ダウ (中， 小， 'ft 火 口) 

40.  Crawfurdia  trincrvis  Mak. ッノ レリ ングク (山 旅) 

41.  C:ra\vfurdin  Ptorvfrooalyx  Hoinsl. ホソハ • ッ ルリ ン ダウ (山 號) 

42.  Mcnyantlifs  crista 卞 alii  Menz.  (Fauria  crista 卞 alii  Mak.) イノ、 ィ テフ ^'も ÄT; 

01eac«ae, 木 k\ 科 

43.  Fraxinus  longiouspis  S.  et  Z. ァ オダ 乇 (山 貌) 
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Primulaceae-      fiS 然 科 

44.    Trient«lis  europaea  tA ヅ， ト， サゥ (御 花 fl|J) 
4ö.    L^iniHchia  vulgaris  L. クサ ゾ ダマ (山 
Biapensiaceae       脊 梅 科 

46.  Diapensia  lapponioa  L.  var.  asiatica  Herd. イノ、 クメ  (大， 中, 的 *K  H) 

Ericaceae 石 南 科 

47.  Vaccinium  Vitis-idaca  L. コケモ で (山 JTl  ff 所) 

43.  Vaceinium  ovalifolium  Smith. ク n クスゴ (藥瑢 視， 累 力' 池, 大 *K  口) 

49.  Vawmium  pracstans  Lamb.  A  ノ 、タヅ ジ (巾 flÖ) 

50.  Vawinium  Buerfrori  Miq. ォホハ • スノキ (御花畑 入 If ， 中腹) 
Ol.  Vaccinmm  japonicum  Miq. ァ クシバ (中 'flS， 七 5* 目) 

52.  Ousiope  lvcopodioi(k>8  Dou. イノ、 ヒゲ ('尺 Pn 火 口) 

53.  Gauitheria  adenotlirix  Max. ァカ *  ノ  ，イノ、  メ、 セゾ大 I ^火 口) 

54.  GauHhcria  pyroloidos  Hk.  f.  et  Thorns. シラ タマ/ キ （臬 ザ 池 費 坂） 

55.  Phyll<xloce  ooorulea  Gren.  et  Godr. ェ ゾ サ 力 'ザク ラ （山 各所) 

56.  Pioris  nnnti  Mak. コ メパッ 力' サ' クラ (大小 ^火口) 

57.  Rhodddendron  Albrcehti  Max. ム ラサ キャン ホッッ 2? (中 

58.  Rhododen«lron  chrysanthum  Pall. キ ハ, ナ シャ クナゲ (山 各所) 

59.  Ledum  palustre  L.  var.  di  hi  tat  um  Wohl. ィ y  ，  》 ク， よ ゾ' ✓ ャ， ナ 》*  (-ktttkn^f^ta) 

60.  Lfiucothoe  Graynna  Max.  メ 、ナヒ ') ノキ (御花畑 人 I お 

61.  Tripetalein  pnniouluta  S.  et  Z. ホ タク ジ， マ プノ キノ、 ダひト TO) 

Pyrolaceae 鹿 蹄 草 科 

62.  Cfaimaphila  umbel  lata  Natt. ォホク メカ' ササク （山 魔) 

63.  Mouotropa  uniflora  L. ギン タヤ ゥサク (中 UU) 

64.  Pvrola  inadia  Sw. マ /^マノ  >f チヤ クサ ク I 尺 啦 火 fl) 

6-r).    Pvroln  minor  L.  var.  genuina  Herd. ェヅィ チヤ タサケ (大 噴火 口) 

Cornaceae- 山 采巧科 

6b.    Conius  c»Dadeti.si8  L. ゴゼン タチハ ♦ ナ 

67.  Cornn«  contro\'ersa  Hemd. ミ ヅキ 

ümbelliferceae. 微形^ 

68.  Angelica  ursina  Max. ェヅ ユウ (山 雜, 御 花 加 入 
69  Carum  liolopotalum  Max. イブ キゼ， (山 IH  ^所) 
70.    Heracleum  lanntiim  Mklix.  メ、 ナウ V*  艘) 

71. Osmorhira  aristat«  Mak.  et  Y"bo. ナカ' ジラ 《  (山 艘） 

72.    Pleurospermuni  austriacum  Hoffm. ォ ホカサ =e チ (御 坨畑入 门， 大 W 火口) 
/3.   Sanicula  cbinciifw  ßgo. ク マノ ミ ダ メ、、 山 成) 
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Araliaceae- 五加 科 

74.  Atanthopannx  rifinifolium  Seem. セ ンノキ (山 號) 

75.  Acanthopanax  «-iadophylloides  Fr.  et  Sav. コシァ ブラ （中 腹 雁 皮 ぬ 

76.  Aralia  cordata  Thunb. ゥ ド (山 號) 

77.  Aralia  japonica  Mak. ト チハ， -ンジ ン (山 號) 

Oenotheraceae      柳 H 菜 科 

78.  Cinaea  alpin«  L. ミ ヤマタ ユタ テ' （巾 腹 以上 佤松帶 ） 

79.  Epilobium  angustifolium  L. ャナ ギラン, ャナ ギサク （中腹 及 山 0i 锾^ 

80.  Epilobium  Hornemanni  R«ihb. ま ャマァ カメ、 * ナ (山 /H) 

Thymelaeaoeae. 瑞香科 

81.  Daphne  jezocnds  Max. ナュ メ、 ヅ (山 魔) 

Violaceae. 堇柒科 

82.  Viola  blimda  Willd. ク スノ、 • スミレ （大 火 I  I 底） 

83.  v^iola  craKsa  Mak. タカ チス ミレ （中 腹, 大喷 火口 底， 虽 力 * 池） 

Outüferae. 金 絲桃科 

84.  Hypericum  kamt^haticuru  Lcdcb. ィハ オト ギリ （御花畑， 溪， 火, 个, PA' 尺 口） 

BiUeniaceae-      8« 堠桃科 

85.  Actinidia  arguta  PIhiicIi. サ ノレナ' ン， コク 'ノ  （山 茈） 

Tiliaceae- 田 麻 科 

86.  Tili"  Maxiiuowicziauu  Sliira«. ォ ホバホ 'ダイ ジ ュ （ill W 

87.  Tilia  japonica  Simk. シ ナノ キ （山貌 ） 

Vitaceae.      ^ 萄科 

88.  Viüs  Cotgnetiae  Pul  Hut. ャ マ フ' ダウ (山 R) 

Balsaminaceae       M« 讪花科 

89.  Impatiens  Xolitangere  L. キッリ フネ (山 使) 

Hippocastanaceae. 七葉樹 科 

90.  Aesculus  turbinata  B し ト チノ キ （山 麓） 

Aceraceae. 械樹科 

91.  A«r  japonicum  Thuub.  メイ ゲク 力へ テ' (山 撖) 

92.  Ao9r  pa  lmntum  Thunb. ャマ 乇ミヂ （同上） 

93.  Acer  piotam  Thunb. ィ タヤ 力へ デ， トキ" 力へ テ' （山漦 及 中腹） 

Q4.    Acer  .spicatuni  Lam.  var.  ukuriuidueiise  Max. ォ 力' ラハ *ナ i 山 86, 中 帜8， 

95.  Acer  Tschouoskii  Max. ミネ 力へ テ' （山 逝, 中腹, 松^) 

Celaatraceae. 逝 矛 科 

96.  Oelaötrus  articulatus  Thunb. ツル ク メモ ドキ （山 蓰） 

97.  Euonvinu^  u Intus  Sieb.  var.  strintus  Mak.  =» マユミ (山 號 及 中 HS) 
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98-    Euoaynms  europuen  L.  var.  Hamiltoniana  Max. マユミ （山 镟及中 
99.    Euonymus  oxyphyl  la  Miq. ッ y ハ * ナ (山 ^) 

100.  Euonymus  sachnlineiusis  Max. ム ラサ キツ^  '、'十 (if, 

Aquifoliaceae. 冬靑科 

101.  Ilex  crenat«  Thuub. ィヌッ ゲ (山 貌) 

102.  Ilex  rugoea  Fr.  Schm. ッ ノレク ゲ (中 腹^ 山狻) 

103.  Ilex  Suorcroki  Max. タカ ネィヌ ッゲ， ァカミ ノ ィヌッ ゲ， （中腹 假松 帶） 

Anacardiaceae. 漆樹科 

104.  Rhus  seini-alata  Murr.  var.  Osbeckii  DC ヌ〃 テ， フシ ノキ （山 妒ヽ . 

105.  Rhus  roxiwxlfndron  L.  var.  radicana  Miq. ツ タク ノレ シ (山 说) 

Empetraceae.      ^  Ä 醐 科 

106.  rimpetruui  nigrum し 力' ンカ クラン (大 P|l  ^  |  J, 神 ^  j£) 

Buxaceae      黄楊 科 

107.  Pnclivsamlra  tcrmmaliu  S.  et  55. フ ツキ サク (山 妒ヽ 

Rutaceae 芸 香料  ， 

108.  Phellodcndron  aruureii8c  Rupr. キメ、 ダ, シコ n  (山^？) 

109.  Skimmia  juponien  Th. ミヤ マシキ S  (山 魔 及 中腹) 

OxaUdaceae- 齚潘草 科 
11 ひ. Oxuiy  Ai^tosella  L.  - ミヤ マ カタ ハ 'ミ （中腹 及 御花畑， 神 溪間） 
Leguminoceae 苴 科 

111.  CiadrastiB  umurensiä  Benth. ィヌ je ンジュ (山 ^S) 

112.  Pueruria  Thunberziana  S.  et  Z. ク ヅ (Ji p) 

Geraniaceae. 風 露草 科 

113.  Geranium  erianthum  DC. チン マフ ゥ 》»  (鬼 光 坂 及 山 JH  ^ 所） 

»osaceae      ^翁 科 

114.  Arunciw  Sylvester  Kostel.  var.  amerimna  Max. ャマ ブキシ 3 クマ (出お) 
11.5.    Fragaria  litmmac  Max.   ノクゴ イチ ゴ (同上) 

116.  Geum  anemonoide8  Willd. イノ、 グダ マ， チン グルマ (靈; 公閱) 

In.  vjreum  Alcppicnm  Jaoc|. ォホハ * ダ 1 3  j ^サク (山 0) 

110.  rrunos  serrulatn  L.  var.  mcliahiH'nsw  》【ak.  at ダャ t ザ ク？,  * ホ ヤ ，ザ クラ （山 

119.  Prunus  kurilensis  Mivabe. チシ マサ ク ラ, ') 山 JH': 乞) 

120.  Prunns  Ssiori  Fr.  Schm.  ä/ ク J ザ クラ (山 旅、 

121.  Potentilla  fra^ifbrmU  Willd.  vnr.  gel  ma  Ir.o.i キン パイ, j ャマ峥 * ^パイ 〔山 m 各所) 

122.  Potentilla  Miyab^i  Male.  メ アカン キン. 、-イ （大， 小， 喰 火 「1) 

123.  Rubus  jajKMikus  Max. ゴ ユフィ チゴ （山 /な &所) 

124.  Sorbtis  wmmixtH  Hwll. ナナ 力 マ ド （山 淤） 
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12ö.  SofbMsatubucifoHft  Trmi れ'. ， V， チチ^ ★  K  * カネ ナナ f  ^K^  tWtm 
12 に Sorbus  Matsumuraiia  SoluK-id. タタ ジ 1» ナナ 力 マ ド (中 晚) 

127.  Sorbaria  sorbifolia  A.  Br.  vat.  stellipila  M«. ォ-ザ キナ ナカ マ V  (中 

12«.  Spiraea  betulifolia  Pall. マ^パ シ モヅケ tHJ  IK 各所） 

1 29.  Filipendula  kamtseliatioa  Max. ォ 《• ジ宅 ッケ' （山！ 5, 御 花 flu 人 tl. 9t 花 ，. 囀 X  H) 

Saxifragaceae. 虎 耳 革 料 

130.  AMilbe  Thunbergii  Miq.  tar.  oongesta  Boi«. トタ^ グシ * クャ （山 麓） 

131.  Boykinia  lycoctoni folia  Engl. ァ ラ シグサ （山 な（ fr  ) 

132.  Hydrangea  p»niculatft  Si  A. ク" ゾ *， サビタ （山 歷） 
Hydrangea  scnndoiiS  Mn 、-.  ^，？ "ヂサ  <  (山 W) 

1:54.    Hvdrangea  hortonsis  DC.  var.  acuminata  A.  Or. サ》ァす,ケ4  (山 旅, 駒 《j) 
135.    Parnas8ia  palustris し ウメ ハ * チサ タ (大粮 火口， 麝. if  ffi) 

Saxitruga  corlusaefolia  8.  et  Z. ダイ モン ジサゥ 力 '他 jff^ 
137.    Saxifraau  fusra  Max. ク' t> ク * サゥ （ヒ八 合 目） 
i;i8.    S<-liizophr»i;uia  liy«lrangc-oides  S.  et  Z. ィ ,、 力' ラ ミ ， (山 愤， 中 W} 
]»9.    Ribes  japonicum  Max. コマ 力 ♦ タケ スグ" （齣 返附 

140.  nrcllaiT  polyphylln  Den. ヅダャ クシ ュ （山麓， 駒^ シ） 

Crassulaceae- は 天 科 

141.  S.'iltim  Hhoaiola わ"'. var.  Tnohirol  Fr.  et  Sav. ィ" ぺ' ケ <*々 (^m^cP,*«1fcv 

Cruciferae 卜 'ド 花 f\ 

142.  Cardaminp   re.^<li  folia し ィ ハナ ツチ, ミヤ ャ タキ タケ パナ 失 口  &  *S 

143.  Arabia  amploxicanlis  E(1«rew. イジ、 メ 、タザ' ォ (大 火 M) 

144.  Dcntarin  macrophylla  DC. コン o ンサゥ （け！ 歡、 

Bis  gnoltäceae-      v  科 

145.  Magnolia  hypoleuca  S.  et  f" ホホ ノキ （山 |&) 

14 に Magnolia  Kobin  DO. づ ヅン， シキザ クラ （同 上） 
Berberidaceae- 个^ 料 

147.  (，aul(，l>l、vllum  robustviiii  Max. ルヰ エク^ ダン （仂 ！！，  W 翅 か、 

148.  Diplivlleia  Gravi  Fr.  Sdmi. サン 力 丈 ク (御花畑 入 H) 

ttanunculaceae- 毛 % 料 

149.  Artaea  ^icnta し ルヰ エフ シ a ゥ マ， (山 W) 

150.  Aconitum  yeroenae  Nakai.   *  、)• トリ カプト （itl  BS, 中 ÄSO 

151.  Anemone  debllis  Fiach. ヒメ イチ ゲ （御花畑， 中 IM 屮 "ft  #C  it) 

152.  Anemone  nnroissiflora  L. ハタ サン ィ チ ゲ （ 力' 池） 

153.  Aquile^ia  flabcllata      et  A. ミヤ マオ ダ マキ （大^ 火 门） 

154.  Cimicifuga  foetida  L.  vhi\  Mraplcx  R«g. サラ^ ナシ" •  7 今 (ャ 
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155.  Clematis  alpiua  Mill. ミヤ マハン シ 3 ク づ， (大喷 火口) 

156.  Coptis  trifolia  Salisb.   \ プパ ワク レン （藥 草ケ 原） 

157.  Glaucidium  palmatum  S.  et  Z. シラ ネア フ I： (购 返， 御花畑， 昼 ：*♦ 油 背 坂） 

158.  Ranunculus  aoer  L.  var.  Steveixi  Regel. ミヤ マキ ンノ  < ク ゲ (藥ゃ 二 ケ 原， 駒 ほ *0 
169.  Thalictrum  aquilqrifolium  L. カラ マッサ ク (山 號及山 JH) 

Gercidiphyliaceae- 嘉漆良 科 

160.  Cercidipnyllum  japonicum  S.  et  Z. カクラ (山 旅) 

Caryophyllaceae 石竹 科 

161.  Moehringia  lateriflora  Fzl. ォ * ャマ フス マ （卸 花畑， 神 笛溪） 

162.  Stellaria  rusci  folia  Willd. シコ タン ハコ ベ （大 Ufi 火 口） 

163.  Stellariu  vezoensis  Mux. ェゾ フス マ, シ ラオ t  ハコべ (大 IR  'ベ 口, 御 ？ E 畑. 神 \f\  つ 

164.  Stellaria  uliginosa  Murr.  /ミ ノ フス マ (山 胶) 

Polygonaceae       M  科 
l6o.    Polvgonum  polymorph  um  Ledcb.  var.  aianenso  Regl.       ^-ty       大， 中， 》Ä  口) 

166.  Polygtmam  Weyrichii  Fr.  Schm. クラ ジ ti タデ (大喷 火口) 

167.  Polygonum  Sflchulinense  Fr.  Schm. 才ホ イタ ド， (出 艇) 

168.  Polygonum  «p. (大! 》Jt 火 H) 

Aristolochiaceae- 馬 究鈴草 科 

169.  Asarum  Sioboldi  Miq. ウス ハ* サイ £/ ン （中腹 及杲 力 • 池） 

Urtica  ceae.      ^ 麻 科 

170.  Boehmeria  platani folia  F.  et  8.  var.  trieuepis  Matsum. ァカソ （山麓） 

171.  Ijaportea  bulbifcra  Wcdd. ム カゴィ ラタ サ （山 號) 

172.  Urtica  dioica  L.  var.  platypliylla  Wedd. ォホ バイ ラ クサ, ■» ゾィ ラ クサ （山 體 ノ 

Moraceae.      ^  科 

173.  Morus  alba  L.  var.  styloe»  Bureau. ャ マグノ、 （山 驚） 

Ulmaceae 楡 科 

174.  ülmus  oampestris  Sm.  var.  japonic*  Sarg. ァ カダモ $.：) 

175.  Ulmus  montana  Sm.  var.  kciuiata  Traut. ォ！： ，クダ *  ( 山 #j 

•13e し ixldCx^c^^/* キ え'， * 1^    ^  i*  « 

176.  Alans  incana  Willd.  var.  hirsute  Spacb. ケャ， メ、 ンノキ （山麓） 

177.  Alnu8  aluobetula  Hartig  var.  fruticosa  、、'inkle.   ！ ャ マメ、 ンノキ (山 J"fl) 

178.  Betula  alba  L. シラカ ンノ、 •（ 山 ^) 

179.  Betula  Ermanni  Chnra. タケ カン ハ-， ドス ä' ンビ （中腹 及 Ul  JH) 

180.  Betnla  Maximowiceiana  Rgl ク ダイ カン バ， サイ ハダ カンパ (山麓 及 中腹 J 

181.  CarpiniM  cordata  B1. サハ^ チ (山 麓） 

182.  Corylns  rostrata  Ait.  var.  mandshorica  Reg. ォ * パッノ ハシハ •  i  (山 漱） 
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183.  Ostrya  japonica  Sare. アサ ゲ (山 梦） 

Fagaoeae. 山 毛 棒 科 

184.  Quer(rua  crispula  B1. ォ ホナラ （山 號） 

185.  Quercus  grosscserrata  B1. ミ ヅナラ （山歴 j 

Juglandaceae- 胡お (？ 科 

186.  Juglaiis  Siebold iaua  Max.  ü  -グ〃 ミ， ク/^ ミ （山，） 

Salicaceae. 楊 柳 科 

187.  Salix  Reinii  Fr.  et  Sa  v. ミチ ャナ ギ， ミヤ マヤ ナギ （山 ff() 

188.  Salix  Caprea  L. ハ. ッ =» ャナギ （山 漪） 

Ghloraiithaceae. 金 3d 蘭 科 

189.  Cbloranthus  japonicus  8ieb. ヒ トリ シヅカ （山 旅 及 中腹） 

190.  Clilorauthus  serratus  Rocm.  et  Sen. フ タリ シヅカ （ill 使 及 中 

Orchidaceae. 蘭 科 

191.  x^pipactis  latifolia  Sw.  vnr.  papilluea  Max. ァホ ノス ズ ラン f 中 购 

192.  Lphippiantus  Schmiatii  Rchb.  f. コィ チェフ ラン （SK 箪ケ 

193.  Orchis  aristata  Fisch. ハク サン チ ドリ （大 火口 J 

194.  Plant«iithera  Matsudai  Mak. タ カネ トンボ （大 PÄ 火 

Lillisoeae. 百合 科 

105.  Allium  lineare  L. チシ マラ ツキ ャク （大喷 火口 及 其 底郐） 

196.  Allium  Virtoriuli«  L. ギヤ ウジ ャ ユン 》ク （山 漦及御 花畑 入口） 

197.  Convallaria  majnlis  L. キミ カゲサ ゥ, スズ ラン （御花畑 入 14) 

198.  Disporum  sessile  Don.  メ、 クチャ クサ ゥ (tl，  M! 

299.  Hetnerocallis  sp. クワン ザ ウノ 一種 (M 力 ♦ 池 ュ尹 /» ^傍 路, 

200.  Lilium  Glehni  Fr.  Schm. ォホ クバ ユタ (山 雜） 

201.  Lilium  medeoloides  A.  Gray. ク ノレ マユリ （御花^] 1， 祌溪 笛） 

202.  MaiauthemuDi bi folium  DC.  var.  kamtscbaticuiu  Ledeb. マ b ヅか サメ （中 Mit 七 八 合 目 

203.  Paris  quadrifolia  L.  var.  obovatu  Reg. ク/^ マハ' ッ クバ ネサク （山 舱っ 

204.  Paris  tetraphylla  A.  Gray. サクハ • 予サク （山 號） 

205.  Strcptopiis  amplexifolius.  DC. ォホ ハ, タ ケ^ マラン （山 璇） 

206.  Smilacina  japonica  A.  Gray. ュ キ ザサ （山 號) 

207.  Tüficldia  nutans  Willd. チシマ セキ' ンャク （山 JH 及 中 腹） 

208.  Trillium  kamtschatic-um  Pall. 'ン v パナ ェンレ イサク （山 慼） 

209.  Trillium  Tnohonoskii  Max.  l ャ マエ ンレ イサク （山 魔 及 中腹） 

210.  Trillium  Smallu  Max. ェン レイ サ々 (山 酸:） 

211.  Polygonntnm  otticiimle  All.  var.  Maximo  wiczii  Max. ォホハ • アマ ドコ o( 山 
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Jnncaceae 燈心享 科 

212.  Juncus  curvatus  Budi. ゾ * ソヰ （中， 小, 》ft 火口, 虽 ガ池 J 

213.  Luzula  campestrb  DC.  var.  sudetica  Celak. ，力 ネス ズメ/  t ヰ （太，, j、      口，  i が «ü 

Araceae. 天 南，. 科 

214.  Arisaemu  japonicuin  B1. テン ナン セゥ （山 ；^； 

Cyperaoeae. 莎草科 

215.  Carex  Onoei  Fr.  et  Sav. ハリス ゲ （砷 花畑， 大 噴火口） 

216.  Carex  flavocnspis  Fr.  et  Sav. ミヤ マク o スゲ （大 ifl 火口 あ 蘭草ケ 威, A が 《i) 

217.  Carex  pyreuaicii  Wahl. キン スゲ （大 Pfl 火 IJ, 核ガ 池， 藥草ケ 原） 

218.  Carex  bnm ひ escens  Poir.  var.  sphaerostocliya  Kuek. ヒ メカ ハヅス ゲ （大 嘴 火 口） 

219.  Carex  scnbrinervia  Franeh. レ ダンク t> スゲ ( 新稱） （宮部 博士 新稱） （大 火口） 

Graminae. 禾本科 

220.  Asrrostis  canina  L. ミヤ マ ヌカボ ，タカ 予 ヌカボ （大 Pft 火口； 

221.  Calaniagrostis  hakoueusis  Fr.  et  Sav. ヒ メ  ノカ * タ ヤス (中 HüJ 

222.  Deöcharapsin  flexuosa  Trin. コ メス スキ （大 火口） 

223.  Fpstuca  ovina  L. ク^ノ ケグサ （大 （^火 口） 

224.  Milium  effusura  L. イブ キ * カボ （大 噴火口， 御花畑. 藥草 ケ啄） 

225.  Poa  sudetic«  Hpe.  var.  radula  (Fr.  et  Sav.) チシ マイ チゴ ツナ ギ （中 W*«tlA 口） 

226.  Sasa  kurilensis  Mak.  et  Shib. チシ マザサ （巾 腹 以上） 

227.  Sasa    paniculatu  Mak  et  Shib. 子 マ 力 *， ダケ （山 漪 及 中腹） 

Fotamo^etonaceae. 眼 子 菜 科 

228.  Potamogpton  sp. (半 月 湖) 

Coniferae. 松柏 科 

229.  Abies  sachiilinen^iß  Mast. ト ドマ ッ (山 使） 

230.  Picea  ajanemis  Fisch. ェゾ マツ （山 餹及 中腹） 

231.  Pinus  pumila  Regel. ジ、 ヒ マツ （中腹 以上 JH 上 迄） 

232.  Oepbalotaxua  drupacea  S.  et  Z. イス ガヤ （山 魔 及 中腹） 

233.  Taxus  baccata  L.  var  cuspidata  Carr. イチ ヰ, オン- (山 波及 中腹） 

Lycopodiaceae. 石 松 科 

234.  Lycopodium  chinense  Christ.  =• ス ギラン （大 火 U, 中腹 七 合 目） 

235.  Lycopodium  alpinum  L.  var.  planiramulosum  Takeda.  一^口， 力- 力 ，（太 

236.  Lycopodium  anuotiuum  L.  var.  pungons  Desv. タカ ネス ギカ ヅラ （頂上,' 

237.  Lycopodium  obscuruiu  L.  ニック ワク マン ネン スギ （山 斑） 

238.  Lycopodium  sitchciise  Rupr.  var.  ilikoeni«  Takoda, タカ ゲヒ カビノ カヅラ 

239.  Lycopo ぶ um  serratuin  Thuub.  var.  Thunbergü  Mak.  *：/ パ 5« ゥ ゲシぺ C 中 It 七 
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Polypodiaccae. 水 龍 骨 科 

210.    Aspidium  MiqueHannin  Max. ナラ ヰンダ （半月 湖 畔 i 

241.  Atbyrium  macrocarpam  Bedd. ャマィ ä ヮ ラビ （同 上） 

242.  Athyrium  tlielypteroidcs  D*v. ミヤ マ' ンケ -ンダ （同 上） 

243.  Atiiyrium  pterorachis  Chr. ォホ メシダ （山 |£} 

244.  Athyrium  fiüx-femina  Roth.  var.  melanolepi»  Mak.  メ' ンダ ' 同 ヒ i 

24ö.    Athyrium  ßlix-femiua  Roth.  var.  iiigropalaccum  Mnk.  s ャマメ ンゲ ^ifii'? 

246.  Athyrium  yokoa^ense  Mak. コィ ヌワ ラビ (駒 返) 

247.  Asplenium  iucisum  Th. ト ラノ オシ ダ i '山 jjj?. 駒 返 _) 

24H.    Cüuiog  ramme  japotiica  Diels  A ワカ 'ネ サク (山號 及 三仓目 迄. .1 

24«).    Adümtum  pedatiina  L. クジャ クンダ' 半月 湖畔 及 駒 返 ^. 

2ö0.    Xephrodiam  filix-mus  Rich.  メン マ，， -ンタ ♦， ミヤ マ ヰ ノテ' （半 H 湖^ 

Nephrrxlium  Totta  Diels. ミ ゾシダ （山 彼： 
252.    XopJiroclium  filix-miw  Rich.  var.  lawrum  Chr. クマ ヮ ラビ' キ： 月 湖 畔， 

Xephmlium  dilatatum  Dt'sv. シ ラネヮ ラビ f 山號 a リ七^  0  ^迄: 

Nephrodiuni  viridcsoens  Bäk. コカ ♦ 予ヮ ラビ 〖山 淤） 
•J").r).    Ptilysticlnim  tripteron  Sme. ジクモ ン ジレダ （山雜 ，駒 返， 巾 SS) 
2")D.    Pterianim  aquilmuiii  Kuhn. ヮ ラビ {^\'  f， 湖 ぼ に） 
2">7.    Struth lontens  orientiilifl  kMt. ィ ヌヵ' ンゾク （1司  上） 
'25«.    Struthiopteris  geru)anica  Willd. クサ ソデッ '山 M ，半 )\ 湖 畔， 駒 返ソ 
2")!».    S(oIojK'n<lnuni  viilcrarc  Svm. コ タュヮ タリ （山 旅, 駒 返) 
Osmundaceae.       ^  科 

O.-munila  ciniiamorawi  L. ャマ ドリ ゼン マイ (山 旅.） 
201.    Oämuuda  regalts  L.  var.  jaDonifa  Milde. セ * ン マイ （IE 光 坂) 


本 目錄ハ 明治 三十 九 年 同 四十 一年 同 四十 四 年/三 囘 ュ苴〃 
予ノ 採集 檩本、 明治 四十 年 伊藤 學士ノ 採集 橾本及 《 夷常士  2 
山 fr 袢事 高山 Ä 次郞 氏/時々 採集 ユカ 、ダ =6  ノ、 並 二 朿北帝 
國大學 S 科大學 械物學 敎室附 «雎 葉 標本 审所藏 ィ宮钵 博士. 
半澤、 芦^、 石 川、 近 藤、 山 本 諸氏 ノ 採集 標本-  3 タテ謂 赉セダ 
モノ-' ン テ. 併セ テ從來 記錄セ ラ レ タル. 左記 饑氏ノ 目 錄ヲ * 
^照セ ？  c 
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水 《 七三! Bft 
Pit   Ä 知 Ä 

粟 太 邸 氏 

卞 J^Ift 

PH  ft 

ま W  Att 氏 


二十 八 年， »_*  "»  y  rjM.9kV.iWX.  iMft  47|f 

WföSf 八 年 W**$«TÄ«P 十九せ 第二 ぼ 二十 七 》，  9 力 ， »rm«, 

r 年本會 s«t»t —せ m —據マ ク *  'I  * ブ， 山 wtt«  •  お 科 ：7« 

大 正?£ 年 博 fcÄIÄ ニナ fi ザ SE.a^ftitlfc    HB«* の WiÄ  24M 

wiföra 十二 年 Siiiwi^wifcü は « 法、 中 | こ， クカ 》  » 7*  V 山 核 物 目錄 

MfÄHfWP 文 Ä 會 ナ、 十 离富士 の 花  4m lOOf« 

ま^ 午^ [博士  《WR 二十 五 年 *tw«*fi リ:; 窗七 man: 於" * 山 

本 目 錄所裁 ノ 植物 數ニ  ff 六十一 種、 從來知 ラレ タダ 
数-比 シ Ä  二？ f 五十二 種 ノ多キ -逢セ リ。 蓋 シ從來 本山 樯物 
目錄ト シタ 記載 セ ラ レ タル 種類 ハ栗 野、 近 藤、 兩氏ノ 外ハ主 
ト シテ山 BI 植物 * 就テモ ノセ ラ レ タルモ ノ  二 シテ、 中腹 山號 
等 ュ於ケ 〃植物 ノ 記載 セラ〃 タルモ ノ少ケ レハ， ナジ。 
本 編 所淞ノ 山麓 限界" 半 W 湖畔 附近 ュ取 ，主 トン チ、 比羅夫 
口 登山道 ュ依 レノ レモ ノナタ 。而 シテ 本山 植物 ノ 詳細 ナ^ 分布 
狀 Ä "截セ テ前號 (第 四^ 第一 》  p.  31— 42. 後方 羊 蹄 山, クカ 
1 ヌ―ひ ノ椎物 分布 狀 IS- 躭テ） ユア リ。 就テ 袞照ァ ラン コ ト 
ヲ 乞フ。 ' 

終タ ュ望ミ 本目錄 ÜS 成 ニ赏リ 懇篤 ナグ栺 校正 ヲ 題？ タル、 
宮部 博士、 大野 博士、 ェ 藤舉士 ニ瞄チ 謝意 ヲ 表ス。 
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Polypodiaceae. 水 龍 骨 科 

240.  Aspidium  Miquelianam  Max. ナラ ヰシダ f 坐 月 湖畔） 

2*1.  Atbvrium  maerooarpum  Bedd. ャ マイ 'ヮ ラビ （"同        ト i 

242.  Athyrium  tliclypteroides  Dsev. ミヤ マ^ケ シダ （同 上） 

243.  Athyrium  pterorachis  Chr. ォホ メシダ （"山 號） 

244.  Athyrium  filix-femina  Roth.  var.  melanolcpis  Mak.  メ  s/ ダ （同 に' 
24").  Athyrium  filix-femioa  Roth.  var.  nigropnlaoeum  Mak. ミヤ マ メンゲ 

246.  Athyrium  yokosceuae  Mak. ゴィ ヌワ ラビ （駒 返） 

247.  A>splenium  incisuin  Th. トラ ノォ' ンダ （山歷 ，駒 返） 

248.  Coniogramme  japouica  Diels ィ ワカ' ネサク (山 淀 及 三 合 目 迄） 

249.  AUiantum  pedatum  L. クジャ クシ ゲ ； 半月 湖畔 及 駒 返 シ, 

250.  Nephroaium  fihx-mas  Rich.  メン マ， ヲ' ンダ, ミヤ マ ヰ ノテ' （半 H 湖 
2ö 1 . l>ephr<xiuim  Totta  Diele. ミ ゾシダ （山 號.； 

2ö2.  Noplinxlium  Hlix-uiiis  Rich.  var.  laoerum  Chr. クマ ワラ ビ （半 月 湖 畔） 

253.  Nephrodiura  dilatotuiu  Des  v. 'ン ラネヮ ラビ 「山 泥 a リ七分 目 jfe 迄） 

254.  Xtphrodium  vindfscens  Bäk. コカ • 子ヮ ラビ （山 旅,） 

2Ö5.  Polystiohum  triptcron  Sine. ジク モン ジレダ f 山雜， 駒 返， 中腹； 

256.  Pteridinm  aquiliinim  Kulm. "ラビ (半 fi 湖 畔） 

ÜöT.  Struthioptcris  orientalis  Clir. イス 力' ン ゾク （同 上） 

25«.  Struthioptcris  gcrumniea  M'illd. クサ ソテッ （山 j^， 汁： ^ 湖 it, 駒 返リ 
Scolopendrium  vulgan-  Sym. コタ ä ヮタ 、) (山 胺, 駒 返） 

Osmundaceae. 璩 科 

200.  O.-niuiida  cninamomea  L. ャマド リゼ ン マイ (山 從） 

2G1.  Odmunda  rt'gali»  L.  var.  juponica  Milde. セ * ン マイ （tft 光 fat) 


本 目錄" 明治^ 十九 年 同 四十一 年 同 四十 四 年 ノ三罔 ュ苴〃 
予 ノ 株 集 標本, 明治 四十 年^ 藤 學士ノ 採集 镍本及 蝦 爽富士 登 
山會 幹事 高山 萬次郞 氏/時々 採集 ユカ 、ダモ ノ、 並-束 北 帝 
I«! 大隼 ß 科大學 植物 學敎 室附 甩腊葉 標本 室 所 Ä  メ宮郯 博士、 
半^、 芦^、 石 川、 近 藤、 山 本 諸氏 ノ 採集 標本 二  a タテ瀾 杏 * ル 
モノ- シ テ. 併セ テ從 來記錄 セラ レタ ノレ. 左記 錤氏 ノ 目錄， * 
參照セ ヲ c 
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水 «  tSBK* 
戸 Ä 知 氏 


a':rt 叫 十二 年 Ä 山 は g は-、 中に * タカ"？  * ズ " 山« 物 S は 

28 得  64 種 

IflföWfW^ 文武 SMIgflt ナ、 十 TOW! おお 富 士の花  】09ff 

夫 正 元年^ 加き 士    二十 五 年 iGtia 丈 集 七 山 an こ 於け * 山 失 》» 生 

ぜ ittnir-tt て  7«  ii« 


卞 ii m 
阗  « 

£H  ASt 氏 

'sm  氏 

m  «： 


本目錄 所載 /植物お 二  er 六十 一種、 從来知 ラレ タ^ 本山 植物 

數-比 シ實ニ  B "五十二 種 ノ多キ - 逯セ リ 。蓋 シ從來 本山 植物 

目錄ト シタ記 漱セ ラ レタ/ ^種類 ハ栗 野、 近 藤、 兩氏ノ 外ハ主 

ト シ ， 山 ffi 植物-就 テ モ ノ セ ラ レタ ルモ ノ ュ シテ、 中腹 山麓 
等 ュ於ケ 〃植物 ノ紀 載セ ラ/ »/ タダモ ノ少ケ レハ * ナ ，。 

本線 所^  ノ山漦 限界 ハ 半月 湖畔 附近- 収》 主 トシ テ、 比 * 夫 

口 登山道 ュ依レ A モ ノ ナク。 而シテ 本山 桢物ノ 詳細 ナ， 分布 
狀 tt" 载セ テ前號 (第 四^ 第一 《  p.  31— 42. 後方 羊跺 山、：^ 
，ヌブ L  ノ 植物 分布 状 tß  -就チ ）- ァリ。 就テ 袞照ァ ラン- ト 
プ 乞フ。 

終 タニ^ ミ 本目錄 編成 ュ 常リ懇 ナダ 指^ 校正 ヲ期 タタ 产、 
宮部 博士、 大 Iff 博士、 ェ藤學 士ュ謹 ？ 謝意 ヲ 表ス。 
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VERZEICHNIS  DER  JAPANISCHEN 

EUPLEXOPTEREN.  j 

Von 

T.  Okuni. 

, ^ ―，  i 

Es  waren  bereits  23  Arten  der  Euplcxopterea  in  Japan  bekannt,  welche  haupt- 
sächlich von  Herrn  T.  Shiraki  beschrieben  wurden.  Ferner  gibt  es  noch  7  heimische 
Arten,  3  von  denen  von  dem  neu  zugehörigen  Chuaen  (Korea)  und  4  die  bis  jetrt  in 
Japan  noch  unbekannt  waren. 

Den  Ohrwurm  hnl)e  ich  nach  dem  M.  Burrischen  System  in  4  Farailieu  und 11 
Unterfamilien  geordnet.  In  meinem  "Gonera  Iasectorum"  (Derma ptcra,),  führt 
er  an  (Jielidura  dimimäa  Mat^umur«  et  Shiraki  sei  die  Larvenform  dos  Äplerygtda 
lonffipygt  Mnteum.  et  Shir.  und  gleich  des  Forficula  mikado  Burr.  Ueber  diese  Be- 
stimmuiijr  ht^  ich  grosso  Zweifel, uud  es  wird  sich  später  aufklaren.  Vorläufig  werde 
ich  Ctulidura  diminxüa  Matsum.  et  Shir.  ah  eine  «，lbstständigc  Art  aufführen. 

Die  mit  Zeichen  •••  verselienen  Arten  sind  mir  noch  unbekannt. 


Ord.  EUrLEXOPTEKA. 
Fam.  PYGIDICRANIDAE. 

I 

I.      Subfam.   ANATAELINAE,  Bnrr. 

A.      Genus   CHALLIA,  Burr. 

CHALLIA  Burr,  Trans.  Ent.  Soc.  Lond.  p.  286  (1904). 
1. CHALLIA  FRETCHERI,  Burr,  Trans.  Ent.  Soc.  Lond.  p.  286  (1904). 
Verbreitung  —  Clioeen,  Xordchina. 
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II.     Subfam.    DIPLATYIXAE,  Verhoeff. 

A.  Germs    DIPLATYS,  Serville. 

DIPLATYS  Serville,  Ann.  Soc.  Nat.  Vol. 22,  p.  33 1831). 

2.  DIPLATYS  FLAVICOLLIS,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc 

Vol. 2,  p. 104  (1907). 

ど》 ほそ はさみむし. 

Verb.  Formosa. 

Fam.  LABIDURIDAE. 
I.       Subfam.    PSALIXAE,  Burr. 
ん， (ienus    ANISOLABIS,  Fieber. 
ANISOLABIS,  Fiebor,  Lotos,  Vol. 3,  p.  2f>7  (1853j. 

3.  ANISOLABIS  MAROINAUS,  Dorl.n,  SJelt.  Ent.  Zeit.  Vol.  25,  p. 

288  (1864；. 

ひげ じろ はさみむし. 

Verb.        ^Honshiu  ^an  dem  Towudu-Sw,  Shibnta  i.  d.  Prov,  Echigo), 
Kiushu  u.  Formosa. 

4.  A.  FALLAX,  Sliiraki,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. 1, p.  94 

flDOöj. 

こ ひげ じろ はさみむし 

Verb.  -Formosa. 

5.  A.  PICEUS,  Shiraki,  ibidem,  p.  94. (1905 y. 

Verb  Iiwel  Ogaaawara. 

6.  A.  MAKITIMA,  Borelli  (apud  G も u6,，  Monogr.    Forf.  p.  9  (1852). 
はきみ むし. 

Verb.  Hokkaido,  Honshu,  (Takasago,  Shibalaj,  Shikoku,  Kiushu. 

B.  Genu«    EUBORELLIA,  Burr. 

EUBORELLIA,  Burr,  Proc.  V,  S.  Nat.  Mus.  Vol. 38，  p.  448,  note  (1901). 
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仅 «-H 率廉は さみむ し ß  i» 


7.    EUBORELLIA.  PALUFES»  (Shimki ん Trnns.  Sapporo  Nat.  Hi は. Soc. 
Vol. 1, p.  93  (190-r)). 

き あ L はさみむし 

Verb.  Hoiuhu  (Takaeago). 

C.      Genus  LABIDURODES,  Bubrony. 

LABIDURODE3,  Dubrony,  Ann.  Mi".  Stor.  Xat.  Oenova.  Vol. 14,  p お 5 
(1879). 

8.  LABIDURODES  NIORITUS,  Shiraki,  Tr»n.s.  Sapporo  Nut.  Hist.  Soc. 

Vol. 1, p.  92,  fig. 1 (1905j. 

《ろ はさみむ 1 

Verb.  Hokkaido,  (Sapporo,  Jozankei/. 

9.  L.  FOKMOSANXJS,  Shirnki,  ibidem,  p.  92  fl90ö,i. 

す ぢ はさみむし. 

Vertu  — ~ — Forniofla. 

10.  L.  OEINAWAEirSIS,  Shiraki,  ibidem,  Vol. 1, pt.  2，  p.  7  (190<>06-. 

おきな はは さみむ し. 

Verb. —— Rinkin. 

11.  L.  SDTOÜLARIS,  Shiraki,  ibidem, ト 8  fl905-06j. 

2：  < ろ はさみむし. 

Verb.  —Hokkaido,  Sapporo). 


II.     Subfiun.    LABIDURINAE,  Burr. 

A.      GeniH    LABIDUHA,  Leach. 

LABIDURA,  Loach,  Edinbourgh  Encvcl.  Vol.  V,  p.  AH  f]815) 
12.    LABIDURA  JAPONICA,  De  ITaan,  Vorl..  Xnt.  Gosch.  Nt^rl. ひで"' 
Bezitt.  Orth.  p.  240 1842；. 

お ほ はさみむし. 

Verb  Honshu,  Takasag«,  Akasbil,  Shikoku,  Kiashu. 

本 種 は 松 村 博士 著 日本 益 Ä 目錄に hbidun»   riparia  Pall. 
japoak*  D.  IL と ある ものなら. 
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Farn.  I.AB1IDAE. 

I.      Subfam.   SPONGIPHORINAE,  Burr. 
A.      Genus  8PONGOVOSTOX,  Burr. 

SPONGOVOSTOX,  Burr,  Deutsch  Ent.  Nat.  Bibl.  Vol. 2,  p.  59  (1911). 

13.  SPONGOVOSTOX?  LEWISI,  Bormans  (upud  Burr),  Ann.  Mag.  Nat. 

Hist.  (7)，  Vol.  IT.  p.  234  (1903). 
Verb.  Japan. 

H.  Subfam.    LABII^TAE,  Bnrr. 
A.      Genus    LABIA,  Leach. 

ULBIA,  Leach,  Edinb.  EucycL  Vol. 9，  p. 116  (1813). 

14.  LABIA  TEZOENSIS,  Mat^umura  &  Sbiraki,  Jouru.  Sapiwro  Agr.  Coll. 

Vol. 2,  p.  83,  fig. 1 d»0ö> 

之お はさみむし 

Verb  Hokkaido  iQupporo),  Honshu  (an  dem  Towada-See). 

15.  L.  FLAVOOUTTATA,  Shiraki,  Trims.  Sapporo  X"t.  Hist.  Soc.  Vol 

2,  p. 103  (UK) で. 

き ほし 《 さみむ し 

Verb  Forracea. 

F 亂 F(«FICULIDAE. 

I.  Subfnm.    CHELIDUEINAE,  Verhoeft'. 
A.      Genus    CHFJJDURA,    Lntnill に 

CHELIDtJKA,  Lntroille,  i\m.  B^gne  Anim.,  p.  410  am}. 

16.  CHELIDURA  DIMINTJTA,  Mütaamux»  &  Shiraki.  Trans.  Supporo  Nat. 

Hist.  Soc.  Vol. 1, p.  84  i  li>05). 

ひめ はさみむし. 

Verb  Hokkaido,  Honshu  (am  Towada-See,. 

II.     Subfam.    AXECHURINAE,  Burr. 
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«c  a-B 本鏖は さみむ し 目 £* 


A.      Genus   ANECHURA,  Scudder. 

ANECHLTRA,  Scudder,  Proe.  Boston  Soc.  Nat.  Hist.  Vol. 18,  p.  289  fl876j. 

17.    ANECHURA  CRINITATA,  fShirakij,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc 
1, p. 11 (1905-06). 

け はさみむし. 

Verb.  一  Formosa. 

•:• 18.    A.  HARMAin)If  Burr,  Trans.  Eut.  Sue.  Load.  p.  312  (1904). 

Verb.  Japan. 

•:• 19.    A.  LEWISI,  Burr,  ibidem,  p.  317  (1904 j. 

Verb.  Japan. 

20.  A.  JAF0NICA,  (Borinaiis,,,  Ann.  Soc.  Esp.  Nat.  Hist.  Vol. 9,  p.  512 

(1880 > 

Aiurhura  'oa，  Semenoff,  Rev.  Russe  d'Ent.  Vol. 2,  p.  100,  fig.  2  fl902> 
ApteryfficUt  athymia,  Hehn.  Proc.  U.  S.  Nat.  Mus.  Vol. 27,  p.  Ö40  {1904. 

こぶ はさみむし. 

Verb.  Sachalin,  Hokkaido,  Honshu,  Kiudiu. 

III.    Subfam.    FORFICÜLINAE,  Burr. 
A.      Genua    FORFICULA,  Lin 歸 us. 

FORFICULA,  Linnaeus,  Syst.  Nat.  (ed.  10),  Vol. 1, p.  423  (1758). 

21.  FORFICÜLA  TOMK,  Kolenati,  Melet.  Ent.  Vol. 5，  p.  74,  pi. 17, 

. fig.  mw). 

. (Jiclidura  scindnus,  Kolenati,  ibidem,  p.  74,  fig.  6b  (1846 J. 

ForficxUa  heämanni,  Kittary,  Bull.  Soc.  Nat.  Mosoou.  Vol. 22  i4i,  p. 
■138,  pi. 7,  fig. 1 (1849). 

《ぎぬ き はさみむし.  j 

Verb.  Hokkaido,  Honshu,  {Aomori,  Takasago.) 

22.  F.  MIKADO,  Burr,  Tnins.  Eut.  Soc.  Loud.  p.  319  (1904). 
Apteryffidd  longijyi/ffiy  MaUamura  &  ShiraJci,  Journ.  Sapporo  Agr.  Coll. 

Vol. 11, p.  84  (1905). 
きばぬ はさみむし. 

Verb. —— Hokkaido,  Honshu  (Nikko,  Koyaberg). 
•:•    23.    F.  VICARIA,  Semenotf,  Russe  d'Eat.  Vol. 2，  p.  99,  fig. 1 (1902> 
Verb. —— —— Chosen. 
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24.    F.  HABBERERI,  Burr,  Aan.  Mag.  Nat.  Hist  (8),  Vol. 8,  p.  52  flUllj. 
Forficula  rujvjep8,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Xat.  Hiat.  Soc.  Vol. 1, p.  8 
(190o-06j  (Noc  Burmeister). 

あ かづ はさみむし • 

Verb  Formosa. 

:•    25.    F.  BOBXTSTA,  Somenoff,  Rev.  Russe  d'Ent.  p. 1(56  (1908). 
Verb  Japan,  Chosen,  Maiulechurci. 

IV.  Subfam.    OPISTHüaXSMIINAE,  Verhoeft'. 

A.  Genus  TIWOMENU8,  Burr. 

TIMOMENUS,  Burr,  Trans.  Ent.  Soc.  Lond.  p.  96. (1907). 

26.  T.  FLAVOCAPITATITS,  ^Shirakij,  Trans.  Sapporo  Xat.  Hi«t.  8oc.  Vol. 

1， p. 10  aJK)ö-06). 

きがし ら はさみむし. 

Verb.  Formosa. 

27.  T.  AEEIS,  (Shiraki),  Ibidem,  p.  9  (1905-06). 

ど $ がね はさみむし • 

Verb  Formosa . 

•  28.    T.  EOMÄJIOWI,  Semenoff,  Rev.  Russe  d'Ent.  Vol. 1, p.  98 1901:. 
Verb.-  -  Chosen. 

B.  G^nus  EPARCHUS,  Burr. 

EPARCHUS,  Burr,  Trans.  Ent.  Sor.  Lond.  p. 120  (1907). 
2iK    EPARCHITS?  PÜLLÜS,  (Shiraki;,  Tram.  Sapporo  Nat.  Hu,t.  Soc.  Vol. 
2,  p. 105  fl907). 

まがり はさみむし. 

Verb.  Formosa. 

V.  Subfara.    DIAPERASTICTXAE,  Burr. 

A.      Genus   MESOLABIA,  Shiraki. 

MESOr^ABIA,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. 1， p. 12 190">-06 
(盧 $  、. 
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ao.   MESOLABIÄ  »IITAKAENSIS,  8»iüraki,  Tmm.  Q^poro  Nat.  HUt. 
Val. 1, p. 15  (1900^06). 

12 いた 炉 はさみむし. 

Verb  Formoea.  . 

摘  要 

從來 本邦 逢と し 1： 知られ た^は さみ ひし は 二十 三 》 あに rfn 
して 是等 の大怖 は Ä さ は S 學士索 木 得 一氏の 新 «! として « 表 せら 

れ たる ものに 係る もの なれ 共， 本邦 産 はさみむし は 此^ 以外！ こ树 
ほ 七 種 を 數へ 得べ し、 即ち 新 領土 朗鮮に 於け る 三種と、 未だ 本邦 產 

として 注 s を 拂 はれ ざ もし 四 種 之な に 故 は 余 は 此 等 i: 一括し は 

て、 II 本に 於け る はさ みむ 丄 目錄を 作り 黴かん とす、 素よ ！） 淺學の 
钹或 は魏認 なさ 5: 保し 黼 さも， 他 a 又た 同好 * 緒 君の 爲め舰 分か 
の^ 考 にもな らは盖 し幸榮 之に 過ぎざる な bo 

現 時に 於て は 本 邦產生 さ， み ひし 頹 お «Ö て Forficulidae 中に 親 入 

せし も 余 は M.  Burr. 氏の 分類法に 從ひ四 科 十一^ 科に 分ち た に fc' 

して 同氏 は Gent'ra  Innectorum 筋 百 二十 二 編 fDermaptera) に 於て、 Cheli- 
dura  airamuhi  Matrum  ura  &  Shiraki ひめ はさみむし 5：  Aptorygida  longipygi 

Mat.umura  &  Shimki. さば はさみむし の 幼 焱 の紀 裁な i> と し、 且つ 之 I： 

l'«-rficula  mikado  Burr. の與 名な b とせ に 然し Burr. 氏の 此醑定 が果し 

て 具なる やおや ia« 乍ら. 今 玆は明 3 し 難き も、 いづれ 判明す る 力 

期 Ü からざる 可き を 信じ. 本 目 錄には 從來の 如く  Chelidura  diminut« 

Matsumura  &  Shiraki. を^ 定 種と して 記载し fft け り。 

終りに 本 大學椟 本^に 於け る なる 飄寄. 並 は 棟 本に 就 さ 

研究し 得た る を 厚く 師松村 博士に 謝す 0 
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注意 •:• 印 は 未だ 余の 見る I： 得 ざり し 糠 SM こして、 而 かも 未だ 
和名の 決定せ しもの なき I： 以て 是等 に衡 して は 特に 和名 を 付せ ざ 

^  do 

於 昆蟲學 窗驗^ 

大 w 眢 
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A:  »   H 本 it はさみむし Btt 


7.    EUBORELLIA  PALLIPXS,  iShirak り, Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  8oc 
Vol. 1, p.  93  (1905^. 

き あ L はさみむし 

Verb.  Hooahu  ,T«kasago). 

0.      Go 腿 LABIDURODES,  Bubrony. 
LABIDURODES,  Dubroay,  Ann.  Mus.  Stor.  Nat.  Genova.  Vol. 14,  p.  355 

(m (め. 

え LABIDURODES  NIGRITUS,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc. 
Vol. 1, p.  92,  fig. 1 (1905). 

くろ はさみむ 丄 

Verb.  Hokkaido,  f Sapporo,  Jozankei). 

1».   L.  FORMOSANTJS,  Sbiraki,  ibidem,  p.  02 190.、. 

すぢ はさみむし * 

Verh.    — Fornioan. 

10.  L.  OKINAWAENSIS,  Shiraki,  ibidem,  Vol. 1, pt.  %  p.  7 

お きな は はさみむし 

Verb.  -^ ~Rwkio. 

11.  L.  SIN6ÜLARIS,  Shiraki,  ibidem, 卜 8  (1905-06；. 

こ  <  ろ はさみむし 

Verb.  Hokkaido,  Sapporo). 


IL     Subfam.    LABIDITKiNAE,  Burr. 

A.      Genns    LABIDURA,    Ixw に 

LABIDURA,  Ix»ach,  RHnWirgh  Encvcl.  Vol. 1>, p.  AH  »1H1Ö) 
は LABIDURA  JAPONIGA,  De  Haan,  Vorh.  Nat.  Gesch.  SoAorl  X>er«, 
Bczltt.  Ortli.  p.  240  .1842；. 

お ほ はさみむし. 

Verb  Honshu,  iTakiwago,  Ak»shi),  Shikoku,  Kiushu. 

本 種 は 松 村 博士 荠 日本 益 焱目錄 に 【汕 i 山 m»   riparia  Pall.  var. 
jupoak*  D.  H. と ある もの ：5：  b. 
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Farn.  LABIIDAE. 

I.  Subfam.    SPONOTPHORTNAE,  Burr. 
A.      Genus  SPONGOVOSTOX,  Barr. 

8PONGOVOSTOX,  Barr,  Deutech  Ent.  Nat.  Bibl.  Vol. 2,  p.  59  (1911). 

13.  jSFONGOVOSTOX?  LEWISI,  Bor 瞧 s  (apud  Burr),  Ann.  Mag.  Nat. 

Hist.  (7),  Vol.  II.  p.  234  (1903). 
Verb  Jupan. 

II.  Subfam.    LABIINAK,  Burr. 
A.      Genus    LABIA,  Leach. 

ULBIA,  Leach,  Edinb.  EncycL  Vol. Ö,  p. 118  (1813> 

14.  LABIA  YEZOENSIS,  Matsumura  &  Shiraki,  Journ.  Sapporo  Agr.  Coll. 

Vol. 2,  p.  83,  fig.  i  (190ö> 

えぞ はさみむし 

Verb.  — Hokkaido  f Sapporo),  Hoo^hu  (an  dem  Towada-See). 

lö.    L.  FLAVOGITTTATA,  Sl.iraki,  Trans.  Sapporo  Xnt.  Hist.  Soc.  Vol. 
2,  p. 103  (1907;. 


Verb.  Fonuoea. 


JORFICULIDAE. 

I.  Subfam.    CHELIDÜEINAE,  Verhoefl'. 
A.      Genus   CHELIDURA,  T^troille. 

CHELIDURA,  Latreille,  Fura.  B^gue  Auiai.,  p.  410  <182.- リ. 

16.    CHELIDURA  DIMINUTA,  Matmimitra  &  Siuraki.  Trans.  Sapporo  Nat. 
Hist.  Soc.  Vol. 1， p.  84  (1905). 

ひめ はさみむし 

Verb  Hokkaido,  Honshu  (am  Towad»-8oe,. 

II.  Subfam.    AXEX'HURINAE,  Burr. 
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大 «— B 本 * は 》 みむし B  fi* 


A.      Genus    ANEX:HURA,  Scudder. 

ANECHURA,  Scudder,  Pnx>.  Boston  8oc.  Nat.  Hist.  Vol. 18,  p.  289  (1876). 

17.    ANECHURA  CRINITATA,  'Shiraki;,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist,  Soc. 
1, p. 11 (1905-06  ). 

け はさみむし. 

Verb.  Formosa. 

•:• 18.    A.  HARMANDI,  Burr,  Trans.  Ent.  Sue.  Lond.  p.  312  (1904). 

Verb.  Japan. 

•:• 19.    A.  LEWISI,  Burr,  ibidem,  p.  317  (1904 J. 

Verb.  Japan. 

20.  ん JAP0NICA,  (Bormaiis;,  Ann.  Soc.  Esp.  SaL  Hist.  Vol. 9,  p.  512 

(1880;. 

AiuvJuira  'ou,  S.mc'wff,  Rev.  Ru*c  d'Ent.  Vol. 2，  p.  100,  fig.  2 リ 902). 
Ajjleryffida  aÜiy,ni<i7  Hehn,  Proc.  U.  &  Nat.  Mus.  Vol. 27,  p.  540  (1904. 
こぶ はさみむし. 

Verb.  Sochalin,  Hokkaido,  Honshu,  Kiushu. 

ITT.    Subfam.    FORFICÜLINAE,  Borr. 
A.      Genua    FORFICUIA,  Linnaeus. 

FORFIC  TLA,  Linnaeas,  Syst.  Nat.  (od.  10)，  Vol. 1, p.  423  (1758). 

21.  FORFICÜLA  T0MIS,  Koleiiati,  Melet.  Ent.  Vol. 5,  p.  74，  pi. 17, 

, fig.  üa  i 184(5). 
. Oielidura  sdndens,  Kolenaii,  ibidem,  p.  74,  fig.  6b  (1846 み 

Forficida  hdlmanni,  Kittary,  Bull.  Soc.  Xat.  Moecou.  Vol. 22  >4i,  p. 
438,  pi. 7，  fig. 1 (1849). 

くぎぬき はさみむ し. 

Verb.     —— Hokkaido,  Honshu,  (Aomori,  Tnkasago.) 

22.  F.  MIKADO,  Burr,  Trans.  Ent.  Soc.  Loud.  p.  319  fl904). 
Apierygida  Umyij>ygiy  Matsumura  &  Shtraki,  Journ.  Sapporo  Agr.  Coll. 

Vol. 11, p.  84  (1900). 
きぼね はさみむし 

Verb  Hokkaido,  Honshu  (Nikko,  Koyaber^). 

••••    23.    F.  VICARIA,  Semenotf,  Ra*e  d'Eut.  Vol. 2,  p.  99,  fig. 1 (1902). 
Yvrh.  — — Chostn. 
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24.    F.  HARBERERI,  Burr,  Ann.  Mag.  Nat,  Hut  (8),  Vol. 8,  p.  52 は 911;, 
Forßctäa  rußtvps,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Xat.  Hist.  Soc.  Vol. ]， p.  8 
(1905-06)  (Nee  Burmeister). 

あ かづ はさみむし 

Verb  Formosa. 

••••    25.    P.  ROBUSTA,  Semenoff,  Rev.  Russe  d'Ent.  p. 160  (1908). 
Verb.  Japan,  Choflen,  Mandschurei. 

IV.  Subfam.    OPISTHOOOSMIINAE,  Verboeft'. 

A.  Genus  TIMOMENUS,  Burr. 

TIMOMEXUS,  Burr,  Trans.  Eat.  Soc.  Ivond.  p.  96. (1907). 

26.  T.  FLAVOCAPITATUS,  (Shiraki),  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. 

1,  p. 10 1905-06). 

きがしら はさみむし. 

Verb.  Formosa. 

27.  T.  ASBIS,  (ShirBki),  ibidem,  p.  9  (1905-06). 

ど 5 がね はさみむし • 

Verb.  Formosa. 

•:  •  28.    T.  EOMABOWI,  Seraenoff,  Rev.  Russe  d'Ent.  Vol. 1, p.  «JH 1901;. 
Verb.-  Clioeen. 

B.  Onus  EPARCHUS,  Burr. 

EPARCHUvS,  Burr,  Trans.  Ent.  Soc.  Und.  p. 120  '1907). 

29.    EPARCHUS  ？  FÜLLÜS,  (Shiraki j,  Tran*«.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. 

2,  p. 105 は 907). 

まがり はさみむし 

Verb.  一  Formoea. 

V.  Subfam.    DTAPERASTICIXAE,  Burr. 

A.      Genus   MESOLABIA,  Shiraki. 

MESOLABIA,  Shiraki,  Trans.  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc.  Vol. 1， p. 12 1900-06 
(nur 
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* 讕一 B 本 Ö は S み も' し 


30.   MESOLABIA  NUTAEAEKSIS,  Shiarnki,  Tram.  Supper"  >'at.  HLst. 
Val. 1, p. 13  (1905-0«>. 

にいた 炉 はさみむし. 

Verb.  Formoea.  - . 


摘 


要 


從來 本邦 直として 知られ^る はさみむし は 二十 三種 あめ、 而 
して 是等の 大郎は ß さ に 馊學士 索 木 得一 氏の 新種と して 《 表せら 

れ たる ものに 係る もの なれ 共. 本邦 產 はさみむし は此等 以外 は 肖 
ほ 七 種 I： 數へ 得べ し、 即ち 新 領土 钥鮮に 於け る 三種と、 未お 本邦 產 
として 注意 を拂 はれぎ $ し 四 種 之 《 に 故に 余 は此等 を一 括し 以 

て、 h 本に 於け る はさみむ 丄目錄 を 作？ I  a かんとす、 素よ ！ > 浼 舉の 

^或は 瑰認 なさお 保し 難 さも、 他 a 又た 同好 * 瘻 君の 爲め 《fc 分か 

の參考 にもな らば 盖し 幸榮 之に 過ぎざる な bo 

せし も 余 は M.  Burr. 氏の 分頹 は-に 從ひ四 科 十一 亞 科に 分ち た に ÜB 

して 同氏 は Genera  Iasectorum 第 百 二十 二 編 iDermaptera) に 於て、 Chdi- 
dr.rn  diminuta  Mnteumura  &  Slnrakt ひめ はさみ ひし を Aptcrygida  longipygi 

Matsumura  &  Sliiraki. きば はさみ ひしの 幼 逸 の 記載な & と し 、且つ 之 5： 
F い rfic"l"  mikado  Burr. の 異名なら とせに 然し Burr. 氏の 此 請 定が果 し 

て 真なる や 否や iÖ« 乍ら. 今 玆に明 Tl し 難き も、 いづれ 判明す るの 
J 巧 Ü からざる 可き を 信じ、 本 目 錄には 從來の 4n  く  Chelidura  dirninata 
Matsumurn  &  Shiraki. を岡定 種と して 記載し © け &  ◦ 

終りに 本 大ゅほ 本 室に 於け る 贵 m なる B 並に 機 本に 弒さ 

研究し 得た る を/?:  く 師松村 博士に 謝す o 
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注意 •:• 印 は 未だ 余の 見る を 得 ざ &し 種類に して、 而 かも 未だ 
和名の 决定 せし ものな き I： 以て 是 等に 费 して は 特に 和名 I： 付せ ざ 

>  do 

於 見 Ä 舉赏驗 室 

大ゅ 督 


■、■ 一— 一-鋒 ！ ―' 
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北海道の 津浪に 就て 

河 野常吉 


ON  THE  DISAETROUS  TIDAL  WAVES 

IN  HOKKAIDO. 

By 

T.  Köno. 


大淼？ 0 學博士 力 JTb 本に 於け る 律 浪に铢 て」 の 調査 は, Ä せて 達 Ä 
豫防識 杏會 報告 第三 十四 猇 にあ i>0 其の 大律浪 分布 Kl: 見る に、 * 
海道に 於て は 襟 裳 岬よ &花咬 《P に 至 る 間 （南 束 海岸） に 三 線、 國 後 鳥 
の 束 南岸に 二 線、 渡 fö 國の全 海岸 （後志の 小 部！： 合む） に 一線 ヒ 引き 

n  bo 是れ 北海道に 於け る 古来の 大津浪 の囘數 及び 其 b 域 I： 示し 

たる ものなる が、 逮《 ながら 逮漏ぁ &  o 且つ 各 津浪の 狀况は 之 を K 
戴せられ さ b き。 

予の 調査に よれば、 北海道に 於け る 古来の 大津浪 は、^ 畏以 * 
七囘ぁ 6 o 內五囘 は 太平洋 方面に 起 6  、  二 囘は日 本 海 方面に 起れ い 
^長 以前 も 大镩浪 あらしな らんと 雖も、 記^の 敏す へさ ものな き 
を 以て 之 5： 知る 乙と 能 はす o 下に &津浪 の 概况 を 記せん O 

(1)Ä 良 十六 年 (西暦 1611 年） 冬 十月 来 《8 夷 地 逆浪 あに 海水 ä れ 
和 人 夷人 溺死す る もの 多し o 此の 事 Ä 山 秘府、 松 前年 腠拉 ff. 等に & 

ゆる も、 事 簡^に して 詳細 を 知る こと 能 はす O 然れ ども 濯 死者 多 
しと 云 ふに 擦れば、 其の 大津浪 た りし 乙と 疑な し o 

(2) 宽永 十七 年 （西 曆 1640 年） 六月 十三 13 午 時 內浦岳 （渡 島 8 茅 
部邯駒 岳） 俄然 鳴動 喰 火し、 海水 勒搖 して 律浪 I： 生し、 百 賒艘の 

^ 布採収 船の 人 *、 殘& 少なく 掛 浪にリ I かれ、 和 入 夷人 濯 死す る 
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もの 七百脉 人に 及ぶ。 此の 時 北方の 有珠に 於て は、 波浪^ 光寺 如 
來! の 後山に 上 6 しが， 堂 は 幸に 憨 なか も き o* 夷地 は^ 浪 未だ 至 

ら さる 前にぬ 勒 1:00  く  0 松 I» も 亦 潮水 Ä 虚ぁ &。 此の 哦火 上 
燒け 崩れ 灰 嘸 天に Ä5 ちて、 十五 まて 大地 真嵴 にして 畫 两ほ疫 
J: 用 ふ。 降 灰 は 越後に 及 ひ， ^輕 にて は 積る 乙と 杓 三寸な 6 き 0 此 
の 事 信 織 之 記铢、 顧 山 秘府、 其の 他雜 W に 兌 ゆ o 

内 浦 岳 は 噴火 W の 西岸に «I ゆる 火山 t こして、 其の 噴火の 知ら 

れ たる もの 數间ぁ &と锥 も、 ^浪 を 起し ^ る は 唯此處 に, ä する 一 

囘 のみ o 同 山 は 海に 近し と雖も 陸上に ある ものなら o  » 上 にある 
火山の 活動に 原因して 大律浪 4： 生した る は、 稀 A の 事に して， ^ 
重なる一 現象と すへ し。 

(3)  Ä 保 元 年 （西 释 1741 年） 七 H  A 日頃よ 0 松 前 地方 西方の 海 
上に ある 大岛吶 火の 赙ぁ ん 十五 六日 頃よ &頼 山、 江 * 等に 灰 降 6 
て 地上 滦 さもの に 至る c 十九 日 下 寅の 剁 海上 大 K 鳴 Ä し. 須 
臾 にして 大津浪 襲来し、 顧 山よ 0 熊 石 村に 至る 三十 餘 见 の 海岸， 悉 

く 其の 害 を^り， 大小の 船舶 雜破 する もの 千: E 百 二十 一艘、 家牖 
食 庫の 破欤 する もの 七 百 凡 十一 芦、 溺死す る もの 千 WS' 六十 七 入 
に 逢し， 尙ほ 此の 外 熊 石 以北の 夷 地に 於て 釉死 其の 他 根^ 少な か 

らず o 八 H 親 山の 立 石 に 無 緣堂を 建て 以て 死者の 接 を 吊 ふ 0此 の 
事顳山 秘府、 松 的 束 西^  W 其の 他^^ K  ^ す 0 

古老の 傅 ふる 所に 據れ ば、 此の^ 浪の 至る 前、 海水 先づ 退き 
^くして 大浪 《 來 せりと 云ん 其の 他 此の 津浪 の 激》 な》 し 事に 

就き f« 令の r】 裨 ある も 之！： 略す。 

(4)  安永 九 年 （西轡 年） 四 8 得 撫ぉ地 R、  ^浪ぁ b。  |£ の 時 
露 入 は 同 Ä の 束岸ヮ ノ ゲ に^  b しが， 同 Ä» こ砣 泊せ し 船ナダ 

"ャ鱿 は潔轰 して 山に 上に 钺死 する もの 四 人 あ 6 た （>0 後 露 人 

此の 船 お 山よ & 下さん と 苦心せ しも、 終に 下す I と 能 は ざ 》 さ 0 
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政 三年 （西暦 1791 年） 二十 四 B 申の 期、 西 暇 爽地地 
^ひ、 忍 路の憫 は岩麼 崩壊し、 又 铼浪を 生して 海水 陸に 上に 濱 
邊 に 引 揚げ 置きた る 蝦夷 船 は 珐らず 流失し、 同地の 夷人に てぬ Ä 
せし もの 五 入 溺死せ も o 荬國 》 所に 於ても 和 入 夷 入の 溺死 ぁ&し 
と 云 ふ c 此の 事 夷 諺 俗話に 栽す。 

(6)  天 保 十四 年 （两瞪 1843 年） 三 n  二十 六 8 豳、 國後. 根 室、 厚^、 

釧 路 大地 湛ぁ に埭浪 5： 起し. 家 尾の 破壞 する もの 七十 五、 船の 樓 
破す る もの 六十一 艘、 和 人^人の 溺死した る もの174 十六 名な し 七 
の^ 事 松 前 家 記 及び 國泰寺 Ii 遒, 记 に據 る o 

(7)  お 政 三年 （西 Ä 化56 年） 七 H  二十 三日 箱 館、 室醐、 與怖等 1111 

S ひ 茚浪ぁ レ函 舵に 於て は ^月 十九 日頃よ &數^ 地 溢 を 成 じ、 二 
十三 日 九つ 半時に 至り 大地 苡を發 し、 尋て 律浪據 来して ^街 を 疫 
し、 大 町渔 は 海水 ト-濂 に 入 に 鶴 闳町邊 は 五百石 镇の船 街路に 上 、 

築 島に て は 地上 浸水 五 尺に 逢し 家 尾の 潔 逢し 去る もの ぁ&0 期く 
て 海水 退きて 又 與ひ來 に— 進 一 返 八 九 囘に及 ひ、 皮に 人 & て 定ま 
れ &o 此の 枚 tUR は處々 の 坂 上に 床お' し. 官に 於て は 瓶の w 出し fc 
Ä して 之お 救助せ" 躉し 此の^ よ 太平洋' 卜よ り 起り しものに 
して. 奥州 宮古 附近の 如 さは 被害 甚だしく、 家^の 倒壊 流失 百餘に 
及びた &と Ä ふ o 

W ほ ® 舵に て 此^ 浪に 遭遇した る 某氏の 效話を 胡く に' 先つ 
搏內の 水 退き たれば、 ^ を 拾 ひ 魚 を 捕 へんと て 出て 行き しに、 暫く 
して ゴク ゴゥ嗚 り 波に ^浪 至る とて 人々 騷ぎ ける 故'^^ しつ、 
あ り し 船に 乘 り て、 ^浪 と共に 市中に 入りて 漕き^ り 水 退く どき 
は、 船 を 家の 柱に 繫き *S さ、 水 来れば 乂 漕き 遊びた り しと o 

備考 以上 拔 する 所の 外、 小 f ぉ浪 少なから ず o 殊に 低お ^ 
の 際、 ^風に 伴 ふて 生せ しもの 多し と雖 も. 本 《 は 大律浪 を 奪ら 
とする 5: 以て  >   小^ 浪は之 を 略す o 
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前記 七 罔の 津浪に 就き， 之 を 種 ❖ の 方面よ &       察して、 大略 下に 

津浪の 時期， Ä 長 十六 年よ 6 今 H に 至る 三 Bf  — 年間に、 七囘 
の 大铮浪 あ 6 て、 平均 四十 餘年 目に、 北海道の 或る 部分に、 ー囘の 
大津浪 あ & し 割合な り o 尙ほ各 津浪に 就て 言へば， 其の 間隔の 最も 
短き は 十一 年、 最も 長き は 百一 年なら 0 又 津浪の し 月に 就て 
昆れ ば、 係^ 三月一 罔、 四月一 囘、 五 8  —囘、 六月 一囘、 七月 ニ囘、 十月 

—罔に して、 寒冷の 時節よ &も a 暖の 時節に 多し とす 0 

^浪の ä 因、 宽永、 宽 保の ニ囘 は、 喰 火 作用に よる 地溪に 起因 

せ bo 安 永、 宽政、 天 保、 安政の W 囘は 地震に 起因す る も 其の 地お を 
起せし 原因に 至 6 て は 之！： 明に する 乙と 能 はず o 跋芪の 律浪は 1£ 
事簡裉 にして. 地 の 事 を 記せ さ る も、 亦 恐ら く は 地 露に 起 LM せし 
にあらざる 歟 o 

捃浪 irÜ せし 方面、 日本海 方面に し は、 宽 保、:^ 政の ニ囘 
にして、 他の 五囘は 太平洋 方面に 起れ 6。 ォ コック 海 方面に 至りて 
は一 囘の 大捸浪 もなか & き 0 

被害地 方， 各 律浪は 何れも 北海道の 一部 を « ひたる ものなる 
が、 太平洋 方面 は 其の 囘數 多き を 以て，^ 地 大抵 二三 闼の 大^ 浪に 
逢 ひたる もの ゝ 如し o 日本海 方面 は、 宽 保の 津浪に 、渡 島 阀 の两部 
及び 後志 阈の小 部， Ä 政の fit 浪に 後志 國の 北部が 害 を 受けし のみ、 
即ち 是 等の 地方 は 唯一 囘に ih^  {> た り。 曰 本 海 方面の 北部 並に ォ 
=» タク 海の 海岸に 至&て は、 一囘 の大铱 浪 にも 遇 はさ b き。 

^浪の 前兆. 大^ 浪の 前兆 は、 地お、 喷火 及び 海水の 著しき » 退 

にあ &  o 然れ ども 地震 は 多くの場合. 埭浪の 前兆たら さる を 以て、 

* に 地震の み を 成して *^ 浪 i: 楚戒 せんに は、 實に 其の 煩し きに Ä 

へざる べし o 海岸に 於け る 火山の 迸發 は、 時として 津浪を 生ずべ し 

と雖 も、 亦 之れ のみ 5: 見て 恐怖す る は 輕卒な &。 然れ ども 海水の 著 
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しさ 铽返、 殊に 其の ま 退が 地震 若し く は 海岸に 於け る 火山の 活動 
と 相伴 ふ 場合に 在 i> て は、 必ず 大津浪 の «I 兆と して 焚戒 避難す る 

の耍ぁ らん oÄ 保 及び 安政の 铮浪の 例 5： 見て 之 を 知るべし o» て 比 
狭 的 近距離の Ä に發 生す る律浪 は、 其の 海岸に 到逮 する^に 於て. 
先づ 海岸の 海水 5：« 返せし む る を 膂通 とす o 

海岸 火山の 活勒 恐るべし、 海底に 於け る 火山の 活動が， &る 
ベ さ 钳浪を 生ずる こと は 勿 ifir なる も、 海岸 火山の 活 勸が大 珑 琅 をせ 
せし 例 は 世に 多から ず o 然 かも 北海^に 在 もて は 七 M の大 * 浪の 
內， 二  |l1 は 寅に 海岸 火山の 活動よ &起& た！ )。 即ち 大 ft は 《»  — S 

I 

二 町の一 孤島に して 其の 島に 於け る 火山の 大 活動 は 宽^ の 大^ 浪 
を 生じ、 駒 ß( 即ち 內浦 岳） は 海 ゆの 火山に して. 其の 大活勸 は' Ä 永 
の 大津浪 を 生じた bo されば 北海 道に 於て は. 津浪 との P8 係 上， 是 
等 海 ゆ 火山の 活勑 は， 頗る 注意 を耍 すべき 者 たるべし o 

終 6 に みて 一言す o 此の 一 Ä は 北 « 道に 於け る^ 来の 大缚 
浪 を 概說 して， 北海道 人士の * 考に 供し、 併せて 大森 珅 學 博士の 本 
邦汁浪 調 杏の^^ を 糊 ひ、 以て 學界に 於け る 研' 兗の资 に 供 せん が 

ä め、 起: させし ものな に 尙ほ 此の Äi: 譏み 袷 ふ 諸胬 にして、 誤 暴 
若し く は 逍^ を 發 見せら れんに は >  幸に 敎示を 惜み給 ふ 勿れ o 
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やぶ だま 胞子の 一二 成分に 關 する 試驗 

^學士 田 所 哲太郞 


ON  SOME  CONSTITUENTS  OF  THE  SPORES 

OF 

LASIOSPH/ERA  FENZLH. 

By 

I.    TadokoBO,  Xogakwthi. 


從來 菌類 胞子の 化學的 成分に 關 する 硏 究極め て少 く、 餮てク 
レ マー （Cramer) 氏が あ おかびの 胞 ィヽ (CVntralbl.  f.  Bakt"  Jena,  2.  Abt., 
I  BJ "、'麻 生 氏 は翅の 胞子 (Bull.  Coll.  Agric,  Tokyo.  Imp.  Univ.,  Japan, 
1900,  81.) に 就きて 行 ひたる もの あるに 過ぎず o 而 して や ぶ お ま に 
18 して は 研究 银吿 多く ある も、 未だ 其 胞子の 成分に 呒 きて 行 ひたる 
もの ある 5： 聞かず 0  ffl ク 著者 は該菌 を 採集す るの 期 を 得た る を 以 
て. Ä 成分に 就き 弒驗を 行 はん 2： と を 企画せ りつ 然 れど材 ft 極め 
て少 かり しが 爲め， « に一 二の 成分に 秣き 豫 備的轼 を 行 ひ 得た 
るに 遇ぎ ざ b しが 故に、^ に 他 ロを 期して 詳 钿银吿 する 乙と あるべ  ' 

し。 

供 試 材料の 調製 やぶ だまの 未た' 胞子 を飛批 せざる 前に 採集 
し、 之 I： 室内に Ä きて 成熟せ しめた り。 乾煉 せる 跑子 を 牴 上に 集め、 
絹 锭 にて 馔釗 して、 菌糸 其 他の 夾雑物 を 除き、 天 种审に 教曰間 放 ß 
して 後材 fifö に貯へ 分析に 供せ &  0 

一般 成分 篩？ 《1 せる Ä 乾 旗の 弒钎 を 取 6 常 法に 依りて 次の 成 

分 I： 定量せ b。 

成分 水分 粗 灰分 粗 脂肪 粗 蛋白 ® 無 窒素 物 

^物 百 分 中 】2，63         2,25  5,19  37,79  42,14 

乾物 百 分 中 ——  2,4«  0,94  42,25  4H^3 
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窒素の 分配 一般 分析に 於て ffl 蛋白質と して 定量せ し 窒素 化 
合 物の 舍 i は、 全 乾物 ft の 大半 を 占む る t と I： 知る が 故に、 次に 
其 窒素 分配 狀 旗を 轼翁 せり o 即ち メ、 クスマ ン (Hauaman) 氏の 方法 
に 依 も 8  S の材 »5： 取&  80X の と共に ^流 冷却 8 に 速 結 
して、 完全に 分解した る 後 アン モ ユア を敁化 マグネ シャ にて 遊 g 

せしめ 以て アン モ ユア 態 窒素 を 定; fi: し、 蒗 液 は 之に 嬢 酸 5： 加へ 

500 姹 の:！: 液 フ ラス コに璩 過し、 遽 紙上の 沈 » の 窒素 は 之 を定: a し 

て メラ ユン » 窒素の 量と なし、 -應液 は 之！: 100 姹 となし， 其 25  « 

100 姹を 取 り 燦 クル フ ラム 酸に 依 ！） 沈 »を 作 に 該沈濺 中の^ 素 を 
定^して ヂァ ミ ノ醃旗 窒素の 分量 を 測 に 前 合 量よ 《) 差 引き 以て 
*  ノア i  ノ 醃旗 窒素と せ に 其 結果 を 示せば 下の 如しに 

ASM* ァヅ乇，. ァ JI       メ  饑 《•  ノア ミノ ^ゥ. 《     «  ノア i  ノ き ゲァ！  /ffi 

9.      4k  * ゲ アミ ノお '1TA    -ST      M  » 素 

無水物 百 分 中 4,84       1,32  0,046  3,47  3,02  0,42 

全 窒素 百 分 中 —— 28,09  0,22         71,69  62,32  9,37 

炭水化物の 定性 試驗 次に 炭水化物の 定性 轼驗 を^ 精 皮 出物 
及び 稀稃 —押 逢 液 ほ 出物 即ち 護, 讚 質の 兩 者に^ きて 行 ひた i>。 

酒精 浸出 物 を 得る に は 次の 處 作に 由る、 30  Ä の 材料 5： 取 に 之 
に 100 竓の 90% 酒精！； 加へ、 1 2 時間 冷 虞に 放^し、 アン モ ユアに て 

中和した る 後、 逆流 冷却器に 迚 結して 2 時間お 煎 上に て 浸出 せら。 
5 出 液 は 之 を Ä 空 内に 蒸 》 して 後 9ぉ/。 酒精 次 に 純 ifi 精に て 數囘虞 
判し 以て^ 利 钊 を 作れに 乂 が Ü 液 浸出 物 を 得る に は、 其殘 21  i'  4 

おの 警违 液に て 浸出し a [^及び ；ぉ 精に て 沈 « を 作 に 之 を 酸 

を 以て 加水分解 を 行 ひ， 中和 fti 蒸铱 し， 9ö  % の is 稱&純 酒 情に て教 
囘處 ^して 前 同 樣舍利 別！： 作れり o 兩 種の 舍利^ は 下の 如き 化舉 
反應 5: 冇 す 0 

洒精疫 出物 よ 得た る舍 利^, 
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1.  フ リング （Fehling) 氏 液 お 強く 遠 元す、 但光面 を 右 縛す * 

2.  ウド ランス キー (Äloliach-Üdransky) 氏 反應竊 $6 な る 
も、 フ t»  、グダ チン 法に 由る ペン ト- ス の反應 お 呈 せず 0 

3.  レゾ/ ^チン 及び^^に 依 6  -te  J» サ ノ， フ （8elhranoff ) 氏の 反 
應 消極な ら。 

4.  フ * ュル t ドラ ジ ンを 加 ふる も マ ンノ  -ス 固有の 桔 品 性 t 
ドラ ゾンを 生 成せず.， 是に 於て 之に 酷 眯を 加へ 》煎« 中に 温めし 
に 黄色 結 品性の ォサゾ ン！： 生ぜに 

曹^ 液 浸出 物よ り 得た る舍利 別， 

1.  フ， - リング 氏 液 を 强く通 元す. a つ モー？，  クド ランス 
キ- 氏 反應顯 著な り o 

2.  フ" ログ A チン 及び^^に ょ& ベント- ス囿 有の 吸收ス 
べク ト， を 表さず o 

3.  レゾ产 チン 及び Ä 酸 《： 依 6 セリフ ノ， フ 氏の 反 應ぉ呈 せず 0 

4.  フ ^ヒドラ ジン を 加 ふる も マン/  -ス 0 有の 結お 性 
ド ラ ゾンを 生成せ ず, 然れ ども 之に 酷 酸 を 加へ 》 煎 上に 加 Ä する 

き は 黄色 結晶の ォサ ズンを 生成す o 

5.  且つ 該舍 利刖は 佤光面 を 右方に 通轉す o 

其 他兩舍 利^ 中 はは S 酸 及び 5  %硫1!$ の 存在に 於て 沈灘す 
べき 物質 を 合 有す、^ 曹逢液 及び ヂァ' /ベン ゾ スダ7 オン 酸に 依 
^魔な る 赤色 反 呈す o 

キ チン^に 對 する 轼镍 以上の 如く  ÄH! したる 《氇 よに 更 

に 5  % 硫 ft$ に 依らて 加水分解 せらる ゝ物哲 を 除きた る 後、 シュ^ 
, (Schnlz) 氏 法に 依 b  Ä 酸グル コ サ l ン結 品の 析出 t 企てた に即 
ち强瑰 酸？： 加へ 毋煦 上に 加 ffl する I と 15 分 間の 後、 冷却 し 水 を 加へ 
て 稀 禪し逾 過せ に^ 液 を 骨炭に て 股 色し 蒸 II ぬ 厚と なし 硫酸 上に 
乾 It する こと 一週 WH こ 及ぶ も级酸 グダ コサミ ンの 結晶 5： 生成せ ざ 
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b さ O 

槪耍 之 を 要するに 胞子 は 合憲 素 も-機 物に 富み、 全量の 42.25 
% を 合 有す、 此等は S 白 質及ァ ミ ノ酸 額よ はる ものなる ベく. 其 

分解に 際して、 窒素の 取るべき 形 Ä は *  '  r  \  ノ^ 镞 ^ も 多く  * ァ 

ンモ ニァ餽 之に 次ぎ ヂ アミ ノ酸 旗？： 取る もの 最も 少し 0 

炭 水物 中には ケ ト -ス、 ペン ト -ス • ，ン ノ-ス 及び 此 等の 毋 

体た るべき もの を 合 有せず、 然れど 黄色 fö 品 性の ォサ '/ ン を 作に 

偏光 面 を右转 す、 且つ 其 他の 反 臁 よ り考 ふるに、 恐らく は 菊 葡糖及 

其 母体！： 合 有する ものなる べし o 

胞子 fci'S 精， 故、 ァ产 カリ 液 等に て Ä«Ä したる 後 *91 酸 はて 

を 分解す る も！ 8 酖グ〃 =» サ ミ ンの結 品 を 生成せ ざるが &に 胞子の 

皮^は 恐らく キ チン Ä にあら ざるべし e 
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ON  THE  SULPHUR  IN  THE  LAKE  PONTO 

OF 

KUNASH1RI  ISLAND. 

By  - 

Y.    ÖüfoOYÄ,  JRigahtsfn. 


I ら 汲み取 b て鲔^ を @ め 

ると 云 ふ t と を «1 き 如何にして 被 黄の Ä 生せ る ものなる か を 知ら 
んと 欲せし が 今夏 好機 5: 得て 同 島に 渡 6 親しく 其狀况 5: 寅驗 した 
れば 左に 其槪耍 を 述べん とす o 

位 S 及 地勢 國 後島の 南 《8 に 一漁村 あ 6 泊 村と 稱し根 室國に 

最も 接近せ る 一 小 港な り此 る 乙 と 北方 w 1U こして一 小山の 
突 ほせる もの あ &是を 泊 山と 云 ふ 其 北側に 一大 CD 地 あ i て兹に 水 

イチ tf»* ナイ 

5: 灌ひ ー菱內 碘とは 是れな 縫雙を d て繞 らし 湖 よ み 約 八 
BT^ 高く 南 健 は 千 二百 尺 も ffl  く錄 & 以て 泊 山 1：« せ ♦ 一 菱內湖 は 
海 拔五百 尺に して^  B 形 を 成し —  東南に 長く  《I 罔 二  i 水 »  く 
の铋 Ä 分！： 合 有し 魚 《 の 生 接 を Ä ず ー菱內 湖の 成因 は 即ち一 

«を妨 げられ 半 形 を 取れる ものな ko 

「ホ 'ン ト-」 山 はぬ 火山の 中夹 火口丘に して 元と 園 形 を 成せる一 
^內 湖の 南 邊に喷 出した る ものな &  Ä 生後 硫汽喰 出す る z_ と Ä し 

I： 存 する のみに て 西部 及 南部 は缺 除せ り 北部 は さ 約 二 ff 尺に し 
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て柬 南端 は 南方に 連な &泊 山に 接 接す 而 して 「ホ' ント - J 山に は 中央 

に圓形 一火口！： 有し 經約七 百 尺 あ ！）一 菱內 湖と は 高さ 二百 尺の 小 
山 を 以て 界 せられ 湖面 は一 菱內 湖よ ら約 二十 尺 高し O 

「ホ' ン ト -」 火 ロは硫 Ä 碳を產 出す る 湖に して 火口 底の 中央 は 水 

面よ i» 九十 尺 乃至 百 尺 深き も 湖邊は 中央に 向 ひ 五十 尺 間 は 深さ 五 

十 尺 5: 越 （2 ず 即ち 深さ Ef 尺內 外の 場所 は 湖の 中央部に 於て 徑六 &• 
尺 ありて 其 底 部よ i> は 諸 所, する 所 あり 而 して 湖の 束 牝には 一 
小 溝 ありて ー菱內 湖に 疎水す 湖水 攝氏 四十 度！： 示す o 

地 S 外輪山 を 構成せ る もの は 灰色 铀粒 にして 饰 石の 斑晶明 
かなる も 中央 火口丘た る 「ボン ト- 山」 の もの は 楊 色粗鬆 にして 噙出 
^斯 のために 著し く 分解 せらる 然れ ども 總て » 石 安山 Ä な bo 

缄床 中央 火门 丘上に 存 する 「ホン ト -J» に は 三種の 硫黄 生成 

甘 らる o 

一、  并華物  ， • 

二、  糠染物 

三、  噴出 Ä 斯が湖 中に て硃黄 お 生成す る もの 

―, 界華物 は 火山の 喷孔 に 接して 瓦 斯が 冷却して 硫黄 5： 其 
翻 壁に 付着せ しひる ものにして 常に 喷 火山に 於て 貝， する 所の も 
のな ポント-」 湖の 北 緣には 七 八 個所に 小 PftÄ 孔ぁ &て絕 おす « 

^瓦斯 を》 生し 硫黄 を 昇華す る も 其: a« 少なる ものな bo 

二、  鑛染 とは唢 出す る 期の Ä めに 喷孔の 周 B 又は 裂 SR の 

兩 側部 は 痛く 分解せられ ^石 を 構造せ る 鉞物は 作用 及 a 泉 作 
用に よ り渐次 溶解 除去せられ 更らに 硫^ は 次第に 其 空位 を充 たし 
以て 岩石 をして 硫黄 纏たら. しひる ものな ら故 に补華 物と 扣 伴ひ喷 

孔の 附近に 存 ft する ものにして 本邦に は此 種の 缄床 少なからず 0 

三、  火山より 出す る 中に て 扱 も 多 fi なる は 水蒸氣 にして 
其 他 二酸化炭素、 二 酸化 硫 硫化水素、 鹽素、 弗素 等に して 火山の B 
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化疏黄 及 «fc 化 水素 3 [斯は 湖水 中に て 互 6t 化^して 琉黄を 遊離せ し 
Ä 又 Ä 化 水素 S 斯は 湖水 中の 酸素 を 取 & 面し て 黄お せ 離せし ひ 0 

^8+0=8+^0 
»く して 湖 中に 生成す る tt 黄 は 粒 して 黄色の もの を 诋 ず 
る も 灰色 乃至 黑 色の もの 常な i 火口湖 底に 沈 « せる ものと 火 道 管 
中よ & 得お る ものと は 其 形 舦及 色^に する 所 あに 

火 道 ほ 中の' もの は 色 《 灰色 75 至黑色 It して 形 は BL 卵、 舫铋 、無 
花果、 膂 Ätt 其 他榭状 5: なす 大さ 0タ い） メ- >〃 乃至 3«j  メ-ト 

^程の もの を^ 通 とす 此等は 多く 各 粒 火 遒管內 よ bflfi 出せ 
らるゝ も 亦 相 密着し 炝も 滓狀 を 呈 する もの あ も 新して 此等粒 Ä 
«6 黄に 猜ほ 表面 n 繳 細なる 械茶 片 を 付 者し 粗« あ ^ 

火 口  WKic 沈濺 せる もの は 煎-者に 比し 色 稍 淡く 灰色 若く は 黄 
色 はして 形 は略闳 一なる も 半 形の * の を» ず 面して 表面 平 澄に し 

半形體 被. Ä 醑而 豳  斯の 如く 梭 者に 異形の 硫黄 を 

存 する は 生成 後^ 械的 作用の ß め 

" ~ ^ に  >    L  x に © 形 せる ものに 非ず して 体 

jt 多^形 体に 稗 化する i^at に 半 形 
體を呈 して 球形の ものと する 

ものなる ベく 衷 ffi の 極めて 平 
る はや 成^ 水中に て栩 互の 摩擦に 

绝 花 *w や K 状/，  ノュ ァ 的 作用に 基く 琅 8* を を ほめざる も 

の あれば な に 

存て 川ぬ^ ゅ士が ft 根 火山に 於け る Ä 黄の 生お と ffi して 地 S 
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大 井 上 一 «ßwy ト 一湖の 硫黄 


ゆ 雜誌笫 百 二十 二 鱿 に 鏺 ぜられ し 2： とぁ& しが i ボン ト" •」 湖 中の tt 
狀硫 黄と 同 襟なる もの ありて 些か 形狀に Ä なる もの ある も 等しく 
Ä 斯 泡が 水中に て阖 体の 破 黄に 變形 せる ものにして 現今 ffi んに火 

逍管 中よ & 生成 せらる ゝ なり 左 は 今 其 生成 狀旗 5: 述べん とす。 

抑 も 外界の^ 腮 漸く 铋少 する にあた &喷 火口 若く は 其 闳逸 の 
裂裤ょ り喷 出す る ä 斯の： a 多き を^と す 之れ 內 外の 柩カ 平均 せん 
が ^ にして s 天 或は 雨天の 際 多: a の 喰 通 ある は 蔹し此 SH こ據 るな 
b 紗 邶、 網 走、 极 室の sa 測に よれば一 ケ 年中 最も 低钣 )K の 時期 は 二月 
な &常時 は 铋 ん に喷氣 する も 外界の 氣诅钕 も 低き が 故 稼恭上 甚だ 

困難な & とい ふ 故に 其產抑 を 知る 能 はざる も 次に 低^ JK は 各 年 S 
期 即ち 六 七 八の 三ケ fU こして 外界の 氣候は 作桀上 最も 適 常なる i: 

以て 常 期採狻 する もの は產 出額の 大^分 を 占 ひ 素よ &  a 期 は 平均 

氣應 低き も 二十 3 乃至 三十 口 間 も繼續 して «® 高き I と ある を以 
て 其 場合に は喷氣 ft めて 少： E: にして 硫^の 收獲又 fit 少な b とレ' ふ 

平素 少 Ü の Ä 斯喰 出し 水面に « 泡 を 發 すれ ども 慚 く低氣 形の 時期 

到來 すれば'1 ÄÄ'Ä にな 6 —  尺 乃至 二 尺の 水柱！： 湖面に 上く • 其 際 は 

火口湖 中央 底 部 は 深さ 常に 平均 九十 尺 乃至 百 尺なる も 俄かに 深さ 
を坩 し 二百 尺 位に 達すと いふ 是れ 即ち 密 ffl せられた る火遒 管が 猛 
烈に ift 出す る S 斯の Ä め 其 上部の 堆 铙 物お 火 道 口 よ 6 押上げ 以 1： 
^盧 とな さしひる による ものな も而 して 其 下部よ & 新鮮なる föÄ 

粒 を 上 臍せ しひ 玆に 於て 採 Ä 者 は 湖上に 小舟 5： 浮べ 製 ffi (徑ニ 尺 
深さ 二 尺) $： 火 道 管 巾に 下 ぐれば 上騰せ る 硫黄 轼 は 水よ り 比 1R 大な 

る を 以て 苒び 湖底に 沈 » せんとし 降下す る もの 桶 中に 入る 之 を 滑 
車に て 汲み 上ぐ るな &喷 氣碟ん なる 時 は 桶 を 下 ぐれば 忽ち 充 滿 し 
—日中 百 相 程の 採集 は 困難に あらざる な の 如き 多量 5: 得る B 
は卄 口 乃至 三十 B 問 も雜續 する こと あ b とい ふ然れ ども 火山 活 働 
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本道 狨 黄 镀の種 頹數多 あれ ども 古武井 硫黄山、 奥 尻 《fc 黄 山、 岩 尾 

S 硃^ 山の 如 さ鉗鉞 山の 铳贲の 生成！： 見る に 皆 湖 中 沈 K 物に し て 
現今 「ボ ン ト-」 陡^ 山に 於て 生成 せらる ゝ如さ 粒状 被^が 湖 中に 堆 

欲し (拉に 大小 は あるべし) Ä 黄籁 のみの IS 力 及 其 上 5: 蔽 へる 粘土 類 
堆镊 物の 腠 力 並に!1 貞^  S 斯の Kffl 等の ため, に 扱密の 構^  5: 有す る 
に 至 & 以て 今 H の鉞床 I： 形成せ る ものなる べし 此の 如 さ 粒 狀硫ぉ 
は數 個の 火山に 限られた る ものに 非らざる ベく 現に 登 8リ诅 泉 近傍 
にも 略 同様の 生成 を 目 $ した i> 唯 S 刿產の もの は 形稍大 にして 中 
さなる 1：^ とす o 

(大正 元年 十 一 《秘； 
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NUMEROUS  CONES  ON  THE  MUD  FLOW 


THE  USÜ  VOLCANO. 

By 

Y.    Öinouye,  Iiigakushi. 


明治 B 十三 年 S 期 北海 逍锨 锒國^ 珠 火山 爆裂の 北 屏風 山 北 
側^ 面に 於て 洞 爺 湖邊に 沿 ひ 四十 有 鲶 の 爆裂 火口 を 生じ 多 の喷 
炳 と共に 幾多の 火山^ 及び 砂 灰 5： 拋 出せし が猶五 火口よ り は 泥 Ä 
I： 溢 出せり 就中 著しき もの は 西 四 山 南 魔に 位せし一 火口よ り涞 出 
せし ものにして 其 量に 於て も 亦!1 J1 出^ 數に 於て も 他に 優る ものな 
6 該泥流 は 甞て西 迎 山两^ に 住せし 中須 某の 居 宅 I： 流し 數 百の 萃 
榭を S 沒せ しめ 火 门 よ ら 湖 j& に 至る まて 約 七 百 米 PS1 厚平 均一、 五 束 
はして 巾 約 二百 米に 逮し 湖屮に 注入せ る もの を も 合すれば 約 二十 
三 万 立方 尺 を 槪筠 す而 して 其 泥土 は 常時 喰 火 前 地 遝銪繁 な &し转 
冇珠锊 內及洞 爺 湖 逸に 生じた る 泥 丘 を 構成せ る ものと 同一 K 物に 
して 細 拉 灰色 砂 状の ものな 6 斜^ 石、 紫蘇 輝石， 昝 ijfiÄ 石、 磁班》 及 

赤 班^ 片等 を泯^ し 其 他 灰色 掛密 安山お 及 黑色粗 r (安山岩の 小1 1 

を 交 ゆる も此 等お 片は^ 贵大 なる 5: 以て 流 下す るに 常 《> 底 部 (ぱ 

み 表面に は 值 少なり とす o 

泥土 は喷出 常時 多 贵 の 水分 を 合冇し ffl 度 商く 且つ 頗る 粘藿 ft 

な b しが 漸く 日 月を經 るに 從ひ 水分 は 次第に 蒸發し 土砂 はせ *S 
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着し ーケ 年後に は 足跡 を 印せ ざるの みか 锹の如 さ もの を 用 わざれ 
ば 泥 砂 5： 採^す る 能 はざる 硬度 に^じ 從 つて 表面に は 不定 形の 龜 
裂 5： 生じ 極めて 稳 平なる 嗨頭狀 小突 起の 波状 を 呈 して 起伏せ る を 
めしが 更ら にニケ 年を經 たる 今日に 於て は 其 餿頭狀 突起 は 漸く 
泥 流 面よ り 突出し 殆ど 該泥流 一布に 亘 6 無 敉の小 丘 を 形成す るに 
至れ &o 

小 丘の 形狀 は^ 頭狀 乃至 錡狀 にして 大小 秭ク あれ ども 最も 大 
なる もの は 底邊徑 三米髙 さ 一、五 米 に 及ぶ もの あ！） 小なる もの は徑 
0、 五 米 高さ 〇、 ー米稃 にし て 側面 傾^ 極めて 緩なる もの あれ ども 急 
なる もの は 四十 度に 逹 する もの あ り而 して 其 JH 熙には 特に 縱橫に 
裂 目 ある も孔形 を 有する もの^だ 稀な （>  此等小 丘 は 殆ど 一定の ^ 
列な く 各 十 米 乃至 三十 米 位 を距て 、一個 づ、 报 在し 異樣な る 地形 
を呈せ 6 

有珠 火山 泥 流 上 ノ汽丘 


明治 四十 五 年 五月 十六 ロ抝影 

吾人 は 澱粉 又は 小豆 粉に 水 を 诋 じ Ä 厚に 之れ I： 煮沸す るに 常 

り最 早 充分 沸 » し 粘着 ^物に 養 ずれば 其 屮に舍 有せる 水分 は Ä 泡 
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m  大舞 上一 有 ヰ 火 山 上 ©该£ 

平 IUI 維 形 火口 状の 小突 起 を 逭 り 再び 水平の 位 鬆に復 する を 見る。 

上記せ し 西 m 山 南 簾の一 燠 裂 火口 は 七月 下旬よ i 八月 初旬に 
亘 & 噴火 最も 熾なる 常時 は 殊に 多^: に w 水し 拾 も 間 躭诅彔 の 如く 
數分 乃至 數 十分 を 距て數 丈の 水柱 を 羿騰 せしめ 又蕭 泥-七と 共 

じて 泥祙 お成し 火口よ &溢 出せし む而 して 其 泥 流 は 水分 及び 
を 合蓄 せし が 冷却す る と共に 表面に 近接した る 泥 流 中の 水分 及え 

斯体は 次第に 蒸 敬し 表面 は 乾燥 收 縮し 裂 $： 生ぜる ほ內 

は 水分 及 S 斯体 I： 蓄積し 地下 尺餘 以下の 深 處に貯 へらる 水分 は 長 
時 BiT« て 初めて 氣 体に 變じ 他の Ä 斯 体^と 共 漸次 相 集合し 鵬 
カ囊增 夫す るに 從ひ 抵抗力 も 小なる 方向 即ち 地表に 其 影 春 を 及 

小 丘 I： 形成せ る ものなる べし 此の 如く 地表よ （） 尺跺 以下の 內 
無 數の蓄 Ä 所 を 生じ 谷其氣 体の 胆力に RR じ 小突 起 5: 無躭に 泥涞面 
上に 作 もたれば 予は兹 は該丘 を 名け て * 丘 (適 常なる 名稱 を 付 せん 
こと 5: 欲す) と 呼べに 

溶 Ä 中に H なせる 氣 体が 地表に 於て 發出 する 時 は抢も 月面 上 
に目擊 する が 如き 「マ- ダ」 状 噴 Ä 孔 を 即時に 形成す る もの あれ ども 
有珠泥 * 上の Ä 丘の 如き は 他に 多くの 例な く 本邦に て も 稀なる 現 
象に 屬 す將來 如何に 變 形す るか 猜 注意すべき もの なれ ども 恐らく 
今後 著しき 發 速な く 次第に 作用の ほめ 崩壞 せられ 平地に 化す 
べし。  （明治 四十 五 年 五；！ 中旬 稿） 

―  一 ， 一 ■  —  ■  —  J  一  I— ■•_  _  — ■ 
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日本 產 「デ アブ >  マス J 鹏のニ 新變種 と 一新種に 就 き て 

小久保 ^治 


DESCRIPTIONS  OF  A  NEW  SPECIES  AND  TWO 
NEW  VARIETIES  OF  OIAPTOMUS  OF  JAPAN. 

S.  KOKDBO. 


g:: 本邦ぎ シタ" ブス j 晨 す 

邦 4  「デ アプト マ ヌ J1 に 就 さて 研究し、 新種と^  す 可き もの 一 ギ«. 
新變 f« と^ 做す^き もの 二種 を饯兒 せ！ 》。 ほて 次に 之！ ：揚 げんと す。 


K お 湖、 等に 於て 採集せ る ものな ft0 

此研究 J:Ä すに 常 &て、 恩師^ 田 先生 は 懇篤なる 指骣 J: 典 へら 

れた に 謹て 玆に 威 謝の 窓 を 表す 0 

1. Diaptomus  deuticoruis  Wierzejski  var.  yezoenais  n.  var. 
雌、 腌形は D.  deniicoruis  ICÄ 似す、 » 邾は 後方に 於て 最も 91  く 

は^^ 邰の 長さの 三分の一 よ きも 值に大 «  bM 部 第一 節 は 次 節よ 
b も 短し o 叉肢は 短く して 其 巾の 二倍！: 越ね ず o 第 一鳩 角 は 後方 K 

Ä 折す る 時 は 叉肤 に壤す j 第 31 胸 肢の形 は 畑る ひ denticornia 
き、 其 外^ 先 櫞の棘 は 長し o  ' 

雄、 第^ 胸 節 は 毫も 側 方に 廣 » せられず、 R  Ä に 後方に 讀 がれ 

るの み —^ 角 の 左方の もの は 末 《 よ （>  IB 三の » の 緣に « 子^ 
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小 久保ー B 本麼 O アプト マス JSB の 二 新 ®« と 一新 纏に tt* て 


の胶 を 有する 事無し、 其 末節 も 極めて 值 に 鈎狀を 爲 すの み o 果五& 
肢は D.  deutioornis の ものに 良く 額 似し、 右 脚 外 葉の 末 « の 爪 は 著し 

く 屈曲せ り 0 

体長 雌 —、二 粍 雄 一、 〇 粍 

以上 を 要するに 本 種 は 其形雜 頗る わ' ^enticornis に Itt  せ り：） 其 
異なる 無 は 雌に 於て は 第五 胸 節. 第一 腹 節 及び 第五 朐肢 等に して' 
雄に 於て は 右方 節 ー鳞 角、 及び 第五 胸肢な &o 即ち 本 種に 於て は、 樣 
の 第五 胸 節 は 後緣に 於て 著しく 兩 側に 突出し 我 角 を 爲せ ども R 
dentioornis にて は 斯の如 く 著しく 突出す る 事な し， 又 本 種の 第一 腹 節 

は ilSl に 示す 如く 短小に して 第二 腹節苌 きも ひ deuticorni8 にて は此 
の 反 *1 な 6  c 雌の 第五 胸肢外 葉末 端の « は 本 種に 於て は 彼より も f 
し く 長 し ^ 雄 の 右方 第一 »0 角 は D.  dentioornis に 於て は、 末 JS よ ら 粥 二 

の 節の 前緣に 砌子樣 の 膜 を 有すれ ど も、 本 種に 於て は 全く 之 を 缺き 
末節 は 彼に 比し^ めて Ä かに 鈎狀 を爲 すの み つ 雄の 第五 胸 股の 右 
脚 外 葉の 末端よ 第二の 節 は、 著しく 內 方に 突出す る も D.  dentiu)rnis 
に て は 1 渐 の: 如 き 事な し。 又 其髓 ß は 雌雄 共に D.  dentioornis よ〜 も 小 

な "  •  ！ 

余 は 明治 四十 三年 十月 九 El に 船 振 國支笏 湖に 於て 多量に 本 秤 

を 採集せ &。 

2.    IX  cracilis  G.  O.  Surs  var.  mmutua  n.  var. 

雌、' 体 は 細長な に 前 体 部 最^ 部の 巾 は 其 長さの 三分の  一"^ 
も 值に大 なり。 第五 胸 節 は 後方に 突出して 兩 側に 二 翻の 突起 を 作 
る o  ^—腹部 節 は 前方の 兩 側に 一個 づゝの 小 棘 を 有し. 第二^ 節 は 
^た-短 Lo  乂肢は 短く して， 其艮 さは 巾の 一倍 半な り。 第— 解 角 は 接 
方に 屈折す る 時 は 体長よ 5 も 二 節 乃至 三 節 S し0 第五 胸 枝 は 基 節の 
後 緣に大 なる 枝 I： 有す 其 内 菜: は 甚だ 短 し o 

雄. 报は 雌に 比して 緬畏な bo 第五 胸 節 は 後方 兩 側に 小 鍵 
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の © は前緣 に 於て 一個の 畏き棘 I： 有 し、 其 棘の 長さ は 次 節の 長さに 
等 し O 第一 腹 節 は 右側の 後緣に 於て 一個の 棘 を 有す 。第五 胸 肢は細 
長に して、 左右 兩脚 共に 第一 基部の 後緣に 棘 を 有すれ ども、 左 脚の 
もの は 右 脚の ものに 比して 甚だ 小な" 右 脚の 第二 基 節 は 其 内緣に 
猜子 はの^  I： 有す 右卿の 內茈は 比 铰的大 な 6  o 外 葉末 節の 铱は 末端 
の 爪に 近く 存在す 左 脚 は 短く して 辛う じて 右 脚の 外 葉末 ； 節の 基郎 
に 逢 す、 左 脚 の 内 葉 は 二 節よ i) 成る。 

体長 m 一、— 粍 雄 一 ,o 耗 

本 種 は 凡ての 勲に 於て 良く    D.  gracüi* に 《 似 すれ ども 今其異 

3： る！ 攀 ぐれば 次の 如し o  > 

(1)  本 種に 於て は、 雌 の 第五 胸 節 は 後方に 突出 すれ ども！),  gracilis 

に 於て は 側 方に 突出す o 雄の 第五 胸 節 は D.  gracilb と 異な （》 全く 後 
方に 突出す る 事な し o  . 

(2)  本 種に 於て は 雄の 右方 第一 ® 角 は、 先 》  X  & 第三の 節に 於て 
前緣に 著しき 棘 を 有すれ ども， 彼に 於て は 此の 棟 は斯く 著し か らず o 

(3)  雌の 第 一滴 角 は 彼の 如く 長から ず o 

(4)  雄の 第五 I» 肢は 彼に 比して 甚だ 細長に して 種 令の^ に 於て 
彼と 異なれ 6 即ち 本 種に 於て は 右 脚 第二 基 節の 內緣に 硝子 様の 暁 
を 有すれ ど も， 彼に 於て は 有 せず、 又 右脚內 葉の 形 を 異にし 外 葉の 
末節 は 彼に 比し 著しく 細長に して， Fl つ 其 » は 末 通の 爪に 接近して 
存在す o 然る に 彼に 於て は 末節 は 寧ろ 太く して 棘 は 爪 を 遠く 離れた 

^左 脚 は 其内棄 彼に 於て' は 一節 なれ Ä  、本 種に 於て は、 明かに 二 節 
X ケ 成れ bo  . 

(5)  雌の 第五 胸 肢の内 策: は、 彼 に 比して 甚だしく 短小なら 。 

(6)  雄 の 第一 腹' 節の 兩 側に 在る 轷は 彼の 如く 著しから ず 0 

(7)  叉歧は 彼に 比す る 時 は 茈だ短 し。 
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余 は 明治 四ナ 三年 九月、 近江國 琵^湖 は 於て 探 集せ る 摄 本 中に 

多 a に發 見す る $： 得た bo 

3.    D. iiipponicafi.  n.  sp. 

雌 fit は 細長に て 中央部 に 於て 最も 咴 し o 前 体 部の Ä 廣 部の 巾 
は 其 長さの 三分の一 よも も值に 良し。 第五 胸 節 は 祭 も 突出せず, 後綠 
は 翻く して 二 個の 棘 を 有し、 其の 一は 大 i こして 背面に 近 く、 他 は 小 
にして 腹 面に 近く 存在す つ 第 一腹部 は 前方 兩 側に 細き 棘 を 一個 づ、 
も し、 第二 腹 節 は 甚だ 短 し 。叉 肢の巾 は 其 長さの 二分の一 な に 第一 
« 角 は 頗る 長く 後方 に狃 折す る 時 は * 体長よ もも 略 四 節 だけ^し。 
第五^ 肢は. 基 節の 背面に一 « の 著しき 嫁 I： 有す 。外 葉' の 末節 は 二 個 
の 棘 5： 有し、 其 外方の も （^は 內 方の もの 、二分の 一の S さ I： 有す。 

雄、 体 は 雌よ もも 一層 細長な り o 第五 胸 節 は 後緣 IÖI  く して， S 
惻^: 多く の » 小なる 刺と 一個の 棘と I： 有し、 右側の 弒は 左側の 枝 i 
b も 著し o 右方 第一 《 角 は 長く して、 末端よ 6 第 S の 節 は前錄 にお 
て一 憫 の 著しく  S さ 突 Wi: 有し、 其の もさ 次の 二 節 fc^ したる 長さ 
に^し 0 第一 腹部 は 少しく 膨れ 右側の 後緣； こ 常 6 て一 個の 棘 i: 有 
す。 第 WIK! 節 は 後緣に 於て 右方に 伸長す o 第五 胸歧は Ä  く 第二 基 » 
の 内綠に 銷子糗 攆の附 馬 物 あ に 右 脚の 内 葉 は 左 脚の 內葉 よ &も小 
K して 外 葉末 Ig よ & 第二の 節 i: 辛 5 じて 越 ゆるの み、 右 脚 外 葉の 末 
節の 辣は 末節の 基郎に 存在し、 末端の 爪と は 遠く 離れた に 左 脚の 

內 菜の 長さ は 外 葉の 末 端 よ も 第二の 節の 長さに 等し o 

体長 m 一、 四耗 雄  一、 二 粍 

本 種に 最も 良 く  « 似せる 形 Ä を 有す, る は D.baciliÄr 及 ひ D.  graci- 
lis の  二種な  り o 第五 胸肢の 構造 及び 腹部の 形 等よ & 見る 時 は！),  btcili- 
<er に 額 似し、 Ift の «B 艮 なる 事 及び 第一 舰 角の 長き 事 等よ & 見る 畤 

知る、 今 D.  bacilifer と 異な る 热 を 列 暴 せんに、 
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(1)  本 種に 於て は 、雌の 第 は JK る 長く 体 良よ b も 四 節 だけ 

長き も D.  bacilifer に 於て は 頗る 短く して 第一 股 節！: 越お ず。 

(2)  第五 胸 節 は後緣 IE  く して D.b^imbr の 如 く 角 を 爲す 事無し 0 

(3)  雌の 第艽胸 肢の内 * は、 本 種に 於て は一 節 なれ ども 彼に 於て 
は 二 節 よ り 成れ bo  ' 

(4)  本 種に 於て は 第二 腹 節 は、 彼 ょ&も 短く 第三 AU 節 は 彼 よ b も 
S し o 

(5)  雄の 右方 第一 《角 の 末端よ 6 第三の 節よ り 生ぜる 突起 は、 本 
種に 於て は 長く して 末節の 先端に 及べ ども 彼に 於て は Ä に 次 節 を 
趑 ゆるの み o 

(6)  雄の 第五 胸肢 は、 其 内 葉の 形！： 彼 と 異にし 又 右 脚 外 葉の 末節 
は 彼よ b も 細く 其^も 彼よ 6 は 著しく 基部に 近く 僞 在す。 

(7)  本 種の 体&は 彼よ ケも Ä だ 小な に 
次 に D.  gracilis と 異なる * ぐれば、 

ひ） 第五 胸 節 は 本 種に 於て は 突出す る 事な く して 圓 さも. 彼 V： 於 
て は 著しく 側 方に 突出せに 

(2)  本 種に 於て は、 雄の 第五 狗肢の 右 脚の 内藥は 彼に 比 して 甚だ 
小く、 乂其外 葉末 節の^ の 位 澱 を 異にす o 

(3)  本 81 に 於て は 前 体 部の 最ぼ部 の 巾 は 其 ß さの 三分の一 よ b 
大 なれ ど も. 彼に 於て は 之 は 三分の一 よ 6 も 小な 《>o 

金 は 本 《 を 明治 四 トニ 尔 六月、 常 降 浦に 於て 採集せ る權本 
中に 發 見せ " 

EXPLANATION  OF  PL  I. 

Figs.  1-5.  Diaptomus  denticornis  WuTzejski  var.  yezoensis. 
Fig. 1. Dorsal  view  of  tlio  female.        x  50. 

2.  Fifth  foot  of  the  male.       x 1">8. 

3.  Fifth  foot  of  the  feuinie.       x 158. 
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4.  Five  distal  jointe  of  right  first  antenna  of  the  male.       x  65. 

ö.  Side  view  of  the  abdomen.        x  80. 

Figs.  6-12. 1). gracilis  G.  O.  Sars  var.  minutus. 

6.  Dorsal  view  of  the  feuiHlc.        x  60. 

7.  oule  view  of  the  frraale.        x  60. 

8.  Dorsal  view  of  the  male,        x  60. 
51.  Fifth  foot  of  the  male.        x 158. 

10.  Fifth  foot  of  the  female.       x  '200. 

11.  Three  distal  joints  of  right  Urst  nutenna  of  the  mile.       x 15S. 

12.  Side  view  of  fifth  thoracic  segment  of  the  female.        x 158. 
Figs.  13-18.  D.  uippouicus. 

13.  Dorsal  view  of  the  female.        x  45. 

14.  Side  view  of  the  female.        x  45. 

15.  Dorsal  view  of  the  male.       x  45. 

16.  Fifth  foot  of  the  male.       x 】58. 

17.  Fifth  f<M*t  of  the  female.       x 158. 

18.  Distal  four  joints  of  right  first  antenna  of  the  male.        x 158. 

第一 豳 氓說明 

第一 Bi.  Diaptomus  denticonus  Wierzjeski  var.  yezoewsia 雌の 特 面画 

(五 十 倍） 


1^  ― 

问 

上 

雄の 第五 胸 肢 (ff 五十八 倍） 

第 三 

に 

上 

の 第五 朐肢 （百 五十八 倍 

第 四 

闞. 

同 

上 

雄の 右方 第一 钿 ^の 末 《       (六十 五倍） 

第 五 

同 

上 

雌の! Iii 部 側面 觀 （ぺ 十倍） 

第 六 駒. 

D. 

gracilis  G.  O.  Sans  var.  minutus 雌の 背面 K       (六十 估) 

第 七 

同 

上 

雌の 側面 國 （六十 fö) 

第 A 

1151. 

同 

上 

雄の 1f 而 》     (六 十 倍） 

第 九 

上 

雄の 第五 胸 股 （ff 五十八 估） 

第 十 

Im] 

上 

雌の 第五 狗肢 （二  ö_ 倍） 

第 十- 

同 

上 

雄の 右方 第一 f» 角の 末 Ä     (百 五十" 

第 十 

同 

上 雌の 第五 胸 節 側^ SR      (百 五— 

KOKUBO:  A  NEW  HPECIfX  AND  TWO  NEW  VARIETIES  OF  DIAPTMU8.  213 

第 十三 腿. D.  nipponicua 雌の 背面 颺 （四十 五倍） 

第 十四 豳. 同 上 雌の 側面 園 （四十 五倍） 

第 十五 IK. 同 上 雄の 背面 画 （四十 五倍） 

第 十六 豳. 同 上 雄の 第五 胸肢 （百 五十八 估） 

第 十七 騸. 同 上 雌の 第五 胸肢 （百 五十八 倍） 

第 十八 躍' 同 上 雄の 右方 第一 » 角の 末端 （百 五十八 倍） 
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NEUE   BORKENKAEFER  NEBST 
FRASSPFLANZEN, 

Von 

Prof.  Y.  NnsiMA,  Ringakuhaht^hi. 


「きく ひむ し」 の 新種 及び 寄 主 植物 

林^ 博-上 新 島^ 直 


In  den  letzten  Jahren  sammelte  ich  viele  Kaefer  nnd  erhielt  auch  von  meinen 
Frenuden  reicnJialtiges  Material.  Alles  genau  zn  untersuchen,  dazn  fand  ick 
noch  keine  Zeit.  Ich  hoffe  demnaechst  mich  damit  befassen  za  koeuuen.  Vor 
erat  moechte  ich  nur  einige  noch  nicht  bekannte  Arten  nnd  neue  Fraasstaecko 
beschreiben. 

Die  meisten  Exemplare,  die  in  Hokkaido  gesammelt  warden,  and  bei  denen 
der  Sammler  unerwoehnt  blieb  stammen  von  Horm  Tomimoto,  Assistent  der 
foretl.  Abteilang  an  der  kaiserl.  Univoreitaet  Sapporo. 

Von  Oryphaltu-Aiten  habe  ich  hier  vier  neue  beschrieben.  Es  soheint  als  ob 
es  von  dieser  Gattung  in  Japan  viele  Arten  gaebe.  Ausser  den  drei  eotopaeisobeu 
Arten,  piceae  abietis  and  Ehkrsi,  haben  wir  dio  von  Blandford  boschriobene  extg- 
ntts  und  sieben  naemlidi  cryptonteriae,  fidvu^  parvtdus,  Batgoo,  Mongus,  chamaect~ 
pariae  tuid  japonicus,  welche  ich  schon  fraeher  erwaehnte,  dazu  kommen  jetzt 
Tier  nette  Arten.  Vielleicht  giebt  es  noch  etliche,  die  ich  jetzt  iinberuehrt  lassen 
muss,  da  das  Material  etwas  mangelhaft  ist.  Die  Gattung  Cryphalus  eoheint  bei 
ons  in  Japui  reichlich  vertreten  zu  sein. 

Scdyius  joponicua  Cbap. 
Als  neue  Frasspflanze  dieses  Kaefers  fuehre  ich  Zdkowa  l-eaki  Sieb,  an  ；  in 
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Koerper  2,1-2,5  mm.  lang,  schwarz,  glanzlos. 

Kopf  schwarz  ；  Stirn  gewoelbt,  dicht  grob  pauktiert,  nach  vorne  spaerlich 
gelb  behaart;  vor  der  Oberlippe  vertieft ；  Fuehler  gelblichbiaan,  Keule  gross, 
stampf  zagespitzt, 1. u.  2.  Kealenglied  scharf  geteilt,  dagegen  2.  n.  3.  mit  dem 
Mikroskop  kaum  von  einander  za  unterscheiden. 

Halsschild  trausvears,  kuerzer  als  lang,  an  der  Basis  nur  wenig  nach  der 
Spitze  zu  staerker  versohmaelert,  dicht  punktiert,  fein  gelblich  schuppig  behaart, 
mit  schwach  erhoehter  kurzer  glatter  Mittellinie. 

Elytra  breiter  als  Halsschild,  Punktetreifen  vertieft,  deutlich  dicht  panküert; 
Zwisohenraentue  schmal,  gewoelbt, 1. and  3.  am  Apex  staerker  erhoeht  als  die 
andern,  ioin  dicht  gelblich  behaart,  zerstreut  oinreikig  gekoemt,  mit  langen  gelben 
einreihig  gestellten  8chappenhaaren  besetzt. 

Fundort :  Nishlno  (Hokkaido). 

Hylmnu8  dolus  ist  viel  kleiner  als  alle  aebrig  bekannten  japaiiischen  Jlylesi- 
nus.  Aehnlichkeit  hat  sie  mit  Hylesinus  costattu  Bl.，  aber  bei  der  Beschriebenen  ist 
nur 1. und  3.  Zwischenraum  am  Apex  erhoeht  und  alle  sind  mit  einreihig  laugou 
gelben  Schnppeuhaaren  versehen,  was  bei  Letzterer  fohlt. 

Oktober  1911  sammelte  der  damalige  Forststadent  Herr  Nirei  in  Nishino 
Ptovz.  Ishikari  viele  Exemplare.  Er  behauptet  Ulmus  oampedris  Sm.  sei  die 
Frasspflanze. 

MydopMrm  piniperda  L. 

Im  noerdlichen  Teil  Hokkaidos  sind  viele  dieser  Exemplaro  an  faenfnadeligen 
Kiefern,  Pin  us  pentapläUa  Mayr  gesammelt  worden.  Die  Laonge  betmegt  4,5-6,0 
mm,  es  ist  genau  dieselbe  öroeese  wie  bei  den  europaeischen  Arten;  im  Gegen- 
satz zu  den  aus  Mitteljapan  stammenden  sind  aie  kleiner. 

Pdyffrapftm  nigrvdytris  nov.  spec. 

Koerper  2,8mm  lang,  schwarz,  glaenzend  ；  Fuehler  und  ^eine  dunkelbraon. 

Kopf  schwarz  glaenzend,  Stirn  beim  Weibchen  sehr  doeon  spaerlich  behaart, 
beim  Maonnchen  zwei  nebeneinander  steheude  nicht  stark  vortretende  Hoecker- 
chen,  ringsum  gelbe  boratenartige  Haare,  die  in  der  Vertiefung  vor  den  Hoecker- 
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chen  staerker  und  dichter  gestellt  hiqc!  ；  Fuehlorgoisol 5  glie<lrig,  Fuehlorkoiüe 
stumpf  zngespitzt 

IlalsscMld  vorne  stark  verschmaelert,  schwarz,  schwach  glaenzend,  nicht  stark 
punktiert,  fein  behaart,  an  der  Basis  spaerlich  geschuppt  ；  mittlere  Laengslinie 
deutlich,  glatt.  Beine  bei  aasgefaerbteu  Individien  meist  dunkelbraun,  nur  Tarsen 
gelblich. 

Floegeldeckea  sdiwarz,  Panktstreifen  undeutlich  selbigo  einreihig  duenn  be* 
liaart  ；  Zwischenmeame  ohne  Hoeckerchen,  beschuppt,  auf  dem  Absturz  am  diob- 

Mutteigacngo  unter  VogeUdrschrinden,  Pirus  aucupalia  Gaertin  var.  japonioa 
Maxim"  unit^olmaeasig  tief  im  Splint  eingebohrt. 

Fraaspflanzo  ；  Pirm  aucuparia  Gaertin.  var.  japontca  Max. 
Fandart;  Prov.  Teehio  (Hokkaido). 

8  Exemplare  nebst  einem  Frassstaeok  wurden  mir  von  Hern  Assistent  Tomi- 
moto  gebracht  Er  sammelte  sie  auf  dem  Bergsattel  dor  Proviiizgrenze  Ishikari- 
TesWo. 

Pofygra^tm  jezoensU  Niis. 
Fundort:  Samani,  Prov.  Kitami  in  Hokkaido,  (Tomimoto  in  Anzalil). 

Crypluxltu  jvgransi  nov.  spec. 

Koerper  2-2,2  mm.  lang,  braaenlicb  schwaiz,  glaenzend. 

Kopf  schwarz,  Stirn  sehr  lein  laenglioh  gestreift,  nur  wenig  braeunliob  behaart. 
Fuehlerkealo  gclblichbraan,  Keale  dunkler,  oval ； Geisel 4  gliedrig. 

Halssohild  sohwaxz,  wenig  glAenzeud,  breiter  ab  lang,  vor  der  Basis  am 
ljreitesten,  in  der  Mitte  dee  Vordfirrandes  2  vonageude  Hoeckerchen  ；  vorne  zer- 
strent  nach  der  Mitto  hin  dichter  golioeckert,  hinten  dicht  punktiert,  vorne  und  zn 
beiden  Seiten  lang  biaeanlich  behaart. 

Haegeldecken  peobsohwarz,  wenig  knerzer  als  doppelte  Breite,  fein  braeon- 
lich  sohappig  behaart,  Panktstreifen  deatlioh,  Zwischenraetune  zum  Absturz  hin 
etwas  schmaeler,  oben  gewoelbt,  golbliclibraan,  lang  borstig  behaart. 

Fundort :  Prov.  Koahixo  (Hokkaido). 

Frasspflnnze :  JugHans  SnAddiana  Max. 

Diese  orstmab'g  iu  Japim  gefandene  Art  wurde l. d.  Prov.  Roshiio  an  Nuss- 
baoumen  gesammelt.  Sie  hat  viel  Aehnlichkeit  mit  Cryplialus  cryptomeriae  Niis., 
ist  aber  etwas  braoonlichor  und  aaf  den  Flaegeldeckeuzwisohenraeamen  dichter 
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Ijesohappt,  waehrend  Crypftalm  criptomerk  Niis.  schwarz  und  auf  den  Fluegel- 
dockenzwLsclxenraoamen  fast  reihenartig  beschuppt  ist. 

Oryphodm  (Entoporus)  acanthopanaxi  nov.  spec. 

Koerper  ca. 1 mm  lang,  gestreckt  walzenfoermig,  schwarz,  glanzlos. 

Kopf  schwarz,  glaenzend,  Stirn  dicht  fein  punktiert.  In  der  Mitte  ueberm 
Munde  eine  kurz  vertikale  Erhoehung  die  nach  rechts  und  links  aoslaenft.  üeber 
der  Oberlippe  zu  beiden  Seiten  der  Erhoehung  stark  vertieft  ；  Soheitel  fein  quer- 
gostreift,  in  der  Mitte  eine  etwas  kielartigo  ！ Elrhoehung,  zum  Monde  hin  lang 
gelblich  l>ohaart,  Fuehlerkeule  dunkelbraun,  oval ； Geisel 4  gliediig. 

Halsschild  schwarz,  an  der  Basis  am  breitosteu,  Spitze  iem  verschmael^t» 
abgerundet,  am  Vorderrand  4  vorragende  Hoeckerchen,  bis  zur  mittleren  Erhoe- 
hung oonzeutrisch  reiheiiartig  gehoeckert  und  iu  gerader  Linie  eudent  ；  Hinterteil 
dicht  punktiort,  fein  graeulich  beschuppt 

Fluegeidecken  anderthalbmal  laenger  als  breit,  «schwarz,  feiu  grau  beschuppt 
and  beluwrt.  Panktetreifen  undeutlich  grob  punktiert  ；  Zwischenra^ume  flach, 
schmal,  f,ist  einieiliig,  doch  feiner  als  Streifen  punktiert. 

Fundort :  Sapporo. 

Frasspflauze :  Acantltopatiax  rtctnifdium  S.  et  Z. 

Diese  ueae  Species  aehnelt  Crypuäua  tÜiae  Panz.,  doch  ist  die  Gestalt  kleiner 
und  cue  Hoeckerohenreihen  des  Halsschilas  sind  anregelmaessiger. 

XyM>oru8  apicaris  Blandf. 

Diese  allgemeine  Art  habe  ich  Mitte  Mai  dieses  Jahres  in  Nopparo  an  ver- 
schiedenen Bambosstaemmen,  haiipisaechlich  PhyUostachys  mitis  Riv.  gefanden.  Sie 
boliren  sich  direkt  in  die  Knoten  der  Staemme  ein.  Die  in  Nopporo  befiudlichen 
Bambnsstaemme  hatten  sich  durch  klimatisohe  Einflaesse  ment  vollkommeu  ent- 
wickeln koenueu,  und  sind  moistenteils  sehr  g^schwaecht,  ja  fast  halb  abgesfc  »rbeu. 
Man  liatte  sie  fuer  die  Versuchsstation  aus  Mitteljapan  eingefaehrt  An  einigen 
gesnndeii  Stnommen  waren  koine  Kaefer  zafiiuloii.  Andere  Exeraplaro  siud  in 
Nishino  (bei  Sapporo)  an  Juglans  SteLddiana  Max.  gesammelt  worden  und  gleich- 
zoitig  erhielt  ich  verschiedene  schoene  Fiaasstnecke.  Gewoehnlioh  ist  bei  den 
Frassbildern  von  der  Rinde  aus  wagerecht  uach  der  Stanunaze  gebohrt;  die 
Gtenge  sind  verzweigt  und  ziehen  sich  rechts  und  links  hin«  \axdm  jedoch  nie 
direkt  an  den  Jahrringen  entlang  ；  oftmals  nehmen  sie  aach  eine  nach  unten 
gehend  gekruemmte  Richtung  an,  Yeisohiedentlich  sind  zam  Mattergang  senkrecht 
gehende  Larvengaenge  vorhnndon. 
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Xylebam8  germanvs  Bl. 

Im  üni 鶴 itaete  Wald  Tomalcomai  Prov.  Iburi  sammelte  ich  Herbst  1911 
viele  Exemplare  an  abgestorbenen  Erlenstaemmen. 

Diesen  Sommer  gingen  mir  verschiedene  Kaefer  nebst  Frassstaeoke  von 
Teepflanzan  Thea  ainonds  L.  zu.  Ein  Teil  des  Materials  stamnt  von  Herrn  Yauo 
aus  der  Verenchsaustalt  in  Meguro  das  uebrige  von  Herrn  Kuwana,  der  an 
der  Versachsstation  in  Oji  angestellt  ist.  Die  Frossstuccke  beider  Pflanzen 
sind  15-20  cm  stark.  Allem  Anschein  nach  soheint  die  Teepflaaze  im  gesaudem 
Studium  vom  Kaefer  befallen  worden  za  sein»  denn  cue  inneren  Teile  der  Frass- 
gaenge  and  das  ringsum  befindliche  Holz  ist  stark  schwiierzlich  gefaerbt.  Da  die 
Bohrloechor  hauptsaechlich  am  Wurzelstock  vorkommen,  scheint  er  ein  grosser 
Schaedling  der  Teepflanze  za  sein.  Leider  winden  mir  keine  genauen  Berichte 
und  Mittoilungfiu  geraaclit.  Das  Frassbild  ist  sehr  onregBlmoossi ひ- die  Grang- 
stiverke  betraegt  1,2—2  mm. 

Scdytojjlatijpus  mikado  Bl. 

In  Gemeiiiscluift  mit  XyJd>orwi  njncarts  Slandf.,  traf  ich  sie  an  Bambus- 
staemmen  an  ；  sie  bohren  sion  gleicufalls  in  die  Knoten  ein,  jedoch  mßt  man 
sie  nicht  so  haeofig  an  wie  Xyldforii8  ajncaria  Blandf. 

Phlypus  deverini  Bl. 

Chat  entwickelte  Frassstaecke  dieses  Kaefers  süid  in  Marnyama  bei  Sapporo 
gesammelt  worden.  Eine  fast  22  cm  im  Dnrohmesaer  starke  Linde  Tüta  cordata 
Mill, w.  jajxmica  Miq.,  war  befallen  worden.  Mit  sohwachßr  Biegung  dringt 
der  Frassgang  tief  ein»  nimmt  gegen  Ende  eine  kreisfoermige  Bichtang  an  und 
ist  oft  verzweigt  ；  die  meisten  Abzweigungen  betragen  60°.  Die  8  ram  langen 
iArvengaenge  sind  nicht  in  allen  Zweiggaengen  anzutreffdn  ；  kommen  sie  aber  vor, 
so  sind  sie  meistens  4  mm  voneinander  entfernt. 
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UEBER  DEN  AUFBAU  DES  TSUISHIKARI- 
MOORES  IN  HOKKAIDO, 

Von 

K.  Tokito,  Nogaku8hi. 


對雁 泥炭地の 構成に 就て 
時 住一 彥 

In  Europa  ist  das  Moor  schon  seit  einigen  Jahrzehnten  vielfach  grändlioben, 
wi&wnsclmftliclien  Forschungen  unterworfeD  wenden.  Auch  im  B^zii^  aaf  den 
Aafbaa  des  Moores  habeu  viele  Moorforacher  eingehende  Studien  gemacht.  Dage- 
gen ist  unser  japanisches  Moor,  das  sich  gröestenieils  in  Hokknido  and  Sachalin 
in  weiter  Ansbreitang  befindet,  für  cue  natarwissengchaftliobe  UnterBOchong  bis 
jetzt  fast  gänzlich  unberührt  geblieben,  obwohl  es  nicht  zu  verkennen  ist,  dass 
viele  Naturforscher,  wie  Dr.  K.  Miyabe,  auf  dem  Gebiet  der  Moorpflanzen  wert- 
volle 8ammlangen  gemacht  haben. 

Von  der  Tatsache  überzeugt,  dass  solche  wissenschaftliche  Forschung,  beson- 
dere diejenige  über  den  Aafbaa  des  Moores  nicht  uur  für  wissenschaftliche  Zwecke, 
sondern  auch  für  ökonomische  Bennteniig  nnserBs  Mooreft,  ü.  h.  Moorkaltur  und 
Torfverwertung,  von  grosser  Wichtigkeit  sein  soll,  hafce  ich  schon  vor  einigen 
Jahren  anf  dem  Tsaishikarimoor,  das  eins  der  grössten  Hochmoor«  üi Hokkaido 
ist,  ProfilAasgrabcmgen  gemacht  und  damit  ein  ziemlich  ausführliches  Stndinm 
sowolil  übet  botanische,  als  anoh  obemisohe  und  physikalische  EigonschAfteu  durch- 
geführt. 80  werde  ich  hier  meine  über  den  Aafbaa  des  Moores  genmehteu 
Resultate  wiedergo1>eii. 

Bevor  ioh  toq  unserem  Moore  redo,  möchte  ich  zuerst  die  Ergebnisse  europai- 
scher Forechnngon,  xmd  zwar  welche  mna  haaptsachlioh  in  Deutschland  machte,  wo 
sohcm  seit  langer  Zeit  über  Moore  grundlicho  Untersuchungen  stattfandon,  aiifülireu. 
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Verfolgt  mau  den  Aufbau  eines  Hochmoores  in  die  Tiefe,  so  wird  bei  einer 
normalen  Moorausbildung  meistens  eine  Torfmuddeablagerang  augotixjflfan,  die 
gewöhnlich  die  unterste  Grandschicht  des  Mooros  bildet.  Auf  der  Torfmadde 
befindet  sich  der  Schilf-  oder  Seggentorf;  beide  biiaen  die  Hauptmasse  des 
Kiedermoores.  Nachdem  eine  Ablagerung  dieser  Torf  arten  stattfand,  die  Verlandaiig 
der  Uewässer  vollendet  war,  siedelten  sich  nun  Brach waldbaume  au,  die  den 
Bogenannten  Bruchwaldtorf  hinterliessen.  Darüber  kommt  der  Uebergangswald, 
welcher  die  Brücke  vom  nuten  befindlichen  Niedermoor  naoh  dem  nächsten 
Hphagnamtorf  bildet.  So  ist  der  Sphaguamtorf  die  letzte  vollendete  Entwick- 
lungsstufe der  Moorbildang. 

Was  oben  geachildort  wurde,  ist  nämlich  die  Darlegung  einer  normalen 
natürlichen  Entwickelnng  dee  Moores,  die  allerdings  durch  klimatische  Verindermigen 
oder  durch  sonstige  üusserliche  Umstände  inelir  oder  minder  beeinfluast  werden 
kann,  daas  sie  sohlieeslich  besondere  Entwickluugsformen  annimmt 

Der  Moorbotauiker  C.  A.  Weber0,  stellt  nebenstehende  schematische  Schich- 
teufolge  als  normale  Ausbildung  eines  norddeutschen  Moores  dar,  welches  seinen 
Ureprang  in  einem  stehenden  Gewässer  nahm  and  bis  zur  Ausbildang  oioer 
geschlagenen  Spliaguumtorfscliicht  vorsohritt,  also  zum  Hochmoor  wurde. 

Scliema  oines  nortldoutsolion  Moores  mit  ab^resclilo^sencr 


Entwickelung. 

1. 

Jaugerer  jMeichmoostorf 

Beisen-  und  Bleichmoo3torf 

2. 

Grenzhonzont :    Heidotorf  oder  Wollgnisstorf 

3. 

Aelterer  Bleichmoostorf 

4. 

( lieiaentorf  od.  Seggen-Bleiclunoostorf 

(Wollgrastorf 

5. 

Föhren-  und  Birkenwaldiorf 

6. 

Brachwaldtorf 

7. 

Schilftorf 

8. 

Torfmndde 

1) Webet:  Die  wiohtigstan  Horn»*  and  Tafniten  and  ihre  Beteüignng  aa  dem  Aufbau 
öocddeataclwr  Mooco.  Die  Entwickdung  dor  Moockultor  in  den  leteteu  25  Jahren,  19(Ä  a  94. 
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Nach  Weber"  möchte  ich  hier  den  Entwicklungsgang  vorhergehender  Schich- 
tenroihen  etwas  eingehend  erörtern.  Verfolgt  man  die  Torfschichiea  von  der 
Tiefe  nach  oben,  so  findet  man  zanäobst  eine  Torfmnddaiblagorang,  welobe  die 
Grandlage  bildet.  Darüber  lagert  sich  der  Schilf fcorf.  Mit  der  allmählichen 
Anstrooknang  des  Landes  erscheint  alsdann  der  Braohwaldtorf  als  die  nächst 
folgende  Schicht.  Die  fortdauernde  Verarmung  der  PflanzennährstodOfö  yerarsaoheu 
liier  das  Auftreten  von  Föhren  und  Birken,  was  als  höchste  Entwickeluugsstnfe 
des  Uebergangsmoorea  bezeichnet  wird. 

Während  der  langsam  erfolgenden  Ablagerang  dieses  Waldtorfs,  setzte  sich 
«las  Moor  allmählioh  und  verwandelte  sich  in  einen  für  Wasser  schwer  durohlässigöi 
Boden.  In  Tümpeln,  wo  das  nahrstoßarme  Meteorwasser  stehen  blieb,  siedelten 
sich  nun  Bleichmoose  und  andere  an  Nahrung  ansprochslose  Sumpfpflanzen  an  ； 
das  Bloiohmooe  mit  seiner  starken  Kapillarkraft,  hervoTgerufou  durch  seine 
cluirakteristisohe  Zellkonstruktion,  mooliten  üppiges  Wacnstum  zur  Folge  und 
verursachten  dadurch  starke  Anhäufungen  von  Moostorf. 

Hätte  das  Bleichmoos  so  ununterbrochen  bis  zur  Oberfläche  sein  Waohstum 
fOTteetaen  können,  dann  würde  das  norddeatsohe  Moor  eine  vollständig  normale 
Entwickelimg  gemacht  haben.  Wie  obiges  Schema  zeigt,  finden  wir  jedoch  auf 
dieser  Moostorfschicht  eine  Unterbreohnng  durch  das  Auftreten  einer  ganz  anderen 
Torfsohichtart,  die  entweder  dem  Heidetorf  oder  dem  Wollgrastorf  augehohrt. 
Dieser  plötzliche  Wechsel  kann  nur  durch  den  Eintritt  einer  säkularen  Trocken- 
periode verursacht  worden  sein.  Das  bis  dahin  üppig  dediebeue  Bleichmoos,  was 
sich  nur  bei  reichlicher  FeuclitigReit  so  gnt  entwickelt,  wurde  also  darch  klimatisohe 
Trockenlieit  beeinflusst.  Während  dieser  Periode  sank  das  ausgetrocknelo  Moor 
zusammen,  and  der  gebildete  Bleichmoostorf  erfahr  eine  duiohgreifende  Zereetzang. 
Die  Folge  war,  dass  der  Moostorf  dieser  Schicht  im  Vergleich  mit  dem  später 
Ton  neuem  erschienenen,  dem  sogenannten  jüngeren  Moostorf,  eine  viel  dunklere 
Farbe  auf  wies,  auch  bedeutend  starker  zersetzt  war. 

Während  dieser  Trockenperiode  war  das  Heidekraut  oder  das  Wollgras  der 
Hnnpttorfbildor  und  machte  verhältnismässig  nur  lapg^ftm  TorfaMiigerang,  dio 
nach  Webet3'  der  Greuzhoriaont  genannt  wird. 

Die  erneute  Anhäufung  des  Bleichmooetorfs  auf  dem  Grenzborizont  wurde 
daroh  den  Wiedereintritt  einer  feuchten  Säkularperiode  veranlasst,  die  bis  zur 
Gegenwart  fortdauert. 

1)  Web«: (1. c.)  &  80. 

2)  Web«: (1. c.) 

Digitized  by  Google 


10 


W'tt —？ t 鳜 ifeKltt の mwr-  it て 


Der  wohlbekannte  österrekbisclio  IMoorforschor  H.  Sclireiber"  fand  fast  die 
gleiche  Moorausbildong.  Das  typische  Profil  der  Torf  schichten  in  der  Umgehraif 
von  Halzbmg  lautet  fdgendernuussen. 

f.  Kezenter  Brnchtorf. 

e.  Jüngerer  Moostorf. 

d.  Jüngerer  Brnchtorf. 

c.  Aelterer  Moostorf. 

b.  Aelterer  Bruchtorf. 

a.  Aßlterer  Riedtorf. 

Danach  ist  ersichtlich,  dass  auch  hier  im  allgemeinen  beim  Moore  eiue 
uormale  Ausbildung  erfolgte,  und  gleichfalls  war  wie  beim  norddeatschen  Moore 
eine  Unterbreohang  zwischen  zwei  Moostorf schichten  wahrzanemen. 

Was  üi dorn  vou  Schreibor  angegoljenen  Vorbild  über  Tarfausbildnng  nicht 
mit  dem  narddeutsohen  Moor  übereinstimmt  ist,  dass  diese  Zwischenschicht  hier 
aus  Bruchtorf  bestand,  anstatt  ans  Heidetorf  oder  Wollgrastorf.  In  diesem 
Bruchtorf  sind  meistens  Fichten,  Latschen,  Waldkiefern  nnd  znweilen  Birken 
aDziitreffen. 

Ausserdem  haben  in  England,  Schweden  and  noch  anderen  enropälsobeu 
Ländern  die  Hochmoore  nach  Sclireiber^  meistens  dieselben  8chichtenaasbildangen 
erfahren.  Diese  Aufeinanderfolge  der  Torf  schiebten,  welclie  in  allen  enropäischeii 
Mooren  nachweisbar  ist,  hält  Weber"  für  eine  natürliche,  normale  Entwicklung 
des  Moores,  das  vom  stagnierenden  Gewässer  hervorgehend  sich  schliesslich  zu 
einem  Hochmoor,  unter  gleichbleibenden  klimatischen  Verhältnissen  entwickelt. 
Mit  andoron  Worten  haben  nach  ihm  dio  ganzeu  Torfscluchten  durch  das  Klima 
eiue  wosentlicho  Veränderung  erlitten,  au^enommon  da,  wo  der  eintritt  der 
säkulAron  Trockoii  periode  zwisclion  dem  älteren  and  jüngeren  Moostorf  einsezt. 

Ferner  ist  Sclireiber  der  Ansicht,  dass  während  dieser  Moorbilduug  mehrmalige 
klimatische  Veränderungen  stattgefunden  haben  müssen  tuid  sioh  infolgedessen  so 
mehrere  verschiedene  Moorschichten  gebildot  hätten.  Nach  ihm  soll  jede  Torfschicht 
ihr  besonderes  Klima  haben.  Was  er  über  das  Klima  der  verschiedenen 
Torfschichten  angiebt,  will  ich  hier  kurz  erwähnen. 

Er  sagt°，  während  der  Bildangsperiode  der  untereton  Moorschichk,  also  des 

1)  Schreiber :   Veigletsobenuig  nnd  Mootbildung  in  giüzbarg.   1912.  S. 14. 

2)  Schreiber: 《1. c)  8,  34. 

3)  Weber: (1. c) 

4)  Schreiber: (1. c.) 
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Biedtorfs,  sei  das  Klima  warmer  als  wie  zur  Gegenwart.  Dot  nfiohste  altere 
Bniohtatf  liesse  anf  ein  verhültnismässig  trookenee,  wannes  Klima  sohlicssou, 
während  die  darauffolgende  Periode  des  älteren  Moostarfs  ein  kühl  feucht  nel>eliges 
Klima  gehabt  haben  müsse.  Der  nächst  folgende  jüngoro  Bruchtorf  läast  ein  wie 
das  Gegenwarläge  gemässigt  warmes  Klima  vermuten.  Dann  herrschte  wieder  ein 
kühlfeachtes,  liohtannes  (nebeliges)  Klima,  das  den  jüngeren  Moostorf  bildete. 
Dor  letzte  ^ogenwürtige  rezente  Bruchtorf  entspricht  dem  jetzigen,  verhältnismässig 
teockenon  Klima,  wo  Mcx3storfl)ildung  auf  ein  Minimum  l>eschräiikt  ist. 

Nach  Schreiber  hat  also  ein  fünfmaliger  Klimawechsel  stattgefnudon  und  je<io 
Moorschicht  hatte  ein  entsprechend  eigenes  Klima,  während  Weber  nur  einmaligen 
Klimawechsel  in  der  Periode  des  Grenzhorizonts  feststellt,  aodonn  erkennt  er  bei 
der  Formation  aller  andern  Toiischichten  koine  äussere  Bedüigongsveröndemng, 
wie  KlünawecLscl  an.  Es  ist  hier  nicht  am  Platze  über  diese  so  grondverachiedenen 
Gedanken  za  diskatieren.  Möge  es  dem  Leser  geniigen,  dass  über  Mooraofban 
solch  weit  anseinandeigehende  Ansichten  henscheu. 

In  vorliegender  Abhandlung  verBaohte  ich  den  Aufbau  des  Tsoishikarimoorce 
darzulegen,  dengelbeu  mit  der  eoropaischen  Torfentwickelaiig  za  vergleicbcn  ； 
ferner  wenn  es  möglich  za  sehen,  ob  eine  klimatische  Veränderung  auch  bei  uns 
eixigeterten  ^st  oder  nicht. 

Im  Sommer  1908  wurde  die  Probeentnahme  bewerkstelligt.  Der  Ort,  wo 
die  Torfprobeu  proffl  istisch  herausgenommen  wtudeu,  liegt  im  südöstliolifin  Teil 
des  Tsuishikarimooros,  da  wo  früher  das>  Moonrersacbsfeld  der  Proyinzial  Kegieraug 
war.  Dort  habe  icli  eine  bis  dahin  unkultiviert  gelassene  Stelle  ausgosacht.  Die 
Probon  entnahm  ich  folgenderwetse :  ein  geräumig  grosso  Grube  wurde  hergestellt 
und  dann  an  den  Wanden  mittelst  eines 15  cm  grossen  rechteckigen  Zinkkastens 
von  oben  nach  unten  reibenweise  je  ein  Brocken  heransgeechnitten. 

Da  beim  Ausgraben  der  Traf  proben  m  den  Wänden  das  Wasser  darchsiokort«, 
stellten  sich  aus  grosse  Schwierigkeiten  entgegen  und  nur  mit  Mühe  konnten  wir 
12  Torfbrocken  aasgraben.    Wir  hatten  eine  Tiefe  von 1.8  m  erreicht. 

Da  dio  Profilausgrabung  sich  bloss  auf  eino  einzige  Stelle  beschränkte, 
könnte  man  glauben,  es  sei  voreilig,  gleich  daraus  eine  allgemeine  Schlossfolgerong 
im  Bezog  auf  die  Moorbildung  zn  ziehen.  loh  glaube,  es  dürfte  keine  unzuver- 
lässige Folgerung  sein,  da  ich  bei  noch  einigen  anderen  Ansgrabungeu  feststellte, 
class  das  dortige  Moor  überall  eine  gleichartige  Schicliteiiaushildmig  gemneht  hat. 

Nnclidem  die  Torfprobe  volbttuadig  ao^etxookiidt  war,  wurde  sie  gewogt, 
worauf  man  ihren  Fflanzenbestand  eingehend  antersnohte.     In  der  schieout 
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zersetzten  Torfmasse  konnte  ich  mit  blossem  Auge  ohne  Schwierigkeit  die 
hauptsächlich  den  Torf  bildende  Pflanzen  erkennen  ；  dagegen  musste  ich  bei  gut 
zersetzten  fast  formlosen  Torfarten  zum  Mikroskop  greifen.  Bei  einigen  Pflanzen 
koiinto  ihr  Vorhandensein  erst  durch  ihre  Früchte  oder  Samen  nachgewiesen 
werden.  Toils  mit  blossem  Auge,  teils  mit  Mikroskop  wurden  die  Sphagnamarten 
bestimmt. 

Die  Bildnngsstafe  des  Tsuishikarimoores  lautet  wie  folgende  schematische 
Tabelle  ergiebt,  in  welcher  das  Stärkeverhältnis  der  Torfschichten  ungefähr  durch 
den  Abstand  der  Horizontallinien  angedeutet  ist. 
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SOHTMATISCHE  DaBSTELLÜNO  DEB  SOHICHTENFOLOE  DES 
TsUlSHIKARntOOREB. 

(Bis  zu  einer  Tiefe  von 180  cm) 

Tiefe  d.  Schicht  Nr.  d.  Torfschichten 

(cm)  Schicht 

Matroberfläche 


., ('arioeto-Spluigmimtorf 


(Sphagnum  ca.  40%  der  Torfmasse 


Vulkanische  Asche 

2. 

Carioeto-Sphagnumtorf 

(Spliagnnm  ca.  80^) 

3. 

Coriceto-Sphagnomtorf 

(Sphagnum  ca.  90%) 

Carioeto-Spliaguniutorf 

(Sphagnum  ca.  75-80% 

5. 

Eriophoreto-Spluigmimtorf 

(Sphagnum  ca.  80 船 

6. 

Sphagnumtorf 

(Sphagnum  ca.  90^) 

7. 

Scheuclizereto-Sphagnumtorf  (Spha.  a 

Vulkanische  Asche 

8.  Ueljergfingswakltorf 


Hochmoor  ^  üeborgungsnKSF 


1  11  1 
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Wie  vorgehendes  Schema  ergiebt,  können  die  Torfohichten  des  Tsaishikari- 
moores  bis  zur  Teife  von 1.8  m  in  8  verschieaeue  Schichten  geteilt  werden,  Ton 
denen  die  unterste  Schicht  dem  Uebergangstoif,  alle  anderen  dem  Moostorf 
angoliöreu.  Die  Charakteristik  jeder  Torfscluclit  and  ihre  darin  vorkommenden 
Pflanzen  werde  ich  nacli  Schichienreihcn  unten  kurz  erwähnen. 

1. Schient.  Carioeto-Sphagiiumtorf.'  Etwa 15  cm  dicke  Torfäohicbt.  Sohlecht 
zersetzt  Sphagnum  paptÜoeum  bildet  ca.  40  ^  der  Torfmaase,  übriger  Teil  fast 
alles  Carexrest,  der  ausschliesslich  aus  C.  Middendorfii  entsteht.  Die  ganz»  Torf- 
wird  von  einer  eisendraJitartigen  Bbizome  der  Vaccinium  Oxycoccits  durch- 
woben.  Ferner  wurde  etwas  Eriop/unum  vaginatum  angeiaxtffeu. 

Unter  dieser  Torfschicht  befindet  sieb  eine  dünne  ca.  2  cm  starke  Schicht 
vulkanischer  Asche. 

2.  Schient.  Carioeto-Spluiguamtorf.  Die  Dicke  dieser  TorfBchicht  betrugt 
30  cm.  Im  ganzen  stärker  zersetzt  uud  fester  gpLigert  als  die  obere  Schicht.  Gut 
zersetzter  Spbagnumtorf  bildet  daiohsohuittlioh  ca.  60  ^  der  ganzen  Masse. 
Daneben  finden  sich  reichlich  Beste  von  Carex  Middetidorßi  und  Vacciniwn 
Ozyccocus  vor.  Dach  die  ganze  Schicht  ist  Scheitda^-ia  palustris  zeistreut  anzu- 
treffen, noch  ist  Andromeda  pdt/blta  spärlich  da.  Das  Spliagnura  nimmt  allmäh- 
lich nach  unter  za  und  zieht  sich  bis  in  die  nächst  folgende  Schicht  ein. 

3.  Schioht.  Cariooto-Sphagnamtorf.  Etwa  eine 15  cm  dicke  Ablagerung. 
Ausschliesslich  bildet  Sphagnum  jpajnOosum  den  Hauptbestandteil,  der  ungefähr 
90  %  der  Taifmasse  beträgt.  Bei  diesem  Profil  tri は Carex  Middendorfii  stark 
zoruck  ；  die  Torf  masse  ist  reionhaltiger  an  Vaccinium  Oxyococus  als  die  obere 
Schient.  Dagegen  wird  Eriopliorum  vaginatum^  Andromeda  poitfclia  nur  spärlich 
angetroffen. 

4.  Schidit.  Carioeto-Spliagnumtorf.  30  cm  dick,  von  60  bis  90  cm  reichend. 
Die  Grondmasse  besteht  wie  die  obere  Schicht,  aas  Sphagnum  paptUosumy  der  an 
Menge  bedeutend  zurücktritt  und  nur  etwa  75-80  %  der  ganzen  Masse  bildet. 
Hier  tritt  Carex  Midde/uhrßi  wieder  stärker  hervor.  Daneben  sind  Vaccinium 
Oxycoccm  und  Eriopliorum  vaginatum  deutlich  erkennbar. 

5.  Schicht.  Eriophoreto-Spbagnumtorf. 15  cm  starke  Schicht  Die  Qruud- 
masae  ist  ans  Stengeln  von  Sphagnum  papiUosum  gebildet.  Beste  von  Eriophorum 
vaginatum  sind  reichlicher  vorhanden  als  andere  Pflanzen  ；  so  wird  Eriophoreto- 
Sphaguomtarf  gebildet.  Ia  dieser  Schicht  tritt  wieder  Carex  Middendorfii  aaf, 
jedoch  sehr  spärlich.  Auch  ersehoinen  Vaccinium  Oxyccoctts,  Reiser  von.  Myrica 
Oale  und  etwas  Equisdum  poiiidre. 
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6.  Sohioht.  Sphagnomtocf.  Sphagnum  papUoeum,  mit  ebenso  vielen  Sten- 
geln wie  Blätter  bildet  die  Haaptmasse,  die  mehr  als  90  ^  der  ganzen  Masso 
beträgt.  Diese  Schicht  ist  60  cm  tief.  Carex  anscheinend  sehr  spärlich  vorhauden, 
dafür  Sckeudaei'ia  palustris  reichlicher,  besonders  nach  nnton  zanehmeud.  Dnroh  die 
ganze  Sohicht  zerstreut  befinden  sich  »chwarzo  Beste  v<mi  Equisetnm  palustre,  sog;u- 
sind  auch  Reiser  von  Lyonia  caljoulata  und  VacciniumOxyccocus  da. 

7.  Schicht.  Scheuob28reto-  Sphagnamtorf .  Sphognom  mit  Sclteuckxerta  palu»- 
irU  bilden  die  Hauptmasse,  an  Stärke  nur  8  cm;  der  eretere  fast  ganz  aus  Blättern 
von  S ゆ. papidoewn  entstehend  bildet  etwa  die  Hälfte  der  Torfmaase.  Starker 
zersetzte  Torfmasse  als  oben  und  dichter  gelagert,  sodann  lassen  sich  Sphagnum- 
Wätter  deatlich  erkennen.  Carex  wurde  äusserst  spärlich  gefunden.  Vaocinium 
0xyccocu8  sowie  Eqxiiaäum  paludre  waran  kaum  nachweisbar. 

Unter  dieser  Schiolit  liegt  eine  ganz  dünne,  höohst  0.5  cm  dicke  vulkanische 
Sandschicht,  die  durch  starke  Verwitterung  eine  glänzend  glassartige  Masse 
bildet. 

8.  Sohiohi.  Ueborgangs-Waldtorf.  Die  unterste  Schicht,  anter  der  vulkani- 
schen Asohe  reicht  bis  zum  Grand  des  Profils,  ist  etwa  37  cm  stark.  Ihrekt 
uniet  der  Aschenablagßrang  wird  die  Torf  masse  weich  und  formlos.  Carex  und 
Phragmüea  commmis  bilden  die  Hauptmasse  des  Torfe.  Sphagnum  nur  sparweise 
in  den  obersten  Teilen  dos  Piofils  za  finden.  Nach  unten  hin  ist  Betula  sp. 
»aflEallend  reichlich  vorhanden.  ScJieuc/izerta  jocdiutris,  Eqtdaäum  paluntre  sind 
eingestreut»  doch  ist  von  Vaccinium  Oxyccocus  nur  wenig  da. 

Ich  mochte,  nachdem  ich  die  oben  gesohilderton  Torfsohiohten  erklärt  habe, 
nochmal  ihre  Entwicklungsstufe  von  unten  nach  oben  verfolgen  and  ihren  Aufbau 
erklären. 

Die  nntersto  »Schicht,  die,  wie  schon  erwähnt  wurde,  dem  Ueberppingstoi-f 
angehört»  enthalt  viele  Holzreste  vou  Botula  sp.,  die  nach  unten  hin  reichlicher 
gefandeu  werden.  Daraus  lasst  sich  schlieeseu,  dass  Moor  nach  unten  noch 
reicher  an  Holz  ist  und  sich  schliesslich  in  Brachwaldtorf  verwandeln  wird  ；  oder 
es  kann  dagegen  vermutet  weiden,  dass  man  unten  ohne  auf  Braohwald  zu  stosson 
direkt  anf  Niedermoor  gelangt,  denn  Schilf-  sowie  Seggentorf  sind  grösstenteils  in 
der  Masse  enthalten.  Leider  konnte  unsere  Probeentnahme  nicht  tief  genug  aus- 
geführt werden,  wodurch  der  Fall  nicht  klar  gelegt  wurde. 

Es  ist  merkwürdig,  üiisb  eine  vulkauische  Aschenschicht  diesen  Uebergaugs- 
torf  deckte  wenn  gleich  sie  aaob  nicht  sehr  dick  ist. 

Der  nächst  befiudliohe  ScheucAaeria-Sphaguuiiitorf  (Schicht  Nr.  7)  zeigt  eine 
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normale  Entwicklungsstufe  unseres  Moores,  denn  wie  Weber"  schreibt,  wenn  Bich 
ein  Uobergaugstorf  weiter  entwickelt,  wird  derselbe  immer  zum  Scheuzeria-  oder 
Eriophoramtorf  mit  mehr  oder  minder  reichlicher  Beimischung  von  Sphagnum 
übergehen.  Bei  unserem  Moore  hat  sioh  nicht  der  I^rioplioramtorf  sondern  der 
Scheachzeriatorf  entwickelt.  Damus  geht  hervor,  dass  eine  dauernde  Versampfaiig 
anf  dem  Uebergaugs-Bruchwaldtorf  herrsclite,  denn  Scheuchzeria  palustris  könueu 
nur  an  solche  Stellen  gut  gedeihen,  während  bei  einem  üppigen  Wachstum  vcm 
Erwpharum  vaginatum  ein  häufiger  Wechsel  Ton  starker  Darchnafisnng  und 
physiologischer  Trockenheit  gefordert  wird. わ 

Die  Stärke  des  SobeuohzeriatorEs  ist  im  allgemeinen  nicht  gross.  Nach  WeW) 
besitzt  der  »Schouchzoriatorf  "Meluuelilelüv  in  Ostpnu^scn 

eine  Dicke  von  einigen  bis  höchstens  60  cm.  Bei  dem  von  mir  untersachten 
Profil  betrug  sie  nur  8  cm. 

Auf  dem  Soheazcria-Sphagnamtorf  hatte  sioh  das  Sphaguommoos  so  üppig 
entwickelt,  (lass  08  von  der  sechsten  bis  zur  ersten  Schicht  gelangte.  Im  grosseu 
und  ganzen  bildet  dieses  Moos  die  Grandmasse  der  Torfablagerung,  wenn  anch 
letztere  dabei  noch  in  verschiedenen  Abarten  eingeteilt  werden  kann.  Mit  blossem 
Aoge,  and  auch  bei  eingehender  mikroHpokiscfaer  Untersuchung  fand  ich  Spitag- 
num  papillosum  als  deu  einzigen  Vertreter  der  Torfmoose.  Das  Vorhandenaeiu 
anderer  Sphagnnmarten,  welche  gewöhnlich  bei  Hbchmoorbau  beteiligt  sind,  konnte 
hier  nicht  nachgewiesen  werden.  In  Europa  bildet  sehr  selten  Sph.  papillosoni 
die  Hauptmasse  dos  ganzen  Moores,  dem  entgegen  entsteht  unser  Tsuiahikari- 
moor  aassohliesslicli  aus  dieser  Moosart. 

Das  üppige  Wachstum  des  Sphagnums  erklärt  sich  durch  die  got  entwickel- 
ten Stengeln,"  die  im  Sphagnomtorf  eutluUten  waren.  Ferner  ist  zu  bemerken, 
dass  diese  MooBstengelu  alle  horizontal  dicht  nel)en  einander  lagerten.  Die  Ursache 
dieser  charakteristischen  Ablagerung  werden  wahrecheinlich  die  schweren  Schnee« 
massen  gewesen  miu.  Durch  den  regnerischen  Herbst  im  Wachstum  günstig 
unterstutzt,  drückten  die  schweren  SahneeKchichten  derart,  dass  sich  die  Siegeln 
seitiieh  lagerten. 

Nachdem  das  Sphagnummoos  bei  reichlichem  B^enfall  und  durch  die  beetäu- 

1)  Weber : (1. c.) 

2)  Web«r: (1. a) 

1902.  & 184-197. 

4)  ißl  Aasnahme  Ton  Schicht  Nr.  3,  wo  es  sich  mit  dem  Wodurtnm  de«  Torfmooses  etwi«  nmkts 
verhält. 
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feuchte  Logo  mehrore  Jahrhunderte  lang  sein  Wachstum  fortsetzt«?  und  oine 
Schicht  von  ca  30  ein  gobildot  hatte,  trat  nun  eine  nicht  unbedeutende  Verändo- 
rung  im  Torfbestand  ein.  Man  bemerkt  nämlicli  bei  der  nächsten  Schicht  (Sclücht 
Nr.  5)  anfallend  starke  Bcimengnngen  von  Eriopfiorum  vaginatum,  der  folglicher- 
welse  den  Vaginoto-Spbagnaratorf  bildet.  Da  das  WoUgrass  bei  häufiger  Wecksol 
von  Nässe  und  Trockenheit  gut  gedeihen  kann,  so  ist  höchst  wahrscheinlich,  eine 
KlimAänderang  eingetreten,    oder  durch    irgend  andere  Grunde  hat  sich  der 


Anscheinend  hielt  diese  Periode  nicht  lange  au,  denn  die  während  derselben 
Zeit  gebildete  Torfschicht  betrögt  mir 15  cm.  Von  Ende  dieser  Periode  an  bis 
znr  Gegenwart  ist  soviel  Garcx  Middendorfii  mit  dem  SphAgnumtorf  venuisohi, 
d/iss  dio  so  gebildete  Torf  masse  Carioeto-Spliagnnmtorf  genannt  werden  kann. 
Die  Se^fti  haben  sioh  so  schlecht  siereetzt,  daas  sio  von  ihrer  nrsprünglicheu 
1 xflanzonf orm  nichts  eingebüsst  haben  und  nur  dio  Farbe  etwas  verbrannt  ist. 

Das  überwiegend  starko  Auftreten  von  Carex  Middendorfii  rülirt  wahrschein- 
lich von  dem  rflanzennährangsziwtande  her.  Da  zum  üppigen  Wachstum  einer 
solclu'i»  So^gonart  ein  ziemlioli  nährstofi&eicbes  Wasser  gefordert  wird,  ist  auzii- 
nehmen,  das»  während  dieser  Periode  häu6go  Uebersohwommung  von  Ijenaohbarton 
Flüssen  stattgefunden  halben  müssen,  dio  auf  das  Moor  einen  güustigen  £iuflu&.s 
ausübten«  Diese  Vennutong  bostätigt  sich  durch  die  dichte  Abla^rang  dor  gut 
entwickelten  langen  Bleiohraoossteng^ki,  denn  oin  solch  energieober  Wachstum  des 
Bleichmooees  kann  sioh  nur  bei  starker  Voreumpfiuig  clor  Mooroberflaohe  vollziehen. 

Njichftera  diese  Schicütenablagerang  eine  »Starke  von  etwa  30  om  erreicht 
hatte,  trifft  man  wieder  eine  wesentliche  Verändernng  des  Torflx^standes  an, 
welche  die  nächste  Scnioht  bildet.  Seggen  troton  jetzt  nur  Hparlich  anf,  wahrend 
Bleiohmoos  sich  dafür  starker  bemerkbar  macht.  Ursache  dieser  Erscheinung 
wird  wahrscheinlich  die  allmähliche  Verarmung  der  MoornäbrBtoffe  aein. 

Diese  Periode  hält  nicht  lange  au.  Naohdom  die  Schicht  nur  otwa 15  cm 
stark  wurde,  erscheint  darüber  gleich  wieder  eine  andere  seggenreichere  Ablagerung. 
Hier  bildet  das  Bleichmoos  nur  60  ^  der  ganzen  Torfnwsse,  wälirend  der  übrige 
Teil  groestenteila  ans  Carex  Middendorfii  l>esteht. 

Es  ist  beachtenswert,  dass  sich  jetzt  im  Wachstum  dos  Bioichmooses  eine 
ikendenmg  bemerkbar  macht.  Wie  nämlich  schon  oben  erwähnt  wurd<，，  gedieh  dns 
Bloichinooe  bis  dahin  in  aiifhllond  üppiger  "Weise,  wobei  die  Stengßbi  immer 
stark  entwickelt  waren,  und,  was  nicht  zn  übersehen  ist,  dass  das  Moos  fortwäh- 
rend sehr  schlecht  zersetzt  war.    Jedoch  finden  wir  bei  dieser  Schicht  nicht  mehr 
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eine  so  dichte  Ablagerang  der  langeu  Bleiohmoossieugelu  und  ausserdem  ist  die 
Torfmasse  im  Zersetzangsprozesse  weiter  vorgeschritten. 

Die  eben  erklärten  ！ Eägeiitümlicbkeiten  dieser  Schicht  deuten  darauf  hin,  dass 
bei  dieser  Lagebildaug  wenig  Feuchtigkeit  vorhauden  war.  Wodurch  der^plötzlicbe 
Wechsel  hervorgerufen  wurdo  ist  mir  bis  joizt  noch  ouorkiarlich.  Die  Ursache 
kann  dnrcli  die  allmäliliclie  Aostrockuuug  doe  Moores  entstanden  sein,  die  durch 
(lie  betragliche  Erhöhung  der  Moorlage  über  dem  Wasserniveau,  sowie  dnrch  die 
auresÜichen  Anliäufaugea  des  Torfmooses  hervorgerufen  wurden  ；  oder  ässerliche 
Verhältnisse,  wie  Klimawechsel,  kouuen  die  wirkliche  Ursache  gewesen  sein. 

"Es  soll  nicht  unerwähnt  bleiben,  dass  trotz  der  merklichen  Veränderung  des 
FeuchligkeitBztstandes,  noch  immer  Sphagnum  papiUo»um  als  einziges  in  dieser 
Schicht  Vorkommeudes  Torfmoos  exschieu. 

Wie  schon  früher  gesagt  wurde,  liegt  auf  diesem  30  cm  dicken  Carioeto- 
Sphagnumtorf  eine  dünne  Schicht  vulkanischer  Asche.  Diese  Aschenablagerong 
wird  nicht  uur  in  diesem  Moore,  sondern  in  fast  alleu  Mooren  des  Ishikari-Tals 
angetroffen.  Es  soll  damals  ein  grosser  valkauischer  Aasbrach  von  angeLrarar 
Au8delinuiig  gewesen  sein»  Die  Aschenschicht  beträgt  bei  diesem  Profil  noch 
keiue  2  cm. 

Da  ans  gänzlich  authentisch  geschichtliche  Besckreibongen  oder  glaubwürdige 
Anssi^en  fehlen,  ist  vorerst  uicht  festzastellen  wann  der  Aasbrache  statt  fand 
und  welclieu  Ursprungs  der  Vulkan  war.  Könnte  mau  den  Zeitpunkt  des  Aus- 
brachs  feststellen,  danu  wäre  die  M<^lichkeit  vorhanden,  den  Wachatom^nid 
unseres  Moores  auszurechnen,  der  bei  uns  noch  einstweilen  unbekannt  bleibt. 

Die  Torfschiclit  (Schicht  Nr. 1)， die  sich  nach  dem  vulkanischen  Ausbrach 
entwickelt  hatt  zeigt  im  Bezug  ihres  Pflanzenbostandes  einen  wesenilicben  Unter- 
schied mit  der  darunter  liegenden  Torfmasae.  Hier  tritt  das  Bleichmoos  beträcht- 
】ich  zurück,  aii dessen  Stelle  die  Segge  es  eianimmt.  Das  Torfmoos  bildet  also 
hier  kaam  «och  die  Hauptmasse  dea  Torfs.  Diese  Veränderung  ist  eineraeits  der 
allmälilichen  Austrocknang  der  Moorlage  nach  oben,  andererseits  der  volk&aischeii 
Bereicherung  der  Pflanzenaakrstoffe  zazaschreibeu. 

Was  ich  obeu  ausführlicli  angegeben  habe,  ist  die  Eutwicklaugsgeschichte  dos 
TsuishikarimooFes.  Fassen  wir  dti»  Ganze  uoch  einmal  klar  zusammen,  ao  kommen 
wir  zu  dem  Urteil,  dass  unser  Tsuishikarimoor  aus  einem  Niedermoor  horvorgegaa- 
gpn  sein  muss,  trotzdem  wir  das  Profil  nicht  tief  genug  ausgraben  konnten.  Anf 
diesem  Niedermoor  hat  sich  der  Uebergangswaldtorf  gebildet.  Darauf  hat  wohl 
äet  Sphagnamtorf,  nachdem  er  erst  das  Stadium  des  Schfiachaeriatorfs  daroh- 
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machte,  sich  allmählich  entwickelt  nud  ist  sclilleeslicli  bis  zar  Oberflache  augelangt. 
Wir  können  also  sagen,  dass  Tsuishikarimoor  im  ganzen  ciiio  normale,  natürliche 
Entwickeluug  darchgemacht  hat. 

Vergleichen  wir  nun  den  Aufbau  des  Tsaishikarimoores  mit  den  europäischen, 
so  kommen  wir  der  Ansicht,  class  es  mancherlei  Eigentümlichkeiten  besitzt.  Was 
uns  sehr  interessiert,  ist  das  Nichtdasein  des  sogenannten  Grenzhorizonts  bei 
unsorum  Mtxjr,  der  wie  schon  erwähnt  wurde,  in  Norddeutsch  laud  eine  Heidötorf- 
oder  EriophotramtcMrfschicht  und  in  Oesterreich  ein  Bruchtorf  zwischen  dem  älteren 
and  jüngeren  Mootaorf  bildet  and  eine  säkulare  Trockeuperiode  nachweisen  lasst. 

Wenn  auch  bei  nns  der  Eintritt  solcher  epochmachender  Säkaiartrockonheit 
nicht  uachweisbar  ist,  kann  daher  doch  nicht  mit  Bestimmtheit  augenommeu 
werden,  dass  die  Anhäufung  von  Moostorf  bei  Hochmoorbilduug  ungestört  Ton- 
statteu  ging.  Wir  bemerken  ja  verschiedentlich  mehrmalige,  grössere  und  kleinere 
Schwankungen  im  Torfroooswacbsfcam,  und  dabei  bald  mehr,  bald  minder  das 
Vorkommen  anderer  Moorpflanzen,  wie  vor  allem  Seggen  und  Wollgras.  So 
treffen  wir  in  Schicht  5  viel  Eriopftorum  vaginatum  au,  während  in  der  nächsten 
Schicht  4  aaffiUIend  grosse  Beimengung  von  Carcx  Middendurßi  bemerkt  wird, 
dann  folgt  abermaliger  Maxi momwachstnm  des  Torfmooses  ia  Schicht  3，  welclie 
wiederum  in  Schicht  2  von  8e^eu  überwogen  wird. 

Was  aie  Ursache  dieser  Anomalie  der  Schichtenfolge  anbelangt,  ist  sie  meines 
！ Eraobtens  wie  ich  schon  geäussert  habe,  durch  Ueberschwemmnngen  der  iii der 
Kähe  befindlichen  Flüsse,  wodurch  sich  das  Feachtigkeitsverhältnis  änderte,  also 
der  Croahrunf^znstand  der  Mooroborfläche  ein  ganz  anderer  wurde,  oder  durch 
abwechselnde  Klimaschwanktingen,  die  das  Pflanzenwachstam  beeinträchtigten, 
hervoigerufen  worden.  Es  kann  auch  sein,  dass  diese  zwei  Ergebnisse  gleichaei- 
tig  eine  kombinierte  Einwirkung  an^eübt  haben.  Weber15  ist  auch  der  Ansicht, 
dass  anormale  Torfschichtenfolgen  durch  Flnssiiberachwemmungen  verursacht 
"werdeu  köiincn. 

Da  ich  bis  jetzt  den  Pflauzenbestand  dor  gegenwärtigen  Mooroberfläche  ganz 
unberührt  Hess,  mochte  ich  noch  oine  kurzo  Darlegung  darübor  angeben. 

Die  Hauptmasse  des  oberflächlichen  Torfs  entsteht  hauptsächlich  ans  Soggon, 
lihjncha^pora  alba,  Junoua  effmiis,  dazwischen  werden  Myrica  iro/e,  Vaccinium 
Oxyccoccxu^  Drosera  rotundifdia  and  wenig  Andromeda  pcli/olia  gefunden.  Sphag- 
nen  wachsen  sehr  wenig  nnd  folglich  bilden  sie  nicht  die  Grandmasse  des  Torfs. 
Die  Sphagunmarten,  die  auf  der  Moorobcrflächo  gefunden  werden,  sind  meistens 

1) Wob«:   üeber  die  Vegetation  n.  EntBtehang  oct.  S.  246. 
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Sph,  cymbifdium,  wenig  S ゆ. rubeUum,  Spft.  acvli/blium,  nur  sehen  Sjph.  papiUoeum. 

Ei  ist  raerlc würdig,  dass  Sph.  papiUomm  auf  der  Oberfläche  so  selten  ange- 
troffen wird,  währond  sicli  dasselbe  Moos  durch  die  ganze  Mooischichten  hindurch 
als  den  einzigon  Vertreter  der  Torfmoose  ausgewiesen  hat,  und  ferner,  dass  andorp 
Torfmoose,  dio  unten  gar  nicht  vorkommen,  plötzlieh  oben  überwiegend  stark 
vertreten  waren. 

Nicht  weniger  merkwürdig  ist  es,  dass  auf  der  Mooroberfläche,  wenigstens 
da,  wo  das  Profil  ausgegraben  wurde,  Sphagnen  ganz  spärlich,  nur  hier  und  da 
zerstreut  gewachsen  war^n.  Der  Grand  kann  hienur  wahrscheinlich  dorn  monseb- 
lichen  Einflass  zugescliriolien  werden.  Weber'»  lxjmorkte  ancli  beim  Aiigustiimal- 
moor,  dass  das  Hochmoor,  welches  seiner  Vegetation  nneb  l)is  dahin  ein  Moosmoor 
gewesen  war,  unt^r  menschlichfn  Einflüssen  sich  allmählich  in  Heide-  oder 
Kultiirmoor  zu  verwandeln  begang.  Schon  seit  mehreren  Jahrzehnten  hat  das 
Tsuishikarimoor  nnter  menschlichen  Störungen  za leiden  geliabt.  Wie  könnte  die 
Urbarmachung  der  Umgebung,  dazu  häufiger  Moorbrand,  der  entweder  znfälliger- 
weiso  odor  absichtlich  das  Moor  ergriffen,  auf  das  Wachstim  der  Moorpfl&nzen 
ohne  Eiufluss  bleiben  ？  Das  Zurücktreten  odor  stellenweise  gänzliche  Versch- 
winden dos  Torfmooses,  ferner  das  allmähliche  Zunehmen  der  Myrica  tjalc  und 
anderer  Sträucher  leliren  uns  deutlich,  dasselbe  Schicksal,  welches  das  Angustnmal- 
moor  ergriff,  wird  auch  unser  Tsuishikarimoor  ereilen. 

Ziisammenfassmig  ： 一 Das  Tsuishikarimoor  scheint  im  all ほ' iwiiien  einen  ähu- 
Uche  Eutwickoltuigsstufo  wio  das  deutsche  Hochmoor  verfolgt  zu  haben.  Nämlich 
übor  dem  tJelx>i^angs-Bruchwaldtorf,  die  unterste  Schicht  des  bis  zur  Tiefe  von 
1.8  m  erreichten  Profils,  hatte  sich  ein  Scheuchzeriatorf,  allerdings  mit  Beinüschiug 
von  Sphaguiuntorf,  gebildet.  Darauf  hat  sich  dor  Moostorf  bis  zur  Oberfläche 
entwickelt.  Das  ist  also  die  normale,  natürliche  Kiitwickelung  oinos  Hochmoors, 
das  ursprünglich  aus  einem  Nieaermoor  hervorgegangen  ist.  Ferner  gibt  es  bei 
unserem  Moor  keine  solch  oigontumliche  Torfschicht,  wio  Greuzhorizont  uach 
Weber  (1. c.)  oder  jungerer  Bruchtorf  nach  Schreiber  (1. c),  die  sich  zwischen 
dem  älteren  und  jüngeren  Moostorf  befinden  und  den  Eintritt  einer  säkularen 
Troc-keuperiode  audouton.  Deunocli  fehlte  es  uiisorem  Mooro  nicht  an  kleineren 
Anomalien  Im  der  Entwickelung,  welcho  entweder  durch  klimatische  Veränderung 
oder  durch  Uoliorschwemmwig  von  Flüssen  veranlasst  wurden.  Was  ferner  die 
Moor  bildenden  Pflanzen  aubetriflfl,  so  finde  ich  es  merkwürdig,  dass  S—gnwn 
pnpfUotfttm  als  einzig  in  clor  Tiofo  gefundenes  Torfmoos  sich  bis  mr  Moorober- 
1) Wober :   Uel*t  die  Vegetation  u.  EntsteLang  etc.  S.  216. 
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^位 泥炭地 生成の 順序 を見 るに、 低 部に 泥脊ぁ $Ä 上に よし 泥^ 又はす げ泥戾 
を 生 じ、 中 R9 泥炭 之に 35 ぎ、 最後に 水 蘇泥戾 の 生す る 5： 普通と す。 余 は 我 北海道の 
高位 泥戾 地が 果して 如何なる 發 速 を爲 したる や！: 知らん と 欲し、 對雁 泥炭地に 就 
き賤せ I 

乂掏逸 其他歐 州 —般の 高位 泥戾 地に 於て は、 水蘚泥 Ä 署は新 Ä  ニ脊 ょ&成 K 其 
中間に 異種の 泥戾 介在せ に 之れ 氣 候の 週期 的@ 化に 基づく ものなら。 本邦に 於 
て も 之に 類似の 》 化 あ 6 しゃ 否や、 之れ 余が 泥炭地 構成 上よ ら之を 窺知 せんと 欲 
せる 所な》。 

« 上 ニ瞎の 目的/ i» 含みて 行へ る 《U»J| の 8MB ば、 Ü 下水 げられ、 》さ 1,S nU: て 中止す るの 已む 
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と 化の 各層に- »ä された る は 左 の 如 し<» 

取 ー麼ム り 笫四ほ iS、    Spbognnm  papüloEam,  Carax  Mhldendorfli,  Vuccinüim  Oxycxa»,  Eriophoram 


Digitized  by  Google 


22 


H5-  ft — W 賺 泥お 》 の 構 W に tt て 


t|\ ^/に 警、 SpbAgnuiLi  jwipillt^nn*  Edoph^UWi  vftm""t um, レ" rex  Mulden<lorfii, 、 aociruum  Oxycoec:w, 
MyricH  Gale,  Equbetnm  pidastw. 

^i1  ,  ^>nn.   t>f\ iHWosiini, i_ Jirev   im h ii iptm v ，ni，， ot  ut  ucji/^ynji  i riB.       iiLSoimu  iwuvwtro, し vorn" 

Cnlyculnta,  Vnocininm  Oxycoocua. 

は Sph.  pnpilloRQni f  SchcncJizerüi  pnlimträ,  Cnrox  Midddndotfii,  Ynociniam  Ozyooocas,  Kqnte- 
ttun  jMlastre. 

^八 肝、 BehdM  «p.,  SclMacbzerin  pcüaBtria,  Eqvnsetum  polustre,  Yocdniam  Oxjcoocqb,  gph.  papOlmnoi 

&に由 リズ 観れば? Mf*^ 地 l て SM« の SS さの Ä 鬮內に 於て は 其 下 ゆ： 中！ めり、 其 上に 水 薄 《IR^ も 
ビし： と 明かに-して、 中 問お R の 下層ば 多分よ し はすげ た i^ffi» し はべし、 即ち iffi はぶ^り U 
鼂の ん Ü げす： *  I のと S ふん 得べ し o 

對鳜 》«亀 に は »«Hl: 於け るが 如く、        二 層の 水お; 警ぁ& ず、 «て^ 地に 於け * が JD く、 

かえ の 大《 化 も 》J たるな S めず o 然れ ども 》膽《« の 小见 ろに、 *» の 量 《J に蠻 化し、 他の 《ft 

Äl:"ttf の iR» 最に mÄ もリ、 之れ 氣 鍵が U， 多少の 餐化 ななし、 XW 川の 7ÜiE» が 钐》 せ S  I のれ あべき 

ば 想 爆す * に «I からず。 

IMS:— ?«f»R«ltTOiS の ßtt 泥 と 略 同 《 の BiM ^げた 61 のな リ 0  V^S 1 タ しれ 
* 其 直 に 中 WS 林 泥 《も りて、 Ä 上に-ほ ろむ いさ 5  (SchenchzeriapMartrte)  ««も リ、 ÄI  »J iE»«©* 
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ON  THE  NATURE  OF  THE  SUGARS  FOUND  IN 
THE  TUBERS  OF  ARROWHEAD. 

By 

K.  Miyake,  No<jah(8hi. 


慈姑 中の 糖の 性質に 就き て 
農舉士      二 宅康次 


The  present  paper  ombodies  the  result  of  our  study  ou  the  iiaturo  of  the 
sugars  found  in  the  aTrowhead  tubora  (ßagitiaria  mgitltfdia  fwma  sinensis),  and 
forms  a  part  of  the  investigation  of  sugars  contained  in  the  underground  reserve 
organs  of  plants,  now  being  conducted  iu  our  laboratory. 

In  tlio  oralis  of  pUuts,  the  substances  must  be  kept  in  a  highly 

condensed  form  in  order  that  tboy  to&y  Ix»  stored  up  in  as  small a  spnw  as 
possible,  since  the  nutrition  of  tho  young  shoots  in  early  spring  necessarily 
depends  on  the  materials  stored  ap  in  these  organs.  Iu  fact,  such  a  substance 
as  a  staroh,  which  is  a  highly  oondeused  form  of  glaoose,  is  generally  abundant- 
ly stored  in  the  iiudoi^rotind  organs  of  nuinj  pkiui».  From  this  reason,  it  may 
be  inferred  that  the  sugars  in  these  organs  will  also  tako  tlie  higher  condensed 
forms  rather  than  ordinary  monosaccharide. 

Iuvostigations  of  the  sugars  iu  tho  andei^rouiid  reserve  organs,  up  to 
tho  present  time,  have  revealed  the  presence  of  tho  following : ~ maltose  (in  sugar 
beet"),    raffiooso  (in  BeUi  wtgarü%   gentianose  (in  tlie  rhizomo  of  Gentiana 

1)  Stoklasa,-ZB.  £.  Zocksrind.  in  Böhmen,  Bd.  24,  P.  560  (1899). 

2)  Boivin  &  Leiwwv  Compt.  rend..  Tome  60,  P. 164  (1865)  ；  LoiHwii,-  Joarn.  de  finbr.  do  aacte. 
Bd.  34,  P.  S2 ;  Bd.  90,  P.  2» ;  La  sacterie  indigene,  Bd.  23,  P.  06  ；  Compt.  rond^  Tome  82,  P.  1058 
(1878)  ；  Zs.  d.  Teroins  d.  d.  Zndrarind.,  Bd.  35,  P.  1108  (1885)  ；  Lippn»nt-  Cham.  Zlg..  Bd.  8,  P.  386 
(1884);  Zm.  d.  Vereins  d.  A  ZockeriiuL,  Bd.  35,  P.  257  (1885);  Bd.  41, P.  5W  (1891) ； Klient,-  Bar. 
D.  ohem.  0«b.,  Bd. 18,  P.  26  (1855)  ；  Zb.  d.  Yeceina  d.  d.  ZockerincL,  Bd.  35,  P.  31 (188S)  ；  Bd.  36,  P. 
312  (1886)  ；  Scbdbler,<  Bw.  D.  ohem.  Ges.,  Bd. 18,  P.  1779  (1885)  ；  Zb.  d.  Yetdnsd  d.  Zadrarind..  Bd., 
36,  P.  844  (1883)  ；  Leblaj,-  Boll,  da  1'Abkc.  <ks  cUmMcm  Md.  3,  P. 166  (1886)  ；  Pallet  i,  Biud,.  La 
BHcrerie  indigeM,  B4  25,  P.  503  (1888);  Bodonb  ander.- Zs.  d.  Vewina  d.  d.  ZoctorinA.  Bd.  38.  P.  597 
(1888)  eto. 


Digitized  by  Google 


24 


H  «HK  tt 中の 糖の 性 Hl"-« 令て 


him"),  cyclamose  (in  the  taber  of  Chjdamen  europaeumP),  stachyose  (in  the  rhizome 
of  Stachys  tuberifem^),  Lansium  fätuusiy)  and  other  Labiacece"  and  verbaeoose 
(in  mnllein  root^).  These  sugars  are  all  of  di-,  tri-  or  tetrasaccharide,  except 
sncroso  which  is  widely  distributed  in  the  vegetable  kingdom.  It  will  be  then  of 
great  interest  to  study  in  detail  these  organs  in  many  plants  in  this  connection. 
The  arrowhead  tnber  or  Kuwai  was  selected  as  tho  first  material  to  be  studied. 

A  uoarch  of  the  liioratiiro  on  Saglttaria  »tißttifdlia  forma  sinensis  iailed  to 
show  the  result  of  spocial  investigations  on  the  oomposiaou  of  its  tubers,  beyond 
a  brief  article  by  Kellnor7'  ou  their  j^eneral  oompositiou.  His  anoljsiB  is  as 
follows : 

Orlginnl  material         Water-frco  wibstiin" 

ン' O  To 

WaW    ß6.8C  ― 

Ash    1.43  4.31 

Pn)tein   7.05  21.26 

Fat    0.55  1.65 

Crude  fiber    1.18  3.56 

Nitrogen-froe  extracts   22.93  69.21 

Consequently,  at  tho  Ix^guuiing  of  this  invostigatiou  we  have  undertaken  to 
test  the  carbohydmtos  of  the  arrowhoad  tubers  and  have  obtainwl  the  following  result. 

Water   78.16^ 

in  \mtet-tne  substance 

Starch   55.32%- 

Dextrin    1.75% 

Reducing  sngare    0.67^  (as  glucose). 

Non-reduciiig  sugars   5.54^  (as  sucrose). 

1)  Meyer,-  Zb.  Physiol.  Chem.,  Bd.  6,  P. 135  (1882)；  Bet  D.  ehem.  Ges.,  U\. 15,  P.  530  (1883); 
»ourqoelat  A  Mntdin,-  Compt.  rend.,  Tome  126.  P.  280  (1898). 

2)  Mlchand.-  Joarn.  do  Phatm  et  de  Chita,  (5), 16,  P.  84  (1887). 

3)  PUotm-  Landw.  Vereocbastnt.,  Bd.  25.  P.  473  (1877)  ；  Schabte  &  Plante,-  Ber.  D.  ehem.  G«s., 
Bd.  23,  P. 168-2  (18J0)  ；  Bd.  24,  P.  2705  (1831) : Land 霄. Vereuclwstat,  Bd  40,  P.  277  (1892)  ；  Bd.  41, 
P. IM  (1893)  ；  Strohnwc  &  Stift.-  OeBtarr-ongw.  Zs.  f.  Zaokflrind.  n.  Landw.,  Bd.  »,  P.  895  (1891) ； 
HanaoMr,-  Chem.  Gentralbl.,  Bd.  I,  P.  518 《1894)  ；  Tamot,-  Oompt  iend.,  Tome  134,  P. 1586  (1902) ； 
Tome  136,  P. 1569  (1903)  ；  Ball,  de  I»  8oa  chim.,  (3),  27,  P.  947  (1902) ;  29,  P.  888  (1903). 

4)  riatdt,-  Jouro.  rle  Pharm,  et  de  Ghim^  (6),  29,  P.  23«  (1903)  ；  Cham.  OentmlbL,  Bd.  I,  P. 1168 
(1909). 

5)  Pwalt,-  Joarn.  de  Pharm,  et  de  Chim.,  (7), 1, P.  218  (1910)  ；  Cham.  Ztg.,  Bl 34,  P. 186  (1910). 

6)  Boorqoelot  A lJridel,-  Gompt  rendn  Tome  151,  PP.  7C0-762  《1910)  ；  Cbem.  AIä,  VoL  5,  P. 
1283  (1911). 

7)  Köai«.-Chemie  da  meoBchlkbeo  Nahrong«  u.  GdnanmittoL,  Berlin,  «d  I,  P.  705 
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Mncic  acid  producing  substance  by  oxidation  . 1A3%  (as  galactoso). 

Inaoluble  in  95%  alcohol    0.60%  ( ，， ). 

Soluble  in  95%  alcohol   0.74^  ( ,， ）. 

Pentosane  (including  methyl  pentosan り   1.83% 

As  has  been  shown  in  the  above  table,  of  tho  oarbohydrato  constitoentB, 
starch  is  a  prominent  sabstanoe,  its  amount  attaining  oo.d2%  of  the  dry  matter. 
Sugars  ore  also  present  in  uo  slight  quantity,  reachiug  the  amonnt  of  6.21^  of  the 
dry  matter,  and  they  constitate  an  important  pnrt  of  the  carbohydrate  oonstitaents. 

To  determine  the  exact  lmture  of  the  sugars  of  tho  arrowhead  tubers,  the 
followuig  investigation  was  undertaken  according  to  plan  herein  described. 

L   JPreparatl&tt  of  the  sytmp. 

The  arrowhead  tubers  wore  peeled  of  their  rind  and  finoly  chopped.  The 
choopod  parts  wore  allowotl  to  dry  in  the  air,  reqnirin«  about  two  weeks  for  dry- 
ing to  such  a  state  that  they  could  be  gronnd  easily  and  finoly  pulverized. 

Tho  preporation  of  the  syrup  vrna  l>egau  by  extracting 100  grams  of  the 
finely  pulverized  maierinl  in  a  Soxlilet  appamtns  with  ethor.  The  residue  so 
obtained,  which  was  freed  from  oil,  after  evaporating  «'thcr，  was  placed  in  750  cc. 
flask  fitted  with  inverted  condensor  aud  treated  daily  with  300  cc.  of  95%  al«ohol 
halted  in  a  boiling  water  bath.  The  extract  was  at  first  of  a  deep  yellow  colour, 
Imt  it  gradually  liecame  lighter  from  day  to  day.  It  bad  a  sweetish  taste  and 
was  nearly  neutral  to  litmus  during  the  entire  time  of  extraction.  One  week  waa 
required  to  remove  the  last  traces  of  sugars.  The  combined  extracts  wore  filternd  to 
remove  the  sediment  which  was  formed  in  standing,  and  tho  filtrate  was  evaporated 
to  a  small  volume  in  a  pArtial  vacuum.  The  concentrated  liquor  was  again  oxtmcted 
many  times  with  a  small  quantity  of  absolute  alcohol,  until,  after  the  evaporation 
of  tho  aloc^iol,  no  more  residue  was  produced.  The  residue  (I)  here  obtained  was 
preserred  iu  a  desiccator  as  material  for  the  later  investigsitton.  The  extmcts 
were  oonoentiratod  to  a  syrapy  ooudition  in  a  partial  vacunm  and  allowed  to  dry 
over  salphnric  acid. 

Above  meibod  of  the  preparation  vras  repeated  abont  ten  times  to  got  a 
sniboient  quantity  of  the  materials  for  investigation. 

2,  Fxperiment  with  the  syruj?, 

a.    Qualitative  teste. 

Tho  syrup  obtained  above,  gave  the  following  qualitative  reactions  :— 
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1)  It  had  a  very  sweet  taste. 

2)  It  reduced  Fehling's  solution  weakly  ；  after  invortion  with  hydrochloric 
acid,  the  reducing  power  was  very  mach  enhanced,  showing  that  the  non-redociug 
sugars  were  prrseut  in  abnndaiioe. 

3)  Molish-Udransky's  reaction  was  positive. 

4)  It  gave  chnmctoristic  blood  rod  colour  by  beating  with  picric  acid  and  a 
few  drops  of  caustic  soda  solution  (Reaction  of  Braan  on  glycoee). 

5)  It  gave  SeliwanoflTs  reaction  very  distinctly. 

6)  It  gave  Piuoff* s  reaction  of  free  fmctose  with  ammoiiinra  moljbdate  and 
acetic  acid. 

7)  It  gave  characteristic  rod  colour  by  heating  in  a  boiling  water  bath  for 
exactly  ono  mtnutp  with  rosorcine  and  alcohol-siüphiiric  acid  mixtnre  acoonliiig  to 
Pinoff. 

8)  It  did  uot  show  any  pentose  reaction  by  the  phlotoglacin  method. 

9)  Macic  acid  was  produced  upon  oridation  with  nitric  add  of  l.io  sp.  gr" 
as  in  the  usual  manner. 

10)  Saccharic  acid  wns  detected  as  acid  potassium  salt  iu  the  oxidized 
solntiou  separated  from  tlio  crystals  of  mucic  acid  by  the  usual  method. 

11)  It  rotated  the  piano  of  polarization  toward  the  right  ；  ufter  invertion  it 
was  almost  inactive. 

12)  It  produced  uo  characteristic  maiuios©  phenylhydmaono  with  phenyl- 
hydmziue.  When  the  mixture  was  warmed  iu  a  boUiiig  water  bath  with  acetic 
acid,  the  yellowisli  crystalline  oaozoue  was  clearly  produced.  Even  after  invertion 
mannose  pbonyllijdraaino  was  nut  producoil. 

13)  Two  drops  of  tlio  syrup  wow?  plactxl  on  an  object  glass  and  were  seed- 
ed respectively  with  a  crystal  of  glucose,  fructose,  galaciaee,  maltose,  gncrose  and 
raffinose.  After  twenty  fowr  hours,  the  drop  whi<，h  had  boon  seeded  with  suctosp 
showed  the  formation  of  new  crystals,  while  the  others  remftiued  unchanged. 

From  the  above  qualitative  reactions  it  is  safe  to  conclude  that  the  syrnp 
contains  both  reducing  and  non-retluciiig  sugars  and  that  tho  preeeuco  of  glacoso, 
fructose,  galactose  molecule  and  sucroao  is  highly  probable.  Moreover,  it  is 
probable  that  fructose  iu  »  frot>  form  is  present,  because  the  reaction  6,  according 
to  Pinoff,  is  only  produced  by  free  fmctcwe  wliilo  other  stijnirs  which  contfuu 
fructose  molecule  in  combination  as  sucmso  doos  uot  show  tho  same  cokmr 
reftction.  It  is  still  more  evident  that  tho  presence  of  pontose  and  iminno^e, 
ereu  in  combined  forms,  is  excluded,  since  no  characteristic  pentose  phloroglucin 
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reaction  aud  maunose  phenylhydrazone  could  \ye  formed  aa  above  mentioned. 

b.    Isolation  of  sucrose. 

When  the  syrup  was  left  luitouchod  nearly  twenty  four  Iiours,  it  was  found 
thickly  laden  with  fine  crystals.  A  small  araomit  of  95%  alcohol  was  mldod  to 
the  syrup,  mixed,  filtwd  with  suction,  and  wosbod  witJi  absolute  alooliol  and  other. 
The  sugar  thus  obtained  was  slightly  yellowish  in  colour,  but  upon  recrystailizfttiou 
from  alcohol  it  became  perfectly  white  and  left  no  ash  on  ignition.  After  drying  over 
siilpharic  acid  in  a  vacatun,  its  melting  point  was  determined  and  found  to  bo  159°C. 

0.5  gram  of  the  dried  sugar  was  dissolvod  in  water  and  made  up  into  25  cc., 
a»d  polarized  in  200  mm.  tube  in  Schmidt  and  Hoonsch  lulf  shadow  polarisoope. 
The  rotation  was  found  to  be  7.7  on  the  scale  toward  the  right    The  specific 


The  melting  point  and  specific  rotatory  power  indicates  that  the  sugar  at 
hajid  is  no  other  than  sucrose. 

c.    Osaaone  testw. 

The  mother-liquor  filtered  off  from  tho  crystals  of  sucroso  was  evaporated 
again  into  n  syrnp.  After  standing  for  alwnt  two  days,  a  small  amount  of  sucrose 
crystiils  was  a^ain  formed  in  it.  Tho  crystals  were  removed  as  iu  the  above 
experiment,  and  tho  filtrate  was  concentrated  onoo  mow  to  a  syrnp.  It  did  not 
show  any  sign  of  fonniiig  uew  crystals  even  after  one  vrwk  «tanding.  An  attempt 
was  then  made  to  separate  and  detoct  the  sii^rs  as  oeazone. 

】. 1 gram  of  the  syrup,  2  grams  of  phcnylhydrazinhydrochloride,  3  grams 
of  sodium  acetate  and  20  cc.  of  water  were  mixed  and  heated  in  a  boiling  water 
bftth.  After 15 ininntos  yellowish  crystals  had  been  produced.  At  the  ond  of 
ono  hour  and  a lmlf,  the  heat  was  removed,  and  the  crystals  were  examined  under 
a  microscope.  None  of  the  other  forms  besides  the  Kiollato  form  of  tho  yollow 
neodlo  shaped  crystals  which  coint-ido«  with  that  of  phenylglacosazono,  wore 
observed.  "WTien  cooled,  it  was  filtered  aud  washod  with  a little  water.  The 
yellow  crystals  thus  obtained  wore  rccrystallizpd  from  60^  alcohol  and  dried  over 
snlphuric  acid  iu  n  vncmira.  The  melting  point  was  determined  aud  found  to  be 
204°,  which  coiiicidos  with  that  of  phenylglucosaaoue.    Consequently,  the  osaaone 


7.7  x  0.346  x  25 


= +66.6  (at  20°) 


0.5x2 
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The  filtrate  trom  tlie  crystals  of  phenvlgluoofazone  was  heated  and  ooucentmt- 
ecl again  in  a lwiling  water  l>ath.  This  ptodnoecl  second  rerj  find  crystals  of 
brownish  yellow  colour,  and  their  form  was  quite  identical  with  that  of  phenyl- 
galactosazöiio  prepared  from  pure  gaUctoso  in  oiir  labomtory.  After  heating  for 
"boat 1 hour,  it  was  filtered  and  waslied  with  a little  water.  The  crystals  were 
recrystallized  und  dried  over  siüpliuric  acid  iu  a  vacuum.  The  melting  point  was 
tleterminod  and  found  to  bo  193-194°.  The  crystallino  form  and  melting  point 
indicate  tluit  tlie  osftzone  at  luuid  is  uo  otlier  t]ian  plienylgalftctosaajuo. 

2. 1 {<ram  of  the  syrup  was  dissolved  in  20  oc.  of  water  and  inverted  with 
hydrochloric  acid  iu  a  boiling  water  bath  for  about  30  miuntes.  After  it  was 
neutralized  witli  noclium  mrbon» ね', 2  grams  of  Phenylhydrazine  hydrochloride  and 
3  grams  of  sodium  acetate  were  wVh^l  and  heated  in  a  boilding  water  bath, 
exactly  in  the  same  maimer  as  described  above.  In  this  case,  none  of  tlie  other 
osazones,  aside  from  a  cojisidorablo  quantity  of  both  gluoo-  and  g^actosazono, 
woro  obtained. 

The  osazone  tests,  wlücb  Avere  uuid»;  to  separate  aud  detect  tiio  sugars  hi  the 
syrup,  failed  to  obtain  a  more  favorable  result  tliau  tliat  of  the  qualitative 
reactions  as  already  montionetl.  But,  as  the  result  of  this  experiment,  maltose 
can  hardly  bo  expected  to  exist,  because  nmltosiizono  can  easily  bo  distiiignishüd 
(torn  tlie  glucosazouo  in  ita  crystalline  form,  iliungh  ibi  meltiug  point  will  be 
almost  similar  to  thai  of  tlio  latter.  The  furmatiou  of  galactosazone  from  the 
original  syrup  in  tlus  case  is  apparently  striking,  sinoo  tlie  preseuoo  of  freo 
galActoäo  in  watntv,  up  to  the  present  time,  had  not  Ijeeu  reported  except  in  the 
l»per  by  Lippmau^  who  proved  ite  presence  iu  the  hoar  frost  like  ooatiug  of 
berry  ivy  after  a  sudden  uight  frost  in  aufcamu.  As  to  whetlier  or  not  the 
formation  of  galactosazoiu?  from  tbo  original  syrup  is  duo  to  the  presence  of  free 
galactose  or  a  alight  invortion  of  some  nou-reduciug  sugar  containing  galactose 
molecule  as  one  of  tlie  institutional  tuiits,  we  liave  not  siiffieieent  data  to  decide  ； 
and  tlie  question  remains  to  bo  solved  in  future. 

In  tho  experiments  with  tlie  syrup,  tho  question  ("ncoming  the  nataro  of 
galactose  containing  sugar  still  remains  to lx?  solved. 

3.   JiKperiment  with  the  residue  (J). 

a.    Qualitative  tests. 

The  residue  (I)  gavo  tho  following  qualitative  reactions  ： ― 

1) E.  O.  van  Lippmiuin,-  B«r.  D.  ch«m.  Oos.,  Bd.  43,  PP.  3011-3612  (1910). 
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I.  It  hnd  a  sweetish  taste. 

2.  It  did  not  rednco  the  Fehling's  solution  directly  ；  after  invertion  with 
hydrochloric  acia,  it  reduewl  very  strongly  showing  the  presence  of  non-reducing 
sngars. 

3.  It  did  not  give  the  cliarnoteristic  reaction  of  pentose  with  phloroglncin 
and  hydrochloric  acid. 

4.  Molish-  Udmnsky's  miction  was  positive. 

5.  It  did  not  givo  tho  cliarnoteristic  oolonr  ronction  of  Broun  witli  picric 
acid  and  caastic  soda. 

6.  It  gave  the  cliamcteriKtif  fire  red  colour  of  ketose  with  resorcin  and 
hydrochloric  acid  (SoliwauofTs  reaction). 

7.  It  did  not  givo  tho  cliarnoteristic  colour  roivction  of  frco  fructose  with 
ammonium  molybdate  and  acetic  acid. 

8.  Upon  oxidntion  with  nitric  acid  of  1.15  sp.  gr.，  mucic  acid  was  produced. 

9.  From  the  ßltrate  of  tlic  mucic  acid  crystals,  saccliaric  acid  was  sopamted 
and  dotoctfid  as  acid  potftssium  saocharato  by  the  usual  method. 

10.  It  tlid  not  produ<*e  any  crystals  with  phenylliydmzine  liydrocliloride  and 
sodinm  acetate.  Wiion  the  mixture  was  varmed  in  a  boiling  water  bath  for 
about  30  minutes,  a  fow  crystals  of  tho  yellowish  crystalline  gluowazoue  were 
produced.  After  invertion,  tlw,  glncc>-  and  galjictosazone  were  formed  in  abundant 
quantity  by  heating  for  about 15  minutes. 

II.  It  rotated  the  plane  of  i>»lnrizatiou  toward  tho  right  U>th  before  and  after 
invertion  ；  though  in  the  latter  case  its  power  was  smaller  than  in  the  former  case. 

From  tho  above  qualitative  testn,  it  will  be  clear  that  the  rcsidno  (I)  ander 
examination  contains  sorao  nou-KHlncing  swears  wliich  are  constituted  from  three 
groups  of  glncose,  galactose  and  fructose  or  two  of  these  hexoses. 

b.    Isolation  of  suenfrio. 

Tho  re«iauo  (I)  was  dissolved  witli  9o%  alcohol  and  evaporated  to  a  synip. 
It  dia  not  show  any  sign  of  forming  crystals  of  its  own  accord,  even  after  one 
weeks  stanauig.  An  attempt  "was  then  made  to  iMirify  the  syntp  by  means  of 
basic  lead  acetate.  The  syrup  was  diluted  with  a  sufficient  qnantity  of  water,  to 
which  »  favorable  quantity  of  basic  lead  acetate  solution  was  added  ami  the 
mixtnre  well  shaken.  The  fluid  soou  became  turbid  and  after  standing  for  a little 
while,  a  small  amount  of  flocciüeiit  precipitates  was  formed.  After  separating  tho 
precipitates  by  filtration,  a  fwrtlicr  qnantity  of  basic  lead  acetate  and  ftmmonia 
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was  added  to  the  filtrate,  when  a  floccnlent  substenoe  of  quite  white  colour  was 
abiuiclAntly  produced.  The  insoluble  lead  oomponnd  thus  resulted  was  collected 
on  n.  "  Nutech  "  niter  with  suction,  well  washed  with  water,  suspended  in  water 
and  <k'coraiKHod  by  hydrogen  Kulphide.  After  the  deoomposinon  was  complete,  it 
was  filtered,  and  well  washed  with  water,  and  then  tlie  filtrate  was  evaporaiea  to 
ii  small  voliuno  iu  a  partial  vacuum.  TLe  syrup  was  tli^n  oxtractod  with  boiling 
95^  alcohol aud  separated  into  two  parts  of  soluble  aud  insoluble,  the  former 
being  ]>nxlomuxate  in  quantity.  The  insoluble  part  of  a  sb'gliUy  dark  colour  was 
designated  as  tlio  residue  (II)  aud  presorvetl  in  n  desiccator  as  tho  material  for 
the  later  investigation.    Tlio  soluble  part  was  again  ooucentrated  to  a  sjrnp. 

The  purified  syrup  did  not  prtxluco  any  marked  crystals  even  after  standing 
for  about  one  week.  Honoo,  an  attompt  was  mtulo  ouce  more  to  clarify  the  «yrup 
bj  means  of  absolute  alcohol,  i.e.  the  syrup  was  extracted  many  times  with  a 
small  quantity  of  absolute  alcohol  until,  after  evaporation  of  alcohol,  no  more 
resiaue  was  produced,  and  it  was  thus  soporatod  into  two  partn,  soluble  aud  in- 
soluble, in  absolute  alcohol.  Tho  extracts  were  united  and  couoentraied  again  into 
a  small  bulk.  The  insolube  substance  of  quite  wlüte  colour  had  a  sweetish  taste 
and  was  preserved  in  a  dosiccator  as  the  material  for  a  farther  study,  designated 
as  the  residue  (IEE). 

When  tho  twice  purified  syrup  was  left  nntoached  for  about  twonty-four 
lionrs,  it  was  found  thickly  laden  with  fine  crystals.  A  small  amount  of  95% 
alcohol  was  then  added  to  tho  syrap,  mixed,  filtered  with  suction  and  washed 
witii  at)»olute  al<»hol  and  ether.  The  sngar  thus  obtained  was  perfectly  white  in 
colour  ana  left  no  ash  on  ignition.  After  drying  ovor  sulphuric  acid  in  a  Yacuom, 
its  specific  rotatory  power  was  determined  aud  found  to  be  +66.53°. 

For  the  determiuatiou  of  specific  rotatory  power,  0.4651  gram  of  the 

fingar  was  dissolved  in  25  cc.  of  water  aud  polarized  iu  a  tube  of  200  mm. 

length.    A  dextro-rotation  of  7.0  ou  tlio  scalo  of  Schmidt  and  Haensch  half 

sliadow  polariscope  was  observed.   The  spwific  rotatory  power  is 

(a)D=7  QQX4°5^6xX225  =  +66.53  (at  20°). 

The  melting  point  was  also  dotonuinod  »ud  observed  to  be  1603.  The  specific 
rotatory  power  and  melting  point  indicates  that  the  sngar  at  hand  is  no  other 
than  sucrose. 
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4.   Experiment  with  the  residue  (III). 

On  the  qualitative  tests,  tho  residue  (III)  has  shown  almost  tho  name 
reactions  as  tkoso  of  the  residue  (I).  A  trial woa  then  made  to  separate  and 
detect  the  sugar  which  contains  the  galactose  group.  First,  we  examined,  how 
much  mucic  acid  would  be  produced  from  the  residue  by  oxidation  and  the 
following  result  was  obtained. 

0.2  gram  of  the  residue  was  put  iu  a  small  beaker,  to  wliich  nitric  acid  of 
sp.  gr. 1.15  was  added  and  oxidized  in  a  boiling  water  bath  as  in  the  usual 
manner.  The  mucic  acid  produood  was  collected  on  the  filter  and  weighed  0.00C5 
gram  corresponding  to  3.25%. 

Next,  we  tried  to  determine  its  specific  rotatory  power  and  the  result  obtainod 
was  as  follows : 

0.1163  gram  of  tlio  residue  was  tllssolvod  in  water  and  made  up  into 10  cc. 
and  polarized  in 100  mm.  tabe.  The  rotation  was  observed  to  be  2.8  on  the 
scale  toward  the  right.    The  specific  rotatory  power  is 

(«)D=  2-8^°;^6x10  =  +83.35  (at  20P). 

0.1163  x 1  、 1 

If  the  sogar  under  question  be  raffinose,  the  amount  of  this  sogar  correspond- 
ing to  O.OO64  gram  of  mucic  acid  would  be  0.087  gram  aooordiug  to  Creydtn. 
If  we  assume  that  sucrose  be  formed  besides  raffiuose,  the  qoantitatiTe  ratio  of 
swcroiso  and  raffinose  in  the  residue  (HE)  would  bo 1.3 : 1. Upon  this  ratio,  if 
we  calculate  the  specific  rotatory  power  of  the  sample,  we  will  then  find  the 
following  value  which  woll  coincides  with  that  of  octnallj  observed  facte,  i.e. 

(66.803»)  x 1.3) -f  (101."  xl) = +8298 

Methyl  alcohol,  which  was  recommended  for  raffinose,  was  found  to  be  a  good 
solvent  for  tho  extraction  of  tho  sugar  under  examinaiiou.  Henco,  a  small  amount 
of  methyl  alcohol  was  added  to  the  total  residue  (III),  well  mixed  and  decanted. 
This  operation  was  repeated  until  the  bulk  of  the  residue  insoluble  in  methyl 
filoohol  was  reduced  to  about  half  of  its  original  vol 賺. Tho  combined  extracts 
were  evaporated  to  a  syrup.    The  syrup  did  not  show  any  sign  of  forming 

1)  Onjdt,-  Zs.  d.  Vet.  d.  D.  Zookannd^  Bd  37,  P. 153  ；  Iippmann,-  Chemie  d.  Zockeatften, 
linuuwehweig,  Md.  IL  P.  1652,  (1904). 

2)  8p«Mc  Wtfttory  jkiw^t  of  «ucn««  itoöafdlng  to  TollenH. 

3)  Spodflo  rotatory  power  of  mffinose  aooocding  to  ToIIaiw. 
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crystals  even  after  standing  lor  7  days.  Absolute  alcohol  was  then  added  to  the 
syrup  to  remove  matters  soluble  in  the  alcohol,  well  mixed  and  decüuted.  The 
insolube  residue  in  al>solnt<*  alcohol  was  dried  in  vacuiun  over  sulphuric  acid, 
and  its  specific  rotatory  power  determined.    The  following  result  was  found : 

(a)B=  0^x0.346x10  =  +  92.27  ( き。). 
0.015  x 1 

The  residue  wan  again  treated  with  methyl-  and  absolute  alcohol  to  remove 
the  aooomponyiiig  matter,  iu  exactly  the  same  manner  as  above  descrilxxl.  Tlie 
substance  boro  obtninocl  was  almost  tastoloss.  The  specific  rotatory  power  was 
determinwl  and  found  to  bo  4- 103.8. 

(a)D=^45xa3^ao_=  +1038o(at20O) 

The  residuo  was  ouco  mom  purified  in  the  same  manner  as  in  the  alx>ve 
coses.  Tlio  specific  rotator)*  power  was  determined  and  found  to  bo  identical 
willi  that  of  the  above  case. 

(«)D=  0.3  x  0.340x10  =  + 103  8。  (ftt  20o) 

Next,  we  determiuod  the  quantity  of  muck,  acid  which  is  pruJuccxl  from  the 
rosidue  by  oxidfttiou.  0.08:34  gram  of  tho  residue  and  nitric  acid  of  sp.  gr. 1.15 
wero  mixed  in  a  small  beaker  and  oxidized  in  a Ijoiling  water  bath  according  to 
the  usual  method.  Tho  mncic  acid  produced  was  collected  on  a  filter  and  weiglied 
0.0065  gram  corrospondiiig  to  7.19%. 

According  to  Tolleiis",  the  specific  rotatory  power  of  mffinose  is  4- 103.0°  or 
+  104.0°  while  Lippmann り found  it  to  bo  +105.0^  and  + 104  95°.  The  production 
of  uiacic  acid  from  0.1 and  0.075  gram  raffinose  according  to  Creydt^  is  0.009 
and  0.0056  gram  oorrosponding  to  9.0^  and  7.5%  respectively. 

Consequently,  the  residue  tmdor  examination  would  probably  be  mffinose. 

5.   Experiment  with  residue  (/J). 

Tho  residue,  insoluble  in  boiling  95%  alcohol,  was  slightly  dark  ooloured 
and  had  a  slightly  sweet  taste.  Upon  qualitative  tests,  the  residue  gave  reactions 
almost  similAr  to  thoso  of  residue  (IEt). 

1)  Tollen«,-  Zb.  d.  Ver.  A.  D.  Zackorind.,  Bd.,  35,  P.  31 and  591 : Lippmami,-  Chemie  d.  Znck- 
emrten,  Bmnmohweig,  Bd  H,  P.  1636  (1904). 

2)  Lippnumn,-  ibid.,  Bd.  35,  P.  257;  Bd.  38,  P.  1232;  Lippmann,.  ibid.,  PP. 蒙- 1637. 

3)  Croydt,-  I.e. 
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The  reeidoe  was  eituioted  with  methyl  aloobol,  and  the  extract  was  con- 
centrated to  a  syrop.  The  syrup  did  not  form  any  crystals  even  after  sfcwwling 
for  7  days.  The  syrop  was  then  treated  with  absolute  alcohol  to  remove  sach 
substanoes,  which  are  soluble  in  this  alcohol.  On  this  treatment,  slightly  yellow 
coloured  powder  was  obtained.  It  did  not  give  a  sweot  taste.  We  determined 
its  specific  rotatory  power,  and  obtained  the  following  result. 

0.06  grain  of  this  dried  powder  was  dissolved  in  water  and  made  up  into 10 
oo.  and  polarized  in 100  mm.  tube.  Bi-rotation  was  not  observed.  The  rotation 
was 1.5  on  the  scale  toward  the  right.   The  specific  rotatory  power  in 

1'5o,^lXl°  =  + 謹 ("め' 

The  powder  was  once  more  treated  with  meihyl  and  absolute  alcohol  respec- 
tively as  above  mentioned  and  determined  its  specißc  rotatory  power  and  found  it 
to  be  as  follows: 

(a)D=  ^1x0.346x10  =  + 103.7°  (at  20°). 
\  0.0367  x 1 

We  then  tried  to  determine  how  much  mncic  acid  in  produced  from  the 
powder  upon  oxidation,  and  the  following  resolt  was  obtained. 

0.06  gram  of  the  powder  was  dissolved  in  a  Bmall  beaker  with  nitric  acid  of 
ftp.  gr. 1.15  and  oxidized  in  a  boiling  water  bath  in  the  usual  manner.  The 
macic  acid  produced  was  collected  on  a  filter,  washed  and  dried.  The  weight 
of  the  crystals  thus  obtained  was  0.0036  gram  corresponding  to  6^  of  the  powder. 

According  to  Creydt",  th«  quantity  of  muciu  acid  produced  from  0.05  aud 
0.075  gram  of  raffinose  is  0.0024  and  0.0056  gram  in  weight  which  correapond 
to  4.S%  and  7.5%  respectively. 

Consequently,  it  may  bo  couclodod  that  the  powder  under  examination  is 
pmbably  raffinose. 


6.  Summary, 

a.  The  reducing  sugars  of  the  arrowhead  tubers  consist  of  both  glucose  and  fruc- 
tose. As  to  whether  or  not  the  galactose  is  preseut  as  such  or  only  in 
oombiuation  with  other  hexoses,  we  have  not  sufficient  data  to  decide,  and 
tho  question  remains  to  be  solved  in  future. 

1) Cwydt,-  I.e. 
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b.  The  DOiweaucuig  sogara  consist  of  sucroso  and  a  sogar  whiob  seems  to  be 
rsiffinase. 

c.  The  presence  of  maltose,  pentose  and  maunoae  is  excluded.    Etbu  in  oombiiiA- 
tion,  the  presence  of  the  hMner  two  sugars  is  also  excluded. 

Chemical  Laboratory, 

College  of  Agricaltnre, 

Toboku  Imperial  University. 
Sapporo,  Japan. 

May,  1913. 


摘要  . . 

本 8ft 文 は悠姑 中に 含有せ らる ^ 糖の 性 K に 就き て の 研究 裙染に して 旦っ橄 物 地 

下 貯蔵 機 BS 中に 存 する 糖の 性 R に酮 する 研究の 第一 報な 6 とす。 

元 來搲^ の ぉ威 磯關 たる ゃ嫩 茅の 生苌 資料た るべき 多量の 铰 H 杓 IT の菩 を耍 

する が Ä めに 其の物 莨た る ゃ高极 縮^ 合 物に して 其の 分子量 大 且つ 渗 ilffi の 低 
きものなら ざる 可らず 否ら ずん ば 多量の 物 H の ^68 おな す 能 は ざれば なに 阀化 

作用の 生産物 R として 生成せられ たる 糖^の 澱粉に @ 成す るが 如き 以上の 理は由 
る ものに して 實は 吾人 は 貯藏物 ぼと して 澱粉 顦の廣 く 植物界に 存 する を 知る もの 
な K 同 S に 依ら 香 人 は 亦 地下 醉藏 機關に 於け る 糖 お' は 之れ Jrm 糖 鎖に 比し 翁れ 
も 商 合 形 旅!: な さ sr る 可らざる こと を 推 ä し 得べ し。 

今 B 迄 地下 貯 藏機關 中は存 する 妆 糖類と して は一 般に廣 く 且ゥ多 是は存 する 甘 

廉糖 以外に 麥茅塘 （Beet 拱 中に） ラフ" -ス （Beet 拱 中に） ゲン チアノ ース （G«a- 
tiana  lutea の 地下 宽巾 〖こ） シ クラ ス (Cyclamen  europaem の纯枳 中に） ス タキ 
オース (Stachys  taberifera,  Lansium  altans 並に 他の 恳形科 植物の 地下 塞 中に） 及 
ぴフ *w パス コース (Mullein 拱 中 iO の 六 糖發見 報吿 せられた るの み、 從 5 て 此の 
方面 は 於け る 研究 は 植物 生理 化學上 極めて 趣味 多 く 且つ 將 来の 探究 5:15 する 乙 と 
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大な もと 云 ふべ し、 是に 於て か 香 人 は硏究 材料と して。 第一 に 慈姑 5： 撰 揮 の 

糖の 性質 を 精査し 以て 次の 結果 を 得た ^ O 

« ―、  《« 中に 《Ttt ら る 元 糖 は葡 《糖& び Ä«t リ 成立す る もの V 如レ jftfefflttsim せ 中 t«!)** 
ラ タト ナサ y > な 分 難 し 》 た づと難 も amir ブタ トー ス の#« は a し く 此の 》に まてば 《 ほ) If 来の 研究^？; 

す。 

第二、  食 有 せらる V^STtffilllüfilÄ に？  7* キノ- ス と》 むべき Ä 糖い J 成立す o 

第三、 》ti 中 I： は 狩》、 マ > ノース Ä ^ぺ y トー ス #*ぜ ず、 化合 K« に 於て の RI« は 诚 す * 
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MATERIALS  FOR  A  FLORA  OF  HOKKAIDO.  II. 

By 

K.  MlYABE 
aiid 

Y.  Kudö. 


北海道 植物 志 料 n. 

宮部金 香 
ェ藤 祐舜 


4.   Lnzula  (Pteroaes)  Jimboi  Miyabe  et  Kudo.  sp.  nov. 

Canles  erecti  vel basi  brevitor  adsoendentes,  usque  20  cm  alti»  in  statu  siooo 
irregulariter  Talleculati,  basi  supemeqao  fbliati.  Folia  basilaria  saepios  minora, 
laminia  linearibus  saepins 1-4  cm  rarins 10  cm  longis,  saopins  2-o  nun  ratios  5 
mm  latis»  oribus  longe  cüiatis  ；  coalina  2  vel 3,  majora,  laminis  late  linearibus, 
saepins  5  cm  longis,  6  mm  latis,  margiue  plus-minus  ciliatis,  apioe  seiisira  vel 
abrapte  longe  acumiuatis,  canalicalatiB,  callosis,  vagiiiis  ebugatis  et  arctatis, 
oribiis  longe  ciliatis.  Infloreeoentia  terminalis,  oomposita,  antholata;  rami  orecti 
neo  refracti,  dichotami.  Bractea  infima  erecta,  frondoso,  infloresoentiam  sab- 
ivcqtians;  prophylla  floris  membranooea,  late  ovata,  ciliata,  mucronata,  castanoa, 
hjaliiio-margiiinta,  flore  ca.  dnplo  breyiom.  Floras  minores,  3.5  mm  longi  ；  tepalu 
laoeolata,  snbaoquilonga,  acuminata,  medio  dorsi  castanea,  hyalino-maiginfttii. 
Stamina  tepalis 1/3  brerioia  ；  antherae  lineares,  filamenta  suboequantes.  Ovarium 
trigono  oonicom  ；  stylos  ovarium  aoqaans  ；  stigmata  3, longa.   Fructus  nobis  iguotus. 

Nojf.  jap.   Jimbosö.  (nov.). 

Hab.   Kurtlea.   Etorofu:  Shibetoro  (K.  Jimbo!"  June 13， 1891). 

liaTing  dichotomous  branches  of  the  inflorosoenoö, 

i) St* 小 Ä。 

[T 職 of  Sapporo  Natawl  History  Soft  Toi  V.  Part 1. Sept.  1913.] 
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small  flowers  and  foliaoeous  stems.  It  was  collected  iu  Etorofa  by  Dr.  K.  Jimbö, 
now  the  Professor  of  Mineralogy  in  the  Imperial  University  of  Tokyo,  while  he 
was  engaged  iu  tho  geological  snrvey  of  Hokkaido  in  1891.  The  plant  is  named 
in  honor  of  the  collector. 

5.   Luzula  Ej ellmanniana  Miyabe  et  Kado.  nom.  nov. 

L.  arcuata  Wahlenb.  f.  Intifdia  Kjellm.  Wiss.  Ergebn.  der  Vega  Esped. 
(1883)  p.  374  ；  Kurtz,  in  Engl.  Bot  Jahrb. 19  (1895)  p.  476.— Z.  confma  Lindeb. 
var.  lati/dia  Fr.  Bach.  Monogr.  Juncac.  (1890)  p.  125. ― L.  ardica  Blytt,  var. 
lalifdia  Nilaaon,  in  Fr.  Buch.  Juncac.  (1906)  p.  69. 

Rootstock  short,  tufted  ；  stolons   Stems  erect,  ratiier  stont,  straight, 

12-20  cm  high,  foliaoeous.  Radical  leaves  shorter  than  the  stem,  4-16  cm  long»  2- 
3.5  mm  broad,  flat,  linear,  canab'culato  and  tapering  toward  tlie calloso-obtase  apex, 


often  curved,  green  or  rufesoent,  long-ciliato  at  the  basal  portion  ；  caoline  leaves 
2-3,  tho  uppermost  leaf  longer  tl 蘭 the  inflorescence,  5-9  mm  long,  4-6  mm  broad, 
green  or  rafescent,  flat,  canalicalate  toward  the  calloso-obtuse  apex,  long-ciliate 
sparingly  at  tho  margin  and  densely  at  the  junction  with  the  sheath.  Inflorescence 
tormina],  erect,  congested,  composed  of  2  to  6  small  many-flowered  heads;  lower 
bract  foliaccoiis,  often  longer  than  the  iufloresoenoo  ；  the  others  hjpeophjlloiis. 
Floral  bittcts  and  prophjlla  albo-membranaoeou»,  light  ohestuat  -colored  iu  the 
middle  portion,  lacerate,  fimbriate.  Flowers  3  mm  long,  cliestDut-oolored  ；  perianth- 
segmeutfl  all  alike  iu  size  and  sbupe,  lauoeolaie,  acuminate,  oreualatolj  denticulate 
towards  the  npex.  Stamens  of  about  half  the  length  of  the  inner  segments, 
anthers  nearly  as  long  as  Uie  BLuuents.  Seeds  obovato,  provided  with  slaider 
fibres  at  the  base. 

N0Jf.  JAP.  Chishiina-suziimettohiye. 

Hab.  Northern  KurOes.  Bhimushu :  Kataoka<Baj  (Capt.  Ganji  ！  ° 1897  ；  K. 
Yondo!«  July  20,  25, 1903).— Pammushir :  Ottomai  (C.  Tarao!s>  Aug.  25, 1892). 
— Kashuvra  (I.  Kodama  ！り July,  1893).— SMmushir  (J.  Tochinai  ！"  Jnne 19, 1900). 
— Urup :  Yoßhinohama  (K.  Uchida  ！の June 18, 1891). 

Distrib.    EAst  Sil)cria,  Behring-Sea  r^ious  and  Northern  Korilcs. 

The  present  species  was  collected  for  the  first  time  during  the  Vega-Expedi- 
tion, and  treated  as  a  form  of  Liizida  arcuata  by  Kjellmann.  Afterward,  Buche* 
n&u  oousiderod  it  as  a  variety  of  Lunula  confum,  bwt  at  the  same  time  he  expressed 
n  donbt,  thinking  ibat  it  migbt  l>e  a  hybrid  between  Tjuztda  ardica  and  cottfusa. 

1) WfilÄÄ.   2)      藤き ミ W   3) 多 4)    R5*A    5)   «內 壬 5«   6) (>) 田壽 
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I^ter,  however,  he  changed  his  opinion  and  treated  it  as  a  variety  of  L.  ardica, 
indorsing  the  opinion  of  Nilsson.  Aooording  to  the  results  of  our  study  on  the 
specimens  of  the  plant  under  consideration  collected  in  the  Northern  Kuriles,  and 
also  oa  those  ol  L.  arclica,  arcuata  and  confuaa,  collected  in  the  Tschuktechland 
and  Arctic  Alaska  by  N.  Hashimoto",  we  have  come  to  the  conclusion,  thAt  it 
would  better  be  treated  as  an  independent  species.  It  is  uo  doubt  very  similar 
to  L.  arctica  in  its  general  characters,  from  which  it  differs,  however,  in  its 
sbonger  stem,  fimbriatel  ower  bract,  larger  heads  and  lanceolate  periauih-eegments, 
which  are  crenalatelj  denticnlate  toward  the  acuminate  apex.  It  is  also  easily 
distiugnished  from  L.  aTCuota  by  its  stronger  foliaceous  stem,  and  longer  and 
broader  lower  bract,  which  is  longer  than  the  inflorescenoe  ；  and  from  L.  confuaa 
by  its  mcloeed  fruit  and  by  the  difference  in  the  relativo  length  of  stamens  and 
periAnth-segmentB. 

6,  Juncus  tenuis  WiUd.  in  Linn.  Spec.  PL  2  (1799)  p.  314  ；  Briti  & 
Brown,  Hl.  Fl. 1. p.  386;  Fr.  Buch.  Juncac.  p.  115. 

NOM.  JAP.  K，t8tt-i. 

Hab.    Hokkaido.  Piov.  Nemuro :  Tomoshiri  (D.  HosLi  ！,'  Aug. 14， 1911). 
Distrib.    North  and  South  America,  Europe,  Australia  and  Japan  (Honsia 
and  Hokkaido). 

Our  plant  agrees  perfectly  with  the  descriptions  of  the  present  species  and 
also  with  the  American  specimens.  This  is  the  first  record  of  its  occnrronoe  in 
the  Flora  of  Hokkaido. 


7.    JunoOB  papillosus  Fr.  et  Sav.  Enum.  PI.  Jap.  2. (1879)  pp.  98,  533. 
J.  niponensis  Fr.  Buch.  Monogr.  Juncac.  p.  340  et  Juncac.  p.  19S.—J.  um- 
Mifer  I^v'l.  et  Vnt.  Bull.  Soc.  Bot.  Franc  51 (1904)  p.  292,  teste  Fr.  Buch. 
Nom.  jap.    Ao-kögai,  Hosdba-kogaizfiMdth. 

Hab.  Hokkaido.  Pro マ. Oshima:  Hakodate  (Fawrie  n.  3208,  Oct. 18, 1887  ； 
n.  5236,  Sopi  29, 1902).— Prov.  Shiribesbi :  Otara  (Fanrie  185,  Sepi  1905). 
—Prov.  Ishikari :  Sapporo  (Faarie  n.  3052,  Aug.  30, 1888). — Prov.  Ibnri :  Abutu 
(K.  Miyabe  !»>  Aug. 16, 1890)  ；  Hajakita  (Miyabe  &  8.  Arimoto Ang.  4, 1902). 
— Prov.  HidAka :  Samani  (Y.  Tokabnchi  ！め Ang.  22, 1892)  ；  Abarakoma  (Toku- 
bndii!  Aug. 18, 1892)  ；  Horoman  (Tokubnohi  ！  Aug.  20, 1892)  ；  Sarara  (Toka- 
bnchi! Ang. 12, 1892).— Fror.  Kashiro:  Sempoji  (Miyabe  I  Aug. 10, 1884) ； 

1) « 本 iff 也 2) 廛 太古 3) 宫部金 晋 *) 有 元 新 *JK   5) 德 ^永 次 
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Kurinm  (Miyabe!  July  29, 1894)  ；  Mosamai  (M.  Nakaraura !»  Sept 19, 1886); 
Shitabvm  (Sukeo  ItoP  Aug.  1895);  Shaknbetsa  (M.  Nakamura!  July  80, 1888); 
Akkoshi  (Faurie,  «. 1248，  Oct.  25, 1885)  ；  Kushiro  (Faarie,  n.  4866,  Sept. 18, 
1889). 

Distrib.    Amwr-rogion,  ISfanchnria,  Corea,  Honsin  and  Hokkaido. 

The  stadj  of  a large  collection  of  the  specimens  of  the  present  specie»  made 
in  Honain  and  HoKkaido,  shows  that  there  ore  considerable  variations  in  some 
characters  of  this  species.  The  si^e  of  the  inflorosoenco  varies  from  a  small 
anthela  to  a lai^e  difused  one.  The  branches  of  the  inflores<!euco  ore  generally 
weak,  althoagh  there  are  some  which  aro  docidedlj  strong.  The  papilla,  on  which 
Franohet  and  Savatior  laid  stress  as  being  a  specific  character,  are,  as  Bachonaa 
has  shown,  nothing  more  thtm  stomata,  and  they  also  varj  in  number  and 
prominence.  Our  plant  agroos  perfectly  with  Jttncus  paptRoetu  Ft.  et  Sav.  as 
well  as  with  J.  niponensis  Ft.  Buch,  in  all  its  important  characters.  It  is  inteose- 
ly  green  ；  and  its  fruits  are  pyramidal  in  shape  and  twice  as  long  a&  the  perianth, 
whose  segments  are  narrow  And  acuminate,  and  whose  inner  segments  are  longer 
than  the  outer.  It  seoms  to  us  that  it  is  proper  to  retain  the  Franchet  and 
Savatier's  name  for  the  plant,  and  regard  the  Bochenau's  as  synonymous. 

8.   Jnncils  prominens  (Fr.  Bach.)  Miyabe  et  Kudo.   uom.  nov. 

J.  fdkalui  E.  Mey.  var.  y  prominens  Ft.  Buch.  Jancac.  p.  247.  fig. 116  ； 
Matsnm.  Ind.  PL  Jap.  2.  p.  184. 

Groouish,  perennial  herba.  Stolons  horizontal,  strong,  covered  with  scales  ； 
scales  straw-  or  sometimos  dark*oolored>  many-nervod,  ovate-lancoolate,  acute  or 
sometimes  aoaminnte  at  the  apex.  Stems  green  in  color,  whitish  at  the  base, 
generally  erect,  straight,  sometimes  osoendent,  smooth,  distinctly  sakate,  terete, 
not  provided  with  papilla  or  septa,  usually  tall,  26-41  cm  long,  or  some- 
times shorter,  16-20  cm  high  (mostly  in  the  specimens  oollected  in  the 
Southern  Kuriles).  Basal  leaves  falcate,  acaminate,  variable  in  length,  usual- 
ly much  shorter  thau  the  stem,  but  sometimes  slightly  shorter  than  or  rarely 
as  long  as  the  stem,  3-20  cm  long, 1-3  mm  broad,  finely  many  nerved, 
not  provided  with  septa;  cauline  leaves  one  or  two,  groen  or  sometimes  dark- 
green,  falcate,  acuminate,  many-nerved,  6-14  cm  long, 1-3  mm  broad, 
generally  shorter  than  the  iiiflorasconoe.  Inflorenoenoe  torminal, 2-5  om long, 
anihelate,  usually  3-headed  ；  central  head  sessile  ； lateral  ones  always  pedancnl&te; 

一 -  ——   - 
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heads  hemispherical,  8-13  mm  in  diameter,  6-10-flowered  ；  peduncles  variable  in 
length, 1-5  cm  long,  smooth,  terete,  salcate,  straight,  erect.  Lowar  bract  leaf- 
like, nsoally  shorter  tiian  the  inflorescence,  lnnoeolate,  acnminate,  many  nerved, 
2-3(-5)  cm  long;  the  others  all  hypeophyllous,  ovate,  light  diestontrcolored, 
membianaceoiis,  5-nerved,  with  long  arista  7  mm  in  length  at  the  apex;  floral 
bracts  membrauaoeoas,  oboyate,  maoionate,  light  chestnnt-colored«  one-nerved  at 
the  middle,  3.5  mm  long.  Floweis  5.5  mm  long,  short-pedioelled  ；  pedicels  2.5 
mm  long.  Feriauth-aogments  glamaoeous,  the  imier  ones  sligbtly  longer  than  the 
outer  ；  the  inner  ones  oblong,  4  mm  in  length,  rounded  at  the  apex  ；  thickened 
middle  portion  dark  chestnut^wlored  on  the  ventral  surface,  green  and  scabrous 
on  the  dorsal ； marginal  portion  broad,  membranaceous*  chestnut-colored :  the  outer 
ones  3.5  mm  long,  elliptical,  acato  at  the  apex,  with  other  characters  similar  to 
those  of  the  inner  ones.  Stamens  6，  of  about  half  the  lengih  of  the  inner  pen- 
anth- segmtmts ;  filaments  linear,  somowhat  darkened,  with  one  prominout  darker 
colored  nerve  in  the  center  ；  an  there  linear,  ^rhite,  a little  longer  than  or  nearly 
as  long  as  the  filamentn.  Ovaty  trigono-ovate,  distinctly  8-oelIed ；  styles  short; 
stigmas  longer.  Fnuis  when  fully  matured  much  longer  than  the  perianth, 
trigano-ovafe,  obtasate,  3-oelIed.  Seeds  of  middle  size,  0.5-0.7  mm  long. 
Nom.  jap.    Sektsho-t,  Yezo-no-mihm'izeJcishö. 

Hab.  Hokkaido.  Prov.  Oshima :  Hakodate  (Fanrie  n. 110,  July  3， 1885  ；  n. 
4511,  Aug. 17, 1889).— Prov.  Ibnri :  Tomakomai  (Faurie  n. 1804,  July  6, 1898  ； 
M.  Majima  ！  "  Julj  22, 1906).— Prov.  Hidaka :  Shoya  (Tokabuchi  ！  Aug.  7, 1892). 
Sara  (Faurie  n. 13402,  July 14, 1893).— Prov.  Tokaohi :  Mt.  Tokachi  (Faurie  n. 
7208,  July,  1905).— Prov.  Kushiro:  Shakubetsu  (Nakamura!  July  22, 1888); 
Lake  Harutoro  (Miyabe  ！  July  23， 1894).— Prov.  Nemuro :  Tomoshiri  (Miyabe  ！ 
Aug.  23, 1894)  ；  Otsuishi  (Miyabe!  Aug.  6, 1884). 

Kw-Qes.  Etorofu:  Moyoro  (T.  Kawakami  ！ J)  Aug. 12, 1898)  ；  Shibetoio 
(Kawakami  ！  Aug.  9, 1898). 

Distbib.  Pacific  coast  of  Hokkaido  and  Karile  Islands  and  also  on  the 
Pacific  coast  of  North  America. 

In  our  ooantry,  the  present  species  is  limited  in  distribution  to  the  eastern 
provinces  of  Hokkaido  and  Karile  Islands.  We  have  quite  a large  namber  of 
the  specimens  of  this  species  at  hand,  a  careful  examination  of  which  leads  us 
to  consider  it  as  a  good  species.  It  is  intermediate  in  general  characters  between 
J.  oiftusatus  and  falcatm.   It  resembles  J.  obiumtus  in  the  characters  of  the  exert- 
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ed  froits,  but  differs  there-from  in  the  unequal  length 
perianth-Begments  and  also  becauso  of  its  larger  seeds.  From  J.  foUcatm  it 
differs  in  its  ess^rtod  fruits  and  dark-colored  filaments.  It  differs  moreover  ftona 
both  of  them  in  having  three-oelled  fruits. 

9.    Aacuba  japonica  Thunb.  var.  borealiB  Miyabe.  var.  nov. 
Hamilis  ；  folia  minora,  uervis  mediLs  pleramque  poroe  adpresso-pilosis  ；  fnictuü 
raaturus  late  oblongo-ellipsoidos  vel rariiis  subglobosus. 
Now.  jap,  Hime-aoki. 

Hab.  Hokkfiido.  Vrov.  Oshima :  Ioliinowatari  (Miyabe  and  Tokubuchi  ！  July 
16, 1890).— Prov.  81iiriljeshi :  Okushiri  Island  (Miyabe  aud  Tokubuchi  ！  Jaly  28, 
1890)  ；  Furubira  (S.  Sugiyama  !n  Aug.  1884  ；  8.  Nozawa  ！ゎ May,  1891).— Prov. 
Ibari :  Bobunge  (K.  Miyabe  ！  Aug. 17, 1890). 

Hoiistu.  Prov.  Muten :  Mt.  Hakkoda  (N.  Hiratsaka  !*>  Aug.  28, 1897).— Prov. 
ßilcuchü :  Mt.  Ganja  (Y.  Takahashi  ！"  Aug.  24， 1897).— Prov.  Echigo :  Koshigun, 
Mt.  Füya  (T.  Arai  ！"  May,  1897). 

Dbstrib.   Southern  Hokkaido  and  northern  Honsin. 

This  markod  variety  seems  to  be  restricted  to  Northern  Japan.  Iu  Hokkaido, 
it  is  closely  associated  in  distribution  with  Ilex  integra  var.  leucodada  Maxim. 
{Ilex  leucodada  Makino),  lx>tli  of  them  boing  dwarf  lepresentatiTes  of  the  well 
known  evergreens. 

The  plant  is  generally  one  foot  to  ouo  and  a 】ialf  feet  high,  sometimes  reach- 
ing a  height  of  two  feet  or  more.  The  leaves  are  smaller  than  iu  tiie  typical 
form,  being  6.5  to 10  cm  in  length  and  2. ひ to  4.5  cm  in  braadUi,  the  average 
size  being  about  8  cm  long  and  3.2  cm  broad.  They  are  generally  sparingly 
appressed  hairy  on  the  ondersorface  of  the  midrib. 

The  frait  is  also  smaller  than  in  the  type,  the  average  size  of  23  measure- 
tasaia  being  about 12  mm  in  length  aud 10  mm  in  breadth.  It  is  broadly  oblong- 
ellipeoidal,  or  sometimes  even  subglobose.  As  a  pot-plant,  the  present  variety 
forms  a  neat  compact  body  and  is  exceedingly  showy  when  laden  with  bright 
scarlet  berries. 
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撟  要 

4.  Liizula  Jimboi  Miyabe  et  Kudo. じ んぼ $ き $  (新 稱） 

ft 下 にし ズ«*、 其 S3» んど花 欲： 等し と、 ÄOf 花序の *<■ 多く は ニスに 分 I« し、 其 各 枝 
なる： と、 並に? の W*i»J 大に して Ä つ 巾 唐 I： と 等に i リて 他? liÄM し し。 本 種ば W 
fft 二十 H 年 J1 ，博士 神 * 小虎 氏、 本 21 地 ID^?f の 15、 ： れ^ 千 トロ フ ß に 於て し、 雷 に 寄 fflrf 

ちれ たる 4 のにして、 皋名 《a 名 ÄT-ft の しば 舊し 氏の 奸 H  Wtf んが »* なり 0 

5.  Luzola  KjeUmanniana  Miyftbe  at  Kudo. ちレ ます e めの ひ ゑ (新 稱） 

*«lt 其 外 « す、 - めの ひ; すと «t、 花被^に の 上 3?に 小 IKJMbii と、 子の ttSK に 
も 具 ふ も = と 等に i: リ^ KM しがし 0  に 之れ に 順ぬ t£ る?！ •( の 分布 は シベリア «JttaS、 力 ッ 

力、 千島、 アラスカ、 即ち «ら ベ _!! ング海 K> 岸に-限られ、 多 ft の K%vnW^^ はて、 « ひて 自ら 明 
W^tA けろ S4 なきに * らず。 本 級の 如き も 其の一 にして、 始 A  KjaUmiuin  l:t りて arcuato  Wahl- 
«»b. の 一品 《と して ItiKrf られし 以後、 Ä ば Lxaula  eonfusa  Lindeb. の Mi し、 *ば ^uzula  arclka 
My« の Mi せられれ リ o  « に 本 ゆ Iß« 省に- »frtf ら *ゝ《 本 iff 也 氏 《tt 前^^地 方の KT«»  tt に * 千 
Ä の 》 有な * 艦 * にっきて 比較 WiCtf る 以上の 如 く  《Ätf る 種と なすべき ものと ifcMtf リ o 

6.  JancTis  tenuis  Wüld. 《きゐ 

Bf く »羅 巴、 ffl 北 利 加、 ，に 分布 ぜ*« にして 本邦 I： 於て は、 « かに 束 京 1:» する： • と な' to ら 

れ れ* のみな *  I、 今顴 尽* 吉 Ä 之れ^ «»•- 得られ、 flCJt^ に？ fWtf ら れ卞: る^ ß て、 に 於て *Ä の 
^■V» た あ Vtft ぶと と U:W 氏に 》 く 謝！^？ 1す o 

7.  Jnnoiu  papiUosns  Fr.  et  Sav. ぁも炉 $ がい、 ほそ 讼か 5 が いぜき し 

や》 

HCl な あおに して 業に 一 判の 騮《 も 《J 、条 實ミ精 なし、 花 》 の各片 》«ト》1 二して、 尖 《ft 尖な リ o 

本 種 は 1»79 年 Rauchet  & ぴ Savatkr 鬭 氏に i リ 弋 缓 種と して RÄtf られれ S もの なれ ども、 若き に- 
っきて IMKtf  ろ  S  め、  其の 中 木 に 附含ぜ ざる 》な》 にわらざる^ a て Bocben«Ht 之れ V 囊面 《 と 
レ 》: 之 れに JuneuMtüponensU  Fr.  Booh. な S 新 * 名 * も， な PI  —  《1»な 示 すに* きず。 * リて 
著 着 は 先に られれ S  R»notot,  SaTati« 剛 氏の Jimc«  papUtosu, な i 學 * か 《W ぜ 》J。 

8.  Juncus  prominens  (Fr.  Bach.)  Miyabe  et  Kudo.  5ぜき し 
や $ 、せき l や $ あ 

本 H は 本 ill 太平 方面 &び千 烏の みに 康し、 鬮 外に-めり "C は *S* 利 Ä ワシントン 州に す。 X 
性 K  Juncus  cbtrmUua  Engelm. と Jqikoh  fnlcAttw  E.  Mey. との 中 W に ttL 、其の 抽出 ろ 桑 W は Juneus 
ebtusahu に ffi 令 1、   ftft の 花 » 各の 片は外 ft の それ i リ l 長さ： と、 穩子 の大 なる： と 並に 花 St 各^の 緣 
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部 》»a~Stfi: と 等に りて 具 4。 又^の 抽出 ぜろ JRJ^S てび "i»««JWoa<M との ÄJWi なるべく、 
又 明か に 三 室な ろ果寘 ははて り し^き 》 なリ とす。 

9.   Aucuba  japonica  Thiuib.  rar.  borealifl  Miyabe. ひめ あ をき 

矮小なる あ をき の一 g« にして、 小形な る^の Si 而中肋 上 つて 平 Ätf も乇^ «± す。 《»tf 
る 果賈も 亦 小形に して Ä 格颺形 V« し X 稀れ に- 枏球) SV な t£«t の ft リ。 ； )t 他 あ S 奢と 區8« し 格べ 少な 
からず o 其の 分布 は 重に-そ 季 降》 多量な *»B 本の 山地 らる V  I の v*j く、 木 道に-め りて は 布 Ä 
城^ 約 ひめ もちの 分布 l:W^t£ る は もろ 事 實と す o 
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徴菌 培養に 魔法瓶の 應用 

農學士 西 田 糠 次 


THERMOS  AS  A  THERMOSTAT  IN  TEST - TUBE 

CULTURE. 

By 

Ton  Nishida,  Noffahfskt. 


^法 瓶 即ち Thermos は 1892 年英 阈のチ ウール (Dewar) 氏が 液 》 空氣の 保存 器 
として 發 明せられ たる Dewar's  flask を 食物の 保诅冷 藏は應 用した る もの はて 二 
重 の^子 瓶よ &成 b 異 空と 反射 面と を 應用 して 熱の 傅 導?: 防ぎた る ものに して 猪 
處に て爽作 せらる 、も 》 逸 伯林 ィ ゾラ (IboU)  ^社》 の もの は 保冷 二  B 保 熱 二十 
四時 聞に 堪 ゆと 稱 せり Ä の 形 狀種々 あ ら。 是 まて 食物 保存の 外に 祯物 呼吸 熱の 
R 測に 即ち ビー ァス （Pierce) 氏に よ t,  Beepiration  Calorimeter として 應 用せられ、 

大野 理學 博士 は 樅 物學雑 第二 百 八十 四狨に ミク "ト- ム截片 を 作る Ä め バラフ 
ィ ン» 入の 際 之 I： 使用し 甚た' 便利なる を めた b と 報せられ^  b、 余 は 今 0 同 食 
社 難 ロ贫 物 嗞 半, - トグ入 (百 四十 三 《) 若く は一, - ト〃 入 ほ 五十 三 以て 

^^培養に 定 诅 器 Thermostat 代用と して ft も輕 便なる もの ある を ほめた も 。 

元來 a &困 及び 細面の 培^に は一 定時 問一 定 a 度 中に 放^して 其の 發 有狀旃 を 奴 
察する ^と し 之れ が爲 はは 定 a 器 を 用 ひ^ n るが、 定 诅 器 は祸院 若く は 研究 
所 等 は 於て は 充分 敉備し 得らるべき も 常 は 其の 诅 度 を 加減し 且つ 夜 屮と雖 も點火 

し s  く の 要 あれば ぉ赏 im あ る 場所の 外 は は して 随處に 之が 培 《  i: 行 ふ z と 
は堇し 難が に 《 し^^しが、 少 數 の^^ 培荧に 魔法瓶 を 應用 する は 甚だ 簡便な 
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る もの あに 即ち 綿柃 したる^ 管內に 細菌 を 移 被し^ 該1 W を 以て 試驗管 n を 15 

ひ 之 5:— 定 a 度の 潘 IrAn^ る 魔法瓶 中 は 置く とき は 一定 時 問 一定 Ä 度 內に繁 《 
培養す る 乙 と 5： 得、 敉 時間に： g  b  ffl 度の 下降す る こと あれば 軍に 其の 》5: 入替ゅ 
る I と はよ りて 容 S に し 得られ 其の 繁戒狀 ^を 奴 察し 得べ し、 故に 只 一個の 
魔法瓶 は 扱 も 筋 《 に且ゥ 最も 安全に 傲 歯 収扱者 は 取らて 最も 必要なる 定温 器と し 
て 役立ち 得らるべき な b  。 前 百 四十 三號 瓶に は呰通 ^^六本 を 五 百 十三 號 
瓶に は 十二 本 を容れ 得べ く 、 何れの 場處 にても 容 Ä に 且つ 安全に 備付 られ 得べ け 
れば其 狡消 充分な ら ざる袅 ^試 驗場 又學按 等に 於ても 手輕に 培養し 得べ く、 或は 
^師 の診斷 室に 於ても 容易に 且^« に^ 者の 有菌 者なる や 否や を1 * 實 に 鑑定し 
得べ く、 又檢疫 者に して 常に 之 を 携行せば (携行に も 甚だ 價 判な も) 遠隔の 土地 は あ 
b て は K に 其の 歸 着に 先ち て雜 閎 の發育 を 認識 し 直 ち に蕃戒 消毒す る を 得べ く 傅 
染 病の？? に 其の 時間 を 短縮し 衛生上に 多大の 妫果 を顯す 乙と を 得べ く、 其の 
他 隆軍衞 生 材料と して 猷驟 材料と して 至便なる 乙 と I： 發 尾すべきな に 研究室に 

於ても a 度 を 異に し數 種の 培赛を 欲する 場合 はも 數 多の 定 a 器 を 愤 付る の 要な く 

簡^に 短 時 £3 に 成 核 を 得べき な も。 

魔法瓶 中の Ä 度が 如何に 底 下す るか は 外界の 纥氣 及び 内部の a 度の 商 i 容器 
の 大小、 構造、 時の 苌短、 內藏 せる 物量の 多少 等 はより 差異 ある 事 勿論 なれ ども 大 

正 元年 十二月 五 B よ も 二十 B は 至る 睏に潲 本に 於て 三 棟の 魔法瓶 を 以て 棣定 した 

る 成 棱を 揭く' れば 次の 如し 


n 注 
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初 注 編 
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百 四十 三狨 瓶に は潘 を 全量 百 五十 三號 瓶に は 半 量 5: 注 加し 3S きたる ものな 
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本邦 產草 蜻蛉の 旣知 種に 就き て 

袅 ^士 岡 本 半次郞 


UEBER  DIE  BEKANNTEN  ARTEN  DER 
JAPANISCHEN  CHRYSOPIDEN 

Ton 

H.  Okamoto,  Nwjahust. 


本邦 產の草 ^ 蛤 は 十九 世紀の 中葉、 《 人 7 ルマ イス チル氏 （Burmeistor,  H«) は 
X もて * めて 舉術 界に發 表せられ たる K 始ま K  W 來 敉 多の 見 鉛^ 者 はよ もて 命 
名せ られ 或は 紹介せ られ たる も の 約 二十 種 を》 す。 然 して 余力 現在の 智識に 於 
て は、 此等は 悉く 確定 種の み K あらず して 異名と なる もの あ $  (例せば Ch.  peria 
CL.)  var  fracta  N《v. は Cb.  inüma  M'L. の、 又 Nothoch,  robosta  Gerat. は Ch 
cognata  M*L. の Ä 名なる が 如し） 成 は 又 jRß せられし 種 あるの 結 Ä、 本邦 產草^ 
蛉の旣 知 種 は 下の 十二 種 となる、 即ち 


Chrysopa  intima  M'Ij. 

《さ 伊げ ろ $ 

2. 

Ch. 

perla  (L.) 

8. 

Ch. 

oognata  M'L. 

よ つ ほ 1 《さかげろ $ 

4. 

Ch. 

bipanotats  Buim. 

ふた ほし < さ炉 げろ $ 

6. 

Ch. 

lezeyi  L 

もん 《さ^げろ $ 

6. 

Ch. 

renK>ta  Wk. 

り ゆ $ き $《 さかばろ $ 

7. 

Ch. 

basaUs  Wk. 

ひめり ゆ $ き $ 《さ^げろ $ 

8. 

Ch. 

inomata  Mats. 

む もん 《さ炉 げろ $ 
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9.  Ch.         sachalinensis  Mats. 炉 らふと  < さ 炉 げろ $ 

10.  Nothochrysa  japonica  M'L. せぁ炉 《さ 炉 げろ $ 

11.  Nothoch.  oUvaoea  Gerat.  あ をせ 《さ, げろ $ 

12.  Apochrysa  mateumurae  Okam.  S みめ 4 さ 力、 げろ $ 

是な り。 以上の 他拊 一二 種の 日本に 濠す るが 如く 思 はる、 もの あに 例へば 本 
科 中 ß も 分布 廣き ゆ. vulgaris  Selm. 及び 乙れ が變楝 なる Ch.  vulgaris  Sehn, 
var.  microoephala  Brau. の 如し、 然 りと 雖も此 二種 は 未た *1»れ とも 確定す るに 至 

らず。 殊に 又 前 配の 旣知種 以外、 余の 手許 は、 より 多くの 新種 ある も 、これ を發 
表せん に は 》 ほ 幾多の 日子！: 要する？: 以て、 今 は 單に旣 知 種に 就きての 研究 結 《 

を 報告す るに 止め、 新種の 玆表は 他 B を 約せ ざるべからざる な&。 加 顇齿 

も 未だ 概本 不備に して、 も の 結果 完璧 •  5： 期 し 維し と雖 も亦以 て 本邦 產草 *S 蛇 5: 研 
究す る 人士の 多 考 となる 5: 信ず。 終 b に 本科の SÄi: 研究せ らるゝ 及びせ られ 
ん とする 諸氏の、 余に 穰本 を 御 逭送 せられん 事 お 切望す。 

w に-、 a の lEföit なるべく 節 明〜 旨と せ 》)、 但っ aweÄ すろ 上に-於て ffis なろ »tt ば * く 3M£tf »j、 

然れど fc« 本 不足 のれめ M^MK^Wltf しもの は、 Ö 牙 ャら大 に不 WW の i)M> るし ： は 今の 》*ft 方な し 


1, Chrysopa  iniima  M'L.    4 さか け ろ 5 

Cbxyaoj»  intima  M'L.,  Tmns.  Entom.  8oc.t  Ixmd.,  p.  280  (1883). 

Chrysopa  perin  L.  %w.  fmcta  NÄv.,  Broteria  Secte  ZooL.  vol. IX,  bee. 1, p.  39  (1910). 

^綠 色」 頭部 黄色、 簡角 問に 》 形の 黑 《 あり。 後頭綠 に 近く 四黑 點を僙 列し 

外側の 二 個は祓 «U に接稱 す。 兩頓に 谷ー黑 線、 額片の 前铋に s《、 兩 側に 稍圃形 

5： 呈 せる 一 黑紋ぁ 6。  mmm. 尖端に 至る に 從ひ色 濃く、  ^二 節 は 黑揭な も。 
小腮^ 黄揭、 その 尖端 及び^ 節 は黑揭 なら j 前朐 の兩恻 に^ 通&ニ 個の 黑紋ぁ 
m マ 氏の 原お m はは 三 個と あ ら )<>  中朐 背の 前緣 に黑 色の— 横線 あ み、 中 後兩胸 

の前專 板 (Scapulae  anteriores) にミ 個の 黑色點 あら、 ：• 形に 位 S す、 前 W 扳屮 胸板 
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及び 後 離 は黑 色」 脚綠 色、 跗節 淡^、 翅迗 明、 攰脈綠 色、 前翅の 橫 脈の 大部、 後 
翅の前 》 横 脈、 徑小横 》Ä び 段橫脈 （Gradate  Nervnlos) は黑 色な に 脈に 黑 褐色 
の 短毛 を 生ず j 

m 苌 9~i3 粍 

前翅 長 13— 17 粍  ' . 

分布 北海道 («4 ^本州 （倌 iS® 八ケ 岳、 鼴奥阈 十 和 田 湖畔)。 
束 部 西 比 利 S (十 ヴ/、 ス氏 (11) はよ る ）0 

本 種 は マクラクラン 氏 （8) が^! めて 記 栽した る ものにして、 一つの 禺 名 あに 即 
ちチヴ 八ス氏 ゆ） の Cb.  perla  (L.)  var.  frada  Mv. 之れ な に 此 g 種 はもの 杞敉 
餘 りに 簡 SL なる も 本 種と 同一 種なる I と は 疑な き 所なら。 而 して Ch.  intima は 
Ch.  walken  MX.  (/、 ン ガリー 產） Ch.  perla  (L.) 及び Ch.  ypsilon  Fitch. (米 H 產） 
に麵 似せ K 殊は /x 一 ゲシ氏 (4) の 記事に よ i 又 余が 所お の樣本 (米 國產) によ b 
て纖 削す る は 最も ypeüon に 近し、 然れ ども 簡^ 間の X 紋が ypsilon に 於て 乂 
形 を基 せる^ と、 腹部の 斑紋の 存無 によ り區别 する こと を 得る 也。 

因に くさ かげろ 5 なる 和名 は 現今^ら Ch.  peria に 使用 せらる  V も、 Ch.  oerla 
の 本邦に 產 する 事に つきて は 余 は 於て 未だ 未定の 間 g  (Ch.  perla の項傪 照） なに 
又 乙の ft 名 は 人 は I  b て 一定せ ず、 各 勝手 は 興れ る 種に Fff し 且又 具 正の perla に 
眩称 名 I： FB せし 害な き の 故に  < さ 伊げ ろ $ なる ft 名 は 比較的 分布 廣 く 殊に perl» 
KS も 近き 本 種に 附 する を 適當と ß ひ。 

2.    Chrysopa  perla  (L.) 

Hemerobiaa  pcrln  L.,  Syst.  Nat.  Ed. 12,  i.  2^11,2.  (1768). 

« 綠色 乃至 黄色」 《 角 問に X 形の 黑紋 ある も、 もの 尖端 後 頭に 於て 互に 相 癒 
龙 して、 丄形 お 暴す。 «萌 はこの 黑^ の 兩側は 各一 黑 »を 存在す。 節片 及び 兩 
頻の兩 側に 谷ー黑 線 あり。 上唇 は黑色 もて 綠と られノ I、 腮 鬚の 某 節 及び 来 端 節の 
大部 黑色。 《 角 黄 得 にして、 もの 尖 》讓 く、^  二 節は黑 色な》 o 雄に ぁ&て は、 

ffl^ よ り 遙に苌 し 前 胸に 四黑^ あら。 中 胸 背の 前綠 に黑 色の ニ橫 線、 前 再 板 
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(Scapulae  anteriores) の兩 側に、 黑 色の 太き & ー縱^ 、 をの 内側に一 黑點、 稜状 
部と 前 看板の 接合 線 は黑 色、 後 胸の 兩 側に 各 二 黑紋、 後 胸 背の 接合 部 及び 其後婊 

は黑 色な》」 腹部 は 雄 は あ 6 て は、 各 環節の 前綠 は黑 色なる も、 雌に あ &ては Hi 
側と 環節と 環節との 接 含 部 を 除きて、 全部 黑 色な 5」 翅这 明、 翅 服 綠色 乃至 黄 
色 なれ ども、 橫脈は 悉く 黑色 なり。 練 絞 淡^、 脈に 黑祸毛 I： 生ず 《I 雄の 下葉 は 
短く して 上方 K 届 曲せ ず、 もの 尖 維 鈍な ん 

» 袅 10 粍 

前翅 畏 13-15 粍 
分布 B 本 （？ )。 歐羅 巴。 西 比 利 亜。 

本 種 は マクラクラン (8) 氏が 最初に 本邦に 產 すと 報吿 せに 後ち 松材 W  士、 （10. 
13) 及 Of* 者 (14) は 樺 太 （ 曰 本 ほ) 及び 北海道に 產 する こと Jrfö し、 坻くは 桑 名 伊 之 
吉氏 (15) の 束 京 附近に 產す るると を稞 ぜに 然る は 余 は 其 後 研究！: 锓け ゥゝぁ 
る 問に、 殊に 今回 歐洲產 の ^.  Perla  (本; fc* 所 Ä) を晃 るに 及びて 本 種の 果して 
日本に 產 する や 否や にっきて 大は疑 を^  く に 至れ b 。 而 して 曩に 余が 記战せ し 
標本 は 當時筋 軍なる 記事 はよ らて檢 索せ る 結果 Ch.  perla と 全く 同一 種の 如く 者 
へし も、 祥 鎖に gt 洲產の ものと 比較す るに 及ぴ g に 其 誤認なる を覺 i>  (松せ 博士の 
もの 亦同樣 なる ベ さか) 同時 は 測らず も tl».  intim» なる を 知り 得た に 又 桑 名 
氏が E 載せし Ch.perla はもの 記事と 圆 版と によるに 全然 刖種 にして、 而も perh 
と は 餘程綠 の 遠き ものな に 恐く は 地球上 最も 分布 廣き Ch.  vulgaris か 或は 又 

之れ カ礙 種なる べし。 マ氐は H に 本邦に 產 すと 記せし のみ はて、 採集 場所 を 明 fö 
せず、 余 は 數 年 以前よ も 本 種の 採^に 努力せ る も挝ほ 未だ 其 正の perlu  —頭 を も 
見る を 得ず、 ヌ人々 によ》 perla なりと せらる、 種 も 亦 前 3d の 如く 異種なる の ß 
よ もして 果して 本 種の 本邦に 產 する やの 疑問 5： 生じ 來る亦 止むな きな》。 伹し 
前記 マ 氏 及ぴナ パス 氏 (11) の 共に 西 比 和 亜は產 する ことお 記 する 點ょ り 者 察す 
れば樣 太、 北海道 及び 本州の 高山に 產 とも 限らず、 暫く 記して 將 来の 研究に 
待つべし。 本 種の 記載 は參考 資せん が爲め 欧洲 產の檫 本 及 シュ ナイ ダ 一氏 
(2) の 記事 5 ：參^ して 記せる ものな に 
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ß に 《き V げろ $ なる 和名 は 上記の 理由に よも (Gh.  intima の^^ 照） Ch. 
intona の 専有 物と なせし！: 以て、 Ä は 本 種 は^ S せざる ベから ざれ ども、 本邦 產 
と して 未だ 疑問 中に あれば、 本 棟の 確かに 本邦に 廣 する I との 明晚 となる の日改 
めて 命名す る I とゝ せん。 

&   Chrysopa  cogimta  M'L. よつ ほ L 《さかげろ $ (新稱 ） 

Chryaopa  cogiutta  M"L，  Joam.  Liniu  800.,  IX,  p.  249  (1867). 

Nuthoo^sa  robuat»  Qent,  SBtt  V«.  Nea-Voepom.  and  Rüg.  Sg..  25.  p.  73  (1893). 

US 綠色 又は 黄色 若く は Ä 綠 色な K 錄 色の 個 體 にあ も て は 胸 背 は 黄色の一 中條 
5: 有す j 敏角 、基部 Ä 色、 颜に 四黑紋 あ^  二つ は稱 角の 下 あうて 稍 lül 形 
を呈 し、 他の 二つ は 額 片の雨 側 は あみて 線 狀を 呈す、 （fi にる の 四^ ある もの も 
^通な り 又 稀 は 此外觸 ^間に ー黑紋 を 有する もの あ も） 莆鬚黄 前 胸 前綠の 
側面に一 黑 « あみ j 脚 黄色 若く は綠 色、 钳節 Ä， な &j 翅は这 明、 緣紋 淡綠 
裕、 翅脈綠 色、 前後 翅の 前綠橫 脈 (綠紋 內の橫 脈 を 除 く  X 前翅の 後 时橫脈 及び^ 橫呢 
と 、 後翅の《 脈 と 徑脈 第二 小枝 間の 橫脈は 其^ 半 部黑 色、 翅 脈に 黑色 短毛 I： 生ず j 

«6 長 13~15 粍 
觔翅長 19-21 粍 
分布 北海道 (Ä«  、定山 澳)、 本州 束 京、 甲 麻、 伊, 播凍^ 九州 （日向 、熊 

本)。 

西 比 利 ffi (ナ バス 氏)。 ^那 (マクラクラン 氏 )。 カン * チア （マウ ラタ 

ラン 氏 )o 

本 種 は マウ ラ クラン 氏 （5) は 依^て 妃 載せられ たる ものにして Ch.  septeii- 
panctata  (Wesm.) (默 州產） 及び bipanctata  Barm. (日本 產 ） に » 似す、 マ 氏の 初め て 

Ä せし 數 多の 標本 中には一 つも 《Äfffl はー黑 》1： 存 する ものな か 6 しかば 主と し 
て此點 よ b  eeptenpunctatft と B£ 别 した も、 然る は一 八 七 五 年 マ 氏 (6) は 再 OCB 本產 

の 草^ 蛤 を 驗す るに 常 b  « 角 《U こ 一 黑》 ある一 檫本 ある を 知 b 木 《fc  CL.  septeu- 
panctatrt の 地方 形な ら と 断定せ る も、 余は此 說に贊 せず、 顔面の 斑 轼 及び 後翅脈 
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の 彩色 等に 依》 て 本 ft を獨 立せ る ものと K ひ、 又 bipimctota  Barm. よ らは解 巧 
前方の 弦月 形紋の 有無に よ 6 て に兩者 J:E 剐し 得べ し。 ゲル スチ タケル 氏 
(7) は一 八 九 三年; 產のニ 萆蛾蜍 を 記載し もの一 を Notiiochrysa  lobusta と 命 
名せ も、 然る は 本 種の K 事 を 詳細に 研究 すれば 河 人 も Ä ち は 眛種は oognata 
の 異名なる？: 知る からさる 也。 
因に マ 氏 は 主として 第三 肘 室 (3rf.  Cubital  cell) の形狀 はよ bX  Chrysopa よ 
晨を 編成し Nothoohrysa と^ ^ K 然るに 本邦 産の 草 婧蛤を 硏究 する は 常^ 
3rd.  Oabital  cell の 形狀は 同一 種の 5 ち 種々 ある を 以て、 此點を 分 風の 主 R とする 
は R れら、 遒ゥて 3id.  Cubitel  cell に W する 卑說 を《 表せん 乙と を 期す。 

本 ft 名よ ゥ ほし 4 さかげろ $ は 顔面に 四 個の 黑點 ある はよ も此名 irFft す。 

も Chrysopa  bipanctata  Bnrm. ふた 珐レ 《さ^げろ $ 

Chrysop»  bipanctetn  BonueiBUr,  Hnndboob  dar  Entomol.,  a.  Bd.  p.  982  (183CJ). 
„  „        8ohnetdert  Monog.  OhrTSop.,  p.  103,  tab.  31 (1851). 

„  „        Walker,  ISA  Brit  Mis.,  p.  251,  (1853). 

„  „        Mac  Lftchlnn,  T.E.S,,  p. 182  (1875). 

本 種 はよ ゥほ l ^きかげ ろ $ は 類似す、 其 主なる 相逮點 を列紀 すれば 次の 如し 
ィ、 鳩角裔 入部の 前後に 弦月 形の 黑较 あに 時 は兩者 癒合して一 環 をな す。 

"、 K の 前方 即ち 船に に一 黑線ぁ 6。 

-> 前翅の 段 横 SR  (VenuUe  gradatum) は (第一 速 又は 第一 第二 速と も） 黑 色な 
に 

ュ、 翅 脈の 短毛 Ä 妈色 なら。 
前 種 K 比して 小形な に 

« 畏 11 粍 
前攰長 17 粍 

分布 本州 （？ )。 

本 稀 は 7 ルマ イス テル 氏 （1) はよ もて 記載せられ たる もの なれ ど 同氏の 記載 
はお i る笳擎 にして 果して 5^1 の 種 を 佾すゃ 者 |g に 苦しむ 5： 以て 余 は シュナ イダ— 
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氏 （2) の 明細なる 記事と 脇 版と によ らて本 種 を^ 定 せ》。 值 かに一 糠 本 （探维 

地不 W) を見 しのみ、 極めて 稀 品なる もの、 如し、 本 稀 を 別す る 上に 於て S も必 
耍 なる ^"は "Stria  arcnata  lata,  ante  antennas  conspicua M にあ ら。 

6.   Chrysopa  lezeyi  Nilv. もん 4 さかげろ $  (新稱 ） 

Cfaryrcpn  leseji  KdTM,  Brot  Sot.  Zool.,  Vol  IX,  bmo. 1, p.  42  (1910). 

本 種 はふお ほレ 4 さかげろ $ は 接近す る も、 顔 面 及び 胸部の 班紋 はよ り窑 Ä は 
區刖 する 5： 得るな 6。 

(?9 ぉ綠 色」 《8 角 間に一 黑较ぁ に « 角 新入 部の 前方に 弦月 形の 黑弒 Ä び兩烦 
並に 顔片の 兩侧に 各一 黑较を 有す、 更に 頭 項に ニ黑點 及び 後 頭に W 黑點を 横 列す。 

» 角 黄 ^基部 は 色 濃く 第 一節の 內 側に一 黑树紋 あ に 第二 tt 黑 色な に 前 胸に 
は 溝の 兩侧に ニ黑點 ぁク。 前錄 角の 內側 は黑 色、 中 胸に 八 個、 後 胸に 二 個の 黑 » 

あ b  a    US 部に 黑 裕點 多 Ui 翅逨 明、 翅贓黄 得、 前翅 は 於て は 基 翁の 前綠 横 脈 及 
び徑小 脈橫脈 は一 郎分黑 色な b、 攰の 尖端 園し j 

體 II        8.5 粍 

前 ^畏 13 粍 

分布 日本。 

本 種はナ バス 氏 （9) によ 6 てお 载 せらる、 余 未だ Chryaopn に する 本 種 ！：死 
ざれ ども Nothochryea  (マ 氏の 分 ® 法に 從へ ぬ 〖Cj» する 本 種に 極めて 酷似せ る 一 
標^ 5： 有す、 恐く は 同一 種なる べし。 

因に 本糨は ff2 に 多数の 黑紋 を 具 ふる お 以て もん 4 さかげろ $ と す。 

6.   Chrysopa  remote  WK.    D ゆ $ き $ 《 さかげろ $  ( 新稱） 

Chrywpa  remoU  Walker,  Lirt  Spec.  Nearop.  Ias.-Cüll.  UriL  Mas.,  Pt,  n,  p.  238  (1R53). 

木 種 は Ch.  ooeanica  (サンド ウイ チ島產 ） に 近似す。 

fiö«*€u  « 角 前 aj ^僅かに 長 Ui 前 胸 は艮 さより 權廣 く、 前 方に 於て 

少しく 狭 Ui 腹部 銪色、 尖端 煉£ 色な に 翅 if 明、 舰椽色、 段橫脈 (gradivte 
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veinlete) の 第一 連 は尖媚 に 至る に從ひ 不完全と なる、 肘 小 室 （Coital  areolet) は 

亜 肘 小 室 (Subcubital  ateolet) の 半分よ & 小なら、 綠较淡 煉瓦 色 j  ！ 

^長 11 粍  | 

前翅 長 約 16 牦  | 

分布 硫球。 ナヴヰ ガト'一 ル島。  | 

7.   Chrysopa  basaUs  WK. ひめり ゆ $ き 5 《さかげろ $  (新 稱）  ！ 

Chryaopa  bmolia  Wiilkor,  Ltet  Spec.  Neurop.  Im».  CoU-Brit.  Mm.,  Pt.  II.  p.  239  (1853). 
本 J« は 前 棟に 近き も遙 かに 小形な》。 

f® 銪色 （下 面 は 煉瓦 色) J      j»Ä は 基部に 至る は從 ひ煉 ％ 色と なる J 前 胸幅よ 
多 も 少しく 長く、 もの 前翊 頗る 狭し J 脚 淡き 煉瓦 色 J 翅 Ü 明、 Ö 脈谏 K 色、 段 液 

脓 （Gradate  vienkt) の 第二 連 は':^ に 於て 不完全と なる、 时小室 (Coital  areolel) 

I 

は 35 肘 小 室 （Sabcnbital  areolet) の 半分よ & 小な $ 」 

SS 長 • 
前翅 長 9 粍 

分布 硫球。 

前 記 二種 は ウォー 力一 氏 （3) はよ りて 絲 せられ tatt せらる、 も ä 球の 產 

な》。 余 未だ 此 二種 JrÄ るの 機會 なき を 以て、 ゥ 氏の K 載 を萚述 せる に 止まる。 

8.   Chrysopa  inoniata  Mats. む もん 《さ げろ $ 

Chmtypa  inomAta  lloteamom,  Joarn.  Col.  Agr.  Tohoku  Imp.  Univ.  eapP01",  Vol. IV,  Pt l. p. 
14  (1M1). 

本 種 はよ つ ほしくさ Vtf ろ 5 に 類似す、 伹し頭 都に 黑« な し。 

お ü  mnmm. 第一 墓 節 は 黃錄、 第二 節 は 黑拇な k 小 ssis 黑裕」 前 
朐は畏 さよ り & か は 幅 庚く、 前 綠角は 近く 各 一 黑褐敉 あ^ 中 後 ^ 胸 背に 黄色の 一 
中條ぁ &」 脚 淡 黄掲、 歴節は 多少 錄色を 布ぶ」 翅 透明、 胃 淡黄^、 翅呢綠 
色、 前 錄橫脈 ^後 翅と も) 及び 前翅の 徑 横膽、 肘 横 脈、 符橫 呢 は 哲 その 基部 は 於て 

黑 ^ な り」  ； 
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H.  OkaMOTO  ：    ÜKBEB  Vtt  BEKAJIJtTBK  AbTEK  DEB  JAPAVtflOtSX  ChBTBOWDEK.  57 

fit 長 14 一  15 粍 
前 長 18-20 粍 
分布 榷太 (キム ィ 十)、 本州 (信 》 上 商 地)。 

9.   Chrysopa  aachalmensis  Mats. から ふと 《きか ばろ $ 

ChryBop«  Rnchaliiunn»  Miitsumma.  Joam.  Col.  Agr.  Tobolm  Imp.  Unir.  Sappoio,  Vol.  IV,  Pt. 
I  P.  "  (WH). 

本 種 はもん 4 さ ろ $ に 稍 似た も、 伹し蒙 面の 黑 ぴ翅 》 の 彩色 はよ も K 

刖し 得べ し。 

ffiÄ 綠 (胸部 は綠色 多し) j 解 角 （第一 基 節 5: 除く） 谈鶴、 » 角 聞に一 黑點ぁ 
K 兩颊は 各 ー黑紋 あに 兩鬚 （各 節の 尖端 を 除き） 黑^、 上唇に 二 個の 小祸點 あ 
前 朐代は 八 （兩 側に ミ 個お、 中央に 二 fflX 中 胸 背に ニ黑點 あん 脚 淡^ 
铋紋 ffi 不 ほ叨、 脈淡綠 乃至 賀 0、 飩綠橫 脈 及び 段 横 脈 (S'emüm 
gradstoe) 黑色、 他の 横呢 は兩端 （中央 を 除く） のみ 黑 色なん 
« 苌 9 粍 
前 幼 長 12 粍 
分布 榨太 （ゾ O ゥ率 37 力 )。 

10.   Nokhochiysa  japonica  M'L. せ あ 力、 4 さ炉 げろ $ 

Noöioclirys»  japonica  M»icLfiehlan,  Tniti».  Ent.  Soc.,  p. 183  (1875). 

本 種 は N.  polychro«  Gerat. (ジャワ 磨) は 相 近し、 ffi し翅攆 脈の 彩色に よ b て區 
别し 得べ じ。 

顼胸^  ä 又は 黄祸 色」 《 角 as 黑 （伍し 二 基 節 は 黄色) j 齣 胸 は苌さ よも も 幅 

廣 く  一中 溝 あ b  、 前 胸 ff は晴 赤色、 (前 胸 背の 兩侧 のみ 晴 赤色なる もの あれ 中 胸^ 
の 前 綠に黑 色の一 横線 あ に 前 S 板 (Scapulae  anteriores) の 雨側黑 色、 後 胸 の兩侧 

黑 色」 im 部黑色 はして 其 尖端 及び ^^節の 前铋は ffff 荧な&  (マ 氏 は « へば 腹 讦 
ä 色 はして 廣きー 黑條ぁ bh 脚晴 黄、 各 腿 節の 尖^に 近く- -黑^ あ り、 前^節の 
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內 侧は黑 色な 翅迗 明、 線较 不透明、 脈 黄色、 前綠脈 部に 近き 二三） の 下半 
部黑 色、 脈に 短 かさ 黑毛を 密生す j 

§9 長 11 一 13 粍 
前翅 畏 16-19 粍 
分布 本州 (紀 伊、 京都 X 九州 (痛 苌 «)、 ま » (新 钍)。 
本 種 は マ 氏 （ 6  ) が 一標本 は よ b お載せ b  、 分布 廣 く 臺缚に も 產す、 伹し 未^^ 
北 地方 及び 北海道に 産す る を 知らず。 頗る 类 K なる 種な》。 

It   Nothochrysa  oUvaocai  Gerst. あ をせ くさ fl> げろ $ 

NothoclajBa  olivaoea  Gmtocker,  Mitt  Nea-Vorpom.  and  Rögen,  Ig.,  25,  p.  U  (1893). 

本 種 はよ つ ほ さ IP げろ $ は 類似 すれと も斑软 Jr 有せず。 

糊^ 淡 黄 赤色、 その 墓 節 及び 親 は 淡き 薬 色、 頭頂 及び 上唇 は ä 綠な ^  mm 
き ォ > -ブ 色、 前 胸 まほ 四角形、 もの 後半 部に 深き ニ橫港 あ》」 脚 黄 »ßj  m 
明、 脈錄 色、 棣紋?^、 兩翅に 於て 前 綠铋 脈の 半 部、 前翅 は 於て は徑 横-脈 、肘橫 脈 及 
び^ 橫 脈の 基部に 近き 部分、 後 ^ に 於て は 徑腌の 基部、 第二 徑小 m の 後半 及び 中 

腺 は 所 * 黑色 なに 腹部 は 黄^色」  ！ 
95 袅 15 粍 
前翅 長 21 粍 
分布 本州 （？） 

本 種 はゲ氏 （7) はよ りて 發表 せらる （採集 地 成谘、 然れ ども 余 未だ 本 種を晃 ず。 
12.   Apoolirysa  matsnmurae  Okam.       みめ 4 さかげろ $ 

Apoduysn  motaamame  Oknmoto^  Ttans.  Sapporo  Nat.  Hist  Soc.,  Vol. 4,  pt. 1, p. 13,  Kg. 1 
(1012). 

觫角暗 晃第 一基 節 は 外側に 赤 索 色の一 縱 線！: 有し 第二 節の 外侧は 
^^色 を 呈す、 額 片は兩 側に 赤紫 色の一 斑紋！: 有す」 前 胸の 側 《H よ 赤 《色」 後 
腿 節 は 尖端に 近く 暗 » の一 環 5: 具 ふ」 I® 部の 各 節は兩 側に 赤紫 色の一 線 を 有す 
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翅 a 明、 前翅の 中央に （後綠 に 近く）一 大跻 灰色 紋 あ、 徑小 脈の 徑 脈に 交 はる 個 

處に 同色の 一 小 核 あ^ 此兩 较を述 ぬる^ 脈 は 暗 灰色な K   • おんど 無 €k 段 

麵 (Venillas  gradifonnis) は 前翅 は 三 速、 後 翅はニ 連 あ ft  j 
m 袅 13-23 粍 
前翅 長 22~24 粍 

分布 九州 （鹿兒 島)。 

本 種 は 著者 (12) のお 表せる 種に して 極めて 珍 IS な K 本邦に 產 する 草 蜻蛤中 本 
班に 於け る 第一 種な り。 

@ は、 本 種の 翅に橫 脈 頗る 多き を 以て 翅 脈網狀 I： 呈す、 之れ 本 種!： 呼ぶ に * み 
め 4 さ^げろ $ の 名 を 以てせる 所以な b 0 

束 北 帝國大 ゆ^ 科 大學に 於て。 
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SEXUAL  DIMORPHISM  OF  GAMETIC  SERIES 
IN  THE  REDUPLICATION. 


By 

Y.  Tanaka. 


生殖細胞 式の 雌雄 二 型 
田 中義麽 


In  all  instances  of  the  reduplication  hitherto  investigated  by  various  authors 
it  was  assumed  if  not  proved,  with  exception  of  a  few  disputed  cases,"  that  the 
gametic  series  follow  au  identical  system,  so  far  as  the  characters  are  not  sex-limited, 
in  the  male  and  female.  My  experiments  with  silkworms,  howovor,  fumisli  a  positive 
evidence  for  possibility  of  dissimilar  distribution  of  gametes  among  the  opposite 
SCX68,  sexual  dimorphism  of  gametic  series.  Such  was  the  case  with  the 
reduplication  between  the  jellow  cocoon  colour  and  one  of  the  larval  markings  such 
as  the  normal,  moricand,  and  striped. 

In  these  examples  tho  reduplication  in  malo  gametes  is  a  partial  reduplication 
of  low  intensity,  -while  the  reduplication  is  complete  in  female.  They  may  be 
graphically  expressed  as  follows : 


Coupling 
Bepalsion 


AB 

Ab 

aB 

ab 

[ n 

n 

： o  ： 

0  : 

: u  : 

n  : 

0 

0 

Wliere 


n  =  2  or  3. 
A=Epistaüc  marking 
B  "Yellow  colour 


a=Hypo«tatio  marking 
b  二  White  colour. 

Two  categories  of  the  reduplication  will  conveniently  te  dealt  witli  under 
distinct  sections. 


1) Those  of  Gregpry  (Jour.  Gen.  Vol.  I  No.  2.)  and  Satmdera  (Joor.  Gen.  VoL  L  No. 1 and  4). 


Digitized  by  Google 


62 


田 中 一生 Ä 相 ^ 式の^ 雉 二  51 


Gametic  ItEruLsioN, 


The  case  in  wluch  more  suflicient  data  】iave  been  obtained  up  to  the  present 
is  that  of  the  normal-yellow  repulsion.  Belating  to  the  Tedaplicatiou  ander 
consideration,  over  70  families  involving  more  than  20,000  individuals  were 
reared,  certain  families  of  them  boing  carried  up  to  F4  generation.  The  hetero- 
zygotes (AaBb)  were,  in  the  course  of  experiments,  also  crossed  with  the  double 
rocessives  (aabb)  rociprocally.   The  gametic  series  thus  revealed  were 


So  far  as  the  experiments  have  been  cirried  on  np  to  F,  in  the  straight 
direction,  the  case  is  hardly  distinguishable  from  an  ordinary  case  of  complete 
repulsion  that  oocars  alike  on  both  sexes.  In  the  present  case,  however,  F,  A-B - 
form  is  not  even  in  its  zygotic  constitution  bat  is  composed  of  various  biotypes 
which  may  give  the  offspring  in  varioas  combinations  of  Fs  forms  —I.e.  tbo  result- 
ing F„  families  can  be  grouped  into  four  cla««os  as  follows  : 


F2  A-b-  and  a-B-  individuals  are  each  composed  of  two  groups,  one  breed- 
ing brae  to  their  parents,  while  the  other  producing  aabb  animals  in  addition  to 
those  of  the  parental  type. 

All  tliis  is  beyond  explanation  if  the  ordinary  complete  repulsion  be  supposed 
as  the  case,  but  it  can  easily  be  accounted  for  if  tbe  gametic  series  above  given 
was  assumed.  More  positive  evidence  for  such  dimorphism  of  gametic  scries 
has  been  actually  obtained  from  the  crosses  botwoen  the  heterozygote  and  the 
(lonble  recessive. 


The 


will  result  in  the  zygotic 

a-b- 

： o 


Class  (a)  involving  3  zygotic  forms,  A-B~,  A-b-,  a-B- ； 
，， (b)  2        „         A-B-,  A-b- ； 

" (c)  2        ，，        ，  A-B",  a-B-  ; 

,, (d)       ,，        only  A-B-  form. 
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Gametic  Coupling. 


Somewhat  fully  studied  cases  in  the  field  of  the  oonpling-reduplication  nro 
the  moricaad-yellow  and  tbe  striped-yellow  coupling.    In  these  the  gametio  series 


AB 

2 
3 


Ab  aB 


ab 

2 
3 


If  the  male  series  is  2  : 1 : 1 : 2,  the  F2  zygotic  series  will  be  8  : 1 : 1 : 2, 
and  if  the  3  : 1 : 1 : 3  is  the  case  with  male  gametes,  the  F,  ratio  will  be 
11 : 1 : 1 : 3.  So  far  as  the  breeding  is  confined  to  themselves  the  actual 
feature  of  the  gametic  distribution  under  consideration  will  not  be  revealed 
because  the  ratios  8:1:1:2  and 11 : 1 : 1 : 3  are  not  practically  remote  from 
the  zygotic  series  which  would  be  produced  by  the  ordinary  4  : 1 : 1 : 4^  and  7  : 
1 : 1 ： 7^  systems  respectively.  Tbe  clear  analysis  of  tho  case  was  accomplished 
by  crossing  the  diheterozygons  animals  with  tbe  doable  reoessives  reciprocally. 


The  9:3:3:1  Ratio  derived  from  the  Redctlicated 

Gametic  Series. 

The  reduplicated  gametic  series  do  not  necessarily  give  rise  to  an  abnormal 
zygotic  distribution,  bnt  the  apparently  normal  9:3:3:1  ratio  may  some- 
times be  prodaoed  by  them. 

In  the  cross  Aabb  ？  x  AaBb  J,  where  tbe  fomalo  produces  two  forms  of 
gametes  while  the  male  gives  four  possible  gametic  combinations,  tho  AaBb  form 
in  the  subsequent  generation  may  be  produced  by  uniou  of  the  gametes  ab  and 
AB  as  well  as  by  that  of  Ab  and  aB.  In  tbe  AaBb  female  which  resulted 
from  fertilization  of  alHJgg  by  AB-sperm  there  will  occur,  as  stated  in  the 
preceding  lines,  a  complete  ooapling  between  A  and  B;  in  the  AaBb  male 
derived  from  fertilization  of  Ab -egg  by  aB-sperm,  on  tlie  other  hand,  there  will 
exist  a low  partial  repulsion,  say  1:3:3:1.  If  in  interbreeding  of  the  A-B- 
oflfopring  ex  Aabb  ？  x  AaBb  J,  the  male  and  tbe  female  such  as  above  mentioned 
chanced  to  be  btoaght  to  mating,  that  is,  if  the  gametic  series  in  tho  ooupk  were 

1)  The  lesoltiiig  zygotic  series  is  66  :  9  :  9  : 10  tlint  is  7.33 : 1 : 1 : 1.78. 

2)  Th«  reeulüi^;  zygotic  mries  ia 1H  : 15  : 15  :  49  th.it  in  11.80  : 1 : 1 : 3.27. 
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AB    Ab  aB  ab 

J 1 ： 3  ：  3  ： 1 
the  resulting  zygotic  series  will  be  the  normal  ratio  9  A-B-  :  3  A-b-  ：  3  a-B- 
1 a-b-.1) 

A  similar  result  may  be  obtained  bj  muting  r\  fomalos  ex  AABB  x  aabb 
to  F,  males  ex  AAbb  x  aaBB. 

The  actual  figures  and  other  details  of  my  experiments  concerning  the  sub- 
jects dealt  witli  in  the  present  work  will  be  described  in  separate  papers. 

College  of  Agriculture, 

Tohoku  Imperial  University, 
Sapporo. 

1) Such  result  will  not  bo  obtained  from  the  rociprocal  exoaa,  AaBb 早 x  Aabb も. As  the 
oomploto  roduplication  occurs  in  tbe  AaBb  female,  the  offspring  of  sucli  ctoes  will  be  2  A-B- : 1 Aabb  : 
1 aabb  or 1 AaBb  :  2  A-b- : 1 aaBb  according  to  wbetLer  A  «ad  B  were  enrried  in  by  the  mme 
parent  in  the  original  cross  or  they  were  brought  together  by  dUTereDt  potente. 


摘 耍 

遣 傅 S の 結合 式 は 作性退^ 及び 二三の 異諭 有る 例外 5: 除けば ぉ來 一般に 生物の 

眯雄兩 性に 於て 全 く 相等しと 考 へられたり。 然れ ども 予が S の 遺俾に 關 する 研 
究の結 菜に 依れば 其の カップ タ ング 及び レバ〃 シ ヨンの^ 合に 於て は 雌雄の 生殖 

細胞 式が 釗 然相羁 ら たる 方式に Ä する 5： 知れ b  。 即ち 雄に 在 6 て は 甚だ 低度の 
部分的 レ デュープリケー^ ヨンに して 雌に 在りて は 完全な るレヂ ユー ブ， ケーン 
3 ン な》。 

此 の m 實 は鞞 通行 は る k 如く  * 系 的に 相互 交配 5： 爲す のみに て は ää+u を m  m 

する i と 難しと 雖、 雨 K 雜 種の 個 K k 絕對 劣性の 個 ffi と 交 K す る 時は容 Ä に 之 を 

確遼し 得べ し。 

本題に 關 する ««t 成 《 の 詳細 は逮 からず 發 表せん とする 二  》 文 は 於て 記述す ベ 

し o 
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ERIOPHORUM  L. 

Key  to  the  species  of  Eriophomm  found  in  Hokkaido  and 

adjacent  regions. 

f  BrisUea  6  E.  alpiiwm  L. 

\  Bristles  nnmcrons  .    2 

I  Spikelet  solitary,  terminal  3 

( Spikelets  nomorous,  tnnbclUte   5 

(Bristles  re<1dish-brown.  Achenes  atrigoae  on  the  npper  margin   E.  strlgosum  nob. 
Bristles  white  or  light  brown.   Achi>n«8  not  atiigoae  on  the  npper  mnrgin    4 

Gaeepitoae.    Sheath  of  the  uppcrmoHt  OHoline  lent  in  blndnloos  and  much  inäatal. 

Acbenes  obovokl  E.  varfinaium  L. 

Stolon-bearing.    Sheath  of  the  uppermost  cnalino  lent  is  provided  with  a  short 
blade  and  not  incited.    Acfaones  Iinenr-obloDK  £1 Sctteuehseri 


r,. 


f  Peduncles  scabroua.  Bridles  sliortcsr.  nbout  5  times  iho length  ot  the  fruit..  iT.  'jracile  Koch. 
t  Peduncles  smooth.    BrißUe«  loußer,  10-12  times  the  length  of  the  frait. . .  E.  anjtLstifolhtm  Jioth. 


10.  Enophomm  alpinum  L.  Spec.  PI.  ed. 1. (1753)  p.  53  ；  Kunih,  Euura. 
PL  2.  p. 176  ；  Fr.  Schm.  Fl.  Amgun.  p.  66  ；  Mats 請. Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p. 147  ； 
Koidz.  Tokyo  Bot.  Mag.  25.  p.  204. 

NOK.  Jap.  Miyama-sagimgc.  (uov.). 

Hab.  Yezo.  Prov.  Ishikari :  Tsuishikari  (I.  Yaraamoto  ！"  A。g.  1910)  ；  Horomui 
(K.  Misumi  ！"  June  28, 1909  ；  K.  Miyabe  ！"  Jnue 18, 1912).— Prov.  Iburi  :  Ton>a- 
komai  (U.  Faurio  ！  July  1894)  ；  Ynbuisu  (Fauric,  1905  ；  K.  Kondo  ！り July  8, 1907). 

Kamindiatha.    Petropavlovski  (N.  Hashimoto  ！3'  July 12, 1907). 

1) 山 本 Ä 詹 3)  HRJÜft    3)  «K^S    4)  る 5)  «*tftÜt 

[Tmnii.  ot  Sapporo  Nfttnnü  History  So«.   Vol. V.   Piirt  2.   April,  1914.] 
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Difitrib.  Middle  aud  Noitli  Europe,  Northern  Asia  and  North  America. 

U.  Eriophorum  vaginatum  L. 1. c.  p.  52  ；  Kanth, 1. c.  p. 176  ；  Tmutv. 
et  Mej.  Fl.  Ochot.  p.  97  ；  Maxim.  Prim.  Fl.  Amur.  p.  299  ；  Fr.  Schra.  Fl.  Sach. 
p. 191 ； l\  Kurtz,  in  Engl.  Bot.  Jalirb. 19.  p.  477;  Matsuro. 1. c.  p.  147. 

？  E.  Scheuchzcrii  ！ Matsum. 1. c.  p.  147. 

Nom.  Jap.    Watasuge,  Staumcno-kcyari. 

Had.  Yezo.  Prov.  Isbikari  :  Horomui  (Miyabe  ！  July 14, 1885  ；  T.  Toku- 
buclii  ！  Jane  7， 1892).— Prov.  Teshio :  Kokanep  (S.  Ninouye  ！0  June  3, 1905).— 
Prov.  Kushim :  Kiishiro  (S.  Hashimoto  !2' 1S90)  ；  Otauosliike  (M.  Nakamurn  ！" 
April 10, 1886).— Prov.  Nemuro :  Nemuro  (Miyabe  ！  July  7, 18S4)  ；  Tomoshiri 
(M.  Nakamum  ！  ,Tune  26, 1885  ；  iMijabe  ！  Aug.  2, 1894  ；  D.  Hosbi  ！"  Juno  6， 
1912)  ；  Oisuishi  (S.  Hashimoto  ！  July  7, 1890). 

Kurths.  KuiiasMri  :  Fumkamap  (C.  Tendo  ！ 5)  Sept.  27, 1894)  ；  Tomariranra 
(II.  Tftnaka  ！', >  Aug.  20, 1895).— Etorofu :  Mt.  Atoiya  (T.  Kawakami  ！7 >  Aug. 1], 
1898)  ；  Rubotsu  (Kawakami  ！  Aug.  25, 1898)  ；  Shibetoro  (K.  Miura  ！"  July  23, 
1906;  K.  Miyabe  f.  and  G.  Tunaka  ！' >  July 18, 1910);  Moyoro  (Miyabe  f.  nnd 
Tauaka  ！  Jnl}' 17, 1910). ― Urup :  Highland  between  Anama  nnd  Yosbinobama 
(K.  Uchida  Juno 17, 1891) ； Auatua  (K.  Jirabo  ！ U)  Jane 18, 1891) ； Ahunnii- 
moi  ( Jimlx)  ！  Juue  25, 1891).— Sbimiisliu  (S.  Seki  ！11 >  1895). 

Saghali».  IMauka-District :  Kusunuui  (T.  Miyake  ！ 13>  July  7, 190C). —一 Odomari - 
District :  Korsakoff  (K.  Miyabe  aud  T.  Miyagi ！1"  July 12, 190«)  ；  Arakuii  (Miyake  ！ 
Jnly 18, 1908)  ；  Clnpisani  (Mijake  ！  July 17, 1908);  Iclian  (Miyako  ！  June  28, 
1908);  Aberasani  (Miyake  ！  June  28, 190S).— Toyobara-Disfcrict :  Mauue  (Miyake! 
Aug.  20, 1907).— Shikka-District :  Shikka  (Mijabe  and  Mijagi  ！  Jnly  23, 1906); 
Lako  Solenuija  (Mijal:e  and  Miyagi  ！  July  26, 190G)  ；  Taiunkotan  (Miyake  ！ 
Aug. 13, 1906)  ；  Diiwatakko  (Miyake  ！  Aug. 1G, 1906)  ；  Hamdasa  (Miyake  ！ 
Aag.  27, 190G)  ；  Porouairaura,  (Miyake  ！  Aug.  29, 1906). 

Distrib.    Widely  distribntecl  in  north  temperate  regions. 

12.  Eriophorum  Scheuchzeri  Hoppe,  Bot.  Taschenb.  (1SO0)  p.  104； 
Kunth, 1. c.  j). 177  ；  Trautv.  et  Mey.  F).  Ochot.  p.  98  ；  Kurtz, 1. c.  p.  477. 
E.  vaginatum  K>itlz.  in  Tokyo  Bot.  M«ig.  25.  p.  204. 

1) ニノ 上 七五三 次 HI  2)  « 本 左 五 fll  3) 中お 守一 4) せ 太せ 5) 泣 * チ »  6) 田 中 平 太 B5  7) 
川上 逝囊 8)  HiHl'^'^BP    '.)  «IT さ 次、 田 中 五一 10) 內 ffl» 11) 小虎 12)  IHJKJ- 13)  H^tt 
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Hab.  Behring  Sea  Regions.  Kamtchatka :  Petropavlovski  (N.  Hashimoto  ！  July 
12, 1907).— Alaska :  Nome  (N.  Hashimoto  \  Ang.  6, 1907). 

Dbtrib.    Arctic  and  northern  regions  of  Europe,  Asia  and  North  America. 

Among  numerous  specimens  of  Cnophonun  having  solitary  terminal  spikelets 
collected  in  North  and  Middle  Japan,  we  are  apable  to  find  any  which  corresponds 
to  the  present  species. 

18.   Eriophornm  strigosum  Miyabe  et  Kudo.  sp.  nov. 

Rhizoma  stoloniferam.  Culmns  solitarius,  gracilis,  20-GO  era  altus,  teres, 
striatus,  laevis.  Folia  radicalia  acerosa,  glabra,  canaliculata,  usque  40  cm  louga, 
8nxBum  viridis,  deorsnm  saepius  plus-minus  laeve  castanea,  apice  sensim  acumi- 
nata ； canliua  2  vel  rarias  3, longo  vaginata,  non  inlLita,  kminis  brevissimk 
aoerosis,  VAginis  basin  purporasoentibus,  vagina  superiore  5-6  cm  longa.  Spica 
terminalis,  solitaria,  multiflora,  erecta  vel  plus-minos  carvata,  ovata  vel  oblouga, 
ca.  2  cm  longa,  1-1.2  cm  lata,  bmcteis  medio  argentio-incanis,  margino  hjalinis, 
sterilibus  late  ovatis,  5-6  mm  loagis  2.5-3  mm  latis,  uni-,  bi-  vel  tri-nerv;itis, 
fertilibns  oblongo-lancoolatis,  4.5-6  mm  longis  1.5-2  mm  latis,  nui-nervatis.  Antherao 
nobis  ignotae.  Achenium  obovoideara,  compressnm,  apice  obtusum,  ad  mnrgluem 
strigosum.    Lanao  nnraerosae,  somine  & -plo  longiores,  rufae  vel  iaabelliaae. 

Nox.  Jap.    Kitmne-mgr.  (nov.). 

Hab.  SagMin.  Sliikka-District :  Shikk»  (Miyabe  and  Miyagi  ！  July  23, 190C). 
Dktiub.  Endemic. 

This  is  a  striking  spocios  cliaracterizod  by  its  strigoso  acbenes  and  ligbt 
reddish  brown  colored  bristles.  It  is  nearly  related  to  Eriophorum  Chamissonia 
C.  A.  Mey.  and  E.  russeorum  Fries  ；  from  oitlior  of  them  it  is  readily  distinguish- 
ed by  the  oharactor  of  the  jwhene. 

14.    Eriophorum  gradle  Koch  in  Both  Catal. 2. (1800)  p.  251) ； Kuiitb, 
1. c.  p. 179  ；  Fr.  Selm.  Fl.  &vch.  p. 191 ； Fr.  et  Sav.  Enum.  PI.  Jap.  2.  p.  115. 
Nom.  Jap.  Sagi-sugc. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Oshima :  Kikonai  (Miyabe  and  V.  Tokabacht  ！ l)  July 14, 
1890).— Prov.  Ishikari :  Horomui  (Miyabo  ！  July 13， 18B5,  July 18, 1912).— Prov. 
Iburi :  Turap  (Fanrie  ！)  ；  Tomakomai  (Faurie  1898). ― Prov.  Kusliiro :  Knshiro 
(Fanrie,  1890)  ；  Hamanuka  (Miyabe  ！  Aug.  8, 1884)  ；  Shitalcam  (Sukeo  Ito  ！"  Aug. 
1895).— Prov.  Nomura :  Tomoshiri  (D.  Hoshi  ！  May  21, 1912);  Onnetto  (Hoshi  ！ 

i) «SR お、 德 ffl 永 次 K  2) 伊 朿祐夫 
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Jone 15, 1912)  ；  Bekkai  (Miyalje  ！  Aug. 15, 1910). 

Kurties.  Etorofa :  Shana  (Miyabe  f.  and  Tanaka  ！  July  25, 1910). 

Saghalin.  Maaka-District :  Uentomari  (Miyake  ！  June  22,  1907)  ；  Tokotan 
(Miyake  ！  June  22, 1907).— Odoman-District :  Sorowiyofuka  (Miyake  ！  July 16, 
1907)  ；  Chipisani  (Miyake  ！  July 17, 1908). ~ Toyohara-District :  Uspenskoe 
(Miyako  ！  Sept.  30, 1906).— Shikka-District :  Ramotteiuri  (Miyake  ！  Aag. 15, 1908) ； 
Sekesedafuri  (Miyake  ！  Aug.  1906). 

Distrib.  Europe,  Siberia,  Manchuria,  Cores,  North  and  Middle  Japan  and 
North  America. 

15.  Eriophorum  angustifolium  Roth  Fl.  Germ.  2. (1793)  p.  63  ；  Kuntb, 
1. c.  p. 178  ；  Ledeb.  Fl.  Ross.  4.  p.  254  ；  Yabe  et  Yendo,  Tokyo  Bot.  Mag. 18,  p.174. 

E.  polydachyon  L. 1. c  p.  52.  p.  p.  ；  Koidz. 1. c.  p.  204. 
Nom  Jap.  S/dmushu-UKitamge. 

Eab.  Kurües.  Shimushn  (S.  Seki,  1895  ；  N.  Gunji  ！"  Aug.  1897  ；  K.  Teudo,^ 
1903). 

Behring  Sea  Region.  Kamtchatka :  Potropavlovski  (N.  Hashimoto  ！  July 12, 
1907).— K  Siljeria :  Anadyr  (N.  Hashimoto  ！  July  28, 1907).— Alaska :  Nome  (N. 
Hashimoto  ！  Aug.  6, 1907). 

Distrib.  Europe,  Siberia,  Aranr-regioD,  Manchuria,  Cliina,  Corea,  Kamtchatka, 
Northern  Kariles  and  North  America. 

16.  Scirpus  Hazimowiczii  C  B.  Clarke  in  Kew  Bull.  Add.  Ser.  8  ( 1908)  p.  30. 
Friophorum  japmicum  Maxira.  Biol. 12. (1893)  p.  558;  Kom-  Fl. 

Mansh. 1, p.  339  ；  Mats 狐 Ind.  VI.  Jap.  2. 1. p. 147  ；  Nakai,  FL  Korea.  2.  p. 
513.—£riopkonwi  latifdium  KAwakami,  Tokyo  Bot.  Mag. 15.  p.  218. 

Nom.  Jap.    Takane-kttrosiujc,  Nambu-mge,  Chishima-watasuge. 

Hab.  Tlonsin.  Prov.  Eikuclm :  Nambu  in  alpine  region  (Chonosake  Sagawa  ！" 
1865— Cotype-specimen)  ；  Mt.  Komngatake  (S.  Sawada  ！ 4>  July  24, 1905;  M. 
Miura  ！ 55  Aug. 10, 1904). 

Yezo.  Prov.  Tsliiknri :  Mt.  "iubari  (A.  Hamaua  and  H.  Yanagisawa  ！ め Ang. 
6, 1912  ；  S.  Nisbida  ！7)  Ang.  8, 1913). 

Knril&t.  Etorofu  :  Mt.  Atoiya  at  2000  ft.  alt.  (Kawakami  ！  Aug. 11, 1898) ； 
Moyoro  (Miyabe  f.  and  Tanaka  ！  July 17, 1910). 一 Ump:  Yoshinohama  (Jimbo  ！ 
June 18, 1891). 

1) ül^ÄÄ,  2>  iä* 吉 3) 菜 川お 之 助 m 田 兼古 5)  HflBIfiiÄ  6) 濱名: ff 資、 Wl^i«  <) 

西 田彰三 
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Distrib.    In  the  alpine  region  of  northern  Honsia  and  Hokkaido,  and  also 
in  Coroa. 

The  present  spocies  was  described  by  Maximowicz  who  took  for  its  type  the 
flowering  specimens  collected  by  Tschonoski  (Chonosake  Sagawa)  in  the  alpine 
region  of  Nambu  in  1865.  When  one  of  the  authors  met  Prof.  Maximowioz  in 
Si.  Petersburg  in  1889,  be  expressed  some  donbt  regarding  the  systematic  position 
of  the  plaut,  whicli,  he  said,  would  be  settled  by  the  character  of  matured  fraits. 

The  plant  has  the  general  aspect  of  Eriop/iorum  lattfdium  Hoppo,  with 
which  it  has  often  been  confounded.  The  bristles  are,  however,  six  in  number, 
and  are  about  the  same  length  as  the  style,  and  they  never  become  elongated 
after  anthesis  as  in  the  case  of  Eriophorum.  The  late  C.  B.  Clarke  referred  the 
plant  correctly  to  the  genus  Scirpos;  and  we  liave  here  adopted  the  name 
proposed  by  him. 

17.  Zygadenus  Makinoanus  Miyabe  et  Kudo,  nom.  nov. 

Zygadentis  japonicm  Makino,  iu  Tokyo  Bot.  Mag. 17  (1903)  p.  IQX—Stenan- 
thium  saclialinaise  Kawakami,  in  Tokyo  Bot.  Mag. 14  (1900)  p.  Ill  (non  Fr. 
Schmidt)  ；  Mat 通. Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p.  214. 

Nom.  Jap.  Hishiriso. 

Hab.  Yezo.  Prov.  KitAmi :  on  the  summit  of  Mt.  BLshin,  Isl.  Kishiri  (S. 
Hori  ！"  Aug. 19, 1889  ；  U.  Faune  n.  3193,  Aug.  1892,  n.  2977.  Aug.  1899  ；  W. 
Bimse!"  Aug.  3, 180G  ；  T.  Kawakaiui  ！  Aug.  1899). 

Distrib.  Endemie. 

We  agree  with  Mr.  Malcino  in  considering  the  present  plant  fts  a  new 
species  of  Zygadonus.  We  havo  nothing  to  acid  to  the  complete  and  accurate 
description  of  the  spocios  given  by  the  antbor.  As  tlio  specific  name  Ziigadcnm 
jnponiewt  had  already  boaa  u^5«d  by  Miquel  (Prol.  Fl.  Jap.  j>.  310^  lor  Aoijagiso, 
Veralrum  Maackii  ßgl.,  wo  tiiko  this  opixjrtanity  to  pay  rospoct  to  our  esteemed 
friend  by  associating  his  name  with  this  interesting  plant. 

18.  Aletris  foliata  Fmnch.  in  Jour,  de  Bot. 10  (1396)  p.  179. 
.Vdanart/iccium  J'diatum  Maxim.  D<K!as  PI.  Novarura  (1882)  p. 10;  Matsnm. 

Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p.  207.^Ale(ris  Diclcimii  Fraucli.  Bull.  Soc.  Philom.  7e  Sorie 
10  (1886)  p.  103. 

Nom.  jAr.  Ndtori-nogiran,  Yezo-nosdkushin ran . 
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. Hab.  Prov.  Ishikari :  Hommai  (S.  Hori  ！  Aug.  4, 1885  ；  Y.  Tokubuchi  ！" 

July  2."., 1887  ；  J.  Hannavwu  !J>  July 18, 1906)  ；  Tsuisliikftri  (K.  Miyabe  ！  July 
22, 1895).— Prov.  Ibari :  Yubntsu  (Faurie,  July  1905). 

Distbib.  Boggy  plaius  of  Hokkaido  and  moiictaiu  regious  of  Honsia.  Ac- 
cording to  Diels  (Engl.  Bot.  Jahrb.  29  p.  240),  a  variety  of  the  present  species  is 
found  in  Central  Chirm. 

19.  Liriope  minor  Makiuo,  in  Tokyo  Bot.  Mag.  7. (1893)  p.  323  et 15.  p. 
93  ；  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p.  200. 

OjjJdojMgm  spicatus  u.  m: 縦 Mnxim.  Mel.  Biol. 7. (1870)  p.  324. 
Nom.  Jap.  Rlmc-yalmmu. 

Hab.  Yczo.  Twv.  Oshinm  :  Tesa&hi  (Miyabo  and  Tokubuchi  ！  Aug. 1， 1890) ； 
Kaminokuui  (Mijnljo  uud  Tokubuchi  ！  July  23, 1890).— Pruv.  Hidaka  :  Fuyajima 
(K.  Koudo     Aug. 1Ü, 1912). 

Distrib.  Liakin,  Riusiu,  Sliikolcn,  Honsiu  and  Hokkaido.  In  Hokkaido  the 
plant  grows  only  in  sandy  beaches  along  the  coast  of  warmer  regions. 

20.  Lloydia  triflora  Baker  in  Jour.  Linn.  Soc. 14  (1874)  p.  300;  Kom. 
Fl.  Mansb. 1. p.  464;  Yabe  et  Yendo,  Tok.  Bot.  Mag.  IS.  p.  (177)  ；  Matsum. 
Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p.  206. 

Ornithogalum  trißomm  Ledeb.  in  Mem.  Acad.  Petersb.  5. (1812)  p.  529.— 
Gagea  tnßora  Bocm.  ot  Schult.  Syst.  Veg.  7. (1829)  p.  529  ；  Ledob.  Fl.  Ross.  4. 
p. 141 ； Maxim.  Prim.  Fl.  Amur.  p.  278  ；  Fr.  Schra.  Fl.  Suclial.  p.  18C. 

Nom.  Jap.  Hoaoba-no-amana . 

Hab.  Yezo.  Prov.  Osluma :  Hakodate  (M.  Shimizu  ！ り May  24, 1896).— Prov. 
Ishikari :  Shiinamatsn  (T.  Ynmazaki  ！"  June  9, 1903)  ；  Hnssabn  (K.  Miyabe  f.  ！ ° 
May  22, 1909).— Prov.  Hidaka  :  Samani  (Kirei  ！7,  April 15, 1893).— Prov.  Tokachi : 
Uraboro  (K.  Toganö  ")  April 26, 1895). ― Prov.  Kushiro  :  Ombetsu  (SI.  Nakamura  ！ 
May  20, 1890).— Prov.  Kitami :  Bobuusliiri  (Faurie,  n.  0661,  May  1893). 

Kurlles.    Without  locality  (fide  Maximowicz). 一 Slmmashu  (K.  Yendo.  1903). 

Saghalin.  Odomari-District :  Solowijofuka  (T.  Äliyako  ！  June  28, 1906) ； 
To 議 iclin  (T.  ^liyake  ！  Juno 19, 1908). 

Distrib.  North  and  Middlo  Japan,  Corea,  China,  Manchuria,  Siberia  and 
Kamtschatka. 
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21*  Allium  lineare  L.  Spec.  PI.  ed. 1. (1753)  p.  295  ；  Knntii,  Ennm.  PI. 
4.  p.  419  ；  Ledeb.  Fl.  ßoss.  4.  p. 178  ；  Maxim.  Fl.  Amur.  p.  282  ；  Fr.  8chm. 
Fl.  Sachal.  p. 187  ；  Rgl.  All.  Monogr.  p.  166. 

Nom.  Jap.  Knrof  ilo-ralckyo.  (nov). 

Hab.  Sakhalin.  Nayashi-District :   SoKomi   (Miyabe  and  Mijagi  ！   Aug. 13, 
1906).— Russian-Saghaliu :  Pilew  (Mijabe  and  Miyagi  ！  Aug. 13, 1906). 
Dibtrib.  K  Russia,  Siberia,  Dahnria,  Manohnria  and  Soghalin. 

22.  Allium  strictmn  Schrad.  Hort.  Goett.  t. 1. (1809)  ；  Kunth, 1. c.  p. 
419;  Ledeb. 1. c.  p.  17S;  Rgl.  et  Til.  Fl.  Ajan.  p.  123;  Rgl. 1. c.  p.  164. 

A.  lineare  Kawakami,  Tokyo  Bot.  Mag. 14.  p. 107  ；  Tabe  et  Yendo,  in 
ibidem 18.  p.  (177);  Matsnm.  Ind.  PI.  Jap.  2. 1. p.  189.  p.  p.;  Hauzawa,  Trans, 
of  Sapporo  Nat.  Hist.  Soc. 1. 1. p. 134  ；  Nishida,  in  ibidem  4.  2.  p.  178. 

Nom.  Jap.  Miyavia-raklcyo,  (nov.). 

Hab. 】 ；'; to.  Ptov.  Islnkari :  Mt.  Ashmpetnupnri  (S.  Nisoida  and  H.  Yanagi- 
sawa  ！,,  Ang.  4, 1913). ― Prov.  Iburi :  Mt.  MaVkarinupuri  (Miyabe  and  Hanzawa 
and  Kondo  ！5)  Aug.  6, 1905).— Prov.  Kitami :  Mt.  Ilishiri,  Isl.  Uisliiri  (S.  Ilori  ！ 
Aug.  1887  ；  W.  Hirose  ！  Jnly  27, 1896  ；  Kawakami  ！  Aug.  1899). 

KurikH.  Parainushir:  (C.  Tarao  !，）  Aug. 15, 1892).— Sluraushu  (S.  Seki ! 
1895;  N.  Gunji  ！4 > 1897  and  1898;  K.  Yendo  P)  Aug.  24, 1903). 

Distrib.  Europe,  Asia  Minor,  Persia,  Siberia,  Saghalin,  Kurilcs  and  Yezo. 

23.  雄 um  splendens  Willd.  ex  Schult.  Syst.  7.  p.  1025.  Kunth, 1. c.  p. 
420  ；  Ledeb. 】. c.  p. 179  ；  Bgl.  All.  Monogr.  p. 168  ；  Korshiusky,  Acta  H.  P. 
12.  p.  402;  Nakai,  Fl.  Kor.  2.  p.  2G1. 

A.  lineare  lilatsuni. 1. c.  p.  189,  p.  p. 
Nom.  Jap.  C/ttsJdma-raJcJct/o. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Islnkari :  Kamuikotan  (Miyalx>  ！  Aug.  9, 1891). ― Prov. 
Tokaclii :  Obihiro  (T.  Yauagimoto  ！ 0)  July  31， 1891  ；  ILinzawa  ！  July  31, 1904). 
—Prov.  Kusluro :  Slutakam  (Sukeo  Ito!  July,  1895).— Pror.  Kitaini :  Abashiri 
(Miyabe  ！  July 15, 1884). 

Kuriles.  Etorof n :  Shaua  (K.  Miara  ！  July 11, 190G)  ；  Töro  (K.  Miura  ！  July 
24. 1906)  ；  Moyoro  (Miyabo  f.  and  Tanaka  ！  Jnlj  8， 1910)  ；  Rubetsu  (Kawakami  ！ 
Aug.  23, 1897)  ；  Shibetoro  (K.  Miara  ！  July  21, 1906). 
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Saghalin.  Odomari-District  ：  Töbatsu  (T.  Miyako  ！  June  27, 1907);  Cape 
Soryuda  (Miyabe  and  Miyagi  ！  Aug. 1, 1906);  Mereya  (Mijabs,  Miyagi,  and 
Miyake  ！  Jalj 14, 1906)  ；  Chipisani  (Miyabe,  Miyagi  and  Miyalce  ！  July 15, 
1906)  ；  Mttsuriofaka  (Miyake  ！  July 13, 1^06)  ；  Chishinai  (Mijake  ！  July  6, 1908) ； 
Mt  Ocbopoka  (Miyake  ！  June 13， 1908)  ；  Airoppu  (Miyabe  and  Miyagi  ！  July 
31, 1906)  ；  Naiounai  (Mijabe  and  Miyagi  ！  Aug. 1, 1906). 一 Toyohara-District  : 
Chikaporonai  (Miyake  ！  Aug.  8, 1907). ~ Sliikka-District :  Ikaicankotan  (Mijake  ！ 
Sept. 15, 190 15). 

Dbtmb.  Siberia,  Dabiiria,  Coroa,  Manchuria,  K^imtchatka,  Saghalin,  Southern 
Kuriles  and  Tezo. 

The  three  species  of  Allium  just  enumeratod  above  are  so  nearlj  related  to 
one  another  as  to  have  led  some  botanists  to  form  aa  opinion  that  tboy  are  of 
one  and  the  same  spades.  Komarov,  for  instinca,  in  his  Flora  Mansliaria  treat- 
ed A.  stricium  and  A.  splendens  as  synonyms  of  A.  lineare. 

A  comparative  study  of  a largo  number  of  the  specimeus  of  these  plants 
collected  in  Hokkaido  aud  Sagbalin,  liowever,  leads  us  to  consider  thom  as  three 
quite  distinct  species.  Tl»ey  differ  from  oae  another  in  sorao  important  morpholo- 
gical cbanvciers  as  well  as  in  their  habitats. 

Allium  lineare  L.  is  known  at  present  only  from  the  northern  portion  of 
Saghaliu.  It  is  readilj  distinguished  by  its  loug  exsorted  stamens  and  also  by 
its  long  acuminate  simple  teeth,  ono  ou  qhc)i  side  at  the  \jsls&  of  the  filAinont. 
Tho  tooth  aro  of  about  the  same  length  us  tlie  psriantb  ；  sometimes  thoy  are  a 
little  longer. 

Allium  stricium  Schrad.  is  an  alpiue  spedes.  It  lius  small  rather  compact 
nmbollato  head  oomposeil  of  fewer  and  smaller  flowcis.  Tho  stamens  are  of  about 
the  same  length  as  tho  periantli,  often  becoming  a little  exsertod.  The  teeth  aro 
generally  simple  and  obtuso,  and  are  alx>at  one  third  as  long  as  the  perianth. 
Karely  they  are  provided  with  very  small  secondary  teeth. 

In  Allium  Stendens  Willd.  we  have  tho  largest  umbellate  beads  composed  of 
numerous  larger  flowers.  The  stamens  are  long  exserted  ；  their  teoth  are  of 
medium  size,  each  of  which  is  cotispicuoasly  lacarated  .it  tho  a  pox.  It  has  the 
widest  distribution  ia  Hokkaido  and  Sfiglialin,  aud  grows  commonly  in  o^n 
grassy  plains. 
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TOFIELDIA  HUDS. 

Key  to  tlie  Hokkaido  species  of  Tofieldia. 

f  rediccls  erect  or  oliliqucly  croct,  stmigbt  and  not  nodding    2 

J"  I  PctlioeU  patent  imd  more  or  k»«  nodding   3 

Pedicels  short  niul  thick,  Bhorter  tbnti  the  capsules.  Capfloles  ovute-cylindricnl,  with 
short  nnd  thick  styles.    Pcrianth-segmonts  ono-nervecl,  nbont  half  the  length  of 

the  capsule   T.  Ohiboi  Mnkino. 

Pedicels  long  and  slonder,  longer  thnn  the  capaalcs.  Cnpsulea  subglolxae,  with 
Jong  and  slender  stylos.  Poriaath-Begments  throo- nerved,  nearly  long  as  the 
oapsole   T.  yezoensis  nob. 

( Inflorosoonoo  mther  loosely  flowonxl.    Cnpsnles  eUipsaid   T.  Kondol  nob. 

3.  j   InSorcsocnoo  more  or  lass  densely  flowered.     Cnpaales  Bubgloboso.  brontlly  obovoid 

I      or  globoso-turbitutte    4 

1  Inflorescence  very  denceJy  flowered.  lVrinnth-segments  Retiomlly  one-nerved,  whitish. 

Cnptiales  yellowish-white.   Stylos  tipped  with  a  pruminent  Btigtnn  T.  nutans  WiUd. 

4.  .    Inflorescence  lew*  (leiiselj  flowered.    Porinnlh-acgmcnts  generally  throo-ncrred,  green. 

Capsules  blackish  or  blackish.purple.    Styles  tipped  with  a  «n*ll  ami  not  pro- 
minent sHgmn   T.  fwtca  nob. 

24.  Tofieldia  Okuboi  Makino,  Tokjo  Bot.  Mag. 12. (189 め p.  42；  Takeda, 
in  ibidem  24.  p.  317. 

T.  nutans  Takoda,  Tokyo  Bot.  Mag.  24.  p.  317.  p.  p. 
Nom.  Jap.  Hime-iioashcbu. 

IIab.  Yezo.  Prov.  Tokachi :  Mt.  Tokacludake  (S.  Suganuma  ！1)  July 16, 1900). 
― Pror.  Ishikari :  On  the  sammit  of  Mt.  Tubari  (A.  Hamana  and  H.  Yauagi- 
sawa!  Aug.  6, 1912;  S.  Kishida  ！  Aug.  8, 1913). 

Kurtles.  Etorofn  :  Mt.  Atoiya  (Kawakami  ！ 1898). 

Dktrib.    Iu  tho  alpino  region  of  llonsiu,  Yozo  aud  the  Southern  Kuriles. 

25.  Tofieldia  yezoensis  Miynbo  et  Kudo.  sp.  nov. 

Bhizoma  breve,  foHis  vetulis  vestitura,  radices  elongatas  filiformes  tomeiitosas 
emittous.  Folia  linoaria,  falcata,  onsiformia,  npice  sensim  acuminata,  basi 
eqnitautia,  6-10  cm  longa,  2-3  mm  lata,  plermann©  9— nervatft,  nervibas  5  promi- 
nentibus,  salxwriaooa,  utrinqao  scabriascula,  margine  airtilago-scabra.  Scapus 
erectus,  asoendous,  laevis,  cum  infloroscontia  14-17  cm  longus,  foliis  1/2-2/3  plo 
k>ngior,  saepius  2-foliatus,  folio  inforioro  frondoso,  deorsum  longe  vaginato,  4.5-6 
cm  longo,  folio  suporiore  parro,  breviter  supra  medium  inserto,  1.5-2  cm  longo. 
Infloresoentia  rocomoso,  laxiuscale  mnltiflom,  2.5-3.5  cm  longa,  bracteis  minatis 
ovatis  apioo  acutis  Tel  acumiaatis,  distincte  nni-nervstis  matgine  scariosis,  podi« 
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celus  oblique  erecus  capsulae  i.5-plo  longioribus,  jaevibus,  eiliculo  sub  flare 
trilobato,  lobis  triangulari-ovatis,  nninervntis.  Perianthii  lobi  porsistentes,  3.5  mm 
long"  linoari-oblaoeolati,  3-nervati,  nervibas  lateralibiw  non  prorainentibus,  cap- 
sulae paulo  brovioros.  Filameuta  filiforraia,  perijvnthii  sogmentis  paulo  longiora. 
Cnpsnla  snbglobosa,  3-localaris  stylLs  persistentibos  tonaibus  loagiascab's,  stignia- 
tibua  prominentibas.  Semina  ca. 1 mm  longa,  laeve  casta 職， append icnlata,  ap- 
pendiculis  pan'is  albis  verciformibus,  in  quoqae  locnlo  namerosa. 
Nom.  Jap.    Yenitca-zeJci^ho.  (nov.) 

Hab.  Hokkaido.    Prov.  Ibari :  Mt.  Yeniwa  (Kawakami  ！  Aug.  1893). 

This  species  is  closely  related  to  ToßeUlia  nuda,  from  which  it  is  easily 
distinguished  by  its  subcoriaceoas  and  somewhat  scabrous  leaves,  having  general- 
ly nine  nerves,  and  also  by  its  subglobyse  capsules  as  well  as  by  its  3- nerved 
perianth-segments. 

2S.    Tofleldia  Eondoi  Miyabe  et  Kudo.  sp.  nov. 

Kbizoma  breve,  foliis  votulis  vestitum,  radices  filiformes  pilis  ochrolencis 
obtectas  emittens.  Folia  linearia,  falcata  vel ensiformia,  apice  sensim  acuminaU, 
basi  equitantia,  5-7  cm  longa,  2-3  mm  lata,  5-7  nervata,  sul>coriacea,  utrinqoe 
scabrinscula,  margino  cartilago-scabra.  Scapus  erectus  vel  asoendens,  laevis, 
plerumque  foliis  daplo  longior,  cam  inflorescentia  10-13  cm  longU3,  bi-foliatas, 
f  >lio  inferiore  prope  basin  inserto,  breviter  vagina  to,  foliis  radicalibas  vix  diverso, 
snpt^riore  minore,  variabile,  1.5-2.5  cm  longa  Bacemus  laxiusoale  multiflonis,  2-3 
cm  longns,  bractois  minntis  uninervatis,  margine  sciiriosis,  pedicellis  patentibas 
natantibQsqne  Capsula tn  snbaequautibas,  caliculo  trilobato,  lobis  triangul ari-  ovatis, 
uninervatis.  Perianthii  lobi  persistentes,  spathulato-oblongi,  ooncurvati,  3-nervati, 
nenibaa  omnibus  prominontibus,  margino  scariosis  capsulae  paulo  breWores. 
Capsula  late  ellipsoides,  oclirolonca,  stylis  lougis,  stigmatibns  prorainentibus.  Seraina 
laove  catanea,  breviter  appendiculata,  appeudiculis  albis  raiautls,  in  quoqiie  locolo 
numerosa. 

Xom.  Jap.  Ajxn-zektshö.  (nov.). 

IIab.  Hokkaido.  Prov.  Hidaka:  Mt.  Apoi  near  Samani  (K.  Koado  ！  Aug. 17, 
1912). 

Distbib.  Endemic. 

The  species,  which  is  mast  nearly  related  to  the  present  plant,  is  probably 
yezoensis,  from  which  oae  can  easily  distinguish  it  bj  its  spreading  and 
ncxlling  pedicels,  prominently  3— nerved  periauth-segments  aud  ellipsoidal  capsules. 
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27.  Tofieldia  nutans  AVilld.  ex  Schult  Syst  7.  p.  1573  ；  Yabe  et  Yendo, 
Tokyo  Boi  Mag. 18.  p. 177  ；  Takeda,  in  ibidem  24.  p.  317.  pro  maxima  parte. 

Noil.  Jap.  CkisJiima-zelasIto. 

Hab.  Honsiu.  Prov.  Shmano:  Mt.  Yatsugatake  (T.  Miyake  ！  Ang.  4, 1903). 
— Prov.  Rikuchn :  Mt.  Hayachiae  (M.  Miam  ！  Ang.  5, 1904,  July  9, 1905)  ；  Mt. 
I wate  (K.  Miyabe  ！  Sept.  5, 1893  ；  K.  Takubashi  ！0  Aug.  24, 1897  ；  S.  Arimoto  ！" 
July 16, 1903). 

Yezo.  Prov.  Hidaka :  Nakapim  (C.  Yendo  ！  Sept.  27, 1895).— Prov.  Tokachi : 
laramap,  near  Biro  (Jimbo  ！ 1891). 

Kurües.  Shikotan :  Anama  (Miyabe  f.  and  Tanaka  ！  Ang. 14, 1910).— Etorofo : 
Bakkojima  (Kawakami  ！  Aug.  27, 1893)  ；  Shimonaibo  (K.  Miara.  ！  Jaly  23, 1906) ； 
Sliibetoro  (K.  Minra!  July  21. 1906)  ；  Moikeshi  (T.  Ishikawa  !J>  Aug. 18, 1890). 
— ürap:  (T.  Kitaham  July  21, 1895;  K.  Miura  !  July  9, 1906).-Shimasha : 
(K.  Yendo,  1903). 

SagMin.  Toyoham-District :  Mt.  Susaya  (T.  Miyake  ！  July  31, 1907)  ；  Mt. 
Chikaporonai  (^lijako  ！  Aug. 12, 1907).— Shikka-District :  Mt  Napuripo  (Miyake  ！ 
Aug. 13,  1907). 

Dihtrib.    Siberia,  Kamtschntka,  Kuriles,  Saghalia,  Yero  and  Honsin. 

28.  Tofieldia  fusca  Miyabe  et  Kudo.  sp.  nov. 

Khizoma  breve,  icaim  votalia  vesiitam,  radicibas  filiformibus  pilis  fulvis  dense 
obiectis.  FoIia  linenria,  plus-minns  ensiforrain,  apice  sensim  acaminata,  3-7  om 
plorarnqno  4-5  cm  longa,  2-4  mm  lata,  C-9  nervato,  ooriaoea,  ntrinqnc  scabriascula, 
znargino  cArtilago-scdbra.  Scapns  ereotus  vel  asoendens,  firmiuscolos,  loevis,  cum 
infloreecontiu  9-14  cm  longiis,  foliis  daplo  vel  triplo  lougior,  folils  daobas  praediias, 
folio  inferiore  frondoso,  deorsum  longe  vaginato,  3-5  om  longo,  snperiore  breviter 
sapra  medium  inserto,  1-2.5  cm.  longo.  Racoraus  donsiuscale  mnliiflorus  1.5-2 
cm  longas,  bracteis  rainutis  viridibas,  indistincto  uninorvatis,  margine  scariosts, 
pedioellia  patentibus  apico  nulantibus,  capsnlam  snbaeqiianiibas,  calicab  sab 
flore  trilobato,  lobis  triaugulari-ovatis.  Perianthii  lobi  spathalato-oblongi  vel 
spathulato-olxjvati,  pereistcntos, 1-3  nervati,  uervibus  omnibus  prominontibns  vel 
lateralibns  obsculis  vel  deBcientibus,  deorenm  intense  vindes,  sarsam  atropurpureo-, 
purpareo-  vel  ocliroleuoo-colorati.  Capsula  fusca  vel  atro-porpurea,  snbgloboso- 
^Ilipeoiaes  3-locnlaris,  stylis  brovibas  firmiascalis,  stigmatibas  parvis  non  prominen- 
tibos.    Semina  breviter  appendiculata,  in  qaoqae  loculo  nnmeros». 

1) B 機 Kitt    2) 有 元 新 太 《I   3) 石 川 1) 化《 多作 
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2fou,  Jap.    Kuromi-no-itoazektsJio.  (nov.). 

Hab.  Hansiu.    Prov.  Sliinnno :  Mt.  Shirouma  (S.  Komatsu  ！')  Aug. 12, 1904). 

Yezo.  Prov.  Tshikari  :  Mt.  Tubari  (Hamana  and  Yanagisawa  ！  Aug.  6. 1912  ； 
8.  Nishida  ！  Aug.  8, 1913)  ；  Mt.  Ashiapetnupuri  (Nishida  and  Yanagisawa  ！  Aug. 
4, 1913). 

DßTRiB.    Alpine  region  of  North  and  Middle  Japan, 
form,  riflhiriensis  Miyabe  et  Kudo. 

T.  nutans  Kawakami,  Tokyo  Bot.  Mag. 14.  p. 107  ；  Takeda  in  ibidem  24.  p. 
817.  p.  p. 

Planta  pygmaea,  caule  tenuiore,  inflorescentia  den^inscala  sabcapiiata. 
Nom.  Jap.    HisJUri-zektsho.  (nor.). 

Hab.  Hokkaido.    Prov.  Kitami :    On  the  sammit  of  Mt.  Bishiri,  Isl.  Bishin 
(Hirose  ！  Ang.  3， 1896  ；  Kawakami  ！  Aug.  1899). 
Distrib.  Endemie. 

The  present  species  is  closely  related  to  Tofiddia  nutans  Willd.,  from  wmcn, 
however,  it  is  readily  distinguished  by  its  blackish  capsules,  looser  inflorescence, 
and  somewhat  thickor  green  periauth-segraents,  which  aro  tinged  with  a  blackish 
purple  or  sometimes  ochraoeous  color,  and  wliicli  are  provided  generally  with  three 
nerves.  The  stem  is,  moreover,  firmer  aud  strict;  and  tho  styles  are  shorter  and 
thicker  and  are  tipped  with  a  small  and  not  prominent  stigma.  Abundant 
materials  of  the  present  species  were  collected  on  the  summit  of  Mt.  Tubari  and 
adjacent  peaks  daring  1912  and  1913  by  Messrs.  Nisluda,  Yanagisawa  And 
Hamana.  We  have  delineated  the  specific  character  of  this  species  from  more 
than  30  speoimens.  It  is  of  extreme  interest  to  find  this  rare  plant  also  on  Mt 
Shirouma  in  the  Province  Shiii&na 

Forma  rishiriensis  has  boen  included  thus  far  in  Tc^iddia  nutans  Willd., ― 
and  not  without  reason  ；  for  at  first  sight  it  looks  like  a  depauperated  fonn  of 
that  species.  Fortunately  we  have  at  hand  a largo  number  of  the  specimens  of 
this  plant  enabling  us  to  pass  better  judgment  on  its  affinity.  The  plant  has  in 
common  with  Tofiddia  fuaca  many  important  characters  in  the  capsule,  style, 
stigma  and  perianth-segmont. 


i) 小 G# 三 
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摘 要 
北海 逬 並に 《 隣接せ る 地方に 產 する さぎす げ^ 檢栾表 


j  |     の aw に-わ *s 乇は六 «  みやまさ きすげ 

' I         の ほ 面に わる fi 乇は多 »   2 

2  i づ «II 阜ー、   3 

1 ,M»t 多 «：、  «生  5 

3  |  fi 乇 ば*« 色 3 瘦 おの 上 に Ä 宅^ 生ず  きつね すげ 

1 A£XIJ«|--»SJ&d  ft* の 上 SÖftÄ に BS モ^ i ビず  4 

( 蔟生、 tott な^せず。 上位の $窠ば 菜片 な呋 き、 は 上方 I： 於て KK す。 癀*は《 卵 

4  I    B  hhi-if 

1 » 生、 to 柱^ 有す。 上位の 布 * は菜片 /na へ、 «ran は 上方に 於て Kifitf ず。 吠 

I 長 Aini 形  E.  ScJieuehvri. 

5  { 花 «meuso 畏乇は « 、其 もさ *ft の 約 五 依  さき すげ 

1 花 《ば 平 《h»  ß 乇は S 、其 さ ** の 十 ほ 乃至 十五 fö-   I む わた すげ 


10.  Eriophorum  alpinum  L. みやまさぎ すけ (新 稱、 

塑ば繊 ««な し、' neit — «、   生に して 本邛產 さぎ すげ)！ 中 ß'j> な 《 i のな リ。 の we に a る ß 

«6 は 六 細： し tött 色な リ。 *»itt にて は 對驟、 tt 向、 芒 小牧、 等の に-生じ、 X» 洲、 EUE の 

«ja: &び北 * 19 に a?  く 分布 す。 

IL  Eriophorum  vaginatum  L.   sb た すげ 
本州、 ：《: 海 Ä  、千島、 棒； k な 通じて 本 纏 中 fi も 》ffl なる 《« にし "C、 上 tt の? 8«は《 著な *^ な呋 さ、 

其! 《äii 上方に 於て 》Ktf る： とと、 《* は なる： ととに い ms に ma と し^し o  »く《： 

半 《ill 帶地 方に 分布す o    «乇 の 色 は 一様な らず、 》裼& な ，ぶる 4 のか、 Eriophorum  Sehmcfatri と なぜ 
る《 あり と 本， 所お の に は K« に 相 'せす る ものな一 も 、る "- と はず o 

12.  Eriophorum  Scheuchzeri  Hoppe. 

前 8ド-» ぬする WK なる し 上 はの $«lt 菜片ん 健へ、 WSKIt 上方に-於て ttßtf ず、 瘦条は 《Wfi 橱 B 形 
^なす o 本 洲、 Ö^tffiÄÜfft* の *SK2tCT8*l"-* す o 

13.  Eriophorum  strigosnm  Miyabo  et  Kudo. きつね すげ mm) 
拌；^ iE の 種に L-C*#W2cO  l>  y  "  J  I こ產 す。 づ《 は m 生、 單ー、 ßfftlH あ 《衫义 は 《«形な 

なす。 《» の ±«an:ffl 乇 ある こと 放 に & 乇の #» 色なる こ おは 本邦 ft わたす け 璲中其 》を見ざる*> 長な 

•J  ifo 
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14.  Eriophorum  gracile  Koch. さぎ すげ 

本 多 fti'- して 《生《 る 《K 中、 *«中《»«山ぃほ》道、 千島、 棒; fc» の 苴 》JÄt» 

く 分布 tfi ものな リ o 

15.  Eriophoram  angastifolium  Both. しむ I ゆ あた すげ 

15« に »ぬ する も、 花 « の ^H» なるこ と と、 瘦»の《«1:ぁぁ«^のぉさ瘦«の十ぉ乃至十五*なる ： と 
とに- i りて ?H» に ÄJW し ß ベ Lo 本 種 は * 千 ft に康 し、 朱 だ 中 》Mi の 地方に-於て 之^ 逢す る A'to 

らず。 

16.  Scirpu«  Maximowiczü  CB.  Clarke. た^ね く ろ すげ、 なんぶ すげ， 
ちしまお た すげ 

38 は剛 にして、 2:mo セ、 メ、 に 菜ば ffr» く、 披針状 なし、 緣 ü は 》»、 其 尖 S8 は fltft す。 
錢 は 五 《 乃至 八 《3 小 《 ば 小] 15、 多 《:、         にして fllig くば ffißt お 乇は六 もさ 花 注に 華し 

く、 花 * と Ä もさ If すげ Ä の それの *D  く ttßtf ず。 本 BlIttA  Maximal 氏に i リ、 の 採 * 
せろ 南部 * ほ * に-つ さ、 Kriophomm  japonicum の 名^ « て ffiffitf られ たる ものな リ o  Ä»»» の— 人 
1889 年に に 於て に- 而會 せしゅ、 氏ば の 分 《Lh の ttÄ につきて S わる き^もらされれ リ。 故 0. 
B.  Clarke 氏ば 本 ほたる に 《 人し、 Sei»!««  ^imowkzü なる 學 せられ れ リ 3 今 Bft 多の 
様 * に-っ^て 研先ぜ るお *、  Ckrke  ft の R の iE« なる： と^ JB め、 其の 名^ Rffltf り o 本州 *SC4t 海; 3 
木 ß&C/fTfi の » 畠 山に 麼 し、 鮮 にも 在りと 5』《 

17.  Zygadenus  Makinoanus  Miyabe  et  Kndo. りしり き $ 

本 《11*11 國判 利 尻 山 項に Ä する 珍 B にして Ä:1tIfSri^ 氏に t り Znjademu  japonic^ な 
の 下 l:、^*a なろ 3ÜK 丈 も以 て せられし t のな り。 然るに ZjyodCTwwjaponiCT« な も 名 W は 巳に Miqoel 
氏に ； リぁ t や 奢 さ 5 に 使 ffltf られ す： る^ W て、 著 * は Ä に 牧 RÄ の Ä 名^ 本 種に W し の！： 

な Ä さんと す O 

18.  Aletria  foliata  Franoh. ねば 9 のぎらん、 ゑ も' の そくしんらん 

本 Ht は 石 fj、  Wfeff の 泥!; i 地 &ぴ 本州 中 SKA 北の 3« な 山に 16 す o 其一 »« ば 中央 支 W に-あ リと 5 ふ；） 

19.  Liriope  minor  Makino. ひめ やぶらん 

北海 て は «ft、  B?5 の ä 啶 なる 地方の j» 岸 砂地 I： おず 0 

20.  Lloydia  triflora  Bäk. ほそ^の あまな 

本 iül-- 於て ilÄ 島、 石 W、  H;i5、 十き、 千 ß&ÜfÄÄftl:* し、 律 太に 於て It 南北^ 通じて 之れ な 《す0 

2L  Allium  lineare  L. から ふとらつ き や $  (新 稱） 

本 an 本 もりてば、 wfcftü^ このみ 康 す。 》 形 m 状 花 ゆ は 多 》 の 花 t リ 成 リ、 は äs さ 花 》 
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の 二 依に * し、 M4 齲に 各 HH の S き 軍一 にして ぬお mVt する SK« 状附 ffl 物 もリ、 3t の W3B?IMDÄS は »ん 
ど 花 》 に-事し さか X はこれ 【 リ 少しく 長し o 朿 WH: 判 S、         に 分布す 0 

22.  Allium  strictum  Scbrad. みやまら つき や $  (新 稱） 

本 《 ば: ft 海 iö の; 1R な 山、 =«: 千 烏 ÄÖ^fM: に- Ä す。 織 形 IH 状 佗 序ば 比 的 小に して、 小 it の 《IE 色 ^ätt 
る小沱 t り 《So 雉 * は TGÄ と KT»fi3  にわる MJBtt ば 其 もさ 花 》 の 約 三分の一、 尖 爾、 

«i ほ全緣 なれ ど i « に 小な る お 讎 ト 有す も： とも リ o 分布 w  t 瑰 くして 》i«、 小 ayis、  »ViA(mitm 

2a  AUium  splendens  Willd. ちしまら つき や $ 

：«: 海' 烏、 千 ÄS^«M:VÄ じて IkttfÄ な して、 《CT 状 は 比 tt 的大 にして 多 ft の 花 iL  *J 
Ä リ、 ー见 Uff と BUfl し 》^to 雉戋：て 抽ぉ する t から ふとらつ き や $ の 如く Ä だしから ず * 花 tt の 
にも SP»»» ばから ふとら ゥきゃ 3 とみや まらつ 奢 ゃ5 との 中 IS! にもり、 其 g さ 花 H の 約 二  》 の一、^ « 

は^れ 不現 mi: 尖 h す 0 本 比 利 s、       wsk  ^ぐ 加、 w 太 &ぴ* 海道に- * す 0 


北海道 產 ちゃぼせ きしゃ $ 甩檢索 表 

花 « は at 立 X は 斜上、 äk にして ffiSBtf ず  


1. 

( itmimm し、 多少 flow す  3 

( 花 植ば短 は、 au リ « し 0  ■mwiKwsi^ 花 ば 花 st の各片 は ー睬ぉ tr し 其 お 

a    I さば ÄJL リ 短し  - ひめい はしゃ 5 ぶ 

j  ？ t;«lt 長編、 ffit り ÄLo  »lt* んど 球形、 花 は fiöb  ？ £Ä の 各 片は »れ 三 脈^ 有し、 
' 其 fi  3  » んど ffi と 《ffi  えに はせ ぎ レゃ 5 

3   ( 花序 は 》fflo  形  あぼ VHP 奢 L 申^ 

1 花序ば 多少 《o  a は * んど球 彩、 mm^  xummnm^  * 

花序 は 《«0 花 Ä の 各 ほ 一 KV 有す。 Ä は 《m« 白色。 ÜUW ば 11曹..ち1袁 ぜ奢 し寿5 
花序 illfrllfo 花 》み 各 «Mt« れミ UV 有す。 wlltWÄaxitÄ*£o   «SlitlMf なら 
ず  <  ろ 3MP れ寺 3 

24.  ToEeldia  Oknboi  Makino. ひめい はしゃ $ ぶ 

本 «ス 從來水 州の な 山 並に 南 千 ß に-於て »见 ぜられ す： る t のなる t、 今 a の; wat にして « 海 ifi^ftt り » 
m し »た リ 0  ä の * 墻は十 »ßAc^ 夕 《R な り と す o 

25.  Tofieldia  yezoeiwis  Mijabe  et  Kudo. もに はぜき l や $  (新 稱） 

は なぜ 奢レゃ 5  Tojklilin  nuda  Muxira.  も近 さ ««i なりと 1U  、下 Ä の 35» に i リて ttM する： と 
な 得べ Lo 棄は九 脈お 有し、 其 内 五! R は U 著に して ば 粗 IS なリ 0 花 の 一 ß!f 乃せ一 ttf1!^ 花 Ä 
は 》 状 W» 針お、 有し、 其 MW  ならず 0  Ä*(t* んど 球^な リ a ぬお^' Sß 山に 奎す ひ 
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26.  Tofieldia  Kondoi  Miyabe  et  Kudo. あほ いぜきし や 5  '新 稱） 

は WW: 效 ß する なれ ども 其 Ä る 主な ilW* れば おの 如し o 花 《 は 太く して MH1 し 其 尖《« 
ず fiJW し、 * んど Ä* に 等し さ S さ^ 有す & こと、 花被の 各片は fittfiKM 形に-して 判然たる三脈 ^有す も 
こと、 の 》WM 杉^ .7. する こと 等な り 0 本 種 ItB 高 國椽ぬ《!： ァ * ィ 山に 於て ffi 藤 佥ま氏 初め て《 

集 3 れす： も^はて Toßddia  A'oruM あぼ いぜき し や 5 と 命 * しす: *J  o 

27.  Tofieldia  nutans  Willd. ち し まぜき しゃ 5 

Slt^iio 花序 は 花 «I: ぁリ "atCT 密、 «BI 形 又はお «ßWfS、 お 實« は 狭 iiü ほ 呈 To 花 《は1««11£ 
Si し、' Ä 果 i リ おおし。 花被の 各片は KJRÜIRK 杉、 白色又 は 色、 «U1 —職な 有す 。 花 は «Tfi く 
して 其 X« に ÜHJ^itUH^ おす。 本邦に 於け る Ä 分布 は 禅 太、 千お、 * 海 U1*ÄÄ び 本州の: IfcSKÄ び 中 

a の KfÄ 山に u る。 

28.  Tofieldia  fllBCa  Miyabo  et  Kudo. 《ろみ ぜ きしゃ $  (新 稱） 

花序 は 多少 粗に し •CfilBWKBMI 形 又は 形^ Ä し、 花被の 各 片は»色 に して 其 上方 は S 紫色 又は HiÄ 
fi^J^  ffi*HWJRGXIl^ai«Go 花 tf: は 短く、  WIR は 願 《 ならず o 本 8は 始めて 石 《F 颺夕 》/& に- 

於て w 田？ J 三、 wj's 秀雄、 《 名 有8 の 三 氏に i り 《ifetf られた ろ i のに して、 《f 本 a と 《定ぜ ら る ベ さ io 

は fSißAÄ 山に も A す o 

利 利 W 山 ST- 產 する もの は の— りしり ぜ * しゃ 5 にして、 之れ に Tofitldin  ― 
Miyabe  et  Kudo  farm.  rUhiriensU  Miyabo  ot  Kudo の 名^ Wtf  »J  0    ft&« は ftUMI  t リ 著しく 小形に し 

て 花 はは 《«に して 《SM 形 若 く はめん ど 球形な Ä す 0 其 Ä の 性! (に 於て は く ろみせ ぎし キ5 と一 《な り 0 
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Vox 

Prof.  S.  Matsumura. 


日本 產 「を もな がよ 2： はい j 科の 研究 

理舉 博士 松 材松年 

Die  systematische  Stellung  der  Gattung  Codidki  Genn.  (Jassas  Still)  wurdo 
Tom  niemand  fest  gestellt.  Diese  Gattung  war  bis  jotzt  nur  provisorisch  zu  der  Sul>- 
familie  Jassinen  gestellt,  aber  nach  meinem  Studium  sollte  diese  in  ganz  neuer 
Subfamilie,  nämlich  Codülvuui  aufgestellt  werden.  Die  Fftmilio  Jassideu  werden 
unter  den  folgondou  Sabfarailion  geteilt : 

A.  Nerven  an  der  Basis  der  Decken  deutlich  sichtbar,  auf  dorn  Corium 
mehr  oder  weniger  vorzwoigt  und  durch  Quernorvon  vorbiiudeu,  Neben- 
augen selten  fehlend. 

I.  Nel^enaugeu  auf  dor  Stirn  zwischen  den  Augen,  zuweilen  nulie  dem 
Scheitelmnde.  Dor  Sclieitel  bildet  eiueu  schmalen,  fast  tiurchaus  gloich- 
breiteu,  bogigen  oder  winkeligen  Streifen,  der  mit  dorn  Vorderraude 
des  Pronotnm  in  seiner  gan/*n  Breite  parallel  läuft,  oder  in  welchen 
der  Aviukelige  Vonlerrücken  in  der  Mit  to  stiirk  vordringt  (Pah'opsts) 
 Byt^lioscopiHGii» 

II.  Nebeuaugon  auf  dor  Flüche  des  Sclioitols,  von  den  Augen  and  dorn 
Sclioitolrande  entfernt,  selten  nahe  dem  stumpfen  Vorderraude  dos 
Scbeitels  {Euamiühun),  Stirn  mehr  oder  weniger  gewölbt. . Tettigoninen. 

•  HI.  Nel)enaugon  gaaz  uabo  dem  Vordornindo  dos  Schoitels  odor  iu 
einer  Qaerfnrclie  des  Vonlerrandes  tlessell  >eii,  uiich  aufwärts  oder  ui\ch 
vorn  gerichtet     Ivopf  melir  oder  weniger  plattgedrückt,   mit  dem 

gewöhnlich  sclmoitligen  Yordermmle,  drtiieckig  Acocephaliaen. 

IV.  Nebenaugeu  in  der  Mitt«  des  Scheitels  nahe  dem  Ubergaugo  zur 
Stirn,  in  der  Schcitelinitte  zwoi  nach  hintou  couvorgireuden  Läugskielen 

 Coelidinen. 

V.  Nelienangen  auf  dem  Übergänge  des  Scheitels  zur  Stirn,  Sclieitel 
ohne  Länsskielo  -  Jassinen 
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B.    Nerven  an  dor  Basis  dor  Decken  undeutlich,  auf  aem  Con  um  nicht 
verzweigt,  Quernerven  fehlen  bis  vor  der  Spitze,  aus  welchen  die  End- 

norven  ontspringon,  Nebenaugen  selten  deutlich   Typhlocjbinen. 

Die  Cochdia-Aiton  sind  meistens  aas  dem  Tropen  bekannt,  und  wurden  bis 
jetzt  von  niemand  aus  Japan  beschrieben.  Die  folgenden  neuen  Arten  wurden 
vom  Vei fasser  selbst  gesammelt  und  sind  in  seiner  Sammlung  aufbewahrt. 

ÜEBERSIOHT  DER  COEUDINEN-ARTEN  JAPANS. 

I.   citiru  mit  zwei  rütliclien  Längslinien. 

A.  Stirn  mindestens  3  mal  so  long  wio  breit. 

a-    Elytren  dankel  conspoTsa  Stal. 

b.    Elytron  gelblich. 

1/   Scutellara  nn  der  Basis  runzelig  granuliert,  .yayejamae  Mats. 

b"  Scutellum  au  der  Basis  nicht  runzelig  granuliert . .  formosana  sp.  n. 

B.  Stirn  etwa  2^  mal  so  lang  wie  breit,  Scheitel  gewöhnlich  mit  zwei  röt- 
lichen Flecken   ogasawarensis  sp.  n. 

U.    Stirn  ohuo  rötliche  LaDgsliuieu. 

A.  Stirn  mindestens  3  mal  so  lang  wie  breit  insalaris  sp.  n. 

B.  Stirn,  etwa  2^  mal  so  lang  wie  breit. 

a.  Deck  nerven  von  der  Grundfarbe   boniuensis  sp.  n. 

b.  Decknerven  dunkler  als  die  Gmndfarbe. 

b ノ   Sürn  mit  oblongem,  dunklem  Ringe  oder  Flecke. 

J.    Elytren  gelblich   nigrifrons  sp.  n. 

f    Elytren  schwärzlich  virescens  sp.  d. 

C.  Stirn  etwa  2  mal  so  lang  wie  breit. 

a«    Brust  vonviogend  dunkel  fascovenosa  sp.  n. 

b.    Brust  vorwiegend  blassgolblicli  satsamensis  sp.  n. 


GATTUNG  COELIDIA  GERM. 

Germai-,  Mag.  Ent.  4,  p.  75  (1821). 

1, Coelidi»  cousperga  StAl. 

Coelidia  sparsa  Stäl,  üfvers.  Vet-Ak.  Förb.  p.  254  (1854) ； 

Freg.  Eug.  resa,  Ins.,  p.  290  (1859). 
Jassus  conspersus  Stal,  Öfvers,  Vet-Ak.  Förii. p.  735  (1870). 
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Jassos  oonsper8os  Spangbelg,  Otvers.  Vet-Ak.  Förh.  p.  25  (1878). 
Fundort :  Formosa  (Hoppo,  Shinko,  Shinsha,  Shoka)  ；  zahlreiche  Exemplare 

in  meiner  Sammlaug. 
Sonstige  Fundorte :  Philippinen,  Singajw. 
2.    Coelidia  yayeyamae  Mate. 

Coelidia  yayeyamae  Mate.  J 1000  Ins.  Jap.  Addit.  toI. 1. p.  65  (1913). 
Hellbräunliohgelb.  Scheitel  vom  deutlich  breiter  als  am  ffinterronde,  nahe 
dem  Übergange  zur  Stirn  mit  zwei  schwarzen  Ooellen.  Stirn  dreimal  so  lang  wie 
in  der  Mitte  breit,  jederseits  mit  einem  gplbrötlichen  Längsstreifen.  Clypeus  an 
der  Spitze  stark  erweitert,  am  Spitzenrande  kanm  aasgerandet.  Pronotnm  hinter 
jedem  Auge  dunkel  gefleckt,  am  Hinterrande  dunkel,  gelblich  granuliert.  Scutel- 
lam  an  der  BjwsIs  runzelig,  in  der  Mitte  mit  zwei  dunklen  Flecken,  auf  welchen 
einige  gelbliche  Komchea  sichtbar  sind.  Eljtren  gegen  die  Spitze  hin  undeatiicli 
gelblich  marmoriert,  und  die  Nerven  undeutlich  gelblich  checkiert.  Mittelbrust  an  den 
Seiten  je  mit  einem  danklen  Flecke.  Unterseite  und  Beine  tiefgelb,  Baach  bellgelb, 
Abdomen  am  Bücken  und  letztes  Baucbsegment  die  Basis  aasgenommen  schwarz. 
Hiatertibien  an  den  Spitzen  und  die  sämtlichen  Klanen  dankelbraan. 
Die  Dombasis  der  Hintertibien  dunkel  gefleckt. 

I  Genitalplatten  laug,  linieuförraig,  an  der  Innenseite  bräunlich,  nahe  der 
Spitze  etwas  eingeengt,  an  der  Spitze  abgerundet. 


Fandort :   Okinawa  (Yayeyama)  ；  gesammelt  in  einem  Exemplare  von 
Herrn  K.  Kuroiwa. 
3.    Coelidia  formosana  sp.  n. 

Coelidia  yayeyamae  Mats.  ？  Thousand  Ins.  Jap.  Addit.  vol. 1. p.  65,  pL 
Vni,  fig. 17  (1913). 
Der  Farbuug  nach  C.  yayeyamae  m.  sehr  ähnlich,  nnteischeidet  sich  aber 
wie  folgt: 

Süin  deutlich  länger,  an  jeder  Seite  tiefer  rötlich  gefärbt  und  mit  einer 


Scatellam  selten  in  der  Mitte  mit  zwei  bräunlichen  Punkten,  nicht  granuliert 
Elytren  beim  %  einfarbig  tiefgelb,  beim  ？  blassgelblich  marmoriert  und  die 
Nerven  nur  beim  ？  stark  weisslich  obeckiert,  beim  %  am  Costalxando  nahe  der 
Spitze  mit  einem  ondeatlichen  gelbbraanlichea  Fleckchen.  Unterseite  und  Beine 
blassgelblich,  die  Hintertibion  je  an  der  Spitze  nicht  vorbräunt  und  die  Dorn- 
basis Dicht  dnnkol  gefleckt. 


Fronofcam  stark  graualiort  und  dankel  punktiert. 
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J  Genital Dlatten  viel  schmaler  nn  der  Spitze  nnd  etwas  langor. 

？  Letztes  Bancbscgment  etwa  2  mal  so  laug  wie  das  vorhergehende,  in  der 
Mitte  dankol  geflockt,  am  Hintorrande  etwas  vorragend,  sodass  an  jede  Seit©  etwae 
aiisgerandet.    L^escheide  lang,  an  der  Spitze  dunkel. 
Länge  :  %  8-9  mm.,  ? 11 mm. 

Fundort :  Formosa  (Kosbun)  ；  gesammelt  in  zahlreichen  Exemplaren  vom 
Verfasser. 

4.  Coelidia  boninensis  sp.  n. 

HellbnLunlichgelb.  Scheitel,  Gesicht,  Unterseite  und  Beine  gelblich.  Scheitel 
kurz,  am  Vorderrande  deutlich  breiter  als  am  Hinterrande  zwischen  den  Längs- 
kielen. Stirn  otwa  2  ^  mal  so  lang  wie  breit,  an  den  Seiten  etwa  tiefer  in  der 
Färbung,  mit  oiner  Boihe  vou  undeutlichen,  k»rzon  Querfarchen.  Autennal börste 
kurz,  fast  die  Mittelooxen  erreichend,  bräunlich,  an  der  ！ Basis  gelblich.  Clypeos 
in  der  Mitto  rait  einem  Längskiel,  an  der  Spitze  stark  erweitert,  und  in  der 
Mitte  dos  Spitzenrandes  etwas  ausgerandot.  Pronotum  gelblich  graunliort  nnd 
deutlich  qaerranzelig.  Scutellum  nicht  granuliert^  an  den  Seiton  undeutlich  fein 
runzelig.  Elytren  boim  %  einfarbig  liellbriiunlicLgelb,  beim  ？  gelblichbnian,  die 
Nerven  undeutlich  fein  gratmliert.  Mittolbrwst  in  dor  Mitte,  Hintorbrust  an  den 
Seiten  je  duukel  goflwkt.    Klauen  dunkelbraun. 

t  Gouitalplatton  lang,  linienförmig,  in  der  Mitto  mit  einer  I  ängsfurcbe,  an 
der  Spitze  fast  gerade  abgestutzt. 

？  Letztes  Bauchsegmont  fast  2  mal  so  hing   、vio  cIas  vorbeigehende,  am 
Hinterrande  etwas  vorragend,  soIass  nn  jeder  Soite  schwach  aiisgerandet.  Lego- 
scheide an  clor  Spitze  kanm  verbrännt. 
Lauge :  J  6  mm.,  ？  7.5  mm. 

Fundort :  Bonin  Insel  (Ogasa waraji ma)  ；  zahlreiche  Exemplare  gesammelt 
vom  Verfasser. 

5.  Coelidia  ogasawarensis  sp.  n. 

Hellhriümlicligelb.  Schoitol  in  dor  Mitte  mit  zwei  rütlicben  Flecken,  am 
Hinterrando  liintt  r  jedem  Augo,  sowie  anch  die  Umgebung  des  Auges  rötlich.  SUm 
mehr  als  2  mal  so  lang  wio  in  dor  Mitte  breit,  mit  2  rötlichen  Längslinien,  die 
Seiteuründer  je  unter  der  Antenne  dunkelbrauu.  Cljpeus  an  der  Basis  und  ein 
Mittelläugistroif  rötlich,  in  der  Glitte  der  Länge  nach  schwach  gekielt,  an  der  Spitze 
stark  erweitert,  am  Spitzeurande  tLich  ausgerandet.  Anteunalborste  dunkelbraun, 
(lio  ('lyjieusspitze  überragend.  Pronotum  in  der  Mitte  dnukel  gefleckt,  spärlich 
fein  grannliort,  jedes  Körnebon  mit  einem  sehr  kurzeu  bkssgelblichen  Hnrcben. 
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Scatellum  in  der  Mitte  mit  2  andeatlichou,  briianlichen  Längsflecken.  Elytron  einfar- 
big hellbrüanliohgelb,  undeatlioh  foin  granuliert.  Brnst  danlcel  gefleckt.  Beino  von 
der  Grundfarbe,  Hintertibien  au  den  Spitzen  bräunlich,  die  sämtlichen  Klauen  dunkel. 

J  Genital  platten  blassgelblich,  lang,  nahe  der  Mitte  die  Seitenränder  aufwärts 
umgeschlagen  uud  viel  schmaler  werden,  an  dor  Spitze  etwas  erweitert  und  fast 
gerade  abgestutzt. 

Länge  :  J  6  mm. 

Fundort :  Bonin  Iusel  (Ogasnwarajiraa)  ；  zwei  ？  Exemplare  in  meiner  Samm- 
lung. 

6.    Coelidia  fuscovenosa  sp.  a. 

Der  Form  nach  C.  boititiensis  sehr  ähnlich,  unterscboidet  sich  »ber  in  den 
folgenden  Charakteren : 

J  Antonnelborste  2  mal  so  lang  wie  Lei  bonviensis,  gelblich,  nur  nahe  der 
Mitte  gelbbräanlicb.  Froas  gelbbrtianlicb,  an  jeder  Seite  mit  einer  Reihe  von 
gelblichen  und  dunklen  Qwerfleckcbeu.  Clypeas  uud  Lorao  gelblichbraun,  das 
letztere  an  der  Spitze  nur  wenig  erweitert  und  abgestutzt,  in  der  Mitto  ohne 
Längskiel.  Anteniialgelenkhöhle  und  Wangen  vorwiegend  dunkelbraun.  Prono- 
t 腿 dunkelbraun,  gelblich  stark  granuliert,  Scutellura  bnlnnlich  gefleckt.  Elytren 
an  dor  Spitze  dunkel ； die  Nerven  vorwiegend  dunkel,  nur  dio  Nerven  auf  dem 
Clavus  heller,  nahe  der  Spitze  mit  oinem  gelblichen  (^uerwelleustreifen,  Stigma 
und  ein  Fleck  am  Hinterrando  nahu  dor  Spitze,  so、vi(，  auch  Costa  vor  der  Basis 
bis  über  die  Mitte  duukol.  Hinterflügel  duukel  angeraucht.  Unterseito  und  Ab~ 
doininalrückon  vorwiegend  dankol,  die  Segmentränder  jo  am  Binterrande  gelblich. 
Beiuo  gelblich,  Hiutertibieu  je  uu  tlor  Spitzo  uud  2  >I i tteltarsouglieder  der  Hinter- 
tibien bräunlich,  Schenkel jo  mit  einer  dunklou  Läugsliuie.  lieim  ？  fast  wie  bei 
boninemis,  aber  etwas  länger  und  dunkler  gefärbt,  die  Nervou  der  Elytren  vorwie- 
gend dunkelbraun.  】5ei  einem  ？  Exompkre  üntersoito  wio  Leim  S  vorwiegend  dunkel. 

I  Geuitalplatten  dimkol,  an  dor  Basis  gelblich,  selir  laug,  liuiouförmig,  dor  Länge 
nach  gekielt,  an  den  Seiten  weisslich  lang  beliaart,  an  dor  Spitze  sehr  schmal  zugespitzt. 

？  Letztes  liauchsegtnent  au  den  Seiten  etwas  tiefer  ausgemudet  ；  Ixigeschoide 
etwas  länger,  dio  ^heüloiipolstcr  überragend. 

Länge :  l  G  mm.,  ？  7.5 iura. 

Fundort : lionin  Insel  (Ogasa、varajiraa)  ；  zahlreiche  Exemplare  in  uieinor 
Sammlung. 

" Coelidia  nigrifironB  sp.  u. 

llellbrauulicbgelb.    Scheitel  am  Hinterroude  zwischen  den  IiiugskicleD  fast  | 
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so  breit  wie  am  Vorderraude,  Ftons  und  die  Basis  des  Clypeas  schwarz,  der 
eratere  in  der  Mitte  der  Liauge  nach  gelblich.  Antcnoalborsto  kmz,  kaum  die 
Cljpeusspitze  erreichend,  in  der  Mitte  etwas  verbräunt.  Pronotam  dunkelbman, 
gelblich  granuliert,  au  den  Seiten  gelblich,  mit  einem  dttnkleu  FJecke,  Scutellmu 
nahe  der  Basis  ia  einer  Querreihe  mit  4  dnaklou  Flecken.  Eljtren  gelblich- 
braun,  beim  ?  Stigma,  ein  Fleck  am  Hinterrande  nahe  der  Spitze,  und  ein  Bogen- 
fleck  nahe  der  Spitze  des  ClaTtis,  blnssgolblicli,  die  Nerven  des  Corinnas  dunkel, 
die  Costa  vor  der  Basis  bis  über  die  Mitte  und  aucli  Bogonraud  diiukol.  Brost 
vorwiegend  schwärzlicli  gefleckt.  Abdominalrücken  schwarz,  jedes  Segment  am 
Hinterronde  gelblich.  Bauch  golblich,  in  der  Mitte  der  Lange  nach  schwarz. 
Beine  hellbraaulicbgelb,  Scheukol  je  mit  oinem  andentlichen,  bräunlichen  Längs - 
streifen.    Hintertibien  je  an  der  Spitze  etwas  verbräaut. 

: Geuitalplatteu  schmal,  litüenfürmig,  in  der  Mitte  der  Lange  nach  flach 
ausgefarcht,  schwarz,  an  der  Basis  gel  blieb,  oin  Mittolfleck  and  die  beiden  Seiten 
des  Spitzendrittek  blassgelblich,  bei  oinem  Exemplare  ohne  solchen  Flecke,  an 
der  Spuze  schief  abgestatzt,  weissgelblich  karz  behaart. 

？  Letztes  Bauchsegment  schwarz,  3  mal  so  lang  wie  dos  voi  hergehende,  am 
ßande  gelblich,  am  Hinterrande  in  der  Mitte  etwas  vorragend,  and  an  den 
Seiten  etwas  aasgerandet.     Scheidenpolster  gelblich,  Legoscheide  dunkolbrauD, 
etwa  i  der  ganzen  Länge  die  Schoidenpolstor  überragend. 
Lange :  %  7  mm.,  ？  8  mm. 

Fandort :  J3onin  Insel  (Ogasawarajima)  ；  4(3  J, 1 ？)  Exemplare  gesammelt 
vom  Verfasser. 
8.    Coelidia  virescens  sp.  n. 

Schwarz,  grünlich  einspielend.  Scheitel  gelb,  vorn  deutlich  breiter  als  am 
lliaterrande.  Gesicht  beim  J  schwarz,  in  der  Mitte  des  Frons  schwach  «as- 
gehöhli,  Wangen  je  an  der  Basis  der  Anteneu  and  an  dor  Spitze,  sowie  auch  Lora 
an  der  Anseenseite  gelblich,  Cljpeus  an  der  Spitze  und  an  den  Seiten,  sowie  auch 
in  der  Mitte  der  Lauge  nach,  gelblich  ；  Clypens  in  der  Mitte  uiedrieg  knTZ 
gekielt,  welcher  den  Vorderrand  nicht  erreicht,  au  der  Spitze  breit  erweitert,  am 
Spitzenrande  kaum  ausgemndot,  kurz  blaasgelblich  beliaart.  Antenen  bräunlich, 
AjQtennalljorste  gelblich,  massig  】ang,  über  die  Spitze  des  Clypens  reichend,  in  der 
Mitte  otwarf  verbräunt,  beim  ？  Gesicht  gelblich,  Frons  mit  einem  dunklen,  oblongen 
Längsflecko.  Pronotam  blassgelblicli,  fein  granuliert,  jedo  kurz  blassgelblich  behaart 
Scutellum  kurz  weisslich  spärlich  behaart,  an  don  Scbeukelrändern  schmal  bellbmun- 
lichgelb,  beim  ？  in  der  Mitte  mit  gelblichen  Fleckchen.    Kl}  tren  bräunlich,  die 
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Nerven  schwärzlich,  grünlich  einspielend.  Brost  au  deu  Qelenkraaderu  gelblioli. 
Bauch  gelblich,  Genitals^ment  sctwärzlich.  Beine  hellbrännlicbgelb,  Bohenkel 
jo  mit  einem  bräunlichen  Längsstreifen,  Hintertibien  mit  einem  schwarzgranlichen 
Iiängsstreifen,  die  Spitze  und  die  Metatarsi  jo  au  der  Spitze  duukelbrann. 

%  Genitalplatteu  lang,  schwarz,  an  der  Spitze  und  der  Basis  gelblich,  die 
Spitze  von  oben  gesehen  schmal  zugespitzt. 

？  Letztes  Banchsegment 1 j  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  schwärzlich, 
in  der  Mitte  and  an  den  Seiten  gelblich,  nm  Hinierrande  stumpfwinkelig  vor- 
ro^^end,  au  jeder  Seite  schwach  winkelig  ausgerandei  ；  Legescheide  lang,  die 
Scheidenpolster  stark  überragend. 

•Länge :  J  6.5  mm.,  ？  8  mm. 

Fandort :  Bonin  Insel  (Ogasnwarajima)  ；  2  (1 J, 1 ?)  Exemplare  in  meiner 

Rammlnng- 

9.    Coelida  satsumensis  sp.  n. 

Hellbräanlicbgelb.  Scheitel  jedersoits  der  Länge  nach  schwach  aasgef nicht, 
fein  längsnadelrissig,  weissgelblich  andentlich  gefleckt.  AnteniiAlborste  lang,  die 
Hintenmen  erreichend,  Gelenkhöhle  der  Antennen  brannlich.  Stirn  2  mal bo lang 
wie  in  der  Mitte  breit,  in  der  Mitte  mit  einem  weissgelblichen  Flecke,  beim  ？ 
au  den  Soiteu  je  mit  einer  Heihe  vou  dankleu  Qnerstreifon.  Clypeas  an  der 
Biksis  heller,  an  der  Spitze  deutlich  erweitert,  am  Spitzenrande  flach  abgerundet, 
beim  ？  nahe  der  Spitze  an  der  Basis  je  mit  zwei  dunklen  Fleckchen.  Pronotum 
andentlich  granuliert,  ohne  Härchen.  Scutellam  in  der  Mitte  mit  einer  bräanlichen 
Bogenqaerfarohe.  Elytren  hellbräunlichgelb,  beim  %  die  Nerven  von  der  Grand- 
farbo,  nur  die  Gegend  der  Queruerven  daakelbraan,  Stigma  and  ein  Fleck  am 
Hinterrande  nahe  dor  Spitzo  dankelbmun,  die  Braohialzellen  kanm  bräunlich 
ausgefällt,  beim  J  die  Nerven  vorwiegend  dankelbraau,  die  Zellen  mit  gelblichen 
Fleckchen  gesprenkelt,  die  Basis  der  ersten  Braohiabselle  and  die  Mitte  der 
innorea  Clavuszolle  dunkol,  die  Elytrenbasis  und  die  zweite  Brachialzelle  dunkel 
gefleckt.  Ein  Fleck  vor  dorn  Stigma  weiaslich  oder  weisslichgelb,  n&he  der 
Spitze  mit  einer  bräunlichen  Bogenbinde  ；  bei  einem  ？  Kxemplnre  die  Elytren  fast 
gleich  gefleckt  wie  beim  J.  Hinterflügel  dunkel.  Unterseite  boim  ？  weisslichgelb, 
Brust  an  deu  Seiten  bräunlich  gefleckt,  l»ira ぶ Abdomen  vorwiegend  dunkol. 
Bcino  golblicb,  Coxea  bräunlich  oder  bräaalich  geflockt,  Hinterscheukol  je  an  der 
Basis  mit  einem  bräanucnen  Ijängsstn'ifen,  an  dor  Spitze  innerseits  mit  einer 
bräanlichen  Erhebung  versehen  ；  Hintertibien  jo  mit  einem  brüunlicheu  Langs- 
streifen,  an  der  Spitze  dunkol  gefärbt. 
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J  Genitftlplntten  gelblichbraun,  lang,  linienforraig,  gegen  die  Spitze  hin 
allmählig  verschmälert,  in  der  Mitte  der  lünge  nach  ausgefarcht,  mit  langen 
weisslichen  Härchen. 

？  Letztes  Bauclisegraent  3  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  vorwiegend 
dunkel, ao  den  Seiten  gelblioh.  Legescheide  daukelbraur.  ziemlich  stark  die 
Scheidenpolster  üljerragend. 

Länge :  J  6.5  mm., で 7.2  mm. 

Fundorte :  Kiushu  (SAtsuma)  ；  Iusel  Hachijo,  Formosa  (Kausbiroi,  Shasha); 
zahlreiche  l^xemplare  in  meiner  Satnmlang. 
10.  Coelidia  insularis  sp.  n. 

？  Hellbraniüichgelb.  Scheitel  jetlerseita  der  Länge  nach  etwas  ausgefarchfc. 
Stirn  etwa  3  mal  so  lang  wio  iu  der  Mitte  broit,  in  dor  Mitto  der  Länge  nach 
etwas  vei-duukelt.  Clypeus  an  clor  Spitze  st?irk  erweitert  uod  am  Spitzenrande 
flach  abgerundet.  Antennallwrate  gflMicli,  in  <ler  Mitte  kaum  verbrüunt,  die 
^littelcoxen  üljerragond.  Pronotam  und  Scutollum  schwarz,  das  erstere  schmnt- 
ziggelb  gmuuliei-t,  dio  Körnchen  je  mit  einem  golblicheu  Htirchen  und  das  letz- 
tere iu  der  Mitte  mit  einer  breiten  (^uerforeben  versehen,  dio  Schonkelränder 
vorwiegend  gelblich.  Elytren  gelblichbmuu,  an  der  Spitze  dnukler,  etwas  grünlich 
einspielend,  die  Non'eu  dnnkcl, »ra  Jliutorrande  uahe  «ler  Cla vasspitze  und  am 
C1ostalrande  in  dor  Gegend  dos  Stigma  jo  mit  einem  gelblicheu  Fleckcbon,  von 
welchen  dor  Ii 化ス tero  viol  grosser  ist  nU  dor  oi-storu.  "Mesopleurae  und  Mosostornam 
dunkel,  AbdomiualrucKen  dunkel,  jodos  Segmout  nn  Hi  uterrande  gelblich. 

Letzte»  Bauchaegmout  2  mal  so  l/uig  wie  das  vorliergeheude,  an  der  Basis 
daukol,  am  Hinterrande  in  dor  Mitto  etwas  vorragend,  an  jeder  Seite  schwach 
auagerandet. 

Länge  ：  ？  8.5  mm. 

Fniulort :  Bonin  Insel  (Ogasawarajima)  ；  2  ？  Exomplare  gesammelt  vom 
Verfasser. 

Der  Form  nach  C.  nigri/rons  m.  selir  ähnlich. 

var.  lineatofrons  n. 

Stirn  in  der  Glitte  mit  einem  dunklon  liiugsst reifen.  Elytrou  in  der  Gegend 
des  Stigma  ohno  gelblichen  Flock,  und  nur  als  ein  sehr  kleines  gelbliches  Fleck- 
chon  angpdentot. 

Fundort :  Bonin  Insel  (Ogasawaraj i nm)  ；  gesammelt  in  cinom ギ Exemplare 
vom  Verfasser. 
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摘 要 

を もな がよ こ い Ä  (CoeUdia)  ノ 地位 ン、 從 來浮康 子亞科 (Jassiiiao)  二 編入 シ 
來タ タレ ドモ、 余ノ 研究 二 ョ レバ 全ク别 35 科ヲ 設 クル ノ必 耍ァ/ ^ヲ認 メタ 新亞科 
ヲ 19： ケ タリ o 

よ；： tt ぃ亞科 ト を もな がよ こ ttV»5S 科ノ  ß モ Ä ナル 所ノ、 後名- ノ 取 眼ハ 前^ / 中 

夹-位 K  ニ個ノ 縱隆ァ リテ、 之レ "後方-至 タタ 稍々 相 近接 ス、 额ハ 茛シ。 

今 浮 赓子科 ヲ分 Ifl セ ハ* 左 ノ 如シ。 

(A)   «0  ノ 狃 お ユア, レ脲 ハ シ阜 R チ有ス か モノ。       二 草 BR»I* クモ ノア J)o 

(I) 軍眼ハ 81  ノ 上方- ス、 IB ハ狭グ 前 l«gtt ノ前 《ト 相 《t 行ス o 尤 形チナ V テ 


突出 ス, レモ ノア，  づ 奢ん よ e ばい Sft 

Bytboaoopinao. 

(n) 阜 R ハ頭] n-tt シ、 H ハ 多少 シ、 W«= 小 列ァ，  お ほよ 《: ばい 5« 

Tettigoninnc. 


(m)  m^m ノ flüüt- アル 战 ノ w 端- 位 シ、 《 ノ ß 平 ナ^ * ノ多シ 'さじよ こぼい 

(IV)  單 R ハ前] 85 ノ中 央- 位シ、 チ Ä へ 之レ产 至， テ 析*«5£ 接ス 

 をも& およ CK い 5» 

Codidinac 

(V)  舉《1 力 W5B  ノ  W«-tt シ、 《»ffi チ有 * ズ  よこばい Sft 

(B)   HS  ノ  《g- ア^ * ハ W 然 k ズ、 單 R チ呋 ク、 睱チ有 ス^ is  ノア  

 ひめよ こ はい 

Typhlooybinae. 

元来 を もな がよ こ ttv» ハ、 從來 熟お^ シク ハ 半然 ゆ 地 ,/  二 饯見セ ラタ ノレ *  ノ& 

シテ、 未ダ 本邦 ノ覦土  S3； 之レヲ 記载セ ノレ モノ ナシ。 今 本邦- 產 スルモ / ヲ暴 

グレべ 左ノ 十一 種ュ シテ、 小 笠 原 島- 產ス /^モノ 六 種 ァタ。 

1. Coelitli»  oonspcrea  StÄ  、フ ヰリヒ y  、シ y  ^ 

くろ を も ftttJtt ばい 

2-        «      y»yejnun«o  Mats  八 ffi 山 

やえ やま !6 も ft がよ C ぼい 

3«        *,      lormoennn  8p.  n.   J|  胃 

象い わん 奢 もな 《 よ e ばい 
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4."  Coelidin  boninonda  Hp.  n.   d、SH£ 

奢い ろ を も ft がよ!: ばい 

5-        ,,      ogftaftwnrenafl  sp.  n.  d^SlJRft 

をお さはら を もな)！! よ：: ぼ V* 

•*      foscovonosft  sp.  n.  ♦ 争  ^  ft 

す 《 ぐろ S もな がよ e ぼい 

«•        "      nifprirfonfl  Bp.  n.   •  小 

* ほぐろ ももな 《ょ£ ぼい 

8.  „      viresoens  ap.  n.   /J、^»:ft 

あ をく' ろ を もな およ こばい 

9.  „      «tramenas  «p.  n.  直 Äft 、仄 tft 

S ゥ まま も& が!:  e ぼい 

10.        „      insulAris  gp.  n.   /J、SJJ:fe 

も^き もも は C ぼい 

(25.    Feb.  1914). 
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UEBER  DIE  WIRKUNG  VON  SÄUREN, 
ALKALIEN  UND  EINIGER  ALKALI  SALZE  AUF 
DEM  WACHSTUM  DER  REISPFLANZEN. 

Von 
K.  AIlYAKE. 


酸、 アル 力 9 一、 アル 力 リ ー鹽 類の 水稻の 
生長に 及ぼす 影轡 

三 宅康次 

Der  Zweck  dieser  /ersuche  ist  zu  sehen,  inwieweit  die  Heispfloozen  durch 
einige  Säuren,  Alkalien  and  alkali  Salze  beeinflußt  werden,  um  die  geringste 
Konzentration  jeder  Vorbindungen,  durch  welche  die  Pflanzen  (ohne  andere  Stoffe) 
Ijereits  abgetötet  werden,  uud  anderseits  die  höchste  Konzentration,  die  von  den 
Pflanzen  noch  ohne  Schaden  vortragen  wird,  za  bestimmen. 

Die  Versuche  wurden  in  Form  von  Wasserknlturen  ausgeführt,  mit  fast 
gleichgrossen  Keimlingen  (ca.  25  mm.  lang).    Von  Säuren  wurden  geprüft :  U:S00 

HCl  in  Konzentrationen  von —— bis   normal.    Von  Alkalien  benutzte  mau 

10  20000 

KOH,  NaOH  in  Stärken  vou 1 bis  — ~ - ~  normal,  während  als  Salze  gleich 

10 100D0 

starke  Lösungen  von  KCl,  KjSO,，  NaCl  und  Na^SO,  geprüft  wurden. 

Es  wurden  57  IJecher ~ Glassbecher  vou  7  cm.  Höho  und  5.5  cm.  Durchmesser ~ 
mit  30cc  verschieden  starken  Lösungen  jeder  Verbindung  gefällt  nnd  in  welche, 
am  6  Jnni  1913，  fünf  ßeispflanjtenkoimlinge  gelegt  wurden.  Als  Konttollmatorial 
dienten  elwnsolche  Keimlinge,  die  sich  aber  in  destilliertem  Wasser  befanden. 
Nach 15  Tagen  wurden  sie  gemessen.  Die  Messungen  wurden  bis  zu 1 mm. 
aasgoführt.    Folgende  Zahlen  ergaben  das  Besnltat  derselben. 


Verbind- 

Lösung. 

一 l ミ 

- 1?3 

十- 

vi 

に' 

'A 

Ä* 
"Ii 

'A 

-Ii 

.ぐ 

X  I 

H4S04 

BlittfTlJingo 
Wurzelzahl. 

Abatcrbon 

Absterben 

a 
1 

JS 
< 

32 

20 

15 

20 

57 

20 

18 

r»7 
i) 

4' 

G5 
38 

63 
12 

5 

05 
1H 
5 

70 
55 
7 

03 

50 
5 

60 

•n 

5 

60 
10 
5 
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HCl 

BlUttorlänge  wf» 
Wurzelltoge  nim. 
WoraJzahl. 

Absterben 

Abeterl^n  1 

Absterben 

Absterben 

33 
27 
1 

40 
20 

1 

43 
20 

48 

«8 

50 
25 
5* 

58 
43 

5 

G0 
42 

5 

68 
10 

5 

60 
40 

5 

64 
40 
5 

65 
40 
5 

6U 
40 

5 

NaOH 

Blüttcrliiug»  mra 
"Worzellitnge  mm' 
Wuraolznhl. 

a 

I 

< 

0 

1 

< 

40 
15 

57 
28 
1* 

62 
40 

63 
15 
4 

ß8 
50 

5 

65 
45 

5 

63 
55 
5 

63 
50 
5 

C2 
40 

5 

一 

' 

G0 
40 

0 

BUtterl'inge 
WiirzelLiDge  "i"> 
WurzelzftLl. 

a 
< 

40 

25 

ßl 
40 
5« 

C5 
G0 
5 

C3 
60 
5 

7 ひ 

bo 
G 

er» 

60 

68 
GO 

65 
50 

5 

63 
40 

5 

― 

一 

一 

ß0 
40 

0 

Kft,S04 

BlätterljiDßo  rani. 
Wurzel  Lingo  mm 
Wur/clziiU. 

41 

29 

•15 

3：» 

50 

35 
3* 

(53 
40 

68 
45 
G 

65 
45 
5 

02 
42 

5 

6r> 

45 

5 

G2 
5 

62 
45 
5 

r>o 

4Ü 
5 

一 

一 

― 

一 

ß0 
40 
5 

NaCl 

I lütterl'Lngo  mm. 
M'urzclluDge  '，"" 

40 

2S 

32 
1 

58 
10 
3* 

ß5 
■iü 
5 

68 
62 
5 

65 

53 
5 

Gl 

ß 

€3 
57 

65 

5：) 
5 

62 
57 
5 

67 

r>r, 

5 

60 
W 
5 

K,S04 

Blütterlüiige  mm - 
Wurzellitnge  mm' 
WurzelTabL 

45 
23 

55 
10 
3* 

65 
40 
i 

70 
50 
5 

75 
60 
6 

70 
CO 

5 

67 

52 

5 

68 
43 
C 

07 

50 

5 

f>8 
50 
5 

67 

55 

r> 

60 
40 

5 

KCl 

JUiittcrliii^e  mm* 
WuraellUngo  "獻 
Wurzelzahl. 

45 

29 

50 
35 
J 

68 

72 
fiO 

5 

T.i 
60 

5 

70 

fiO 

70 

7U 
08 

G8 

：)：. 
5 

70 

5 

70 
10 

5 

60 
40 

5 

Vorgloicht  mau  ntui  zuerst  dio  gciingston  Kouzontrationcn,  bei  deurn  dio 
Pilanzen  abstarlwn,  so  orgab  sich  nachstehendes.  Für  H2S04  und  IIC1  ist  dio 
g^ringsto  aljstorljonde  Konzentration   normal,  geringer  als  diejenige  des  Alka- 
lis mid  bodoutoud  kleiner,  als  die  geringste  Konzentration  des  Salzes.  Etwas 
anderes  lautet  das  Resultat  für  NaOH  und  KOH,  wobei  die  abtütende  Konzentra- 
tion -- normal  ist.    Die  Koazeutration  dos  untersuchten  Salzes,  die  zur  AbtötnDg 

der  Pflanzen  ansreiohi,  erweist  sich  grosser  als        normal uud  die  Salze  sind  in 

allen  Fällen  nicht  giftigor  als  Säuren  und  Alkalien. 

Betrachtet  mau  zunächst  die  höcliateu  Konzentrationen,  die  von  den  Fflanzen 
noch  olino  Schaden  vertragen  wurden,  so  zeigt  die  Tabelle  an,  dass  hier 
die  Pflanzen    Säuren    gegenüber  vk,l    erapfindliclier   sind,   als    Alkalien  und 

SalZeU'  dal,<>i  Whken  SaUreü  SChOU  iU  K°DZeütmti0n 爾 DOrmal 

Für  NaOH  uud  KOH  ist  die  höchste  iiüscliäclliche  Konzentration   normal. 

NaOII  und  KOII  sind Iwi  der  Lösung  von  gleich  Konzentration  ganz  gleich 
dissoziert,  daher  enthält  die  XaOH  Lösung  ganz  ebensoviel  OH-Ionen,  wie  die 

*  Nur  ein  Wurzel  Wftr  gut  entwickelt. 
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KOH  Lüsuug  bei  gleicher  Konzentration.  Trotzdem  ist  das  Wachstara  der  Keim- 
linge in  der  KOH  Lösung  grösser  als  in  der  NaOH  Lüsong,  wie  aas  der  Tabelle 
ersichtlist  ist,  infolgedosseu  muss  K-Ion  günstiger  auf  das  Wachstum  der  Pflanzen 
©in  wirken  als  Na-Ion.    Von  deu  höchsten  unschädlichen  Konzentratxon  der  vier 

1  ,  1 

untersncliten  Salzen  steht  das  Na -Salz  au   normal  und  K-Salz  au  normal. 

100  50 

Na-Salze  wirkt  giftiger  für  die  Pflanzen  als  K-Salze.    Na-und  K-Salze  sind  bei 

gleicher  normal   Lösung  gleich  diasoziert,  daher    enthält    die  Na-SalzliisuDg 

ebensoviel    Na-Ionen,    wie  die  K-Salzlösung   K-Ione.     Ohwohl,  Na-Sal2  viel 

gigtiger  ist  als  K-Salz,  so  muss  Na-Ion  für  die  Pflanzen  giftiger  sein  als  K-Ion. 

Dieses  Ergebniss  stimmt  mit  don  schon  früher  gemachten  alkalischeu  Resultaten 

äberein. 

Auch  ist  endchth'cb,  dass  kleine  Mengen  dieser  nuterenchteu  Vorbindangen 
die  Eigenschaft  besitzen  dos  Wachstums  zu  bescbleimigen,  denn  das  Woclistam 
der  Pflanzen  in  dieser  verdünnten  Substanzlösuiig  ist  grosser  aIs  da3  der  Kontroll 
Pflanzen,  wie  obige  Tabelle  ergibt. 

HjjSO"  Na^S04  und  K2SO«  sind  bei  gleich  verdünnter  normal  Lösung  fast 
gleich  dissoziert,  daher  enthält  die  H^SO*  Lösung  ebensoviel  H-Ionen,  wie  die 
Hl&SOi  und  K.S04  Lösung  bei  gleicher  Konzentration  Na-uud  K-Ionen.  HCl, 
NaCl  and  KCl  stehen  auch  in  ganz  ähnlichem  Verhältnis  wie  H,S04  m  Sulfat. 
Da  H^SO,  und  HCl  viel  giftiger  ist  als  Sulfat  und  Chlorid  von  Na  und  K,  so 
mnss  H-Ion  für  die  Pflanzen  giftiger  wirken  als  Na-und  K-Ion. 

Ferner  ist  bei  gleich  verdünnter  normal  Lösung  der  Dissozinbousgrad  für 
KOH,  igSO,  und  KCl  oder  NaOH,  Na^SO«  und  NaCl  fast  gleich  ；  dio  Kationen 
sind  dieselben,  und  in  gleich  normalen  Losungen  sind  fast  ebenso  viele  nogative 
Ionen  vorhanden  ；  Trotzdem  'werden,  die  beiden  Kali  oder  Natron  Salz  an  Giftig- 
keit vom  KOH  oder  NaOH  übortroflfen,  so  dass  das  OH-Ion  giftiger  sein  mnss 
als  die  Ionen  SO/'  und  CT. 

Ein  ähnlicher  Giftigkeitsvergleich  H-Ion  und  OH-Ion  ist  durch  die  Ungloicb- 
Leit  der  zweiten  Ionen  nicht  möglich.  Der  Unterschied  der  Wirkung  des  KOH 
oder  NaOH  und  der  fast  ebenso  dissozierten  TrlßOt  oder  HCl  wird  2am  Teil 
auf  das  Vorhandensein  der  K-oder  Na-Ion  im  ersten  Falle  und  der  SO/'-oi  or 
Cl'-Ion  im  zweiten  Fallo  zurückgeführt.  Auf  Grand  dor  grösseren  Giftigkeit  dor 
H,804  oder  HCl  im  Vergleich  zum  KOH  oder  NaOH  kann  mau  daher  nur  mit 
einiger  Walu-scheüilichkcit  scliliossen,  dass  das  H-Ion  selir  giftiger  für  die 
Pfianzen  ist,  als  OH-Ion. 
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アル 力 リ -MM 


…十分の一よ り 一 萬 分の ーノ/ ^マ〃 


摘  耍 

木 報 文 は 酸、 ァ〃 力 ヌ - 及び アル カタ -鹽 類の 水稻の 生育に 及ぼす 影響に 就て 
ザ 了-ひたる 賓驗の 成 糖な も。 

試驗は 水耕法に よ り 供 拭 化合物の 》 度 を 異にせる 溶液 三 〇坨を 深さ 七輕 
五、 五 糖の ビ- 力-に 盛 6 之れ に 二十 五 粍の 長さ を 有する 幼 苗 五本 5: 移入 し 蒸 » 

水^ は 時々 燕 溜 水 を 以て 補給し 其の 碟度 をして 可成 镂 化な からしめ 以て 培養 を 試 
みた b  。 今 供 試 化^物の 種類 及 ぴ« 度 を 上る と 

酸  硫睃、 鹽酸  十分の一 よ も 二 萬 分の一/〃 マ/ レ 

アル 力 リ -  性 曹逮、 み 性 加里 …十分の一 よ 萬 分の ーノ〃 マ ダ 

硫酸 曹速、 SÄ 化 曹逮' 
硫酸 加里、 S 化 加里 

各 溶液に 於 ける 生長の 度合 は 移入 後 十五 B にして 著しき 徑庭を 生じた る を 以て 
间 日 測 尺 を 行 ひ 以て Ä 等化仑 物の 水稻の 生育に 及す 影羝 如何 を 考察し 以て 左の 如 
き 粘 を はた &。 

^一、 水稻の 枯死 を蹯 すべさ 》 度は硫 § さ^ 酸 共に 百 分の 一 ノルマ ノレ、 ァグ カリ 
一は あ &ては 各 二十 分の 一 ノルマ, レな b、 级 類の 枯死 を 歸 すべき » 度 は 十分の一 

ノ〃 マ〃 以上に して 本 試驗に 際し 使 in せる « 度に 於て は —つも 枯死 を^せ しもの 
なし。 

第二、 水 稻の生 Tt を 阻 害すべ さ 港 度の Jü 少限は 酸に 於て は 五 千分の 一、 ァ ダカ 
9 -に 於て は 百 分の 一ノルマ ノレな に 鹽 類に 於て は 加里 级に 比し 曹達 Ü の 有害 作 
用弒々 著 し く 前者 は 二十 分の一 ノ  /^マ/ W こ して ルの 生育 を 害す る も 後お は 旣に五 
十分の一 ノ  ノレ マ ノレに 於て 有害 作用 5: 表 はす。 

第"、 ァだ カタ -並に 斑 頓 Ä に tfil 化^物 は 加里 化合物に 比し 其の 有害 作 用搔 
し、 之れ tfiü イオンの 加里 イオンに 比し 其の 存害 程度 高き？: 蹬 する ものな り。 

第 叫、 港 度に 於け る硫晚 硫^？? Ü、 碱钕 加里 若く は级 钕、 ^化^ 透、 瘇 化 
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加里の 溶液 は 殆んど 其の 解離 度 相^しと 雖 ども 其の 有害 作用 は 硃酸並 は 堕 酸の 加 
里 並に 1?^ 化合物に 比し 著しく 强大 なる を 尾る、 之れ 水 索 イオン は 加里 並に 曹; 1 
ィ オンに 比し 其の 有害 作用 著しき を 表 はす ものな り。 

^五、 同一 》 度に 於け る劳性 加里、 鹽化 加里、 硃 》 加里 若く は劳性 曹逮、 魔 化^ 

逮、 硫^ 1MB の 溶液 は 亦 共の 胃 度 飱んど な る にも 係らず 其の 有害 作用 はァ 
ルカ？ -に 於て 大 にして 嬢 類に 於て 小な も、 之れ 硫酸 並に 邇 素 イオンに 比し 水 酸 

ィ ォ ン のな 害 作用^ し き を瞪す る ものなら。 
笫六、 水素 イオン 並に 水 酸 イオンの 有害 程度 は 直接に 之れ を 比較し 能 はずと 雖 

ども アル 力 タ-と 酸との 同一 》 度に 於け る 溶液 5： 比較 者 寮せば 吾人 は 水素 イオン 
の 水酸ィ ォ ンに 比し 遙 かに 共の 有害 作用の^ しき を哳定 し 得べ し 即ち 前述せ しが 
如 く 水 Ä ィ ォ ンは鹽 素 並に 硃酸ィ オン よら 有害に して 水素 ィ ォ ンは西 蓬 並に 加里 
ィ オンに 比し 有害な み 然る は 酸の 有害 作用 は アル 力 リ -に 比し 著しく 強大な K 
之れ 水素 ィ ォ ンの 水酸ィ ォ ンに 比し 有害 作用の 著し さが 爲め なれば な b 0 

笫七、 孰れの 供 試 化合物 も 其の 分 iU こ して 多 fi なると さは 有害 作用 を呈 する も 
其の 分 S に して 少 な ると き は K て ルの生 宵 を 刺戟 旺盛な らしむ る ものな &。 
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UNTERSUCHUNGEN  ÜBER  DIE  ASCHEN  DER 
KOLOSTRUMMILICH,  MIT  BESONDERER 
BERÜCKSICHTIGUNG  DER  MENGE 
UND  ZUSAMMENSETZUNG  DERSELBEN  BIS 
ZUM  2.  TAGE  NACH  DEM  KALBEN. 

Von 

M.  Sato,  Nogakusfn. 


初乳の 灰 成分に 岡す る 研究 
ぬ 學士  j£ 


Unter  Kolostrum-  «ler  Biestmilch  versteht  rann  das  von  der  Kuh  knrz  vor 
oder  nach  dem  Kalben  ansgescliiedone  Sekret,  das  in  physikalischer  und  chemischer 
Beziehung  sich  von  der  Milch  der  übrigen  Ltiktationszeit  unterscheidet.  So  ist 
ohne  Zweifel dio  Zusammensetzung  dor  Asclienbcstandteile  des  Kolostrums  eino 
andore  als  dio  d«r  Milchascbe.  Ein  nochmaliges  Studiam  dieser  Frage  ware  nun 
nicht  ohno  Interesse  ；  besonders,  da  bis  jotzt  auf  dem  milchwirtschaftlichen  Gebiete 
nur  wenige  Arbeiten  vorliegen,  die  die  Zusammensetzung  der  Aschen  dos  Kolos- 
trums kurz  naoh  dem  Kalben  in  spezielle  Berücksichtigung  zielien.  Folgende 
Znsamniensetzuiigen  der  Kohascheti  der  Kolstrummilcb  wurden  von  verschiedenen 
Forschorn  gemacht. 

Ettling."       Schrot  n.  Hansen.1'  Krüger,) 


EaUamoxyd                                            7,23%  17,40%  7.742»,； 

Natriumoxyd                                        5,72  10,10  6,020 

Oalciumoxyd                                         34,85  '20,99  26.S34 

Magn€äiiuaaxy«l  2«05  0,B8  6,102 

Eisenseaquioxyd                                      0,52  0,42  一 

Schwefobäweanhydria                              0,16  2,82  0,836 

PhoMpliorsütucHiibydria                            41,43  WJ30  «.8 お 

Chlor   11.25  6,85  ― 

Rest                                                          ―  ―  7.27* 

SammA   1，％  101,75%  100,0ü，u' 

Ab  Swueretoff  für  Chlor                           3,22  1^5   一 

100,00%  100.21%  ― 


1)  Eugling.  13oiiclit  dor  Vemachs^tBtion  l«75-77.  S.  33. 

2)  Laiulw.  Vera.  Stat,  Band  31, S.  75. 

3)  Krüger,  Müch-Zeilz.  1^2,  8. 189 
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Schrot  und  Hansen  benutzten  die  gleich  nach  dem  Kaibon  gewonenaon  Kolo- 
8 trammfloh  einer  3  jahrigeu  Knh  nnd  Krüger  gebrauchte  4  Kolostrammilchproben. 

Tronz1)  hat  in  neuerer  Zeit  doroh  die  ganze  Laktationsporiode  hindurch  Unter- 
sncliangen  angestellt  und  die  Zusammensetzung  der  Kolostramroliaschen  kurz  uach 
dem  Kalbern  folgendermasseu  angegeben : 

21 Stunden  nach  dem  KAlben. 
Knh  I  Kuh  II 

....   o,m%  0,700% 
-… 22,91%  2-2.27 
....    8,50%  7AG% 
....  25^1»6'  24,35?,,' 

 %Ct3%  3,87" ぶ 

-… 0,41? ぶ 0.32?b' 
....    1.44%  1.19% 

  29,67%  3(),82°u' 

....  11,54%  12^3% 

Somrna   101,23«^         102,72%  102,56% 

Ab  O,  <tem  Cl entsprechend. . 1/23%  2.72%'   2,56^  2.93% 

100,00%         100,00%  10030%  100,00% 

Dies  sind,  so  weit  sie  mir  bekannt  sind,  die  bis  jetzt  vorüfifentlichteu 
wichtigsten  Untersuchungen  über  Kuhkolostramasche. 

Wenn  maa  nun  die  einzelnen  Resnltate  genau  vet^loicht,  so  findot  man,  dass 
dieselben  nicht  ganz  übereinstimmen,  indem  bot  deasolbeu  Bosiaudtoileu  ie  uach 
den  Autoren  immer  ziemlich  grosse  GehaltHnterechiede  vorkommen.  So  zeigt  sich 
das  Verhältnis  vom  Kaliuraoxyd  z 瞧 Natriuraoxyd  in  den  Untersuchungen  von 
Eagling  und  Krüger  wie 1,2  : 1. D«r  Allailigohalt  ist  also  nach  beiden  sehr 
gering,  während  nach  Solirot  und  Trunz  dersell»  weit  grösser  ist  und  fast  so 
hoch  erscheint  wie  der  der  normalen  Milch. 

Das  Verhältnis  beträgt  am  Tage  dos  Kalbens  schon 1'7  : 1 uud  uocli  Trnnz 
24  Stunden  nach  dem  Kalben  sogar  2,9  : 】• 

Die  anderen  Bestandteile  weichen  ihrem  üewicht©  nach  auch  von  einauder 
ab.  Der  Gebalt  an  Calci umoxyd  ist  fast  gleich  nach  den  3  geuaantea  Autoren, 
uar  Eugling  gibt  Si,S5%  an.  Für  Phosphorsäure  und  Schwefolstiuro  sind  die  Worte 
ganz  verschieden.  Eagling  und  Krüger  fandon  einen  ziemlich  hohen  Gehnlt  an 
Phosphoreaare,  dagegen  einen  sehr  niedrigen  an  Hcliwefelsäare,  während  dio8 
Verhältnis  bei  den  beiden  anderen  gerade  umgekehrt  ist 

Ferner  findot  man  auch  auffiillond  wenig  Chlor  bei  Schrot  nud  Krüger,  nach 
<len  übrigen  Autoren  botragt  der  Gehalt  an  Clüor  soviel wio  der  in  der  normalen 

■  »  ^    -  + 

1) Zeitaehr.  f.  physiol.  Chemie  40, 1903,  S.  303-301. 


Arn  Tngo  des  Kiilbt-ns. 

Ann  I  Kun  II 

Aacboomonge  1^)52%  0,717%.., 

Kaliumoxyd   16,15%  17,98%  ... 

Natrinmoxyd  11,75%  7,84%  -.. 

OJciumoxyd  34,53"^  23,14%  . . 

> I itgnesinmozyd                        4,52%  5,27%  •  • . 

Eiaeosesqnioxyd                        0fld%  0,28%'  ... 

 1,00%  2.45",；  ... 

 23,37%  33.49«;；  ... 

Chlor  14,17%  12,03°,；  ... 
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MilcL.  Merkwuraig  ist  es,  dass  das  abführend  wirkende  Magnesiumoxjd  nach 
Eugling  in  ebenso  geringen  Mengen  vorkommt  wie  in  der  normalen  Milch. 

Dies  ist  der  Grund,  weshalb  mir  oine  uocb malige  genaue-  Untersuchung  der 
Kolostrumilcb  angezeigt  erscliion.  Zu  diesem  Zwecke  prüfte  ich 11 Milcbproben, 
die  von  6  Külion  im  Rassonstalle  unseres  zootecbnischen  Instituts  stammten. 

VerBuchsanstellung  und  Untersuchungsmethode. 

Proben  wurden  stets  gleich  nach  dem  Kalben  lind  dann  nochmals  24  Stunden 
nachher  gonommou.  Die  betreffondon  Küho  waron  immer  in  ausgezeichnetem 
Znstande. 

Die  Untersuchung  erstreckte  sich  aaf  ：  spezifisches  Gewicht,  Fett  und  Gosamt- 
ascho  ；  in  der  letzteren  wurde  der  Gebalt  an  K20,  NaP,  CaO,  MgO,  SO,,  P.Os, 
Cl und  Fep8  festgestellt. 

Das  spezifische  Gewicht  der  Milch  wurde  mittels  der  Milchwage  von  Westphal 
ermittelt  ；  den  Fettgehalt  bestimmte  ich  naclj  der  Gerberscbeu  Methode.  Zar 
Kohaschenbestimmung  wog  ich  etwa 10  ccm.  Milcb  in  einer  riatinschalo,  dampfte 
ein  und  veraschte  bei  eiuor  schwachen  Rotglnt.  Dio  Herstellung  der  Asche  zur 
Analyse  erfolgte  in  der  Weise,  dass  ca. 1 kgr  von  der  vorher  gut  gemischten 
Kolostrurarailch  in  einer  Porzellanschale  auf  dem  Wasserljade  häufig  umgerührt 
nnd  eingedickt,  dann  in  oinor  Nickelschale  auf  dem  Sandbad  zur  Trockne  ver- 
dampft wurde.  Da  dio  Alkalichlorido  bekAnutlicli  t)ci  starkem  Erhitzen  flüchtig 
werden,  so  erfolgte  dio  Veraschuug  stets  mit  einer  kleinen  Flamme,  bis  die  ganze 
Substanz  völlig  verkohlt  war.  Nachlier  wurden  dio  löslichen  Stoffe,  besonders  die 
Cbloralkalion  mit  heissem  Wasser  extmhiort  ；  der  Rest  bei  einer  stärkern  Flamme 
vernscut,  daun  alios  zusammen  iu  einer  Flatinscbale  abgedampft,  nochtmals  scliwach 
geglüht  und  der  eine  Teil  in  Salpetersäure,  der  andere  ia  Salzsäure  gelöst. 

In  einem  Teile  dieser  Salpetersäuren  Lösung  wurdo  das  Chlor  mit  Silberaitmt 
äIs  Chloreilber  ；  dio  Phuspborsäure  nach  der  Moljbdänmethode  als  Maguesiam- 
pyropbosphat  bestimmt. 

In  einem  äquivalontou  Teile  der  Salzsäurelösung  wurde  das  Eisen  mit  Am- 
moniak neutralisiert,  danu  mit  Ammoniuruftcotut  vorsetzt,  gelinde  orwurmt  und 
das  ausgeschiedene  Eiseiipliosplmt  abfiltriert.  In  diesem  Filtrat  wurde  der  Kalk 
durch  Zusatz,  von  Ammoniumoxnlat  ausgefällt. 

Den  Niederschlag  wtisch  ich  mit  heissem  Wasser  gut  aus,  glühte  nud  wog 
das  Calciumoxyd  ；  die  ]\[jiguesia  in  diesem  oingeengten  Filtrat  wurde  als  Phosphor- 
saure-Amniouiakinaguosia  ausgefällt  und  die  Piiropho3pborsiluremagnesia  gewogen. 
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In  einer  anderen  Aschenlüsung  wurde  die  Schwefelsäure  mittels  Bariumchlorid 
gefällt  und  das  Baryumsulfat  bestimmt.  Im  Filtrat  wurden  die  Alkalien  zunächst 
als  Cblomlkalien  bestimmt,  das  Kali  als  Kaliamplatinchlorid  in  eiu  gewogeuas 
Filter  gesammelt  und  gewogen,  daraus  das  Chlorkaliam  berechnet  und  das  berech- 
nete Chlorkali ひ m  von  den  Gesamtchlorallcalien  abgezogen,  um  Clilornatrium  und 
Natron  zu  erhalten. 

Die  Ergebnisse  der  einzelnen  ^Vsche-Analysen  sind  in  folgenden  Tabellen 
angegeben. 

L  Eolostrammiloh  einer 12  Jahre  alten  Holländer  Kuh,  welche  am  6.  Dezem- 
ber 1908  znm  8.  Male  kalbte. 

a)    Kolostram  gleich  nach  dem  K&lben. 

Itmktion   Amphoter 

SpeziflaohM  Gewicht  1.0C04 

Fettgehalt  3,7% 

Aschengehalt   1,W 

Zusammensetzung  der  Asche: 


Kaliomoxyd  16,745% 

Notriamoxyd    7,253% 

Cakinmox7d   28.090^ 

Mngne«amoxyd    9.603^ 

EiaeMeaqakwyd   0,348% 

SoLwefelfltoMRiihydrid   2.258% 


Pboepho«Äoi«uihydrid   24,196% 

Chlor   12,855% 

SammA   101,348% 

Ab  Saneratoff  für  Chlor   2»896，u' 


b)    Kolostrum  24  Stunden  nach  dem  Kalben. 

Ke^ktion   Amphoter 

Spezilbche«  Gewicht  1,038 

Fettgehalt  

AachengehAlt   Ifi1&% 


Znsfimmensetznng  der  Asche : 


Kaliamozyd   24,321% 

Natriamoxyd   13,502% 

Cnlciamoxyd    2ö,ß83% 

M«gnmiamoz7d   6JbO0% 

EiMQBeeqaiozyd    0,794% 

Schwefebaaieaahydrid   2,285% 


l'hwphonifiummliyilrid 
Chlor   


Samma   102,375?^ 

Ab  Sotuiratoff  fftr  Chlor   2.937»0' 

99,438% 


2.    Kolostrommilch  einer  4  jährigen  Holländer  Kuh,  wolclie  am 18.  Dezember 

zum  ersten  Male  kalbte, 
a)    Gleich  nach  dem  Kalben. 

I^ciilctiori  « 事 Am  j^liot*>r 

flpeziflsohes  Gewicht  1,0574 

Fettgehalt   6,8%" 

Aaohflngehnlt   0,980% 
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Zueammensotzung  der  Asche  ： 


Kalimnoxyd    14,252^ 

Nfttriumoiyd   6,5fiÄ^ 

Calciamoxyd    26,412% 

Mii^aesiainoxyd   6,645% 

Eisensosqaioxyd   0,«77  % 

SchwefelftÄurwinhydrid   U»20 ふ 

b)    24  Stunden  nach  dem  Kalben. 


l、hoH〗>hora?ltireimliydrid 
Chlor   


Ab  Suu-Mtoff  für  Chlor 


, 37,911% 
• 10,538«^ 

.1Ü3  30:、 ひ' 
1 華 れ' 


Reaktion   Amphoter 

Spesdfischos  Gewicht  1,038 

Fettgehalt   3,4% 

AachonßBhalt   0,924%' 


3.    Kolo-itraramilch  einer  9  Jahre  alten  Guernsey  Kuh,  welche  am  31. 
Oktober  190S  zura  6.  Male  kalbte, 
a)   Gleich  nacb  dem  Kalben. 

Renktion   Ampbotor 

Sp«zififlchee  Gewicht  1,0779 

Fettgehiüt   5,1% 

Aachengehalt   l,0Qa% 

Zasammonsetzuug  der  Asche : 


rbospboiaUarennhydriil  19^15^ 

Chlor   14.896% 

Summ»   103,026?^ 

Ab  Siwentoff  für  Chlor  ^3^61^ 

99,665% 


Kftliamoxyd    23,371% 

Nfttriomoxyd  11,9ftl%' 

Calciamoxjd    25,332% 

Mngnesiamoxyd   4,861% 

EiaoDaesqaioxyd    0,186% 

Schwefelslarannhydrid   Ü,904% 

h)    24  Stunden  nach  dem  Kalben. 

Reaktion   Amphoter 

HpezifiscbeB  (}« wicht  1,0411 

Fettgehalt   4,9^ 

Aschengehalt   0,854% 
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KaÜnmoxyd  . . . 
Natriomoxyd  . . . 
Calciumoxyd  . . . 


35.691% 
10,797»^ 

101,831% 


ZusammensetzuD  g  der  Asche : 


Kaliumoxyd                                   2fi,001^  Fhosphorsliareaiihydrid 

Natrinmoxyd  12^40%  Chlor   

Calciumoxyd   28,952-  8碰 應  

Magnesiumoxyd                             3.874%  Ab  g^,,,^ き CMo, 

Kinsenaeaqiiioxyd   0,867%' 

Schwefclsiureonhyrdid  1,292% 


Zu.sammensetzung  der  Asche : 

Phosphoralnieanhydrid 
Chlor   

Ab  SawrRtoff  ftJr  Chlor 


2  3  6  9 

8  9 1 2 

1 w 


1  Ä 
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4.  Kolostrammiloh  einer  o  jahrigon  Guernsey  Kuh,  welche  am  6.  Dezember 
1908  znm  3.  Male  kalbte. 

a)    Gleioh  nach  dem  Kalben. 

PtcaktioQ  Ampboter 

Spezifisches  Gewicht  IJ06 


Zusammensetzung  der  Asche: 


Kalitunoxyd   15,115% 

Natrinmoxyd   7,1 

Caliunioxj'il . ,  ,  


KisciiÄGsquioxyd   

Schwefelsiiiueanhydrid 


rhoBphofflKoreanhydrid   36,315% 

 12,560^ 


Bummii   

Ab  Saoerstolf  für  Chlor 


. 2,834% 
100 卿 ％ 


24  Standen  nach  dem  Kalben. 

Reaktion   Amphotar 

Spezifisches  Gewicht  1,0406 

Fettgehalt  4,0% 

Aacbexigehalt   0,855% 


Zuäammeusetziing  der  Asche 


Knlinmoxytl 


 19,545% 

 10^518% 

 23380,V 

 1.686% 

oioxyd   0^318% 

hydxid    2filb% 


PhoBpboraStnreanhydrid 
Chlor   


 32,092；^ 

 12,162^ 


Sammn   102,416% 

Ab  Sa 細 toff  för  Chlor   2.745X 

99,071% 


5.    Kolostraramilch  einer  G  jährigen  Sliorthorn  Kuh,  welche  am  31. Novem- 
ber 1908  zum  3.  Male  kalbte, 
a)    Gleich  nach  dem  Kalben. 

Iknktion   Amphoter 

Spedfiacbea  Gewicht  1.0577 

 5,«% 

 0.92R% 

Zusammensetzung  der  Asche : 


F, 


Kalitunoxjd    \'2^% 

Natriamoxjd   3,829% 

Qücmmoxyd   34,714«0' 

Magncsi  amoxyd   6323_°„' 

  0^62«； 

  1^24««,' 


PhanphonKnronnhjdrid   33,090 

Chlor    9,490 

gamma   101,257 

Ab  Saoeratoff  för  Chlor   2,1" 

99,115 


h)    24  Stundon  nach  dem  Kalben. 

Itenktion   Amphoter 

Spezi  flaches  Gewicht  1,035 
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FettgehAlt  2,4% 

Aschengehalt   0,819% 

Zusa  m  mensetza  « g  dor  Asche : 


Kalinmoxyd   1R,034^ 

Natriumoxyd   7.752?,； 

Caldumoxyd    23,258% 

Mugnesinmoxyd   3,692,9,； 

Eiflengesqnioxyd    0,198,°,,' 

Schwe£eis!lure«nhydrid  1^65«, 


PhnaphoraHurcanhy  dri'l 


Ab  Sauerstoff  für  Chlor 


. 36,940% 

.100,726% 
•  2,141°； 


6.  Kolostrummilch  einer  7  jährigeu  Holländer  Kuh,  welche  am  31. Mara 
1910  zum  3.  Male  kalbte. 

ai Gleich  nach  dem  Kalben. 

Reaktion   Amplioter 

Speziflnchos     wicht  j  ,0b 

FettgehAlt  2,7% 

Aachengehftlt   1,000% 

Zusammensetzung  der  Asche : 


Kaüumoryd   12,688% 

Natriomoxyd   8,524%' 

Oalciamoxyd    36,775^,； 

iumoxyd   2JW9% 

 0,570% 

 J.9ÖJ% 


1 ' Ii  oh  j  > 1 1  o  rsl i  nrennh  y  1 1 rin    2^.233^ 

Chlor   8,174% 


ÄLißiK'siumoxyd  

L.1SP  nsc-Hqtiioxyd  .... 
SchwefoIsKnieanhydrid 


Snmraa   ■ … 

Ab  KnuerstofE  f&r  Chlor 


 101.033% 

 1.913% 


Durchschnittorgebnis  der  obigen  Zosammen^izangen  vou 
Kolostramrailcho  ist : 


Gleich  nach  dem  Kalben 

llenktion  Amphoter 

Bpezifiach«s  Oovricht  1,0656 

Fettgehalt   4,8»,； 

ABcheogehalt   1,030% 

Zasammonsetzung  dor  Aschen 

Gleich  Dach  dem  Knlben 

Kaldomoxyd   14,506% 

Katriamoxyd    "7 ,719 ふ' 

Calciumoxyd    29,200% 

Mngneaiumoxyd   R.062",,' 

 0,444° ぶ 

 1.'21<V 

 30.882^' 

Chlor  11,467% 

Summa  102,061% 

Ab  Snuoratoff  für  Chlor    2,577 タ。' 


24  Standen  mich  dem  Kalben 
Amphoter 
1^)385 

0.R99% 


"2i  Stunden  nach  dem  Kalben 
21,267% 
10^68% 
24,940% 

3.m ク,； 

10^119,； 


101,79:}% 
一 2.453% 

99,340% 
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Schlussfolgerungen. 

Wenn  wir,  die  Ei^ebnisse  der  Untersachungcn  der  oben  genannten  Forscher 
berücksichtigend,  eine  Reihe  von  Punkten  aufstellen,  über  welche  uns  ein© 
Erkenntnis  noch  fehlt,  so  fragt  es  sich  nun,  welche  dieser  Paukte  dtm;h  unsere 
UnteTsaohaugeu  eine  Beantwortung  6nden  können.    Indem  wir  auf  die  bezüglichen 

wir  dieselben  nun  einer  Besprechung  zu  unterzioheu 


Was  zunächst  die  Frage  anlangt,  in  welchem  GebaHvcrhältuis  die  Kokfitrum- 
Asohenbeetandteile  stehen,  so  künneu  wir  uoch  zu  keinemendyültigen  Schlösse 
kommen,  weil  die  von  mir  ermittelten  Befunde  sehr  vorschieden  sind. 

Das  Verhältnis  von  Kalinmoxyd  za  Natrinmoxyd  ergibt  nacli  meinem  Uuter- 
snchangen  die  nachstehenden  Werte : 


Diese  Zahlen  zeigon,  <3ars  das  Verhältnis  vom  Kali  zum  Natron  besonders 
kurz  nach  dem  Kolbou  je  nach  den  Kühen  ganz  Terscliieden  ist.  Dasselbe  ist 
weiter  als  das  von  Eogling  und  Kruger  aus^ogebene,  kommt  aber  dem  vou 
Schrot  und  Tranz  gefundenen  ziemlich  nahe.  Ebenso  soheu  wir,  dass  der  Alknlige- 
halt  in  meinen  Untersuchungen  sich  auch  dem  von  diesen  beiden  Autoron  ennit- 
telten  nähert.  Doch  schwankt  derselbe  sohr,  and  zwar  ist  der  Min  imam- Alkaligo- 
balt  (5,229  Kaliumoxyd  und  3,829  Natriumoxyd)  oljenso  gross  wie  der  von  Engling 
and  Krüger. 

Fomer  fanden  wir  don  Gehalt  an  Kalk,  Pbo^phorsäure  und  Schwefelsäure 
auch  sehr  verschieden  ；  in  einem  Falle  näheit  er  sich  dem  der  obenerwähnten 
Autoren,  in  eioom  anderon  weicht  。r  ； ganz  von  dousoll^en  ab,  was  besondere  für 
die  l^iosphorsuure  and  Schwefel&auro  dor  Fall  ist. 

Beziiglich  dos  Chlorgohaltos,  dor  sich  sehr  nah  demjenigen  der  normalen 
Milch  zeigt,  stehen  unsere  Kosaltato  im  Gegensatz  zu  doueu  Schrots  und  Krugers. 


9 

1 


119  3 

2,  2, 1, 2, 


1 

2 


2 


7  9  4  5  9 

11111 


比 


1  2  3  4  5  6 
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Ferner  erkennt  man,  dass  das  Magnesiamoxjd  iu  grossen  Mengen  vorkommt 
und  ebenso  viel  betragt  wie  das  toii  den  3  Autoren  ausser  Eagling  ermittelte. 

Zum  ScWass  bemerken  wir,  dass  eine  boträciltliche  Abnahme  des  Golialtes  an 
Kalk,  Phospborsäuro  und  Magnesiamoxyd  und  eine  Zunahme  des  Alkaligehaltes  im 
Laufe  der  24  Stunden  nach  dem  Kalben  eintreten,  wodurch  die  Zasammenaetzung 
der  Kolostrumaschen  sich  allmählich  der  jeaigen  der  normalen  MUoh  nähert. 

Es  ist  mir  eine  angenehme  Pflicht,  für  die  bei  der  Aasarbeitaug  dieser 
Untersuchungen  Liebenswürdigkeit  des  Herrn  Prof.  Dr.  S.  Hashimoto 

an  dieser  Stelle  meinen  aufrichtigen  Bank  »uszosprechen. 


24  Stunden  nach  dorn  Kalben. 


a)  0,071507g   B«S04  = 

b)  0,060557g  BnS04  - 
") 0,014714g  Fe^POJ,^ 
b)  0,0l50l4gFel(PO1),= 
ft)  0,177914g  Mg，P,07  = 
b)  0,177714g  Mg,P,Ü7  = 


0,9914g 

0,024522g   SO,  =  2,474X1 

0,020767g  SO,  =  2,095， ふ J 

0,007799g  Fo,0,  =  0,789%' j 

0,007951g  Fo,0,  =  0,V)i°o) 

0,ÜMi81g  ilgö  =  C.'SOi»;! 

1403g  MgO  =  c,,m^\ 


...0,794% 


Belege  fur  die  Analyse. 


Gleich  nach  dem  Ivalbon. 


0,053114g  BoSO* 
0,053214g  B«S04 
0,005 157g  Fe,(POJ， 
0.003237g  Fe2(P04), 
ü,21257g  Mg,P,Or 
0,212>7g  MgjPjO, 


0,212514g  Mg^PjO, 
0,2taßl4gMg,PaO, 
0,33'2337g  AgCl 
0TW1757g  AgCl 

0,6921g  (KCI),l，tC レ 
0.103635g  NaCl 


0,R0228g  Asche 
0,018317g  SO, 
0,017906g  SO, 
0,002391g  Po，0， 
0.0^2783g  Fe,04 
0,777012g  MgO 
0,077012g  MgO 
0,22M57g  CnO 
0,224337g  CaO 
0,63918g  Aachs 
0,1516^!)g  P,ü4 
0,l54ft-ög  1'20 ュ 
0,081293g  Cl 
0,082027g  Cl 
0,80228g  Asche 
0,l343«g  K,0 
0,058190g  Nä,0 


2,283%  I 
2/233%  f  • 

0^47%  J  • 

28.102；,； ) 
28,077%  f  ' 


24,1U0% 

12,876%  J 
12,833%) 

7,253^ 


. . .9,603% 
. 23,030% 

.. 21,196% 


b  b 


b 


b 


b IT  b 
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•) 



0,2343Mg 

CuO 

= 

25.052%) 

b) 



0,«254314g 

CnO 

25.713%) 

10000g 

Aabe 

») 

0,2353Hg  Mg,P,0T  = 

0.16278lg 

16,278%  I 

b) 

0,255214g  Mg,P,0T  = 

0,1627 17g 

p,o9 

lfl,"272%f 

a) 

0,52ß057g    AgCI  = 

0.190067g 

CI 

13.007%) 

b) 

0.52G637g    AgCI = 

0,1302I(ig 

CI 

13.022«； )" 

0,9»4fig  A 

acbe 

») 

l,2462g  (KCl),PtCl4  = 

0,24190Cg 

0.253013g    SaCl  = 

0,l342«9g  Nft，0 

«) 
l>、 

») 

b) 

•) 

b) 

») 

b) 

») 
b) 
») 

b) 

•) 

b) 


.. 23,683% 

.. 16,275% 
■  • 13.015^ 


2. 

Gleich  nach  dem  Kalben. 


0,037611g  iioüOt 
0. 025514g   BnSO, '― 
0,011257g  Fe,(P04),: 
0,010157g  Fe,(POJ, 
0,153307g  Mg,r,07 
0,154207g  MglPaOr 


0,4S8914gMg,P,Oy 
0,437914g  MgtP,07 
0312557«  AgCI 
0,31&357g  AgCI 

0«6 は 8g  (KCl)aPtCl4 
0  ri88'2 お NnCl 


0338R^  Asche 
0,012899g  SO, 
0,008750g  SO, 
0,005964g  Fe203 
(\005381g  F0l08 
0,035563g  MgO 
0,055R89g  MgO 
0,221457g  CaO 
0,M は 57g  CaO 
0,7373g  Asche 
0,279838g  P,08 
0,279301g  PtOa 
0,077290g  Cl 
0.077972g  Cl 
U,838T^g  Asche 
0,U9533g  K,0 
0.046861g  Na.O 

2. 


10.43%  f 
0.711^1 

6.66 1«0' 
26.406%  I 


24  Stunde«  nach  dem  Kalben. 


0,70278g  Asche 

«) 

0,027914g   BaS04  = 

0j000&73g  SO, 

0,027614g   BnS04  = 

0,009573g  SO, 

0,004557g  Fe,(P04),= 

0,003414g  FetO, 

b) 

O,0O4757g  Fe^POJ, = 

0,00259Cg  Fe，0， 

SS 

0,358% 

0,060157g  Mg,  P,0， = 

0.021803g  MgO 

- 

3.102% 

b) 

0,061457g  MgjP,!). = 

0,022273g  MgO 

") 

0.161707g  CaO 

23.136% 

b) 

0.164607g  CnO 

...1,292% 


.0,077% 


37^51^1 
37,9680„  )  • 
10.481«；) 
10,575%  I  • 


- 26.412% 

. 10.528»； 


...0.351,9 ふ 
. . .3,136% 
.. 23,429% 
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0,339314g  Mg，P，0T 
0.343514g  Mg,r，0， 
0,2(55757g  ArCI 
0,2Bß657R  AgCl 

(».0T,75K  (KCl)zPtCI4 
0tUi'2Gg  NnCl 


0fi0JG2S  Asche 
0,21G145g  P,Oa 
0.219014g  PaOs 
0.0Cj7()8k  C! 
0,0Cä931g  Cl 
0.70278g  Asche 
0,1 お 5C»Rg  K,ö 
O'OßOft は r  SatO 

3. 


10,779%  I 

io,«ir, 〜寸 

18,4360,； 


Gleich  nach  dem  Kalben. 


0,02  (92g  BnS04  = 
0,02882g  RaSO*  - 
0.003 ひ 2g  Fe ！， (PO*), = 
0,003G2g  Fo^POj, = 
0,l3C-25g  Mg2r2Ür  = 
0,1371^  Mß,I' メ) 4  = 


(),Ä400-2g  Mg，l つ 0T  = 

0,16902g  AgCl = 
0,l70()2g     A«C1 = 

l;^272g  (KCl),rtCl = 
f126«103g    NnCl = 


l.'llSWft'ig  Asche  ： 
0，00354«g  SO, = 
0,019383r   SO, : 

0,0  )i«r.r,K  Fo,o3  r 

0,(XU918g  F,>/}„ 

C,  04J38lg  MgO  : 
0,0i3707B  M«0  = 
0,259G00g  CnO  : 
0,257700g  CnO  : 
0,7702)»$;  A»cho  ： 
0,153000g  P,Oa  ： 

D,  t511l7g  P?Os  : 
0,1159C5g  Cl 
U,tl6'21'2g  Cl 
1,0 は 262g  Aaoho  ： 
0,2332  l'2g  K，0  = 
0,142298g  Na,0  , 

3. 


0,8389^1 

('•188， ふ) 

4,81：» 

4,877%  I" 
，"ベ 
25/293'、 ふ I 


19,637%  I 
19,192%  I 
1.1,880%  j 

23.371«； 
13,961% 


24  Stmulon  nach  dem  Kall  Jen. 


0.03132g  B«SO, 
0.00822g  Fe,(rOj， 

O.0O8O2«  Fo"ro,)， 
Ü.052U2R  Ms,l',()7 
0.05332g  Mg,r,Q7 


0,U824g  MglP,0T 


0,49936g  Asche  = 
0,01074  lg  S0S  = 
O,0103J8g  S つ, = 
0,00lT>jg  Fe/), = 
O,00i302g  Fo.O, = 
0.019180g  MgO  = 
0,01950Gg  Mh'0  = 
O.U467(»r  CaO  - 
0.144470g  CaO コ 
0,51581g  Ascho 雞 
0,034513g  r,08  = 
0,055023g  P ，(乙 ^ 


'2,151%  i 
2,032  nu'J 

0,^72X  I 
0,WU" ぶ) 

3.307% す 
28.970.V) 

18,322^ 1 

18,  r:!^) 


35.691% 
10,737% 


. .0^04«^ 

..4,861% 
25,332% 


•  .0,857% 
. .3,874% 

28,952«,； 

18.372% 


^  w  ,b  -Jr-S-  •JS-b.s-b.sfb.H'b  a  b  a  b  a  fl  ab  ab  ab  Ab  a  b 

1 
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0,18972g  AgCI 
0,1897^  AgCI 

0,6092g  (KCl)tPtCl, 
0,1161g  NaCl 


0,01630%    Cl = 9.093。  J  • 

0,48936g   Asche  e 

0,12^899g   K'O  =  28,001% 

0,0G1621g  NaaO  » 12,340^ 


. .9,033% 


Gleich  nach  dem  Kalben. 


0,039314g  B«S04 

0,034214g  B*S04 

0,003857gFe，(rü*)， 

0,002607gFe"POJ: 

0,08'2e07glIß2P;IOT 

0.082757gMßjr3OT 


0,280  457g  Mg,  r;lOT 

0,258 157g  ArCI 
0,256007g  AgCI 

0,4l48g(KCl),PtCl4 
0,07888g  NnCl 


0.53270g  Aach« 
0,01368^  SO, 
0,011733g  SO, 
0.002013g  Fo:0， 
0.001381R  F«,0, 
0,t)23339g  MgO 
0.02909 化 MgO 
0,12C907g  CaO 
0,127  ir>7g  CnO 
0.50G97g  Ascho 
0.178811k 1 ヽ Os 
0,179321r  PjOj 
0,OTv3829g  Cl 
0,Oß3:)'20g  Cl 
0.S3'27k  AnoJie 
0,08  Jö 18g  K,() 
0.0U8G6g  K»»,0 


2,570^ 
2,202^ 

0,259«o' 
r,,G20 "ぶ 

23,846% 
23,927», 

33.277^ 
35,372°,； 
12,590% 
1 2,529  °J 

15,115% 

7.8Ö0«U' 


....0^2% 
...5,637% 
,. 23,877% 

.. 12,560% 


24  Stunden  nach  dem  Kalben. 


0,0G7657g 
0,067757g  llaSO*  ： 
0,0QGS)07gFc,(PO*)， : 
O.OOffJ^gFe^POj, 
0.053657g  Mg^jO, = 
0,053557g  Mg,P,Or  = 


0.512857g  Mg,rj07 
0,5 は:) .VTgMi^r/) 厂 
0,131907g    AgCI ■■ 
0,1918^g    AgCI ； 


1,1525)  ß  Ascho 
0,021202g  SO, 
0,02123Gg  SO, 

0.003659«  F ち Os 

0,003(570^  F«tOa 

O.Ul'JUTg  MgO 

0,019411g  ^Igp 

0,26911g  Onü 

0. 2G351g  C«G 

1,  <X)!)4«  Aacho 
0,326982g  l\Ot 
0327 11 1r  P,Oa 
0,12162  Ig  Cl 
0.12161-ß  Cl 


2,013%  I 
0.3IRV) 

23^75"^  I 
",38ö" ふ 1" 

3-2,638  Vi 
12, 162^ 


n/ 1 
'.■'<i  I 

"0' 


- .2.013% 


. .0.318% 


...1,036% 


23.380% 


32.692^ 


1'2,16'2"0' 
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1,1607g  (KCl), PtC い 
0,23057 


1,15251g 

0,225303g  K,0  - 19.545,%' 

0,122377g  Nb,0  = 10,618% 

5. 


Gleich  nach  dem  Kaibon. 


0,031214g  BaS04  = 
0.032214g  BnS04  : 
0,006ß07gFe1(l'O4)l 
0,008507gFe,lPO4), 


0,3T6614g  Mg,P，0T 
0,376Ö14g  Mg，P,0， 
0,342457g  AgCl 
0,229607g  AgCl 

0,1921g  (KClhrtCl, 
0.051194g  NaCl 


0,7137  Jg  Asche 
O,O107O1r  SO, 
0,011047g  SO, 
0,003500g  Fe2Oa 
0,001507g  PüjO, 
0,0488 Wg  MgO 
0.0«>50g  MgO 
0,247307g  CaO 
0,248207g  CaO 
0,61494g  Aacho 
0,a*0118g  p,o, 
0,240W5g  P,Oa 
(),05JS>4;g  Cl 
0.056771g  Cl 
0,71371K  Asche 
0.037288R  K,0 
O,027S31K  2sa3(> 

5. 


I 

0.490^1 
0.631%) 

34,650^1 
34,777^) 

39,047%) 
39,133%) 
9,748%- 1 
Ö.232  ノリ 


24  Stunden  nach  dem  ivolbeu. 


0^35815g  BaS04 
0,035515g  B«S04 
0,003' は 7g  Fe,  (PO ん 
0,003'257gFet(PO4), 
0,091057g  MRsr20T 
0,092157g  Mg，P,0， 


0^513Hg  MgjPjO, 

0,331831g  A«C1 
0,351891g  AgCl 

0,8355g  (KCl),PtCl4 
0,13134g  NnCl 


0,89931g  Asche 
0,012282g  SO, 
0,012 17 お SOa 
0.001832g  Fe,Ü9 
0.00172ßg  Fe:0, 
0,033002g  Mg() 
0,033400k  MgO 
0,209057s  CaO 
0,2(ö257g  C*() 
0^17O4g  Asche 
0.338750g  P,Oa 


1.376% . 
l,354y0o'J 

0.194%) 

23.246°u'| 
23.269%) 

33,939% 


0,087005g  Cl 
0,08700^}  Cl 
0,80931 g  Aach© 

0,162178g  K:0 
0,06871%  Na,0 


7.752% 


. .0,562% 
. .6,823« (； 
34,714% 


. .3,692% 
23,258% 


9,487% 
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») 

b) 
«) 
») 
b) 


6. 


Gleich  naob  dem  Knlbon. 


a)  0,010Rg  BftS04 

b)  0,0109k  B«.S04 


0,004lg  Fet(P04)2 
0,0U12g  Fe，(ro«)， 
0,0310g  Mg,rtOT 


a)  0,0317g  Mg,(P04), 

a)  0,17  "g  A«C1 

b)  0,1713g  AgCl 

a)  0,1306g  (KCl),PtC し 

b)  0,130«g(KCl>,rtC し 
H»  0.03a076g  HaCl 

b)  O,0M16g 


0.2g 
0,003701g  SO, 
0.00363SR  SO, 
0,4  g  Aache 
O,0U2331g  Fe,0, 
0,002225g  FojO, 
0,011235g  MrO 
0,1476g  CaO 
O.H66g  CaO 
0,2g  Aacbo 
0,058U»g  P，Oa 
0,5g  Aacho 
0,04237ffg  CI 
O.042354g  C! 
0,2g  Asche 
0,025351g  K,0 
0,025100g  K,0 
0,017025g  NaaO 
0.0l7069g  N»，0 


...0.570% 


36,775% 


0.556«0) 
2,809% 
36.900%  j 


^…お W 


12,700%| 
8,513%] 


8,524% 


摘  要 

分 疑 後 短時間に 分泌 せらる ゝ 《II の 灰 成分に 關 して は 值 かに オイ グ， ング 

(Eogling), クタ ユカ •  一  (Krüger), シュ u —ト f  Schrot), 及び ク グ ング rTronz) 氏 

^の 報吿 あるに 通ぎ « して一 舣成 害に 引用せられ たる もの は 多く オイ グタ ング 
氏の 研究に か V る ものなる も 氏の 研究 は 其の^ 代 古 く 其 他 三 氏の 研究 亦 供 試 材料 

少く值 かに 一回 多き も 四 回の 分析 結果に 通ぎ ず 從て谷 成分 Hfl は 於け る 差 Ä 甚だし 
く オイ グ， ング氏 並びに ク ， ュガ- 氏の 研究に あって はァ产 力 リ鹽の Ä^tft めて 
^に して 且つ 加里 及 曹逮の 比 1,1 ： 1 は して 飱ん ど 同 fl な る も シュ" -ト氏 並 
びに ツルン ッ 氏の 研究に あって は 常? I と大 なる 差異な く 且つ 加里 及び 曹連 間の 比 
亦大 はして 分娩 IS 後に あって は 1,7  ： 1 二十 四時 間 目にあって は 2,9  ： 1 (Trüaz) 
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no  m-*j  ä の 灰 成分に 钃 する 研究 

の 高率 を 示せ り 石灰 含: a は オイ グ タン グ 氏の 甚だ しく 髙 さ を 除 ひて は 他の 三 氏に 

於て 大 なる 差異 を^め ざる も憐酸 並びに 硃 酸の Ädä に 至って は オイ グタ ング 及び 
クタ ユカ • -氏と シュ n  - ト及ッ ルンツ 氏との ra に 於て 全く 反對の 結朵を 示せる を 

見る 共 他の 成分に あっても 亦 其の 間に 一致 を缺き シュ" ート、 クタ ュガ -の 二 氏 
の 研究に あって は鹽 素の 舍 ä 甚だしく 少く a つ 勒乳 の特 成分と も 見る 可 さ 苦土の 
オイ グタ ング 氏の 研究に 於て 殆んど 常 it と 其の 差 ？：晃 ざる 等 特に 其の 甚だしき を 
晃る よって 余は此 等の 闕 係 を 一 ^明 娘なら しむる た め; ^所 © の? l 牛 六 頃 よ b 分 
娩琅後 並びに 二十 四時 問 目に 十一 回の 試料 を とって 之れ が 灰 成分 を 分析し 其の 結 
朵個 盲に よ b 牛 種に よって 各 成分の 差異 茈た" し く 钧多數 の 材料 を 取ゥて 供 轼 する 
に 非ら ざれば 平均の a 的 8» 係 I： 知悉す る 乙 と 能 はざる もァ/ ^力 タ 直の äji 並びに 

加里 及び 曹迮 間の 比 共に 常? L と 格段の 差な く シュ ト及 タク ルン ク氏 等の 研究 
と 稍々 似た る 成镜を 得たら 伹し 十一 回の 分析 中 唯一 回 加 II 及 W 逮の含 SS めて 少 

く兩者 問の 比 亦 小に して オイ グタ ング氏 並び クタ ユカ • -氏の 結果に 近き 數 を 認め 
たるよ》 an ば 蓬し 個畜 によって か V る 場合の tt も 得る 乙と I： 貢定 する 乙と を 

得 可 し。 

石灰 》 酸 並び は 铱瞜 の 含 s は あ る 場合に あって は從 来の 研究者 と 同量 を 示し あ 
る^ 合 はあって は 甚だしく 差異ある^^ めた る も 初 乳に あって は此 等の 合 量の 高 
さ 乙との みは 明かな》。 

^素の a は シュ" -ト 氏及ク タ ュ ダ -氏の 如 く 少 ä な ら ざるの みな らず 苦土に 
至って は分晚 直後に 於て 特は な る t と を眩 めた b 锊 二十 四時 閱の» 過 は 於て 
アルカリ » の 向上 石灰 憐^ 並びに 苦土の 滅少著 しく  wit よ り 常 乳に @ ^し ゥゝぁ 

る關係 を 明かに 靱 ひる 乙と？: 得 可し 本 報 吿は數 年 前の 研究に か、 り 初？ I に 88 する 

余の 研究の ® めて一 少 部分に すぎず 後日 を 俟 つて 完 ÄJ: 期す 可し。 
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「くさ ふ 《」 に 於け る 細 Hä 核分裂に 就て 


坂 材 徹 

UBER  DIE  KERNTEILUNG  VON  VICI/t  CR/fCC/t  L. 

Von 

T.  Sakamüra. 

m  言 

二三^ 科 Wi 物 CT 分ば そら 5t»  、之ん ど $ 等の 抉の 尖 Ä に 於け る 分 生紐梂 (Meria- 

な m) は體钿 Dä は 分裂の 研究に U 適 常なる 材料と して 用 ひらる 、にも拘らず、 其 生 
琉钿胞 の發育 即ち 花扮 母細胞 及 胚^ 母細胞の 减^ 分裂に 關 する 詳細なる 研究 は甚 
た' 少なし とす。 偁々 二三 之れ 在& とする も、 も は 他の 主なる 目的の 随伴 的 はなさ 
れ たる ものに 通ぎ ず。 元^ 搲 物の 部 钿胞拔 の 分裂と 生^細胞の 減牧 分裂と 


裂の 研究 を 企つ る? in 强 ち 無意味の 事に あらざる を 倍ず。 Hl し 余が 材料 として 

殊更 《さ ふぢ を 撰びた る は 只 そらまめに 於て 怆度適 雷なる 程度に 發育 せる 材料 を 
採取す る 事困雜 なみし と 其 同 ä にして 而も 材料の 抹 取に 都合よ き？ E^i: 有する 亊 
及び 二三！: 科 植物の 材料に 耽て 研究 中 本 植物の 染色 體 が 比較的 少數 なる? を發见 
し 得た ると に 依る に 外な らず。 

^驗 材料 は 大正 元年 七月 乃至 八月 來牝帝 國大學 農科 大學 試作 面に 於て 採集した 

る ものな 6  。 而 して 械數 分裂 お な しつ V ある 花粉^ 細胞！: 舍む花 は 甚だ 細 小に 
して 到底 ビン セット を 以て 之れ 5： 取极ひ 且國定 する 事 能 は ざ 6 しによ に 花 « 全 
295: ^定せ b  。 面定に は空氣 ポンプ J: 使用 して 容 具に 固定 を 逨 する^ を 得た b  。 
囫定 液と して は、 ク p  - ム酷酸 中 液 及 ぴフ レ ン ミ ング液 Irffl ひ、 固定 材料 は 之れ I： 
PR 乃至 七 ミク" ンの 厚さ はミク 》 ト- ム 截断!: 行 ひ、 染色 は； L て ハイデン ハイ ン 
のへ マト キン, ン を 用 ひて 良轄 ili を 得たら。 
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•Kft-r く さ ふ!; j に-於け *ä» 核 分 5Ji:tt て 


S3 細胞 及 胞^ 細胞の 核分裂 

*W 究は 幼き 花 部 器官の 體 細狍& 胞© 細隐の 核に 就て 之れ J: 行 ひ しが 之 等兩種 
細胞核の 構造 及 其 分裂 過程 との 間 は は 核の 大 さ 以外に は 著しき 差！: ^めざ b し を 
以て、 此 Ä はは 只體 細胞核の 分裂に 就ての 論述の み tc 止 ひ。 

】• 末期 （Telophase)' 
後期 (Auaphase) に 於て 染色 报 の 兩縱半 は 互 は R 對の 方向に 向 ひて 分れ ニ朋の 
娘 核の アン ラ-ゲ を 形成す。 極に 達した る 染色 ffSlfeffl は先づ 小な る懕 迫せられ 
たる 塊と なに 後 間もなく 再び 粗 薄と なるべし。 此時已 は 新 境界 壁 及 核 換は成 
立し、 唷阖 形の 核 を旯 る 事 を 得べ し。 染色 59 の^ 胞化 （Vaknolisierang) は 漸次 培 
界^に 近き 方よ Ü 娘 核の © の 方向に 向 ひて 進み 完全に 空胞 化の ft る 時 は 於て は染 
色帶は 二 本の 平行 絲の狀 態となる べし、 而 して 此 際特刖 なる ク メ-レン 
(Chromomeren) なる もの を 見ず。 多 く の 場合 娘 染色 |2 の 屈曲 點は著 しく 密着し 
茈た' 》 厚に 染色す る を 以て、 空 胞化を 追究す る 事 困雜な M 第一 圃 )。 染色 f5 が 小 
^化 （Akeolisierung) を なし 染色 g が 核 腔內に 散布 せられて 精微 なる 網狀 S が 成 
立し つ V ある 間に、 ® 界に 於て 一個 若しくは 二 個の 栈 仁の 出現す る を 尾るべく、 

而 して 此物は 漸次 其大さ を 坩加 する は 至るべし。 網 狀體の 形成 後と 雖 染色お 

(Chromosomenschenkel) を燔 令 多少 明に 認め 得べ し。 總 じて 末期に 於て は一 本に 

速 糠せ る 染色 胜の 存在な く 染色 布 は 其 端 を 完く 分離して 存す。 

3. 靜止期 （Kuhestadium). 
完全なる 胖止 期に 於て は 核 は 一個 或は 二 ffl の 球形の 核仁と一 樣に 而も 精^に 分 

布せられ たる 網狀 85 と を 有す。 而 して 二三の 核に 於て は此 核仁の 周 園 は 明るき 

娑處 を 羝 むる も 他の 核に は 之れ 5： 見ず、 此^ 處は Shusburger  ('05) 及 Lunde- 
gänih  (12) の稱 ふるが 如く 固定の 際に 生ぜる ものなる 事 は 明な も。 完全なる 靜 
止 期 は 於て は Overton の稱 ふる 历始 染色 gg  (ProchromoBomen) は 勿 »、 之れ は頻 
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T.  Sakamtka:    Übsb  i>ik  KBBNTmuxo  ，oh  Ficfei  ernca  L.  H3 

似す る 染色 K 集合 ffSI: 晃ず。 而 して 此 時期に 於て 時々 糖れ に 染色 锊 の 極性 
(Polarität) の存留 せる を 認 むる 事 あり。 


3. 前期 （Prophase). 
核が 静止の 狀 旗よ ^覺醒 する に 至る や、 染色 質 集合 體は 次第に 其 數と大 さと を 
增 加して 顯る べし。 之れ 即ち 染色 莨の 部分的 ffi 縮に 基く ものにして 其數、 大さ、 
,  ^  ^  及 形狀は 不定な り 。個 +      に 飲 在 


はし、 逨 ひに^なる 綠 5: 有する 染色 §8 を 生ずる は 至るべし、 加 之 其 配 7f と狀 旗と 

は 前 分 袋の 末期に 於て 小谋化 （AlveoUsiertmg) を なした る 染色 體 の もれに 等し (第 
三 岡 )0 然れ ども 余 は此際 Merriman  ('04) 力; 玉葱 (眉；請) の 拱の 尖端に て 尾た 
る W 分子 小體の 存在 5： 確 ひる 事 能 は ざ b さ。 一個 或は 二 個の 核仁 は 前 分 裘の末 
期 以来 權镇 して 存在せ る 極に あ 6 て、 此 核仁よ ら 染色 K 脚が 《 光 的に ず 賜 はおて 
走るべく、 又此時 己に 染色 S5 はは 縱裂 起に 此縱裂 は 前期 を 通じて 待 锒 すべし。 

而 して 前期に 於て 新に 生成せ られた る 染色 58 は 其 數十ゴ 染色 ffSm 教) 或は ％ 十二 

を 嫁し 極に 於て 各々 分離して 存 すれ ども 其 中二 三の もの は 核仁の 表面に せ 

" 分 S の 進む に從 ひ^ 體は Ht 伸し 渐次短 太と なり 逨 ひに 完全なる 染色 と 

な る 。 染色 體の 成熟 と共に 核仁 は 消失 し 染色 ffi の Ä 性は亂 され、 染色 體 は恰 も お 

塑枝 分裂の デァ キネ- ゼ （Diakinese) 期に 於て 見る が 如き 狀態 にて 枝 腔 内に 配布 
せらるべし。 總 體 は 前期 を 通じて 雄 ❖ を 以て 紫 力; れる 染色 ffi は 存在せ ざれ ども 


する 孭始 染色 體は 勿論、 m 原 氏 ('10め が 桑 

の體 細胞核に 於て 又 Müller  ('09) がいと 
らん （F"cm) の體 細胞 技に 於て 尾た るが 
如き 對 的に 並ぶ 原始 染色 fg を も 尾ず。 而 
して 染色 K の 力; 進 ひに 從ひ 細狀 95 は 
益 *粗《 とな ら此際 雇 令 染色 K の 表 はす 


極性 5： 認めうべし (^二 圆 )0 此 過程が 一 
^進む 時 はー厣 明な る 染色 ffg の 極性 を顯 
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事な b  。 染色 體は核 吸の 消失 後、 核 板 （Kernplatto) は 並び 次の 期 即ち 後期 は 入 
るべ し。 

中期 （Metapliaso), 及 後期 （Anaphase). 

中期 1こ 於て 所^ 核 外 仁 力; 細胞 蜇內に 散布す。 核 板 Irfe 面硯 すれば 容易 は 染色 
KT 教 を 數へ 5 ベく、 且 染色 65 に 大小 ある 事 5： も 認め 5 べし。 而も 時々 相 降れる 細 
胞 にて 同 じ 程度 に發育 した る 染色 ffg に て 不同の 大さ を 示す もの ある は奇な る 現象 
な 6( 笫四阖 )。 後、 各 染色 體 は縱 裂して 二 個の 等 半と な 6 即ち 均等 分裂 （Äqnations^ 
teilung) を なし、 斯 くして 生じた る 娘 染色 ほ (Tochterchromasomen) は &に移 動 

す、 伹し此 際 次の 分裂の 縱裂を 尾る 事な し。 極 は 達した る 染色 鱧 は 塊と な に 其 
W 通に 膜 を 生じて おき 娘 技 （Tochterkem) が 献 す 0 

花粉 母細胞 滅數 分裂 

1. 静 J ト期 (Rulicstadium). 
月 隠 細胞分裂の 末期に 於て 染色 體 は 呰通體 細胞核の 分裂に 於け ると 等しく 空胞 
化して 玆 は精微 なる 網狀體 を 生じ、 期く して 核 は 花粉 母細胞の 靜止 期に 入る。 花 

粉眯 細胞の 辧止 核と ほ 細胞の 銶 止 核と は 外^ h 大 es に 於て 異る 所な き も 花粉 母 細 

胞 の細狀 fig は M 胞 核に 於け る ものよ b も 稍 にして、 a つ 多くの 染色 粒 を 荷 

^[す。 Wilson  ('09) は M"ium  h 瞧 m に 於て 之れ に 類似した る爭^ を觀 察せ に 核 

は網狀 55 と 一の 核 仁 と を 有し、 其 核仁 は Ä 々明 さ空處 によらて 取 K まる、！: 尾る。 

核仁 は 球形 にして 染色 力 强し。 静止 中に あらても 核仁 は 盛な る發芽 をな し玆に 

生ぜる 娘 仁 は 母 仁の 表面に 附着し、 後に 至 i» て は 即ち シ ナブ シス 前期 （rresjnaP" 
sis) は 於ても 之 等の 娘 t はリ ユン （Linin) の 上に 憑る を 見るべし。 之と 同 探な 
る^ を Kichols  ('08)，  Digby  ('12) 其 他の 學 者が 種々 の 材料に て觀 察せ b  。 此時 
期に 於て は 所 齓 原始 染色 18 なる もの 或は Digby  ('10) のお 載せる タ - ンの 平行 
部 を認む る 事を捋 ず、 事ろ 核 腔內に 染色 質の 將來 集合す ベ き 中心 K と 染色 粒 素 と 
5： 假定 する の 適 常な る を 想 は しむ。 
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2.    i/ ナフ' シス (Synapsis). 
^止の 狀 態よ り 起 もし 核 内 はは 核の 用 困に 近き 多くの 假定 的中 心點に 於て 染色 
質 粒の^ 合が 始ま るべ し 其^ 合體 の大 さ と 數とは 漸次 增加 して 一定 不 僂の も のに 
あらず。 其數は 染色 體 iii 敉ょ b も 多 さ 事 は 確なら。 之 等 染色 性 塊 は 殆ど 球形に し 

て？ ユンの 上に 一 つづ V 分布せられ 對 的に 配列 せらる VI： 見ず。 シ ナブ シス 前 

期に 於て 核 は 漸次 饿大 すれ ども 其 « 張が 不平 均に Ä b 一方の 部分に 於て 著しく 起 
る を Ö て 網 狀粗は 先 づ此强 く 擴 張す る 部分に 於て 核瞜ょ b 離れ 以て^^し 始め 又 
摟 張の 結果 場々 核 眩の 破る V 事 あ b  (第五 画)。 くさ ふお に 於て は Lawson('ll) の 
主谡す る 力; 如く シ ナブ シス は 只 軍に 核 腔の 饿 張の みは して もれ 自身の は 
起らず と の 說は此 シ ナブ レスの « を 完全に 耽 明 しうる ものと 尾 做す 事 能 はず、 何 
となれば シ ナブ シス は 只 眾に技 腔の 膨脹の 結 梁の みに あらず して Ä 際銷狀 髏 もれ 
自身の も 亦 Ä れば なり。 完全なる シ ナブ シス は 於て 集 縮せ る 物 S によ 6 取 凼 
れ たる 核仁 は 多 く は 核腔內 部に あ b て 核の^ 凼には 存在せ ず (第 六 阖)。 而 して 余 
は ä/ ナブ シス 前期 及シ ナブ シス 期に 於て 核 S の錯 維せ る爲め 染色 fig 素 (Chromo- 
Bomenelemonte) の 平行に 並ぶ 狀態 5： 多くの場合に 器 ひる 事 能 はざ^し と雖、 綱狀 
體の 肥大 は 恐らく 染色 質 粒 集合 fiSS: 荷擔 する 二 本の ，ユン 弒の 平行 的 融合に よる ' 
ものな 6。 是れ 即ち シ ナブ シス 後期 は 於て シ ナブ^ス 塊よ り 趨ら出 づる絲 に 於 
て 明に ffi 明す る 事 を 得べ し (第 七 圆)。 核仁 は 盛に 發 茅して 慚次 養分に 乏しくな & 
染色 性 Ä し。 玆に 於て 塊の 中よ ら 逃れ出て、一 の ffi 汾 せられた る 球と して 核の 
用 園 K 附着す。 シ ナブ シスに 於て 破れた る 核 股 は デァ キネ- ゼ期 （Düilciiicse) の 
前 及 ぴデァ キネ - ゼに 於て 初めて 再生せ らる。 

8. スビ レム 期 (Spirem). 
{/ ナ プ シスの ffi 縮に よ b て 網狀^ よ b 紡ぎ 出された る 核絲 はシナ ブ シス 後期に 

至 6 て 初めて 頭るべし、 集 Ä となれ る 核 R は 此^ 合渐次 ％ 接して 細胞質 は 核 腔 内 
に ほ 入し 来る。 期く して 若さ 核 « は 次第に 増加し 其 中には 秘に處 々に 縱 Sir な 
す を 晃る亊 あり。 然るに 核 絲が核 腔 內に擴 がるに 至る や 此縱裂 は 著しくな &而 
も縱 半が 互に 拗れて « 狀 を なす もの あ Mm 八 岡)。 此 H 絲は次 m に 肥大し、 其^ 
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珠狀の 構造 は一 唇 明と なに 又一 度 生じた る縱 S は 消失して 縱半は 再び 融合して 
核 腔 內を縱 ^は 走る、 诅し此 時 核 腔 は 再び て „  hollow  spirem " の狀 態とな 
る。 此 時! £、 核 腔の^ 凼 は存 せし 桟仁は 再び 中央に 復歸 して 球形 を》 る （第 九 
躍)。 

4.  M' 絲の 斲と 染色 體の 形式 (Segraentierung  des  Knäuels  und  Cbromo- 
someubildung). 

Hollow  spirem の 後 枝 铼の縱 裂 は 再びお b て 多 く は 其自形 I： 破壞 して 著しく 集 
縮し 細胞 饺は 核腔內 に^ 入して 恰も 固定 劑 によ &て 人工的 は 生じた るが 如き 観 を 
呈 すべ じ 第 十圃& 第 十一 國)。 此核絲 の Ä 解 は 多くの 學者 によ ら 察せられ たる 
ものにして シ ナブ^スに 對 して^ ニ集緖 (second  contraction) として 知られた る 
期に 相違な し。 然れ どもく さ ふぢに 於け る此 第二^ 縮の 狀態は Beer  ('12) が 二 
三 ^科 植物に て Ä たる 又 LtmdegÄrdh  ('09) がた $ きんせん (Calendula  officinalis) 
に て 期の 如 さ 倮 力み 裂の 機構に^ して は 何等 意眛な さものと して 耽 明に 供した る 
狀態と は 全然お る ものな &。 核 腔の 欲 大と集 縮 したる 塊の 弛钹 とに 俘 ひて 第二 
^榕の Hfl に ^斷 によらて 生じた る 钹染色 體 は 技 腔內に 散布す る は 至るべし ぼ 十 
ニ圃 )。 但し 或 核 絲は此 場合 未た' 完全に 橫斷 せざる もの あり。 而 して钹 染色^の 
數は ハブ。 ィ ド數 に一 欲す。 之 等の 双 ffl の 染色 は 縱轴の 方向 は 集 箱して 漸次 
短 太 と な 6 平^な る ものと なる。 Ä 屮 二三の もの は 各自 の 二 本の «L(H 染色 姣 を 
Ä: 端に 於て 融合せ しむる もの あら。 

5.  チ' ァネ キー ゼ期及 紡！! 159 形成 (Diakineso  und  Spindelbildung). 

デァ キネ- ゼ 期に 於て 核 腔 は 《 張 ir 終 b 核暎は 完全 は 再生せ らる V を 以て 核 全 
ほが 明るく 威ぜら る。 钹 染色 雠は S 々短 太と なり、 核の 周 IS に 散布 せらる。 
面して 之 等の 钹 染色 體 は 種 ❖ の 形狀ヒ も-し 加 之 或 物に 至 &ては 其^^の 染色 ^5: 
互に 全く 緻^す る もの あ 6  (^十三 圃 )。 此 場合 動物の 材枓 にて 喧しく 輪 ぜらる 

、横 裂 四 分子 （Quertetraden) に 似た る 像お 只 一度 Ä たる 亊ぁ &。 然れ ども 
之れ は 所謂 横 S 四 矛 子と して 生じた る もの は あらず、 又 dottier  ('07),  Davis 
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('09) 及 Digby  ('10) が 二 個の 锼 染色 維 が 偶然に 其 端 ヒ0 て 互に 融合した る 
ものと 解釋 したる が 如 きものに あ ら ずして 寧ろ 双 fS 核絲 の 樅 裂の 運れ た る もの 
と して 胃す る 方適赏 なるべし。 此チ 'アキ ネ-ゼ 期に 於て 容易 は 染色 體 の滅數 


即 V 入 • を 算 すべく 且谷钹 染色 SS の 問に 大 さの 差 ヒ も 認めら るべ し。 なほ Sargaut, 
Strasburger,  Overton が搲 物の 材料に て、 又 多 く の學 者が 動物の 材料に て （Längs- 
tetraden) 觀 察した るが 如く 晨々 二三の 取<5 の 染色 隨 中に 縱 裂の 起る を 尾る 寧 あ 
ゥ。 此縱 裂は單 © 染色 體に 起る föW の縱 裂と 見るべく 即ち Overton の 主張す る 
が 如し。 核 吸の 消失と 共に 紡娃ほ を 現出す、 然れ ども 多くの 他の 材料に て 尾ら 
れ たる 多 極紡綫 «85： 尾る の 機 食 を 有せ ざ6 さ、 此點 はな ほ一 脊 研究の 盼 地を存 す。 
笫 ニ^に て 轴胞玟 內に現 はれた る 核 外 仁 はヂァ キネ- ゼ 期の 終 b は 於て はな ほ 
存在すべし。 

6. 笫一 分裂 &中 聞 期 （Erste  Teilung  und  Interkiuese). 

紡! *S8 が 完成 せらる 、や、 染色 K は 紡 綉铼は して 核 板に Sä 列す。 側面 親す 
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れば各 接 染色 粗 は韌め は完 く 融合 し て 規則 正 し く ー樣は 配列せ ら るれ ども 間 もな 

く 各 對の兩 mm 染色 ffi は 分離 し 始め 種 k の對稱 的形狀 を 呈す るに 至る (第 十四 圆)。 

牽引 絲 （Zugfasem) は 多く は 染色 體 の 維に 近く  ^ 着す る？: 以て 分離の 始まらた る 

時に 各 mis 染色 體が 0 形ヒ呈 する 事な し。 核 板 を 極よ 6 現る 時 は 容易に 旦明敉 
に 染色 ta の滅數 raj ち 六 を》 する 事 を 得べ く 且又 染色 體の 大小！: も © する 事 5： ラベ 

し 即ち 二つ s: つの 不同の 大 さの 染色 體 を 尾るべく  ^十五 181 而も 此 大 さの 不同 は 
獲 は 述べし 如 く ヂァ キネ- ゼ期に 於て も 尾る 事 5: 得べ く 又 後に 同型 分 袋の 核权 
に 於ても IS ひる^ 5:^ べし。 後期に 於て 第二  HIß 以來待 親して 存 せる 核 外 仁 は 
突然 消失す。 後期に 至 り 牽引 絲の集 縮に よ b て 染色 體 の 分離 起 b、 染色 flSI: 兩 
& に 牽引す。 分離せ られ たる 染色 53 の 移動 は 同時に 起らず、 或 染色 38 は 巳に S に 
逑し 居る も 他の 染色 fig は 移動の 中途に ある こと あり 。 巳に 終期に 於て も 移動し 
つ 、ある 染色 89 に 第二の 分裂に て Ä に 起るべき 縱 裂を認 むる 事 あ 6。 而 して 此 
時期に 赏ゥ 核 外 仁 は 再び 出現す。 分離 し たる 娘 染色 18 は 極に iB する や 直ちに 集 
縮して 塊と なら 其 周 園に は 次第に 核胶を 生じ 新ら しき 核の アン ラーゲ 成立す。 

閒も なく 集塊 となれ る 染色 ft は 弛緩 し 始め、 空胞化 と AnastomosieruDg とに ょ6 
て 其形飽 を 接ず。 此 時期 に 於て 染色 體が一 本の 速锒せ る絲に K が る や 否や は 一 
の 問題 なれ ども 玆には Grögoire 及 Wygaerte  ('03) の說 を 明かに 歴22 する 事 を 得 
ベく、 決 して一 本の 逨锒せ る 染色 5： 見ず。 即ち 中間 期に 於け る 染色 體 の ffiiS と 

形 旗 と は 85^ 胞 分裂の 前期 に 於け る ものと 類似し、 縱裂 を なせる 染色 《8 がー の 中 
心よ も 放射 せられて 走る を 尾るな b  (第 十六 岡)。 而 して 核 は 決して 静止の 狀態 
K 入らず 又 多 く の 他の 双子葉植物と 問 樣兩娘 核の 間に 境界 壁 を 生ずる 事な し。 

7. 同型 分裂 (HomOotypischo  Kernteiluug). 
第二 分裂 即ち 同型 分裂 は 常規の 均等 分裂 お 營み 染色 fifi の Ä の縱裂 をな す ものな 
も。 饬一 分裂に て 生じた る 娘 核の 分裂の 軸 は 互に 疽 角の 方向に 走る か、 或は 平行 
して 同 平面 上に あ も （^十七 阖 )。 核 板 I： 極面視 すれば 滅數六 を算し 得べ く诲 ほ染 

色 65 の 大小 を も 認め 5 べし。 核 外 仁 は^ 力 弱し。 極に 到逮 したる 染色 體 は異型 
核分裂に 於け るが 如く 塊と なら 新ら しき 核 アン ラ-ゲ の 周圔に 新ら しき 核 胶を生 
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ず。 而 して 染色 體 塊が 再び 弛 餒し始 ひる や 染色^ は 空 胞化は よ り て 漸次 破壞せ 
られ、 間もなく 境界 壁 は 形成せられ 斯 くして 四 分子 を 現出す。 此四 分子 は 後に 
至 もて 各々 花粉と なる ものな も。 


旣に 上に ta 細胞核 分裂 及 花粉 母細胞 核の 滅數 分裂の 過程に 就いて 叙述し たれば 

今 玆に之 等の 研究 結果に ついて 多少 Ift ずるな らんと す 0 

M 胞 核分裂の 際 染色 gg の 分解 及 再 成 は BB して は 以前 は ー舷 に 次の 如 さ 耽 行 は 
れた b  o 即ち 染色 IS は 娘 核の ァ ンラ- ゲに 於て 谷々 其 端 Jrö て繁が & 漸次 細長 

とな》 互に 鍵れ 合 ひて 側 お 以て imastomosieren し 遂は精 Ä なる 綑狀體 を 生じ 而 
して 次の 分裂の 前期に 於て は 之と 逆の 過程 & る ものな もと。 然るに一 九 〇 四 年 
GWgoire 氏が 本 問 駔 に §8 し 重要なる 耽 を 公に せし 以來 多くの 學 者の 注目す る 所 

となれ に 其の^ん る 所に よれ は 染色 fig は 末期に 於て 粗 薄と なら 其綠 お 以て 互 
に anastomosiereu し 一方 染色 體 もれ 自身に alveolisieren して 分解し 之れ によ ^ 
て1" 劇狀 ffi の 旗 状 fiSblr 生ずる ものにして 決して一 本に 繫れる 染色 體 お認めず。 又 
核力 ゆ 裂の 活動に 入る や 前期の 初めに 網狀 H は 再び 末期に 於け ると 逆に  alveou- 
sionm した る 染色 體に H じ而 して 染色 性 物 K は絕ぇ ず 集 縮 して 染色 體 を 完成す る 
は 至る と 云 ふ。 而 して 此說は 後に 至ら Mauo  ('05),  Gregoiro  ('04),  Digby  (10), 
Boer  (12) 及 Stmsborgor  ('05) 氏 等の 確認す る 所と なれ 6  。  くさ ふぢに 於て は 
染色 ffi は 末期に 於て 分解す るに 際し 其綠 5： 以て anastomosiewm すと 雖此 Anast- 
n«wen が更は 網' H の 一部 i: 形成す るに 與 ら 或は Fraser 及 Sudl 氏 (11) の 云 

ふが 如き 染色 fig ^解に 必要なる 機^と なりう べしと 云 ふ 事 は 疑 はし。 何と なれ 
ば 期の 如き Anastomosen がく さ ふぢに 於て &る事 は甚 翔れに して 偶々 生ずる 事 

あ 6 とする も Ä ちに^ 失する を 以てな り。 之に より て 判 ずれば 染色 ffi は 粘着性 
物 R なる によ ら時 侧の 結合 を 生ずる ものにして、 之れ に 封して 特别 なる 恋 味 
を 附 する?^ 能 はざる ものな $。 

次に ffS 細胞^ 止 核 ir 晃ん は、 元 來靜止 核の 狀飽は 其 研究に 用ふ る 材料に よもて 

興る ものな 多。 現に 予 の赏驗 せる I 科の 他の Ä の 如 さもく さ ふぢ と は 全然 Ä る悌 
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を 示せ &。 或 學者は 辦止核 は 於て は 核仁の 外 何物 を も 見ず と 云 ひ 又 Rosenberg 
('04,  '09) 及 Overton  ('05, '09) は^ 止 技に 於ても 染色 體は 消失せ ずして 其 個^ ® 
立 性 5： 維持す る 事 を>6 へ 殊に 後者 は 斯の如 さ 染色 fit に對 して 原始 染色 {»(I^liio« 
mosomen) なる 名稱 を« へた も。 又 多くの 學者 によれば 挟 腔內に 一面に 細なる 
細狀^ の^ 胶 せる 5TÄ る。 而 して GWgoire 氏 は 此網狀 體は勿 論 染色^ すら 整一 
なる 物 S よ りなるべき 事 5： 主 5R する も Stmsbniger 氏は此 》 に 反 封し 染色 體!: 構 
成す る もの は少 くと も 二種の 物 S よ ら なり 静止 核に 於て 尾る 網狀^ の 內には 特別 
なる 染色 粒 あ》 て斯の 如き 小粒が 網狀 TO の 結節に 存在し 此 小粒 體の內 部に^ 体牮 
位が 含有 せらる る ものと なして 此 小粒 (?9 を パンゲ メゾ -メン （Paugenosomen) と 
稱せ" くさ ふぢ It 於て は Gr^goire の 主張す るが 如き 染色 fig の 整一 躭は 適合せ 
ざるが 如し。 何と なれば 不 染色 性 基礎 物 K 及び 之と 全く  » 立なる 染色 R 粒と Irfö 
别し 得べ ければ な も。 伹し此 染色 質 粒が Strasburger 氏の 稱す るが 如き パンゲ ノ 
ゾ-メ ンに相 常す る や 否や は 不明 の^に « す。 而 して 完全なる 静止 期に 於て は 豚 
始 染色 SS は 勿 Ä 之れ に 額す る 染色 性 物^の 存在 I： も 尾ざる J: 以て Rosenberg 及 
Overton 铕の如 く 原始 染色 體の 存在！: 以て 染色 體の個 fig 铂立 性の 持^ お 蹬す る亊 

能 はざる も 染色 性 物 r 【が 將來 分裂^^ 期に 入らて 集中すべき 中心 點と 染色 性 物 k 
の 之^の 中心 點に對 する 所璩 性と お 假定 する は强 ち困雜 ならざる べし。 

染色 の&性 (Polarität) に W して は ltabl 氏 （'8り は Sal 雌 ndra の 表皮 細 
胞に 於て ス ビ レム 期の 終りに 於て 之れ を^め 又ぶ 期に 於け る 染色 ほの £15 の 前期 
に 於け る 其れと 甚一 致す る舉 を 證し 以て 染色 Aft の » 立 性が 辦止 核に 於ても 持 翁す 
る 事 を 主張せ &。 其 後 Stmsburgor  ('05) 及 Müller  ('09) の 兩氏も 之 を fit ひる 亊 

を 得た &。 《さ ふぢに 於て は此事 SI: 凡べ て 認 むる 事 5： 得べ く 而も S 性 は 只^ 
にスビ レムの 後期の みならず 更に 一 署早さ 時期に 於て 否旣に 静止 期に 於て さへ 尾 

る事少 からず。 されば 予は RaW 氏の 說に贊 成し 染色 fig の 個 iffiffi 立忭の 維持 は 
極性に よ りて S する 事の も 力なる 亊を 信ず。 而 して 極よ り 染色 粗が 放射して 出 
づるは Fräser 及 Snell 氏 （'11) の 云 ふが 如 く 染色 體の營 養に 都合よ さ ES な b 

と稱 する！: 得ん か。 
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^細胞核の 分裂に 於て! 染色 體 の が Ä々 巳に 前期 は 於て 起る 事 は Zimmer- 
mann 氏 （'96) が記敏 せる 所に して 其 以後 Merriman  ('04),  Farmer 及 Moore 氏 
(  05),  Strasburger 氏 ('05),  Digby 氏 （10),  Lundegardh 氏 （'10),  Fräser 及 Snell 
Cin  Beer 氏 （'12) 及 其 他の 人々 によ も 種々 の 材料に て ß 明せられ たる ものな に 
《さ ふ S に 於て は 染色 體 の縱裂 は已に 前期の W めに 於て 現 はれ 前期 を 通じて 存在 
すと 難 Fmser 及 Snell 氏 （'11) 及 Lundegärdl» 氏 （'10) の 耽に は 賛成す る 事 能 

はず。 氏 等の 誼に よれば 染色 體の縱 裂 は 旣は前 分裂の 末期 K 於て 尾る 事 を 得べ 
く  ^止 核 を 通じて 持續 すと 云 ふ。 然れ ども 末期に 於け る 染色 fig [の縱 裂な る もの 
は 實際只 外^的の もの は 過ぎず して 染色 體 分解の 際に 一時的 は 起る 現象 は 通ぎ ざ 
る ものな も。 然れ. どもお J 細胞分裂 前期 は 於け る 染色 絲の 此對的 構造 を Stras- 
boiger 氏 及 Tischler 及が そち まめに て 妃 載せる が 如 く  二 本の 一 ffl の 染色 粗が 對的 
K 並ぶ ものと 解稃 する は少く ともく きふち K 於て は 採る 能 はざる 所な》。 

染色 體の 大小に 就いては 近來多 く の學 者に よ b て 種々 の記叔 あ ö  。  Sfaasbnrger 
氏 （'10) はふし ぐろ (Mchn(/，m  mbi-um) の 拱の 报澌 面 は 於て 不同の 大 さの 細 
胞 内に 存す る 核 は 著 しき 大 さの 差 を 示さず、 而 して 此差は 分裂 期 に 於け る 染色^ 
は 於て は 或 程度に 現 はる、 ^を餽 め、 又 氏 は あさ (ßwmab^  mtiwi) の 根の 横断 
面に 於て 雄 株と 雌 株と は大 さの 差 ある を抵 めし かど も 常に 現 はる 、事 はな かも し 
と 云 ふ。 然るに 予 のブレ パラ- トは 於て は飱ど 同じ 大 さはて 而も 相 隣れ る 細胞 
K 於ても 此 染色 68 の大 さの 差 を 尾る は 奇なる 現琅 な》 とす。 

與 a 核分裂に 於け る シ ナブ" スは 自然 的の 像と して 今日 一般に k めら る ゝ と雖 
も 其 意義の 采 して 何 處は存 すべさ か は 就きて は 今 致した る說 お 尾ず。 然れ 
ども レナ ブ シス お 以て 染色 ほ 素を對 的に 並べて 之 を 結合せ しめ 以て 網 狀體を 完全 

は双惯 の 染色 « となす に靈耍 なる 機構な i> と 解 3R? する は 適^なら ひ。 

奧 型 核分裂の 核 絲の縱 裂 は 多 く の 學者は よ 6 種々 解^せら る ゝ ものな り Junk- 
tioostheorie の解釋 する 所に よれば 核 絲の铋 半 は 各お. る 由来 を 有し 其縱裂 は 具の 
縱裂 にあらず 已にシ ナブ シスに 於て 互 は 融合せ る 直^ 絲の 分離せ る ものと 尾 做し 
Ö て W 型 核分裂の 核絲 をヌヌ很 となす。 然るに Faltwigstheorie の 解釋に 依れば 此 
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核絲 は^ fH の^ 細姙 染色 體と栩 同に して 双 頃 の も のに あらず 而 して 之れ に 生ずる 
縱^ は f^om 染色 體の縱 裂に 相赏 すべき ものな b、 又^ 型 核 絲の縱 裂 は 具の 分 3 
にして 染色 體素は 之よ り 前の 時期に 於て 其 端と Ä と を 以て 互に 融合した る ものな 

みと 云 ふ。 然れ ども 已にシ ナブ シス 後期に 於て 見た るが 如く シ ナブ シスよ m 

け 出 づる核 絲は已 に 双 (H にして 其 縱裂は 細胞核 絲 の縱 裂と は 全く 相 ta の ものた 

るに 通ぎ ず。 即ち 少 くと もく さ ふぢに 於て は Junktionstheorie の茈 だ該當 せる 
を 尾る。 

^二 集 箱に ついては 多 く の^ 論 あれ ども 此 現象 は锼 染色 ffi の 形成に 對 して 望 
耍 なる 倮と 云 はざる ベ か らず。 何と なれば 此 現象 は 何れの 場合に あらても 
"hollow  Spirem  " とデァ キネ- ゼ 期との 間に tt る、 而 して 锼 染色 Ä の 形成に S し 
て は 或 機構 を 必要 と し此 機構が 染色 ffi の 配 S 及狀 旗に 著し さ » 化 I： 來 すべ さ 事 は 
者へ 得べ さ 事 なれば なり。 染色 體は双 ffl の 核絲の 癀 断に よ b て 形成 せらる 
ゝ？: 以て 第二 • に 於け る 染色 ほ 索 (Chromosomensclilingen) も亦對 となみて 並 
ぶ、 染色 S の 屈曲 狀 旗は锼 染色 AS の 形成に は 何等 意味な きものに して 只 ffi 然 的の 
像に 遇ぎ ざるな に 就中 染色 體の 屈曲 狀態は 第二の 縮に 於て 生じた る^ 染色 
^の 惯の 染色 ffl が 其 端に て 融^して 生じた る ものな &  。 

枝 外 仁に 關 して は 田 原 氏 （'10b) のおに た ひら この 花粉 毋 細胞に 於ての 記載 あ 
6 氏 は よれば 核 外 仁 は 中期に 於て は 現 はれず 中 問 期に 至らて 始めて 現 はれ 問 もな 
く 消失し 第二の 分 8 にて 再び 現 はる。 《さ ふぢに 於て は 之れ と 稍々 Ä  & 第二 集 
縮 は 於て 始めて 現出し 四 分子 形成 f 同型 分裂の 終) 迄 は 只 第一 及第 二の 中期 を 除 
く 外 存在し 之 等 中期に 入る や 否や 琅 ちに 消失す。 之れ 或は Stewborger 氏の 稱 
ふる 如く 核仁と 紡緩絲 との 間に 何等かの 關係ぁ るに あらざる か、 伹 し 中期 は I« 锈 

絲の 達せる 時期と 尾る 事 5: 得べ し。 

染色^の 教は新 種 形成の 問題に 重大なる 關係を 有する ものなる が 之れ に 俘 ひて 

染色 體の大 さの 差に 就いても 充分な 観^  J: 必要と す予は 83 細胞 拔内は 於て は 充分 
なる 常に 現 はる、 一定の 染色 體の大 さの 差を餽 むる 事 能 はざ& しが 花扮母 細き は 
の ^後兩 分裂 は 於て 明に 此差 を 尾る 事 を 得た ら 即ち Ä 型 分裂に 於て はデァ キネ - 
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ゼ期 R 核 板の 侧面 IS 及 極 面 K にて! ^一の 大さ と » 同一の 狀 旗と I： 有する 钹 染色 A3 
がー 對宛 三對 存在すべし (^十五 圃ん 又 同型 分裂に あ A て も 同一の 大さ と 略 同一 

の 形狀と を 有する mm の 染色 體 がー 對宛 三對 存在す （笫 十七 讕)。 而 して 田 原 氏 

('10a，  '10b) 及^ 田 氏 （'10,  '11) は 之れ と 同樣の 現象 を 《 察し 田 原 氏に よれば 期 如 

さ狀飽 は生璀 核の 染色 體 がハブ P ィ ド にあらず して デブ" ィ ド なる^ J: 示す もの 

な る や も 知れず と 云 ふ。  < さ ふぢに 於て 斯如 き 染色 體敉 の關係 ある か 否か はな ほ 

同 Ä の もの 5： も 研究す るの 必耍 あるべく 後 日の 機 &に講 らん。 

研究 結果の 纖括 

1)  末期に 於て 染色 ffi が M にて 互に anostomosiei^n する 亊は 糖れ はして 此 
Anastomosen は 染色 體の 分解 は 必要な る醫 と晃 るべ か らず。 

2)  空胞 化が 完全に 起る 時 は 染色 は 分解して 二 本の 平行 絲 となみ 其 問に 空所 
を存し 染色 性 物 贫は核 腔 內に瀰 放す。 特別なる ク n モ メ-レン も 又速樓 せる 染 
色铼 もな し e 

3)  完全な る 静止 抹 にあ b て は 核 内に一 或は 二の 球形の 核仁と一 铰に 精微は 分 
布せ る 網状 踏と を見 る而 して 此網狀 fig は 基礎 物 S と 之れ に 宿る 染色 性 部分よ は 
る。 

4)  前期の 初 めに 染色 性 集合 が 漸次 大 とな ら 且又 其敉 irift 加し 来る 然れ ども 

其教、 大さ、 形狀、 及 sea は 不定な b  。 

6)  染色 es の ® 性 は 末期、 ^止 朗及 前期 を 通じて 著しく 存在し 前期に 於て 生じ 
た る 染色 體 の 配; a は w 分裂の 末期 に 於け る ものと 酷似 し其數 十二 或は 約 十二 を 算 
す。 染色 ほの 縱裂は 廣 々前期の 早 さ 時期に 起る。 

n 花粉 母細胞 减 • 裂 

り 靜止 期に 於け る 花粉 ほ 細胞の 狀 jü は大 JRJffi 細胞 休止 技 は 於け るが 如し。 

7)  シ ナブ シスの 前期に 染色 核 は 闳邊に 近き 多くの 點に 集合す 而 して 之 等の 集 
合 燈の火 さと 數とは 不定に して 軍 猜 は ，ユンの 上に 懸る ものな &。 
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8)  シ ナブ シス は 只 * に 核 腔の 部分的 «银 のみに あらず して 部分的 «锒 に 際し 
網狀^ もれ 自身の 集 鮪 も 起る ものな 6  0 完全な る シ ナブ シス 期の 前 及 も の 冊に 
は 染色 性 物 莨の 封 的 配 S 或は 對的稱 ^を 尾る 事 能 はず 然れ ども シ ナブ シス 後期に 

於て は斯 如き 平行 的 融合 は 之れ を シ ナブ シス 塊よ 6 走り出 づる絲 は 於て 明に S す 
る $1:5 べし 0 

9)  シ ナブ^スの 前期に 於て 破れた る 核膜 はデ アキ ネ-ゼ の 前 及 其 間に 至る 迄 
は 再 成せら るゝ 事な し。 

10)  Ä 型 技 分 S に 於け る 核 絲は體 細胞核 分裂の 核 絲と 相似 K して 双價な b  。 

11)  ，, Hollow  spirem  " と デァ キネ- ゼ 期との 間に 於て 常に 第二の 集 縮 起る ベ 

し此 時期に 钕 染色 {9 は 双 價技絲 の撗哳 によ &て 形成 せらる。 然れ ども Ä 々デァ 
キネ 一 ゼ 期に 至 ら 始めて 橫斷 する もの あ も。 

12)  雇 々褀 染色 gg の 谷舉ほ 染色 體に縱 裂 を 生ず。 

13)  染色 體《 は ハブ" ィ ト •» にて 六、 デブ o ド數 にて 十二な 6 而 して 花粉 母 » 
胞滅數 分裂に て 二 つづ、 の « 染色 が 同大 同形の 對 I： なす を尾 る。 

14)  核 外 仁 は 第二の 集 箱 はて * めて 出現し 第一 及第 二分 裂の 中期 以外 はは 四 
分子 形 或 迄 現存す。 

15)  中間 期に 於け る 染色^の 配 S と 狀飽と は は 舶 胞 分裂の 前期の もれに 酷 (ft 
し 核 は 決して 靜止 期に 入らず。 

16)  第二 分裂 は 均等 分裂な^。 

終に is み 余 は 恩師 故 大野 疽栈 先生の 御懇 m なる 指導に 對 して 深厚なる ä 謝の 意 
を 表す、 只 本論 文の 發表 を 見 給 はず して 先生の 逝去せ られ し 事 は 余の 最^ 铖と す 
る處に して 今や 渐 く 發 表の 期に 達 したれば 余 は 謹て 本論 文 を先づ 第一に 先生の 靈 

は 捧げん と す。 又此 研究に 際 し 直接 M 接に 有 ä なる 助 首 を》 は b たる 先生 
及 郡 場 先生に 對 して も 同 樣は屎 く 戚榭 する 所な b o 

大正 三年 二月 
束 北 帝 國大舉 ^科 大學 植物 ゅ敎室 はて 
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ERUPTIONS  OP  THE  VOLCANO  USU 

By 

TSDKEKICHl  KÖNO. 


有珠 岳の 噴火お 記す るに 當ら 先づ 地勢の 大耍を 述べん に、 同 山 は膽扳 ^有 珠^ 
伊逮せ 大字 有珠衬 にあら て 束 は 同村 大字 長流衬 は 跨 に 北 は 洞 爺 湖に 臨み、 两 は 

虻田 2R 虻田 村に 接す。 全 fig 不規則なる 回錐狀 を 成し、 山嶽 は大 なる 裔火孔 にし 
て 其 南 ^を 商 屏風 山、 北 S5: 北 屏風 山と 云 ひ、 其 內部は 火口原た》。 火口原の 朿 
t 外 ü 山に かけて 一の 火なる 突起 ぁゥ。 之 5: 大有珠 ffi と稱 す。 アイヌ は 之 5rr ァ 
シタ ヌブヌ j と 云 ふ、 即ち 新 山の 義 にして、 ^永 六^ 噴火の^ 生成した る ものな 
に 其 高さ 海 拔千九 百 六十 四 尺、 之 を 赏 山の JS 高點 となす。 大 ifr 珠 岳と 栩對し 
て 火口原の 西部に 又 一の 突 ft あに 之 を 小有珠 岳と 稱す。 アイヌ は 之 を「 フ^ 
=» ヌブリ j と 云 ふ、 即ち 古山の 接なら。 其 高さ 海拔千 九 百 十四 尺と す。 小有珠 
岳の 南西 は 火口 瀬 あ K  r フッカ ナン ケビン ナイ j と 云 ふ。 文政 五年喷 火の 際 虻 
田 部落 を壞滅 したる 押出し は盖し 此處ょ ら たる ものな り。 
「此山 は 古来 Ä 々噴火せ》。 北海道 志 卷の六 (地理) 山の 部に 曰 く  r 班苌 十六 年 冬 
十月 噴火 し、 後宽文 三年 七月 十五 B、 文政 五年阅 正月 共に 喷 火 し、 安玫 元年 又少 く 
噴火す j と。 此ぉ事 中宽文 = 年 文政 五 年の 喷火は 事 Ä なる も、 其 問に 明 ft 五 年の 
噴火 を 耽瑤せ 6。 又安& 元年と ある は Ä 年 六年喷 火の 莰 なり。 十六 年の 喷 
火に 至て は 絕ぇ て 他 害に 尾えざる めみ な らず、 同じ 北海 迸 志卷の 三十 五 (癱 ぉ> 噴 
火の 部に も 亦 之お 記せず。 因て 其 出 處 を考 へしに、 此 は 奮 記に 镰& しもの 
にあらず， 大抵 ^苌 役場 若しくは Bßß: 所の; 35 査報吿 したる ものな らんと 察し 有 
珠^^ 拓の 率先 者に して 公私 共に 同地 方の 举に wj^ せし 田衬顧 允 翁に^ せし は 翁 
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曰く、  m 確に は Ktä せざる も、 自分 等 移住 常時、 *c 田の 牧場 (X 化 以来の 官設:!^ 
接) の 頭取に; 5 田悠 次と 云 ふ 人 あ り、 此 人に 就きて 種 * の 事 を 取調べ 有珠岳 噴火の 
事 を も 聞きた 6 しが、 其 噴火 年代の 如 さは 固よ ら^ 確と 云 ひ 難ければ、 もれ 等よ 

も获鏐 を 生ずる に 至りし にあらざる 歟と。 盖し然 らん。 因て 予は Ä 長の 喷火は 
更に 他に 蹬 據の發 兌 せらる V 迄 は 之 を 正確と ^めず、 ¥? く 之 を》« し、 宽文 以後 

の^ 火に 就きて 妃 する 所 あらんと す。 

Ä 文 S 年の 喷火 

此 時の W 火 は 或は 七月 十四 B となし、 或は 七月 十一 日と なす。 即ち (甲) は 松^ 
家よ 0^ 府 への 届鲁 並に 松 前年 + 記に 記す る 所に して 七月 十一 B よ り 同月 十三 B 
まで 問斷 なく 少し づゝ地 菜、 十四日 明け方より 大は 噴火 せら。 又 福 山 «gS に は 
隳に 七; J 十四 曰 宇須 岳 後出 づと 紀 せ b  a  (乙) は軀山 秘府に して 七月 十一 日 大甬^ 
水、 束 部 字須岳 * 火、 雷鳴 甚烈、 同月 十四日 宇須 岳 又お 火と 記し、 Ä 有院 はは 

十一 ei よ も 接 出し 云々 と 記せら。 以上の 二 r 其 何れが 正 《 な もや 斷 言し 錐し と 

雖も、 ^府 への Ö 寄 は 比較的 iESS ならと K ひべ く、 又此 山の ほ 性と して 喷火前 地 
5^を 發す るの 辨 ある を 以て、 （甲) は 從ひ十 一日 よ り 地毅、 十四日 喷火 せみと 云 ふ を 
可とすべ さ に 似た " 十五 日 は 笾動展 も 甚 'だ し く 山海 ^渡 b 降灰夥 し く 、 ほ 近の 
蝦夷 家 は燒け 或は 埋も アイ ヌ五人 立 退く 乙と 能 はずして 死亡せ り。 山 Ä は 十の 
八 九 まて 崩壊せ &。  八つ 時 (午後 ニ時膽 山よ も 夷の 形に 似た る苌一 丈 許の 

物昇胧 せし に 南北よ 5 光&物 飛び 来らて 之 5： 引 さ 落す と Ä ゆる や、 山 は 二つに 破 
れて大 に^ 動せ り。 アイヌ は 煙 中の 火光と^ 動の 夥しき を 以て 神 取の 所爲 とな 
し 恐怖^ 亂 する 2： と甚 た' し。 降 灰 は 有珠ょ &松 前の 方、 即ち 西方 海上 二  B 路の^ 

汀よ 6 沖へ 二 千 七 IfM 餘 irB の 如く 埋め、 W 其 沖 は £» 柔か にして^ し雜 きも、 
浪打際 も 尾えざる まて 逸く 报ひ たら。 折し も 南風に し て 福 山地 方へ は 灰 は 降 ら 
ざ》 しが、 鳴動の 昔 は 羽 州 庄內邊 まて 聞え たに 而 して 松 前年 * 妃 はは 七月 未 
まて 鳴 止まず と 記 し、 福 山 秘府は は 月 尾 は 至 &て渐 く 止 ひと K せ も。 

m 和 五 尔の喷 火 

Ä 文^ 穴の 後 W 五 年 5r 經て明 ft の喷火 あ b  o 松 前年 徑には 明 ft 五 年 十二 
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月柬部 宇須 岳 壊 崩、 夷人 畏怖 避 彼 地と Iß し、 函 0& の 人 逢坂 七 兵 新の 口 記に は 十二 
月 十六 B 臼 山燒申 候と 記せ も。 喷 火の 狀况 は^かなら ずと 雖も、 被害 はな か々 
しと 察せら る。 

文政 五 年の 喷火 

明 ft 噴火の 後 五十 四 年 5：« て 文玫五 年の 大喷火 あ f>  。 其狀 Ä は 常時 有珠奢 * 
寺に 在 6 し 役 ff 某の B 記に 明晚 なら。 其 大要 5: 記せん に、 ^正月 十六 口 午前 二 
時より 朝まで 地震； L も 三度。 十七 B 地繁 * 十四 五 度 夜; L も 三十 度。 十八 B 地粱 
三十 四 五 度、 地響き/ L も 四十 度。 去 爺 湖の 水跺 程滅少 せる が 先年唢 火の 際 
も 同 斲の由 なれば 旁々 以て 唢 火の 前兆なる べしと 老爽 申す 由。 十九 日 晴、 北西 
風、 地 迄に 百度 許、 午後 二 時 有珠岳 夥しく 嗚動 噴火し、 土烟 を 吹 上げ^ * 
を 發し其 光景 魂 5： 消す ばか b なれば 本^ 坨に 什物 等 船 は^ 入れ、 山 主 其 外 之に 镶 
りて フレ ナイに 至 も 藜で ペンべ に避雜 す。 二十 二 曰 午前 三時 琅ょ 6 喷火 烈しく 

火の玉の 四方へ 散 SL す る 乙 と 百 Ä の 沫足 火 を 打 上 く 'るが 如 し、 此 夜^て に 通半堍 
崩れた る樣 子。 モ 》 ラン 支配人 来る 同地 は 灰: E 寸許も ひ 白^も 樺 皮 を 焚 さ 居る 由。 
二十 三 曰 喷 烟は少 し 種なる も 地 響 さ fid 晰 なし。 二十 六 u 夜娇 にぬ 動 し 猛火 燃 上 
K  二十 七 b 晚 甚だ 烈し。 二十 九日 烟大に 薄らぎ 唯^ 動の み。 二; J 朔 n 朝ぬ 勤 
地審拾 も 百 千 萬の^^— 時に 瑢 るが 如 し。 猛火 前山一 面に 溢れ ァ ブタ に 押出 し、 
家 厘よ にな 木に 至る まて 押 倒し 堍怫 ひ、 牧士衬 田 卯 五郎 同紋 太郞、 虻 田 まお 所 支配 
人 松 之 助 其 他 ft 人贞 人の 死亡 あり。 虻田 場所 請负人 ft 田屋茂 兵衛、 同 ® 人蘀五 
郞及 同所に 來 合せ 居た る 白 老^ 所 支 ffi 人彥右 門 は饺 爛れて 半死 宇生と な b、  ß 
板に 索せ て フレ ナイ に 收容せ られ しが 茂 兵衛、 善五郞 の 二人 は逑に 死亡せ b  。  二 
B 喷烟す る も 地 動は少 し Ü かな 6  。 厂-: B アブ タ、 フレ ナイ 邊 Ä 人 ^ 人^ ら ず 引 ^ 
ひ 往来 を 止む。 六 B 黑烟 移く 再&^ 光》 の^子 恐るべし。 九 口 大地震 (十 》J 以後 
？己 錄を缺 く)。 

上に 記す る 如く  二月 朔 B の 害に は、 田 Ö "所 及 牧士の 住宅 5： 始め 虻田 土人 部^ 

は 全滅し たれば、 其 後 は 會所及 土人 部^ 5: 西方 約 二十 町の フレ ナイに 移して 同所 
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5： 虻田と 稱し、 舊 虻田 部落の 所在地 5： ドコ タンと 稱 せら。 ドコ タン は 即ち 廢衿 
の 遜なら。 


嘉永六 年の 喷火 

文政 ^火の 後 三十 ー尔 を鋰 て 永 元年の 噴火 あり。 其喷 火の 狀況 は、 明治 二 

十八 年予賅 地方 巡回の 際、 虻 m の 古老に て 噴火の 常時 äääJ: 目撃した る 川又専 
太 郎 氏より 聞 さたれば 之 を 記さん， 同年 三月 十五 曰 虻田に 地 展八回 ぁ&。 正午 

頃 有 珠岳喷 火せ 6。 是ょ 6 先き 三! 3 問 束 風に て 雷1! ft ぁ&。 ぬ 川の 土人に て 占 
を 苒く する ァリ マサと いふ 者此 B の Hft'AC を豫 言せ る よ しにて、 十五 日朝 船頭 役の 

佐 之 助と 云 ふ もの1 "今日は 山が 拔け るから 逃げる がよ い _j と苜ひ 出し、 ドコ タン 


ト 


年 三十 rafswj 


に 在りし 人々 は 虻 HI に 避け 来れに ^の 水 は 味^ 辛く なれ 6。 有珠 § 光 やの 

ftt 侶が « 物 等 を 携へ 船に 乘 りて 虻田に 來 6 し 故、 專太郞 は 其 船 は 上乘 して 禮文 薪 

は 至 b  、 上陸 して ftHS; こ^ 食 5: 供す る や 否や、 Ä 然"! ひ b 響き て 有 珠岳喷 火 した b  。 

是 よら * 太郞は 虻 rm こ歸 りしに、 三日 問 は 畫も睡 き 程な &き。 山頂より 喷 出す 
る 烟は畫 は 白 さ mi 柱の 如くなる も、 夜 は赫灼 として 赤く、 其 問に 噴 上 げられ て 降 

下す る 30 と喷 上げら る と 衝突して 烈火 を發 し 光^い と^ま じ。 喷 火の 雷 時 
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南西 風な & し 故、 灰 は 哲胱の 方に 降れに えそ一 (3 月 を 禅-て 束 吹^きし 

^  田に 灰の 降 b しは柬 風の 時の みに して、 其 苗 b し 量 は 前後 合せて ミ寸 程な b 
き。 山頂の 形 狀は喷 火の 爲め樓 化し あ の 山 は 高くな 6 たに 期くて 七月 頃 迄 は 
後け 撩 さて 夜 は Ä 赤に 晃 へぬ 動の 音 5: も W さた & しが 其 後 は 次^に)^ 止した に 
管 鼈の 山が 高くな b しと は 即ち 晳鼈 方面の 大有珠 岳の 生成した る 乙と なに 然 
れ ども 此時此 新 山の 生成した る 事 TT は、 ^學者 問に 今 B 尙^ 赏は BS め 居られざる 
もの ゝ 如し。 因て 予は 更に 葡記を 調资 せし は、 安政 元年 痛 府の目 付 堀 織 部 正に 
隨ひ Ig 夷 地 を 巡回せ し 某の 敏夷地 紀行に は 「去 丑 四 月 十三 日 一の 大山 を 生ず。 や 
は &此 節まで 太に 燎 ける j と あら。 構 原鲑 Ä 笨 記に は 「宇 织山は 境け て榭 半よ 6 
崩れ 二つ は 分れた も 其 中央 は 新に 一つ 成 も 出たら 《j と あ 6  。 又 称 田 屋^ 兵衛 (噴 
火の 際 死亡せ し Ä 兵 街の 相 縝人） の 願？ T はは 「此度 新規 山 出来 候 は 付 其 末 如何 樣 
の變事 出来 候 哉 も雞針 j と あ K 由 是觀之 、常時 大有珠 岳の 生じた る は 明かな 6。 
^し 性に して 粘性 强き 熔^の 喷 出して 囲 結した る ものにして、 明治 四十 二 年 四 
月 山 に 生 じた る 《38 山 と 同種の ものなる べし。 而 して 此熔 Ä の喷出 を 榊^ 

鲑藏笨 K によ &て 四月 十三 B とすれば、 喷 火の 初 B なる 三月 十五 日お 距る 乙と 二 

十八 曰 目に 富れ 6。 尙 山容の 變化 J: 知らん が爲 め、 有名なる' 畫家谷 文晃が 文化 

元年 著 は したる 日本 名山 岡 會に载 する 所の 有珠 岳の 圏と、 明治 四十 年の 形と 5: 比 

較 せん i に B 本名 山 豳 會に载 す る 所 は宽政 十一 年文晃 の一 族なる 谷 元旦が 蝦夾地 
巡行の^ 萬した る 圃に據 り しものに して、 固よ 6 大 ほの 形 を 寫せ しに 過ぎず と雖 
も、 其 山頂に 小有珠 岳の みあり て、 大有珠 岳な さが 如き、 之 を 後の 圆に 比較して 
おる 所 ある を 知るべし。 
喷火 前の 地^ は 川 又 # 太郞 氏の 淡に よれば、 田に ては喷 火の 常 日 八 回 あら し 

由、 《 其 前 は 地^ あ もしゃ 否や 念 を 推して 《I かざらし が， 其 後 有 珠の老 アイ * の 
蒔る 所に よれば、 噴火 前 幾日 閒も地 S あり しと 云 ふ。 

明治 四十 三年の 噴火 


« 永喷 火の 後 五十 七 年 は して 明治 四十 三年の 喷 火 あ 6  。 此 時の 喷 火の 狀 Ä は 
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旣に^ 細に 知られ 居る が、 其 大略 を^ すれば、 七月 十九 B —回の 微ぉぁ も。 二十 
— B 小^ 動！: 聞 さ、 二十 二 H よ ^地篾 次第に^ 加し、 伊 逮材に 於て 同 B 二十 五 回、 
二十 三日 百 十回、 二十四日 三百 十三 回、 二十 五日 百 六十 三回の 地^ を 威 じ、 其內强 
S 少なからず 且つ 赛絕 なる 鳴動 併發 し、 W 近の 人民 は 他へ 避 維せ しに、 二十 五 B 
午後 六 時 頃よ 5 地^ は 稍々 沈 》 の狀況 を呈 し、 午 ft 十 時 頃に 至 $ て Wf* 岳の 西北 
流なる 金 比« 山 爆裂し、 爾後 有珠 岳の 北側 は 於て 十月 二日 迄 は せる もの 無! S 
六十 餡 所に 達し、 其 内 稍 々顧 著なる 火口 三十 舱 を 算 せう。 而 して 其 火口 は 何れ 
も大 ならず、 噴出 物 亦 少なく、 其 內然泥 を Prt 出せし もの 七 63 所 あらし も 泥の 大部 
分 は 洞 爺 湖に 涞 入した b  。 更に 注意 すべさ 現象 は、 有珠 岳の 北慨 束 丸 山 よ ら金 
比羅 山に 達する 大裂 線に して 又此裂 線に 疽角 をな す數 多の 龜裂ぁ 6。 而 して 此 
大裂跺 は實に 主要の 各 火口？: 逨 H する ものに して、 八月 三日 頃 は Ä ほ顯 著な らざ 
りし 力;、 同;] 六日よ ゥ 七日に 互 6 大^ 動と 共に、 其 北側 即ち »I 畔に 面する 部分 苦 
しく 隆 おして一 大晰署 を 生じ、 钳其 後^ 動 あ 6 て 甚だしき は數百 尺の 隆 Äi: なせ 
し 所 あり。 隨て 湖畔 も槪 して Ä 分の 隆 起ぉ 尾た る も 亦 却て P8 沒 したる 所な さは 

あらず。 要するに 此 度の 喷 火に は此斷 ^を 生じて 各所に 小火 口  5: 開きた るが ß 
め、 噴火の 勢甚 た' Ä 烈 ならざる を 捋 たも。 烊細は 常時^ 査の爲 め 出張した る大 
森 博士 其 他 諸氏 の 調査 害に 就て 尾るべし。 
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故 德淵永 治 郞氏略 傅 

(A  Brief  Biography  of  the  Late  Y.  Tokubuchi.) 

故 德淵永 次 郞氏は 元 治 元年 十二月 十三 H 渡岛 H 函骱は 生る 。 父 は長峙 の人德 
淵 八 百 古、 Ä 藥 行商!: 業と して 函 館に 來 に 同地に て 妻 5: 娶り四 男 5:* く" 氏 は 其 
長な 6。 明治 五 年 * 家 闳^ JiUlU 庶野衬 に 移住し 海蓰 採^ 笼に從 ^す。 同 七 
年 四月 母 故 あ !> て. 三男 及び 四 男 を 携 へて 
幌泉衬 よ ら 某 帆船に 便乘 して 其 生 6« 陸奧 
に 向 ひ 歸途に 就き しも、 船と 共に 其 ff 衞不 
明な 6 と 云 ふ。 同年-九月 父 八' な 吉は氏 を 
庶野 k の 知人 苌 岡^ 太郞 方の 使丁と し 次 
子 を b 高國浦 河に 切め、 軍 身 礼 條に來 6 
て、 其後此 他1" レス ト ラン ト、 ホテ〃 j 豊平舱 
の 帳場 Wl' となる。 斯くて 氏 は 明治 七 年 九 

n よ b 十一 尔 三月まで 苌岡 方に 在りて 雜 
役 及び » 便 配 逮に從 ^し、 同 三月 父の 命に 

よ b、  fill 河なる 幼 *を 伴 ひて 礼 幌は來 る。 
同 十六 年 札 粉^ 學校小 使に 採 せ られ、 同 
二十 ニ年展 に 昇進 し、 同 三十一 尔 七月 迄 其 
Ä に 在 6 さ。 

氏 幼に して 努 役 の 人と なら。 學 事に 親 ひの 機 fr なかり しと 雖も、 性 極めて 學 
を 好み、 其 日 高に あらて、 Ä 便 配 迻に從 事す る や、 寸 8 あれば 害 を« さ 一片の 古 
新聞紙と 雖もタ し く捨る 乙と なか &し とど。 特に Ä の 礼 幌裊學 K に 於け る 十 有 

六^ は 氏の ß も 刻お お せる^ 鬪時 にして、 もの 小 使たり し 時よ り 菜 務の餘 取 
內外 諸敎師 並に^ 生に 就きて 漠， 英， 理化、 博物 滾の鍺 學科を 學ぴ、 又 傍ら 夜 $ 校 
に通學 する 等孜 * として 舉 習に 狳 念な かりさ。 多年 礼幌 ft^ 校 助敎授 たら し 山 

崎 S 氏 照うて 曰く、 余一 夜疳疽 室に ある や、 德淵氏 Äff きの JR 新 揮 * たる ゼ ボン 氏 
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脇理學 (添 田壽 一氏 》)を 携へ來 りて 其 講說を 求めし こと あ i» と。 然れ ども 德湖氏 
の 最も 愛好せ る は 植物 學 にして， 明治 二十 三年 敎授宮 部 金 吾 氏の 助手と して、 植 
物 學敎室 詰 5： 命ぜら るる や、 奐躍 欣甚 蜜勵 する 所 あり、 もの 進境 頗る Ä るべ 
さもの ぁ&き 。 

宮部 敎授の 助手と しての 氏の ほ務は 主として 腊葉擦 本 整理な りき。 これ を以 
て 氏 は 日 令 移 多の 植物に 親しみ、 種名 锒紫法 等 を 練 II せし のみならず、 ES 時 if 外 
に 採集 5: 試み、 又 暴 々同 敎授の 採集 旅 ff に 從ふ等 精 勵の功 空しから ず、 本道 桢 お 
に 稍 通す る を 犸 たら、 而も 氏 はこれ?: 以て 足れり とせず、 蒐らに 進ん て 植物 生理 

舉及紐 縱舉、 動物 學入 55 生理 學等 を 修め、 又 佛晤及 》 鼯を學 ぶ 等 其 勤勉 努力 常人 
の 及ぶ 所に あら ざら さ。 Ä ベな に もの 明治 三十一 ネ五; 1 中等^ 物 科^ 物^、 動 
物學、 生理 學、 敎 Ä 檢定鄉 に應 ずる や、 植物 學科 及び 生理 學 科に 合格し、 殊に 植 
物學に 於て は 其成铕 優秀な b しこと や。 斯くて 氏 は' Ä 部 教授の 想 通に 從ひ. 同年 
七月 岐牮縣 尋常 中舉 校の 聘に應 し、 趟 えて 三十 二 年 四；] 愛知 縣 第一 屮學 校に， 三 

十五 年 更らに 秋 uj 縣立 農學 校に 轉じ、 问年 赛住敎 諭に^ 住 し 三十 八 年 八月 mm 

立ぬ^^ 校に' M じ、 同年 十月 從七 位に 叙せられ、 爾 來同按 に！) 給し 四十 五 年 五 5 
正 七 位に 昇叙せられ た^。 

氏の^ 學は *UK5r 去ら し 後と 雖も «r る 乙と なく、 明治 三十 三年に は三喊 臨海 贲 

驗場に 於て 動物 學を實 習し、 三十 七 年に は 文 郎^ 開催の « 業 學科講 ほ 食に 出席し 

三十 七 年に は 夥多の 標本 を 携 へて 礼 幌に來 ら 其 種名 を 調査せ しが 如 さ 其 他 &住 地 

は 於け る 博物 學の 進歩 接逮 に^ 力 し 且つ 銪學の 涵！! に 意 を 用 ひし 等 到る とこ スを 

の 篤學な る と 《 ^に忠 《 な る と を 以て 同胶 間に 推稱せ られ、 島 拱 ß 立 農^ 校に 

於て は 明治 四十一 年 Ö 來舍監 を 兼ね 又一 時 校長 代理た b し 等 上下の 信用 頗る 厚 か 

b しが、 大正 元年 八月 同 按卒菜 生 食に 於て 講 《 屮 卒倒して 後頭部 を^ち し 結果) Ä 

は異狀 I： 呈し、 S 二 年一 月 以来 京都に 於て 療養 を 加へ しも 其效 なく、 同年 五月 二 

十二 B 遂に 逝 けら。 享年 四十 九。 遺お は 同 五月 二十 五 B 佛式 を 以て 近江國 甲^ 
郡 三 雲お '(令室の 鄉里) に 葬らる。 

氏 在 礼 中 妻 布した b しが 故 あ & て 離 «fe し 其 後 近江國 三霍材 某氏 女 かつ子 を婪 b 
—男 二 女を攀 く'。 未 C 人三兒 と共に々 もの 鄉里 にあり。 
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氏 は 明治 二十 七 及 八 年' フラン シュ- (A.  Fmuchct) 氏 著 ネコ ノメ サゥ 屬榷帟 

^^mmm^j は鐸^ し猶 これと 同時 は 「«林」 （札幌 ä 學校 文武 會發 行: 誌上 
は^する 所 あ k 次て 又 「植物^ iföjjiK 於て 本道 產ャ ナギの 種類に 就いて 再 

三 K 述 せる 所ぁ 6 き。 氏 は又此 頃よ り;!: ゾシ a ネに就 さて 維 密 なる 研究 を 拭み、 
夙に 本 食に 於 て 其 結 Ä を 歿^した b しが 島枞 縣立廉 校 在職 中 乙れ を: ^し 
「：!：•/ シ d ネの^ S 及び 兩形は 就て j と 題し 「隱眩 島 植物 分布 あ と共に Ä 部理學 
^ 士 就職 二十 五 年 贶贺 記念 「植物 學裸 Wj に るれ を 揭げ大 に 異彩 を 放て " 乙の 
HS 岐 Ö 植物 分^^ は 主と して 氏自 ら 踏査 採桨 せる^ 百 種の 植物に 基づきて 

间島 「フ n ラ j の 特敏を 論じ、 附 する は 同 ft 植物 目錄を 以てせる 一大 » 文に して Ä 

は 氏の ß も^ jfiU: も 、ぎし 所な^。 

今 朿北帝 H 大學廄 科 大學腊 葉僳本 室に Ä せらる る 標本に して 氏の 抹 集に 係る も 
の甚 た' 多 し。 殊に 本道 產ャナ ギ頹攝 本の 如き 其 主要な る ものな &。 

本邦 產 植物に して 氏の 名 を 種名 とせる も の は 次の 如 し。 

Fissidens  Tokubuchii  Brotherus  (膽 振, 室 保 〖にて 採集）。 
Hypnum  (Bryonia)  Tokubuchü  Broth.  (B 高 椟似山 迸に て 採^  。 
Viola  Tokabuclui  Makino  (フ デス ミレ、 ァフ ヒス ミ レ)。 

明治 二十 七 年 米 阙榭木 學者サ - ゼント （CS.  Sargent) 氏の 來近 する や、 ^ 部敎 
投惱々 病床に あ もし を 以て 德淵氏 代》 て 案 內の 住に 赏 6、 札幌 附近 を 始めと し逮 

く 渡 Ä 方面 並 は 靑森縣 八 甲 田 山まで 其 行 I： 共 はし。 多大の 《 [足 を 與 へたに サ- 
ゼン ト氏著 Forest  Flora  of  Japan の ロ繪は +L|fö なる 澳ぉ 山麓に 於け る カウラの 

互 木 を》 影せ る もの はして、 氏 は 採集 闲を專 にして 榭 下に 立て》。 寅に 好 G3 の 
と 細 ふべ し。 

淵 氏、 宮部 博士 就職 二十 五 年 ÄÄK 念 Ifift 學裨說 に 輪 文 ニ^!:^ "し は 前に 
述べた るが 如し。 これ を 以て 本會の 印刷 成る や、 余 等 は 一日 も 早く 乙れ を 氏の 
許に 致 して 喜 を 共 はせん と 欲 し 急 »— 本 を» 送せ し は 何ど囫 らん 氏 は 此時旣 に Ä 
症に 培り し 力、 ば、 逑 にもの^^ ある 威 想 を窺 ひ 知る 5: 得 ざらん と は。 I れ實に 
余 等の 一大 恨事た も。 然れ ども 氏の ß 香 を 手に する や 愛玩 榷カ、 ず、 永眠の 日に 
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至る 迄 殆んど 手よ 6 離さ V  b しと 云へば、 此會は 《 かに 同氏 最大の 慰莉た 6 しが 
如し。 余等此 事を^へ 聞きて 聊か 自ら 慰め ずん ば あらざる なら。 

ぬ 呼^ ゃ勒勉 努力 I： 以て 終始一貫し、 もの一 生は實 に一 部の 立志 傅たり。 も 
の 年 》 壯 にして 逝け る、 Ä は惜 ひべ し。 而も 其 死の 想像た る、 人 をして 同情に 谌 
へ ざら しむ。 

大正 三年 二月 十五 日  高 橘 &  it 識 


本文の 始めに 記した る、 故 德潲氏 幼時の 事 林 は 曰 高^^お 郎^ 野材 なる 長闳淸 
次郞 氏の 答 害 はよ b、 其 後の 經匿は 主として 札帜 n 舉校 及び ä 枳 W:^^ 學 按に提 
出し あ もし 故人の 履 麖嘗と 故人の 恩師に して 併せて 笨 者の 恩師た る、 宮部 W 士の 
淡 括と によれ^。 苌 岡 氏 は铯淵 一家の 函舫 にあり し 頃よ り 同家と 呢懇の ra な^ 
し 人に して、 故人の 幼時の 波 w に 富める 小 說的舉 琳 を詳に す る を 得た る は 一に 同 

氏の 1» な》 謹みて 玆は 謝意 5r 表す。 

故人の 出生地 は、 もの 礼蚬 農學 校に 提出 あ》 し 履歴 S には函 館と あるに 拘ら ず、 
島 拱縣^ 林 ゅ按に 拢 出し あ b し 衩歷せ は 肥 前^ 麥父 郡と ある を晃れ ば、 故人 自身 
も此 點に關 し 疑 或 5:« さしに 似た に 然れ ど も お 者は苌 W 氏の 答 寄の 正確な る 
を 信じ 闲館 を 以て 故人の 出生地と なせ b  。 遣饯の 疑問 あ らん 乙と 5:18： り 兹に記 
^の W 所 I： 明に す。 


故 德淵氏 翁 文目 锊 

1.  附 子と フク ベラの 差!？。 

北海 之？ Ä 淹?? V ニ^^ 二十 五號 （明治 二十 五 年 七月） 

2.  ネコ ゾメ ナウ 屬枨宋 表。 

^八十 八號 （明治 二十 七 年 六月） 
L^B' 三號 （明治 二十 八 年 九月、 

3.  北海道 產 ポ栾屬 ^物 識刖^  。 
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恋钵第 十二 號 （明治 二十 七 印-七月） 

4.  アヤメ、 カキッ バタ、 ヒア フギ アヤメ の 種 削。 

同上 第 十七 號 （明治 二十 八 年 九; 5) 

5.  北海道 自生 铅柳 Ä 租 節に 就て。 

植物 ゅ雜 fö^TS "十號 （明治 二十 九 年 四月） 

6.  On  Some  Species  of  Salix.  I.  (With 1. PI.)  (ft 文舔 付） 

同上 第 百 十六 «  (明治 二十 九 年 十月） 

7.  博物 學の應 用。 

愛知 锞第一 中 學校學 友會雜 誌^ 五十 拢 （明治 三十 三年 六月） 

8.  本校 中庭の 老大栗 《の》« は 就きて。 

同上 第五 十一 號 （明治 三十 S 年 十一月） 

9.  軟 85 動物の 祖先 形に 就きて。 

同上 第五 十二 《  (明治 三十 四 年 七月） 

10.  珊瑚 碓の 括。 

同上 第五 十三 Ä  (明治 三十 四 年 十二月） 

11.  ェゾシ p ネの «kg 及兩 形に 就て。 

宮 部理學 W 士 就職 二十 五 年 念 

m^mmut  (大正 元年 十二月、 束 京、 六盟 t^m 行) 

12.  ^岐 植物 分布 論。 

同上。 
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本會 記事 

(自 大正 二 年 四月 至大 正 三年 一月) 


例 會 

大正 二 年 四月 よ も 大正 三年 一月 迄 例會 I： 阅催 する 乙と 八 回 其 講^: M 目 及 大要 は 
左の 如し。  ， 
〇 第 百 七十 七 回 大正 二 ^四月 十九 日、 本學 經濟學 講堂に 於て 開^、 

1.  植物 分布 學 上より 尾た る屋久 島。  理學士 ェ藤 祐舜^ 
厘久 島の 植物 分布に 就て 評 》 し、 其の 植物 E 系 irSft じ 合せて 厘 久島は ユング レ 

ル 氏の Holarktis に 入るべき ものにして 口 本 群島に 於け る üolarktis の 南端な b 
と 論じ 大 島に 至 らば Palaootropis は 入るべき ものな $ と て 其 を舉 げた b  。 

2.  r き くひむ し」 の 分類に 就 さて。  林學 博士 新 Ä 善 直 君 

小 a 蟲 科の 分鎖 は 最初 は 他の 見 逯の如 く 主と して 外形に よりて なされた も、 即 

ち Erichson  1838 は Bostricbidae と稱し 之！： 1. Hylesiuen  2.  Eigentliche  Bast- 
ricben 及び 3  Platypus の 三 は 分て る 如し。 其 外 Chapais»  Eichhof  1873 は 
Scolytidae と し 口 器の 下颈の 構造 5： 分類の 要點に 加へ た b  。  Laidemann  1375 
は 解剖 的の 性質よ b し 殊に 咬 胃 Koumagen と 交接 器の 構造 を 以て 分類 を 定めん 
とせう。 近來は Platypus を 全 く  « 立せ る 科と なし Hagedorn  1910 に 於 て 薄 
らロ 器の 構造 はよ ゥて Pilideutatae,  Spiuidontatae,  Saeltdeatataa 及び Minto- 
dentatae の 四に 分て に 之れ は對し Müsslies  1912 は 細かく 各種の 解剖 を なし 
て 口 器に よるの 無意味なる JTÄ じ、 咬讶 によ V て 分類す るお 可とし 十一の 亞锊 
となしたら。 右 各 分類法の 耍點 を 舉げ て、 分類が 外部 的 性 tu ら內部 的 性 S に 
及べる 5: 說く。 

〇 第 百 七十 八阆 大正 ニ华 十月 十 B、 札 胃 酒會社 » 上に 於て 開^、 冽き を * て 
飯 島理學 博士 と 本會 &員 と の 懇親 食？: fll せ b  。 席上 博士 は 次の 講演 を 試み 

られた b  0 
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3.  動物界の 分類。  理學^  士       岛 魁^ 

先づ Animal  Kingdom は Protoza と Metaza と に 分ち 得 其 間に Mesozoa お 入る る 
事 ぁ&。 此 Mesozoa 中に JB する 動物 は 近時 研究の 進 ひに 連れて 所 15 分明と な ら 
て 大に其 » の « 少を來 せる が爲 め、 其が 存否 は 問題なら ふ _說 かれ。 次に Pöri- 
fero の 分類 ゆ 上の 位置に 至 もて、 博士 多年の 研究に か V る 其 » 生 を 胖 耽し、 
Porifem を Coelentemta の 中に 列し 若く は Metazoa と 同列 は ffi かんとす るの 
誤れる を 耽き， 之れ を Parazoa として、 Metazoa の 中 は 列す るの 可なる 乙と を 
說 き 。 其 他 各 動物の 位 Ä は 就 さ せられた る ものに して 實に趣 き 搆^ 
な &さ。 

〇 第 百 七十 九 回 大正 二 年 十一月 八日、 本學 經濟學 講堂に 於て 餌 會、 

4.  稻に對 する 硃酸 銅の 影^ 並に 種 ft 脔股豫 防 法。 ^^土 伊藤 弒故君 
本年 牝海逍 の 凶作 は內 地^ 縣の 凶作と ^なに 明年の 種 籾の 有無 を 靑 田の 中に 

心配す る有樣 なわ。 余 は 本年に 於け る 本道 苗代の 苗 不足 は 1. は a 度の 不足、 

2. は 閎頹の 寄生に 蹄す る ものと 倌じ、 其 寄生 圃 の Fnsarimn  (新月 B9  、紡 緩 曲） 

なる を 知れら。 氣 a の 低下 は人爲 のこれ を 調節す る 乙と 困雜 なる ベ さも、 mm 
の^^ は人爲 的に 防止す る こ と 可能な b 。 

其豫防 法と して 硃酸銅 を 用 ひて 尾ん との 希 S3 よ り 此の 货驗 を 籾たら と 述^ leg 

速 日に 波る 氏 の 研究 結 朵 を 報告せ らる。 

先づ、 稻と 硫^銅との 及 寄生 と硫 5 タ 銅の 關 f 系 二 に刖 ち、 一々先人の 研 

究 s 自己の 驗法 並に 其捋 過に 就きて 胛3& し。 ft 後は桔 》 して 稻に對 する 硃 
酸 銅の 影響 は假 令浸漬 液が 多少 》15 [な b と も 共 時間に して 短 からん か 著しき 害 

を 及ぼす ことなし。 反 之 Fusarium は 比較的^ iW なる^^^ 液に よらて 殺^ 
せらる る 乙と を 確め たり。 fljj して » 地に 用 ふべき 硫^銅; 度 は 1% を 連 度 
と し， 時 問？：  2 時間と せば 可な b と。 

本 Ä 文 は 1913,  XT,  WU^^^n^  20 號 p.  563— p.  609 に胖 K あに 
就て^ 照 相 成た し。 

oarer 八十 回 大正 ニ^ 十二月 十三 b 同上に 於て 催。 
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5.  苹橱に 於け る戾 水化物の 分布に 就きて。 農學士 前 川笾次 郎君 

—年生よ り m 年生に 至る 苹裼枝 條內の 還元 糖 及び 澱粉の 最大 及び 最小 期 を 観察 
し、 此兩 者の 最大 及び 最小 期 は 相 係 を 有する こ と を 述べ 又 靳織學 的に 同化 
物の^ 藏の狀 旗竝に 冬季 枝 眯內は 於け る 葡^糖の 生理 學的怠 味に 就きて ニョの 

賓驗 を 試みた る槪耍 はっき て 述べた b 。 

6.  ""くさ ふち •」 は 於け る 核分裂 K 就きて。  農學士 坂衬 锨君 

內容の 詳細 は 載せて 本 * にあら 依て 玆は 略す。 

O 第 百 回 大 IEH 年一 月 十七 B 同上に 於て 開催。 

7.  「  くさ ふ も ゝは 於け る 花粉 ^細胞核 减教 分裂に 就 さて。 

同上。  ^學士 坂衬 锹君 

8.  天 E 幼^の 輝點に 就きて。  農學士 田 中 君 
天甚、 柞 Ä 等の 幼廒に 於て、 氣 門の Ä 上 及び 亞 背 線の 外側に 於て、 类魔 なる 金 

色 又は 銅色の 金 Ä 光 を 有する 班點 ir 存 する もの あ 6。 是れ 即ち' 0 點 なり。 鎵 

點が斯 くの 如さ顯 著なる 光彩 を呈す る 所以 は 構造 的 色彩と 色素の 存在 と の W 者 

は 蹄すべき ものにして、 就中 其の キュ- チク ラの 特殊の 構造 は 頗る 典 味 ある も 

のな に 而 して 称 點發 速の 程度 は個體 によ もて 大差 あ》。 又 全然 之れ 5: 缺く 
もの あり。 此 等の 镊 Ä は 個體の 雌雄 砮 逢の 良否 等 はは BB せざる も のの 如 く 、 唯 

品種 的 特殊の 關係 有る に 似たり。 


'  總 會 

大正 三年 一月 十七 日、 例^ 阳 會後， 經^^ 講堂 會議^ は 於て 本會 定期 總會を 開 

催す。 

先づ、 伊眯粹 事 立ちて 本 期に 於け る 庶務の 報吿 あに 次に 田 中 幹事の 

吿、 新 島 幹事の 編^に 於け る 會饬の 報吿ぁ b  o  Ä 部會 長の 挨拶 あ も て、 S: 員改 

選に 移に 開 萬の 結 * 左の 如く 報吿 あらた み。 
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MEASUREMENT  OF  THE  FORMOSAN  BUFFALO. 

By 

Hideoki  Yanagawa,  Nogakuski. 
(Government  Stock-Farm,  Koshun,  Formosa.) 


臺^ 水牛の H 則に 就て 
ß 學士 柳 川 秀 典 

築 滞 w 农種杳 牧 《 


During  my  extended  travels  through  the  Philippine  Islands  in  1912  and 
1913»  I  saw  a  great  many  carabaos  or  water  buffaloes  there,  especially  in  the 
Jslands  of  Mindanao  and  Luzon.  Except  the  Mindoro  timarau,  which  I  had  no 
chance  to  see,  most  of  the  native  buffaloes  seemed  to  be  identical  with  our 
Formosan  breed,  that  is  Bubalus  buffelus  var.  sondalca  Müller  et  Schlegel >• 
Iii  size,  however,  they  were  generally  larger  than  ours.  The  measurement  was 
done  after  the  method  of  Werner. ，〉 


0  Werners  Rinderaucht.  II.  Aufl.  S.  6. 
，） J  c.  S.  144. 
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柳 M'^ 灣 水牛 ノ  tti«  二  Ä ィ テ 


name … ， 
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length  from  shoulder  joint  to  pin  bone .  ■ , 


BUFFALO-COWS  OF  FORMOSA 
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Percent- 
age 

Min. 

j  ' 

Total. 

Aver- 
age 

Percent- 
age 

Max, 

- ― 

Min. 

Garan- 
一 bi  (a 

Munso  Taihan- 
1 (b  roku  I(c 

Ttunah  Gontch 
(d|  (c 

1 

一 

篁 1 

9 

9 

1 

July  1 8, July  1 8,  July  iS,July  18, 
1914     19U 1914  1914 

July 19, 

IOO.O 

i  aoo 

竇 4 ラ e 

は 7.o 

直 27 .5 

1*4.5 

省 考 «■ 

は 7  3 

ICAJ  O 

*  «4  c 

"3-5 

100.8 

135.0 

"9  5 

I3a*5 

- _  .  c 

"5,8 

直 34-5 

128,3 

lO— 、— さ 

嘗 3«  e 

5 

ioa.6 

126.3 

*33  5 

響 a ん r 
I  2O.5 

1 25 .0 

1-S.o 

I 

通 t  *J メ 

嘗 9，  C 

曹 4f ハ 

959 

131.5 

"3.6 

曹 C 

i  ä  1,0 

"35 

602,0 

ntf% 

"3.5 

57.4 

725 

65.0 

70.5 

Ol. O 

75-° 

73.0 

^>75  5 

MP  ff 

75*1 

fit  n 

*v 誊ハ 

25.6 

330 

37-° 

34.O 

34  S 

3«-o 

17<X5 

•9 « 雪 
34-* 

37  0 

，靈 f\ 

36.7 

46.0 

^5 

47.0 

.A  O 

49-0 

47-0 

A  ， 

235  3 

47 '7 

77  C 

J/' J 

49-° 

4 ひ. 0 

54.1 

6go 

635 

7ox> 

7<>»o 

&t>.o 

347.1 

【>9  4 

CA  C 

73  1 

M ハ 

8a.6 

I03.S 

96.5 

102,7 

1 02.5 

»05.7 

5» ヌ 

104. u 

lo6,3 

140.S 

"79  5 

1654 

175.3 

•  OA  - 

"8.0 

1 X，  *r 

'9，  5 

'75-3 

110.4 

I39-0 

124.0 

140.0 

150JO 

"3  5 

138.7 

7 リ .7 

嘗 , 瞥 

■43.» 

曹會 «  j 

1 5  00 

響 -9ft  f 

，3»7 

379 

475 

44-4 

51,0 

545 

.0  . 
40.S 

5'.o 

5«o 

-$6.0 

ビ 冒 力 

ギ 丄 2 

54.5 

4^.5 

36.S 

470 

38.5 

50.0 

46.0 

45-o 

Mwm 八 

Sox> 

Am  f. 
47° 

37-4 

50.0 

45° 

M-7 

3»  5 

*5 

jao 

34 力 

3S'o 

»95 

«577 

3«5 

24,7 

35-° 

29  2 

35' 

48.0 

AOX> 

4S» 

49,0 

370 

44-0 

450 

aao.a 

44x> 

34.6 

，*f  rt 

356 

46.0 

39.0 

46.5 

540 

39.o 

48.0 

435 

231.0 

46.fl 

36.3 

54  0 

39.0 

•'49  9 

183.0 

179.0 

18S.0 

SOI  ,0 

>79.o 

i94^o 

1  S  — ,1 
1  ^  O 

9470 

1894 

1433 

i  .0 

3S3 

50.0 

440 

475 

46.5 

44-0 

48.0 

445 

46.1 

36) 

4Ö  A， 

44  (， 

454 

590 

535 

6l.O 

S*o 

56$ 

SS© 

»77.7 

555 

"力 

" 1  _o 

aa.a 

aS.o 

aS.o 

»S-o 

»6.5 

»7jO 

'335 

96.7 

ai.o 

38.0 

»5カ 

176 

a^o 

aa.o 

31.5 

330 

21.5 

111.5 

"3 

>75 

»35 

21.5 

39-4 

490 

4^-0 

49x» 

530 

490 

48.5 

50.0 

«495 

49-9 

39* 

530 

485 

HA 

aa.o 

90X> 

aio 

33.0 

aj.o 

ai.o 

31  •。 

to9x> 

«8 

"1 

»3-0 

»1.0 

'5-4 

aoo 

I70 

190 

18.0 

31. 0 

«75 

30.0 

955 

«9« 

15.0 

SI.0 

»7-5 

17  x> 

st.o 

ao.o 

»3-3 

34.0 

32.0 

»5 

33.5 

"4.3 

aa.g 

i3.o 

*Aß 

sa.o 

"7 

17 力 

19》 

»75 

190 

18.S 

»8-5 

9*5 

i»S 

14  5 

19.0 

»75 

39.7 

41  .o 

61  0 

61.0 

' 55  5 

6a.o 

S7-o 

ゆ. 5 

59-3 

4M 

6ao 

555 

54.9 

695 

63.0 

690 

81.0 

7'.o 

76.0 

74x» 

37« 力 

74* 

5»3 

81.0 

69,0 

45<-5 

407.6 

48'.' 

S»7-3 

388.1 

495-0 

1891  S 

47»9 

3^.1 

1906.   c)  Ox,  Castrated  b  March  1908.   d)  Ox.  CaMrated  io  March  1908.   e)  Bull- 


Digitized  by  Google 


MATERIALS  FOR  A  FLORA  OF  HOKKAIDO. 

By 

KlNGO  MlYABE 

and 

YüSHUN  KüDÜ. 


北 海 道 

植 

物 

士 

宮 

部 

吾 

ェ 

祐 

舜 

29.  Dryas  octopetala  L  Spec.  PI.  cd  i.  (1753)  p.  501  ；  DC.  Prodr.  2.  p.  S49J 
Ledeb.  FI.  Ross.  2.  p.  20  ；  Kom.  Fl.  INIansh.  2.  p.  518;  Makino,  Tokyo  Bot.  Mag.  9. 
p.  (388)  et  I  5.  p.  1 10；  Koidz.  Consp.  Rosa.  Jap.  p.  202  ；  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2.2. 
p.  200  j  Nakai,  FI.  Korea.  1.  p.  200. 

Nom.  Jap.  Chönosuke-sö,  Miyama-chingiinima. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Ishikari  :  Mt.  Ashiupetnupuri  (S.  Nishida  &  Y.  Yanagisa- 
wa  ！  Aug.  1913). 

Distkib.  Arctic,  subarctic  and  alpine  regions  of  Northern  Hemisphere. 
New  to  the  Flora  of  Hokkaido. 

30.  Carpinus  laxiflora  Bl . M us.  】!ot.  Lugd.-liat.  1.  (1 849-5 i)p.  309；  Maxim. 
M#l.  Biol.  11.  p.  315；  Ii.  Winkl.  Iktulaceac,  in  Engl.  Pfl.-Rcich.  IV.  61.  p.  33  ；  C. 
K.  Schneider,  I  Iandb.  d.  I.aubh.  1.  p.  138  ；  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2.  2.  p.  21  ；  Shira- 
sawa,  I  cones  Forcst-Trecs  Jap.  1.  p.  78.  pi. 25. 

Distegocarpiis  laxißora  Sieb,  et  Zucc.  Fl.  Jap.  Farn.  Nat.  p.  799  ；  DC.  Prodr. 
16.  2.  p.  128. 

Nom.  Jap.  AkashicU,  Somnoi'I,  Koshide,  Mizusoda. 

Hab. 】,d  Prov.  Oshinia  :  Hakodate  (K.  Sugiyama  ！  1885)  ；  Oiwake  (Maxim- 
owicz,  i860);  Shikunoppe  (Y.  Tokubuchi  ！  Sept.  1892);  Todohokkc  (K.  Miyabo  ！ 
Aug.  1 890)  ；  Mcnamura,  near  Yesashi  (C.  Suzaki  ！ 】） Sept.  1914).— Prov.  Iburi  :  To 
niakomai  (T.  Yo.shimi!s>  Sept.  1914)— Prov.  Ilidaka  :  Horomanbetsu  (Y.  Tokubuchi ! 
Aug.  1 892)  ；  Saruru  (J.  Tanaka  ！ %1 Sept.  1885)  ；  Mt.  Apoi  (K.  Kondo  ！  Aug.  1 9 1  j). 

1) a (崎 a 助， 勾吉見 ほ 三 3) 田 中 m. 
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Distkiu. ト lokkaido,  Honshu  and  Kiushu.  As  varieties  in  Central  China  and 
Korea. 

31.  Ca8tanea  pubineivis  C.  K.  Schneid.  Til.  Handb.  l^iubholzk.  1.  (1906) 

p.  158. 

Castama  vesca  ß.  pubimmis  Hassk.  Catal.  PI.  Hort.  Bot.  Bogor.  (1844)  p.  73.— 
Castanea  Castama  var.  pubinen>is  Sarg.  Silva,  9.  p.  g.—Castanca  sativa  .  pubinenns 
Makino,  Tokyo  Bot.  Mag.  23.  p.  12. ― C.  jaf>onica  Hl.  Mus.  lk)t.  Lu^d.-liat 
(1850)  1.  p.  284.— C  vulgaris  c.  japonica  A.  DC.  Prodr.  16.  2.  p.  115;  Shi  rasa  wa, 
Icon.  Forest- Trees  J«ip.  1.  p.  103.  pi.  34. ― C.  sa/h'a  var.  japonica  T.  Ito,  Tokyo 
Bot.  Mag. 14.  p.  18. 

Nom.  Jap.  Kuri. 

Hau.  Yt'zo.  Prov.  Osmma  ：  Hakodate  (S.  Nozawa  ！  July,  1 886  ；  Y.  Tokubuchi 
July,  1888)  :  Taniyoshi  (Miyabe  &  Tokubuchi ！  July  1 890). '― Prov.  Shiribeshi  :  O- 
kushtri  Island  (Miyabe  &  Tokubuchi  ！  July, 1 890)  ；  Shikuzushi  (K.  Miyabe  ！  Oct. 
1 895). -  Prov.  Ishikari  :  Sapporo  (K.  Miyabe  ！  1 88a  ；  Y.  Takenobu  ！  1882；  Y.  Toku- 
buchi ！  1891).— Prov.  Iburi  ：  Chi  tose  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug.  1892)；  Rcbungc  (K. 
Miyabe  ！  Aug.  1 890)  ；  Abuta  (S.  Sugiyania  ！  Sept.  1883).— Prov.  Hidaka  :  Piratori 
(J.  Tanaka  ！  Sept.  1895). 

Distkiu.  Hokkaido,  Honshu,  Shikoku,  Kiushu. 

32.  Anemone  amiirensis  Kom.  FI.  Mansh.  2.  p.  262  :  Nakai,  Fl.  Korea.  1. 
p.  20. 

A.  nemorosa  subsp.  aunircnsis  Korsh.  Act.  H.  Pet.  1 2.  p.  293. 一 A.  tiemorosa  var. 
Maxim.  Prim.  FI.  Amur.  p.  17  et  M61.  】iiol. 9.  p.  606.  ；  Fr.  Schm.  Fl.  Am^.-liur. 
p.  29.  —A.  umbrosa  var.  yczoensis  Miyabe,  Fl.  Kuril,  p.  214;  Makino,  Tok.  】iot.  Majj. 
1 1.  p.  (303)  ；  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2.  2.  p.  105. 

Nom.  Jap.  Yezo-ichigesoy  Yczoicmge^  Hi ro/ui-himeichi^c. 

Ha».  Yezo.  Prov.  Shiribeshi  ：  Nakanosawa,  Yoichigun  (T.  Ishikawa  ！  °  July, 
1 893).—  Prov.  Ishikari  :  Sapporo  (1878)  :  Mt.  Nutakkamushpe  (H.  Koizumi  ！  *  July, 
191 1)  ；  Mt.  Yubari  (H.  Yanagisawa  &  A.  Mamana  ！  Aug.  «912)- 

SaghaUn.  Odomari-Dtstrict :  Minakeshi  (  T.  Miyake!  1908);  Mt.  Omanbctsu  (Mi- 
yake  ！  1908)  ；  Mt.  Ninushi  (Miyakc  ！  1908);  Tonnaicha  (Miyake  ！ iyo8)  ；  Ochopo- 
ka  (Miyake  ！  1 908)  ；  Kimunai  (Miy.ikc  ！  1908)  ；  Chishinai  (Miyake  ！  1908). —Toy o- 
hara- District :  Dubkt  (K.  Miyabe  &  T.  Miyagi  ！  1936)  ；  Shiraraka  (Miyake  ！  19 つ 力； 
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Mamie  (Miyake  ！  1007).—  Mauka-District  ：  Kusunnai  (Miyake  ！  1906). 

Distkib.  Hokkaido,  Saghalin,  Kamtschatka,  Amur-region,  Ussuri-region,  Man- 
churia, Korea. 

23.  Epimedium  macranthum  Moore  et  Dene.  Ann.  Sc.  Nat.  2.  Serie.  2.  p. 
352.  t.  13 ;  Makino,  Tok.  liot.  Mag.  23.  p.  143  ；  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2.  2.  p.  130； 
Korn.  Fl.  Mansh.  2.  p.  324  ；  Nakai,  Fl.  Korea.  2.  p.  437.— var.  a.  typicum  T.  Ito, 
Jour.  L.  Soc.  22.  p.  430. 

Nom.  Jap.  S/uro-Ikarisö. 

Had.  Yezo.  Prov.  Oshima  :  Hakodate  (Albrecht  1861-63,  Maximowicz  1861); 
Yesashi,  Sasayama  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug.  1888,  Miyabe  &  Tokubuchi  ！  Aug.  1891). 
Shiriuchi  (Miyabe  &  Tokubuchi!  July,  1 890)  ；  Kakkumitöge  (Tokubuchi  ！  Aug. 
1888).  —  Prov.  Ishikari  ：  Hamamashikegun,  Ögonzan  (T.  Ishikawa  ！  Aug.  1891) 

Distrib. 1 lokkaido,  Honsiu,  Liukiu,  Korea,  Manchuria,  China. 

34.  Vicia  Fauriae  Fraiich.  in  Bull.  Soc.  Phil.  Paris,  Ser.  VII.  io.  (1886)  p. 
129;  Boiss.  in  Bull.  Herb.  Boiss.  6.  p.  675  ；  Kawakami,  Tok.  Hot.  Mag.  9.  p.  (253). 

Nom.  Jap.  Tsugaru-fuji,  Nobiishi. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Oshima  :  Fukuyama  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug.  1888;  Miyabe 
&  Tokubuchi  ！  July  1890;  Faurie,  July  1 890). 

Distrib.  Northern  Honsiu,  and  southern  Hokkaido. 

35.  Ribes  triste  Pall,  in  Nov.  Act.  Acad.  Pctersb.  10  (1797)  p.  378  ；  Ledeb. 
Fl.  Ross.  2.  p.  198  ；  Maxim.  Biol. 9.  p.  235  ；  Miyabe,  Fl.  Kuril,  p.  234;  Janc- 
zewski,  Bull.  Int.  Ac.  S.  Cracov.  (1906)  p.  3  ；  Schneider,  111.  Handb.  Laubholzk.  1. 
p.  402  ；  Miyabe  and  Miyake,  Fl.  Saghai.  p.  1 58. 

R.  propinquum  Turcz.  in  Bull.  Soc.  Nat.  Mose.  (1840)  p.  7 ひ 一 R.  rubrum  var. 
rubelium  Rgl.  et  Til.  Fl.  Ajan.  p.  118. 一 R.  rubrum  vars.  bracleosum  et  sab^laadu- 
los 画 Maxim.  M61.  Biol. 9.  p.  234. 

Nom.  Jap.  Tokachi-sugitri, 

Hab.  Yezo.  Prov.  Tokachi  :  Perufune  (K.  Miyabe  ！  June  1884);  Puka  River 
bank  (T.  Obanawa  ！  °  July,  1 892). 

Distrib.  Northern  Japan,  Manchuria,  Eastern  Siberia  and  North  America. 

36.  Galium  paradoxum  Maxim.  M61.  Biol. 9.  p.  263  ；  Nakai,  Tok.  Bot 
1) 小 花 《A:B! 
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Mag.  23.  p.  104;  Komar.  Fl.  Mansh.  3.  p,  495  ；  Mats 籠. Ind.  PI.  Jap.  2.  2.  p.  588. 
G.  steUariae folium  Fr.  et  Sav.  En  um.  i.  p.  213,  2.  p.  392. 
Nom.  Jap.  Miyanta-mugum. 

Hab.  Yeso.  Prov.  Iburi  ：  Tomakomai  (T.  Yoshimi  ！  Aug.  1914). 一 Prov.  Ku- 
shiro  :  Beppo  (Kenji  Miyabe  &  G.  Tanaka  ！  July,  1910). 

DisTRiB.  Hokkaido,  Honsiu,  Shikoku,  Manchuria  and  Central  China. 

37.  Aster  Tripolium し Sp.  PI. p.  872.  var.  integrifolius  Miyabe  et  Kudo, 
in  Miyabe  &  Miyake,  Fl.  Saghai.  p.  240.  • 

leaves  entire  or  almost  entire,  devoid  of  ciliated  denticulation  on  the  margin. 
Achenes  rather  densely  hirsute. 

Nom.  Jap.  Ura^iku.  Hamashion. 

Hab.  Yeso.  Prov.  Kushiro  :  Akkeshi  (K.  Miyabe  ！  July,  1894). 
Kuriles.  Kunashiri : Tomari-mura  (C.  Yendo  ！  n  Sept.  1 894). 一 Shikotan :  Ana- 
ma  (M.  Arai  ！ わ Sept.  1909.) 

Sakhalin.  Russian  Saghalin.  :  Alexandrowski  (K.  Takahashi  ！ 55  Sept.  1905.) 

38-    Leontopodium  sachallnense  Miyabe  et  Kudo,  in  Miyabe  &  Miyake, 
Fl.  Saghal.  p.  242. 

ム japonicum  subsp.  sachalbunse  Takeda,  in  Bull.  Soc.  Bot.  Genöve,  3.  p  152.  f. 
11. 一 L.  sibiricum  Fr.  Schm.  Fl.  Sach.  p.  151. 
Nom.  Jap.  Yezo-usuyttkiso. 

Hab.  Yeso.  Prov.  Kushiro  :  Atoyeka  (K.  Miyabe  ！  July,  1894);  Sempoji  (K. 
Miyabe  ！  Aug.  1884).— Prov.  Kitami  :  Rebun  Isl. (S.  Hori  I  Aug.  1 887). 

Sag/talin.  Todomoshiri  Isl. : Tomarizawa,  Dainanwan,  Nagahama,  Shimizudani 
and  Mt.  Dai  nan  (T.  Miyake  ！  July,  1906). ― Sakayehama-Subd  istr.  :  Manue  (Schmidt 
and  Glehn)  ；  Chikaporonat  (T.  Miyake  ！  Aug.  1907). ― Motodomari-Subd istr.  :  Ma- 
kunkotan  (Schmidt  ；  T.  Miyake  ！  Sept.  1906). 一 Mauka-Distr.  :  Notasan  (Glehn). 一 
Nayashi-Distr.  ：  Nayashi  (Schmidt). 

As  our  plant  has  perfectly  smooth  achenes  and  subpenicillate  pappus,  it  should 
be  separated  from  L.  japonicum  Miq.  which  has  minutely  hairy  achenes  and  non- 
pen  icillate  pappus. 

39.    Crepifl  bureiensis  Fr.  Schm.  Reis,  im  Amurl. u.  a,  d.  Ins.  Sach.  pp.  52, 
154；  Miyabe  &  Miyake,  Fl.  Saghal.  p.  284,  PI. 9.  f.  1  一 2. 

i) 道藝千 め « 井 Ä 平 》•     3)  »擔小十1 
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Num.  Jap.    Nupuripo-giku.  Fntamata-tampopo. 

Hab.  Yezo.  Prove.  Ishikari  :  Mt.  Ashiupetnupuri  (S.  Nishida  &  H.  Yanagi- 
saua  ！  Aug.  1913). 一 Prov.  Kitami  ：  on  the  top  of  Mt.  Rishiri  (S.  Hoshino  ！  "  Sept. 
'907). 

Kurllcs.  Etorofu  :  between  Ponnupuri  and  Peretarabetsu  (T.  Ishikawa  ！  Aug. 
1907). 

Sag/ialiti.    Mt.  Nupuripo  (Fr.  Schmidt,  i860；  T.  Miyake  ！  Aug.  1907). 
Distrib.    Hokkaido,  Saghai  in  and  Amur-region. 

40.  Soorzonera  radiata  Fisch.,  Ledeb.  Fl.  Ross.  2.  p.  793  ；  Trautv.  et  Mey. 
Fl.  Ochot.  p.  58  ；  Rgl.  et  Til.  Fl.  Ajan.  p.  108  ；  Maxim.  Fl.  Amur.  p.  177  ；  Fr. 
Schm.  Fl.  Sach.  p.  153  ；  Maxim.  M6I.  Biol. 12.  p.  733  ；  Miyabe  &  Miyake,  FI. 
Saghai. p.  290. 

Nom.  Jap.  Futanamisö. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Kitami  :  Rebun  Isl.,  at  Mt.  Futanami,  Takinouyc  and  Mo- 
moyama  (S.  Hoshino!  1906). 

Saghalin.  Russian  Saghai  in  :  East  Coast  at  5  2°  45  n. 1" near  Nuto  (T.  Ishika- 
wa  ！  July,  1912).    West  Coast  at  Dui  (F.  Schmidt,  i860). 

Distkib.  Hokkaido,  Saghalin,  Eastern  Siberia,  Manchuria,  Mongolia  and 
Northern  China. 

A  new  genus  to  the  Flora  of  Hokkaido. 

41. Senecio  Eawakamii  Makino,  Tok.  Bot.  Mag.  26.  p.  29 【； Miyabc  <t 
Miyake,  Fl.  Saghal.  p.  268.  PI. 8.  f.  3-4. 

S.  sp.  Kawakami,  Tok.  I  Jot.  Mag, 14.  p.  139. 
Nom.  Jap.  Miyama-oguruma. 

Hab.  Yczj.  Prov.  Ishikari  :  on  the  top.  of  Mt.  Yubari  (T.  Ishikaua  ！  June,  1896; 
Yanagisawa  &  Hamana  !  Aug. 191 2  ;  S.  Nishida  ！  Aug.  1913),  Mt.  Ashiupetnupuri 
(Nishida  &  Yanagisawa  !  Aug.  191 3). ― Prov.  Kitami  :  Mt.  Rishiri  (T.  Kawakami  ！ 
Aug.  1899  ；  T.  Makino,  1993). 

Saglialin.    Sakayehama-Subdistr.  :  Chikaporonai  (T.  Miyake  ！  Aug. りっカ. 
„  Distkih.    Restricted  to  I  lokkaido  and  Saghalin. 

42-  Eleutherococcus  senticosus  Maxim.  Prim.  Fl.  Amur.  p.  132  ；  Fr.  Schm. 
Fl.  Sach.  p.  140；  Komarov,  Fl.  Mansh.  3.  p.  1 19；  Miyabc  &  Miyake,  Fl.  Saghal.  p. 

206. 
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AcantJiopanax  senticosum  Harms,  in  Engl.  Pfl.-fam.  III.  8.  p.  50;  C.  K.  Schneid- 
er, Laubholzk.  2.  p.  424；  Matsumura,  Ind.  PI.  Jap.  2.  2  p.  417. 

Aisantlionapax  asperatum  Fr.  et  Sav.  Enum.  r.  p.  193,  2.  p.  378. 
Nom.  Jap.  Yezo-ukjgi. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Ishikari  ：  upper  part  of  R.  Ishikari  (K.  Jimbo  ！  Sept.  1891). 
— Prov.  Kushiro  ：  Kutcharo  (J.  Tanaka  ！  Sept.  1895  ；  K.  Miyabe  ！  Sept.  1913); 
Akan  (Faurie,  1893；  T.  Kawakami  ！  Aug.  1897).— Prov.  Kitami  :  Notoro  (K.  Mi- 
yabe! July,  1884);  Abashiri  (Faurie,  1892；  K.  Miyabe  ！  Sept.  1913). 

Sa^ialin,    Very  common. 

Distrib.  Eastern  and  northern  Yezo,  Saghalin,  Amur-region,  Manchuria,  and 
North  China. 

43.  Carex  hakkodensis  F ranch,  in  Hull.  Soc.  Philom.  Paris  3  S^r.  7.  (1895) 
p.  24  et  in  Carex  As.  Or.  p.  204.  pi. 3.  f.  2 ;  Matsum.  Ind.  PI.  Jap.  2.  1.  p.  113  :  Kü- 
kenth.  in  Engl.  Pfl.-Reich. IV.  20.  p.  98. 

Nom.  Jap.  Ito-kinsuge. 

Hab.  Yezo.  Prov.  Ishikari  ：  Mt.  Yubari  (H.  Yanagisawa  &  A.  Hahana  ！  Aug. 
191 2)  :  Mt.  Nutakkamshupe  (H.  Koizumi  I  July,  191 1). 

KuriUs.    Etorofu  :  Mt.  Atoiya  (T.  Kawakami  ！  Aug.  1898). 
D は tkib.    Alpine  region  of  Honshu  and  Hokkaido. 

41 Carex  Mertensii  Prcscott  var.  urostachyB  Kükenth.  in  Engl.  Pfl.-Rcich. 
IV.  20.  p.  401. 

C.  urosLichys  Franch.  in  Bull.  Soc.  Philom.  Paris.  8.  S6r.  7.  p.  35. 一 C.  Mertensii 
F ranch.  Carex  As.  Or.  p.  1 50.  pi. 13.  f.  1.  :  Matsum.  ind.  PI.  Jap.  2.  1.  p.  120. 
Nom.  Jap.  Kinchaku-sitge. 

Had.  Yezo.  Prov.  Oshima  :  Mt.  Komagadake  (Y.  Tokubuchi  ！  Aug.  1 888).— 
Prov.  Shiribcshi  :  Raidentöge  (G.  Yatnada  ！  July,  1 897)  ；  Iwozan,  Iwanai  (Y.  Take- 
nobu  ！  Aug.  1 883). 一 Prov.  Ishikari  :  Mt.  Yubari  (S.  Nishida  ！  Aug.  1913). 一 Prov. 
Iburi  ：  Mt.  Yeniwa  (T.  Kawakami  ！  Aug.  1895).— Prov.  Kushiro  :  Mt.  Meakan  (T. 
Kawakami  ！  Aug. 1 897). 

Distrib.    Alpine  region  of  Hokkaido  and  Northern  Honshu. 
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摘       要  ' 

29.  Dryas  octopetala  L. ちゃ $ のす けさ $、 みやま ちん^る まつ 

石 13 SB ァシュ ペット ヌブり 山に 直す 0  *Äittl ： 於て は て のお 见 - ffi す a 

30.  Carpinus  laxiflora  B1. あかして、 そろの き、 こして、 みづ そだ o 
en 編 ひ njfs に 》し又 本州 九州 i: 生ず 0 其 Btf は び 中央 支 w に康す 0 

81. Castanea  pubinervis  C.  K.  Sehn. 《り。 
«A. 棱志. 石 は、 18«.  口 S^? の ifB に 麼し、 《 ほ 本州、 W 画 す o 
32.  Anemone  amurensis  Kom. えぞい ちげ さ 5  、之 そ' いちげ, ひろ は ひめい 

ちげ。 

まて は 《; &、  r.nw»r.&i\ 樺 太 i: て は 》 く す。 x«iis 加' fflflt 江 杏' ÄÄffi» 方な へ 

て Ü 洲 Ä び 《»11 分布す o 

S?.   rpimedium  macranthum  Moore  et  Dene.  a.  typicum  'i -  Ito. しろい 

" さ $o 

本 W.  m^- 朝》-  » 洲 し、 本 ifir- て は ÄftHÄ び 石 狩 山 す o 

34.  Vicia  Fauriae  Franch. つがる ふぢ、 のぶし。 
«fcBliK 山 ffiüLÄ び 本州 北 ÄT» に-生ず o 

35.  Ribes  triste  Pall. とかち すどり0 

♦  JJl し-あ リズ は び じ 本州に て は 下 》:« す o  ßl ほ Ä 洲束 比 び 北 来 I： 分 

36.  6alinm  paradozum  Maxim. みやまむ ら 0 

に 於て は &び 》IK ド * し、 ©ほ 本州. Kffl、  《洲& び 中央 支! 》I: 分布す 0 本 《 の 北海 ÜL^TSJ» 
岸 l:Ä する：: と は 分布 上 B ら ftl すべさ ** なりと "To 

37.  ister  Tripolium し var.  integrifolius  Miyabe  et  Kudo.    $ らも 《'は 

まし をん。 

*iit に 於て; l«««fBJ7 挣 Ä び B 後、 支 古丹 Wß に 生じ 又 も ft す 0  » ，産の Aster  Tripolium の ほ 本 
I  üfi-t  & に AiJiifi 及 ひ WA  Ä の I の は ÄÄftlf 若 く は 《i んど全 «I: して 有乇 £ 牙歲^ 欠 さ Ü つ 其 の » 
面 I： 著しく  ず 0 木 HI 申の t の も 或は 然 らん 0 

38.  leontopodium  sachalinense  Miyabe  et  Kudo. 之 そ ，す ゆき さ，. 

«TKB、*JlWüa 文 び W 太 中 南に 生ずい 木 S は 武 田久亩 氏が LtontopcJium^aponuum  su5«p.  toiha- 
lintnu と して «fttf られし t のな * が. L ふ" ni 匪 うすゆき さ う と 具り «* は 平 »I: して Ä 乇の; tfl 
多少 W か 状な S すろ^ 以て 一新 H と IS むる 方！ Iff な らん 0 

39.  Crepis  burejensis  Fr.  Schm. ぬぶ り ぼき X、 ふた ま? Ä んぽ ぼ。 

石 yjiS ァシュ べヅト 5» プリ 山、 北 ÄB 利 Ä 山、 千 ÄflJfflft に-魔し Äfli 太 ヌブリ ボ山 1: 生ず o  SB 外にて は: Ä 
ttttlf に * す 0 

40.  Scorzonera  radiata  lisch. ふたな み 3  5o 

*晃88« 文 び 棒 太に * し X 束 部 Wit 利? 5.» 洲 お古 &üMhffl«OT に 分布す o  中に 本 3 

な 加ふ&  ： と^はた ろ は 小 《tt 古^ I 宫司 £W 二 BP 氏の 好 Ä に 》 ろ 0  HS! 氏 は 多年 來禮文 ßHLtls のぼ あ- 從 * 
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され はる と ：ス «(る 多し: 木 8 は フタ ナ t 山. U の 上&び ♦* 山^ I： て »见 されたろ^ 以て iffi おと して 
Jftg の 一^と リふ たなみ き 5 と 命名す 0  て はわ' 年の ff 露 人レュ 《ヅト ft が 之 n^ÄÄWMcWi» 

庠ヅィ に 於て ぜし i»J* の 方 何人 t 之れ な ざリ しに一 昨年 ft$i:Btiläfd 氏 JlfflMMc** 诤牝ゅ 
五十二 《irafK 分 ヌート HWffii: 於て 本 《 な öUfc し 他の ü な る《 本と 共 r- 本大 》r- 寄 《 さ *0  tti:A» 石 
川 蘭 し 35 はな る 謝. 象な 《 す o 

41. Scnecio  Kawakamü  Makino. みやま を 4' る ま。 
石;! &、  Ä びァ シュぺ ^ ト ヌブリ 山、 北 iUSWÄ 山 * に 生じ 又》太ド- 康す 0 

42.  Eleutherococcus  88nticosufl  Maxim. えぞ $ こき *0. 

本 at にて は 《:ä.««ihibiä び石狞 川上 流 取: 生じ x«M:、att 江 》.« 洲 a び 支 m に康す o フランシェ 一 
ä が 本 n んぉ as: 骨 ä にて 》fttf る ： と^ 記 《す * も 《 る 疑 は し 0 

43.  Carex  hakkodenBis  Franch. いと きんすげ 。 

石 狩 IB タ jä^äcA ヌダク ね a ゥ シュぺ 山、 千 ßWffi アト ィャ 山に 生じ (W ほ 本 《 の IW 山に-磨す o 

44.  Carex  Mertensii  Prescott.  var.  urostachys  Kükenth. きんち や 《すが 

(新 ff) 

ötfc、  tt: お. WIK.  の SRßlll に-生じ 又 本州 北 DV,Ä な 山に も產す 0 
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NEUE  CICADINEN  KOREAS. 

Von 

Prof.  Shonen  Matsumura. 
(Mit  Tafel I.) 

• 朝鮮 新種の 浮塵子 
理學 博士 松 村 松 年 

Die  Ci  cad  inen  von  Korea  wurden  bis  jetzt  von  niemand  behandelt  und  studiert. 
Die  reichhaltige  Ausbeute  von  Herrn  Y.  Ikuma,  Lehrer  an  der  Koreanischen  h  iheren 
Volksschule,  die  er  mir  in  zwei  Malen  hierher  geschickt  hat,  stammt  hauptsä sch- 
lich aus  den  hohen  Eergcn  Chohaku  und  Kongo  ；  einige  Exemplare  darunter 
wurden  von  Sr.  Exe,  dem  Gouverneur  Grafen  Teräuchi  auf  dem  Berge  Kongo 
gesammelt.  Der  verstorbene  Herr  H.  Hoasni,  der  frühere  Territorial-Chcf  von 
Kwankycdo,  hat  auch  einiges  in  Gemeinschaft  mit  Herrn  Y.  Ikuma  auf  dem 
Berge  Choliaku  gesammelt.  Die  vorliegenden  Arten  kommen  meistens  auch  in 
Japan  vor.  Unter  113  Arten  sind  34  neu,  während  die  übrigen  in  Sachalin,  Hok- 
kaido und  Mittel -Japan  zu  Hause  sind.  Sie  zerfallen  in  51  Gattungen,  von 
denen  eine  ( Teraucklana,  eine  Delphacide)  neu  ist. 

Die  folgende  Liste  enthält  die  sämtlichen  Arten  gesammelt  von  Herrn  Y, 
Ikuma. 


J  assidae 
Typhrocybinae 

1.  Chlorita  vittata  Leth. 

2.  Erythria  zonata  n.  sp.  var.  koreana  n. 

3.  Kupteryx  artemisiae  Kb. 

4.  Typhi oeyba  rosae  L. 

5.  Zygina  limbata  Mats. 

Jassinae 

6.  Balclutha  pectoralis  n.  sP. 


Balclutha  punctata  Thunb. 


8. 

,, 

rubrinervis  Mats. 

9. 

t* 

viridis  Mats. 

IO. 

Cicadula  guttata  n.  sp. 

II. 

masatonis  Mats.  var.  pallidula  Mats, 

12. 

sexnotata  Fall. 

リ. 

>» 

variata  Fall. 

14. 

Thamnotettix  albicosta  Mats. 

ふ 

chohakusanus  n.  sp. 

1 6. 

cruentatus  Panz. 

17. 

cyclops  Muls. 

18. 

hoashii  n.  sp. 

19. 

ikumae  Mats. 

20. 

karafutonis  Mats. 

21. 

latifrons  Mats. 

22. 

nigrovittatue  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  8) 

23. 

" 

oryzae  Mats. 

24. 

>> 

quadrinottatus  F. 

2S. 

'» 

subfusculus  Fall. 

26. 

" 

sulphurcllus  Zett. 

27. 

>> 

tobae  Mats.  var.  hyalinatus  Mats. 

28. 

tornellus  Zett. 

29. 

Nephotettix  apicalis  Mötsch. 

30. 

Athysanus 

impictifrons  Bohem. 

31. 

» 

limbifcr  Mats. 

32. 

quadrum  Bohem. 

33. 

» 

sachalinensis  Mats. 

34- 

»» 

striatellus  Fall. 

35. 

tt 

striola  Fall. 

36. 

»» 

suturalis  Mats. 

37-  Jassus  praesul  Horv. 

38.  Paralimnus  fallaciosus  Mats. 

39-         ，，         tamagawanus  Mats. 

40.  Paramesus  japonicus  Mats. 

41.  Phlepsius  ishidac  Mats. 

42.  Doratulina  koreana  n.  sp. 
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43.  Aconura  ikumae  n.  sP. 


" r 

producta  Mats. 

45. 

1 ジ 

terauchU  n.  sp.  (Taf.  i,  Fig.  7) 

46. 

• 

Deltocephalus  abdominalis  F. 

47- 

assimilis  Fall. 

48. 

• 

Candidus  Mats. 

49. 

マス 

V 

chohakusanus  n.  sp. 

CO. 

chosenenaia  n.  sp. 

51. 

» 

oornutus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  3) 

^  • 

costistriatus  n.  sp. 

fraternus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  5) 

ゾ ■ 

hoashii  n.  sp. 

55. 

kongosanua  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  4) 

56. 

koreanus  n.  sp. 

57. 

フ / 

octomaculatus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  6) 

58. 

sachalinensis  n.  sp. 

59. 

striatus  L. 

6o. 

tlioracicus  Fieb. 

61. 

tritici  Mats. 

62. 

y  anon  is  Mats. 

63. 

Platymetoplus  rubrovittatus  Mats. 

64. 

koreanus  n.  sp.  (Taf.  1 ,  Fig.  9) 

65. 

undatus  Deg.  var.  koreaB118  n. 

66. 

Scaphoideus  albovittatus  Mats. 

67. 

festivus  Mats. 

68. 

Xestoccphalus  guttatus  Mötsch. 

69. 

Parabolocratus  lineatus  Horv. 

70. 

tripunctatus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  13) 

71. 

Strongly locephal us  agrestis  Fall. 

72. 

lfirvana  koreana  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  12) 

Tettigoninae 

73- 

Euacanthus  acuminatus  F. 

74. 

*  aurantiacus  n-  sp. 
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75.  Ishidaella  albomarginata  Sign. 

76.  "       flaveola  n.  sp. 

77.  Onukia  onukii  Mats. 

68.  Tylozygoides  artemtsiae  Mats. 

Bythoscopinae 
79-   Idiocenu  koreanus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  10) 

80.  ,,         vitticollis  Mats. 

81.  Pediopsis  illota  Horv. 

82.  ,,        virescens  L. 

»3-  Agallia  nigra  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  11) 

84.  ,,       reticulata  H.  S.  • 

85.  Macropsis  viridula  Melich. , 

Ledrinae 

86.  Ledromorpha  koreana  n.  sp. 

87-  Ledropsis  kongosana  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  14) 

Cercopidae 

88.  Rhinaulax  assimilis  Uhl. 

Aphrophorinae 

89.  Lepyronia  coleopterata し var.  nawae  n. 

90.  ,,        koreana  n.  sp. 

91.  Peuceptyelus  dimidiatus  Mats. 

92.  Ptyelus  campestris  Fall. 

o^.      ,,      ikumae  n.  sp.  (Taf.  1, i' ig.  16) 

94.  ,,      sachaliiicn8is  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  15) 

95.  ,,       abieti  Mats.  var.  v-pustulatUB  n. 

96.  Aphrophora  obliqua  Uhl. 

97.  ，，  putealis  Mats. 

98.  Euclovia  okadae  Mats. 

Fulgoridae 
Kicaninac 

99.  Ricania  taeniata  Stul. (R.  proxtma  Melich.) 
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Dictyophorinae 

100.  Dictyophom  koreana  n.  sp.  . 

Ciziinae 

101.  Kuvera  flaviccps  Mats. 

102.  Oliarus  apical  is  Uhl. 

103.  ,,      quadrifasciatus  Mats. 

Achirinae 

104.  Akotropis  fumatus  Mats. 

*  Isslnae 

105.  Caloscelig  terauchii  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  2) 

106.  Ommatidiotus  karafutonis  Mats. 

107.  ,,  koreanus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  1) 

Derbinae 

208.    Nisia  nervosa  Mötsch. 

109.  Kamendaka  koreana  n.  sp. 

Delphacinae 

no.  Teranchiana  (n.  g.)  singolariB  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  17) 
in.  Iiburnia  basalis  n.  sp. 

112.  „       gracilis  n.  sp. 

113.  ,,        striatella  Fall- 
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Beschreibung  der  neuen  Arten. 

1.  Erythria  zonata  n.  sp. 

Gelb.  Scheitel  breit  konisch  abgerundet,  fast  so  lang  wie  zwischen  den  Augen 
breit,  in  der  Mitte  mit  zwei  schmutziggelboti  Litngsstrcifcn,  welche  sich  über  den 
Vorderrand  des  Pronotums  fortsetzt  Deckflü^cl  subhyalin,  gelblich  getrübt,  nahe 
der  Mitte  mit  einer  etwas  schief  gerichteten,  schwarzen  Oucrbindo,  an  der  ]5;isis  der 
vierten  Apicalzelle,  nahe  dem  Clavusendc  mit  eincai  schwarzen  Punkte,  die  Mc:nbran 
kaum  verbräunt.    Heine  gclblichwciss. 

J  Gcnitalplatten  zusammen  breit  konisch,  die  Lappen  des  lct/.tcn  Rücken- 
segmentes etwas  kürzer  als  die  Gcnitalplatten,  oben  an  den  Seiten  flach  aus^crandet. 

？  Letztes  liauchsegment  hinten  etwas  rumllich  vorragend,  in  dor  Mkte  mit 
einer  seichten  Einkerbung. 

Läng— さ ？  3.5  mm.  (bis  zur  Flügelspitze). 

Hab.  ―  Honshu,  Shikoku,  Kiushu  (ha.u.%  auf  verschieden  I^aubh olzern). 
var.  koreana  n. 

Die  Mittelquerbinde  des  Deckfl.igcls  viel  breiter  und  in  der  Mitte  <-f  jrmig 
gebrochen. 

Hab.  一  Korea  (Chosen),  ein  J   Exemplar  gesammelt  auf  dem  liergo  Kongo. 

2.  Zygina  limbata  Mats. 

Zygina  limbata  Mats.  Japanese  Syst.  Ent.  vol.  I,  p.  1 13,  fig.  121,  1907. 

Der  Form  nach  Z.  scutcllaris  H.  S.  etwas  ähnlich.  Hollsch;mit/i^clb,  bei 
einigen  Examplaren  gclbl ichgrau.  Auf  dem  Scheitel  oben  mit  cine:n  grossen  briiun- 
lichen  Flecke,  welcher  sich  auf  die  gleichgefürbte  Stirn  fortsetzt.  Dieser  Fleck 
wird  am  Ucbergange  zur  Stirn  jederseits  von  einem  etwas  nach  aussen  gebotenen, 
kurzen,  hellgelblichcn  Liingsflccke  unterbrochen.  Stirn  ziemlich  stark  gewölbt,  in 
der  Mitte  der  Länge  nach  gelblich. し lypeus  schwärzlich,  Rostrum  br.iunlichgolb. 
Der  Hinterrand  des  Pronotums  ziemlich  weit  ausgedehnt  bräunlich,  am  breitesten  in 
der  Mitte  ；  nahe  dem  Vorderrande  jederscits  mit  einem  undeutlichen  bräunlichen 
Fleckchen.  Scutellum  mit  zwei  oblongen,  zum  Theil  vom  l'ronotuin  verdeckten, 
schwarzen  Flecken.  Elytrcn  subhyalin,  weisslich  ；  der  ganze  Aussenrand  des  Clavus 
und  ein  ara  ersten  Sektor  bis  zur  Mitte  des  Coi  iums  entlang  laufender  LAngstlcck 
dunkel  schattiert,  Clavus-Randnerv  dunkelbraun,  der  innere  Ast  den  erste :i Sektors 
und  die  Nerven  des  Apical feldes  hellbräunlich.  Brust  dunkelbraun  ；  Ilcinc  hcll- 
schmutziggelb.  Abdomen  schwärzlich;  der  Hinterrand  des  letzten  Rückciwegmen- 
tes  beim  %  citronengelb. 
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J    Genitalplatten  we issl ichgrau,  ziemlich  lang  und  breit,  am  breitesten  vor  der 
Mitte,  gegen  die  dunkel  schattierte  Spitze  hin  stark  verschmälert  und  aufgebogen. 
^    Letztes  Bauchsegment  fast  wie  bei ん scute  liar  is. 
Länge 一  J  ？  2.5  mm. 

Hab.  一  Japan  (überall  häufig  ausser  hokkaido);  Korea  (der  Berg  Kongo)  ；  in 
Japan  ziemlich  schädlich  für  Reis-Pflan2cn. 

3.  Balclutha  pectoralis  n.  sp. 

Blassgriin.  Scheitel 1  /3  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit,  jederseits  mit 
einem  undeutlichen  dunkelgrünen  Punkte.  Ocellen  rötlich.  Die  Basis  der  Fühler- 
insertion  dunkel.  Stirn  in  der  Mitte  gelblich,  Rostrum  an  der  Spitze  dunkel.  Pro- 
notum  in  der  Mitte  mit  einem  schmalen,  undeutlichen,  grünlichen  Lungsstreifen,  je- 
derseits nahe  dem  Vorderrande  mit  einem  undeutlichen  grünlichen  Punkte.  Scutel- 
lum  an  der  Basis  mit  zwei  bräunlichen  Punkten.  Mittelbrust  schwärzlich.  Elytrcn 
subhyalin,  weiss! ichgrün  getrübt,  die  \fcmbran  kaum  dunkel  getrübt.  Abdomen 
grün,  Bauchsegmentc  je  am  Hinterrande  gelblich. 

J     Gcnitalplatten  zusammen  gleichschenkelig  dreieckig. 

罕 Letztes  】}auchsegment  in  der  Mitte  etwas  vorragend,  sodass  jederseits  ein 
wenig  eingekerbt  und  dassclbst  etwas  hellbräunlich  gefärbt  ist. 
Länge—  %  2.8 —— %  3.1 mm. 

Hab. —— Korea  (der  lierg  Kongo),  gesammelt  in  2  (1  J  ，  1  ？)  Exampiaren. 
Der  Form  und  Zeichnung  nach  B.  intrusiis  Melich.  etwas  ahnlich. 

4.  Cicadula  guttata  n.  sp. 

5  Schwarz.  Scheitel  halb  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit,  am  Über- 
gange zur  Stirn  mit  einer  schmalen  gelblichen  Querbinde,  welche  sich  durch  einen 
schmalen  gelblichen  Längsflecke  die  Occlle  fortsetzt  ；  in  der  Mitte  am  Übergänge 
zur  Stirn  auch  ein  kurzes,  schmales,  gelbliches  I .ängsfleckchen.  Stirn  nahe  der  Mitte 
jederseits  mit  einem  gelblichen  Fleckchen.  Clypeus  an  den  Seiten  und  Lora  in  der 
Mitte  gelblich.  Rostruin  schwarz.  Pronotum  in  der  Mitte  mit  einer  schmalen 
gelblichen  Längshnie,  jederseits  mit  einem  schmutziggelben  Fleckchen.  ScutcIIum 
an  den  basalen  Winkeln  mit  je  einem  gelblichen  Strichelchcn,  die  Spitze  auch  ein 
wenig  ausgedehnt  gelblich.  Elytren  schwärzlich,  Clavus  und  Corium  in  der  Mitte 
mit  je  einem  weissgrauen  Flecke,  die  Membran  subhyalin,  weissgrau  getrübt.  Un- 
terseite schwärzlich,  vier  erste  Bauchsegmente  je  am  Hinterrande  und  das  Connexium 
gelblich,  zwei  letzten  Bauchsejmente  weisslich.    Beine  weissgelblich,  Vorder-und 
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Mittelschenkel  so  wie  auch  Tibien  dunkel  gestreift,  Tarsenglieder  je  an  der  Spitze 
dunkel. 

S    Genita! platten  weisslich,  an  der  Apicalhalfte  schwärzlich,  zusammen  ein 
langes  Dreieck  bildend. 
Länge 一  %  4  mm. 

Hab.  一  Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  J  Exemplare. 
Diese  Art  gehört  zu  der  Cya/tae-Gruppe. 

5.  Thamnotettix  chohakusanus  n.  sp. 

Beim  J  rötlichgelb,  beim  ？  citronengelb.  Scheitel i /3  so  lang  wie  zwischen 
den  Augen  breit,  ohne  Zeichnung,  nur  die  Stirnnaht  schwärzlich.  Rostrum  an  der 
Spitze  dunkel.  Pronotum  deutlich  länger  als  der  Scheitel.  Elytren  fast  hyalin, 
weissgelblich  getrübt,  Nerven  hyalin,  hie  und  da  rotgelblich  gefurbt.  Mesosternura 
schwiirzlich.  Erstes  Bauchsegment  an  der  Basis  und  in  der  Mitte  und  zweites  nur 
in  der  Mitte  schwarz.    Beine  von  der  Grundfarbe,  nur  die  Klauen  verbräunt. 

J  Genitalklappc  deutlich  kürzer  als  das  vorhergehende  Bauchsegment,  Hinten 
breit  abgerundet,  Genitalplatten  lang,  so  lang  wie  zwei  letzten  Bauchsegmente  und 
die  Klappe  zusammen,  zusammen  einen  breiten  langen  Kegel  bildend. 

^  Letztes  Bauchsegment  am  Hinterrande  breit  rundlich  ausgerandet,  Scheiden- 
polster lang,  etwas  kürzer  als  die  Bauchsegmente  zusammen. 

Länge ―  J  4.5  ―  ^  5.5  mm. 

Hab. 一  Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  2  (1 S  >  1  ？  )  Exemplaren. 
Der  Form  und  Färbung  nach  T/t.  ficweola  Hohem,  ähnlich. 

6.  Thamnottcttix  hoaahii  n.  sp. 

Blassolivengrün.  Scheitel  schmutziggelb,  etwas  kürzer  als  der  Abstand  zwi- 
schen den  Augen,  vorn  breit  konisch  abgerundet,  mit  undeutlicher  bräunlicher  Quer- 
binde. Stirn  bräunlichgelb,  an  der  Spitze  gelblich,  jederscits  mit  etwa  5  oder  6 
gelblichen  Querstreifen,  Stirnnaht  und  Fühlcrinsertion  schwärzlich,  Rostrum  an  der 
Spitze  dunkel.  Pronotum  etwas  länger  als  der  Scheitel,  Scutelium  oft  in  der  Mitte 
mit  zwei  dunklen  Punkten.  Elytren  subhyalin,  grünlichgelb  getrübt,  die  Nerven 
citronengelb.  Unterseite  beim  J  schwarz,  beim  ^  gelblich,  nur  in  der  liauchmitte 
schwarz  ；  Conncxivum  und  Genitalsegmcnt  blassgelblich.  Beine  gelblich,  Schenkel 
nahe  der  Spitze  bräunlich  gefleckt,  die  hinteren  Tarsalglieder  an  jeder  Spitze  ver- 
riiunt. 

S  Genitalklappe  fast  lang  wie  das  vorhergehende  Bauchsegment,  stumpfwin- 
kelig vorragend,  am  Hinterrande  gelblich  gerandet  ；  Genitalplatten  gelblich,  fast  4 


gitized  by  v^oogle 


1 62 


IS 村 一朝 》新《 の if 磨 子 


mal  so  lang  wie  die  Klappe,  zusammen  einen  langen,  an  der  Spitze  abgerundeten 
Kegel  bildend. 

？  Letztes  Bauchsegment  etwa  zweimal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  am 
Hinterrande  in  der  Mitte  etwas  vorragt,  so  dass  an  jeder  Seite  etwas  schwach  aus- 
gerandct  ；  Scheidenpolster  an  der  Spitzenhälfte  mit  gelblichen  Borsten  ；  Legescheide 
an  jeder  Seite  schwärzlich. 

Lünge 一  J  5  mm.,  ^  6  mm. 

Hab.  ―  Korea  (der  】Jerg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  J  Exemplare.  Die- 
selbe weibliche  Exemplare  gesammelt  auch  in  Sachalin  (Shiska)  von  Herrn  J. 
Adaciii  und  S.  Isshiki. 

Der  Form  und  Färbung  nach  T/t.  bambusae  Mats,  sehr  ähnlich. 

7.  Thsmnotettix  nigrovittatus  n.  sp.  (Taf.  i,  Fig.  8) 

%  Grünlichgelb.  Scheitel  in  der  Mitte  etwa  so  laiig  wie  zwischen  den  Augen 
breit,  vorn  stumpfwinkelig  abgerundet.  Gesicht  wcisslichgclb,  Wangen  gerade 
unter  der  Fiihlcrinsertion  mit  je  einem  schwarzen  Fleckchen.  Rostrum  an  der  Spitze 
verbriiunt.  Pronotum  deutlich  länger  als  das  Proiiotum.  Klytren  subhyalin,  grün- 
lichgelb getrübt,  in  der  Mitte  mit  einem  breiten  dunkclbränlichcn  Längsstreifen, 
welcher  nach  der  Spitze  hin  allmiihlig  breiter  werdend.  Unterseite  gelblichweiss, 
Hauch  an  der  Basis  in  der  Mitte  mit  einem  schwarzen  Längsflecke.  】ieine  gelblich- 
weiss, die  hinteren  Tarsal ^licder  an  jeder  Spitze  und  die  Klauen  braunlich. 

%  Letztes  liauchsegment  etwas  länger  als  das  vorhergehende,  in  der  Mitte 
pechschwarz,  am  Hinterrande  mit  einer  schmalen,  .spitzdreieckigen,  tiefen  Einker- 
bung ； Scheidcnpolster  an  der  Spitzenhälfte  gelblich  beborstet  ；  Legescheide  an  jeder 
Seite  schwärzlich.  ' 

Länge  —  %  5.5  n】m. 

Hab.  一  Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  2 罕 Exemplaren. 
Diese  gehört  ohne  Zweifel  zu  der  Siilp/utrellus-Grwppc. 

8.  Doratulina  koreana  n.  sp, 

Der  Form  und  Zeichnung  nach  D.  japonica  Mats,  sehr  ähnlich,  weicht  aber  in 
den  folgenden  Punkten  ab : 

1 .  %  Körper  etwas  grösser. 

2.  Stirn  gelblich,  der  oberste  Drittel  schwarz,  an  den  Seiten  des  unteren 
zwei  Drittels  mit  je  4  schwarzen  Querstreifen  ；  Wangen,  Lorae,  Clypeus  und  Rost- 
rum gelblich  ；  etn  schwarzes  Fleckchen  unter  der  Fühlcrinsertion. 

3.  Abdominalrücken  nicht  bräunlich  gefleckt. 
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4.  Genital  klappe  viel  kürzer,  Genitalplatten  ganz  blas^clblich  ；  Seitenlappe 
des  letzten  Rückensegmentes  viel  länger,  kegelftirmig  vorragend,  an  der  Apicalhälfte 
gelblich  ；  Afterrohr  viel  länger  und  nicht  schwarz  gefärbt  wie  bei  japonica  Mats. 

5.  ^  Letztes  】；aüchsegment  fast  2  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  breit 
kegelförmig,  die  Basis  in  der  Mitte  und  die  Spitze  dunkel  gefleckt,  am  Hinterrande 
fast  gerade,  in  der  Mitte  kaum  eingekerbt 

Lünge 一 %  2.5  mm.,  %  3.5  mm. 

Hab.  一  Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  zwei  (1  %  ,  1  ？)  Examplarcn. 

9.  Aconura  terauchii n.  sp.  (Taf.  1 ,  Fig.  7) 
罕 Schmutziggelb.  Scheitel  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit,  jederseits  mit 
einem  grossen  schwarzen  Rundflecke.  Stirn  in  der  Mitte  jederseits  auch  nüt  je  einem 
grossen  schwarzen  Kundflecke  ；  Rostrum  an  der  Spitze  schwarz.  Pronotum  in  der 
Mitte  mit  zwei  undeutlichen  briiimlichcn  Querflecken.  Scutcllum  an  der  Basis  jeder- 
seits mit  einem  bräunlichen  Fleckchen.  Elytrcn  hyalin,  ein  wenig  weisslich  getrübt, 
die  Nerven  undeutlich.  Abdomen  am  Rücken  vonviet;ond  schwarz,  Segmentränder 
gelb.  Unterseite  blassgclblich,  Mosostemutn  und  die  Basis  des  Hauchs  schwilrzlich 
gefleckt.    Ikine  blassgelblich,  die  Klauen  bräunlich. 

Letztes  Hauchsegment  fast  zwei  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  nach  hinten 
zu  plötzlich  verschmälert,  am  Minterrandc  bräunlich  gesüumt  und  fast  gerade  ab- 
geschnitten. Lcgcschcide  sclnviirzlich,  in  der  Mitte  der  LUnge  nach  nur  winig  aus- 
gedehnt gelblich  ；  Scheidcnpolster  an  i!cr  Apicalhälfte  mit  blassgelben  Borsten. 

Länge —  ？  3.$  mm. 

1 lab.  一  Korea  (der  Herg  Kongo),  gesammelt  in  einem  ^  Exemplare. 
Der  Form  und  Zeichnung  nach  A.  bipnncidla  Mats,  sehr  ähnlich. 

10.  Faralimnus  fallaciosus  Mats. 
Termes.  Füzet,  XXV,  p.  387,  %  (1902). 

5  Gcnitalklapjie  etwas  kürzer  als  das  vorhergehende  IJauchsecnient,  hinten 
breit  abgerundet  ；  «.jcnitalplattcn  etwa  4  mal  so  lang  wie  die  Klappe,  weisslich,  nach 
hinten  zu  schmal  dreieckig  zusammenschlicssend. 

Unge~S  3.5  mm. 

Hab.  一  Korea  (der  Hcrg  Kongo),  gesammelt  in  einem  J  Exemplare. 

11.  Deltooephaltu  chohakosanus  n.  sp. 

Hcllbräunlichyclb.  Scheitel  deutlich  länger  als  der  Abstand  zwischen  den  Au- 
gen, vorn  spitzdreicckiK  vorragend,  an  der  Spitze  2\vet  dreieckige  ockergelbe  Fleck- 
chen, in  der  Scheibe  jederseits  ein  gleich  gefärbter  rectangulärer  Fleck.     Stirn  fast 
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ohne  Zeichnung.  Pronotum  etwas  kürzer  als  der  Scheitel  in  der  Mitte  ；  Scutellum 
jederseits  an  der  Basis  mit  einem  rötlichen  Fleckchen.  Elytrcn  subhyalin,  schrautzig- 
gclb  getrübt,  die  Nerven  weisslich,  hie  und  da  die  Zellen  dunkel  gesäumt,  besonders 
in  den  Apicalzellcn  deutlicher  ；  am  Clavusrande  mit  zwei  weisslichen  Fleckchen. 
Gesicht,  Brust  und  Heine  weisslichgclb,  Bauch  hellbräunl ichgelb  ；  die  hinteren  Tar- 
salglieder  je  an  der  Spitze  und  die  Klauen  bräunlich. 

J  Genitalklapjx;  etwa  halb  so  lang  wie  das  vorhergehende  Bauchscgraent, 
stumpf  dreieckig  ；  Genitalplatten  2  ^  mal  so  lang  wie  die  Klappe,  nicht  ganz  zu- 
sanimenschlicssend,  an  der  】5asis  ein  schmales  Spältchcn  und  an  der  Spitze  eine 
rechtwinkelige  Ausrandung  zurücklassend. 

^     I^etzes  Bauchsegment  deutlich  langer  als  das  vorhergehende, 
raiide  kaum  flach  abgerundet  ；  Legescheide  bräunlichgelb,  Schcidenpolstcr  blassgelb- 
Hch  beborstet. 

Länge— J  ？  3.2  mm. 

Hab.  ―  Korea  (der  Berg  Chohaku),  zwei  (1 S  , 1 ?  )  Exemplare  erbeutet  • 
Der  Form  und  Zeichnung  nach  D.  flori  h leb.  sehr  ähnlich,  weicht  aber  wohl 
in  den  Genitalien  ab. 

12.   Deltocephalus  choseneusia  n  sp. 

Der  Form  und  Zeichnung  nach  D.  thoracicus  Ficb.  sehr  lihnlich.  Oberseite 
gclblichweiss.  Scheitel  deutlich  länger  als  der  Abstand  zwischen  den  Augen,  an 
der  Spitze  mit  zwei  dreieckigen  schwarzen  Fleckchen,  in  der  Scheibe  jederseits  mit 
einem  breiten,  an  der  Aussenseite  nach  oben  etwas  gekrümmten,  schwarzen  Flecke, 
an  der  Basis  jederseits  auch  ein  schwarzes  Fleckchen.  Stirn  dunkel,  jederseit^  mit 
5  oder  6  weisslichen  Querstret fen  oder  Fleckchen,  in  der  Mitte  gegen  die  Basis  hin 
mit  einem  weisslichen  I^ingsstreifcn,  an  der  Basis  mit  einer  weisslichen  Querbinde  ； 
Clypcus  an  jeder  Seite  weisslich  ；  Rostrum  gelblich,  an  der  Spitze  dunkel.  Anten- 
nen ^elbweissltch.  Pronotum  in  der  Mitte  in  einer  Qucrrcihc  mit  3  schwarzen  Fleck- 
chen. Scutellum  nahe  den  Hasalwinkeln  mit  je  einem  schwarzen  Fleckchen.  Elytren 
länger  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  schmutziggelb  getrübt,  die  Nerven  und  ihre 
Umgebung  weisslich  ；  die  Zellen  meistens  mehr  oder  weniger  dunkel  gesäumt,  die 
Apicalzellen  je  an  dor  Spitze  dunkel  Unterseite  schwarz, 1 Jauchsegmente  je  am 
Hinterrande  rostgelb.  Heine  weisslich,  Coxen  vorwiegend  und  die  drei  Rings- 
flecke der  Schenkel,  die  Basis  der  Vorderschenkel,  die  Spitzen  der  Tibien  und 
Metatarsen,  so  wie  auch  die  übrigen  Tarsalglieder  schwarz. 

%     Genitalklappe  deutlich  länger  als  das  vorhergehende  Bauchsegment,  breit 
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stumpfwinkelig,  am  Hinterrande  rostgelb.  Gcnitalplatteh  lang,  zusammen  einen 
langen  breiten  Kegel  zuschliessend,  an  den  Seiten  weisslich,  mit  weisslichen  Borgten. 
$  letztes  】!auchsegment  1  ^  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  rostgelb,  am 
Hinterrande  schwarz,  an  den  Seiten  tief  parabolisch  ausgerandet,  die  Mitte  des  Hin- 
terrandes gerade  abgestutzt.  Scheidenpolster  und  Legescheide  vorwiegend  schwarz, 
die  ersteren  mit  gelblichen,  schwärzlich  zugespitzten  Borsten. 
Länge 一  J  3.5  mm., 罕 4  mm. 

Hab.  ―  Korea  (der  Berg  Chohaku),  2  J  Exemplare  erbeutet  ；  dieselbe  Art 
wurde  heuer  auch  in  5  (3  S  .  2  Exemplaren  von  Herren ゾ. Adachi,  und  S. 
hshiki  in  Sachalin  gesammelt. 

13.  Beltocephalus  hoashii  n.  sp. 

D.  dtohakiisanus  Mats,  sehr  ähnlich,  weicht  aber  in  den  folgenden  Charakteren 

ab: 

1 .  %  Kopf  viel  grösser  ；  Stirn  an  den  Seiten  mit  4  oder  5  bräunlichen  Quer- 
streifen, an  der  Basis  mit  zwei  bräunlichen  Flecken  ；  Clypeus  in  der  Mitte  mit  einem 
bräunlichen  Lüngsflecke. 

2.  Hlytren  langer,  fast  hyalin,  weisslich  getrübt,  die  Zellen  meistens  in  der 
Mitte  gelblich,  3  Apicalzellen  je  die  Mitte  ausgenommen  dunkel  ausgefüllt. 

4.  Brust  an  den  Seiten  und  Schenkel  an  der  Wurzel  dunkel  gefleckt. 

5.  Letztes  Mauchsegment  1  \  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  an  der 
hinteren  Hillfte  schwarz,  am  Hinterrande  flach  abgerundet.  Scheidenpolster  mit 
weisslichen,  bräunlich  zugespitzten  Borsten. 

Länge ―  %  3.5  mm. 

Hab,  —  Korea  (der  Berg  Chohaku),  1  %  Exemplar  erbeutet. 

14.  Beltocephalus  costistriatus  n.  sp. 

$  Hellbräunlichgelb.  Scheitel  etwas  liinger  als  der  Abstand  /.wischen  den 
Augen,  an  der  Spitze  die  Schenkellinie  entlang  jederseits  mit  zwei  bräunlichen 
Fleckchen  ；  nahe  der  Scheibe  jederseits  mit  einem  dunklen  Flecke  ；  am  Hinterrande 
auch  zwei  undeutliche  bräunliche  Fleckchen,  Stirn  an  den  Seiten  mit  je  3  bräunlichen 
Querstreifen.  Die  Umgebung  der  Fühlerinsertion  schwärzlich.  Pronotum  in  der 
Scheibe  mit  zwei  dunklen  Fleckchen.  Klytren  kürzer  als  der  Hinterleib,  subhyalin, 
rostgelblich  getrübt,  die  Nerven  so  wie  die  Region  der  discoidalen  Quernerven 
weisslich,  die  Mitte  der  Area  brachial  is,  der  Wurzel  der  Area  suprabrachialis,  der 
Vorderrand  der  ersten  und  die  Spitze  der  vierten  Discoidalzelle,  sowie  auch  ein 
Strichelchen  in  der  Mitte  des  Cos ね Iranties  dunkel.    Unterseite  und  Heine  etwas 
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hellcr  als  oben,  die  Klauen  dunkel. 

？  letztes  Bauchsegmetit  am  Hinterrande  flach  abgerundet,  mit  einer  undeut- 
lichen bräunlichen  Querbinde;  Scheidenpolstcr  hcllbräunlich  beborstet. 

Länge 一  ^  3.4  mm. 

Hub.  一  Korea  (der  lierg  Chohaku),  gesammelt  in  einem 罕 Exemplare. 
Der  Form  und  Zeichnung  nach  D.  maculkeps  Bohcm.  etwas  ähnlich. 

15.  Deltocephalus  fraternus  n.  sP.  (Taf.  1,  Fig.  5) 

？  Schmut/ig^clb.  Scheitel  deutiieh  langer  als  der  Abstand  zwisclun  den 
Augen,  spitzclreieckig  vorragend,  an  der  Spitze  mit  zwei  schwarzen  dreieckigen 
Fleckchen,  in  der  Scheibe  mit  4  bräunlichen  Flecken,  welche  oft  zus;im:ne»flies- 
send,  bilden  jederseits  einen  langen  rectangulären  Fleck.  Stirn  dunkelbraun,  jeder- 
seits  mit  weiaslichen  Querstreifen,  welche  nach  unten  zu  allmiihlig  kürzer  werden, 
in  der  Mitte  mit  einer  vveisslichen  Litngslinie.  Clypcus  in  der  Mitte  dunkel.  Pro- 
not um  mit  5  weisslichen  Längslinien,  Scutellum  an  den  Basal  winkeln  mit  je  ein^m 
bräunlichen  Flecke.  Elytren  länger  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  schniutziguclb 
getrübt,  die  Nerven  weisslich,  vorwiegend  dunkel  gesäumt,  nahe  der  S  )itze  am  Cos» 
talrande  mit  zwei  dunklen  Fleckchen.  Unterseite  schwarz,  Dauch  gelblich,  in  der 
Mitte  schwarz.  】ieinc  weissl ichgelb,  Vorder-und  Mittelschonkcl  mit  je  zwji  dunklen 
Flecken.  Hinterschenkel  und  Tibien  mit  je  einem  dunklen  LUngsstreifen,  Tarsen, 
die  Basis  der  Metataisen  ausgenommen,  dunkel. 

I^etztes  Bauchsegment  etwa  2  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  in  der  Mitte 
schwarz,  um  Httitcrrandc  in  der  Mitte  schmal  rundlich  vorragend;  Sclicidenpolster 
gelblich,  in  der  Mitte  dunkel,  mit  gelblichen  Borsten,  Legescheide  schwarz,  an  der 
Naht  gelblich. 

Länge—  ？  4.5  mm. 

Hab.  ―  Korea  (der  】ierg  Chohaku),  3  ?  Exemplare  erobertet. 
Der  Form  und  Zeichnung  nach  D.  fnuun/tidi  r  icb.  etwas  ahnlich. 

16.  Deltocephalus  octomaculatus  n.  sP.  (Taf. 1, Fig.  6) 
Schmutziggelb.    Scheitel  etwa  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit,  mit  8 

schwarzen  Fleckchen,  von  welchen  2  kleine  an  der  Spitz,  2  grösste  in  der  Mitte  und 
die  übrigen  4  am  Hinterrandc  fast  in  einer  Querrciho  vorhanden.  Stirn  schmut- 
ziggelb, jederseits  mit  4  gelblichen  Querstreifen,  die  Stirn- und  Clypeusnaht,  sowie 
auch  2  Fleckchen  oben  den  Antennen  schwärzlich.  Pronotum  bräunlich,  mit  5 
weissl  ichen  Liingslinien,  nahe  dem  Vorderrande  mit  zwei  dunklen  Fleckchen. 
Scutellum  an  den  ßasalvvinkeln  mit  je  einem  schwärzlichen  v lecke.    Klytren  länger 
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als  der  Hinterleib,  subhyalin,  schmutziggelb  getrübt,  die  Nerven  wcisslich,  Clavus- 
rand  dunkel  gesäumt.  Unterseite  dunkel,  Bauch  vorwiegend  rostgelb,  Segmentränder 
je  am  Hinterrande  dunkel.  Beine  gelblich,  Schenkel  dunkel  gefleckt  und  gestreift. 
Hintermetatarsen,  die  Basis  ausgenommen  und  das  zweite  Glied  an  der  Spitze  schwarz. 

S  Gcnitalklappe  schwarz,  am  Hinterramie  schmal  gelblich,  kurz,  breit  stumpf 
dreieckig.  Genitalplatten  schwarz,  an  den  Seiten  gelblich,  schmal  spitzdreieckig 
Zusammensehl  iessend. 

Lange 一  J  3.5  mm. 

Hab.  一  Korea  (der  Berg  Chohaku),  ein  J  Exemplar  erbeutet. 
Der  Zeichung  des  Scheitels  nach  D.  ornatictjfs  Horv.  sehr  ähnlich. 

17.  Deltocephalus  kongosanus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  4) 
%  Weissl ichgelb.  Scheitel 1^  mal  so  lang  wie  der  Abstand  zwischen  den  Au- 
gen, vorn  spitzdreieckig  vorragend,  an  der  Spitze  mit  zwei  schwarzen  Punkten,  in  der 
Mitte  mit  zwei  gelblichen  Längslinien.  Gesicht  dunkelbraun,  Stirn  an  den  Seiten 
mit  je  etwa  7  weissl ichen  Querstreifen,  Clypcus  in  der  Mitte  heller.  Antennen 
weisslich.  Pronotum  mit  4  gelblichen  Längslinien,  Scutcllum  an  der  Basis  jederseits 
mit  einem  gelblichen  Fleckchen.  Elytren  etwas  kürzer  als  der  Hinterleib,  sub- 
hyalin, weissl  ichgrau,  die  Basis  und  die  Spitze  ziemlich  weit  ausgedehnt  dunkel- 
braun, die  Nerven  weisslich.  Unterseite  vorwiegend  schwärzlich,  Connexivu  n- 
segmente  je  am  Hinterrande  gelblich.  Beine  schmutziggelb,  Schenkel  an  der  Basis 
und  ein  Ringsfleck  nahe  der  Spitze  dunkel,  Mctatarsen  und  die  dritten  Tarsalglictler 
je  in  der  Mitte  schwärzlich. 

Letztes  I Jauchsegment  etwa  2  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  hinten  fast 
gerade  abgestutzt  ；  Scheidenpolster  an  der  Spitze  gclblichweiss,  mit  gelblichen  Bors- 
ten. 

Länge—  %  4.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  lfcrg  Kongo),  4  %  Exemplare  in  der  Sammlung. 
Der  Form  nach  D.  yanonis  Mats,  sehr  ähnlich. 

18.   Deltocephalua  koreaniis  n.  sp. 

S  Gelblich  weiss.  Scheitel  blassgelblich,  in  der  Mitte  deutlich  kürzer  als  der 
Abstand  zwischen  den  Augen,  an  der  Spitze  mit  einem  /x-förmigcn  schwärzlichen 
Fleckchen.  Stirn  jederseits  mit  3  oder  4  undeutlichen  dunklen  Querstreifen.  Pro- 
notum nahe  dem  Hinterrande  jederseits  mit  einem  dunklen  Fleckchen.  Elytren 
subhyalin,  gclbweisslich  getrübt,  die  Nerven  weisslich  ；  ein  Fleck  nahe  der  Mitte 
der  Area  brach  talis,  jede  Spitze  der  Clavalncrven,  ein  Fleck  nahe  der  liasis  der  A. 
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suprabrachilis,  ein  grosser  Fleck  in  der  vierten  Area  anteapicalis,  sowie  auch  ein 
Apicalflcck  der  zweiten  Apicalzelle  schwarz.  Gesicht,  Brust  und  Heine  gelblich- 
weiss,  die  Klauen  dunkel  ；  Bauch  schmutziggelb,  Scgmentränder  je  am  Hinterrande 
dunkel,  am  äussersten  Rande  weisslich.  Abdominal  rücken  schwarz,  Connexivum 
gelblichweiss. 

J     Gcnitalklappe  etwas  so  lang  wie  das  vorhergehende  Bauchsegment,  hinten 
abgerundet,  Gcnitalplattcn  ein  wenig  langer  als  die  Klappe,  an  der  Spitze  nicht  ganz 
zusammenschliessend,  sodass  sich  eine  etwa  rechtwinkelige  Spaltung  zurücklassend. 
Länge ―  J  3.6  mm. 

Hab. ― Korea  (der  Berg  Kongo),  gesammelt  in  einem  J  Exemplare. 
Der  Form  nach  D.  striatns し etwas  ähnlich,  bei  dieser  aber  viel  kürzer  und  die 
Zellen  der  Elytrcn  überhaupt  nicht  dunkel  gesäumt. 

19.  Deltocephalus  sachalinensis  n.  sP. 

Olivcngnin.  Scheitel  deutlich  länger  als  der  Abstand  zwischen  den  Augen,  in 
der  Mitte  und  an  den  Seiten  weisslich,  an  der  Spitze  mit  einem  /x-förniigen  schwar- 
zen Fleckchen.  Gesicht  blassgclblich,  Stirn  schmutziggelb,  jederscits  mit  5  helleren 
Querstreifen,  in  der  Mi" じ und  an  der  】;asis  meistens  auch  heller.  Pronotum  mit  4 
schmutzi^'^clbcn  Uiiigslinicn.  Klytren  subhyalin,  grünlichgelb  getrübt,  die  Nerven 
gelblich,  die  Nci  \cn  entlang  meistens  dunkel  gesäumt,  Costalzcllcn,  jede  die  Mitte 
aussgcnomnien,  fast  dunkel  ausgefüllt.  Unterseite  schwärzlich,  Connexivum  und 
die  Segmentränder  je  am  Hinterrande  gelblich.  Beine  blassgclblich,  Coxen  und 
Schenkel  dunkel  gefleckt. 

J  Gcnitalklappe  deutlich  langer  als  das  vorhergehende  Bauchsegment,  aa 
der  Basis  schwarz,  hinten  abgerundet  ；  Genital  platten  fast  dreimal  so  lang  wie  die 
Klappe,  zusammen  liingsspitzdrcickig,  die  seitlichen  I kippen  des  letzten  liauchscg- 
mentes  mit  langen  gelblichen  】k>rsten. 

^  Letztes  I^iuchsegment  gelb,  in  der  Mitte  schwarz,  am  Hinterrande  gerade, 
Scheidenjwlstcr  schwarz,  an  der  Spitze  gelblich,  gelblich  beborstet,  Legescheide 
schwarz,  an  der  üussersten  Spitze  gelblich. 

Länge— J  3  mm.,  ？  3.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  lkrg  Kongo),  3  (2  J ,  1  %  )  Exemplare  in  der  Sammlung. 
Im  August  dieses  Jahres  sammelten  auch  Herren  J.  Adachi  und  S.  Isshiki 
dieselbe  Art  im  Menge  in  Sachalin  (Toyohara,  Odomari,  Ikusagawa). 

Der  Form  nach  D.  vünki  Fieb.  etwas  ähnlich. 
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20.  Beltooephalus  cornutus  n.  sp.  (Taf. し Fig.  3) 

^  Grünlichgelb  Scheitel  deutlich  länger  als  der  Abstand  zwischen  den 
Augen,  an  der  Spitze  mit  2  dreieckigen,  nach  mnten  etwas  convergicrenden  schwar- 
zen Fleckchen,  in  der  Mitte  mit  einem  grossen  bräunlichen  Flecke,  welcher  an  Vor- 
derecke mit  je  einer  hornartigen,  nach  oben  gerichteten  schwarzen  Vorragung,  am 
Hinterrande  nahe  dem  Auge  jederscits  mit  einem  dunklen  Iiin^sdeckc.  Gesicht 
gelblich,  ohne  Zeichnung.  Pronotum  etwas  kürzer  als  der  Scheitel  in  der  Mitte. 
Scutcllum  in  der  Mitte  mit  2  bräunlichen  Fleckchen.  Elytren  subhyalin,  grünlich- 
gelb getrübt,  die  Nerven  gelblich,  die  Membran  heller. 

%  Letztes  liiuichscgment  1  ^  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  am  Hinter- 
rande in  der  Mitte  mit  zwei  schwarzen  Fleckchen,  deren  Innenseite  mit  je  einer 
kleinen  Einkerbung,  sodass  sich  in  der  Mitte  eine  kleine  Vorragung  zurücklassend  ； 

Schcidcnpolster  tind  I^gescheidc  gelblich,  die  ersteren  mit  gelblichen  Borsten  ver- 
sehen. 

Lange ― 4.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  Berg  Chohaku),  ein  %  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 
Der  Form  und  Färbung  nach  D.  assimilis  Fall,  etwas  ähnlich. 

21.  Flatymetopius  koreanus  n.  sp.  (Taf.  1 ,  Fig.  9) 

^  Gclbbräunlich.  Scheitel  citronengclb,  deutlich  kürzer  als  der  Abstand 
zwischen  den  Ati^cn,  am  Hinter-  und  Vorcicrr.indc  weisslich,  den  Schenkelrand 
entlang  iederscits  läuft  eine  schmale  bräunliche  Längslinic.  Stirn  citrongclb,  an 
der  Spitze  mit'einer  schwarzen  Randcsstrcifen. 

Pronotum  etwa  so  lang  wie  der  Scheitel.  Scutcllum  an  der  】！asis  fast  in  der 
Mitte  mit  zwei  weisslichen  Fleckchen,  und  am  Ende  der  Querfurche  jederscits  auch 
mit  einem  solchen  Fleckchen.  Elytren  gclbbräunlich,  opak,  weisslich  gefleckt,  am 
vorderen  Drittel  gelblich  und  subhyalin. 

Unterseite  und  lieine  citrongelb,  ohne  Zeichnung  ；  Abdominalrücken  schwarz, 
Coiinexivum  gelblich. 

Letztes  】、auchsegnient  2  \  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  in  der  Mitte  am 
Hinterrande  mit  einer  tiefen  Ausbuchtung,  jede  seitliche  I^appe  am  Hinterrande  auch 
ein  wenig  eingekerbt.  Scheidcnpolster  und  I ぷ gesclieide  gelblich,  die  ersteren  mit 
gelblichen  Borsten. 

Länge —  ^  6  mm. 

Hab. ― Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  2  ^  Exemplaren. 
2SS.    Platymctopius  undulatus  Deg.  var.  chosenensis  n. 

Der  bräunliche  Längsfleck  des  Clavus  schmäler  und  in  der  Mitte  rundlich  ziem- 
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lieh  tief  ausgerandet,  weissliche  Fleckchen  kleiner. 

Hab. ― Korea  (der  Berg  Chohaku),  ein  $  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 

23.  Parabolocratus  3-punctatus  n.  sp.  (Taf.  i,  Fig.  13) 
Schmutziggelb.     Scheitel  etwa  so  lang  wie  zwischen  den  Augen  breit,  vorn 

breit  parabolisch  abgerundet,  in  der  Mitte  mit  2  karminroten  Längsstreifen,  welche 
den  Vorderrand  nicht  ganz  erreicht. 

Stirn  am  Gipfel  mit  einem  bräunlichen  Randesstreifen.  Pronotum  etwa  so  lang 
wie  der  Scheitel  in  der  Mitte,  mit  4  karminrötlichen  Längsstreifen,  von  welchen  die 
mittlere  zwei  in  der  Mitte  unterbrochen  sind.  Scutellum  mit  drei  karminrötlichen 
LUngsflecken,  von  welchen  der  mittlere  an  der  Region  der  Querfurche  deutlich  er- 
weitert ist.  Flytrcn  etwas  lilnger  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  schrnutziggelb  ge- 
trübt, am  Costalrande  auf  dem  Qixrncrvcn  mit  je  schwarzen  Fleckchen,  ein  solcher 
Fleckchen  auch  an  der  Spitze  der  vierten  Apicalzclle  ；  Clavus  und  Area  supra- 
brachial is  je  in  der  Mitte  mit  einem  undeutlichen  hellbräunlichcn  Flecke. 

Unterseite  und  】ieine  schrnutziggelb,  Sternum  bräunlich  gefleckt,  4  erste  Bauch- 
segmente  je  an  der  Basis  dunkel. 

J  Gcnitalklappe  klein,  nur さ so  lang  wie  das  vorhergehende  Bauchsegment, 
ninten  breit  stumpfwinkelig  abgerundet,  Gcnitalplattcn  schmal  und  lang,  schmalem 
Dreieck  zusa m nie n zusc h 1 i esse nd ,  die  seitlichen  läppen  des  letzten  liauchsegmcntcs 
so  lang  wie  die  Platten,  mit  gelblichen  Hörsten. 

Länge—  %  5  mm. 

Hab.— Korea  (der  】ierg  Chohaku),  ein  %  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 

24.  FarEbolocratus  ikumae  n.  sp. 

%  Grün.  Scheitel  blassgclblich  (wahrscheinlich  im  Leben  grün),  fast  so  lang 
wie  der  Abstand  zwischen  den  Augen,  vorn  parabolisch  vorragend,  nahe  der  Ba^is 
jederseits  mit  einem  chmk に 'n  Schriigslleckchen,  in  der  Mitte  mit  zwei  undeutlichen 
gelblichen  Uingslinien,  am  Vorderrande  ein  undeutlicher  dunkler  liogenstreifen. 
Stirn  am  Gipfel  mit  einem  dunklen  Bogenstreifcn.  Pronotum  deutlich  kürzer  als 
der  Scheitel.  Elytren  viel  kürzer  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  grün,  am  Vorder — 
und  Apical rande  heller,  die  Nerven  grün,  der  erste  und  vierte  Apicalnerv  je  an  der 
Spitze  mit  einem  schwarzen  Fleckchen.    Unterseite  nnd  Beine  grün. 

Letztes  Bauchsegment  etwa  1  \  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  am  Hinter- 
rande jederseits  ein  wenig  eingekerbt,  sodass  sich  in  der  Mitte  eine  niedrige  Vor- 
ragung zurücklassend.  Legescheide  viel  länger  als  die  Schcidenpolster,  an  tier 
Spitze  rötlich. 
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Länge—  ？  4.8  ram. 

Hab.— Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  ^  Exemplare. 

Der  Form  nach  P.  apicaUs  Mats,  etwas  ähnlich;  vielleicht  eine  kleinste  Parabolo- 

cratus  Art  ！ 

25.  Paramesus  japonicus  Mats. 

Journ.  Coli.  Agric.  Tohoku  Im.  Univ.  Vol. V.  Pt.  7,  p.  239,  %  (19 14). 
S     Stirn  am  Vorderrande  mit  einem  schmalen  schwarzen  Bogenstreifen,  oben 
den  Antennen  mit  je  einem  schwarzen  Fleckchen,  Stirn  schmutziggclb,  auf  dem 
oberen  Theil  jederscits  mit  drei  schmalen  helleren  Querstreifen. 

Genitalklappe  etwa  halb  so  lang  wie  das  vorhergehende  Bauchsegment,  hinten 
flach  abgerundet  ；  Genitalplatten  etwa  4  mal  so  lang  wie  die  Klappe,  einen  langen, 
an  der  Spitze  sdunal  abgerundeten  Kegel  zusammcnschliessend. 

lünge 一 Korea,  ein  %  Exemplar  auf  dem  Berge  Chohaku  und  ein  ^  auf  dem 
】ferge  Kongo  gesammelt. 

26.  Nirvana  koreana  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  12) 

%  Weisslich,  ein  wenig  gelblich  beschattet.  Scheitel  etwa 1 ふ mal  so  lang 
wie  der  Abstand  zwischen  den  Augen,  vorn  schmal  parabolisch-  abgerundet.  Ocelle 
rötlichgelb.  Antennalborstc  sehr  lang,  der  apicale  zwei  Drittel  der  Borste  bräunlich, 
Stirn  ohne  Zeichnung.  Pronotum  deutlich  kürzer  als  der  Scheitel,  Scutellum  so 
lang  wie  das  Pronotum.  Elytren  subhyalin,  weisslich  getrübt,  an  der  Spitze  ver- 
bräunt, die  Nerven  weisslich,  die  Nerven  entlang  fein  punktuliert,  am  Costalrande 
fast  in  der  Mitte  mit  einer  bräunlichen  Schrägslinie,  nahe  der  Spitze  mit  einem  V- 
formigen  bräunlichen  Makel,  die  dritte  Apicalzelle  an  der  Basis  mit  einem  rund- 
lichen schwarzen  Fleckchen.  Unterseite  und  Beine  weiss,  die  Klauen  und  die  Spitzen 
der  Hintcrtibicn  bräunlich  ；  Bauch  gelblich  beschattet. 

Genitalklappe  sehr  kurz,  hinten  flach  abgerundet,  Genital  platten  etwa  so  lang 
wie  die  vorhergehenden  4  Bauchsegmente  zusammen,  weisslich,  am  Basaldnttel 
gelblich,  weisslichgelb  beborstet,  nahe  der  Spitze  in  der  Mitte  mit  einer  Reihe  von 
schwarzen  Borsten. 

Länge ―  %  5  mm. 

Hab .— Korea  (der  Iierg  Kongo),  gesammelt  in  einem  %  Exemplare. 
Der  Form  und  Färbung  nach  N.  orientalis  Mats,  etwas  ähnlich. 

27.  Ishidaella  flav^>la  n.  sp. 

% し ltrcmengelb.  Scheitel  etwa  so  lang  wie  der  Abstand  zwischen  den  Augen, 
vorn  schmal  parabolisch  abgerundet.    Stirn  ohne  Zeichnung,  Pronotum  etwas  kürzer 


gitized  by  v^oogle 


しつ 


松 W — 新 « の沣 了- 


als  der  Scheitel,  querrunzelig.  Klytren  subhyalin,  weisslich  getrübt,  die  Nerven 
weisslich,  der  Vorder-  und  Hinterrandc  grünlich  einspielend.  Unterseite  gelb,  Beine 
grünlich. 

2  letztes  liauchsegnient  etwas  länger  als  das  vorhergehende,  ninten  gerade 
abgestutzt  ；  I ぷ geschgide  kaum  die  Schcidcnj>olster  überragend,  die  letzteren  vveiss- 
lichgelb  beborstet  ；  Afterstielchen  an  der  Spitze  verbräunt 

Länge —  ^  6  mm. 

Hab. —Korea  (der  Herg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  ^  Exemplare. 
Der  Form  nach ム albomarghiatus  Sign,  ähnlich. 

28.  Euacanthua  aurautiacus  n.  sp. 

J  Orangengclb.  Scheitel  deutlich  kürzer  als  der  Abstand  zwischen  den  Augen, 
der  Vorderrandkiel  bräunlich,  am  Hinterrandc  jederseits  mit  einem  dunklen  Fleck- 
chen, Ocelle  je  am  Hinterrande  dunkel  gesäumt.  Stirn  rötlichgelb,  ohne  Zeichnung. 
Scutellum  an  der  Basis  jederseits  mit  einem  schwarzen  Flecke,  derselbe  trotz  vom 
Pronotum  verdeckt  ist,  von  oben  des  Pronotum  etwas  durchsichtbar.  Rlytren  sub- 
hyalin, orangcngelb,  am  Spitzcndrittcl  subhyalin,  weisslich  getrübt,  die  Nerven 
gelblich.    Brust  und  】iauch  blassgclblich  ； lieine  orangengclb,  die  Klauen  bräunlich. 

Genital  klappe  fast  so  lang  wie  das  vorhergehende,  hinten  flach  ausgerandet, 
Genitalplatteti  schmal  und  lang,  aufwärts  gebogen,  blassgclblich,  mit  feinen  zahl- 
reichen blassgelblichen  Härchen,  an  der  Spitze  schmal  abgerundet. 

iJingc  —  J  6.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  Hcrg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  %  Exemplare. 
Der  l;orm  nach  L  mterruptus  L.  etwas  ähnlich. 

29.  Agallia  nigra  n.  sp.  (Taf.  i,  Fig.  ri) 

Z  Schwarz.  Scheitel  am  Hinterrandc  hcllbräunlich.  Stirn  bräunlich,  in  der 
Mitte  hellbräunlich,  fein  punktiert.  Pronotum  fein  qucrrunzelig,  etwa  so  lang  wie 
das  Scutellum.  Scutellum  an  der  Vordcrliiilftc  längsrunzclig,  an  der  Hinterhälfte 
querrunzelig.  Elytren  länger  als  der  Hinterleib,  opak,  dunkel,  mit  deutlichen  hel- 
leren Nerven.    Unterseite  schwarz,  Bauch  graulichgelb. 

Beine  schwarz,  Hintertibicn  weisslich^elb  gestreift,  Hintcrtarsen  je  an  der  Innen- 
seite weisslichgclb. 

Genttalklappc  sehr  kurz,  am  Hinterrandc  abgerundet,  Gcnitalplatten  sehr  lang, 
fast  so  lang  wie  die  liauchsegmcntc  zusammen,  gegen  die  Spitze  hin  allmählig  schmal, 
an  einander  schmal kahn förmig  sch liessend,  am  Ende  aufwärts  gebogen. 

I-ängc 一  J  4  mm. 
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Hab.-  Korea  (der  Berg  Ch':'haku),  ein  J  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 
Der  Form  nach  A.  dimorpfia  Ix>ew.  etwas  ähnlich. 

SO.   Idiocerus  koreanus  n.  sp.  (Taf.  "  Fig.  10) 

S  Grünlichgelb.  Scheitel  um  1/3  so  lang  wie  das  Pronotum  ；  Stirn  ohne 
Zeichnung.  Pronotum  am  Hinterrande  in  der  Mitte  mit  einem  dunklen  Fleckchen. 
Scutellum  schwarz,  nur  an  den  äussersten  Winkeln  gelblich.  Elytren  subhyalin, 
grünlichgelb,  am  Hinterrande  ziemlich  weit  ausgedehnt  und  die  Membran  ganz 
schwarz.    Unterseite  und  Beine  blassgelblich,  Bauch  citronengelb,  die  Klauen  dunkel. 

Letztes  Bauchsegment  in  der  Mitte  mit  einer  niedrigen  rundlichen  Vorragung, 
Genitalplatteii  schmal  und  lang,  bogenartig  aufwärts  gebogen,  weisslich  lang  behaart, 
die  seitlichen  Lappen  des  letzten  Rückenscgmentes  je  an  der  Spitzenhai ftc  schwarz, 
spitzwinkelig  vorragend,  an  der  äussersten  Spitze  weisslich,  Aftcrstielchcn  schwarz. 

Länge ―  %  5  mm. 

Hab. 一 Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  %  Exemplare. 
Der  Form  nach  I.  populi  L.  etwas  ähnlich. 

31.  Ledromorpha  koreana  n.  sp. 

%  Rostbraun,  dicht  fein  punktiert  und  gekörnt.  Scheitel  etwa  so  lang  wie 
das  Pronotum,  vorn  stumpfwinkelig  abgerundet,  in  der  Mitte  heller,  mit  einem 
niedrigen  undeutlichen  Iilngskiele,  die  obere  Mülftc  der  Gesicht  dunkelbraun,  An- 
tennen gelblich,  das  dritte  Glied  und  die  Horste  bräunlich.  Pronotum  etwas  höher 
als  der  Scheitel,  an  den  Seiten  mit  einer  ovalen  Grübchen,  die  Hinterwinkcl  stumpf- 
winkelig ； Scutellum  viel  niedriger  gekörnt  als  auf  dem  Pronotum.  Elytren  etwas 
langer  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  rostbräunlich  getrübt,  hie  und  da  heller  gefirbt, 
die  Nerven  schmal  und  nur  deutlich  auf  dem  Apicalrandc,  die  Nerven  entlang  sehr 
ic in  bräunlich  punktiert,  auf  dem  Clnvus  grob  punktiert.  Unterseite  und  Heine  hell- 
bräunlichgelb.  Letztes  Bauchsegment  deutlich  kürzer  als  das  vorhergeliL-ndc,  am 
Hinterrande  gerade,  Scheidenpolstcr  nicht  behaart,  etwa  so  lang  wie  4  vorherge- 
hende Bauchsegmente. 

Länge ―  %  7.5  mm. 

Der  Form  und  Färbung  nach  Udromorphn  vtttata  Mats.  (Ledropsis  vittata  Mats. 
Ann.  Zool.  Jap.  Vol.  VIII,  Part  1,  p.  31,  1912)  sehr  ähnlich. 

32.  Ledropsis  koegosana  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  14) 

J  Grün  (im  trockenen  Zustande  gelblich).  Scheitel  sehr  flach,  icin  punktiert, 
etwas  so  lang  wie  der  Abstand  zwischen  den  Augen,  deutlich  langer  als  das  Prono- 
tum, vorn  parabolisch  al^erundet,  an  den  Scitcnrändern  dunkelbräunlich,  am  Vor- 
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(lerrandc  hellbräunlich.  Gesicht  ohne  Zeichnung.  Pronotum  nach  hinten  zu  all- 
miihlig  höher  gesteigt,  an  der  hinteren  Hälfte  querrunzelig  und  gröber  punktiert,  am 
Hiaterrande  etwa  rechtwinkelig  vorragend.  Scutellum  so  hoch  wie  das  Pronotum, 
runzelig  punktiert.  Elytren  subhyalin,  gelblich  getrübt,  grob  punktiert,  die  Nerven 
gelblich,  die  Clavus-Nerven  je  an  der  Spitze  und  die  Mitte  des  Nervus  cub.  internus 
dunkel.  Unterseite  und  Beine  blassgelblich,  die  Klauen  an  den  Spitzen  hellbräunlich. 

Letztes  Bauchsegment  um  2  ^  mal  so  lang  wie  das  vorhergehende,  hinten  flach 
abgerundet,  Genitalplatten  lang,  fast  so  lang  wie  die  vorhergehenden  3  Bauchseg- 
mente, breit  konisch  zusammenschl iessend,  in  der  Mitte  am  breitesten. 

Läng—  J  1 1  mm. 

Hab. 一 Korea  (der  Berg  Kongo),  ein  J  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 

Der  Form  nach ム stali  Melich.  etwa  ähnlich,  aber  bei  dieser  der  Scheitel  spitzi- 
ger und  das  Pronotum  an  den  Seiten  rechtwinkelig  vorragend,  sodass  sich  von  einer 
PetalocepJtala-hxt  etwas  erinnern  lassend. 

33.  Lepyronia  koreana  n.  sp. 

Der  Form  und  Färbung  nach  L,  coleopterata  L.  sehr  ähnlich,  weicht  aber  in  den 
folgenden  Charakteren  ab : 

1.  %  Scheitel  deutlich  schmäler,  Pronotum  flach,  fast  so  hoch  wie  der  Scheitel. 

2.  Elytren  flach  gewölbt,  nicht  so  hoch  gewölbt  wie  bei  coleopUrata  L.,  sub- 
hyalin, weisslich  getrübt,  überall  neuartig  bräunlich  gefleckt,  an  der  »asis  bräunlich, 
in  der  Mitte  mit  einem  V-förmigen  breiten  bräunlichen  Flecke,  nahe  der  Spitze  an 
der  Costa  mit  einem  bräunlichen ト leckchen,  an  der  Spit/e  deutlich  sclimikler. 

3.  letztes  Bauchsegment  sehr  kurz,  Genitalplatten,  schmäler  spitzkunisch  zu- 
sammen zuschl iessend,  an  der  Spitze  aufwärts  gebogen. 

Länge 一  J  6  mm. 

Hab. 一 Korea  (der  Berg  Chohaku),  ein  %  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 

34.  Ixpyronia  coleopterata  L.  var.  Itawae  n. 

Der  Form  nach  var.  grossa  Uhl.  ähnlich,  unterscheidet  sich  aber  wie  folgends  ： 

1.  Korper  deutlich  kürzer  und  rundlicher. 

2.  Elytren  in  der  Mitte  mit  einem  grossen  schwarzen  V-förmigen  Flecke,  nahe 
der  Spitze  des  Clavus  mit  einem  gelblichen  Querstreifen,  nahe  der  Spitze  des  Corium 
auch  ein  solcher. 

Hab. ― Japan  (der  Berg  Ibuki  bei  Gifu),  gesammelt  in  3  ?  Exemplaren  von 
Herren  Y.  Nawa  ；  2  %  Exemplare  in  dieser  Sammlung  von  Herren  Y.  Ikuma. 
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35.  Ptyelus  abicti  Mats. 

var.  V-puatulatus  n. 

Elytren  in  der  Mitte  mit  einem  etwa  V-förmigen  bräunlichen  Flecke,  dessen 
innere  Seite  an  der  Costa  fleckartig  und  dessen  äussere  Seite  querbindenartig  weiss- 
lich,  das  Apical  fold  undeutlich  heller  maculiert,  sodass  sich  die  von  P.  pttiatus'  Mats. 
etwas  erinnern  lassend. 

Hab. — Korea  (der  Berg  Chohaku),  gesammelt  in  einem  ^  Exemplare. 

36.  Ftyelus  ikumae  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  16) 

^  Körper  schmal  und  gelb.  Scheitel  etwa  halb  so  lang  wie  der  Abstand 
zwischen  den  Augen.  Stirn  ohne  Zeichnung,  muss  ig  gewölbt.  Pronotum  etwa  2 
mal  so  lang  wie  der  Scheitel,  Scutcllum  etwa  länger  als  der  Scheitel.  Elytren  gelb- 
lich, opak,  mit  einem,  von  der  】}asis  bis  zur  Spitze  die  Naht  entlang  verlaufenden, 
bräunlichen  Längstreifen,  welcher  allmählig  gegen  die  Spitze  hin  breiter  werdend 
und  nahe  der  Mitte  gegen  die  Cos ね einen  dreieckigen  bräunlichen  Fleckchen  ent- 
sendet. Heide  Seite  dieses  Costal fleckes  subhyalin,  wcissl ichgrau  getrübt.  Unter- 
seite und  】Jdiu:  gelb,  Abdomen  orangcngelb,  Tibien  an  den  Spitzen  und  die  Klauen 
dunkel. 

Ijetztes  Bauchsegment  am  Hinterrande  gerade,  Ixgeschcide  lang,  etwa  zweimal 
so  lang  wie  die  Scheidcnpolster,  an  der  Spitze  dunkclbräunlich. 
Iiingc ―  2  7.5  mm. 

Hab. 一 Korea  (der  】fcrg  Kongo),  ein 罕 Exemplar  in  dieser  Sammlung. 
Der  Form  nach  P.  abieti  Mats,  ähnlich. 

37.  Ptyclus  sachalinenßis  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  15) 

Ptyelus  albipennis  F.  Journ.  Coll.  Agr.  Tohoku.  Imp.  Univ.  Vol.  IV.  pt. 
1.  p.  19('91り' 

Der  Form  und  Zeichnung  nach  P.  albipennis  V.  sehr  ähnlich,  weicht  aber  in  den 
folgenden  Punkten  ab : 

1.  Körper  etwas  kürzer,  Scheitel  am  Übergange  zur  Stirn  mit  3,  oft  in  der 
Mitte  sich  aneinander  vereinigten  schwarzen  Querstreifen,  während  bei  albipennis  F. 
immer  ganz  schwarz  ist.    Scutcllum  ohne  bräunlichen  Längsfleck  wie  bei  albipennis. 

2.  Elytren  weisslich,  an  der  Hasis  dunkelbraun,  nahe  der  Mitte  mit  einer  am 
Hinterrandc  sich  verbreiterten  dunklen  Qucrbintlc,  welche  am  Innen rande  gerade 
ist,  an  der  Spitze  schwarz  geratidet.  ' 

3.  Abdomen  ganz  schwarz,  nur  die  äussersten  RUntlcr  gelblich,  Gcnitalplattcn 
beim  %  dunkelbraun,  an  der  Spitze  gclbl ichbraun,  beim  2 letztes  Bauclwegmcnt 


Digitized  by  Google 


176 


松 fr-« 鲜 新種の 汴ゅ子 


und  Genitalien  gelblich. 

Länge 一  J  s  mm.,  ^  6  mm. 

Hab. — Sachalin  (Korsakoff),  3  (2  J  ,  1  2  )  Exemplare  gesammelt  von  Herrn  Y. 
Ikunta.  Herren  J.  Adacm  und  S.  Isshiki  sammelten  auch  im  Menge  in  Sa- 
chalin (Shiska,  Motodomari  und  Toyohara).  Dieselbe  Art  hat  Herr  V. lku- 
ma  auch  in  4  (2  %  ,  2  ^  )  Exemplaren  auf  dem  Berg  Chohaku  erbeutet. 

38.  Dictyophora  koreana  n.  sP. 

Der  Form  nach  D.  enropnea し sehr  ähnlich,  weicht  aber  in  den  folgenden  Punk- 
ten ab : 

1.  ^  Kopf  breiter,  Scheitelkiele  aneinander  deutlich  mehr  entfernt,  der  Mit- 
tel kiel  ziemlich  hoch  und  bis  zur  Spitze  stärker  vort rettend.  Stirn  an  der  Spitze 
ohne  schwärzliche  Punkten,  deutlich  breiter  und  kürzer,  die  Mittelthiilchen  orangen- 
gelb. 

2.  Elytren  kürzer,  Stigma  kleiner  und  deutlich  heller. 

3.  Letztes  Bauchsegmcnt  am  I  linterrande  in  der  Mitte  tief  ausgerandet,  sodass 
die  seitlichen  Lappen  rundlich  vorragend  und  an  den  Seiten  flach  ausgerandet  sind. 

Liinge ―  2  i  o  mm. 

Hab .— Korea  (der  Berg  Chohaku),  ein  %  Exemplare  in  dieser  Sammlung. 

39.  Calo8celis  terauchii  n.  sp.  (Taf. 1, Fig.  2) 

Der  Form  und  Fiirbung  nach  C.  walktigrcni  Stul  sehr  ähnlich,  weicht  aber  wie 
folgt  ab : 

1.  Körper  deutlich  schmäler,  Sttrn  stärker  vorragend,  Pro-  und  IVIetanotum  je 
an  den  Seiten  mit  zahlreichen  schwarzen  Fleckchen. 

2.  Elytren  an  den  Seiten  oben  dicht  dunkel  gefleckt,  sodass  als  eine  breite 
Längslinie  erscheint. 

3.  Sämtliche  Beine  schmäler^  nur  die  vorderen  Tibien  etwas  blattartig  erwei- 
tert. 

4.  Letztes  Bauchsegment  am  Hintcrraiide  seichter  und  schmäler  ausgerandet 
und  an  jeder  ieite  nicht  flach  ausgerandet  wie  bei  walltngteni,  Scheidenpolter  an  der 
Basis  nicht  dunkel  gefleckt.  • 

Länge—  %  5.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  lierg  Kongo),  ein  %  Exemplare  in  dieser  Sammlung. 

40.  Ommatidiotus  koreanus  n.  sp.  (Taf.  1,  Fig.  1) 

l     Oben  weisslich,  unten  schwarz.    Scheitel  etwa  2  .J  mal  so  Ianr  wie  zwi- 
schen den  Augen,  der  Länge  nach  concav,  in  der  Mitte  mit  einer  die  Spitze  nicht 
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ganz  erreichenden  karminrötlichen  I^ingshme.  Gesicht  schwarz,  Clypeus  an  der 
Basis  und  an  den  Seiten  weisslich.  Antennen  schwarz,  an  der  Spitze  heller,  weisslich 
gekörnelt,  mit  hellbrüunlicher  Borste.  Pronotum  etwa  halb  so  lang  wie  das  Scutcl- 
lum,  in  der  Mitte  mit  einer  die  Scutcllums-Spitze  sich  fortgesetzten  kar  min  rötlichen 
Längslinie.  Klytren  länger  als  der  Hinterleib,  subhyalin,  weissl ichgelb  getrübt,  an 
der  Costa  schwarz,  Cor  i  um  mit  2  gelblichen  Längslinien,  Clavus  -am  Hi  titer  rande 
rötlichgelb.  Heine  schwarz,  Schenkelspitze,  Tibien  (Basis  dunkel)  und  Tarsen  weiss- 
lich, Klaucnglicd  und  die  Klauen  dunkelbräunlich. 

Genitalsegment  fast  wie  bei  0.  disshniüs  Fall.,  nur  die  Geni ね Iplatten  (Griffe り 
sich  an  den  Spitzen  an  einander  stossend. 

Länge ―  %  6  mm. 

Hab.— Korea  (der  Berg  Kongo),  gesammelt  in  einem  J  Exemplare. 
Der  Form  und  Färbung  nach  O.  dissim'Uis  Fall,  ähnlich,  aber  bei  dieser  ist 
der  Scheitel  viel  länger  und  der  Körper  überhaupt  viel  grösser. 

41.  Kamendaka  koreana  n.  sp. 

Der  Form  und  Färbung  nach  K.  f useofasciata  Dist.  sehr  ähnlich. 

9  Ockergelb.  Scheitel  weisslich,  unter  dem  Auge  jederseits  mit  einer 
dunklen  Querbinde,  Clypeus  und  Rostrum  gelblich.  Pronotum  weisslich,  hinter 
dem  Auge  bräunlich  gefleckt.  Mesonotum  am  Seitenrande  bräunlich  gefleckt. 
Elytrcn  etwa  3  mal  so  lang  wie  der  Hinterleib,  fast  hyalin,  die  Nerven  weisslich, 
mit  einem  spitzwinkelig  gebrochenen,  zickzackartigen,  gelblichen  Flecke,  welcher 
sich  von  der  Mitte  des  Clavusrandes  bis  zum  Hinterrande  hin  undeutlich  fortgesetzt 
ist,  im  Apicalfclde  nahe  der  Spitze  mit  einem  undeutlichen  gelblichen  Flecke.  Die 
Nerven  der  Flügel  vorwiegend  hellbräunlich.  】kine  gelblichweiss,  Schenkel 
dunkel  gefleckt.    Abdomen  dunkelbraun. 

Letztes  Bauchsegment  am  Minterrande  breit  rundlich  vorragend,  gelblich  ge- 
randet,  Scheidenpolster  gelblich,  die  seitlichen  nach  unten  vorragenden  griffelartigen 
Anhänge  des  Gcnit«alscgmcntcs  dunkel,  .spitzdreieckig,  sich  an  den  Spitzen  an  einan- 
der fast  stosseiul.    Afterrohr  am  Rande  und  Aftersticlchen  weisslich. 

Länge ―  ^  5.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  】;erg  Kongo),  ein  g  Exemplar  in  dieser  Sammlung. 

42.  Terauchiana  singularia  n.  sp. 

さ Hcllschmutziggelb.  Scheitel  etwa  5  mal  so  lang  wie  zwischen  den  Augen, 
vorn  schmal  abgerundet,  die  seitlichen  äussersten  Ränder  bräunlich.  Stirn  von  den 
Seiten  gesehen  bogenartig  nach  unten  flach  gebogen.    Pronotum  deutlich  kürzer  als 
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der  Mesonotum,  die  Kiele  heller,  an  den  Seiten  mit  je  einem  schwärzlichen  Punkte. 
Scutellum  an  der  Spitze  und  der  Mittelkiel  weisslich.  Elytren  fast  zweimal  so  lang 
wie  der  Hinterleib,  fast  hyalin,  die  Nerven  hellschmutziggelb,  hie  und  da  dunkel 
gestreift,  die  Apicalnerven  je  an  der  Spitze  dunkel.  Flügel  hyalin,  die  Nerven 
weisslich,  nur  die  in  der  Mitte  sich  befindlichen  Nerven  dunkel.  Unterseite  und 
Keine  weisslich-,  Bauch  an  den  Seiten  schwärzlich  gefleckt,  Schenkel  der  Länge 
nach  dunkel  gestreift,  Vorder-  und  Mittel-Tarsen  je  an  beiden  Enden  dunkel,  die 
Klauen  hellbrilunlich. 

J  Genitalsegment  an  den  Seiten  etwas  rötlich  einspielend,  breit  cylindrisch, 
hinten  rundlich  «jerandet;  Griffel  bräunlich,  an  den  Seiten  dunkelbräunlich  gerandet, 
an  der  Spit/.enhiilfte  nach  innen  zu  bogenartig  gekrümmt  und  zusammen  einer 
schmalen  Kllijjse  umschliessend,  am  Ende  schmal  zugespitzt  und  wieder  ein  wenig 
nach  aussen  gebogen. 

Länge—  J  6.5  mm. 

Hab.— Korea  (der  Berg  Kon^c),  gesammelt  in  einem さ Exemplare. 

Terauchiana  n.  g. 

Der  Form  nach  Tropidoccphala  Süll  ähnlich,  Körper  schmal.  Scheitel  sehr 
lang,  ati den  Seiten  parallel,  mit  5  Längskielen,  von  welchen  der  mittlere  sehr 
kurz  ist  und  nur  den  Vorderrand  des  Auges  erreichend,  die  seitlichen  zwei  vor  dem 
Auge  plötzlich  sich  verschmülernd,  laufen  bis  zur  Spitze  allmählig  convergierend, 
die  an  den  Rändern  sich  befindlichen  anderen  zwei  fast  parallel,  ein  wenig  in  der 
Mitte  etwas  breiter  werdend,  laufen  bis  zur  Spitze.  Stirn  laiig,  mit  3  LUngskielen, 
Clypeus  auch  mit  3  LUngskielen.  Rostrum  kurz,  die  Hintercoxcn  erreichend.  An- 
tennen lang,  das  2te  Glied  etwa  4  mal  so  lang  wie  das  erste.  Pronotutn  und  Scutel- 
lum gerade  wie  bei  Dictyoöhora  gekielt.  Klytren  schmal  und  lang,  Nervcnverlauf 
fast  wie  bei  Megamelus  h  ieb.,  nur  der  vierte  Apical  nerv  dicht  an  der  liasis  gegabelt 
und  die  Nerven  nicht  gekürnelt.  Flügel  auch  wie  bei  Mcgnmcltis  geädert,  die 
Nerven  aber  vorwiegend  undeutlich,  nur  die  Quernerven  und  der  zweite  Apical  nerv 
dick  und  deutlich.  Beine  wie  bei  Megamdns,  nur  die  Hintertibicn  mit  zwei  Dörnchen, 
von  welchen  das  eine  an  der  lias  is  und  das  andere  nahe  der  Mitte  versehen,  der  be- 
wegliche Sporn  länger  als  die  Hälfte  des  Metatarsus. 

. Der  Scheitclform  nach  Dictyophora  Germ,  sehr  ähnlich,  durch  den  beweglichen 
Sporn  und  den  Nervenverlauf  der  Elytren  unterscheidet  sie  sich  ganz  wohl.  In  der 
systematischen  Stellung  steht  sie  nahe  der  Gattung  Tropidoccphala  Stal  an. 

43.  Liburnia  (Deiphax)  basalis  n.  sp. 
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J  Schwarz.  Scheitel  gelblich,  etwas  länger  als  der  Abstand  zwischen  den 
Augen,  Gesicht  schwarz,  die  Kielen  weisslicn,  Clypeus  gelblich,  der  Mittelkiel 
weisslich,  Stirn  etwa  3  mal  so  lang  wie  die  Breite,  Pronotum  am  Vorderrande  und 
der  Mittelkiel  weisslich  ；  Scutellum  an  der  Spitze  weisslich.  Elytren  kurz,  die 
Mitte  des  Abdomen  nicht  erreichend,  schwärzlich,  an  der  】5asis  und  der  Spitze 
weisslich.  Abdomen  schwarz,  das  6te  Rückensegment  am  Hinterrande  weisslich. 
Beine  gelblich,  Coxcn  und  Tarsalspitzen  dunkel.  Genitalsegment  am  Unterrande 
gelblich,  etwas  parabolisch  ausgerandet,  am  oberen  Ende  schmal  zugespitzt  und 
nach  hinten  etwa  hakenförmig  vorrangend  ；  Griffel  dunkelbraun,  nach  der  Spitze  zu 


pitzt  und  etwas  nach  aufwärts  gebogen. 

？  Gelblich.  Stirnthälchen  nur  am  Uebergange  zum  Scheitel  und  am  Gipfel 
schwarz.  Elytren  weissgelblich,  subhyalin,  in  der  Mitte  hellbräunlich,  am  Hinter- 
rande nahe  der  Clavalspitze  mit  einem  dunklen  Fleckchen. 

Lange ―  J  2.5  mm.,  9  3  mm. 

Hab. — Korea  (der  IJerg  Kongo),  gesammelt  in  2  (t  q  ,  1 ま) Exemplaren. 
Der  yorni  und  Färbung  nach  L.  leplosoma  Flor,  etwas  ilhnlich. 

44.   Liburnia  (Delphax)  gracilis  n-  sp. 

Körper  schmal,  gelblich.  Scheitel  um  1  \  mal  so  lang  wie  der  Abstand  zwichen 
den  Augen,  in  der  Mitte  mit  einer  weisslichen  Längslinie.  Stirn  lang,  etwa  2\  mal 
so  lang  wie  die  Breite,  die  Kiele  weisslich.  Ocelle  dunkel  umsäumt,  beim  %  der 
Mittel  kiel  am  Uebergange  zum  Scheitel  an  den  Seiten  brilunlich  gesiiumt.  Pro- 
und  Mesonotum  je  in  der  Mitte  mit  einer  weisslichen  Längslinie,  welche  an  der 
Spitze  des  Scutellum  am  breitesten  ist.  Elytren  etwa  2  \  mal  so  lang  wie  der  Hin- 
terleib, fast  hyalin,  ein  wenig  gelblich  getrübt,  die  Nerven  gelblich,  weisslich  fein 
gekörnclt  und  sehr  kurz  behaart.  Unterseite  und  lküne  wcisslichgelb,  die  Tarsal- 
spitzen dunkel. 

J  i. jen italscgmc nt  unten  etwas  parabolisch  tief  ausgerandet,  nahe  der  Hasis 
dieses  Randes  jederseits  mit  einer  kleinen  Einkerbung.  Griffel  hellbrilunlichgelb, 
an  beiden  Knden  dunkel,  gegen  die  Spitze  hin  divergierend,  fein  gelblich  behaart, 
von  unten  gesehen  lineal,  nur  in  der  Mitte  etwas  erweitert,  nahe  der  Spitze  mit  einer 
nach  unten  gerichteten,  kurzen,  spitzigen  Vorragung,  an  der  Spitze  plötzlich  kolbig 
erweitert  und  abgestutzt. 

2     Schcidcnpolster  seicht  grob  punktiert. 

Iünge 一  %  4  tnm.,  9.  4.8  mm. 

Hab.— Korea  (der  Berg  Chohaku),  2  (1 J  ,  1  ？)  ICxemplare  erbeutet. 


der  jede  in  der  Mitte  am  breitesten,  an  der  Spitze  zuges- 
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Erklärung  der  Tafel 1. 

1.  Terauchiana  singularis  n.  sp. 

a  Elytre,    b  Flügel, c  Hinterbeine. 

2.  Ommatidiotus  korcanus  n.  sp. 

3.  Caloscclis  terauchii  n.  sp. 

4-  Deltoccphalus  cornutus  n.  sp. 

5.  Deltoccphalus  kongosanus  n.  sp. 

6.  Dcltoceplialus  fraternus  n.  sp. 

7.  Deltoccphalus  octomaculatus  n.  sp. 

8.  Aconura  terauchii  n.  sp. 

9.  Platymetopius  koreanus  n.  sp. 

10.  Thamnotettix  nigrovittatus  n.  sp. 

11.  Id  iocer  us  koreanus  n.  sp. 

12.  Agallia  nigra  n.  sp. 

13.  Nirvana  koreana  n.  sp. 

14. l'arablocratus  3-punctatus  n.  sp. 

15.  Ledropsis  kongosanus  n.  sp. 

16.  Ptyclus  sachalinensis  n.  sp. 

17.  Ptyelus  ikumac  n.  sp. 


楠  要 

朝鮮の 浮塵子 
PP. 學 博士 松 村 松 年 

朝鮮 拌通 高^ 學校钕 ^生 熊 與ー郞 氏 は 朝鮮 山の 浮 座 子 八十 二種 及び 同國 
^^山の 浮澳子 三十 八秭 合計 百 十二 禰 を 余に 送 來 りたら、 之れ を 調 Ä す る に s 

十四 種 は 新種に して W 種 は 新^種な ！)、 此內け f め $ん<^35 科 (D し' Ipl は cinae) に^ 
する ものにして 新 JJB あ &たれ ば TeiauChiami と 命名せ に 藍し 金 W 山に 於て 寺內 
總赞も 亦 生 熊 氏と 共に 網 を 扳られ たるに よる、 佝故 成お 道 長官 帆 足^ 三 氏 も 亦 白 
長 山に て 生 熊 氏と 共に 網お 以て 浮 孃子を 捕獲せられ たりと 云ん 此內 最も 面白き 

は 樺 太 產浮盥 子 と 同種の もの 多き 乙と Ä な&即 ち 左の 十 棟 は 共 な る ものにして 
未た' 本邦 に產 する もの ある を BH かず。 
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1.  Thaninotettix  cruentatus  Panz. 

2.  „  ikumae  Mats. 

3.  ,,  karafutonis  Mats. 

4.  Athysanus  sachalinensis  Mats. 

5.  Deltocephalus  fratcrnus  Mats. 

6.  ,，  sachalinensis  Mats. 

7.  „  chosenensis  Mats. 

8.  Ommatidiotus  karafutonis  Mats. 

9.  Ptyelus  abieti  Mats. 

10.  sachalinensis  Mats. 


今 朝鮮 ょ& 知られた る浮康 子の 舉 f, 及 ひ' 和 rt を ^げん o 


j  assidae 

浮 臺 子 科 

Typhrocybinae 

ひめよ こばい 35 科 

I. 

Chlorita  vituta  Leth 

さす V みどり ひ A よ ：： ば 1 

2. 

Erythria  zonata  Mats  var.  koreana  n. 

なび ひめ i - ばい 

3- 

Eupteryx  artemisiac  K.b, 

1 1 さ ひめ i ： ばい 

4. 

Typhlocylm 腿 e  U 

ばら ひめ i ： ばい 

5. 

Zygina  limbota  Mats. 

i つもん ひ At ： ばい 

Jassinae 

よ z_ ばい 亞科 

6. 

Baldutha  pectoral  is  u.  »p. 

くろ むれう すば i こばい 

7. 

かすり L こばい 

8. 

rubrincrvis  Mata. 

あ かかす" t ： ばい 

9. 

„        viridis  Mats. 

うす ば みどり L ： ばい 

IO. 

Cicadula  guttata  a  »p. 

八 

II. 

„        masatonis  Mats.  var.  pallidula  Mats,  i つもん う すば i 乙! f い 

12. 

„        sexnotata  Kall. 

むつ てんう "fifi こばい 

«3- 

n       variata  Fall, 

まだらう すば i ： ばい 

直 冬 

Thamnotettix  albicosta  Mats. 

ät へ じろ i  ：: ばい 

«5. 

,,          chohakusanus  n.  »p. 

ちゃう はく  i ： ばい 

16. 

4^ rue t)t fltUS  a 

ちえ だら i ： ばい 

»7- 

,,           cyclop*  Mat*. 

ひとつめ i こばい 

18. 

w           hoo»hti n.  sp. 

:i<b し i: ばい 

»9. 

„          ikumae  Mats. 

いく  " ： ばい 

20. 

n          karafutonis  Mats, 

から ふと L ： ばい 

21. 

„           lattfrons  Mats. 

M 

22. 

"          nigrovittattu  n.  sp. 

く  Ä す t; みどり i  二ば い 

23- 

„          oryzac  Mats, 

いれ i だら i ： ばい 

24. 

，•           qwulrinotatas  F. 

i つもん i こばい 

25- 

，,           sui>fu!K:ulu&  Fall, 

うすぐ ： ばい 
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26. 

Thamuotettix  sulphurellus  Zctt. 

み ピリ ばい 

27. 

to»>ac  Mats.  var.  hyaliiutus  Math. とば i  、- ばい 

28. 

tomeUus  Zett. 

ふす: てんち まだら ばい 

Ncphotctti 

k  npicalis  Molsch. 

つ i ぐろ i こ If い 

30- 

Atbysanus 

impictifrons  Rohem. 

みどり ひ :itv* 

31. 

limlnfcr  Muts. 

i へ じ； i ひる i こばい 

32. 

quadnim  ßohem. 

まだら ひ ^ょ ： ばい 

33. 

«iachnlincnsls  MaU. 

から ふと ひ ろ i ソ でい 

34. 

striatellus  Fall. 

わ や もん ひ スム こばい 

35- 

striola  Fall. 

いち も V ひろ i  :1て い 

36. 

sutumlis  Nbts. 

ぜ ぐろ ひろ i ： ばい 

37- 

Jassus  pra 

muI Uorv. 

あみ a i  二 ば い 

3S. 

Paralimnus  fallacio&us  Mats. 

t しにば い 

39. 

tamagawanus  M.its. 

す： えが は i し i  :1て い 

40. 

Paramcsw* 

japonicus  Mats. 

3: へぐ ろ ひ らす： i  ： ばい 

4L 

Phlcpsius  ishiilac  Mats. 

いしだ ばい 

42. 

Doratuüna  korcana  n.  s[>. 

て う ぜん^な が i  :jfv* 

43. 

Aconura  ikutnac  n.  sp. 

44. 

»  P 

rcKlucta  Mat  s. 

ほそと がリ L ： ばい 

45- 

tcrauchu  n.  s!>. 

てらう ちほ モ とが 》)  i こば い 

46. 

Dclloccphalu»  aUlominalis  F. 

はらぐろと がり i  :rr い 

47- 

aäsimilis  Fall. 

さいろ とがり i ： ばい 

4S. 

Candidus  Mats. 

ふす: すち' とがり i  ： ばい 

49- 

chohakusnnus  n.  sp. 

ちゃ ö はく とがり よ :;rv> 

So' 

choscwnsis  n.  sp. 

てう ぜんとが リ i  --【f い 

5i. 

comutus  n.  hp. 

つの もんとが リ L  lits," 

52. 

CoslUlriatus  n.  sp. 

まへ す V とがり t こばい 

53. 

fratcrnus  n.  sp. 

お ほと が 》J  L  ： ばい 

54. 

booshii  ti. sp» 

ほ あしと がり 1 こばい 

55. 

kongo«inii5  n.  sp. 

：： ん:: •  5 とがりぶ 

5仄 

koreanus  n.  sp. 

てう ぜん i だら とがり i  :if 1. 

57. 

•  • 

(Ktomaculatu-*  iu  sp. 

とほし とがり i ： ばい 

ss. 

sachalincnsis  n.  sp 

から ふとと がリ X ： ばい 

59. 

striatus  L. 

ま だら とがり i ： ばい 

6o. 

thoracicus  Fieb. 

ぜ* にらと がり I 

51- 

iritici  Mats. 

むキ' とがり i  ： ばい 

62. 

yaivoius  Mats. 

やのと がり i  :1 てい 

り. 

korcatms  n.  sp. 

てう ぜんお ほと がり 1. ： ばい 

<H. 

riatymctopiiis  ruhrovittalus  Mats. 

わかす V ひ Ä と がり I こばい 

65. 

undatus  i>eg.  var  korcanus  i 

1. なみがた ひろと がり i  :1t" い 

66. 

Scaphoideus  albovittatus  Mats. 

しろ tf す V すかし i  -- ばい 

67. 

fc>tivus  Nbts. 

し ら ほしす かし i  ： ばい 

US. 

Xcstoccphalus に uttalus  Mötsch. 

ほし まる i  二' I い 
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Acocephaünae 

69.  Paralwlocratus  lincatus  Horv. 
7°-  »  tripunctatus  n.  sp. 

7»-  StroDgyloccphalus  agrcstis  Fall. 

72.  Nirvana  korcana  n.  sp. 

Tettigoninae 

73-  Euacanthus  acumiiulus  F. 

74-  x         aurantucus  n.  sp. 

75-  Tahidaclla  albomar^iiiata  Sign. 

76.  ,,         flaveola  n.  sp. 

77.  Onukia  onuku  Mals. 

7s-    TylozygoiiJcs  arlcmisiae  Mats. 

Bythoscopiliae 

79.  Idioccrus  korcanus  n.  sp. 

80.  „        vilticollis  .\bts. 

81.  Pediopsis  illota  Horv. 

82.  „        virescciis  L. 

83.  Agallia  nigra  n.  sp. 

84.  ,,        reticulata  II.  S. 

85.  Macropsis  viridula  Mclich. 

Ledrinae 

80.    Le<lromorplia  kureann  11. sp. 
07.    Ledropsi.s  kongo.sana  n  sp. 

Cercopidae 
Cercopinae 

SS.    Rhinaulax  assinülis  Uhl. 

Aphrophorinae 

89.    I^pyrwnia  colcoptcrata 1- var.  iiawae  n. 


9°.  »        korcana  11. sp. 

91.  rcuceptyelus  dimidialus  Mats. 

92.  Ptyclus  camjjcstrii  Fall, 

93.  "       ikumac  ".  sp. 

94.  ,,       snchalincnsis  n.  sp. 

95.  „      abicti  Mats.  var.  v-pustulalus  n. 

96.  Aphrophora  obhqua  Uhl. 

97.  ,,         putcali*  NLits. 

98.  Eoclovia  okadne  Mat* 


さじよ こばい 亜科 
さすち •？ じ i こばい 
みつ ぼし さじ i ： ばい 
いれ ひらた i ： ばい 
てう ぜん ほそ さじ i こばい 

お ほよ こばい 亞科 
と はだかん むり L ： ばい 
きい Ä かんむ リ よ： ばい 
まへ じろ お ほ i ： ばい 
きいる お ほ i ： ばい 
お ほぬ き i こ ばい 
よも^お ほ i ： ばい 

づ さんよ こばい 35 科 
てう ぜん づ さんよ ： ばい 
ぜすち' づ さん i こ ばい 
二 ほそつ-さん i  二ば い 
みどり ほそ やさんよ ： ばい 
くる 主る づきん i こばい 
あみ Ai* づ さん ぶ こばい 
てう ぜんあ^ づきん i ： ばい 

みみつ く 亞科 

てう ぜスみ V つく 

二ん:： う ひ らす: み 、つく 

沫吹^ 科 

乙が しら あは ふき 亞科 

く る こがしら あは ふさ 

あは ふき？ Ä 科 
まろ あは ふき 
て； ぜん あ る あは ふさ 
こみ やよ あは ふさ 
さいろ ほそ あは ふき 
いく まほ， あは ふき 

Ä 、らふと ほそ はふ * 
と 、•  I つ ほそ あは ふ^ 
は す ^び あは ふさ 

- しろ^ Cfft はふ * 

なか だめ はふ さ 
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Fulgoridae 
Ricanunae 

99.    Ricania  taemata  Stal  (R.  proxm 、ュ 

Dityophorinae 

loo.    Dkty ひ phora  koreana  n.  sp. 

Cixiinae 

xoi,    Kuvera  fl.iviceps  Mats. 

102.  Oliarus  apical"  Uhl. 

103.  quadrifasciatuü  Mats. 

Achilinae 

104.  Akotropis  fumatus  Mats. 

Issinae 

105.  Caloscclis  tcrauchü  n.  sp. 

106.  Ommatidiotus  karafutonis  Mats. 

107.  ，，  korcanus  n.  sp. 

Berbinae 

ioS.    Nisia  nervosa  Mötsch. 
109.    Kamendaka  korcana  n,  sp, 

Delphacinae 

HO.  Tcrauchiana  (n.  g.)  siugularis  n.  sp. 
in.    Liburnia  baaalis  n.  sp. 

112.  „       gracilis  n.  sp. 

113.  striatcllus  Fall* 


白， 科 

あ; がさ はごろも 亞科 

Viel  ich.;     く る ^>々Ä» さ 11 - Ä も 

てんく すけば 

て う ぜんてんく すけ:： r 

ひし うんか 亞科 
さがしら ひし うんか 
つまぐる ひし うんか 
よす V ひし 5 んか 

乙が しら うんか 5 &科 
う すぐろ こがしら うんか 

まる うんか 亞科 
てら ラち ひら あしうん か 
力' らふと あかじ ま うんか 
てう ぜん あかじ ま うんか 

はねな が うんか 亞科 

し i うんか （；: ふさ うん： 》0 
てう ぜんこ ふき は ねなお う ん か 

けづめ うんか 3S 科 
て ら うちけ づ a  7 んか 

れ じる けづめ うん 4、 
ほそ けづめ う ん か 
とびいろ けづめ うんか 
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ON  A  NEW  SPECIES  OF  OEGOPSIDS 
FROM  THE  BAY  OF  TOYAMA, 
GONATUS  SEPTEMDENTATUS. 

By 

Madoka  Sasaki,  Rigakushi 


富 山灣ょ り 獲た る 開眼 類に 屬 する 一新 種 
理舉士 佐々 木 


^ ^-, 〜―. -—— へ— 、， 声 —一 —― へ— 


1 his  cuttle-nsh  is  often  caught  with  drag-net  at  100  fathoms  or  more  along  tne 
coast  of  Etchfi  Province,  where  it  is  commonly  called  "D<?su-ik (や、 by  the  fishermen. 
All  the  specimens  (in  formalin)  which  came  under  my  observation  were  females, 
and  their  measurements  were  as  follows : 


"mi. 

mm. 

mm. 

mm. 

mm. 

mm. 

Dorsal  length  of  mantle 

138 

164 

169 

185 

220 

190 

Ventral  length  of  mantle 

13° 

155 

158 

»74 

210 

«79 

Circumference  of  mantle 

112 

125 

120 

132 

170 

«35 

Breadth  of  mantle 

40 

SO 

40 

48 

55 

48 

length  of  head 

40 

43 

37-5 

40 

48? 

42 

Breadth  of  head 

42 

48 

38 

51? 

43 

Length  of  fins 

8O 

94 

93 

105 

•34 

1 10 

left  right  left  right  left  right 

left  right 

left  right  left  right 

Ixngth  of  first  arm 

70  70 

82  81 

79  /6 

88  88 

103  103 

„       ，，  second  arm 

78 — 

94  93 

93  90 

98  98 

108  108 

„       „  third  arm 

7。 一 

90  89 

一 92 

95  97 

108  107 

„       „  fourth  arm 

65  ― 

82  82 

«7  84 

102  102 

length  of  tentacle 

190 — 

120  125 

ii5  ''S 

160  160 

200  20。 

,, ,. club 

8o  ― 

70  70 

65  65 

80  80 

ioo  100 

length  of  nidamcntal  gland 

25 

35 

35 

35 

50 

The  measurements  of  the  gladius  of  a  specimen  with  the  mantlc-lcnpth  of 
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220  mm.  are  210  mm.  in  the  total  length,  22  mm.  in  the  breadth  and  170  mm.  in 
the  length  01  the  vane. 

The  specific  characters  resemble  those  of  Gonatus  fabncti  ( L I chtenste I n),  ex- 
cept in  the  tentacular  suckers  and  radula,  by  which  both  species  arc  easily  distin- 
guishable, as  described  elsewhere. 

rhc  body  is  large,  soft  and  nearly  choroidal,  being  easily  mutilated.  The 
mantle,  cylindrical  at  the  anterior  half,  tapers  towards  the  posterior  end,  and  ter- 
minates in  a  slender  posterior  portion  of  about  1  ji  of  the  whole  length,  and  it  has, 
at  the  ventral  anterior  margin,  a  broad  emargination  bounded  laterally  by  two  angu- 
lar projections,  and  at  the  dorsal  anterior  margin,  a  slight  angular  median  pro- 
jection. The  fins  are  broad,  the  total  breadth  being  about  equal  to  3/4  of  the  mantle- 
length,  and  together  nearly  rhomboidal  in  shape  with  a  notching  at  the  anterior  at- 
tachment, and  extending  a little  backwards  beyond  the  posterior  end  of  the  mantle  ； 
their  length  arc  a little  longer  than  half  that  of  the  mantle. 

The  head  is  about  as  broad  as  the  mantle-opening  and  shows,  at  the  ventral 
surface,  a  distinct  siphonal  excavation  which  is  marked  by  a  faint  fold  of  skin  along 
the  boundary  edge,  and  in  a  well  preserved  specimen,  the  anterior  middle  portion 
shows  several  longitudinal  folds  of  skin. 1 he  olfactory  crest  of  the  neck  consists 
of  two  semicircular  folds,  the  ventral  fold  having  a  small  membrane  on  the  top. 
The  eye -openings  have  a  deep  anterior  sinus,  the  dorsal  margin  of  which  is  markedly- 
thickened.  The  collar-portion  of  the  siphon  is  broad  and  free  along  the  whole 
posterior  margin  around  the  neck.  The  siphonal  resisting  cartilage  is  distinctly 
broader  than  that  of  Gonatus  fabrkii,  being  nearly  pear-shaped  in  contour  tapering 
forwards,  and  having  a  broad  median  groove  which  also  narrow  towards  the  anterior. 
The  pallial  cartilage  corresponding  to  the  above  is  a longitudinal  ridge  which  is  not 
simply  linear  as  occurs  in  Gonatus  fabrkii,  but  becomes  much  broader  backwards, 
and  rises  highest  at  the  anterior.  The  resisting  cartilage  of  the  nape  is  of  cocoon- 
shape  being  a little  expanded  at  both  ends,  with  a longitudinal  median  groove 
marked  laterally  by  2  ridges,  and  it  has  a  shallow  sinus  at  each  side  of  the  groove 
at  the  anterior  terminal  margin. 

The  arms  are  subequal,  the  formula  of  arm-length  being  2>3>i=4,  and  the 
longest  arm  is  about  lialfas  long  as  the  mantle.  The  webs  of  the  outer  surfaces,  of 
average  breadth,  arc  developed  in  the  usual  manner.  The  umbrella,  very  narrow, 
as  in  Gonatus  fabrkii.  The  ventral  arms  haw  only  suckers  about  1 30  in  number, 
arranged  in  4  scries,  those  of  the  2  inner  rows  being  a little  larger.  The  lateral  and 
dorsal  .arms  have  2  marginal  scries  of  small  suckers  and  2  inner  series  of  slightly 
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larger  hooks,  except  at  the  proximal  part  as  well  as  at  the  distal,  there  being  1/3-1/4 
the  length  of  each  arm  where  only  suckers  arc  found  (5  or  6  rows  of  suckers  at  the 
extreme  base  of  each  arm  followed  by  20-27  hooks,  the  last  row  of  hooks  stopping 
at  the  place  1/3  or  1/4  of  the  arm-length  from  the  extremity).  This  number  of 
hooks  shows  some  variation  among  different  individuals  as  well  as  among  the  dif- 
ferent arms  of  each  individual.  The  distal  half  of  the  horny  ring  of  each  sucker  has 
about  10  sharp  teeth,  while  the  rest  of  the  margin  projects  a  little,  showing  a  sickle- 
shaped  edge,  the  median  part  of  which  sometimes  bends  forwards.  The  teeth,  trian- 
gular in  shape,  laterally  flattened  are  largest  in  the  middle  of  the  row. 

The  tentacles  show  a  great  variation  in  length  that  is  caused  by  the  degree  of 
contraction,  but  seem  about  as  long  as  the  mantle,  and  the  stalk  is  a little  flattened 
laterally,  with  a  flat  but  narrow  inner  surface.  The  club  comprises  about  1  /3  of  the 
whole  length  of  the  tentacle,  and  is  expanded  lanceo lately,  with  an  elongate  terminal 
portion  ；  and  the  web  on  the  outer  surface  is  well  developed,  becoming  wider  towards 
the  extremity  and  bending  to  the  dorsal  side  distally. 

The  tentacular  suckers  are  more  simple  than  those  of  Gonatus  fabricii,  the  hooks 
being  entirely  lacking  in  all  the  specimens  which  I  examined.  They  are  very- 
numerous,  occupying  the  whole  inner  surface  of  the  distal  half  of  the  tentacle,  and 
are  equally  minute,  but  those  of  the  median  region  are  a little  larger  than  the  others. 
In  the  specimen,  of  which  the  mantle-length  is  164  mm,  the  series  of  the  connective 
suckers,  (about  57  suckers  alternating  with  the  fixing  warts  of  the  same  number), 
begins  at  the  extreme  base  of  the  sucker-bearing  surface,  and  it  runs  along  the  dorsal 
margin  of  the  club,  towards  the  extremity,  and  stops  at  a  distal  point  leaving  1/3  of 
the  sucker-bearing  surface  ；  the  suckers  farther  distal  of  the  connective  ones  along  the 
same  margin  are  about  46  in  number.  The  number  of  the  suckers  contained  in  each 
transverse  row  in  the  same  specimen  is  about  12  at  the  carpal  portion,  about  24  at 
the  widest  hand-portion  and  about  6  at  the  slender  distal  portion.  And,  there  is  at 
the  extremity  a  circular  series  of  1 1  suckers.  All  these  tentacular  suckers  are  ob- 
lique in  shape  like  the  arm-suckers,  and  the  aperture  is  large.  The  horny  rings 
have,  along  about  4/5  of  the  circumference  of  the  hicher  margin,  long  teeth  such 
as  occurred  in  the  arn ト suckers,  the  number  of  the  teeth  being  about  1 5  in  the  largest 
sucker. 

The  gladius  resembles  also  that  of  Gotiaius  fabricii  being  provided  with  an 
endocone  at  the  posterior  ；  but  the  wings  have  much  longer  extention  than  G.  fabrku, 
begin  at  the  point  of  the  anterior  1/5  of  the  whole  length  from  the  end. 

The  whole  outer  surface  of  the  mantle  and  head  as  well  as  the  entire  surface  of 
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the  arms  and  fins  even  m  their  inner  or  ventral  sides,  are  thicklv  covered  with 
minute  and  deep  brownish  chromatophores,  and  the  Chromat ophores  are  imbedded 
in  the  skin  which  comes  off  easily. 

Ihe  radula  shows  a  characters  entirely  different  from  that  of  Gottatits  fabricii. 
It  comprises  7  series  of  teeth  as  it  occurs  in  the  most  species  of  the  Decapoda,  and 
the  median  tooth  is  tricuspid,  the  lateral  teeth,  bicuspid,  and  both  marginal  teeth, 
unicuspid,  being  much  longer  than  the  preceding  ones  especially  the  outer  marginal 
which  are  about  thrice  as  long  as  the  median  one. 

Remarks. ―  Berky  mentioned  *  2  specimens  caught  on  the  coast  of  North  Ame- 
rica, identifying  it  with  G.fabrlcii.  According  to  his  description  and  figures,  these 
sj>ecimens  seem  to  be  identical  with  my  present  species,  which  is  easily  distinguish- 
able from  G.  fabricii  as  the  following  key  shows. 

1.  Tentacle  with  2  or  3 larger  hooks  and  some  smaller  ones  as  well  as  with 
numerous  minute  suckers.  Fhree  dorsal  pairs  of  arms  witn  2  marginal  series  of 
smaller  suckers  and  2  central  series  of  larger  hooks  along  whole  length.  Radula 

with  5  scries  of  teeth  ；  middle  teeth  tricuspid,  others  unicuspid  

 -.  Gonatits  fabrtcii  (Lichtexsi  ein). 

2.  Tentacle  with  only  suckers  of  very  minute  sizes.  Three  dorsal  pairs  of 
arms  with  2  marginal  series  of  smaller  suckers  and  2  central  series  of  a little  larger 
hooks,  but  at  basal  and  distal  portions  with  only  suckers  arranged  in  4  series.  Radula 
with  7  series  of  teeth  ；  middle  tooth  tricuspid,  lateral  teeth  bicuspid  and  both  mar- 
ginals unicuspid   Gonatus  s:ptcmdentatiis  sp.  nov. 

*   Bull. U.  S.  Bureau  of  Fisbcrics,  XXX,  p.  310,  PI.  im,  figs.  I,  2；  PI.  Liii ;  PI.  i.iv,  figs.  1-4；  PL 

LV,  figs.  I,  3-7.  1912. 
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撟  要  • 

富 山縣の 沿 ゆ に 於て Yi' 除^の 深海 よ 6 偶々 漁 接さる V 珍しき 烏賊 あ b 新種 な 
るが 如し o 本 種は該 地方の 漁夫に 依りて F ス イカと 稱 せられ、 体 稍 ゃ大 にして ス 
ルメイ 力と 匹敢 す. 体の 全 ifii は 海老茶 色 5: 呈 し 脚 は 中央 を 走 る 二列の 鈎 列 と其兩 

外側 を 庫る 左右 各 一列の 吸继 5： 有せに Gornaus  fabricii に 似る 所 あれ ども 齒舌 
の齒 列が 七縱 列に 並べる こと、 谷 脚の 尖き と 根元に は 吸« 列の みに して^ 列 を 欠 
く  21 と 等に f おらて ßS 別 し 得 可 く 又捉 脚に は 微小な る 吸继 のみに して 鈎 を 打せ ざ る 
乙と も 亦 大いに 注 窓す 可き 相違な ら とす o 甞て Beny が 北米の 沿岸に 於て 獲た る 

二 個の 烏賊に 钛 さて 記- 蔽 せる 者 あに 其記战 及 H 版 ぉ見 るに 正しく 本 新種なる 之 

如き も 同^ 老は G.  fUbricii と 見 f 故せ K 然れ ども 余 は 上記の 如き 相逨 によ 6 て 之 
を 明 哚に區 ^なし 得る を 以て 兹に本 新種 $： 創出す る 所以な b0 
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M.  Sato. 


アル パイ ン ミルクの 沈渣に 關 する 一 研究 

'  m      jh  m 

I 

一  

Vor  Kurzem  wurde  liier  eine  Büchs し' der  kondensierten  Milch  ohne  Zucker- 
zusatz, die  mit  dem  Namen  „Alpine  Milk"  im  Handel  bekannt  ist,  geöffnet.  Die- 
selbe war  2  Jahre  lang  in  dem  Samniclun^raum  des  zootechnischen  Institutes  der 
Universität  zu  Sapporo  aufbewahrt. 

Nach  dem  Ausgicssen  der  Milch  zeigte  es  sich,  dass  der  lioden  der  Büchse  mit 
einem  weissen,  kleinen,  unkrystallisierten,  steinähnlichen  Bodensatz  bedeckt  war. 
Derselbe  unterschied  sich  deutlich  von  den  zuweilen  in  gewöhnlicher  kondensierter 
Milch  ausgeschiedenen  Eiweissubstatizcn . 

Der  Boden  wurde  herausgeschnitten  und  der  Bodensatz  in  einem  Spitzglase 
gesammelt.  Derselbe  wurde  hierauf  durch  zweimaliges  Aufrühren  mit  kaltem 
Wasser  und  Wicderabsctzenlasscn  j^ereini^t.  Auch  mit  Äther  wurde  er  mehrere-  male 
gewaschen  um  etwa  vorhandenes  Fett  soweit  als  möglich  zu  entfernen.  Schliess- 
lich wurde  das  Ganze  im  Tr ockense h r a n k  getrocknet  und  die  Gcsammtmenge  betrug 
0,662 1  g.  Die  so  erhaltene  Substanze  habe  ich  teils  verascht.  Kui Teil  der  Asche 
wurde  in  einem  Schälchen  unter  Zusatz  von  Salzsäure  ohne  Rückstand  gelöst  und 
in  2  Teile  geteilt. 

Der  eine  Teil  wurde  mit  Amnion i.ik  ncutralisirt  und  mit  Ammonoxalat  ver- 
sezt,  um  Calcium  als  weissen  Niederschlag  nachzuweisen,  der  sich  in  Essigsäure 
nicht  löst,  dann  wurde  filtriert  und  dem  Filtrate  Natriumphosphat  zugesetzt,  worauf 
sich  nach  mehreren  Stunden  das  Ammoniumma^nesiumphosphat  in  Form  sogenann- 
ter Sargdeckelkristallc  ausscheidet 

Der  andere  Teil  wurde  mit  Uranylnitrat  versezt,  um  Phosphorsäure  als  gelb- 
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lichweissen  Niederschlag  zu  bestimmen.  Ferner  wurde  auch  eine  kleine  Probe 
derselben  Asche  mit  Salpetersäure  und  mit  Molybdens äu relösung  behandelt,  um 
phosphorsäure  nachzuweisen. 

Zu  einem  Teile  der  probe  Substanz  wurde  Schwefelsäure  zugesetzt,  worauf  sich 
rhombische  Krystalle  in  dem  Filtrat  ausschieden,  welche  im  Wasser  sehr  leicht,  in 
Alkohol  ziemlich  leicht  und  in  Aether  schwer  löslich  waren. 

In  diesen  Krystallen  vermutete  ich  dem  Geschmacke  nach  Citronensäure,  wes- 
halb ich  sie  löste  und  wieder  krystallisirte,  um  mit  Silbernitrat,  mit  calciumchlorid 
und  mit  Cadmiumchlorid  das  Vorhandensein  von  Citronensiiure  nachzuweisen.  Fer- 
ner wurde  in  dem  Bodensatze  noch  eine  Bestimmung  von  Calcium,  Magnesium  und 
Phosphorsäure  ausgeführt. 

Von  der  obigen  Probesubstanz  wurde  noch  0,26g  verascht,  welche  o,  1 2g  Asche = 
46,16'、/。  der  Originalsubstanz  lieferte.  Die  Äsche  wurde  in  Salzsäure  gelöst,  abfilt- 
riert, mit  Ammoniak  alkalisch,  mit  Essigsäure  saure  gemacht,  um  den  Kalk  mit 
Oxalsäure  Hillen  zu  lassen.  Im  Filtrat  wurde  dann  Magnesium  und  Phosphorsäure 
in  üblicher  Weise  durch  Ausfällen  mit  Natriumphosphat  und  , , Magnes i am i xtu rc" 
bestimmt. 

Gefunden  wurden  0,0952g  CaO,  0,0232g  P308  und  0,0008g  MgO.  Diese  drei 
Substanzen  machen  demnach  79,33"/,,  19,33  7o  und  0,67  %  der  ganzen  Asche  (0,12g) 
aus. 

Ikrechnet  man  aus  diesen  Analysenbefunden  die  Endsubstanzen,  so  ergeben  sie 
folgende  Werte  :  Mg3  (P04)2  =0,001 7g,  Ca3  (POA)2  =  0,0486g,  und  Ca3  (Coh^Oj),, 
= 0,2039g. 

Die  Gesamtzahl  dieser  drei  berechneten  (0,2542g)  stimmen  also  ihrer  Menge 
nach  nicht  ganz  genau  mit  der  Originalsubstanze,  n ilmlich  0,26g  übercin.  Der 
Unterschied  ist  jedoch  so  gering,  dass  er  innerhalb  der  Fehlergrenze  liegt,  und  man 
darf  deshalb  behaupten,  dass  der  Bodensatz  nur  aus  den  oben  erwähnten  Substanzen 
sich  zusammensetzt. 

ゾ" / ヌ， i9i4. 
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摘  安 

最近 余 は 赏大^ 產舉科 本 室に 畜產 製造品の 《 本と して 貯藏せ られ旣 に 二 

ケ 年間 I： 桎 過した る アル パイ ン ミルクお 開 Ü したる に讓 底の 白色に して 小形の 拮 
品形 I： なさ 、• る 小 磯 状の 一見 Ä ち に 普通烛 ^に 現る 凝固 蛋白 と 異なる i と I： 認達 

し 得た る 物 K I： 以て 被 はれた る を 見たら 兹に 於て 之 を 収出 し 最初 冷水に て 次で ヱ 

—テル を 以て 再三 洗^し 後 定性 轼 Ä の 結果 石灰、 苦土、 燐 ^並びに 构ぉ (^の 存在 

せる 乙と を» め定: a 試験の 結果 全 く 讲酸^ 憐ぉ- 苦土 及び 枸櫞^ 石灰 よ 6 なる 乙 
と i: 明かに せ b 尙 乳汁に 及ぼす 熱の 影^に 就て は 後 日 の 研究 を 俟 ちて 記述す 可し 


Digitized  by  Google 


MUCINASE  IN  YAM. 

By 

Tetsutako  Tadokoko. 
• 、 、 、、、、、、、、、、、 、、- . - 

薯蕷 中の A チナ一 ゼに 就て 

田 所 哲太郎 


Yam  yields  a  mucilaginous  substance  when  grated  and  extracted  with  water. 
The  chemical  nature  of  this  slime  was,  for  the  first  time,  studied  by  J.  Ishii，），  and 
later  by  Prof.  K.  Oshima  and  the  author  v  who  proved  conclusively  that  the  yam 
slime  belongs  to  a  class  of  mucins. 

As  the  occurrence  of  mucinase  or  mucin  coagulating  enzym  is  not  yet  known 
in  the  vegetable  kingdom  while  its  presence  in  the  animal  kingdom  has  been  reported 
by  Roger,  Tremol liens  and  others  ，)，  it  seemed  of  great  interest  to  me  to  investigate 
whether  or  not  the  mucinase  is  present  in  the  yam  which  contains  mucin. 

As  material  for  my  study,  the  tubers  of  Dioscorca  Batatas  Docnc  were  taken 
and  grated  as  thoroughly  as  possible,  mixed  with  five  volumes  of  water  and  then 
allowed  to  stand  for  several  hours  until  starch  granuls  and  other  substances  settled 
at  the  bottom  of  the  vessel.  The  thick  liquid  thus  obtained  was  used  for  the  follow- 
ing experiment. 

1. Elucidation  of  enzymic  nature. 

At  the  beginning  of  the  experiment,  three  series  of  bottles  were  prepared,  each 
containing  a  definite  volume  of  the  thick  liquid  of  mucin.  To  the  two  series  were 
added  a  few  drops  of  dilute  solution  of  calcium  chloride  and  toluol,  while  to  the 
other  only  toluol  was  added.  The  one  series  of  the  former  and  the  later  were  kept 
in  a  thermostat  at  30°  C  for  several  hours.  The  other  series  of  the  former  were 
kept  in  an  ice  box  for  the  same  hours. 

Among  the  series  of  bottles  kept  in  a  thermostat,  the  following  phenomena 

1)  Bull.  Coll.  Agric,  Imp.  Univ.  Tokyo,  2,  (97-100.) 

2)  Jour.  Coll.  Agric,  Tohoku,  Imp.  Univ.,  Sapporo,  Japan  IV,  6,  1911  (243-249)        V,  11, 19" 
(58-72). 

3)  Oppenheimer,  C— Die  Fermente  und  ihre  Wirkungen,  spezieller  Teil. $.  Aufl.  1909  (33^  ) 
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were  observed. 

In  the  scries  of  bottles  containing  calcium  chloride  solution,  the  formation  oi 
abundant  flocculent  precipitates  which  gave  a  protein  reaction  with  Mi  lion's  reagent 
was  observed.  In  the  other  series  the  formation  of  such  precipitates  could  not  be 
found,  but  the  liquids  became  slightly  turbid.  Also  the  bottles  kept  in  an  ice  box 
formed  no  such  precipitates.  These  phenomena  prove  the  presence  of  a  mucin- 
coagulating  enzym  in  yam.  After  repeating  the  same  experiment  with  cow  milk, 
this  action  was  distinguished  from  that  of  chymasc  (the  milk  coagulating  enzym.) 

The  following  experiment  was  then  undertaken  to  determine  the  effective 
amount  of  calcium  chloride  for  acceleration  of  enzymic  actions.  For  the  determina- 
tion of  the  degree  of  coagulation  of  mucin  the  following  method  was  adopted  in 
which  the  filtering  volocity  of  an  enzym-containing  liquid  is  compared  with  the  con- 
trol test.  The  filtering  velocity  was  determined  by  measuring  the  volume  of  the 
filtrate  in  a  certain  number  of  minutes  through  the  area  of  a  circle  (dia.  17,5  mm)  of 
a  hard  filter  (R.  F.  P.  575,  Carl  Schleicher  &  SchüII.)  under ― 50  mm  Hg  pressure. 
The  results  were  as  follows : 


Table 1. 


Concentration  of 
CaCl  - solution 

Minutes 

Note. 

6 

10 

20 

Volumes  (ccm) 

0 

'2,5 

16,5 

i8,S 

Samples  were 
kept  in  an  >cc- 
t»x  and  then 
taken  for  the 
control. 

1/100000  N. 

3,5 

10,0 

12,0 

i6,o 

i8jo 

1/1000  N. 

5,0 

10,0 

i み 0 

'5P 

1/500  N. 

6,o 

io,S 

'5.o 

i9,o 

0 

2，o 

4P 

5,5 

6.5 

7,5 

Samples  were 
kept  in  a  ther- 
mostat at  300 
C  for  iS  hoars. 

i/ioooco  N. 

2,5 

3.0 

3.5 

4,o 

4,5 

1/1000  N. 

0,5 

i,S 

2.5 

4.5 

6.5 

1/500  N. 

i,S 

3.5 

For  comparison  the  experimental  data  are  shown  graphically  on  a  rectanguler 
coordinate  system  taking  the  abscissa  for  the  time  and  the  ordinate  for  the  volume. 
In  the  following  figure,  the  solid  line  is  taken  for  the  sample  kept  in  an  ice-box,  and 
the  dotted  line  for  that  kept  in  a  thermostat. 


Digitized  by  Google 


T.  TAD3KORO  ：   Ml'CINASF.  IN  YAM. 


«95. 


Minutes 


From  the  foregoing  table  and  figure,  I  perceived  that  i /10000  normal  concentra- 
tion of  calcium  chloride  has  a  distinctly  accelerative  power  on  mucinase,  and  this 
power  was  increased  perceptibly  in  i /1000  normal  concentration.  Also  I  could  dis- 
tinguished this  power  from  the  coaglating  action  of  calcium  chloride. 

2.   Relation  of  enzymic  to  acidic  coagulation. 

It  has  already  been  shown  that  a  mucin  solution  coagulates  in  the  presence  of  a 
small  amount  of  acetic  acid.  In  my  previous  study  (1. c).  I  coagulated  the  sample 
of  mucin  from  tubers  of  yam  through  the  addition  of  acetic  acid.  Therefore,  it 
seemed  to  me  of  much  interest  to  distinguish  the  coagulation  by  acetic  acid  from 
that  by  enzymic  action  and  to  know  the  relation  of  both  phenomena.  The  experi- 
ments were  undertaken  in  the  same  way  as  previously  explained  and  gave  the  follow- 
ing results  ： 


Table  2. 


ii t.Cf 】 i r «1 lion  1 1 1 

acetic  acid 

Minutes 

Note. 

4     1  o 

IO 

»5     1  » 

Volumes  cctn 

s/ioooooo  N. 

3.o 

6,5 

リ ,o 

•5.5 

も 

Samples  were  kept 
in  an  ice  lxix  and 
then  taken  for  the 
control  test. 

i/xoocxx>  N. 

3.5 

6.5 

9.S 

1 6  jo 

22,5 

i/ioooo  N. 

2,5 

7.o 

i6.o 

21,5 

30.0 

i/iooo  N. 

'.5 

-— 

5.o 

7,5 

9.5 

i/ioooooo  N. 

SP 

ii,o 

>4,o 

i.S,o 

2 ふ 5 

Samples  were  kept 
in  a  thermostat  at 
300  C  for  18  hours. 

i/iooooo  N. 

- ~ - 

IOjO 

20,0 

i/ioooo  N. 

9,$ 

•  lop 

i9,o 

j   i/iooo  y. 

i,5 

3.5 

4,5 

一 

S.5 
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fhe  following  figure  was  traced  in  the  same  manner  as  figure  i. 

Fig.  2. 


Minutes 


From  the  results,  I  can  say  that  there  is  a  clear  distinction  between  the  coagula- 
tions by  acid  and  by  enzym,  because  this  power  does  not  increase  by  rising  tempera- 
ture as  the  enzymic  action.  At  the  same  time,  I  perceived  of  that  acetic  acid  has 
not  any  accelerating  power  on  enzymic  action. 

CONCLUSIONS. 

1)  A  mucin  coagulating  enzyni  or  mucinasc,  is  found  in  the  tubers  of  yam  and 
it  was  distinguished  from  chymase.    (The  milk  coagulating  enzym.) 

2)  The  action  of  tnucinase  is  accelerated  by  the  presence  of  calcium  chloride, 
the  influence  of  which  is  perceived  in  1  / 1  oodoo  normal  concentration,  a  distinct  in- 
crease is  observable  in  i/iodo  normal  concentration.  This  phenomena  was  distin- 
guished from  coagulating  power  of  calcium  chloride. 

3)  There  is  a  clear  distinction  between  the  coagulations  by  acid  and  by  enzym, 
and  acetic  acid  has  no  accelerating  power  on  enzymic  action. 

Agricultural  Chemical  Labjratory} 

Tohoku  Imperial  Uuhnrsity^ 
Sapporo  Japan, 
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撟  耍 

優にに 石 井 學士は 菜 蕷粘質 物の A チンに 頹 する こと を 述べた b 、 次て 大 Ä 博 

士並 K 著者 は 來北帝 國大學 ß 科 大學紀 耍第四 卷第六 號に薯 ffi 中の 粘 質 物 は 動物界 
に塽 く 分布す るグ 9  3 プ チ— ド の一種み チンと 全く 同樣の 組成 を 有する ものな 

る こと を 報 Ä せ &o 

其 後 著者 は 又 同 第五 卷第 十一 號 K 於て、 蓬蕷 汁液 は 下の 如き 諸種の 酵素 作用 
を も-する こと を 報ぜり。 即ち 澱粉の 糖化、 蛋白？ C の 分解、 タミ ノ敁の 分解. 糖 原 
贺の 分解、 接 »3 並に 酸化^の 諸 作用 I： 整む 酵素 是 なり o 

而 してみ チン 凝 固 酵素 即ちみ チ ナーゼ は旣に 二三の 學者 によ & 動物界に 存在 
する こと を 報 Ä せられし と雖 も、 植物界に ありて は 未た 其 存在 5: 蹬せ しもの ある 
JrBB かず、 之 著者の 研究！: 企てし 所以な 6。 

常用の 方法に 由り 蹇茚ょ りム チン 液 i: 採集し 之 5: 三種に Egil せ &。 第一 第二 
は Ä 液に 微 Ji の ä 化石 灰 液と トル オル を 加へ 第三 は 液に トル オルの み I： 加へ 第 
一 及第 三 を五 度の 定 ffl 器に 數時 MS き、 第二 を 永 室に 同一 時間 放 S して 後 之 を 锒 
査 せら、 其 結果 第一 は 多せ の S 状 沈殿 5: 生成せ 6, 之！: £P ン 氏轼藥 を 用 &て蛋 
白 K 反鹏^ する に #( 極 的な に おる に 第二 第三 は 值 に泯 ® せ しに 過ぎず、 是 A 
チナ ーゼ の^ ft  5: 示す も の に して 酵素 は » 化石 灰の 存在 に 於て 其 力 を顯 はす こ と 
を 知れり 之と 同時 同 酵素 力 は 牛乳 凝固 酵尜 と 全く 相 逢す る こと 5：   めたら o 

仍て 更に 化石 灰の 適 fiirKÄ せし は 其 結果 十 万分の一 規定 液に 於て 旣 it 其 
好影濂 を眨 め 得べ く 千分の 一 規定 液に 於て 顋 著な こ と IrSS ひ。 次に 枝に よ る 凝 [ä 
と 之 を比铰 する に、 酵素に よる もの は 全く 之と 異なに 且つ 酸の 存在 にあ i» て^ 
索 作用 は兒 るべき 影^！: 受けざる 乙と 5rfö めた 6c 
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ゥ ドンゴ 菌 科の一 新 Ii 
伊藤 城 哉 


- 一、、、、、、、、、、、、、、—. 

A  NEW  GENUS  OF  ERYSIPHACEAE. 

Seiya  Ito. 

頃 曰 原攝祐 S 予に 送る は ゥ ドン 3 菌の珍 種 を 以てす、 就きて 之れ!: 精せ し逨 

分類 梗概 を錄 して 本菌を 新屬 となせ る 所以 5: 說 かんとす o 

バコ. £チ ゃナギ 等） 或は バラ 等の^ 上に 寄^し Ö 色恰 かも 銀飩の 粉末 5: 傲 布せ 

るに 似た に 依って 邦 名 I： ゥ ドン 3 菌と 命ぜられ 或は 白 滩菌、 粉 病菌 等の 稱 呼-あ 

b  、  a 期に 於け る 白粉 は 多く 本菌 の赛? 05 時代に して 之れ 5: 分 生 胞子 時代と 稱す， 
^時代 は 菌絲ょ り 絞 生せ る 一個 或は 數 個の iW}^ 無色の 胞 了-よ f> なら 其形楕 迎 形 Ä 
は Hü 柱 形 又は 棍枨狀 等の 餓形 をも- し赏 つて は 一 » 立の 脔 種と 認められ Oidiuni な 
る 通名 を 以て 之れ を 呼びた ら、 天 寒さ に随 つて 浼 多の 装 S をな し 白色 谌弒暦 中に 
肉眼 善く^ 識し 得べ さ小黑 l^i: 生ず. 之れ 即ち 本谘の 被 子 器 （一名 子 资 效） にし 
て 内に 子 Ö を 包舍 し子瘙 中に 了-お 胞子 を藏 す. 被 子 器 は 無口に して 其^ 面に^ 
なる 形 旗 を 有する 附 Ä 器 を も-し 子 涎 胞子 は 無色に して な 60 

病徴 如斯顯 著な る が Ä めに 夙に 學 者の 注意 を恭. さ 其 研究 深甚 を 極 ひ、 今^中 
3： 耍 なる 二三の 研究！: 記し 本科 分頹の 大綱！: 探らん に i85i 年"、 eill6 氏 は 本科 分 
類に 基礎的 記述 を與へ 本科 を 大^して 二^と な し 第一 は 被 子 器 中 は子« —個 5:Ä» 

も-する ものに て內に PcKlospliaera,  Spliaemtheca の 二  J§ß を 收め 第二 跖 は 多子褒 ヒ 
有する ものにして Phylkictinia,  Uncinula,  Calocladia 及び Eiysiphc の 四屬 を收 
む、 但し CalochKUa なる 璐名は ifi ちに 氏 自ら 訂 iH し Microsphaera となせ り. 而 
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して 各屬の 分類 は附屬 器の 性質に 依&て 之れ を 行へ に 降って 1899 年 Palla 氏 
Phyllactinia の 吸 根 は 他 諸 |g の菌に 於て 寄 主 植物 表皮 細胞 內 に 形成せ らる 、と異 
な & 表面 菌絲 は氣孔 を 通じ 萊肉 細胞に 至 & て 初めて 之れ に 入る を 想め 兹に 本科 を 
分ち て 二 35 科と なし Phyllactinia を Phyllactineae 他' gjtjß を Erysipheae となす に 
至れに S  I9QO 年 Salmon 氏 本科の 分類 誌 を 公に し廣く 谷國ょ i» 材料 を^： め^ 
細なる 記載 を轼 み 本科の 分界 を 明かに し Cooke 氏の Saccardia 農 は 胞子 は 轆^ 
の隔股 ある を 以て 本科よ り 除外し Peck 氏の Eiysibella 場 &vccardo,  Spegazzini 
兩 氏の Plaeochae は Ä 等 は ^Jß の 未熟なる もの は 就 さて 記載せられ /2 る ものなる 
が 故に 之 JT 削除し 殘賒の 馬 即ち L6veill6 氏の K せる 六 JB を ニ亞 科に 分ち て K 述せ 

b 、 實に本 は 本科 分類 に對 して 一新紀元 を 與 へた る ものと^ ふべ し。 

次に S 19CH 年 Neger 氏 は 本科 銪 種の 研究 を弒 みぬ!: 成熟せ る 被 子 器の 股 落 

性なる や 否や 其 耽 落の 方法 並に 被 子 器 上下 部 細胞の 相逮 等の IS 無に 注意し 全科 を 
四 生 雜祥に 分ち 一新 JB  Trichocladia を创定 せ&、  Trichocladia  |i  de  Bary 氏が^ 

つて Erysiphe  Ä の として 記せる ものなる が 氏 は 其 被- 了-器 上下 部 細胞の 差逮 
に b て獨 立せ る一 Ä となせ f>  、 然れ共 直ちに 翌年 Salmon 氏 は Neger 氏の Tri- 
chocladia なる 馬 は Microsphacra 雇と 明かなる KW を なし 得る 屬に 弗らず となし 
今 a 本 JR 名 は 多くの 菌學 者の 是^せ ざる 所と なれに 1906 年 Salmon 氏 は钹來 
Erysiphe  taurica と稱 せし 苗の 研究！: 行 ひ一 般ゥ ドン 3 谫 が 表面 寄生 を なすに 反 

し本菌 は 寄 主 植物 体內 は 生 宵繁硇 し 後 初めて 体外に 出で 、 分生胞 了-及び 被 了-器 を 
生ずる こと I： 明かに し兹に 一新 亞科 Oidiopsitkiu: を 作 OidiopsisJB を收 めた 6G 

本年 三月^ 田 * 吉 氏臺锊 Ö 事轼驗 * 特^ ft 吿 第/し 躭 ^於て "分 生 胞子^ f によ 
6 觀 たる 粉病菡 科" なる S& 文？: 公に す、 躭 さて 之れ を 見る に從來 本科の 分 額 は 其 
子 * 時代に のみ 直 き 5： 措 さたる に 反 し 分 生 胞子 時代 よ b 分頓 を 企て 分生胞 了の 跟 
生 或は 淤生 及び ク イブ P シン 体 Fibiosinkörper の 存否^に 注 S し 研究の 末逑に 了- 

^時代よ &の 分類が 大 獲に 於て 之れ と 相 一致す る ものなる を 確め たに 仰々 ブイ 
ブ 1» シン 体と は 1887 年 Zopf 氏が 初めて ゥ！: ン 3 澳分生 胞子 内, こ见 出した る もの 

にして 其 形 極めて^ ク あに 或は Kl 板 状、 皿 状なる あり 或は CTöf 状なる ありて 光 
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線！: 屈折す る こと 弱 く  ^硫酸に 少 し く 溶解す るち 墮酸. 硝 ®、 酸化 銅ァ ンモ - ァ、 

苛性 加 m に 溶解せ ずして 加 溫 苛性 加里 並 i こ 港に よ & て 膨脹し 沃度、 iö 精， ュ-テ 

が、 ク V ゝ ホ^ム、 ォス ミュー ム酸、 ァ- リン 色素に 反 應 せざる一 種の 炭水化物 
の 貯藏物 K たるな に 而 して 氏 は 本 文中に 宮部 博士 創定は 係る Sawadaea なる 
—新屬 を 公に せに 本^ は イタ や 力へ デに 寄生す る Uncinula  aceris  (DC.)  Sacc. 
5： 新 Ä となせ る ものにして 本菌は 極めて 分布 塽汎、 從 つて 雜 種の 菌學讲 に^^せ 
られ 何人も 脔く 其 性 知る が 故に 大に 吾人の 注： &  i: 惹 きたる 處な b  、 其 新 JB た 
る 所以 は膂 通の Uncinula  Jß の菌と 異な &附屬 器が 被 子 器の 上位よ り 生じ 多く は 
兩叉 又は 三夂分 枝 を《 ひこと 及び 分 生 胞子 は餓 生に して プィプ f» シン 体 5： 合み 
Podosphaera に 顼 して Uncinula と 異なる が爲 めな ！> とす 0 

以上 記す る鷉 を通覽 せば 現 時 本科に 屬 する Ä は Sawadaca を 合算して 八艇と 

な り 之れ I： 三 亞 科に 分釗 せらる ゝ I： 知るべし、 今^ n が 分類 搶 索^！: 記さば 次の 

如し o  (分 生胞 了-に 就きて は擇田 氏に 依る） 

1.  菌絲 は^に 表 生 或は 半 表 生  2. 

菡絲は 初め 內生  第三？ S 科 Oidiopsideae  io. 

2.  苗絲は 表皮 細胞 内に 吸 根 を 入る  第一 亜科 Eiysipheae  3. 

. 脔絲は 氣孔ょ （》 入 &葉肉 細胞に 吸 根！: 入る  

 第二 35 科 Phyllactineae  9« 

3-    - f IS は 被 子 器 中に 一個、 分 生胞- 了-鎖 生、 ク イブ W シン 体 I： 有す... 4- 


TÜ^m    S. 

4.  附 Ä 器 底 生. 分 枝せ ず  Sphaerotheca 

附ほ^ «UWE し く 分 枝す  Podosphaera 

5.  附 Ä 器 分 枝^    6. 

附 JB 器規 fllJ 正しく 分 枝す  8. 

6.  附 JS5 器の 尖端 渦 狀に拖 曲せ ず  7. 

Pit® 器の 尖端 渦 狀に侬 曲す、 分 生 胞子 跟生， プ イブ ¥» シン 体 I： 有 
せず  Uncinula 
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7- 附屬器 は菌絲 に 類似し、 分 生 胞子 鎖 生， クイ プ P シン 体 を 有せず 

 Erysiphe 

OO000O0 

8.  附思 器兩叉 X は 三叉に して 尖 »澜 状 捲 曲. 分 生 胞子 新生. クイ プ 

口 シン 体!: 有す  Sawadaea 

附 Ä 器 は連績 郷 分 枝 をな し、 分 生 胞子！ IL 生、 フ イブ I» シン 休 を 

 Microsphaera 

9.  附 JE 器^ 尖に して 基部 膨大、 分 生 胞子^ 生、 ク イブ P シン 体を存 

せず  Phyllactinia 

10. 附 場 器 は Erysiphe 屬に 同じ、 分 生 胞子 軍 生、 クイ プ P シン 体 を 

せず  Oidiopsis 

是に 依らて 是 を 見れば 本科の 分類 は 寄生の 方法、 子囊 並に 附 Ä 器の 性 ® に 依 
もて 分類 を 企て 之れ に 分 生 胞子の 性質 を加眛 すべさに あに 今玆 に一 新屬 として 
更に 之れ に 加 へんと 欲する もの は 吸 根 を 寄 主 植物 表皮 細胞 內に 入る ゝ處の もの 即 
ち Erysiphcac 西 科に 屬 する ものに て 子 « 多數、 附屬器 は 前記 各 JR の 何れ はも 符合 
せず して 棍棒 狀 5： なせる ものた に 故に 前記 Ä 索 表 7  O 印の 部に" 附屬器 は棍榨 

狀 、分せ 胞子 未詳  Typhulochaeta" なる 文字 を 填充 せんと 欲する ものな b  、新 

^名 Typhulochaeta は 原 氏と 共に 其附 Ä 器の 形状 善く     子 菌のー Ä  Typhula の 生 
体に 頮 似せる 5： 以て 命名せ る處 たに 而 して 種名 も 亦 頂 氏と 共に T.  japonica 
となせ に 今 聊か 本菌の 性狀を 略述 すれば 次の 如し o 

本菌は コナラ Quercus  glandulifera の 葉 褢 に 寄生し 白色の « 衆 を せず、 ； R: 菌 

絲は 無色に して 隔胶 をめ-す 幅 3— 4.5 バ あ b  , 其 表面に 多數の 小粒 散^す、 ^小粒 
は 水、 酒椅， 苛性 加 S 等に 不 溶解な もと 雖溫水 或は 糠 酸に 依！) て 容易に 溶解す、 
菌絲^ 處 よ i> 稳 平な る 突起 を 生ず 之れ 本菌の 附着 器に して 其 》邊 は凸 0Ü を 具 ふ、 
吸极は 表皮 钿胞內 に 形成せられ Ä 形 球形な 《»、 被 子 器 は此茵 « 中に 揿^ し 其 形 球 
形 又は 篇 球形 を な し莳徑 に o —2 oo," 其^ m 細胞の 大さ 'o —2 0だ にして 上下 半 部の 
構造 は 著しき 差 逸！: 冇 せず、 （第三 Ü) 被- 了-器の 上端に 近く  * 數 （9>~i6o) の附. 奶 
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器 群生す、 （第一、 ニ國） 其 形 棍棒 狀 にして 無色 45  —  の ß さ I： 有す io~i5," 
な！)、 被膜 極めて 厚く 中央に 孭形 質の 細絲状 をな して 残存す る 5: 战 ひ、 （第 四 H) 
附通 器の 尖端 は 水 巾に 於て は 著しから ざる も 苛性 加里 又は 糠 肢屮に 於て 著しく 粘 
液化す る の 性 を 有 し 粘 K 物 中 に 原形質 铀絲の ^令 散在す る に 至る、 被 子器內 部に 

は 5— り 個の 干囊 I： 有す、 其 形 卵形 又は 楕 iai 形に して 基部に 小柄 を冇し m 部 薄^ 

なに 內に八 個 （稀に 六 fB) の — 户囊 胞子 5:Ä す、 （第五 Bi) 其 形 圆柱形 又は 楕 KS 形 
にして 無色 又は 淡黄色、 顆粒に 富み is— 36ズ に—8 ク な b  . 而 して 本 菌に Ä する 
分 生 胞子 時代 は 未た' 詳 かな らず o 

本 菌は原 氏^ 蚨草縣 Ä 那邯 川上 村に 於て 本年 十 H 並に 十一月に 採集せられ 
^る ものにして 未だ 他の 產地 I： 明かに せず o 

退いて 本邦に 於け る 本科の 研究の 跡 を 探る に Salmon 氏は數 囘に亘 6 て U 本 
產ゥ トン コ^ を發表 し 三 宅 巿 郞氏は 桑の 表白 ffi 病菌 Uncinula  Mori を 記載し 澤田 
兼吉氏 亦槠钿 なる 研究 あに 之れ 等の 人々 の 研究に 依 6 本科 已知種 は 三 拾存： M« 
に 补り各 «5： 代表せ る もの V 存在す る を 知らる、 而 して 本科の 菌類の 各部に 於け 


要^た る こと は已に 業に一 般學 者の 認識す る Ä た b 、 只其附 Ä 器の 《 察 は 充分 成 

熟せる ものに 於き て 行 は ざれば 意外の^ S に PS る こと あに 前記の 如 く 本 菌附. お 

器の 性 K の 極めて 特殊なる 照 は 優に 新 ほたら しむる の偾敏 を 表示す るに 足る と 雄 

も 未た' 熟せ ざ る ものに 非らざる かと の 疑問 を 起 し 再び Ä 氏 を« [は し 落葉 上の 本菌 

ほ 本 を 得て 精 換し其 性の »化 せざる を 確め たに 尙 Phyllactiniacorylea 谌は 初め 
被 子^の 上半^ に 特別 な る 附着 絲 を 生ずる ものにして 其鮮 生の 狀或 は 粘 S 化 す る 

t こ し反轉 し て 寄 主 植物に 附着す る の 特性 I： 有 し 且つ 其 附若絲 は 柄 細胞 と 多 》 の菌 
絲状分 枝 とお 打す る 照に 於て 全く 本菌と 異なる 性質 を 具 ふるものた & とす o 
最後 に 本稿 5： 脫 する に 常 も 兹に原 氏の 好意 を 深謝す。 

(大正 三年 十二月 稿） 
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CYSTOTHECA 屬は 存立せ しむへ き や 否や 

澤 田兼亩 

IS  THE  GENUS  CYSTOTHECA  TO  BE  RETAINED  OR  NOT? 

Kenkichi  Sawada. 


Cystotheca 屬は Berkeley 及 Curtis 兩氏 (Character  of  New  Fungi,  etc.) が 西 
曆ー八 六 二 年 C.Wrightü 菌發 見に よ &て 創設せ しものに して、 常時 子褒 胞子 詳 
な らず、 菌 絲暗掲 色な る を 以て 被 子 澳菌科 (Perisporiaccae) に ffi せしめた b き。 後 
Engler 及 Prantl 兩氏 ^Natürlichen  Pflanzenfamilien,  i'eil. I.  Abt.  i.) は 等しく 

阏 科に 納めた る も、 ^ 胞子 不明な b しお 以て 疑し き Ä として 別 列に S けり。 又 

Saccardo 氏 も (Sylloge  Fungorum.  Vol. I.) 之れ を 同 科に 展け （>。 其 後 同 菌は曰 

本に 於て 發 見せ られて ； 子 S 及 子囊胞 子等 明白 となれ &  。 而 して 其 Ä の記蔽 を 見 
るに 

子资 « は 球形 农 生の 祸色 菌糸 上に 生じ、 被 效はニ 看よ & 成に 内 層 は 無色 
の 細胞よ 成 Ö 容易に 外層よ り 離^す o 內 一 ケの子 «を 合む 0 子!^ 
子 は單胞 無色 ß 精 胆 形な i>o 
出 田 氏 （日 本 植物 病现學 ） も 亦 同 科 中に ff! さ、 又 Clements 氏 （Genera  of  Fungi) 
も 亦 同様に 取扱へ &0 即ち 菌糸 は^ 生に して d ほ 色 を 呈し锊 通 附規器 を缺く 等の 耍 
節に て 被子囊 歯科に JS せしめた る ものなる ベく、 又 子 H 效は內 外 二 層の SI を 有 し 
内展 無色に して 外厣ょ 6 分離し ^ く、 又 子囊殻 内に 只 一 笛の 子铤を 合む^ の特欲 
よ b  Cystotheca 屬 はお-立す るなる べし 0 

本屬 の種頹 として は 第一に Berkeley  &  Curtis 兩 氏が 剖め て 作れる Cyst. 
Wrightii  H.etC. あ &0 西) ff —九 〇〇 年 1'. Hennings 氏 （Engler,  Jahrbuch,  XXVIII.) 
が 日本に 於て ぁ炉 がし （Quercus  acuta  Th.) 上に 寄生せ るを撿 し、 子 森^;、 子^ 及 
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子 « 胞子 を 明妃せ &o 又 出 田 氏 は あかがし （Q.  acuta  Th.) 及 《ろが し (Q.  glauca 
Th.) の 葉 上に 寄生す る を 記 し、 大正 元年 一月 余 も 亦 明 石に 於て 《 ろが しの 上に 之 
れ を 得たり。 P.  Hennings 氏の 記す る 所に 殆んど 一致す る も、 只子菌 は稍+ 大形 
にして 大さ 65— 75X45—4^ あ b。 又 子 H 胞子 も 桁々 大形に して 大さ 20 — 22X 
'0  — 12〃 あ" 

次に 西) 八 八 六 年 Harkness 氏 (New  Californ.  Fungi) は Qucrcus  agri folia 
上に Sphaerotheca  lanestris  Hark. 歯お 班 見し、 其 分!! fejjfi 子 時代 J:  Oidium  ventri- 
cosum  Hark. となせ り。 其 後一 九 〇〇 年 Salmon 氏 (Monograph  of  the  Erysipha- 
ceae)  li  f(i]  Ui お 同 名の 下に 言 S 述し Quercus  agri  folia,  alba,  macrocarpa,  minor,  Pri- 
mus, 及 mbra に 寄生す る！: ß せに 又一 九 〇 九 年 出 田 氏 （曰 本 ffi 物 病理，） は 5 
れ をお 部 博士の 改名に 係る Cystotheca  lanestris  (Hark.)  Miyabe. となし、 こなら 
(Quercus  glandulifera  HI.) 及 《ぬぎ (Q.  serrula  Th.) に 寄生す る を 記せ bo 後一 九 
— 〇 年 Saccardo      (Annales  Mycologici.  Vol.  VIII.) は Cystotheca  Wrightii と し 

て 記述し. 一九  年 （Ann.  Mycolog.  Vol.  IX.)  C lanestris  (Hark.)  Sacc. となし. 

共に 明かに Eglj し雜き もの ゝ如 しとせ 6  o 即ち 今 口 本 農に は 二種！: 合む 乙と 知ら 

る o 我 姦^に 於 t は 本 JB に Ä する もの 一種 を 産す o4 ろが しの ^裏に 寄生す る もの 
なら 。多分 Cystotheca  lanestris 菌 に相赏 する ものなる べし 。 今 其 紀載 を 轼 るに 

分 生 胞子 時代： 

新 葉の 褢 面に 生じ 白色 粉状に して 葉の 一部 乃至 全面 を 占 ひ っ 菌糸 は 無色に 
して 直徑約 5/' ありて 全く 表 生な bo 寄 主衮皮 細胞 內に 細胞^ を贫 さて 吸 
器 を 穿 入す。 吸 器 は卵狀 乃至 fflfM 狀 にして 粮被 幽かな ！ 》o 大さ — 
卵 あ bo  » 子 梗は表 生 菌糸より 趣 直に 分 出し、 ttli 柱状， 大さ 92— 124  X 

あ b0  —乃至 二 個の 隔吸 j: 有し ^mjs に 逨» 状に 分生跑 - f を 形 

成す o 基部 菌糸よ りの 分岐 無に 於け る隔胶 は fiU 分 ほ 照よ b 上方に 存在す o 
分生胞 了-は 8 狀 即ち 短 紡 鍵 状に して、 兩端切 頭 を なし，^ さ 30 — 36 だ 稀に 
44/' に Ü し、 幅 17-24// あ &o 無色 折 光の 合 有 物 を 'おれ、 》ttH 状の 空胞と 

少數の フヰブ 《>' ノン 体 を 合 ひ (o-3  ^稀に s  mm) 
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子囊 胞子 時代 ： 

菌糸 は 永存し、 初め 灰色に して 厚く、 後晴 褐色と な も， 菌糸 上よ しく 

剛毛 lr 生じ 羅沙狀 となる、 剛毛 は 色に して 折 光 內空を 見ず、 XWMk 
有せず o 單又は 基部に 於て 分岐し、 著しく^ 曲し、 長さ 約 リ0 —2 oo/J 直徑 

5〃  あ i>0 子 «® は 剛毛 «内 に K れ， 球 ぼに して 浪峤揭 色、 直徑 72 — 88// 
あに 內に一 了- 囊？: 合 ひ 0 基部に 附属 器と して 菌糸 上の W 毛に 等しき もの 
數邇? ：存 し、 或は 珩々 菌糸 狀 なる もの を 有す o 子 囊效壁 は 二三 暦の 細跑ょ 

り 成 も大さ 6 —2 ox  s —^ あ 卜 又 子^^ 壁の 內 面に 一 屏 よ ら 成れる 無色 
多^形の 細胞 列 あに 子 jtJ: 包み « 状 をな す o 折 光の 合 打 物 を 合み， 子 « 
效 i:®f8 する 時 は 子 森 と共に 外出す， 其 細胞の 大 さは 17 —2 5X9 —  ば/' あ 

& 子^ は榜 卯狀 75 至長楕 El 状. 墓 部に 短 柄 5： 有し、 大さ ； 《6--106><48—&4/* 
あに 內に八 笛の 子囊 胞子？: 合 ひ。 子囊 胞子 は铕 011 形に して 無色 胃. 大 
さ 26  —  32  X  i6 — 18〃 あ ？>a 

又 伊藤 誠 哉 氏の 厚 怠に よ &て 越後 產ぉ ほなら (Quercus  crispula  Iii.) 上に 寄生 
せる Cystotheca  Ianestris を 得た i>  0 之れ を 撿す るに 未だ 成熟期に 至らざる 樓 品な 
6 し を 以て 充分なる 觀察 を 遂げ 能 は ざら き o  * 

菌糸 稱は 灰色 乃至 淡 坶 灰色に して 厚く、 菌糸 上に 多くの PM 毛 5： 生ず o 剛毛 
は 淡色に して ！6o —2 50X4 —  5," あ り。 子 ffi 殼 は球狀 にして 浪 W 掲色、 直徑 
72 — 95/' あに 其 壁 を 組成す る 細胞 は 多角形 おなし、 大さ 8-17x7—14^ 
あ i)o 又內/ &の 細胞 は 一^にして 無色 多 ft 形 折 光の 合 有 物！: 合み0 大さ 
H-20X9-I6/, あ に 一箇の 子囊 5： 合 ひ。 子铤 は楕 IBI 状に して 短 柄 を存 
し大さ 86  —  loox  56-70// あ &  、 內に八 胞子 を 合 ひ。 子囊 胞子 は 充分な る 
^宵 を なさず 0 

今 Cystotheca  Ianestris  (Sphacrotheca  Ianestris) に 就て Harkness,  Salmon,  jp- 
藤氏の 記載 及標 品と 本 岛產と を 比 校す るに 
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1 子 s  « 

外 93  tfl  fft 

內 it  ia  m 

子 囊 

子囊 Ä 子 

分 生 》 子 

Harkness;^) 

90— io8ji 

75-i«  (A) 

2IXI8 

34 — 38  X お 一; w 

Salmon  (同) 

80 ~ 120(1 

10—12 

15 

100-130x60-75 

24— 3oxl8— 2o 



72-95  1* 

8—17x7—14 

11—20x9—16 

76—100x56-70 

― ■    ■ - 

本 a 產 72-88  v. 

6— 20x5-1 j 

18— 25  X9-l6j76- 136x48-64 

26—^2X12—18 

30-36(44)  X  17-^4 

此表 によ 6 て 見る に 本島 逢の 子 资效は 稍々 小形に して 內殻 細胞 は 稍 々大形な 
"然る に 他の 部分 は 大体 相 符合す る を 以て 余 は 本島 a を 同種な らんと 思考す 0 

如上の 觀察 を なした る 時 に 一の 疑問 お 生じ 来れ & o 即ち Cystotheca 屬は果 し 
て 被 子璲菌 科に 納めざる ベから ざる ものなる や、 又 何れの JB に 最も 近 さや， 又果 

して 存立せ しめざる ベから ざる ものなる や 等の 問耀な に 左に 少しく 賒ぜ しめよ 0 
先づ Cystotheca 屬の分 生 胞子 時代に 就て 考 ふるに 被 子囊面 科の 分 生 胞子 時 
代 は Oidium 形なら ずと する も Cystotheca    K 於て は 分 生 胞子 は 連^ 狀を なし 
°idium 形なる のみな らず、 粉 病菌 科 （Erysiphaceae) の 或る 種類 Erysiphe  Cicho- 
racearum の 分 生 胞子の 如 く 無色 折 光の 合 有 物 及 圆 狀 の空胞 を 合み， 猶 フキブ "シ 

ン体 5： 少數 にても 合苻 する は 全く  Sphaerotheca 屬 の 種類の 分 生 胞子に 酷似せ i  0 
又 Cystotheca  lanestris の 分 生 胞子 は g 狀に して 少しく 粉 病菌 科の 氆 額の 分 生 胞子 
の 形と は 異れる 如 くなる も、 Sphaerotheca  Humuli,  S.  fuliginea,  Erysiphe  Cichora- 
cearum 等の 稍 ❖ 未熟なる 胞子の 形と 相似た 60 

吸 器 は 被 子囊菌 科に は殆ん ど 記す る 所な さ も . Cystotheca にあ &て は 貧 主の 
表皮 細胞 內 (こ 穿 入し 卵狀 乃至 楝阅 状 5： な し I« かにて も Ifl' 被 を も-する^ 粉痫 ffi 科の 
特 ft に 酷 W し、 殊 i こ 其 性狀、 形 旌等は Erysiphe  Cichoracearum,  Sphaerotheca  fuli- 
ginea, S.  Humuli 等の 5 れ は 近し 0 

^他 菌糸^、 拇子 梗. 班 糸 等の 形 旗 性狀等 被イ, 菌 科の ものよ &は粉 病 « 科 

中 殊に Sphaerotheca  fuliginea,  Erysiphe  Cichoracearum に 近似せ ftQ 
更に 子 « 胞子 時代よ &考 ふるに 

Cystotheca のま 4 糸 W は 後に 至 6 て 1^» 色と なる は 被 子^] Vj 科は枘 ひべ さ もの 
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な b と雖 も、^ 菌科 巾に も 層 令お 在す る 所に して， 例へば Sphaerotheca  Humuli 
等に 見る 所な &o 而 して 其 若き 時代の 遨糸/ § は Erysiphc  graminis に 彷彿た &0 

菌糸 上よ i» 後に 剛毛 を 生ずる は Meliola 其 他に 見る 所なる も、 殊に 本屬 がな 
す狀 旗に 最も 近き は Kiysiphe  graminis にして、 其 菌糸よ &分 出す る狀 旗、 其 形 
旗、 及 折 光 的に して 內空 を 殆んど 有せざる 等 全く 酷似せ も o 只 E.  graminis に 於 
て は 無色 乃至 淡色に して Cystotheca に 於て は 飴色 75 至跆 » 色なら。 

Cystotheca の 子 资效外 璧を ミク" ト l ム 截断面に て する に、 ニミ 暦の 褐色 
なる 細胞よ り 成れ &。 而 して 粉病菡 科の 種 頃に も 之れ に 近似す る もの 多し o  Er》- 
siphe  graminis に 於て は 二三 看よ & 成り、 Microsphaera  polygoni  tt 於て は？ f. 六^ 
よ り 成に Sphaerotheca  Humuli にて は 三 暦よ り 成に Fuliginea はて は ニ騷ょ b 
成れ &。 又 外観 的の 場合に 塑钿胞 不明瞭なる 状 Sph'  Humuli に 近し ◦ 然れ ども 此 
細胞^の 状嗨は 多くの 科の 多くの 種領に 見る 所な " 

Cystotheca の 子嚢 效の內 壁に 特殊なる 細胞 稱 あり o 外壁よ ら 容易に 離れ、 子 

Ü 殼を呢 fft する 時 は イ^と 共に 外出し 一層の 多角形なる 細胞よ ら 成&' 無色 折 
光の 合 有 物 5： 合み、 涎 状 をな せる 此 細胞 厣は本 Ä の特 欲の 一の 如く 記さる 、も 》 
此 細胞； f は 本 Ä に 限らる、 乙と なく  . 粉病脔 科の 總 ての 種頹に 存在す 。即ち Sph- 
aerotheca fliginea  に 於て は 一 乃至 三 層よ り 成に 大さ 12 — 20X8— 12/i あ &0  ^ 
Sph.  Humuli に 於て は 一 乃至 三餍ょ &成 &大さ 9— 【8x4— io〃  あに Microspha- 
era polygoni に 於て も 亦一 乃至 三^ よ （) 成り 大さ 9 一に X  5— 8〃 あ b  。 又 Erysiphe 
graminis に 於て は 三 四 層よ り 成 &大さ 8  —  — 13 だ あ &。» 他の 種頹 にも 存 
在す る は 明かなる 事赏な り o 是 等の 細胞の 性 K 全く  Cystotheca に 於け る と 同樣に 
して、 只 Cystotheca にあり て はー厣 よ り 成に 粉 病菌 科の 多くの 種預 にて は 一 乃 
至數 暦よ & 成れる の^ あり o 此 細胞 は 子^と 子通效 壁との 間隙 を 充 して 了 安 
全に 保た しむる ものた &。 故に Cystotheca に 於て は 只一 層の 如く なる も， 稱細に 
儉 すれば ニ^と なれる 邡分 なきに しも あらず oSphaerothecafuliginea にあ" も 

或る 場所 は— W をな し、 子 涎と 子 迤殻 との 問!^ 廣さ埸 所に は 二三 厣と なれに 他 
の 粉 病菌 科の 種^も 亦 之れ に 等し o 而 して Cystotheca に 於け る 如く、 容易に 外 ほ 
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よ 6 刹 離せられ ざるの みな bo 粉 病 蔺科屮 の 多數の 種類の 子^'； ä を 清す る 時 は 

常に 數 筒/う 至 十數箇 接せる 內壁 細胞 を餸 むる 5： 得 o 玆に Sphaerothcca  phyto- 
ptophila なる 種 ® あ も， Sph.  Humuli は 頗る 酷似せ る ものにして、 子 澳效 內壁は 
Cystothcca と^しく 容易 に外麼 よ b 刹 離 し Cystotheca と 共通な る 性 ^ を 有す 。 % 
子囊は 是等內 堕 細胞に 起^す る ものな bo 

子 #Ä の附 Ä 器 は 被 子 «ffi 科に は缺 如す る ものなる も、 Cystotheca にて は ffi 
かに 存在 し、 脔糸 上に 存在 する W 毛の 如き もの を 有し、 又 菡糸狀 な る ものお 有す 0 
粉 病菌 科に 於て は Sphaerothcca  Humuli が 剛毛 状の 附屬 器を苻 し， Sph.  fuliginea 
が 菌糸 狀の も の を も し、 又 Eiysiphe  graminis が 短 かさ 菌糸 状な る もの を も- し、 其 
狀 Cystotheca に 最も 近し 0 

子 褒は被 子璲菌 科の 種類に 於て は 殆んと 多生に して、 Cystotheca に 於て は^ 
生に して 無色 眾胞 なる 八 胞子！: 合み， 本科 中の 特殊の もの、 如し o 然るに 此^! 
及子镇 胞子 は 粉 病 谌科屮 の Sphaerotheca 又は Podosphaera に屬 する 種 頓に總 て 
同 樣な" 

以上 記す る 所に よ りて 更に 考 ふるに 

Cystothcca の 分 生 胞子 時代 は Oidium 形 にして， 被 子褒菌 科の 分^ 子 時代 
と 差 ある は 勿 1ST» 分 生 胞子 |勺 に Erysiphaceac に特 打な る フヰブ n シ ン体 I： 合み 
又 1« 糸^ は 後に 至 b て 色と な る は 粉 病菡科 中に も Ä 々存^す る 所に して、 又 
子 Ü 效内 ® 細胞 5： 有する は 粉病菡 科に ^通の 現象な bo  乂子 璲效 の基邰 に附 展^ 
をれ し 又 一子 褒 八 胞子！: 合む 等 は 全 く 被 子继芘 科に よ り は卑 ろ粉痫 歯科に 納め ざ 

るべ からざる 特 a なに 又 分生胞 了- ^ に クヰブ n シン 体 を 合れ せる と. 子 51 觳の 

附璣器 は 基部に 存 して 菌糸狀 なる と、 及 m 子 胞子なる は Sphuerothcca 
JS5 の特钹 なる を 以て、 雷然 Cystothcca  (Barkcley  et  Curtis.  1862.) 扁は Sphaero- 
theca 屬 (L6vcill<?,  1851.) の 異名と なすべき ものな &。 即ち Cystotheca  JS は钺千 
^1寫 科よ 6 分離し!^! 菌 科に 納 ひべ さ ものにして、 且つ Sphacrotl^eca 甩 の 異ぉ 
となすべき ものな 5o 

終 6 に BS み filfi な る標品 5: 贷與せ られ たる 0> 藤 誠 iat 氏 に 深 の .な を おす。 
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故 農 學士高 橋 良 直 氏略俾 


本 會正食 員 故 北海^ 瓱 技師 正 五位 動 六 等 皮 學士高 槺良直 氏 は 元 仙 ま 白 石片倉 

濂士 Ä 描 良 次 氏の 長男に して 明治 五 年 九月 貳拾 五日 石 狩國礼 《 邯白石 村に 生る 七 
谈の時 父君 長逝せ られ 爾後 叔父 良昌氏 父と して 君の 教養 を 務め ら る 、 君 は 白石衬 
並に 礼幌に 於て 小學 の睐稃 を 修め 明治 十九 年 九月 札极 S 學校豫 科に 入畢 し 二十 四 
年 本科に 進み 二十 六牟 九月 よ & 植物 病理 學 専攻 生と な&ニ 十八 年 七月 本科 5: 卒^ 
す、 翌ニ 十九 年 四月 礼 視^ 常中學 抉敎濂 に 任ぜ られ 三十 年 五月 岩手縣 盛^^ 常 中 
學校敢 说に轉 じ 三十 二 年一 月 兵 麻 縣烺路 尋常 中 ゅ校敉 ^に 任ぜら る、 居る こと 二 
年に して 明治 三十 四 年 七月 聘せ られて 北海道 繳 技師と な り 高等官 七 等に 叙せられ 
同年 八月 北海道 ft 事^^? せ搽 とな 6 從七 位に 叙 せらる、 爾來十 有 三年 一 曰の 如 
く 精 IÖ 事に 從ひ 累進して 從 五位 動 六 等 高等官 三等に 陞叙せられ 今 同病 革 まるに 及 
ぴ危 第の 旨 天聽は 達し Ö く も 特に 位 一 扱 5: 進められ 正 五位に 叙せられ た ら0 

之れ よ & 先き 明治 四十 四牟 十月 肺忠に 福り しも 攝生加 探 其 宜し さ I： 得 殆んど 
全く 雠康 を 依 ffi せ ら れ しが 本年 え 月 九日 再 ぴ舊斓 の g す Ä となり 病 班に 就き 十月 
九 a 礼 *»區 立 病院に 入院す、 其 後 病勢 頓に 進み 袞弱 曰に 加 は & 十一月 十三 日 午後 
十一 時 三十 分^ 睡の 狀に陷 b 十四 曰逮に 長逝せ ら る o 

君 は fflACJÜÄ^ 直 にして 募 言、 邊幅を 作らず ßfl 達！: 求めず 學に 親しみ 夙 
に fifi 物 病^ ゆ 乃 に 志し 本邦】 W 學の爲 めに If 献 せられた る もの 極めて 大な & さ 
晚年 場の 方針に 基き 專ら 作物 新品 種 宵 成の 事業に 從 事せ ら る ， 其 間 諸般 

の 研究 並に 所見 は 本 fr 々報 を 初めと し 各 糨の果 &報其 他の 雜 或は « 吿 等に 公に 
せられた る もの 多く 就いて 之れ を 兑れば 如 阿に 研究の 廣汎 にして 學逮の 深^な k 
しか を观 ふに 足るべし、 然 6 と雖も 更に 一麻の 研^ を 穰 まれた る は 植物 逝 傅の 研 

究 にして 大小 il 5: 初めと し 大小 麥， 稻^ の it 傅 現象 並に 斑 入植 物 及び 崎 形 «I 物^ 

の ff 驗 をれ ひ 其 結果の一 部^ 了せ る もの あ り と雖も 未だ 全部の 研究 終お に 至らず 

解決 せられん とする K 至れ る も 之れ 亦 残^の 運びに 至 らざ & き、 天锊す に! 》を 以 
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て^ 有 Ä の材 を 抱きて 中道に 逝く、 學界の Ä め 痛惜 措く 所 を 知らず o 

(大正 H 年 十二月 ） 
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、自 大正 三年 二月 至 同 四 年一 月） 
例 會 

大 m 三年 二月 よ & 大正 三年 十二月 迄例會 を開& する こと 六 囘其講 ä 題目 及び 大耍 

は 左の 如し o 

0 第な 八十 ニ囘、 大正 三年 二月 二十四日、 本^^ 濟學講 堂に 於て 開 食、 
I. 楼^ 喷 火 親 察 瑰學士 大 井上 it 近 君 

先 機 島の 位 S 及び 地勢に 就て 其大耍 お述べ、 JH 上に ミ 個の 火口、 北 岳、 中 岳、 南 
有し 何れも 從來休 お. せる ものにして 只 南 岳の み 僅少の 煙 を 出せる こと， 及び 
中腹に 二 個の 寄生火山の あ b し 乙 と！: 述べら る o 次に 島の 產 物と して は從 來慶產 
物 其主耍 め ffi 草、 甘蔗、 麥？: 主と し 大根、 蜜 ほ、 桃、 柿 等 を せる こと、 ェ 
産物と して は 值に骐 油、 洒， 眛咐等 を 數ふ るの みなる も 其價格 小額なら ざる 5r 示 
さる Q 

史に傅 はれる 根 島の 噴火 は 西 》70S 年よ b 1879 年 迄 36 囘の 多教に 速し 文明 三 
年 及 安永 八 年 ぃ35 年 前） 十一 H 八 口の 噴 火 は 最も 明 昧 に 3 己铮 せられ、 安永 八 年の 
喷火は 四、 五， 日 前よ に 碰に地 S あに 夫れ よ 6 破 S あに 續て 熔岩 を淹 出せら 
と、 常時の K 錄には 南 Ä よ &束 北の方 面に 流出 せらと ある も、 猜ほ南 ft の 西南 下 
腹に 於て 一個の 火口 を 生じ 各^に 束 北 及び 西南に 坨岩 を* 出した る もの ゝ如 

しと。 

次に 大正 三年 次の 大! "A 火に 就て^ 述 せらる。 喷 火の 豫 報と しての 地雷 は!1 A 火前即 

ち 十一 日 午前 四時^ よ b 小 地震 あ り 十一 日 は 九 時 間 に 1 1 2  I ヒ】 >W 火 常時 即 ち 十二 曰 
は、 十三 時間に むひ 囘ー時 問 平均 20 囘の地 芘ぉ 起し、 I« 火 f も^ 次 *j ^間 7 
iqj 位と なれ bo 然して 地^の 範 ffl は く 四國 中 W 迄に も 及び 岡 山 市に も戚 動せ 60 

十二 曰 午前 九 時 1: 愈ク! W 火し 初めて、 Älfi 迄 はは ß の 中腹に 十 個の 新^ 火门 を 現 
出し， «喷《 の 菘 さ 24ooo 尺に^ した. 即ちね の 高さの 杓6 倍に 及 だのて ある o 
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2x6  水 舍 ÜB  $ 

十三 CI 午後 八 時 頃 束 面の 噴火口よ 5 紅 焰柱狀 をな して 上畀し 唢«8 の 商略 前者に 
等しく，  ft 側 噴火口の 火柱 は 巾 loo 間 位に して. 熔融せ る 熔岩が ボン ブ 的に 丼に 

降る ものと 衝突して 火花 を 散し、 又 噴火口 よ 光 を» し 雲表の^ 光と 和應 じて， 
これ舰 を菘 めおと 云 ふこと である。 而 して 此の 熔岩の 火の 雨の ため 山 腌の小 部 
落が 二分 乃至 三分 間 に堍さ 趣され たと 云 ふに 見ても、 其慘狀 J: 忍ぶ に 足る のて あ 

る o 熔岩 流出の E 域 は 来 躞 にあ &て は、 束 西 3o 町、 南北 *  15 — お 町、 厚さ " ノ- 
ト〃 其 西側の  もの は、  束 西 30 町、 南北 15 — め 町、 厚さ 3o  メ- トルに 及で. 十五 日 
から 漸次 海面に 向って 押出し、 海中に 孤立せ る 烏 島 5： 全く 包 鬮^: も o  Ä めに *S 岩 
の 周圃の 海水 は攝 氏の 6o 度 位 tC 熱し、 3O0-4OO 間 を 距る も尙 36 度の 沮 度！: 保 

ちた も。 熔岩 流出の 速度 は 一時間 I 尺 乃至8 寸、 9 寸位 にして 其 岩石 性 S は 枏前& 
の ものと 異なに 少しく  8» 基 性の ものな！^ 

此等熔 おの 流出 及び 降 灰の ために、 大隅 «5 島 問の 瀕戸 海峽は 殆んど 封鎖せられ、一 
月廿九 a 午後 六 時^に は值 かに 5 — 6 間 を 残す 様になった、 降 灰の: S [は 岛の束 側 
と 西側と て 非^に 興な に 西側 は少く 厚さ6 寸 位なる に、 柬側は 降 灰 家 根 衧 と 平 
行し 6— 7 尺の 灰と 輕石 にて M [めら れた 6 とて、 一ゲ によ & て 其 說明 
せられ， 擗子 K バ ン形 火山 诹 の 如 き 珍^なる 摄 本 を 示さる 0 
熔岩 噴出に 就て 氏 は 親しく 觀 察せ られた る狀旗 を^ りて 曰く， 先づ 火口の 周 ffl が 
赤熱せられ、 やがて、 大 なる 爆 君と 共に 周 88 の 赤熱^ を飛湫 し、 而 して 此 等の Ä 

降 除去せられ たる 後 初めて 熔; &を 流出す るに 至る と o 

今 囘の吶 火に よ &て接 島が 受けた る鏖 作物の 被害 は大 なる ものにして、 南方 及び 
朿 方の 如 さは 常 分 S 耕地と しての 見込な しと。 

次に 鹿兒 於け る^ 害の 狀况 を寫 Ä に 就て 述べられ o 最後に 述べて 曰く 此 度の 

喷 火て は、 in 上の * 火口に は 何等の 铤化 なく、 全く 中腹 若しくは 山麓よ wji 火し 
た 乙と は. も-珠^の"1 Ji 火と 同様で ある、 之れ、 火山 構造 上 島の m 上部 5： 形成せ る 

Ä'it 火口 付近 は 堅 S となって お-る 故に Ä 位莳 5： 避けて 新しき 場所よ ら! 《rt 火せ る も 
のなる ベ く0  火の 豫知 として 存珠 lff4«? ^も豫 ^が 敉&囘 あった. 存珠は 体 成 
2?  3  UHH に 647 囘、 成 器裟約 5ooo 囘. ffi ^は 同上 やつ lUK' 約-卜 四 分の 一で あろ 
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が， 兎に 负 火山の 131 園て 地 菜の 頻繁な 場合に は 注意 すべさ ものて ある、 有珠 ft 喷 
火、 ffi 岛 PA 火 共に 火口の 數 が多數 とな しこと は 比較的 幸 繭て ある、 若し さに あ 
ら ずして 》J1 火口が 大 なる もの 一個 若しくは 二三 個で 爆 妓し たもの ならば 如何なる 

寄！: 隨 した かも 知れぬ ので ある。 
〇 第 百 八十 三囘， 大正 三年 三月、 同上 K 於て 開 食、 

2-  タ锒 山脈の 植物に 就て O  西 田 彰三君 

先 夕 锒山服 植物 研究の 勸 機に 就て 述べ、 【9に、 柳 揮、 « 名兩君 1913. 西 田、 柳 探、 

足 立， 三 名の 採集 植物に 就て、 夕锒 山脈の 地形、 地 K よ り 述べて、 夕 5R 山脈 中 、芦 
別 岳、 タ锒^ の 植物 採 * の 順序 及び 其 Sä 布の 狀 旗に 就て 略述 し 兩 山の 地質 上の 差 
X  Ä« 生 植物の 比鲛に 及ぼし、. 其孭 因の 主と して 夕锒山 IH に 於け る 蛇抆岩 質に 
歸因 する 乙と を述 ベて、 蛇 杖 岩 磯地、 同 泥お 地に 就て 其 所産の 珍奇なる 種類に 就 
て、 樓本 5: 提示し, 琅 後に 北海道に 於け る A' 山椎 物の 分布が 活火山の 存在に よ りて 
甚 しく 破壞 せられた る こと， タ骐 山脈の 古生^と して 太古 以来の 種 を 能く 保存せ 
られ たる 乙と、 及び Ä 植物が 本 逍^ 山に 於け るよ & も、 ひしん 来 北に 於け る 
早 池 蜂の 植物に 近き こと、 其 中 介存は ロ^山 脈で あるべき こと を 述る ら0 
O 第 百 八十 四囘、 大正 三年 十月 同上に 於て 開^、 

3-  北部 曰^ 山脈 植物^ 峻採免 淡 o  西 田^ 三 © 

19«3¥ 曰^ 山脈の 最北端 サォ 植物採^ 饯ょ i» 初め 本年 八月、 其 南方に して 本 
遒笫 三位の W 峰た る^ 生 fö 並に 其 K 蜂 茅^^の 植物採集 淡 5: 弒らる 。ぉ 生 Ä は、 前 
人 未到の ^ 峰なる と迚峰 の 後方に 聳立 せる によ b、 其 登山に は、 探驗 的お 痛 
を^ して 逨に其 口 的を逮 せる こと。 其 物の 比较的 S 富なら ざる は、 地 K の黑^ 
母、 花 j«^ にして * あまり； こ 堅 IH なる ため、 植物の に容 S からざる にある ベ 
しと o 

4-  ァ ゾ ト ハ*ク タ - (Azotobactcr) の 分類 學 上に 於け る 位;? 5、 農學： ビ十：^銜笤 
逸:: おは 旣关 H 四 f 政 頃の ァ ゾ ト メ、 * ク タ  一 (Az.  Chroococcum,  Az.  Bcijcrinckii,  Az.  vine- 
ladü,  Az.  vitrcuin) の 細 は1 ^換 を 行 ひ 標準 坊^ 基 上 細 狭の 桦狀体 並に 胞户の 形 
成 めた るに よ 6 之！：  Bacillus 雇に 入るべき ものと なし Bacillus  Azotobactcr 
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Löhnis  et  Hanzawa と なすの 通常な る お 論ぜ b  . 元來 ァゾト パク タ - の 大形なる 
は 培^基 中に 「マン-タト」 の 如き 成分の 存在す るに よ りて 變形 せる ものに て 一 

の 成長 形 に 過 ぎ ざ るべ き 5: 斷定せ b  o 

〇 第 百 八十 五 囘、 大 iE 三年 十一月 十四日 同上、 

5.  ク ドン コ菌 科に 於け る 一新 屬  農學士 伊藤 誠 哉 君 
詳細 は本號 第一 九 八 頁一 二 〇 三 頁に あ bo 

6.  世代 交番 o  理ゅ^ 士 松 村 松 年 S 
交番と は Altanation  of  generation の譯 にして、 植物に も ®| 物に も ある， 昆 

虫に も 多數の 例が ある， 蝶、 ァゲ ハチ ク、 （ナ ガサ キア ゲハ） は銮 «で は 雨期の も 
の は 尾が あって 其 他の 期 節の もの はない、 小 笠 原岛の もの は、 後 双に 冬期の もの 
^あに g 期の もの はない。 此 等の もの 期の もの 5： 沮 室に S  くと さ 冬期と 雖 

も變 化な く  ， 冬期の もの！: 氷室に 人れ 通く と き はや は i> 變 化がない。 äl の 中 柳に 

galUm を 作る 種頓で 幼虫 は 其 体中に 更に 數 多の 幼虫 をザ| "し、 毋 体の 破壤 によ b て 
^個の 完全なる 幼虫と なる もの あり、 其狀雜 全く 芽 生 的で ある。 即ち 蛆が蛆 I： 生 
ずと 云 ふ奇な 現象 5： 欲け て 七月 となると 蛹と な& 更に 羽化して 成虫 となる に 及ん 
て 雌雄の もの を 生ずる。 次 は ュスリ 蚊 は 蚰が卵 を 逄ひ、 元来、 蛹が 卵 I： 産 ひと 云 
ふこと は 、昆虫 界に も 稀な る 乙と て あるが 此の 蚊 は 蛹 時代に も 産卵し、 成虫 時代に 
も 卵を產 ひので， 奇なる 現象と 云 ふべき て あると o 次に 蜜 沒食子 蜂. 《 虫 等の 
世代 交- 范に 就て 述べられ、 世代 交番 は 要するに 生物の 生存 兢爭の 結果 起る ものな 

るべ し、 即ち ß 虫が 其 Ä 料の 變化、 期 節の 接 化に よって 其 生存の 《 所!: 換 へねば 
ならぬ. W 期 節の Ä さ 時に 於て 多 數の仔 Jht 產 出し 個体の 繁榮 を 計らねば ならぬ. 
これが ために 此 時期に 於て 芽 生す る ものである、 故に 如 渐世 代 交番 は 進化した 生 
活狀 旗と 云 ふべ さて あると o 
〇 第 百 八十 六囘， 大正 三年 十二月 同上に 於て o 

7' 北海 逍 產ど; t$ まつに 就いて o  S! 學士 ェ藤 祐^ r 

從來 北海 iä に產 する ものと して 知られた る ごえ ふまつ 並に 之れ に Ä も 近 さ ひ 珍 こ 
まつに 就て 其 由来 ぼ 》il の 方法， 分布の も^ 及び 分 短 上の 位 ほに 就て 詳^し、 m 
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ご 之 ふまつ 又は ひめこ 31 つの 産地と して 知られた る 曰 高、 渡 島. 並に 奥 尻 島 等よ 

り 得た る材枓 を 示し 是等は 凡て ご; t ふまつな b と^ 定し從 つて 北海 迸に は ひ 》2： 
まつの 產 せざる て と を 述べ らる o 

8. 被 光み みい 炉に 就て  理學士 佐々 木 望 君 

四, 五, 兩 8 富 山縣の 沿岸に 多 £ に浼獲 せらる、. 賊は 大部分 雌に して 省 交尾 
後 且產卵 中な！!、 巾に S めて 少 fi の 雄 を泯 ぜに 雌雄の 發光色 は 等しき が 如 さ を 
以て 發 光の 目的 は 雌雄 陶太 以外 にある が 如しと 0  ' 
太 田の. f ネ賊. 即ち^ 光み みい か、 同縣 》こ 於て も、 綮烏賊 ほど 多 Ä に產 せざる も、 太 

田地 方に 胃 せらる、 其發 光体 はィ ンキ Ü の 附近に ある ものな &と O 様 本 並に ブ 

レ パラ- ト 5： 扱 示して一 令說明 せらる。 

〇 第 百 八十 七囘、 大正 W 年一 月 同上、  • 

9- 花 iß の 脚 位  斑學 博士 郡 場 Ä 君 
花 葉が 其お 能 を g ひに 常り て は 引力 光線^に 對 して 一定 方向に 在る を 要す o 然る 
は 枝 條の位 方 （之 も 外力に 支配 せらる ゝ^ 多し） 花褒の 附着^ は 様々 にして、 讶 
ほ 光線の-力 向の 如 さ も帒に 一定なる に 非ず o 故 》成 菜 は 其 生来の 位 Ä よ り 適 常な 
る 位 方 を 執る 迄に は 外力に 應 じて 鋼 位 迷勒 5： なす。 此は 殊に 放射 状の 花 紫に 於て 
よ &は锌 腹 状の ものに 於て 著し。 述 動の 機 锄も亦 後者に 於て 複雜な も o 放^ 状の 
器お に 於て は 上向 料 向 下向^の 屈曲 運動の みに て 足る も、 背 腹 状の ものに て は拗 
捩 を 必要と する^ 多し。 例へば 枝^柳の^. 藤の 花^が 其 正位に 迮 する 時の 如し o 
而 して 枝 條の位 方の 不定 なる ものに は 花 葉の^ 腹性瀾 位 機能の 敏活な る もの 多 
し o 例へば ね 頭、 のう ぜん はれん^の 花 及び 多 く の 葉の 如し o 佝ほ 蘭、 つ &ふ ねの 
花. ゆ 6 ずい せんの 紫の 如 さ は 其 形飽的 ff 腹と 生 Pfi 的? f 腹と が轉倒 し 居 る に 由 も 
各 特有なる 生 ^ 運動に よ b、 又は 外力 を 利用して 巧に 其 iE 位に 速す。 


總、 特 

大正 四 年一 月 三十 口， 例 &閉& 後、 搽辨學 に 於て 本 fr 定期 總 仔ヒ 開 《 す o 
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先づ. ェ藤幹 ^は 庶搽に 脚し、 佐 令 木 幹事 は fr 針に 關し. 新 島 幹事 は fill に W 
し 本 期間に 於け るせ 務の 银吿ぁ も。 宮部贫 長の 挨搀 あらて 後ち. ^長の 發遴 によ 

K 滿場 一致?: 以て、 本 好 役員 中 庶務 幹事 を 二 名と なすに 決す。 役員 改選の 結果 
次の 諸氏 常 選せられ たら 


o 


本會役 R 
せ 


長 


fr 


同  上 
^計 幹事 
編輯 幹事 

同 上 

員 

死 C  ^ 員 


宮部金 吾 氏 
ェ藤 祐舜氏 
前 川 德次郎 氏 
佐々 木 望 氏 
新 島 善 ^氏 
郡 場 宽氏 


本會 正せ 員 髙撟良 直苕 大正 三年 十一月 十四 口 を 以て 逝去せ らる o 君 は 

多年 本 食の ために 瘙瘅 せられ^  b 、  Ä に哀惮 の 至 6 に堪 おず o 


新入 贫員 四 名 

龈柴永 古 君 (正） 
岩 一  二. U( 准） 
現在 會貝 
赘助員 
正 食 n 
地 方 

在 札 

准會員 
地 方 
在 礼 


小 原^ 太郞 君 (正） 並 河 功 君 (准） 


二 名 
八十 三 名 
四十 一名 
四十 二 名 
四十 八 名 
二十 六 名 
二十 二 名 
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